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私本「葛飾北斎ハンドブック」年譜で辿る画工の生涯（改訂版） 

東京都台東区生涯学習「葛飾北斎研究会」村井 信彦 

【初めに】 

葛飾北斎は研究者によるさまざまな角度でのアプローチに関わらず、伝説の域を抜けな

い推測の部分が少なくない。一言でいえば「謎」多き有名人なのである。    

制作年、刊行年、作品の解釈及び画題等の読み方の違いは言うに及ばず、北斎の生き方

に関わるあらゆる面で謎が多いが、先学者の地道な研究が常になされているので、新たな

事実や発見が今後もなされるに違いない。 

私もまた在野の素人ながら、自分なりの北斎像を描きたいという思いがあった。そのた

め、諸研究を参考にしながら、改めて年譜を作成し、作品と関連づけるという基本的な作

業により、北斎の全体像を浮き彫りにする方法をとった。 

披見した資料をできるだけ客観的に示すことを心がけた。その結果、煩雑さはまぬがれ

ないものの、これから北斎にアプローチしようとする諸氏の基本資料として活用される事

を願うためである。「ハンドブック」と名づけたのはそのためである。 

在野の研究であるので、資料は各種展覧会、図録、種々の参考資料に拠らざるを得ない

ため、思い違いや訂正すべきところもあるかもしれない。掲載した図録等は、出典を明示

しているものの、来歴不明の作品も多々あると思われるので、あくまでも参考としての掲

載であることをお断りしておく。 

かつて芥川龍之介は「昔から前人の造つた大きな花束が一つあった。その花束へ一本の

花を挿し加へるだけでも大事業である。その為には新しい花束を造る位の意気込みも必要

であらう。この意気込みは或は錯覚かも知れない。が、錯覚と笑つてしまへば、古来の芸

術的天才たちもやはり錯覚を追つてゐたのであらう」(『文芸的なあまりに文芸的な』三

十九「独創」)と述べた。 

本稿で一本の花を挿し加えることができたか誠に心もとない。前述したように北斎に関

わることは、永遠の謎解きとしか言いようがない。今後、新事実や従来の説を覆す論考も

出るに違いないことを念頭に置けば、本稿もまた永遠の未定稿であることをご理解いただ

ければ幸いである。 

なお、北斎と関わりの深い曲亭馬琴の動静についても多少記述した。 
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【凡例】 

□ 西暦や算用数字の関係もあり、横書きの年譜とした。 

□ 年齢は全て数え年で表記している。 

□ 制作年の枠組に示した落款・印号は、筆者が知り得るその年の作品に限定している。 

□ ◇印は周辺の世相等を示している。 

□ ○は北斎以外の刊行物等を示している。 

□ ★は北斎に関わる事項を示している。 

□ ●は北斎の作品・刊行物を示している。 

□ ☆は揃物等の各図を示している。 

□ 洒落本・滑稽本・黄表紙・読本等は、特に注釈がない限り当該本の挿絵の落款を指す。 

□ 作品は原則として刊行年で示している。 

□ 作品の寸法はセンチ単位で、縦×横のように表記している。肉筆画以外は、初摺
し ょ ず り

や

版元
は ん も と

の再摺
さ い ず り

等により、所蔵館の作品のサイズに若干の違いがある。 

□ 作品（挿絵を除く）はできるだけ簡単な説明を施し、同画題等の検索の便宜に供する

ように配慮した。ただし、未見のものは表題にとどめた。また、説明は知識不足による不

備なものもあり、碩学
せ き が く

の教えを待ちたい。 

□ 参考資料等の著者の敬称は原則省略した。 

□ 引用資料の『葛飾北斎伝』（飯島
い い じ ま

虚心
き ょ し ん

著）は、岩波文庫版（平成 11 年：1999 年刊、鈴

木重三校注）を使用した。同書の初版は明治 26年（1893）に浮世絵商の蓬枢閣
ほ う す う か く

から出版さ

れた。本文中の『葛飾北斎伝』は同書を指す。 

□ 引用資料の『葛飾北斎年譜』（永田生慈著）は『北斎研究』22 号（平成 9 年 4 月 18 日

発行 葛飾北斎美術館編 東洋書院発行）所収のものを参照し、本文中では『年譜』と略

記する。 

□ 書名・人名・引用文には、原文にはない振り仮名や句点を施してある。また、引用文

の旧漢字は現行漢字に、ふりがなは現代仮名遣いとした。必要があれば原文に当たってい

ただきたい。読み方が不明の場合は筆者の判断で記した。また、本文中の北斎名および画

号については、原則としてルビは付していない。 

□ 図版は主に Web 上に公開されている画像・展覧会図録・画集等を中心に掲載し、出典

を明記するよう配慮した。ただし、図版に付した所蔵館等と図版は必ずしも一致しない。

同一図の所蔵先を示すにすぎない。 

□ 作品所蔵施設等は代表的な施設を取り上げているので、全ての所収施設を記載してい

るわけではない。 
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この頃の弟子 250 名以上・・・・・・・・・・・・359 

『北斎漫画』初篇刊行・・・・・・・・・・・・・359 

『北斎漫画』一冊 銀二匁八分・・・・・・・・・360 

 

      艶本名作『喜能会之故真通』・・・・・・・・・・364  

文化 12 1815 56 歳 馬琴との連携終わる・・・・・・・・・・・・・・367  

   
北さいも筆自由に候へ共、己が画ニして 

作者ニ随ハじ・・・・・・・・・・・・・・・・・368 
 

      主号としての戴斗号現る・・・・・・・・・・・・368  

      三つ割の法を説く・・・・・・・・・・・・・・・370  

文化 14 1817 58 歳 

北斎翁、割り出しに精しかりし・・・・・・・・・371 

阿栄嫁ぐか・・・・・・・・・・・・・・・・・・377 

第二次関西旅行・・・・・・・・・・・・・・・・377 

 

   二度目の大達磨を描く・・・・・・・・・・・・・377  

   屁くさいの芝居がかった借金申し込み状・・・・・379  

以下文化年間     文化初期から西洋銅版画に関心を示す・・・・・・383   
     潮干狩図の謎・・・・・・・・・・・・・・・・・430  

      北斎作品の重要文化財指定第 1 号・・・・・・・・431  

   
為一翁は曲画を善す・・・・・・・・・・・・・・434 

「北斎筆」の落款と印葛飾は二代目北斎か・・・・461 
 

文化/文政 1 1818 59 歳 
彼人ハちとむつかしき仁故、『北越雪譜』の 

挿絵ならず・・・・・・・・・・・・・・・・・・474 
 

   
2.3 月頃、牧墨僊宅から伊勢・紀州・大坂・京都へ 

行き江戸に帰る・・・・・・・・・・・・・・・・474 
 

   翁は葛飾一族の画祖なり・・・・・・・・・・・・475  

      
初の大大判鳥瞰図・・・・・・・・・・・・・・・477 

北斎、蕙斎の一覧図を窃かに笑う・・・・・・・・477 
 

文政 2 1819 60 歳 戴斗を北泉に譲り、為一号を翌年から用いる・・・479  

文政 3 1820 61 歳 為一前期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・484  

   この頃より為一号を用いる・・・・・・・・・・・484  
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      阿栄、夫の絵を笑い離縁・・・・・・・・・・・・484  

      阿栄、応為（オーイ）と号し、美人画に長ず・・・485  

文政 4 1821 62 歳 四女阿猶没か・・・・・・・・・・・・・・・・・491  

   北斎の挿絵一枚金一分二朱・・・・・・・・・・・491  

   連想遊びの狂歌本・月癡老人為一号を用いる・・・492  

   落款に年齢を記す・・・・・・・・・・・・・・・498  

文政 5 1822 63 歳 長女阿美与、離婚して孫と同居する・・・・・・・499  

文政 6 1823 64 歳 川柳デビュー 俳号卍を用いる・・・・・・・・・508  

   北斎の川柳・・・・・・・・・・・・・・・・・・508  

   長女阿美与没・・・・・・・・・・・・・・・・・515  

   『誹風柳多留』に序文を書く・・・・・・・・・・515  

文政 9 1826 67 歳 北斎工房の絵、大量に海外へ・・・・・・・・・・523  

   シーボルトが持ち帰ったとされる 15 図・・・・・ 523  

    
文政 9 年頃、フランス国立図書館蔵の北斎に 

関わる作品 25 図・・・・・・・・・・・・・・・ 526 
 

     更に「江戸の風景」6 図発見・・・・・・・・・・531  

      大英博物館所蔵の素描・・・・・・・・・・・・・533  

文政 10  1827  68 歳  卒中を患うも自家薬で回復する・・・・・・・・・536  

文政 11 1828 69 歳 シーボルト事件勃発・・・・・・・・・・・・・・538  

      妻こと没す・・・・・・・・・・・・・・・・・・541  

   ドラ孫を永寿堂に奉公に出す・・・・・・・・・・541  

      「水滸伝」は北斎の画で売れる・・・・・・・・・542  

   挿絵はさすがに北斎なれば評判よろしく・・・・・542  

文政 12 1829 70 歳 ベロリン藍が輸入され使用される・・・・・・・・545  

      またまた馬琴の批判・・・・・・・・・・・・・・547  

   新発見の下絵集・・・・・・・・・・・・・・・・548  

   為斎の作画か・・・・・・・・・・・・・・・・・549  

以下 文政年間     

以下 文政後期～

天保前期 
   

酒を嗜まず、茶を好まず、絵に似たる画を書くす。 

真をはなれて真を写す・・・・・・・・・・・・・556 
 

文政/天保 1 1830 71 歳 為一後期 錦絵の時代・・・・・・・・・・・・・561  

   どら孫の尻拭いと窮乏生活・・・・・・・・・・・561  

      北渓の絵手本を北斎名で出版・・・・・・・・・・562  

   文政 4 年に続き落款に年齢を記す・・・・・・・・563  

天保 2 1831 72 歳 この年の信州小布施・高井鴻山宅に寄宿するは疑問 564  
     真実の虚構か、虚構の真実か『冨嶽三十六景』・・567  

      表富士 36 図・・・・・・・・・・・・・・・・・ 568  

      追加された 10 図（裏富士）・・・・・・・・・・ 583  

      落款の謎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・586  

      「極」印・「改」印の謎・・・・・・・・・・・・587  

      永寿堂の広告・富士の形、異なる事を示す・・・・588  

      富士講・講元の永寿堂の策略・・・・・・・・・・588  

   富士の頂角、広重は 85 度、北斎は 30 度くらい・・588  
     ベロ藍の発見・・・・・・・・・・・・・・・・・588  

      ベロ藍とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・589  

      ベロ藍の絵で流行おびただしく・・・・・・・・・589  

      あれこれ印の使い分け・・・・・・・・・・・・・590  

天保 3 1832 73 歳 長女阿美与の元夫 柳川重信没す・・・・・・・・595  
     鶏の足跡が竜田川の紅葉に・・・・・・・・・・・595  



8 

 

立田川の紅葉絵は失敗だったか・・・・・・・・・596 

天保 4 1833 74 歳 広重 保栄堂版東海道五十三次刊行・・・・・・・600  
     歌川広重、北斎と会った？・・・・・・・・・・・600  

      『北斎漫画』パリに到着・・・・・・・・・・・・601  

      この頃の北斎の評判・・・・・・・・・・・・・・601  

      総て総身に画法充満したる人・・・・・・・・・・602  

      余の美人画は、阿栄におよばざるなり・・・・・・603  

      阿栄の絵、気韻生動、筆力非凡なり・・・・・・・603  

      年齢入り落款を以後継続して記す・・・・・・・・615  

天保 5 1834 75 歳 画狂老人卍期 80 代から肉筆画に傾注・・・・・・618  
     愚老も久々疝痛にて、未歩行不相成候・・・・・・618  

      卍に改め、北斎なることを知らず・・・・・・・・619  

      どら孫を自立させるも、依然物入りの生活・・・・619  

      
イメージとアイデアが縦横に広がる富嶽百景・・・630 

色をすて、墨色の濃淡で大地の空気が動く・・・・630 
 

      真面目の画訣この譜に尽せり・・・・・・・・・・630  

      己六歳より物の形状を写の癖ありて・・・・・・・631  

      初めて川柳の号である「卍」の落款を用いる・・・631  

      歌川広重、北斎の富士を評価する・・・・・・・・636  

天保 6 1835 76 歳 浦賀に蟄居・・・・・・・・・・・・・・・・・・638  
     『唐詩選』の画料の残額を請求・・・・・・・・・638  

      旅先の旅住之場所は、したゝめ不申候・・・・・・639  

      百歳の頃は、画工の数にも入るつもり・・・・・・640  

      投米会で糊口を凌ぐ・・・・・・・・・・・・・・640  

   『武者絵』の画料、金一両と銀四十二匁を受け取る 640  

   天保飢饉を肉筆画帖等で乗り切る・・・・・・・・641  

      冨嶽百景三編以後、肉筆画に傾注・・・・・・・・649  

      表題の表記の異同『百人一首うはがゑとき』・・・655  

   『百人一首うはがゑとき』の版下絵・・・・・・・660  

天保 7 1836 77 歳 秋頃まで浦賀に逗留・・・・・・・・・・・・・・668  
     歌川風の鼻、どうぞ此のやうにならぬやうに・・・668  

      北斎の晩年の支援者・高井鴻山と出合う・・・・・669  

      
北斎の細密画批判に反論、不学者の論一笑に 

備ふのみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・670 
 

      酔中筆の拙き画・・・・・・・・・・・・・・・・672  

天保 8 年 1837 78 歳 林町から本郷に住むか・・・・・・・・・・・・・674  

   天保 8・9 年は作画減少・・・・・・・・・・・・ 674  

   放蕩孫没か・・・・・・・・・・・・・・・・・・674  

天保 9 1838 79 歳 天保 9 年の浮世絵等の価格・・・・・・・・・・・675  

天保 10 1839 80 歳 
この頃、家には飯器なし。土瓶、茶碗 

二、三個あるのみ・・・・・・・・・・・・・・・677 
 

      初めて火災に遭う。此の頃の貧苦は、殊に甚しかりし 677  

      車一台分の縮写（スケッチ）の図を消失・・・・・677  

      
生涯の肉筆画 1326 点、80 歳以降 134 点・・・・・ 677 

北斎の孫、多知女に結婚祝いの「鯉図」を贈る・・677 
 

      
西瓜図の謎・皇室との関わりは？・・・・・・・・678 

曲亭馬琴、失明するも『八犬伝』執筆に意欲・・・683 
 

天保 11 1840 81 歳 最後の一枚鳥瞰図・・・・・・・・・・・・・・・683  

 

天保 12 

 

1841 

 

82 歳 

 

阿栄、其の品行は頗る正し、常に翁の傍にありて、 
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孝養怠りなし・・・・・・・・・・・・・・・・・686 

『新編柳樽』に序文を書く・・・・・・・・・・・687 

天保 13 1842 83 歳 
柳亭種彦、取り調べで北斎の所業を口にせず・・・689 

七代目市川団十郎、江戸拾里四方処払・・・・・・690 
 

      一両が 6 貫 5000 文となる・・・・・・・・・・・ 690  

      榿馬場の仮住まいの様子・・・・・・・・・・・・691  

      その部屋、物置と掃溜と、一様なるが如し・・・・691  

      礼儀礼譲をなすことを好まず・・・・・・・・・・691  

   
猫一疋も描くこと能わず、己及ばずとて自棄てん 

とする時は、即これ其の道の上達する時なり・・・692 
 

      
読本挿絵の評判遠のくも、絵に於ては天下絶品・・692 

小布施に行く 八の字のふんばり強し夏の富士・・692 
 

      小布施訪問はいつか・・・・・・・・・・・・・・693  

      小布施訪問の目的は・・・・・・・・・・・・・・693  

      
高井鴻山の北斎の印象・・・・・・・・・・・・・693 

小布施までの道のり・・・・・・・・・・・・・・694 
 

      北斎の自画像・・・・・・・・・・・・・・・・・694  

      北斎自画像とアゴの四角ナ女・・・・・・・・・・695  

      
北斎作品の重要文化財第 3 号・孫なる悪魔を 

払う「日新除魔」・・・・・・・・・・・・・・・699 
 

      文化庁の「国指定文化財等データベース」の記事・699  

天保 14 1843 84 歳 浮世絵一枚 20～30 文・・・・・・・・・・・・・ 702  

      転居 60 回・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・702  
     阿栄の「関羽図」松代にあり・・・・・・・・・・702  

   小布施での除魔図作画の様子・・・・・・・・・・705  

以下天保年間       

天保/弘化 1 1844 85 歳 

 

長寿番付に入る・・・・・・・・・・・・・・・・719 

二度目の小布施行きにお栄を伴ったか・・・・・・720 

 

      自らの誕生の年月日を示す・・・・・・・・・・・720  

弘化 2 1845 86 歳 阿栄を伴い三度目の小布施行きか・・・・・・・・726  

      小布施行きの謎・・・・・・・・・・・・・・・・726  

      牛嶋神社の額絵復活・・・・・・・・・・・・・・727  

      牛嶋神社にあったもう一つの額絵・・・・・・・・729  

      鬼ヶ島図のスケッチ・・・・・・・・・・・・・・729  

弘化 3 1846 87 歳 
大坂の偽北斎・百歳の余までハ、死亡之沙汰ハ、 

まづ休みに仕候・・・・・・・・・・・・・・・・733 
 

      犬北斎はあっても、北斎名に二代目なし・・・・・733  

    紺縞の木綿を着、六尺の天秤棒の杖と草履履き・・734  
     画風公聴に達す・・・・・・・・・・・・・・・・734  

      めがねをかけず、背も曲がらず、健脚の達者・・・734  

      雨でも草履、法華経を唱え歩き、雑談を厭う・・・734  

      病気再発する・・・・・・・・・・・・・・・・・735  

      最後の読本挿絵・・・・・・・・・・・・・・・・735  

弘化 4 1847  88 歳  松代藩士宮本慎助に「日新除魔」の絵を渡す・・・737  

   この年応為は 50 余歳か・・・・・・・・・・・・ 738  

   長寿の薬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・738  

   この頃から「百」に執着・・・・・・・・・・・・739  

      蚊帳を売って観劇する・・・・・・・・・・・・・739  

      この年、広重と接触したか・・・・・・・・・・・739  
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鳳凰図天井絵下絵・・・・・・・・・・・・・・・740 

鳳凰状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・741 

中島鉄蔵藤原為一の落款・・・・・・・・・・・・745 

 

以下弘化年間 1848 89 歳 馬琴没す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・748  

弘化 5/嘉永 1     長寿会では自分が一番壮健・・・・・・・・・・・749  

      北斎デザインの立体造形物・・・・・・・・・・・749  

      四度目の小布施行き・・・・・・・・・・・・・・749  

      北斎の画は「画」というしかない・・・・・・・・749  

      北斎、終焉の地に移る・・・・・・・・・・・・・750  

      本間北曜、晩年の北斎の弟子になる・・・・・・・750  

      93 回の転居をする・・・・・・・・・・・・・・ 750  

      転居三百、百庵にならひ・・・・・・・・・・・・751  

      身体は壮健、歩行は自由・・・・・・・・・・・・751  

      
金銭を得るも、消費すること土芥のごとし。 

常に赤貧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・751 
 

      画法・画論を展開する『画本彩色通』・・・・・・752  

      油絵具の調法を示す・・・・・・・・・・・・・・752  

      己六歳より八十八年独立して、心に怠らざりし事・752  

      陰影法について・・・・・・・・・・・・・・・・753  

      
九十歳よりハまた々画風を改め、百才の後に 

いたりてハ此道を改革せん・・・・・・・・・・・753 
 

      制作年の分かる最後の摺物・錦絵・・・・・・・・755  

      小布施にある北斎画・・・・・・・・・・・・・・758  

嘉永 2 1849 90 歳 画工北斎 此せつ大病のよし・・・・・・・・・・759  

      北斎逝く・・・・・・・・・・・・・・・・・・・759  

   
天我をして五年の命を保たしめば、真正の 

画工となるを得べし・・・・・・・・・・・・・・760 
 

      親族等の会葬無くも多くの参列者あり・・・・・・760  
     『北斎漫画』十三編の刊行年はいつ？・・・・・・761  

   『北斎漫画』まねもならざる画風の筆癖・・・・・762  

      
翁の遺墨若干葉を画本中に補い入れて十五編とする 768 

北斎最後の傑作・・・・・・・・・・・・・・・・766 
 

以下、江戸時代（年代不詳）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 766 

北斎没後・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・768 

嘉永 6（1853） 応為の菊図。鴻山の菊図の謎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・769 

春峯庵事件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・775 

参考資料：阿栄（応為）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 775 

 ・お栄、画をよくし、土木偶を作るに妙手で、火事を好む・・・・・・・・・・・・・・・・・・775 

 ・北斎没後、阿栄はどこでなにを、そして、いつ没したか・・・・・・・・・・・・・・・・・・775 

 ・応為の作品（広義の北斎作品を含む：北斎の制作に阿栄が手を加えたと考えられるもの）・・・ 776 

以下、制作に関わったと思われる作品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・780 

葛飾北斎末裔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・781 

判型・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・784 

北斎作品を所蔵する美術館等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・785 
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宝暦
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10（1760）庚
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た ろ う

  

◇2 月 6 日、宝暦の大火。神田旅
は た

籠
ご

町
ちょう

明石屋
あ か し や

卯
う

兵衛
へ え

より出火。市村
い ち む ら

座〈境町
さかいちょう

。現東京都中

央区日本橋芳
よ し

町
ちょう

二丁目と人形
にんぎょう

町
ちょう

三丁目辺〉と中村
な か む ら

座（葺屋
ふ き や

町
ちょう

。現東京都中央区人形
にんぎょう

町
ちょう

三

丁目辺り）が焼失。中村座は 3 月に新築、再開する（小池章太郎『考証江戸歌舞伎』三樹

書房より）。 

◇宝暦期に江戸に居酒屋が多く出来始める（飯野亮一『居酒屋の誕生 江戸の呑みだおれ

文化』ちくま学芸文庫より）。 

◇長崎オランダ商館の江戸参府（寛政
か ん せ い

元年：1789まで毎年参府する）。 

◇徳川家
い え

治
は る

、10代将軍となる。 

 

【誕生の謎】 

★9 月 23 日、葛飾郡
か つ し か ぐ ん

本所
ほ ん じ ょ

南
みなみ

割下水
わ り げ す い

に生まれたとされる（飯島虚心『葛飾北斎伝』鈴木重三

校注 岩波文庫版 ｐ31 以下、『葛飾北斎伝』と表記）。 

※南割下水は、現江戸東京博物館前から墨田区錦糸
き ん し

4 丁目 10 番付近までの下水で、現在は

暗渠となり「北斎通り」と呼ばれる。この辺りの本所亀
か め

沢
ざ わ

二丁目辺が誕生地と推測される

（現東京都墨田区亀沢
か め ざ わ

2-15-10辺）が、確証はない。 

【南割下水 明治 41 年頃 /「墨田の今昔－写真カタログ－」資料提供：墨田区立緑
みどり

図書館】 

★本所
ほ ん じ ょ

の渡し場を竪
た て

川
か わ

といい、この竪

川より北に北割下水
き た わ り げ す い

（現春日
か す が

通り）、

その南に南割下水
み な み わ り げ す い

があった。この辺り一帯は葛飾
か つ し か

と呼ばれていた。両割下水とも幅九尺

（約 272.7 ㎝）で主に排水用であったらしい（墨田区の説明

では、1間〈1.8m〉から 2間としている）。 

墨田区緑町公園の案内板 

 当時、長屋の裏店
う ら だ な

は二軒が向かい合って建ち、1m 程度の路

地の真ん中に下水が流れているのが一般的だが、南
みなみ

割下水
わ り げ す い

は

それより少し広い堀川
ほ り か わ

のようであり（明治期の写真によ

る）、昭和初期に埋めたてられた。 
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北斎がどのような家に住んでいたかは不明だが、おそらく幼少期は長屋であったと思わ

れる。当時、長屋の家賃は安く、職人なら三日程度で稼げる額であった（『江戸から東京

へ』東京都教育委員会編、平成 23年：2011年度版）。 

棟割
む ね わ り

長屋の内、一般的な九尺
く し ゃ く

二間
に け ん

の裏長屋注１は月 500文
も ん

（約 12,500円）、戸
と

無
な し

し長屋注

2 や老朽化した長屋、なめくじ長屋注 3 等は月 300文
も ん

（約 7,500 円注 4）。土方
ど か た

の日当は 300

文（約 7,500 円）なので、2 日働けば一般的な長屋の家賃が払えた。ちなみに、平均月 15

日の労働だったらしい（『大江戸万華鏡』ひとづくり風土記 13 14 農文協）。 

注 1）裏長屋：表通りの裏に造られていたので、こう呼ばれた。間口
ま ぐ ち

九尺
く し ゃ く

〈約 2.7m〉二間
に け ん

〈奥行約 3.6m〉。四畳半一間、台所と玄関を兼ねる土間。隅に枕
まくら

屏風
び ょ う ぶ

。奥が取り外しので

きる雨戸つき。 

注 2）戸無し長屋：開く所は入り口のみで部屋の三方
さ ん ぽ う

は壁で仕切られている。 

注 3）なめくじ長屋：現東京都墨田区業平
な り ひ ら

1-7-2の小梅
こ う め

銭座
ぜ に ざ

跡
あ と

辺にあった最下等の長屋。水

はけが悪く、風通しも悪いので、ナメクジが大量に発生するといわれた長屋。 

【当時の銭相場】 

注 4）1 文＝25 円で換算した。本来米相場で換算するのが一般的だが、本稿では蕎麦一杯

16 文（現在のかけ蕎麦：400 円程度）の庶民相場を現在（2018 年現在）の相場に当てはめ

た。因
ち な

みに一両は江戸中期の平均 5000 文（5 貫文）なので約 125,000 円であった。いうま

でもなく同じ江戸期でも時代によって貨幣価値は異なる。天明期には一両は 6000 文（6 貫

＝約 150，000円）となり、江戸後期の天保 13年（1842）には銭相場公定で、一両 6500文

（6貫 500文＝約 162，500 円）と定められた。 

【北斎の父母の謎】 

★北斎の肉筆画「大黒天図
だ い こ く て ん ず

」（天保
て ん ぽ う

15/弘化
こ う か

元年：1844。現在所在不明。弘化元年条参照）

の落款
ら っ か ん

に「天保十五年甲
きのえ

辰
た つ

子
ね

ノ月甲子
き の え ね

ノ朔
さ く

日
じ つ

子
ね

ノ刻
こ く

 宝暦
ほ う れ き

十庚
かのえ

辰
た つ

年九月
く が つ

甲子
き の え ね

ノ出生
しゅっしょう

」（旧

暦 1760 年 9 月 23 日。西暦 1760 年 10 月 31 日出生）とある。また『浮世絵類考 補記』

（式亭三馬
し き て い さ ん ば

著）には「本
ほ ん

所
じ ょ

ノ産」とある。⇒天保 15年（1844）「大黒天図」参照。 

★北斎の父については、北斎の墓の傍らに刻された「川村市
か わ む ら い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

」（石工・仏師。号：

仏
ぶ っ

清
せ い

）を指して「蓋
け だ

し市
い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

」は、北斎の父の俗名にして」とある。（『葛飾北斎伝』ｐ

178）。 

但し、川村家は後妻のこと女
じ ょ

の実家であり、川村市良衛門が北斎の父ではないとする説

もあり。 

【北斎の父は中島伊勢、母は小林平八郎の孫娘か】 

★一方で、同『葛飾北斎伝』では「父は、徳川家用
よ う

達
た し

の鏡
かがみ

師
し

にして、中島
な か じ ま

伊勢
い せ

といひ、母

は、吉良
き ら

上野
こ う ず け

介
のすけ

の臣
し ん

、小林
こ ば や し

平八郎
へ い は ち ろ う

の孫女
まごむすめ

なり」（ｐ31 ルビは筆者、以下同じ）とも述べ

ている。「北斎常に我
わ が

母
は は

は小林
こ ば や し

平八郎
へ い は ち ろ う

の孫
ま ご

女
むすめ

なりと語りたるよし」(ｐ32)とも伝える。 

★『浮世
う き よ

画人伝
が じ ん で ん

』(関根
せ き ね

黙庵
も く あ ん

著・明治 32 年（1899）刊。ｐ108)による出生記事では「父は

中嶋
な か じ ま

注伊勢
い せ

とて、幕府
ば く ふ

用
よ う

達
た し

鏡師
か が み し

なりき。母は吉良
き ら

上野
こうずけの

介
す け

義
よ し

央
な か

（「よしなお」とも）の家臣
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小林平八郎とて、武芸絶倫の聞えありしが、孫
ま ご

女
むすめ

とかや。平八郎
へ い は ち ろ う

は、元禄十五年、赤穂
あ こ う

の

義士復讐の夜に、防戦して斃
た お

れしが、この時八歳なる女子一人あり、吉
き

良
ら

家滅亡の後、親

戚に寄りて成長し、他家に嫁して女子を産めり。此
こ

の女子中嶋
な か じ ま

伊勢
い せ

の妻となりて、宝暦九

卯
う

年正月三日、本所
ほ ん じ ょ

割下水
わ り げ す い

の家に北斎を生みたり」（筆者注「宝暦九卯
う

正月三日」は誤り）

とある。 

注）「中島」は「中嶋」とも表記されるが、本稿では、多くの論考が使用している「中島」

と表記する。 

※上記記事から、小林平八郎の孫娘は四代目中島伊勢（32 歳）の妾で、伊勢は翌年の宝暦

11 年（1761）に本所
ほ ん じ ょ

松坂町
まつざかちょう

（現東京都墨田区両国 3 丁目）へ移るまで、神田乗物
の り も の

町
ちょう

の自宅

から割下水の妾宅へ通い、ここで北斎は誕生したとする説もある。 

★安田剛蔵『画狂北斎』（昭和 46 有光書房）では、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

が文化 5 年(1808)5 月 23 日

の北斎の手紙注の余白に朱記
し ゅ き

した「叔父御鏡師中嶋伊勢か
が

養子になりしか」の文の「叔父」

に注目して、次のような考えを示している。 

「しかし、筆者が推定するように川村氏某女
ぼ う じ ょ

が中島伊勢の二号となって北斎を生んだのが

事実とすれば」（ｐ34）という前提で、「北斎の父である伊勢は実子がなくて、或
あるい

はあって

も夭折して家督相続人がなかつたため実弟が直
な お

つて当主の伊勢を継いだのであろう。とこ

ろが当主の伊勢がまた同じような事情に立ち至つたので、相続人を選ぶに当り血脈の絶え

ることを憂えて兄の妾腹
めかけばら

の子である北斎に白羽の矢を立てたのであると考えられる」（ｐ

37）としている。すなわち、川村家の娘が中島伊勢の妾となり北斎を生み、伊勢の弟が養

子にしたとする。 

※同書では「当の北斎は曽
か つ

て川村氏を称したことはなく、生涯中島氏を称していたことは

厳然たる事実である」の述べている（ｐ33）。 

注）北斎の手紙：自分宛の書簡を曲亭馬琴は丁寧に保管していたが、それを川瀬一
か わ せ か ず

馬
ま

が昭

和 18年（1943）に『曲亭来簡集』としてまとめた。その中に「朱記」で、「（略）壮年その

叔父御鏡師中島伊勢が養子になりしが、鏡造りのわざををせず、その子をもつて職を嗣
つ

が

せしが、そは先だちて身まかれり」と記されている。 

【北斎の兄妹】 

★誓教寺
せ い き ょ う じ

の北斎の墓の側にある川村市
か わ む ら い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

の墓の右側には、北斎誕生前に早逝した兄

（微
び

陽
よ う

童子
ど う じ

。宝暦九 己
つちのと

卯
う

年〈1759〉三月二十四日に没）と兄（微
び

緑
りょく

童
ど う

子
じ

。宝暦三癸酉
みずのととり

〈1753〉四月朔日没）、および妹（春
しゅん

厳
げ ん

童女
ど う じ ょ

。明和
め い わ

三丙
ひのえ

戊
い ぬ

〈1766〉二月二十二日没）が記

されている。 

「蓋
け だ

し市
い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

は、北斎の父の俗名注にして、此
こ

の童子
ど う じ

童女
ど う じ ょ

は、皆其
そ

の子なるべし。され

ば微
び

陽
よ う

童子
ど う じ

、微
び

緑
りょく

童子
ど う じ

は、北斎の兄にして、春
しゅん

厳
が ん

童女
ど う じ ょ

は、妹なるべし」（『葛飾北斎伝』

ｐ昶 178）。 

※童子
ど う じ

童女
ど う じ ょ

名のふりがなは本稿筆者による仮の読みかたである。 

注）北斎の父の俗名として：市郎衛門は「仏
ぶ っ

清
せ い

」とも称したとされる。北斎は初め仏清の
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墓に埋葬され、後に北斎の孫である白井
し ら い

多知女
た ち じ ょ

、あるいは多知女の子の加瀬
か せ

昶
ちょう

次郎
じ ろ う

により

建てられた墓に移されている。現存するこの墓の基石には「川村氏」と刻まれている。 

【北斎の実父は川村家の長男か】 

瀬木慎一『狂人北斎』（講談社現代新書）では、北斎の父は川村家の長男であるとする。

川村家の二男が鏡師の中島家に養子に入り伊勢と称したが、子がなかったので北齋が中島

伊勢の養子に入ったとしている。 

 

宝暦
ほ う れ き

11(1761) 辛巳
か の と み

 2歳 時
と き

太郎
た ろ う

（８歳までの幼名） 

◇山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

生（～1816）。 

◇葺屋
ふ き や

町
ちょう

(現東京都日本橋人形
にんぎょう

町
ちょう

三丁目辺り)の操り人形の結城座
ゆ う き ざ

より出火。同所にあった

市村座も昨年に続き類焼した（小池章太郎『考証江戸歌舞伎』より）。 

 

宝暦
ほ う れ き

12(1762) 壬
みずのえ

午
う ま

 3歳 時
と き

太郎
た ろ う

 

◇相撲興行（3月、深川
ふ か が わ

八幡
は ち ま ん

境内：現東京都江東区
こ う と う く

富岡
と み お か

1-2）。 

※以下、相撲興行の記録は「資料館ノート 第 106 号」（江東区深川江戸資料館 平成 26

年 11月 16日発行）及び Wikipedia「「本場所の一覧」による江戸相撲に限る。 

 

宝暦
ほ う れ き

13(1763) 癸 未
みずのとひつじ

 4歳 時
と き

太郎
た ろ う

 

◇相撲興行（4月、神田明神 10月、浅草八幡宮） 

◇5月 5日、小林
こ ば や し

一茶
い っ さ

生（～1828）。 

◇平賀源内
ひ ら が げ ん な い

、『物類
ぶ つ る い

品隲
ひ ん し つ

』（2 巻）で、ペルシャン・ブルー注を初めて紹介する。この色

は、 

後に北斎や他の画工が好んで使用するようになる。 

「ベレイン ブラーウ 紅毛人持来
も ち き た

ル。扁青（注：青い水晶状の結晶）ニ似テ（略）扁青 

ニ比スレバ色深クシテ甚
はなはだ

鮮
あざやか

ナリ（略）」（早稲田大学ﾃﾞｼﾞﾀﾙ版による） 

注）ペルシャンブルー： 1704 年、ドイツ・ベルリンにおいて、ディースバッハによって

発見された。一般に、ベルリン・ブルー、あるいはベロ藍
あ い

と呼ばれる。天保 2 年の項参照。 

 

【鏡師の養子の謎】 

★中島
な か じ ま

伊勢
い せ

（幕府御用鏡師）の養子となる。伊勢は北斎の叔父という（『江戸の奇才 北 

斎展 葛飾北斎とその弟子たち』島根県立石見美術館 2005年 所収の永田生慈の記述 

を『永田生慈 北斎コレクション 100選』P5〈島根県立美術館 2019年〉で紹介）。 

※中島伊勢は幕府御用達で、それなりの地位と名誉があったと思われる。お目
め

見
み え

格
か く

として 

登城も赦される身分で、吉
き

良
ら

家取り潰し後に、その西北一帯を御鏡の工房として拝領を許 

可され、本所
ほ ん じ ょ

松坂町
まつざかちょう

に移転したとされる。 

※宝暦 10年版『宝暦武鑑』に〈御鏡師かんた
だ

のり物
も の

丁
ちょう

 中嶋伊勢〉とあり、宝暦 12年版 
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『宝暦武鑑』に〈御鏡師 本所
ほ ん じ ょ

松坂
ま つ ざ か

壱丁目中嶋伊勢〉とあるので、中島伊勢は宝暦 12年に 

は本所松坂町の元吉良
き ら

屋敷の一画に移っている(現東京都墨田区両国
りょうごく

3-7-5 松坂町
まつざかちょう

公園 

辺）。 

※鏡は銅と錫
す ず

の合金で形を造り、表面の鋳造面を磨

き、水銀と明礬
みょうばん

・砥
と

粉
ふ ん

を混ぜたものを塗り、磨いて

鏡としたもので、変色したり曇ったりするため常に

磨く必要があった。鏡師は鏡面を磨くのを主な仕事

とした。 

鏡師の仕事場と鏡（WEB「江戸散策」17 回より〈深川江戸資料

館〉） 

★8歳までは時
と き

太郎
た ろ う

と名乗ったか。 

【養子に入ったのは 20 歳頃？】 

★『曲
きょく

亭来簡集
ていらいかんしゅう

』（月之巻画工之部）別添朱記（宝暦 10年〈1760〉条参照）に「壮年その

叔父御用鏡師中嶋注伊勢か
が

養子になりしか
が

鏡造
かがみづく

りのわさ
ざ

をせす
ず

。その子をもつて職を嗣
つ

か

せしか
が

、そハ先た
だ

ちて身まかれり」（筆者注：「その子」は北斎の長男・富之
と み の

助
す け

を指す）

とある（「国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」より）。 

注）中嶋：表記は「中嶋」「中島」とされることが多いが、本稿では「中島」と表記する。 

※通説では、15・6 歳頃には中島家を出る。北斎は結婚後、長男富之助を中島家に入れ、

その職を継がせたというのである。 

※田崎暘之助『浮世絵の謎』では以下の説を展開している。 

『曲
きょく

亭来簡集
ていらいかんしゅう

』（月之巻画工之部）別添朱記の「壮年その叔父」部分に着目し、当時の

壮年は馬琴が好んで用いる言葉で、15 歳から 20 歳くらいを「弱壮」と呼んでいることか

ら「壮年」は 20 歳から 30 歳前後を指すとして、「北斎が中島家へ養子に入ったのは通説

の五・六歳ではなく、二十歳から三十歳前後だったことになる」（ｐ148）としている。 

 この説によれば、北斎は養子のまま、19歳で勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

に入門したことになる。あるいは、

4・5 歳で養子になり、数年で中島家を出、やがて 20 歳頃に再び中島家に入ったが、それ

は形だけの養子で、後に結婚後に長子富之
と み の

助
す け

を代わりに養子に入れ、自らは絵師の道に進

んだことかもしれない。 

 また、伊勢を叔父とするところから、北斎の父は川村家の長男で、川村家の二男が中島

家の養子になったが子がなかったので、北斎が叔父の養子に入ったとする説がある（瀬木

慎一『画狂人北斎』講談社現代新書 ｐ23）。⇒宝暦 11年【北斎の実父は川村家の長男か】

参照 

 

宝暦
ほ う れ き

14/明和
め い わ

１（6/1～）（1764）甲
きのえ

申
さ る

 5歳 時
と き

太郎
た ろ う
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◇4 月 19 日、江戸深川三十三間堂注の通し矢あり。12 歳の久保田源
く ぼ た げ ん

太
た

が雷雨の中、4 月 18

日の酉
と り

の刻（午後 6時）から 4月 19日の未
ひつじ

の刻（午後 2時）までに 14,320射中 11,638本

を通す。但し、正規の 120m の半分の 60mの距離であった（墨田区「下町文化」264 号）。 

注）深川三十三間堂：深川（富岡
と み お か

）八幡宮（現東京都江東区富岡 1-20-3）の東側にあった。 

◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、10月、深川八幡境内）。 

◇琉球使節来朝（将軍家
い え

治
は る

即位の慶賀使
け い が し

）。 

 

明和
め い わ

2(1765) 乙
きのと

酉
と り

 6歳 時
と き

太郎
た ろ う

 

◇相撲興行（10月、深川八幡境内）。 

◇十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

生(～1831)。 

◇この頃、伊藤若冲
いとうじゃくちゅう

が「動食綵
どうしょくさい

絵
え

」（群魚図）でベロ藍を最も早く使用したとされる。 

【絵暦・錦絵誕生】 

◇鈴木
す ず き

春
は る

信
の ぶ

（1725？～1770）が絵暦
え ご よ み

注を描き、この年から翌年に掛

けて新年挨拶として俳諧趣味人の間で絵暦のデザイン（大
だ い

小絵
し ょ う え

）を

競う交換会が流行し、春信の「清水の舞台より飛ぶ美人」（明和 2

年）などが錦絵誕生の礎となった。 

注）絵暦：その年の大小月
だいしょうつき

を判じ模様のように絵の中に書き入れた

もの。裕福な粋人がアイデアを出し浮世絵師が作るようになった。 

鈴木春信：清水の舞台より飛ぶ美人（絵暦：足立区立綾瀬美術館 ANNEX） 

【六歳より物の形を写す】 

★この頃より好んで物の形を写す。天保 5 年（1834）刊『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』初編の跋
ば つ

文
ぶ ん

（後書き）

に「己
おのれ

六歳より物の形状
か た ち

を写すの癖
へき

ありて」(私は 6 歳から物の形を画き写す習性があっ

て)とある。 

【百歳の後に至りては、此道を改革せんことをのみ願ふ】 

★弘化
こ う か

5 年（2/28 改元：嘉
か

永
え い

元年：1848）刊の絵
え

手本
で ほ ん

『画本彩色通
え ほ ん さ い し き つ う

』初版の自序にも同様

の記述あり。「己
おのれ

六歳より八十八年、独立
どくりゅう

して心に怠らざりし事を、いかでか、今方寸
ほ う す ん

の

帋
し

中
ちゅう

に演
の べ

尽
つ く

すことを得
う

べき。（略）」 

同書跋文には「（略）九十歳よりは又々画風をあらため、百歳の後に至りては、此
こ の

道
み ち

を

改革せんことをのみ願ふ。長寿
ちょうじゅ

君子
く ん し

のわが言
ことば

のたがはざるを知り給ふべし」とある（『葛

飾北斎伝』ｐ266～288）。 

〈6 歳から 88 年間、自分なりに怠らずに絵を描いてきたが、どうやって四角い紙に描き尽

くすことができるのだろうか（序文）。90 歳からはいっそう画風を改め工夫して、100 歳

以降は絵の道を更に突きつめ改革することを願っている。どうぞ長寿の神よ、私の言うこ

とに嘘はないと御承知ください（跋文）〉（以上、筆者による意訳）。 

 

明和
め い わ

3（1766）丙
ひのえ

戌
い ぬ

 7歳 時
と き

太郎
た ろ う
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◇相撲興行（10月、深川八幡境内）。 

【妹没】 

★妹没（春
しゅん

厳
げ ん

童女
ど う じ ょ

。名は「春
は る

」か。年齢不詳）。北斎の墓所・誓
せ い

教寺
き ょ う じ

（浄土宗：東京都台

東区元
も と

浅草
あ さ く さ

4-6-9）の過去帳には春
しゅん

厳
げ ん

童女
ど う じ ょ

について「施主
せ し ゅ

 川村市郎
か わ む ら い ち ろ う

右
え

衛門
も ん

」の名がある

という。 

※『葛飾北斎伝』（ｐ176）によれば「按
あ ん

ずるに、画狂老人の墓の傍
かたわら

に、古き碑石
ひ せ き

あり。

正面に、春
しゅん

厳
げ ん

童女
ど う じ ょ

、明和
め い わ

三丙
ひのえ

戊
い ぬ

年二月二十二日」とある。 

北斎墓の左にある春厳童女たちの古い碑石：現在は無い（https://okab.exblog.jp より転載） 

 

明和
め い わ

4（1767）丁
ひのと

亥
い

 8歳 時
と き

太郎
た ろ う

 

◇相撲興行（3月、深川八幡境内、10月、深川

八幡境内）。 

【生涯関わる曲亭馬琴誕生】 

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、6月 9日、深川（現東京都江東区

平野
ひ ら の

1-7-8 付近の松平家邸内）で生まれる。父

は 旗本松平
まつだいら

信
の ぶ

成
し げ

の用人滝沢
た き ざ わ

興
お き

義
よ し

（下級武

士）、五十石取り。母は細川家の家士
か し

吉尾門
き ち お も ん

左
ざ

衛門
え も ん

の女
むすめ

もん。名は興国
お き く に

。字
あざな

は、瑣
さ

吉
き ち

。通

称 、 清右衛門
せ い え も ん

。 別 号 ： 著作
ち ょ さ く

堂
ど う

主人
し ゅ じ ん

、

簑笠漁隠
さ り ゅ う ぎ ょ い ん

、、愚
ぐ

山人
さ ん じ ん

など。更に解
と く

と改名（～1848）。北斎と馬琴は良くも悪くも生涯関わ

りを持つことになる。 

○10月、役者評判記『明和
め い わ

伎
ぎ

鑑
か ん

』（淡海
お う み

三
み つ

麿
ま ろ

〈栗本
く り も と

兵庫
ひ ょ う ご

〉著。勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

画。伏見屋
ふ し み や

清
せ い

兵衛
べ え

版か）が「河原乞食の事を天下鎮撫の武家に擬して述作するなどは、公儀を畏
お そ

れない不届
ふ と ど き

至
し

極
ご く

の者なり」〈大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

『半日
は ん に ち

閑話
か ん わ

』明和
め い わ

六年条〉として作者淡海
お う み

三
み つ

麿
ま ろ

は遠島・流罪

となる。挿絵の勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

は咎めなし（宮武
み や た け

骸骨
が い こ つ

『筆禍史
ひ っ か し

』より）。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

（四方
よ も の

赤
あ か

良
ら

 1749～1823）、19歳で狂詩狂文集『寝惚
ね ぼ け

先生
せ ん せ い

文集
ぶんしゅう

』を刊行。 

○河村岷
か わ む ら み ん

雪
せ つ

（生没年不詳）、『百
ひゃく

富士
ふ じ

』（早稲田大学図書館蔵）。後年の北斎の『冨
ふ

嶽
だがく

三十六景
さんじゅうろっけい

』『富嶽
ふ が く

百景
ひ ゃ け い

』に影響したとされる。 

 

明和
め い わ

5(1768) 戊子
つちのえね

 9歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇1月 13日、本所
ほ ん じ ょ

出火により江戸大火。 

◇12月 4日、麹町
こうじまち

出火により江戸大火。 

◇12月 11日、白隠禅師
は く い ん ぜ ん じ

没（84）。 

◇相撲興行（9月、本所
ほ ん じ ょ

回向院
え こ う い ん

境内、11月、市ヶ谷八幡宮）。 

【美人で評判の笠森お仙たちのブロマイド】 

◇江戸谷中
や な か

の笠森
か さ も り

稲荷（福泉院
ふ く せ ん い ん

にあった稲荷神社。その跡に功徳
く ど く

林寺
り ん じ

が建立される。現東

https://okab.exblog.jp/26121290/
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京都台
た い

東
と う

区谷中
や な か

7-6-9）参道にあった鍵屋
か ぎ や

という水茶屋の女
むすめ

お仙
せ ん

(笠森
か さ も り

お仙
せ ん

)は、美人と評

判で、一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

（「笠
か さ

森
も り

お仙
せ ん

茶
ち ゃ

屋
や

図
ず

」出光美術館蔵）や鈴木
す ず き

春
は る

信
の ぶ

（「お仙
せ ん

の茶屋
ち ゃ や

」「お

仙
せ ん

と菊之丞
き く の じ ょ う

とお藤
ふ じ

」東京国立博物館蔵。「お仙
せ ん

茶屋
じ ゃ や

」立命館大学図書館蔵）らが多く描い

た。大円寺
だ い え ん じ

（ここにも谷中
や な か

のもう一つの稲荷神社があった。東京都台東区谷中 3-1-2）に、

大正 8 年に永井荷風により建てられたお仙
せ ん

の碑がある。大円寺
だ い え ん じ

に碑があるのは、永井荷風

が福泉院
ふ く せ ん い ん

と混同したためといわれる。お仙
せ ん

の墓は正
しょう

見寺
け ん じ

(東京都中野
な か の

区上
か み

高田
た か だ

1-1-10)にあ

る。 

同様に、浅草奥山
お く や ま

（浅草寺
せ ん そ う じ

裏一帯で見世物小屋が多くあった）の銀杏下の楊枝
よ う じ

店・柳屋
や な ぎ や

おふじ（銀杏おふじ）、浅草二十軒店
に じ っ け ん だ な

（浅草寺仲見世）の大和
や ま と

茶屋・蔦屋
つ た や

お芳
よ し

も美人で、

明和
め い わ

の三美人といわれた。いずれの美人も浮世絵美人画としてブロマイドのように売り出

されたと思われる。 

○上田
う え だ

秋
あ き

成
な り

、『雨月
う げ つ

物語
ものがたり

』成稿。 

【中島鉄蔵を名乗る】 

★中島家の養子としてこの頃に鉄蔵
て つ ぞ う

を名乗ったか。 

※リチャード・レイン『伝記画集 北斎』(ｐ7)では明和 9年（1772）頃より鉄蔵を名のっ

たとする。 

 

明和
め い わ

6（1769）己
つちのと

丑
う し

 10歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興業（4月、深川八幡宮、10月、深川八幡宮）。 

◇6月 15日、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

（浮世絵師名：北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

）生（～1816）。 

◇10月 12日、青木昆陽
あ お き こ ん よ う

没（72）。 

◇10月 30日、賀茂真淵
か も の ま ぶ ち

没（63）。 

◇唐
か ら

衣
ごろも

橘州
きっしゅう

（1743～1802）、四方
よ も の

赤
あ か

良
ら

（大田
お お た

南畝
な ん ぽ

〈蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

〉1749～1823）らと四谷の座敷

で初の狂歌会を開き、後の狂歌盛行の基をなす。 

◇ツンベルグ注、江戸で浮世絵を買う（その内、鈴木春信の 2 図がスエーデンに現存して

いるという（『在外日本の至宝』7 巻「浮世絵」所収の楢崎宗重「末期浮世絵史潮」ｐ

121）。 

注）この記事にあるツンベルグが、安永
あ ん え い

4年（1775）8月 13日に来日し、翌安永 5年（1776）

11 月 23 日まで滞在した植物学者カール・ペーター・ツンベルグ(Carl Peter Thunberg 

1743～1828 ツユンベリーとも)と同一人物かは不明。年代が合わない。 

 

明和
め い わ

7（1770）庚
かのえ

寅
と ら

 11歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇この頃、江戸で釣りが流行。類似本に続き、この年、釣りの指南本『漁
ぎ ょ

人
じ ん

道
み ち

志
し

るべ』

（玄嶺
げ ん れ い

老人
ろ う じ ん

著）が刊行される。佃
つくだ

島
じ ま

、鉄砲
て っ ぽ う

洲
ず

、洲崎
す さ き

、中川
な か が わ

、品川
し な が わ

の釣り場、他に隅田
す み だ

川
が わ

百本
ひゃっぽん

杭
く い

（両国
りょうごく

橋
ば し

北側に水流を和らげるために百本の杭を水中に打った場所。現東京都墨田

区両国 1 丁目～横網
よ こ あ み

2 丁目の隅田川沿い）辺の鯉釣り、春の彼岸頃の鮒釣り、八十八夜過
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ぎの中川
な か が わ

の鱚
き す

釣りなどを紹介している(林綾野・美術出版社『浮世絵に見る江戸の一日』

などによる)。天明期には釣りの隆盛につれ、釣り具も豪奢となったという。 

◇6月 15日、鈴木春信
す ず き は る の ぶ

没(46)。 

◇鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

（1752～1815）、細版
ほ そ ば ん

注役者絵を始める。細判は明和から寛政期の役者絵に多

く用いられた。 

注）細判：小奉書
こ ぼ う し ょ

（33.3 ㎝×47.0 ㎝）を横にして縦に三つ切りにしたサイズ（約 33.3 ㎝

×15.6㎝）。 

◇相撲興行（3月、芝
し ば

西
に し

久
く

保
ぼ

八幡宮、11月、市ヶ谷左
さ

内坂
な い ざ か

長龍寺
ちょうりゅうじ

） 

【役者似顔絵確立】 

○一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

（1725？～1794？）と勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

（1743～1792）合作の役者似顔絵「絵本
え ほ ん

舞台
ぶ だ い

扇
おうぎ

」（雁
か り

金屋
か ね や

伊
い

兵衛
へ え

版。大英博物館蔵）により役者似顔絵を確立。扇型の枠の中に半身像

を描き、枠外に役者名と、演じる俳名を描くという写実表現が誕生した。好評によりすぐ

同年に改編・再摺版が出た。 

 

明和
め い わ

8（1771）辛
かのと

卯
う

 12歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇2月 25日、日本橋村松町
むらまつちょう

よりの出火で江戸大火。 

◇相撲興行(3 月、深川御船蔵
お ふ な ぐ ら

八幡境内〈現東京都江東区
こ う と う く

新大橋
し ん お お は し

2 丁目〉、10 月、深川八幡

宮境内)。 

◇3 月 4 日、杉田
す ぎ た

玄
げ ん

白
ぱ く

・前野
ま え の

良沢
りょうたく

・中川
な か が わ

淳
じゅん

庵
あ ん

ら、ドイツ解剖学者クルムス（Kulmus,Johann 

Adam 1689～1745）の『解剖
か い ぼ う

図譜
ず ふ

』（Anatomische）のオランダ語訳『ターヘルアナトミア』

（原題：Anatomische Tabellen）を見ながら、小塚原
こ づ か は ら

刑場（現東京都荒川区
あ ら か わ く

南千住
みなみせんじゅ

2-34-5 

延命寺
え ん め い じ

辺）での腑分
ふ わ

け（人体解剖）を実見する。安永 3 年（1774）に、この 3 人により

『解体
か い た い

新書
し ん し ょ

』として翻訳される。 

◇6月 4日、歌人・国学者：田安宗武
た や す む ね た け

没（57）。 

◇百姓一揆・村方
む ら か た

騒動（農民が村役人等の不正を暴いて領主に訴えることをいう）・都市

騒擾
そうじょう

等が全国で増加（東京都教育委員会『江戸から東京へ』平成 23年度版所収、青木虹二
あ お き こ う じ

『百姓
ひゃくしょう

一揆
い っ き

総合
そ う ご う

年表
ねんぴょう

』より）。 

◇江戸深川洲崎
す さ き

弁天前（現東京都江東区
こ う と う く

木場
き ば

6-13-13）に懐石料理店「升屋
ま す や

」（望
ぼ う

汰
だ

欄
ら

）

が開業。 

◇この頃より、役者絵は一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

の人気から勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

の人気に移る。 

 

明和
め い わ

9/安永
あ ん え い

1(1772)（11/16～）壬
みずのえ

辰
た つ

 13歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇1月、田沼
た ぬ ま

意
お き

次
つ ぐ

、老中
ろうじゅう

に登用さる。 

◇2月 29日、目黒の大円寺
だ い え ん じ

(現東京都目黒区下目
し も め

黒
ぐ ろ

1-8-5)より出火、江戸市中の 3分の 1を

焼失したといわれる。行人坂
ぎょうにんざか

（目黒区下目黒 1 丁目付近）の大火とよばれる（ツンベルグ

『江戸
え ど

参府
さ ん ぷ

随行記
ず い こ う き

』ｐ170）。死者 14,700人、行方不明者 4,060人といわれる。 
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◇8 月、大風雨災害。「年号は安
や す

く永
な が

くとかはれども諸色
し ょ し き

（物の値段）高くて今は明和九
め い わ く

」

という落首が出たという（尾崎周道『北斎 ある画狂人の生涯』ｐ23）。 

◇相撲興行（11月、本所
ほ ん じ ょ

回向院
え こ う い ん

境内注）。 

注）本所回向院：現東京都墨田区両国 2－8－10。明暦
め い れ き

3 年（1657）の大火（振袖大火）の

犠牲者を祀ったのが始まりの寺。 

◇一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

、役者絵をやめる。以後の動向不明。 

【浮絵確立】 

○歌川
う た が わ

豊
と よ

春
は る

（1735～1814）、浮
う き

絵
え

「江戸
え ど

名所上野仁王門之図
め い し ょ う え の に お う も ん の ず

」（錦絵：永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

版）を描く。

上野仁王門
に お う も ん

はこの年 9 月に焼失しているので、それ以前の作ともいう。豊春は明和 8･9 年

（1771～72）頃からオランダ画法を参考にするなど透視画法（遠近法）を確立する。 

 

【貸本屋で働く】 

★中島伊勢の没後、本所
ほ ん じ ょ

横網
よ こ あ み

町
ちょう

（現東京都墨田区両国
りょうごく

１丁目辺。JR両国駅より南東に 

国道 14号までの当たり。現横網
よ こ あ み

町
ちょう

とは別）にも住むか。 

「北斎は、実母と何不自由なく暮らしていたが、ある日を境に不遇となったと思われる。

す 

なわち中島伊勢たる実父の死である。 

 北斎と実母は、中島家の充分な手当で暮らしていたから、実父の死は生活の貧窮へつな 

がることであった。北斎、幼名を時太郎、後に鉄蔵といった。父の死後、本所横網町に移 

り、鉄蔵は貸本屋の丁稚となり、たちまち世間の荒波にさらされた」（田崎暘之助『浮世 

絵の謎』ｐ162） 

★この頃迄に中島伊勢の家を出て貸本屋の丁稚になる(楢崎宗重『北斎芸術論』ｐ8)。北

斎は中島家を出た後も生涯中島姓を捨てなかったという。 

★『葛飾北斎伝』（ｐ35）には「一説に、幼時貸本屋 某
なにがし

の小奴
こ や っ こ

となり、四方に奔走し、

苟
いやしくも

暇あれば、貸本の画
え

注をみて自
みずか

ら画
え が

き、遂に画
が

道
ど う

に志
こころざ

せしともいふ」とあり。 

注）画：この字は絵手本その他のルビで「が」と読むことが多いが「え」と読むことも多

い。本稿では出典のルビに従うが、ルビが無い場合は「え」と読む。また、「画く」は

「かく」ではなく「えがく」と読む事が多いのでそれに従う。但し「画本」は「えほん」

と読む。 

★安田剛蔵『画狂北斎』（ｐ16）では「(中島伊勢の養子になる)その又以前には、貸本屋

の小僧となった事があるように伝えられているが伝説の域を出ない」としている。 

★瀬木慎一『画狂人北斎』（ｐ31）では、中島伊勢の養子に入ったのは貸本屋の小僧や彫

師の弟子になった後で、勝川春章門に入った 19歳以前のこととしている。 

【この頃の貸本屋の実態】 

★この頃の貸本屋の目玉商品は艶本や話題になった読物であったらしい。江戸の貸本屋は

文化 5年(1808)5月には江戸 12組の組織構成がなされ、世話役 33人で、全部で 656 人い
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たという。（『画
え

入
い り

読本 外題
げ だ い

作者
さ く し ゃ

画工
が こ う

書肆
し ょ し

名目集
めいもくしゅう

』東京堂出版・長友千代治『近世貸本

屋の研究』所収ｐ43）。   

★『地本
じ ほ ん

草紙
そ う し

問屋
と い や

名前帳
な ま え ち ょ う

』（国立国会図書館蔵）による資料を、江戸東京博物館が紹介し

ているが、それによれば、本所
ほ ん じ ょ

・深川
ふ か が わ

に 40軒、浅草
あ さ く さ

に 42軒、外
そ と

神田
か ん だ

・下谷
し た や

・湯島
ゆ し ま

等に 64

軒、本町
ほんちょう

組に 74軒、小日向
こ ひ な た

組に 33軒、神田組に 60 軒、日本橋南
みなみ

組に 95軒、京橋南
みなみ

組に

109軒、芝
し ば

金杉
か な す ぎ

・品川
し な が わ

・三田
み た

・白金
し ろ か ね

に 38軒、麹町
こうじまち

・壱
い ち

幡
ば ん

組に 39軒、四谷組に 33 軒、さら

にその他合わせて 656軒と紹介している。また、一店で 170軒から 180軒の客を持ってい

たという。    

※封切
ふ う ぎ り

(新刊書籍)本（300 文＝約 7,500 円：1 文 25 円で計算）の値の３分の１から６分の

１の値で借りられた注。江戸時代後期では一巻 24文(約 600円)、古本 16文（約 400円）、

貸出期間は約 10日から 2週間位という（広庭基介「江戸時代貸本屋略史」昭和 42『図書館

界』所収）。 

注）（ ）内の価格は本稿筆者による換算。江戸期の価格を現在価格に換算するのは容易

ではない。江戸末期の平均価格は 1文＝16.5円との換算があるが、蕎麦一杯 16文を現代の

かけ蕎麦 400 円と想定し、平成 30 年(2018)時点では仮に 25 円相当とした。上記引用参考

資料には現在価格は記載されていない（宝暦 10 年の項参照）。以下、本稿で記載される価

格はこれによる。 

※貸本屋の丁稚たちは、大風呂敷あるいは笈箱
お い ば こ

を背負い、更に小さな箱を乗せ、そこに

薄物
う す も の

の本を重ねて得意先をまわった。13歳の北斎が貸本屋の丁稚になった経緯は明らかで

はないが、それが事実とすれば、「貸本屋は素人で

も簡単に取りかかることのできる商売であり、初心

者が本業を身につけるまでの渡世の手段にしていた

こともわかる。したがって、専業の貸本屋ばかりが

いたとは決して言い切れないのである」（長友千代

治『近世貸本屋の研究』ｐ36）ということから、と

りあえずの仕事に就くということであったのだろう

か。動機はともあれ、貸本屋で多くの書物に触れる

機会を持ったのは、後の北斎の創作に役だったと思

われる。北斎は博識家であった。            『近世貸本屋の研究』より転載 

【写本一冊八文で貸す】 

※塚原
つ か は ら

渋柿
し ぶ が き

「江戸時代の軟文学」（大正 2 年：成光館出版部『趣味研究 大江戸 全』所

収）では江戸時代末期（万延・文久期）の貸本屋について次のように記している。 

「（略）此
こ

の貸本屋が、其
そ

の得意場
と く い ば

として廻
ま わ

るのは、第一が丸の内その他の諸大名の勤番
き ん ば ん

長屋。其
そ

れに続いて御旗本
お は た も と

御家人
ご け に ん

の富
い

い家の次
じ

三男
さ ん な ん

。町家
ち ょ う か

の楽隠居
ら く い ん き ょ

の柳橋
やなぎばし

、金春
こ ん ぱ る

あたりの

芸者屋。吉原初め四
し

宿
しゅく

（筆者注：千住
せ ん じ ゅ

・板橋
い た ば し

・内藤
な い と う

新宿
しんじゅく

・品川
し な が わ

）の遊女屋などで有
あ

る。

（略）兎
と

に角
か く

二百六十大名といふ上中下
か み な か し も

の屋敷が皆其
そ

れであるから（本稿筆者注：諸大名

http://f.hatena.ne.jp/toumeioj3/20081027103407
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の勤番
き ん ば ん

が暇であることを指す）、其
そ

の貸本の閙
い そ

がしいこと羽が生えて飛ぶがやう。見たい

と云ふ本は一月
ひ と つ き

も前から口を掛けて置かぬと容易に手に入らない。されば貸本屋では、

版本
は ん ぼ ん

などと一々買つては引合ぬから、写本にする、其
そ

の写本も、門戸を張つて居る筆耕
ひ っ こ う

書
が

きなどに頼んでは費用が掛
か か

るからと云ふので、少し繁昌する家では、皆
み

な其
そ

の書き人
び と

を二

人なり三人なり雇つて写させる。然
そ う

して又其
そ

の版本を写本に為
さ

せるには、他
た

にも自然
お の ず か

ら

所以
い わ れ

があつて爾来
じ ら い

貸本は一部幾許
い く ら

でなく、一冊何文
も ん

といふ見料
けんりょう

で貸したもの、それには版

本の細かい字の一冊を四十八文（筆者注：約 1,200 円）で貸すよりも、其
そ

れを十冊に写し

て直
な お

させて、一冊八文（筆者注：約 200 円）で貸した方が遥かに割が好い。のみならず、

借人
か り て

の方でも一冊四十八文と云ふよりも、一冊八文、十冊八十文といふ方が、銭は高くて

も出し心が好い、と云ふ様なので、武
ぶ

王軍談
お う ぐ ん だ ん

、漢楚軍談
か ん そ ぐ ん だ ん

、十二
じ ゅ う に

朝軍談
ちょうぐんだん

、太閤記
た い こ う き

でも、後
ご

風土記
ふ ど き

でも、又新作のものでも、少し出方
で か た

が閙
いそが

しいとなると直
す

ぐ写させる、然
そ う

して其
そ

の写

す字は、ツカを取る為（筆者注：嵩
か さ

を殖
ふ や

すため）長く大きく書く、だから当時の俗諺
ぞ く げ ん

に、

手紙などを一行四五字ぐらゐの走り書きにしたものを、『貸本屋』の字のやうだ、と嘲
あざけ

つ

たものである」（ルビは筆者による） 

 

安永
あ ん え い

2（1773）癸巳
みずのとみ

 14歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興行（閏 3月、深川八幡宮境内、10月、本所一
ひ と

ツ
つ

目
め

八幡御
お

旅
た び

所
し ょ

注）。 

注）御旅所：神が巡行の途中で休憩したり宿泊する所。神社などに設けられ、神輿を安置

したり、立ち寄ったりする。一
い ち

ツ目
つ め

弁財天（現江島
え じ ま

杉山
す ぎ や ま

神社：東京都墨田区千歳
ち と せ

1-8-2）

か。 

◇版元・蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

（1750～1797）、新吉原
し ん よ し わ ら

五十
ご じ っ

間道
け ん ど う

注に開業。 

注）五十間道：吉原大門
お お も ん

（現東京都台東区千束
せ ん ぞ く

4 丁目の東側辺）を出た所の曲がった道を

いう。 

【彫刻家の弟子になる】 

★この頃、彫刻家の弟子となる。 

※「鉄蔵
て つ ぞ う

十四五歳の時、彫刻家 某
なにがし

に就
つ

き、彫刻を学ぶ」（『葛飾北斎伝』ｐ35 ルビは

筆者）。 

※安田剛蔵『画狂北斎』によれば、彫刻家に就いたのは 16歳から 19歳とする（ｐ15）。 

※文化 5 年(1808)5 月 23 日の曲亭馬琴宛北斎の手紙の末にある馬琴自筆の朱書
し ゅ が

きに「北斎

はじめは剞缼
き け つ

（筆者注：版刻）をまなびしが云々
う ん ぬ ん

」との文あり。 

※北斎は、晩年に一本の髪の毛を小刀
こ が た な

で三本に割いてみせたという版刻の技術の 賜
たまもの

を示

すエピソードがある（定村忠士『いま、北斎が甦る』河出書房新社 ｐ36）。 

※彫師
ほ り し

は、頭
かしら

彫
ぼ り

（筆者注：顔面と髪の生え際を彫る）、胴
ど う

彫
ぼ り

（筆者注：頭彫以外の部分を

彫る）、筆耕
ひ つ こ う

彫
ぼ り

（筆者注：文字を彫る）の三種があり、北斎は一番下の筆耕彫であったら

しい。（『浮世絵八
う き よ え は っ

華
か

５ 北斎
ほ く さ い

』所収、永田生慈「北斎の生涯」ｐ119）。 
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安永
あ ん え い

3（1774）甲
きのえ

午
う ま

 15歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇3月 18日、建部
た け べ

綾足
あ や た り

没（56）。 

◇相撲興行（4月、深川八幡宮境内、10月、深川八幡宮境内）。 

◇蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

、吉原の遊女評判記『一目
ひ と め

千本
せ ん ぼ ん

』などの出版を始める。 

○前
ま え

野
の

良沢
りょうたく

（1723～1803）と杉田
す ぎ た

玄
げ ん

白
ぱ く

（1733～1817）、『解体
か い た い

新書
し ん し ょ

』を刊行。 

○長崎のオランダ語通司
つ う じ

・本木
も と き

良
りょう

永
え い

（1735～1794）訳『天地
て ん ち

二球
に き ゅ う

用法
よ う ほ う

』でコペルニクスの

「地動説」が紹介される。 

 

安永
あ ん え い

4（1775）乙未
きのとひつじ

 16歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興行（3月、深川八幡宮境内、10月、深川八幡宮境内）。 

◇5 月、講
こ う

仲間
な か ま

取締令。富士講
ふ じ こ う

は、江戸時代に流行した民衆信仰。富士山を崇敬する人々

で構成する。浅間講
せ ん げ ん こ う

ともいう。般若心経
はんにゃしんぎょう

などを唱えて富士に登山し祈願することを目的と

する。但し、このときの禁止令は、講名を示さず「町中
ま ち な か

にて、職人
しょくにん

日雇
ひ や と い

取
と り

軽
か ろ

き商人
しょうにん

等
な ど

講
こ う

仲間
な か ま

を立
た

て」という表現で、寄り集まりを禁じただけのものだが、実質富士講の禁止であ

った。 

◇7月 18日(西暦 8月 13日)、スエーデン人のカール.P.ツンベルグ（Carl Peter Thunberg）

がオランダ人植物学者・医師として長崎のオランダ商館に赴任する。 

◇9月 8日、女流俳人：加賀千代女
か が の ち よ じ ょ

没（73）。「朝顔につるべ取られてもらい水」 

◇アメリカ、独立戦争始まる（1775年 4月 19日～1783 年 9月 3日）。 

【黄表紙誕生】 

○恋
こ い

川
か わ

春
は る

町
ま ち

（1744～1789）『金々
き ん き ん

先生
せ ん せ い

栄
え い

花夢
が の ゆ め

』（謡曲「邯鄲
か ん た ん

」の翻案）。黄表紙
き び ょ う し

の嚆矢と

なる。黄表紙は、表紙が黄色であったところから名付けられた江戸後期の草双紙。洒落や

風刺を特色とし、絵を中心として余白に文章を綴った大人向きの絵物語。二つ折りの半紙

5 枚で一巻一冊とし、二、三冊で一部としたが、しだいに長編化し、合巻
ご う か ん

に変わった。 

※北斎は安永 9 年（1780）に黄表紙『白井権八
し ら い ご ん は ち

幡随
ば ん ず い

長兵衛
ち ょ う べ え

 驪山
め ぐ ろ

比
ひ

異
マ マ

（翼
よ く

）塚
づ か

』から黄表

紙の挿絵に関わる。 

○向井
む か い

去来
き ょ ら い

（1651～1704）の俳諧論書『去来抄
きょらいしょう

』が、没後 71年目に刊行される。 

 

【筆耕彫としての作品】 

★洒落
し ゃ れ

本
ぼ ん

『楽女格子
たのしみおんなこうし

』（「青楼
せ い ろ う

楽美
た の し み

種
ぐ さ

」注 1 とも。一冊。雲中舎山
うんちゅうしゃさん

蝶
ちょう

注 2〈行
ぎょう

成山房
せ い さ ん ぼ う

大公人
だ い こ う じ ん

〉

作。国立国会図書館蔵） 

遊客
ゆ う か く

が青楼
せ い ろ う

〈遊郭のこと〉に遊ぶ様子を描く。現所在不明）の文字部分（末
す え

六丁
ろくちょう

注 3ほど）

を彫るか。 

注 1）『洒落本大系』第三巻より。 

注 2）雲中舍山蝶：本所
ほ ん じ ょ

横網
よ こ あ み

町
ちょう

の大山田源
お お や ま だ げ ん

兵衛
べ え

の息子。狂歌を唐
か ら

衣
ごろも

橘
き っ

洲
しゅう

に学ぶ。 
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注 3）末六丁：全十八丁の終わりの六丁（12 ペー

ジ）のことで、北斎は全編の三分の一を担当した。

一丁とは、袋綴じの裏表の 2ページいう。 

『楽女格子』筆耕部分（太田記念美術館 Web より） 

※同本巻末で石塚
い し づ か

豊
ほ う

介子
か い し

(1799～1862、考証家)は

「為
い

一
い つ

翁云
いはく

、此書
こ の し ょ

の末
す え

六丁
ろくちょう

程は予
よ

が（筆者注：

『洒落
し ゃ れ

本大成
ぼ ん た い せ い

』6 巻の解題
か い だ い

では「予
よ

が」の文字は無

く「卍
まんじ

翁
お う

の」と表記される）彫刻
ちょうこく

なり、此
こ の

節
せ つ

十六歳

なりと云々
う ん ぬ ん

、十九歳まで産業
さんぎょう

とし、是
こ れ

より此
こ の

業を廃
は い

し画師
え し

になりしと云々
う ん ぬ ん

」〈大正 7 年、朝倉無聲

『浮世絵
う き よ え

私
し

言
げ ん

』43号。飯島虚心『葛飾北斎伝』ｐ36

所収〉と記している。2005年『北斎展図録』（日本

経済新聞社）所収の永田生慈「北斎の画業と研究課

題」にも同文が紹介されている）。 

 

安永
あ ん え い

5（1776）丙
ひのえ

申
さ る

 17歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興行（1月、浅草八幡宮、10月深川八幡宮境内）。 

◇将軍の日光社参が中止となる（天保 14年：1843まで）。 

◇カール.P.ツンベルグ（Carl Peter Thunberg）、江戸参府に出発（西暦 3月 4日、旧暦

1 月 15 日）。将軍に謁見(西暦 5 月 8 日、旧暦 3月 21 日)。江戸出発（西暦 5 月 25 日、旧

暦 4 月 8 日）。長崎から帰国のため母船に乗船（西暦 11 月 23 日、旧暦 10 月 13 日）。帰

国に向け出帆（西暦 12月 3日、旧暦 10月 23日）。以上、『江戸
え ど

参府
さ ん ぷ

随行記
ず い こ う き

』（ツンベル

グ・平凡社東洋文庫）による。 

◇平賀
ひ ら が

源内
げ ん な い

、長崎で手に入れたエレキテル（静電気発生機）を修理・復元する。 

◇式亭
し き て い

三
さ ん

馬
ば

生(月日不明～1822)。 

◇4月 13日、池
いけの

大雅
た い が

没(54)。 

◇7月 4日、アメリカ独立宣言。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

（四方
よ も の

赤
あ か

良
ら

）、洒落本『世説
せ せ つ

新語
し ん ご

茶
ざ

』『南客
な ん か く

先生
せ ん せ い

文集
ぶんしゅう

』（この頃か）。 

○北尾
き た お

重政
し げ ま さ

、勝川
か つ か わ

春章
しゅんしょう

共作『青楼美人合
せ い ろ う び じ ん あ わ せ

姿
すがた

鏡
かがみ

』(実在の花魁
お い ら ん

を描く)。 

【大首絵登場】 

○勝
か つ

川
か わ

春
しゅん

章
しょう

「東扇
あずまおうぎ

」(大判錦絵。扇枠に描く初代中村
な か む ら

仲蔵
な か ぞ う

の「仮名
か な

手本
て ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」五段目の

「斧
お の

定九郎
さ だ く ろ う

役者
や く し ゃ

絵
え

」東京国立博物館蔵)などで大首
お お く び

絵
え

注の先駆となる。以後、大首絵は連作

される。 

注）大首絵：人物の、主に首から上を画面に大きく描く絵。 

○上田
う え だ

秋
あ き

成
な り

、読本『雨月
う げ つ

物語
ものがたり

』刊。 
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〇鳥
と り

山石
や ま せ き

燕
え ん

(1712～1788。俳人・画師。門人に喜多川
き た が わ

歌
う た

麿
ま ろ

、恋川春
こ い か わ は る

町
ま ち

ら)、『画図
が ず

百鬼
ひ ゃ っ き

夜行
や こ う

』

により妖怪絵師の地位を築く。北斎の『百
ひゃく

物語
ものがたり

』(天保 2年：1831)に影響したか。 

 

安永
あ ん え い

6（1777）丁
ひのと

酉
と り

 18歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興行（4月、深川八幡宮境内、10月、深川八幡宮境内）。 

○与謝
よ さ

蕪村
ぶ そ ん

、『夜半
や は ん

楽
ら く

』（俳詩「春風
しゅんぷう

馬堤曲
ば て い き ょ く

」を収める）。 

 

安永
あ ん え い

7（1778）戊
つちのえ

戌
い ぬ

 19歳 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

 

◇相撲興行（3月、深川八幡境内、11月、深川八幡宮境内）。 

※この年 3月の興業より、一場所晴天 8日間から 10 日間の興行となる（『大江戸
お お え ど

万華鏡
ま ん げ き ょ う

』

所収「ひとづくり風土記
ふ ど き

」13 48 ｐ680）。 

 

【勝川春章門に入る】 

★人形
にんぎょう

町
ちょう

に工房を持つ勝川
か ち か わ

春
しゅん

章
しょう

（1743～1792）注に入門。彫刻の業を廃す。 

※『葛飾北斎伝』（ｐ37）では「安永
あ ん え い

六年、鉄蔵十九歳の時、彫刻の業を廃し、浮世絵師

勝川春章の門に入
い り

て」（ルビは筆者）とあるが、安永六年（1777）とあるのは安永七年

（1778）の誤り。また、「HOKUSAI」新聞（小布施：北斎美術館：2015GW 号）によれば入

門は安永 8年(1779)としている。 

注）勝川春章：この時弟子 30人といわれ役者絵の一派を形成。始め宮川
み や が わ

を名乗る。俗称：

祐
ゆ う

助
す け

。旭
きょく

朗
ろ う

井
せ い

酉
ゆ う

爾
じ

と称す。また李
り

林
り ん

春草
しゅんそう

と号す。勝川
か つ か わ

春
しゅん

水
す い

の門人となり、英一蝶
はなぶさいっちょう

の草
そ う

筆
ひ つ

を学ぶ。門人に春
しゅん

好
こ う

、春
しゅん

英
え い

、春
しゅん

朗
ろ う

(北斎)、春江
しゅんこう

注、春
しゅん

常
じょう

などがいた。 

注）春江：竜田舍錦編『新増補浮世絵類考』の宮川長春系譜には勝川春章の弟子として記

載されているが詳細不明。 

※「勝川」は、『葛飾北斎伝』（ｐ40）によれば「按
あ ん

ずるに、宮川
み や か わ

、勝川
か ゆ か わ

は、もと地名に

して尾張
お わ り の

国
く に

海
か い

西郡
さ い ぐ ん

（筆者注：現愛知県海
か い

西郡
さ い ぐ ん

）にあり。勝川は訓
よ

みてカチカワなり」とい

う（ルビは筆者による）。 

※養子先の中島家から春章入門の支度金（筆者注：束
そ く

脩
しゅう

）を出してもらい、その後、中島

家の長男没後に中島家に戻る約束を反故にして、そのまま浮世絵師の道を歩んだという推

測もある（リチャード・レイン『伝記画集 北斎』ｐ8 河出書房新社）。 

【春章一幅価千金】 

※この年、春章の役者絵等は賞賛され、安永 4 年(1775)の洒落本『後編
こ う へ ん

風俗通
ふ う ぞ く つ う

』(内題

「後編女
こうへんおんな

風俗通
ふ う ぞ く つ う

」金
き ん

錦先生
き ん せ ん せ い

注 1著)跋
ば つ

文
ぶ ん

の冒頭に「春
しゅん

章一幅
しょういっぷく

価
あたい

千金
せ ん き ん

注 2」（筆者注：中国宋代

の蘇軾
そ し ょ く

の絶句詩「春
しゅん

夜
や

」の起句「春宵
しゅんしょう

一刻価
いっこくあたい

千金
せ ん き ん

」のもじり）と記された。一枚の絵がそ

れほどの価格で売れたということである。 

「一幅
い っ ぷ く

」とは肉筆画を示す言い方であるが、安永 4 年、（1775）頃には春
しゅん

章
しょう

（数え年 33

歳）はまだ肉筆美人画は描いていないので、数点確認されている柱隠
はしらかく

しの錦絵（版画）美
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人画等の、「一枚の絵」程度の意味と考えられている。春章が肉筆美人画を描くのは、天

明後期に勝川の代表の座を弟子の春
しゅん

好
こ う

、春
しゅん

英
え い

に譲った後である。 

注 1）金
き ん

錦
き ん

先生
せ ん せ い

：恋川春
こ い か わ は る

町
ま ち

と目されるが未詳。戯作者朋誠堂喜三二
ほ う せ い ど う き さ ん じ

（平沢
ひ ら さ わ

常
つ ね

富
と み

）説もある

（『洒落本大成 第 6巻』解題ｐ414） 

注 2）跋文の冒頭に書かれた一文だが、この文に続き「花有青楼之錦絵
は な に せ い ろ う の に し き え あ り

 月有両国之楼舩
つきにりょうごくのやかたぶねあり

」

などとあり、この時世の華やかさを象徴する一文であることが分かる。この本の挿絵を春

章が描いたことを示すものではなく、春章の絵もまた華やかさを持つという文脈である。 

 

安永
あ ん え い

8（1779）己
つちのと

亥
い

 20歳 勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

 

【第一期春朗期】 

◎「春
しゅん

朗
ろ う

」号は寛政 6年（1794）頃まで使用する。 

◇相撲興行（3月、深川御船蔵
お ふ な ぐ ら

八幡境内注、10月、深川八幡境内）。 

注）御船蔵：現在の東京都江東区新
し ん

大
お お

橋
は し

1～2 丁目辺で、ここにあった八幡宮(明和 8 年条

を参照)。御船蔵に幕府の軍艦「安宅
あ た け

丸
ま る

」が係留されていたので、この辺りを「アタケ」

と呼んだ。歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

の「大
お お

はしあたけの夕立
ゆ う だ ち

」（大判錦絵。安政 4 年（1857）『名所
め い し ょ

江戸
え ど

百景
ひゃっけい

』）に描かれた所。 

◇12 月 18 日、平賀
ひ ら が

源内
げ ん な い

獄死（51）。大名屋敷の修理を頼まれた際に、酔っていたため修

理計画書を盗まれたと勘違いして大工の棟梁二人を殺傷し、11 月 21 日に投獄され、獄中

で破傷風に罹り死亡した。 

【富士塚が建つ】 

◇江戸高田
た か だ

に住む植木職人高田
た か だ

藤四郎
と う し ろ う

が、戸塚
と つ か

村の水稲
み ず い

荷
な り

（現東京都新宿区西早稲田
に し わ せ だ

3-5-

43）の別当・宝
ほ う

善寺
ぜ ん じ

境内に、富士五合目より上の形を模して 5m ほどの築山を造る。戸塚
と つ か

富士
ふ じ

とも高
た か

田
だ

富士
ふ じ

ともいう。これが朱楽
あ け ら

菅
か ん

江
こ う

の洒落本『大抵
た い て い

御覧
ご ら ん

』（安永 8 年：1779）に

「新富士
し ん ふ じ

」として記され、以後、富士信仰により江戸中に富
ふ

士
じ

塚
づ か

が建てられる。 

◇長崎オランダ商館長イサーク・ティチング(Isaac Titsingh)による浮世絵収集が始まる。 

◇松前藩、ロシアの通商要求を拒否。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

、滑稽本・風流落咄
おとしばなし

『鯛
た い

の味噌津
み そ づ

』。 

 

【勝川春朗を名乗る】 

★勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

を名乗る。師の春章の「春」と、春章の号「旭
きょく

朗
ろ う

井
せ い

」の「朗」からつけた号と

いう(安田剛蔵『画狂北斎』ｐ15）。 

【絵師デビュー】 

●吉原細見本
さ い け ん ぼ ん

『金農
あ き の

町
ちょう

』（7 月。横小判。勝川春朗画。鱗
うろこ

形
が た

屋
や

孫
ま ご

兵
べ

衛
え

版。天理大学附属天

理図書館蔵） 

※北斎は 1 丁裏に挿絵一図を描き、同図の右下に「勝川春朗画」と書き入れている。奥付

に「安政八巳
つちのと

亥
い

歳秋七月」とある。吉原の店の紹介を主にした内容。 
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図は花魁とその両脇に禿
かむろ

が立ち、三人の前に桶
お け

提灯
ちょうちん

を下げた若い衆が立っている。図の

右には机の上に棕櫚
し ゅ ろ

団扇
う ち わ

と冊子と棕櫚の葉を生けた花瓶が置かれている。近くで蝶が 1 匹

舞っている。 

『江戸吉原叢刊』（八木書店 2011 年）の解題は「春朗の最初の作品としては、安永八

年八月頃の細判役者絵「岩井半四郎のかしく」等が挙げられてきたが（永田生慈『葛飾年

譜』より）、本書の挿図はそれよりも若干早い時期の作例である」としている。絵師とし

て役者絵より早いデビューか。 

※版元の鱗形
うろこがた

屋は、吉原
よ し わ ら

細見
さ い け ん

の版行を独占していた。 

★北斎のデビューは、一般に次の 4作(細版
ほ そ ば ん

役者錦絵) 「四代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 敵討
かたきうち

仇名
あ だ な

かし

く」「二代目市村門之
い ち む ら も ん の

助
す け

の小間物屋
こ ま も の や

六三郎
ろ く さ ぶ ろ う

」「三代目瀬川
せ が わ

菊之丞
き く の じ ょ う

 正
ま さ

宗
む ね

娘おれん」「二代

目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

の小間物屋
こ ま も の や

六三郎
ろ く さ ぶ ろ う

」（焼失）とされている。 

注）元禄期以降、役者絵については、鳥居
と り い

派が芝居幕開けから 10日以内に芝居絵を描くこ

とが主流であったが、勝川派の北斎が役者絵を描いたのである。この年から寛政 6 年

（1794）まで細判役者絵を約 60点余りを描いたといわれる。寛政 6年以降も数点の役者絵

はある。 

●役者絵「四代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 敵討
かたきうち

仇名
あ だ な

かしく」（8 月頃。細判
ほ そ ば ん

錦絵。勝川春朗画。伊
い

勢
せ

屋
や

三
さ ん

次
じ

郎
ろ う

版注か。29.9×13.7 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/北斎館/中右
な か う

コレクション/す

みだ北斎美術館蔵）  四代目岩井半四朗敵討仇名かしく（すみだ北斎美術館） 

※安永 8年 8月 1日から中村座（すみだ北斎美術館では市村座として

いる）で上演した「敵討
かたきうち

仇名
あ だ な

かしく」〈桜田
さ く ら だ

治
じ

助
す け

作〉に取材。 

注）伊勢屋
い せ や

三
さ ん

次郎
じ ろ う

：『東京国立博物館図版目録』（浮世絵版画篇 

 下）では、同館所蔵「中村里好
な か む ら り こ う

のふく清女
せいにょう

ぼう」にある○の中に 

三つの点のある版元印を「伊
い

勢
せ

三
さ ん

」と表記している。従来、この印 

は不明とされていたが、これは伊
い

勢
せ

屋
や

三
さ ん

次
じ

郎
ろ う

(永樹堂
え い じ ゅ ど う

)を指すと思わ 

れるので、同様の印のある本図も伊
い

勢
せ

屋
や

三
さ ん

次
じ

郎
ろ う

とする。 

※「かしく」は歌舞伎「八重
や え

霞
がすみ

浪花
な に わ の

浜
は ま

荻
お ぎ

」（通称「かしく」）に出 

る人物。寛
か ん

延
え ん

2年（1749）3月 18日、大坂道
ど う

頓
と ん

堀
ぼ り

新屋敷
し ん や し き

油屋
あ ぶ ら や

の抱えの 

かしく（本名八重
や え

）が兄殺しにより死罪となった事件を脚色したも 

の。四代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

（1747～1800）は、女形の名優。屋号は 

大和屋
や ま と や

。 

●役者絵「三代目瀬川
せ が わ

菊之丞
き く の じ ょ う

 正
ま さ

宗
む ね

娘
むすめ

おれん」(8月頃。細判錦絵。勝川春朗画。伊勢屋
い せ や

 

三次郎
さ ん じ ろ う

版か。29.2×13.5 東京国立博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)。 

※三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

（1751～73）は、女形の名優。屋号は浜村
は ま む ら

屋。安永 8 年 8 月 1 日から

市村座で上演した「新薄雪
し ん う す ゆ き

物語」（近松半
ち か ま つ は ん

二
じ

他作）に取材。 
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おれんは刀工の正宗
ま さ む ね

の娘。おれんの背後の衝立
つ い た て

に描かれた爪
つ め

を立

てたような波の絵は、後年の「北
ほ く

斎
さ い

波
は

」の原型と思われる。（八木

書店『江戸の絵本 画像とテキストの綾
あ や

なせる世界』所収、マテ

ィ・フォラー「葛飾北斎と初期門人たちー享和・文化文化・文政期

に焦点を絞って」ｐ265）。      

三代目瀬川菊之丞 正宗娘おれん（東京国立博物館） 

●役者絵「中村
な か む ら

里
り

好
こ う

 ふく清
せ い

女
にょう

ぼう」（8月頃。細判錦絵。勝川春朗

画。伊勢屋三
い せ や さ ん

次郎
じ ろ う

版か。 30.2×13.8 東京国立博物館/中右
な か う

コレクシ

ョン蔵）。 

※北斎が「勝川春朗画」とした期間に、中村里
な か む り

好
こ う

がふく清
せ い

女房
にょうぼう

を演じた記録が『歌舞伎年表』

に見られないことから、デビュー作品とするには疑問視するむきがあ

ったが、初代里
り

好
こ う

の中村座の「敵討
かたきうち

仇名
あ だ な

かしく」から取材した作品で、

福
ふ く

清
せ い

女房
にょうぼう

おかじを演じた姿を描いたと考証されるに至り、この絵を含

めた 4 点がデビュー作とする説が有力視されている（安田剛蔵『画狂

北斎』(ｐ191)。 

図は、櫛
く し

を挿した髷
ま げ

と前帯の姿で、松の木のある舞台に、体を少し

左にくねらせて立っている様子。 

※中村里
な か む ら り

好
こ う

（1742～86）は安永 2 年(1773)8 月に同名を襲名。屋号は

堺屋
さ か い や

。               

中村里好ふく清女ぼう（東京国立博物館） 

●役者絵「二代
に だ い

目
め

市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

の小間物屋
こ ま も の や

六三郎
ろ く さ ぶ ろ う

」（8 月頃。細判錦絵。勝川春朗画。28.9

×13.8）。上記中村座の「敵討
かたきうち

仇名
あ だ な

かしく」に取材。関東大震災で焼失したとされる。 

※二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

（1743～94）は、安永期に若手四天王（二代市川
い ち か わ

八百蔵
や お ぞ う

、三代沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

、初代尾上松助
お の え ま つ す け

）の一人といわれる。屋号は滝野屋
た き の や

。 

 

安永
あ ん え い

9（1780）庚子
か の え ね

 21歳 勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、まりこ（万里固
ま り こ

?） 

◇相撲興行（3月深川三十三間堂境内、10月、芝
し ば

神明宮
し ん め い ぐ う

）。 

◇版元・蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

、吉原から日本橋通油
とおりあぶら

町
ちょう

（現東京都中央区日本橋大伝馬
お お で ん ま

町
ちょう

の一部）

に移る。 

◇5月 17日、小野田
お の だ

直
な お

武
た け

(洋風画家)没（32）。 

◇10月、深川茂森
し げ も り

町
ちょう

（現、江東区木場
き ば

4丁目辺）に無宿養育所が設置される。 

◇12月 17日、頼
ら い

山陽
さ ん よ う

生（～1832）。 

〇耳鳥齋
に ち ょ う さ い

（1751以前～1802または 1803）の『絵本水也
み ず や

空
そ ら

』刊（戯画風役者画集。与謝
よ さ

蕪村
ぶ そ ん

等の影響を受け鳥羽
と ば

絵
え

スタイルを洗練化する。岡本
お か も と

一平
い っ ぺ い

に影響したといわれる。「鳥羽絵」

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjFqPXHwJTXAhXDlJQKHUqtCB0QjRwIBw&url=https://ameblo.jp/giantlimited/entry-10882670862.html&psig=AOvVaw2zjmLJPisLMDN9D8DfxYis&ust=1509320872821453
https://image.tnm.jp/image/1024/C0083234.jpg
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は、一般には鳥羽
と ば

僧正
そうじょう

の「鳥獣
ちょうじゅう

戯画
ぎ が

」風な軽いタッチの画をいう。『北斎漫画』に影響が

あったか。 

 

【黄表紙挿絵師の始まり】 

●黄表紙『驪
めぐろ

山
や ま

比
ひ

異
マ マ

（翼
よ く

）塚
づ か

』（『驪
めぐろ

比
ひ

翼
よ く

塚
づ か

』とも。正月。角書
つ の が き

「白井権八
し ら い ご ん は ち

幡随
ば ん ず い

長兵衛
ち ょ う べ え

」。

中本
ちゅうぼん

注二冊。作者不詳。勝川春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館/東京都立中央図書館

加賀文庫/大東急記念文庫蔵） 

注）中本
ちゅうぼん

：美濃紙
み の が み

半裁
は ん さ い

二つ折り（約 14.0 ㎝×20.0 ㎝ A5 判に近い）で、黄表紙の主流の

体裁。 

※北斎の黄表紙挿絵本の最初のものか（『浮世絵大系 8 北斎』所収、岡畏三郎「総説葛

飾北斎」）。 

※前年の安永 8 年（1779）7 月に上演された江戸肥
ひ

前座
ぜ ん ざ

で初演された義太夫世話物人形浄

瑠璃「驪山
めぐろやま

比翼
ひ よ く

塚
づ か

」をそのまま筋書きにしたダイジェスト版。黄表紙の場合、作者名がな

く画工名のみ記してあるのは、作者を兼ねるのが通例なの

で、北斎(春朗)の自画作かとも考えられている。 

※北斎の錦絵初作は前年 8月上演のものからなので、それ以前

の浄瑠璃に取材している点に注目されるという（『2005 年北

斎展図録』解説ｐ307）。 

※現在の目黒
め ぐ ろ

不動
ふ ど う

（東京都目黒区下目
し も め

黒
ぐ ろ

3-20-26）の仁王門
に お う も ん

近

くにある権
ご ん

八
ぱ ち

と小紫
こむらさき

の比翼
ひ よ く

塚
づ か

（目黒
め ぐ ろ

比翼
ひ よ く

塚
づ か

）をモチーフとす

る。 

※安田剛蔵『画狂北斎』では本書は北斎の入
にゅう

銀
ぎ ん

本
ぼ ん

（自費出版

のこと）としている（ｐ17～19）。 驪山比翼塚（国立国会図書館） 

【廓遊びで幇間と知り合うか】 

●黄表紙『
「

大
い

通
き

一
ち ょ

寸
ん

廊
くるわの

茶
ち ゃ

番
ば ん

』
」

（正月。「いきちょん注 1 ちょんくるわのちゃばん」とも。

また『日本古典籍総合目録』によれば、「いきちょんぢょんくるわのちゃばん」とも。二

冊。社
し ゃ

楽
ら く

斎
さ い

万里
ま ん り

注 2 作、勝川春朗画、西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館/東京都立中央図書館

加賀文庫/大東急記念文庫蔵） 

注 1）「いきちょん」は、江戸通人
つ う じ ん

言葉で「粋
い き

なこと」をいう。 

注 2）万里：万里作『嶋
し ま

台目
だ い め の

正月
しょうがつ

』（天明 7 年：1787）の山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の序文では「まんり」

と読んでいる。 

※安田剛蔵『画狂北斎』（ｐ17）では本書も入
にゅう

銀
ぎ ん

本
ぼ ん

としている。 

※作者の社
し ゃ

楽
ら く

斎
さ い

万里
ま ん り

は北斎と親しかった吉原の幇間と推測されている（森銑三『続黄表紙
ぞ く き び ょ う し

 

解題
か い だ い

』中央公論社ｐ296。安田剛蔵『画狂北斎』ｐ16）。尾形
お が た

光琳
こ う り ん

風の絵も描いたらしい。 
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※廓の相場は中等以下で 90 匁（亨保以後）程度と言われる。一両は江戸中期で銀 60 匁＝

5000 文。1 文は現在の相場で 25 円程度として、一両は約 125,000 円。銀 1 匁は 125,000÷

銀 60匁＝約 2,084円。すなわち 90匁は約 187，560 円となる。 

 これほどの高額を若い北斎が支払えたのは、中島家からの援助があるからであり、中島

家の養子身分が続いていたのではないか、あるいはこの頃に養子に入ったとの推測もある

（田崎暘之助『浮世絵の謎』ｐ166～167）。 

●黄表紙『一生徳兵衛三乃伝
い っ し ょ う と く べ え み つ の で ん

』（正月。三冊。作者名・画工名無し。松村
ま つ む ら

弥
や

兵衛
へ え

版） 

※大久保
お お く ぼ

葩
は

雪
せ つ

『増補青本年表』（『新群書類従』所収）では市場通笑
い ち ば つ う し ょ う

作、春朗画としてい

ることを、井上隆明「北斎の初期戯作と挿絵」で紹介している〈1993 年『代表作シリーズ

大揃い 北斎』所収。日本浮世絵博物館。読売新聞社刊〉による）。 

※勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

や北尾
き た お

重政
し げ ま さ

の絵かと思うほどの画風（楢崎宗重『北斎論』ｐ97）であり、黒田

源次（「北斎の春朗期について 其一」『浮世絵』51 号所収）、及び、棚橋正博（『日本

書誌学大系 48(1)黄表紙騒乱前編』所収）によれば、画風から春朗の挿絵ではないとする

（『年譜』による）。 

●黄表紙『日蓮
に ち れ ん

一代記
い ち だ い き

』（春。三冊。まりこ作。勝川春朗画） 

※作者名「まりこ」は、吉田暎二によれば「万里固
ま り こ

」とする。また万里固は北斎の戯作名

とする説もある（『年譜』による）。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 奴
やっこ

の小万
こ ま ん

（関
せ き

の小万
こ ま ん

）」（5月頃。勝春朗画） 

※5月 5日より上演の市村座「女
おんな

伊達
だ て

浪花
な に わ の

帷子
か た び ら

」に取材。『歌舞伎年表』4巻（岩波書店）

に掲載（伊澤慶治「勝川春朗の役者絵考証（一）」『北斎研究』16号による）。 

●役者絵「二代目小佐川
お さ が わ

常世
つ ね よ

 女房
にょうぼう

やばせ」（8月頃。細判錦絵。春朗画） 

※8月朔
さ く

日
じ つ

（1日）より上演の森田座「紅
べ に

白粉
お し ろ い

四季
し き の

染分
そ め わ け

」（河竹
か わ た け

新
し ん

七
し ち

作）に取材か。小佐川
お さ が わ

常世
つ ね よ

（1753～1804）の屋号は錦屋
に し き や

。 

●役者絵「坂田半五郎
さ か た は ん ご ろ う

の定九郎
さ だ く ろ う

 音羽
お と わ

次郎
じ ろ

三
さ ぶ

郎
ろ う

の与
よ

市
い ち

兵衛
べ え

」（9 月頃。細判錦絵。春朗画）

東京国立博物館蔵） 

※9 月 9 日より上演の中村座「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」（二世竹田
た け だ

出雲
い ず も

・三好松洛
み よ し し ょ う ら く

・並木千
な み き せ ん

柳
りゅう

作） 

に取材。 

●役者絵「四代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 おかる」（9 月頃。細判錦絵。勝川春朗画。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※9月 9日より上演の中村座「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」に取材。 

●役者絵「二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

」（役名なし。この頃か。役者絵を描き始めた初期の絵と思

われる。細判錦絵。春朗画。大国屋久兵衛
だ い こ く や き ゅ う べ え

版。29.2×13.3 個人蔵） 

※三升
み ま す

紋注の着物をはだけ、左足を米俵にかけて見栄を切る図。天明 7 年（1787）にも

「市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 すけつね」を描いている。 

注）三升
さ ん ま す

紋
も ん

：市川家
い ち か わ け

の紋。升
ま す

を三つ重ねた図柄。 

【以下、安永年間】 
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●武者絵「難波六郎
な の わ の ろ く ろ う

常
つ ね

仁
ひ と

」（安永 7 年～10 年〈1778～81〉。縦長判着

色。春朗画。版元印：屋根形に「与」。ボストン美術館蔵） 

※いなづまの光る中、滝の前で岩に足を掛け、刀に手を掛けている鎧
よろい

姿
すがた

の武者絵。   難波六郎常仁（https//jokky2.exb log_jp/tags/「平家」より転載） 

●錦絵「てうせんのこうけいし」（安永年間〈1772～81〉。「朝鮮
ちょうせん

の

弘慶
こ う け い

子
し

注」。細判。春朗画。版元不明（○忽 印がある）30.8×13.5 太

田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

注）弘慶子：安永から天明期に流行した弘
こ う

慶子
け い し

という飴や薬を売った

行商人。 

※傘をかざして朝鮮風な竹の子笠を被り、身体をよじらせて売り声を

出す弘
こ う

慶子
け い し

を描く。画面上には「てうせんのこうけいし アッホ〱
アッホ

〱
アッホ

〱
アッホ

」と売り声が記されている。 

●「やりおどり」（安永年間〈1772～81〉。無款。27.3×14.1 太田

記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 
 

安永
あ ん え い

10／天明
て ん め い

1（4/2～）（1781）辛
かのと

丑
う し

 22歳 勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、是
こ れ

和斎
わ さ い

（戯作名） 

◇相撲興業（3月、市ヶ谷
い ち が や

左
さ

内坂
な い ざ か

長龍寺
ちょうりゅうじ

、10月、本所
ほ ん じ ょ

回向院
え こ う い ん

境内）。 

○鶴岡蘆
つ る お か ろ

水
す い

（翠
す い

松
しょう

斎
さ い

：生没年未詳、江戸中期）、「東都
と う と

隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

」。北斎の同名の 

狂歌絵本『隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』（享和 3年～文化 3年〈1803～06〉に影響した。 

 

●黄表紙『有難通一字
あ り が た い つ う の い ち じ

』（正月。角書「本性銘暑
ほんしょうめいしょ

」 『葛飾北斎伝』では「本性酩署」と

表記する〈ｐ37〉1月。二冊。是和斎
こ れ わ さ い

注戯作。画工名無し。松村屋
ま つ む ら や

平
へ い

兵衛
べ え

版。東洋文庫蔵） 

注）是和斎：「是
こ れ

和斎
わ さ い

」を北斎の戯作名とする説があるが、『葛飾北斎伝』の校注者鈴木 

重三氏は「是和斎」は北斎と同一人物とする確証はないとしている(『葛飾北斎伝』ｐ

30・ｐ37脚注、及びｐ340〈ｐ29補注五〉)。 

また、飯島虚心は割注で、「按ずるに、是和斎は、訓みてコレワセイ、伊勢音頭の囃子
は や し

に、ヤットセイ、コレハイセイ、コノナンデモセーといへる、コレワセイを漢字にはめた

るなり（略）」と述べ「是和斎」は「コレワセイ」だとしている（同ｐ38割注）。 

『日本小説年表』（朝倉無声）では、傍注に「是和斎は勝川春朗、後葛飾北斎の仮号な

りといふ」と記し、画工を北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

（山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

）とする（国立国会図書館デジタル版 ｐ

130）。 

※本書は、本所押上
お し あ げ

の日蓮宗法
ほ っ

性
しょう

寺
じ

（柳島
やなぎしま

妙見堂
みょうけんどう

：現東京都墨田区業平
な り ひ ら

5-7-7）の縁起を

題材にしたもの。北斎は妙見
みょうけん

を信仰していた。 

四方
よ も の

山人
さ ん じ ん

（大田
お お た

南畝
な ん ぽ

）の青本評判記『菊
き く

寿
じ ゅ

草
そ う

』（安永 9 年〈1780〉1 月刊。一冊。本屋

清
せ い

吉
き ち

版）中、「実悪之部
じ つ あ く の ぶ

」で「上上
じょうじょう

吉
き ち

 本性銘暑
ほんしょうめいしょ

 有難通
ありがたいつうの

一
い ち

字
じ

 松村座」と表記される。

松村座は版元名を指す。 

●洒落本注『公
こ う

大無
だ い む

多言
た ご と

』（正月。一冊。行成山
さ ん

房
ぼ う

大
だ い

公
こ う

人
じ ん

〈雲中舍山
うんちゅうしゃさん

蝶
ちょう

〉作。勝川春朗画。 

天理大学図書館蔵） 

https://jokky2.exblog.jp/iv/detail/?s=25421063&i=201602/29/42/b0291142_23160120.jpg
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※序文に「丑
う し

の春」とある。北斎は、挿絵 1図のみ描く。 

注）洒落本は、蒟蒻本
こんにゃくぼん

とも呼ばれ、明和 6年以前に刊行された多田爺
た だ の お や じ

（多田屋
た だ や

利
り

兵衛
へ え

）の 

『遊子
ゆ う し

方言
ほ う げ ん

』（須原屋
す は ら や

市
い ち

兵衛
べ え

版）が始まり。対話の言語に江戸言葉を使うのが特徴。

式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

、十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

、為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

などが執筆し、歌舞伎作者の河竹
か わ た け

新
し ん

七
し ち

も江戸

言葉を使って脚本を書いた。寛政 3 年（1791）には風紀紊乱により洒落本は禁止されたが、

実際には文化年中（1804～1818）まで刊行された（大正 2 年、成光館出版部『趣味研究 

大江戸 全』所収、上田萬年「洒落本と山東京伝」による）。 

●洒落本『喜夜来
き よ く

大
だ い

根
こ

』（一冊。梨
り

白
は く

散人
さ ん じ ん

作。春朗画。本屋清
せ い

吉
き ち

の出版目録に「安永十 

年丑
う し

初春」と記載される。慶応大学図書館蔵）。 

※堂駄
ど う だ

先生の洒落本『奴通
やっこつう

』（安永 9年：1780刊か）の序文と本文の冒頭、および物語の 

場所を変えて梨
り

白
は く

散人
さ ん じ ん

作として改題出版したもの。 

※『洒落本大成』補巻の「洒落本写本年表」によれば、『喜夜来大根
き よ く だ い こ

』は天明年間の刊と

する。 

●役者絵「三代目沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

のしげたゞ」（細判錦絵。春朗画。6 月の中村座「壇
だ ん

浦
う ら

兜
かぶと

軍記
ぐ ん き

」に取材〈『長瀬武郎コレクション葛飾北斎図録』昭和 55 年 太田記念美術館によ

る〉30.5×14.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/フォッグ美術館蔵。） 

※沢村宗十郎（1753～1801）。屋号は紀伊國屋
き の く に や

。寛政 3 年（1791）にも同題の役者絵があ

る。 

 

天明
て ん め い

2(1782)壬
みずのえ

寅
と ら

 23歳 勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、是
こ れ

和斎
わ さ い

（戯作名）、東都魚佛
と う と ぎ ょ ぶ つ

（戯作名）、闇雲
や み く も

山人
さ ん じ ん

（隠号）、万里
ま り

 

◇天明の飢饉始まる(天明 7年：1787まで)。 

◇相撲興行（2月、浅草八幡宮、10月、深川八幡宮境内）。 

◇この頃より江戸に鰻の蒲焼屋が出始める。 

◇3月 23日、楫取魚彦
か と り な ひ こ

没（60）。国学・歌人・画家。 

○酔狂道人何必
す い き ょ う ど う じ ん か ひ つ

醇
じゅん

（曾
そ

谷学
だ に が く

川
せ ん

）、料理本『豆腐百
と う ふ ひ ゃ く

珍
ち ん

』。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

、黄表紙『御存知
ご ぞ ん じ の

商売物
しょうばいもの

』。京伝の出世作となる（森銑三『黄表紙解題』ｐ

246）。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

、黄表紙『年始
ね ん し

御礼帳
お れ い ち ょ う

』、黄表紙『源平
げ ん ぺ い

惣
そ う

勘定
かんじょう

』〈梶原
か じ わ ら

再見
さ い け ん

二度
に ど

の賭
か け

〉(天明 6 

年にかけて刊行)。 

 

★この頃より勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

調より離れ、役者絵だけでなく、若干の美人画・風俗画も見られる。 

ふくよかな美人図など鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

（1752～1815）の影響も見られるとする。 

 

●黄表紙『四天王
し て ん の う

大通
だ い つ う

仕
じ

達
た て

』（正月。二冊。是
こ れ

和斎
わ さ い

戯作。春朗画。松
ま つ

村
む ら

屋
や

弥
や

兵
へ

衛
え

版。国立

国会図書館/ボストン美術館蔵） 
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※巻末の絵の右はじに「是和斎戯作」とあり、左はじに「春朗画」とある。両者が同一人

物ならば「春朗自画」などの表記となるだろうから、同一人物ではないと推測する意見も

ある（井上隆明「北斎の初期戯作と挿絵」〈日本浮世絵博物館『大揃い北斎』〉に所収）。 

※森銑三『黄表紙解題』（ｐ337）及び朝倉無声『日本小説年表』では天明 2年の刊とする。 

●黄表紙『鎌倉通
か ま く ら つ う

臣伝
し ん で ん

』（正月。二冊。東都魚佛
と う と ぎ ょ ぶ つ

注戯作。春朗画。鶴屋喜
つ る や き

右衛門
え も ん

版。ボス

トン美術館蔵） 

注）魚佛
ぎ ょ ぶ つ

：北斎の戯作名か。リチャード・レイン『伝記画集 北斎』〈ｐ326〉では

「細工人
さ い く に ん

 

魚佛
う お ぶ つ

」とあり、別人としている。 

※『戯作者
げ さ く し ゃ

撰集
せんしゅう

』（石塚
い し づ か

豊
ほ う

芥子
か い し

編。天保 11 年～弘化 2 年〈1840～45〉成立）天明
て ん め い

二年

(1782)の項で「魚佛
ぎ ょ ぶ つ

 前北斎
さきのほくさい

戴斗
た い と

為
い

一
い つ

翁
お う

の事
こ と

也
な り

」とある。但し『葛飾北斎伝』の校注者鈴

木重三は「魚佛
ぎ ょ ぶ つ

」を北斎と同一人物とする確証はないとしている(同書ｐ340)。 

一方、『古典籍総合目録』（『書名索引 著者名索引』第三巻 国文学研究資料館）で

は北斎の号としている。 

『日本小説年表』（朝倉無声）では、傍注で「是和斎、魚佛共に画工北斎の仮号なりと

いふ」と記している（国立国会図書館デジタル版ｐ132～133）。 

●洒落本『富
ふ

賀川
か が わ

拝見
は い け ん

』(春頃。中本
ち ゅ う ぼ ん

一冊。蓬莱山人
ほ う ら い さ ん じ ん

帰橋
き き ょ う

注述。春朗画。上総屋
か ず さ や

忠
ちゅう

助
す け

版。 

序文に「天明
て ん め い

二とらのとし春」とある。早稲田大学図書館蔵)。 

注）蓬莱山人
ほ う ら い さ ん じ ん

帰橋
き き ょ う

：生没年未詳、戯作者。一説に高崎藩士・河野通
こ う の み ち

秀
ひ で

という。作者は洒落

本『通
つ う

仁
じ ん

枕
まくら

言葉
こ と ば

』（天明 2 

年：1782）など、江戸・深 

川を題材にすることが多 

く、本書では男に真心を疑

わ れ る 仲町
なかちょう

（ 現 東 京 都

江東区
こ う と う く

門前
も ん ぜ ん

仲町
なかちょう

）の遊女お

たよを通して深川女の意気

地が写実的に描かれてい

る。北斎は一図のみ描く。 

『富賀川拝見』（早稲田大学図書館） 

【艶本処女作】 

●艶本
え ん ぽ ん

注『笑本
え ほ ん

股庫
く ら

嘉里
が り

橡
ぞ う

(元は女扁に象)志
し

』(1 月頃。墨摺。中本一冊。六話。勝春朗画。

文章も北斎。序文に「寅
と ら

の初春 闇雲
や み く も

山人
さ ん じ ん

書」とあり。扉絵の部屋の天袋に「勝春朗画」

とある。北斎の艶本処女作）。 

※「百
ひゃく

物語
ものがたり

」（百物語は、怪談話遊びで、最後の一人が怪談を語り終えると幽霊が出現す

るという遊び）をしている趣向で、怪談仕立てで、読物が主体となった艶本。噺本に分類

することもある。 
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※「闇雲
や み く も

山人
さ ん じ ん

」は北斎の隠号
い ん ご う

とする（『芸術新潮』1989 年 3 月号所収、林美一「北斎 艶

本への挑戦」ｐ41） 

注）艶本：当時「絵本
え ほ ん

」「笑本
え ほ ん

」などと同様に「えほん」と読んだという。ただし、本稿

では、一般的な「えんぽん」のふりがなを記す。渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の『艶本
え ん ぽ ん

恋
こ い

の 操
あやつり

』（文化 10

年：1813）、歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

『三国女夫
さ ん ご く み ょ う と

意志
い し

』(文政 11年：1828)の内題「艶本
え ん ぽ ん

三国一
さ ん ご く い ち

」、歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

の『艶本拾壹段返
えんぽんじゅういちだんがえし

』(天保 3年：1832)など、例は少ないが「えんぽん」と読んでいる。 

●咄本『はなし』（この頃か。黄表紙仕立て。自惚
う ぬ ぼ れ

山人
さ ん じ ん

作。勝春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。島

根県立美術館蔵） 

※題名未詳。柱（小口部分）に「はなし」とあるので、これに従ったと『2019 新北斎展図

録』（ｐ313）で永田生慈が解説している。五つの小話が収められている。同解説では、

中の「民風
た み か ぜ

」は、力士の二代谷風梶之
た に か ぜ か じ の

助
す け

をモデルにしていて、関取とあることから、大関

に昇進した天明 2年頃の出版と見なされるとしている。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

あげまきの助六
す け ろ く

」(5 月頃。細判錦絵。勝

春朗画。版元印：入
い

り山形
や ま が た

の下に「上」、更にその下に「双」が四つ

並ぶ。31.5×13.5 日本浮世絵博物館蔵)。 

※5月 5日より上演された中村座「助
す け

六曲
ろ く く る

輪
わ の

名取
な と り

草
く さ

」に取材。 

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

（1741～1806）：定紋
じょうもん

は三升
み ま す

。屋号は成田屋
な り た や

。俳名は

白猿
は く え ん

、三升
み ま す

、男女
お な

川
が わ

など。 

図は、市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

が蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

を右手で翳
か ざ

し、左手は 懐
ふところ

から出し、

左で結ぶ喧嘩
け ん か

鉢巻
は ち ま き

をして、高下駄
た か げ た

を履き、刀を落とし差しにして見栄

を切る。背後に防火水の桶がある。 

五代目市川団十郎あげまきの助六（日本浮世絵博物館） 

【初の美人画か】 

●錦絵『中洲
な か す

八景
は っ け い

』(3 図が確認されている。中判錦絵揃物。万里
ま ん り

注画。平均：21.5×16.8

「中洲」は大英博物館のカタログでは「NAKAZU」と表記している) 

注)万里：吉原の幇間とも、北斎の偽名ともいわれ、確定しないが、安田剛造は、この年

の「万里」署名の美人図は春朗の作とする（『画狂北斎』ｐ182）。 

北斎の挿絵のある安永 9 年（1780）に刊行された黄表紙『大通一寸廊
いきちょんちょんくるわの

茶番
ち ゃ ば ん

』の作者「万

里」（吉原の幇間・長門
な が と

万里
ま り

）とは別人（同書ｐ55～56）で、本図の「万里」は幇間の万

里と親しかったことによる北斎の署名らしいと同書では推測している。詳細は不明。 

☆〈浮
う き

洲
す

の落雁
ら く が ん

〉 

※若衆が竿
さ お

を差して停めている舟から釣りをしている女。その背後の中洲
な か す

に下りている雁
か り

の群れと飛び立つ雁の群れが描かれる。 

☆〈大橋
お お は し

の帰帆
き は ん

〉 

※隅田川岸辺の「筒屋
つ つ や

」と書いた看板の下がる茶屋で、団扇を持って立っている女と座っ

ている女。足元には朱塗りの膳に盃と料理の入った皿が置かれている。二人の芸者風の女
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が涼んでいる図。図の左には大橋
お お は し

の一部が描かれる。大橋は、

両国橋の前称。            大橋の帰帆（大英博物館） 

☆〈川岸
か わ ぎ し

の晴嵐
せ い ら ん

〉 

※島田
し ま だ

髷
ま げ

に櫛を挿した二人の芸者風の女が、川岸を愉快そうに

話ながら歩いている。二人の着物の裾は歩く勢いで大きく乱れ

ている。 

 

天明
て ん め い

3（1783）癸
みずのと

卯
う

 24歳 勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

 

◇英国政府と米合衆国代表が独立戦争終結のパリ条約を結ぶ。 

◇天明の飢饉続く(天明 7年：1787まで)。 

◇相撲興業（3月、深川八幡宮境内。11月、本所回向院
え こ う い ん

境内）。 

◇2月 4日、近松半二
ち か ま つ は ん じ

没(59)。 

◇5月 17日、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

生(～1842)。 

◇8月 5日、浅間山
あ さ ま や ま

の大噴火。 

◇12月 25日、与謝蕪村
よ さ ぶ そ ん

没(68)。 

◇蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

、日本橋通油
とおりあぶら

町
ちょう

に地本
じ ほ ん

問屋
と い や

として進出。屋号は耕書堂
こ う し ょ ど う

と称す。 

 

○この頃、北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

（山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

）の『青楼
あ お ろ う

名君
め い く ん

自筆集
じ ひ つ し ゅ う

』（天明 3 年版。着色。大判二枚続。

天明 4 年刊の蔦谷重三郎版より以前に描かれた吉原遊女の風俗絵）をオランダ商館長イサ

ーク・ティチング（Isaac Titsingh）が持ち帰る。翌天明 4 年(1784)、蔦谷重三郎が画帖
が じ ょ う

仕立の『吉原
よ し わ ら

傾城
け い せ い

新美人合
し ん び じ ん あ わ せ

自筆
じ ひ つ

鏡
かがみ

』(着色。大奉書
お お ほ う し ょ

全紙判・大判
お お ば ん

横 2 枚分。39.4×54.5 ㎝)

として改題版を出す。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）と朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

、『万載
ま ん ざ い

狂
きょう

歌集
か し ゅ う

』を編纂。 

○9月、司馬
し ば

江漢
こ う か ん

、「三囲
み め ぐ り

之景図
の け い ず

」で腐食銅版画(エッチング)の制作に成功。 

 

★この頃、三田台町
み た だ い ま ち

に住むか（天明 4年〈1784〉1月出版の黄表紙『咸
か ん

陽宮
ようきゅう

通
つうの

約束
や く そ く

』巻末 

文に「すとんだゆめをミたのだい町 春朗画」とあることから）。但し、この文は単なる

洒落とみられている（安田剛蔵『画狂北斎』）。 

「みたのだいまち」が「三田台町」と表記するかどうかは不明。下町の墨田区や台東区

や江東区には古名の町は見当たらない。「台町」とすれば高台であろうから、目黒区や港

区の「三田」が想像されるが、北斎の住居としては不自然である。やはり「とんでもない

夢を見た
・ ・

」からの洒落とゴロ合わせと考えるのが妥当であろう。「恐れいりや（入谷）の

鬼子母神
き し も じ ん

」の類である。それにしても、後の続きの「だいまち」に全く意味がないわけで

はなく、言葉遊びとしても、なんらかの町名が意識されていたと思われる。 

 

●役者絵「三代目市川
い ち か わ

団蔵
だ ん ぞ う

 花形
は な が た

隼人
は や と

」(1月頃。細判錦絵。勝春朗画) 

https://www.britishmuseum.org/system_pages/beta_collection_introduction/beta_collection_object_details/beta_collection_image_gallery.aspx?assetId=518187001&objectId=787612&partId=1
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※正月 15 日より上演された中村座「江戸
え ど の

花
は な

三舛
み ま す

曽我
そ が

」（桜田
さ く ら だ

治
じ

助
す け

作）に取材。市川団蔵
い ち か わ だ ん ぞ う

（1745～1808）は四代目。屋号は三河屋
み か わ や

。 

●役者絵「岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 長吉
ちょうきち

姉
あ ね

」(8月頃。細判錦絵。勝春朗画) 

※8月 1日よりの中村座「勝
か ち

相
ず

撲
も う

団扇揚羽
う ち わ の あ げ は

（双蝶々曲
ふたつちょうちょうくる

輪
わ

日記
に っ き

）」に取材。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 けいせいあづま」（細判錦絵。勝春朗画） 

※8月 1日より上演された中村座「勝相撲団扇揚羽
か ち ず も う う ち わ あ げ は

」（双蝶々曲
ふたつちょうちょうくる

輪
わ

日記
に っ き

）に取材。 

●役者絵「中村
な か む ら

仲蔵
な か ぞ う

のてん竺
じ く

徳
と く

兵
べ

衛
え

実
じ つ

ハそうふくわん」（8 月頃。細版錦絵。勝春朗画。

29.7×13.3 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※8月 8日より上演された市村座「けいせい帷子
か た び ら

辻
がつじ

」の二番目大切
お お ぎ り

注（笠縫専
か さ ぬ い せ ん

助
す け

・宝田
た か ら だ

寿来
じ ゅ ら い

作）に取材。『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ図録』（太田記念美術館。昭和 55 年）では、8 月市村座

「江戸
え ど

鹿子
か の こ

娘
むすめ

道
ど う

成寺
じ ょ う じ

」に取材としている。 

注）大切
お お ぎ り

：歌舞伎の二番目狂言（世話物）の最終幕をいう。 

※仲蔵
な か ぞ う

の天竺
て ん じ く

徳
と く

兵衛
べ え

実
じ つ

はそうふくわんが、口に巻物をくわえている。足元には大きな蝦蟇
が ま

が見上げている図。 

●役者絵「中村
な か む ら

仲蔵
な か ぞ う

の景
か げ

清
き よ

」（細判錦絵。春朗画。31.2×13.3 太田 

記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）      中村仲蔵の景清（太田記念美術館） 

※3月の中村座「寿
ことぶき

万歳
ば ん ぜ い

曽我
そ が

」に取材。   

●役者絵「市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の大
お お

星
ぼ し

由
ゆ

良
ら

之
の

助
す け

」（細判錦絵。春朗画。29.0×

13.8太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※5 月の中村座「忠臣蔵」に取材。二刀を差し、黒地に袖が白い 鋸
のこぎり

歯
ば

文様
も ん よ う

の羽織を着て「い」と書いた采配を手にして立つ大星由良之助。

足元には「忠」と書かれた提灯が置かれている。 

 

天明
て ん め い

4（1784）甲
きのえ

辰
た つ

 25歳 勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

・勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

・春
しゅん

朗
ろ う

 

◇諸国に大飢饉。 

◇若年寄田沼
た ぬ ま

意
お き

知
と も

(田沼
た ぬ ま

意
お き

次
つ ぐ

嫡男)が旗本佐野
さ の

善
ぜ ん

左
ざ

衛門
え も ん

（佐野
さ の

政
ま さ

言
こ と

）に江戸城中で斬殺され 

る(35歳。墓：勝
しょう

林寺
り ん じ

：現東京都豊島区駒込
こ ま ご め

7-4-14)。 

オランダ商館長イサーク・ティチング（Isaac Titsingh）は、佐野善左衛門は、井の中

の蛙状態の幕府の中でただ一人世界を見ていた人物で、この事件で開国は完全に閉ざされ

たと嘆いたという（「ｳｲｷﾍﾟﾃﾞｨｱ」より）。 

◇司馬
し ば

江漢
こ う か ん

、覗くと立体感のある覗
のぞき

眼鏡
め が ね

器具を制作。 

◇相撲興行（3月、本所回向院境内、11月、本所回向院境内）。 

◇この頃、磯田
い そ だ

湖
こ

龍
りゅう

斎
さ い

（1735～1790）、石川
い し か わ

豊
と よ

信
の ぶ

（1711～1785）、勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

（1743～

1792）、 

北尾
き た お

重政
し げ ま さ

（1739～1820）、歌川
う た が わ

豊
と よ

春
は る

（1735～1814）、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

(1752～1815)らが活躍。 

◇この頃、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

（1753？～1806）のデビュー期でもある。 
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●黄表紙『咸
か ん

陽宮通
ようきゅうつうの

約束
や く そ く

』（1 月。二冊。著者名なし。春朗画。伊勢
い せ

屋
や

幸
こ う

七
し ち

版。東洋文庫/

国立国会図書館蔵） 

注）北斎が天明 2 年（1782）に三田台町
み た だ い ま ち

に住んだとされる根拠として、天明 4 年に出版さ

れた『咸
か ん

陽 宮 通
ようきゅうとおつうの

約束
や く そ く

』の巻末図、○め の模様のある着物を着た男が座っている図の脇に

「すとんだゆめをミたのだい町 春朗画」とあることが挙げられている。但し、前述した

ように単なる洒落と思われる。 

※国立国会図書館デジタル版の表紙の

題簽
だ い せ ん

には、「勝川春朗画作」とある。最

終丁に「春朗画」とある。文渓堂
ぶ ん け い ど う

作とい

われるが、作者名はない。黄表紙評判記

『江戸
え ど

土産
み や げ

』(天明 4 年：1784。一冊。

同穴
おなじあな

野
の

狐
きつね

作。前川庄
まえかわしょう

兵衛
べ え

版)に本書名があ

る（永田生慈『年譜』による。以下『年

譜』と表記）                『咸陽宮通約束』（国立国会図書館）右：拡大図 

●黄表紙『野
の

曾
ぞ

喜
き

伽
か

羅
ら

久
く

里
り

 義経辿
よしつねやまいり

』
」

（1 月。『覗
のぞき

伽羅
か ら

久里
く り

義経山入
よ し つ ね や ま い り

』とも。三冊。井
い

久
く

治
じ

〈幾
い く

治
じ

〉茂内
も な い

作。勝春朗画。岩戸
い わ と

屋
や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

版。東京国立博物館蔵） 

※この年刊行の黄表紙評判記『江戸
え ど

土産
み や げ

』(一冊。同穴
おなじあな

野
の

狐
きつね

作。前川庄
まえかわしょう

兵衛
べ え

版)に本書名が

ある（『年譜』による)。 

●黄表紙『運開扇之花香
う ん ひ ら く お う ぎ の は な

』(春。表紙に『円通
えんつうの

誓
ちかい

大通光
だいつうのひかり

/運開扇子花
うんひらくおうぎのはな

』。二冊。作者名なし。

春朗画。松村屋
ま つ む ら や

弥
や

平
へ

衛
え

版。立命館大学 ARC蔵) 

※巻末の図の右下に「春朗画」とある。 

●黄表紙『鵺頼政名歌芝
ぬえよりまさせいめいかのしば

』（南
な ん

仙
せ ん

笑
しょう

楚
そ

満
ま

人
ひ と

〈1749～1807〉作。春朗画。村
む ら

田屋
た や

治郎
じ ろ

兵衛
べ え

版。

東京都立中央図書館蔵） 

●談義本
だ ん ぎ ほ ん

注『教
きょう

訓
く ん

雑
ぞ う

長持
な が も ち

』（1 月。中本五巻。合一冊。伊藤
い と う

単
た ん

朴
ぼ く

作。右
み ぎ

十葉
じゅうよう

勝川春朗画。

竹
た け

川
か わ

藤
と う

兵
べ え

衛版。宝暦 2 年（1752）、『今様
い ま よ う

下手
へ た

談義
だ ん ぎ

』（靜
じょう

観
か ん

房
ぼ う

好
こ う

阿
あ

作。辻村
つ じ む ら

勘
か ん

七
し ち

版）の再

刻版。北斎は各巻に 2図、計挿絵 10図を描く。弘前市立弘前図書館蔵） 

注）談義本
だ ん ぎ ほ ん

：宝暦
ほ う れ き

（1751～1764）から安永
あ ん え い

(1772～1781)にかけて多く刊行されたもので、

談義
だ ん ぎ

僧
そ う

（仏教の教義を面白く教える僧や講談師の口調をまね、お

かしみの中に教訓を交え社会の諸相を風刺した。滑稽本の先駆

（『デジタル大辞泉』より）。 

●相撲絵「渦
う ず

ケ
が

渕
ふ ち

勘
か ん

太夫
だ ゆ う

 高嵜
た か さ き

市
い ち

十郎
じゅうろう

」（この頃か。天明 3 年～

4 年〈1783～84〉とも。間判錦絵。勝春朗画。シカゴ美術館蔵） 

●相撲絵「鬼面山谷五郎
き め ん ざ ん た に ご ろ う

 出羽
で わ の

海
う み

金蔵
き ん ぞ う

」（この頃か。天明 4 年～

寛政 2 年〈1784～90〉とも。縦間
あ い

判注錦絵。勝春朗画。東京国立

博物館蔵）        鬼面山谷五郎 出羽海金蔵（国立国会図書館） 

※「勝春朗画」の落款のある間判
あ い ば ん

相撲絵二枚の内の一枚。 



38 

 

注）間判
あ い ば ん

は、大奉書
お お ぼ う し ょ

の大判
お お ば ん

（約 39.0 ㎝×26.5 ㎝）と中判
ちゅうばん

（大判の 2 分の 1．約 19.5 ㎝×

26.0㎝）の中間の大きさ（約 33.0㎝×23.5㎝）。 

※春朗期の相撲絵は間判 2 枚、細判 3 枚の計 5 枚が確認されている。寛政初期と思われる

細判相撲絵に「高根山
た か ね や ま

与一
よ い ち

右エ門
え も ん

 千田川
せ ん だ が わ

吉五郎
き ち ご ろ う

」（細判）、「花頂山
か ち ょ う ざ ん

五郎
ご ろ

吉
き ち

 和田
わ だ

ケ
が

原
は ら

甚四郎
じ ん し ろ う

」（細判）、「雷電
ら い で ん

為
た め

右衛門
え も ん

 盤井川逸八
い わ い が わ い っ ぱ ち

」（細判）がある。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の悪
あ く

七
し ち

兵
べ

衛
え

景
か げ

清
き よ

 二代目市川門之
い ち か わ か も ん の

助
す け

の畠山
はたけやま

重忠
し げ た だ

」（1 月。細

版注錦絵。春朗画） 

注）細版：横小奉書の縦 3分の 1。約 33㎝×15㎝。 

※1月、市村座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材。 

 

天明
て ん め い

5（1785）乙巳
き の と み

 26歳 勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

改
あらため

群馬亭
ぐ ん ば て い

、（可笑
か し ょ う

門人
も ん じ ん

雀声
じゃくせい

） 

【第二期春朗期】 

◎天明 5年～6年（1785～86）を第二期春朗期とする。勝川派の画風を消化した時期とさ 

れる。 

◇この頃、江戸で寿司、天麩羅、蕎麦、鰻蒲焼の屋台が増える。 

◇相撲興行（江戸場所は不景気のため開催されず）。 

◇5月 25日、石川
い し か わ

豊信
と よ の ぶ

没（75）。浮世絵師。 

○前
ま え

野良沢
の り ょ う た く

、『蘭
ら ん

日
に ち

辞典』。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

、洒落本『令子
む す こ

洞房
べ や

』。黄表紙『江戸
え ど

紫
むらさき

艶気
う わ き の

樺
か ば

焼
や き

』。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

、狂歌撰集『徳
と く

和歌後
わ か ご

万歳集
まんざいしゅう

』。 

○鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

、絵本『絵本物
え ほ ん も の

見
み が

岡
お か

』（江戸名所絵）。 

 

【勝川派から距離を置き、群馬亭と称す】 

★この頃、勝川派から距離を置き、群馬亭
ぐ ん ば て い

と称す。 

※寛政 6年（1794）の「砧図
き ぬ た ず

」（寅
い ん

南呂
な ん り ょ

注。8月頃。摺物）には、妻の死を悲しみ「君
ぐ ん

馬亭
ば て い

春朗画」と表記して、「群馬」ではなく特別に「君馬」を用いている。「群馬亭」は今年

と翌 6年の 2年間だけ使用し、「春朗」が正式な号とされる。 

注）寅
い ん

南呂
な ん り ょ

：寅の年、南呂は 8月の異名。 

【貧窮で唐辛子や柱暦を売る】 

★群馬亭と改名する事で、一旦勝川派から離れたと思われる。そのため貧窮生活となり、

唐辛子売りや柱暦
はしらごよみ

売りをしたとされる。 

※「此
こ

の頃、小伝馬町
こ で ん ま ち ょ う

（筆者注：（現東京都中央区日本橋小伝馬町
こ で ん ま ち ょ う

）に住
じゅう

し、専
もっぱら

狂歌の 

摺物
す り も の

を画
え が

く。従来摺物（筆者注：版元の企画によらず個人的に依頼されて描くもの）は錦

絵とことなり別に画法ありて、風趣
ふ う し ゅ

賤
い や

しからざを旨
む ね

とす。宗
そ う

理
り

の摺物もとより超凡
ちょうぼん

にして、

来
き た

り請
こ

ふ者多しと 雖
いえども

、未だこれを専業とし、口腹
こ う ふ く

を養ふに足らざるなり、貧困殊に甚し

かりし。よりて業を転じ活計
か っ け い

をなさんとすること 屡
しばしば

なり。宗理一日
ひ と い

七色蕃椒
とうがらし

（筆者注：
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七色唐辛子）を売りあるきしが注 1、売れずして止む。（本文割注）七色唐がらしは、陳皮
ち ん ぴ

、胡麻
ご ま

など、

七種と唱
とな

へ、食物の味を助くる料
かて

なり。些少
さしょう

の資本にて、調 整
ちょうせい

し得
う

るものなれば、これを売るものは、大抵
たいてい

貧窮人
ひんきゅうにん

な

り。又歳晩
さ い ば ん

（筆者注：年の暮れ）に際し、柱暦
はしらごよみ

注 2 をうり歩行
あ る

きしが、浅草
あ さ く さ

蔵前
く ら ま え

へ来
き た

りし時、

先師春
しゅん

章
しょう

夫婦に行き逢い、面目を失ひしと。（本文割注）此
こ

のこと、

北斎嘗
かつ

て地本
じ ほ ん

問屋
と い や

山藤
やまふじ

に語りしよし」（『葛飾北斎伝』ｐ46 句読点・

ルビは筆者による）。 

注 1）江戸の唐辛子売りは。売り物の入った六尺（180 ㎝）ほど

の大きさの張
は り

ぼての唐辛子を背負って「とん〱
と ん

た
と

うか
が

らし ひ

りゝとからいはさんしよのこ すわ〱
す は

からいはこしようの粉
こ

 

けしの粉
こ

 胡麻
ご ま

のこ ちんひ
ぴ

の粉
こ

 とん〱
と ん

〱
と ん

 た
と

うが
マ マ

らし」

（「近世流行商人狂哥絵図」より）のような口上を述べながら

売り歩いたという。 

著作堂（曲亭馬琴）「近世流行商人狂哥絵図」（国立国会図書館デジタルコレクションより） 

注 2）柱暦：柱などに貼る暦。 

※引用文中「宗理」とあるが、春
しゅん

章
しょう

存命中の記事であるので寛政 4年とする。「宗理」は 

後の名を引用したものか）。 

※「群馬亭
ぐ ん ば て い

」：「群」の「君」は夫人、「羊」は美の意味。「馬」は「午」、「亭」は

「至る」とも訓む。故に「美しい妻が馬に乗って来る」の意。丙午
ひのえうま

に生まれた女子は、気

が強く男を食い殺すという迷信があり、その前年の結婚を控える風習があることから、翌

年の丙午での結婚を意識した署名だという（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ41）。 

群れる馬のイメージから子ができた喜びからの改名という見方もある（瀬木慎一『画狂

人北斎』ｐ43）が、年代が合わない。 

●黄表紙『怨
お ん

念
ね ん

宇
う

治
じ

の蛍
ほたる

火
び

』（二冊。作者不明。勝

春朗画。松村
ま つ む ら

屋
や

弥
や

兵衛
へ え

版。国立国会図書館蔵） 

※第 2 巻末尾の絵に描かれた葛籠
つ づ ら

の脇に「勝春朗

画」とある。北斎の自画作とも言われる。 

      『怨念宇治の蛍火』最終丁（国立国会図書館） 

【雅号の推移】 

 芥川龍之介は「雅号
が ご う

」において次のように述べて

いる。北斎の落款号の推移について考察する上で示

唆的である。 

「僕は昔の文人たちの雅号を幾つも持つてゐたのは必ずしも道楽に拵
こしら

へたのではない。彼

らの趣味の進歩に応じておのづから出来たものと思つてゐる」（『続澄江堂雑記』四「雅

号」大正 14年 11月 12日条） 

【「改」は「あらため」 改号は約 30】 
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※北斎はたびたび号を変え、前号の後に「改」を入れることが多い。本稿では「かい」と

は読まずに「あらため」と読む。ちなみに北斎は生涯に号を改めること約 30回といわれる。

更にいくつかのヴァリエーションを加えると非常に多くの落款となっている。 

●黄表紙『親譲
おやゆずり

鼻
はなの

高名
こうみょう

』（正月。中本三冊可笑
か し ょ う

門人
も ん じ ん

雀声
じゃくせい

（北斎の戯作名か）

作。春朗 改
あらため

群馬亭画。松村
ま つ む ら

屋
や

弥
や

兵衛
へ え

版。島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

※本書に勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

の「団十郎
だんじゅうろう

の暫図
しばらくず

」を写す。享和
き ょ う わ

元年（1801）、『下界驪鼻落
げ か い た わ け は な お ち

天狗
て ん ぐ

』と改題・再摺さ

れる。       親譲鼻高名：最終丁（国立国会図書館） 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 白酒売
し ろ ざ け う り

」（2 月頃。細

版錦絵。春朗画）2 月、桐座「五
ご

変化
へ ん げ

の一 初代

菊之丞
き く の じ ょ う

十三回忌」に取材。寛政 3 年（1791）3 月中村

座「助六
す け ろ く

縁
ゆかりの

牡丹
ぼ た ん

」に取材か。 

●錦絵「茶
ち ゃ

の湯
ゆ

」(「茶席二
ち ゃ せ き に

美人
び じ ん

」とも。この頃か。中判錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じ ゅ う ざ ぶ ろ

版。

21.0×15.7 フランス国立図書館/日本浮世絵博物館蔵) 

※茶室の茶釜の脇で亭主の女と客の女が手をついて挨拶している図。松
しょう

斎
さ い

沙明(江戸後期

に陶工で茶道に通じた人物がいたが当人か不明)の狂歌「茶にあらす
ず

/われは狂歌のすき屋

より/にぢりあか
が

らん御一席
ご い っ せ き

まで」、宿屋
や ど や の

飯盛
め し も り

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）の狂歌「炉
ろ

の釜
か ま

の/音に/きこ

へし/よみ人
び と

の/うたは/格別/たぎり/たるもの」が添えられる。 

 

天明
て ん め い

6(1786) 丙午
ひのえうま

 27 歳 勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、春朗改
しゅんろうあらため

群馬亭
ぐ ん ば て い

、群馬亭
ぐ ん ば て い

、（白山人可候
は く さ ん じ ん か こ う

）、

（白雪
は く せ つ

紅
こ う

）：きみ(19歳) 

◇全国飢饉。 

◇1月 22日、江戸大火。 

◇2月 9日、日光山大火。 

◇5月 19日、歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

(三代豊国
と よ く に

)生（～1864）。 

◇7月 12日～18日、集中豪雨で利根川が氾濫により隅田川洪水。本所・深川地区浸水。 

◇9月 8日、将軍徳川家治
と く が わ い え は る

没（50）。 

◇8月 27日、老中田沼
た ぬ ま

意
お き

次
つ ぐ

失脚。 

◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、11月、浅草八幡宮） 

◇深川の無宿養育所、地続きのため逃亡者が多く廃止。寛政 2 年（1790）、佃
つくだ

島
じ ま

沖に人足

寄場を設置。 

◇烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

（1743～1822）、噺
はなし

の会を始める。狂歌等を通じ大田
お お た

南畝
な ん ぽ

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）らと親交

あり。五世市
い ち

川
か わ

団十郎
だんじゅうろう

の後援者。江戸落語中興の祖といわれる。大工の棟梁で、住まいの

ある本所相生町
あいおいちょう

（現東京都墨田区緑
みどり

1-3-4）にある竪
た て

川
か わ

から「立川焉
た て か わ え ん

馬
ば

」や、市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 

をもじって「立川談州楼
たてかわだんしゅうろう

」「談州楼焉
だんしゅうろうえん

馬
ば

」なども名乗った。 
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【北斎結婚する】 

★きみ（19歳）と結婚。〈この頃か。安田剛蔵『画狂北斎』（ｐ41）での推測〉。 

 

●黄表紙『二一天作
に い ち て ん さ く

二進
に し ん が

一十
い っ し ん

』（1 月頃。中本三冊〈合本一冊〉。通笑
つうしょう

注門人道

笑作。群馬亭画。松村
ま つ む ら

屋
や

兵衛
へ い え

門
も ん

版。天明 8 年(1788)と寛政 12 年（1800）に

『人間万事二一天作五
に ん げ ん ば ん じ に い ち て ん さ く の ご

』（群馬亭画。として改題再摺される。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/立命館 ARC 蔵）    

二一天作二進一十（島根県立美術館） 

注）通笑
つうしょう

：黄表紙作者市場通笑
い ち ば つ う し ょ う

（元文 2年～文化 9年：

1737～1812）のこと。日本橋通油
どおりあぶら

町
ちょう

の表具屋。  

●黄表紙『蛇腹紋原之仲町
じ ゃ ば ら も ん は ら の な か ち ょ う

』（正月。二冊。春朗 改
あらため

群

馬亭画。白雪
は く せ つ

紅
こ う

（詳細不明）注作。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵衛
べ え

版） 

注）白雪紅：『日本古典籍総合目録データベース』

（国文学研究資料館）及び『國書總目録』（岩波書店

版）によると「白雪紅」は北斎としている。 

楢崎宗重『北斎論』（アトリエ社）では、黒田源次の「作者は白雪であって白雪紅では

ない。同時に画工も春朗改群馬亭画となつてゐる。そうして序文を両国広小路住人前銭志

門といふのが書いてゐる。年表の記者に従ふと『白雪紅 群馬亭が一時の仮号なるべし』

といふことであるが、此筆法から言ふと前銭志門も群馬亭の異称であらう」という記事を

紹介している（ｐ32）。『黄表紙総覧』（棚橋正博）では北斎としていない。 

●黄表紙『我家楽之
わ が い え ら く の

鎌倉山
か ま く ら や ま

』（正月。中本二冊。「わが家
い え

楽
ら く

の釜
か な

盥
だらい

」の意。作者名なし。

群馬亭画。榎本
え の も と

屋
や

吉
き ち

兵衛
べ え

版 島根県立美術館/東洋文庫蔵）。『年譜』では「群馬亭画作」

は誤りとする。 

●黄表紙『新蛇腹
し ん じ ゃ ば ら

細見
さいけんの

臍
へ そ

』（二冊。可笑
か し ょ う

門人
も ん じ ん

雀
じゃく

声
せ い

作。画工群馬亭画。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵衛
べ え

版。島

根県立美術館蔵） 

●黄表紙『前々
ぜ ん ぜ ん

太平記
た い へ い き

』(。中本五巻五冊。最終丁に「自惚
う ぬ ぼ れ

山人
さ ん じ ん

戯作」とある。勝春朗画。

花押。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵衛
べ え

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/立命館大学蔵) 

※正徳
しょうとく

五年（1715）刊の軍記物語、『前々
ぜ ん ぜ ん

太平記
た い へ い き

』（平
ひ ら

住専安
ず み せ ん あ ん

作。号：橘墩
たちばなとん

）を下敷きに

したものとされる。聖
しょう

武
む

天皇からの歴史を扱ったもの。自惚
う ぬ ぼ れ

山人
さ ん じ ん

は、日本橋横山町
よこやまちょう

一丁目

の煙管屋・池田
い け だ

屋久
や き ゅ う

三郎
ざ ぶ ろ う

。北斎の弟子で浅野
あ さ の

(朝野)北水
ほ く す い

と号す。天文学を学ぶ。 

【天明年間の北斎自身の黄表紙著作はない？】 

●黄表紙『大仏左捻
だいぶつひだりより

』（白山人可候
は く さ ん じ ん か こ う

注作。画工名無。三冊。国立国会図書館蔵。寛政 5 年

〈1793〉に『東大仏
あずまだいぶつ

楓
もみじの

名所
め い し ょ

』と改題再刊されている） 

注）白
は く

山人
さ ん じ ん

は北斎とする説があるが、疑問視もされている。「可候」は寛政 10年

（1798）『化物和
ばけものやまと

本草
ほ ん ぞ う

』で用いられ、他所で自身「そろべく」とし、その由来を述べてい
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るが、本稿では一般に称される「かこう」と読む。但し、白山人可候と寛政 10年からの

可候が同一人かは疑問師されている。 

「棚橋(正博)氏はこれを（筆者注：白山人
は く さ ん じ ん

を北斎とする説）否定して、可候
か こ う

を石
せ き

山人
さ ん じ ん

(物
も の

蒙堂
もうすとう

礼
れ い

、狂名盥
たらいの

雨
あ ま

盛
も り

)と同一人とし、併せて、北斎作、『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（寛政十

二年：1800刊）の跋文に『初而之
は じ め て の

儀
ぎ

ニ御座候
ご ざ そ う ら

得
え

ば（云々）』（筆者注：黄表紙の著作は初

めてなので）とあることから、天明年間の北斎自身の黄表紙著作はないとする」（棚橋正

博『黄表紙総覧 中編』日本書誌学大系 48〈昭和 61 年〉の説を、WEB「浮世絵文献資料

館」天明六年の項で紹介）。 

すなわち寛政 12年の『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』を以て黄表紙の初作としている。また、安田

剛蔵「北斎の黄表紙 その四」季刊『浮世絵芸術』43号）も同様に白山人＝北斎を否定し

ている（『年譜』による）。 

曲亭馬琴『近世物之江戸作者部類』（岩波文庫版）に「可候 文化中の臭
く さ

草紙に、この

作者名見えたるが、久しからずして身まかりしといふ。何人なるをしらず。没年月は『墓

所一覧』に見えたり」（p72）とある。馬琴が可候を知らないはずはないので、白山人可

候は、北斎ではないと思われる。 

●役者絵「団十郎
だんじゅうろう

と菊之丞
き く の じ ょ う

」(正月。細判錦絵。春朗画。奈良県立美術館蔵) 

※画中に「かげきよ市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 女
にょう

ぼうあこや瀬
せ

川
が わ

菊
き く

之
こ れ

丞
じょう

」とある。五代団十郎
だんじゅうろう

は天明 6

年、景
か げ

清
き よ

役で大当たりをとったという。 

●役者絵「四代目松本
ま つ も と

幸四郎
こ う し ろ う

 よどや手代新七
て だ い し ん し ち

」（9 月頃。細判錦

絵。春朗画。松村
ま つ む ら

弥
や

兵衛
へ え

版か。29.5×13.6 すみだ北斎美術館･ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）     松本幸四郎 よどや手代新七（すみだ北斎美術館） 

※9 月 9 日より桐座
き り ざ

で上演「室町嬬
むろまちおんな

文章
ぶんしょう

」の二番目大詰
お お づ め

、浄瑠璃

「高麗
こ ま

菊
き く

浮名色入
う き な の い ろ ざ し

」に取材。松本
ま つ も と

幸四郎
こ う し ろ う

（1737～1802）は四代目。

屋号は高麗屋
こ う ら い や

。 

●役者絵「市川
い ち か わ

八百蔵
や お ぞ う

 つか元
も と

ぎつね」（細判錦絵。春朗画。ホノ

ルル美術館蔵） 

※腕組みをして見栄を切る八百蔵。 

●錦絵「天神図
て ん じ ん ず

」（この頃か。幅広細判。勝春朗画。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※礼拝用に表具装にして販売された図。図は、梅と松の木を背後に

して、杓
しゃく

を持って座る正装した菅原道真
す が わ ら み ち ざ ね

を描く。 

●錦絵「両国
りょうごく

の水
み ず

茶屋
ち ゃ や

」（細判着色。春朗改
あらため

群馬亭画。島根県立美術館蔵） 

 

天明
て ん め い

7(1787) 丁巳
ひ の と み

 28歳 春
しゅん

朗
ろ う

、勝春朗
かつしゅんろう

：きみ(20 歳)、富之
と み の

助
す け

(1歳) 

【第三期春朗期】 
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※天明 7 年（1787）～寛政 4 年（1792）までを第三期春朗期とする。勝川風を残しつつ、

春朗自身の特徴が出る時期。 

◇天明の大飢饉。全国打ちこわし始まる。 

◇相撲興行（5月、浅草八幡宮（米価高騰のため中止）、11月、浅草八幡宮） 

◇4月 15日、徳川
と く が わ

家
い え

斉
な り

、第 11代将軍となる。 

◇5月 20日、深川、四谷、青山辺で米屋が襲われる。深川では六間
ろ っ け ん

堀
ぼ り

(現東京都江東区常盤
と き わ

辺)の者たちが森下町
もりしたちょう

の米屋を襲う。5 月 21 日、本芝
も と し ば

、高輪、新橋、京橋に広がり、夕方

には神田、日本橋、本郷にも広がる。5月 24日に鎮静化。 

◇6月 19日、松
ま つ

平定
ひ ら さ だ

信
の ぶ

（陸奥
む つ

白河藩
し ら か わ は ん

第三代藩主）、老中に就任。 

◇松平定信による寛政の改革（寛政 5 年：1793 まで）。緊縮財政。重商主義。思想統制。

庶民の倹約。幕府批判の禁止。厳しい統制に対し、狂歌に「白河
し ら か わ

の清
き よ

きに魚
う お

も住
す

みかねて

元
も と

の濁
に ご

りの田沼
た ぬ ま

恋
こ い

しき」と、以前の田沼
た ぬ ま

時代が恋しいとさえ詠まれた。白河は、定信が陸

奥白河藩の養子であったことからこう呼ばれた。 

◇11月 9日、新吉原角
す み

町
ちょう

仲之町
な か の ち ょ う

より出火。吉原全焼。 

○森島中
もりしまちゅう

良
りょう

（宝暦 6年～文化 7年〈1756？～181〉）『紅毛
こ う も う

雑話
ざ つ わ

』（オランダについての知

識を書いたもの。第 4巻にはオランダの画法が述べられているので、北斎の幾何学的
き か が く て き

描 

法を示す『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』(文化 9 年：1812)に影響を与えたとする見方がある（リチャー

ド・レイン『伝記画集 北斎』）。 

【長男誕生】 

★北斎の結婚 2 年目なので、この頃長男富之
と み の

助
す け

生まれると推定。『画狂北斎』（安田剛蔵）

では天明 7年（1787）～寛政元年（1789）の間としている(ｐ31)。 

★この頃、日本橋小伝馬町
こ で ん ま ち ょ う

に住むか（現東京都中央区日本橋小伝馬町
こ で ん ま ち ょ う

）。（大久保純一

『北斎の冨嶽百景』ｐ67による）。 

 

●芝居絵本『大銀杏
お お い ち ょ う

根元
こ ん げ ん

曽我
そ が

』（1 月頃。二冊。春朗画。沢村庄五郎
さ わ む ら し ょ う ご ろ う

版。ボストン美術館

蔵）。※1月 15日より上演の中村座「大銀杏
お お い ち ょ う

根元
こ ん げ ん

曽我
そ が

」に取材。 

【絵暦・摺物を描く】 

●絵暦
え ご よ み

・摺物
す り も の

「五代目
ご だ い め

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の暫
しばらく

」（1 月。色紙判着色。春朗画。独・ケルン東洋美

術館蔵） 

※前年の冬、桐座
き り ざ

の顔見世に団十郎
だんじゅうろう

が三浦
み う ら

荒
あ ら

次郎
じ ろ う

役で演じたものに取材。面取した団十郎

の上半身の絵は春朗が描く。他、勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、歌川
う た が わ

国
く に

政
ま さ

らが担当。 

図の右に「焉
え ん

馬
ば

相生町
あいおいちょう

松寿
しょうじゅ

読」（相生町
あいおいちょう

に住んだ烏亭
う て い

焉
え ん

馬
ば

：号松
しょう

寿
じ ゅ

庵
あ ん

の詞書
ことばがき

）とある。

焉
え ん

馬
ば

は団十郎
だんじゅうろう

の後援会「三升連
み ま す れ ん

」（団十郎
だんじゅうろう

の紋「みます」から命名）を主催していて、団

十郎に関わる絵入りの暦を毎年制作した。図左の丸枠に大小月が描かれる。 
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※「絵暦」は、月齢により毎年の大小月が変わることから、当該年の大小月を示す暦をい

う。絵入りで描かれるものであるが、後年は判じ絵風の描き方が主流となる。⇒明和 2 年

（1765）「絵暦・錦絵誕生」の項参照。 

※「摺物」は、商業的販売と異なり、金銭的余裕のある個人や狂歌グループなどからの注

文により制作する画図等をいう。 

五代目市川団十郎暫（ケルン東洋美術館：『2005 北斎展図録』より転載） 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 大
お お

星
ぼ し

由
ゆ

良
ら

之
の

助
す け

」（8

月頃。細判錦絵。春朗画。太田記念美術館蔵）。 

※8 月 1 日より上演の桐座「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

・九段

目」に取材。天明 3 年（1783）に同画題の絵（討ち

入りの姿）がある。 

●役者絵「二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 すけつね」（1 月

頃。細判錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版）。※1 月 15

日より上演の桐座「雪薺
ゆきなずな

幸
さいわい

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「嵐
あらし

村
む ら

治郎
じ ろ う

 せう〱
せ う

（少将）」「嵐
あらし

村
む ら

治郎
じ ろ う

 国
く に

行
ゆ き

むすめ おれん」（1 月頃。細判錦絵。

春朗画。57.0×46.0 中右ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※1月 15日より上演の中村座
な か む ら ざ

「大銀杏
お お い ち ょ う

 根元
こ ん げ ん

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「岩井半四
い わ い は ん し

朗
ろ う

 戸
と

無頼
な せ

」（8月頃。細判錦絵。春朗画。ボストン美術館蔵）。 

※8月 1日より上演の桐座「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」に取材。 

●役者絵「顔見世新狂言絵尽
か お み せ し ん き ょ う げ ん え つ く し

」（11 月頃。細判錦絵。落款不明。中村座上演に取材）があ

るという（井上和雄『浮世絵標準画集 北斎』に〈天明七年十一月、中村座に出演せる

「顔見世新狂言絵尽」と題する細版役者絵を描く〉（ｐ25）とある。 

●役者絵「三代目佐野川
さ の が わ

市松
い ち ま つ

 けいせい大
お お

よど」（細判錦絵。春朗画。島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

【浮絵を描く】 

●錦絵「浮
う き

絵
え

元祖
が ん そ

東都
え ど

歌舞
か ぶ

岐
き

（ﾏﾏ）大芝居之図
お お し ば い の ず

」（11 月。横大判。勝春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。26.3×38.5 大英博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ケルン東洋美術館/

太田記念美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※舞台上の演目や提灯に書かれた役者の定紋
じょうもん

から、11 月 1 日よりの桐座（市村座の控
ひかえ

櫓
やぐら

注

2）の顔見世「三庄陸花娵
は な よ め

」に取材したもの（『秘蔵浮世絵大観別巻』解説）とされるが、

一方で、葺屋
ふ き や

町
ちょう

（現東京都中央区日本橋堀留
ほ り ど め

1 丁目）にあった市村座の場内風景（『北斎

クローズアップⅢ』ｐ84）ともいわれる。         

浮絵元祖東都歌舞歧大芝居之図（大英博物館蔵） 
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注 1）「浮絵」：西洋画の遠近法を取り

入れ、浮き出して見える画法で、奥村
お く む ら

政信
ま さ の ぶ

（ 1686～ 1764）が「近江
お う み

八景
は っ け い

」

「吉原
よ し は ら

大門図
お お も ん ず

」などの浮世絵に採り入

れられたのが初めという。その後、歌

川派の祖・歌川
う た が わ

豊
と よ

春
は る

（1735～1814）や

北尾
き た お

重政
し げ ま さ

（1739～1820）がより正確に

透視画法を取得した。歌川派のみなら

ず北斎の師・勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

なども取り入れ

た。 

注 2）控櫓：興行権のある江戸三座（中村座・市村座・森田座）が負債その他の事情で興

業が出来なくなったときに代わって興行する権利を持つこと。仮櫓
かりやぐら

ともいう。中村座は

都座
み や こ ざ

、森田座は河原崎座
か わ ら ざ き ざ

と控櫓は決められていた。 

※当時の芝居は二本立てで、明
あ け

六
む

つ（朝 5時～7時頃）から始まり夕
ゆ う

七
な な

つ（夕方 3時～5時

頃）まで及ぶ。夏季・冬季により時間のずれがある。 

 

天明
て ん め い

8(1788)戌
つちのえ

申
さ る

 29歳。群馬亭
ぐ ん ば て い

、春
しゅん

朗
ろ う

：きみ（21 歳）、富之
と み の

助
す け

（2歳） 

◇相撲興行（4月、本所回向院、11月、本所回向院）。 

◇7月 24日、田沼意次
た ぬ ま お き つ ぐ

没(70歳)。 

○喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、絵本『虫撰
むしえらみ

』（昆虫の写実絵）。 

 

●黄表紙『人間万事二一天作五
に ん げ ん ば ん じ に い ち て ん さ く の ご

』（通笑門人道笑作。群馬亭画。松村屋
ま つ む ら や

兵衛門
へ い え も ん

版。天明 6

年：1786の『二一天作
に い ち て ん さ く

二進
に し ん が

一十
い っ し ん

』の改題再摺本） 

●役者絵「三代目市川菊之丞
い ち か わ き く の じ ょ う

おそめ」（細判錦絵。春朗画。30.5×13.3 北斎館蔵） 

※2 月、桐座「おそめ久松
ひ さ ま つ

浮名
う き な

の初霞
はつがすみ

」に取材。黒の蛇の目傘を広げて肩にし、黒の

御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被り、岸辺に立つおそめ役の菊之丞。久松との道行きの場面。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 久米之
く め の

助
す け

」（1月頃。細判錦絵。春朗画） 

※1月 15日より上演された桐座「けいせい優曽
な と り そ

我
が

」に取材。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 松
ま つ

王
お う

丸
ま る

・市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 桜
さくら

丸
ま る

」（春朗画。島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※立膝で門之助が持ち上げる米俵に、米俵を抱えた団十郎が上から右肘を掛けている。 

●錦絵『俳諧
は い か い

秀逸
しゅういつ

』(この頃か。縦中判揃物。春朗画。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

〈永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

〉版) 

※全何図かは不明。『北斎美術館 3 美人画』（集英社）では版元不明としている。 

☆〈かっこ鳥
ど り

〉（22.5×15.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※臼の穀物を杵
き ね

で突きながら郭公
か っ こ う

の声を聞いている女と、隣で機織
は た お

りをする手拭を被った

女が描かれる。 
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☆〈秋
あ き

の風
か ぜ

〉（東京国立博物館蔵）※桟橋で、杖を突き「生」

の字のある提灯を持って立っている女と、舟の中の芸者風の女

とが何かを話している。「物いゑバ口
く ち

びるさむし秋の風」の句

が記される。舟に置かれたたばこ盆に「●村屋」と版元を思わ

せる書込みがある。          秋の風（東京国立博物館） 

☆〈日
ひ

に濡
ぬ

れて〉（45.0×60.5 すみだ北斎美術館/江戸東京

博物館蔵） 

※黒塗りの傘を小脇に抱える女

と、団扇と虫籠のようなものを持

つ女房が橋を渡る。二人の着物は背後からの風で前に靡いてい

る。「日に濡れて月にミをさす涼
す ず

みかな」とある。 

日に濡れて（すみだ北斎美術館） 

☆〈つきの友
と も

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※川を行く舟が見える座敷で、座って顔を上げている女と、立

って右手で襟を触っている女。「川かみとこの川しもやつきの

友」とある。 

☆〈水
み ず

うてや〉（21.8×16.3 すみだ北斎美術館蔵） 

※桶の水を撒いている若衆を見ている美人。宝井
た か ら い

其
き

角
か く

の俳句「水うてやせみも雀も濡れる

ほど」が添えられる。 

●錦絵『中山王
ちゅうざんおう

来朝図
ら い ち ょ う ず

』（間判。「琉球
りゅうきゅう

使節
し せ つ

来朝図
ら い ち ょ う ず

」とも。この頃か。2 点確認されてい

る。春朗画。はりまや（播磨屋
は り ま や

）新
し ん

七
し ち

版） 

※この頃の琉球使節来朝（江戸上
の ぼ

り・江戸立
だ

ち）は明和元年（1764）の将軍家
い え

治
は る

襲職
しゅうしょく

の祝

いのための使節（慶賀使
け い が し

）、寛政 2 年（1790）の将軍家
い え

斉
な り

の襲職
しゅうしょく

祝いの使節（慶賀使
け い が し

）が

記録されているが、明和元年（1764）時の北斎は 5 歳であるので、あるいは寛政 2 年

（1790）、31 歳頃の作品か。または、来朝使を描いた従来の多くの絵などを見て描いたも

のか。 

☆〈楽
が く

童子
ど う じ

 虎旗
こ き

 跟
こ ん

伴
ぱ ん

〉（32.3×21.8 太田記念美術館：長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※楽
が く

童子
ど う じ

（琉球語で「やつとんつう」と発音する）は、琉球来朝使節の中で、音楽や舞踊

を担当する 15 歳から 18 歳の少年たちをいう。江戸に上った際に、座って演奏する室内楽

「御座
う ざ

楽
が く

」（「おざがく」とも）を演奏した。きらびやかな綸子
り ん ず

や縮緬
ち り め ん

の琉球衣装や、び

らびら簪
かんざし

をつけた美少年たちが評判であったという。 

図は、二人の少年が、虎を描いた幟旗
のぼりはた

（虎旗
こ き

）の下、一人は馬に乗り、一人はその後ろ

につき、琉球風の衣装の男たちに囲まれて進んでいる。跟
こ ん

伴
ぱ ん

は、役人の従者で、漢名で言

う。 

☆〈中山王
ちゅうざんおう

親雲上
ベ ー ク ミ ー

 衣家 跟
こ ん

伴
ぱ ん

〉（本図はフォッグ美術館注にあるという。『長瀬武郎コ

レクション葛飾北斎図録』より） 
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注）フォッグ美術館：アメリカ・ハーバード大学附属美術館。 

※中山王
ちゅうざんおう

は、中山
ちゅうざん

（琉球）の王の意味。中国から中山王
ちゅうざんおう

の冊封
さ く ほ う

（古く中国で、天子が臣下

や諸侯に冊
さ く

という 詔
みことのり

をもって爵位を授けた）を受けるのを慣
な ら

わしとしていた。親雲上
ベ ー ク ミ ー

は、

最上位の位階。 

 

【以下、天明年間】 

春
しゅん

朗
ろ う

、勝春朗
かつしゅんろう

、勝川春朗
かつかわしゅんろう

、印：春
しゅん

朗
ろ う

、（花押） 

●錦絵「浮
う き

絵
え

 源氏十二段之図
げ ん じ じ ゅ う に だ ん の ず

」（天明 5 年～寛政 2 年〈1785～90〉。横大判。勝春朗画。

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。25.8×38.0 ボストン美術館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物

館/オランダ国立民族学博物館蔵) 

※牛
う し

若
わ か

丸
ま る

と三河
み か わ の

国
く に

矢矧
や は ぎ

宿
じゅく

の長者
ちょうじゃ

の娘浄瑠璃
じ ょ う る り

姫
ひ め

との恋を語った御伽草子
お と ぎ ぞ う し

『浄瑠璃
じ ょ う る り

十二段
じ ゅ う に だ ん

草子
そ う し

』

四段目「外の管弦
か ん げ ん

」を主題にしたもの。 

遠近法で描く。図は、庭先で牛
う し

若
わ か

丸
ま る

が吹く横笛の音を、座敷の奥で浄瑠璃
じ ょ う る り

姫
ひ め

が聴いてい

る場面。   

浮絵 源氏十二段之図（ボストン美術館蔵）        ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾒｲﾝ美術館（『名品揃物浮世絵 9 北斎Ⅱ』ぎ

ょうせいより） 

【春朗期の最も早い肉筆画（版下絵）】 

●墨絵『風流
ふうりゅう

東都
と う と

方角
ほ う が く

』（天明 5 年～天明 7 年〈1785～1787〉。10 図。墨摺。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館蔵）

※扇形枠やハート形枠に描き、周りに画題が大きく記されている。この図案は、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

（1752～1815）「江戸
え ど

八景
は っ け い

」（細版錦絵。安永〈1772～81〉後期）で既に試みられている。

版
は ん

下絵
し た え

ではあるが、春朗期の肉筆画として 20代の直筆で、最も早い時期の絵。江戸の名所

シリーズを企図したもの。「東都
と う と

方角
ほ う が く

」は、「江戸の名所あちこち」くらいの意味と思わ

れる。 

☆〈柳嶌法性寺
やなぎしまほっしょうじ

妙見堂
みょうけんどう

の図〉（春朗画。18.9×25.7〉 
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※妙見堂
みょうけんどう

の松の側
そ ば

の休み所で若衆
わかしゅう

とくつろぐ女二人。妙見堂
みょうけんどう

（現東京都墨田区
す み だ く

業平
な り ひ ら

5-7-7）

は、柳
やなぎ

島
し ま

妙
みょう

見山
け ん ざ ん

法性寺
ほ っ し ょ う じ

 といい、「柳島
やなぎしま

の妙見
みょうけん

さま」と親しまれている寺。隣には料亭

「はしもと」があり、日本橋方面から屋形船

や猪
ち ょ

牙
き

舟
ぶ ね

で参詣に来て、その後料亭で遊興す

る客が多かったいう。  

図左の 影向松
ようごうのまつ

に本尊

が降臨し、白蛇が住んで

いたといわれる。白蛇を

描いた絵馬が柵に掛けら

れている。 

柳嶌法性寺妙見堂の図（ｳﾞｨｸﾄﾘｱ＆ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館） 

【印号・辰政と雷震の由来】 

北斎はこの寺の「開運
か い う ん

北辰
ほ く し ん

妙見
みょうけん

大菩薩
だ い ぼ さ つ

」（北斗
ほ く と

七星
し ち せ い

を祀
ま つ

る菩薩
ぼ さ つ

）を信仰していた。後に

勝川
か つ か わ

門を離れた北斎は生活に窮し、筆を折ろうとまで考えたが、妙見
みょうけん

様へ 21日間参詣し、

満願の日の帰り道、落雷に遭って失神。そこから雷
ら い

震
し ん

注の号を得たという。また、寛政 8

年（1796）頃から使い始めた印号「辰
と き

政
ま さ

」は「北辰
ほ く し ん

」（北極星）から得たものともいわれ

る（『葛飾北斎伝』ｐ54）。 

「雷震
ら い し ん

」の「震」も「辰」（北辰
ほ く し ん

）のもじりで、雷に震
ふ る

えたことに掛けていると思われ

る。 

☆〈吉原
よ し わ ら

〉（春朗画。17.7×25.1） 

※花魁
お い ら ん

三人の側に立つ男。それを見ている二人の男の図。吉原は「遊女
ゆ う じ ょ

三千
さ ん ぜ ん

」といわれた

（大正 2 年成光館出版部『趣味研究 大江戸 全』所収、佐々醒
さ さ め

雪
ゆ き

「江戸の俗謡と上方」

より）。

☆〈隅
す み

田
だがわ

川木
も く

母
ぼ

寺
じ

注の図〉（春朗画。18.2×25.0） 

※煙管
き せ る

を吸う女と傍にいる男。男に手を差し伸べる女。遠景には侍と女の二人連れの図。 

注）木母寺
も く ぼ じ

：現東京都墨田区堤通
つつみどおり

2-16-1。天台宗の寺で、能「隅田川」の梅
う め

若
わ か

山王
さ ん の う

権
ご ん

現
げ ん

の

舞台であるところから古くは梅
う め

若寺
わ か で ら

ともいわれた。木母寺は「梅」の字を二つに分けてつ 

けられたものという。 

能楽では、吉田
よ し だ

少将
しょうしょう

惟房
こ れ ふ さ

の子、梅
う め

若
わ か

丸
ま る

は 5 歳の時に父を失い、7 歳の時に比叡山で修行

していたが、山僧の争いから逃れて大津
お お つ

に行ったところ、信夫
し の ぶ

藤
と う

太
た

という人買いに欺かれ

て隅田川まで来た。ここで病に倒れ「尋
た ず

ね来
き

て問
と

はば応
こ た

えよ都
みやこ

鳥
ど り

 隅田
す み だ

川
か わ

原
ら

の露
つ ゆ

と消
き

えぬ

と」の歌を詠
よ

み、3 月 15 日、12 歳で亡くなった。たまたま天台の僧、忠
ちゅう

円
え ん

がこの地を訪

れ、梅
う め

若
わ か

のために塚を築き、一株
ひ と か ぶ

の柳を植えた。翌年の命日に里人が弔っているときに、

梅
う め

若
わ か

を探し、悲しみ狂いながらたどり着いた母親が里人と共に供養していると、その夜、

塚の中に我が子の姿が現れたというもの。 
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☆〈無題〉（無款。17.7×25.3） 

※二頭の獅子像の前の三人の女と三人の男が参詣する図。背後に石燈籠の図。 

☆〈神田
か ん だ

明神
みょうじん

注〉（春朗画。18.1×25.0） 

※鳥居の脇の休憩所で休む男の子。鳥居の所に立つ二人の女。下の階段から上ってくる男

の図。 

注）神田明神：現東京都千代田区外
そ と

神田
か ん だ

2-16-2。江戸三大祭の一、神田祭で知られる神社。

神田・日本橋・秋葉原・大手町・丸の内・旧神田市場・築地魚市場など 108 町会の総氏神
そ う う じ が み

で 

ある（「ｳｲｷﾍﾟﾃﾞｨｱ」より）。 

☆〈無題〉（無款。寺の前の広場に立つ二人の女に向き合う坊主。女の後ろに侍とお供 

の男。寺の正面入り口に二人の人。 

☆〈貴船
き ぶ ね

明
みょう

神社
じ ん し ゃ

注〉（無款。17.8×24.5） 

※頭巾の端を口にくわえる女。侍が二人。右側に参詣する男女。絵の中に筒
つ つ

井筒
い づ つ

と竹が描

かれる。 

注）貴船明神社：現東京都品川区西品川
に し し な が わ

3-16-31。品川(旧三ツ木村
み つ ぎ む ら

)の産土
う ぶ す な

神（その土地 

の鎮守神）。この頃は目黒川の南側にあったといわれるが、現在は川の北側に建っている。 

☆〈根津
ね づ

権
ご ん

現
げ ん

注の図〉（春朗画。17･5×24.7） 

※図は、権現社
ご ん げ ん し ゃ

の脇の小川に手を入れる女と、その脇に立つ若侍と揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被 

った二人の女。その前で跪く伴侍を描く。 

注）根津
ね づ

権現
ご ん げ ん

：現東京都文京区根
ね

津
づ

1-28-9。根津神社と呼ばれる。江戸期には「権現」と 

称していたが、明治期に神仏分離政策で「権現」が禁止となった。社殿は 5 代将軍綱
つ な

吉
よ し

に

よる造営。門前に根津遊郭があったが、東京大学が近くに移転したことに伴い深川の洲崎
す さ き

に移転した。 

☆〈目黒
め ぐ ろ

不動
ふ ど う

注〉（無款。17.1×25.1） 

注）目黒
め ぐ ろ

不動
ふ ど う

：現東京都目黒区下目
し も め

黒
ぐ ろ

3-20-26。瀧
りゅう

泉寺
せ ん じ

の通称名で関東最古の不動霊場。

大同 3年（808年）、この地に立ち寄った慈
じ

覚
か く

大師
だ い し

・円仁
え ん に ん

の夢に顔面が青黒く、右手に剣 

を持ち、左手に魔を縛る縄を持った恐ろしい形相の神人
し ん じ ん

が現れたので、その姿を彫刻して

安置したのに始まると縁起にある。大師
だ い し

が敷地を定めるにあたり、持っていた仏具の独鈷
と っ こ

（筆者注：密教の法具。両端が尖った短い棒状のもの）を投げた所から流れ出た滝が

「独鈷
と っ こ

の滝」と呼ばれ、枯れることなく流れ、また、五色
ご し き

不動
ふ ど う

（目黒
め ぐ ろ

・目白
め じ ろ

・目
め

赤
あ か

・目
め

黄
き

・目
め

青
あ お

）の一として江戸名所となったという。 

※図は、独鈷
と っ こ

の滝に打たれる二人の男や、同じく禊
みそぎ

ぎのために裸でいる男二人と、その様

子を見ている女。滝の脇の部屋で刺青
い れ ず み

をした裸の男と話す女等を描く。 

☆〈無題〉（無款。17.6×24.7） 

※屋敷門前の二人の女と一人の男。女の一人は扇子を持つ。側に供の女。後ろの垣根の側

には女が歩く姿。左上にかけて川が描かれる。 
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●錦絵『東都
と う と

方角
ほ う が く

』（天明 7 年～9 年〈1787～89〉。横中判。春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。各

平均 19.0×25.6） 

※『風流
ふうりゅう

東都
と う と

方角
ほ う が く

』（天明 5 年～7 年〈1785～87〉。ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館蔵）と題

された版下絵（10図）の着色版。現在 4図確認されているという。 

☆〈東叡山之図
と う え い ざ ん の ず

〉（東京国立博物館蔵） 

※「両大師
り ょ う だ い し

」と書かれた立札
た て ふ だ

の側で、女たちが宴を楽

しんでいる図。一人は敷いた茣蓙
ご ざ

に座り、二人の女は

立って、頭巾を被った男と話をしている。「両大師」

は、東叡山
と う え い ざ ん

輪
り ん

王寺
の う じ

（別称：開山堂
か い ざ ん ど う

。現東京都台東区
た い と う く

上野
う え の

公園
こ う え ん

14-5）の通称。東叡山
と う え い ざ ん

の開祖天海
て ん か い

（慈
じ

眼
が ん

大

師）と、天海の崇敬する良源
りょうげん

（慈恵
じ え

大師
だ い し

）の二人の

大師
だ い し

をを祀
ま つ

ることに由来する。             東叡山之図（東京国立博物） 

              

☆〈梅屋鋪之図
う め や し き の ず

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※扇面図の体裁を採る。梅屋敷に観梅に来た人々。娘二人と煙管を持つ男、その後に風呂

敷の荷物を背負った小奴が立つ。垣根の側には若衆が扇子をかざして梅を見て居る。 

☆〈忍
しのぶ

か
が

丘之図
お か の ず

〉（東京国立博物館蔵） 

☆〈三匝堂之図
さ ん そ う ど う の ず

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※三匝堂は、天恩山
て ん お ん ざ ん

五百
ご ひ ゃ く

羅漢寺
ら か ん じ

（現東京都江東区
こ う と う く

大島
お お じ ま

3-1）の 3 階にあった展望台。さざゐ堂。明治

41 年（1918）に目黒区に移転した。 

三匝堂之図（島根県立美術館） 

【春朗期唯一の大型美人画】 

●錦絵「花
は な

くらべ弥生
や よ い

の雛形
ひ な が た

」（天明 3 年～5 年〈1783～85〉。

大判着色。無款。37.5×22.9島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）     

※磯田
い そ だ

湖
こ

龍
りゅう

斎
さ い

の「雛形
ひ な が た

若菜
わ か な

の初模様
は つ も よ う

」に影響を受けたものとさ

れる。吉原の丁子屋
ち ょ う じ や

庄蔵
しょうぞう

抱えの遊女錦戸
に し き ど

と扇屋宇
お う ぎ や う

右
え

衛門
も ん

抱えの夕
ゆ う

栄
ば え

、それに振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

が、筆と硯を入れた箱を持っている。桜の花

咲く木の枝にぶら下げる短冊に句などの文字を書きつけようと筆

を持つ遊女の図。現存する春朗期唯一の大判美人画とされる。   

花くらべ弥生の雛形（島根県立美術館） 

●錦絵『風流男
ふうりゅうおとこ

達
だ て

八景
は っ け い

』（天明年間〈1781～89〉中判錦絵揃

物。春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版）。芝居によく登場する男伊達
お と こ だ て

八人に

景色を結びつけた揃物。6図のみ確認されている。 

☆〈荒五郎
あ ら ご ろ う

の暮
ぼ

雪
せ つ

〉（21.5×15.5 太田記念美術館：長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

https://cardiac.exblog.jp/iv/detail/?s=7640378&i=200710/29/04/b0044404_2103645.jpg
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※荒五郎
あ ら ご ろ う

茂
も

兵衛
へ え

は、江戸木挽
こ び き

町
ちょう

に生まれ、堺町
さかいちょう

の奴
やっこ

の治
じ

兵衛
へ え

と争った侠客。芸子風の女

と対岸の待乳山
ま つ ち や ま

を望む雪の大川端
お お か わ ば た

を道行
み ち ゆ き

する荒五郎
あ ら ご ろ う

は、裸足で裾を端折
は し ょ

り、長どす（長い

刀）の落とし差しの粋
い き

な姿。女は傘を閉じ左手に持って立っている、裾から高下駄を履い

た右足が覗いている。 

 図の背景は全体に下絵風に簡略化された描き方になっている。 

☆〈文
ぶ ん

七
し ち

の落雁
ら く が ん

〉(22.0×16.2 シカゴ美術館蔵)   

※恋人の遊女清水
し み ず

が舶来物のガラスの手鏡を持つ文
ぶ ん

七
し ち

の髪を梳
と

かす図。窓の外には雁の群

れが描かれ、文
ぶ ん

七
し ち

の渾名
あ だ な

「かりがね」を暗示している。元禄５年（1692）に獄門に処せら

れた大坂のならず者「雁
か り

金
が ね

五人男」の一人「雁金文七
か り か ね ぶ ん し ち

」に取材。                 

五人男の他の四人は、庵
あ ん

の平
へ い

兵衛
べ え

、布袋
ほ て い

の市
い ち

右衛門
え も ん

、極印
ご く い ん

千
せ ん

右衛門
え も ん

、神鳴
か み な り

庄九郎
し ょ う く ろ う

。 

文七の落雁（シカゴ美術館） 

☆〈綱五郎
つ な ご ろ う

の帰帆
き は ん

〉（22.8×15.9） 

※二人の女を乗せ、船縁
ふ な べ り

に右足をかけ手拭いを被り、竿を突

き立て舟を操る綱五郎
つ な ご ろ う

。 

☆〈弥
や

左
ざ

衛門
え も ん

の晩鐘
ばんしょう

〉 

※頭に手拭を四角に畳んで乗せ、着物の左足の裾を引き上

げ、下駄を履いて鯔
い な

背
せ

に見栄を切る弥左衛門を、手拭の端を

口にくわえて片膝を折って見つめる女。 

☆〈伝吉
で ん き ち

の晴嵐
せ い ら ん

〉（22.8×15.9 すみだ北斎美術館/大英博物

館蔵） 

※垣
か き

の前で袖を口にあてる女に話しかける伝吉
で ん き ち

。その足元に

片膝をついて煙管
き せ る

を使う男がいる。  

伝吉の晴嵐（すみだ北斎美術館） 

☆〈濡
ぬ れ

髪
が み

放
はなれ

駒
ご ま

の夕
せ き

照
しょう

〉（22.3×15.9 すみだ北斎美術館蔵） 

※歌舞伎「双蝶々曲
ふたつちょうちょうくる

輪
わ の

日記
に っ き

」二段目「堀江
ほ り え

相撲
す も う

小屋
ご や

の場
ば

」か

ら取材。濡
ぬ れ

髪
が み

長五郎
ち ょ う ご ろ う

と放
はなれ

駒
ご ま

長吉
ちょうきち

の二人の力士が茶屋で睨
に ら

み合

う図。側に茶屋の娘が茶を持って立っている。 

●錦絵「新
し ん

板
ぱ ん

浮
う き

絵
え

化
ば け

物
も の

屋
や

鋪
し き

百
ひゃく

物
も の

語
がたり

の図
ず

」(天明年間〈1781～

89〉。横大判。春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

（永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

）版。23.6×

35.4 ボストン美術館/奈良県立美術館蔵) 

※百物語は、怪談話遊びで、最後の一人が怪談を語り終えると幽霊が出現するという遊び。 

図は、最後の話が終わり、部屋中に奇怪な化け物が現れ、頭を抱えて俯
うつぶ

したり、手を合

わせて拝んでいる様子が描かれる。  
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新板浮絵化物屋鋪百物語の図（ボストン美

術館） 

※鳥
と り

山石
や ま せ き

燕
え ん

（安永 5～天明 4 年

〈1776～84）の妖怪画集『画図
が ず

百鬼
ひ ゃ っ き

夜行
や こ う

』（安永 5 年〈1776〉3

巻）を参考にしたか。また、後

年 、 歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

が 「 百
ひゃく

物語化物
ものがたりばけもの

屋敷
や し き

の図
ず

 林家
は や し や

正蔵
しょうぞう

工夫
く ふ う

の怪談
か い だ ん

」

（天保 10 年～12 年〈1839～41〉

頃。横大判錦絵。山口県立萩美

術館・浦上記念館蔵）で、同様の絵を描いている。 

歌川国芳：百物語化物屋敷の図 林家正蔵工夫の怪談（山

口県立萩美術館浦上記念館）  

●錦絵『江戸
え ど

近郊
き ん こ う

八景
は っ け い

』（仮題。天明年間

〈1781～89〉。中判。シリーズ名は不明。春

朗画） 

※揃物と思われる。他の絵は不明。歌川広重

に同題の揃物があ

る。 

☆〈江戸
え ど

見坂
み ざ か

夜
や

雨
う

〉(島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎

美術館/東京国立博物館蔵)      

※蛇の目傘をさした男女二人連れ。男は手拭いを被り、荷物を

背負い、着物の裾を端折
は し ょ

り、左手に草履を持ち、裸足のまま。

芸者風の女は男に寄り添い、これからの行く先を眺めているの

か、来た道を振り返っているのか。道行きの場面。「月の下の

屋根からさきの夜
よ る

の雨 ぬれじとさすやひとつ松かさ」が左か

ら右に記される。               

江戸見坂夜雨（島根県立美術館） 

☆〈飛鳥山
あ す か や ま

注暮
ぼ

雪
せ つ

〉（21.8×15.4 東京国立博物館蔵） 

※図の右上に狂歌「あすかやま 狐
きつね

の尾
お

久
ぐ

の王子
お う じ

まで 花や見

にこん 雪や見にこん」が記される。雪景色の中で母親と娘が

ふり返っている。 

注）飛鳥山
あ す か や ま

：徳川
と く が わ

吉宗
よ し む ね

が享保の改革の一環として整備し、上野

寛永寺
か ん え い じ

の桜に次ぐ桜の名所とした。現在でも飛鳥山
あ す か や ま

公園
こ う え ん

（東京

都北区王子
お う じ

1-1-3）として桜の名所になっている。この図では

雪景色が描かれる。        飛鳥山暮雪（東京国立博物館） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjYksi62Z7fAhWW7GEKHVVHCAsQjRx6BAgBEAU&url=http://www.photo-make.jp/hm_2/kuniyoshi_bake.html&psig=AOvVaw0cTekg6ZwOOU6mVRwGS8zZ&ust=1544855526851348
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☆〈両国夕
りょうこくせき

照
しょう

〉（20.6×15.6 東京国立博物館/日本浮世絵博物館蔵） 

※矢場
や ば

の床几
し ょ う ぎ

に左足を折って腰掛け、雪駄
せ っ た

を下に投げ出し、刀

を腰から引き出して粋に煙管をくわえている男。その脇で髪の

櫛に手をやり、団扇を手にした女が立っている。図の上には

「弓」の字と的が描かれた吊り看板がある。冨士
ふ じ

帆波
ほ な み

の狂歌

「玉をふたつにたちわりし みせの西瓜
す い か

の色も夕
せ き

照
しょう

」が記され

る。 

両国夕照（日本浮世絵美術館） 

●錦絵「風流
ふうりゅう

宇治
う じ

の道
み ち

の記
き

 平等院
びょうどういん

」（天明 7年～9年〈1787～

1789〉。中判着色。春朗画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※振袖の娘と女の二人が平等院
びょうどういん

の前の、川岸の道をそぞろ歩い

ている。 

●錦絵「新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み は な び け ん ぶ つ の ず

」 

（天明 2 年～9 年〈1782～89〉。大判錦絵。勝春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。24.4×37.3 島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/神戸市立美術館/

日本浮世絵博物館蔵） 

※色版を変えた後摺再版の「江
み や

都
こ

両国
りょうごく

橋
ば し

夕涼
ゆうすずみ

花火
は な び

之図
の ず

」(天保中期。萬屋
よ ろ ず や

吉
き ち

兵衛
べ え

版)がある。 

西
に し

村屋
む ら や

版の花火は、打ち上がる軌跡の上に花のように開いているが、萬屋
よ ろ ず や

版は、星のよ 

うに 10個の火の玉が開き、西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版にあった火の上る跡と右上の月が削られている。 

 

新板浮絵両国喬（橋）夕涼花火見物之図（島根県立美術館）      江都両国橋夕涼花火之図（島根県立美術館） 

●錦絵「浅草
あ さ く さ

金
き ん

龍山
りゅうざん

観世音
か ん ぜ お ん

境内之図
け い だ い の ず

」（天

明 2年～7年〈1782～87〉。横大判。勝春朗

画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

再版。24.7×37.1 ベルリ

ン東洋美術館/太田記念美術館/島根県立美

術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/ホノ

ルル美術館蔵） 

※浅草寺の正面にある観音堂を、垂直・水

平の細い線で正確に描いている。「浮絵」

の表記はないが、浮絵の描法で描かれる。 

浅草金龍山観世音境内之図（ベルリン東洋美術館） 
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境内には大勢の参詣客、観音堂の左側には屋根に掛かる梯子
は し ご

、観音堂の右奥には水茶屋が

描かれる。   

●錦絵「新板浮絵金龍山二王門之図
し ん ぱ ん う き え き ん り ゅ う ざ ん に お う も ん の ず

」(天明 2 年～9 年〈1782～89〉。横大判。勝春朗画。

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。25.2×38.0 奈良県立美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※浅草寺の山門を進むと二王門
に お う も ん

があり、その門前と門後に賑わう人々を描く。左に地主
じ ぬ し

稲荷
い な り

の石の鳥居が描かれ、右奥には五重の塔が見える。門の両脇に二王を描く。好評のた

め玉川
た ま が わ

舟調
しゅうちょう

（一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

門下で寛政から享和にかけて錦絵と黄表紙挿絵を手掛ける。生没

年不詳）と二代喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

（文化 3 年〈1806〉、初代歌
う た

麿
ま ろ

没後、その妻の夫となり二代目

を称する。生没年不詳）が同構図の作品を発表している。

●錦絵『湯冶場
と う じ ば

八景
は っ け い

』（天明 3 年～5 年〈1783～85〉。あるいは天明 3 年（1783）頃か。

揃物
そろいもの

と思われる。中判。印春朗。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。すみだ北斎美術館蔵） 

☆〈しゅぜんじのばんせふ〉（「修善寺の晩照」）25.0×18.6） 

※女がしゃがみ込んで上がり框
がまち

から手を伸ばして三和土
た た き

の下駄

を揃えている。隣で上半身はだけた女が団扇を立膝で煽
あ お

いでい

る。着流しの男が部屋の開き窓の桟
さ ん

に肘を掛けてしゃがみ込ん

だ女を見ている。  

湯治場八景 しゅぜんじのばんせふ（すみだ北斎美術館） 

●錦絵「風流
ふうりゅう

四季
し き

の月
つ き

」（天明 3

年～5 年〈1783～85〉。春朗画。

中判錦絵。） 

※「あき」「ふゆ」を含めた 4 図

の揃物と思われる。 

☆〈はる〉（慶応大学メディアセンター 22.0×15.5） 

※籬
まがき

に囲まれた梅の木の前で、若衆と娘が立っている図。 

風流四季の月 はる（慶応大学デジタルｺﾚｸｼｮﾝ） 

☆〈なつ〉（ｱﾚﾝﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※柳の下で涼をとる二人の女性の図。 

●錦絵「青面
しょうめん

金剛図
こ ん ご う ず

」(天明 4 年～9 年〈1784～89〉。幅広細判着色。勝川春朗謹図之（花

押）。40.6×14.1 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル

美術館/日本浮世絵博物館蔵) 

http://dcollections.lib.keio.ac.jp/sites/all/libraries/uv/uv.php?archive=TKU&id=25901
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※庚申待
こ う し ん ま ち

注で祀
ま つ

られるため表具装にして販売された図。青色の金剛
こ ん ご う

童子
ど う じ

は病魔を除く力を持つという。足元に見ざる、聞かざる、言わざ

るの三猿
さ ん ざ る

を配し、鬼を踏みつけて立つ六手
む つ で

の青面
しょうめん

金剛
こ ん ご う

。猿の前には鶏

の親子が描かれる。その前に番
つがい

の鶏と二匹のひよこもいる。 

注）庚申待
こ う し ん ま ち

：庚申
かのえさる

の日、仏家
ぶ っ か

では青面
しょうめん

金剛
こ ん ご う

、または帝釈天
たいしゃくてん

神道
し ん と う

では

猿田彦
さ る た ひ こ

の神を祭り、徹夜をする行事。この夜眠ると、そのすきに三尸
さ ん し

（道教で、人の体内にすんでいるという三匹の虫）が体内から抜けだ

して天帝にその悪事を告げるといい、またその虫が人の命を短くする

ともいわれる。村人や縁者が集まり、江戸時代以来、次第に社交的な

ものとなった。庚申会
こ う し ん え

。（「デジタル大辞泉」より）。 

青面金剛図（太田記念美術館） 

●錦絵「不動明王図
ふ ど う み ょ う お う ず

」(「不動明王
ふ ど う み ょ う お う

と二
に

童子
ど う じ

」とも。天明 4 年～9 年

〈1784～89〉。幅広細版錦絵。勝川春朗画謹図之（花押）。礼拝
ら い は い

用に

表具装
ひ ょ う ぐ そ う

にして販売された図。38.0×14.3 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※蓮
は す

の花や棒を持った守護神を足元に配し、右手に剣を持ち、火炎を背にして立つ不動明

王の図。秋田の旧家に伝わったもの。 

●錦絵「浮
う き

絵
え

一
い ち

ノ
の

谷合戦坂落之図
た に か っ せ ん さ か お と し の ず

」（天明8年～9年〈1788～1789〉。横大判。勝春朗画。

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。24.3×37.5 日本浮世絵博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/バウアー財

団東洋コレクション/ジェノヴァ（ｷﾖｯｿｰﾈ）東洋美術館蔵） 

※治承
じ し ょ う

8年（1184）2月、図の右に、一ノ谷の城に陣を構えた平氏の軍勢に源義経
みなもとよしつね

の軍が、

一ノ谷の裏の断崖絶壁である 鵯
ひよどり

越
ご え

を、麓の城まで逆さ落としに下る場面を小さく描く。

城の外には船団が無数に描かれる。    

浮絵一ノ谷合戦坂落之図（ボストン美術館） 

● 錦 絵 「 浮
う き

絵東叡
え と う え い

山中堂之図
ざ ん ち ゅ う ど う の ず

」

(天明 8年～ 9年〈1788～1789〉。

横大判。勝春朗画。西村屋
に し む ら や

 

与
よ

八
は ち

版。24.5×37.1 太田記念美

術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術

館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/

日本浮世絵博物館蔵) 

※中堂の入り口の上の、緩
ゆ る

い太鼓
た い こ

橋風
ば し ふ う

の渡り廊下と屋根を中心に、

左右対称に中堂
ちゅうどう

全体を描く構図。渡り廊下の入り口から奥の中堂まで遠近法で建物と人々

を描く。中堂は、根本
こ ん ぽ ん

中堂
ちゅうどう

のことで、元禄 11年（1698）に、現在の上野公園大噴水の所に
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建立されたが、慶応 4 年(1868)の彰
しょう

義隊
ぎ た い

の戦
いくさ

で焼失、その後、現在の境内である東京都台

東区上野
う え の

桜木
さ く ら ぎ

1-14-11に移された。     

浮絵金龍山中堂之図（ホノルル美術館） 

●錦絵「見立
み た て

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

 七段目」（天明年間

〈 1781～ 89〉。着色表装仕立。春朗画。

59.0×11.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島

根県立美術館蔵） 

※祇園
ぎ お ん

一力
い ち り き

の場。大星由良之
お お ぼ し ゆ ら の

助
す け

は、敵を欺くため、京都の茶屋一力
い ち り き

で遊興の日々を送る。

ある日、長男力
り き

弥
や

からの師
も ろ

直
の う

方を偵察した手紙を読んでいると、二階にいたお軽
か る

が鏡で写

し読みをし、縁の下で師直
も ろ の う

側の斧九
お の く

太夫
だ ゆ う

が下に垂れた巻き手紙の部分を読んでしまう。 

図は、、縁の下に師直
も ろ の う

側の斧九
お の く

太夫
だ ゆ う

がおり、縁側に力
り き

弥
や

が立っていて、二階にはお軽
か る

が

下を見ている場面。 

●錦絵「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

討入
う ち い り

」（「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

義士
ぎ し

夜討
よ う ち

」とも。天明年間〈1781～89〉。大判三枚続。

春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。右 38.0×25.6 中 38.0×25.3 左 38.0×25.1 太田記念美術館：

長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/二階堂浮世絵文庫/江戸東京博物館蔵） 

忠臣蔵討入（すみだ北斎美術館） 

※「仮名
か な

手本
て ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」十一段目に取材。右一枚目の討入りから左三枚目の高師直
こ う も ろ の う

までの連

続した図。春朗時代の三枚続の大判。 

【右図】屋敷の門に梯子
は し ご

を掛け、門の屋根の上から槍を構えたり、弓を射ったりしている。

奥では師直
も ろ の う

方と浪士が刀を合わせている。その前を提灯を持ち、上半身裸の女が逃げてい

る。 
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【中図】屋敷の屋根にいる 褌
ふんどし

姿の男に槍
や り

を下から向けている赤穂浪士。その側で 褌
ふんどし

姿の

男が四つん這いになって逃げようとしている。手前では裏木戸から逃げる 褌
ふんどし

の男に槍を

向ける浪士。図左上には、師直
も ろ の う

方に使える女が槍を持って縁側に立っている姿が描かれる。 

【左図】炭俵小屋にいた高師直
こうのもろのう

（吉良
き ら

上野
こうづけの

介
す け

）を槍で突き討ち取る場面。小屋の屋根には、

弓を構える浪士たちがいる。桶
お け

を被って裸で逃げる男が描かれる。 

※春朗時代の三枚続きの絵は、本図と「西
せ い

王母
お う ぼ

」（寛政 6 年：1794 頃）のみ確認されてい

る(2005『北斎展図録』解説)。但し、「西王母
せ い お う ぼ

」（春朗期の作品）は墨絵である。 

●錦絵「浮絵忠臣蔵夜討之図
う き え ち ゅ う し ん ぐ ら よ う ち の ず

」(天明 2 年～9 年〈1782～89〉。横大判。勝春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。24.1×37.6 ベルギー王立美術歴

史博物館/ミネアポリス美術館/日本浮世絵

博物館蔵) 

※遠近法を使った浮絵で、吉良
き ら

邸（現東京

都墨田区両国
りょうごく

3-13-9 本所
ほ ん じ ょ

松坂町
まつざかちょう

公園
こ う え ん

）内

での戦いを描く。前面に描かれた、天井の

梁
は り

に下帯
し た お び

（褌
ふんどし

）のみ身につけた侍がしがみ

ついて難を遁れている姿がユーモラスに描

かれる。 浮絵忠臣蔵夜討之図（日本浮世絵博物館） 

●錦絵『子
こ

ども遊
あ そ

び揃
そろい

物
も の

』（仮題。天明年間〈1781～89〉。中判。春朗画。何図出版され

たかは不明という） 

☆〈釣
つ

り竿
さ お

を持
も

つ子
こ

と亀
か め

を持
も

つ子
こ

〉（カナダ・オンタリオ美術館/すみだ北斎美術館蔵） 

※釣り竿を肩にかけ魚
び

籠
く

をつけて座る芥子
け し

坊頭
ぼ う ず

の子と、頭を剃

った子が亀を持って寄り添っている図。 

釣り竿を持つ子と亀を持つ子（すみだ北斎美術館） 

☆〈水出
み ず だ

し遊
あ そ

び〉（「水出し」とも。島根県立美術館：永田ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※二人の子どもが噴水の玩具で遊んでいる。一人は団扇
う ち わ

で口元

を隠している。 

●柱絵「女
おんな

礼
れ い

」（天明 2年～9年〈1782～89〉。柱
はしら

絵
え

注判着色。

勝春朗画。版元不明。65.4×11.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※絵部分と表装
ひょうそう

部分を分けて摺
す

り込みにした図。女礼は、正月四日以降の女性の年始回り

をいう。梅の花咲く雪道を高下駄
た か げ た

を履いて、新年に年賀の挨拶に向かう武家の奥方の図。

書き入れに「見かへりぬ梅が笑顔の女
おんな

礼
れ い

」とある。 

注）柱
はしら

絵
え

：柱に飾るための細長い判。柱隠し、柱掛けともいう。時代により異なるが、こ

の頃は 77.0㎝×13.0㎝前後のサイズ。 

●柱絵「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

」（天明 4 年～5 年〈1784～85〉。柱
はしら

絵
え

着色一枚。勝春朗画。島根

県立美術館/ホノルル美術館/太田記念美術館蔵） 
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※笠を持ち、墨染の衣をまとい、杖を突いている西行
さいぎょう

注の背後に、裾野に

雲がかかった富士山が描かれる。文化 11年～15年（1811～15）にもほとん

ど同構図の柱絵「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

」がある。但し、西行の向きが反転し、富

士山は全容が描かれている。     

注) 西行：元永
げ ん え い

元年～ 文治
ぶ ん じ

6 年（1118～1190）。平安時代末期から鎌倉時代

初期の人。北面
ほ く め ん

の武士（警護の武士）で、俗名は佐藤
さ と う

義
よ し

清
き よ

であったが、出

家し法名を西行と称す。歌人として全国を旅する。21 代勅撰集に 265 首入

撰。私家集に『山
さ ん

家集
か し ゅ う

』がある。晩年に「願はくは花の下
も と

にて春しなん 

そのきさらきの望月
も ち づ き

のころ」と詠み、願いどおり陰暦 2 月 16 日の釈迦
し ゃ か

涅槃
ね は ん

の日に入寂
にゅうじゃく

したといわれる。 富士見西行図（2012 年ホノルル美術館所蔵北斎展より） 

●柱絵「宝船
たからぶね

の七福神
し ち ふ く じ ん

」（天明年間〈1781～89〉。柱絵着色一枚。春朗

画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※縦長に、船上の七福神を描き収めたもの。当初は掛幅の表装であったら

しい。図の上から、祝いの文字を書きかけた白い長布を持つ大黒天
だ い こ く て ん

。筆を

持って、その長布に字を書きかける弁財天
べ ん ざ い て ん

。長布の端から顔を覗かせる

恵比寿
え び す

。怖い顔で酒を飲む毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

。烏帽子
え ぼ し

を被る福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

。軍配
ぐ ん ば い

団扇
う ち わ

を頭にかざす寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

。

一番下の布袋
ほ て い

は船から手を出して海中の瑞
ず い

亀
き

を捕まえている。大黒天
だ い こ く て ん

の頭上には鶴が舞っ

ている。 

●錦絵「金太郎
き ん た ろ う

に熊
く ま

」（天明年間〈1781～89〉。細判。春朗画。島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※滝の前で、 鉞
まさかり

を担いだ金太郎と立った熊が手をつないでいる。熊は法被
は っ ぴ

のようなもの

を着ている。 

●錦絵「熊
く ま

に団子
だ ん ご

をやる金太郎
き ん た ろ う

」（天明年間〈1781～89〉春朗画。着色。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鶴の絵柄の着物を着た金太郎が、櫛に刺した団子を小熊に与え

ている。足元には、籠の中に正月遊びの玩具がある。その側には

二匹の小熊が伏せている。三頭の小熊は法被
は っ ぴ

のようなものを着て

いる。 

●錦絵「豆
ま め

まきをする金太郎
き ん た ろ う

」（天明年間〈1781～89〉。細判着

色。春朗画。32.0×14.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※烏帽子
え ぼ し

を被り、刀を腰に挿し袴
はかま

を履いた金太郎が、着物の右

肌を脱ぎ、左手に豆を入れた升を持って豆を撒いて、足元の三匹

の鬼を退治している図。北斎の描く金太郞図は鳥居
と り い

派の影響を受

けているという（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』による）。 

豆まきをする金太郎（すみだ北斎美術館） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1118%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1190%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E4%BA%BA
https://pds.exblog.jp/pds/1/201205/23/04/b0044404_13411844.jpg
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●錦絵「二人
に に ん

若衆
わかしゅう

」（天明年間〈1781～89〉。春朗。着色。30.8×13.2 太田記念美術

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※隅田川沿いの、塀の中に松の木がある家の前で立ち話をしている若衆が二人。一人は

羽織
は お り

を着て 懐手
ふところで

をしている。一人は羽織なしの着流しの男。川の向こう岸には材木が林

立しているので本所
ほ ん じ ょ

の竪
た て

川
か わ

の辺りだろうか。 

●錦絵「当世
と う せ い

宮戸
み や と

川
が わ

十景
じ っ け い

」（天明 4 年～9 年〈1784～89〉。細判着色。

揃物。春朗画） 

☆〈こまかた〉（「駒形
こ ま が た

」島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※槍持ちの毛
け

槍
や り

の先に子どもの凧
た こ

糸
い と

が絡まっている図。 

☆〈しゆひの松〉（「首尾
し ゅ び

の松
ま つ

」島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※対岸の首尾の松が見える座敷に立つ朱色の帯を締めた女が、髷
ま げ

に差

した櫛に簪
かんざし

を当てている図。 

首尾の松は、隅田川の西岸にあり（現東京都台東区蔵前
く ら ま え

1-3）、吉

原へ行く男が、この松を見ながら吉原で首尾よくいくようにと祈った

とか。                 

しゅひの松（島根県立美術館） 

 

天明
て ん め い

9/寛政
か ん せ い

1（１/25～）(1789) 己
つちのと

酉
と り

 30 歳 春
しゅん

朗
ろ う

、勝春朗
かつしゅんろう

、（たけ光
ひかり

さや南
な

利
り

）：き

み（22歳）、富之
と み の

助
す け

（3 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（1歳） 

◇7月 14日（太陽暦）、フランス革命起る（1795年 8月まで）。 

◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、11月、深川八幡境内）。 

◇11 月 19 日、二代目谷風
た に か ぜ

梶之
か じ の

助
す け

（1750～95）が小野川
お の が わ

喜三郎
き さ ぶ ろ う

（1758～1806）とともに横

綱となる。 

◇棄捐令
き え ん れ い

（俸禄
ほ う ろ く

米
ま い

〈切り米
き り ま い

〉を現金化する札差
ふ だ さ し

への武家等の借金を棒引きにする）発布。 

◇恋川春
こ い か わ は る

町
ま ち

、黄表紙『鸚鵡返
お う む が え し

文武
ぶ ん ぶ の

二道
ふ た み ち

』(北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

画〈鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

〉)で寛政改革の文武奨励

を風刺。松
ま つ

平定
だいらさだ

信
の ぶ

の著作『鸚鵡
お う む

詞
のことば

』（「鸚鵡
お う む

言
ご と

」とも）をもじった題名であり、作中で

「九官鳥
きゅうかんちょう

のことば」としたことで幕府の忌諱に触れ、召還されたが出頭せぬまま 7 月 7 日

に没す（45）。自殺説あり。 

◇石部
い し べ

琴
き ん

好
こ う

、寛政元年(1789)佐野
さ の

政
ま さ

言
こ と

が田沼
た ぬ ま

意
お き

知
と も

を殿中で刺した事件を風刺した黄表紙

『黒白
こくびゃく

水鏡
みずかがみ

』により、手
て

鎖
ぐさり

・江戸追放。画工北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

(山東京伝)は科料となる。 

○喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、「潮干
し お ひ

のつと」（魚介の写実画）。 

 

【長女・阿美与誕生】 

※この年阿
お

美
み

与
よ

誕生か。 

【戯作の草紙を描く】 

★北斎は「初年、専
もっぱら

通笑
つうしょう

注、および京伝
きょうでん

、馬
ば

琴
き ん

等戯作の草紙を画
え が

く」（飯島虚心『葛飾北 

https://kotobank.jp/word/%E6%AE%BF%E4%B8%AD-578507
https://kotobank.jp/word/%E9%BB%84%E8%A1%A8%E7%B4%99-51446
https://kotobank.jp/word/%E9%BB%84%E8%A1%A8%E7%B4%99-51446
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斎伝』ｐ48）。 

注）通笑
つうしょう

：市場通笑
い ち ば つ う し ょ う

（1737～1812）。京伝：山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

。馬琴：曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

。 

【日千両・市村座の芝居絵本を描く】 

★本年より寛政 5年（1793）2月まで市村座の芝居絵本を描いたとされる（『年譜』によ 

る）。美人画・武者絵も開拓する。 

※市村座は江戸三座の一つで、江戸日本橋葺屋
ふ き や

町
ちょう

（現東京都中央区日本橋人形
にんぎょう

町
ちょう

3丁目 2

～7番地辺）にあった。座
ざ

紋
も ん

（ロゴマーク）は丸に橘を描くので、俗に「橘
たちばな

」と呼ばれ 

た。 

三座
さ ん ざ

は他に、日本橋境町
さかいちょう

の中村座（現東京都中央区日本橋人形
にんぎょう

町
ちょう

3丁目 2～7番地辺）。

座
ざ

紋
も ん

は角
す み

切角
き り か く

に銀杏を描くので、俗に「銀杏
い ち ょ う

」と呼ばれた。両座の由来は地下鉄人形町駅

の北側の人形町通りの歩道に案内板がある。木挽
こ び き

町
ちょう

五丁目の森田座（現東京都銀座 6 丁目

の昭和通り西側に案内板がある）を入れて三座という。『誹風柳多留
は い ふ う や な ぎ た る

』の川柳に「 橘
たちばな

と

銀杏
い ち ょ う

で分
わ け

る日
ひ

千両
せんりょう

注」と詠まれた（小池章太郎『考証江戸歌舞伎』ｐ24）。 

天保の改革により、天保 13 年（1842）から 14 年（1843）にかけて猿
さ る

若
わ か

1 丁目～3 丁目

（現東京都台東区浅草 6丁目辺）に移された。 

注）日
ひ

千両
せんりょう

：魚河岸
う お が し

（朝
あ さ

千両
せんりょう

）・芝居小屋(昼
ひ る

千両
せんりょう

)・吉原
よ し わ ら

(夜
よ る

千両
せんりょう

)の三箇所は一日千両の

金が動くといわれるほど繁盛した。 

 

●芝居絵本『花御江戸将門祭
は な の お え ど ま さ か ど ま つ り

 市村座』（11月頃。墨摺。無款。松本屋
ま つ も と や

万
ま ん

吉
き ち

版。国立国会 

図書館蔵） 

※増山金八
ま す や ま き ん ぱ ち

他 8 名による画。芝居で演ずる役者群を描き紹介する。11 月 1 日に上演の市村

座「花
はなの

御江戸
お え ど

将
ま さ

門
か ど

祭
まつり

」に取材。どの役者を描いたのか明確でない。江戸神田
か ん だ

明神
みょうじん

の将門
ま さ か ど

祭
まつり

は、5月の神田祭りでの神輿渡御や、9月の三の宮の将門
ま さ か ど

塚
づ か

例祭として現在も催される。 

●黄表紙『福来留笑顔門松
ふ く き た る わ ら い の か ど ま つ

』（1 月。小本二冊。市場通笑
い ち ば つ う し ょ う

作。勝春朗画。伊勢
い せ

屋
や

治
じ

助
す け

版。

画題
が だ い

篆
て ん

（印章）に「酉
と り

春
は る

」とある。東京都立中央図書館加賀文庫/大東急記念文庫五島美

術館蔵） 

※最終丁図左隅に「通笑作 勝春朗画」とある。 

『福来留笑顔門松』最終丁（新日本古典籍総合データベースより） 

●黄表紙『六歌仙
ろ っ か せ ん

虚実
きょじつの

添削
て ん さ く

』（1 月。二冊。たけ光
ひかり

さや南
な

利
り

作。春朗画。秩父屋庄
ち ち ぶ や し ょ う

右
え

衛門
も ん

版。東京都立中央図書館加賀文庫/

大東急記念文庫五島美術館蔵） 

※棚橋正博（『日本書誌学大系 48（2）黄表紙総覧 中編』』に

よれば作者名は春朗の仮の名の可能性があるという（『年譜』

による）。 

最終丁図左隅に「春朗画」とある。 
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『六歌仙虚実添削』最終丁（新日本古典籍総合データベースより） 

●黄表紙『流行
は や り

謡
う た

混雑
と り こ み

唱舞
し ょ う ぶ

』（1月。二冊。美足齋象睡
み そ く さ い し ょ う す い

作。春朗 

画。秩父屋
ち ち ぶ や

庄
しょう

右
え

衛門
も ん

版。序文に「酉
と り

の春」とあり。国立国会図

書館蔵） 

●黄表紙『平治
へ い じ

太平記
た い へ い き

』（1 月。三冊。市場通笑
い ち ば つ う し ょ う

作。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。春朗画） 

●黄表紙『臭気靡方屁倉栄
くさきもなびくひりくらのさかえ

』（1 月。二冊。錦
き ん

林堂
り ん ど う

軒
け ん

東
と う

戯作。春

朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館蔵） 

●役者絵「二代目小佐川常世
お さ が わ つ ね よ

 月
つ き

小夜
さ よ

」（1 月頃。細判錦絵。春

朗画）。 

※1月より上演の中村座「江戸
え ど

富
ふ

士
じ

陽
わかやぎ

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 男
おとこ

達
だ て

荒五郎
あ ら ご ろ う

茂
も

兵衛
へ え

」（1月頃。細判錦絵。春朗画）。 

※1月 15日より上演の市村座「恋便
こいのよすが

仮名書
か な が き

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 鬼
お に

王
お う

女
にょう

ほう
ぼ う

月
つ き

さよ」（1月頃。細判錦絵。春朗画。27.5× 

12.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※1月 15日より上演の市村座「恋便
こいのよすが

仮名書
か な が き

曽我
そ が

」に取材。鬼
お に

王
お う

の女房
にょうぼう

月
つ き

さよの役。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 景
か げ

清
き よ

」（春朗画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※松ノ木の前で、刀を抜きかけている図。 

●役者絵「三代目大谷
お お た に

広
こ う

次
じ

 濡
ぬ れ

髪
が み

の長五郎
ち ょ う ご ろ う

」（細判錦絵。春朗画。島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※丸に十字の紋のある着物の前をはだけ、米俵に右足を掛けて見栄を切る大谷
お お た に

広
こ う

次
じ

。 

●絵暦「すごろくの子供
こ ど も

」（「十六
じゅうろく

むさしで遊
あ そ

ぶ子
こ

ども」とも。1月。春朗画） 

※「津和野藩伝来摺物」にあり（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

●絵暦「鶏
にわとり

に餌
え さ

をやる母子
ぼ し

」（1月。春朗画。『年譜』による） 

 

【以下、天明末～寛政初期】 

勝春朗
かつしゅんろう

、春
しゅん

朗
ろ う

 

●役者絵「中
な か

むら里
り

好
こ う

の女
おんな

だてしまのおかん」(天明 7 年～寛政 4 年〈1787～92〉細判錦

絵。勝春朗画。北九州市立美術館蔵)  

●役者絵「三代目
さ ん だ い め

市川
い ち か わ

高麗蔵
こ ま ぞ う

 宗
む ね

盛
も り

」（天明 7 年～寛政 4 年〈1787～92〉細判錦絵。落款

不明：春朗または勝春朗か。） 
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●錦絵「宝船
たからぶね

」（天明７年～寛政 4年〈1787～92〉。1月。大判。春朗画。永寿堂
え い じ ゅ ど う

〈西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

〉版。東京国立博物館蔵)  

※龍頭
り ゅ う ず

の宝船に所狭しと乗りあう七福神。図の上から、槍を持

つ毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

、飛んでいる鶴を指差す弁財天
べ ざ い て ん

、巻物を持つ寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

、団扇をかざす福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

、烏帽子を被り釣竿を持って鯛を釣

る恵比寿
え び す

、船べりから手を差し出す布袋
ほ て い

、同じく船べりから手

を差し出し、吊り上げられた鯛を網
た も

で救い上げようとする

大黒天
だ い こ く て ん

。大黒天に向かって船べりをよじ登ろうとしている亀が

いる。回文の狂歌「ながきよのトヲノネフリノミなめさ
ざ

め な

ミのりふねの をとのよきかな」（永き世の遠の眠りの皆目覚

め 波乗り船の音のよきかな）が記される。宝船（東京国立博物館） 

●錦絵「風流子供遊五節句
ふ う り ゅ う こ ど も あ そ び ご せ っ く

」（間判
あ い ば ん

。天明 7 年～寛政 4 年〈1787～92〉。無款。近江屋
お う み や

与
よ

兵衛
へ え

版。各平均 34.2×22.9 東京国立博物館/島根県立美術館蔵） 

※五節句は、人
じ ん

日
じ つ

の節句(1月 7日。七草の節句)、上巳
じ ょ う し

の節句（3月 3日。桃の節句。ひな

まつり）、端午
た ん ご

の節句。5 月 5 日。菖蒲
し ょ う ぶ

の節句）、七夕
し ち せ き

の節句（笹の節句。たなばた）、

重陽
ちょうよう

の節句（9月 9日。菊の節句）をいう。 

☆〈風流子供遊五節句
ふ う り ゅ う こ ど も あ そ び ご せ っ く

 無題〉 

※人
じ ん

日
じ つ

の節句の祝い事の絵か。鼻の上に棒を立て、その先に鞠
ま り

を乗せて笛を吹く子供。その前で小太鼓
こ だ い こ

を叩いて拍子をとる子

どもたち。家の窓から曲芸を見ている二人の子供。 

無題（島根県立美術館） 

☆〈風流子供遊五節句
ふ う り ゅ う こ ど も あ そ び ご せ っ く

 ひなまつり〉 

☆〈風流子供遊五節句 さつき〉 

※端午
た ん ご

の節句の日、長刀
な ぎ な た

を持つ子ども、刀を抜く子ども、鞘
さ や

に

挿した刀を脇に構える子たちが、勇ましい姿勢をとっている。

五月
さ つ き

幟
のぼり

と鯉のぼりが立てられている。地面には菖蒲
し ょ う ぶ

刀
がたな

が置かれている。     

 

さつき（東京国立博物館） 

☆〈風流子供遊五節句
ふ う り ゅ う こ ど も あ そ び ご せ っ く

 ふみ月
づ き

〉 

☆〈風流子供遊五節句 きく月
づ き

〉 

※赤子を背負って、菊に水をやる子ども 

二人を見ている母親の図。 

         きく月（東京国立博物館） 

 

 

 

https://image.tnm.jp/image/1024/C0062626.jpg
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寛政
か ん せ い

2(1790) 庚
かのえ

戌
い ぬ

 31 歳 春
しゅん

朗
ろ う

、勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

：きみ（23 歳）、富之
と み の

助
す け

（4 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（2

歳） 

◇相撲興業（3月、深川八幡境内。11月、本所回向院境内）。 

◇御免
ご め ん

関
か ん

東
と う

上酒
じょうしゅ

製造始まる。従来、江戸での酒は下
く だ

り酒
ざ け

（関西からの酒）がほとんどで、

関東の地廻
ち め ぐ

り酒は安酒でまずいとされていたが、幕府の監督のもとに江戸でも上質な酒の

製造を始めた。 

◇この年よりオランダ商館の江戸参府は、毎年春一回から、4 年に一度となる。小倉
こ く ら

の

大坂屋
お お さ か や

、下関
しものせき

の伊
い

藤屋
と う や

、大坂
お お さ か

の長崎屋
な が さ き や

、京
きょう

の海老屋
え び や

、江戸・日本橋本
ほ ん

石町
ごくちょう

三丁目(現東京

都中央区日本橋室町
む ろ ま ち

4-3 と室町
む ろ ま ち

3 丁目交差点辺。日本
に ほ ん

銀行
ぎ ん こ う

近く)にあった長崎屋
な が さ き や

（長崎屋
な が さ き や

源
げ ん

衛門
え も ん

の宿）が宿泊所となっていた。これらの宿を阿蘭陀宿
お ら ん だ や ど

と総称した。通常 20日の宿舎滞

在であったが文政 9年（1826）頃、シーボルトらの画策で 33日の滞在、旅程日程を 3カ月

から 5カ月にし、日本での見分期間を延ばしたという。 

◇寛政
か ん せ い

異学
い が く

の禁。蘭学の否定。朱子学
し ゅ し が く

を公認学問とし、聖堂
せ い ど う

学問所
が く も ん じ ょ

（現湯島
ゆ し ま

聖堂
せ い ど う

。東京都 

文京区湯島
ゆ し ま

1-4-25）を昌平坂
しょうへいざか

学問所
が く も ん し ょ

と改める。陽明学
よ う め い が く

・古学
こ が く

の講義を禁止。 

◇旧
きゅう

里
り

帰農令
き の う れ い

（地方で没落した農民が多く江戸に流入したことを受けて、定職を持たない

地方の農民を農村に帰す奨励策）。 

◇奢侈
し ゃ し

禁止令。好色本禁止令。 

◇江戸三座の一つ、森田座(木挽町。現東京都中央区銀座 4-12-15 の歌舞伎座周辺)が経営

破綻で天明 8年以来休座であったが、控
ひかえ

櫓
やぐら

の河原崎座
か わ ら ざ き ざ

に興行権を譲る。 

【出版統制令により極印制度等が始まる】 

◇9月、出版統制令。10月以降、改印
あらためいん

注制度となる。出版物は町奉行の管轄下になり、時 

代によりそのあり方が変わっていった。 

 製版前に版下を提出し許可印（「極
きわめ

」印）を画中に受け、更に、地本
じ ほ ん

問屋
と い や

が当番制で検 

閲を行ない改印
あらためいん

注を捺す形を取る。 

 

 

 

「極」印「WEB 浮世絵ギャラリー」より 

注）改印
あらためいん

：時期による印章や検閲者の違いはあるが、この年より明治 4年(1871)まで続い 

た。以下、参考のためにその変遷を見る。 

【第 1期】「極
きわめ

」印が使用された時代。 

①寛政 2 年（1790）：寛政 3 年説あり～文化 2 年（1804）：文化元年説あり（極印
きわめいん

単独使

用時代）：地本
じ ほ ん

問屋
と い や

による当番制の「行事」が検閲し、変形字「極
きわめ

」を○で囲んだ印を絵

の隅に捺した。 
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②文化 2 年（1805）：文化 3 年説あり～文化 7 年（1810）（極印と年月印併用時代）：

「極」印と「年月」印（干支と許可した月を上下にデザインした印）の二つ捺す。 

③文化 8年（1810）～文化 11年（1814）（極印と行司印併用時代）：「極」印と錦絵の版

元から選ばれた地本問屋による「仲間」（交代制）の名を刻した行司印の二つが捺される。 

④文化 12 年（1815）～天保 13 年（1842）（極印単独使用時代）：「極」印の一つが捺さ

れる。①に同じ。 

【第 2期】 

⑤天保 14年（1843）～弘化 4年（1847）（名主印単独使用時代）：「仲間」の廃止。地本

問屋以外の、町年寄配下の町名主による改
あらため

掛
がかり

印（行事印）が一つ捺される。 

【第 3期】 

⑥弘化 4年 1月（1847）～嘉永 5年（1852）2月（名主印双印時代）：二人の名主による印

が捺される。 

【第 4期】 

⑦嘉永 5年 2月（1852）～嘉永 6年 11月（1853）（「年月」印と「「改」印の組み合わせ

時代）：二つの名主印と年月がデザイン化された印（当該年の干支と次を組み合わせた印）

の三つが捺される。 

【第 5期】 

⑧嘉永 6年 12月（1857）～安政 4年（1857）（「改」印と「年月」時代）：「名主」印は

なくなり、「改」印と「年月」印に二つを捺す。 

【第 6期】 

⑨安政 5年 1月（1858）～安政 5年 12月（1858）（「年月」印単独使用時代）：「改」が

無くなり、「年月」印のみになる。 

【第 7期】 

⑩安政 6年 1月（1859）～明治 4年 12月（1872）（「年月」印と「改」印の 3文字一印時

代）：「年月」印と「改」印を一つの班に刻印した印を一つ捺す。 

【第 8期】 

⑪明治 5年（1873）1月～明治 8年（1875）（「年月」印単独使用時代）：「年月」印のみ

を捺す。 

以上、石井研堂『錦絵の改印の考証』（芸艸堂。初版は昭和 7 年、伊勢辰商店版）及び、

高橋克彦『浮世絵鑑賞事典』（平成 28年 角川ソフィア文庫）及び酒井好古堂「浮世絵学」

（極改印ほか一覧表）及び小林忠・大久保純一『浮世絵鑑賞基礎知識』（至文堂 平成 6

年）を参照した。 

※その他、出版統制令では、政治的内容を一枚絵にすることの禁止。好色本の禁止。体制

に批判的な書物及び間接的に風刺する内容の禁止。風評を題材にしたかな書き本の禁止。

本の奥書に著者名と版元名の記載を義務づけるなどが科せられた。

◇人
に ん

足寄場
そ く よ せ ば

設置。 
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※松
ま つ

平定
だいらさだ

信
の ぶ

が火
ひ

付
つ け

盗
と う

賊
ぞ く

改
あらため

方
が た

、長谷川
は せ が わ

平蔵
へ い ぞ う

注に命じ隅田川河口の石川島
い し か わ じ ま

（現東京都中央区佃
つくだ

2 丁目付近）に設置した、軽い犯罪人や虞犯者の自立支援施設。敷地１万６千坪（約

52,896 平米）。入所３年。赦免
し ゃ め ん

時

に仕事道具や労働の手当の一部を

積立金として支給した。職業技術

の習得、心
し ん

学
が く

者の講和の教育も行

った。後に「ドラ孫」と呼ばれる

北斎の放蕩孫がここに送られる。 

注）長谷川
は せ が わ

平蔵
へ い ぞ う

は、旗本親子三代

の通称で、火付盗賊改方
ひつけとうぞくあらためがた

の平蔵
へ い ぞ う

は

長谷川宣以
は せ が わ の ぶ た め

(1745～1795)。池波正

太郎の小説『鬼
お に

平
へ い

犯
は ん

科帳
か ち ょ う

』の主人

公のモデル。 人足寄場：斎藤長秋編『江戸名所図会』佃島 其二（国立国会図書館）右中央のやや右上の島 

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

（24歳）、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

（30歳）に弟子入り志願するも許されず。但し、親しく出

入りすることは許される。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

（北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

）、洒落本『教訓
きょうくん

読本
よ み ほ ん

』。滑稽本『小紋
こ も ん

雅話
が わ

』(着物
き も の

生地
き じ

・小紋
こ も ん

の

面白デザイン集。余白に滑稽な短い説明を書き込んで読物の体裁をとっている。戯画風デ

ザインは北斎に影響したか)。 

○大田
お お た

南畝
な ん ぽ

、『浮世絵
う き よ え

考証
こうしょう

』（『浮世絵類考』の原題）。 

〇本
も と

居宣
お り の り

長
な が

、『古事記伝
こ じ き で ん

』刊行始まる。 

 

★この頃、葛飾
か つ し か

に住むか(翌年の絵暦
え ご よ み

「弓
ゆ み

に的
ま と

」落款より)。 

※この頃の「葛飾
か つ し か

」は本所
ほ ん じ ょ

・向島
むこうじま

地区もこのように呼称されていた。居住地の詳細は不明。 

 

●将棋本『駒組童観抄
こまぐみどうかんしょう

』（『将棊童観抄
しょうぎどうかんしょう

』とも。一冊。高久
た か く

隆
たかし

作。春朗画。鶴屋喜
つ る や き

右
みぎ

衛門
え も ん

（仙
せ ん

鶴堂
か く ど う

）版。北斎は、見返しに「孟子
も う し

と母
は は

」（孟母断機
も う ぼ だ ん き

）の一図を描く。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/立命館大学 ARC蔵） 

※寛政 2 年の序文がある、安永 8 年（1779）刊行

された同本に北斎の絵を加えたもの。孟母断機と

は、孟母が織布を裂いて、学問を途中で辞めると

は、このようなことだと孟子を諫めた故事。図

は、機織りをする孟母の脇で書物を読む幼い孟子

を描く。寛政 9 年（1797）正月の再訂版（鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛
も

門
ん

版。国立国会図書館蔵）では、北斎の画は

削られる（奥付に〈寛政九歳丁巳
ひ の え み

正月再訂〉とあ

る）。                      『駒組童観抄』（島根県立美術館） 
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●浄瑠璃富本
と み も と

『恋癖仮妻菊
こいはしれものかりづまぎく

』（11月頃。瀬川如皐
せ が わ じ ょ こ う

述。春朗画。蔦屋
つ た や

重
じゅう

三郎
さ ぶ ろ う

版） 

※11月 1日に市村
い ち む ら

座
ざ

で初演の『恋癖
こいはしれ

仮妻
ものかりづま

菊
ぎ く

』（瀬川如皐
せ が わ じ ょ こ う

・曾根
そ ね

正吉
しょうきち

・河竹
か わ た け

文
ぶ ん

次
じ

・玉巻蕙
た ま ま き け い

助
す け

作）に取材。 

注）富本：浄瑠璃の一派、富本節のこと。 

●黄表紙『新作
し ん さ く

徳
と く

ばなし』（勝春朗） 

※漆山
うるしやま

天童
て ん ど う

（又四郎
ま た し ろ う

）「葛飾北斎改名考（其二）」〈書物展望 2 ノ 6〉による（『年譜』

所収）。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 大
お お

とうの宮
み や

れいこん」（細判錦絵。春朗画。28.9×13.5 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※11 月 1 日からの市村座顔見世公演「岩磐花峰楠
いわおのはなみねのくすのき

」の浄瑠璃「恋癖仮妻菊
こいはくせものかりつまぎく

」から取材。

沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

演が大塔宮
おおとうのみや

の亡霊・巫女
み こ

お弓
ゆ み

を演じた。図は、大塔宮

の亡霊が巫女お弓に乗り移り、大塔宮の最後の場面を描く。 

●役者絵「初代尾
お

上松
の え ま つ

助
す け

のすもふとり牛
う し

か
が

瀬
せ

」（1 月頃。細判錦

絵。春朗画。30.5×14.0 太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン

美術館蔵） 

※1月 15日より上演の中村座「春
はるの

錦
にしき

伊達
だ て

染
ぞ め

曽我
そ が

」に取材） 

●役者絵「市川
い ち か わ

男女蔵
お め ぞ う

 男
おとこ

達
だ て

日出
ひ の で

の五郎
ご ろ う

」（1 月頃。細版錦絵。

春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。シカゴ美術館蔵） 

※1 月 15 日より上演の中村座「春
は る

錦
にしき

伊達
だ て

染
ぞ め

曽我
そ が

」に取材した錦絵

といわれるが所在不明。この絵がそれに相当するか不明。シカゴ

美術館蔵では「Women with disheveled」(乱れ髪の女)としてい

る。            市川男女蔵 男達日出の五郎(シカゴ美術館) 

●役者絵「四代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 やまぶきひめ」（「やまぶき御
ご

せ
ぜ

ん」とも。1月頃。細版錦絵。春朗画） 

※1月 15日より上演の市村座
い ち む ら ざ

「卯
おんうれ

しく存
ぞんじ

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 ともへ御
ご

せ
ぜ

ん」（1 月頃。細版錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※1 月 15 日より上演の市村座「卯
おんうれ

しく存
ぞんじ

曽我
そ が

」に取材（『津和野葛飾北斎所蔵品撰』平

成 12 年 津和野葛飾北斎美術館〈2015：平成 27 年に閉館〉）では、寛政 4 年正月の市村

座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材としている。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 鳴
な る

カミ上人
しょうにん

」（2月頃。細版錦絵。春朗画) 

※2 月 15 日より市村座（『歌舞伎年表』伊原敏郎、岩波書店）の、大坂の中山座上演の四

代目市川団十郎十三回忌追善「鳴
な る

神
か み

雲
くもの

絶間
た え ま

」に取材。「鳴上
な る か み

上人
しょうにん

」は歌舞伎の演目。世継

ぎができるよう天皇から依頼された上人は、寺院建立の約束と引き換えに願いを実現させ

たが、天皇が寺院建立の約束を果たさないことに怒り、雨の龍神を滝壺に封印し、干ばつ

https://data.ukiyo-e.org/aic/images/99949_518305.jpg
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の災害をもたらした。天皇の策略で美女・雲
く も

の絶間
た え ま

姫
ひ め

を上人に使わし、色仕掛けに負けた

上人の隙に姫が竜神の封印を解き、雨を降らせることに成功したというもの。 

●役者絵「初代
し ょ だ い

中山
な か や ま

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

のせき女
じ ょ

」（7月。細版錦絵。春朗画） 

※7月 19日市村座「腰越状
こしごえじょう

」に取材。 

●役者絵「三代目坂田半五郎
さ か た は ん ご ろ う

 廻国
か い こ く

修行者
しゅぎょうしゃ

実
じ つ

ハ藤
ふ じ

辺
べ

伊賀
い が の

守
か み

」（細版錦絵。11 月頃。春朗画） 

※11月、市村座「岩
い わ

磐
い の

花
は な

峰
みねの

楠
くすのき

」に取材。 

●役者絵「三代目大谷
お お た に

廣
ひ ろ

次
じ

 新
に い

がた二郎
じ ろ う

」（細判錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。24.8×

12.8 北斎館蔵） 

※1 月、市村座「 卯
おんうれし

しく存曽
ぞ ん じ そ

我
が

」に取材。新潟
に い が た

二郎
じ ろ う

は曽我兄弟の敵・工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

方の武士。

図は、右脇に鉄砲を抱え、丸に十字紋の羽織を着て、左手を刀の柄に置いて、右方向を睨

み付けている様子を描いている。 

●錦絵『壬生
み ぶ

狂言
きょうげん

注』（この頃か。春朗画。小型中判錦絵。揃物。13 図が確認されている

という（『2019 新北斎展図録』ｐ312 による）。各図に狂歌が添えられる。各平均 21.4×

15.6 蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

注）壬生狂言： 壬生
み ぶ

大念仏
だ い ね ん ぶ つ

狂言
きょうげん

とも呼ばれる。現在でも京都壬生寺
み ぶ で ら

（京都市中京区
な か ぎ ょ う く

坊城仏光
ぼうじょうぶっこう

寺
じ

北入
き た は い

ル）で 4 月と 10 月に演じられている。全 30 演目ある。仮面を付けた壬生

の郷氏が鰐
わ に

口
ぐ ち

（神社の堂前に吊された大きな鈴）、締
し め

太鼓
だ い こ

、横笛だけで無言で仏の教えを

説く演劇。 

☆〈女夫
め お と

酒
ざ け

〉（「みょうとざけ」とも。日本浮世絵博物館蔵） 

※「壬生
み ぶ

狂言
きょうげん

 女夫
め お と

酒
ざ け

」と書いた扇子を左手に、「大念仏
だ い ね ん ぶ つ

」と書いた扇子を右手に手に持

って踊る芸者と、「壬生
み ぶ

絵
え

」と書いた扇子を右手に持って踊る男の図。 

☆〈節分
せ つ ぶ ん

〉（日本浮世絵博物館/ミネアポリス美術館蔵） 

※節分の豆を入れた箱を持つ女の腰にしがみつく鬼の図。「みの笠の雨とうち出す●
不 明

よき

にぬれかかりたる鬼も十七」とある（『大揃北斎図録』日本浮世絵博物館刊ｐ99 による） 

節分（日本浮世絵博物館） 

☆〈座頭
ざ と う

川渡
かわわたり

〉 

☆〈釣
つ り

狐
ぎつね

〉 

☆〈花
は な

折
お り

〉 

☆〈湯
ゆ

立
だ て

〉（日本浮世絵博物館蔵）※湯立は神前に釜をすえ湯

をわかし、巫女
み こ

が笹の葉束にこの熱湯をつけ、参拝者にふりか

けて清める神事。注連
し め

飾りの下で大釜に湯を沸かし、その脇で

烏帽子の男が、座って居る女に葉束をかざしている。女は両手

に鉦
か ね

を持って鳴らしている。二人の後から頭巾を被った年寄り

が覗いている。 
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☆〈桶
お け

取
と り

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ミネアポリス美術館蔵） 

※唐傘をさして腰をかがめて片足を上げて女に近づく大尽
だ い じ ん

と、笠を被って立つ女。 

桶取（島根県立美術館） 

☆〈棒振
ぼ う ふ

り〉（ミネアポリス美術館蔵） 

※赤い被り物で口を布で塞ぎ、棒を背

中に回して踊る姿。 

棒振り（ミネアポリス美術館） 

☆〈猿
さ る

回
まわし

〉 

※座っている猿回しの膝に猿が乗って

抱かれている。猿を見ながらその臭い

を気にして袖で鼻を覆う女は傍らの男

と手を繋いでいる。 

猿廻（Yajifun 貼交帳より転載） 

☆〈鵺
ぬ え

〉 

※烏帽子の二人の武士が仰向けの鵺に

またがり刀を突刺そうとしている。後

の武士は松明を左手に掲げている。 

鵺（Yajifun 貼交帳より転載） 

☆〈愛宕詣
あ た ご も う で

〉(日本浮世絵博物館蔵)  

※丸頭巾
ま る ず き ん

を被る一本差しの男の袖を引

いているお多福
た ふ く

顔
が お

の女。狂歌師の浅草
あ さ く さ

市
い ち

人
ひ と

名が画題の下に書き入

れてある。 

愛宕詣（（Yajifun 貼交帳より転載） 

☆〈性悪
しょうわる

坊主
ぼ う ず

〉 

※箒を逆さに持って、赤子を背負った

坊主を取り押えている鉢巻姿の男。側

で丸頭巾
ま る ず き ん

を被った二本差しの侍が見て

いる。  性悪坊主（Yajifun貼交帳より転載） 

☆〈花
は な

盗人
ぬ す っ と

〉（ミネアポリス美術館

蔵） 

https://66.media.tumblr.com/4d2fdbf413280a69265a762c73193544/tumblr_mpxng0C2bf1qbn3ato1_640.jpg
https://66.media.tumblr.com/5658904f382b47e1d7b83a745ee0bad2/tumblr_mpxng0C2bf1qbn3ato4_640.jpg
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※山岡
や ま お か

頭巾
ず き ん

注に鉢巻
は ち ま き

をして頭に被った花
は な

盗人
ぬ す っ と

を、丸
ま る

頭巾
ず き ん

を被った

二本差しの武士の姿をした男が捕え、その傍らで下男らしい男が

盗人を縛る縄を編んでいる。田原
た は ら

船積
ふ な づ み

「盗人
ぬ す っ と

を見てなふ縄の長き

日のはれにハあかぬみぶの狂言」の書込みがある。 

注）山岡
や ま お か

頭巾
ず き ん

：長方形の布を二つ折りにしてかぶり、後頭部のと

ころを縫い合わせ、肩にかかるところにあきを作った頭巾（「デ

ジタル大辞典」より）。       花盗人（ミネアポリス美術館） 

●錦絵「新
し ん

板
ぱ ん

おどりづくし」（縦細判一枚。春朗画。蔦屋重三郎

版。31.7×15.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※一枚を 16 分割して、女たちがそれぞれの役柄に扮した姿で踊

る所作を 16 図描く。一般に「つくし絵」と呼ばれるもので、北

斎には他に「武田二十四将絵尽
た け だ に じ ゅ う よ ん し ょ う え つ く

新板
し ん ば ん

」（寛政 2年～4年：1790～

92）がある。 

新板おどりづくし（島根県立美術館） 

●錦絵「新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

 御大名
お だ い み ょ う

御参勤御登
ご さ ん き ん お の ぼ り

品川之図
し な が わ の ず

」（この頃か。

無款。岩戸屋
い わ と や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

版 ボストン美術館蔵） 

※いわゆる「新板浮絵」シリーズの一と思われるが、無款で岩

戸屋版であるのでこの頃に入れておく。 

新板浮絵 御大名御参勤御登品川之図」（ボストン美術館） 

図は、品

川の海岸

沿いの宿

場前の道

が、右下から図の中央に向けて湾曲

し、その道を大名行列が通ってい

る。左側の海には帆を降ろして停泊

する船に向かって艀
はしけ

が三艘向かって

いる。街道の先には富士が描かれ

る。 

●錦絵『唐子
か ら こ

遊
あ そ

び』（縦大判二枚続。春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。以下 3点は揃物か） 

☆〈唐子
か ら こ

の花車
はなぐるま

ひき〉（「花車
はなぐるま

を引
ひ

く唐子
か ら こ

」とも。37.9×24.7 ホノルル美術館/東京国

立博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アレンメモリアル美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰ

ｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）   

※天蓋
て ん が い

を持つ子、春
は る

駒
こ ま

（馬の玩具
が ん ぐ

）に跨
またが

る子、旗
は た

を持つ子、花車の綱
つ な

を引く三人の子の図。

花車は図中に描かれない。 

 

https://kotobank.jp/word/%E4%BA%8C%E3%81%A4%E6%8A%98%E3%82%8A-618777
https://kotobank.jp/word/%E9%A0%AD%E5%B7%BE-83583
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唐子の花車引き（東京国立博物館） 

☆〈唐子
か ら こ

の囲碁
い ご

〉(「碁盤
ご ば ん

の周
ま わ

りの六人
ろ く に ん

の唐子
か ら こ

」とも。34.3×

24.1 ベルギー王立美術館蔵) 

※唐子
か ら こ

が数人囲碁盤の周りで大

騒ぎをしている図。勝負のいざ

こざでもめているか。 

☆〈唐子
か ら こ

書画
し ょ が

〉（36.6×25.2 

東京国立博物館/太田記念美術

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※唐
か ら

の子どもが六人、座り机で

文字を書いたり、書き上がった巻紙を披露したり、立って本を広げたりしている。東京国

立博物館では画題を「唐子
か ら こ

遊
あ そ

び」（『東京国立博物館図版目録 

浮世絵版画篇下』による）としているが、同画題の「唐子
か ら こ

遊
あ そ

び」と混同するので、一般的には「唐子
か ら こ

書画
し ょ が

」とする。 

                  唐子書画（東京国立博物館） 

※この絵の校合摺
きょうごうずり

（彫刻用に墨で縁
ふ ち

取りした下絵）はシカゴ美

術館蔵。 

●錦絵『風流
ふうりゅう

見立
み た て

狂言
きょうげん

』（この頃か。寛政元年頃説あり。小判

揃物。7 図確認されているという。春

朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※狂言の各場面を子どもの遊びに見

立てたもの。 

☆〈すゑ広
ひ ろ

〉（クラクフ美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※紐に掛けた布を幕にして、芝居のまねごとをする子どもたち。

一人は下半身が裸で踊る。太鼓や団扇や玩具等が部屋に散らばっ

ている。幕の向こう側からもう一人の子どもが覗いている。 

すゑ広（島根県立美術館） 

☆〈入間
い る ま

ことバ〉（22.5×16.4 クラクフ国立美術館/太田記念

美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二人の子どもが座って向かい合い入間
い る ま

言葉
こ と ば

遊びをしている。入間言葉は、言葉の順序を

逆に言ったり、反対の意味の言葉を言ったりすること。「花の雲」を「雲の花」、「深し」

を「浅し」というなど（「デジタル大辞泉」による）。間に立って行事をしている子ども

は日の丸の絵柄の扇子を持っている。 

☆〈しうろん〉(22.5×16.8 日本浮世絵博物館/クラクフ国立美術館/太田記念美術館：

長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

https://image.tnm.jp/image/1024/C0083876.jpg
https://image.tnm.jp/image/1024/C0083875.jpg
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※二人の子どもが相撲をとっている。行司役の子どももいる。狂言「宗論
しゅうろん

」の、二人の宗

派の違う僧が互いの宗派の優位を言い争う内容から、二人の子どもの争いを相撲に見立て

たもの。 

☆〈うちさま〉（22.5×16.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※縁側にいる二人の子どもと、縁側の下にいる子どもが楽しげに話している。小さな玩具

の馬が踏み石の脇に置かれている。 

☆〈三本柱
さんぼんばしら

〉（クラクフ国立美術館/アレンメモリアル美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※狂言からの取材。金蔵
か ね ぐ ら

を建てるに当たり、三本の柱を一人が二本ずつ運ぶよう知恵を試

された太郎
た ろ う

・次郎
じ ろ う

・三郎
さ ぶ ろ う

冠者
か じ ゃ

たちの話。三本の棒を三角形に組み

合わせ、その中に顔を入れて遊んでいる図。 

☆〈しとう方角
ほ う が く

〉（「しどう方角
ほ う が く

」とも。ドレスデン国立版画館

蔵） 

※三人の子どもが、張り子の馬（春
は る

駒
ご ま

）や玩具の刀で、狂言「し

どう方角」遊びをしている図という。狂言では、伯父に借りた馬

が咳払いをすると暴れ出す癖があり、日頃からの鬱憤を晴らすつ

もりで太郎
た ろ う

冠者
か じ ゃ

が咳払いをすると、主人は落馬してしまう話から

の図。              しとう方角（ドレスデン版画館） 

☆〈蚊
か

すまふ〉（日本浮世絵博物館蔵） 

※太郎
た ろ う

冠者
か じ ゃ

が連れてきた者が、実は蚊の精であり、大名がその者と相撲をとり、針に刺さ

れて失神する話からの図。軍配を持つ行事役の子ども、その前で相撲をとる子どもが描か

れる。 

☆〈柿
か き

山伏
や ま ぶ し

〉（20.4×15.6 北斎館蔵） 

※狂言「柿
か き

山伏
や ま ぶ し

」からの取材。出羽
で わ

羽黒山
は ぐ ろ さ ん

の山伏が、修行の帰りに柿を盗み食いしたとこ

ろ、柿の木の持ち主に見つかり、細い木の陰に隠れて猿や鳥の真似をする。見破られてい

るとの知らず「鳶
と び

だ」と言われ、鳴き真似をしながら木から飛び降り怪我をするというも

の。図は、踏み台を木に見立て、それ乗って手足を上げている子どもと、その前に座って

見ている二人の子どもを描く。 

●錦絵「新版（ﾏﾏ）浮絵浦嶌龍宮入之図
し ん ぱ ん う き え う ら し ま り ゅ う ぐ う い り の ず

」(この頃か。天明年間説あり。横大判。勝春朗

画。佐野屋喜
さ の や き

兵衛
へ え

版、岩戸屋
い わ と や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

版（東

京国立博物館蔵）の 2 種あり。26.2×38.7 

太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎

美術館/東京国立博物館/出羽桜美術館/ホ

ノルル美術館蔵) 

新板浮絵浦嶌龍宮入之図（東京国立博物館） 

※遠近法を強調した格子模様の天井の下の

所から龍宮に入る浦島
う ら し ま

太郎
た ろ う

を、亀を頭に乗

https://data.ukiyo-e.org/ritsumei/images/mai02e06.jpg
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せた老人（亀の化身）が案内し、奥で乙姫
お と ひ め

様が迎えている。奥の海が建物より浮き上がっ

て描かれているが、龍宮城が海の中であることを象徴した描き方。           

【春朗時代唯一の中国歴史画】 

●錦絵「新板浮絵樊噲鴻門之会
し ん ぱ ん う き え は ん か い こ う も ん の か い

ノ図
の ず

」（この頃か。横大判。勝春朗画。24.6×37.0 

佐野屋喜
さ の や き

兵
へ

衛
え

版。ボストン美術館/ホノルル美術館/大英博物館/本間美術館/日本浮世絵博

物館蔵） 

※楚
そ

の王項羽
こ う う

と漢
か ん

の高祖
こ う そ

劉邦
りゅうほう

が鴻
こ う

門
も ん

で会見した際、項羽
こ う う

は范増
は ん ぞ う

 の進言により劉邦
りゅうほう

を殺そう

としたが、劉邦
りゅうほう

は張
ちょう

良
りょう

の策により逃げることが出来たという『史記
し き

』に記された故事に取

材したもの。遠近

法によって描かれ

た屋敷を中心にし

た構図で、庭から

屋敷に掛けられた

小階段に足を掛け

た武人を描く。春

朗時代唯一の中国

歴史を題材にした作品。       新板浮絵樊噲鴻門之会ノ図（ボストン美術館） 

 

寛政
か ん せ い

3(1791) 辛亥
か の と い

 32歳 春
しゅん

朗
ろ う

、葛飾
か つ し か

住
じゅう

春
しゅん

朗
ろ う

（津和野藩伝来摺物より）：きみ（24歳）、

富之
と み の

助
す け

（5歳、）阿
お

美
み

与
よ

（3歳）、阿
お

鉄
て つ

（1歳） 

◇1月 25日、男女入
だ ん じ ょ い り

込
こ み

湯
ゆ

（混浴）禁止令。 

◇相撲興業（4月、本所回向院、11月、本所回向院）。 

◇12月 5日、モーツアルト没（35）。 

◇この頃、更科
さ ら し な

蕎麦(細切りの白
し ろ

蕎麦)の布屋
ぬ の や

万
ま ん

吉
き ち

、芝増上寺
し ば ぞ う じ ょ う じ

に開業する。 

◇3月、北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

（山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

）の洒落本『教訓
きょうくん

読本
ど く ほ ん

』『仕懸
し か け

文庫
ぶ ん こ

』『娼妓絹簏
しょうぎきぬぶるい

』『錦
にしき

之
の

 

裏
う ら

』等により、山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

は手
て

鎖
ぐさり

50 日、出版元の蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

は財産半分没収（身上
しんじょう

半減
は ん げ ん

）の

罰を受ける。 

◇喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、この頃より大首
お お く び

絵
え

注を発表。 

注）大首
お お く び

絵
え

：役者や女性などの上半身を画面に大きく描いたもの。 

◇初代・歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

（1769～1825）、この頃和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

より美人画を出しデビューする。 

◇8月 9日及び 9月 4日暴風。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、講釈師や占い師になって神奈川宿辺を遍歴中、洪

水で深川の家を失い、約半年山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の食客となる。 

○正月、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

門人として、大栄
だ い え い

山人
さ ん じ ん

名で処女作、黄表紙『廿日余
はつかあまりに

四十両
よんじゅうりょう

  

尽用而
つかいはたして

二分
に ぶ

狂
きょう

言
げ ん

』を刊行。 

 

【次女誕生】 

★次女阿
お

鉄
て つ

注誕生。 
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※飯島虚心『葛飾北斎伝』（ｐ308）では「次女注、名は、 詳
つまびらか

ならず。一説に、阿
お

鉄
て つ

、画
え

 

をよくし、他へ嫁
か

せしが、夭
よ う

死
し

す。一説に、幕府の用達
よ う た し

某
なにがし

に嫁
か

せしと」とあり、その根

拠として鈴木重三の脚注
きゃくちゅう

では「他ヘ嫁
か

ス 画工
が こ う

ニアラズ 早世
そ う せ い

 御鏡
お か が み

御用
ご よ う

ノ家ニ嫁
か

ス」と

ある『続
ぞ く

浮世絵類考
う き よ え る い こ う

』（渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

増補）の文を紹介している。但し、鏡師の家に嫁
と つ

いだか

は不明。 

注）次女名は、あるいは「阿鉄」を「おかね」と呼ぶか。また「阿
お

辰
た つ

」ともいわれる(井

上和雄『北斎』ｐ31)。 

 

●黄表紙『芋
い も

蛸
た こ

の由来
ゆ ら い

』（1 月。角書
つ の が き

注「龍宮
たつのみやこ

洗濯
せ ん た く

噺
ばなし

」。二冊墨摺。作者不明。自作か。

春朗画。西
に し

村
む ら

屋
や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館蔵） 

※表紙見返しの題簽
だ い せ ん

に「春朗画作」とあり、最終丁に「春朗

画」とある。 

注）角書
つ の が き

：浄瑠璃
じ ょ う る り

の名題
な だ い

、歌舞伎の外題
げ だ い

、書物の題名
だ い め い

などの

上に、その主題や内容を示す文字を 2 行または数行

に割
わ

って書いたもの（「デジタル大事典」より）。          

同書は春朗の挿絵かどうか疑問視されている。下

巻最終丁裏に“画ハ凌
りょう

雲斎
う ん さ い

”とあるという（棚橋正

博『日本書誌学大系 48(2)黄表紙総覧 中篇』：

『年譜』により紹介）。    『芋蛸の由来』（国立国会図書館） 

●黄表紙『名
な

代
だ い

振
ふ り

袖
そ で

心中
しんじゅう

』(角書
つ の が き

「壬生里
み ぶ り

声色
こ わ い ろ

」。二冊。内新好
な い し ん こ う

注作。画工名無し。『日本

小説年表』では春朗画。西宮
にしのみや

新
し ん

六
ろ く

版。国立国会図書館蔵)  

注）内新好
な い し ん こ う

：生没年不詳。俳諧宗匠。通称は内田屋
う ち だ や

新太郎
し ん た ろ う

。別号に魚堂
ぎ ょ ど う

など。 

●浄瑠璃
じ ょ う る り

富本
と み も と

注 1『百千鳥蝶羽根書
も も ち ど り ち ょ う の は ね が き

』（1 月。瀬川
せ が わ

如皐
じ ょ こ う

注 2 述、内新好
な い し ん こ う

作。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。ボストン美術館蔵）。 

※正月 15日、市村座で上演。歌詞を版木印刷にした正本
しょうほん

（筆者注：歌舞伎の脚本）。 

注 1）浄瑠璃富本
と み も と

：浄瑠璃の一流派。富本節とも。常盤津
と き わ づ

小文字
こ も じ

太夫
た ゆ う

（1716～64）が寛延

元年（1748）に富本
と み も と

豊
と よ

志
し

太夫
た ゆ う

（翌年に富本
と み も と

豊前掾
ぶぜんのじょう

を受領）と改名して創始した。 

注 2）瀬川如
せ が わ じ ょ

皐
こ う

：1739–94。役者の三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

の兄。役者から作者に転身し、長唄や

常盤津
と き わ づ

の作詞も手がけた。 

●浄瑠璃
じ ょ う る り

富本
と み も と

『褄褰蹱
つまからげはだしの

振袖
ふ り そ で

』（2 月。瀬川
せ が わ

如皐
じ ょ こ う

述、春朗画か不明。下巻最終丁裏に、「画

〈凌雲閣
りょううんかく

〉」とあるとされるが不明。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版）。 

●浄瑠璃
じ ょ う る り

富本
と み も と

『道行
み ち ゆ き

桂川
かつらがわ

連理
れ ん り の

柵
しがらみ

』（3月。瀬川
せ が わ

如皐
じ ょ こ う

述、春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※3月、市村座で上演。 

●浄
じょう

瑠
る

璃
り

富
と み

本
も と

『女
め

夫
お と

合
あ い

愛
あいに

相
あ い

鉄
づ

槌
ち

』上・下（11月。富本
と み も と

豊前
ぶ ぜ ん

太夫
た ゆ う

直伝
じ き で ん

。瀬川如皐
せ が わ じ ょ こ う

述。春朗画。

蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。21.0×29.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%80%AC%E5%B7%9D%E8%8F%8A%E4%B9%8B%E4%B8%9E_(3%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%80%AC%E5%B7%9D%E8%8F%8A%E4%B9%8B%E4%B8%9E_(3%E4%BB%A3%E7%9B%AE)
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※富本節正本
しょうほん

。正本とは、音曲の詞を木版摺にして 2･3 丁に閉じたもの（脚本）。11 月 1

日、市村座で上演。上巻は、中山
な か や ま

盾蔵
た て ぞ う

の多田
た だ の

蔵人
く ろ う ど

と瀬
せ

川
が わ

菊
き く

之
の

丞
じょう

の針売りが万歳
ま ん ざ い

をする様子

を描く。下巻には、盾蔵
た て ぞ う

と菊之丞
き く の じ ょ う

と嵐
あらし

龍
りゅう

三
ぞ う

の舎人
と ね り

の仕丁
じ ち ょ う

が立回りをする様子を描く。 

●正本
しょうほん

『市村座
い ち む ら ざ

絵本
え ほ ん

番付
ば ん づ け

 岩磐花峯楠
いわおのはなみねくすのき

』（中本一部着色。無款。島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※市村座の顔見世を描いた絵本番付（歌舞伎のあらすじを絵と文字で表した本）。見開き

2ページ（ロ丁表とイ丁裏）に所狭しと歌舞伎役者が描かれる。寛政 2年（1790）説あり。 

●役者絵「初代中山
な か や ま

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

 団
だ ん

三郎女
さぶろうにょう

ぼう十六夜
い ざ よ い

」（細版錦絵。春朗画） 

※正月、中村座「春
は る

世界艶麗
せ か い に ぎ わ い

曽我
そ が

」に取材。 

●役者絵「市川
い ち か わ

八百蔵
や お ぞ う

そがの五郎ときむね 岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

の春
は る

駒手
こ ま て

越
ご し

の芸者お蝶
ちょう

」（1 月頃。

細判錦絵。春朗画。29.3×13.4 日本浮世絵博物館蔵） 

※市川
い ち か わ

八百蔵
や お ぞ う

は 3代目。岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

は 4代目。 

※1 月 25 日より上演の中村座「春
はるの

世界
せ か い

艶
に

(花
ぎ

)麗
わ い

曽我
そ が

」(桜田
さ く ら だ

治
じ

助
す け

作。二番
に ば ん

浄瑠璃
じ ょ う る り

・百
も も

千鳥子
ち ど り ね の

日
ひ の

初恋
は つ こ い

)に取材。図は、春
は る

駒
こ ま

で遊ぶ芸者お蝶
ちょう

を見下ろすように左袖を托しあげて見

る五郎ときむねが描かれる。 

●役者絵「二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 そがの五郎
ご ろ う

とき宗
む ね

 三代目沢村
さ わ む ら

宗
そ う

十郎
じゅうろう

 そがの十郎
じゅうろう

すけな

り」(1月。細判錦絵。春朗画。1月 15日より上演された中村座「七種粧曽
ななくさよそおいそ

我
が

」（桜田
さ く ら だ

治
じ

助
す け

作）に取材したもの。28.9×13.8 日本浮世絵博物館/ベルギー王立

美術歴史博物館蔵） 

※寛政 3 年(1791)1 月 15 日より市村座で上演された「春色
しゅんしょく

江戸
え ど

絵
え

曽我
そ が

」を描いたものともいわれるが（『2007 北斎展図録』東京新聞

他）、『歌舞伎年表』（伊原敏郎）によれば、寛政 3 年 1 月 15 日の

演目では、門之
も ん の

助
す け

は鹿
か の

原軍
は ら ぐ ん

兵衛
べ え

実は赤沢
あ か ざ わ

十内
じゅうない

を演じ、宗
そ う

十郎
じゅうろう

は十郎
じゅうろう

を演じていて、本図の画題と役名が合わない。要検討。 

※歌舞伎の「曽我物
そ が も の

」は関東で広く根付いていた曽我兄弟の御霊
ご り ょ う

信

仰を基にして、仇討
あ だ う

めでたさを正月の出し物として、様々な筋立て

にした「曽我物」を興行するのが習慣となっていた。宝永年間(1704

～11)頃から縁起物として行われ、享保期(1716～36)以後は、正月の

定例の狂言となった。 

二代目市川門之助 そがの五郎とき宗 三代目沢村宗十郎 そがの十郎すけなり（早稲田大学絵演劇博物館） 

 図は、巻き上げられた簾
すだれ

のある部屋で、三升
み ま す

紋
も ん

の 裃
かみしも

を着けた市川門之助が、閉じた扇

を右手で持って見得を切り、その足元で○に「い」の字の定紋が染められた裃を着た沢村

宗十郎が片膝をついて同じく見得を切っている。鴨居の上には三羽の烏の絵が掛けられて

いる。 

●役者絵「そがの五郎
ご ろ う

ときむね 二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

」（1 月頃。細版錦絵。春朗画。29.1

×13.9 オランダ国立民族学博物館蔵）上記役者絵と同取材・同画材。 
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※寛政元年（1789）中村座「江戸
え ど

富士
ふ じ

陽
わかやぎ

曽我
そ が

」からの取材説あり。 

●役者絵「三代目市川
い ち か わ

高麗蔵
こ ま ぞ う

の大日坊
だ い に ち ぼ う

 二代目小佐川
お さ が わ

常世
つ ね よ

あこや」

（3月頃。細判錦絵。春朗画。すみだ北斎美術館蔵） 

※3 月、河原崎座「初緑
はつみどり

幸
さいわい

曽我
そ が

」二番目に取材。高麗蔵
こ ま ぞ う

が腕まくり

をし、常世
つ ね よ

がその側に立っている図。 

●役者絵「市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

の冠者
か ん じ ゃ

太郎
た ろ う

と嵐
あらし

龍蔵
りゅうぞう

のゆりの八郎」（3月頃。

細判錦絵。春朗画。ホノルル美術館蔵） 

※3月 3日よりの市村座「筆葽荑
ふ で つ ば な

壺
つぼの

碑
いしぶみ

」に取材。 

市川門之助の冠者太郎と嵐龍蔵のゆりの八郎（ホノルル美術館） 

●役者絵「三代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 奴たて平
へ い

実
じ つ

は義経
よ し つ ね

」（3 月頃。細判錦

絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※3月 3日よりの市村座「筆葽荑
ふ で つ ば な

壺
つぼの

碑
いしぶみ

」に取材。 

●役者絵「三代目沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

しけ
げ

たゞ」（3 月頃。細版錦絵。春朗画。太田記念美術館蔵） 

※3月 3日より上演の市村座「筆葽荑
ふ で つ ば な

壺
つぼの

碑
いしぶみ

」に取材。天明元年 6月に同題の画がある。 

●役者絵「岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 傾城
け い せ い

あげまき」（3 月。細判錦絵。春朗画。千葉市美術館/ｵｰﾊﾞﾘﾝ

大学ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館蔵） 

※3月 11日より中村座「助六
す け ろ く

縁
ゆかりの

牡丹
ぼ た ん

」に取材。

●役者絵「三代目
さ ん だ い め

森田
も り た

勘
か ん

弥
や

の臼井
う す い

貞光
さ だ み つ

」（7 月頃。細判錦絵。春朗画。島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※7 月中村座「二代
に だ い

源氏押
げ ん じ お し の

強弓
ごうきゅう

」に取材。長袴
ながばかま

を履き、右手に巻物を持ち、左手で刀に手

をやる森田
も り た

勘
か ん

弥
や

。

●役者絵「市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

と坂田半五郎
さ か た は ん ご ろ う

の鳥羽
と ば

恋
こ い

塚
づ か

」（細版錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。東

京国立博物館蔵） 

●役者絵「市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

と坂田半五郎
さ か た は ん ご ろ う

の金目貫
き ん め ぬ き

源家
げ ん け

角鐔
か く つ ば

」（細判錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※11月 1日よりの市村座「金韝鎨源家角鐔
き ん め め き げ ん け の か く つ ば

」に取材。 

●役者絵「市川
い ち か わ

男女蔵
お め ぞ う

 奴
やっこ

たゞ平
へ い

」（11 月頃。春朗

画。蔦屋重三郎版。立命館大学蔵） 

※11 月 1 日よりの市村座「「金韝鎨源家角鐔
き ん め め き げ ん け の か く つ ば

」に取

材。 

●役者絵「市川
い ち か わ

蝦蔵
え び ぞ う

実
じ つ

は文
も ん

覚
か く

上人
しょうにん

 

三代目坂田半五郎
さ ん だ い め さ か た は ん ご ろ う

の旅僧
り ょ そ う

実
じ つ

は鎮
ち ん

西八郎
ぜ い は ち ろ う

為朝
た め と も

」（11月

頃。細版錦絵。二枚続。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版 各

30.2×13.9 東京国立博物館蔵） 

市川鰕蔵実は文覚上人 三代目坂田半五郎の旅僧実は鎭西八郎為朝

（東京国立博物館） 
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※11 月 1 日より市村座上演「金韝鎨源家角鐔
き ん め め き げ ん け の か く つ ば

」に取材。春朗落款の作で代表作といわれる。  

左図は、市川
い ち か わ

蝦蔵
え び ぞ う

が鉞
まさかり

の端に左足を掛け、左手で 鉞
まさかり

の柄を持って見得をきる。右図は、

三代目坂田半五郎
さ か た は ん ご ろ う

が、髑髏
ど く ろ

を持って見得をきる。 

●役者絵「市川
い ち か わ

高麗蔵
こ ま ぞ う

 平井権八
ひ ら い ご ん は ち

 松本
ま つ も と

幸四郎
こ う し ろ う

 幡隨
ば ん ず い

長兵衛
ち ょ う べ え

」（11 月頃。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。ボストン美術館蔵） 

※11 月 1 日よりの中村座「二代
に だ い

源氏押
げ ん じ お し の

強弓
ごうきゅう

」に取材。右図は、三代目市川
い ち か わ

高麗蔵
こ ま ぞ う

が、横笛

を持って眺めながら、抜き身の刀を持っている平井権
ひ ら い ご ん

八
ぱ ち

を演じる。着物の三升
み ま す

紋に「高」

の字が書かれている。左図は、四代目松本
ま つ も と

幸四郎
こ う し ろ う

が尻
し り

端折
は し ょ り

して、刀の柄に手を掛けている

幡随
ば ん ず い

長兵衛
ち ょ う べ え

の図。 

●役者絵「三代目沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

 から木
き

まさ右衛門
え も ん

」（細判錦絵。春朗画。ホノルル美術館

蔵） 

●玩具絵「新板七
し ん ぱ ん し ち

へんげ 三階
さ ん が い

伊達
だ て

の姿見
す が た み

 三代
さ ん だ い

目沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

」

（細版錦絵。春朗画。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

・伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。日本浮世絵

博物館/東京国立博物館/ベルリン東洋美術館蔵） 

※春朗時代の数少ないおもちゃ絵。顔のない六種の芝居姿を切り

取り、絵の右上の枠内に描かれた宗
そ う

十郎
じゅうろう

の絵に乗せて遊ぶもの。

一種の着せ替え遊びの趣向。「三階」は、立役者
た て や く し ゃ

注の部屋が芝居

小屋の三階にあったことによる。宗十郎は、9 月に大坂に上った

とされるので、この歳の正月の刊か（2019『新北斎展図録』ｐ

311）。 

注）立役者
た て や く し ゃ

：芝居の一座で中心となる役者。 

新板七へんげ 三階伊達の姿見 三代目沢村宗十郎（日本浮世絵博物館）

●玩具絵「新板
し ん ば ん

七
し ち

へんげ 三階
さ ん が い

伊達
だ て

の姿見
す が た み

 三代目市
い ち

川
か わ

八百蔵
や お ぞ う

」

（この頃か。細判錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。32.5×14.5 名

古屋テレビ放送蔵） 

※沢村宗
さ わ む ら そ う

十郎
じゅうろう

の「三階
さ ん が い

伊達
だ て

の姿見
す が た み

」と同様の玩具絵。小栗
お ぐ り

判官
ほ う が ん

の

衣装を描いている。八百蔵は寛政 2 年（1790）11 月に大坂から下っていて、それ以後の作

と考えられて。沢村宗十郎の江戸にいた時期と合わせ考えて、寛政 3 年の正月の刊とされ

る（2019『新北斎展図録』ｐ311）。 

●絵暦「弓
ゆ み

に的
ま と

」(1 月。句と弓の握り部分が紅で着色。葛飾
か つ し か

住
じゅう

注春朗画 16.1×12.0 

「津和野藩伝来摺物」として島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※〈寛政三
か ん せ い さ ん

弓
ゆ み

始
はじめ

〉とあり。霞的
かすみまと

（白と黒の縞
し ま

が交互に丸く描かれた弓の的）の端がめくれ、

その上に弓が置かれている。一手
ひ と て

(二本)の矢がその側に置かれている。「大的
だ い ま と

を亥
い

の年
と し

な

れば七
な な

つ掛
が け

」の句が添えられる。 



77 

 

注）画中に「葛飾
か つ し か

住
じゅう

」とあるが、この頃は本所・向島なども葛飾（南葛飾郡）と称されて

いた。「葛飾住」がどこかは不明。この年「葛飾住春朗画」の落款のある絵暦
え ご よ み

が２点ある

という（『年譜』による）。 

 

寛政
か ん せ い

4(1792) 壬子
みずのえね

 33 歳 春
しゅん

朗
ろ う

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、鉄棒
て つ ぼ う

ぬらぬら（偽名）：きみ（25 歳）富之
と み の

助
す け

（6 歳）阿
お

美
み

与
よ

（4歳）阿
お

鉄
て つ

（2歳） 

◇ヘイスベルト・ヘンミー（Gijsbert Hemmij）、長崎商館長に赴任（寛政 10年：1798ま

で）。 

◇相撲興行（3月、神田明神、11月、浅草八幡宮） 

◇3 月、蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

が山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

を訪ね、京伝の食客であった曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

を番頭にしたいと申

し出、日本橋油
あぶら

町
ちょう

の蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

の手代になる。ここで通称琑
さ

吉
き ち

、諱
いみな

を解
と く

にする。 

◇9月 30日、江戸日本橋横山町
よこやまちょう

辺より出火。40町（約 4平方キロ）ほど 3 日間燃え続け、

当時人形
にんぎょう

町
ちょう

付近にあった吉原まで延焼する。 

◇10月 20日（陽暦）、ロシアのラクスマン（Adam Laxman）が根室
ね む ろ

に来て通商を求める。

乗組員は翌年 6月 15日迄、根室に家を建て滞在する。同行の大黒屋光
だ い こ く や こ う

太夫
だ ゆ う

、ロシアより帰

国。 

 

【北斎の師・勝川春章没】 

◇勝川春章
かつかわしゅんしょう

、12 月 8 日没（50 歳。通説では 67 歳とされていた）。辞世「枯
か れ

ゆくや今ぞい

ふことよしあしも」。別句「風
か ぜ

を画
え

にかく時
と き

ならば柳
やなぎ

かな」。（墓は『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

 別本』

では浅草
あ さ く さ

西福寺
さ い ふ く じ

〈現東京都台東区蔵
く ら

前
ま え

4-16-6〉）。飯島虚心『葛飾北斎伝』では 12 月 11

日没、浅草本願寺
ほ ん が ん じ

葬とあるが誤り（ｐ38）。 

※絵師・観
か ん

嵩
す う

月
げ つ

（1755～1830）の『画
え

師
し

冠
か ん

字
じ

類
る い

考
こ う

』に字形と俳号を改めた年齢が 45歳であ

り、享年が 50歳と記されていることから没年年齢が証明された（神谷勝広同志社大学教授

(近世小説研究家)の調査による。2016/02/11「読売新聞」記事）。 

従来は 1894年の関根
せ き ね

只
し

誠
せ い

の『名人忌
め い じ ん き

辰録
し ん ろ く

』（明治 29年：1896）に記された没年齢 67歳

を通説とし、そこから生年を亨保 11年（1726）としてきた。新説に従えば生年は寛保 3年

（1743）となる。 

○林子
は や し し

平
へ い

、『海国兵談
か い こ く へ い だ ん

』『三国
さ ん ご く

通覧
つ う ら ん

図説
ず せ つ

』（地理誌）が発禁となる。 

 

【世界一の画工を志すも春好の悪意のおかげ】 

※「（略）一説に、(本文割注)露木
つ ゆ き

氏注の話。春朗、春
しゅん

章
しょう

の高弟春
しゅん

好
こ う

と善
よ

からず」（『葛飾 

北斎伝』ｐ40）とある。北斎は同門の兄弟子春
しゅん

好
こ う

と仲が悪かったというのである。 

注）露木：露木
つ ゆ き

為一
い い ち

（孔
こ う

彰
しょう

）のこと。生年未詳～1893。北斎門。 

※両国の絵草紙問屋
と い や

某
なにがし

の招
しょう

牌
は い

（筆者注：看板）を書くも勝川
か つ か わ

春
しゅん

好
こ う

が引裂いたというエピ 

ソードがある。 

前『葛飾北斎伝』の引用文に続き、次のように記される。 
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「春
しゅん

朗
ろ う

嘗
かつて

両国辺の絵草紙問屋
と い や

某
なにがし

の招
しょう

牌
は い

を画
え が

く。問屋
と い や

の主人喜びて、これを店さきに掲げ

んとす。時に春
しゅん

好
こ う

来
き た

りて、大
おおいに

に其
そ

の画
え

注の拙
つたなき

を笑ひ、これを掲
か か

ぐるは、即
すなわち

師の恥を掲
か か

ぐ

るなりとて、春
しゅん

朗
ろ う

の面前におきて、引き裂き打
う

ちすてたり。春朗憤怒堪へがたかりしが、

おのれ後学
こ う が く

（筆者注：後輩）のことなれば、止むを得ず。此
こ

の時、春
しゅん

朗
ろ う

の心中
しんちゅう

に、他日世

界第一（筆者注：日本一をいう）の画工となりて、この恥辱を雪
そ そ

がんものをと、勉強忍耐

の真意
し ん い

、始めて此
こ こ

に発し、遂に狩野
か の う

某
なにがし

に就
つ

き、窃
ひそか

に画法を学びたるなり。北斎晩年人に 

語りて曰
い わ

く『我
わ

が画法の発達せしは、実に春
しゅん

好
こ う

が我
わ れ

をはづかしめたるに基
もとい

せり』と」

(『葛飾北斎伝』ｐ40～41。句読点・ルビは筆者による）。 

注）画：この字は、当時は「が」と読むこともあるが、単独の場合は、本稿では以下「え」

と読むこととする。 

※春好に招
しょう

牌
は い

を破られたエピソードは、高橋省三（大華）『少年雅賞』（明治 26年）所収

「葛飾北斎」にも記される（国立国会図書館デジタルコレクション：コマ番号 46～74）。 

※北斎が兄弟子にいじめられた理由を、安田剛蔵は「春朗は入門して日が浅いにもかかわ

らず、役者絵にあまり意欲を燃やさず、ひそかに清
き よ

長
な が

（筆者注：鳥居清長）の画風に追従

してその風
ふ う

を描
え が

いたり、絵の方
ほ う

はまだまだというのに、戯作に筆を染める、浄瑠璃には凝
こ

る、吉原遊び注はつのる、という行状
ぎょうじょう

では、自
みずか

らは絵修業に熱心のつもりであっても、兄

弟子の目からみれば心よく思われる筈はない」(『画狂北斎』ｐ39)としている。 

注）吉原遊び：北斎が吉原遊びをしていたという根拠は不明。但し、社
し ゃ

楽
ら く

斎
さ い

万里
ば ん り

という幇

間とは親しかったらしい（本稿安永 9 年〈1780〉の項参照）。織田一磨『北斎』（大正 15

年 アルス）では、「官能生活に就
つ い

ては全く小説的に創作したものである」(序)としつつ

も、この頃の北斎を一貫して吉原に遊ぶ遊蕩の者扱いをしている。 

【勝川派に固執せず。狩野融川に入門したか】 

★この年から寛政 6 年（1794）頃の間に、江戸、浜町
はまちょう

の狩野派の当主狩野
か の う

融
ゆ う

川
せ ん

（1778～

1815。奥
お く

御
ご

用
よ う

。若年寄
わ か ど し よ り

支配
し は い

。侍待遇。五世寛
ひ ろ

信
の ぶ

。号：法
ほ う

眼
が ん

）に入門したとされているが、

寛政 4年時の融
ゆ う

川
せ ん

の年齢（14歳）から考えて疑問視されている。また、高名な春
しゅん

章
しょう

の弟子

と知りながら、融
ゆ う

川
せ ん

が入門を許す事に疑問視するむきもある（織田一磨『北斎』ｐ20）。 

【春章による破門はなし】 

「後
の ち

、窃
ひそか

に狩野
か の う

某
なにがし

に就
つ

き、画法を学びしが、春
しゅん

章
しょう

これを聞き、他家
た け

の画法を学ぶを憤
いきどお

り、

遂
つ い

に春
しゅん

朗
ろ う

を破門せり。これより春
しゅん

朗
ろ う

勝川
か つ か わ

を称するを得ず、改めて 叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

といふ」（『葛

飾北斎伝』ｐ40 句読点・ルビは筆者による）。 

 但し、飯島虚心の記事は疑問視される。勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

はむしろ北斎の才能を買っていて、異

例の早さで勝川春朗を名乗らせたことから勘案すると、勝川派から離れたのは春
しゅん

好
こ う

の嫌が

らせによるもので、春章の死を機会に勝川派を離れたとするのが妥当であろう。 

※狩野派では、同派の「永字八法
え い じ は っ ぽ う

」を学んだか（本稿筆者の憶測）。 



79 

 

※永字八法
え い じ は っ ぽ う

とは、漢字の「永
え い

」には、書に必要な技法八種がすべて含まれていることをい

う。点、横、縦、縦線のはね、右斜め上に向かうはね、左はらい、右斜め上に向かうはら

い、右斜め下に向かうはらいを指し、狩野派特有の、筆の腰を使わず、筆圧がほとんどな

い筆法。手首の力を抜いて肘を基点とするような滑らかな動きで自由に楽々と線を引く描

き方という（『芸術新潮』2001年 2月号より）。 

 

●黄表紙『女
おんな

荘子
そ う じ

胡蝶夢
こ ち ょ う の

魂
ゆ め

』(1月。二冊。黒木
く ろ き

作〈伊藤
い と う

蘭
ら ん

洲
しゅう

説あり〉。春朗画。坂
さ か

本屋
も と や

版。

早稲田大学図書館蔵) 

※山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の序文末尾に「本屋の応需
お う じ ゅ

て
で

明
ﾏ ﾏ

（朋
ほ う

）友馬
ば

琴子
き ん し

の

筆をかり」とある。末尾には、文机
ふ づ く え

に寄りかかり胡蝶
こ ち ょ う

の夢を

見ている女を描き、脇に「春朗画」とある。袋には「山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

識
しるす

 女荘子胡蝶夢魂
お ん な そ う じ こ ち ょ う ゆ め

 板元（商標）東叡
と う え い

山坂
ざ ん さ か

町
ま ち

坂
さ か

本屋
も と や

」

とある。          女荘子胡蝶夢魂（早稲田大学図書館） 

●黄表紙『鵺頼政名歌芝
ぬ え よ り ま さ め い か の し ば

』(1 月。中本二冊（合一冊）。

南杣笑楚満人
な ん せ ん し ょ う そ ま ひ と

作。勝川春朗画。村
む ら

田屋
た や

次郎
じ ろ

兵衛
べ え

版。東京都立

中央図書館蔵) 

●黄表紙『昔
むかし

々
むかし

桃太郎発端説話
も も た ろ う ほ っ た ん ば な し

』（中本三冊。合一冊。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

作。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵） 

※第三冊末尾に図に「春朗画」とある。 

●黄表紙『実語
じ つ ご

教
きょう

幼稚
お さ な

講釈
こうしゃく

』(春。中本二冊。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

作。

勝春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。早稲田大学図書館蔵)  

※見返しに「壬子
みずのえね

春」とあり、最終丁に「春朗画」とある。

実際には曲亭馬琴の代作。 

実語教幼稚講釈：最終丁（早稲田大学図書館） 

【曲亭馬琴と幻の初提携か】 

●黄表紙『花
はなの

春
は る

虱
しらみの

道行
み ち ゆ き

』（中本二冊。京伝
きょうでん

門人
も ん じ ん

馬
ば

琴
き ん

作。勝

春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

と提携した初作）。 

※山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の随筆『蛛
く も

の糸巻
い と ま き

』（弘化 3 年：1846）および

『日本
に ほ ん

小説
しょうせつ

年表
ねんぴょう

』（朝倉無声）に書名が見えるが、実在しな

い著作とする説あり（WEB 浮世絵文献資料館）。 

●黄表紙『塩焼
し お や き

文
ぶ ん

太
た

都
みやこ

物語
ものがたり

』（この頃か。寛政 9 年頃：1797 説もある。三冊。勝川春朗画。

桜川
さくらかわ

慈悲
じ ひ

成
な り

注写。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

注）桜川慈悲成：1762～1833or1839。戯作者・落語家） 

●艶本『間女
ま め

畑
ばたけ

』（正月。墨摺小本
こ ぼ ん

。一冊。勝川春朗画。序文に「鉄棒
て つ ぼ う

ぬらぬら筆」（北

斎の偽名）とある。序文の次の見開きに、文机
ふ づ く え

にうつ伏して、男が農作業をしている夢を

見ている北斎の自画像を収める。 
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全 27 話の艶笑小咄
えんしょうこばなし

と 11 図の春画で構成(『芸術新潮』1989 年（平成元年）3 月号「北

斎」特集号所収、林
はやし

美一
よ し か ず

「北斎 艶本への挑戦」ｐ42)。同書では寛政 4年（1792）頃とし

ている。天明元年（1781）説（尾崎久弥「北斎肖

像の研究」。1932年『浮世絵研究』第 6号 所収 。

及び『年譜』より）もある。また、『噺本大系 

第 12 巻』（昭和 52 年、東京堂出版）では天明頃

の作としている。 

※中に「湯屋
ゆ や

」（混浴での色事
い ろ ご と

）の絵があり、松
ま つ

平定
だいらさだ

信
の ぶ

により、寛政 3年（1791）正月 27日に混浴

禁止令が出ているので、その直前の刊行と思われ、

寛政 3年正月の作とする説もある。 

間女畑（口絵見返し：自画像） 

※「吸
す い

もの」の題の一丁
いっちょう

（2 ページ）が落丁で、実際は 26 話（『好色江戸小咄集
こ う し ょ く え ど こ ば な し し ゅ う

』によ

る）。 

※『艶本
え ん ほ ん

年表
ねんぴょう

』には見えず。『俗談
ぞ く だ ん

 今歳
こ と し

花
ば な

時
し

』（内題には『落咄
おとしばなし

 今歳咄
こ と し ば な し

』とある。安

永 2年：1773 書
し ょ

苑
え ん

武子
ぶ し

編）の中の艶色咄
えんしょくばなし

を基にしているが、一部自作もある）。 

※咄本
はなしぼん

に分類されることもあるが内容は艶本
え ん ぽ ん

。「御乳母
お う ば

」「御利生
ご り し ょ う

」「人
ひ と

まね」「ねぼけ」

「ひとりげい」「田舎娘
い な か む す め

」「針医
は り い

」「湯屋
ゆ や

」「馬鹿娘
ば か む す め

」「夫婦
ふ う ふ

けんくわ
げ ん か

」「けつ」

「大地震
お お じ し ん

」「額
がくの

文字
も じ

」「女郎
じ ょ ろ う

」「くらべ」「一
ひ と

ツきよく」「地口
じ ぐ ち

しなん」「虫
む し

ぼし」

「松茸
ま つ た け

」「赤
あ か

がい」「ちん」「 猪
いのしし

」「ふられ」「風
か ぜ

」「御
お

びく尼
に

」「行合
い き あ い

」「吸
す い

もの」

(欠落)の 27話。 

☆「馬鹿娘
ば か む す め

」（『噺本大系 第 12 巻』より） 

〈うつくしいが、とんだばかな娘
むすめ

を、隣
となり

の鉄
て つ

ぼう、いろ〱
い ろ

だまして、と
と

ふ〱
う と う

あらばちをわ

つた。年ごろなれば、いたみもせず、気
き

のゆく事
こ と

覚
おぼえ

、とんだ嬉
う れ

しがつて二親
ふ た お や

の前
ま え

へ行
い き

、モ

シヱ、私
わたし

ハとなりのてつさんに、よい事
こ と

をしてもらひやした。アノ御
お

こう箱
ば こ

へね、アノて

つさんの大
お お

きな物
も の

入
い れ

てね、モウ〱〱
も う も う

とんだ面
お も

白
し ろ

イ事
ご と

しなさるよ。かゝさん。御
お

まへもおし

へてもらいなさへといふ。お袋
ふくろ

、にが〱
に が

敷
し い

顔
か お

で、お主
ぬ し

もトウ〱
と う

きづが附
つ い

たハヱ。√むすめ 

いゝ
い

へ。疵
き ず

がつけバ、ちが出
で

るはづだが、ナゼカしろひ物
も の

が出
で

やした〉（ルビは筆者によ

る） 

●絵暦「教え子
お し え ご

と先生
せ ん せ い

」（1 月。「子
こ

字
じ

教示
き ょ う じ

の

図
ず

」とも。春朗画。小判着色摺物。国立国会図書

館蔵）       教え子と先生（国立国会図書館） 

※ 裃
かみしも

姿の若
わ か

侍
ざむらい

に、畳に広げた縦長紙に上から一

列に書かれた12の「子」の字を指し示して謎解き

を教える武士の図。部屋の襖に、先生と若侍のや

り取りの台詞が書かれ、先生が「ねこの子
こ

の

子猫
こ ね こ

、ししの子
こ

の子
こ

獅子
し し

」と読んで、「子」の字の大小で月の大小を表すことを説いてい
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る。1 月は小文字で小の月、2 月は大文字で大の月を表す。平安時代の小野篁
おののたかむら

が 12 の「子」

の字を読み解いたという伝説に基づくものといわれる。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 大
お お

いそのとら」（1 月頃。細判錦絵。春朗画。29.0×12.5 

北斎館蔵） 

※1月 23日よりの市村座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材。曽我兄弟の仇討ちを題材にした正月

興行の定番「曽我物」。曽我
そ が

十郎
じゅうろう

を慕う虎
と ら

御前
ご ぜ ん

は大磯
お お い そ

の遊女。千鳥
ち ど り

模様の打掛
う ち か け

を両手を通

さずに羽織って工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

の屋敷の部屋に立つ姿。背景の長押
な げ し

に、曽我
そ が の

十郎
じゅうろう

・五郎
ご ろ う

の仇であ

る工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

の紋所「菴
いおり

木工
も っ こ う

」が五つ描かれている。源頼朝
みなもとのよりとも

の富士の巻
ま き

狩
が り

の総奉行となっ

た工藤の屋敷に虎
と ら

御前
ご ぜ ん

などが祝いに駆けつけた場面を描く。 

●役者絵「市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 そがの十郎
じゅうろう

」（細版錦絵。春朗画） 

※1月 23日より市村座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「市川
い ち か わ

男女蔵
お め ぞ う

 そがの五郎
ご ろ う

ときむね」（細版錦絵。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※1月 23日より市村座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「五代目市川
い ち か わ

ゑび蔵
ぞ う

かけ
げ

きよ」（1 月頃。細版錦絵。春朗画。島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※1月 23日、市村座「若紫
わかむらさき

江戸子
え ど っ こ

曽我
そ が

」に取材。笹
さ さ

紋
も ん

の描かれた二つの提灯の前で、抜き

身の刀を立てて持ち見栄をきる蝦蔵
え び ぞ う

。前年に五代目団十郎
だんじゅうろう

を改名。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 女
おんな

講釈師
こ う し ゃ く し

岸
が ん

柳
りゅう

文栄」（4月。細版錦絵。春朗画） 

※4月、市村座「花
は な

揚櫨
う つ き

白髪
し ら が

岸
が ん

柳
りゅう

」に取材。 

●役者絵「二代目小佐川
お さ が わ

常世
つ ね よ

 なるかミびく」（4月頃。細判錦絵。春朗画） 

※4月、河原崎座「常磐
と き わ

浄瑠璃
じ ょ う る り

 恋
こ い

衣
ごろも

縁
ふちど

り初桜
はつざくら

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「瀬川富三
せ が わ と み さ ぶ

郎
ろ う

 十
じゅう

内
な い

いもうと」（5月。細判錦絵。春朗画） 

※5 月（4 月か）6 日よりの市村座「四十七士
し じ ゅ う し ち し

染井
そ め い の

鉢植
は ち う え

」に取材（『年譜』による）。『北

斎世界を魅了する浮世絵師と弟子たち』（芸艸社）では天明 8 年桐座「けいせい優
なとり

曽我
そ が

」

に取材とする。 

●役者絵「二代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

 穴生
あ の お

村
む ら

の桃
も も

太郎
た ろ う

」（8 月頃。細判錦絵。春朗画。版元不明） 

※8月 5日よりの市村座「むかし〱
むかし

掌白猿
て じ ろ の さ る

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 宇賀
う が

の阿
お

玉
た ま

の神霊
し ん れ い

」（8月頃。細版錦絵。春朗画） 

※8月 16日、市村座「七
な な

瀬川
せ が わ

最中
も な か の

桂女
か つ ら め

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 さだか」（9月頃。細判錦絵。春朗画） 

※9月 15日よりの市村座「妹背
い も せ

山女
やまおんな

庭訓
て い き ん

」に取材（『年譜』による）。 

 

寛政
か ん せ い

5(1793) 癸
みずのと

丑
う し

 34 歳 春
しゅん

朗
ろ う

、叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

、（白山人可候
は く さ ん じ ん か こ う

）（時太郎可候
と き た ろ う か こ う

）：きみ（26

歳）富之
と み の

助
す け

（7歳）、阿
お

美
み

与
よ

（5歳）、阿
お

鉄
て つ

（3歳） 

【第四期春朗期】 

※この頃より春朗独自の画風といわれる。 
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◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、10月、本所回向院）。 

◇6月 21日、林
はやし

子平
し へ い

没（56）。 

◇7月 23日、松
ま つ

平定
だいらさだ

信
の ぶ

、老中解任され寛政の改革終わるも、改革は文化 14年（1817）まで

続く。 

◇7 月下旬、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、元飯田
も と い い だ

町中坂
ま ち な か さ か

（現東京都千代田区九段
く だ ん

北
き た

一丁目）世継
よ つ ぎ

稲
い な

荷
り

（現、

筑土
つ く ど

神社
じ ん じ ゃ

下）の会
あ い

田
だ

家・下駄商伊勢屋
い せ や

の未亡人お百
ひゃく

（30 歳）に入婿。瑣
さ

吉清
き ち せ い

右
え

衛門
も ん

と称す。

京橋
きょうばし

の豪商小林
こ ば や し

勘
か ん

助
す け

が持つ元飯田町
も と い い だ ま ち

の長屋の家
い え

守
も り

注となる。 

注）家
い え

守
も り

：いわゆる大家
お お や

のこと。 

◇11 月から、江戸三座が控
ひかえ

櫓
やぐら

の芝居小屋での興行となった。中村座（堺町
さかいちょう

）は地代滞納

請求の訴訟により休座
き ゅ う ざ

となり、控櫓の都座
み や こ ざ

の代
だ い

興行
こうぎょう

となる。市村座(葺屋
ふ き や

町
ちょう

)も経営破綻で

休座となり、控櫓の桐座
き り ざ

の代興行となる。森田座(木挽
こ び き

町
ちょう

)も控櫓の河原崎座
か わ ら ざ き ざ

の代興行とな

る。 

◇一枚絵中の一般の女の名前を記載することの禁止令。この類の禁止令は寛政 8 年（1796）

にも出される。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

、草双紙『堪忍
か ん に ん

袋
ぶくろ

緒
お

〆
じめの

善玉
ぜ ん だ ま

』（京伝
きょうでん

と元遊女菊
き く

園
ぞ の

で妻のお菊
き く

に蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

が執

筆依頼に来ている図あり。東京都中央図書館加賀文庫蔵）。 

【長男富之助を中島伊勢の養子に出すか】 

★長男富之
と み の

助
す け

を中島
な か じ ま

伊勢
い せ

の養子に出す（7 歳か。但し年代不明）。『葛飾北斎伝』では、

この長男は放蕩であるとの関根
せ き ね

只
し

誠
せ い

の説を紹介しているが不明。あるいは放蕩の孫（長女

阿
お

美
み

与
よ

の子）と混同しているか。 

「長男は、其
そ

の名 詳
つまびらか

ならず。一説に、名は、富之
と み の

助
す け

、中島
な か じ ま

氏を継ぎ、用達
よ う た し

の鏡
かがみ

師
し

たりと。

又一説に、（割注：関根氏。）長男は、放蕩
ほ う と う

無頼
ぶ ら い

にして、家にあらず。終
お わ

りを 詳
つまびらか

にせず。翁

は、常に此
こ

の長男の為めに、心を痛め、 屡
しばしば

負債
ふ さ い

を償
つぐない

ひしことありと」（『葛飾北斎伝』

ｐ306 ルビは筆者による）。 

★この頃の評価は、美人画では喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、鳥
ちょう

文
ぶ ん

斎
さ い

栄之
え い し

、窪
く ぼ

俊
しゅん

満
ま ん

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

潮
ちょう

、栄
え い

松
しょう

斎
さ い

長喜
ち ょ う き

など、役者絵では勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、東洲
ひがししゅう

斎
さ い

写
し ゃ

楽
ら く

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

好
こ う

など排出

し、春朗の一枚絵は影の薄いものであったという（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ48）。 

【狩野融川の怒りを買う】 

★「同（寛政）五六年頃、日光
に っ こ う

神
し ん

廟
びょう

（徳川
と く が わ

家康
い え や す

公
こ う

の廟
びょう

）の再修ありて、狩野
か の う

融
ゆ う

川
せ ん

其
そ

の門人

および町絵師数名を随
したが

え、廟中
びょうちゅう

の絵事に従事せり。宗理
そ う り

又随
したが

ひ行き、宇都宮
う つ の み や

に到りしが、

旅亭の主人画
え

を融
ゆ う

川
せ ん

に請
こ

ふ。融
ゆ う

川
せ ん

即
すなわち

筆を採
と

りて、一
い ち

童
ど う

の竿
さ お

を持ちて柿をおとすの図を画
え が

く。宗理これを見て、窃
ひそか

に評して曰
い わ

く、『何ぞ画
が

理
り

に疎
う と

きや。竿
さ お

の端、既
す で

に遥かに柿の所

を過ぐ。然
し か

るに童子
ど う じ

猶
な お

足をつまだつ。果して何の意ぞ。』同行
ど う こ う

これを融
ゆ う

川
せ ん

に告ぐ。融
ゆ う

川
せ ん

怒

りて曰
い わ

く、『此
こ

の図はもと童子
ど う じ

の智
ち

あどけなきを示せるなり。彼の知る所にあらず。然
し か

る

にこれを誹
そ し

る。甚
はなは

だ憎むべし』とて直
ただち

に宗理を追ひ出
い

だせり。宗理独
ひとり

江戸に帰る。」

（『葛飾北斎伝』ｐ49。ルビは筆者による） 
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同書では『浮世絵類考 別本』および『絵画叢志』によるとしているが、鈴木重三の校

注では『東洋絵画叢誌』（明治 18年刊）の誤りかとしている）。 

※『浮世絵年表』（漆山天童著、昭和 9年刊）によれば寛政 6年（1794）のこととする。 

※この工事は寛政 8 年（1796）正月から 10 年（1798）5 月まで（日光
に っ こ う

東照宮
とうしょうぐう

の『修築
しゅうちく

加番
か ば ん

日記
に っ き

』等による）であること、また、寛政 5・6 年(1793･4)の狩野
か の う

融
ゆ う

川
せ ん

はまだ 16 歳である

ので、この記事を疑問視する旨あり（瀬木慎一『瀬木慎一の浮世絵談義』）。 

※北斎は狩野
か の う

融
ゆ う

川
せ ん

の弟子としてではなく、画工として付き添ったという見方もある（田崎

暘之助『浮世絵の謎』ｐ174）。 

※由良哲次「北斎と狩野融川」（「日本浮世絵協会会報 36」）によれば、北斎は融
ゆ う

川
せ ん

に入

門していないし、融
ゆ う

川
せ ん

も日光には行っていないという（『年譜』による）。 

 

●黄表紙『智恵
ち え

次第
し だ い

箱根
は こ ね

詰
づ め

』（1 月。三冊。春朗画。春
は る

道草樹
み ち の く さ き

作。坂
さ か

本屋
も と や

版。18.0×12.7

北斎館/国立国会図書館蔵） 

※ 渡
わたりの

舟則
ふ な の り

の序文に「うしの初春」とある。最終丁に、文机に臂
ひ じ

を突いて窓の外の海に浮かぶ舟を眺めている作者と思われる男

の絵の右に「春道草樹作」、左に「春朗画」とある。 

智恵次第箱根詰（国立国会図書館） 

●黄表紙『貧
ひ ん

福
ぷ く

両道中之記
り ょ う ど う ち ゅ う の き

』（1 月。中本三冊。合本一冊。

山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

作。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋

文庫/早稲田大学図書館蔵） 

※序文に「 癸
みずのと

丑
う し

の年 はつ春」とあ

る。最終丁に、「寿」と書いた紙と筆を持った大黒帽子の男の前

には、小判が乗せられた三方
さ ん ぽ う

が置かれている。背後には榊
さかき

立て

が二つある棚がある。図の右に「春朗画」、図左に「京伝作」と

ある。隣の同日に生まれた子が、貧家の子は金持ちになり、金持

ちの子は貧乏になるという話。 

貧福両道中之記（国立国会図書館） 

●黄表紙『東大仏楓名所
あ ず ま の だ い ぶ つ も み じ の め い し ょ

』（三冊。天明 6年の黄表紙『大仏左捻
だいぶつひだりより

』

の改刻改題再摺本と言われるが真偽不明。版元不明） 

※画工名がないが、『大仏左捻
だいぶつひだりより

』の作者とされる白
は く

山人可候
さ ん じ ん か こ う

の作か。但し、天明 6 年

（1786）は群馬亭
ぐ ん ば て い

の時期であるので、白山人可候は北斎ではないとする見方が有力である。

Web「浮世絵文献資料館（浮世絵事典）では「棚橋氏は白山人可候を北斎一時の戯号とす

る説を否定し、石
せ き

山人
さ ん じ ん

（物蒙堂礼、狂名盥
たらいの

雨
あ ま

盛
も り

）と同人とする」と紹介している。 
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※『浮世絵派画集・第 5 冊』（ｐ77 大村西崖）には「全交
ぜ ん こ う

注作、時太郎可候
と き た ろ う か こ う

即ち北斎画」

とある（『日本浮世絵博物館所蔵 大揃い北斎』（北斎資料 757 ｐ172所収）が疑問視さ

れる。 

注）全交：芝全交
し ば ぜ ん こ う

。1750～93。本名：山
や ま

本藤
も と と う

十郎
じゅうろう

。戯作者。能楽狂言師） 

※同本は数種の異本が存在し、作者及び画工を決定することができない。 

※『日本小説年表』(朝倉無声)によれば、品川海晏寺
か い あ ん じ

開帳に際し、境内に高さ 16丈（約 40

㍍）の合羽
か っ ぱ

大仏
だ い ぶ つ

（雨合羽を着せた大仏）を作ったという。 

※安田剛蔵「北斎の黄表紙-4-白山人可候と合羽大仏の研究」（1975『浮世絵藝術』43）

によれば、斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』や大久保芭
お お く ぼ は

雪
せ つ

『増補青本年表』の説等から合羽大仏が作

られたのは寛政 4年としている。 

Web「浮世絵文献資料館」（みせもの）が紹介している『きゝのまに〱
ま に

』（未刊随筆。

喜多村信節記）によれば、寛政 10 年（筆者注：誤りか）2 月のこととして、海晏寺境内の

銀杏の大木を中にして、色々の桐油紙で覆い、白毫
びゃくごう

（白い巻毛）は大胴の盥
たらい

、螺
ら

髪
ほ つ

（右巻

きのらせん状の頭髪）は蜜柑籠を並べ、指爪は菅笠
す げ が さ

で作ったという。対岸の洲崎からも遠

眼鏡で見えたという。 

●芝居絵本『桐座
き り ざ

芝居
し ば い

絵本
え ほ ん

（表題不明）』（秋上演。1991：永田生慈『北斎 世界を魅了

した絵手本展』ｐ117による） 

●芝居絵本『市村座
い ち む ら ざ

芝居
し ば い

絵本
え ほ ん

（表題不明）』（秋上演。1991：永田生慈『北斎 世界を魅

了した絵手本展』ｐ117による） 

●役者絵「岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 下女
げ じ ょ

のはつ」（1 月頃。細判錦絵。春朗画。版元不明。ホノルル

美術館蔵） 

※鳥居
と り い

の前で女装して立つ半四郎
は ん し ろ う

。1 月 13 日（あるいは 15 日）よりの河原崎
か わ ら ざ き

座「御前掛
お ん ま え か け

相撲
す も う

曽我
そ が

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 八百屋
や お や

お七
し ち

」（5月頃。細判錦絵。春朗画） 

※5月 1日よりの河原崎
か わ ら ざ き

座「潤色
じゅんしょく

八百屋
や お や

お七
し ち

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「三代目瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

 となせ」（5月頃。細判錦絵。春朗画） 

※5月 13日よりの市村座「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」に取材（『年譜』による）。 

【叢号を用いる】 

★「叢
くさむら

」号を用いる。「叢
くさむら

」は叢
そ う

豊
と よ

丸
ま る

（後に春朗の門人になり、寛政 6 年〈1794〉に春

朗号を譲り受け二世春朗となる。？～文化 14年：1817）が既に用いていた号で、「そう」

と読んでいるので、あるいは春朗も「そう」と読むか。但し、「Weblio 英和和英辞典」

での読み方は「KUSAMURA SYUNNROU」となっている。 

式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

 補記
ほ き

』(文政元年～４年頃〈1818～1821〉著)に「後年
こ う ね ん

破門
は も ん

セ

ラレテヨリ 叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

ト云
い う

、其後
そ の ご

俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

ガ跡ヲ続
つ ぎ

テ二代目宗
そ う

理
り

トナル」とあり「くさむら」

と読んでいる（岡畏三郎「総説葛飾北斎」、『浮世絵大系８北斎』所収）。本稿でも「く

さむら」と読む。この時点ですでに勝川派から離脱していたのでは、という見方がある。 
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【落款「春朗」を記した唯一の肉筆画】 

●肉筆画「鍾馗図
し ょ う き ず

」（この頃か。絹本一幅。叢春朗画。花押。朱書

の疱瘡除
ほ う そ う よ け

の図。53.6×26.7 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※全身朱色の鍾馗
し ょ う き

が剣を魔
ま

鬼
き

の口に突き刺す図。「春朗」の落款の

ある唯一の肉筆画。弘化 3 年（1846）など「朱鍾馗図
し ゅ し ょ う き ず

」を何図か描

いている。                鍾馗図（島根県立美術館） 

【「鍾馗図」が貧窮を救い画業に精進する】 

「（略）時
と き

に人あり。五月
さ つ き

幟
のぼり

の画
え

を請
こ

ふ、（邦俗
ほ う ぞ く

五月五日ハ男児の

祝日にして、此
こ

の日幟
のぼり

太刀
た ち

なと
ど

飾るを例
れ い

とす）、宗理直
ただち

に朱
し ゅ

をと

き、鐘
しょう

（ママ）馗
き

の図を画
え が

き与えしに、其
そ

の人大
おおい

に喜び、謝礼とし

て金二両注 1 を贈る、此
こ

の二両の金は、貧困せる宗理の身にありて

は、実に無上の宝
ほ う

貨
か

にして、他日
た じ つ

画名
が め い

を一世にならすも、此
こ

の贈
ぞ う

金
き ん

あるによりてなり。さて、宗理は日々生計に苦しみが、此
こ

の金を得

しより、忽
たちまち

志
こころざし

を一転し、妙見
みょうけん

注 2 を祈り、生涯画工をもて世を終

らんことを誓ひたり。これより日々朝まだきより筆を採
と

り、小夜
さ よ

ふけて人の寝静まる頃に

至り、夫
そ れ

より更に己
おのれ

が志す所を学び､腕萎
な

へ眼疲れて、漸
ようや

く筆を止め、蕎麦
そ ば

二
ふ た

椀
わ ん

を喫
き っ

して

臥
ふ

す。或
あるい

は曰
い わ

く、北斎死に至るまで、寝
し ん

に就
つ

く前には、かならず蕎麦
そ ば

を喫
き っ

するを例とせし

とぞ。三世豊国
とよくに

の妻の話」（『葛飾北斎伝』ｐ47～48 ルビは筆者による）。 

注 1金二両：約 20万円～26万円位か（2017年現在）。 

注 2）妙見
みょうけん

：柳島
やなぎしま

妙見
みょうけん

菩薩
ぼ さ つ

（現東京都墨田区
す み だ く

業平
な り ひ ら

5-7-7 にある日蓮宗：妙
みょう

見山法性寺
け ん ざ ん ほ っ し ょ う じ

の菩

薩）。北斎が信仰していた寺。北斗七星を主神とする。 

※永田生慈によれば、飯島虚心はこのエピソードを宗理時代（寛政 7 年～享和 4 年：1795

～1804）のことと混同しているとする（「北斎の画業と研究課題」：2005『北斎展図録』

所収）。『浮世絵画人伝』（関根黙庵
せ き ね も く あ ん

著。明治 32 年）にも同様の記事あり（ｐ108）。こ

の金により画業に精進することを柳島
やなぎしま

妙見
みょうけん

菩薩
ぼ さ つ

に祈願したという。 

【絵暦以外の最初の摺物】 

●摺物「冷水
ひ や み ず

売
う

り」（「白玉売図
し ら た ま う り ず

」とも。夏頃。横長版着色。絵暦以外の初の摺物。叢春

朗画。18.2×49.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※同名の歌舞伎の所
し ょ

作事
さ ご と

を絵にしたもの。上半分が確認されているが、ゴンクール『北斎』

によれば、奉書
ほ う し ょ

全紙判
ぜ ん し ば ん

の下半分に口上
こうじょう

書
か

きがあり、常盤津
と き わ づ

文字
も じ

太夫
た ゆ う

（二世か）の襲名
しゅうめい

披露会
ひ ろ う か い

の案内状であったという（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ46）。 

披露会は 7月 4日、巳
み

の刻（午前 10時頃）、両国京屋
き ょ う や

で催されたという。図は、冷や水

売りの若い男が、老木の下で商売の荷を下ろし、二つの桶
お け

に渡した天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

に腰掛け、手拭

で脇の下の汗を拭
ぬ ぐ

いながら休んでいる様子

を描く。 

摺物は、文化期より色紙判が主流とな

る。        冷水売（島根県立美術館） 

注）冷水売り：「水屋
み ず や

」とも呼ばれた商

売で、夏に冷水
ひ や み ず

に白玉
し ら た ま

と砂糖を入れて売る

行商人をいう。また、良質の井戸に恵まれ

ない所に神田
か ん だ

・玉川
た ま が わ

の余剰
よ じ ょ う

水
す い

を飲み水とし

て売る人もいた。一
い っ

荷
か

（天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の前後の二

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiIhd6Ezt7bAhXZ7WEKHd-eA3QQjRx6BAgBEAU&url=http://www.kmnh.jp/hokusai/tenji.html&psig=AOvVaw3akfkJo99Eqw2GDlR00qjw&ust=1529459300863918
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つの桶
お け

）を四文（筆者注：約 100 円。一文＝25 円で換算）程度で売ったという（「資料館

ノート」第 113号 江東区深川江戸資料館）。     

【摺物の名手北斎 生涯に 949 点】 

※摺物は、版元を通さず個人的に絵師に依頼して制作してもらうもので、絵暦・狂歌摺

物・催物案内（引札
ひ き ふ だ

）など多様な形態をとる。 

久保田一洋が海外のものも含めて調査したところによると、全 4,000 点弱の摺物中、北

斎のものは 949点あり、その内訳は、春朗期 21点、宗理期 197点、北斎期 610点、戴斗期

6 点、為一期 111点、卍期 4点あるという（2011年 11月現在の資料。島田賢太郎氏「台東

区生涯学習浮世絵講座『葛飾北斎』第二回：知られざる北斎壮年期の活動と摺物作品」に

よる）。 

北斎は、現存する全摺物の約 23.7％（4 分の 1 近く）を描いているという（以上の資料

の詳細については未見なので、紹介に留めたい）。 

●狂歌摺物「手
て

毬
ま り

と羽子板図
は ご い た ず

」（正月。春朗画。花押。朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

らの狂歌あり。2005 年

『北斎展』図録所収：永田生慈「北斎の画業と研究課題」ｐ12による） 

●摺物「菊籬
きくまがき

」（この頃か。横長判。叢春朗画） 

※菊が籬
まがき

一杯に乱れ咲く図（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ48による）。 

●摺物「大川端
お お か わ ば た

夕涼
ゆうすずみ

」（「隅
す み

田川
だ が わ

納涼
のうりょう

」とも。この頃か。春朗画。花押。横長判。着色。

21.0×51.1 日本浮世絵美術館蔵では「花火
は な び

」と題している） 

※花火見物の舟が多く浮かぶ大川端で、団扇
う ち わ

を持って床几
し ょ う ぎ

に座る女と花火を指さす赤子。

その脇に団扇を持って立っている女。もう一台の床几にも女が座り、袖を口に当てて花火

を見ている。二台の床几の間に前帯の女と赤子を抱いた女がいる。図左には花火の打ち上

げ軌跡が糸のように赤く描かれる。川に浮かぶ舟、川面、対岸の風景はシルエットのよう

に薄く描かれる。全紙判の下半分の図か。 

現在の隅田川の下流、特に吾妻
あ づ ま

橋
ば し

から新
し ん

大橋
お お は し

までを大川端
だ い か わ ば た

と呼んでいた。 

●絵暦「牛車図
う し ぐ る ま ず

」（あるいは「ぎっしゃ」と読むか。正月。丑
う し

年
ど し

にちなむ。叢春朗画） 

※永田生慈「北斎の画業と研究課題」（日本経済新聞社『2005 北斎展 図録』所収 ｐ

12 による）。「春朗」の落款があるものもあるという。 

 

寛政
か ん せ い

6（1794）甲
きのえ

寅
と ら

 35 歳 春
しゅん

朗
ろ う

、叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、君
ぐ ん

馬亭
ば て い

春
しゅん

朗
ろ う

、紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

（隠号）、

宗
そ う

理
り

（年末より）：（きみ：27歳）、（富之
と み の

助
す け

：8歳）、阿
お

美
み

与
よ

（6歳）、阿
お

鉄
て つ

（4歳） 

【この年までを春朗期とする。年末より宗理と号す】。 

◇1月 10日、麹町
こうじまち

平河
ひ ら か わ

町
ちょう

より出火(桜田
さ く ら だ

火事)。浅草・新吉原全焼。 

◇相撲興行（3月、深川八幡宮、11月、本所回向院）。 

◇4 月 2 日、夜の 12 時頃、吉原
よ し は ら

江戸
え ど

町
ちょう

二丁目（大門
お お も ん

口左側の地区）より出火、廓内が焼失

し仮住まいとなる。 

【写楽登場】 

◇5月、東洲
ひがししゅう

斎
さ い

写
し ゃ

楽
ら く

、役者大首
お お く び

絵
え

（雲母摺
き ら ず り

大判 28枚）を刊行（蔦屋重三郎版）。寛政 6年

5 月（1794）～寛政 7 年（1795）1 月まで閏 11 月を含めた 10 ヶ月程度で「江戸
え ど

三座
さ ん ざ

役者
や く し ゃ

似顔
に が お

絵
え

」など蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

から 145点（肉筆画 2点及び相撲絵を含む）を刊行したという。 

※「写
し ゃ

楽
ら く

 是
こ れ

また歌舞伎役者の似顔
に か お

を写せしか
が

、あまりに真
し ん

を書
か か

んとてあらぬさまに書き

なせしかは
ば

、長く世に行はれす
ず

。一両
いちりょう

年
ね ん

にして止む。（以下、式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

による補記）三馬
さ ん ば

按
あんずるに

、写
し ゃ

楽
ら く

号東洲
とうしゅう

斎
さ い

、江戸
え ど

八丁
はっちょう

堀
ぼ り

ニ住
じゅう

ス。僅
わずか

ニ半年余
あまり

行
おこな

ハルゝノミ」（『浮世絵類考』

大曲
おおまがり

駒村
く そ ん

による校訂底本。昭和 16年：1941）と記録されている(ルビは筆者による)。 
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注）岩波文庫版『浮世絵類考』（仲田勝之助編校 ｐ118）では、「これは哥
マ マ

舞伎役者の

似顔をうつせしが、あまり真を画
か

かんとてあらぬさまにかきなせし故、長く世に行はれず

一両年に而
し て

止ム」と記事に大差ない（ルビは筆者による）。 

※写
し ゃ

楽
ら く

は、八丁
はっちょう

堀
ぼ り

地蔵
じ ぞ う

橋
ば し

辺に住むか。瀬川
せ が わ

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

『諸家人
し ょ か じ ん

 江戸
え ど

方角分
ほ う が く わ け

』注の八丁
はっちょう

堀
ぼ り

に住

む人名一覧に、×印（死亡の印）として「号写
し ゃ

楽
ら く

斎
さ い

 地蔵
じ ぞ う

橋
ば し

」と記載されている（国立国

会図書館デジタルコレクション）。『新増補浮世絵類考』（龍
た つ

田舎
た の や

秋
しゅう

錦
き ん

）には「俗称斎藤
さ い と う

藤
と う

十郎
じゅうろう

兵衛
べ え

、八丁堀に住す。阿州候
あ し ゅ う こ う

の能役者也」とある（岩波本『浮世絵類考』(ｐ118)。 

注）同本は、寛政期～文化期までの江戸の文人の住所録。 

◇オランダ商館江戸参府。 

◇十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

、大坂にいたが秋に再び江戸に戻り、蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

の食客
しょっかく

となる（31）。 

◇6 月 12 日、一筆齋文調
いっぴつさいぶんちょう

没(寛政 3 年～4 年〈1791～92〉年とも。実際は生没年不明)。 

○歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、『役
や く

者
し ゃ

舞
ぶ

台
た い

之
の

姿
すがた

絵
え

』刊行開始（東洲
とうしゅう

斎
さ い

写
し ゃ

楽
ら く

を追い越す人気）。 

○式
し き

亭三
て い さ ん

馬
ば

、黄表紙『天道
て ん ど う

浮世
う き よ の

出
で

星
づ

操
か い

』（式亭
し き て い

三
さ ん

馬
ば

の黄表紙初作）。 

 

【春朗期の作品数と挿絵数】 
★「春朗期」の作品数(1984 年『浮世絵八華５ 北斎』所収、永田生慈「北斎の生涯」よ

り)。 

柱
はしら

絵
え

7 点、縦
た て

大判
お お ば ん

16 点、横
よ こ

大判
お お ば ん

13 点、縦
た て

間判
あ い ば ん

4 点、縦
た て

中判
ちゅうばん

45 点、細判
ほ そ ば ん

約 120点、幅広細判
は ば ひ ろ ほ そ ば ん

1 点、他掛物
か け も の

絵
え

・小判
こ ば ん

・中判
ちゅうばん

の絵暦
え ご よ み

数点。うち最多は細判
ほ そ ば ん

の役者絵（約 120 点）、次いで

縦
た て

中
ちゅう

判
ば ん

の美人画（約 30点）。 

※「春朗期」の挿絵（1984 年『浮世絵八華５ 北斎』所収、永田生慈「北斎の生涯」よ

り)。 

黄表紙 46種全 110冊(図数約 660図)。芝居絵本 4種以上。洒落本 3種 3冊(図数 3図)。噺
はなし

本 2種 2冊。談
だ ん

義
ぎ

本
ぼ ん

〈教訓本〉1種 5冊(図数 10図)。他(知られるもの 1種１図)。 

【妻きみ没す】 
★妻きみ没（27）。 

★この年、有
あ り

坂
さ か

五
ご

郎
ろ

八
は ち

（御家人。後の蹄斎北馬
て い さ い ほ く ば

）が入門する。その時の様子が記されてい

る。 

 「（略）その入門せし頃は、恰
あたか

も北斎が妻を喪
うしな

ひて、一人娘（長女阿
お

美
み

与
よ

）と暮し居り

たる頃なれば、北馬は北斎の家へ書生のやうに入込みて、画法を学び、傍
かたわ

ら家事の手伝ひ

などもしてありしが（略）」（香雨楼
こ う う ろ う

主人「北馬と文晁と北斎」〈前田
ま え だ

香
こ う

雪
せ つ

翁の談話に拠

りて記す〉の文を田崎暘之助『浮世絵の謎』（ｐ180）で紹介） 

 これによれば、北斎は妻の死後、6 歳の阿
お

美
み

与
よ

と二人暮らしをしている。阿
お

鉄
て つ

について

は夭逝とされているが、いつかは不明。 

★この頃、勝川
か つ か わ

派の大首
お お く び

絵
え

、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

の大首
お お く び

絵
え

の登場や蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

による写
し ゃ

楽
ら く

の絵等が評判で、春朗の役者絵は見いだされなかったという。 

★堤等淋
つつみとうりん

（生没年不詳）と親交する。後、娘お栄は等琳の門人南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

に嫁している。 

【勝川門から離れ、年末に宗理と号し、俵屋一門の頭領となる】 

★年末に俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

（二代目）を襲名
しゅうめい

。春朗号を門人の叢
そ う

豊
と よ

丸
ま る

(生年不詳～文化 14 年

〈1817〉前豊丸春朗
さきのとよまるしゅんろう

・二世勝川春朗
に せ い か つ か わ し ゅ ん ろ う

)に譲る。 

※「俵屋
た わ ら や

」は俵屋宗
た わ ら や そ う

達
た つ

や本阿弥
ほ ん あ み

光悦
こ う え つ

らによって開かれた琳派
り ん ぱ

の様式を目指した俵屋
た わ ら や

と称し

た一門の頭領
とうりょう

が用いたもの。俵屋
た わ ら や

一門は俳諧との繋がりが深い。雪門
せ つ も ん

の大島
お お じ ま

完来
か ん ら い

（雪中
せっちゅう

庵
あ ん
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三世、1748～1818）や岩波
い わ な み

午
ご

心
し ん

（葎
り っ

雪
せ つ

庵
あ ん

？～1817）などと提携した俳諧摺物が多くある。

俵屋風は酒
さ か

井
い

抱一
ほ う い つ

（1761～1822）に影響したといわれる（永田生慈『もっと知りたい葛飾

北斎』ｐ11）。 

※安田剛蔵は『画狂北斎』で「宗理時代に描いたものをみると、琳派の没骨法
も っ こ つ ほ う

注をとりい

れ或はその効果を打出していることに注意させられる」と述べている（ｐ60）。 

注）没
も っ

骨法
こ つ ほ う

：輪郭を描かず、初めから画面に形と色を同時にあらわすという技法（「ウキ

ペディア」による）。 

※式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の『浮世絵類考補記』（文政元～4 年頃）に「後年破門
は も ん

セラレテヨリ勝川
か つ か わ

ヲ改
あらた

メ 叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

ト云
い う

。其後
そ の ご

俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

ガ跡
あ と

ヲ続
つ ぎ

テ二代目宗
そ う

理
り

トナル(略)」とある（岩波文庫『浮

世絵類考』仲田勝之助編校 ｐ142。ルビは筆者による）。 

※永田生慈は「（北斎は）4 年近くそこの（江戸琳派
え ど り ん ぱ

）の棟梁になる」（『北斎美術館２ 

風景画』所収・加山又造×永田生慈対談より ｐ142）と述べている。勝川一門から離れ、

俵屋一門の頭領
とうりょう

となったのである。 

【菱川宗理は門人宗二】 

※『増補浮世絵類考』（斎藤月岑
さ い と う げ つ し ん

）には「（略）古
こ

俵屋宗理の跡を続
つ ぎ

て、二代目菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

となりたる比
こ ろ

、画風をかへたれど（宗理の頃は狂歌の摺物多し錦画
に し き え

はかゝず）未だ一派を

なさず（堤等琳
つつみとうりん

を慕ふ）」（岩波文庫『浮世絵類考』仲田勝之助編校 ｐ143。ルビは筆

者による）とある。 

一方、式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の『浮世絵類考補記』には「三馬
さ ん ば

按
あんずるに

三代目宗理ハ初メニ宗二
そ う じ

ト呼ベリ、

後年菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

ト名ノル」（岩波文庫『浮世絵類考』仲田勝之助編校 ｐ143。ルビは筆者

による）とあり、「菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

」は北斎の弟子の「宗二
そ う じ

改菱川宗理」を指している。『葛飾

北斎伝』には「菱川宗理、割注：此の名、門人俵屋宗理の後孫、宗二に譲る」とある（ｐ29）。 

以上のことから、菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

は、弟子の宗二
そ う じ

としているのが一般的である。⇒寛政 9 年

【菱川宗理は北斎にあらず】の項参照。 

 

【曲亭馬琴と初の共作か】 

●黄表紙『福寿海无量品玉
ふくじゅかいむりょうのしなだま

』(1 月。三冊。馬
ば

琴
き ん

戯作。画工名なし。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。国立国

会図書館蔵)  

※画風から春朗と認められている。馬琴の序文

に「とら初春」とある。春朗の挿絵とすれば、

初の馬琴作の挿絵制作となる。馬琴と北斎（勝

川春朗）の共作は、寛政 4 年（1792）の黄表紙

『花
は な

春
は る

虱
しらみの

道行
み ち ゆ き

』があるが、実在しない著作と

もされ、通説では、享和 4 年（1804）正月の

『小説比翼文
し ょ う せ つ ひ よ く も ん

』が馬琴との共作の初めとされ

る。       
福寿海无量品玉（立命館 ARCより） 

●黄表紙『 覗
のぞいて

見
み る

喩
たとえの

節
ふ し

穴
あ な

』（1 月。二冊。本膳亭
ほ ん ぜ ん て い

坪
つ ぼ

平
ひ ら

（坪
つ ぼ

比良
ひ ら

とも。生没年不詳。戯作者）

戯著。画工名なし。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵衛
べ え

版。国立国会図書館蔵） 

※画風から春朗と認められている（『年譜』による）。 

●黄表紙『七々里
な な さ と

富貴
ふ う き

』（1 月。角書
つ の が き

「小人
こ び と

じま」。二冊。作者名、画工名なし。村
む ら

田屋
た や

治郎
じ ろ

兵衛
べ え

版。早稲田大学図書館蔵） 

※安田剛蔵「北斎の黄表紙-4-白山人可候と合羽大仏の研究」（1975『浮世絵芸術』43）

では画工は春朗とし、『年譜』でも追認している。北斎による自画作か。 
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WEB「見世物興行年表」によると、寛政 4年～寛政 6 年条の「参考文献」に「『小人
こ び と

じま・

七々里
な な さ と

富貴
ふ う き

』黄表紙・勝川春朗（北斎）画・寛政六年刊。〈ネット〉早稲田大学図書館古

典籍総合データベース」とある。 

【初の狂歌本を手がける】 

●狂歌本『狂歌
き ょ う か

聯合女
れんごうおんな

品定
しなさだめ

』（4 月。角書
つ の が き

「回向院
え こ う い ん

奉納
ほ う の う

」一冊。三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

（赤松
あ か ま つ

正恒
ま さ つ ね

）

撰。細工
さ い く

叢春朗、同立川
た て か わ

船
せ ん

朝
ちょう

。板木
は ん ぎ

屋
や

鉄
て つ

次
じ

郎
ろ う

版。九州大学附属図書館蔵） 

※回向院
え こ う い ん

（現東京都墨田区
す み だ く

両国
りょうごく

2-8-10）開帳奉納の千穐連
せんしゅうれん

注狂歌集。「聯
れ ん

」とは、書や絵

を描いて柱や壁などに掛ける細長い板をいう。狂歌グループの千穐連
せんしゅうれん

の狂歌をまとめたも

のであるので「聯合
れ ん ご う

」と呼ぶ。板による聯
れ ん

に見立てて北斎が短冊状の枠内に人物を描き、

狂歌が添えられる画趣となっている。奥付に細工立川
た て か わ

船
せ ん

朝
ちょう

（詳細不明）の名があるので、

北斎が全図を描いたのではない。 

 また、細工とは、一般に彫刻を指すが、時に版下画工をいうこともあるという（楢崎宗

重『北斎論』ｐ65 アトリエ社）。一方で、同書では細工を彫刻の意味と取れば、「幼時

ならつた板木師の業を復活してゐたことになるであらう」とも記述している。 

注）千穐連：三陀羅法師〈1731～1814〉が主宰する狂歌グループ。 

※北斎の初の狂歌本。天保 2 年（1831）まで狂歌本に関わり、狂
きょう

詩本
し ぼ ん

・狂句本
き ょ う く ぼ ん

・俳書
は い し ょ

・発
ほ っ

句集
く し ゅ う

などの関連ジャンルを含めると 45点以上があるという（八木書店『江戸の絵本 画像

とテキストの綾なせる世界』所収、マティ・フォラー「葛飾北斎と初期門人たちー享和・

文化・文政期に焦点を絞って」ｐ266）。 

※狂歌隆盛の頃を反映し、狂歌本は私的出版物の狂歌集として流布した。有名絵師による

景物
け い ぶ つ

等の絵に、自作やグループの狂歌を添えて同好の者に披露したりした。印刷、紙、

装丁
そ う て い

等に懲
こ

り高価なものも少なくなかった。 

●墨絵「西王母
せ い お う ぼ

」(この頃か。大判板絵墨画三枚続き。各 37.9×74.9 立命館大学蔵) 

〈右図〉桃を入れた籠
か ご

を天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

で担
か つ

ぐ二人の

子。甕
か め

を頭に乗せた

男。その後ろにも男が

いる図。 

〈中図〉長い柄
え

の扇
おうぎ

を

立てている女二人と、

その間にいる西王母
せ い お う ぼ

。

お付きの女と子どもも

描かれる。 

〈左図〉荷車に

手をかけ右の方を見る

女。柄杓
ひ し ゃ く

で小川の水を掬
す く

おうとしている女の図。   西王母（立命館大学） 

●艶本
え ん ぽ ん

『會
え

本松
ほ ん ま つ

の内
う ち

』（この頃か。墨摺半紙本。三冊。但し、中巻一冊だけが確認されて

いる。紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

〈北斎の隠号〉の落款。 

※ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾚｲﾝ『伝記画集 北斎』ｐ337、及び白倉敬彦『絵入り春画艶本目録』平凡社よ

り） 

【役者絵から離れる】 

 この年以後、役者絵から離れる。但し、享和 3年（1803）正月、暦絵摺物「初代
し ょ だ い

中山
な か や ま

富
と み
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三郎
さ ぶ ろ う

と初代
し ょ だ い

岩井
い わ い

粂
く め

三郎
さ ぶ ろ う

」、文化 4 年（1807）3 月に「沢村
さ わ む ら

源之助
げ ん の す け

 梅
う め

のよし兵衛
べ え

」と

「瀬川路之
せ が わ み ち の

助
す け

の女房
にょうぼう

こむめ」の対、文政 7 年(1824)正月に摺物「色紙判五枚揃
し き し ば ん ご ま い そ ろ い

役者
や く し ゃ

絵
え

」

〈三代目
さ ん だ い め

市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

と七代目
し ち だ い め

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

〉などを例外的に描いている。 

●役者絵「岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

 月
つ き

さよ」（1月頃。細判錦絵。春朗画。島根県立美術館蔵） 

※1月 3日よりの河原崎
か わ ら ざ き

座「御曳花愛敬曽我
ご ひ い き あ い き ょ う そ が

」に取材（『年譜』による）。 

●役者絵「三代目瀬
せ

川
が わ

菊
き く

之
の

丞
じょう

のげいしゃ小菊
こ ぎ く

」(細判錦絵。春朗画。松村屋
ま つ む ら や

弥
や

兵衛
へ え

版) 

※2 月 1 日よりの都座
み や こ ざ

「初曙観曽我
はつあけぼのかおみせそが

」に取材か。天明 5 年 1 月 15 日よりの桐座
き り ざ

「重々々詞曽我
や え ひ と え こ と の は そ が

」に取材したものとする説あり（伊澤慶治「勝川春朗の役者絵考証（未定

稿）について」：『浮世絵芸術』79号）〈『年譜』所収資料〉。 

図は、窓から石燈籠の見える部屋に立つ菊之丞演じる小菊。屏風の前には盆に乗せた食

物碗と湯差しが置かれている。 

●役者絵「浅尾
あ さ お

為
た め

十郎
じゅうろう

と五世市
い ち

川
か わ

団十郎
だんじゅうろう

」(細判錦絵。春朗画。版元不明。30.4×13.7 

ミネアポリス美術館蔵) 

●役者絵「中村
な か む ら

のしほ」（細判錦絵。春朗画。版元：山に善） 

※「中村のしお」は、歌舞伎役者の二代目中
な か

村
む ら

野塩
の し お

（ 1759～

1800）。戸口のある板塀の前で、打掛
う ち か け

を着て、刀を背に挿し、両手

で尺八を持つ姿を描く。               中村のしほ 

●摺物「砧図
き ぬ た ず

」（8 月。「砧打図
き ぬ た う ち ず

」とも。寅
い ん

南呂
な ん り ょ

注。摺物。君
ぐ ん

馬亭
ば て い

春

朗画） 

注）寅
い ん

南呂
な ん り ょ

：南呂
な ん り ょ

は 8月の異名
い み ょ う

。寅年の 8月を示す。 

※「君
ぐ ん

馬亭
ば て い

春朗画」とあり、「羊」を削除して「君」のみとしたの

は、妻の死を悲しんだ付則的なもので「春朗」が正式な号とされ

る。「群馬亭
ぐ ん ば て い

」は天明 5～6年(1785～86)にのみ用いられた。 

●絵暦「拳
け ん

相撲
ず も う

」（1 月。叢春朗画。「絵師叢春朗」の落款もある

という） 

※拳相撲は、小さな土俵を作り、行事を置き、東西に分れて拳
け ん

を争

う遊び。「狐
きつね

拳
け ん

」「藤八
と う は ち

拳
け ん

」とも。両手を前に出して狐の真似をす

る「狐」は、膝に手を置く「庄屋」に勝ち、「庄屋」は、鉄砲をかまえる「猟師」に勝ち、

「猟師」は「狐」に勝つ。お互いにそれぞれの手真似をして勝敗を表す。図は、櫓
やぐら

仕立て

の土俵上に座り拳
け ん

相撲
ず も う

をする二人の女を描く。 

 

寛政
か ん せ い

7（1795）乙
きのと

卯
う

 36 歳 勝川春朗
かつかわしゅんろう

（黄表紙のみ）、宗
そ う

理
り

、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

 □印 ：完
か ん

知
ち

、完
か ん

（津和野藩伝来摺物より）：（富之
と み の

助
す け

：9歳）、阿
お

美
み

与
よ

（7歳）、阿
お

鉄
て つ

（5歳） 

【浮世絵一枚十六文～十八文】 

◇「番
わ ら

ひ絵
え

」(「笑絵
わ ら い え

」とも。春画のこと)禁止令。浮世絵一枚絵の値を 16文（約 400円）

から 18文（約 450円）の間に制限（１文＝250円で換算）。 

◇相撲興行（3月、本所回向院、11月、浅草八幡宮）。 

◇江戸の女
おんな

髪結
か み ゆ い

を禁止。贅沢禁止の一環。 

◇富士講
ふ じ こ う

禁止町触
ま ち ふ れ

。安永 4 年（1775）の講
こ う

禁止令に続くもの。「近年
き ん ね ん

富士講
ふ じ こ う

と唱
と な

え」と講

名を明確にして禁止した（『大江戸万華鏡 ひとづくり風土記 13 48』より） 

◇4月 29日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の義母没。以後、馬琴は履物屋を辞め文筆に専念する。 

◇7月 17日、丸山応挙
ま る や ま お う き ょ

没（63）。 
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○本
も と

居宣
お り の り

長
な が

、随筆『玉
た ま

勝間
か つ ま

』刊。 

 

【宗理期始まる】 

★この頃、浅草大六天
あ さ く さ だ い ろ く て ん

榊
さかき

脇町
わ き ま ち

注に住む。『浮世絵類考』(岩波文庫版 ｐ141)に「（割注：二 

代目宗理元春朗 上手）狂哥
きょううか

はいかゐ等の摺物画に名高く、浅草
あ さ く さ

大六
だ い ろ く

天榊
てんさかき

の脇
わ き

町
ま ち

に住
す む

」とある。 

注）大六天
だ い ろ く て ん

榊
さかき

神社
じ ん じ ゃ

（現東京都台東区蔵
く ら

前
ま え

1-4-3）が近くにある。 

★正月、「大筒
お お づ つ

射図
し ゃ ず

」で宗
そ う

理
り

の落款を初めて使用(前年 8月以降に宗理を襲名したか。寛政

10 年（1798）8月頃まで使用)。但し、黄表紙にはしばらく「春朗」が用いられる。 

※初世宗
そ う

理
り

は大和絵
や ま と え

の住
す み

吉
よ し

派より出る。この一門は、江戸で琳派
り ん ぱ

様式を広めた画派で、俳

諧との繋がりが深い。北斎も俳諧や狂歌に親しんだところから「宗理」（二代）を襲名し

たか。 

 

●黄表紙『しわみうせ薬
ぐすり

』（1 月。角書
つ の が き

「才
さ い

布
ふ

の紐
ひ も

」。三冊。本膳亭
ほ ん ぜ ん て い

坪
つ ぼ

比
ひ

良
ら

（平
ひ ら

）戯作。

画工名なし。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵
べ

衛
え

版。国立国会図書

館蔵） 

※画風により宗理と認められている。『世界

を魅了した鬼才絵師葛飾北斎』（河出書房新

社 2016年）では「勝川春朗画」としている

（ｐ49）。   しわみうせ薬（国立国会図書館） 

●黄表紙『平
マ マ

（手
て

）前
ま え

漬
づ け

赤
あ こ

穂
う の

塩
し お

辛
か ら

』（1 月。

角書
つ の が き

「无
もっとも

世
せ

界
か い

忠
ち ゅ う

臣
し ん

蔵
ぐ ら

」。「塩辛
し お か ら

」は辛＋塩の

合成文字一字となっている。二冊。本膳亭
ほ ん ぜ ん て い

坪
つ ぼ

平
ひ ら

述。画工名なし。榎
え の

本屋
も と や

吉
き ち

兵衛
べ え

版） 

※画風により宗理と認められている。 

【この年より狂歌絵本に意欲】 
※寛政 7 年～享和年間まで狂歌絵本に携わる。狂歌は、江戸初期は上方で流行したが、江

戸では明和 6 年（1769）、唐
か ら

衣
ごろも

橘
き っ

洲
しゅう

（1743～1802）が江戸の自宅で開いた狂歌会から流行

し、四方
よ も の

赤
あ か

良
ら

（太田南畝：1749～1823）により更に隆盛した。天明 3 年（1783）以降は、

橘洲の四谷連
よ つ や れ ん

より、滑稽諧謔風の四方赤良の四方
よ も

連
れ ん

と朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の朱
あ け

楽
ら

連
れ ん

の山
や ま

手
て

側
が わ

と呼ばれ

るグループが主流となり、天明ぶりとして、俳諧での摺物が狂歌界でも狂歌絵本として刊

行されるようになった。詠まれた狂歌の内容に添った画を絵師に依頼し、帖仕立てにした

ものが一般的である。 

注）側
が わ

：狂歌グループで大きな集団を「側
が わ

」、小さな集団を「連
れ ん

」という。 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

歳
さ い

旦
た ん

 江戸
え ど

紫
むらさき

』（1月。墨摺摺物。万
ま ん

亀亭
き て い

花
はなの

江戸
え ど

住
ず み

〈江
え

戸
ど

花
か

住
じゅう

〉（筆者注：？～1805）撰。宗理画。○印完。

松山堂
ま つ や ま ど う

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈年
ね ん

礼
れ い

の図
ず

〉一図を描く。 

※河井物
か わ い ぶ つ

梁
りょう

〈ゆつたりと春
は る

の日
ひ

あしも長袴
ながばかま

 田寉
た か く

（田鶴）のあ

ゆみと見
み

ゆる年
ね ん

礼
れ い

〉の狂歌に添えて、年始挨拶の長袴に 裃
かみしも

姿

の侍の後姿を描く。         年礼の図（島根県立美術館） 

他に、鹿
し か

都部
つ べ

真顔
ま が お

（四方
よ も の

歌垣
う た が き

）、森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

注（万象亭
ま ん ぞ う て い

）、

喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、鳥文
ちょうぶん

斎
さ い

英之
え い し

、渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

、篠原女
し の は ら じ ょ

等が描

く。 
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注）森羅
し ん ら

万象
ま ん ぞ う

：1754～1810。狂歌名。他に、竹
た け

杖
つ え

為
す

軽
が る

。本名：森島中
もりしまちゅう

良
りょう

。通称：万蔵
ま ん ぞ う

。 

※ここで前年の末に改号した宗理号が「大筒
お お づ つ

射図
し ゃ ず

」などと同様に用いられた。 

●狂歌絵本『桜
さくら

杜鵑狂
ほととぎすきょう

歌集
か し ゅ う

（仮題）』（この頃か〈1990 講談社『秘蔵浮世絵ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ』による〉。着色摺絵入り狂歌本一冊。摺物。宗理画。後補題簽
だ い せ ん

には「狂歌摺物本 

宗理」とある。南海堂
な ん か い ど う

（伝不詳）の私家版。全 14丁半。22.0×15.8） 

※桜を画材にした 36人 36 首と、杜鵑
ほととぎす

を画材にした 36人 36首を集めた狂歌集。 

●狂歌絵本『四方
よ も

の巴流
は る

』（1 月。『四方
よ も

の春』とも。折本一帖。四方側
よ も が わ

狂歌本。鹿
し か

都部
つ べ

（狂歌堂
き ょ う か ど う

）真顔
ま が お

（四方
よ も の

歌垣
う た が き

）編。北斎宗理画。鳥
ちょう

文
ぶ ん

斎
さ い

栄之
え い し

、渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

等も描く。

蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/立命館大学図書館蔵） 

※宗理の狂歌がある。「霞
かすみ

ひく筆
ふ で

のちからのふニ筑波
つ く ば

 かくも長閑
の ど け

きけふの書初
か き ぞ め

 完智宗

理」（『年譜』による）。 

図は、柳のある岸辺から出る渡し舟に、馬・駕篭・漫才師・娘や男たちなどが乗って、

船頭が力一杯棹
さ お

を差している「初春の渡し舟図」一図が描かれる。 

※『年譜』では、この年と寛政 8 年（1796）にも『『四方
よ も

の巴流
は る

』』の記載がある。文政

11 年（1828）正月刊の狂歌絵本『四方廼
よ も の

巴流
は る

』（北斎は描かず）とは別本。 

●絵暦「大筒
お お づ つ

射図
し ゃ ず

」（「鉄砲
て っ ぽ う

（大筒
お お づ つ

）を担
か つ

ぐ武士
ぶ し

」とも。1 月。淡彩摺物。宗理写。○印完

知。10.5×13.7 日本浮世絵博物館蔵） 

※図に「大筒
お お づ つ

正目
し ょ う め

三百八十一貫
さんびゃくはちじゅういっかん

九百
きゅうひゃく

●
？

（六か）十二文目
じ ゅ う に も ん め

 寛政七乙
きのと

卯
う

年
のとし

正月吉辰
き っ し ん

」

「稲葉喜三郎
い な ば き さ ぶ ろ う

承休
じょうきゅう

」の書き込みがある。「大筒」の「大：で、大の月を表し、「正目
し ょ う め

」

(筆者注：目方)の「正」が正月を示す。以下、三・八・十一・九・六・十二が大の月で、

それ以外が小の月を示している。稲葉
い な ば

喜三郎
き さ ぶ ろ う

・

印承休
じょうきゅう

という人物がこの摺物を配ったものと

考えられている。 裃
かみしも

姿の侍が左膝を立てて

大筒
お お づ つ

を構えている図。 
大筒射図（日本浮世絵博物館蔵） 

同図は、「津和野藩
つ わ の は ん

伝来摺物
で ん ら い す り も の

」として島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝにも所蔵されている（本

稿「寛政年間」を参照） 

※明和 5 年（1768）、北尾
き た お

重政
し げ ま さ

『絵本
え ほ ん

吾妻
あ づ ま

の

花
は な

』（『日本風俗図会 11諿
しゅう

』所収。国立国会

図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ）の浅草寺
せ ん そ う じ

図の左上に、稲

葉六郎太夫として同図柄に似た絵馬が描かれている。 

●絵暦「ざしき万
ま ん

ざいの大小
だいしょう

」（「座敷
ざ し き

万歳図
ま ん ざ い ず

」とも。正月。横長判摺物。着色。宗理画。

○印完。アムステルダム国立美術館蔵） 

※同図は「津和野藩
つ わ の は ん

伝来摺物
で ん ら い す り も の

」の一図として、島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝにも所蔵され

ている。落穂庵小金厚丸の文の後に「寛政七 乙卯のはる」とある。本稿「寛政年間」項

を参照。 

 

寛政
か ん せ い

8（1796）丙
きのえ

辰
た つ

 37歳 北斎
ほ く さ い

、百淋宗
ひゃくりんそう

理
り

、俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、宗
そ う

理
り

、 □印：百
ひゃく

林
り ん

、

完
か ん

、知
ち

、完
か ん

知
ち

（津和野藩伝来摺物より）：こと（26 歳）、（富之
と み の

助
す け

：10 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（8

歳）阿
お

鉄
て つ

（6歳） 

◇相撲興行（3月、本所回向院。10月、本所回向院）。 
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◇11月、市川
い ち か わ

海老蔵
え び ぞ う

（五代市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

）、都座
み や こ ざ

の公演で引退。 

◇稲村
い な む ら

三
さ ん

伯
ぱ く

ら、フランス人フランソワ・ハルマ（François Halma）の『蘭仏
ら ん ふ つ

辞書
じ し ょ

』から初

の和蘭辞書『波留
は る

麻
ま

和解
わ げ

』を完成。 

◇寛政 5 年（1793）の禁止令に続き、一枚絵の中に、評判の水茶屋の女や芸者などの名前

を判じ物にして書き入れることを禁ず。 

◇琉球使節来朝。寛政 7年（1795）即位した尚
しょう

温
お ん

王
お う

の謝恩
し ゃ お ん

使
し

（琉球王に即位した報告）。 

【曲亭馬琴の読本第一作】 

○曲
きょく

亭
て い

馬
ば

琴
き ん

（30歳）、読本第一作『高尾
た か お

船
せ ん

字
じ

文
も ん

』 

○烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

、『喜
き

美談語
み だ ん ご

』（主催する「噺
はなし

の会」による小咄） 

○桑楊
そ う よ う

庵
あ ん

（俗称：頭 光
つむりのひかる

）、春興狂歌本『百
も も

さへつ
ず

り』 

○司馬
し ば

江漢
こ う か ん

、「相州鎌倉七里
そうしゅうかまくらしちりが

浜図
は ま ず

」（「寛

政丙
きのえ

辰
た つ

夏六月二十四日」「西洋画士 東都 

江漢
こ う か ん

司馬
し ば

峻
しゅん

注 描写」の書込みあり。 

注）江漢司馬
し ば

峻
しゅん

：「峻
しゅん

」は、司馬
し ば

江漢
こ う か ん

の本

名：安藤
あ ん ど う

峻
しゅん

からのもので、西洋式に名前・

姓の順にしたものか。 

※洋風画のこの絵から北斎は寛政 10 年～13

年頃の洋画風「江
え

の島図
し ま ず

」（「江
え

の島
し ま

風景
ふ う け い

」とも。ほくさゐうつす）を着想した

といわれる。相州鎌倉七里浜図（神戸市立博物館） 

【「こと」と再婚】 

★後妻こと女（小兎
こ と

？）と結婚。 

※北斎の墓のある誓
せ い

教寺
き ょ う じ

の過去帳、文政 11 年（1828）6 月 5 日条に「性
せ い

善
ぜ ん

院法屋妙授
いんほうおくみょうじゅ

信女
し ん に ょ

 

文政十一年戌子
つちのえね

歳 六月五日」とあるという。「妙」の字が名を表すものであり、「信女
し ん に ょ

」

は女性の戒名の通例であるので、「信」を「こと」と読んで名とする従来の呼び方を否定

して、名は「たえ」であるとする説がある（1993『大揃い 北斎 日本浮世絵博物館所蔵』

（ｐ139）読売新聞社）。 

【住吉広行に土佐派を学ぶか】 

★この頃、狩野
か の う

派、土佐
と さ

派およびその江戸の分派である住吉
す み よ し

行
ゆ き

広
ひ ろ

（1755～1811 通称：

内記
な い き

）の住吉
す み よ し

派（土佐派注）などを学び、その後にも、司馬
し ば

江漢
こ う か ん

の洋画風、南画
な ん が

（文人

画）、京都の若
じゃく

沖
ちゅう

・蕭
しょう

白
は く

などに関心を持ったことは指摘されている（リチャード・レイン

『伝記画集 北斎』ｐ22）。 

 但し、司馬
し ば

江漢
こ う か ん

につき西洋画・油絵画法を学んだとされるが、実際についたのではなく、

私的に江漢
こ う か ん

の絵を学んだということか。それは他の画家についてもいえよう。 

注）土佐派：平安時代以来の大和絵の伝統を受け継いだ画派。室町前期、宮廷の絵所
え ど こ ろ

預
あずかり

であった藤原
ふ じ わ ら

行光
ゆ き み つ

が祖とされ、行
ゆ き

広
ひ ろ

が土佐を名乗って成立。室町後期の土佐
と さ

光信
み つ の ぶ

によって

隆盛をみた。漢画の狩野
か の う

派と並ぶ画派として江戸末期まで続いた(「デジタル大辞泉」よ

り)。大和絵
や ま と え

の伝統を継承して、もっとも長くその主流を占めた画派（小学館『日本大百

科全書』より）。 

【摺物にも意欲】 

★宗理期には役者絵などの錦絵を描かず、主に狂歌、俳諧の摺物、絵暦の分野に活躍。

『浮世絵類考』（大曲
おおまがり

駒村
く そ ん

の校訂底本。岩波文庫版ｐ144）では「（二代目宗理）これま

https://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E5%92%8C%E7%B5%B5-649409#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%94%BB%E6%B4%BE-465550
https://kotobank.jp/word/%E6%BC%A2%E7%94%BB-48478#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%8B%A9%E9%87%8E%E6%B4%BE-46011#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%8B%A9%E9%87%8E%E6%B4%BE-46011#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
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た狂歌、摺物の画
え

に名高し。浅草に住
す む

。すべて摺物
す り も の

の絵は錦絵に似ざるを貴
とうと

ぶとぞ注」と

評している。 

注）錦絵に似ざるを貴
とうと

ぶとぞ：錦絵のように売り物を主眼としないということか。それと

も錦絵のように派手な絵柄や色彩を用いないということか、本意不明の文。 

※天明 3 年（1783）には狂歌師は 350 名～360 名程いたらしい（1984 平凡社『浮世絵八華

５北斎』所収、永田生慈「北斎の生涯」ｐ127）。天明以降の狂歌の隆盛にともない、北

斎に狂歌師による狂歌本摺物注の依頼が増えていった。 

注）「摺物
す り も の

」とは、狂歌や俳諧の作品発表、襲名披露、開店案内、年賀挨拶、長唄・浄瑠

璃の開催案内(プログラム)などのための私的出版物(私家版の入
にゅう

銀本
ぎ ん ぼ ん

)で、浮世絵などを添

えて出すもの。特に新作狂歌を添えた年賀用(歳旦摺物
さ い た ん す り も の

)が多い。 

 

●黄表紙『朝比奈
あ さ ひ な

御髭
お ひ げ

の塵
ち り

』（二冊。桜川
さくらかわ

慈悲
じ ひ

成
な り

〈芝
し ば

楽亭
ら く て い

〉注作。画工名なし。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館蔵） 

注）桜川
さくらがわ

慈悲
じ ひ

成
な り

：1762～1833または 1839。戯作者・落語家。 

※宗理の挿絵かどうか不明とされる。 

●狂歌絵本『絵馬合女仮名
え ま あ わ せ お ん な か な

手本
で ほ ん

』（4 月。墨摺半紙本一冊。三陀羅法師
さ ん だ ら ほ う し

（千秋連
せんしゅうれん

）撰。画

工名なし。松山堂
ま つ や ま ど う

版。20.8×15.0 東京国立博物館/初瀬川文庫蔵） 

※人形浄瑠璃や歌舞伎の「仮名手本忠臣蔵」全十一段を、狂歌と女性の姿で見立てて描く。

初段～十一段まで、いろは順に各一丁に 4 首、最後に「十一丁切」として 3 首を載せ、忠

臣蔵四十七士にあやかり計 47首で纏めている。各丁の上または下半分に北斎の画が載せら

れる。寛政 8 年の芝泉
せ ん

岳寺
が く じ

の開帳に合わせて制作されたとされる。北斎は、百琳宗理名で

「つ」の段の狂歌「つれもなき恋の山路
や ま じ

のかへるさに 跡
あ と

より声をかけてくと
ど

かん」を詠

んでいる。 

※第二版が寛政 11 年(1799）に刊行され、宗理・百林画、江戸松山堂
ま つ や ま ど う

とある（楢崎宗重

『北斎論』ｐ146）。 

●狂歌絵本『春
は る

の 曙
あけぼの

』（折本着色一帖。摺物。芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

撰。百淋宗理画。 北斎館/東

洋文庫ミュージアム蔵） 

※芍薬亭長根らの菅原連
す が わ ら れ ん

による歳旦狂歌集。「枕草子」の冒頭文「春はあけぼの」を意識

したもの。喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

と一図ずつ描いている。この本、現存３例のみという） 

☆〈春
は る

の曙
あけぼの

を見
み

る貴婦人
き ふ じ ん

〉（着色。17.1×38.3） 

※開け放した部屋から外を眺める二人

の娘と禿
かむろ

髪の子ども。図の右の文箱に

「春曙抄
しゅんしょしょう

」と書かれて、北村季吟
き た む ら き ぎ ん

の

「枕草子」注釈本を意識したものと思

われる。喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

も〈やつし枕草

子〉で御簾
み す

を巻き上げる女と、外を見

る娘を描いている。 
春の曙を見る貴婦人（東洋文庫ミュージアム） 

●狂歌絵本『春興帖
しゅんきょうじょう

』（森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

編。北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

〈山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

〉及び北斎宗理画。四方側
よ も が わ

版。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※寛政 10 年（1798）版もある(2010 八木書店『江戸の絵本』所収、マティ・フォラー「葛

飾北斎と初期門人たち」ｐ288）。寛政 10年の項参照。 

●狂歌絵本『帰化
し き な み

種
ぐ さ

』（春。半紙本墨摺一冊。9 図全図描く。清涼亭
せいりょうてい

菅伎
す が き

撰。百淋宗理画。

東洋文庫ミュージアム/シカゴ美術館蔵） 
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※万象亭
ま ん ぞ う て い

（森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

）の序文に「寛政たつの春」とある。想像上の異国風俗を描く。

〈崑侖
く ろ ん ぼ

国
し ま

〉〈小人
こ び と

国
し ま

〉〈女
にょうご

国
し ま

〉〈長脚
あ し な が

国
し ま

〉（文化 3年：1806『風俗狂歌摺物帖』でも描い

ている）〈聶
ミ ゝ

耳
な か

国
し ま

〉〈穿
は ら

胸
あ な

国
し ま

〉〈手臂
て な が

国
し ま

〉〈擔汲
し ゝ

国
こ く

〉〈羅刹
お に

鬼
が

国
し ま

〉（この図のみ見開きの

墨摺） 

【副号としての北斎現る】 
※宗理号に付けられた「北斎」が登場した。この号は、「前」「改」などを付したヴァリ

エーションはありながらも、なんらかの形でほぼ生涯にわたって用いられる。 

※この年正月版の数種の摺物に「北斎」の署名が初めて用いられる（『もっと知りたい葛

飾北斎』永田生慈監修）。 

●肉筆画「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」（この頃か。紙本墨絵淡彩一幅。北斎宗理画。印完知。116.5×34.0 

大英博物館蔵） 

※掛幅仕立ての図。縦長の画面の右下から図の中央に向けて枝が左に伸び、幹から垂直に

上に向けて枝が伸びている。薄墨で描いた梅の木に白梅が蕾
つぼみ

を付けたり咲いたりしている。

四方
よ も の

歌垣
う た が き

真顔
ま が お

の賛には「うく
ぐ

いすのはつ音
ね

は 親の異見
い け ん

より きけハ
ば

身にしむ 春の朝起
あ さ お き

」

とある。 

【この年より画風一変、宗理型美人も登場】 

★宗理期では、宗
そ う

理型
り が た

美人図（瓜実顔
う り ざ ね か お

〈瓜の種のように白くて面長
お も な が

の顔〉、小さな目、お

ちょぼ口、細身で背が高く不自然なほど首を傾ける）が特徴。宗理様式は宗理号を離れて

も文化初期にまで続く。 

●肉筆画「遊女図
ゆ う じ ょ ず

」（この頃か。北斎宗理戲画。印完知。紙本着色一幅。70.9××24.0 

フリーア美術館蔵） 

※床入
と こ い

れ後の遊女の姿。襟や裾が乱れ、急いで着物を着た様子。浴衣の

上に着た黒地の仕掛
し か け

 注の襟の一部を口にくわえて放心した表情で立って

いる。裾が乱れ白い足が覗いている。だらりと下げた右手には手紙らし

きものが握られている。 

注）仕掛
し か け

：着物の打掛
う ち か け

のこと。着物の上に更に羽織るもので、裾に綿が

入る。遊郭では仕掛という。            
遊女図（フリーア美術館）  

●肉筆画「花魁立姿図
お い ら ん り っ し ず

」（紙本淡彩一幅。北斎宗理画。

印完知。94･3×27･6 ミネアポリス美術館蔵）          

※誰哉
た そ や

行燈
あ ん ど ん

（吉原で妓
ぎ

楼
ろ う

の戸前
こ ぜ ん

にかかげ往来を照らした

木製の行燈）を背にして立つ遊女。森羅亭
し ん ら て い

（森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

）

の賛あり。 

※寛政 10 年～12 年（1798～80）の「花魁図
お い ら ん ず

」同様に、

横向きの花魁図
お い ら ん ず

は北斎の得意とするところ。享和元年～

文化 2 年（1801～05）にも横座りの「花魁図
お い ら ん ず

」（紙本淡彩一幅）があ

る。                 花魁立姿図（ミネアポリス美術館） 

●肉筆画「夜
よ

鷹図
た か ず

」（寛政 9 年～10 年〈1977～1978〉説あり。紙本淡彩

一幅。北斎宗理画。○印辰政。99.7×28.0 細見美術館蔵） 

※古くは「柳
りゅう

下辻
か つ じ

君
ぎ み

」と称された図。垂れた柳は川辺の木陰を暗示し、

二羽の蝙蝠
こ う も り

は夜を象徴するという（『原色浮世絵第百科事典』第八

巻）。傘を持ち、吹き流しに被った手拭の端を噛み、髷
ま げ

に結んだ紅裂
べ に ぎ れ

を

見せて後ろ向きに立つ夜鷹の図。
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※夜鷹は一転び 24文(約 600円。蕎麦一杯 16文なので、二転びで蕎麦三杯分といわれた）。

一日 10 人（240文=約 6000円）といわれる（1文＝25円で換算）。 

「夜
よ

鷹
た か

番屋
ば ん や

の事、駒止
こ ま と め

橋
は し

の際
き わ

に草鞋
わ ら じ

を売つて居た番屋があつたが、妙な

習慣で本所
ほ ん じ ょ

の吉田
よ し だ

町
ちょう

から稼ぎに来る辻
つ じ

君
ぎ み

即ち夜
よ

鷹
た か

連は此
こ の

番屋の空地
あ き ち

へ

集合
あ つ ま っ

て、各自にお化粧をして夫
そ れ

から稼
か せ

ぎ場所へ出
で

掛
か け

たのである、乃
そ こ

で夜
よ る

鷹
た か

番屋
ば ん や

と異名
い み よ う

を取つたとやら」(大正 2 年成光館出版部『趣味研究 大江

戸 全』所収、元晋一「両国の面影」)。 

※夜鷹番屋が本所の吉田町
よ し だ ち ょ う

（現東京都墨田区石原
い し わ ら

4 丁目一帯）にあり、

そこで筵
むしろ

、衣装、傘などを借り、両国薬
や

研
げ ん

堀
ほ り

注辺りに出かけた。四谷鮫
さ め

河
か わ

橋
ば し

にも番屋があり、ここからも 四谷堀
ほ り

橋
は し

、牛込
う し ご め

桜
さくら

ノ馬場
ば ば

、愛宕
あ た ご

辺り

に出かけたという。縞模様の綿の着物、後帯
うしろおび

・前垂
ま え だ れ

姿
すがた

という。 

注）両国薬研堀：両国及び両国橋西側の薬研堀（現東京都中央区東日本

橋 2丁目辺を指すか）。 

夜鷹図（細見美術館） 

●扇面肉筆画「布袋図
ほ て い ず

 」（北斎宗理画。朱
し ゅ

文
ぶ ん

手書
て が き

「百林
ひゃくりん

」（寛政 8 年～

9 年〈1796～97〉に使用）の落款があるので、この頃か。紙本扇面着色

一幅 16.7×47.8 島根県立美術館蔵） 

※布袋
ほ て い

が「寿」の字を書き終えた図。「寿」の紙中に落款がある。 

●肉筆画「中国
ちゅうごく

武人図
ぶ じ ん ず

」（「漢武人一人立図
か ん ぶ じ ん ひ と り た ち ず

」とも。絹本着色一幅。北斎宗理画。印完知。

52･4×20･6 東京国立博物館蔵） 

※この武人は『三国志演義
さ ん ご く し え ん ぎ

』に登場する趙
ちょう

雲
う ん

とみられている。趙
ちょう

雲
う ん

は、

中国後漢
ご か ん

末から三国時代の蜀漢
しょくかん

にかけての将軍。口髭を生やした恰幅
か っ ぷ く

の

よい武人が兜を被り武装して、上下に刃のついた槍を左の小脇に抱え持

ち、右手を胸の前に置き、左前方を見据えている。兜や体に巻く装着は

赤い色で描いている。       

中国武人図（東京国立博物館） 

●肉筆画「涼
りょう

をとる美人図
び じ ん ず

」（絹本淡彩一幅。北斎宗理画。印完知。

95.2×31.2。個人蔵） 

※蚊帳
か や

から出て、暑さをしのぐため、団扇を持って

涼む女は、浴衣の胸をはだけ、帯も締めずに立って

いる。藍色の模様の浴衣の裾からは右足の脛が覗い

ていて、典型的な宗理様式の美人図といわれる。   

涼をとる美人図（m.blog.daum.net より転載） 

●肉筆画「黃
こ う

石
せ き

公
こ う

と張
ちょう

良図
り ょ う ず

」（紙本着色一幅。栄齋宗州応需
え い さ い そ う し ゅ う の も と め に お う ず

 北斎宗

理画。○印辰政。114.5×47.0 日本浮世絵博物館蔵） 
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※謡曲等の「黄石
こ う せ き

公
こ う

と張
ちょう

良
りょう

」の話からの取材。張
ちょう

良
りょう

が土橋の上で黄石
こ う せ き

公
こ う

から太公望
た い こ う ぼ う

の兵書を授けられている場面。この兵書により張
ちょう

良
りょう

は漢の

軍師
ぐ ん し

となった。 

黃石公と張良図（日本浮世絵博物館） 

●肉筆画「馬上
ば じ ょ う

農夫図
の う ふ ず

」（「帰農図
き の う ず

」とも。紙本着

色一幅。北斎宗理画。○印辰政。83.3×26.1 日本浮

世絵博物館蔵） 

※農夫が仕事を終え、馬に乗って家に帰る図。手綱
た づ な

を取らず、両手を鞍
く ら

の背に回して身体を反らせて馬

に乗っている。杭
く い

の挿し並べてある道筋は右に大き

く弧を描いている。図上部には稲葉
い な ば

華渓
か け い

（1745～

99）の賛「清風一襟
せ い ふ う い っ き ん

邨
そ ん

前夕
ぜんのゆうべ

 長流萬里
ちょうりゅうばんり

濯馬蹄
ばていをあらう

 華渓
か け い

老人
ろ う じ ん

」（訓下
よ み く だ

し及

び筆者意訳：清らかな風が襟をなでる村里の夕べ、遥かな川の流れに

馬の蹄
ひずめ

を洗う）の句が記される。     馬上農夫図（日本浮世絵博物館）  

●摺物「花鳥図
か ち ょ う ず

」（1 月。横大判。北斎宗理画。ホノルル美術館：ｸﾗﾌﾞ

ﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※右半分に二羽の鳥と梅の木に咲く花。左半分に二代目北斎
ほ く さ い

、丙子
へ い し

、

高長
こうちょう

、斗
と

石
せ き

、戴
た い

雅堂
が ど う

、戴
た い

財
ざ い

、斗
と

円
え ん

、戴斗
た い と

の狂歌あり。 

●摺物「猩猩
しょうじょう

舞
ま い

の図
ず

」（1 月。宗理画。『年譜』による） 

●摺物「子供
こ ど も

雪
ゆ き

遊
あ そ

びの図
ず

」（1月。印完・印知。図中に「辰
た つ

のとし」と

ある。〈『年譜』による〉）。 

【初の俳諧摺物】 

●摺物「花卉図
か き ず

」（春。横長判着色摺物。北斎宗理画。20.2×37.2 島根県立美術館蔵）。 

※現在のところ、北斎初の俳諧摺物とされる（2018 年『永田生慈 北斎ｺﾚｸｼｮﾝ 100 選』

展図録ｐ202）。 

※花卉
か き

とは、鑑賞するための美しい花をつける植物の総称。図右に葉を多くつけた茎と小

さな花を描き、図左に、雪中
せっちゅう

空
く う

華
か

（完来
か ん ら い

）と清霞楼
せ い か ろ う

馬旴
ば く

の句を記され、更に「寛政辰年春」

とある。 

●摺物「庭
に わ

掃除
そ う じ

の三
さ ん

美人
び じ ん

」（春。宗理画） 

※図中に「寛政八
か ん せ い は ち

丙
きのえ

辰
た つ

春
は る

」とある（『年譜』による）。宗理型美人の典型とされる。 

●摺物「茶人
ち ゃ じ ん

手前図
て ま え ず

」（10月。北斎宗理画） 

※図中に「辰
た つ

かミな月
づ き

」（辰
た つ

の年の神無月
か ん な づ き

）とある（『年譜』による）。 

●絵暦「玉
た ま

とりの図
ず

」（1月。宗理画。『年譜』による） 

●絵暦「豆
ま め

まき図
ず

」（1月。法橋宗達図
ほ っ き ょ う そ う た つ ず

俵屋宗理写。『年譜』による） 

※法橋宗達
ほっきょうそうたつ

は俵屋宗
た わ ら や そ う

達
た つ

。琳派
り ん ぱ

の祖。法橋
ほっきょう

は、僧位の第三位。正四位の官位に相当し、僧以

外の仏師・絵師などにも与えられた。依然、琳派の様式の画風と言われる。 

※他に、この年の宗理落款の絵暦は 13図あるという〈楢崎宗重「絵暦雑感（一）」：『浮

世絵界』六の六〉（『年譜』所収）。 
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●絵暦「龍
りゅう

の玩具
が ん ぐ

を持
も

つ子
こ

と母娘
ははむすめ

」（１月。宗理画。『年譜』による） 

●絵暦「鳥居下
と り い し た

の娘
むすめ

と子供
こ ど も

」（1月。着色。宗理画） 

※娘の着物に大小月が示される（『年譜』による）。川辺に立つ鳥居の前に座り、小さな

子供を抱いている娘。川には、烏帽子
え ぼ し

を被った男を乗せた艪
ろ

こぎの船が行く。 

※同図は「津和野藩伝来摺物」の一図として島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝに所蔵されてい

る。本稿「寛政年間」項を参照のこと。 

●絵暦「七福神図
し ち ふ く じ ん ず

」（1月。宗理画） 

※画中に「辰
たつの

春
は る

 竹田
た け だ

口上
こうじょう

」とあり（『年譜』による）。 

●絵暦
え ご よ み

「懐通
か い つ う

辰
し ん

己楼
き ろ う

」（1 月。着色。横九つ切版摺物。百淋宗理画。○印百林。小金
こ が ね

厚
あ つ

丸
ま る

作。

13.4×17.8。すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美術館蔵） 

※蓮の花に立っている菩薩が傘を広げて担いでいる。開いた光背
こ う は い

に大小月が示される。す

みだ北斎美術館のツイッターでは、厚丸の蜃気楼についての文を「永代島遊船に乗ったと

きに蜃気楼をみた。 蛤
はまぐり

町
ちょう

の口もとから（蜃気楼が）出て、洲崎の沖にどまった。その輝

きは阿弥陀の光のようで、人の目を悦しませた…」と意訳している。 

「辰巳
た つ み

」は深川の別称で「しんき」と読んで「蜃気楼」と掛けている。図左下の扇子の後

の蛤焼きの鍋から蜃気楼のような気が立ち上って

いる。 

右枠の表題が書かれた

紙が表紙になり、折って

懐中物とした絵暦と思わ

れる。○印の「百林」は、

北斎の号「百琳」をこの

ように刻印している。 

懐通辰己楼（すみだ北斎美術館） 

●絵暦「碁盤
ご ば ん

人形
にんぎょう

」（1 月。着色。摺物。宗理画。12.8×8.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓ

ｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※碁盤の上で花笠をまとった人形を 裃
かみしも

姿
すがた

で操っている図。操る男の裃に「辰」、袖に

「松」とあり、江戸中期の辰
た つ

松
ま つ

八郎
は ち ろ う

兵衛
べ え

という人形遣いを表しているという。人形の帯に

小の月が示される。 

※本図は「津和野藩伝来摺物」の一図として島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝとしても所蔵さ

れている。本稿「寛政年間」条を参照。 

●摺物「瑞
ず い

亀
き

図
ず

」（この頃か。紙本着色摺物一幅。北斎宗理。印辰
と き

・印政
ま さ

。34.9×49･4 

奈良県立美術館蔵） 
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※湧き出た醴
れ い

水
す い

から亀が現れ、老夫婦が長

命のしるしと喜んで瑞
ず い

亀
き

（尾が房のように

広がっているの亀）に酒を飲ませている

図。金箔を付した豪華な摺物。華渓
か け い

老人注

の 賛 「 醴
れ い

泉
せ ん

湧出
ゆうしゅつ

 亀銜
き か ん

玉杯
ぎょくはい

 福
ふ く

鐘
しょう

有
ゆ う

兆
ちょう

 

寿門
じ ゅ も ん

了
りょう

開
か い

」。 

注）華渓老人：稲葉
い な ば

貞
さ だ

隆
た か

。号：華渓。書

家。寛政 12年（1800）没（51）。 

瑞亀図（奈良県立美術館） 

●摺物「元結
も と ゆ

い造
づ く

り図
ず

」（春。色紙版着色。宗理画。18.9×18.0。島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※元結
も と ゆ い

は、髪の 髻
もとどり

を結び束ねる紐をいう。江戸時代には糊でかためたこよりを用いた。

江戸言葉では「もっとい」と発音した。図中に「たつの春」とある。図は、元結いの紐を

縒
じ よ

る手回しの道具の前で作業する女が描かれる。狂歌は春興
しゅんきょう

と題して、友垣増人
と も が き ま す と

・

鳴滝音人
なるたきのおとんど

・銭屋
ぜ に や の

金
き ん

埒
ら ち

が詠む。 

●摺物「縁側
え ん が わ

の婦人
ふ じ ん

」（7月。北斎宗理画。印不明） 

※「たつはつ秋」とある（『年譜』による）。 
 

寛政
か ん せ い

9（1797）丁巳
き の と み

 38 歳 春
しゅん

朗
ろ う

（版元によるか）、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、宗
そ う

理
り

、百琳宗
ひゃくりんそう

理
り

（津和野

藩伝来摺物より）□印辰
と き

、政
ま さ

、宗
そ う

理
り

、北斎
ほ く さ い

、完
か ん

知
ち

、「完
か ん

、知
ち

、百
ひゃく

林
り ん

」（津和野藩伝来摺物

より）：こと（27歳）、（富之
と み の

助
す け

：11歳）、阿
お

美
み

与
よ

（9歳）、阿
お

鉄
て つ

（7歳） 

◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、10月、芝神明宮） 

◇湯島
ゆ し ま

聖堂
せ い ど う

(孔子
こ う し

廟
びょう

：現東京都文京区湯島
ゆ し ま

1-4-25)が昌平坂
しょうへいざか

学問所(昌平黌
しょうへいこう

)と改称、幕府直

臣だけでなく他藩士にも門戸を広げた官学校となる。 

◇1月 1日、歌川一勇齋
う た が わ い ち ゆ う さ い

国
く に

芳
よ し

生（～文久元：1861）。 

◇5 月 6 日、初代蔦
つ た

屋重三郎
や じ ゅ う ざ ぶ ろ う

没（48 歳。幽玄院義山日盛信士
ゆ う げ ん い ん ぎ ざ ん に っ せ い し ん じ

。墓：正法寺
し ょ う ほ う じ

：東京都台東区

東浅草
ひがしあさくさ

1-1-15）。以後の蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

は二代目となる。 

◇歌川一立齋
うたがわいちりゅうさい

広重
ひ ろ し げ

、定
じょう

火消
び け し

同心
ど う し ん

安藤源
あ ん ど う げ ん

衛門
え も ん

の長男として江戸八代
や よ

洲
す

河岸
が し

（現東京都千代田

区丸の内 2丁目辺）に生まれる。幼名：徳太郎
と く た ろ う

（生年月日不明～1858）。 

〇烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

、「詞
こ と

葉
ば

の花
は な

」（噺
はなし

の会）。 

○鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

、『鳥獣
ちょうじゅう

略画式
り ゃ く が し き

』（北斎に影響したか） 

 

●黄表紙『塩焼
し お や き

文
ぶ ん

太
た

都
みやこ

物語
ものがたり

』（正月か。三冊。桜川
さくらがわ

慈悲
じ ひ

成
な り

作。画工名なし。すみだ北斎美

術館：ﾋﾟ—ﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※現在のところ、宗理かどうか不明。 
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●狂歌絵本『柳
やなぎ

の絲
い と

』（歳
さ い

旦
た ん

集。全 5 図。折本一帖。浅草
あ さ く さ

市人
い ち ひ と

〈浅草庵市人〉撰。堤等琳
つつみとうりん

、

鈴木鄰
す ず き り ん

松
しょう

、細田栄之
ほ そ だ え い し

（鳥
ちょう

文
ぶ ん

斎
さ い

）、花
か

藍
ら ん

（北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

）とともに、北斎宗理が洋画風に「江島
え の し ま

春
しゅん

望
ぼ う

」一図を描く。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。大英博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/慶応義塾大

学/日本浮世絵博物館/東洋文庫：岩崎文庫蔵） 

※「北斎他に抜きんず」と評せられる（『画狂人北斎の実像』小林忠ｐ220）。 

☆〈江島
え の し ま

春
しゅん

望
ぼ う

〉（着色。北斎宗理画。印北斎 印宗理 見開き 24.7×37.7） 

※江ノ島まで続く干潟に打寄せる波。浜辺で天秤の荷物に棒を立てて支え、横棒に腕を掛

けて休み、笠を持ちあげ側にいる女たちを見ている男。参詣に来たらしい二人の女の一人

は赤子を背負った女の子に何か話しかけている。側にはその妹が姉の後ろに隠れている。

遠くの干潟には 4 名の人物がいる。左の背景に

は富士山が描かれる。 

※江の島（神奈川県藤沢市片瀬
か た せ

地区にある陸続

きの島）には江の島弁天（江の島神社。現藤沢

市江の島 2-3-8）があり、大山参りとセットで

参詣することが多く、江戸からは往復約 7 日間

かけた、遊山を兼ねた旅であったらしい。            

江島展望（東京国立博物館） 

●狂歌絵本『春のミやひ
び

』（『春のみやひ
び

』とも。紙本着色折本一帖。芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

編。北

斎宗理画。菅原連
す が わ ら れ ん

版。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

や三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

など 151首を収める。北斎は 2図を描く。 

☆〈舟
ふ ね

のおんなたち〉船で櫓を漕ぐ女。その後ろに乗る二人の女の図。 

☆〈川辺
か わ べ

を行
い

く一行
い っ こ う

〉揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被った武家の女房に供をする二人の女と男、子

どもの一行が、春の川辺を歩く図。 

●狂歌絵本『さんたら霞
かすみ

』（春。着色一帖。三陀羅法師
さ ん だ ら ほ う し

撰。北斎宗理画。大英博物館蔵） 

※歳旦集。北尾
き た お

重政
し げ ま さ

らと描く。寛政 10年『さんたらかすみ』の豪華本に引き継ぐ。 

●狂歌絵本『百
も も

さへずり』（着色一帖。北斎宗理画） 

※文化 2年（1805）、同名の『百囀
ももさえずり

』が刊行されているが、内容は別物。 

●詠句集『臼
う す

・萩
は ぎ

・雀
すずめ

』（大奉書全紙版。摺物。北斎宗理画。印辰
と き

・印政
ま さ

。シカゴ美術館

蔵） 

※俳人雪中
せっちゅう

庵
あ ん

完来
か ん ら い

（1748～1817）社中による月を主題にした詠
え い

句
く

集。上下折りで、句は逆

さに記載。上部の図は、大きな石の引き臼が二つ、横と縦に置かれ、横に置かれた臼に二

羽、萩の木に立てかけられた臼に一羽の雀がとまっている。萩を支える竹枠には白い衣が

掛けられている。 

【菱川宗理は北斎にあらず】 

●花道書『遠州流
えんしゅうりゅう

挿花
そ う か

四季
し き の

詠
ながめ

』(墨摺四巻四冊。森一訓
も り い っ く ん

編。菱川宗理写。大田蜀山人
お お た し ょ く さ ん じ ん

序。 

早稲田大学図書館蔵) 
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※北斎は寛政 10年（1798）に門人宗二
そ う じ

に宗理号を譲っていることと、宗理期に「菱川」を

用いた号は無いという説がある。門人宗二
そ う じ

は菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

を名のっているので、この花道書の

刊行年と画工名については考証の余地がある。寛政 6 年（1794）の「菱川宗理は門人宗二」

の項参照。 

※梅本
う め も と

塵山
じ ん ざ ん

『浮世絵備考』（明治 31 年）「北斎辰
と き

政
ま さ

」（P59）の項に「北斎辰
と き

政
ま さ

 通称、

橋
は し

本庄
もとしょう

兵衛
べ え

、為
い

一
い つ

の最初の門弟にて、初名、宗二
そ う じ

、後に宗理の名を譲られ、菱川宗理（三

世）となりぬ。『浮世絵類考』に、為
い

一
い つ

が、はじめ菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

と名乗りしとあれども、全く

此
こ

の三世宗理と混じて誤れるものなり。為
い

一
い つ

は菱川
ひ し か わ

と呼ばず、俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

といへり。三世宗

理、のち再び師の号を譲り受けて、二代目北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

となる。浅草山谷
さ ん や

に住みて、狂歌摺物

の絵を多く画
え が

けりと云ふ」とある（「国立国会図書館デジタルコレ

クション」より。ルビは筆者による）。 

花道の遠州流
えんしゅうりゅう

は小堀
こ ぼ り

遠州
えんしゅう

を祖とし、その美意識を花道に継承した

もので、この時期江戸で流行した。文化 13 年(1816)に『新遠州流
しんえんしゅうりゅう

挿花
そ う か

四季
し き の

詠
ながめ

』、文政元年(1818)に『遠州流
えんしゅうりゅう

挿花
そ う か

四季
し き の

詠
ながめ

』、嘉永 4 年

（1851）に『遠州流
えんしゅうりゅう

挿花
そ う か

四季
し き の

詠
ながめ

』としても出版された。図は、江戸

の遠州流各門人名と挿花
そ う か

が描かれる。 

●肉筆画「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」（絹本一幅。着色。百琳宗理画。○印完知。81.8

×31.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）     

※金色の無地の背景。図の右下から左上に梅樹が伸び、図中央で右

上に向かってくの字に伸びる幹。枝には白梅の蕾
つぼみ

が点
て ん

苔
た い

のようにつ

いている。画面中央には枝の向こうに薄く満月が描かれる。図上部

には、朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

他二人の狂歌が記される。  梅樹図（島根県立美術館） 

●錦絵「紀ノ名虎
な と ら

と大伴
おおともの

義雄
よ し お

」（この年に成稿。前北斎為一筆。

21.4×18.8 フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※二人の武将が組み合う図。落款の「為一」は文政 3 年(1820)頃から用いているので、プ

ルヴェラー・コレクションの作品はそれ以降に刊行されたものと思われる。 

●摺物「結納
ゆ い の う

」（この頃か。紙本着色。菱川宗理画。東京国立博物館蔵） 

※「結納
ゆ い の う

 品々
し な じ な

 甲子屋
き の え ね や

忠
ちゅう

兵衛
べ え

」と書かれた大看板がある店先に 裃
かみしも

姿の侍と供の男が来

ている。上がり座敷で二人と応対している店の女。奥にはするめが干してあり、その他の

結納品が置かれている（『東京国立博物館所蔵目録』による）。北斎に菱川宗理の落款使

用はないとされるので門人宗二
そ う じ

の作か。 

●絵暦「琵琶
び わ

を弾
ひ

く弁天
べ ん て ん

」（紙本着色。宗理画。秋
しゅう

長堂
ちょうどう

（物
も の

簗
や な

）版 11.5×16.7 北斎館

蔵） 
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※水辺の岩に腰掛け琵琶を弾く弁天。弁天は水の神でもある。岩に月の大小を示す漢数字

が書かれている。この年は丁巳
き の と み

の蛇の年で、弁天の使いの蛇に因んでの摺物。図の左に

「佐保
さ ほ

姫
ひ め

は霞
かすみ

王女
お う じ ょ

は琵琶
び わ

の曲
きょく

 いずれひくともひけ

はとらまじ 古梅亭
こ ば い て い

難波
な に わ の

華
は な

住
ず み

」、「春
は る

霞
がすみ

今朝
け さ

ひく

琵琶
び わ

にあわせてや  うたひ出
だ

しけん初鶴
は つ つ る

の声
こ え

 

蓬莱亭
ほ う ら い て い

宝簑
たからみの

亀
か め

」、「此
こ の

神
か み

のつかへるへびにのまれ

つゝ よめぬ蛙
かわず

の哥
う た

袋
ぶくろ

から 東都
と う と

 万
ま ん

亀亭
き て い

花
はなの

江戸
え ど

住
ず み

」の三種の狂歌が記される。 

琵琶を弾く弁天（北斎館） 

●絵暦「美人小松引
び じ ん こ ま つ ひ き

の図
ず

」（1月。宗理画。『年譜』による） 

●絵暦「帆
ほ

柱
ばしら

に日
ひ

の出
で

」（1月。摺物。宗理画。『年譜』による） 

※佐野
さ の

行
ゆ き

道
み ち

の狂歌あり。 

●絵暦「乙
お た

福面
ふ く め ん

の図
ず

」（1月。摺物。宗理画。『年譜』による） 

※この年、宗理の絵暦は 19図あるという（長谷部言人『大小暦』による。『年譜』に所収） 

●絵暦「醤油屋
し ょ う ゆ や

店頭
て ん と う

」（1 月。摺物着色。宗理画。17.8×25.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※醤油屋の店内にはいくつもの樽が積まれ、主人は帳場の火鉢の前で算盤を立てて、肘掛

けにしながら煙草を吸っている。背後に「改 年徳 亥子の間 金神 とら卯 いぬ亥」

と書かれ、末尾に「丁巳年
きのとみのとし

」とある。大小月と節季が詳しく記されている。 

 「鶯の大極上ハ醤油ほと
ど

 きゝし初音を賞

翫そ
ぞ

する 常陽下館 荒川亭
あ ら か わ て い

貴達」、「醤油

見せはるたつ四方
よ も

の山うろこ 味よく霞む今

朝の長閑
の ど か

さ 末広
す え ひ ろ

庵
あ ん

長清」、「春
は る

立
た つ

と醤油の

割のきゝもよく けさ呑
の み

口
く ち

をひらく鶯 浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

」、「三丁のミつの朝よりはし
じ

まりて 

山中
や ま な か

ハミな霞なりけり 先大家
さ き の お お や

裏
う ら

住
ず み

」の狂歌

が記される。  醤油屋の店頭（すみだ北斎美術館） 

●絵暦「年始
ね ん し

の武士
ぶ し

」（1 月。着色摺物。宗理画。10.1×8.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓ

ｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※手あぶりに肘をかけながら書物を読む老翁に、 裃
かみしも

の武士が刀を右脇に置き、年始の挨

拶をしている図。老翁は脇に置いた書物の方に顔を向けている。四角
し か く

志面人
し め ん じ ん

の狂歌「巳
み

の

とし春
は る

」に続けて「新玉
あ ら た ま

の盃事
さかずきごと

のしけ
げ

ゝれハ
ば

 自然
し ぜ ん

とかたの春
は る

をしりけり」が記される。

老翁の背後の壁面の扇の図に、大の月を示す行事や、月にふさわしい植物の文字が書かれ

ている。 

●絵暦「年
ね ん

礼
れ い

」（1 月。着色摺物。宗理画。9.6×11.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 
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※麻
あ さ

裃
かみしも

を着て脇差
わ き ざ し

を差した主人が、大きな門松のある家に新年の挨拶に行く。荷物を持

った小僧が後に着いて行く。門松の根元
ね も と

に大小月が記される。小松亭家
こ ま つ て い い え

住
ず み

の狂歌の前書き

に「丁巳
き の と み

 立春」とある。「佐保
さ ほ

姫
ひ め

の霞
かすみ

の衣
ころも

縫
ぬ

ひのハし けさゆつたりと春
は る

ハ来
き

にけり 

小松亭家
こ ま つ て い い え

住
ず み

」、「浪
な み

たゝぬひたひの皺
し わ

も若水
わ か み ず

に うつり替
か わ

らぬ春
は る

は来
き

にけり 唯我堂
ゆ い が ど う

川面」

の狂歌が記される。 

●絵暦「羽子板
は ご い た

遊
あ そ

びをする二人
ふ た り

の禿
かむろ

」（1月。宗理画） 

※禿
かむろ

の帯に大小月あり。琴興舍
き ん こ う し ゃ

角
か ど

道
み ち

の狂歌あり（『年譜』による）。 

●絵暦「正月餝
しょうがつかざり

と娘図
む す め ず

」（1月。宗理画） 

※図中の浪面成考の戯文中に大小月あり（『年譜』による）。 

●摺物「白馬
あおうまの

節会
せ ち え

」（1 月。着色。宗理画。13.8×12.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ） 

※正月七日に行なわれる朝廷の行事注で、白馬
あ お う ま

の引きはじめを描いたもの。たてがみを飾

った白馬の手綱を引く男の図。狂歌に「三味線
し ゃ み せ ん

のうたにひとしく春
は る

駒
こ ま

の けふひきそめを

夢
ゆ め

にミのとし 藤
ふじの

蔓人
つ る ひ と

」とあり、「夢にミのとし」でこの年を洒落ている。また「巳
み の

春
は る

」

ともある。 

注）白馬
あおうまの

節会
せ ち え

：正月 7 日、天皇が豊
ぶ

楽
ら く

殿
で ん

（のちに紫
し

宸
し ん

殿
で ん

）に出御
しゅつぎょ

して邪気を祓
は ら

うとされる

白馬を庭に引き出し、群臣らと宴を催す（Wikipedia による）。この日に白馬を見ると邪

気を避けるという中国の風習に因んだもの。 

●摺物「新春
しんしゅん

の渡し船
わ た し ぶ ね

」（1 月。着色。宗理画。12.9×17.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※浅草
あ さ く さ

川
が わ

の新春の渡し船に、三河
み か わ

万歳
ま ん ざ い

の二人や梅の小枝を持つ揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）の女、長

い棒の先に輪をつけた物を立てた大道芸の男たちが乗っている。狂歌の次に「巳
み

のとし」

と記される。「海苔
の り

さらす浅草
あ さ く さ

川
が わ

の川
か わ

かせ
ぜ

に すきて色
い ろ

よき青柳
あ お や ぎ

の髪
か み

 上毛貢梭麿」、

「初夢
は つ ゆ め

に見
み

たや茄子
な す び

の駿河
す る が

より またそのさきの三河
み か わ

万歳
ま ん ざ い

 同萌黄浦人」、「いてつきて

てこて
で

もゆかぬ氷さへ うこ
ご

き出したる春
は る

ののと
ど

けさ 呉藍蘇丸」、「たをや女
め

のつくる

かいこのまゆよりは くり出
い だ

すらん青柳
あ お や ぎ

の糸
い と

 潜亭
せ ん て い

裏
う ら

成
な り

」の狂歌が記される。 

●摺物「桟橋
さ ん ば し

の芸妓
げ い ぎ

」（1 月。宗理画。12.4×17.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※柳のある桟橋
さ ん ば し

から屋形
や か た

船
ぶ ね

に乗ろうとする芸妓の図。狂歌「 鶯
うぐいす

のうたにあハせて風
か ぜ

の手
て

も ひく三味線
し ゃ み せ ん

の糸
い と

柳
やなぎ

かな 色気
い ろ け

内子
な い し

」、「三味線
し ゃ み せ ん

をひくや霞
かすみ

の高調子
た か じ ょ う し

 梅見
う め み

の船
ふ ね

に 鶯
うぐいす

のうた 競馬
け い ば

行
こ う

」、「是
こ れ

もまたしつけの谷
た に

のふところに おとなし山
や ま

の 鶯
うぐいす

の声 少々
しょうしょう

道頼
み ち よ り

」とあるように、これから客を相手に梅見で三味線を弾くか。「巳
み の

孟
も う

春
しゅん

」とある。 

●摺物「梅
う め

と官女
か ん じ ょ

」（1月。中判。宗理画。東京国立博物館蔵） 

※柵の中の梅が咲いて、その前の床机
し ょ う ぎ

に座って首を傾ける垂
す い

髪
は つ

の官女
か ん じ ょ

と、床机
し ょ う ぎ

の脇に座っ

ている垂
す い

髪
は つ

の官女
か ん じ ょ

。 

●摺物「花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

」(1月。中判。宗理画。東京国立博物館蔵) 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

の髷の花魁と羽子板を持つ禿の図。図中に「丁巳
き の と み

はつ春」とある。 
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●摺物「三
さ ん

美人
び じ ん

の図
ず

」（1月。中判。北斎宗理画。東京国立博物館蔵） 

※右から横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

の花魁、振袖の娘、芸者風の女の図。「丁巳
き の と み

はつ春」とある。 

●摺物「若菜
わ か な

摘
つ

みの三
さ ん

美人
び じ ん

」（1月。北斎宗理画） 

※「丁巳
き の と み

はつ春」とある。足利
あ し か が

桐生連
き り ゅ う れ ん

の狂歌七首あり（『年譜』による）。 

●摺物「日
ひ

の出
で

の図
ず

」（1 月。北斎宗理画。図中に「寛政九
か ん せ い く

丁巳
き の と み

」とある。『年譜』によ

る） 

●摺物「日
ひ

の出
で

を見
み

る貴人
き じ ん

」（1月。北斎宗理画） 

※「丁巳
き の と み

初春」とある。海辺で昇りつつある日の出を見る立
た て

烏帽子
え ぼ し

の貴人。後ろでは小姓
こ し ょ う

が控えている。貴人の側には折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被った男が座って控え、更に白衣
は く い

の仕丁
じ ち ょ う

が二人控

えている。朝日の前を掠めるように三羽の白鷺
し ら さ ぎ

が飛んでいる。分銅重記、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の狂

歌あり。 

●摺物「梅下
ば い か

外出
がいしゅつ

の二
に

婦人図
ふ じ ん ず

」（1 月。宗理画） 

※「丁巳
き の と み

初春」とある。花月
か げ つ

友成
と も な り

、浅艸
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌あり（『年譜』による）。 

●摺物「鳥
と り

さし」(1月。宗理画。○印百林。『年譜』による) 

●摺物「梅樹
ば い じ ゅ

」（1月。宗理画。13.3×18.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※額取りされた図の右半分に、太い梅の老木の幹が墨絵風に描かれる。左半分に狂歌が記

される。「梅
う め

か
が

香
か

の匂
に お

ひくるまを風
か ぜ

の手
て

に おしてゆくとも袖
そ で

にとめてし 安喜人亭堅

儀」、「 鶯
うぐいす

の一夜
ひ と よ

もとまれはつこへ
べ

に ねか
が

へりさせし床
と こ

の梅
う め

か
が

へ 毛呂利館客人」、

「名
な

ふたほと柳
やなぎ

の糸
い と

ハよりそへて 紅白
こ う は く

に咲
さ く

む
う

めか
が

かとゝれ 大亭
た い て い

可成
か な り

」などの狂歌があ

る。 

●摺物「新春
しんしゅん

の日本堤
に ほ ん づ つ み

」（1 月。「初春
は つ は る

の日本堤
に ほ ん づ つ み

」とも。着色。宗理画。13.4×18.4 太

田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※日本堤
に ほ ん づ つ み

から吉原の家並みを俯瞰した図。堤には鍬
く わ

を担いだ農夫が歩き、遠くの家並み前

には、六人の人が小さく描かれる。空には雁の群れ。野辺亭
の べ て い

廣
ひ ろ

道
み ち

の狂歌あり。また、

「丁巳
き の と み

の春 東書堂
と う し ょ ど う

主人
し ゅ じ ん

書」の賛あり。 

●摺物「木馬
も く ば

に乗
の

る童子
ど う じ

」（1 月。宗理画）「寛政九巳
み の

春
は る

」とある。雪中
せっちゅう

庵
あ ん

ほか三名の句

（五句）あり（『年譜』による）。 

●摺物「神馬曳
し ん め ひ き

初図
ぞ め の ず

」（1 月。宗理画）「己
マ マ

春」とある。藤
ふじの

蔓人
つ る ひ と

の狂歌あり（『年譜』に

よる）。 

●摺物「巳待
み ま ち

」（着色。宗理画。13.5×19.0すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※旧暦で 60 日に一度おとずれる己巳
つちのとみ

の日の弁財天
べ ん ざ い て ん

の祭りに、「巳
み

巳待御祈祷
み ま ち ご き と う

御礼
お ん れ い

 別当
べ っ と う

福寿党
ふ く じ ゅ と う

」の文字を書いた札をかざしている御殿女中の大首絵。前髪に 簪
かんざし

を差している。

不忍
し の ば ず

弁財天・深川八幡弁財天・深川冬木
ふ ゆ き

弁財天・深川洲崎
す さ き

弁財天・本所石原
い し わ ら

弁財天などに

前日より籠もる。「不忍
し の ば ず

の池ハ恵方
え ほ う

のかたはつし 霞のおくの女かみなる 小柄
こ づ か

高彫
だ か ぼ り

」、

「まつとしの封し
じ

をきつてミよの春 あら玉筥
た ま ば こ

の文の書初
か き ぞ め

 末程吉」、「代参
だ い さ ん

にたつや霞
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のおく女中 春に向ひか岡の曙 競馬行」の狂歌が

記される。「津和野藩伝来摺物」にも同図がある。 

巳待（すみだ北斎美術館） 

●摺物「渡
わ た

しの茶屋
ち ゃ や

」（着色。北斎宗理画。18.0×

24.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※渡し場のある丘の茶屋の床几
し ょ う ぎ

に置かれた人形に興

味を示し、床几に上ろうとする男の子。その帯をひ

っぱって留めようとする女の子。その様子をほほえ

ましく見ている揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）の母親。桜が咲く丘の下では客を乗せた渡し舟が出て行

く。 

●摺物「上野
う え の

花見帰
は な み が え り

り」（この頃か。着色。北斎宗理画。20.4×58.3 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「両大師
り ょ う だ い し

 執事
し つ じ

」とかかれた札が立っている、桜咲く寺社境内で花見をする人々。竈
かまど

に

薬缶
や か ん

をかけ、火吹きで火をおこして茶を沸かす男の側で三人の男が休んでいる。「両大師」

とは、上野・東叡山
と う え い ざ ん

寛永寺
か ん え い じ

（東京都台東区上野公園 14-5）の開
か い

山堂
ざ ん ど う

（慈
じ

眼堂
げ ん ど う

とも）。創建

者慈
じ

眼
げ ん

大師
だ い し

（天海
て ん か い

）と、天台宗
てんだいしゅう

中興の祖慈恵
じ け い

大師
だ い し

（良源
りょうげん

）の像も祀っているので

「両大師堂
り ょ う だ い し ど う

」とも呼ばれた。 

●摺物「飛
ひ

鶴
か く

を見
み

る貴
き

人
じ ん

」（北斎宗理画。紙本着色。19.1×52.1 太田記念美術館：長瀬

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

姿の貴人が岸辺で遠く海上に舞飛ぶ三羽の鶴を眺めている。貴人の側には三人

の供人が座して控えている。「寛政九丁巳
き の と み

」とある。 

●摺物「座敷
ざ し き

狂言
きょうげん

春
は る

駒
こ ま

」（この頃か。応需
お う じ ゅ

北斎宗理席上画。29.6×56.0 太田記念美術

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/北斎館：19.7×33.8蔵） 

※全体に素描に淡彩の雰囲気の画。遊郭の座敷で春
は る

駒
こ ま

の踊り注を見ている多くの遊女や禿
かむろ

たち。奥の柱の側には 裃
かみしも

を着た男と幇間と

思われる男が座って見ている。四方連
よ も れ ん

の狂

歌が添えられる。北斎館蔵では、左約三分

の一が切り取られ、春駒の所作事が見られ

ない。四方連
よ も れ ん

の生網屋生網
い け あ み や い け あ み

の狂歌が記され

る（北斎館蔵にはない）。 

座敷狂言（部分：北斎館） 

注）春
は る

駒
こ ま

の踊
お ど

り：正月の祝いに、玩具の春
は る

駒
こ ま

を操りながら踊る。    

●摺物「舟
しゅう

上水
じょうみず

汲み
く み

」（紙本着色。北斎宗理画。印北斎 印宗理。22.0×56.0 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/北斎館蔵） 

※隅田川の夜景で、屋形船では男が客の炊事のためか、舟端
ふ な ば た

から身を乗り出し桶で水を汲

んでいる。 
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●摺物「新春
しんしゅん

の外出
がいしゅつ

」（九つ切判着色。宗理画。12.9×17.3 フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ

･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※遊女らしき女と、包みを抱えたお付きの女。正面左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

●摺物「太夫
た ゆ う

の鶏
と り

合
あ

わせ」（「太夫
た ゆ う

闘鶏
と う け い

」「太夫
た ゆ う

相撲
す も う

」とも。横長判。着色。北斎宗理画。

21.7×56.2 東京国立博物館蔵） 

※部屋の中で遊女が二人、それぞれ鶏を脇に抱え、闘鶏の準備をしている。中に立って軍

配を持っている行司役

の遊女。部屋の右には

折り屏風に「瀧川画
り ゅ う せ ん が

」

と書かれた滝の絵が描

かれる。図左には、

楽山亭
ら く ざ ん て い

嵐
ら ん

長
ちょう

の狂歌が書

かれている。 

太夫の鶏合わせ（東京国立博物館） 

●摺物「講釈
こうしゃく

」（宗理画。『年譜』による） 

●摺物「弁天
べ ん て ん

に座頭図
ざ と う ず

」（北斎宗理画。印完知）「丁巳
き の と み

のとし」とあり（『年譜』によ

る）。 

●摺物「福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

と弁天
べ ん て ん

」（北斎宗理画）「丁巳
き の と み

のとし」とあり（『年譜』による）。 

●摺物「夜
よ る

の梅
う め

」（着色。宗理画。9.7×13.9 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※狂歌師らしき男が文机
ふ づ く え

に頬杖をついて、障子を開け放した窓辺から梅花を眺めている図。

「春
は る

の夜
よ

の闇
や み

ハあやしく白壁
し ら か べ

と たとれハ高
た か

く匂
に お

ふ梅
う め

か
が

香
か

 丁巳
き の と み

のとし 嵯峨道改竹真蔭」

とある。同図は津和野藩伝来摺物（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ）にもある。本稿「寛政

年間」項を参照。 

●摺物「見立
み た て

七福神図
し ち ふ く じ ん ず

」（着色。応儒
お う じ ゅ

北斎宗理席上画） 

※「夷曲
い き ょ く

注 四方
よ も の

垣本
か き も と

」と書かれた掛福のある部屋で、七福神に見立てた七人が、皿に乗

った鯛や亀型の酒入れ等を置いて、楽しげに正月の宴を開いている。図の左には鶴と松が

描かれた衝立があり、その前では扮装のための眉と目が描かれたあて物を目にあて、三味

線を持っている。その姿を頭巾を被った男が二人、面白そうに見ている。 

注）夷曲
い き ょ く

：ひなぶり。狂歌を指す。 

 

寛政
か ん せ い

10（1798） 戊
つちのえ

午
う ま

 39 歳 北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、宗理改
そうりあらため

北
ほ く

斎
さ い

、完宗
か ん そ う

理
り

、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、時
と き

太郎
た ろ う

可候
か こ う

、可候
か こ う

、宗
そ う

理
り

、完
か ん

知
ち

、北斎
ほ く さ い

完
か ん

知
ち

、かつしかの北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、二世宗
に せ い そ う

理
り

、□印 ：

三径
さ ん け い

、師
し

造化
ぞ う か

、完
か ん

、知
ち

、北
ほ く

、斎
さ い

、百
ひゃく

林
り ん

、かつしか、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、（花押）：こと（28歳）、

（富之
と み の

助
す け

：12歳）、阿
お

美
み

与
よ

（10歳）、阿
お

鉄
て つ

（8歳）、阿
お

栄
え い

（1歳） 

◇ナポレオン、エジプト遠征。 
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◇相撲興行（3月、芝神明宮、10月、本所回向院）。 

◇この年、宝暦暦
ほ う れ き れ き

から西洋天文学を踏まえた寛政暦
か ん せ い れ き

（天保 14年：1843まで）に改める。 

◇オランダ商館江戸参府。 

◇5月 2日、俳人高桑蘭更
た か く わ ら ん こ う

没（73）。 

◇7月 27日、近藤
こ ん ど う

重蔵
じゅうぞう

、択捉
え と ろ ふ

島
と う

に「大日本恵
え

土呂府
と ろ ふ

」の標柱を立てる。 

◇朱楽菅江
あ け ら か ん こ う

没(60。生没年については明確でなく、元文
げ ん ぶ ん

3 年（1738）又は元文
げ ん ぶ ん

5 年（1740）

12 月 24 日に生まれ、寛政 10年(1798)或いは寛政 11年（1799）又は寛政 12年(1800)12月

12 日（又は 1月 17日）に没したとされる。本稿では元文 5年生～寛政 10年没とした)。 

○本
も と

居宣
お り の り

長
な が

、『鈴屋集
すずのやしゅう

』『古事記伝
こ じ き で ん

』(全 44巻完成）。 

○烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

、落咄
おとしばなし

『無事
ぶ じ

志
し ゅ

有意
う い

』（寛政の改革により最後の噺の会となる）。 

○式
し き

亭三
て い さ ん

馬
ば

、江戸の遊里、深川古石場
ふ る い し ば

を舞台に描いた洒落本『辰巳婦
た つ み ふ

言
げ ん

』(角書
つ の が き

「石場妓談
せ き じ ょ う き だ ん

」。喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

画)が絶版を命じられる。宮武外
み や た け が い

骨
こ つ

『舌禍史
ぜ っ か し

』（ｐ91）に

「其地
そ の ち

に於
お

ける妓女
ぎ じ ょ

の痴態
ち た い

を写せるものにして、所謂
い わ ゆ る

蒟蒻本
こんにゃくぼん

注なり、此書
こ の し ょ

亦風教
またふうきょう

に害
が い

あり

として絶版
ぜ っ ぱ ん

の命
め い

を受けたりといふ、されど著者には何等
な ん ら

の累
る い

を及ぼさゞりしが如
ご と

し」（ル

ビは筆者による）とある。 

注）蒟蒻本
こんにゃくぼん

：半紙四つ折りの小型本で、形と色が蒟蒻に似ているので、洒落本をこう呼ん

だ。 

【娘・阿栄誕生の謎】 

★この年、阿
お

栄
え い

生れたか。北斎は寛政 8年（1796）に後妻「こと」と結婚しているので、2

年後の本年には阿栄
お え い

が誕生していると推測する。また、応
お う

為
い

（阿栄
お え い

）の結婚時期や北斎の

創作への協力（特に艶本）等の年齢を勘案し、本稿では寛政 10年（1798）の誕生が妥当と

した。 

キャサリン・ゴビエ『北斎と応為』（彩流社 2014刊）では北斎 40歳（寛政 11年：1799

年）の子とする。また、鈴木由紀子『浮世絵の女たち』〈幻冬舎 2016 刊・ｐ188〉では寛

政 12 年〈1800〉頃とする。また、『葛飾北斎伝』（ｐ312）の「一説に、阿
お

栄
え い

、加瀬
か せ

氏の

家を出でゝ、加州
か し ゅ う

金沢
か な ざ わ

に赴
おもむ

きて死す。年六十七」の記事から類推して、寛政 13年（1801）

前後の生まれとする見方もある。 

※『葛飾北斎伝』では、四
よ

方
も の

梅
う め

彦
ひ こ

談として、次のように記している。 

「余が初めて北斎翁
お う

の所に到り、一
い ち

面
め ん

せしは、実に二十歳の時にして、其
そ

の頃、阿栄
お え い

は、

四十歳前後なりし」（ｐ313）。 

梅彦
う め ひ こ

の生没年は文政 5 年（1822）～明治 29 年（1896）であるので、天保 12 年（1841）

が梅彦の 20 歳の歳となる。このとき阿栄
お え い

が 40 歳（前後）と仮定すると、その生年は寛政

12 年（1800）前後となる。お栄は辰女（「朝顔美人図」等）と号しているので「辰」の年

である寛政 8年（1796）生まれと推測する説もある。 

阿栄の生年時期については謎が多いが、今後の検証を待ちたい。 
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★この頃、本所林
はやし

町
ちょう

三丁目家主甚
じ ん

兵衛店
べ え だ な

に住むか（嘉永 4 年、浅岡
あ さ お か

興
お き

禎
さ だ

編『古画
こ が

備考
び こ う

』に

よる）。両国駅から地下鉄都営新宿線森下
も り し た

駅の間
あいだ

辺か。 

【カピタンからの注文に北斎の心意気】 

★北斎と阿蘭陀
お ら ん だ

のカピタン注１のエピソードが隣家の鍼医
は り い

某
なにがし

による話として『古画
こ が

備考
び こ う

』

注 2(三十一「浮世絵師伝」の「北斎」の項〈天保十年六月十八日針医
は り い

某
なにがし

話〉朝岡
あ さ お か

興
お き

禎
さ だ

編)

に記された内容を、飯島虚心も『葛飾北斎伝』で記している。 

「此の頃（割注：年月 詳
つまびらか

ならず。北斎本 所林 町
ほんじょはやしちょう

三丁目家主甚
じん

兵衛店
べ え だ な

に 住
じゅう

せし頃なり）江戸に来
きたり

りし和蘭
お ら ん だ

の加比
か ぴ

丹
た ん

某
なにがし

、我国
わ が く に

町人の小児
し ょ う に

出産の体
て い

(様子）を始
はじめ

として、年々成長の体
て い

、筆算稽古
ひ っ さ ん け い こ

（勉

強や稽古）の体
て い

、又年たけて遊里
ゆ う り

などへ通ふ体
て い

、又年
と し

老
お

ひて死去し、葬礼を行ふの体
て い

を図
ず

し、男子女子と一巻づゞ、二巻に画
え が

かんことを北斎に依頼し、金百五十円注 3の謝礼にて、

約定
やくじょう

せり。加比
か ぴ

丹
た ん

附属
ふ ぞ く

（ついて来た）の医師注 4 某
なにがし

も、亦
ま た

同図二巻を画
え が

かんを乞
こ

ふ。北斎

諾
だ く

して、数日間にこれを画
え が

き、さて四巻の図を携
たずさ

へて、旅館（カピタンの定宿の長崎屋）

に到りしに、加比
か ぴ

丹
た ん

は、約のごとく百五十金を出だし、二巻を受納せり。夫
そ れ

より医師の許
も と

に到りしに、医師の曰く、予は加比
か ぴ

丹
た ん

と異なり薄給
はっきゅう

の身なれば、同等の謝礼はなし難
が た

し、

半減
は ん げ ん

即
すなわち

七十五金にて、二巻を与へ給ふべし。北斎少しく 憤
いきどお

りて曰
い わ

く、何
な に

故
ゆ え

に最初に、其
そ

の事を明
あ か

し給はざるや。画
え

は同じくても、彩色
さ い し き

其
そ

の他を略すれば、七十五金にても画
え が

かる

るなり。既
す で

に画
え が

きたる上は、今更
い ま さ ら

なすべきなし。又これを七十五金にて進ずるときは、

加比
か ぴ

丹
た ん

に対し余り高価を貪
むさぼ

りたることに当たり、心苦しき限りなり。医師の曰
い わ

く、されば

二巻の中
う ち

、男子の図一巻を七十五金にて与へ給へと。此の時尋常
じんじょう

の画工
が こ う

ならば、諾
だ く

して一

巻を与ふべきに、赤貧
せ き ひ ん

洗ふがごとき北斎、其
そ

の約に背
そ む

きたるを 憤
いきどお

り、二巻共
と も

に 懐
ふところ

にして、

直
ただち

に家に持ちかへれり。家婦
か ふ

其
そ

の故
ゆ え

を聞き、諌
い さ

めて曰
い わ

く、日夜
に ち や

丹精
た ん せ い

を凝
こ

らし画
え が

き給へる画
が

巻
か ん

なれど、此
こ

の図我邦
わ が ほ う

にては珍しからぬものなれば、売らんとするも、買う者なかるべし。

時間と費用を算すれば、損失なれども七十五金にて、医師に与へ給ふが、得策なるべし。

今七十五金を得ざれば、貧苦の上に、貧苦をかさぬるの道理ならずや。北斎黙して辞
じ

なく、

暫
しばらく

ありて曰
い わ

く、予
よ

も亦
ま た

其
そ

の貧苦の日に迫るを知らざるにあらざるなり。されど外国人の

約に背
そ む

きしを、其
そ

の通りになしおく時は、自分の損失は、免
まぬが

るゝとも、我
わ が

邦人
ほ う じ ん

は、人によ

りて掛
か け

直
ね

をいふとの 嘲
あざけり

は、蓋
け だ

し免
まぬが

るゝ能
あ た

はざるなり。故
ゆ え

に予
よ

は深く其
そ

の所を考へて、持

ち帰りしなりと。後に訳官
や く か ん

某
なにがし

此
こ

の事を聞き、加比
か ぴ

丹
た ん

に語りければ、加比
か ぴ

丹
た ん

も深く感じて、

直
ただち

に百五十金を出だし、かの二巻をも請
こ

ひ得て、本国に持ち帰りしとぞ。(割注：此
こ

の一条は、

『古画
こ が

備考
び こ う

』にも出づ)其
そ

の後和
お

蘭
らんだ

より画
え

を請
こ

ふ者多く、毎年数百
すうひゃく

葉
よ う

を画
え が

きて、長崎に送り、海

外に輸出せしが、後に幕府国内の秘事
ひ じ

を漏
も ら

すをおそれ、これを禁止せり注 5」(ｐ62～65。

ルビ・句読点・（ ）内の書き込みは筆者による)。 

※「ハーグの博物館（王立骨董陳列室）を調査した（ルイス・）ゴンス氏によれば、これ

らの絵巻はハーグの博物館には収蔵されていないということである〈ルイス・ゴンスは、

たしかに日本コレクションを見るために、当時ハーグとライデンを訪れている（略）〉」

（『2017 北斎展図録』所収。マティ・フォラー「葛飾北斎とシーボルトの出会い」ｐ16）。 
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【北斎の大和魂】 

※『古画
こ が

備考
び こ う

』では「サスガ俗画
ぞ く が

ニ致
い た

セ、都下
と か

ニ雷鳴
ら い め い

致
いたす

程
ほ ど

ノ画師
え し

ハ、気性
き し ょ う

格別
か く べ つ

ノ事也
こ と な り

。ト、

某
なにがし

深 感 候
ふかくかんじそうろう

。其後
そ の ご

、カビタン聞之
これをきき

、以
もって

ノ外
ほ か

ノコト也
な り

トテ、自分
じ ぶ ん

ヨリ金子
き ん す

ヲ出
だ

シ、定価
て い か

ニテ

調
しつらえ

、国
く に

ニ持参候
じさんそうろう

由
よ し

、末世
ま っ せ

ト申
も う

セドモ、我邦
わ が ほ う

ノ人気
じ ん き

、大和魂
やまとだましい

侍
はべり

リ候
そうろう

事
こ と

、予
よ

モ又
ま た

深
ふ か

クコレヲ

感称
かんしょう

シテ記置
き し お き

了
おわんぬ

」と結んでいる(ルビは筆者による)。 

注１）このときのオランダ商館長はゲイスベルト・ヘンミー（Gijsbert Hemmij 寛政 4

年：1792 年 11 月 13 日から赴任）で、江戸から長崎に帰る途中の掛川
か け が わ

で「渇病
かつびょう

」（筆者

注：のどの乾き。流動食を欲し、尿が通じない病気）にかかって急死した。 

※マティ・フォラー「葛飾北斎とシーボルトの出会い」『2007 年北斎展図録』東京新聞社

所収では「1822 年、ブロムホフから北斎に絵画の発注があったことは確かである。そして、

1826 年にその支払いをめぐって問題が起こったとき、北斎とヘンミーではなくデ・ステュ

ーレル商館長が医師シーボルトとともに居合わせたことも確かといえよう」としている

（ｐ18）。 

※『葛飾北斎伝』割注(ｐ66)には「明治二十三年八月三十日の『朝野
ち ょ う や

新聞
し ん ぶ ん

』に、寛政十年

四月廿四日、阿蘭陀
お ら ん だ

の船将以思別尓辺米（イースベルヘンメル＝ゲイスベルト・ヘンミー）

といふ者、幕府へ伺候
し こ う

の途、渇病
かつびょう

に罹
か か

り、遠州
えんしゅう

掛川
か け が わ

の客
か く

旅
り ょ

に死亡し、翌 廿
にじゅう

五日
ご に ち

同所

天然寺
て ん ね ん じ

に葬ると、寺記
じ き

に見えたり云々。此
こ

の人或
あるい

はかの画
が

を北斎に依頼せし加比
か ぴ

丹
た ん

か猶
な お

考

ふべし」とある（ルビ・書込みは筆者による）。天然寺過去帳の 4月 24日項に「通達法
つ う た つ ほ う

善
ぜ ん

居士
こ じ

 阿蘭陀
お ら ん だ

かぴたん七旅人」とあるという（永田生慈「北斎とカピタン 遠州掛川天然

寺を訪ねて」：『北斎研究』5号）。 

注 2）『古画
こ が

備考
び こ う

』は、朝岡
あ さ お か

興
お き

禎
さ だ

による画人伝（弘化 2 年～嘉永 3 年〈1845～:1850〉頃の

執筆）。 

注 3）織田一磨『北斎』では、150金を 150両としているので一両 10万円として約 1500万

円となる（ｐ61）。 

安田剛蔵『画狂北斎』では、『葛飾北斎伝』の 150 金ではなく「揮毫料三百金と伝えら

れている」とし、「無造作に金三百両と解することは当を得ていない」ので、「単位を金
き ん

壱歩
い ち ぶ

とみて三百金が金七十五両となるから、まずこの辺を最高と解するのが妥当ではある

まいか」としている（ｐ57～58）。 

75 両であれば約 750 万円となり、これまた途方もない高額となる。江戸貨幣の換算は一

様ではなく、この換算が妥当かどうかは碩学の士の判断を待ちたい。本稿ではこの頃 1 両

約 10 万～12 万円で換算している。だだし、江戸中期と後期では一両の換算は変化してい

る。 

注 4）「医官某
なにがし

」はレッケか。 

注 5）其
そ

の後和
お

蘭
らんだ

より画
え

を請
こ

ふ者多く、毎年数百
すうひゃく

葉
よ う

を画
え が

きて、長崎に送り、海外に輸出せ

しが、後に幕府国内の秘事
ひ じ

を漏
も ら

すをおそれ、これを禁止せり：『新増補浮世絵類考』（竜
た つ

田舎
た の や

秋
しゅう

錦
き ん

編。慶応 4年〈1868〉刊）に以下の記事があるが、この頃のものか。 
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「香具師
や し

の看板絵より芝居
し ば い

操
あやつり

の看板、油絵蘭画
ら ん が

に至
いたる

迄、往々
お う お う

新規の工夫を画
え が

き、刻本
こ く ほ ん

の

細密
さ い み つ

定
じょう

規
ぎ

引
び き

の奇
き

巧
こ う

、類
る い

すべきものなし、紅毛
こ う も う

よりも需
もとめ

に応じて、二三年間数百枚を（オラ

ンダへ）送りしかは
ば

蘭人
ら ん じ ん

も大いに珍重
ちんちょう

す、後
の ち

是
こ れ

を禁せ
ぜ

られたり」（楢崎宗重『在外秘宝 

葛飾北斎』ｐ10。ルビは筆者による） 

※看板絵や西洋画風の油絵や、定規
じ ょ う ぎ

を引いたりした幾何学的
き か が く て き

な絵などに優れているので、

オランダ人の求めに応じて 2、3年のうちに数百枚を渡したが、絵を国外に持ち出すおそれ

から、後に売り渡しが禁じられたというのである。このことで北斎も役人からの嫌疑を恐

れたともいわれる。 

★寛政 8･9 年の宗理の摺物はかなり人気があった（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ59）のでカピ

タンも北斎に注目したと思われる。 

【歌麿、北斎らの所業を非難する】 

オランダ人に絵を大量に売る北斎らに対して、浮世絵界の大御所

喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

は「錦織歌
にしきおりうた

麿形
ま ろ が た

新模様
し ん も よ う

」（寛政 8 年～10 年〈1796～

98〉の「文
ふ み

読み」図の左に非難の文字を記し、自分の美人画によ

り、木
こ

っ端
ぱ

絵師に絵師の有りようを示そうとしている。 

喜多川歌麿「錦織歌麿形新模様」（文読み：大英博物館蔵） 

「夫
そ

レ吾妻
あ づ ま

錦絵
に し き え

ハ江
え

都
ど

の名産なり、然
し か

ルを近世この葉
こ っ ぱ

絵師専
もっぱ

ら蟻

のごとくに出生
しゅっしょう

し只
た だ

紅
こ う

藍
ら ん

の光沢
こ う た く

をたのしみ、怪敷
あ や し き

形
かたち

を写して、

異国迄も其
そ の

恥を伝る事の嘆
な げ

かはしく、美人画の写意を書て世のこ

の葉
は

どもに与えることしかり」（ルビ・句読点は筆者による） 

【宗理号を譲り北斎辰政と号し俵屋から独立】 

★8 月頃、「宗
そ う

理
り

」号を門人宗二
そ う じ

（淋齋
り ん さ い

）に譲り北斎辰
と き

政
ま さ

を名乗る。俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

を家元
い え も と

に返

す。但し、文化 3・4年頃までは「宗理風」「宗理型」の絵様式時代とされる。副号「北斎」

は文政 2年まで使用。 

「辰
と き

政
ま さ

」は、妙見
みょうけん

（北斗星=北辰星）信仰より名づける。妙見堂
みょうけんどう

は本所
ほ ん じ ょ

柳島
やなぎしま

（現東京都

墨田区
す み だ く

業平
な り ひ ら

5-7-7）にあり(先述、天明 8年〈1788〉項を参照)。 

※「一説に、北斎翁
お う

名
な

を門人
も ん じ ん

に譲
ゆ ず

りて、若干
じゃっかん

の報酬
ほうしゅう

を得
う

るを常
つ ね

とす。故
ゆ え

に貧困
ひ ん こ ん

極
き わ

まれば

即
すなわち

名
な

を譲
ゆ ず

る。門人
も ん じ ん

窃
ひそか

かにこれを厭
い と

ひしとぞ」（『葛飾北斎伝』ｐ55。ルビは筆者によ

る）。 

【北斎流確立 明画の筆法を以て、浮世絵をなす】 

★寛政 10年（1798）『新増補浮世絵類考』（竜田舎秋錦編）記事では、「北斎流
ほくさいりゅう

と号し、

明画
み ん が

の筆法を以て、浮世絵をなす、古今唐画
か ら え

の筆意を以て浮世絵を工夫せしは、此
こ の

翁
お う

を以

て開
か い

祖
そ

とす」「其
そ の

頃は東都
と う と

に明画
み ん が

の風
ふ う

大いに行われ、画
え

心
ごころ

有
あ る

ものは唐画
か ら え

を学ぶ事
こ と

専
もっぱ

ら流行

す、俗
ぞ く

に従
したが

ひて画風
が ふ う

を立
た て

しは世に出るの時なり」とある（「国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」

より。句読点・ルビは筆者）。 
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※「北斎」を使い始める。北極
ほっきょく

星
せ い

の化身
け し ん

である妙見
みょうけん

菩薩
ぼ さ つ

（本所
ほ ん じ ょ

柳島
やなぎしま

の妙見山
みょうけんざん

法性寺
ほ っ し ょ う じ

）を信

仰しているところからつけた号。 

※この期の「北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

」の「北斎」は副号とみなす説がある（『在外秘宝 葛飾北斎』所

収「北斎改名考」ｐ21 学習研究社）。 

 

●狂歌絵本『さんた
だ

らかすみ』(『左
さ

武
む

多良
た ら

加寸見
か す み

』とも。1 月。狂歌
き ょ う か

歳
さ い

旦
た ん

集。半紙本折本
お り ほ ん

一帖。着色。千穐菴
せんしゅうあん

三陀羅法師
さ ん だ ら ほ う し

撰。北尾
き た お

紅
こ う

翠
す い

斎
さ い

(北尾
き た お

重政
し げ ま さ

)・巌
が ん

岳
が く

斎
さ い

(長谷川
は せ が わ

)雪
せ っ

旦
た ん

等ととも

に北斎宗理が「峠
とうげ

の茶屋
ち ゃ や

」一図を描く。千穐連
せんしゅうれん

版。すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

/大英博物館/ベレス・コレクション/日本浮世絵博物館蔵) 

※北斎の絵は好評で、翌年一枚摺にされる。千穐
せんしゅう

庵
あ ん

の序文に「午
うまの

初春
は つ は る

」とある。唐
か ら

衣
ごろも

橘
き っ

洲
しゅう

、

浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

、十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

、式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

など狂歌師や戯作者など 280首の狂歌を集めている。 

☆〈峠
とうげ

の茶屋
ち ゃ や

〉（各 21･5×15･7の二枚続き） 

※初春の峠の茶屋の風景。図の左には富士山が見え

る。茶屋で轆轤
ろ く ろ

鉋
かんな

を回
ま わ

して挽物
ひ き も の

作業する男女。側で

手伝う姉
あ ね

さん被
か ぶ

りの女。立って茶を出す女と腰を折

って煙草盆から煙管
き せ る

に火をつけようとする旅人。         

峠の茶屋（日本浮世絵博物館） 

●屏風絵「玉卮弾
ぎ ょ く し だ ん

琴図
き ん ず

」（この頃か。寛政 8 年：

1796 説あり。紙本着色双幅。北斎宗理画。印師造

化。各 125･0×54.8 雲
う ん

龍寺
り ゅ う じ

〈長野県上水内郡
か み み の ち ぐ ん

信濃町
し な の ま ち

柏原
かしわばら

1320〉蔵。2017 年『北斎富士を

超えて展図録』では「個人蔵、ニューヨーク」としている）  

※太
た い

真
し ん

王
お う

の夫人
ふ じ ん

玉扈
ぎ ょ く し

(西王母
せ い お う ぼ

の三女)が琴
き ん

を弾ずる

と百羽の鳥が飛来し、また白
は く

龍
りゅう

に乗って四海
し か い

を廻

ったという話に取材。当初は二曲屏風で、その裏

書の林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

注の書に「寛政十年 戊
つちのえ

午
う ま

春筆
ひ つ

干
と き

時
に

北

斎三十八歳也」とあるという（『北斎美術館５物

語絵』P49）。  

玉卮弾琴図 （「2005 北斎展図録」より転載 

右図は唐女
と う じ ょ

が立っている図。左図は龍が天空で

琴に巻きつく図。 

注）林忠正：1853～1906。越中・高岡出身。明治

時代の美術商。明治11年（1878）にパリ万国博覧

会に参加する起立工商
き り つ こ う し ょ う

会社の通訳として渡仏。そのまま滞在し、美術商となり多くの浮世

絵などを売りさばく。ジャポニズムの高まりもあり、印象派の画家たちとも親交を結んだ。           

●狂歌絵本『男
おとこ

踏歌
と う か

』（1 月。大本
お お ぼ ん

彩色。折本
お り ほ ん

一帖。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

注撰。北斎は一図のみ描

く。他に、北尾
き た お

紅
こ う

翠
す い

斎
さ い

（北尾
き た お

重
し げ

政
ま さ

）、堤等琳
つつみとうりん

、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、鳥
ちょう

文
ぶ ん

斎
さ い

（細田
ほ そ だ

）栄
え い

之
し

、

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiL6c72t6HhAhVkL6YKHcWaA0IQjRx6BAgBEAU&url=https://asdk.sakura.ne.jp/fukude/lst/12/c/01.htm&psig=AOvVaw1RS5_gONW1_GZanglIVZfL&ust=1553745693695829
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白峯易祇
は く ほ う え き ぎ

（「えきし」とも）が描く。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。メトロポリタン美術館/すみだ北斎

美術館/大英博物館/東京国立博物館/千葉市美術館蔵） 

注）浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

：「せんそうあんいちんど」と読む解説書あり。1755～1820。浅草田原町
た わ ら ま ち

で質屋を営む傍ら、浅草側
が わ

や壺連
つ ぼ れ ん

と呼ばれる狂歌グループを率いて、狂歌摺物を多く北斎

に依頼した。 

☆〈田園
で ん え ん

行楽
こ う ら く

〉（「田舎
い な か

道
み ち

の往来
お う ら い

」とも。北斎宗理画。25.5×18.8：見開き 25.5×37.6） 

※藁
わ ら

ぶき屋根の茶店を囲むように小川が流れ、橋が掛かっている。橋の下では男が川に入

って笊
ざ る

で魚を捕ろうとしている。橋の上では男が鍬
く わ

を持って、手をかざしてどこかを見て

いる。小奴
こ や っ こ

が欄干
ら ん か ん

に手を掛けて向こうむきに

川の流れを見ている。その脇で荷物を背負っ

た女が訳ありげに小奴
こ や っ こ

の横顔を見ている。橋

の手前では、簪
かんざし

を挿した後ろ帯の女が欄干
ら ん か ん

に

寄りかかって小奴
こや っこ

と荷物の紐を引き合ってい

る。その側で灰色の手拭を被った年増
と し ま

と、赤

子を背負った女が小奴
こ や っ こ

を見ている。 

        田園行楽（メトロポリタン美術館） 

●狂歌絵本『深山
み や ま

鶯
うぐいす

』（1月。折本一帖。流霞窓
り ゅ う か そ う

広住
ひ ろ ず み

撰。朱
あ

楽
け ら

連版。大英博物館蔵） 

☆「梅樹
ば い じ ゅ

図
ず

」（法橋光琳之図
ほ う き ょ う こ う り ん の ず

北斎宗理写。花押 19.2×13.2）の一図を描く。 

法
ほ う

橋
きょう

は第三位の僧位。正四位相当の官位。僧侶だけでなく絵師などにも与えられた。

光琳
こ う り ん

は（1658～1716）は、尾形
お が た

光琳
こ う り ん

のこと。 

淡墨一色で図の左下から右上に梅の枝を描き、

「法橋光琳之図
ほ う き ょ う こ う り ん の ず

」を写したものとする。また、この宗

理は二世北斎または三世ともいわれる。見開き 13か所

中 2 図があり、北尾
き た お

紅
こ う

翠
す い

斎
さ い

（北尾
き た お

重政
し げ ま さ

）がもう 1 図を

描いている。流
りゅう

霞
か

窓
そ う

の序文に「寛政
か ん せ い

十年
じゅうねん

むま睦月
む つ き

」と

ある。            梅樹図 （大英博物館） 

●狂歌絵本『春興帖
しゅんきょうじょう

』（1 月。寛政 8 年〈1796〉に続く第 2 冊目。大本一冊着色。森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

編。北尾
き た お

紅
こ う

翠
す い

斎
さ い

〈北尾
き た お

重政
し げ ま さ

〉、北斎宗理画。北斎は「母
は は

と子供
こ ど も

の機織図
は た お り ず

」の一図を描

く。他、芝
し ば

蘭
ら ん

斎
さ い

、北尾
き た お

紅
こ う

翠
す い

斎
さ い

も描く。森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸﾖﾝﾝ蔵） 

☆〈母
は は

と子供
こ ど も

の機織図
は た お り ず

〉 

※図は、小さな祠
ほこら

がある戸外で、手拭を被った母親が座って小さな機織機
は た お り き

を操り、子ども

が縦糸を整えている様子。湖面の向こうに薄く雪を被った富士山が薄く描かれる。

四方歌垣
よ も の う た が き

の序文に「歌
う た

番匠
ばんしょう

注寛政十年午
う ま

の春」とある。 

注）番匠
ばんしょう

：大工を指す言葉だが、歌の作り手くらいの意味か。 
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※寛政 8 年（1796）版や、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

とともに描いた寛政年間末の版の同題のものや、

更に宗理と山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

が挿絵を描いた同題のものも

あるという。（リチャード・レイン『伝記画集 

 北斎』ｐ327）  母と子の機織図（島根県立美術館） 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

初若菜
は つ わ か な

』（1 月。半紙折本一

帖。宗理改北斎画。印三径。一榎庵笛成
い っ か え ん ふ え な り

らによる

出版。他の絵師も描く。島根県立美術館/すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※北斎は「母
は は

と子
こ

の若菜摘
わ か な つ み

の図
ず

」一図のみ描

く。 

☆〈母
は は

と子
こ

の若菜摘
わ か な つ み

の図
ず

〉 

※遠く初日の出を指差す子ども。手をかざして

日の出を見ながら手拭
て ぬ ぐ い

を被って初若菜
は つ わ か な

を摘む母

親。笛
ふ え

成
な り

の序文に「午
う ま

のむつミ月」とある。 

      母と子の若菜摘の図（すみだ北斎美術館） 

【黄表紙『化物和本草』で号・可候を用いる】 

※「可候
そ ろ べ く

」の号は「候
そうろ

ふ可
べ

く」（そうありたい）という北斎の願望から付けたものという

（リチャード･レイン『伝記画集 北斎』ｐ24）。 

※「可候
そ ろ べ く

」は、「時太郎可候」の形で、文化 3年（1806）頃まで用いられたと思われる。 

※飯島虚心『葛飾北斎伝』には、画号について「同（寛政）十三年、時太郎可候画作とあ

り。『青色年表』に、〈文軒翁
ぶ ん け ん お う

云
い わ

く、竈
かまど

将軍
しょうぐん

注は北斎の画作なり。可候は、仮に設けたる

名なり。これより二三年続きて出る〉」（『青本年表』より。『葛飾北斎伝』ｐ302 所収）

とあるが、12年の誤り。 

注）竈将軍：寛政 12年（1800）黄表紙『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（時太郎可候画）を指す。 

「可候」は、寛政 13年（1801）の『児童文殊稚
ち ご も ん じ ゅ お さ な

教訓
きょうくん

』の本文中に「風雅でも洒落でもなく、

せうことなしの山下
や ま し た

へんに、借家住まひの世間知らず。自ら、そろべく（筆者注：可候）

となのり、何一つ、とりえのなき坊主ありてふと、草紙の戯作を綴りしが（略）」とある

ので、可候は「そろべく」と読むか。但し、一般的には「かこう」と読むことが多い。 

●黄表紙『化物和本草
ばけものやまとほんぞう

』（1 月。三冊。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

戯作。画工可候〈宗理時代唯一の署名〉。

山東
さ ん と う

京
きょう

伝
で ん

と組んだ四作目。山口屋
や ま ぐ ち や

注（江戸馬喰
ば く ろ う

町
ちょう

）版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

注）「西尾市岩瀬文庫古典籍書誌データベース」によれば、馬喰
ば く ろ う

町
ちょう

山口屋版となっている。

馬喰
ば く ろ う

町
ちょう

二丁目の山口屋
や ま ぐ ち や

忠
ちゅう

右
え

衛門
も ん

を指す。 
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※この作で始めて可候を用い、最終丁に「画工 可候」と記す。山東京伝の序文に「寛政
か ん せ い

十歳
じゅうのとし

戌
つちのえ

午
う ま

孟
も う

春
しゅん

」とある。平家蟹をもじった平気蟹や、煙管と煙草入れを持ち、口から煙

を吐きながら空を飛ぶ

人頭の怪鳥に向

かって、漁師が

鉄砲を向けてい

るなど、妖怪の

図などが描かれ

る。 

 

『化物和本草』平気蟹             最終丁：早稲田大学図書館） 

●俳句絵本『楽流
らくりゅう

活花図
い け ば な ず

』
」

（墨摺。「北斎宗理画。印完印知」の落款のある生け花の画が

『北斎大全 第二巻 宗理期』（Kindle 版）に紹介されてい

る。画には「正風
しょうふう

古流
こ り ゅ う

花道
か ど う

の自在
じ ざ い

軒
け ん

宗匠
そうしょう

より別号
べ つ ご う

を譲
ゆ ず

り受
う

けて 

大サガミ三代目
さ ん だ い め

用捨
よ う し ゃ

庵
あ ん

 一
い ち

楽図
ら く ず

」の書き込みがある。 

●錦絵「お染
そ め

久松
ひ さ ま つ

 春
しゅん

花
か

」（この頃か。中判。可候画。版元

不明。23.4×17.4 ウースター美術館蔵） 

※風呂敷包みを背負い、前髪の若衆姿の久松
ひ さ ま つ

と、扇を顔に当て

ながら久松
ひ さ ま つ

を見るお染
そ め

が、桜咲く木の側を行く図。 

お染久松 春花（『名品揃物浮世絵 9』北斎Ⅱより：web パブリック・ドメイン美

術館転載） 

【忠臣蔵シリーズの開始】 

●錦絵『新版
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（この頃か〈北斎館『北斎・東西の架け橋 1998』による〉。享

和元年（1801）説。享和 3 年（1803）～文化 2 年（1805）説あり。横間判錦絵揃物。11 枚

1 組〈初段鶴ケ岡～第十一段目まで〉。可候画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

（江戸・下谷池
し た や い け

の端
は た

仲町
な か ま ち

）

版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/江戸東京博物館/大英博物館/神戸市立美術館/江戸東京博物館蔵） 

※遠近法による画法(透視画法)で描く。寸法は所蔵館により異同あり。 

☆〈初段靏
ﾏ ﾏ

（鶴
つ る

）ケ岡
お か

〉（21.0×31.8） 

※足利
あ し か が

直
な お

義
よ し

の饗応役
きょうおうやく

の大名若狭之
わ か さ の

助
す け

が高師直
こ う も ろ の う

（吉良
き ら

上野
こうずけの

介
す け

）から殿中で凌辱
りょうじょく

を受ける場面。 

☆〈第弐段目〉（21.0×31.4） 

※若狭之
わ か さ の

助
す け

が師直
も ろ の う

に対する殺意を家老の加古川
か こ が わ

本
ほ ん

蔵
ぞ う

に明かす。主人の意を汲み本蔵
ほ ん ぞ う

は松の

枝を切り落として賛同の意を示す「松切りの場面」。 

☆〈第参段目〉（21.0×31.4） 

※本蔵
ほ ん ぞ う

は師直
も ろ の う

に進物
し ん も つ

を送り、主人と師直
も ろ の う

の仲を取り持つ。師直
も ろ の う

は代わりに同じ饗応役
きょうおうやく

の

伯耆
ほ う き

国
く に

藩主・塩治
え ん や

判官
は ん が ん

高定
た か さ だ

（浅野内
あ さ の

匠頭
たくみのかみ

）を凌辱
りょうじょく

する。ついに判官が師直
も ろ の う

に刃傷
にんじょう

に及ん
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だが、加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

に止められる。このとき判官の供
と も

侍
ざむらい

の星野
ほ し の

勘
か ん

平
ぺ い

は、腰元
こ し も と

お軽
か る

と密会し

ていて、主人の大事な時にいなっかったことを恥じて切腹しようとするも、結局は女の里
さ と

に隠れる。図は、お軽と勘平が城の石垣の側に立って、これから逃げようとしている場面。 

☆〈第四段目〉(21.1×31.4) 

※判官に切腹が申しつけられ、腹を切る直前まで「由良之
ゆ ら の

助
す け

は」と繰り返し、家老の

大星由良之
お お ぼ し ゆ ら の

助
す け

（大石
お お い し

内蔵
く ら の

助
す け

）に会うことを願ったが、由良之
ゆ ら の

助
す け

の息子力
り き

弥
や

は「未
い ま

だ参上
さんじょう

つ

かまつりませぬ」を繰り返す。急ぎ駆けつけた由良之
ゆ ら の

助
す け

は、主人の仇
かたき

をとることを決意し

ながらも屋敷を明け渡す。図は、座敷で判官
は ん が ん

が切腹する場面。 

☆〈第五段目〉（20.8×30.9） 

※勘兵
か ん ぺ い

は、お軽
か る

の里で猟師になっていた。お軽の父与
よ

市
い ち

兵衛
べ え

は、娘の身売りで得た金を持

ち帰る途中、山崎
や ま ざ き

街道
か い ど う

で悪党斧定九郎
お の さ だ く ろ う

に殺され金を奪われる。その定九郎
さ だ く ろ う

は、勘兵
か ん ぺ い

が 猪
いのしし

を撃った弾に当たり死亡し、金は勘
か ん

平
ぺ い

の手元に戻る。 

図は、与
よ

市
い ち

兵衛
べ え

が定九郎
さ だ く ろ う

に殺される場面と、千崎弥五郞
せ ん ざ き や ご ろ う

と早野
は や の

勘
か ん

平
ぺ え

が出会う二場面を

同時に描く方法は、寛政中期の北尾
き た お

重政
し げ ま さ

「浮
う き

絵仮名
え か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」からの影響があるとされ

る（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』作品解説より）。 

新板浮絵忠臣蔵五段目（島根県立美術館） 

 

 

 

 

 

 

 

☆〈第六段目〉(20.8×30.9) 

※身売りしたお軽
か る

が家を出ようとしたとき勘
か ん

平
ぺ い

が戻り、 舅
しゅうと

の与
よ

市
い ち

平
べ

衛
え

を自分が殺したと

思いこみ切腹する。絶命の直前に与
よ

市
い ち

平
べ

衛
え

の傷が鉄砲の弾によるものでないことが分り、

敵討
かたきうち

の仲間の連判
れ ん ぱ ん

に加わる。図は、お軽
か る

が身売りで家を出ようとした時、勘
か ん

平
ぺ い

が戻ってき

た場面。 

☆〈第七段目〉（21.0×31.5） 

※大星由良之
お お ぼ し ゆ ら の

助
す け

は、敵を欺くため、京都の茶屋で遊興の日々を送る。ある日、長男力
り き

弥
や

か

らの師
も ろ

直
の う

方を偵察した手紙を読んでいると、二階にいたお軽
か る

が鏡で写し読みをし、縁
え ん

の下
し た

で師直
も ろ の う

側の斧九
お の く

太夫
だ ゆ う

がそれを読んでしまう。由良之
ゆ ら の

助
す け

はお軽
か る

に九
く

太夫
だ ゆ う

を殺させ、折りしも

訪ねてきたお軽
か る

の兄で塩治
え ん や

家に仕える足軽
あ し が る

の寺
て ら

岡平
お か へ い

右
え

衛門
も ん

を仲間に入れる。図は、縁
え ん

の下
し た

に師直
も ろ の う

側の斧九
お の く

太夫
だ ゆ う

がおり、そこに寺
て ら

岡平
お か へ い

右
え

衛門
も ん

が訪ねて来た場面。 
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☆〈第八段目〉（21.2×31.7） 

※加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

の妻戸
と

無瀬
な せ

が、娘小浪
こ な み

を大星力
お お ぼ し り き

弥
や

に嫁入りさせるために山科
や ま し な

へ向かう二人の道行
み ち ゆ き

の場。         八段目（島根県立美術館） 

☆〈第九段目〉（21.0×31.2） 

※山科
や ま し な

の大星
お お ぼ し

邸についた戸
と

無瀬
な せ

親子は、来意
ら い い

を

由良之
ゆ ら の

助
す け

の妻お石
い し

に告げるが、本蔵
ほ ん ぞ う

が師直
も ろ の う

に進

物を送り主人との仲を取り持ったことを理由に二人を受け付けない。そこに本蔵
ほ ん ぞ う

が現れ、

わざと由良之
ゆ ら の

助
す け

を罵
ののし

り、怒った力
り き

弥
や

に槍
や り

で刺される。このとき本蔵
ほ ん ぞ う

は本心を告げ、師直
もろのおう

邸

の図面を渡して娘を託す。図は、戸
と

無瀬
な せ

親子と由良之
ゆ ら の

助
す け

の妻お石
い し

が会う場面。 

☆〈第十段目〉（21.0×31.6） 

※堺
さかい

の回船
か い せ ん

問屋
ど ん や

天川屋
あ ま か わ や

義
ぎ

平
へ い

は、由良之
ゆ ら の

助
す け

から依頼された武具の調達と輸送引き受け、その

心意気を示す。図は、天川屋
あ ま か わ や

の座敷で義
ぎ

平
へ い

が

見栄
み え

を切っている名場面を、子どもが真似を

している。 

☆〈第十一段目〉（20.5×30.9） 

※師直
も ろ の う

邸に討入った義士たちは、中庭で戦

い、ついに炭小屋に隠れていた師直
も ろ の う

を討ちと

る。図は、義士たちが屋敷に討ち入った場

面。        十一段目（島根県立美術館） 

※「忠臣蔵」は天明年間に一枚絵「浮絵忠臣蔵夜討之図
う き え ち ゅ う し ん ぐ ら よ う ち の ず

」や三枚続き絵「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

討入
う ち い り

」や

「見立忠臣蔵 七段目」があるが、他には、享和元年（1801）洒落本『仇
あ だ

手本
て ほ ん

』（忠臣蔵

をもとにした話で、挿絵を描く）、享和 2 年（1802）『画本
え ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』(狂歌本。享和 2 年：

1802)、享和元年～3 年『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』、文化 3 年（1806）『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』などがあ

る。 

※他に、享和元年～3 年(1801～03)作と思われる横小判の『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』(全揃 12 図)

がギメ美術館に所蔵されているという（根岸美佐『北斎研究』56 号）。  

【落款と印の使い分け】 

●生花教本『抛入
な げ い れ

花
は な

の二見
ふ た み

』（冊子中に記載されている『楽門
ら く も ん

瓶
び ん

花
か

譜
ふ

』とも。墨摺半紙本

一冊。十
じゅう

楽坊
ら く ぼ う

鬼丸
お に ま る

編。十楽坊社中
しゃちゅう

版。他に完
か ん

斎
さ い

知道
ち ど う

などが描く。島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※天明・寛政の序文があり、この頃から企画があったと思われる（『年譜』による）。 

67 図中、北斎は 14 図描く。それぞれに落款を使い分けている。「完知画 印完・印知」

「北斎完知画 印完・印知」「北斎宗理 印完・印知」「完宗理画 印完・印知」「北

斎宗理画 印完・印知」「完知画 印北・印斎」「北斎画 印完・印知」「印百林」な

ど。
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落款については、伊藤めぐみ「宗理研究の再検討（一）（二）に詳しい（『北斎研究』

23 号・24号所収・葛飾北斎美術館編 東洋書院） 

●肉筆画「猿図
さ る ず

」(この頃か。絹本着色一幅。かつしかの北斎宗理ならひにつゝす。印か

つしか印北斎宗理。個人蔵) 

※図の右には猿という言葉にことよせた北斎の文が記される。猿が身をかがめて前を見て

いる図。 

●肉筆画「三
さ ん

美人図
び じ ん ず

」（絹本着色一幅。宗理改北斎画。印三径。164･5×46.0 エドアル

ド・キオッツオーネ記念ジェノヴァ東洋美術館蔵） 

※立っている娘・袖を顔に当てる婦人・立膝でのけぞる花魁
お い ら ん

の三人を描

く。 

天龍
てんりゅう

王瑾
お う き ん

注（天龍
てんりゅう

道人
ど う じ ん

）の賛「紅粉写成画入真却疑巫峡浚
？

 降神長留雲

雨可憐色暮々朝々思殺人 嬌態如花々不及今都春色欲 競妍禿紅李白薔

薇紫那箇枝 頭
？

不可憐 白暫容光花闘妍含情殊態媚 床前可憐雙手千人

枕春色不 知落執辺 八十叟天龍王瑾題書 印 印」 

三美人図（ジェノヴァ東洋美術館） 

注）天龍王瑾：？～1810。日本画家。 

●肉筆屏風画「風俗三
ふ う ぞ く さ ん

美人図
び じ ん ず

」(絹本着色掛幅。三幅対。各北斎画。印

辰政。各 93.0×24.9 太田記念美術館蔵) 

※右図は左を向く高位

の花魁
お い ら ん

図に、朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の狂歌、中図は正面を

向く芝居見物の御殿
ご て ん

女中
じょちゅう

の図に、淮
わ い

南堂
な ん ど う

（朱
あ け

楽
ら

）菅
か ん

江
こ う

の漢詩、左図は右を向い

て、浴衣
ゆ か た

を持って風呂へ行く（あるいは

風呂帰りの）町家の女図に、朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の

狂歌の書き入れがある。 

図の左にある朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の狂歌は「ふり

むけば浴衣
ゆ か た

のままの夕
ゆ う

化粧
げ し ょ う

 雪
ゆ き

をあざむ

くはだ（肌）涼
す ず

しき」と左から右に書か

れている。  風俗三美人図（太田記念美術館） 

●肉筆画「張
ちょう

良
りょう

」（絹本着色一幅。寛政

十戌午歳
つちのえうまのとし

中秋
ちゅうしゅう

丹斎辰路応需
お う じ ゅ

 北斎辰政

画。82.0×31.1） 

※霞む月の下、赤い衣服を着て峨々
が が

たる山中で笙
しょう

を吹く張
ちょう

良
りょう

。麓
ふもと

には軍勢の赤い幟旗
のぼりばた

が

はためいている。 
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●肉筆画「柳
やなぎ

に牛図
う し ず

」（この頃か。紙本淡彩一幅。北斎画。印辰政。117.6×28.1。島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※もと三幅対で左右二幅にはそれぞれ大原女
お は ら め

が描かれていた。図は、黒牛

が鞍
く ら

を乗せてこちらを向き、赤牛が向こうの柳の方を向いている。柳も含

め水墨画風の描き方となっている。太田
お お た

南畝
な ん ぽ

の賛「非桃
ももにあらず

 非牡丹
ぼたんにあらず

」がある。 

柳に牛図（島根県立美術館） 

●肉筆画「大原女
お は ら め

図
ず

」（この頃か。紙本淡彩一幅。北斎画。印辰政。

118.1×28.4） 

※元「柳に牛図」と三幅対。大原女
お は ら め

は黒木
く ろ き

売
う

りとも呼ばれ、京都の八
や

瀬
せ

（比叡山
ひ え い ざ ん

の山麓
さ ん ろ く

）辺から薪
たきぎ

の黒木や木工品などを頭に乗せて売り歩いた。

図は、大原女が黒木の束の上に腰を下ろし、履き物の紐を直している。朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の賛がある。文政 2 年（1819）の『画本早引
え ほ ん は や び き

』後編にも「京」と題

して、二人の大原女が黒木に腰掛けて休んでいる様子を描いている。 

●肉筆画「大原女図
お は ら め ず

」（この頃か。紙本着色一幅。北斎

画。印辰政。118.1×27.5 ｳｴｽﾄﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※元「柳に牛図」と三幅対。手拭を被った大原女が、黒

木の束を脇に置いて、立って煙管を吹かしながら休んでいる。左手には

煙草入れを持っている。唐
か ら

衣
ごろも

橘
き っ

洲
しゅう

の賛。        

大原女図（部分：ｼｶｺﾞ・ｳｴｽﾄﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●錦絵「極印千右衛門大坂侠客五人
ご く い ん せ ん え も ん お お さ か き ょ う か く ご に ん

の内
う ち

」（着色。宗理改北斎画） 

※袖の長い着流しを着て、頭巾を被り刀を落し差しにして、尺八を帯の

背に差し、下駄を履いている千
せ ん

右
え

衛門
も ん

。その隣には芸者風な女が「染
そ め

松
ま つ

」と読める赤い提灯を持っている

女 が 寄 り 添 っ て 歩 い て い る 。

極印千右衛門
ご く い ん せ ん え も ん

は、雁
か り

金
が ね

五人男と呼ばれた大坂の無頼者

五人の一人。元禄 15 年（1702）8 月 27 日に 23 歳で刑

死。 

極印千右衛門大坂侠客五人の内（nail.aflo,com より） 

●錦絵「月見
つ き み

の座敷
ざ し き

」（宗理改北斎。横長判。着色。河出書房新社『図説浮世絵に見る江

戸の一日』による） 

※花魁
お い ら ん

や禿
かむろ

や新造
し ん ぞ う

たちが七人、大川を臨む座敷に集まっている。一人は窓辺から川を見て

いるが、月は描かれない。部屋の左隅に立てられた屏風に狂歌が書かれている。 

【北斎辰政改名通知の亀】 

●摺物「亀図
か め ず

」(「三匹
み ひ き

の亀
か め

」とも。中判着色。北斎辰政画。印師造化 17.9×15.3 す

みだ北斎美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 
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※宗
そ う

理
り

号を俵屋
た わ ら や

に返上し北斎辰
と き

政
ま さ

になったことを知らせ

るために、6月までに自費で刊行し知人に配布した摺物。 

三匹の亀が折り重なるようにしている。二匹は首を伸

ばし、一匹は背中にもう一匹の亀を乗せて首を引っ込め

ている。 

稲葉
い な ば

華渓
か け い

の図中の賛に「宗理ぬしの改名
か い め い

に北辰
ほ く し ん

の光り

いよいよましなん事を 莟
つ ぼ

む花こや衆生
しゅじょう

のもてはやし 

友人華渓
か け い

題」とある。       亀図（島根県立美術館） 

※「玉扈
ぎ ょ く し

弾
だ ん

琴図
き ん ず

」（寛政 10 年頃）を屏風装にしたときの

林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

（1853～1909）の裏書には、「寛政
か ん せ い

十年戊午
つちのえうま

春筆

于
と き

時
に

北斎三十八歳（筆者注：満年齢か。数え年では三十九歳）也
な り

。是
こ れ

ヨリ先
さ き

ハ単
た ん

ニ宗
そ う

理
り

ト

ノミ書
し ょ

スモノ多
お お

シ。此
こ の

年
と し

門人宗
そ う

二
じ

ニ俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

ノ名
め い

ヲ譲
ゆ ず

リ、庚申
かのえさる

（1800）、先
さ き

ノ宗
そ う

理
り

北斎
ほ く さ い

又
ま た

ハ、己 未
つちのえひつじ

（1799）、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

ト記
き

ス。享和元辛酉
かのととり

(1801)之
の

春ヨリ画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

ト落款
ら っ か ん

ス。

明治二十三年四月十一日、林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

識ス」とある（句読点・ルビは筆者による）。 

※この年、古
こ

宗
そ う

理
り

（注：先代宗理）の 17回忌（事項の摺物〈茶
ち ゃ

花図
ば な ず

〉参照）が営まれたの

を機に俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

名を離脱して北斎辰
と き

政
ま さ

と改名する決意を固めていたとする説がある（『国

文学研究資料館学術情報リポジトリ紀要』文学研究編 37号所収「稲葉
い な ば

華渓
か け い

筆
ひ っ

譜
ふ

」鈴木淳）。 

●摺物「茶
ち ゃ

花図
ば な ず

」（この頃か。二世宗理。古
こ

宗理十七回忌追善摺物） 

※図の右に「華渓
か け い

老
ろ う

漁
ぎ ょ

写」とあり、図左には「古宗
こ そ う

理
り

ことし十
と お

まり七
し ち

めくりの忌にあたり

侍
は べ

るを懐旧
かいきゅう

して 夢と過
か

し年やねふれる花につけ 二世宗理」とある。華渓
か け い

（稲葉
い な ば

）は北

斎と親しい書家。古宗理は、初代宗理で明和・安永年間に活躍し、安永末～天明初年（天

明 2 年前後とも）に没したといわれる。この図は、二世宗理の絵と文を華渓
か け い

が写したもの

か、絵は華渓が描き、二世宗理の文を華渓が写したものか不明。さらに、二世宗理が北斎

宗理であるのか、寛政 12年に宗理号を譲った門人宗二が名乗った菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

なのか不明。ま

た、二世宗理が誰なのかも諸論あるが、現在では二世宗理は北斎とされている（以上、伊

藤めぐみ「宗理研究の再検討（一）」『北斎研究 23 号』葛飾北斎美術館編 ｐ7～27）。

●摺物「舟
ふ ね

に橋
は し

」（紙本淡彩。宗理画。13.3×17.6 北斎館蔵） 

※川辺の村の数軒の屋根、太鼓橋、一艘の舟などが山水画のように描かれる。狂歌の後に

「 戌
つちのえ

午
う ま

とし」とある（寛政 10 年）。「ゆきどけにあらひ上
あ

げてハひとしほに 水
み ず

ぎハの

たつきしの若草
わ か く さ

 所二
し ょ じ

雪
ゆ き

成
な り

」、「うたをよむ蛙
かわず

注のつらへかけてみん 野沢
の ざ わ

の水
み ず

をくみ題
だ い

にして 流
りゅう

霞
か

窓
そ う

（山家
や ま が の

広
ひ ろ

住
ず み

）」の狂歌が記される。 

注）うたをよむ蛙
かわず

：『古今和歌集』序で紀貫之
き の つ ら ゆ き

が「花に鳴く鶯、水にすむ蛙の声を聞けば、

生きとし生けるもの、いづれか歌を詠まざりける」と記した一節を踏まえる。蛙ではない

が、その面
つ ら

に野沢の水を汲んでかけてみよう（狂歌のグループ「連
れ ん

」を「つら」と読んで、

「野沢の水」を組題にして出そうか）と詠んでいる。 
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●摺物「霧
き り

景色図
げ し き ず

」（「霧
き り

にかすむ村
む ら

風景
ふ う け い

」「霞
か す

む吉原
よ し わ ら

」とも。紙本墨淡彩。北斎宗理画。

13.0×18.0 北斎館蔵） 

※湾曲した街道沿いの家並みが続く図。手前の日本堤
に ほ ん づ つ み

に駕篭
か ご

かきが空
か ら

の駕篭を独りでかつ

いで歩いている。吉原の家並みが遠景で描かれる。堀川亭
ほ り か わ て い

石丸
い し ま る

「春風
は る か ぜ

のくるは通
が よ

ひのおも

しろや 梅
う め

か禿
かむろ

か袖
そ で

にしたふて」、源氏巻
げ ん じ の ま き

文
ぶ み

「風
か ぜ

の手
て

も有
あ る

てふ春
は る

のよし原
わ ら

に 梅
う め

か
が

隙々
す き す き

通
か よ

ふ夕暮
ゆ う ぐ れ

」、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

「いかのぼり揚屋
あ げ や

の子
こ

らが手
て

くだにも 巻
ま き

糸筋
い と す じ

のはりのつよさよ」

の狂歌が記される。あるいは狂歌本の一図が独立した絵か。 

●絵暦「唐
か ら

美人
び じ ん

の水
み ず

あび」（1月。宗理画） 

※画中の金
か な

盥
だらい

に干支と大小月あり。画面右の枠中に「御
お

あらひこ（御洗粉
お あ ら い こ

）」とある。

『年譜』による）。 

●絵暦「炬燵
こ た つ

の二
に

美人
び じ ん

」（1月。宗理画。11.2×13.6 島根県立美術館蔵） 

※炬燵
こ た つ

に入ってる二人の婦人が、格子
こ う し

障子
し ょ う じ

を開けて雪景色を見ている図。「午
うまの

春
しゅん

興
きょう

」とあ

り。 

●絵暦「大道
だ い ど う

芸人
げ い に ん

」（1 月。宗理画）画中の団扇に「寛政十戌
つちのえ

午
う ま

」とあり（『年譜』によ

る）。 

●絵暦「あやつり人形
にんぎょう

で遊
あ そ

ぶ二人
ふ た り

の童子
ど う じ

」（1 月。宗理画）子どもの着物に大小月あり

（『年譜』による）。 

●絵暦「玩具
が ん ぐ

を選
え ら

ぶ母子
ぼ し

」（着色。摺物。宗理画。9.8×13.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大の月を表す馬（本年を示す）、狐（2 月・初午
は つ う ま

）桜（3 月）、刀（5 月・端午
た ん ご

の節句
せ っ く

）、

山王
さ ん の う

（現：日枝
ひ え

神社）の祭礼の山車
だ し

を表した万灯
ま ん ど う

（8月）、暫
しばらく

（11月の顔見世で演じられ

る）、雪
ゆ き

玉
だ ま

（2月）などの月を表す玩具を二人の女性と子どもが選ぶ図。 

●摺物「馬乗
う ま の

り初
そ

め」（この頃か。宗理画。着色。24.6×20.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※武家の若君が木の初駒
は つ こ ま

に乗り、左手をかざして背後の屏風の富士の絵を眺める様子を描

く。木馬の後ろには刀を捧げ持つ女たち。脇には男が立ち、木馬の前には母親らしき女が

立っている。「春もけふ江戸入
り い

すゝめ若
わ か

駒
こ ま

に 霞
かすみ

の絵
え

府
マ マ

（符
ふ

）をあてゝ見ゆるハ 増本楼
ま す も と ろ う

呑
ど ん

義
ぎ

」、「二ツなきものとおもひし梅か
が

香
か

ハ こちらの袖
そ で

にもこちらの袖
そ で

にも 四方
よ も の

歌垣
う た が き

」

などの狂歌が記される。在原業平
ありわらのなりひら

の東
あずま

下
く だ

りの見立てという推測もある（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮ

ﾝ北斎図録』解説 p115）。 

●摺物「石
い し

なご遊
あ そ

び図
ず

」（小判着色。琳斎宗二画。北斎宗理校合。島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※門人宗二
そ う じ

の作画で北斎が修正した体裁をとるが、実際には北斎が宗二
そ う じ

のために描いたと

される（『新北斎展図録』ｐ315）。 
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石なご遊びは、石をばらまき、その内の一つを放り上げ、落ちて来る間にばら撒かれた

石を多く拾うという遊び。図は、二人の女が向き合って遊んでいる様子を描く。図に

「 戌
つちのえ

午
う ま

」とある。堪忍
か ん に ん

吾
ご

綾
りょう

の狂歌が添えられる。 

●絵暦「露店
ろ て ん

」（着色摺物。宗理画。10.5×18.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※広げた茣蓙
ご ざ

の上に小さな玩具人形等を並べて商売をする男と、それを見る男二人と子ど

も一人の図。商売の男の持つ団扇に「寛政
か ん せ い

十
じゅう

戌
つちのえ

午
う ま

」の書き込みがある。 

※「此人
こ の ひ と

に一首
い っ し ゅ

よませてこまら小
しょう

 ナニ獅子
し し

ヲ大
だ い

ニしてか ヤツハリ
や つ ぱ り

三
さ ん

助
す け

て
で

ヨマツセイ 

三助
さ ん す け

曰
いわく

一三
い ち さ ん

か三
さ ん

助
す け

を見
み

て三人
さ ん に ん

か 一首
い っ し ゅ

をよめと三九
さ ん く

の歌
う た

 露
ろ

庵
あ ん

月
つ き

麿
ま ろ

」の書き込みで月の大

小を示している（ルビは筆者）。 

●絵暦「活
い

け花
ば な

」（1 月。九つ切判。宗理画。13.7×18.5。フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※正面左に「午
う ま

のはつ春」、床の間の掛け軸には馬の文字絵が描かれ、落款に「寛政十年」

とある。娘が紅梅と福寿草の盆栽に水をやる図。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の狂歌が添えられる。 

【見立とやつし】 

※「見立
み た て

」と「やつし」については、以下の定義がなされているので、これに従う（新藤

茂「『見立』と『やつし』の定義」。『図説「見立」と「やつし」日本文化の表現法』ｐ

112所収。国文学研究資料館編。八木書店。2008年 3 月）。 

「見立」：異なるものを連想で結びつけた絵。 

「やつし」：古典的な題材を当世風に姿を変えた絵。 

同本の「はじめに」では次のようにも述べている。〈「見立」「やつし」を一言で定義 

することは難しいが、あえて言えば、「見立」はあるものを別のものになぞらえること、

「やつし」は昔の権威あるものを現代風に卑近にして表すことと言えよう。わかりやすい

例をあげれば、落語家が扇子をくわえてキセルにするのが

「見立」、平安朝の小野小町が江戸の娘になって登場する

のが「やつし」である（略）〉 

●摺物「見立
み た て

六歌仙
ろ っ か せ ん

」（1 月。絹本着色。宗理画。印完

知。73.3×50.7。板橋区立美術館蔵） 

※菱川宗理画とする図録等がある。 

※六種の階層の女性を六歌仙
ろ っ か せ ん

に見立てる。右図から時計回

り、僧正遍
そうじょうへん

昭
じょう

は御殿
ご て ん

女中
じょちゅう

に、在原業平
ありわらのなりひら

には矢場
や ば

の女に、

喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

は下女
げ じ ょ

に、大伴
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

は商家の妻に、文屋康秀
ふんやのやすひでひで

は禿
かむろ

に、小野小町
お の の こ ま ち

は花魁
お い ら ん

にして描く。         

見立六歌仙（板橋区立美術館） 
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●絵暦「見立
み た て

近江
お う み

のおかね」（十八切判注。無款。14.6×9.3 東京国立博物館蔵） 

注）十八
じゅうはち

切
ぎ り

判：大判を縦に三等分し、さらにそれを横にして三等

分した大きさ。大奉書
お お ぼ う し ょ

を十八に切った大きさ。 

※荒馬の手綱
た づ な

を下駄
げ た

で踏み押さえた近江の女おかねの「見立図
み た て ず

」。

柳の下で、湯桶
ゆ と う

に手ぬぐいを入れて持つ女が、高下駄
た か げ た

で馬の絵の

ある凧
た こ

の紐を踏んでいる図。 

見立近江のおかね（東京国立博物館） 

●摺物「朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

の鏡
かがみ

割
わ

り」（1 月。十二切判。宗理画。10.4

×18.6 フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵。『美術品所蔵レ

ファレンス事典』より） 

※朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

は、木曽
き そ

義
よ し

仲
な か

の子息・朝日奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

義
よ し

秀
ひ で

。母は巴
ともえ

御前
ご ぜ ん

だという伝説がある。大力であった。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌の後に「午
う ま

はつ春」とある。 

図は、朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

が、鶴の模様のある着物を上半身脱ぎ、毛深い両腕をひびの入った大

きな鏡餅に手をかけ、口に扇子を銜
く わ

えて割ろうとしている。背には長刀
な ぎ な た

があり、背後の天

上からは藁
わ ら

やウラジロが下げられている。朝日奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

は「朝日奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

平
たいら

義
よ し

秀
ひ で

」（寛政3年～

5 年）でも描いている。 

●摺物「母
は は

と児
こ

」（1 月。宗理画） 

※図中に百
ひゃく

林の印と、「午
う ま

のはつ春」とあるという（『年譜』による）。 

●摺物「二見
ふ た み

が浦
う ら

」（1 月。「二見
ふ た み

ケ浦
う ら

と旅人
た び び と

」とも。横大奉書全紙判。北斎宗理画。

40.6×55.2 フランス国立図書館蔵） 

※馬に乗り旅する女、馬の背に振り分けに掛けた両脇の籠
か ご

に乗る二人の子ども。馬の後ろ

で鋏
は さ

み箱の荷物を担ぐ男の図。図の右

に注連縄
し め な わ

で結ばれた夫婦岩と朝日が描

かれる。海は空色の空摺り。添えられ

た狂歌の末尾に「午
う ま

はつ春」と記され

ている。  二見ヶ浦（フランス国立図書館） 

●摺物「万歳図
ま ん ざ い ず

」（1 月。宗理画）「午
うまの

初春
は つ は る

」とある。玉川里人、浅草庵市人の狂歌が記

される（『年譜による』）。 

●摺物「初春
しょしゅん

の女
おんな

蛤売
はまぐりう

り」（1月。宗理画）「午
う ま

はつ春」とある（『年譜』による）。 

●摺物「駒牽
こ ま ひ

き」（1 月。九つ切判。宗理画。14.0×18.7 フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※若衆風の馬子
ま ご

が千両箱を積んだ荷馬を牽
ひ

く。歳旦の摺物で、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

のグループが配

ったものといわれる。細かい毛描きが特徴。「午
う ま

はつ春」とある。 

●摺物「舟上
しゅうじょう

の二人
ふ た り

の漁師
り ょ う し

」（1月。宗理画）「午
う ま

はつ春」とある（『年譜』による）。 

●摺物「檜
ひ

扇
おうぎ

を持
も

つ官女
か ん じ ょ

」（1月。宗理画）「午
う ま

はつ春」とある（『年譜』による）。 

●摺物「神馬
し ん め

と神楽
か ぐ ら

巫女
み こ

」（1月。宗理画）「午
うまの

初春
は つ は る

」とある（『年譜』による）。 
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●摺物「宮大工
み や だ い く

」（春。宗理画）。「寛政
か ん せ い

十
じゅう

午
ご

春
しゅん

」とある。『年譜』による）。 

●摺物「杓子
し ゃ く し

と水引
み ず ひ き

」（春。宗理画）「午
う ま

のはる」とある（『年譜』による）。 

●摺物「群馬図
ぐ ん ば ず

」（春。宗理図）「戌
つちのえ

午
う ま

春」とある（『年譜』による）。 

●摺物「娘
むすめ

と子供
こ ど も

と花
は な

鉢
ば ち

」（着色。宗理画） 

※縁側に置かれた盆栽の花に興味を示し掴み取ろうとする子供を、部屋の中から両肩を掴

んでとめようとしている娘。部屋には、小さな馬の玩具が置かれている。 

●摺物「高砂
た か さ ご

島
し ま

台
だ い

」（この頃か。紙本着色一幅。九ツ切判。宗理画。12.6×16.1 北斎館

蔵） 

※婚礼などのめでたい飾り物を置く島
し ま

台
だ い

（島の形に切り取った板を組み合わせた台）に、

三つ重ねの盃、松竹梅、能「高砂
た か さ ご

」に登場する翁
おきな

と媼
おうな

の人形などが置かれている。三方
さ ん ぽ う

に

は熨斗
の し

の上に銀色の馬が置かれているので「午
う ま

年
ど し

」の作品と思われる。 

●摺物「里芋
さ と い も

ときりぎりす」（8月頃。宗理改北斎画。『年譜』による） 

※画中に「うまの葉月」とあり。これにより秋の 8月までに宗理を改名したと思われる。 

●摺物「時計
と け い

の図
ず

」（宗理改北斎画）。寛政十年の記があるという。『年譜』による） 

●摺物「女
おんな

淡島
あ わ し ま

」（この頃か。ホノルル美術館蔵） 

●摺物「首尾
し ゅ び

の松
ま つ

」（着色。宗理改北斎画） 

※隅田川の首尾の松の所で屋形船を停めてくつろぐ二人の男と芸者。芸者は船端から身を

乗り出して布を川面に晒している。船尾では船頭が煙草入れを腰に挿し、艪を操っている。

紫色庵蔓人、貢庵則次などの狂歌が記される。 

●摺物「舞納
ま い お さ

め」（この頃か。着色角判。宗理改北斎画。日本浮世絵博物館蔵） 

※小面
こ お も て

風の女面と怪士
あ や か し

風の鬼神
き し ん

の能面が描かれる。雪斎辰盧
せ っ さ い し ん ろ

の賛「せわしなき去年
こ ぞ

ハ昨日
き の う

に舞納
ま い お さ

め のうのうとする今朝
け さ

の初春
は つ は る

 小原女
お は ら め

の心づかしや ●
判読不能

梅」と書入れがある(日本

浮世絵博物館所蔵『大揃え北斎展図録』ｐ101 読売新聞社による)。 

●絵暦「娘
むすめ

と鏡磨
かがみとぎ

職人
しょくにん

」（この頃か。着色。摺物。無款。

9.4×9.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）） 

※職人が磨いている手鏡
て か が み

を覗いている娘の図。背景にウラジ

ロ等の注連縄
し め な わ

の正月飾りが張られている。二人の間に置かれ

た荷物の風呂敷にこの年の小の月が記され、一、六、七、九

と判読できるので、該当する寛政 10 年の絵暦であるという

（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』解説による） 

娘と鏡磨職人（すみだ北斎美術館） 

 

寛政
か ん せ い

11（1799）己 未
つちのえひつじ

 40 歳 北
ほ く

斉
さい（ﾏﾏ）

、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

、俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

、宗
そ う

理
り

、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎
ほ く さ い

、前宗
さきのそう

理
り

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北辰
ほ く し ん

辰
と き

政
ま さ

、先
さ き

ノ宗
そ う

理
り

北斎
ほ く さ い

、先宗
さきのそう

理
り

北斎
ほ く さ い

、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北斎
ほ く さ い

、□印
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北斗一星高
ほ く と い っ せ い こ う

、辰
と き

、政
ま さ

、辰
と き

政
ま さ

、完
か ん

知
ち

、画
が

狂人
きょうじん

：こと（29 歳）、（富之
と み の

助
す け

：13 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（11歳）、阿
お

鉄
て つ

（9歳）、阿
お

栄
え い

（2歳） 

◇正月 5 日、式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の黄表紙『侠
きゃん

太平記
た い へ い き

向
むこう

鉢巻
は ち ま き

』で御用火消しを誹謗したとして、よ組

の火消しが三
さ ん

馬
ば

宅と版元西宮新六
に し み や し ん ろ く

宅の打ち壊しをする。その騒動を起こしたとして、人足

は出牢赦免。三
さ ん

馬
ば

は手鎖 50日、版元は過料の罪を受ける（曲亭馬琴『近世物之本 江戸作

者部類』「式亭三馬条」による）。 

◇相撲興行（2月、本所回向院、11月、本所回向院）。 

◇5月 13日、六代目市川団十郎
いちかわだんじゅうろう

没（22）。 

◇6月 8日、円山
ま る や ま

派の絵師長沢盧雪
な が さ わ ろ せ つ

没（45）。 

◇高田屋
た か だ や

嘉
か

兵衛
へ い え い

、択捉
え と ろ ふ

航路を開く。 

◇大小暦の取締強化令。 

◇華美、好色、実名入りの錦絵は全て没収・絶版にする命令がでる。 

【江戸読本登場】 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

、読本『忠臣水滸伝
ち ゅ う し ん す い こ で ん

』（11 月。前編五巻五冊。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。後編は享和元

年：1802刊。後期読本注の初めとされる）。 

注）後期
こ う き

読本
よ み ほ ん

：一般的には読本は『忠臣水滸伝
ち ゅ う し ん す い こ で ん

』から始まるとされるが、文学史的には寛

延 2 年（1749）に都賀庭
つ が て い

鐘
しょう

が中国白話
は く わ

小説
しょうせつ

の翻訳を中心にした『英
はなぶさ

草紙
ぞ う し

』や、安永 5 年

（1776）の上
う え

田
だ

秋
あ き

成
な り

『雨月
う げ つ

物語
ものがたり

』の上方
か み が た

中心のものを前期読本とし、山東京伝以降の江戸

読本を、後期読本と呼ぶ。 

○本
も と

居宣
お り の り

長
な が

、『源氏
げ ん じ

物語
ものがたり

玉
た ま

の小櫛
お ぐ し

』。 

○司馬
し ば

江漢
こ う か ん

、『西洋画談
せ い よ う が だ ん

』。 

○正月、蹄
て い

斎
さ い

北馬
ほ く ば

（北斎門人、1770～1844）、読本『席上
せきじょう

怪話
か い わ

 雨
あ め

錦
にしき

』（七話四冊。流
りゅう

霞
か

窓
そ う

広住
ひ ろ ず み

撰） 

○鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

、『人物
じ ん ぶ つ

略画式
り ゃ く が し き

』 

 

【北斎期・不染居北斎と号す】 

★この頃、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎と号す。この号について『江戸の画家たち』（小林忠 ペリカン社）

は「北斎にとってみれば、世間が押しつけてくるとかく固定した評価がわずらわしく、そ

れになずみがちな己れを叱咤
し っ た

し励ます自覚的な行為（筆者注：多く改号、転居を指す）だ

ったのであろう。そうした多くの号の一つに不染
ふ せ ん

居
き ょ

という、いかにもこの人にふさわしい

号がある。「居ることに染まらず」、レッテルはがしの自己変革に終生つとめた北斎であ

った」と述べている。 

※この号は文政 5年（1822）にも使われている。 

【三囲神社の箱提灯と扁額を見事に描く】 

★2 月 17 日、三囲
み め ぐ り

稲荷（現東
と う

京
きょう

都
と

墨
す み

田
だ

区向
むこう

島
じ ま

2-5-7）の開帳
かいちょう

に 12張
は り

の箱
は こ

提灯
じょううちん

と扁額
へ ん が く

（「白雨
は く う

雷鳴
ら い め い

の図
ず

」）を描く（現存せず）。箱
は こ

提灯
ちょうちん

は 12カ月を題材にした絵柄だったとい

う。扁額
へ ん が く

は、蚊帳
か や

の中で雷鳴に怯える数人の女性が描かれていたという。ボストン美術館
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に提灯絵の実物が残されているという（安村敏信「北斎の生涯と画業」。2019 年『北斎 

視覚のマジック』展図録、ｐ7）。 

※『武江年表』では 2月 15日の開帳とする。「（略）開帳の飾物
かざりもの

に美をつくすの始
はじめ

なり。

参詣人
さ ん け い に ん

群衆
ぐんしゅう

することおびただし」とある。 

※『天明
て ん め い

紀聞
き ぶ ん

・寛政
か ん せ い

紀聞
き ぶ ん

』（吉田
よ し だ

重房
し げ ふ さ

の随筆。三田村
み た む ら

鳶魚
え ん ぎ ょ

校訂本。天明元年：1781～寛政

11 年：1799 までの記事。臨川書房：昭和 44 年〈1969〉）の〈三囲
み め ぐ り

稲荷
い な り

開帳
かいちょう

〉寛政 11 年 4

月 1日参詣
さ ん け い

記事には次の記載があるという（「WEB浮世絵師総覧」による〉。 

（前略）提灯
ちょうちん

十、絵絹
え ぎ ぬ

にてはり、色々之
の

浮世絵をかく、北斎之
の

筆にて、其
そ の

巧
た く

ミに見殊
み ご と

なる

譬
た と

ふべき物なし、台ハ皆黒びろうどにて縫
ぬ い

ぐるみ、金物は金糸
き ん し

にて縫
ぬ い

出
い だ

せり、此外
こ の ほ か

に提灯
ちょうちん

壱
い っ

対
つ い

、北斎之
の

筆にて、極綵色
ご く さ い し き

之
の

画
え

なり。其
そ の

他
た

色々
い ろ い ろ

様々
さ ま ざ ま

の提
ちょう

ちん、思ひ〱
おもい

の行燈
あ ん ど ん

数
かずを

不知
し ら ず

駿河
す る が

町
ちょう

三井
み つ い

店よりとして米弐百
に ひ ゃ っ

俵
ぴょう

、又諸方
し ょ ほ う

より奉納之
の

青銅
せ い ど う

五十貫ツ
ず

ゝ
つ

、積立
つ み た て

し処
ところ

、三十箇所
か し ょ

程

もあり、白狐
しろぎつね

弐疋
に ひ き

、丈
た け

三尺余
さんじゃくあまり

、毛ハ白
し ろ

絹糸
き ぬ い と

にて植
う え

、眼ハ是
こ れ

も水晶
すいしょう

なり、此
こ の

壱対
い っ つ い

手際
て ぎ わ

といへ

格好
か っ こ う

といへ誠
まこと

に霊
れ い

狐
こ

之
の

姿
すがた

備
そ な

はり尊
とうと

く、身ノ毛も動く計
ばかり

リ也
な り

、狂哥
き ょ う か

或
あるい

ハ徘諧連
は い か い れ ん

中
ちゅう

之
の

額
が く

数々
か ず か ず

有り、ふちハ多分雲形
く も が た

又は唐草
か ら く さ

、金
き ん

之
の

高
た か

ぼり、口絵
く ち え

色々
い ろ い ろ

有ル内、夫人
ふ じ ん

之
の

驚きしに蚊帳
か や

を釣

りし体
て い

至
いたり

ておかしく、また見殊
み ご と

なり、此分
こ の ぶ ん

都
す べ

て北斎の画
え

、（以下略）」（句読点・ルビは

筆者による）。 

文中に「白
し ろ

狐
ぎつね

」とあるのは、同神社を僧源慶
げ ん け い

が改築した折、土中から白狐に跨
またが

る老翁の

像が出てきて、その周りをどこからともなく現れた白狐が三度回って消えたところから神

社名がつけられたという由来に因
ち な

んだもの。 

 

【全図北斎号による最初の狂歌本】 

●狂歌絵本『東遊
あずまあそび

』（角書
つ の が き

「狂歌
き ょ う か

」。正月。大本墨摺三冊 29 図。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

撰。奥付に

画工注北斉
マ マ

 筆工六蔵亭
ろ く ぞ う て い

 彫刻安藤
あ ん ど う

円
え ん

紫
し

とあり。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。26.2×18.0 国文学研究

資料館/東京芸術大学附属図書館/立命館 ARC/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/江戸東京博物館/国立国会図書館/早稲田大学図書館/日本浮世絵博

物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵）。 

注）画工：「浮世絵師」の呼称はこの頃は余り用いられず、一般的にはもっぱら「画工」

と称された。幕府お抱え絵師以外の絵師は、画工の呼称が示すように、単に絵を描く職人

として認識されていた。なお「浮世絵」の語の初出は延宝 9 年（天和元年：1681）の俳諧

書『それぞれ草』に出る「浮世絵や下にはえたる思ひ草」とされる（赤城治績『完全版 

広重の富士』集英社新書 ｐ31） 

※俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

の号を返却し、全図北斎号による最初の狂歌本。全 67 丁 29 図を描く。狂歌は

全国的に 471首収める。ちなみに寛政 10年（1798）狂歌絵本『初若菜
は つ わ か な

』に北斎号で「母子

の若菜摘み」一図のみ描いている。 

※巻末に「王維
お う い

か
が

山水ハ見ぬもろこしの京ものか
が

たりになんありける こゝに北斎は四里

四方の毫細
ご う さ い

をふるへば、居ながら名と
ど

ころをしることもくぜん（目前）たり」とあり「う
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つし絵のすみからすみへ江戸雀 とひあるき見る花
は な

心地
ご こ ち

すれ 千種庵霜解」の狂歌が記さ

れる。 

※享和 2 年（1802）に狂歌を削除し、絵のみの『画
え

本
ほ ん

東都遊
あ ず ま あ そ び

』（三冊）として改題色摺で

刊行される。 

☆〈芝
し ば

神明宮春景
しんめいぐうしゅんけい

〉 

※神明宮
し ん め い ぐ う

境内を俯瞰し、背景に芝
し ば

浜
は ま

の海を描く。芝
し ば

神明宮
し ん め い ぐ う

は現在では芝
し ば

大神宮
だ い じ ん ぐ う

（東
とう

京
きょう

都

港
みなと

区芝
し ば

大
だ い

門
も ん

1-12-7）と呼ばれ、伊勢
い せ

神宮
じ ん ぐ う

の内外宮
な い げ く う

を祀る。芝増上寺
し ば ぞ う じ ょ う じ

の近く。 

☆〈三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

〉 

※広い田圃
た ん ぼ

を前にした三囲神社（現東京都墨田
す み だ

区向島
むこうじま

2-5-17。当時は現在地より北の田圃

の中にあった）を中央に描き、図の右端に、神

社に続く湾曲した道を行く参詣の人を配してい

る。三囲神社は、近江
お う み

の僧源慶
げ ん け い

が改築したと

き、土中から白
し ろ

狐
ぎつね

にまたがる老翁
ろ う お う

の像を発見、

その像の周りをどこからともなく現れた白狐が

三度回って消えたところから名づけられた神社

だという（「三囲神社」由来より）。      

三囲神社（国文学研究資料館） 

※図左に隅田川堤より下にある二門の鳥居が描かれる。左上に「芸者集 鳥居半出大川端 

遥指三囲稲荷檀 葦葉刈来盛洗鯉 蒲焼食尽割長鰻 葛西号掛太郎鼻 晋子句翻百姓肝 

向晩舩頭呼不起 屋根舟裏只聞鼾」の七言律詩が記される。 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

春雪
しゅんせつ

〉 

※隅田川を行く二艘の船。手前の船には大傘を広げた人が乗っている。手前の家の屋根や

対岸は春の雪を被っている。 

☆〈今戸里
い ま ど の さ と

〉 

※焼物作りが盛んな今戸の職人が、川辺の

作業場で棟
む ね

瓦
がわら

のようなものを作っている。

今戸は、東京都台東
た い と う

区北東部に位置し、南

部は浅草に接し、隅田川の西側に沿った地

（現在の東京都台東
た い と う

区今戸
い ま ど

1 丁目～2 丁目辺

り）。今戸焼という焼物作りが盛んで、特

に招き猫が名物となっていた。 

今戸里（国文学研究資料館） 

☆〈待乳山
ま つ ち や ま

〉 

※待乳山
ま つ ち や ま

聖天
しょうでん

（正式には待乳
ま ち ち

山
や ま

本龍院
ほんりゅういん

。浅草寺
せ ん そ う じ

の子院。現東京都台東
た い と う

区浅草
あ さ く さ

7-4-1）があ

り、小高い場所は風光明美を楽しむ人でにぎわった。図は、院前の隅田川支流に掛かる橋
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を渡って桜見物に行く人々を描く。図左に待乳山、図右に今戸
い ま ど

橋
ば し

(現在はない)、図左上の

富士山を配置。英一蝶
はなぶさいちちょう

の書入れあり。 

待乳山（東京芸術大学附属図書館） 

☆〈請地
う け じ

松師
ま つ し

〉 

※盆栽の松の枝を、口にくわえた糸でゆわえ

ている男。請地
う け ち

は、南葛飾請地
み な み か つ し か う け じ

にあった地名

（現東京都墨田区押上
お し あ げ

付近）。鎮火の神を祀

り、紅葉で有名な秋葉
あ き ば

大権現社
だ い ご ん げ ん し ゃ

が近くにある

（現東京都墨田区向島
むこうじま

4-9-13）。 

☆〈牛島
う し じ ま

中
な か

田屋
た や

〉 

※隅田川沿いの牛島
う し じ ま

の仲田屋
な か た や

注の前の道を、鍬
く わ

を担いだ農夫歩いていく。牛島は牛島神社

（当時は牛
う し

御前
ご ぜ ん

と呼んだ。現東京都墨田区向島
むこうじま

1-4-5）で有名な所。貞観
じょうがん

年間（859～79）

に慈
じ

覚
か く

大師
だ い し

の建立といわれる。現在地より少し北にあった。社名は、慈
じ

覚
か く

大師
だ い し

が須佐之
す さ の

男
お の

命
みこと

の化身である老翁に出合い、「自分の為に神社を建てよ、そして、もし国土に騒乱があ

れば首に牛頭を戴き、悪魔が降伏する形相を現して天下安全の守護となれ」と託宣を述べ

たことに由来するという。社名に因んだ恐

ろしい形相の牛像が置かれている。他に自

分の具合の悪い箇所を撫でると治るという

「撫
な で

牛
う し

」も置かれ親しまれている。 

注）仲
な か

田屋
た や

：飯島虚心『葛飾北斎伝』（ｐ

73）の脚注に「隅田堤下
す み だ づ つ み し た

、現牛島神社（旧

牛
う し

の御前
ご ぜ ん

）の旧地（墨田区向島
むこうじま

五丁目）の

前にあった川魚料理の中田屋。鯉調理で有

名」とある。葛西
か さ い

太郎
た ろ う

とも称された料理屋。        牛島中田屋（立命館 ARC） 

☆〈梅
う め

屋鋪
や し き

〉 

※斜めに降りつける雨に、傘をすぼめて顔を隠す女、笠を被り天秤棒を担いで急ぎ足の農

夫と、雨の向こうに霞む梅屋鋪
う め や し き

（梅屋敷とも）を描く。梅屋敷は、呉服商の伊勢屋喜
い せ や き

右
え

衛門
も ん

別荘「清
せ い

香
こ う

庵
あ ん

」の梅が見事で、江戸中から観梅の人々がやってきたところから、亀戸
か め い ど

梅屋鋪
う め や し き

と呼ばれるようになった。歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

の『名所
め い し ょ

江戸
え ど

百景
ひゃっけい

』にも描かれ、フィンセン

ト・ファン・ゴッホがそれを模写したことでも有名になった。数十丈(約 150ｍ)にわたり

枝が地中に入ったり地上に出たりする一本の梅の木が評判で、評判を聞いて訪れた

水戸光國
み と み つ く に

が、龍が伏せているようだと「臥
が

龍
りゅう

梅
ば い

」と名づけたという。八代将軍徳川
と く が わ

吉宗
よ し む ね

も

鷹狩の帰りにこの地を訪れたという。安政六年の須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版地図には、亀
かめい

戸
ど

天満宮
て ん ま ん ぐ う

の

東北（現東京都墨田区亀
かめい

戸
ど

3-40、50～53辺）にあり、「名木
め い ぼ く

臥
が

龍
りゅう

梅
ば い

」と記されている。明

治 43年（1910）の大雨で隅田川沿岸の亀
かめい

戸
ど

・大島
お お じ ま

・砂村
す な む ら

の全域が浸水し廃園となった。現
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在、東京都江東区
こ う と う く

亀
か め

戸
い ど

4-18-8 に観光イベント施設「梅
う め

屋敷
や し き

」があるが、場所も往時のもの

ではない。 

☆〈佃
つくだ

白
し ら

魚
う お

綱
マ マ

（網か）〉 

※佃
つくだ

島
じ ま

で獲れた白魚
し ら う お

は将軍家に献上されてい

た。図は、佃島沖に五
ご

大力
だ い り き

船
ぶ ね

が浮かび、その周

辺に白魚獲りの舟が数隻浮かんでいる。背景に

富士山が描かれる。    佃白魚綱（立命館ARC） 

☆〈王子
お う じ

稲荷社
い な り し ゃ

〉 

※赤
あ か

塀
べ い

に囲まれた王子稲荷の参道の階段を上り

下りする人、門前の往来を行き来する人々。境

内には「正一
しょういち

位
い

」と書かれた多数の幟
のぼり

が見える。王子稲荷神社（現東京都北区岸
き し

町
ま ち

1-12-

26）は、毎年大晦日の夜、あちこちから社地
し ゃ ぢ

にある古い榎
えのき

の辺りに集まり、装束を改める

といわれ、狐
きつね

火
び

で有名であった。狐火は晩に現れたり明け方に現れたり年ごとに違い、

一時
い っ と き

（2時間程）程現れるという。 

☆〈王子
お う じ

海老屋
え び や

〉 

※有名な茶屋「海老屋」でくつろいで酒を飲む客と立ち姿の女。外には尻はしょりした男

としゃがんだ男が店の前の川に流れる玩具の紙舟を眺めている。 

 

王子海老屋（立命館 ARC）            享和 2 年〈画本東都遊〉（すみだ北斎美術館） 

☆〈鎧
よろい

匠
しょう

〉 

※店先で鐙
あぶみ

や甲冑
かっちゅう

などの武具を売る主人と客の姿。主人の後ろでは木槌
き づ ち

を振るって鐙
あぶみ

を作

っている職人を描いている。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※人々の日本橋での雑踏。図右の背景には江戸城が描かれる。日本橋は、文化 3 年（1806）

の記録では、長さ 28間（約 51m）、幅 4間 2尺(約 8m)であった（『大江戸万華鏡』人づく

り風土記 13 14 農文協）。 

☆〈駿河
す る が

町
ちょう

越後屋
え ち ご や

〉 

※日本橋駿河
す る が

町
ちょう

の道を挟んで両側に店舗を構える呉服商越後屋
え ち ご や

と、その間の道を往来する

人々。越後屋の瓦屋根を修理している職人たちもいる。 

☆〈無題（長
な が

崎屋
さ き や

）〉 
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※カピタンの江戸参府の際に宿泊する日本橋の長崎屋にオランダ人を見に来た人々と、窓

の格子から見物人を見るオランダ人の様子を描く。長崎屋は日本
に ほ ん

橋本
ば し ほ ん

石町
ごくちょう

（現東京都

中央区
ち ゅ う お う く

室町
む ろ ま ち

4-2）にあった。この絵は、見開きの右ページに描かれた〈鐙
あぶみ

匠
しょう

〉と並んで左

ページに描かれた図。無題だが、仮に〈長崎屋
な が さ き や

〉と題した。 

『狂歌東遊』より長崎屋：墨摺（立命館 ARC）  享和 2年〈画本東都遊〉（早稲田大学図書館） 

☆〈十軒店
じ っ け ん だ な

雛
ひ な

市
い ち

〉十軒店

(現東京都日本橋室町
む ろ ま ち

3-2-

15に跡碑がある。2丁目と

3 丁目の間辺の地名)は人

形市場で有名。3 月の雛市

で雛人形を買い求める

人々の混雑を、側から描

く。店の階段後ろでは人

形を入れる箱を作る職人

がいる。5 月には端午の節

句の前の兜市
かぶといち

、12月には歳暮市が建ち、破魔矢や羽子板などが売られた。 

☆〈無題（神田
か ん だ

紺屋
こ う や

）〉藍
あ い

染屋
ぞ め や

(紺屋
こ う や

)の職人が盥
たらい

で布を染め、その布を物干しから垂らし

て干している男。それを見上げる犬がいる。神田は染物屋が多く、ここで染められた手拭

や浴衣は特別なものとして扱われたという。ＪＲ神田駅近くに紺屋
こ ん や

町
ちょう

という地名が残る。

画題は仮題である。 

☆〈新吉原
し ん よ し わ ら

〉吉原は、日本橋葺
ふ き

屋
や

町
ちょう

の東京都中央区日本橋人形
にんぎょう

町
ちょう

2・3 丁目から日本橋

富沢町
とみさわちょう

にかかる辺り）にあったが、江戸市中拡張にともない明暦 2 年(1656)に日本堤
に ほ ん づ つ み

への

移転を命じられ、翌年の明暦
め い れ き

の大火（振袖
ふ り そ で

火事
か じ

。明暦 3 年 1 月 18 日から 3 日間続いた大

火）後に、浅草寺
せ ん そ う じ

裏の日本堤に移転した。新吉原と呼ばれ、日本橋にあった遊郭は元吉原
も と よ し わ ら

と呼ばれた。図は、桜の花咲く仲
な か

見
み

世
せ

の往来に、大勢の人々が行き来して賑わっている様

子を描く。 

☆〈品川
し な が わ

汐
し お

干
ひ

〉品川海岸の干潟に打ち上げた船と錨
いかり

。その傍で遊ぶ三人の子ども。干潟で

は貝などを漁
あ さ

る人々が小さく描かれる。 

☆〈元結
も と ゆ い

匠
しょう

〉元結は、髪を結び束ねるための紐や糸をいう。江戸では「もっとい」という。

外で二人の男が元結の紐を道具を使って撚
よ

っている。 

☆〈絵
え

草紙店
そ う し だ な

〉日本橋の地本
じ ほ ん

問屋
と い や

蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

（耕書堂
こ う し ょ ど う

）の店頭風景。客の側で判
は ん

切
ぎ り

の職人

や棚に摘まれた摺紙
す り が み

が描かれる。店頭の箱
は こ

看板
か ん ば ん

に「通
と お

油丁
あぶらちょう

 紅画
べ に え

注問屋
ど い や

 蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

」と

書かれ、格子に架けられた縦
た て

看板
か ん ば ん

には「「東都
と う と

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」などの出版物の宣伝が記されて

いる。 

注）「紅画
べ に え

」は、多色摺の錦絵以前の、紅を主色にした筆彩版画をいうが、ここでは紅・

緑・黄程度を版彩する安価な色摺版画の紅摺
べ に す り

絵
え

を指しているか。あるいは錦絵を指すか。 
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『狂歌東遊』より絵草紙店：墨摺（国文学研究資料

館） 

☆〈佃
つくだ

住吉社
す み よ し し ゃ

〉佃
つくだ

島
じ ま

の住吉
す み よ し

神社の石燈

籠や石碑のある境内の背景には、帆か

け船が浮かぶ。住吉神社（東京都中央

区佃
つくだ

1-1-14）は、徳川家康が関東に入

る際、大坂の住吉社
す み よ し し ゃ

の分霊を漁夫とと

もにこの地に移したもの。佃島が江戸
え ど

湊
みなと

注の入口に位置しているところから海

上安全の守護神として信仰を集めている。 

注）江戸
え ど

湊
みなと

：亀
か め

島川
じ ま が わ

が隅田川と合流する地点。江戸時代にはここが隅田川の河口であり、

そこに江戸湊が開かれた。現在の東京都中央区湊
みなと

1丁目近くの河口。 

☆〈飛鳥山
あ す か や ま

〉桜の花咲く飛鳥山の様子を描く。徳川
と く が わ

吉宗
よ し む ね

が享保の改革の一環として整備し、

上野寛永寺
か ん え い じ

の桜に次ぐ桜の名所とした。現在でも飛鳥山公園（東京都北区王子
お う じ

1-1-3）と

して桜の名所になっている。図の左には吉宗
よ し む ね

を顕彰する「飛鳥山碑」が描かれている。 

☆〈日暮里
に っ ぽ り

〉日暮里の丘の間の坂道を往来する人々。全体に日暮里の鄙びた風景を鳥瞰的

に描く。日暮里は武蔵
む さ し

の国豊島郡
と し ま ぐ ん

日暮里村（現東京都荒川区日暮里
に っ ぽ り

）で、武蔵野台地と荒

川沿岸の低地に挟まれ、起伏の激しい地域。 

☆〈上野
う え の

〉寛永寺
か ん え い じ

の舞台から遠望する人々。その先に不忍
しのばずの

池
い け

が広がり、池畔には桜が咲い

ている。 

☆〈浅草海苔
あ さ く さ の り

〉人
ひ と

屋根
や ね

（Λの形）の下に「平」の字を記した商標を染め抜いた暖簾が掛け

られた海苔屋の店先を描く。縦看板には「御膳
ご ぜ ん

御海苔所
お の り ど こ ろ

 浅草
あ さ く さ

小田原町
お だ わ ら ち ょ う

三丁目 中嶌屋
な か じ ま や

平
へ い

右
え

衛門
も ん

製」と書かれている。 

☆〈浅草
あ さ く さ

祭
まつり

〉この頃の浅草祭は、3 月 19 日に隔年で行なわれていた。手前の護岸の茶屋の

前には「三社
さ ん じ ゃ

」と書いた幟
のぼり

が二本立てられている。隅田川には祭りを祝う舟が多数浮かん

でいる。 

☆〈無題（小町
こ ま ち

桜
ざくら

）〉「小町桜」と書かれた石塔の脇に桜の老木が花を咲かせている。こ

の老木が、歌舞伎「重重人
じ ゅ う に ひ と

重小町
え こ ま ち

桜
ざくら

」の顔見世狂言の大詰めの所
し ょ

作事
さ ご と

として上演された

「積
つもる

恋
こ い

雪関
ゆきのせきの

扉
と

」（天明 4年〈1784〉11月、桐座
き り ざ

で上演）に登場する小町桜の精
せ い

を意識した

のか、あるいは老いた小町
こ ま ち

を桜の老木に譬
た と

えたものかは不明。歌舞伎では小町桜の精
せ い

は、

小野小町
お の の こ ま ち

の化身として登場する。 

☆〈浅草
あ さ く さ

蓑
み の

市
い ち

〉蓑市見物で浅草寺
せ ん そ う じ

の雷門
かみなりもん

を出入りする人の雑踏を描く。旧暦 3 月 19 日

（浅草
あ さ く さ

祭
まつり

が行われない年は 3月 18日）と 12月 19日に開かれた市。近郊の農家が蓑や笠・

臼・杵などを持ちより商売にした。 
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●狂歌絵本『今日歌
き ょ う か

白
は く

猿
え ん

一首
い っ し ゅ

』（11 月。立
た て

川
か わ

（烏
う

亭
て い

）焉
え ん

馬
ば

編。俵屋宗理画。三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の

賛あり。北斎は挿絵〈中村座櫓
やぐら

図〉を描く。上総屋
か ず さ や

利
り

兵衛
へ え

版。国立国会図書館蔵） 

※11 月、中村座の顔見世興業で 21 歳の六代目団十郎
だんじゅうろう

が初め

て座頭
ざ と う

を務めた時、寛政 8 年（1796）に引退し成田屋
な り た や

七
し ち

左
ざ

衛門
え も ん

と称していた五代目が復帰して市川
い ち か わ

白
は く

猿
え ん

の名で口上を述

べた。これを歓迎した人々が狂歌を詠んで祝意を表した。こ

れらの狂歌や白
は く

猿
え ん

の口上、白
は く

猿
え ん

自身の狂歌などで編集したも

の。 

宗理(北斎)は「白
は く

猿
え ん

はとしのこうより亀
か め

の甲
こ う

 竜宮
りゅうぐう

までの

噺
はなし

つたへに」と詠んだ。狂歌と画
え

を寄せた浮世絵師は、勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

好
こ う

、歌川
う た が わ

国政
く に ま さ

など。        

『今日歌白猿一首』櫓図（国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ） 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

梢
こずえ

の雪
ゆ き

』（『こずゑの雪』とも。角書
つ の が き

「菅
か ん

江
こ う

追善
つ い ぜ ん

」12 月。一冊。朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

一周忌追善集。不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎画。印辰印政。口絵に「牛
う し

島
じ ま

図
ず

」を一図描く。二世菅
か ん

江
こ う

〈菅
か ん

江
こ う

門人
も ん じ ん

〉編。淮
わ い

南堂
な ん ど う

版）〈『日本古典籍総合目録』、『江戸の絵本』所収マティ・フォラ

ー「葛飾北斎と初期門人たち」ｐ289による〉 

※朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

は寛政 10 年(1798)12 月 12 日没。「不染居」号で何事にも染まらぬ独流の気概

が示される。 

●狂歌絵本『花
は な

の兄
あ に

』（2 点描く。着色。一図に前
さきの

宗理北斎の落款。一図に北辰
ほ く し ん

辰
と き

政
ま さ

の落

款。ボストン美術館蔵） 

※他の花に先駆けて咲くので梅を「花の兄」と呼

ぶという。美しく飾った 簪
かんざし

を挿した娘二人と、

日傘
ひ が さ

を抱えた御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女が川の岸辺を散歩し

ている。娘の一人は繭玉
ま ゆ だ ま

などをつけた正月飾りを

肩にしている。女たちの後ろからは主人らしい男

が長羽織
な が ば お り

姿でついて行く。その後ろに風呂敷包を

担ぐ小奴
こ や っ こ

がいる。遠景には城が小さく描かれ、手

前には凧
た こ

が三本上がっている。正月の風景。  

花の兄（ボストン美術館） 

●錦絵『略
やつし

十二段図
じ ゅ う に だ ん ず

』（正月。横大判。宗理改北斎画。江崎屋
え ざ き や

辰
た つ

蔵
ぞ う

版？。東京国立博物館

蔵） 

※「浮
う き

絵
え

源氏十二段之図
げ ん じ じ ゅ う に だ ん の ず

」(天明 5 年～寛政元年〈1785～89〉)の主題である「浄瑠璃
じ ょ う る り

十二段
じ ゅ う に だ ん

草子
そ う し

」と同じ場面を描くが、浄瑠璃
じ ょ う る り

姫
ひ め

の御殿から聞こえる管弦の音色に義経
よ し つ ね

が屋外

で笛を合わせる場面を「やつし」（古典的な題材を当世風に姿を変えた絵。寛政十年「見

立てとやつし」項参照）て、義経を女性にし、籬
まがき

のある庭先で笛を胡弓
こ き ゅ う

にして立っている。
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その横では、犬の親子が三匹描かれる。三味線

を手にした女が縁先
え ん さ き

に立ち、屏風のある部屋で

は、横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

が琴を弾じている。後世の

手直しが入っているとの見方もある。 

略十二段図（東京国立博物館） 

●錦絵「加藤
か と う

清
き よ

正公図
ま さ こ う ず

」（紙本着色一幅。不染

居北斎画。印北斗一星高。個人蔵） 

※床几に座り、厳しい顔つきで赤鞘から刀を引き抜く様子。印号が珍しい。 

加藤清正公図（「刀剣ワールド浮世絵」より転載） 

●扇面図「見立
み た て

文殊図
も ん じ ゅ ず

」 (「獅子
し し

に乗
の

った

遊女図
ゆ う じ ょ ず

」とも。この頃か。雲母紙
き ら ら し

淡彩扇面。不

染居北斎。印辰。印政。18.2×49.0 すみだ北

斎美術館蔵) 

※獅子に乗る遊女。獅子に乗った女は文殊菩薩
も ん じ ゅ ぼ さ つ

の見立となる。白像に乗った遊女の図「江口
え ぐ ち

の

君図
き み ず

」（文化 5年：1808）もある。 

●絵暦「炬燵
こ た つ

の美人
び じ ん

」（着色。無款。8.0×

13.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※炬燵に入ろうと、左手で掛け布団を上げる女性の図。炬燵は置炬燵で、火鉢を櫓
やぐら

で囲ん

で布団を掛けたもの。奥の襖に「正小 五六 八 十 十一 寛政 十一歳」「己 未
つちのえひつじ

」

とこの年の月の大小が書かれる。 

●絵暦「風呂上
ふ ろ あ が

りの母子
ぼ し

」（小判着色一枚。無款。島根県立美術館蔵） 

※全裸の母親が風呂上がりの赤子を布に包
く る

んで他の女に渡している。後方の荷物入れの箱

に「巳」「未」とあるので寛政 11年の絵暦と分る。 

●絵暦「女房
にょうぼう

餅
も ち

やき図
ず

」（1月。宗理改北斎画 『年譜』による） 

※「北斎宗理」と「北斎画」印政の落款を持つ絵暦があるという（『年譜』でこのことが

記された長谷部言人『大小暦』昭和 18 年・宝雲社、及び楢崎宗重『北斎論』昭和 19 年・

アトリエ社を紹介している）。 

●絵暦「市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

 六十六部
ろ く じ ゅ う ろ く ぶ

」(1 月。宗理改北斎画。図中に「寛政十一
かんせいじゅういち

巳
つちのえ

未
ひつじ

年」とあ

る。『年譜』による) 

※六十六部とは、法華経を 66部写したものを全国六十六ヶ所の霊場に収める修行者を「い

う。略して六部ともいう。 

●絵暦「年
ね ん

礼図
れ い ず

」（1 月。着色。宗理画。「己のとし春」とある。四角志面人の狂歌があ

る（『年譜』による）。 
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寛政 9 年（1797）にも絵暦「年
ね ん

礼
れ い

」がある。落款の宗理は昨年末までの制作なのでその

まま使用している。 

●絵暦「七草図
な な く さ ず

」(1 月。着色。北斎画。「未春
ひつじしゅん

興
きょう

」とある。森羅亭
し ん ら て い

などの狂歌がある。

狂歌中に大小あり（『年譜』による)。 

●絵暦「大
だ い

小暦
しょうこれき

をとり合
あ

う茶屋
ち ゃ や

の男女
だ ん じ ょ

」（1 月。宗理改北斎画。画中の大小暦に大小月が

示される。霞春網の狂歌がある（『年譜』による。  

●絵暦「三
さ ん

美人
び じ ん

の合奏
が っ そ う

」（横細判。着色。13.4×27.0 ベルギー王立美術館蔵） 

※左に胡弓
こ き ゅ う

を持つ女、中央に琴を立てて持つ女、右に三味線を抱える女の図。 

●絵暦「鶯
うぐいす

と金太郎
き ん た ろ う

」（着色。宗理改北斎画。13.8×16.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「金」の字のある前かけをした金太郎がすり鉢
ば ち

で鳥籠の 鶯
うぐいす

の餌を擂
す

っている。金太郎

の後ろには、鳥籠があり、中に鶯がいる。狂歌「 鶯
うぐいす

の歌
う た

の徳
と く

にハやはらく
ぐ

や 鬼
お に

をもひ

しく力瘤
ちからこぶ

まて
で

 三星亭
さ ん せ い て い

 都
みやこ

千賀
ち が

江
え

」が添えられる。鶯の鳴き声に鬼のような力瘤
ちからこぶ

まで和ら

ぐようだの意。斧の根元に「小」とあり、刃に「正、五、六、八、十、十一」とある。 

●摺物「若菜
わ か な

つみの美人
び じ ん

」（この頃か。紙本着色一幅。先ノ宗理北斎画。12.8×18.6 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※川辺で若菜を摘み、根を小刀
こ が た な

で切ろうとしている姉
あ ね

さん被りの女の図。月澄改紀若人

「うす化粧
げ し ょ う

ほと
ど

のつらにもきえのこる 雪
ゆ き

まに目
め

た
だ

つきハすミれ草
そ う

」、日新舎「ちゝはゝ

の目
め

にハいかにも小
ち い

さくて 孫娵
ま ご よ め

なと
ど

もつミはやすからん」の狂歌が記される。 

●摺物「舟
ふ な

宿図
や ど ず

」（紙本着色一幅。先ノ宗理北斎画。18.6×51.2 太田記念美術館：長瀬

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「八幡宮」の額の掛かる鳥居の下を通る女の先には松林の境内があり、鳥居の内側の広

小路には、板塀一杯に錨
いかり

の模様を描いた小屋や、「大叶」の箱看板がある舟宿が俯瞰
ふ か ん

して

描かれる。鳥居前には天秤を担いだ男や、行商の男たち、供を連れた侍など、多くの人が

往来している。図の右端の太鼓橋には男女が渡っている。 

●摺物「垣
か き

の内
う ち

」（「家
い え

の中
な か

を覗
の ぞ

く女
おんな

」とも。宗理改北斎画。18.7×20.0 北斎館蔵） 

※「寿連
ことぶきれん

」と書かれた額のある萱門
か や も ん

の先のこけら葺
ぶ

きの

部屋で、扇を持った師匠の男が文机
ふ づ く え

を前にして座り、脇

に女が右袖を口元に当てながら近づいている。門の前で

は、だらりの帯をした娘が芝垣の所に立っている。 

紀
き の

満々人
ま ま ひ と

「湯
ゆ

のたぎる外
そ と

にこそあれ待合
ま ち あ い

に 春
は る

をしら

せのうぐひすの声
こ え

」、杉杢女
す ぎ の ま さ め

「初鶏
は つ と り

の声
こ え

にうれしく門
か ど

の

戸
と

を ひらけばひらく庭
に わ

の梅
う め

がえ」、和泉水
い ず み の み ず

清女
き よ め

「冬
ふ ゆ

の

日
ひ

のみじかき枝
え だ

も此
こ の

頃
ご ろ

は 次第
し だ い

にのびる春
は る

の青柳
あ お や ぎ

」など

の狂歌が連記される。         垣の内（北斎館） 
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●摺物「鶴
つ る

と福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

」（春。紙本着色一幅。宗理改北斎画。13.2×18.2 すみだ北斎美術

館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※子どもが大きな盆に入れた餌
え さ

を鶴が 嘴
くちばし

で突いている。それを福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

が笑顔で見ている。

その後ろの垣根には松の木と梅の木が描かれる。 

「未立春
ひつじりっしゅん

」と題して鶴を詠んだ狂歌と福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

を詠んだ狂歌が添えられる。「千年
せ ん ね ん

も替
か わ

ら

て
で

立
た つ

や春
は る

か
が

すみ つるも羽
う

をのす山
や ま

のこし帯
お び

 小松亭家
こ ま つ て い い え

住
ず み

」、「福禄寿
ふ く ろ く じ ゅ

揃
そ ろ

ふや春
は る

の三
み

ツの

朝
あ さ

 つるも千
ち

とせの餌飼
え が い

のと
ど

けき 唯我堂
ゆ い が ど う

川面
か わ も

」 

●摺物「梅
う め

と二
に

美人
び じ ん

」（「庭先
に わ さ き

の二
に

美人
び じ ん

」とも。九つ切判。紙本着色一幅。宗理改北斎画。

13.2×17.6 北斎館蔵） 

※垣根の梅が咲いている。振袖
ふ り そ で

の女性が留袖
と め そ で

の

女に寄り添うようにして、秘密めかした手紙を

渡そうとしているように見える。図左に、「文
ふ み

好
こ の

む梅
う め

がかしくのみそがごと 垣
か き

の袖
そ で

から袖
そ で

へ

うつせり 機音
はたのおと

高
た か

」、「女
おんな

ならあだめくものよ

植
う え

木屋
き や

が かついできたる庭
に わ

の青柳
あ お や ぎ

 浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

」の狂歌に続き、「未初春
ひつじのはつはる

」とある。    

梅と二美人（北斎館） 

●摺物「伊
い

勢
せ

暦
ごよみ

を見
み

る娘
むすめ

」（「本
ほ ん

読
よ

む女
おんな

」とも。紙本着色一幅。宗理改北斎画。13.3×

18.5 北斎館蔵） 

※従来「本読む女」と題されていた。伊勢暦を見ている娘の図。畳の上に糸切り鋏
ばさみ

が置

いてある。娘の右にはたとう紙に包まれた着物が

置いてある。正月の晴れ着か。娘が手にする暦の

題簽に「寛政十一年」と読める。狂歌「佐保
さ ほ

姫
ひ め

も

かすみの衣
ころも

たちそめて のどけき春のはれ着にや

せん 太平
た い へ い

庵
あ ん

尾
お

佐
さ

丸
ま る

」が記される。 

伊勢暦を見る娘（北斎館） 

伊勢暦とは、江戸時代に伊勢神宮の門前である

宇治
う じ

および山田
や ま だ

の暦師が製作し頒布していた暦で

あり、今日の神宮暦
じ ん ぐ う れ き

の前身である（「ウィキペディア」より）。 

●摺物「遊郭
ゆ う か く

の芸妓
げ い ぎ

」（紙本着色一幅。二枚続き。宗理改北斎画。21.4×53.2 北斎館蔵） 

※料亭の座敷の窓辺から隅田川と思われる風景を眺めている。図の左には禿
かむろ

がいる。 

●摺物「大黒
だ い こ く

酒宴図
し ゅ え ん ず

」（紙本着色一幅。宗理改北斎画。14.7×18.1 すみだ北斎美術館・

ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ）蔵） 

※大黒天
だ い こ く て ん

が遊女にやる纏頭
て ん と う

（心付け）の紙を差出し、受け取る男は紙をさしあげている。

男の隣では、やり手の年増
と し ま

が手を差し出している。大黒の側には花魁
お い ら ん

二人と禿
かむろ

がいる。
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千歳
ち と せ

松成
ま つ な り

の狂歌「福神
ふ く じ ん

ハすかせたまへるかミはなを 

わけてひつし
じ

の春
は る

やまくらん」が記される。   

大黒酒宴図（すみだ北斎美術館） 

●摺物「社前
し ゃ ぜ ん

の綱引
つ な ひ

き」（紙本着色一幅。図左の幟旗
のぼりばた

に「寛政十一 巳
つちのえ

未
ひつじ

年 北斎」とある。17.8×52.9 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※小さな鳥居のある社前で、太い綱を両方で引き合う

男たち。左右の組みの横では、扇子を広げて応援する

男が描かれる。 

●摺物「舟
ふ ね

から降
お

りる芸妓
げ い ぎ

」（「二
に

美人
び じ ん

 舩
ふ ね

から桟橋
さ ん ば し

」「舟
ふ ね

から降
お

りる深
ふ か

川
が わ

芸者
げ い し ゃ

」とも。

色紙判着色一幅。宗理改北斎画。19.8×18.2 北斎館/日本浮世絵博物館蔵） 

※桟橋で舟から桟橋に降りた芸妓が、これから降りる芸妓の手をとって手助けをしている。

船頭が芸妓の荷物を渡そうとしている。二人の芸妓

は、狂歌に記された深川の富岡
と み お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

の二軒
に け ん

茶屋
ぢ ゃ や

に行

くようである。二軒茶屋は八幡宮鳥居の内側にあった

「いせや」と「松本
ま つ も と

」の二軒の料理屋。そのほかにも

料理屋が並んでいたが、この二軒が特に賑わった。あ

るいは門前
も ん ぜ ん

仲町
なかちょう

にあった料理屋「梅本
う め も と

」に行くのか。 

「千金
せ ん き ん

の春はのどけき富
と み

が岡
お か

 まづ船つけよ二軒
に け ん

茶屋
ぢ ゃ や

まで 閑々
か ん か ん

斎
さ い

春
は る

麿
ま ろ

」、「是
こ れ

からは狂歌よませんうぐい

すの ゑは梅本
う め も と

をすりものにして 便々館
べ ん べ ん か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
ふ

」の

狂歌が記される。     舟から降りる深川芸妓（北斎館） 

●摺物「新年屠蘇図
し ん ね ん と そ ず

」（１月。「元日
が ん じ つ

屠蘇図
と そ ず

」「元旦
が ん た ん

屠蘇図
と そ ず

」とも。着色。宗理改北斎画。

19.4×25.8 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※床の間を前にして刀を腰に挿し、 裃
かみしも

を付けて座る武士が盃で屠蘇を飲む。妻と子がそ

の脇に控え、正月用の重箱が置かれている。床の間には海老やウラジロや松の正月飾りが

置かれている。浅草
あ さ く さ

菴
あ ん

の狂歌の次に「未初春
ひつじのはつはる

」とある。 

●摺物「己未美人合之内
つ ち の と び じ ん あ わ せ の う ち

」（揃物。1 月。紙本小判着色。宗理改北斎画。図中に「未初春
ひつじのはつはる

」

とある。） 

※大首絵半身像の揃物。狂歌グループ（浅草連）の依頼で刊行。 

☆〈屠蘇
と そ

持
も

つ官女
か ん じ ょ

〉（「屠蘇
と そ

を運
は こ

ぶ婦人
ふ じ ん

」とも。13.4×18.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓ

ｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※富士額で瓜実顔、宮廷官女風の天上
てんじょう

眉
ま ゆ

注、髷
ま げ

の後ろ髪を垂らした宗理型美人が、三方
さ ん ぽ う

に

乗せた屠蘇を運んでいる。大首絵風の図。「さほ姫
ひ め

のさけ髪
が み

なれや青柳
あ お や ぎ

の 延
の び

たる裾
す そ

ハ

しよゐん
書 院

まて
で

引
ひ く

 雲
う ん

龍亭
りゅうてい

」、「こね墨
ず み

のねすミ柳のまゆつくる 野辺に霞のうすけしやう
化 粧
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して 千代喜飛乗」、「色
い ろ

めきてめた
だ

つ柳
やなぎ

の髪
か み

かたち ひまなくなでる門
か ど

の春風
は る か ぜ

 万歳逢
ま ん ざ い ほ う

義
ぎ

」などの狂歌が記される。 

注）天上
てんじょう

眉
ま ゆ

：眉
ま ゆ

を擦り落とし、額に近い所に眉墨で点または楕円に塗る眉。高眉
た か ま ゆ

とも。 

☆〈若菜
わ か な

摘
つ

みの美人
び じ ん

」（「若菜
わ か な

の籠
か ご

を負
お

う美人
び じ ん

」「梅
う め

の籠
か ご

を負
お

う美人
び じ ん

」「つみ草」とも。

狂歌の脇に「未初春
ひつじはつはる

」とある。個人蔵） 

※図は、籠の柄
え

に手拭を結わえ肩に担ぐ娘。籠には若菜と梅と思われる小枝が入っている。 

以下の図は、ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ図録の永田生慈解説（ｐ116、図録番号 319）による。 

☆〈布
ぬ の

を噛
か

む美人
び じ ん

〉 

☆〈扇
おうぎ

を持
も

つ美人
び じ ん

〉 

☆〈本
ほ ん

を持
も

つ美人
び じ ん

〉 

☆〈柳下
り ゅ う か

の平安風
へ い あ ん ふ う

美人
び じ ん

〉 

●摺物「三囲
み め ぐ り

土手
ど て

の男女
だ ん じ ょ

」（1 月。着色。宗理改北斎画。「未
ひつじ

のはつまつ」とある。 

※三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

他の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「座敷
ざ し き

万歳
ま ん ざ い

」（1 月。宗理改北斎画） 

※画中の衝立に、この年を表す未
ひつじ

の絵がある。紀更利他 2 名の狂歌がある（『年譜』によ

る）。 

但し、『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展』（2019）図録の年譜では、寛政 7 年（1795）に絵暦「座敷
ざ し き

万歳図
ま ん ざ い ず

」（宗理画）の記載がある。 

●摺物「常磐津本
と き わ ず ぼ ん

を見
み

る美人
び じ ん

」（1 月。宗理改北斎画。小川清志ほかの 1 名の狂歌が記さ

れる（『年譜』による）。 

●摺物「山水図
さ ん す い ず

」（1 月。宗理改北斎画） 

※「未初春
ひつじのはつはる

」とある。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

他 2 名の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「隅
す み

田川
だ が わ

」（1 月。横大奉書全紙判。狂歌歳旦物。宗理改北斎画。39.0×53.0 フ

ランス国立図書館蔵） 

※長い羽織を着た男が右手で何かを指差し、その脇には羽織を脱いで肩に掛けた男と鼈甲
べ っ こ う

の 簪
かんざし

を着けた二人の芸者、その供と思われる下男が堤
さ げ

重
じゅう

（行楽等の外出用重箱）を背負

って立っている図。下男の足元に

は、堤の下にある三囲
み め ぐ り

神社の鳥居の

笠木
か さ ぎ

が描かれる。対岸には木立の中

に浅草寺
せ ん そ う じ

の五重塔と、遠くに富士山

を描く。この年の元旦の景と思われ

る。絵の下半分には 21首の狂歌が添えられる。隅田川（フランス国立図書館） 

●摺物「江ノ島
え の し ま

の海辺
う み べ

」 

（江之島図
え の し ま ず

」「海浜
か い ひ ん

の図
ず

」とも。1 月。宗理改北斎画。「歳旦」「寛政己 未
つちのえひつじ

〈寛政 11

年〉元旦試筆」の書き込みがある。19.9×27.3 ハーバード大学ｻｯｸﾗｰ美術館蔵） 
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※江の島に渡る人々。遠近画法。光琳波
こ う り ん な み

（尾形
お が た

光琳
こ う り ん

が描いた波）のような干潟
ひ が た

に打寄せる

波のうねりが北斎風で、寛政 9 年（1797）の「江島
え の し ま

春
しゅん

望
ぼ う

」にも描かれた。右の浜辺から江

の島までの干潟を人々が行く。葎雪菴
り っ せ つ あ ん

午
ご

心
し ん

「日ハ草にあそひてとしの野面かな」などの句

が記される。 

●摺物「面
め ん

と箱
は こ

」(春。宗理改北斎画) 

※図中に「ひつし
じ

の春むかへ」とある（『年譜』による）。 

●摺物「文机
ふ づ く え

脇
わ き

の娘
むすめ

」（春。宗理改北斎画） 

※「未春
ひつじはる

」とある。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

、芳
ほ う

春亭
しゅんてい

の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「ほととぎすを見
み

る縁側
え ん が わ

の娘
むすめ

」（春。宗理改北斎画。「未春
ひつじはる

」とある） 

※外山花盛、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「雁
か り

金五人男
が ね ご に ん お と こ

注 安
あ ん

の平
へ い

兵衛
べ え

」（着色。宗理改北斎画。13.8×18.3 すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

注）雁
か り

金五人男
が ね ご に ん お と こ

：元禄年間、大坂での五人のならず者。雁金文七
か り か ね ぶ ん し ち

、極印千
こ く い ん せ ん

右
え

衛門
も ん

、布袋
ほ て い

市
い ち

右
え

衛門
も ん

、安
あ ん

（庵
あ ん

）の平
へ い

兵衛
べ え

、神鳴庄九郎
か み な り し ょ う く ろ う

の五人。いずれも刑死となった。雁
か り

金
か ね

文
ぶ ん

七
し ち

は、天

明年間の「風流男
ふうりゅうおとこ

達
だ て

八景
は っ け い

」で描いている。 

※座っている男が脇に尺八を置いている。着物に「安」と読める字があるので安
あ ん

の平
へ い

兵衛
べ え

であろう。そこに女が背で寄り添うように立って、首を回して平兵衛をいとおしげに見て

いる。 

「霞
かすみ

より外
ほ か

にあやなきものをまた すめぬ顔
か お

なる春
は る

の夜
よ

の月
つ き

 山手
や ま て

仲
な か

住
ず み

」、「明
あ け

ぬれハ
ば

安
あ ん

にたか
が

ハす
ず

春
は る

か
が

すミ たて引
ひ き

のある男
おとこ

山
や ま

の端
は

 大平
た い へ い

楽
ら く

住
ず み

」の狂歌が記される。 

●摺物「雪景山水
せ っ け い さ ん す い

」（この頃か。紙本着色。宗理改北斎画。○印辰政。19.5×35.9 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※一面雪景色の中、雪を被った民家と、遠くの橋を渡る人が漢画風に描かれる。背景の山

の上には、雁が数珠
じ ゅ ず

つなぎになって飛んでいる。 

●摺物「砧打
き ぬ た う

ち図
ず

」(8 月。宗理画。印完知。東京国立博物館蔵)図中には「未
ひつじ

初春」とあ

る。『年譜』では、「羊
ひつじ

仲秋
ちゅうしゅう

」としている。北斎は宗理を改名しているので門人宗二の作

と思われる。 

●摺物「貴人
き じ ん

髪結
か み ゆ い

」（錦絵。横八切り判。花巻市美術館「浮世絵に見る青の変遷展」

2011/7 及び岐阜市歴史博物館 2012/10展覧会出品リストによる） 

●摺物「合
あ

わせ鏡
かがみ

」（着色。宗理改北斎画。13.8×18.8 すみだ北斎美術館蔵） 

※座って合わせ鏡をする娘と、立ってそれを見る年増
と し ま

。花瓶の梅の枝に紙を括りつけてい 

る。 

●摺物「蛍
け い

籠
ろ う

と団扇
う ち わ

」（6月頃。宗理改北斎画。印画狂人） 

※「巳 未
つちのえひつじ

とし」とある。三朝ほかの句がある。寛政 10年 6月 19日没の、振付師吾妻
あ づ ま

藤蔵
と う ぞ う

の一周忌追善摺物という（『年譜』による）。 
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●摺物「千石
せ ん ご く

船
ぶ ね

を見
み

る母子
ぼ し

」（この頃か。紙本着色。宗理改北斎画。13.9×18.6 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※沖に浮かぶ千石船や小舟を手をかざして眺める女と男の子。その脇にしゃがんで赤子を

背負う母親も沖を見ている。小舟の上では万歳
ば ん ざ い

をした両手に扇を持ちあげている男がいる。

「はるの夜
よ

のあたへのしれぬ江戸
え ど

の海
う み

や 千石
せ ん ご く

ふねの二三万艘
に さ ん ま ん そ う

 松風
しょうふう

台
だ い

●
不 明

」の狂歌が添え

られる。 

●摺物「雪
ゆ き

かきをする美人
び じ ん

」（紙本着色。宗理改北斎画。13.2×13.6 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※高下駄
た か げ た

を履き、鋤
す き

を持ち、腰をかがめて雪かきをする女の図。睦月若持
む つ き わ か も ち

の狂歌「うすほ

とにまろめし雪
ゆ き

も（以下不明）」が記される。 

●摺物「朝日
あ さ ひ

の佃
つくだ

島
じ ま

」（この頃か。紙本着色。先ノ宗理北斎画。18.9×51.9 すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※遠くに佃島が望める橋の上には、天秤を担ぐ魚屋や鉢植えを売る男、小奴
こ や っ こ

を連れた女な

どが往来する。欄干に手をかけて、額に右手を翳
か ざ

して何やら島と反対方向を見ている、上

半身裸の男もいる。海には荷を満載した千石
せ ん ご く

船
ぶ ね

や艀
はしけ

の小舟が停泊している。他にも猪牙舟
ち ょ き ぶ ね

や屋根
や ね

舟
ぶ ね

、帆を下ろした舟等が停泊している。水平線には巨大な朝日が上り始めている。 

●摺物「橋
は し

のある山水画
さ ん す い が

」（紙本着色。狂歌摺物。宗理改北斎画） 

※玉川亭友呼や浅
あ さ

草庵
く さ あ ん

らの狂歌が記される。図は、手前に、水辺に掛かる石造りの太鼓橋

と、森に囲まれた家並み、その前の広場数名の人物が小さく描かれる。橋の上には横にす

やり霞が引かれ、遠景に薄く山容が描かれ、麓から山に沿って糸の様に無数の雁が連なっ

て飛び、山の向こう側に飛んでいく。 

●摺物「官女
か ん じ ょ

と娘
むすめ

」（紙本着色。無款） 

※簾
すだれ

のある部屋で、二人の官女と娘が草花や船や木が書かれた紙を持って、お互いに見比

べている図。背後の板
い た

襖
ぶすま

には細い線で人物と山羊のような動物が描かれている。 

●摺物「二人
ふ た り

の娘
むすめ

と梅樹
ば い じ ゅ

」（紙本着色。北斎画） 

※梅樹の側で、振袖の娘と縦縞模様の着物の女が寄り添っている。縦縞模様の女は年増風。

図の左半分には数種の狂歌が記される。 

●摺物「菊籬
きくまがき

」（全紙判着色摺物。先ノ宗理北斎画） 

※籬
まがき

の中に育てられた菊が飾られ、女三人と小奴
こ や っ こ

が鑑賞している。図の下半分に、逆さに

「千穐
せんしゅう

萬
ま ん

歳
ざ い

」「催主 繁太夫
し げ た ゆ う

改 松邑繁八
ま つ む ら し げ は ち

」とあり、繁太夫改名披露として、深川芸者衆

による種蒔三番叟
た ね ま き さ ん ば そ う

などの披露案内であることが分る。 

●摺物「洗張
あ ら い は

り」（「染物
そ め も の

乾
ほ

し」とも。中広奉書全紙判着色。宗理改北斎画。41.5×55.7 

北斎館蔵） 

※薄黄に染めた布を伸子
し ん し

張
ば

りにして、柳に紐を張って乾す。その下には大きな盥
たらい

に布が入

れてある。燕が飛び黄色の梅花が咲く屋外の風景。下半分は、深川芸者の長唄の会の番組

表であり、末尾に「二月」とある。           
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洗い張り（北斎館） 

●短冊「猿橋
さ る は し

」（この頃。明治期の復製のみで確認

される。大短冊・長大判。宗理改北斎画）〈リチャ

ード・レイン『伝記画集 北斎』ｐ308による〉 

●不明「風流
ふうりゅう

倭
やまと

二色
に し き

」（この頃。1 点のみ確認され

る。小判。先宗理北斎画）〈リチャード・レイン

『伝記画集 北斎』ｐ308 による〉 

 

寛政
か ん せ い

12（1800） 庚申
かのえさる

 41 歳 時太郎可候
と き た ろ う か こ う

、（群馬亭
ぐ ん ば て い

）、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北斎
ほ く さ い

、（助兵衛
す け べ え

山人
さ ん じ ん

）、（雁
が ん

高庵
こ う あ ん

）、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

、先ノ宗
さ き の そ う

理
り

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、東陽
と う よ う

北斎
ほ く さ い

、□印三径
さ ん け い

、辰
と き

、政
ま さ

、：こと（30 歳）、（富之
と み の

助
す け

：14 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（12 歳）、阿
お

鉄
て つ

（10歳）、阿
お

栄
え い

（3歳） 

◇庚申
かのえさる

（こうしん）の年に限り、6 月 1 日の山開きから 9 月 30 日まで女性の登山が許可さ

れた。 

◇相撲興行（4月、浅草八幡宮、11月、本所回向院） 

◇ 4 月、伊能
い の う

忠
た だ

敬
た か

、蝦夷地
え ぞ ち

測量に出発 (56)。以後、 3400 日 (約 9 年半 )の測量後

「大日本沿海
だ い に ほ ん え ん か い

與
よ

地
ち

全図
ぜ ん ず

」（伊能図）を文政 4年（1821）に完成。 

◇9月 10日、伊藤若冲
いとうじゃくちゅう

没（85）。 

◇12月 12日、朱楽菅江
あ け ら か ん こ う

没（61）。 

◇稲葉華渓
い な ば か け い

没（月日不明。51）。 

◇「女
おんな

大絵
お お え

」「面体
め ん て い

を大造
おおづくり

に画
え が

」く絵が禁じられる。 

○大
お お

田
た

南
なんぽ

畝『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

』完成。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、黄表紙『備前
び ぜ ん

擂
す り

盆
ば ち

一代記
い ち だ い き

』、黄表紙『胴
ど う

人形
にんぎょう

肢體
か ら だ の

機関
か ら く り

』、滑稽本『化
ば け

競
くらべ

丑
う し

満
みつの

鐘
か ね

』。 

○正月、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、唯一の艶本『艶本
え ほ ん

多歌
た か

羅
ら

久
ぐ

良
ら

』（喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

画。色刷り半紙三冊。二

代目蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

は序文と上巻の主文を書く）。 

○鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

『山水
さ ん す い

略画式
り ゃ く が し き

』 

※「略画
り ゃ く が

」の語は、渓
け い

斎
さ い

以前にはないと渓
け い

斎
さ い

自身の話として紹介されている（八木書店

『江戸の絵本 画像とテキストの綾なせる世界』鈴木淳・浅野秀剛編・所収「葛飾北斎の

絵手本にみる『略画』―北斎の絵画教育者としての一側面」日野原健司。ｐ245）。 

 

★この頃、西洋画法が伝えられ遠近法、色彩、陰影の扱い、構図など北斎らに影響。 

★この頃、山の手〈小石川伝
こ い し か わ で ん

通院前
つ う い ん ま え

か。東京都文京区
ぶ ん き ょ う く

小石川
こ い し か わ

2-14-6 辺〉（「葛飾北斎の隅

田」及び『葛飾北斎伝』ｐ30より）に住むか。 

【宗理様式美人の評価】 
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★「宗理」号は既に寛政 10年に門人宗二
そ う じ

に譲っているが、文化年間前期までを「宗理様式」

の時代として考えられている。その宗理様式について、寛政 12年に刊行された笹
さ さ

浦
う ら

鈴
す ず

成
な り

の

『大通
た い つ う

契語
け い ご

』（国文学研究資料館デジタル判）32 丁目には「（略）一躰
い っ た い

きりやうもよくた

おやかにして宗理もこれが為に筆をたち、かの京橋
きょうばし

注がたくミもこれが為に筆をなげ

（略）」とある。 

注）京橋：京橋に住んでいる山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

のこと。 

 新宿岡場所の遊女
ゆ う じ ょ

梅歌
ば い か

の美貌を描写したもので、宗理（北斎）も山東京伝も描ききれな

い美人だという。逆に、当時美人画の代表が宗
そ う

理
り

、文筆の代表が山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

だとしているの

である。いわゆる宗理風美人は、細身で長身、瓜実
う り ざ ね

顔の富士
ふ じ

額
びたい

、首を曲げ、柳腰
やなぎこし

の体
からだ

を少

しよじったたおやかな姿とされている。 

★戯画「文
ぶ ん

鳳
ぽ う

麁
そ

画
が

」（河村
か わ む ら

文
ぶ ん

鳳
ぽ う

?～1843）の画風（漫画風のコマ絵の集成）を北斎も見た

か。 

 

●黄表紙『人間万事二一天作五
に ん げ ん ば ん じ に い ち て ん さ く の ご

』（1月。二冊。通笑
つうしょう

門人道笑
もんじんどうしょう

作。群馬亭画注。山口屋
や ま ぐ ち や

版） 

※天明 6年（1786）の『二一天作
に い ち て ん さ く

二
に

進
しんが

一十
い っ し ん

』の改題再摺本。題簽
だ い せ ん

に「庚申
かのえさる

新板
し ん ぱ ん

」とある。 

注）「群馬亭
ぐ ん ば て い

」号が使われているが、天明 6年(1786)に使用したものをそのまま継続した 

もので、この年まで使用したものではない。 

●黄表紙『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（正月。倹約
け ん や く

と古兵法書『三略
さんりゃく

の巻
ま き

』注のもじり。中本三冊。

時太郎可候自画作。北齋の自画作。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の手直しあるか。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。慶応義塾図

書館/国立国会図書館蔵） 

注）三略
さんりゃく

：中国の兵法書「武経七書
ぶ け い し ち し ょ

」一つ。『黄石
こ う せ き

公記
こ う き

』『黄石
こ う せ き

公
こ う

三略
さんりゃく

』とも。 

※巻末の北斎の蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

宛ての舌代
ぜ つ だ い

（口上書きのこと）には、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

を頼りにしてい

る文言がみられる。 

「舌代
ぜ つ だ い

 不調法
ぶ ち ょ う ほ う

なる戯作
げ さ く

仕
つかまつり

差上申候
さしあげもうしそうろう

。是
こ れ

にて御
お

間
ま

に合
あ い

候
そうろう

はゞ、何卒
な に と ぞ

御覧
ご ら ん

の上、御出板
ご し ゅ っ ぱ ん

可
く

被
だ

下 候
さるべくそうろう

。初而之
は じ め て の

儀に御座候
ご ざ そ う ら え

得
え

ば、あしき所
ところ

は、曲亭
きょくてい

馬琴
ば き ん

先生へ御直
お な お

し被下候
くだされそうろう

様
よ う

、此段
こ の だ ん

よろしく奉 願 候
ねがいたてまつりそうろう

。又々
ま た ま た

当年
と う ね ん

評判
ひょうばん

すこしもよろしく御座候
ご ざ そ う ら え

へば、来春
ら い は る

より出精
しゅっせい

仕
つかまつり

、御覧
ご ら ん

に入
い

れ可申候
もうすべくそうろう

。右
み ぎ

申上度
もうしあげたく

、早々
そ う そ う

不具
ふ ぐ

。十月十日 蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

（筆者注：婿養子
む こ よ う し

勇
ゆ う

助
す け

が継い

だ二代目）様
さ ま

参
ま い

らせ候
そうろう

」（句読点・ルビは筆者による） 

棚橋正博は上記舌代
ぜ つ だ い

に「初而之
は じ め て の

儀
ぎ

」とあることから「竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

」が北斎の黄表紙

挿絵の初めであり、天明年間に使用された戯作名の「是
こ れ

和斎
わ さ い

」「魚仏
ぎ ょ ぶ つ

」「白雪
は く せ つ

紅
こ う

」は北斎

ではなく（筆者注：「白山人可候
は く さ ん じ ん か こ う

」も含むか）、従って天明年間での北斎作の黄表紙はな

いとする（『黄表紙総覧 中編』・『日本書誌学大系 48』に所収：WEB「浮世絵文献資料

館」より）。 

北斎が黄表紙に関わったのは安永 9 年『驪
めぐろ

比
ひ

翼
よ く

塚
づ か

』からである。従って、天明年間では

北斎の黄表紙挿絵はないと主張しているものと思われる。このことについて、飯島虚心は

「按
あ ん

ずるに『初而之儀
は じ め て の ぎ

云々
う ん ぬ ん

』、戯作をなすは、初めてにあらず。現に是
こ れ

和斎
わ さ い

といへる頃の
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戯作注あり。蓋
け だ

し蔦屋
つ た や

の注文にて出板
マ マ

するは、初めてなれ

ば、謙遜してかくいへるなるべし」と述べている（ｐ60）。 

注）戯作あり：天明元年の黄表紙『本性銘暑
ほんしょうめいしょ

 有難通
ありがたいつうの

一
い ち

字
じ

』

を指している。 

 安田剛蔵「北斎の黄表紙(一)是和斎、魚佛の研究」（1971

『浮世絵芸術』29 巻 ｐ17-26）では、是和斎と魚佛は同人

異名で、北斎の別号としている。 

【北斎の最も早い時期の自画像】 

※下巻最終に、巻紙などを乗せた机の前で、羽織を着て両手

を突いた坊主頭の人物が描かれている。この頃の自画像とい

われる。             蔦屋重三郎宛舌代及び自画像（竈将軍勘略之巻 国立国会図書館） 

●狂歌絵本『東都名所一覧
と う と め い し ょ い ち ら ん

』（1 月。色摺大本。乾
け ん

・坤
こ ん

の二冊。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

撰。全 21 図。

画工北斎辰政。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。乾
け ん

巻各冊 25.0×17.8、坤
こ ん

巻各冊 26.0×17.5 国立国会図書

館/大英博物館/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

メトロポリタン美術館蔵）春夏秋冬に配列して、各図の上部に数名の狂歌が記される。 

※『東都勝景
と う と し ょ う け い

一覧
い ち ら ん

』（上下二冊。奥付に、画工北斎辰政 彫工安藤
あ ん ど う

円
え ん

紫
し

とある。25.7×

17.3 大英博物館/ボストン美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）題で、文化 12

年(1815)に、蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

から版を譲り受け、菱屋
ひ し や

金
き ん

兵衛
べ え

版（須原屋伊八
す は ら や い は ち

合梓）として改題

再摺される。天保 11 年（1840）9 月に須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版でも改題再摺される。出版事情には

考証の余地がある。 

 浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

その他の狂歌が全ページに記される。 

乾
け ん

巻（見開き 2ページの図） 

☆〈品川
し な が わ

〉 

※海辺で「千種
ち ぐ さ

」と大書きした凧を頭上に上げる子ども。 裃
かみしも

姿の侍に袴を履かせようと

している女。その前で腰をおろして煙管で一

服している男の図。 

☆〈梅
う め

屋鋪
や し き

〉 

※亀戸・梅
う め

屋敷
や し き

の景。梅の木の側の休み処で

腰掛けて煙管
き せ る

で一服している男。揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つのかくし

）を被った武家の女房と女中、お供の

男が二人の図。一人は荷物を担いでいる。 

梅屋敷（日本浮世絵博物館） 

☆〈三囲
み め ぐ り

〉 

※雪を被った大傘をかざして何かを話す男と女の足元に三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

の雪を被った石の鳥居が

見える。鳥居は隅田川の堤より下にあったことで有名。遠景に待乳山
ま ち ち や ま

が描かれる。 

☆〈王子
お う じ

〉 
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※右側に「西ケ原
に し が は ら

」左に「左おうじみち」と書かれた道標のある分かれ道で、荷物を持ち

合う旅姿の二人武士。大小二本の刀を差している。その前を行く御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女と連れの

男が振り返っている。腰をおろして草鞋
わ ら じ

を履こうとしている百姓。その傍らに籠と鍬
く わ

が置

かれている。 

☆〈飛鳥山
あ す か や ま

〉 

※桜咲く木と緑の松の間に敷いた毛氈
も う せ ん

の上でく

つろいで花見をする男女。大きな碑文注の文字

を読む三人の男。桜の木の前の水売りから買お

うとしている男。肩に箱を担いだ寿司売りの男

等が描かれる。注）碑文：元文 2 年（1737）、

飛鳥山の桜を名所とした将軍吉宗を顕彰するた

めに立てられた石碑。幕府儒臣の成島
な る し ま

道
ど う

筑
ち く

（錦江
き ん こ う

）の詩文を刻したもの。            飛鳥山（日本浮世絵博物館） 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※前景に、魚河岸からの魚を両手で支え挙げて

運ぶ男など、日本橋を渡る人々の一部を描く。

日本橋は擬宝珠
ぎ ぼ し

のある部分のみ描く。近景から

遠景の江戸橋にかけて、隅田川の流れと川岸に

並ぶ蔵を配置した図。  

日本橋（日本浮世絵博物館）  

☆〈亀
か め

井戸
い ど

天神
て ん じ ん

〉 

※藤棚のある天神の中庭の落葉を掃き集める男

と、何かを指示する烏帽子
え ぼ し

を被った神官の図。 

☆〈隅
す み

田
だ

川
が わ

〉 

※隅田川べりに突き出した舟乗り場で、女将と

芸者が舟に乗った客を見送っている。芸者の着

物の胸がはだけ、二人の着物の袖
そ で

と裾
す そ

が風に靡
な び

いている。      隅田川（日本浮世絵博物館） 

☆〈両国
りょうごく

〉 

※橋桁
は し げ た

の間を

行き交う舟。飛沫
し ぶ き

除けの傘を開いて舟に乗って

いる男女と艪
ろ

を操
あやつ

る船頭。女の袖が船べりにか

かっている図。屋根舟と大きな船の舳先
へ さ き

も見え

る。      

両国（日本浮世絵博物館） 
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☆〈山王
さ ん の う

祭
まつり

〉 

※唐
か ら

装束
しょうぞく

で馬に乗り、天
て ん

秤量
ば か り

を操
あやつ

る男と、旗をかかげている男たち。右手前には「御祭礼
ご さ い れ い

」

と書いた幟
のぼり

の半分が描かれている図。山王祭は、江戸城鎮守の山王社
さ ん の う し ゃ

（日枝
ひ え

神社
じ ん じ ゃ

：現東京

都千代田区永田町
な が た ち ょ う

2-10-5）で 6月 15日に行われる大祭。神
し ん

幸
こ う

行列は将軍の上覧のため城内

渡御
と ぎ ょ

が行われた。 

坤
こ ん

巻（〈湯島天満宮〉を除き見開き 2ページの図） 

☆〈湯島
ゆ し ま

天満宮
て ん ま ん ぐ う

〉 

※天満宮
て ん ま ん ぐ う

と書かれた額を掲げる鳥居の下にいる男、鳥居に向かう石段を上る僧侶たち。右

に本社の一部が描かれる図。湯島
ゆ し ま

天神
て ん じ ん

(現東京都文京区湯島
ゆ し ま

3-30-1)とも称され、学問の神

様菅原道真
す が わ ら み ち ざ ね

を祀る。1ページの図。 

☆〈不忍
しのばずの

池
い け

〉 

※池に舟を浮かべ、蓮
は す

を取る親子。それを弁天堂
べ ん て ん ど う

の欄干から眺める男女の図。 

☆〈新吉原
し ん よ し わ ら

八朔
は っ さ く

〉 

※旧暦 8 月 1 日、三人の花魁
お い ら ん

が純白の着物で

遊郭内を道中している。格子際に立つ按摩

や、そぞろ歩く男たちの図。白装束なのは、

徳川家康を偉勲
い く ん

を祀る際、大名、御家人
ご け に ん

、旗

本たちが城内で白装束を着たことに因んでい

る。       新吉原八朔（日本浮世絵博物館） 

☆〈芝
し ば

神明
し ん め い

〉 

※「神明宮
し ん め い ぐ う

」と大書きした横断幕を掲げた門

前の群衆を鳥瞰画法で描いた図。門の両脇には武官の像がある。 

☆〈深川
ふ か が わ

八幡
は ち ま ん

祭礼
さ い れ い

〉 

※「祭礼 仲町
なかちょう

 氏子中
う じ こ じ ゅ う

」が左右反転して描かれた幟
のぼり

を括りつけた柱の脇から蔵出しされ

た神輿
み こ し

と、それを担ぐ男たち。それを見る芸者

衆の図。深川八幡宮（東京都江東区富岡
と み お か

1-20-

3）は、富岡八幡宮と称され、寛永 4 年

（1627）に創建。例祭は8月 15日に行なわれ、

3 年ごとに本祭
ほんまつり

となる。日枝
ひ え

神社
じ ん じ ゃ

の山王
さ ん の う

祭
まつり

、

神田
か ん だ

明神
みょうじん

の神田
か ん だ

祭
まつり

と共に江戸三大祭りといわ

れる。     深川八幡祭礼（日本浮世絵博物館） 

☆〈目黒
め ぐ ろ

〉 

※目黒
め ぐ ろ

不動
ふ ど う

尊
そ ん

（現東京都目黒区下目
し も め

黒
ぐ ろ

3-20-26）境内に参詣する人々、石段を上がる二人

の男。寺社の屋根上からの視点で描かれる。 

☆〈堀
ほ り

之内
の う ち

雑司ヶ谷
ぞ う し が や

会式詣
え し き も う で

〉 
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※干し柿の吊るされた休み処前を行き交う人々。左には馬が桶から水を飲んでいる図。会

式は一般に御会式
お え し き

と呼ばれ、日蓮上人の忌日 10 月 13 日を中心に雑司ヶ谷
ぞ う し が や

法
ほ う

明寺
み ょ う じ

（東京都

豊島区南池
みなみいけ

袋
ぶくろ

3-18-18）や堀之内
ほ り の う ち

妙法寺
み ょ う ほ う じ

（東京都杉並区堀ノ内
ほ り の う ち

3-48-8）で行われる法要儀

式。図中の狂歌に「雑司ヶ谷」とあるので雑司ヶ谷の茶店の風景か。 

☆〈愛宕山
あ た ご や ま

〉 

※左ページに急な男段
おとこだん

を上がる四人の男、右ページに女段
おんなだん

を降りる女二人と、風呂敷包み

を背負う男の図。 

☆〈堺町
さかいちょう

〉 

※堺町の芝居小屋で演じる歌舞伎役者たちの背

中が描かれ、役者の前では立錐
り っ す い

の余地なく見物

している観客の頭が描かれた図。堺町は、現在

の東京都中央区日本橋人形
にんぎょう

町
ちょう

3 丁目付近。中村

座があった。     堺町（日本浮世絵博物館） 

☆〈神田
か ん だ

明神
みょうじん

〉 

※神田
か ん だ

明神
みょうじん

の石段を上り、鳥居の下に上半身を

現わした赤子を背負う母親。着飾った娘たちが七歳の帯締めの祝いのため鳥居の脇に立っ

ている。左側の休み処では三歳の祝い用に子

供に 裃
かみしも

を着せている母親と娘。狛犬
こ ま い ぬ

がこちら

を睨んでいる図。     

神田明神（日本浮世絵博物館） 

☆〈浅草
あ さ く さ

年
としの

市
い ち

〉浅草寺
せ ん そ う じ

境内の年の市の賑わい。

だるまや年始飾りを買った人々や、寺から群

衆を眺める男たちの図。 

●狂歌絵本『春帖
しゅんじょう

』（1 巻。北斎画。鸚鵡
お う む

斎
さ い

貢
みつぐ

撰。桂林堂
け い り ん ど う

序。淮
わ い

南堂
なんみどう

行
ゆ き

澄
ず み

編。東北大学付属図書館蔵〉 

●狂歌絵本『あなた四方
よ も

の春
は る

』（この頃か。撰者不明。北斎、鳥文斎栄之
ち ょ う ぶ ん さ い え い し

等画。版元不明）

（八木書店『江戸の絵本』所収・マティ・フォラー「葛飾北斎と初期門人たち」ｐ289 よ

り） 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

三十
さんじゅう

六歌仙
ろ っ か せ ん

』（着色 36図大本一冊。画工名なし。宗理様式の特徴を有し

ているところから北斎と認められる。千穐庵三陀
せ ん し ゅ う あ ん さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

〈赤松
あ か ま つ

正恒
ま さ つ ね

〉編。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。

蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版、西村
に し む ら

新
し ん

六
ろ く

版説あり。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館

蔵） 

※序文末尾に「はつ春」とある。千穐連
せんしゅうれん

の狂歌作者の仮装した像を描く。刊行は、寛政 9

年（1797）、10（1798）年の説（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ242）や文化元年（1804）説あ

り〈『年譜』〉。 
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●絵本『屋
や

万田
ま だ

の穂並
ほ な み

』（一冊。漆山又四郎
う る し や ま ま た し ろ う

（天童
て ん ど う

）『木版
も く は ん

挿絵
さ し え

本
ぼ ん

音
お ん

順
じゅん

目録
も く ろ く

』坤
こ ん

の部には

「北斎 榎本珍盈
え の も と ち ん え い

編 寛政十二」とある。「早稲田大学図書館古典籍データベース」より） 

●艶本『好色堂中
こうしょくどうちゅう

』（色摺六ツ切判 12枚組一冊。助兵衛
す け べ え

山人
さ ん じ ん

。国際日本文化研究センター

蔵） 

※画師については、礫
こいし

川亭
か わ て い

永
え い

理
り

説（浅野秀剛）説がある（『絵入春画艶本目録』ｐ137）。 

※序「それ陰陽
い ん よ う

和合
わ ご う

の事は、千早振
ち は や ぶ る

神代
か み よ

のいにしへ、天
あ ま

の浮橋
う き は し

のころび寝
ね

に、男女
だ ん じ ょ

女神
め が み

の

ちよんの間
ま

より、貴
とうと

きもすき、賎
い や

しきも好む事とはなりけらし。御
み

れば春にひらく花より

も、秋に清き月よりも、この道ほど楽しきはあらし
じ

かし。茲
こ こ

に、或
あ る

好人
す き び と

が、筆をふるひし、

四季おりおりの、絵すさみの一巻の、冊子となしぬ。見る人涎
よだれ

を流して、閨
ね や

の睦言
む つ ご と

の種に

し給へと、助兵衛
す け べ え

山人
さ ん じ ん

、股
ま た

くらをむしつかえて、好色堂中
こうしょくどうちゅう

に序
じ ょ

す。かのへさるのむつまし
じ

月
つ き

ひつ書
か

く」（跋「雁
が ん

高庵
こ う あ ん

題」ルビは筆者）。 

 跋文の「雁高庵」は、北斎が後に艶本に使用した隠号「紫色
し し き

鴈
が ん

（雁）高
こ う

」を思わせる。 

●俳諧本『俳諧
は い か い

四時句
し じ く

草紙
そ う し

』（一冊。宗理改北斎辰政画）「北斎版本リスト（下）溝口康

麿〈「日本浮世絵協会会報」39号〉北斎は一図のみ描くという。『年譜』所収）。 

●不明『初笑
は つ わ ら

い』(一冊。宗理改北斎画)北斎は一図のみ描くという（「北斎版本リスト

（下）溝口康麿〈「日本浮世絵協会会報」39号〉『年譜』所収）。 

●不明『花
は な

の上
う え

』（一冊。宗理改北斎画および北斎辰政画）北斎は二図描くという（「北

斎版本リスト（下）溝口康麿〈「日本浮世絵協会会報」39号〉『年譜』所収）。 

●肉筆画「白梅図
は く ば い ず

」（着色一幅。北斎筆。印辰印政） 

※横判の画面の左下から右上に梅の木が伸び、小枝に白梅が咲いている。漢画の趣。 

【画狂人北斎号登場か】 

●扇面画「富士
ふ じ

図」（夏頃。紙本墨絵扇面。画狂人北斎。印辰印政。太田記念美術館：鴻

池ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※太田覃
お お た た ん

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）の賛に庚申
かのえさる

夏日
か じ つ

とある。鋭角的な白い富士山の手前に松と思われる墨

の書き込みがある。 

※『年譜』では「この頃、画狂人北斎を号すという見解あり」として、「北斎肉筆画にお

ける「亀毛蛇足」印時代」浅野秀剛『肉筆浮世絵大観 東京国立博物館Ⅱ』所収 講談社

〈平成 7 年〉の記事を参照している。そのうえで「ただし、作画は（蜀山人の）賛よりも

後年になされたものとみられ、更に検討を要する」としている。 

寛政 11年（1799）の摺物「蛍
け い

籠
ろ う

と団扇
う ち わ

」では印号で「画狂人」を使用している。 

●絵暦「三
さ ん

美人図
び じ ん ず

」（北斎画） 

※黒い三味線箱の横にある風呂敷の冊子に「庚申
かのえさる

」（寛政十二年）の干支
え と

が描かれる。寛

政 10年（1798）の「三美人図」とは別画。 

●絵暦「士農工商
し の う こ う し ょ う

」（小判墨摺 4図。北斎。リチャード・レイン『伝記画集 北斎』ｐ308

による） 

☆〈銀
ぎ ん

を計
は か

る婦人図
ふ じ ん ず

〉 
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※図右上に「商」と書かれている。帳場で天秤
て ん び ん

を使って銀を計っている女。「定
さだめ

 小判
こ ば ん

六十目
ろ く じ ゅ う め

」とある。 

※明治 26年に鎌田
か ま た

善
ぜ ん

次郎
じ ろ う

版「士農工商
し の う こ う し ょ う

」（北斎）もある。 

※他に年代不詳の「士農工商
し の う こ う し ょ う

」（4 図。無款）がある（「士」と題された画は、烏帽子
え ぼ し

姿

の 侍
さむらい

が座って書を読む図。「農」と題された画は、刈り取った草の束の上に腰をおろし

た農 

夫が書を読んでいる図。「工」と題された画は、版木を彫っている彫師
ほ り し

の図。「商」と題

された画は、店の帳場
ち ょ う ば

で算盤
そ ろ ば ん

を使って計算している二人の男の図）。 

●絵暦「楊枝
よ う じ

屋店先
や み せ さ き

」（着色。先ノ宗理北斎画。13.2×18.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓ

ｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※木の台の上で房
ふ さ

楊枝
よ う じ

の先を木槌で叩き柔らかくしている女。製品の楊枝が立てて並べて

ある棚の後ろでは、大きな楊枝を持って座っている人形が置いてある。盃の中に浮かぶ桜

の花弁と数字が大の月（一、三、四、五、七、九、十一）を表している。「あさくさの餅
も ち

ハ喰
く わ

すと 侍
さむらい

の 高楊枝
た か よ う じ

から春
は る

の買
か い

初
そ め

め 羽
は

金
が ね

鉄人
て つ じ ん

」、「楊枝屋
よ う じ や

の猿丸
さ る ま る

太夫
だ ゆ う

奥山
お く や ま

に もみ

ち
じ

袋
ぶくろ

も妹
い も

か
が

縫
ぬ

ひそ
ぞ

め 岩井
い わ い

有
あ り

常
つ ね

」、「名物
め い ぶ つ

に自慢
じ ま ん

の髭
ひ げ

を撫
な で

ながら かミそりつかふ浅草
あ さ く さ

の

海苔
の り

 四方
よ も の

歌垣
う た が き

」の狂歌が添えられる。浅草寺
せ ん そ う じ

境内には楊枝屋が多くあったといわれる。 

●絵暦「猿廻
さ る ま わ

し」（十八切判。無款。12.7×8.2 東京国立博物館蔵） 

※猿回しの女が肩に猿を乗せ、布を頭から被っている。手には猿を操る棒状の道具を持っ

ている。側で子どもが右手を上げてはしゃいでいる。 

●絵暦「子供
こ ど も

に猿面
さ る め ん

かふ
ぶ

せ」（十八切判。無款。13.0×8.6 東京国立博物館蔵） 

※母親が子どもに猿の面をかぶせ、頭の後ろで紐を結んでいる。梅の木に登った猿が娘を

見下している。猿の着た半纏に大の月、娘の帯に小の月が示される。 

●摺物「源氏三
げ ん じ さ ん

ケ伝
か で ん

/ねのこの餅
も ち

」（小判着色。宗理画。日本浮世絵博物館蔵） 

※梅の木が描かれた屏風を背にして小
こ

上
あ

がりの畳に座る男と遊女。その前で男が指差して

話しかけている。「姫
ひ め

小松
こ ま つ

けふの子
ね

の日
ひ

にひかる君
き み

、千代
ち よ

もつきせず、ちぎる若
わ か

餅
も ち

 洒落

人」「●
不 明

初
は つ

の蒲団
ふ と ん

も三
み

つが一
ひ と

ツ夜着
や ぎ

、ねのこのもち注と明
あ け

る春
は る

の宵
よ い

 四方
よ も の

真顔
ま が お

 」の狂歌

が記される。 

注）ねのこの餅：子
ね

の子
こ

の餅。 

『源氏物語』（葵）に子
ね

の子
こ

餅に関わる場面がある。陰暦 10 月最初の亥
い

の日に食べる

「亥
い

の子
こ

餅」は、万病を防ぎ子孫繁栄が叶うと言われる。光源氏と紫の上が一夜を過ごし、

翌日の亥
い

の日に「亥
い

の子
こ

餅
も ち

」が振る舞われたが、翌日は一夜を過ごしてから三日目で、三

日通うと「三日
み か

の餅
も ち

」を食べて初めて結婚が成立する習慣を念頭に入れた源氏は「この餅

は明日の餅に残してほしい」と惟光
こ れ み つ

に命じる。惟光は、明日は「子
ね

の日」なので、「子
ね

の

子
こ

餅」で、源氏が三日目の結婚を意識していることを察したという内容からの着想した絵。

遊女との親密な関係を正月の日に設定した絵にしている。 

●摺物「狂言靭
きょうげんうつぼ

猿
さ る

」（着色摺物。画狂人北斎画） 
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※狂言「靭
うつぼ

猿
さ る

」からの着想。矢を入れる筒に動物の皮を巻いた靭
うつぼ

を作るため、大名が猿
さ る

引
ひ き

きに小猿を求めるが、小猿の無心さに心を許す。猿引きはお礼に小猿の舞を披露するとい

う筋書き。図は、立
た て

烏帽子
え ぼ し

を被った大名の前で、小猿に棒を持たせて躍らせる 裃
かみしも

姿
すがた

の猿

引きがいる。浅草
あ さ く さ

庵音
あ ん お と

芳
よ し

の賛が記される。  

●摺物「帰農図
き の う ず

」（「馬
う ま

を牽く
ひ く

農夫
の う ふ

」「草刈
く さ か

りの帰途
き と

」とも。横長判着色一枚。先ノ宗理

北斎画。20.0×55.0。島根県立美術館：永田ｺｳﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵） 

※親子だろうか。農夫の男が馬を牽
ひ

き、子どもが馬に乗って、小さな板橋を渡っている。

農作業の後にのんびりと帰る様子。図右の遠景に描かれた山と、塔及び大きな笠のような

ものが何かは不明。   帰農図（東京国立博物館） 

●摺物「坪庭
つ ぼ に わ

の 鶯
うぐいす

」

（この頃か。着色。先

ノ宗理北斎画。14.0×

20.3 北斎館蔵） 

※開け放した座敷の柱

によりかかり、 簪
かんざし

に

手をやりながら外を見

ている娘。畳には三味線と撥
ば ち

と教本らしきものが重ねて置かれている。庭には梅の枝に鶯

がとまっている。縁側に片足を掛けて上ろうとしている芥子
け し

坊主
ぼ う ず

頭の子どもが凧を手にし

て鶯の方を指さして見ている。「我
わ が

耳
み み

へたこの入
い る

ほど聞
き か

まほし つぼのうちへもきなく

鶯
うぐいす

 八筭舍兼一」の狂歌にある「耳にたこ」に凧をかけている。 

●摺物「官女
か ん じ ょ

の宮詣
みやもうで

」（「宮詣
みやもうで

の官女図
か ん じ ょ ず

」とも。1 月。着色。先ノ宗理北斎画。林季亭面

吉の狂歌に「申
さ る

孟
も う

春
しゅん

」とある。20.0×13.3 島根県立美術館蔵） 

※長い髪を垂らした官女が供の女を連れ、鳥居をくぐろうとしている。黒々とした松の幹

の陰に石燈籠が描かれる。 

●摺物「雪中二
せ っ ち ゅ う に

美人
び じ ん

」（この頃か。横中判着色。先ノ宗理北斎画。12.4×16.2 すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵）。 

※雪が止み、大きな傘を広げて立つ女と、その脇で着物の裾を片手で引き上げ、左手を上

げている女。「梅
う め

か
が

ゝをやりすこ
ご

すともうし

ろ髪
が み

 ひきかへしてよさそふ春風
は る か ぜ

 楽聖庵光

丸」、「定紋
じょうもん

のかたは
ば

ミ草
く さ

も傘
からかさ

に うけたる

雪
ゆ き

の下
し た

に生
お

ふらん 楽聖庵光丸」の狂歌が記

される。 

※本図は三枚続きの中央の図。左図は縁側の

男女を描き、右図に傘をたたむ男を描いてい

るという（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』によ

る）。                 雪中二美人（すみだ北斎美術館：＠HokusaiMuseum より） 
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●摺物「佃
つくだ

住吉
す み よ し

の図
ず

」（春。先ノ宗理北斎画）図中に「申
さ る

の春
は る

」とある。「●
不 明

時之
と き の

相場
そ う ば

」

と書かれた札が下がっている。同図は、「津和野藩
つ わ の は ん

伝来摺物
で ん ら い す り も の

」（島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵）にある。本稿「寛政年間」項を参照。 

●摺物「門前
も ん ぜ ん

の往来
お う ら い

」（横長判。先ノ宗理北斎画。東京国立博物館蔵） 

※長唄の秋の発表会の案内。図は、松の木のある寺社の門前で、揚
あ げ

帽子
ぼ う し

を被り傘を持つ女

と、子どもの両手を持ってあや

している母親と目を合わせてい

る。側には「富士」と染め抜い

た風呂敷包を首から掛け、閉じ

た傘と土産物らしいものを持っ

ている男がいる。 

門前の往来（東京国立博物館） 

●摺物「絵馬堂
え う ま ど う

」（3 月。大奉書
お お ぼ う し ょ

全紙判。先ノ宗理北斎画。38.3×51.5 エドアルド・キ

オッツオーネ記念ジェノヴァ東洋美術館蔵） 

※深川
ふ か が わ

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

か。錦屋
に し き や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

主催の、深川芸者を中心とした長唄の会の案内状。上半分に、

松の老木のある絵間堂見物の男二人、女二人と子ども一人を描く。子どもは女の後ろにす

がりついている。堂の上には

大黒点の絵馬、梅の木の絵

馬、牛車の絵馬などが掲げら

れている。 

絵馬堂（ｼﾞｪﾉｳﾞｧ東陽美術館） 

下半分に、錦屋
に し き や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

主催、

三番叟
さ ん ば そ う

の番組が逆さに記される。 

●摺物「松風台七賢之内
し ょ う ふ う だ い し ち け ん の う ち

」（1 月。〈杯を持つ女〉の前掛けに「庚申」（寛政 12 年）を示

す書き入れがある。小判縦着色。北斎画。 21.5×8.5 すみだ北斎美術館ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮ

ﾝ蔵） 

※朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

側の判者鶴
か く

立
り つ

亭々
て い て い

（松風
しょうふう

台
だ い

亭々
て い て い

〉一門による歳旦物。七人の美人を竹林
ち く り ん

の七
し ち

賢人
け ん じ ん

に見立てる。『原色浮世絵大事典』8 巻(大修館書店)では、『北斎漫画』十編に竹林

の七賢人があるので、それとの近似により誰に見立てたか推定できるとしている。 

 『伝記画集 北斎』（ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾚｲﾝ）では全 8図とする（ｐ305）。 

図右より、 

☆〈 杯
さかずき

を持
も

つ女
おんな

〉（阮咸
げ ん か ん

）杯を持って立っている女。前掛けに「庚申」と描かれている。 

☆〈文
ふ み

を隠
か く

す女
おんな

〉（阮
げ ん

籍
せ き

）揚げ帽子を被った娘が手紙を背に隠して立っている。 

☆〈本
ほ ん

を頭
あたま

に立
た

てる女
おんな

〉（山濤
さ ん と う

）振袖の娘が右手で本を頭の上に持ち上げて立っている。 

☆〈文
ふ み

を読
よ

む女
おんな

〉（向
きょう

秀
しゅう

）手拭いを被り、端を銜えて巻紙の手紙を立ちながら読んでいる。 
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☆〈羽織
は お り

を畳
た た

む女
おんな

〉（不明）立
た て

兵庫
ひ ょ う ご

のような髷
ま げ

に櫛と 簪
かんざし

を一本挿した女が、白地に模様

のある羽織の襟
え り

を銜
く わ

え、両手を広げて立ちながら畳もうとしている（立命館大学蔵）。 

☆〈本
ほ ん

を持
も

つ女
おんな

〉（嵆
け い

康
こ う

） 

☆〈箒
ほうき

を持つ女〉（不明）箒を持って、左手を 簪
かんざし

に手をやりながら、少し前屈みに立っ

ている。 

●摺物「遊
ゆ う

亀
き

図
ず

」（春。「亀
か め

の図
ず

」「遊
ゆ う

亀
き

と水
み ず

に映
う つ

す梅
う め

」とも。大奉書着色。東陽北斎画。

印三径。画部分 19.1×51.2 全体 38.2×51.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※四匹の亀が重なって甲羅
こ う ら

干
ぼ

しをしている。右にはこれから陸に上がろうとしている一匹

の亀。水面には梅の花が咲く木が映

っている。下半分は折り返す仕様で、

狂歌が逆書きとなっている。狂歌部

分の末尾に「庚申
かのえさる

春」とある。 

 

遊亀図（太田記念美術館：blog.goo.net.jp より転載） 

●摺物「扇
おうぎ

屋店先
や み せ さ き

」（紙本着色一枚。先ノ宗理北斎画。14.1×28.0 島根県立美術館：永

田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

率いる四方側
よ も が わ

の春興摺
しゅんきょうすり

物
も の

。巻頭の狂歌の中に「さるのとし玉」(寛政 12年)と

ある。図は、扇屋
お う ぎ や

の店先で店の女が、骨に挿す前の折った扇の地紙を持っている。その脇

には、折る前の地紙を入れる黒い扇型の箱が置いてある。客の女が小
こ

上
あ

がりに腰を下ろし

て、それを見ている様子を描く。店先の神棚の下にある大きな看板には、狂歌の四方側
よ も が わ

の

紋である「扇
おうぎ

巴
ともえ

」が描かれている。 

●摺物「海辺
う み べ

の社前
し ゃ ぜ ん

」（全紙判着色。先ノ宗理北斎。19.2×52.4 東京国立博物館蔵） 

※享和元年～文化 2 年に再摺される。再摺版では「先ノ宗理」が削られ、男が担ぐ風呂敷

包の模様が、桐から桜草に変えられて、富本
と み も と

節
ぶ し

の演奏会案内となっている（日本経済新聞

社 2005『北斎展図録』より）。 

※深川芸者の舞踏上演

番組を記したもの。図

は、海辺の社前で煙管
き せ る

を使いながら歩く二人

の芸者と、風呂敷の荷

物を棒に結んで担ぐ男

がいる。その前には釣

竿を持った二人の子どもが描かれる。      海辺の社前（東京国立博物館） 

●摺物「目
め

かくし」（すみだ北斎美術館蔵） 

●摺物「新春
しんしゅん

の手習
て な ら

い」（すみだ北斎美術館蔵) 
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●摺物「針仕事
は り し ご と

」（1 月。「人
に ん

形
ぎょう

を縫
ぬ

う美
び

人
じ ん

」とも。十二切判着色。先ノ宗理北斎画。

18.7×10.0 日本浮世絵博物館蔵） 

※正月を迎え、面長の女が、何かの玩具を縫う様子。右手に持った針に髪の油をつけよう

としている。「明
あ け

ぬれハ
ば

 はや縫
ぬ い

そめの 針仕事
は り し ご と

 さても手
て

まめに 申
さ る

の初春
は つ は る

 龍致堂
り ゅ う ち ど う

 

袴
はかまの

裏
う ら

成
な り

」の狂歌が記される。 

●摺物「三方
さ ん ぽ う

と屠蘇
と そ

を持
も

つ二人
ふ た り

の官女
か ん じ ょ

」（先ノ宗理北斎画） 

※「申
さ る

ノ春
は る

」とある。千穐亭
せんしゅうてい

の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「女
おんな

刀
かたな

鍛冶
か じ

」(先ノ宗理北斎画。島根県立美術館蔵) 

※「申
さ る

のとし」とある。水亭行也ほかの狂歌が記される（『年譜』による）。 

 

【以下寛政年間】 

勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

、紫色鴈
し し き が ん

高
こ う

、春
しゅん

朗
ろ う

、勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

、宗
そ う

理
り

、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎
ほ く さ い

、東陽
と う よ う

北斎
ほ く さ い

、

北斎
ほ く さ い

、可候
か こ う

、歩
ほ

月
げ つ

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、絵師
え し

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、ほくさゐうつす、先
さ き

ノ宗
そ う

理
り

北斎
ほ く さ い

、

宗理改
そうりあらため

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、□印辰
と き

、政
ま さ

、完
か ん

知
ち

、師
し

造化
ぞ う か

、北斎
ほ く さ い

、宗
そ う

理
り

、百
ひゃく

林
り ん

、画
が

狂人
きょうじん

、三径
さ ん け い

、辰
と き

政
ま さ

 

●艶本『絵本
え ほ ん

 春
は る

の色
い ろ

』（寛政 4 年～6 年〈1792～94〉。勝川春朗画）〈リチャード・レ

イン『伝記画集 北斎』ｐ337による〉 

※『絵入春画艶本目録』（白倉敬彦著、平凡社 平成 11年：2007）には記載なし。 

●艶本『會本
え ほ ん

 色
い ろ

の嫩
わかば

』（寛政 5年～9年〈1793～97〉。紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

注画）〈リチャード・レ

イン『伝記画集 北斎』ｐ337による〉 

注）紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

：北斎の隠号。 

※『絵入春画艶本目録』（白倉敬彦著、平凡社 平成 11年：2007）には記載なし。 

●狂歌絵本『掛合
か け あ い

狂歌
き ょ う か

問答
も ん ど う

』（寛政 4 年～6 年〈1792～94〉。小本。勝川春朗画。版元不

明） 

※一首の狂歌の中で江戸と京都が争い、そこに風俗画を添えるというもの（2010/1/23～

3/8 西尾市：岩瀬文庫平成悉皆調査中間報告展７『こんな本があった７』特別講座「今年

度の調査から分かったこと」塩村耕氏：名古屋大学大学院教授/

岩瀬文庫資料調査会会長による）。 

●錦絵「風流
ふうりゅう

江戸
え ど

百日
ひ ゃ く ひ

の出
で

」（寛政元年～2 年〈1789～1790〉。

縦中判錦絵。揃物か。春朗画。57･0×46.0 中右
な か う

コレクション/

ベルギー王立美術館蔵）   

※「百」と題しているが〈愛宕
あ た ご

〉1点のみ確認されている。 

「江戸百日の出」愛宕（ベルギー王立美術館） 

●狂歌絵本『題名
だ い め い

不明
ふ め い

』（寛政 9 年～10 年〈1797～98〉。宗理

画） 
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☆〈太郎
た ろ う

月
づ き

〉のみ確認。着色。折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被り扇子を持ち、長袴
ながばかま

の衣

裳を着て踊る男と、蛇の目傘をかざし、足を上げて踊る男の萬歳図

（『北斎大全宗理期』Kindle版による）。 

●相撲絵「高根山
た か ね や ま

与一
よ い ち

右
え

エ門
も ん

 千田川
せ ん だ が わ

吉五郎
き ち ご ろ う

」(寛政 2 年～5 年〈1790

～93〉。細版。春朗画。版元未詳。メトロポリタン美術館蔵) 

高根山与一右エ門 千田川吉五郎（メトロポリタン美術館） 

図は、高根山
た か ね や ま

が千
せ ん

田川
だ が わ

の右肩から腕を回し、左手で千
せ ん

田川
だ か わ

の右手首

を握り、千
せ ん

田川
だ か わ

は左上手を取っている。 

●相撲絵「花頂山
か ち ょ う ざ ん

五郎
ご ろ

吉
き ち

 和田
わ だ

ケ
が

原
は ら

甚四郎
じ ん し ろ う

」（寛政 2 年～5 年〈1790

～93〉。細判。『在外秘宝 葛飾北斎』所収「葛飾北斎作品目録」ﾋﾟ

ｰﾀｰﾓｰｽ編による。制作年は筆者の推測） 

●相撲絵「雷電
ら い で ん

為
た め

右衛門
え も ん

 盤井川逸八
い わ い が わ い っ ぱ ち

」（寛政 2 年～6 年〈1790～94〉。細判。『在外秘

宝 葛飾北斎』所収「葛飾北斎作品目録」ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ編による。制作年は筆者の推測） 

●錦絵「武田
た け だ

二十四将
に じ ゅ う し し ょ う

画尽
え ず く し

新版
し ん ぱ ん

」(寛政 2 年～4 年〈1790～92〉。間
あ い

版。春朗画。蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。32.2×21.2 ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ･ｷｵｯﾂｵｰﾈ記念ｼﾞｪﾉｳﾞｧ東洋美術館蔵) 

※一枚絵を分割して 24将を収める。 

〈秋山伯耆守
あ き や ま ほ う き の か み

〉〈穴山
あ な や ま

梅
ば い

雪
せ つ

〉〈真田源
さ な だ げ ん

太
た

左
ざ

エ門
え も ん

〉〈曽根
そ ね

下野
し も つ け

〉〈原隼人
は ら は や と

〉〈法性院
ほうしょういん

信
し ん

玄
げ ん

〉

〈武田勝頼
た け だ か つ よ り

〉〈武田
た け だ

逍遥
しょうよう

軒
け ん

〉〈高坂弾
た か さ か だ ん

正
じょう

〉〈穴山
あ な や ま

梅
ば い

雪
せ つ

〉〈馬場
ば ば

美濃
み の の

守
か み

〉〈土
つ ち

屋
や

右衛門
え も ん

〉

〈山縣
や ま が た

三郎
さ ぶ ろ う

兵衛
ひ ょ う え

〉〈三坂
み さ か

勘
か

解
け

由
ゆ

〉〈内
な い

藤
と う

修
し ゅ

理
り

〉〈多田
た だ

淡路
あ わ じ の

守
か み

〉〈武
む

藤喜
と う き

兵衛
へ え

〉〈甘
あ ま

利
り

左
ざ

衛
え

門
もん

〉〈真田兵部
さ な だ ひ ょ う ぶ

〉〈小山田兵部尉
お や ま だ ひ ょ う ぶ の じ ょ う

〉〈横田
よ こ た

備中
びっちゅうの

守
か み

〉〈原美濃
は ら み の の

守
か み

〉〈小畑山
お ば た や ま

城
し ろ

入
にゅう

道
ど う

〉〈山本
や ま も と

勘
か ん

助入道
すけにゅうどう

〉（順不同） 

●錦絵『仁和
に わ

嘉
か

狂言
きょうげん

注』（寛政 2年～4年〈1790～92〉。「吉原
よ し わ ら

仁和
に わ

嘉
か

」とも。縦中判揃物。

16 図が確認されている。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。各約 21.5×15.3  

注）俄
にわか

狂言
きょうげん

は、吉原の廓内で八月に九郎
く ろ

助稲荷
す け い な り

の祭礼として、芸者や遊妓などが様々な狂

言を披露しながら練り歩く。この日は花代
は な だ い

を割増にする。 

☆〈正月
しょうがつ

 禿
かむろ

万歳
ま ん ざ い

〉（すみだ北斎美術館/ベルギー王立美術歴史

博物館蔵） 

※烏帽子
え ぼ し

を被って踊る二人。禿
かむろ

は片足を上げて鼓
つづみ

を打っている。 

正月 禿万歳（すみだ北斎美術館） 

☆〈二月 ゑま売
う り

の所作
し ょ さ

〉（すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 
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※三人の若衆が扇子
せ ん す

を持って踊るような所作をしている。 

二月 ゑま売の所作（すみだ北斎美術館） 

☆〈三月 赤坂
あ か さ か

やつこぎやうれつ〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※刀を差した奴と小奴
こ や っ こ

が、人形の男が担い

でいる花飾りをした駕篭
か ご

を手で支えて行列

している。それに付き添うように揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被った女が二人歩いている。           

三月 赤坂やつこぎ

やうれつ（すみだ北斎美術館） 

☆〈三月 万度
ま ん ど

 ひな道具〉（島根県立美術館/ベルギー王立美

術歴史博物館蔵） 

※万度祓
ま ん ど ば ら い

注の祓
はらえ

串
ぐ し

を立てて支える頬かむりの男と四人の男たちが

揃って立っている。 

注）万度祓：中臣
な か と み

の祓
はらえ

の詞
ことば

を神前で何度も読み、汚れを祓
は ら

い清める神事。祓
はらえ

をした串を神

職などが家々に配り歩いた。 

☆〈三月 花
は な

すまふ うつくしきしゆこう〉（すみだ北斎美術館/

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※三人の芸者が花の枝を持って、足を上げて踊っている。 

三月花すまふ（島根県立美術館） 

☆〈四月 しやかたんじやう〉（すみだ北斎美術館/ベルギー王立

美術歴史博物館蔵） 

※釈迦
し ゃ か

の誕生。 

☆〈五月の部 三番叟
さ ん ば ん そ う

の所作
し ょ さ

立
だ

て〉（島根

県立美術館蔵：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルギー王立美術歴史博物館蔵蔵） 

※三番叟
さ ん ば そ う

を踊る三人の男。三番叟
さ ん ば そ う

の日の丸の付いた烏
え

帽子
ぼ し

を被る

中央の男が、立って見得
み え

を切っている。 

五月の部 三番叟の所作立て（島根県立美術館） 

☆〈五月 花笠
は な が さ

踊
おどり

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈五月の部 すゞめおどり〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベ

ルギー王立美術歴史博物館蔵蔵） 

※三人の芸者が長い花束を肩に担ぎ、花笠
は な が さ

を被って踊っている。

〈五月 花笠
は な が さ

踊
おどり

〉と同一作品とする見方もある（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』による）。 

☆〈六月 御
み

こしあらひ〉 

※丸枠に三の字が書かれた荷物箱を支える天秤棒に両腕を掛けて顎
あ ご

を乗せている男、天秤

の左の桶
お け

に手を掛け、傘を閉じて持っている男、その後ろで天秤棒を担いでいる男、更に

手拭を下げて持っている男などが描かれる。 
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☆〈七月 盆
ぼ ん

おどり きれいなり〉（島根県立美術館/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※四人が鈴輪を持って踊っている。 

☆〈八月 びくに〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮ

ﾝ/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※一文
い ち も ん

字
じ

笠
が さ

を被った比丘尼
び く に

の女二人と三味線を弾く女。その間に

柄杓
ひ し ゃ く

を持っ寄進集めの子ども。 

☆〈八月 しゝのきやり 大
お お

いさミ〉（すみだ北斎美術館/ベルギ

ー王立美術歴史博物館蔵） 

※獅子頭
し し が し ら

を扱う五人の遊女。半天
は ん て ん

の背には「俄
にわか

」の文字が染めら 

れている。      八月 しゝのきやり 大いさミ（すみだ北斎美術館） 

☆〈九月 じどうのおと
ど

りやたい〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮ

ﾝ/すみだ北斎美術館/ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※菊の花が飾られている舞台で、 裃
かみしも

をつけた若衆姿の男が蝋燭
ろ う そ く

を

立てた燭
しょく

台
だ い

を持ち、その前で足を挙げて踊る子ども。菊慈
き く じ

童
ど う

を描く。

おどり「慈
じ

童
ど う

の やたい きれいきれい 長うた、萩江藤四郎
は ぎ え と う し ろ う

、

藤八
と う は ち

」の書込みがある。長唄の案内となっている 

九月 じどうのおとりやたい（島根県立美術館） 

☆〈同 秋
あ き

のこま〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベル

ギー王立美術歴史博物館蔵） 

※遊女五人が秋の農作業姿で働いている。二人は麦や大豆などを

脱穀
だ っ こ く

する唐
か ら

棹
ざ お

を操
あやつ

っている。側に馬が繋
つ な

がれ顔を覗かせている。 

☆〈十二月 もちつき〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

●錦絵「俳諧
は い か い

おた
お だ

巻
ま き

」(寛政元～2 年〈1789～1790〉。縦中判

着色。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版) 

※題名は、元禄 4 年 (1691)『俳諧
は い か い

をだまき綱目
こ う も く

大成
た い せ い

』

（溝口竹亭
み ぞ ぐ ち ち く て い

著。俳諧連句の解説書。早稲田大学図書館蔵）か

らのものという 

☆〈植物
しょくぶつ

の部
ぶ

〉（21.3×15.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※片膝をついて長い髪を 梳
くしけず

る女。その側に立って着物を着よ

うとして紐を持っている女。朝の身支度をする二人の女。 

「俳諧おだ巻」植物の部（早稲田大学図書館） 

☆〈生類
しょうるい

の部
ぶ

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮｵﾝ蔵） 

※洗濯ものを干す婦人と、縁台
え ん だ い

に腰掛けながらそれを見る婦人と子ども。 

【以下三作は揃物か】 

●武者絵「梶原源太
か じ わ ら げ ん た

景
か げ

季
す え

」（寛政 3 年～5 年〈1791～1793〉。中判着色。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版｡20.5×15.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※梶原源太景季
か じ わ ら げ ん た か げ す え

は、平安末期～鎌倉初期の武将。源頼朝
みなもとのよりとも

に従って、治承
じ し ょ う

・寿
じ ゅ

永
え い

の乱で活躍

した。図は、能「箙
えびら

の梅」に取材。寿永 3 年（1184）、生田
い く た

の森での源平の戦いで、景
か げ

季
す え

が梅の枝を箙
えびら

（矢を入れる具）に差して戦った故事によるもの。兜
かぶと

を脱ぎ、ざんばら髪で

刀を振りあげる鎧
よろい

姿
すがた

の景
か げ

季
す え

の背後には梅の木が描かれる。 

●武者絵「朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

 平
たいら

ノ義
よ し

秀
ひ で

」（寛政 3 年～5 年〈1791

～1793〉。中判着色。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）       

※「蔦
つ た

重新板
じゅうしんばん

」と書かれた酒の菰
こ も

樽
だ る

に両肘
りょうひじ

をかけ、隈
く ま

どりの

顔をして大煙管
お お き せ る

を銜
く わ

えた三郎と、その側にいる青鬼の図。

朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

は、鎌倉時代初期の武将。 

朝比奈三郎 平ノ義秀（島根県立美術館） 

●武者絵「能登
の と の

守
か み

教
の り

経
つ ね

勇力
ゆ う り き

」（寛政 3 年～ 5 年〈1791～

1793〉。中判着色。春朗画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。アダチ伝統木版

画保存財団蔵） 

※船の上で、鎧
よろい

姿の教
の り

経
つ ね

が二人の武者を抱え込んでいる図。 

●柱絵「瀧
た き

を潜
も ぐ

る虎
と ら

」（寛政元年～5 年〈1789～93〉。柱絵判着色。勝春朗画。ホノルル

美術館蔵） 

※瀧水を浴びながら正面を見据える虎の図。 

●錦絵「金太郎
き ん た ろ う

に鷲
わ し

と熊
く ま

」（寛政元年～4年〈1789～92〉。大判。

春朗画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版 37.1×25.0 ベルリン東洋美術館/太田記

念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※左手で熊の首を押さえつけ、右手で鷲の足を文字通り鷲づかみ

にしている図。 
金太郎に鷲と熊（太田記念美術館） 

【春朗期の最も早い肉筆画か】 

●肉筆画「婦女
ふ じ ょ

風俗
ふ う ぞ く

図
ず

」（寛政 4年～6年〈1792～～94〉。紙本着

色二幅。無款。右：

107.0 × 52.8  左 ：

107.1×52.6 島根県立美術館蔵） 

※各一面に 4 人ずつの婦女を描く。右幅図に

は、赤い着物の振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

、白い着物で前帯の

花魁
お い ら ん

、茶の着物で片膝を立てた町家
ち ょ う か

の女房、黒

の着物に赤と緑の襦袢
じ ゅ ば ん

見せて後ろ向きの女。 

左幅図には、花柄の着物の御殿
ご て ん

女中
じょちゅう

、横縞
よ こ じ ま

の

着物の町家の女房、座っている茶と白の着物の

娘二人が描かれる。  婦女風俗図（島根県立術館） 
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※「春朗」の款はないが、「鍾馗図
し ょ う き ず

」とともに春朗期の最も早い肉筆画（本画）と見られ

ている。版下絵としての肉筆画は『風流
ふうりゅう

東都
と う と

方角
ほ う が く

』（天明 5年～天明 7年）がある。 

●錦絵「恵比寿
え び す

と大黒
だ い こ く

の万歳
ま ん ざ い

図
ず

」（寛政 5 年～6 年〈1793～

94〉。団扇絵。墨摺。叢春朗画。伊
い

場
ば

屋
や

仙
せ ん

三
ざ ぶ

郎
ろ う

版。次期「宗

理」を想起させる画風といわれる。東京国立博物館蔵） 

※正月の注連飾
し め か ざ

りの下がる前で、恵比寿が扇を口に当て、桐

の模様の上掛
う わ が

けを着て足を上げて踊る。その横で大国天
だ い こ く て ん

が、

打ち出の小づちを鼓
つづみ

代わりに叩いて拍子を取っている。

「春風
は る か ぜ

に雪
ゆ き

も氷
こおり

もとくわかの 御万歳
お ま ん ざ い

にハ笑
わ ら

ふ山
や ま

〱
や ま

 松風
ま つ か ぜ

友成
と も な り

」の狂歌が記される。 恵比寿と大黒の万歳（東京国立博物館） 

●錦絵「女
おんな

見立
み た て

八橋
や つ は し

」（寛政 7年～11年〈1795～99〉。横長判着色。宗理画） 

※烏帽子
え ぼ し

を被った花魁
お い ら ん

二人が板を渡した八橋に立っている。近くで烏帽子
え ぼ し

姿の振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

が、

アヤメの咲く水辺に下りている。『伊勢物語』「八橋」の場面を見立てている。鈴木春信

も「見立伊勢物語（八つ橋）」（明和 4年頃：1767）を描いている。 

●肉筆画「蛤売
はまぐりう

り図
ず

」（寛政 9 年～10 年〈1797～98〉。紙本縦長判淡彩一幅。北斎宗理画。

印辰印政。94.3×27.9 すみだ北斎美術館蔵） 

※平成 31 年（2019）4 月 24 日「読売新聞」（朝刊）で、新たな肉筆画の発見が報じられ

た。すみだ北斎美術館が平成 30年（2018）に画商から購入したもので、それ以前に保管さ

れていた経緯については不明という。 

画題は画材からつけたものという。 蛤
はまぐり

を入れた笊
ざ る

を下げた棒
ぼ

手振
て ふ

りが、笠を持ち腰蓑

を付けた姿で杖をつき、立ちながら休んでいる図。 

図上部に月が薄く描かれ、大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛「蜆子
し じ み

かと思ひの外
ほ か

の 蛤
はまぐり

は け
げ

にく
ぐ

りはま

な思
お も

ひつき影
か げ

」が記される。「ぐりはま」とは、貝合わせで 蛤
はまぐり

の貝を使った遊びからで

きた言葉で、食い違うことやあてが外れることをいい、「蜆
しじみ

かと思ったら 蛤
はまぐり

だなんて、

まさに〈ぐりはま〉と、思いついたよ」の意だと「北斎のなりわい大図鑑」展(2019年 4月

23 日～6 月 9 日 すみだ北斎美術館)で説明している。なおこの賛は、享和元年(1801)に

大田
お お た

南畝
な ん ぼ

が大坂で蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

を名乗り、翌 2 年 4 月に江戸に帰っているところから、享和 2 年

以降の着賛と推測されるとしている。 

また、文化 7 年（1810）頃の南畝
な ん ぼ

の狂歌集『あやめくさ』にある記述には「月のもとに

て蜆子
け ん す

和尚
お し ょ う

がはまぐりすくふかたかきたるに 蜆子
け ん す

かと思
お も

ひの外
ほ か

のはまぐりは げにぐり

はまに思
お も

ひつき影
か げ

」とあり、月が描かれる点で一致しているところから、本図は、唐(618

～907)末の禅僧・蜆子
け ん す

和尚
お し ょ う

からのモチーフを示唆しているとされる。蜆子
け ん す

和尚
お し ょ う

は、居所を

定めず常に同じ法衣
ほ う え

をまとい、川辺で海老
え び

や蜆
しじみ

をとって食べたという。 

「本図は表具を修復していますが、修復前の表具の題僉
だ い せ ん

には「蜆売
し じ み う

り」との記載があり、

こでまで「蜆売
し じ み う

り」と思われてきたことが分ります。しかし、絵の描写からは北斎は
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「蛤売
はまぐりう

り」として描いたと推測されます」（「北斎のなりわい大図

鑑」展説明）と説明されている。蜆
しじみ

は黒だが本図では白っぽく大き

いのもその根拠としている。 

蛤売り図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色一

幅。宗理画。印宗理。85.7×33.0 ボストン美術館：ｳｲﾘｱﾑ･ｽﾀｰｼﾞｽ･

ﾋﾞｹﾞﾛｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※典型的な宗理型美人像。細身で体をくねら

せ首をかしげる花魁
お い ら ん

と、その後ろにつき添う

二人の禿
かむろ

の図。花魁の着る打掛
う ち か け

は、表面に飾

り糸が無数に仕付けられ、前帯も黒地に縦線

が強調されたものになっている。背景は黄色

で塗りつぶされ、佩
は い

香
こ う

園
え ん

蘭
ら ん

丸
ま る

（生没年不詳）

の狂歌が添えられる。         

花魁と禿（ボストン美術館） 

●錦絵「四
よ

つ手
で

網
あ み

漁
りょう

をながめる美人図
び じ ん ず

」（寛

政 7 年～11 年〈1795～99〉か。宗理画。25.0

×38.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●巻物「鎌倉勝景図巻
か ま く ら し ょ う け い ず か ん

」（寛政 5 年～6 年〈1793～94〉。絵
え

半切
は ん ぎ り

注。木

版着色紙本一巻。叢春朗画。21.0×893.0 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ） 

注）絵半切：奉書を横に二つ切りにした横長のもの。本図は、約 9mの長さに紙をつないだ

もの。厚手の奉書に、俳書の点取り用に描かれたものとされる、 

※杉田
す ぎ た

(現在の横浜市磯子
い そ ご

区)から鎌倉を経て江ノ島までの 30図を巻物で描く。「文字や絵の

描線部分は、後に墨で文字が描き込まれることを考慮して藍摺
あ い ず り

になるが、北尾蕙
き た お け い

斎
さ い

政
ま さ

美
よ し

（鍬形渓齋
く わ が た け い さ い

）の『江戸名所図会』と同じく筆彩色が施され、黄、茶、緑、紅色が用いられ

ている」と解説される（2019年『新北斎展図録』ｐ48）。 

「鎌倉勝景図巻」大仏：部分(島根県立美術館) 

巻末に、松濤
しょうとう

庵
あ ん

の漢文の序文が

記され、朱色の丸枠の中に画工叢

春朗 彫工山口
や ま ぐ ち

東川
と う せ ん

と記されてい

る。同図録によれば、杉田
す ぎ た

・六
む つ

浦
ら

・ 切通
きりどおし

・ 文学
ぶ ん が く

屋敷
や し き

・ 土
つ ち

牢
ろ う

・

大町村
お お ま ち む ら

・いも神
が み

・北條
ほうじょう

屋敷
や し き

・鷲
わ し

搭
と う

・光明寺
こ う み ょ う じ

・大助
だ い す け

城地
じ ょ う ち

・横手
よ こ て

原
は ら

・

建長寺
け ん ち ょ う じ

・阿仏
あ ぶ つ

屋敷
や し き

・化粧坂
け わ い ざ か

・円
え ん

学
がく（ママ）

寺
じ

・新井
あ ら い

・稲
い な

瀬川
せ が わ

・松岡
ま つ お か

・人丸
ひ と ま る

姫
ひ め

搭
と う

・大仏
だ い ぶ つ

・虚空蔵
こ く う ぞ う

・
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星井
ほ し い

・見
み

越
こつの

嶽
ご く

・長谷町
は せ ま ち

・長谷寺
は せ で ら

・稲
い な

村崎
む ら ざ き

・片瀬
か た せ

・七里
し ち り が

浜
は ま

・江嶋
え の し ま

の順に流れるように描かれ

る。                 

●肉筆画「若衆図
わ か し ゅ う ず

」（寛政 7 年～9 年〈1795～97〉。縦長紙本淡彩一幅。50.8×21.1 宗

理画。印完知。フリーア美術館蔵） 

※墨画に淡彩を施した画。傘を持ち、鹿
か

の子
こ

絞
し ぼ

りの着物に墨で描かれた羽織と黒下駄の姿

で横を向いて立つ若衆。髪は、たぼが突き出し、後ろ髪の先を結んで突き出した若衆
わ か し ゅ

髷
ま げ

の

変形と思われる。賛があったという。 

●肉筆画「巻物
ま き も の

の亀
か め

」（寛政 8年～9年〈1796～97〉。紙本墨絵風着色一幅。北斎宗理画。

印師造化。32.4×22.8 北斎館蔵） 

※巻物に乗りかかる亀の図。巻物の紐の朱色、巻物の裏側の薄い青以外は墨の濃淡で描く。 

●肉筆画「寿亀図
じ ゅ き ず

」（寛政 8 年～9 年〈1796～97〉。紙本墨絵風着色一幅。北斎宗理画。

95.1×27.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※北斎館蔵「巻物の亀」と同画趣。巻物に乗りかかる房の尾の瑞
ず い

亀
き

が吐く息の先に「寿」

の字が霧のように描かれる。不断匕持
ふ だ ん さ じ も ち

の賛「万代
ば ん だ い

の亀
か め

の口
く ち

からふく禄
ろ く

寿
じ ゅ

 みつそろひつる

家そ
ぞ

めでたき」が記される。 

●肉筆画「娘図
む す め ず

」（寛政 7～11 年〈1795～

99〉。紙本淡彩一幅。宗理画。印完知 

24.5×39.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※横判いっぱいにこちらがわに寝そべって

左足を投げ出し、右肘を突いて顔を左に向

けてくつろぐ娘の図。  

娘図（島根県立美術館） 

●肉筆画「文
ぶ ん

福
ぷ く

茶釜図
ち ゃ が ま ず

」（寛政 7年～11年 1795～99〉。紙本淡彩一幅。宗理画。印北斎印

宗理 89･7×27.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※茂
も

林寺
り ん じ

（現群馬県館林市
た て ば や し し

掘工
ほ り く

町
ちょう

1570）の老僧守
し ゅ

鶴
か く

の愛用の茶釜の湯がなくならないこと

を不思議に思った住職に、守
し ゅ

鶴
か く

は実は狸であったことを見破られ、寺から逃げたという伝

説に由来する。 

図は、狸が墨染
す み ぞ め

の法衣
ほ う い

を着て、湯気の立った茶釜の前に立っている様子を描く。全体に

墨画風な描き方。四方
よ も の

真顔
ま が お

の賛「しもつけの国とかやいとけふ
ぶ

かく 茂りたる林し
マ マ

のうち

に一ツ乃
の

 宝物有
あ り

是
こ れ

をのは
ば

すも自在にしてまたちゝむるも自在●●
不 明

 嗚呼
あ あ

奇なる哉
か な

妙なる

かな 文福の茶釜にはよき かなけありもとか 狸の金ン
マ マ

て
で

つくれハ
ば

」がある。   

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwigzNKrhN3dAhVGfbwKHd6MDsAQjRx6BAgBEAU&url=http://m.blog.daum.net/design_brand/11597038&psig=AOvVaw0dZZRy68V9evt5B5M3ZLQA&ust=1538201078497360
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文福茶釜図（島根県立美術館） 

●錦絵「梅見
う め み

の官女
か ん じ ょ

」（寛政 7年～享和 1年〈1795～1801〉。横長判

着色。北斎宗理画。13.9×28.4。東京国立博物館蔵） 

※柵に囲まれた梅の老木の脇で、娘が指差す方向に二人の官女が目

を向けている。官女の着物の長い裾元
す そ も と

には仕丁
じ ち ょ う

（雑役の男）が二人

平伏
へ い ふ く

している。 

●錦絵「夜
よ る

の往来図
お う ら い ず

」宗理期（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉か。着

色。北斎宗理画 29.5×13.6） 

※図の右から、大きな魚を風呂敷からはみ出して持つ女、手拭の端

を口に銜
く わ

え、風呂敷包みを小脇に抱える女、手拭を被り芥
け

子房
し ぼ う

の髪

をした赤子を背負う母親、縁台の木枠を担ぐ頬かむりの職人、

長半纏
な が ば ん て ん

を着て手拭を頭から顎
あ ご

に結んだ若衆、烏帽子
え ぼ し

を被り、刀をさ

して大きな鈴を首からぶら下げ、「歳
と し

越
こ し

」書かれた長提灯
ながちょうちん

を持ち下

駄を履いた男、山形の下に三の字が描かれた提灯を持ち、飲物を入

れた箱を持つ男、帽子を被って正月飾りの枝を持って、向こうむき

に歩く狂歌師らしき男、袋を肩にして「貸餅通」と書かれた帳面を

持ち、「春」と書かれた提灯を下げて行く男等が描かれる。 

●扇面画「寿
ことぶき

の字
じ

を書
か

く布袋図
ほ て い ず

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。

紙本扇面一面墨、一部着色。北斎宗理画。印百林。22.0×47.8 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※扇の右半分に、布袋
ほ て い

が筆を持って、紙に「寿」の字を書いている図。筆と硯台と落款の

印のみ朱色が施される。「寿」と書いた紙には小さく「北斎宗理画」と書かれ朱印が記さ

れている。 

印は判読が困難。2019 年『新北斎展図録』では「百琳」としているが、北斎が用いた印

は「王」偏がない「百林」が認められる。 

画面左が空いているのは、後に賛を入れるためと思われる。扇面画
せ ん め ん が

(扇に描く絵)として

は最も早い時期のものとされている。北斎は数種の「布袋図
ほ て い ず

」を描いている。 

●肉筆画「芋
い も

茄子
な す

と赤
あ か

蜻蛉図
と ん ぼ ず

」（寛政 8 年～文化 10 年〈1796～1813〉北斎画。印辰印政 

ｻﾐｭｴﾙ・ﾋﾞﾝｸﾞ・ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※元は画帖の一図。 

●肉筆画「糸繰
い と く

りの母
は は

と子図
こ ず

」（「絹
き ぬ

を紡
つ む

ぐ女図
お ん な ず

」とも。寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。

絹本着色一幅。北斎宗理画。印 印 85.1×31.1 メトロポリタン美術館蔵）    

※椅子に腰掛け、手回しの絹の紡
つ む

ぎ機を回す手拭
て ぬ ぐ い

を被る女。足元には土
ど

釜
が ま

があり、繭を煮

ている。赤い着物を羽織る子どもが釜の焚
た き

口
ぐ ち

の前にしゃがんで小枝
こ え だ

をくべている。空には

ほととぎすが三羽飛んでいる。               
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糸繰りの母と子図（メトロポリタン美術館） 

●扇面図「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」（寛政 8年～10年〈1796～98〉。紙本墨絵淡彩。

扇面一面。宗理画。印北斎印宗理。上弦 46.2、下弦 21.3×17.3 フ

リーア美術館蔵） 

※扇面右下から上部中央へ伸びる白梅咲く幹を描

き、下に落款を記す。扇面左に鴻
こ う

台
だ い

彭
ほ う

卿
け い

の漢句の

賛が記される。「北斎」「宗理」と印が並ぶのは

寛政 9年（1797）頃か。 

●肉筆画「花魁図
お い ら ん ず

」（「おいらん道中図
ど う ち ゅ う ず

」とも。

寛政 11 年～12 年〈1798～1800〉。紙本一幅。

不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎画。印画狂人。156.0×53･5 中右
な か う

コ

レクション蔵）      

※寛政 8 年の「花魁図
お い ら ん ず

立姿図
り っ し ず

」同様、横向きの花

魁図は北斎の得意とするところ。横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

の髷
ま げ

を結った花魁が桶形
お け が た

提灯
ちょうちん

の側に立って何かを見ている図。狂歌が添えられる。打掛の裾に「寿」

「福」の字。 

※寛政 10年頃の「風俗三
ふ う ぞ く さ ん

美人図
び じ ん ず

」（三幅対、北斎画。印辰政）の右幅

図も殆ど同じ画趣。 

花魁図（中右コレクション） 

●肉筆画「京伝
きょうでん

賛
さ ん

遊女図
ゆ う じ ょ ず

」(紙本着色一幅。寛政 10 年～12 年〈1798～

1800〉無款。132×49.6 ｼｶｺﾞ・ｳｴｽﾄﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※上記「花魁図」とよく似た画趣。違いは落款の有無、前帯の模様、

提灯の模様と数ぐらい。二つの桶形
お け が た

提灯
ちょうちん

の側に立って何かを見ている

図。山東京伝の狂歌が添えられる。 

京伝賛遊女図（ウエストン・コレクション） 

●肉筆画「小野小町図
お の の こ ま ち ず

」(寛政 10 年～享和元年

〈1798～1801〉。紙本着色一幅。北斎画。○印辰政。

110.1×38.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※十二単
じゅうにひとえ

姿の小野小町
お の こ ま ち

が憂
う れ

い顔で立って上空を見て

いる。図の上部には賛が書かれ、墨絵風に山に咲く

桜が淡く描かれる。 

小野小町図（島根県立美術館） 

●肉筆画「人
ひ と

を待つ
ま

美人図
び じ ん ず

」(「くつろぐ芸妓
げ い ぎ

」とも。寛政 10年～享和

元〈1798～1801〉。紙本淡彩一幅。北斎画。○印辰政。39.0×48･8 島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ) 
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※白寿坊
は く じ ゅ ぼ う

(1741～1817)の画賛に「弾
ひ

き飽
あ

きて 月
つ き

よりも人待
ひ と ま つ

宵
よ い

か」とあるところからの画題。左膝

を立てて扇子を持って、左手をついている芸妓の

前には、三味線と詞書
ことばがき

きがある。夏の宵の趣。 

人を待つ美人図（島根県立美術館） 

●肉筆画「芭蕉図
ば し ょ う ず

」（寛政 10～12 年〈1798～

1800〉。享和年間説あり。紙本一幅着色。北斎

画。印三径。31.2×47.6 林原美術館蔵） 

※芭蕉の葉の表裏を墨の濃淡で描き分け、その間から薄い朱色の花が覗く。鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

賛

「世の中をさらりとさけしはせを
ば し ょ う

葉
は

は 音つるゝ風にこたえた
だ

にせす
ず

」の狂歌が記される。 

●屏風絵「鍋
な べ

冠
かぶり

祭図
ま つ り ず

」（「御
お

祓
は ら

い図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」「鍋
な べ

祭
まつり

」「筑摩
ち く ま

祭
まつり

」とも。寛政 12 年～享和元

年〈1800～01〉。紙本着色金彩。二曲屏風一隻。東陽北斎画 印画狂人 166.5×162.5 

フリーア美術館蔵） 

※頭に土鍋を乗せた三人の女と、その前で狩
か り

衣
ぎ ぬ

・烏帽子
え ぼ し

姿の神主が、大幣
お お ぬ さ

でお祓いをしてい

る。女の一人は腕白小僧を連れ、子は嫌がって

母の手を引っ張っている。不妊症を含む病気の

御祓
お は ら

いの図。土鍋の数は、前

年に関係を持った男の数とい

う。図左の巨木は、苔
こ け

が緑青
ろくしょう

の点描で描かれ。墨で枠どり

という狩野派の特徴が出てい

るという。日本三大奇祭の一

といわれる筑摩
ち く ま

神社（滋賀県

米原市
ま い ば ら し

朝妻筑摩
あ さ づ ま ち く ま

1987）の祭。 鍋冠祭り図（フリーア美術館：綴プロジェクト複製） 

●肉筆画「大仏詣図
だ い ぶ つ も う で ず

」（「大仏
だ い ぶ つ

殿図
で ん ず

」とも。寛政 10 年～享和元年〈1798

～1801〉。紙本着色一幅。北斎画。○印辰政。118.4×26.4 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※御堂の下は霞がかって見えないほど、超縦長版を生かした空間構成に

なっている。京都方
ほ う

広寺
こ う じ

の窓から覗く大仏の顔を下から見上げる二人の

参詣人を描いている。ただし、方
ほ う

広寺
こ う じ

は寛政
か ん せ い

10 年（1798）にすでに焼失している。絵の上

下に杏
きょう

花園
か え ん

（大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）賛が書き込まれて

いる。 

大仏詣図（島根県立美術館） 

●肉筆画「門付
か ど づ け

芸人図
げ い に ん ず

」（寛政 10 年～享和元

年〈1798～1801〉。縦長紙本着色一幅。無款。

フリーア美術館蔵） 
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※門松の前を門付の二人。折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被る男が扇子を持っている。同じく折烏帽子の子ど

もが小鼓
こ つ づ み

を持って風呂敷包みを背負っている。ついて来た犬が子どもを見上げ、子どもも

犬を見ている。北斎門人の作という見方もある。 

●肉筆画「潮干狩図
し お ひ が り ず

」〈舳先
へ さ き

の下の子どもと亀判〉（寛政 12 年～享和 1 年〈1800～01〉。絹

本着色一幅。画狂人北斎。印辰印政。個人蔵） 

※裾をはしょって笊
ざ る

を持って立つ女。舟の

舳先の下で亀と遊ぶ子ども。笊で貝を掬う

女。笊を持って指さす女。図左では褌姿の

男が二人笊で貝を漁っている。北斎は文化

年間等にもいくつかの「潮干狩図」を描い

ている。この頃の摺物にも「汐干狩図」（し

がみつく子ども判）がある。 

    「潮干狩図」〈舳先の下の子どもと亀判〉 

●摺物「汐干狩
し お ひ が り

図
ず

」〈しがみつく子ども判〉（寛政 7 年～10 年〈1795～1798〉。全紙判。

摺物。北斎宗理画。19.2×45.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/日本浮世

絵博物館/ヴィクトリア・アルバート博物館蔵） 

※遠くに貝を漁る人々。その手前で笊
ざ る

を持ち貝を獲る男と女二人。その手前に笊
ざ る

を持って

別の場所に行く母親の腰にしがみつく子どもがいる。その側にしゃがんで子どもを見てい

る女がいる。遠くに富士山が描かれる。図の右に屋根の連なりが見え、品川近辺の潮干狩

とされる。 

下半分に、藤間
ふ じ ま

流の舞踊発表会次第が逆さに記される。下半分の発表会案内が切りとら

れた図もある。大坂市立美術館蔵の「潮干狩図
し お ひ が り ず

」(重文)とほぼ同じ構図で、重要文化財の

絵（文化 4 年～7 年）より 10 年ぐらい前の作ではないかと見られている（『秘蔵浮世絵大

観四』所収解説〈永田生慈〉ｐ

254）。大久保純一『北斎』（岩

波新書。2012 年）では寛政後期

（1789～1801）としている（ｐ

52）。 

東京国立博物館蔵の作品は「北

斎」名が消されて「宗理画」と

なっている。         「汐干狩図」しがみつく子ども版（国立博物館所蔵品統合検索システム） 

●錦絵「浮
う き

絵
え

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」（寛政 10 年～享和 3 年〈1798～1803〉。小判 11 枚揃。可候画。

伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版） 

※織田一磨『北斎』（ｐ68）による。 

●錦絵「新板浮絵両国橋夕涼夜見世之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み よ み せ の ず

」（寛政 8 年～文化期〈1796～1818〉。大横判錦

絵。絵師北斎画。伊勢屋利兵衛版。日本浮世絵博物館蔵） 
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※天明 8年～9年（1788～89）に「新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み は な び け ん ぶ つ の ず

」（勝春朗画 西村
に し む ら

 

屋
や

版）があり、画趣もほぼ同じで、「北斎」期に新板浮絵を描いていることに、今後検討 

を要する。図は、右端に縦書きで「新板浮絵両国橋夕涼夜見世之図 絵師北斎画 版元の 

商標 下谷
し た や

池
い け

ノ端
は た

仲町
なかちょう

伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

板」と書かれる。右上に「両国橋」、左上に「両国広 

小路」、左下に「北斎画」と記される。隅田川西岸から東岸に架かる橋の上を多くの夕涼 

みの人々がいる。広小路の先には本所
ほ ん じ ょ

竪
た て

川
か わ

の木場が見える。図の右上と左下にすやり霞が 

描かれる。⇒天明年間「新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み は な び け ん ぶ つ の ず

」参照。 

●錦絵「杜若
かきつばた

」（寛政8年～9年〈1796～97〉。横長判着色。北斎宗理画。17.3×48.7 日

本浮世絵博物館蔵） 

※朱塗りの角盆に杜若
かきつばた

の束が横に置かれている図。元は全紙判で下半分に文字が書かれて

いたものか。 

●錦絵「小間
こ ま

物売
も の う

りと貴婦人
き ふ じ ん

」（寛政 12年～文化 5年〈1800～1808〉。横長判着色。画狂 

人北斎画） 

※屋敷の庭先の縁側に小間物と染め抜かれた大風呂敷に包まれた重ね箱を置き、縁側に立 

っている女に品物を勧めている行商人の男。部屋の奥では貴夫人と仕えの女二人が手にし 

た品物を眺めている。 

【津和野藩伝来摺物】 

※2019 年 1 月 17 日～3 月 24 日まで開催された「新北斎展」（東京：森ｷﾞｬﾗﾘｰ）で永田生

慈ｺﾚｸｼｮﾝ「津和野藩
つ わ の は ん

伝来摺物
で ん ら い す り も の

」（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）が初めて公開された。 

「津和野藩伝来摺物について」（岩切友里子『新北斎展図録』ｐ301）によると、津和

野藩主の亀井家には多数の摺物が年代ごとに帖装され寛政 9 年（1797）「観
か ん

美集
び し ゅ う

」として

まとめられた。その内、北斎の摺物も寛政 9 年（1797）のものが最も多い。その後 1 点ご

とに切り離され、この内の北斎の作品が永田ｺﾚｸｼｮﾝに収蔵されたという。津和野藩に多く

の摺物が所蔵された経緯は不詳。 

寛政元年（1789）～12 年(1800）にわたり描かれた着色摺物。ほとんどは小判である。

画題及び表記は永田生慈によるもの。ただし、「 」の付いた表題は原画に記されている

もの。詳細の図は、『新北斎展図録』（2019 森ミュージアム）を参照されたい。 

本稿では制作年に幅があるが、便宜上寛政 9年の項に記載する。 

☆〈表紙〉「観
か ん

美集
び し ゅ う

」と題僉
だ い せ ん

された脇に「寛政九年」「摺物帖込畧壱百九拾八枚」と表記

されている。 

☆〈十六
じゅうろく

むさしで遊
あ そ

ぶ子ども〉春朗画。絵暦。着色。寛政元年（1789） 12.8×9.0 

※十六むさしは、親役と子役の二人が、三角形と正方形を組み合わせた盤の上に駒を置い

て争う遊び。十六
じゅうろく

武蔵
む さ し

・十六六指
じ ゅ う ろ く む さ し

とも表記するが、名称の由来は不明。図は、二人の子供

が十六
じゅうろく

むさしの盤を前にして遊んでいる。盤上の駒に月の大小が示される。   

☆〈鷹狩
た か が り

〉春朗画。花押。絵暦。着色。寛政 2（1790）9.1×13.5 

※二本差しの侍二人が鷹狩に行く様子。一人の肩に鷹がとまっている。一人は犬を連れて
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いる。鷹を背負った男の頭巾に月の大小が示される。 

☆〈「寛政三
か ん せ い さ ん

弓
ゆ み

始
はじめ

」弓矢
ゆ み や

と的
ま と

〉葛飾住 春朗画。花押。絵暦。

着色。寛政 3年：1792。16.1×12.0 

※寛政 3 年「弓に的」条を参照。書き込みの文字中に月の大小が

示される。               「寛政三弓始」弓矢と的 

☆〈大筒図
お お づ つ ず

〉宗理写。○印完知。絵暦。着色。寛政 7（1795）10.4

×13.8 

※寛政 7 年「大筒
お お づ つ

射図
し ゃ ず

」条を参照。書き込みの文字中に月の大小

が示される。 

☆〈ざしき万
ま ん

ざいの大小〉宗理画。○印完。絵暦。着色。寛政７

（1795）11.0×28.8 

※図の右に、座敷の中、松の書かれた屏風の前で漫才師が一人、三つ葉葵
あおい

の紋のある羽織

を着て、扇子を掲げている。その前で男が鼓
つづみ

を持って立っている。図左に、「ざしき万ざ

いの大小」「床の大小」「中の丁の大小」と題した文が書かれ、月の大小を説明している。

末尾に「寛政七 乙卯のはる」と書かれ、「落穂
お ち ぼ

庵
あ ん

 小金
こ が ね

厚
あ つ

丸
ま る

作」と書かれた提灯が描か

れる。 

☆〈新年
し ん ね ん

の子供
こ ど も

の膳
ぜ ん

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）10.4×17.8 

※吊るし棚にウラジロを敷いた上に鏡餅などの正月飾りが置かれ、その下で母親が芥子房
け し ぼ う

髪
が み

の子供に箸を差し出して食べさせている。朱塗りの膳には椀や皿が置かれている。 

☆〈大福
お お ぶ く

茶
ち ゃ

〉百琳宗理画。○印完知。狂歌。着色。寛政 8（1796）17.6×20.5  

※大きな茶釜から椀に湯を受けて座っている女の横では、三方
さ ん ぽ う

に松の小枝を挿したものを

乗せて立っている女。大福
お お ぶ く

茶
ち ゃ

は、一年の邪気を払い、新年を祝福して飲む茶を称していう。

遊々
ゆ う ゆ う

館
か ん

長気
ち ょ う き

、釣
ちょう

雪堂
せ つ ど う

双鯉
そ う り

、森羅亭
し ん ら て い

の狂歌が添えられる。 

☆〈二階
に か い

の欄干
ら ん か ん

による遊女
ゆ う じ ょ

と客
きゃく

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）14.0×18.8 

※民家の屋根を見下ろす妓楼の欄干から三人の遊女と、その間に居る小紋の羽織を着た客

が指を挿して外の何かを見ている。禿
かむろ

もいる。 

☆〈年
ね ん

礼
れ い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）15.3×17.8 

※女主人と思われる女の前で、 裃
かみしも

姿の男と女が手をついて新年の挨拶をしている。奥の

座敷では二人の女が様子を見るように立っている。 

☆〈碁盤
ご ば ん

人形
にんぎょう

〉宗理画。絵暦。着色。寛政 8（1796） 13.2×8.8 

※ 裃
かみしも

姿の人形遣いが、碁盤の上で花笠
は な が さ

踊
お ど

りの人形を両手で操っている。人形の帯に月の

大小が示される。寛政 8年条を参照。 

☆〈富士
ふ じ

に注連飾
し め か ざ り

り〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796） 10.3×13.8 

※表題に「富士」とあるが富士は描かれない。注連縄
し め な わ

にウラジロと伊勢海老が飾られ、松

の葉の繁ったものが側に描かれる。登鯉亭漣島、森羅亭
し ん ら て い

の狂歌が書かれる。 

☆〈梅樹
ば い じ ゅ

と円
え ん

窓
そ う

の文机
ふ づ く え

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）13.5×25.1 
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※横に伸びた梅樹の枝の向こうに、庵室
あ ん し つ

らしき部屋の円窓の前に置かれた赤い文机
ふ づ く え

があり、

上に筆立てと硯、小さな盆栽が置かれている。図左に、秋田
あ き た

庵
あ ん

萬作
ま ん さ く

、野邊
の べ の

春
は る

道
み ち

、森羅亭
し ん ら て い

ら

の狂歌が書かれる。 

☆〈遊女
ゆ う じ ょ

の更衣
こ う い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）10.3×19.0 

※春の始め、白
し ろ

襦袢
じ ゅ ば ん

姿の花魁
お い ら ん

が立って春の着物を選んでいる。側で女が別の着物を持って

手伝っている。部屋の奥には冬ものと思われる着物が掛かっており、その下では火の起さ

れた火鉢に湯
ゆ

缶
か ん

（薬缶
や か ん

）が掛けられている。 

☆〈書初
か き ぞ

めをする少女
しょうじょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）9.9×13.5 

※注連飾
し め か ざ

りの下で、娘が書初めをしている。脇には大きな筆立てに入った数本の筆、背後

には朱塗りの台に白紙の巻紙が三本乗せられている。菅原連
す が わ ら れ ん

の狂歌がある。 

☆〈遊女
ゆ う じ ょ

の軸
じ く

を掲
か か

げる福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

〉宗理画・鄰
り ん

松
しょう

画。着色。寛政 8（1796）12.9×8.1 

※遊女の立ち姿を描いた掛け軸の背後から、福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

が大きな顔と身体を覗かせている。脇

では、後ろから男が手で掛軸を支え持って顔を覗かせている。掛軸に小さな瑞
ず い

亀
き

が向かっ

て歩いている。掛け軸を宗理が描き、それを持つ男と背後の福禄寿と瑞亀は鄰
り ん

松
しょう

が描く。

図右に、「寛政八稔
か ん せ い は ち ね ん

丙辰
ひのえたつ

陽春
ようしゅん

旭堂羽欣
あ さ ひ ど う う き ん

」と書かれている。 

☆〈正月の膳〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）10.8×18.9 

※狂歌師の夫婦らしき二人が掛け軸を背にして膳の前に座っている。二人に下女らしき女

が、正月料理の黒まめを皿に乗せて差し出している。庭には竹垣の梅が咲いている。掛け

軸の文字中に月の大小が示される。如
じ ょ

蘭
ら ん

、千穐
せんしゅう

庵
あ ん

の狂歌が書かれる。 

☆〈龍
りゅう

宮城
ぐうじょう

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）10.9×18.5 

※頭に魚の作り物を乗せている数人の眷族
け ん ぞ く

（従者）が、龍宮城の門前で向きあっている。

右向きの眷族
け ん ぞ く

が小の月、左向きの眷族
け ん ぞ く

が大の月を示している。 

☆〈かくれもない大小
だいしょう

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8

（1796）12.0×17.0 

※花魁
お い ら ん

に大きな傘を差し出す若衆。二人の衣裳に月の大小が隠れも

なく示されている。 

☆〈鳥居前
と り い ま え

で子
こ

どもを抱
だ

く女性
じ ょ せ い

〉宗理画。絵暦。着色。寛政 8

（1796）13.6×7.9 

※本図は「鳥居下
と り い し た

の娘
むすめ

と子
こ

ども」と題して本稿寛政 8年条に記され

ている。子どもの着物に月の大小が示される。 

鳥居下の娘と子ども 

☆〈遊女
ゆ う じ ょ

と爺
じ い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）12.3×15.7 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

を横に侍らせ、胡坐
あ ぐ ら

をかきながら寛
くつろ

いでいる爺
じ い

の前で、眼鏡を差し出す

新造
し ん ぞ う

と思われる女。女の前に本が二冊置かれている。 

☆〈芝居
し ば い

櫓
やぐら

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）13.2×17.9 

※芝居を見にいくところか、角隠
つのかくし

を被った娘と母親らしき女と供の小奴が、注連
し め

飾りを付
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けた芝居小屋の櫓
やぐら

の近くを歩いている。図左に「辰
たつの

春
は る

」とある。 

☆〈見立
み た て

七福神
し ち ふ く じ ん

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 8（1796）13.7×17.9 

※細
ほ そ

竹
た け

の枝に鯛（恵比寿
え び す

）がぶら下げられ、根元
ね も と

に打
う ち

出
で

の小槌
こ づ ち

（大黒
だ い こ く

）が置かれている。

他に琵琶（弁財天
べ ん ざ い て ん

）、巻物と筆（寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

）、軍配（布袋
ほ て い

）、宝塔
ほ う と う

（毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

）、棒に付け

た紐に結わえられた鶴の玩具（福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

）などが七福神に見立てて描かれる。常盤
と き わ

松門
ま つ か ど

、

四方
よ も の

歌垣
う た が き

（真顔
ま が お

）の狂歌が記される。 

☆〈道
み ち

を教
お し

える武士
ぶ し

〉宗理画。絵暦。着色。寛政 8（1796）11.8×19.8 

※本が置かれた文台
ぶ み だ い

の横で、座布団に座った 裃
かみしも

の武士が、左手に眼鏡を持ち、右手で指

を指して何かを説いている。その前で平伏
ひ れ ふ

している侍も指差す方に首を向けている。指差

す先に説くべき文言
も ん ご ん

が示され、その中に月の大小が示されている。 

☆〈拳
け ん

をする遊女
ゆ う じ ょ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）10.3×14.0 

※縁側に立つ遊女と、部屋の中の女と、半開きの障子の間から拳遊びをしている。部屋の

女の姿は影になっているが、手の先は障子の隙間から出ている。書き込みの文言
も ん ご ん

に月の大

小が示される。 

☆〈房
ふ さ

楊枝
よ う じ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）12.3×16.1 

※数本の房楊枝の房の部分が赤い楊枝入れの袋から出ている。房の部分は、白く空摺とな

っている。添えられた紙縒
こ よ

りに月の大小が記される。杉板赤實の狂歌が記される。 

☆〈台
だ い

に暦
こよみ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）11.7×14.9 

※朱塗りの台に「寛政八丙
ひのえ

辰
た つ

年」と書かれた題僉
だ い せ ん

のある折帖
おりじょう

が置かれている。書き込みの

文言に月の大小が示される。 

☆〈「辰
た つ

春
は る

 竹田
ち く で ん

口上
こうじょう

」七福神
し ち ふ く じ ん

の傀儡師
く ぐ つ し

〉宗理画。絵暦。着色。寛政 8（1796）14.7×

17.2 

※図中央に大きく書かれた大黒天に抱かれた寿老人と弁財天。その左に雲の乗った毘沙門

天、右に、雲の上を行く龍頭
り ゅ う ず

船
せ ん

に乗っている福禄寿・恵比寿・布袋が描かれる。口上の

文言
も ん ご ん

に月の大小が示される。 

☆〈富士詣
ふ じ も う で

の帰
か え

り〉宗理画。絵暦。着色。寛政 8（1796）13.7×9.0 

※娘と母親と思われる二人と、富士詣の象徴の、竹の細竿に結わえた龍の飾り物を持った

芥子房頭
け し ぼ う あ た ま

の子どもが立っている。子どもの着物に月の大小が書かれている。 

☆〈からくり人形
にんぎょう

の書
し ょ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 8（1796）10.2×18.3 

※台の上で唐子
か ら こ

の人形が大きな筆を持って、立ちながら紙に文字を書こうとしている。そ

の前に 裃
かみしも

姿
すがた

の人形遣いが座り、閉じた扇子で人形を指し示しながら口上を述べている。

口上に月の大小がしめされる。末尾に「辰
た つ

のはる」とある。 

☆〈見立三
み た て さ ん

弁天
べ ん て ん

〉北斎宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）14.0×19.1 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

、麻呂
ま ろ

眉
ま ゆ

の女、町家
ち ょ う か

の娘の三人が座って向き合っている。麻呂
ま ろ

眉
ま ゆ

の女の

着物の裏地は朱塗りの桁
け た

のある屋敷の廊下が描かれている。松葉繁留
ま つ ば し げ る

、百川海成、門前
も ん ぜ ん

市成
い ち な り

、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌が記される。 
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☆〈「呉竹
く れ た け

の七
し ち

賢
け ん

」〉北斎宗理画。狂歌。着色。全紙判。寛政 9（1797）19.3×17.5 

※上半分に呉竹
く れ た け

の林の前に立つ七人の狂歌師。図左から、向
しょう

秀
しゅう

（一流斎太平時風）、嵆
け い

康
こ う

（記都甘人改扇風芳）、劉
りゅう

伶
れ い

（一嘗舍酢甘）、王
お う

戎
じゅう

（吾々軒薫也）、阮
げ ん

籍
せ き

（岩田月守）、

山擣
さ ん と う

（長閑舍春風）、阮咸
げ ん か ん

（鳥夜亭月夜釜主）が描かれる。図下半分に各人の狂歌が反転

して書かれ、末尾に「丁巳
ひ の と み

のとし 日新山人」とある。七
し ち

賢人
け ん じ ん

は、中国魏時代末期に、飲

酒や清談
せ い だ ん

（哲学的な話）をして交遊した七人の賢人
け ん じ ん

をいう。 

☆〈「呉竹
く れ た け

の七
し ち

賢
け ん

」袋〉19.3×17.5 着色。 

※立てた巻物に「呉竹
く れ た け

の七軒
マ マ

」の題簽
だ い せ ん

が張られた図。 

☆〈元禄
げ ん ろ く

の往来
お う ら い

〉俵屋宗理画。俳諧 着色。全紙判。寛政 9（1797）41.8×56.2 

※下半分に雪中
せっちゅう

庵
いおり

完来
か ん ら い

主催の 25名の俳諧が記される。図は、按摩
あ ん ま

、行商の男、扇子を掲げ

る脇
わ き

差
ざ

しの男。頭巾を被り杖をついた腰の曲がった老婆の子ども連れ、手拭いを被った二

人連れの女、腰をかがめた奴、扇子を口元に当てた浪人風の男、深編
ふ か あ み

笠
が さ

の侍、背中に荷物

を背負った男、肩に重ねた箱を担ぐ男などが描かれる。 

☆〈海辺
う み べ

の梅
う め

に鶯
うぐいす

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）8.9×20.8 

※海辺に枝を突きだして咲く梅の花。枝に鶯がとまっている。水平線には赤く朝日が頭を

覗かせている。大樹
だ い じ ゅ

庵
あ ん

と浅
あ さ

草庵
く さ あ ん

の狂歌が書かれ「巳のはつ春」とある。 

☆〈白梅
は く ば い

〉北斎宗理画。印完印知。狂歌。着色。寛政 9頃（1797）21.1×7.8 

※三本の幹に白梅が咲く。左の幹は途中で折り返すように下に伸びている。中の幹は真っ

直ぐ上に伸び大きな花をつけている。右側の幹は細く伸びている。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の狂歌があ

る。 

☆〈武蔵野
む さ し の

の富士
ふ じ

と筑波
つ く ば

〉北斎宗理画。花押。俳諧。着色。寛政 9（1797）20.2×28.2 

※図左に筑波山
つ く ば さ ん

、図右に雪を抱く富士山が、いずれも薄く描かれる。図の手前には草花の

咲く野原が広がる。 

☆〈手妻
て づ ま

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）14.5×19.0 

※手妻は、手品のこと。富士を描いた赤い枠の衝立
つ い た て

の前に座り、湯のみの中から蛇を出し、

蛙を捕えさせようと操る手妻師。衝立の中に宗理画と書かれている。望月
も ち づ き

芦
ろ

雁
が ん

、清猷館
せ い ゆ う か ん

倉光
く ら み つ

の狂歌が記される。図左に「寛政九巳
み

秋
あ き

」とある。 

☆〈笠
か さ

に若菜
わ か な

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）12.7×17.3 

※若菜の上に裏返された笠。その中の、赤い当て布と赤い紐が描かれる。一日庵、四方
よ も の

歌垣
う た が き

の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

首
し ゅ

春
しゅん

」とある。首
し ゅ

春
しゅん

は、初春
しょしゅん

の意。 

☆〈初日
は つ ひ

の出
で

を眺
な が

める貴人
き じ ん

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）9.8×18.1 

※本稿「寛政 9 年」条に「日
ひ

の出
で

を見
み

る貴人
き じ ん

」（摺物。北斎宗理画）があるが、本図とは

別。図は、海辺で扇をかざして、水平線に頭を出し始めた日の出を眺める立
た て

烏帽子
え ぼ し

の貴人

を描く。分銅重記、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）10.5×18.0 

※官女が板
い た

襖
ぶすま

を半分開け、立膝で外の景色を眺めている。緑の山や木々が遠景に描かれる。
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浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

、他の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈紅梅
こ う ば い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）10.0×18.8 

※樹
じ ゅ

洞
ど う

のできた老木の根元
ね も と

から別に伸びた細い幹に紅梅が咲いている。図の左半分に三人

の狂歌が書かれ、「巳
み

のとし」とある。竹永折女、松節成ら三人の狂歌が記される。 

☆〈やつし巣父
そ う ほ

許
き ょ

由
ゆ う

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）12.0×20.4 

※「やつし」とは、故事の人物等を別時代の人物や事柄等に当てはめること。「巣父許由」

は、「許
き ょ

由
ゆ う

巣
そ う

父
ほ

」の表記が通例。許
き ょ

由
ゆ う

も巣
そ う

父
ほ

も、中国古代の高士
こ う し

。聖
せ い

天子
て ん し

と仰がれた堯
ぎょう

帝

が、許
き ょ

由
ゆ う

の高士
こ う し

であることを聞いて天下を譲ろうと言うと、許
き ょ

由
ゆ う

は、汚れたことを聞いた

として、穎
え い

水
す い

で耳を洗い、箕山
き ざ ん

に隠れた。また、巣
そ う

父
ほ

も、堯
ぎょう

から天下を譲られようとして

拒絶した高士
こ う し

であったが、耳を洗っている許
き ょ

由
ゆ う

を見て、そのような汚れた水は牛にも飲ま

せることができないと言って、引いていた牛を連れて帰った、という故事。栄
え い

貴
き

を忌み嫌

うたとえ（「精選版 日本国語大辞典」より）。 

 図は、一人の女が滝で朱塗りの盃を洗っている。その側で牛を連れた女が酒を入れた

瓢箪
ひょうたん

の紐を肩にして立っている。水魚亭
す い ぎ ょ て い

仲
な か

良
よ し

の狂歌が書かれる。図左に「巳
み

のとし」とあ

る。 

☆〈羽根
は ね

つき〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.5×18.2  

※雪のある外で、高下駄を履いて羽つきをする二人の娘。二人は交差するように寄り添い、

羽根の先は描かれない。東雲
し の の め

鐘
か ね

成
な り

、浅草菴
あ さ く さ あ ん

、他の狂歌が書かれる。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」

とある。 

☆〈盃
さかずき

を運
は こ

ぶ官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 9.9×18.0 

※垂
す い

髪
は つ

、緋
ひ

袴
ばかま

の官女が三方
さ ん ぽ う

に乗せた盃を捧げ持って廊下を行く。下女が酒を入れた長柄
な が え

銚子
ち ょ う し

を持って仕えている。浅草菴
あ さ く さ あ ん

、他の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈初日
は つ ひ

の出
で

と江
え

の島
し ま

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.3×13.9 

※由比
ゆ い

ヶ浜
は ま

からの干潟と緑に繁る木々の江の島の先に、顔を出した初日の出。空には鳥が

三羽飛んでいる。秋仲町の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

のとし」とある。 

☆〈三方
さ ん ぽ う

の盃
さかずき

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.0×13.5 

※朱塗りの三方
さ ん ぽ う

に注連飾
し め か ざ

りが敷かれ、その上に三つ重ねの盃が置かれている。桜木彫方、

唯我堂 宮戸川面の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

とし」とある。 

☆〈見立
み た て

毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

とむかで〉宗理画。狂歌。着色。

寛政 9（1797） 13.2×17.9 

※小さな宝塔
ほ う と う

と長柄
な が え

箒
ぼうき

を持つ女の後ろに、ぞろぞろ

と子どもがムカデのように連なっている図。倉部

行燈
あ ん ど ん

の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

首
し ゅ

春
しゅん

」とあ

る。      見立毘沙門天とむかで（島根県立美術館） 

☆〈若水
わ か み ず

を汲
く

む女
おんな

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9 頃

（1797） 10.2×14.0 
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※元旦の若水を水汲み桶に汲んで、両手で柄を持って腰をかがめて運ぶ女。後ろに蕾
つぼみ

のあ

る梅の木が描かれる。水魚亭
す い ぎ ょ て い

仲
な か

良
よ し

、他の狂歌が記される。 

☆〈梅樹
ば い じ ゅ

に初日
は つ ひ

〉宗理画 ○印百林。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 10.1×14.0 

※樹洞のある梅の老木の小枝に白梅が咲き、背後に赤く丸い初日が大きく描かれる。長閑

舎 木芳春風の狂歌が記される。 

☆〈やつし草摺引
く さ ず り び き

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 14.6×19.3 

※草摺引
く さ ず り び き

は、歌舞舞踊系統の一つ。親の仇敵
きゅうてき

工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

ありと聞いた曽我五郎
そ が ご ろ う

が、鎧
よろい

を小脇

に駆けこむのを、小林
こ ば や し

朝比奈
あ さ ひ な

が草摺
く さ ず り

を捕え、引き止めて意見忠告する筋。これを舞踊化し

た作品の全てを〈草摺
く さ す り

引物
び き も の

〉という（「世界大百科事典 第２版」による）。「草摺」は、

鎧
よろい

の裾
す そ

に垂らして下半身を防御する部分。「下散
げ さ ん

」「垂
た

れ」とも。 

 図は、紅梅の画かれた衝立
つ い た て

の前で、長柄
な が え

箒
ぼうき

を小脇に抱えた子どもと、芥
け

子房
し ぼ う

頭の子ども

が紙に書いた草摺
く さ ず り

を引きあって遊んでいる。衝立
つ い た て

の後ろでは母親が楽しそうに座っている。

揚柳亭●
不 明

元の狂歌がある。 

☆〈見立
み た て

高砂
た か さ ご

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 10.7×19.1 

※松の木のある海辺で、日の出を望んでいる男と垂
す い

髪
は つ

の女。金砂亭如
き ん さ て い じ ょ

蘭
ら ん

の狂歌がある。 

☆〈橋
は し

の上
う え

の母子
ぼ し

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 13.7×10.2 

※土手に柳の木のある小川の板橋を、鍬
く わ

を手にした農婦と背中に寄り添っている子どもが

渡っている。毛呂
け ろ

利館
り か ん

 長井
な が い

客人
ま ろ う ど

の狂歌が記される。 

☆〈見立
み た て

寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 13.3×18.5 

※寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

と花魁
お い ら ん

が寄り添って巻手紙を読んでいる。貢菴則
みつぎあんのり

次
つ ぐ

の狂歌が書かれる。 

☆〈洲崎
す さ き

の初日
は つ ひ

の出
で

〉宗理画。漢詩。着色。寛政 9頃（1797） 12.7×16.8 

※石
い し

燈
ど う

籠
ろ う

と松の木のある岸辺の向こうから初日の出が上っている。洲崎は、「すさき」と

発音し、現東京都江東区東陽
と う よ う

１丁目辺をいう。元禄期に埋め立てられた地で、海を望む景

勝地として賑わった。「深川
ふ か が わ

洲崎
す さ き

十万
じゅうまん

坪
つ ぼ

」（現江東区
こ う と う く

木場
き ば

公園辺）と称され、歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

も

「江戸名所百景」で描いている。 

図には右草亭鳰下道の漢詩が「波
な み

静
しずか

滄海外
そうかいのそと

 雲
く も

晴
は れ

洲崎
す さ き の

東
ひがし

 望恭
ぼうきょうす

大門客
おおもんのきゃく

 燗
か ん

酒
ざ け

頭上連
ずじょうにつらなる

 

遊
ゆ う

遥
ようたり

品川宿
しながわじゅく

 道近八幡宮
みちちかしはちまんぐう

 四方
し ほ う

輝初日
は つ ひ に て る

 ●
不 明

（穎か）是龍
りゅう

燈
と う

紅
あかし

 巽地
たつみのち

佳妓
け い ぎ

聚
じ ゅ

 弁天
べ ん て ん

翠娥
す い が に

（筆者注：美人のこと）同
おなじ

 御膝元
お ひ ざ も と の

老若
ろうにゃく

 太平
た い へ い

楽無窮
むきゅうをたのしむ

」が記される（暫定の読み下しは

筆者による）。絵暦や狂歌・俳諧の摺物ではない図。 

☆〈歌
う た

かるた〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 14.8×19.5 

※衝立の前で、カルタ入れに箱の上に置いたカルタを取り上げて読む母親と、その脇で腹

這いになって開いた本を見ている子ども。清風亭いさ子、山陽堂、芝菴光交、万亀亭、

四方
よ も の

歌垣
う た が き

の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

のとし」とある。 

☆〈硯師
す ず り し

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 12.9×13.4 

※注連飾
し め か ざ

りの下がる部屋で衝立
つ い た て

を背にして、台の上に置いた硯に鑿
の み

を当て槌
つ ち

を打つ硯師
す ず り し

。

相場保高の狂歌が記される。衝立には樹木鬱蒼とした海辺の島が描かれる。 
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☆〈七種
な な く さ

たたき〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 12.3×12.5 

※正月七日の七草の節句の前夜と当日の朝、俎板
ま な い た

に七草を乗せ、包丁やすりこぎで叩きな

がら「ななくさなずな、唐土
と う ど

の鳥が日本の土地へ渡らぬさきに、ストトントンとたたきな

せえ」などとはやしながら包丁やすりこぎで叩く（「デジタル大辞泉」より）。 

はやし言葉は「ななくさなずな、唐土の鳥が日本の土地へ渡らぬさきに 七草なずな 

手に摘み入れて 亢觜斗
こ う し と

張
ちょう

」「ななくさなずな、唐土の鳥が日本の土地へ渡らぬさきに 

なずな七草 はやしてほとゝ」などいくつかのバリエーションがある。豊穣と無病息災を

願う。 

 図は、「寿」と書かれた樽の上に置いた俎板
ま な い た

の七草を、しゃがんですりこぎで叩いてい

る女を描く。 

☆〈力石
ちからいし

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 20.6×9.4 

※柵に囲まれた梅の木の前で、柵に着物を掛け、裸になって膝を折り、地から石を持ちあ

げようとしている旅人。●
不 明

花春芳の狂歌が書かれる。 

☆〈桃
も も

太郎
た ろ う

と雉
き じ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 20.5×9.3 

※松の木の前で、雉
き じ

に黍
き び

団子
だ ん ご

を差し出そうとしている桃太郎。千秋菴
せんしゅうあん

、他の狂歌が記され

る。 

☆〈紅梅
こ う ば い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 20.3×6.7 

※縦長に伸びた幹に多くの紅梅が咲いている。浅黄
あ さ ぎ

裏
う ら

成
な り

の狂歌が記される。 

☆〈白梅
は く ば い

〉宗理画 印完印知。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 21.3×7.8 

※縦長の細い幹に数弁の白梅が花開いている。真砂菴
ま さ ご あ ん

の狂歌が記される。 

☆〈木馬
も く ば

遊
あ そ

び〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 13.0×13.2 

※注連飾
し め か ざ

りのある部屋で、木馬に乗っている子どもと、木馬を支えている子ども。 

☆〈年
ね ん

礼
れ い

の武士
ぶ し

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 13.0×17.4 

※松飾りのある門前で、向こうむきで腰を少し屈めて新年の挨拶をする 裃
かみしも

姿
すがた

の武士と、

その後ろで屈んで控えている小奴。好文と森羅亭
し ん ら て い

の狂歌が書かれる。 

☆〈小松
こ ま つ

を引
ひ

く子
こ

ども〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 13.0×17.5 

※小松を引き抜こうとする子どもと、後ろで見守る娘。空也
く う や

の狂歌が書かれる。背後の松

の大きさが月の大小を示している。 

☆〈「巳
み

のとし 小松引
こ ま つ ひ き

」〉宗理画。絵暦。着色。寛政 9（1797） 14.0×18.6 

※腰を屈めて小松
こ ま つ

を引く娘と、立ってそれを見ている娘。遠景に雪を被った富士山。書き

込みの文字に月の大小が示される。 

☆〈楊
よ う

貴
き

妃
ひ

・小野小町
お の の こ ま ち

・蓮華女
れ ん げ じ ょ

〉北斎宗理画。狂歌。着色。寛政 9 頃（1797） 25.2×

22.0 

※図左から、胸をはだけた楊
よ う

貴
き

妃
ひ

、檜
ひ

扇
おうぎ

をかざす小野小町
お の の こ ま ち

、右手を胸の前に置く蓮華女
れ ん げ じ ょ

。

蓮華女
れ ん げ じ ょ

は、釈迦
し ゃ か

の女弟子（蓮華
れ ん げ

色
し き

とも）。砂邑亭好文、呑口捻、俵杦成、花月庵後濱邉黒

人の狂歌が記される。      
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楊貴妃・小野小町・蓮華女（島根県立美術館） 

☆〈節
せ つ

料理
り ょ う り

の用意
よ う い

〉北斎宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797）

22.2×27.7 

※屏風の前で、手拭を被った母親が朱塗りの盆から食材を箸

で土鍋に移している。側でそれを見ている娘。外に柳が描か

れる、図の上半分に、家
い え

建
た つ

古住
ふ る ず み

、巌
いわお

苔
こ け

成
な り

、墨染
す み ぞ め

ゑもん、山鳥
や ま ど り

長尾
な が お

、五月
さ つ き

庵
あ ん

晴兼
は れ か ね

、四方
よ も の

歌垣
う た が き

の狂歌が記される。図左に

「丁巳
ひ の と み

とし」とある。 

☆〈琴
こ と

を弾
ひ

く官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1798） 21.0×18.6 

※几帳
き ち ょ う

のある部屋で、琴を弾く官女と、それを聞いているもうひとりの官女の背中が描か

れる。雪下亭呉明、浅草庵ら四名の狂歌が記される。 

☆〈巳待
み ま ち

の御礼
ご れ い

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 13.8×19.0 

※同図は、寛政 9 年、摺物「巳待
み ま ち

」（着色。宗理画。13.5×19.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀ

ｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）にある。本稿「寛政 9年」条を参照。 

☆〈妓楼
ぎ ろ う

の節分
せ つ ぶ ん

〉北斎宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 22.1×26.2 

※妓楼の一階で鬼に豆を投げる 裃
かみしも

姿
すがた

の男が遠くに描かれる。図の手前には、二階からそ

れを見ている花魁
お い ら ん

たちと子どもや、部屋に散らばった豆を拾う子どもが描かれる。妓楼の

広さが遠近法で描かれる。増本楼呑義、寉掛升子、福寿窓笑丸、芝庵、山陽堂
さ ん よ う ど う

、四方
よ も の

歌垣
う た が き

の狂歌が記される。 

☆〈「曙艸
あけぼのそう

」吉野山
よ し の や ま

花見
は な み

〉（「吉野山
よ し の や ま

貴人
き じ ん

の花見
は な み

」とも）北斎宗理画。狂歌。着色。全紙

判。寛政 9（1797） 42.8×57.2 

吉野山花見（上図部分：島根県立美術館） 

※吉野山の花見に出かけた貴人たちの一行。牛車
ぎ っ し ゃ

の周りには垂
す い

干
か ん

の男たちや 簗
やなぐい

を背負っ

た武人等がいる。絵の上下に朱のすやり霞が描かれる。 

図の下半分は、逆さに、 曙
あけぼの

興兼
か ね お き

の狂歌が大きく記され、続いて末程吉、常盤
と き わ

松成
ま つ な り

、

浅草
あ さ く さ

市人
い ち ひ と

など 16名の狂歌が列記される、図左に「丁巳
ひ の と み

の春三月」とある。曙草は、「リン

ドウ科の越年草で、中国および日本各地の山間湿地に生え、花は 9 月～10 月頃開く」
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（『ブリタニカ国際大百科事典』による）とあるが、曙興兼に因んだ命名か。 

☆〈「曙艸
あけぼのそう

」吉野山
よ し の や ま

花見
は な み

 袋
ふくろ

〉寛政 9（1797）着色。21.5×19.6 

※「曙艸」と書かれた紐付きの物入れのようなものが描かれ、脇に「本町連」と記されて

いる。 

☆〈雪中
せっちゅう

の庵
いおり

〉全紙判。北斎宗理画・花押。俳諧。着色。寛政 9（1797） 41.8×56.6 

※庵の門、竹垣、屋根、木々に雪が積もりひっそりした鳥瞰
ちょうかん

の風景が全紙判上部の右半分

に描かれる。上半分の左側、及び下半分に逆さに雪中菴
せっちゅうあん

完来
か ん ら い

などの俳諧が記される。末尾

に「寛政九巳
み の

冬
ふ ゆ

」とある。 

☆〈若水
わ か み ず

を運
は こ

ぶ娘
むすめ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛

政 9（1797） 14.8×20.1 

※若水を汲んだウラジロを巻いた桶
お け

の柄を両手で持

ち、庭先に立つ娘。竹垣の側に松飾りが見える。部

屋には、笹の小枝に福面
ふ く め ん

等を付けた正月飾りを持っ

て立っている娘と、炬燵
こ た つ

に入っている娘が描かれ

る。徒然織唐、紀ノ志丸、山水舎音成の狂歌が記さ

れる。                         若水を運ぶ娘 

☆〈煙管
き せ る

と煙草
た ば こ

入
い

れ〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 14.6×19.5 

※煙管
き せ る

、朱色の煙管入れ、根付けのついた朱色の煙草入れが寄り添うように置かれている。

煙草入れには巳
み

（蛇）が描かれている。岩井
い わ い

有
あ り

常
つ ね

、清猷館
せ い ゆ う か ん

倉光
く ら み つ

、四方
よ も の

歌垣
う た が き

 真顔
ま が お

の狂歌が

記される。煙管
き せ る

の雁首
が ん く び

と吸い口に月の大小が示される。 

☆〈鶯
うぐいす

を眺
な が

める官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9 頃（1797） 14.8×25.8 

※庭先の梅の枝先にとまった鶯を、縁側から眺める二人の官女と下働きの娘。室常春、花

染袖也、延田白羽、玉樹軒千枝人の狂歌が記される。 

☆〈布袋
ほ て い

と唐子
か ら こ

の角
か く

兵衛
べ え

獅子
し こ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 9.4×18.2 

※撥
ば ち

を持ち平
ひ ら

太鼓
だ い こ

を叩く布袋
ほ て い

の脇で、逆立ちをする角兵
か く べ え

獅子
じ し

。紅梅が咲いている。文屋次

丸の狂歌が記される。図左に「巳
み

のはつ春」とある。 

☆〈小松引
こ ま つ ひ き

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 16.1×28.3 

※小松
こ ま つ

を引く上半身裸の男と、引き抜いた小松の束を担ぐ仕丁
じ ち ょ う

。それを見ている二人の官

女と子ども。紀立芳輔、三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の狂歌が記される。 

☆〈汐
し お

干
ひ

狩
が

り〉宗理画。絵暦。着色。寛政 9（1797） 10.1×13.3 

江の島と思われる寺社のある島に続く干潟
ひ が た

で汐
し お

干
ひ

狩
が

りをする人々。人々の大きさで月の大

小が示される。図の上下に朱色のすやり霞が描かれる。 

☆〈綿帽子
わ た ぼ う し

売
う

り〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 21.5×11.4 

※「わたほうし」と書いた大きな箱を背負い、「杉野壽見」の表札のある門口に立つ綿帽

子売りの男。男の煙草入れと、背負箱の上に乗せた丸めた布を縛る紐が赤く着色され、そ

れ以外は墨摺の画。梅樹には鶯がとまっている。温故堂匕持の狂歌が書かれる。綿帽子は、
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真綿を広げて作った女性の被り物。外出時の防寒用だったが、現在では花嫁の被り物の一

つ。 

☆〈新年
し ん ね ん

の雪中
せっちゅう

遊女
ゆ う じ ょ

道中
どうちゅう

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9頃（1797） 14.7×28.3 

※雪を被った小松
こ ま つ

の見える所を、禿
かむろ

の肩に手を置いて歩く花魁。その後ろで、長柄
な が え

の大傘

を差し掛ける傘持ちの男。家杉船主、千秋菴
せんしゅうあん

 三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の狂歌が記される。 

☆〈梅
う め

の匂
に お

い袋
ふくろ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 12.8×26.1 

※梅柄
う め が ら

の匂い袋と紐が描かれる。仙菓苑紫文、正月堂
しょうがつどう

、俵和歌女、菊花街、凸凹庵賢丸、

山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

、黒羽亭
く ろ は ね て い

金持
か ね も ち

、一日葊
あ ん

、四方
よ も の

真顔
ま が お

の狂歌が記される。図左に「丁巳
き の と み

のはつ春 

東書堂
と う し ょ ど う

主人
し ゅ じ ん

書」とある。 

☆〈梅樹
ば い じ ゅ

と元禄二
げ ん ろ く に

美人
び じ ん

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 14.1×18.9 

※梅樹の側に立つ、元禄
げ ん ろ く

髷
ま げ

（下げ髪を輪のようにして元結
も と ゆ

いで結ぶ）の遊女二人。一人は

市松
い ち ま つ

模様
も よ う

の帯。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈初春
は つ は る

の日本堤
に ほ ん づ つ み

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 14.0×18.8 

※遠くに吉原の家並、図左に小さく竪
た て

川
か わ

の木材置き場が描かれる。手前には日本堤の道を

行く鍬
く わ

を担ぐ農夫が一人。野邊亭
の べ て い

廣
ひ ろ

道
み ち

の狂歌が記される。図左に「丁巳
ひ の と み

の春 東書堂
と う し ょ ど う

主人
し ゅ じ ん

書」とある。 

☆〈夜
よ る

の梅
う め

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 

11.3×14.4 

※同図は、寛政 9 年にある。同年項を参照。赤い部机に

両肘を立て、拳に顎を乗せて窓外の梅を眺める男。嵯峨

道改竹真蔭の狂歌が記される。末尾に「丁巳
ひ の と み

のとし」と

ある。                   夜の梅 

☆〈床几
し ょ う ぎ

に座
す わ

る官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9

（1797） 13.9×18.6 

※梁
は り

で囲った紅梅樹の側に置いた床几
し ょ う ぎ

に座る官女と、床几の下で盆を持って控える女。丸

山戸成、浅草菴
あ さ く さ あ ん

の狂歌が書かれる。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈縁側
え ん が わ

の官女
か ん じ ょ

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 12.9×17.8 

※竹垣に囲まれた梅樹の見える縁側に座り、箱を包んだ緑の袋の紐を結んでいる官女。

浅草菴
あ さ く さ あ ん

、他の狂歌が書かれる。図左に「丁巳
ひ の と み

はつ春」とある。 

☆〈注連飾
し め か ざ

りと羽根
は ね

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.9×14.7 

※注連飾
し め か ざ

りと松飾りのある風景の上に羽根が描かれる。下手
へ た の

横
よ こ

好
ず き

の「巳
み

歳
さ い

旦
た ん

」「春
しゅん

奥
お う

」と

題された狂歌が記される。 

☆〈鼠
ねずみ

と弁財天
べ ん ざ い て ん

と猿
さ る

〉宗理画。日
ひ

の干支
え と

。着色。寛政 9（1797） 11.2×23.1 

※扇面画の形をとる絵。中の弁財天を挟んで白鼠
しろねずみ

と三番叟
さ ん ば そ う

の日の丸烏帽子
え ぼ し

を被った猿が、

日
ひ

の干支
え と

の月日を書いた巻紙を広げている図。日
ひ

の干支
え と

は、十干
じ っ か ん

と十二支
じ ゅ う に し

を組み合わせた

六十
ろ っ じ っ

干支
か ん し

。日にちごとに戌
つちのえ

辰
た つ

、己巳
つちのとみ

などと付けられる。 
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☆〈檜
ひ

扇
おうぎ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 13.0×17.8 

※開いた檜扇に蒲公英
た ん ぽ ぽ

が描かれている。周りに梅の花びらが散らされ、「発為大
はつだいとなす

 

不発為小
ふはつしょうとなす

 央発為閏
おうはつうるうとなす

 而年中知大小
しこうしてねんじゅうのだいしょうをしる

」と説明している（読み下しは筆者）。開いた花が

大の月、蕾が小の月、半開きは閏月を表している。布流瀧津の狂歌が記される。 

☆〈福豆
ふ く ま め

と山椒
さんしょう

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.6×14.2 

※黒い福豆が大の月、茶色の山椒
さんしょう

の実が小の月を示している。森羅亭
し ん ら て い

の狂歌が書かれる。

図左に「丁巳
ひ の と み

のとし」とある。 

☆〈寿
ことぶき

の字
じ

を吹
ふ

き出
だ

す亀
か め

〉宗理画。絵暦。着色。寛政 9（1797） 9.1×13.0 

※車の軸模様の甲羅の亀が、首を伸ばして吐く息の先に「壽」字が浮かび上がっている。

「寿」字の中に月の大小が示される。 

☆〈明
あ

け烏
がらす

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 9.9×13.2 

※朝日の出る空に舞う烏の群れ。烏の大小が月の大小を示している。宝倉主、唯我堂川面

の狂歌が書かれる。図右に「丁巳
ひ の と み

 立春」とある。 

☆〈母子
ぼ し

と梅
う め

の花
は な

餅
も ち

〉宗理画 ○印完。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 12.6×17.2 

※枕屏風に布が掛かり、その前で母親が子どもに箱に入った梅の花餅を高く差し上げてい

る。子どもは両手を合わせて頂戴
ちょうだい

の仕草をしている。箱の中の菓子と、母親の持つ菓子に

月の大小が示される。光柿亭赤蒂の狂歌が書かれる。 

☆〈雪間
ゆ き ま

の若菜
わ か な

 七草
な な く さ

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 9（1797） 10.6×14.1 

※雪の中から緑の七草が出ている図。伊勢濱荻の狂歌の中に月の大小が示される。図左に

「巳
み

のとし」とある。 

☆〈天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

を持
も

って橋
は し

を渡
わ た

る男
おとこ

〉宗理画。俳諧。着色。寛政 10（1798） 20.9×28.2 

※図右に、高い桁
け た

の橋を渡る天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の男が小さく描かれる。その向こうには山の頂と朝日

が描かれる。「淑景」と題して、雪
せ つ

常亭
じょうてい

 完
か ん

義
ぎ

、馬
ば

紅
こ う

、一
い っ

樵
しょう

、夷門
い も ん

、馬
ば

肝
か ん

、雪中菴
せっちゅうあん

の俳諧

が記される。図左に「寛政十年春」とある。 

☆〈午
う ま

の金物
か な も の

〉宗理画。狂歌。着色。寛政 10（1798） 12.7×16.1 

※「午之
う ま の

御金物
お か な も の

」と書かれた三段重ねの箱の蓋が開き、中に赤地に並べられた馬を模
かたど

った

小さな金物などが置かれている。守靜館芦雁、清猷館
せ い ゆ う か ん

倉光
く ら み つ

の狂歌が記される。寛政 10年は

戌
つちのえ

午
う ま

の年。 

☆〈白馬
あ お う ま

の節会
せ つ え

〉宗理画。俳諧。着色。寛政 10（1798） 40.0×18.6 

※本稿寛政 9 年条にも同題の摺物がある。正月七日に行なわれる朝廷の行事注で、白馬
あ お う ま

の

引きはじめを描いたもの。 

注）白馬
しろうまの

節会
せ ち え

：正月 7 日、天皇が豊
ぶ

楽
ら く

殿
で ん

（のちに紫宸殿
し し ん で ん

）に出御
しゅつぎょ

して邪気を祓うとされる

白馬を庭に引き出し、群臣らと宴を催す（ウイキペディアによる）。この日に白馬を見る

と邪気を避けるという中国の風習に因んだもの。 

 図上半分は、門前で、轡
くつわ

部分と首を赤い紐
ひ も

縄
な わ

で飾った数頭の白馬を操っている男たちが

描かれる。図下半分に、葎雪菴
り っ せ つ あ ん

午
ご

心
し ん

の俳諧が逆さに記される。左に「戌午
つちのえうま

春」とある。 
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☆〈釣
つ

り人
び と

と漁師
り ょ う し

〉北斎宗理画・印師造化。俳諧 着色。全紙判。寛政 10（1798） 42.0

×56.5 

※向こう岸で竿を差し釣りをしている男、川のこちら側では長柄網
な が え あ み

を担ぐ男と、腰
こ し

蓑
み の

を付

けた漁師がいる。全紙判の下半分に雪中菴
せっちゅうあん

など 33名の俳諧が逆さに列記される。 

☆〈水祝
み ず い わ

い〉宗理画。俳諧。着色。寛政 10（1798） 20.0×27.8 

※水祝いは、婚礼の際や婚礼後の最初の正月に、新朗や新婦に水を浴びせて祝う儀礼。

注連飾
し め か ざ

りや松飾りがある部屋に向かう烏帽子
え ぼ し

・長袴
ながばかま

の侍に向けて、ウラジロを付けた手桶
て お け

の水を掛けようとしている男たち。全紙判
ぜ ん し ば ん

の下半分に、曲傘更響美、葎雪庵午心等 5 名の

俳諧が記される。図右に「寛政うまのとし」とある。 

☆〈釿始
ちょうなはじ

め〉宗理画。俳諧。着色。寛政 10（1798） 20.4×28.3 

※ 釿
ちょうな

は、まさかり・ちょうな・かんななど大工道具の類をいう。釿始
ちょうなはじ

めは、番匠
ばんしょう

と呼ば

れる建築の匠
たくみ

が正月に 1 年の安全を祈る儀式。図は烏帽子
え ぼ し

を被り盛装した匠
たくみ

の二人が指矩
さ し が ね

や墨
す み

壺
つ ぼ

を手にして祝っている。孤仙、馬肝、雪中菴
せっちゅうあん

完来
か ん ら い

の俳諧が記される。図左に「寛政

十年春」とある。 

☆〈塀
へ い

の前
ま え

を行
ゆ

く貴人
き じ ん

〉宗理画。俳諧 着色。横長判。寛政 10（1798） 21.0×56.5 

※図右端に塀の前を歩く貴人が小さく描かれる。雪中菴
せっちゅうあん

完来
か ん ら い

など 6 名の俳諧が記される。

図左に「寛政十年春」とある。 

☆〈島
し ま

台
だ い

と三方
さ ん ほ う

と銚
ちょう

子
し

〉宗理画。絵暦・狂歌。着色。寛政 10（1798） 12.7×16.0 

※蓬莱の島型に切り取った台の上に松の盆栽が置かれる。三方
さ ん ぽ う

の下には大きな銚子が置か

れている。銚子に飾られた紙に月の大小が示される。盤井有常、羽金鐡人、宝倉光の狂歌

が記される。 

☆〈屠蘇
と そ

を飲
の

む福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

〉宗理改北斎画。狂歌。着色。

寛政 11（1799） 13.2×18.6）   屠蘇を飲む福禄寿 

※紅梅の見える部屋で、女の注ぐ屠蘇
と そ

を朱塗りの

大盃
おおさかずき

に受けている福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

。盃の底に「寿」が書かれ

ている。部屋の掛け軸には、この年の巳 未
つちのとひつじ

の字が書

かれ、三方
さ ん ぽ う

には正月飾りが乗せられている。雀脛永

喜、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の狂歌が記される。     

☆〈元結作
も と ゆ い づ く

り〉宗理改北斎画。狂歌。着色。寛政 11 頃（1799） 10.2×18.5 

※部屋で元結いの紐を手にしている女を描く。 

☆〈小松
こ ま つ

を持
も

つ官女
か ん じ ょ

〉宗理改北斎画。狂歌。着色。寛政 11頃（1799） 12.7×18.0 

※小松を持って座る官女。積薪亭黒成、淇水堂の狂歌が記される。 

☆〈烏帽子
え ぼ し

〉宗理改北斎画。狂歌。着色。寛政 11頃（1799） 13.3×17.8 

※竹を敷いた台の上に、赤い紐のついた黒い烏帽子が置かれている。千穐菴
せんしゅうあん

、他の狂歌が

記される。 

☆〈清書
せ い し ょ

双紙
そ う し

を持
も

つ子供
こ ど も

〉北斎画。狂歌。着色。寛政 11（1799） 20.1×14.2 
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※梅と松の木がある家の塀に架けられた大きな額には「梅」と書かれた紙等が貼られてい

る。その前を歩く子どもは硯箱と清書の双紙
そ う し

を持っている。屋寿高の狂歌が記される。 

☆〈凧
た こ

を持
も

つ娘
むすめ

〉北斎画。狂歌。着色。寛政 11（1799） 10.5×19.0 

※竹垣に囲まれた梅樹の前で、黄色の凧を手にしている娘。足元には凧
た こ

紐
ひ も

が垂れている。

梅の枝の先には鶯が飛んでいる。清見亭浪関盛、千穐菴
せんしゅうあん

の狂歌が記される。 

☆〈梅
う め

を眺
な が

める官女
か ん じ ょ

〉先ノ宗理北斎画。狂歌。着色。寛政 12（1800） 13.8×28.3 

※縁側から紅梅と、枝にとまろうとしている鶯を見ている官女。手にした短冊を離してい

る。官女の足元に座る小侍従
こ じ じ ゅ う

は硯台
すずりだい

を持っている。大倉金
お お く ら き ん

満
ま ん

、銭屋
ぜ に や

金持
か ね も ち

、四方
よ も の

歌垣
う た が き

等 5 名

の狂歌が記される。 

☆〈見立女
み た て お ん な

三宮
さんのみや

〉先ノ宗理北斎画。狂歌。着色。寛政 12（1800） 14.2×18.8 

※柳と梅の木のある庭先を部屋の戸を少し開けた間から覗く官女。庭にいる貴人と目を合

わせている。貴人の側には鞠
ま り

を手にした男がいる。四方
よ も の

真顔
ま が お

等、3 名の狂歌が書かれる。

女
おんな

三宮
さんのみや

は、光源
ひかるげん

氏
じ

と結婚するが、強引な柏木
か し わ ぎ

との間に薫
かおる

を生んだ後出家する女性として

『源氏物語』に描かれる。本図は「若菜
わ か な

上」の、猫が庭に逃げて、つないでいる紐が引っ

張られ御簾
み す

が少し開き、中にいる女
おんな

三宮
さんのみや

の姿が庭の柏木
か し わ ぎ

に見られる場面を見立てる。 

☆〈小鍛冶
こ か じ

〉先ノ宗理北斎画。絵暦・狂歌。着色。寛政

12（1800） 14.0×19.0 

注連飾
し め か ざ

りのある作業場で刀
かたな

鍛冶
か じ

の様子を描く。二人で台

に乗せた刀を槌
つ ち

で叩いている。注連飾
し め か ざ

りの太さで月の大

小が示される。清猷館倉光、紀重長、四方
よ も の

歌垣
う た が き

等、3 名

の狂歌が記される。             小鍛冶 

☆〈羽織
は お り

裏
う ら

の絵
え

を見
み

る遊女
ゆ う じ ょ

〉北斎画。狂歌。着色。寛政

12（1800） 7.3×9.8 

※三人の遊女が羽織を広げて、裏地の、猿が木からぶら下がっている絵をみている。岩井

有事、四方
よ も の

歌垣
う た が き

等 3名の狂歌が記される。 

☆〈文机
ふ づ く え

に猿
さ る

の硯
すずり

〉北斎画。狂歌。着色。寛政 12（1800） 12.6×8.1 

※文机
ふ づ く え

に筆挿しと猿を模
かたど

った硯、文鎮
ぶ ん ち ん

、短冊等が置かれ、下には巻紙や蕗
ふ き

の薹
と う

が入った鉢
は ち

等がある。四方
よ も の

歌垣
う た が き

、他の狂歌が記される。 

☆〈鹿島
か し ま

踊
お ど

りの猿
さ る

〉北斎画。絵暦。着色。寛政 12（1800） 9.5×12.1 

※烏帽子
え ぼ し

を被り扇子や御幣
ご へ い

を持って踊る二疋
ひ き

の猿。扇子には富士山が描かれている。猿の

着物に月の大小が示される。鹿島
か し ま

踊
お ど

りは、鹿島
か し ま

神宮
じ ん ぐ う

（現茨城県鹿島市
か し ま し

宮中
きゅうちゅう

2306-1）に発祥

した疫病封じの祈願の踊りと言われる。 

☆〈「商
しょう

」（天秤
て ん び ん

で計
は か

る美人
び じ ん

）〉無款。絵暦。着色。寛政 12（1800） 9.3×12.3 

※同図は寛政 12年の摺物「士農工商
し の う こ う し ょ う

」の一図にある。「定」の文字中に月の大小が示され

る。本稿「寛政 12年」項を参照。 

☆〈顔
か お

を洗
あ ら

う美人
び じ ん

と猿
さ る

〉無款。着色。寛政 12（1800） 13.6×18.6 



176 

 

※縁側で、盥
たらい

の水に左手を入れ、右手で洗顔用の刷毛
は け

を顔に当てている、上半身裸の女。

隣に女の着物を羽織っている猿がいる。女の腰に下ろした着物の梅の模様が月の大小を示

している。狂歌・俳諧・絵暦ではない摺物。 

☆〈猿
さ る

曳
ひ

きの衝立
つ い た て

と手鞠
て ま り

を作
つ く

る娘
むすめ

〉無款。絵暦。着色。寛政 12（1800） 13.9×18.7 

※猿廻しの男が芸に使う道具を持って立っている図のある衝立
つ い た て

を背にして、座った娘が

手鞠
て ま り

と糸を通した針を持っている。その前で子どもが手を差し出している。猿
さ る

曳
ひ

きの持つ

道具に月の大小が示される。 

☆〈金太郎
き ん た ろ う

の書初
か き ぞ

め〉先ノ宗理北斎画。絵暦・狂歌。着色。寛政 12（1800） 13.8×14.1 

※赤い顔と身体の金太郎が書き初めの文字を書いている。図左に「庚申
かのえさる

春」とある。都●
不 明

賀江の狂歌が書かれる。 

☆〈玉虫
た ま む し

と子安
こ や す

貝
か い

〉先ノ宗理北斎画。絵暦・狂歌。着色。寛政 12（1800） 13.9×18.7 

※箱に玉虫
た ま む し

が二疋
に ひ き

並べて入れてある。箱の外には子安
こ や す

貝
が い

が二つ置かれている。玉虫も子安

貝も安産のお守りとされている。箱の蓋には白梅が描かれ、花の開き具合で月の大小が示

される。四方
よ も の

歌垣
う た が き

、他の狂歌が書かれる。 

●摺物「花魁
お い ら ん

と振袖
ふ り そ で

新造図
し ん ぞ う ず

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。狂歌摺物着色。北斎宗理画） 

※図の上部に大勢の狂歌師の歌が並べて記される。図は、柵
さ く

の前に立つ三人。蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

を

閉じて持つ横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

、傘を広げて持ち赤い着物に格子
こ う し

縞
じ ま

の帯の振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

、その後ろ

にも傘を閉じかけた振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

がこちらを向いている。この振袖
ふ り そ で

新造
し ん ぞ う

の顔は、文化元年～4

年の「振袖
ふ り そ で

新造図
し ん ぞ う ず

」（紙本淡彩一幅）の顔と似ている。 

振袖新造は、近世、江戸吉原で、禿
かむろ

から新造になった若い遊女。部屋を持たず、振袖を

着ていた。振
ふ り

新
し ん

。ふり（『大辞林』第三版による）。 

●摺物「顕微鏡
け ん び き ょ う

に蝶
ちょう

」（寛政 12 年～文化 2 年〈1800～05〉11 切判。着色。北斎画。20.0

×13.9。フランス国立図書館/カンサス大学スペンサー美術館蔵） 

※浅瀬庵永喜の狂歌「めのさめた やうなる花の 菜に遊ふ
ぶ

蝶

は大かた 生粋
き っ す い

の夢」が記される。荘子
そ う し

「胡蝶
こ ち ょ う

の夢」になぞら

えたもの。顕微鏡に蝶がとまっている図。 

顕微鏡に蝶（フランス国立図書館） 

●摺物「飛鳥
あ す か

山桜
やまさくら

題
だ い

」（寛政 7年～10年〈1795～98〉。横長判摺

物。着色。北斎宗理画。20.3×53.0 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※「飛鳥山桜題」と刻された石碑には、萬
ま ん

亀亭
き て い

 花
はなの

江戸
え ど

住
ず み

、日

頭菴 銭屋
ぜ に や

金
き ん

埒
ら ち

、狂歌堂
き ょ う か ど う

 四方
よ も の

真顔
ま が お

の狂歌が記されている。側

の桜の老木が咲き誇り、色幕が張られた桜の時期の飛鳥山が描

かれる。 

●摺物「春庭三美人
し ゅ ん て い さ ん び じ ん

」（寛政 7年～寛政 11年〈1795～1799〉。横長判摺物。着色。宗理画。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※松の木の根元にしゃがんで落ち葉を掃いて塵取りに入れている下女。側で手桶を下げて

いる女と、梅の木の前の緋
ひ

毛氈
も う せ ん

を引いた床几
し ょ う ぎ

の前で、鳥籠を手にした娘が向き合っている。 

●摺物「覗
の ぞ

機関
か ら く り

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。着色。宗理画。11.3×24.4 すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）      

※正月の大道で覗機関を見せている男。子ども二人が覗機関を覗いている図。機関
か ら く り

の絵柄

について永田生慈は「（略）一際目をひくのは、覗機関上の透視画法を用いた西洋風な画

面であろう。実は、北斎は後年『北斎漫画』三編（文化 12年・1815）で「三ツワリの法」

と題して透視画法を図解しており、その図とほぼ同工図だからである。すでに春朗時代に

は、浮絵作品を発表していたであろうが、「『北斎漫画』三編より約 20年も前に、同工な図

を描いていたという点に

今更ながら驚かされるの

である」と述べている

（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎

図録』による）            

 

覗機関（すみだ北斎美術館）           右：拡大図 

●摺物「子供
こ ど も

をからかう」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。中判着色。宗理画。東京国立博

物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※母親が立膝で、菓子箱から出した菓子を左手で頭上

に上げ子供に向けている。子供は両手を突き出して頂

戴をしている。⇒『津和野藩伝来摺物』にある「母子
ぼ し

と梅
う め

の花
は な

餅
も ち

」（寛政 9〈1797〉宗理画。印完。12.6×

17.2 光柿亭赤帯の狂歌が記される）と同図。 

子供をからかう（島根県立美術館） 

●摺物「恵比寿
え び す

と美人
び じ ん

」（寛政 7 年～11 年〈1795～

99〉。中判着色。宗理画。東京国立博物館蔵） 

※花魁がぽっくり下駄を履き、大きな蛇の目傘をさし、そこに寄り添うように傘に入って

いる恵比寿天
え び す て ん

。朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

らの狂歌が添えられる。 

●墨摺版画「成
じょう

身
し ん

院
い ん

童
ど う

子
じ

経
きょう

曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

」（寛政 7年～11年〈1795～1799〉。無款。島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※色紙判か。図の上部が破損。図の中央の枠に毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

風の神将
しんしょう

が描かれ、その周囲に裸

体の童子が猿・馬・猪・猫・梟・蛇・雉・烏・犬や女人と戯れる図。 

●摺物「楼上
ろうじょう

ほととぎす聴
き

く遊女
ゆ う じ ょ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。大奉書着色。宗理画。

京伝写。39.5×55.5 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾁｪｽﾀｰ･ﾋﾞｭｰﾃｨ図書館：東洋美術ｷﾞｬﾗﾘｰ蔵） 

※上半分に妓楼
ぎ ろ う

の二階で、大勢の遊女や禿
かむろ

が窓の格子に集まって何かを眺めている図を描

き、下半分には逆さ向きに多数の狂歌を書き込む。縦半分のところで二つ折りにし、文字
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のほうを内側にして、さらにそれを三つ折りすると、いちばん上の表紙にあたるところが

主な遊女三人と二人の禿
かむろ

を描いた絵が見え、内側を拡げれば、狂歌の文字列の上に空を飛

ぶほととぎすが見えるように工夫されている。ほととぎすの絵は山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

による（小林忠

『浮世絵ギャラリー２ 北斎の美人』）。主な狂歌は、司馬篭光交・銭屋
ぜ に や

金
き ん

埒
ら ち

・先
さきの

大屋
お お や

裏
う ら

住
ず み

・四方
よ も の

歌垣
う た が き

真顔
ま が お

など。 

●摺物「あやとり」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。九ツ切判。宗理画。13.2

×18.1 北斎館蔵） 

※綾取
あ や と

りをする横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

。背後の台に松の盆栽があり、正月の雰囲気を出す。 

●摺物「歌留多
か る た

持
も

つ美人
び じ ん

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。宗理画。12.1×17.1 太田記

念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵） 

※衝立
つ い た て

の前で箱から出した歌留多
か る た

を持つ女の図。 

●摺物「神馬
し ん め

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。宗理画。13.8×23.1 太田記念美術館：

長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 

●摺物「春
は る

駒
こ ま

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。宗理画。20.1×53.1 太田記念美術館：

長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 

●摺物「松下三
し ょ う か さ ん

美人
び じ ん

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。宗理画。19.0×51.8 太田記念美

術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 

●摺物「黒頭巾
く ろ ず き ん

の二
に

美人
び じ ん

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本淡彩。九ツ切判。宗理画。

11.9×16.6北斎館蔵） 

※「両大師
り ょ う だ い し

」と書かれた表札の前にいる御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の二人の女を描く。両大師は、上野

寛永寺
か ん え い じ

境内の輪
り ん

王寺
の う じ

（現東京都台東区
た い と う く

上野
う え の

公園
こ う え ん

14-5）のことで、寛永寺開祖の慈
じ

眼
げ ん

大師
だ い し

（天海
て ん か い

）と、慈眼大師（良源
りょうげん

）が崇敬する慈恵
じ え

大師
だ い し

を祀るので「両大師」と称せられた。 

●摺物「宝船
たからぶね

の入港
にゅうこう

と市
い ち

富
ふ

士
じ

二
に

高
た か

三
さ ん

茄子
な す び

の蔵
く ら

」（寛政 7年～11年〈1795～99〉。宗理画） 

※海から河口に入港した宝船が正面を向いて描かれる。張られた帆には大きな文字のよう

なものが描かれているが不明。 

宝船の入港と市富士二高三茄子の蔵  

                        拡大図 
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図の右には、遠近法で描かれた蔵が並んでいる。蔵の白壁には、手前の二つ目の蔵に、山

形の下に「市」の商標、四つ目の蔵には「二」の商標、六つ目の蔵には「高」の商標、七

つ目の蔵には「三」の商標、「茄」の商標が描かれ、「一富士二鷹三
い ち ふ じ に た か さ ん

茄子
な す び

」のめでたさを

表している。水平線からは朝日が頭を出し、空には黒く数羽の鳥が描かれる。 

●摺物「短冊
た ん ざ く

持
も

つ女
おんな

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。14.2×16.3 

北斎館蔵） 

※梅見の茶屋でくつろぐ二人の女。振袖の女は短冊を持ち、側の男は「の」の字が大きく

染め抜かれた羽織を着ている。  

●摺物「煙草
た ば こ

を吸
す

う人
ひ と

と芸者
げ い し ゃ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。12.5

×16.6 北斎館蔵） 

※梅見の茶屋で、縁台に腰を下ろし、片足を台に乗せて、煙管で一服して休んでいる男に、

芸者風の女が何かを話しかけている。男の側には供の小僧が座っている。 

●摺物「古梅
こ ば い

」（「梅樹
ば い じ ゅ

」とも。寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本淡彩。宗理画。9.9

×13.3 北斎館蔵） 

※岸辺に立つ、枝に花を咲かせる梅の古木の図。図の左に「春
は る

なれやおのがきまゝな野良
の ら

梅
う め

の 華
は な

にひかれてまはるのらもの 上部
か ん べ の

堅面
か た つ ら

」の狂歌が記される。 

●摺物「大黒
だ い こ く

と娘
むすめ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。13.9×18.8 北

斎館蔵） 

※娘が、吉原を案内する「細見
さ い け ん

」といわれる本を読んでいると、大きな袋を背負った大黒

天が同じくその本を覗き込んでいる。「北斎館」資料では「菱川宗理画」とある。 

●摺物「糸
い と

まき」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。13.0×18.6 北斎

館蔵） 

※振袖の娘が糸をほぐし、男の子が糸を両手に巻きつけている図。「北斎館」資料では

「菱川宗理画」としている。 

●摺物「振
ふ

り返
か え

る黒犬
く ろ い ぬ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。10.1×14.2 

北斎館蔵） 

※立派な仕様の巾着
きんちゃく

を前にした狆
ち ん

と思われる黒犬が、何かの気配に振り返っている。 

●摺物「三味線
し ゃ み せ ん

の稽古
け い こ

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。13.2×16.8 

北斎館蔵） 

※三味線を弾く娘の前の楽譜に「門松」や「七夕」の文字が書かれているので、あるいは

絵暦であったか。「北斎館」資料では「菱川宗理画」としている。 

●摺物「桃
も も

太郎
た ろ う

」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。22.0×9.4 北斎

館蔵） 

※松の木の下で雉
き じ

に黍
き び

団子
だ ん ご

をやる桃太郎を描く。 

●摺物「綿帽子
わ た ぼ う し

売
う

り」（寛政 7 年～11 年〈1795～99〉。紙本着色。宗理画。21.4×11.6 

北斎館蔵） 
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※「わたぼうし」と書いた背負い箱を背負い、家の門の前に立つ行商の男。梅の枝に鶯が

とまっている。 

●摺物「金時
き ん と き

と美人
び じ ん

の屠蘇
と そ

」（「金時
き ん と き

酒宴
し ゅ え ん

」「金時
き ん と き

飲酒
い ん し ゅ

」とも。寛政 7 年～10 年〈1795～

98〉。横中判着色。四方歌垣
よ も の う た が き

連撰。北斎宗理画。22.0×26.9 秋長堂版。北斎館/島根県

立美術館蔵：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

※大刀を身につけ、腹が突き出て頭の禿げた年配の

金時が、遊女の注ぐ酒を大盃
おおさかずき

に受けて飲んでい

る。側に「四方
よ も

」の字が記された角
つ の

樽
だ る

を抱えている

遊女と、金時の前で片膝で座る遊女がいる。「真赤
ま っ か

なる金時山
き ん と き や ま

のはつ日影
ひ か げ

 四方
よ も

に霞
かすみ

をくめるさかづき 

学
が く

志亭
し て い

公面
く め ん

」、その他、芝
し ば

庵
あ ん

（光交
こ う こ う

）、山陽堂
さ ん よ う ど う

（山陽
さ ん よ う

）、四方
よ も の

歌垣
う た が き

の狂歌が図の上部に記される。 

金時と美人の屠蘇（島根県立美術館：永田コレクションでは林忠正の所蔵印がある） 

●摺物「三囲
み め ぐ り

田圃
た ん ぼ

図
ず

」（寛政 7 年～11 年〈1795～1799〉。横長判着色。宗理画。○印完知。

17.0×48.5 東京国立博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※横長画面に三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

前に広がる田んぼの風景を描く。絵の右には隅田川堤
つつみ

の下に建つ三

囲神社の石の鳥居が描かれ、その

前に鍬
く わ

を肩に担ぐ農夫と、その子

どもがいる。田んぼでは稲の苗を

植える三人の人。土手の上には数

人が歩いている。本来は全紙判

で、半分には、深川芸者中の舞踊

の番組が逆さに記されている。         三囲田圃図（島根県立美術館） 

●摺物「機織図
は た お り ず

」（寛政 7 年～10 年〈1795～1798〉。全紙判着色一枚。北斎宗理画。42.0

×56.3 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※戸外で、大きな機織
は た お

り機で三人の女が

機織りをしている図。下半分は、中村座

や森田座での長唄等の発表会の参加者名

と次第が、逆さに記されている。 

機織図（島根県立美術館） 

●摺物「奥
お く

座敷
ざ し き

遊興図
ゆ う き ょ う ず

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。応
お う

需
じ ゅ

北斎宗理席
せ き

上
じょう

画
が

。19.8×

56.7 太田記念美術館/北斎館蔵） 

※元は大奉書判で、四方
よ も

垣連
が き れ ん

の生網屋生網
い け あ み や い け あ み

の狂歌が記される。蝋燭
ろ う そ く

台を三本立てた座敷で

踊る女たちと、それを見ている男や女たち。手前に観客の美人の顔。その後ろから背伸び

をしている人。北斎館所蔵は左約三分の一が切り取られているが、太田記念美術館所蔵で
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は、春駒の所作事が演じられているという（2019『北斎 視覚のマジック展図録』ｐ

152）。 

●摺物「六
ろ く

美人
び じ ん

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。着色。北斎宗理画。18.9×25.2 北斎

館蔵） 

※商人の妻、見習い新造
し ん ぞ う

、矢場
や ば

の女、女中と思われ

る女性たち 6人が車座
く る ま ざ

に集まっている。一人は本を頭

上に掲げ、一人は揚
あ げ

弓
ゆ み

を持っている。  

六美人（北斎館） 

●摺物「百
ひゃく

物語
ものがたり

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。

紙本着色一幅。応需
お う じ ゅ

北斎宗理席上画
せ き じ ょ う が

。19.7×33.8 

北斎館蔵） 

※百物語は怖い話を一人ずつ語り、語り終わると百本の蝋燭
ろ う そ く

の明かりを一本ずつ消してい

く集い。図は、大勢の女性のいる部屋に蝋燭がともり、怖い話に顔を見合わせている図。

「百物語」は、鶴屋喜右衛門
つ る や き え も ん

版・中判錦絵（天保 2 年～4 年）揃物や、「新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

 

化物屋鋪百
ば け も の や し き ひ ゃ く

物語
ものがたり

の図
ず

」（天明年間。大判錦絵。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版）などでも扱っている。 

●摺物「三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

を望
の ぞ

む」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉か。着色。北斎宗理画。30.5×

43.8） 

※隅田川岸の茶屋の見晴らしの欄干に手をかけたり、寄り添って坐り、茶屋下に咲く桜を

眺める 3 人の女。川には四つ手網を広げた漁船が浮かび、対岸には土手の下から鳥居の天

井を見せている三囲神社が小さく描かれる。 

●板絵「七福神図
し ち ふ く じ ん ず

」（寛政 8 年～12 年〈1796～1801〉。板絵着色一枚。無款。117.0×

182.0 清安山板橋不動尊
せ い あ ん ざ ん い た ば し ふ ど う そ ん

〈清
せ い

安山
あ ん ざ ん

願
が ん

成寺
じ ょ う じ

不動院
ふ ど う い ん

：現茨城県つくばみらい市板橋
い た ば し

2370-1〉

蔵） 

※大黒天と恵比寿が腕相撲をしている。その間に行司役の毘沙門天が軍配を立てている。

他の神もその周りに集まっている。 

●板絵「唐子
か ら こ

舟遊び図
ふ な あ そ び ず

」（寛政 8 年～12 年〈1796～1800〉。板絵着色一枚。無款。117.0

×182.0 清
せ い

安山
あ ん ざ ん

板橋
い た ば し

不動
ふ ど う

尊
そ ん

〈清
せ い

安山
あ ん ざ ん

願
が ん

成寺
じ ょ う じ

不動院
ふ ど う い ん

：現茨城県つくばみらい市板橋
い た ば し

2370-1〉

蔵） 

※舟の中で思い思いの楽器で演奏している唐の子どもたちの図。遠景に大きな朝日。舟端
ふ な ば た

に上ろうとする瑞
ず い

亀
き

、舟の上には鶴が羽ばたく、めでたい図。 

●摺物「不忍
し の ば ず

の池畔
ち は ん

」（「不忍
し の ば ず

池
い け

」とも。寛政 8年～12年〈1796～1800〉。北斎画） 

※不忍池の畔
ほとり

を歩く三人の女。右の女は傘を閉じて持ち、中の女は揚
あ げ

帽子
ぼ う し

を被っている。

左の女は振り返りながら二人の女に何かを話している。その前には頭巾を頭から覆って、

女たちに振り返り手を差し出している男。男の前では風呂敷の荷物を肩にしている小奴が

振り向いている。池には中島の弁財天が描かれ、水上に小さな舟が一艘浮かんでいる。 
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●摺物「扇
おうぎ

屋内
や な い

の図
ず

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。横長判着色。北斎宗理画。19.3×

36.5） 

※部屋の中で 3 人の女が立て膝で仕事をしている。一人は扇の骨に紙を当てている。一人

は台の上の紙に手を当てている。その後で簪をした女が扇入れの黒い箱を持っている。部

屋の外には松が見える。 

●摺物「遊女
ゆ う じ ょ

の座敷
ざ し き

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。横長判注。北斎宗理画。東京国立

博物館蔵） 

注）横長判摺物は、大奉書を横に二つ折りにしたもの。下半分に諸稽古の発表会の演目や

出演者を逆さに書くが、下半分を切り取り絵だけを独立させることが多い。 

※図は、火鉢と煙草盆が置かれている部屋で横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

を結った遊女と、煙管
き せ る

を銜
く わ

えた客が

寄り添って、幇間
ほ う か ん

と禿
かむろ

が戯れ

ているのを見ている。その側

に新造
し ん ぞ う

が盆に乗せた何か（香

か）を持って立っている。開

け放した障子の向こうには梅

の花が咲いている。部屋の中

央には大きな箪笥
た ん す

が置かれ

た、華やかな遊女の座敷の様子が描かれる。    遊女の座敷（東京国立博物館） 

●摺物「江
え

の島
し ま

風景
ふ う け い

」（「江
え

の島
し ま

図
ず

」

「江
え

ノ島
し ま

海岸
か い が ん

」とも。寛政 10 年～13 年

〈1798～1801〉。中判錦絵。ほくさゐう

つす。13.6×17.3 神奈川県立金沢文庫

蔵）    江の島風景（神奈川県立金沢文庫） 

※洋風画の趣で額枠の中に描かれたも

の。右上にひらがなの署名がある。図の

右側に山裾
や ま す そ

の干潟
ひ が た

を渡り江の島に向かう

人々を描く。画面左には波が打ち寄せ、

遠景に江の島弁天が小さく赤く描かれる。北斎は「江の島」を画題にしたものを数葉描い

ている。     

●摺物「かまくらの里
さ と

」（寛政10年～13年〈1798～1801〉。中判錦絵。ほくさゐうつす。

13.6×17.3 東京国立博物館蔵） 

※上記「江
え

の島
し ま

の風景
ふ う け い

」と同シリーズ。洋風画の趣で額枠の中に描かれたもの。右上にひ

らがなの署名がある。入江の山裾
や ま す そ

に沿った海岸沿いの道を数名の旅人が歩いている。遠景

に富士が描かれ、空には雁の群れが飛んでいる。水平線には帆掛け船の帆が多く見える。 

●摺物「助
す け

六
ろ く

と揚巻
あ げ ま き

」（「助
す け

六
ろ く

と遊女
ゆ う じ ょ

」とも。寛政 12 年～享和 2 年頃〈1800～1802〉。紙本

着色。すみだ北斎美術館蔵） 
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※煙管を持つ遊女と、その前の助六の、紫の喧嘩
け ん か

鉢巻
は ち ま き

をした頭部のみ描かれた図。 

●摺物「椿
つばき

と美人
び じ ん

」（寛政 12年～享和 2年頃〈1800～1802〉。紙本着色。画狂人北斎画。

18.5×12.5 すみだ北斎美術館蔵） 

※四方
よ も の

歌垣
う た が き

等によるもの。吊るした花入れに椿の花を生けようと、手に椿の切り花を持っ

ている女。 

●摺物「髪飾
か み か ざ

り図
ず

」（寛政年間〈1789～1801〉。着色。21.9×18.5 すみだ北斎美術館蔵） 

※梅花の銀の簪
かんざし

、黒と赤の手絡
て が ら

注、鶴紋の平打ち簪
かんざし

など、髪飾りだけを描く。 

注）手絡
て が ら

：丸髷
ま る ま げ

などの根本
ね も と

に巻きつけたりする飾り布。 

●摺物「稲扱
いねあつかい

」（寛政 10 年～13 年〈1798～1801〉。紙本着色。北斎画。19.9×54.0 太

田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※農家の庭先で稲の脱穀をする農婦と、その側で座って稲を整えている農婦。脱穀した米

を笊
ざ る

に受けている農夫。稲を背に乗せた牛を操る子どもなどが描かれる。 

●摺物「雪
ゆ き

の訪
おとな

い」（寛政 11年～享和 1年〈1799～1801〉。九つ切判。揃物の内二枚確認

される。先ノ宗理北斎画。12.5×32.5） 

☆〈女の訪
おとな

い〉（下駄の女二人が、二人の女のいる部屋を訪れる図。ベレス・コレクショ

ン蔵） 

☆〈男の訪
おとな

い〉男が傘を閉じようと斜めに構える図。大英博物館蔵） 

●摺物「遊客
ゆ う か く

の図
ず

」（寛政 8年～享和 2年〈1796～ 1802 〉。紙本着色。無款。20.1×10.9 

北斎館蔵） 

※遊郭の座敷で横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

と寛
くつろ

ぐ男。花魁は男に横座りに寄り添っている。図の左で

は踊っている禿
かむろ

に何かを差し出している幇間
ほ う か ん

と思われる男と、立ちながらお盆の物を運ぶ

前帯の女が描かれる。座敷の正面にある黒塗りの箪笥
た ん す

に描かれた霞模様から、狂歌グルー

プ・千秋庵三陀
せ ん し ゅ う あ ん さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の千秋連
せんしゅうれん

による摺物と思われる。北斎が三陀
さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の撰で狂歌本に

関わったのは主に寛政 8 年（1796）の『狂歌
き ょ う か

聯合女
れんごうおんな

品定
しなさだめ

』から享和 2 年（1802）

『五十鈴川狂歌車
い す 図 が 和 き ょ う か ぐ る ま

』あたりなので、その頃の作品と思われる。 

●摺物「凧
た こ

を持
も

つ子
こ

ども」（寛政 11 年～13 年〈1799～1801〉。紙本着色。先ノ宗理北斎

画。14.0×20.3北斎館蔵） 

※三味線と撥
ば ち

や楽譜を畳に置いて休んでいる女。右手で 簪
かんざし

を触っている女の側で、子ど

もが凧を持ちながら、花の咲く梅の枝を指差している。 

●掛幅図「砧図
き ぬ た ず

」（寛政11年～13年〈1799～1801〉。紙本淡彩掛幅。北斎画。印画狂人。

88.2×41.0 北斎館蔵） 

●摺物「雪
ゆ き

と美人
び じ ん

」（寛政 11 年～13 年〈1799～1801〉。横中判着色。先ノ宗理北斎画。

東京国立博物館蔵） 

※上半身裸の女の脇の湯船に、逆様に落ちて足をばたつかせている雷。 雷
いかずち

太鼓
だ い こ

も落ちて

きている。画題については『東京国立博物館図版目録』（昭和 38 年）の表記だが、「雷
いかずち

と美人
び じ ん

」の誤記か。 

●摺物「二
に

美人図
び じ ん ず

」（寛政 7 年～13 年〈1795～1801〉。九切判着色。宗理画。13.6×18.7 

日本浮世絵博物館蔵） 
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※梅の木の前に立つ二人の遊女。二人とも前帯で、一人は格子
こ う し

縞
じ ま

で、もう一人は無地の帯。

二人とも顔はふっくらしている。同画題で享和元年から 4 年に重要文化財の掛幅絹本一幅

（MOA美術館蔵）、文化前期に絹本着色一幅（北斎館蔵）にも描いている。 

●摺物「裁縫
さ い ほ う

の母子
ぼ し

」（寛政年間〈1789～1801〉。着色。宗理画。11.0×14.2 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※部屋の中で片膝を立てて裁縫をする母親と、座ってそれを見ている子ども。「佐保
さ ほ

姫
ひ め

の

霞
かすみ

の衣
ころも

ぬいあけ
げ

を おろすやよほと
ど

延
の び

た日
ひ

のたけ 分銅重記」の狂歌がある。 

●合作摺物「雪道
ゆ き み ち

」（寛政 7 年～10 年〈1795～98〉。長判着色。北斎宗理画・花押。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

画。シカゴ美術館蔵） 

※図右に北斎が描く。雪を被った松の老木の手前で、母娘と下働きの女が遠くを眺めてい

る。図左には山東京伝が、柴木の束を背負った馬の横で、柴木を馬に乗せようとする農夫

と、馬の鼻面で柴木を持ち、煙管
き せ る

を銜
く わ

えて、遠くを眺める農婦を描く。 

●摺物「伸子
し ん し

張
ば り

」（寛政 10年～享和 2年〈1798～1802〉「洗
あ ら

い張
は

り」（「二美人、洗い張

り」とも。横大判着色。宗理改北斎辰政画。24.5×35.1 日本浮世絵博物館/シカゴ美術

館/ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ｻｯｸﾗｰ美術館蔵） 

※袋には、人屋根形「へ」の下に「三」の字が書かれている。 

物干し台で朱色の反物
た ん も の

を伸ばして風に晒
さ ら

している二人の女。その下で芥子坊
け し ぼ う

髪の子どもが

布袋
ぬのぶくろ

と細い棒を持って遊んでいる。物干し竿の先に

は鮃
ひらめ

が吊るされている。物干し台の下には家の瓦屋

根が見え、傍には梅の花が咲いている。川向こうの

家並みからは、凧が三つ上がっている。 

伸子
し ん し

張
ば り

は、染色や洗い張りの前に、反物の縦の上

下を手棒で挟んで引っ張り、更に布幅を伸子
し ん し

と呼ば

れる竹ひごの両端に真鍮の針を付けた道具で横に引

っ張る作業をいう。    伸子張（サックラー美術館） 

●摺物「折
お り

鶴
づ る

を持
も

つ美
び

人
じ ん

」（寛政年間〈1789～1801〉。着色。北斎画） 

※梅の咲く庭のある縁側に座り、折鶴の羽を広げている娘。 

●摺物「手紙
て が み

を取
と

り合
あ

う母子
ぼ し

」（寛政 6 年～13 年〈1794～1801〉。着色。宗理画。21.9×

18.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※娘の持つ巻紙の手紙を、娘に覆いかぶさるようにして取ろうとする母親。二人の前には

盆に乗せた椀
わ ん

が傾き、その縁
ふ ち

に鋏
はさみ

が置かれている。「山
や ま

をなす長者
ちょうじゃ

か
が

庭
に わ

の梅
う め

の花
は な

 もつた

ほと
ど

ある風
か ぜ

のふくなり 花鳥
か ち ょ う

庵
あ ん

春
は る

道
み ち

」などの狂歌が記される。 

●摺物「士
し

（正月の準備をする武家婦人）」（寛政年間〈1789～1801〉。着色。無款。

12.3×8.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「士」と図の左上に書かれているが読み方不明。「さむらい」と読むか。『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺ

ﾚｸｼｮﾝ北斎図録』では副題として「正月準備をする武家婦人」としている。図は、鎧
よろい

や

三方
さ ん ぽ う

にウラジロ等を飾った部屋に、三方を持って立つ婦人が描かれる。 

●摺物「歳
と し

の市
い ち

帰
か え

り」（寛政年間〈1789～1801〉。紙本着色。無款。12.9×7.6 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※歳の市は歳末に、寺社の境内で、正月用の飾りや日用雑貨などを売る市。浅草寺
せ ん そ う じ

の歳の

市が賑わった。図は、正月用の品物が入った籠を背負い、 俎
まないた

を持って歩く男。鉢巻に正

月飾りを挟んでいる。隣に御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女がいる。 
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●摺物「近郊
き ん こ う

宮詣
みやもうで

子供
こ ど も

達
た ち

」（寛政 11 年～12 年〈1799～98〉頃か。横長判着色。先ノ宗理

北斎画） 

※松の大木の脇の家の窓から、宮参りから帰ってきた子供達を見ている婦人。子供達は狐

の面を付けたり、御幣
ご へ い

の付いた棒を担いだりしている。手拭を被って扇子を手にした男も

いる。 

●摺物「母娘
ははむすめ

」（寛政 11 年～12 年〈1799～1800〉頃か。横長判着色。先ノ宗理北斎画。

18.3×50.2） 

※松のある高台で床几に腰を下ろしている母親が遠くを指さしている。その前に立つ振袖

の娘。その先では小奴が高台下に咲く花を取ろうと前屈みになって母娘の方に振り向いて

いる。 

●摺物「越後
え ち ご

獅子
じ し

」（寛政元年～文化 15年〈1789～1818〉。色紙判着色。無款。21.0× 

16.6。べレス･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館蔵。『美術品所蔵レファレンス事典 日本絵画篇』 

より） 

※鼓
つづみ

を打つ獅子、笛を吹く男、扇で顔を隠す男、二人で獅子を踊る男。 

●摺物「梅
う め

に笹
さ さ

」（寛政 12年～文化 9年〈1800～1812〉。横長判着色。画狂人北斎画） 

※右下から中央上に向かって太い幹が三本伸び、根元付近に笹が生えている。その向こう

に細い梅の幹が中央下から左上に伸び、枝に花を多く咲かせている。 

●摺物「柳
やなぎ

の下
し た

の籠
か ご

 午
う ま

の春
は る

」（寛政 8 年～文化 7 年〈1796～1810〉。横長判紙本着色。

北斎画。20.7×33.6 北斎館蔵） 

※しだれ柳の下に、笠などが天秤
て ん び ん

の籠に乗せられて置いてある。「午
う ま

の春
は る

」と書かれた下

戸茂和頼（不明）の狂歌が添えられる。この絵は「北斎画」の落款のみなので、一応北斎

期の作品とした。 

●摺物「大子
だ い し

稲荷社
い な り し ゃ

」（寛政 8年～文化 7年〈1796～1810〉。横長判着色。北斎画） 

※「奉納王子」と読める長提灯の下には「富本
と み も と

連中」と書かれた横板が下げられている前

を行く女性二人と、赤子を背負う母親がいる。その後ろには風呂敷包を背負う小僧が、鳥

もち棹
さ お

を持った人形を捧げ持って歩いている。女性の前には「御神燈」と彫られた石灯籠

があり、その先には桶から流れ出る御手洗
み た ら い

がある。この絵は「北斎画」の落款のみなので、

一応北斎期の作品とした。 
 

寛政
か ん せ い

13/享和
き ょ う わ

1（2/5～）(1801) 辛酉
かのととり

 42 歳 時太郎可
と き た ろ う か

候
こ う

、へたさくしや可候
か こ う

、北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北
ほ く

斎
さ い

、北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

、（可笑
か し ょ う

門人
も ん じ ん

雀声
じゃくせい

） □印画狂人、ほくさゐ、北、斎：こと（31 歳）、

（富之
と み の

助
す け

：15歳）、阿
お

美
み

与
よ

（13歳）、阿
お

鉄
て つ

（11歳、）阿
お

栄
え い

（4歳）、多吉郎
た き ち ろ う

（1 歳） 

◇相撲興業（3月、深川八幡宮、11月、本所回向院）。 

◇7月 12日、小沢蘆庵
お ざ わ ろ あ ん

没（79） 

◇7月 19日、百姓・町人に名字帯刀を禁ずる。 

◇9月 25日、本居宣
も と お り の り

長
な が

没（72） 

○8月、志
し

筑
づ き

忠
た だ

雄
お

、ドイツ人、エンゲルベルト・ケンペル（Engeldert Kaempfer,1690来日）

の『日本誌
に ほ ん し

』のオランダ語第二版の巻末付録最終章を抄訳し『鎖
さ

国論
こ く ろ ん

』とする。 

○小林
こ ば や し

一茶
い っ さ

、『父
ち ち

の終焉
しゅうえん

日記
に っ き

』。 
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【次男誕生・父没か】 

★次男多吉郎
た き ち ろ う

誕生か（年代不明。翌享和 2 年（1802）頃、本郷
ほ ん ご う

竹町
たけちょう

（現東京都文京区本郷
ほ ん ご う

2・3 丁目付近）の商人勘
か ん

助
す け

の養子となったか。さらに御家人加瀬
か せ

氏の養子となり、名を崎
き

十郎
じゅうろう

と改めた。娘は白井
し ら い

多知女
た ち じ ょ

、孫は白井
し ら い

孝
た か

義
よ し

）。 

※「北斎の裔―幕臣白井家の系譜と、その遺品」（2019 年。内藤正人『浮世絵芸術』177

巻所収）の注 3 によると「加瀬家が幕府に提出した由緒書の記載によれば、文久元年

（1861）5 月 15 日病死とされるが、今回閲覧が許された白井家過去帖には、その前年万延

元年（1860）5 月 9 日に 51 歳で没し、青山千駄ヶ谷の慈光寺に葬られたとある。後者に従

えば、北斎息子の崎十郎は文化 7 年（1810）生まれとなる」と記されている。文化 7 年の

生まれとすると既に妹の栄（本稿では 12歳）も生まれていると考えられるので、白井家過

去帖の記載は疑問視される。 

★9月 27日、北斎の血縁（あるいは父か。宝暦 10年：【北斎の父母・兄妹】条参照）と思

われる川村市
か わ む ら い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

（石工・仏師。号佛清
ぶ っ せ い

）の墓碑が、誓
せ い

教寺
き ょ う じ

（浅草八軒町
はちけんちょう

。現東京都

台東区
た い と う く

元
も と

浅草
あ さ く さ

4-6-9。北斎の埋葬寺）に建つ。墓碑の表には「元祖佛清」と彫られ、裏面

には「享和元年辛酉
かのととり

九月二十七日」とある。同寺過去帳には「忍精信士 九月二十七日 

佛師屋清七
ぶ っ し や せ い し ち

」とあるという（『年譜』、及び『北斎の研究』ｐ164〈福本和夫 昭和 19 年

7 月 北光書房の記事を『日本浮世絵博物館所蔵 北斎』平成 5 年 12 月〈読売新聞社〉に

より転載紹介。ｐ161～162) 

 なお、北斎の末裔については、内藤正人「北斎の裔―幕臣白井家の系譜と、その遺品」

（ｗeb）に詳しい。末裔については本稿末尾に整理記述する。 

★この頃、上野
う え の

の山
や ま

下
し た

辺（現在の JR上野駅を含む駅前一帯辺り）に住む。 

※黄表紙『児童文殊稚
ち ご も ん じ ゅ お さ な

教
きょう

訓
く ん

』に「ふうがでもなくしやれでもなくせうことなしのやました

へんにしやくやずまい」（後述参照）とある。 

※洒落本『仇
あ だ

手本
て ほ ん

』〈小金
こ が ね

厚
あ つ

丸
ま る

作〉前編第一回〈白拍子
げ い こ

〉図の左下にも「風雅でもなく洒

落でもなくせうことなしの山の手に 画狂人北斎筆」とあり。山の手は、山下を指すか。 

【白猿との交流】 

★五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

、引退し白
は く

猿
え ん

と名乗り秋葉
あ き ば

神社
じ ん じ ゃ

（現東京都墨田区向島
むこうじま

4-9-13）辺りに

あった向島
むこうじま

庵崎
い お ざ き

に隠居。北斎この頃より白
は く

猿
え ん

の依頼で摺物や狂歌本の挿絵を描き交流する。 

※随筆『古今
こ こ ん

雑談
ぞ う だ ん

思出
お も い で

草紙
そ う し

』（「戯場
ぎ じ ょ う

役者
や く し ゃ

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

家
か

伝
で ん

の事
こ と

」の項）には以下のように

記される（栗原東随舍
く り は ら と う ず い し ゃ

著。天保十一年序。『日本随筆大成 第三期』所収 吉川弘文館）。 

「（略）享和
き ょ う わ

元年酉
と り

年七月、或人
あ る ひ と

、三囲
み め ぐ り

閑居
か ん き ょ

（筆者注：先
さ き

の五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

白
は く

猿
え ん

の隠居

を指す）の心をたはれ歌
う た

（狂歌）に読
よ む

とて、三囲
み め ぐ り

の絵、浮世絵師北斎が書
か き

しに讃
さ ん

を望みぬ

れば 七年以前に世の勤
つ と

めを捨て、廣
マ マ

さきに遁
の が

れたる草
く さ

の庵
いおり

に、或
あ る

日
ひ

、何某
な に が し

の君
き み

の音信
お ん し ん

給

ひて、此
こ の

絹
け ん

、汝
な ん

じが隠遁
い ん と ん

の心を狂歌によめとの仰
お お

せに、頓
と み

に書付
か き つ け

て 奉
たてまつ

るのみ 芝居事
し ば い ご と

遁
の が

れても又かしましや（筆者注：芝居をやめても忙しいことよ）松
ま つ

が琴
こ と

ひく竹
た け

の笛
ふ え

 行年
ぎょうねん

六

十一歳 反故菴
ほ ご あ ん

注白
は く

猿
え ん

越書鼻」 

注）反故
ほ ご

菴
あ ん

：本所
ほ ん じ ょ

牛島
う し じ ま

（三囲
み め ぐ り

）の団十郎
だんじゅうろう

の隠居所。隠居後は成田屋
な り た や

七
し ち

左
ざ

衛門
え も ん

と称した。 

※この年、引退した白猿（市川団十郎）に、北斎が「三囲」の絵を描き、白猿の隠居の心

を読んだ狂歌の賛を請うたというのである。 
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●黄表紙『児童文殊稚
ち ご も ん じ ゅ お さ な

教訓
きょうくん

』（1 月。自画作。荘子
そ う じ

「胡蝶
こ ち ょ う

の夢
ゆ め

」に題材。三冊。画作

時太郎可候
と き た ろ う か こ う

注。上巻の絵題箋
え だ い せ ん

には「辛酉
かのととり

北斎画」とあり、最終丁に「画作時太郎可候注 1」

とある。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版 大英博物館/東洋文庫：岩崎文庫注

2蔵） 

注 1）時太郎可候：「可候」の前に「時太郎」を付した号

は、黄表紙『化物和本草
ばけものやまとほんぞう

』（寛政 10 年：1798）、黄表紙

『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（寛政 12 年：

1800）、黄表紙『両面
ふたおもて

出世
しゅっせの

姿鑑
す が た み

』

(享和 4 年：1804)、黄表紙『年男笑
としおとこわらい

種
ぐ さ

』（文化元年：1804）、咄本『は

なし亀
か め

』(文化元年：1804)などにも

用いられている。 

注 2）岩崎文庫：東洋文庫は岩崎文

庫とモリソン文庫から構成されてお

り、東洋文庫岩崎コレクションとい

う呼称は用いていない。           『児童文殊稚教訓』「へたさくしや可候」の図 

※本文中に「へたさくしや可候」と書いた紙を貼った障子の敷居に肘をかけて、頭巾を被

って俯
うつむ

く自画像と次の文を載せる。「可候」を「そろべく」と称している。 

「ふうが（風雅）でもなくしゃれ（洒落）でもなく、せうことなしのやました（山下）へ

んにしゃくやずまひ（借家住まひ）のせけん（世間）しらず、ミずから（自ら）そろべく

（可候）となのり（名乗り）、なにひとつとりえ（取柄）のなきぼうづ（坊主）ありて、

ふとそうしのげさく（草紙の戯作）をつづり（綴り）しが、もとよりいろはのいのじはみ

しりごし（見知り越し）なれど、ちりぬるちあく（智悪
ち あ く

）もなくならむ、うゐのらち（埒
ら ち

）

のあかぬうまれ（生まれ）つきないふんべつ（分別
ぶ ん べ つ

）のそこゝをかきぬゐて（書き抜い

て）、やうやく（漸
ようや

く）にこしら（拵
あつら

）へかけがつくりと、きくたびれ（気
き

草臥
く た び れ

）してお

もはず（思はず）とろとろやらかすおりふし（折節
お り ふ し

）以下（略）ごろうじまし、ねたかお

つきの（寝た顔つきの）やぼな（野暮な）ことを へたさくしや可候」 

（ルビ・句点・解釈は筆者による） 

●狂歌本『女三十六歌僊絵尽
おんなさ んじゅ うろっ かせん えつく し

』（春。角書
つ の が き

「新版
マ マ

錦
にしき

摺
ず り

」。「寛政九丁巳
き の と み

仲冬
ちゅうとう

」とあるが、

刊行は本年と見られている。着色折本一帖。花形
は な が た

義
ぎ

融
ゆ う

編。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。24.7×37.4 大

英博物館/国立国会図書館/ｷｵﾂｿｰﾈ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館蔵） 

※女流歌人三十六人は鳥文
ちょうぶん

斎
さ い

栄之
え い し

が描き、女流三十六歌仙の和歌を書道教師の花形
は な が た

義
ぎ

融
ゆ う

の

門下生の少女三十六人に書かせて一冊に仕上げた書画帖。北斎は見返しに〈公
く

卿
ぎょう

と下部
し も べ

〉

一図を描く。 

☆〈公
く

卿
ぎょう

と下部
し も べ

〉（画狂人北斎図。各 25.1×18.7の二枚続き）     

※三人の公卿たちが板橋を渡り、四人の下部
し も べ

が

後に付いている。一人は鋏箱
はさみばこ

を担ぎ、一人は赤

子を背負っている。それを三人の子どもが指差

して見ている。     公卿と下部（大英博物館） 

●狂歌絵本『麓
ふもと

の石
い し

』（角書
つ の が き

「浅間山
あ さ ま や ま

」。

『布毛等濃
ふ も と の

夷
い

詞
し

』とも。一冊。曲
ま が

木
き

正墨
ま さ ず み

・尚
しょう

左堂
さ ど う

（窪
く ぼ

）俊
しゅん

満
ま ん

・北斎宗理画。芝
し ば

の屋
や

山陽
さ ん よ う

編。

和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

版 フリーア美術館蔵） 
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※ARC古典席ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽでは菱川宗理となっている。 

●黄表紙『下界驪鼻落
げ か い た わ け は な お ち

天狗
て ん ぐ

』（三冊。『親譲
おやゆずり

鼻
はなの

高名
こうみょう

』〈天明 5 年：1785〉の改題再摺。春

朗改群馬亭画注 1。可笑
か し ょ う

門人
も ん じ ん

雀声
じゃくせい

注 2作。山口屋
や ま ぐ ち や

忠
ちゅう

右
え

衛門
も ん

版） 

注 1）春朗改群馬亭：『親譲
おやゆずり

鼻
はなの

高名
こうみょう

』の落款をそのまま使用したもの。 

注 2）「雀声
じゃくせい

」は北斎の戯作名かどうか諸説あり。 

●洒落本『仇
あ だ

手本
て ほ ん

』（前編角書
つ の が き

「仕
し

懸
か け

幕
ま く

莫
な し

」。後編角書
つ の が き

「通
つ う

神蔵
じ ん く ら

」（享和 2 年刊）。一冊。

小金
こ が ね

厚
あ つ

丸
ま る

作。画狂人北斎筆。早稲田大学図書館蔵）。 

※『洒落
し ゃ れ

本大成
ぼ ん た い せ い

』二十二巻解題では「本書は、刊記・奥付を欠き、序の年季もなく、刊年

を決定することが困難であるが（略）、北斎が画狂人を号したのは寛政十二年から文化五

年の間であり、北斎号は寛政九年から文政二年までである。小金厚丸の洒落本が寛政末年

から享和初年に集中していることとあわせて、ここでは従来の説にしたがって、いちおう

享和元年刊としておく」としている。 

 『年譜』では「棚橋正博氏は、本書の版元を藤
ふ じ

白屋
し ろ や

太
た

兵衛
へ え

と推定される」とし、『日本

書誌学大系 48（3）黄表紙総覧 後編』棚橋正博（青裳堂書店 平成元年）を資料として

いる。 

※「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」を題材にしたもの。前編は初段～六段ま

でを扱う（各段は回と表記）。後編（享和 2 年：1802

刊）は七段から十一段までの内容を扱う。 

※北斎は以下の挿絵を描く。  

前編 第一回〈白
げ

拍子
い こ

・香
か

保
ほ

世
よ

〉（この挿絵に「画狂

人北斎」の落款あり）。第二回〈若狭屋助七
わ か さ や た す け し ち

〉第三回

〈遠州屋半
え ん し ゅ う や は ん

兵衛
べ え

〉。第四回〈大星屋由良之
お お ぼ し や ゆ ら の

助
す け

〉。第五

回〈舟
ふ な

宿
や ど

・早野屋
は や の や

勘
か ん

平
ぺ い

〉。第六回〈侠
じ

通左佗
ま わ り さ だ

〉。 

後編 第七回〈香留
か る

川
が わ

〉（この挿絵に「画狂人北斎」

の落款あり）。                後編「通神蔵」第七回香留川（早稲田大学図書館） 

第八回〈女中
な か い

・於奈勢
お な せ

〉 

第九回〈魚作
りょうりばん

・多古川
た こ が わ

〉。第十回〈妓子屋
げ い し ゃ や

・儀
ぎ

平
へ い

〉。第十一回〈高野屋
た か の や

・直
な お

右
え

衛門
も ん

〉。 

●錦絵『（摺物風
す り も の ふ う

）江戸
え ど

名所
め い し ょ

絵
え

』（〈亀
か め

井戸
い ど

開帳
かいちょう

〉の画があり、亀戸天満宮開帳
か め い ど て ん ま ん ぐ う か い ち ょ う

が享和元

年という考証があるので、享和元年頃の作と考えられる。従来は享和年間と幅があった。

横大判錦絵揃物。無款。版元不明） 

※13図以上存在すると考えられている。従来、各画は独立して扱われていた。 

☆〈上埜
う え の

〉（○印画狂人。24.6×38.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルギー王立美術歴

史博物館/すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※不忍
しのばずの

池
い け

を南岸からとらえた図。蓮
は す

の広がる池の端
は た

を木綿
も め ん

売り注の行商の若い男が扇を手

にして一家の前を通り過ぎ、それを振り返る娘と傘を持つ母親。さらにそれを見る笠を被

った小奴
こ や っ こ

の図。 

注）高荷
た か に

木綿
も め ん

売
う

りと思われるが、寛政末年には見られなくなったという。「モウメンヤ、

モウメン」の売り声で、化
か

政
せ い

期には一反
い っ た ん

五匁～12匁、銭では 400文～1000文(約 10,000円

～25,000 円で売っていたらしい(『浮世絵八華５北斎』)。高荷
た か に

木綿
も め ん

売
う

りは、一反
い っ た ん

の木綿を

高く積み重ねて背
せ

籠
か ご

を背負い売り歩いた。 

☆〈王子
お う じ

〉（印ほくさゐ。26.7×39.0 シカゴ美術館/ベルギー王立美術工芸博物館/島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 
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※杉の木の下で藁束
わ ら た ば

に挿した名物の暫
しばらく

狐
ぎつね

注を売る女と、子を背負った婦人ともう一人の女。

その前には魚獲りの網と笊
ざ る

を持つ子どもと、水を入れた桶
お け

を持つ子どもが描かれる。 

注）暫
しばらく

狐
ぎつね

：王子
お う じ

稲荷
い な り

の土産物で、紙で狐の顔を象
かたど

ったものを細い棒に付けた縁起物。 

☆〈両国
りょうごく

夕涼
ゆうすずみ

〉（印画狂人。25.5×38.4 島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※河口に突き出した板の上で遊ぶ二人の子ど

も。その側で年増と若い女と娘が団扇を持っ

て、稲妻（花火の軌跡とする説あり）を指差し

ている。側の年増は団扇を下げ持って、右手を

口元に宛てている。図左に両国橋。対岸に材木

が林立しているのは竪
た て

川
か わ

辺りか。              
両国夕涼み（島根県立美術館） 

☆〈今
い ま

戸川
ど が わ

〉（24.9×35.9 島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/メトロポリタン美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※今戸
い ま ど

は、現東京都台東区
た い と う く

の山谷掘
さ ん や ぼ り

の今戸
い ま ど

橋
ば し

から法源寺
ほ う げ ん じ

辺までの隅田川沿いの地。瓦や

今戸
い ま ど

焼
や

きと呼ばれる土器の人形を造る職人が多くいた。図は二人の職人が瓦や獅子を乾か

している様子を描く。○大と焼かれた瓦も干されている。背景に隅田川に浮かぶ舟。 

☆〈亀
か め

井戸
い ど

開帳
かいちょう

〉（○印画狂人。24.9×35.9 ベルギー王立美術歴史博物館/すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵） 

※亀
か い

戸
ど

天神
て ん じ ん

開帳を示す赤い提灯
ちょうちん

が掲げられてい

る池のほとりを、見物の主従が通りすぎてい

る。揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）をかぶる武家の母娘たち

の後から付き従う者のうち、こちらを向いてい

る下女がいる。池の上の藤棚から藤が咲き垂れ

ている。 

※斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

の『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』に享和元年条に「三

月十八日より十五日の間、浅草寺観音開帳○亀
かめい

戸
ど

天満宮
て ん ま ん ぐ う

開帳○目黒不動尊開帳」とある。 
          亀井戸開帳（すみだ北斎美術館） 

☆〈江之島
え の し ま

〉（25.5×37.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/シカゴ美術館蔵） 

※前方に江ノ島を見る海岸を、手綱
た づ な

を牽
ひ

く牛飼いと牛に乗った女旅人と天秤の荷物を運ぶ

供の男たち。その側を笠を被った女旅人が二人並んで歩いている。 

☆〈すみたかハ 渡
わたし

の雪
ゆ き

〉（仮題。印北印斎。24.0×36.6 すみだ北斎美術館/日本浮世

絵博物館蔵） 

※三囲
み め ぐ り

稲荷
い な り

下の竹屋
た け や

の渡しといわれる桟橋に立つ二人の女。一人は大きな蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

を開き、

もう一人の女と傘に入っている。側に立っている供の男も大きな傘を開いて立っている。

川には船が二艘浮かび、遠景に続く土手には雪が積もっている。 

☆「蟻通
ありどおし

神社
じ ん じ ゃ

」（「蟻通
ありとおし

明神
みょうじん

」とも。25.4×38.1 ベルギー王立美術歴史博物館/島根県

立美術館/ミネアポリス美術館・ゲールコレクション蔵） 
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※謡曲「蟻通
ありとおし

」に取材。紀貫之
き の つ ら ゆ き

が和泉
い ず み の

国
く に

蟻通
ありとおし

明神
みょうじん

前を通ったとき、馬が突然倒れたのは

明神
みょうじん

の祟
た た

りと告げられ「かき曇
く も

りあやめもしら

ぬ大空
お お ぞ ら

に ありとほしをば思ふべしやは」と詠
よ

んで神を慰めて無事に通ったという話に取材し

たもの。図は、大きな傘で雨を防いで馬に乗る

貫之
つ ら ゆ き

とその周りの供の者たちが、明神の前を通

過しようとしている。 

※『秘蔵浮世絵大観９ベルギー王立美術館』で

は、この作品も（摺物風）『江戸名所絵』（享

和 1 年）に含まれているが、この絵だけが古典

に取材しているので、あるいは他の揃物かとしている。   蟻通神社（島根県立美術館） 

●摺物「鶏
にわとり

に餌
え さ

をまく神人
し ん じ ん

」（寛政 13 年 1 月。北斎画）「とりの初春」とある。玉樹軒

千枝人の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「笠
か さ

に摘草
つ み く さ

」（正月。「笠
か さ

 蕨
わらび

 土筆
つ く し

」「笠
か さ

に蔬菜
そ さ い

」とも。全紙版着色。画狂人北

斎写。全体 36.0×52.2。画部分 18.0×52.2。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵。画部分のみ

は東京国立博物館蔵） 

※上部に画、下部に狂歌が反転して書かれる。裏返した笠に摘み草が乱雑に置かれ。笠の

外にも土筆
つ く し

などがこぼれ出ている。図中に「辛酉
かのととり

春
は る

」とある。「辛酉
かのととり

」の年は「辛酉
し ん ゆ う

革命

説」と言われる迷信から享和に改元された。 

本図は「画狂人北斎」の落款の初出と言われる。一方、寛政 12年（1800）「扇面 富士

図」に画狂人北斎の落款が記されているが、

作画は寛政 12 年以降とも見なされている。ま

た、本年の洒落本『仇
あ だ

手本
て ほ ん

』前編一回と後編

七回の挿絵に「画狂人北斎」の落款がある。 

●摺物「月
つ き

を見る
み

母子
ぼ し

」（「月夜
つ き よ

の母子
ぼ し

」と

も。横中判着色。画狂人北斎。八人の狂歌

集。東京国立博物館蔵） 

※松の木の側で子どもを抱きあげ月を見る親

子。子どもは月を指差している。側には萩
は ぎ

の

花が咲いている。図の左半分には、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

を含む八人の狂歌が記されている。 
月を見る母子（部分：東京国立博物館） 

●絵暦「床几
し ょ う ぎ

の男女
だ ん じ ょ

」（紙本着色摺物一幅。北斎画。9.2×12.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰ

ﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※床几
し ょ う ぎ

で休む男は煙管を銜
く わ

え、女は立膝で休みながら足元の鶏を見ている。中国語で「鶏」

（ji）と「吉」(ji)の発音が似ていることから、鶏は縁起のよい動物とされる。提灯に描

かれた松（正月）、桜（三月）、柏（五月）、七つ星（七月）、月（八月）、十字型のか

すり（十月）、雪（十二月）などで大の月を表している。 

●摺物「十干
じ っ か ん

の内
う ち

」（紙本着色一幅。小判。画狂人北斎（「画」字なし）。すみだ北斎美

術館蔵） 

☆〈小松引
こ ま つ ひ

き〉（14.5×19.2 すみだ北斎美術館蔵）小松引
こ ま つ ひ

き注をする女の後ろから抱き

ついて一緒に引く子ども。その側の松の木に抱きつきながらその様子を見ている二人の女。 

注）小松引
こ ま つ ひ

き：平安時代、正月最初の子
ね

の日に野山に出かけ、小松を引いて長寿を願った。 

☆〈千金
せ ん き ん

の春
は る

〉（14.0×18.7）千両箱の重なる部屋で、男女の前に千両箱を差し上げる裃

の男。 
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●絵暦「年中
ねんじゅう

行司
ぎ ょ う じ

 木娘小之
き む す め し ょ う の

月
つ き

」「年中
ねんじゅう

行司
ぎ ょ う じ

 北之方
き た の か た

大関
お お ぜ き

」「年中
ねんじゅう

行司
ぎ ょ う じ

 辰巳
た つ み

ノ方
か た

大関
お お ぜ き

」

(1 月。小判錦絵三枚続き)があるという（『日本版画美術全集 第五巻』楢崎宗重）

〈『年譜』による〉。 

●摺物「黒塀
く ろ べ い

」（「子供
こ ど も

に乳
ち ち

を飲
の

ませる母図
は は ず

」とも。春。無款。細判） 

※母親の帯に「酉
と り

春
は る

」（享和元年）とある。

泉楼
せ ん ろ う

のと女
じ ょ

と近江楼三義の狂歌が記される。子

を抱いて乳を飲ましながら黒塀の前に立つ若い 

母親。原画が着色かは未見。 

 右図「子を連れて梅見ル空の～」の句のある

絵は、俵屋宗理・ハーバード大学蔵とされるが、

句は後から書き加えたものか。享和元年は宗理

号を譲った後なので宗二の作との見方もある。 
黒塀（立命館大学 ARC より） 

●摺物「牡丹図
ぼ た ん ず

」（11月頃。画狂人北斎画） 

※市紅
し こ う

（四代目市川団蔵
い ち か わ だ ん ぞ う

の俳名。1745～1808）

の大坂・河原崎
か わ ら ざ き

座顔見世興行（10 月予定）をや

むを得ない事情で延期することを告げた摺物。

「枡
ま す

からの顔見せにけり紅
べ に

牡丹
ぼ た ん

 市紅
し こ う

」の句が記される。団蔵
だ ん ぞ う

は主に上方
か み が た

で出演したが、

寛政 10年（1798）から享和 2年（1802）までは江戸で出演、その後は上方を中心に活躍し

た。「枡
ま す

」は市川家の三升
み ま す

紋
も ん

を指す。 

 

享和
き ょ う わ

2(1802) 壬
みずのえ

戌
い ぬ

 43 歳 画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、 北
ほくさい

斉
マ マ

辰
と き

政
ま さ

、北斎
ほ く さ い

、□印北斎
ほ く さ い

、辰
と き

政
ま さ

：こと（32

歳）、（富之
と み の

助
す け

：16 歳）、 阿
お

美
み

与
よ

（14 歳）、阿
お

鉄
て つ

（12 歳）、阿
お

栄
え い

（5 歳）、多吉郎
た き ち ろ う

（2

歳 養子に出る） 

◇1月 1日、江戸大火。 

◇2月 26日（西洋暦）、ビクトル・ユゴー生（～1885）。 

◇5月 9日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、江戸を出発、山東京伝
さんとうきょうでん

の紹介を持って京都・摂津を遊歴。 

◇6月 27日、四代目松本幸四郎
ま つ も と こ う し ろ う

没（66）。 

◇7月 24日、アレクサンドル・デュマ生（～1870）。 

◇7月 18日、唐衣橘洲
からころもきっしゅう

没（60）。 

◇相撲興行（2月、神田明神、11月、本所回向院）。 

◇オランダ商館江戸参府。 

◇富士講
ふ じ こ う

禁止令（禁止令は寛保 2 年〈1742〉、安永 4 年〈1775〉、寛政 7 年〈1795〉、享

和 2 年〈1802〉、文化 11 年〈1814〉、天保 13 年〈1842〉、嘉永 2 年〈1849〉と何度も出

されている）。 

◇江戸山谷
さ ん や

に料理店八百
や お

善
ぜ ん

が開店（現神奈川県鎌倉市十二所
じ ゅ う に そ

33-2）。 

○春、十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

、『東海
と う か い

道中
どうちゅう

膝栗毛
ひ ざ く り げ

』（初編。文政 5 年〈1822〉までシリーズ化）。妻

「民
た み

」を迎える。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

』に追考を加筆。 

 

★式亭三馬『
「

又焼直鉢冠姫 稗史億説
またやきなおすはちかづきひめ  くさぞうしこじつけ

年代記
ね ん だ い き

』下巻（西宮
に し み や

新
し ん

六
ろ く

版）に「北斎独流
どくりゅう

の一派を

たつる」と記される。 

https://data.ukiyo-e.org/harvard/images/HUAM-INV018153.jpg
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※同書で当時の浮世

絵 界 を 図 示

（倭画功名
や ま と え し の な

尽
づくし

）して

いる。北斎は図中央

上部に「北斎辰政」

として、独立して記

される。 
 

浮世絵界図（『又焼直鉢冠姫 稗史億説年代記』所収」 

★この頃、次男多
た

吉
き ち

郎
ろ う

、本郷
ほ ん ご う

竹町
た け ま ち

の商人勘
か ん

助
す け

の養子となる。後に御家人
ご け に ん

加瀬
か せ

氏の嗣子
し し

となり、名を崎
き

十郎
じゅうろう

と改め跡目を継ぐ。俳号：椿岳庵
しゅんがくあん

木峨
き が

。 

★この頃よりオランダ人に素描を売っていたといわれる。 

 

●洒落本『仇
あ だ

手本
て ほ ん

 通
つ う

神戯
し ん ぎ

』後編（七段目～十一段目）。あるいは享和元年に同時刊行か。

各一冊。小金
こ が ね

あつ丸
ま る

作。画狂人北斎筆。大阪大学/国立国会図書館：前後合冊判蔵）⇒享

和元年（1801）『仇
あ だ

手本仕懸莫幕
て ほ ん し か け ま く な し

』初編条参照。 

※藤
ふ じ

白屋
し ろ や

太
た

兵衛
へ え

版か（『日本書誌学大系 48(3)黄表紙総覧 後編』棚橋正博〈『年譜』出

典文献〉で紹介） 

●狂詩本『潮来
い た こ

絶句集
ぜ っ く し ゅ う

』(正月か。文化元年：1804 説あり。中本彩色二冊 33 丁。合本一冊。

全 16 詩 16 図。北斎唯一の全て見開きの美人画集である。後、一冊に合本され、後半に

曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の『潮来曲後集
い た こ き ょ く ご し ゅ う

』（著作堂馬琴
ち ょ さ く ど う ば き ん

述）が収められた。富士
ふ じ

唐
か ら

麿
ま ろ

（藤堂
と う ど う

良
よ し

道
み ち

）・柳亭
りゅうてい

陳人
ち ん じ ん

による五言絶句編。画工の署名なし。但し『世界を魅了した鬼才絵師葛飾北斎』（河

出書房新社 2016 年）では「葛飾北斎画」としている（P60）。二代蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。19.4

×13.7 北斎館/早稲田大学図書館/仏・ベレス・コレクション/島根県立美術館：永田ｺﾚｸ

ｼｮﾝ/東京文化財研究所/日本浮世絵博物館蔵) 

※潮来
い た こ

節
ぶ し

注に合わせた狂歌と、それを五言
ご ご ん

絶句
ぜ っ く

の漢詩にし、北斎が美人画(潮来
い た こ

の遊女)を

描いたもの。わらい絵に似て彩色摺のため出版取締令により版木は壊して絶版となり、残

本は焼き捨てられた。現在ではの稀覯書
き こ う し ょ

の一つという（『浮世絵八華５北斎』所収、永田

生慈「北斎の生涯」） 

※文化 13 年(1816)『老婆
ろ う ば

心話
し ん わ

』藤堂良道
と う ど う よ し み ち

著（富士唐麿・如
じ ょ

蘭亭
ら ん て い

主人）に次の記事がある

（石川巌「『潮来絶句集』の絶版と其作者」〈「浮世絵」33 号〈大正 7 年 2 月刊〉に所収

の藤堂良道の記事を『年譜』資料 10で紹介）。 

「此
こ の

潮来歌
い た こ う た

の詩を作りしは余が至って若かりし時のことなり、此
こ れ

をもてすれば早
は や

廿五六年

の昔し
マ マ

なるべし。或時
あ る と き

新吉原
し ん よ し わ ら

仲
な か

の町
ちょう

難波屋
な に わ や

とかいへる茶屋に於いて、歌妓
か ぎ

共多く集め遊べ

り。其
そ の

冠
か ん

たる妓
ぎ

には重妓
じ ゅ う ぎ

遊妓
ゆ う ぎ

など頗
すこぶ

るみめもよきあり、潮来歌
い た こ う た

を代
か わ

る代
か わ

る唄ふ。其
そ の

時
と き

東堤
と う て い

割注：谷文晁
たにぶんちょう

の弟安五郎
やすごろう

と云、東江
とうこう

門人にて書を善
よ

くす 席にありて申さく、今歌妓
か ぎ

の唄ふ潮来
い た こ

節
ぶ し

てふ

ものを、君、詩に作り給へ、やつかれ筆を執るべし、余も興に入て作り出
い だ

しぬ、（略）其
そ の

頃
こ ろ

、書肆
し ょ し

蔦屋
つ た や

重三郎
やじゅうざぶろう

早くも聞
き き

て、北斎といへる画工に美人の姿を其歌
そ の う た

に寄せて描
えがか

せ、其
そ

の

新板
し ん ぱ ん

に売出し、数千（割注：千は百の誤か）部の本を估
あきな

りひろごりて、利益を多く取りし由
よ し

、

然
し か

れども其
そ の

頃
こ ろ

は彩
さ い

色摺
しょくずり

、笑ひ画
え

に似よれるものは禁じられぬる。かく美しき彩色なせる本

は如何
い か ん

と御咎
と が

め割注：蔦屋の番頭忠兵衛召し出され、誰か此
こ の

作を成せるとの御答に、私こと作り

申 候
もうしそうろう

と申上たれば、役人申さるゝには、その方は本屋の番頭ほどあり、かくまで詩を作
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りしそ
ぞ

と被申
も う さ れ

けると也。余が作と言はぬ故に夫
そ れ

なりにして、忠
ちゅう

兵衛
べ え

手かねにて事済みたれ

ば、余が名包みかくれしなり。夫
そ れ

より断然として戯作を止
や み

ぬるなり。（略）文化十三年九

月十日夜半灯火に誌す 如蘭亭主人」 

 これによれば、漢詩は藤堂
と う ど う

良
よ し

道
み ち

（如蘭亭）が作ったが、華美な本のため御咎
お と が

めがあり、

蔦屋
つ た や

の番頭忠
ちゅう

兵衛
べ え

が呼び出されたが、詩は自分が作ったとし、藤堂良道の名は出さなかっ

たというのである。 

注）潮来
い た こ

節
ぶ し

：常陸
ひ た ち の

国
く に

潮来
い た こ

村（現茨城県潮来市
い た こ し

）で歌われたものが、遊里
ゆ う り

でも唄われるよう

になり、全国に流行した。 

※見開き一図で左右のページに潮来節が七・七・七・五音（都々逸
ど ど い つ

の旋律に同じ）で以下

のように図とともに記される。 
 

☆右図「ぬしハわしゆえわしやぬしゆゑに 人にうらみハ

ないわいな」 

☆左図「そらとぶとりがものいふならば たよりきゝたや

きかせたや」 

☆右図「あふたゆめみてわろふてさめる あたりみまは

しなみだぐむ」 

☆左図「しばしあはねばすがたもかほも かわるものか

よこゝろまで」 

☆右図「ゆふしごげんでうれしいけれど なまじあした

のものおもひ」 

☆左図「ぬしのこぬよははやねてゆめに おふておもひ

をはらしたや」 

☆右図「なんぼおまへがうわきじゃとても しんにほれ

たがしれぬかへ」 

☆左図「くるか〱
くるか

とゆふつげどりの とぶをながめてし

あんがほ」 

●狂歌絵本『春
は る

の戯
ざ れ

歌
う た

』（享和元年とも。1 月。私家版。一冊。北斎は「福寿草
ふ く じ ゅ そ う

に扇
おうぎ

」一

図のみを描く。画狂人北斎画。便々館
べ ん べ ん か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
ふ

編。琵琶連
び わ れ ん

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※他に、武川亭
ぶ せ ん て い

永艃
え い り

（鳥
ちょう

橋
きょう

斎
さ い

永
え い

理
り

）や北
ほ っ

渓
け い

（表紙画）が描く。 

☆〈福寿草
ふ く じ ゅ そ う

に扇
おうぎ

〉横長見開き 2 丁の画。染付の花器に植えられた黄色の福寿草
ふ く じ ゅ そ う

と扇の図。

『肉筆画帖』（天保 5年頃：1823）にも同題の絵を描いている。 
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●狂歌絵本『画本
え ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

（内題：忠臣蔵
ちゅうしんぐら

役割
や く わ り

狂歌
き ょ う か

）』(1 月。二冊。桜川
さくらがわ

慈悲
じ ひ

成
な り

作。北斉
マ マ

辰

政画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。島根県立美術館蔵) 

※フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝに多色摺で、図帖最後に「画狂人北斎画」とある同

題の絵本がある（20.8×15.5「フリーフリーア美術館ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ日本絵本ｺﾚ

ｸｼｮﾝ目録稿」による）。狂歌が巻末に収められている。 

※本書下冊の最終挿絵中に「画狂人北斎戯画 印」とあり、また、慈悲
じ ひ

成
な り

の序文には「画

狂人北斎」とある。本書は文政 7年(1824)の墨摺本もあるという（『年譜』による）。 

☆〈松
ま つ

切
き

り〉（仮題）「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」二段目。桃の井若狭之
わ か さ の

助
す け

が師直
も ろ の う

に対する殺意を

家老の加古川
か こ が わ

本
ほ ん

蔵
ぞ う

に明かす。主人の意を汲み本蔵
ほ ん ぞ う

は松の枝を切り落として賛同の意を示す

場面。「松切りの場面」。隣の部屋で様子を窺う本蔵
ほ ん ぞ う

の娘こなみ。 

☆〈母娘
ははむすめの

道行
み ち ゆ き

〉「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」八段目（道行
み ち ゆ き

旅路
た び じ

の嫁入
よ め い り

）の場面を描く。山科
や ま し な

に住む

大
お お

星
ぼ し

力
り き

弥
や

に嫁入りするため、加古川
か こ が わ

本蔵
ほ ん ぞ う

の女房戸
と

無瀬
な せ

が娘小浪
こ な み

をともなっての道行場面。

角隠
つのかくし

を被った母親と振袖姿の娘が手を繋
つ な

いで歩いている。この画趣は、寛政 10 年頃の

『新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（横間判
あ い ば ん

。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版）や文化 3 年（1806）の『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』

（横大判。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版）でも描いている。 

●絵本『北斎
ほ く さ い

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（『画本
え ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』の狂歌部分を削除し絵だけを抜き出して再編集し

たもの。半紙本一冊。画狂人北斎戯画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書館蔵） 

【全図を描いた唯一の帖装狂歌絵本】 

●狂歌絵本『美
み

やこ登
ど

里
り

』（『美
み

やこどり』『都
みやこ

鳥
ど り

』とも。着色半紙本折本一帖。全23図。

見開きの図。朱
あ け

楽管
ら か ん

江
こ う

の流れをくむ春江亭
しゅんこうてい

梅
う め

麿
ま ろ

らの狂歌師による撰。画狂人北斎。彫刻：

安藤
あ ん ど う

鍋
な べ

次郎
じ ろ う

。各平均見開き 24.0×37.0 丸屋甚
ま る や じ ん

八
ぱ ち

版。全 23図の完本は、島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝとシカゴ美術館。他は、オランダ：ライデン国立民族学博物館/ベレス・コレ

クション蔵） 

※奥付に「享和二壬戌歳正月」「画工画狂人北斎」とある。 

※『伊勢
い せ

物語
ものがたり

』の第九段「東下
あずまくだ

り」で詠まれた和歌「名
な

にし追
お

はばいざ言
こ と

問
と

はむ都
みやこ

鳥
ど り

 わ

が思
お も

ふ人
ひ と

はありやなしやと」に因
ち な

んで、隅田川を挟んで、浅草
あ さ く さ

・本所
ほ ん じ ょ

界隈の風俗を題材に

する。 

全 23図全てを北斎が描いたのは帖装
じょうそう

の狂歌絵本として唯一のもの。『絵本
え ほ ん

 隅
す み

田川
た か わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』とともに狂歌絵本の佳作とされる。全体に黄味がかった地の色に淡く彩色されてい

る。 

画題は記載された狂歌の意味からのもの。 

☆〈洲崎
す さ き

〉「洲崎
す さ き

弁財天
べ ん ざ い て ん

」の道標のある場所から、水平線に朝日が昇るのを眺める婦人や

男達。洲崎弁天は品川と深川にあるが、深川洲崎の図であろう。「すさき」と読む。初日

の出には前夜から人が出て、境内には飲食の屋台が出て賑わったという。 

☆〈佃
つくだ

島
じ ま

〉碇
いかり

の置かれた浜辺で笊
ざ る

を持った婦人たちと子どもが、漁船の底に付いた貝類を

火であぶって取ろうとしている漁師を見ている。 

☆〈梅
う め

屋鋪
や し き

〉亀戸
か め い ど

の梅
う め

屋敷
や し き

の茶店で休む男と女。梅を見に来た旅姿の武士が二人。一人は

頭に手をやり梅に感心している。 

☆〈螺堂
さざいどう

〉曹洞宗
そうとうしゅう

の羅漢寺
ら か ん じ

（現東京都江東区大島
お お じ ま

3-1-8）の螺旋
ら せ ん

階段
か い だ ん

の三階の螺堂
さざいどう

からは

富士山が眺められる名所であった。図は、堂の見晴らし台から富士山を眺める男女や、疲

れて座り込む僧が描かれる。富士山は描かれない。明治 42年に目黒
め ぐ ろ

に五百
ご ひ ゃ く

羅漢寺
ら か ん じ

（現東京

都目黒区
め ぐ ろ く

下目
し も め

黒
ぐ ろ

3-20-11）として移転した。 
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☆〈三囲
み め ぐ り

〉三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

（現東京都墨田区向島
むこうじま

2-5-

17）の土手の下に見える石の鳥居の屋根の側で

くつろぐ男女や子ども。空
か ら

になった酒の角
つ の

樽
だ る

を

かつぐ侍と、扇子を口に当ててなにかを唄う

侍。その後ろから荷物を背負った小僧がついて

行く。         三囲（島根県立美術館） 

☆〈首尾
し ゅ び

の松〉蔵前
く ら ま え

の隅
す み

田川
だ が わ

のほとり（現東京

都台東区蔵前
く ら ま え

1-3 辺）にあった松で、枝が川面

にかかるように垂れていた。吉原通いの舟の目

印となったという。寛永年間（1624～43）、隅田川が氾濫したときに、に、謹慎中の阿部
あ べ

豊後
ぶ ん ご

守
か み

忠
た だ

秋
あ き

が、三代将軍家光
い え み つ

の見ている前で進み出て人馬もろとも川に入り、対岸に辿り

ついたので、家光から謹慎を解かれたという伝説から首尾
し ゅ び

の松と呼ばれるようになったと

いう。吉原通いの客がこの松を見て、妓楼で首尾
し ゅ び

よくいくようを祈ったという俗説もある。

現在も七代目の首尾の松が、蔵前
く ら ま え

橋
ば し

の西詰め下流側のたもとに碑とともにある。図は、対

岸の首尾の松を眺めながらそぞろ歩く三人の婦人と供の男が描かれる。 

☆〈両国
りょうごく

〉隅田川の岸辺の縁台でくつろぐ女と、台の上ではしゃぐ子ども。その側に立っ

ている女。何かを唄っている侍二人と、肩に折り箱を重ねて担ぐ男。 

☆〈関屋
せ き や

の里
さ と

〉関屋の鄙
ひ な

びた家の前で馬の足を盥
たらい

で洗う農夫の側で、子どもと一緒に蛍狩

りをする農婦は、鍬
く わ

を手にしている。関屋は、現在の東京都足立区千住
せ ん じ ゅ

仲町
なかちょう

から千住
せ ん じ ゅ

関屋
せ き や

町
ちょう

付近を指す。隅田川に接し桜も美しい場所として知られた。 

☆〈真崎
ま さ き

稲荷
い な り

〉浅草寺
せ ん そ う じ

北の隅田川沿いにあったと思われるが、現在では真先
ま さ き

稲荷
い な り

として、

大正 15 年（1926）に、白
し ら

髭
ひ げ

橋
ば し

西側の石浜
い し は ま

神社（現東京都荒川区南千住
みなみせんじゅ

3-28-58）に移され

ている。図は、茅
ち

の輪
わ

くぐりをする親子を祀る御幣
ご へ い

を手にした折
お り

烏帽子
え ぼ し

の男や、赤子を背

負って参詣しようとする婦人と娘を描く。茅の輪くぐりは 6 月に夏越
な ご し

の祓
はらえ

として、無病息

災を祈願して行われる神事。 

☆〈浅茅ケ原
あ さ じ が は ら

〉秋風に着物の裾を靡かせ、手で押さえながら歩く婦人が二人。その先には

笠を被り鉦
か ね

叩きの男の僧衣も靡いている。浅茅が原の往来の風景。背景には富士山が見え

る。 

浅茅が原は、一般的には荒れ果てて淋しい場所の総称だが、ここでは浅草寺
せ ん そ う じ

北東部の

橋場町
は し ば ち ょ う

辺りと思われる。近くの鏡
かがみ

が池
い け

には、

遊女が悲恋の末に身を投げた池ともいわれ、

姥ケ池
う ば け い け

には、娘を遊女に仕立てた母親が、娘

の相手を殺して金品を奪って生計を立てたこ

とを娘が悲しみ、自ら男装して母親に殺され

たが、そのことを悔やんだ老母はこの池に身

を投げたという伝説もある。いずれにして

も、茅
か や

の広がるもの寂しい場所であったよう

だ。姥ケ池
う ば が い け

は、現東京都台東区花
は な

川戸
か わ ど

2-4（花

川戸公園内）にあった。       
浅茅が原（島根県立美術館） 

☆〈中洲
な か す

三股
み つ ま た

〉中洲
な か す

は、日本橋中洲
な か す

のことで、日本橋南東に位置する。隅田川の清州
き よ す

橋
ば し

の

西詰で、元は川が三方に分れていた地点で三股
み つ ま た

（三
み

つ股
ま た

・三俣
み つ ま た

・三派
み つ ま た

とも）と呼ばれた。
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江戸中期には埋め立てられ中洲
な か す

新地
し ん ち

として遊興客で賑わったが、洪水の影響で寛政元年

(1789)に取り壊され、元の浅瀬に戻った。月の名所としても有名。 

図は、月を鑑賞する屋根
や ね

船
ぶ ね

の客が船端
ふ な ば た

から桶の中の物を川に流して、もう一人が手を伸

ばして紐に付けた箱を川面に下げている。河岸
か わ ぎ し

では夕涼みを楽しみ、そぞろ歩く二人の女

と、酒徳利をぶらさげた供の男がいる。 

☆〈あや瀬村
せ む ら

〉鄙びた綾瀬村
あ や せ

の畑に、手桶から水を撒く農夫。鍬
く わ

を担いで手桶を持つ農婦。

天秤
て ん び ん

の桶を担ぐ農婦と通りかかる旅の男。夕暮れに雁が群れて飛んで行く。綾瀬は、現東

京都足立区綾瀬
あ や せ

一帯及び、隣接して葛飾区にも南葛飾郡
みなみかつしかぐん

綾瀬町
あ や せ ま ち

があった。 

☆〈待乳山
ま ち ち や ま

〉隅田川を眺望する夕暮れの待乳山の茶店で、縁台に腰掛け煙管を銜
く わ

えてくつ

ろぐ旅人に、茶を盆に乗せて運ぶ娘。紅葉が咲く向こうには、川に浮かぶ舟が二艘描かれ

る。待乳山は、待乳山
ま ち ち や ま

聖天
しょうでん

（現東京都台東区浅草
あ さ く さ

7-4-1）の周辺の地を指す。小高い丘で、

風光明美な所として人気があった。 

☆〈駒形堂
こ ま が た ど う

〉駒形堂（現東京都台東区雷門
かみなりもん

2-2-3）は、隅田川の駒形
こ ま が た

橋
ば し

の傍らにある。浅

草寺の本尊である観世音菩薩が推古天皇 36 年（628）にこの地に現れたことで、天慶
てんぎょう

5 年

（942）建てられた堂といわれる。この側の船着き場に着いた参詣人は、まず駒形堂の本

尊を拝んでから浅草寺
せ ん そ う じ

に参拝した。4月 19日に、年一回の大祭が行われる。 

図は、駒形堂の船着き場から渡し舟に乗っている人々を描く。艪
ろ

を操る船頭と舵をとる

船頭の横には、波しぶき除けに大きな蛇
じ ゃ

の目
め

傘
か さ

を開き、その陰にいる女が二人。隣には笠

に手をやり女と顔を見合わせていると思われる男。舳先
へ さ き

には畳んだ傘を肩にして立ちなが

ら進む先を眺めている男などが描かれる。 

☆〈秋葉
あ き ば

〉秋の落葉を熊手
く ま で

で描き集める母子と、繋
つ な

がれて台の上にいる猿に餌をやる神官
し ん か ん

の図。秋葉
あ き ば

は、火
ひ

除
よ

けの神として信仰された秋葉
あ き ば

大権現社
だ い ご ん げ ん し ゃ

（現秋葉
あ き ば

神社
じ ん じ ゃ

：現東京都墨田区

向島
むこうじま

4-9-13）と思われる。紅葉でも有名。 

☆〈梅
う め

若
わ か

〉梅若は、梅若伝説に縁
ゆかり

のある隅田川沿いの木
も く

母
ぼ

寺
じ

辺りを想定した図。京都の

比叡山
ひ え い ざ ん

で修行中の梅若が人買いに騙されて隅田川

の木母寺
も く ぼ じ

(現東京都墨田区堤通
つつみどおり

2-16-1)辺りまで

来て夭折し、この地に葬られたところ、後に梅若

を捜していた母親が、ここで我が子の弔いに遭遇

したという。図は、雪の隅田川沿いの路を笠を被

って鍬
く わ

を天秤棒の先に付けて行く農夫と、笠を被

り合羽を着て、藁に包んだ魚を手にした男の側

に、御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女が傘を閉じて立っている。 
梅若（島根県立美術館） 

☆〈浅草
あ さ く さ

歳
と し

の市
い ち

〉年の市の賑わいを描く。老木に立て掛けるように積まれた祝い酒の樽が

ある高台の下には、「寿」と書いた酒樽を担ぐ男や、正月の縁起物を持つ人々でごった返

している。 

☆〈妙見
みょうけん

の松
ま つ

〉柳嶋
やなぎしま

の妙見山
みょうけんざん

法性寺
ほ っ し ょ う じ

（現東京都墨田区業平
な り ひ ら

5-7-7）は、北辰
ほ く し ん

妙見
みょうけん

大菩薩
だ い ぼ さ つ

に

より北斗七星を祀る開運の寺として信仰された。妙見堂
みょうけんどう

の前には妙見が降臨したと伝えら

れる周囲 2m余りの影
え

向
ごうの

松
ま つ

がある。日蓮宗の寺で、北斎が信仰していたことで知られる。 

図は、根元
ね も と

を丈の低い柵
さ く

で囲まれた太い影向松。その柵には白蛇を描いた絵馬が掛かっ

ている。その脇には鍬
く わ

を抱えてしゃがんでいる男がいる。松の手入れでもした後だろうか。

松の垂れた枝の側には、婦人と娘と子どもが立っている。 
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☆〈一
い ち

の橋
は し

〉隅田川から入って竪
た て

川
か わ

に掛かる一つ目の橋なので一の橋と名づけられた。一

の橋弁天があり、参拝者で賑わった。 

図は、一の橋の下で釣りをする二人の女と、桶を抱える子ども。両手に竿を持って釣り

をする男と、竿を置いて小さな樽に腰掛けている男。橋桁
は し げ た

が太く描かれ、その向こうに富

士山が見える。 

☆〈今戸
い ま ど

〉今戸は、瓦等の焼き物が有名な所。図は、竈
かまど

に杉の葉をくべてこれから火を起

し、焼き物を焼く準備をしているところ。鍬
く わ

を持って竈
かまど

を塞
ふ さ

ぐ用意をする男や、これから

焼く瓦を肩にして持っていく子どもと、職人に茶を持っていく女がいる。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉図の手前には、擬宝珠のある日本橋

の上を、魚河岸からの魚を入れた笊
ざ る

を担ぐ男や、

天秤棒の先に下げた笊
ざ る

に入れた魚を運ぶ男。荷を

背負った行商の男や職人の側で、欄干から隅田川

を見る 裃
かみしも

姿の侍などの上半身が描かれる。遠景

も櫓と屋並みが小さく描かれる。 
日本橋（オランダ：ライデン国立民族学博物館） 

☆〈石場
い し ば

新地
し ん ち

〉深川
ふ か が わ

の花町（岡場所
お か ば し ょ

）七
な な

場所注の

一つ。越中
えっちゅう

島
じ ま

の一部で、幕府の石置き場があっ

た。図は、三味線箱を抱えた芸者ともう一人の女が、路上で魚をさばいている魚屋の前を

通ろうとしている。図の右側には、四角く切り取った石がかさねてあり、掘割
ほ り わ り

に置かれた

竿
さ お

にかけた漁網
ぎ ょ も う

の先が見える。 

注）七
な な

場所：深川
ふ か が わ

花街
は な ま ち

の七つの岡場所
お か ば し ょ

。仲町
なかちょう

、新地
し ん ち

（大・小）、石場
い し ば

、（古・新）、櫓下
やぐらした

（表・裏）、裾
す そ

継
つ ぎ

、土橋
ど ば し

、佃
つくだ

をいう。 

☆〈吉原
よ し わ ら

〉妓楼の廊下を行く、仕
し

懸
か

け（打掛
う ち か

け）を着た二人の花魁を、同じ廊下で品定め

をするように見る旦那と幇間
ほ う か ん

。箱
は こ

提灯
ちょうちん

を持つ案内の男もいる。 

●狂歌絵本『五
い

十
す

鈴
ず

川
が わ

狂
きょう

歌
か

車
ぐるま

』(1 月。角書
つ の が き

「 五拾人
ご し ゅ う に ん

一首
い っ し ゅ

」 内 題 は 「 風流
ふうりゅう

五十人
ご じ ゅ う に ん

一首
い っ し ゅ

 

五十
い す

鈴川
ず が わ

狂歌車
きょうかぐるま

」。大本一冊。画工北斎辰

政。千穐庵三陀羅法師
せ ん し ゅ う あ ん さ ん だ ら ほ う し

撰。富士
ふ じ の

唐
か ら

丸
ま る

（唐
か ら

麿
ま る

：

藤堂
と う ど う

良
よ し

道
み ち

・如
じ ょ

蘭亭
ら ん て い

）編。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。国立

国会図書館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ/島根県立美術館/大英博物館蔵) 

※序文に「とりのとし初春
は つ は る

」とある。各ペー

ジに、〈屋職堅丸・金砂如蘭〉など仮装した

狂歌師 50人の狂歌を百人一首風に描く。     
『五十鈴川狂歌車』屋職堅丸・金砂如蘭（立命館 ARC より） 

●狂歌絵本『同風集
どうふうしゅう

』（一巻。画狂人北斎・礫
れ き

川
せ ん

亭
て い

永艃
え い り

（鳥
ちょう

橋
きょう

斎
さ い

栄里
え い り

）画。節松嫁々
ふ し ま つ の か か

注序） 

注）節松嫁々
ふ し ま つ か か

：朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の妻。本名ちか。菅
か ん

江
こ う

没後、その社中
しゃちゅう

をまとめ指導した。文化 7

年（1810）没（66歳）。 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

萩
はぎの

古枝
こ え だ

』〈4 月 12 日の桑
そ う

楊
よ う

庵
あ ん

頭 光
つむりのひかる

七回忌追善集〉（六巻。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

編） 

「月 俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

（あるいは二世宗理か）花
は な

とちれ雪
ゆ き

をしらけよ秋
あ き

の夜
よ

は ちからまかせの

米
こ め

のつき影
か げ

」とある。 
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●狂歌絵本『画
え

本東都遊
ほ ん あ ず ま あ そ び

』（大本三冊。合本は一冊。寛政 11 年（1799）の『東遊
あずまあそび

』〈大

本一冊。墨摺〉の北斎挿絵を抜き出し、北斎の監督のもと彩色した改題・改修本。絵の順

番は変えてある。見開き 20 図と半丁（1 ページ）9 図。奥付には「画工北斎 筆工六蔵亭
ろ く ぞ う て い

、

彫刻安藤
あ ん ど う

円
え ん

紫
し

」とある。袋には「画狂人北斎筆 印北斎」とある。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

撰。オラン

ダ人の江戸宿泊所「長崎屋
な が さ き や

」の画あり。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。早稲田大学図書館/大英博物館/島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館/東洋文

庫：岩崎文庫/オランダ国立民族学博物館蔵）。

河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

（大坂心斎橋通）の後摺がある。版

木はボストン美術館に所蔵されている。          

☆上巻〈芝
し ば

神明宮
し ん め い ぐ う

 春景
しゅんけい

〉〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈飛鳥山
あ す か や ま

〉

〈隅
す み

田川
だ が わ

春雪
しゅんせつ

〉〈待乳山
ま ち ち や ま

〉〈請地
う け ち

松師
ま つ し

〉〈梅
う め

屋鋪
や し き

〉

〈牛島
う し じ ま

 中田屋
な か た や

〉 
芝神明宮（早稲田大学図書館） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本橋（早稲田大学図書館）                  隅田川春雪（早稲田大学図書館） 

 
待乳山（早稲田大学図書館）                梅屋敷（早稲田大学図書館） 

☆中巻〈浅草海苔
あ さ く さ の り

〉〈無題（新吉原
し ん よ し わ ら

）〉〈王子
お う じ

海老屋
え び や

〉〈駿河
す る が

町
ちょう

 越後屋
え ち ご や

〉〈十軒店
じ っ け ん だ な

雛
ひ な

市
い ち

〉

〈無題（長崎屋
な が さ き や

）〉〈元結
も と ゆ い

匠
しょう

〉〈三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

〉〈無題（神田
か ん だ

紺屋
こ う や

）〉〈今戸里
い ま ど の さ と

〉〈絵
え

草紙店
そ う し て ん

 

耕
こ う

書堂
し ょ ど う

〉      
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新吉原（早稲田大学図書館）              十軒店雛市（早稲田大学図書館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
三囲神社（早稲田大学図書館）             今戸里・無題：神田紺屋（早稲田大学図書館） 

☆下巻 

〈小町
こ ま ち

桜
ざくら

〉〈日暮里
に っ ぽ り

〉〈上野
う え の

〉〈佃
つくだ

 住吉社
す み よ し し ゃ

〉〈佃
つくだ

 白魚
し ら う お

綱
つ な

〉〈品川
し な が わ

 汐
し お

干
ひ

〉〈浅草
あ さ く さ

祭
まつり

〉〈新吉原
し ん よ し わ ら

〉〈浅草
あ さ く さ

藁
わ ら

市
い ち

〉〈鎧
よろい

 匠
しょう

〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

品川汐干（早稲田大学図書館）              佃白魚網（早稲田大学図書館） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新吉原（早稲田大学図書館）              鎧匠（早稲田大学図書館） 
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●肉筆画「富士図
ふ じ ず

」（「富士
ふ じ

と老松
お い ま つ

」「松に富嶽図」とも。絹本着色一幅。北斎画。○印辰

政。29.4×53.7 日本浮世絵博物館蔵） 

※図右に松の老木が富士の右側の稜線
りょうせん

に沿うように、墨絵風に描かれ、その

遠景に富士を描く。富士の中腹には青

が縦に引かれて着色される。 

「遠く眺
ながめ

にこころ深く ちかき響き

に耳を洗うと たとき（貴き）をしえ

も 夏にありて 寿
す

ゝ
ず

しさや 山うこ
ご

かして 松風 七十老 文来
ぶ ん ら い

庵
あ ん

」の賛

がある。文来
ぶ ん ら い

庵
あ ん

（雪
せ つ

萬
ま ん

：俳諧師）の七

十歳の新年を祝う図。             富士図（日本浮世絵博物館） 

●肉筆画「立
た ち

美人図
び じ ん ず

」（着色一幅。無款） 

※後ろ帯を下げている娘の着物は墨絵風に描く。帯の下に朱色の横線が引かれている。背

をそらすように立つ娘の体を包むように、白色が描かれているのが特徴的。 

●肉筆画「傘持ち
か さ も ち

美人図
び じ ん ず

」（着色一幅。無款） 

※島田髷で前帯の女が、閉じた蛇の目傘を左手に持ち、高下駄を履

いて雪道に佇む。背後に雪を被った柳が描かれる。山東京伝の狂歌

がある。「柳
りゅう

下
か

傘
か さ

持
も

ち美
び

人
じ ん

図
ず

」（寛政 8 年頃：1796）や「雪
せ っ

中
ちゅう

傘
か さ

持
も

ち美
び

人
じ ん

図
ず

」（文化 10年：1813～文政 2年 1819）などもある。 
傘持ち美人図（Kindle 版「北斎大全 第二巻 宗理期」による） 

●錦絵「傘持
か さ も

ち美人
び じ ん

に小姓図
こ し ょ う ず

」（着色。画狂人北斎画。印不明） 

※柳のある道で、だらりの帯を締め、高下駄を履き、蛇の目傘を閉

じて持ち、肩に布を巻き、端を首の前でつまんでいる。側に風呂敷

包みを背負った小僧が立っている（Kindle 版「北斎大全 第二巻 

宗理期」による）。 

●摺物「角隠
つ の か く

しする芸妓
げ い ぎ

」（紙本着色一幅。摺物。画狂人北斎画。

13.9×18.7 北斎館蔵） 

※芸妓たちが佇んでいる。左の芸妓は振袖姿で角隠しを被ってい

る。右の芸妓の後ろには風呂敷の荷物を持った小僧がいる。図右上

に「戌
い ぬ

」の文字が記されているので、この歳の作品と思われる。 

●絵暦「大晦日
お お み そ か か

掛取
け と り

の図
ず

」（1 月。小判絵暦一枚淡彩。画狂人北斎。

10.4×14.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大晦日の夜、数人の掛取
か け と

りが来ている様子が、閉めた障子に影と

なって映っている。庭先には梅が咲いている。掛取
か け と

りとのやり取りの台詞が書かれ、その

終わりに「戌
い ぬ

のとし」とある。台詞中に大小月が示される。 

●摺物「七
な な

小町
こ ま ち

」（十二切判注。紙本着色。画狂人北斎画。各 21.1×8.8） 

注）十二切判：大奉書（約 39×約 53）の 12分の 1。横大奉書 2分の 1（大判。39×26.5。

実際には縦 35.0～39.0、横 21.5～26.5 の範囲。B４判〈36.4×25.7〉に近い大きさ）にし、

大判を横 2分の 1にし、更に縦三等分したサイズ。 

※千穐庵三陀
せ ん し ゅ う あ ん さ ん だ

羅
ら

法師
ほ う し

の狂歌グループによるもの。小野小町にまつわる七つの伝説を基にし

た謡曲や浄瑠璃・歌舞伎等からの画題。文化 4 年～10 年にも「屏風七
び ょ う ぶ な な

小町図
こ ま ち ず

」（北斎改戴

斗）を描いている。 

☆〈きよミつ
ず

〉（日本浮世絵博物館蔵） 
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※立札のある石段の下に松の木が二本あり、その側に立つ清水
き よ み ず

小町。

小野小町
お の の こ ま ち

が清水寺
き よ み ず て ら

に参詣した折に、修行中の僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

に逢い「岩の上

に旅
た び

寝
ね

をすればいと寒し 苔
こ け

の衣
ころも

をわれにかさなむ」と歌を贈ったと

ころ、遍照は「世をそむく苔
こ け

の衣
ころも

はただ一重
ひ と え

 かさねばうとしいざ

二人
ふ た り

寝
ね

む」と返歌したという話からの取材と思われるが、それらしい

図柄ではない。富
と み

多板
た い た

貫
ぬ き

、千穐菴三陀
せ ん し ゅ う あ ん さ ん だ

羅
ら

の狂歌が記される。                    
きよみつ 

☆〈あまこひ
ご い

〉（日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館蔵） 

※立って閉じた蛇の目傘を持っている雨乞
あ ま ご

い小町の後ろには、三囲
み め ぐ り

神

社の石の鳥居の上部と「三囲神社」と書かれた額が見えている。鳥居

は土手より下にあった。鳥居より高く梅の木が伸びている。俳人宝井
た か ら い

其
き

角
か く

が、ここで雨乞いの句「夕立
ゆ う だ ち

や田
た

を三囲
み め ぐ り

の神
か み

ならば」を詠んだと

ころ、雨が降ったという伝説を踏まえた図。小野小町が勅命で雨乞い

の歌を詠んだところ雨が降ったという伝説も踏まえる。蝶々亭春友の

狂歌が記される。 
 

あまこひ 

☆〈そとハ
ば

〉（日本浮世絵博物館蔵） 

※「左 恵方
え ほ う

みち」と彫られた道標と柳が立つ

道に、笠と杖を持って立つ卒塔婆
そ と ば

小町。能の四

番目物では、高野山
こ う や さ ん

の僧が都に上る途中、卒塔

婆に腰掛けた老女に出会う。老女は小野小町と

名乗り、話しているうちに、小町に思いを寄せ

る深
ふ か

草
く さ

の少将の怨霊が取り付いて物狂いになる

という話。有雅亭琴魚の狂歌が記される。 
                  そとハ 

☆〈かよひ
い

〉（日本浮世絵博物館/立命館大学

蔵） 

※柳の木の側に大八車
だいはちぐるま

が置かれ、そこに傘を閉

じて持ち、高下駄
た か げ た

を履き、左の袖を口に当てて

立つ通
か よ

い小町。能の四番目物では、比叡山
ひ え い ざ ん

の麓

の僧の所へ、毎日薪と木の実を持ってくる里の女がいる。僧が名を聞

くと、市
い ち

原野
は ら の

に住む姥
う ば

で、小野と応えて消えてしまう。小町の幽霊だ

と知った僧は、市原野に行くと小町の幽霊が出てきて受戒を願う。す

ると深
ふ か

草
く さ

の少将が現れ、小町一人が成仏すれば、自分一人が苦しむこ

とになると受戒を受けさせまいとする。小町から離れまいとする深草

の少将に、僧はそれならば、かつて小町のところにした百夜通
も も よ が

いを再

現するように言うという話。布子●丸、一瓶活安の狂歌が記される。 
かよひ 

☆〈阿
お

ふ
う

む〉（日本浮世絵博物館蔵） 

※柵に囲われた梅の木の脇で短冊の和歌を読む鸚鵡
お う む

小町。能の三番目

物では、陽
よ う

成
ぜ い

天皇が、小野小町が百歳になって落ちぶれて関寺
せ き で ら

辺りに

住んでいると聞き、「雲
く も

の上
う え

はありし昔
むかし

にかわらねど 見
み

し玉
た ま

だれの

内
う ち

やゆかしき」という哀れみの歌を新大納言行家
ゆ き い え

に持たせたところ、
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「内やゆかしき」を「内ぞゆかしき」と一字だ

け直して返歌とした。これは、鸚鵡返
お う む が え

しという

歌道の一つだと小町が説明したという話。馬
ば

耳風
じ ふ う

、三番
さ ん ば

窓
そ う

初丸
は つ ま る

の狂歌が記される。  阿ふむ 

☆〈せきて
で

ら〉（日本浮世絵博物館） 

※梅の老木の脇で、蓑
み の

を着て手には春の草を入

れた籠を持って立つ垂髪
す い は つ

の関
せ き

寺
で ら

小町。足元には

鍬
く わ

が立てかけてある。能の三番目物では、近江
お う み の

国
く に

の関寺の僧が、和歌の話を聞くため稚児を連

れて老女の荒れ果てた庵
いおり

を訪れる。老女の話か

ら、老女は落ちぶれた小野小町だと知る。老女

は華やかだった宮中の昔を語り、現在の落剥ぶ

りが比較されるという話。千種元方の狂歌が記

される。 
せきてら 

☆〈艸帋
そ う し

あらひ〉（日本浮世絵博物館） 

※衣桁
い こ う

には着物が掛かっている。その脇で大きな水
す い

盆
ぼ ん

を前に紙と椀
わ ん

を持っている垂
す い

髪
は つ

の草子
そ う し

洗
あ ら

い小町。水盆の前には巻物が一部開いて

置かれている。能の三番目物では、歌合せで小町の相手になった

大伴
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

が、小町の下
し た

詠
よ

みの歌を盗み聞いて万葉集に書き入れ、小

町が詠ったものは万葉集の古歌の盗作だと主張したが、小町が草子

を洗うと、書き入れた小町の歌が消えたという話。小男黒面、萬能

煉安の狂歌が記される。                艸帋あらひ 

●摺物「神
じ ん

功
ぐ う

皇后
こ う ご う

と武内宿祢
た け の う ち す く ね

」（九つ切判。画狂人北斎画。13.5×

18.1 北斎館蔵） 

※神
じ ん

功
ぐ う

皇后
こ う ご う

が鉢巻を締め、太刀を佩
は

き、弓の裏弭
う ら は ず

（先端）で岩に文

字を書き付けている。岩にはこの年の「享和二壬犬
マ マ

（みずのえい

ぬ）」の文字が記されている。側で武内宿祢が鎧
よろい

姿で膝まづいて控

えている。狂歌「戌
い ぬ

 立春 のどけさよ風もなげたりわだつ海
み

の 

今朝
け さ

はしほみつ玉
た ま

の初
は つ

はる 松風音
ま つ か ぜ お と

成
な り

」が記される。弘化 4 年頃

（1847）にも「神
じ ん

功
ぐ う

皇后
こ う ご う

」を描いている。 

『日本
に ほ ん

書紀
し ょ き

』によれば、神
じ ん

功
ぐ う

皇后
こ う ご う

は 14代仲哀
ちゅうあい

天皇
て ん の う

の皇后で、朝鮮の新羅
し ら ぎ

を滅ぼせという

神の託宣
た く せ ん

により、崩御
ほ う ぎ ょ

した天皇に代わり、武内宿祢
た け う ち の す く ね

の助力を得て新羅
し ら ぎ

を攻めて従わせた。 

●摺物「雪
せ つ

月
げ っ

花
か

 天地人
て ん ち じ ん

」（中判着色：十二切 3 点続き。摺物。各図に画狂人北斎画。

18.3×25.2 日本浮世絵博物館蔵） 

※恵方
え ほ う

参り（元日に、居住地から見て、その年の恵方にお参りする。恵方とは歳徳神
と し と く じ ん

のい

る方向で、十干
じ っ か ん

により年毎に変わる）の図。 

☆〈地
ち

の月
つ き

〉右図。 

※注連縄
し め な わ

の下がる朱塗りの鳥居と石灯籠の側の「はつむめ 御休処」と書かれた箱
は こ

看板
か ん ば ん

の

前で、櫛に手を当てお盆を持っている女。店先の台の上には更に盛られた団子のようなも

のが置かれている。石灯籠には「享和二 戌
ぼ

春
しゅん

」と書かれている。狂歌は「生粋
き っ す い

の礼者
れ い し ゃ

ハ

かへる足もとも おほ
ぼ

ろに見たる灯
と う

篭
ろ う

の月」（白髪
し ら が の

年
と し

成
な り

）。 

☆〈天
て ん

の雪
ゆ き

〉中図。 
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※右図からの続き。鳥居の前に、角隠しを被り傘を閉じて持ち、茶店の女と向き合いよう

に立つ女。狂歌は「下駄懸
げ た が け

に恵方
え ほ う

参
ま い

りの鳥井
と り い

さき ひらく笠木
か さ ぎ

に積
つ も

るあ

わ雪」（役柄
やくがらの

堅
か た

木
ぎ

）。 

☆〈人
ひ と

の花
は な

〉左図。 

※中図からの続き。うっすらと雪を

被った石垣の向こうには梅の老木が

花を咲かせている。前帯の女が錠前
じょうまえ

を付けた板を持って佇んでいる。狂

歌は「星人
ほ し び と

に折らせはせし
じ

と錠
じょう

ま

へを ひ
ぴ

んと御
お ろ

せし梅の花
は な

守
も り

」（蛙

可成）。 
雪月花 天地人（日本浮世絵博物館） 

●摺物「中山道
な か せ ん ど う

深谷駅
ふ か や え き

」（「中山道
な か せ ん ど う

深谷駅
ふ か や え き

の小僧
こ ぞ う

と美人
び じ ん

」とも。着色。画狂人北斎画。

18.9×25.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フランス国立図書館/太田記念美術

館：長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※旅の女性たちが、「中山道深谷駅」と書かれた道

標の側の茶屋で休んでいる図。一人は床几
し ょ う ぎ

に腰掛け

煙管を使い、もう一人は揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被り小

奴に向かい手を上げている。小奴は、木の枝に吊る

された二匹の亀を指差している。道標の下に「画狂

人北斎画」と書かれている。 

※本図は当初横長判摺物であって、中央二ツ折の左

半分に千穐
せんしゅう

庵
あ ん

ほか八名の狂歌が載せられたもので、

フランス国立図書館所蔵の摺物アルバム中には完品

があり、図に「いぬのとし」とあるという（『ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』による）。           中山道深谷駅（すみだ北斎美術館） 

●摺物「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」（1 月。小判揃物。2図確認。画狂人北斎画）（『年譜』による）。 

●摺物「梅花
ば い か

の婦人
ふ じ ん

と小僧
こ ぞ う

」（春。画狂人北斎画） 

※便々館
べ ん べ ん か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
う

ほか 16名の狂歌が記される。「戌
い ぬ

のとし春日」と記される（『年譜』によ

る）。 

●摺物「三保
み ほ の

松
ま つ

原図
ば ら ず

」（無款）「享和二壬
みずのえ

戌
い ぬ

」とあり(『年譜』による)。 

●摺物「高砂
た か さ ご

の相生
あ い お い

の夫婦
ふ う ふ

」（着色。歳旦摺物。画狂人北斎画） 

※老夫婦が松の木と箒
ほうき

の絵のある衝立の前に座っている。翁
おきな

が差し出している盃に媼
おみな

が酒

を注いでいる。二人の前には丸い重ね鉢があり上に熨斗
の し

をつけた箸袋がおかれている。衝

立に「画狂人北斎画」とある。 

●摺物「若菜
わ か な

摘
つ

み」（着色。画狂人北斎画） 

※雪降る日に、供の者に大きな傘をささせ、衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

姿の貴人が、大きな笠を被り、蓑を

着て籠を持って若菜摘みに来た女に話しかけている。重ねた細い板のようなものを差し出

しているが、何かは不明。七埋酒利の狂歌が記される。 

●摺物「花
は な

相撲
ず も う

 東
ひがし

の方
か た

大関
お お ぜ き

 西
に し

の方
か た

大関
お お ぜ き

」（三丁掛。着色。三丁とも画狂人北斎か。

18.5×25.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※図中央に軍配を持った行司役の女性が立つ。図右には、桜の小枝を挿した花瓶を台に乗

せて持つ「花个
は な が

住
す み

」の四股名
し こ な

の女、図左には、同じく花瓶に挿した花を持つ「千代
ち よ の

松風
ま つ か ぜ

」

の四股名
し こ な

の遊女が優雅に立っている。 

●摺物「狂歌五
き ょ う か ご

色摺
しょくずり

」（着色。北斎画） 

☆〈関羽
か ん う

と遊女
ゆ う じ ょ

〉（13.6×18.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※狂歌「けさハはや花の春とて儀
ぎ

理
り

こ
ご

とも かた山里
や ま ざ と

に咲
ざ く

る梅
う め

か
が

え 山里亭東士」が記さ

れる。図は、盃を持つ関羽
か ん う

の前で、青
せ い

竜
りゅう

刀
と う

のような刃を持つ長刀
な ぎ な た

の柄を肩にして、立膝で

座る花魁を描く。 

☆〈鉄棒
て つ ぼ う

を磨
み が

く美人
び じ ん

と漢
か ん

武人
ぶ じ ん

〉（13.4×18.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※盥
たらい

の上で、錫
しゃく

杖
じょう

のような鉄棒を藁で磨いている美人。その後に、長煙管
な が き せ る

を銜
く わ

えて立って

いる中国武人。この武人が誰かは不明。 

☆〈張
ちょう

良
りょう

〉（日本浮世絵美術館蔵） 

※秦
し ん

末期から前漢
ぜ ん か ん

初期の政治家・軍師。劉邦
りゅうほう

に仕えて多くの作戦の立案をし、劉邦の覇業

を大きく助けた。蕭可
し ょ う か

、韓
か ん

信
し ん

と共に漢の三傑といわれた（「ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱ」による）。 

☆〈項羽
こ う う

〉（日本浮世絵美術館蔵） 

※項羽は、秦
し ん

末期、楚
そ

の武将。秦を滅ぼしたが、漢
か ん

の劉邦
りゅうほう

に敗れた。 

☆〈養
よ う

由基
ゆ う き

〉（日本浮世絵博物館蔵） 

※養
よ う

由基
ゆ う き

は春秋時代・楚
そ

の武将で弓の名人。 

 

享和
き ょ う わ

3(1803) 癸
みずのと

亥
い

 44 歳 画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、時太郎可候
と き た ろ う か こ う

、可候
か こ う

、北斎
ほ く さ い

、穿山
せ ん ざ ん

甲
こ う

（戯作名か）、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

和泉
い ず み

橋
ば し

辺
へ ん

、□印辰
と き

・政
ま さ

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

：こと（33 歳）、（富之
と み の

助
す け

：17歳）、阿
お

美
み

与
よ

（15 歳）、阿
お

鉄
て つ

（13歳）、阿
お

栄
え い

（6歳） 

◇相撲興行（3月、浅草八幡宮、10月、本所回向院） 

◇7月、米国船、長崎に来航。通商を求める。 

◇9月、イギリス船、長崎に入港。 

◇10月 17日、前野良沢
ま え の り ょ う た く

没(81)。 

◇叶
かのう

福助
ふ く す け

人形が流行。随筆集『甲子
か っ し

夜話
や わ

』（松浦清〈1760～1841〉肥前
ひ ぜ ん の

国
く に

平戸
ひ ら ど

藩題 9 代藩

主）に「睦
む つ

まじう夫婦仲よく見る品
し な

は 不老
ふ ろ う

富貴
ふ う き

に叶
か の

う福助
ふ く す け

」とあるという（「ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨ

ｱ」による）。いわゆる福助人形で、正座して両手をついたちょんまげの大きな頭が特徴。

願いが叶うお守りとされた。 

○松
ま つ

平定
だいらさだ

信
の ぶ

『花月
か げ つ

草紙
そ う し

』。 

○鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

「江戸
え ど

名所之
め い し ょ の

絵
え

」（江戸全体を鳥瞰
ちょうかん

した絵）。北斎の「東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」（文

政元年：1818）に影響する。 

○山
さ ん

東京
とうきょう

伝
で ん

、読本『小幡
こ は だ

小平
こ へ い

次
じ

死霊
し り ょ う

物語
ものがたり

 復讐
ふくしゅう

奇談安積
き だ ん あ さ か の

沼
ぬ ま

』。北斎「百
ひゃく

物語
ものがたり

」の〈こはだ

小平二〉のモチーフとなる。 

○高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

『絵本
え ほ ん

 三国
さ ん ご く

妖婦伝
よ う ふ で ん

』（蹄
て い

斎
さ い

北馬
ほ く ば

(北斎の弟子)画。享和 3 年～文化 2 年〈1802

～05〉にかけて刊行。文化 4 年〈1807〉の北斎の「三国妖
さ ん ご く よ う

狐伝
こ で ん

」刊行の火付け役になった

か）。 

 

★閏 1月 19日、大田
お お た

南畝
な ん ぽ

や名和
な わ

氏
し

に招かれ席画をする。 
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※『細推
さ い す い

物理
ぶ つ り

』（岩波書店『大田南畝全集』8 巻）の享和三年閏一月十九日条の記述。

「名和
な わ

氏注 1 にて、北斎をむかへて席画あり。山道高彦
や ま み ち た か ひ こ

注 2なども来れり。島
し ま

氏の女注 3、な

らびに赤
あ か

の歌妓
か ぎ

注 4お久
ひ さ

来
き た

れり」 

注 1）名和
な わ

氏
し

：大田
お お た

南畝
な ん ぽ

と交流した人物とされるが、不明。 

注 2）山道高彦
や ま み ち た か ひ こ

：狂歌師。山口
や ま ぐ ち

彦三郎
ひ こ さ ぶ ろ う

。馬
ば

蘭亭
ら ん て い

と称し、毎月 25日に席画会を催した。 

注 3）島
し ま

氏
し

の女：大田
お お た

南畝
な ん ぽ

の妾
めかけ

。お香
こ う

。 

注 4）赤
あ か

の歌妓
か ぎ

：赤坂の芸者。 

★3 月 15 日、大田
お お た

南畝
な ん ぽ

と烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

に招かれ亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

の竹垣
た け が き

柳塘
りゅうとう

氏別荘で席画を描く。

竹垣柳塘
たけがきりゅうとう

と南畝
な ん ぽ

は古書画などで同好の士。 

※『細推
さ い す い

物理
ぶ つ り

』（岩波書店『大田南畝全集』8 巻）の享和三年三月十五日条の記述。

「烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

はとくより別荘にして、北斎をよびて席画あり」 

★山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

（北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

）の戯画「奇妙図彙
き み ょ う ず い

」(文字絵)を北斎も見たか。 

★双鳩子
そ う き ゅ う し

（斎藤秋圃
さ い と う し ゅ う ほ

）の戯画「葵
き

氏
し

艶
え ん

譜
ぷ

」（別称「廓中
かくちゅう

艶
え ん

譜
ふ

」）を北斎も見たか。 

 

【読本初の挿絵】 

●読本『蜑捨
あまのすて

草
く さ

』（角書「古今奇譚
こ こ ん き た ん

」。1 月。北斎の読本挿絵の初作。全六冊の全図（六

図）を描く。右六葉画狂人北斎画。流
りゅう

霞
か

窓
そ う

広
ひ ろ

住
ず み

〈山
や ま

家人
が の ひ と

広
ひ ろ

住
ず み

。生没年不明〉

作。丸屋甚
ま る や じ ん

右
え

ヱ門
も ん

版。島

根県立美術館/函館市中

央図書館蔵） 

※広
ひ ろ

住
ず み

の読本『席上
せきじょう

怪話
か い わ

 

雨
あめの

錦
にしき

』 （ 寛 政 12 年

〈1800〉正月刊）の挿絵

を門人蹄
て い

斎
さ い

北
ほ く

馬
ば

(1770～

1844)が手掛けたのが刺

激になったか。6図描く。           蜑捨草（函館市中央図書館） 

●狂歌絵本『はるの不尽
ふ じ

』（『春の富士』とも。1 月。歳旦集。折本一帖。末広
す え ひ ろ

庵
あ ん

長清
ちょうせい

撰。

画狂人北斎画〈三図を描く〉。奥付に「末広
す え ひ ろ

庵
あ ん

蔵（浅草連
あ さ く さ れ ん

）板」とあり。21.7×15.8 フ

リーア美術館/ｱｰｻｰ･M･ｻｯｸﾗｰ美術館蔵） 

☆〈三保
み ほ

松原
ま つ ば ら

と富
ふ

士図
じ ず

〉（〈春
は る

の富
ふ

士
じ

〉とも）白雪を被る富士の雄大さを描く。 

☆〈梅花
ば い か

に旭日
きょくじつ

〉（〈日
ひ

の出
で

と梅
う め

〉とも）図の右上から左下に向かっての梅の枝に紅い蕾
つぼみ

と白梅がついている。背後には大きな朝日が描かれる。 

☆〈若菜
わ か な

摘
つ

みの夫人
ふ じ ん

と娘
むすめ

〉（〈若菜
わ か な

摘
つ

み〉とも）母親らしい年増と娘が膝まづいて若菜を

摘んでいる。もう一人の娘が立ちながら振り向いて、その様子を見ている。葵の模様の風

呂敷包みが置いてある。 

●狂歌絵本「狂
きょう

歌
か

五
い

十
そ

之
の

歌
か

見
み

」（一冊。北斎辰政画。頭
つむり

の光
ひかる

注編。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。21.3×

15.2 フリーア美術館/たばこと塩の博物館） 

注）頭
つむり

の光
ひかる

：1754～96。江戸後期の狂言作者。四方赤楽
よ も の あ か ら

、大田蜀山人
お お た し ょ く さ ん じ ん

の門下。寛政に入り

狂歌集団・伯楽連
ば く ろ う れ ん

を率いた。 

※『狂歌
き ょ う か

書目
し ょ も く

集成
しゅうせい

』（菅竹浦
す が ち く ほ

著 星野書店 昭和 11年：1936）の記載を『江戸の絵本 画

像とテキストの綾なせる世界』（ｐ290 八木書店）で紹介している。 
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●狂句本『絵本
え ほ ん

 小倉
お ぐ ら

百句
ひ ゃ っ く

』（1 月。半紙本一冊。墨摺。反古庵白猿
ほ ご あ ん は く え ん

〈五代
ご だ い

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

〉

作の狂句集。奥付に享和三 癸
みずのとの

歳
と し

孟
も う

春
しゅん

 画工北斎辰政とある。西村元六
に し む ら げ ん ろ く

・今
い ま

福屋
ふ く や

勇
ゆ う

助
す け

合版。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/跡見学園女子大学図書館蔵） 

※1 ページを縦に二分した枠の中に２名の歌人を割り当て、それぞれに狂句と挿絵が書き

こまれた白
は く

猿
え ん

作の小倉百人一首のパロデイ集。 

順
じゅん

徳院
と く い ん

の「ももしきや古き軒端
の き ば

のしのぶにも なほあまりある昔なりける」を「あさ漬
づ け

けや古記
ふ る き

入歯
い れ ば

の志
し

のぶにも」のように戯
ざ れ

句
く

にする。平兼
たいらのかね

盛
も り

の「しのぶれど色に出でにけり

わが恋は ものや思ふと人の問
と う

ふまで」を踏まえて、「大晦日
お お み そ か

物
も の

や思
お も

ふと問
と

いて人肌
ひ と は だ

〱
ひとはだ

」

の句にして、大晦日の夜、提灯
ちょうちん

と箱物
は こ も の

を包んだ風呂敷
ふ ろ し き

を下げる商人の女房は、物思いの様

子で首を垂
た

れている。荷物の上には正月用の新巻
あ ら ま き

鮭
ざ け

を乗せている。春
は る

道列
みちのつら

樹
き

の「山川に風

のかけたるしがらみは 流れもあへぬ紅葉
も み じ

なりけり」の歌を踏まえて、「蜻蛉
と ん ぼ う

や流れもあ

えぬ澪標
みおつくし

」の句を添え、トンボ獲
と

りの棹
さ お

を手に持つ二人の子どもが描かれる。 

【「亀毛蛇足」印初出か】 

★『夷
ひ な

歌
う た

 月微妙
つ き く わ し

』の一図「松島に「亀毛蛇足」印が用いられている。この印の使用され

た上限とされる。 

「亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

」は「亀
き

毛
も う

兎角
と か く

」（亀の毛や兎の角
つ の

は、ありえないもののたとえ）から取っ

た戲号。実在せず、役にも立たない男の作品という洒落か。あるいは、誰も真似できない

という自負か。文化 10 年（1813）4 月まで使用する。同年の「鯉魚図
り ぎ ょ ず

」（埼玉県立博物館

蔵）に、「年来持伝候
ねんらいもちたえそうろう

亀
き

毛
も う

蛇足之印
だ そ く の い ん

御譲
お ゆ ず

り申上候
もうしあげそうろう

 御出精
ご し ゅ っ せ い

可致候
いたすべくそうろう

以上
い じ ょ う

 文化十 癸
みずのと

酉
と り

四月

廿
にじゅう

五
ご

日」とあり、印を弟子の北明
ほ く め い

に譲っている。 

 

●狂歌本『夷
ひ な

歌
う た

 月
つ き

微妙
く わ し

』（半紙本一冊。右三葉画狂人北斎画。印辰･印政。島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※裏表紙の裏に「画工画狂人北斎 彫工 浅草
あ さ く さ

田原町
た わ ら ま ち

 朝倉
あ さ く ら

清
せ い

左
ざ

衛門
え も ん

」とある。『江戸の 

絵本』所収・マティ・フィラー「葛飾北斎と初期門人たち」ｐ290より） 

※本書には〈三保
み ほ の

浦
う ら

〉〈松島
ま つ し ま

〉（亀毛蛇足の印あり）〈隅
す み

田川
だ が わ

〉の三図を描く。 

●黄表紙『不厨庖
ぶ ち ょ う ほ う

即席
そ く せ き

料理
り ょ う り

』（1 月。三冊。自戯作。時太郎可候画作。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。天

理図書館/国立国会図書館蔵） 

※自序（お盆を捧げ持つ自画像あり） 

「口上
こうじょう

、当年
と う ね ん

も相
あ い

不替
か わ ら ず

、青本
あ お ほ ん

注１新作
し ん さ く

の儀
ぎ

被仰候
おおせられそうろう

所
ところ

、御存知
ご ぞ ん じ

の不調法
ふ ち ょ う ほ う

、何事
な に ご と

も埒
ら ち

明
あ

キ兼
か ね

候
そうらい

上
う え

、御急
お い そ ぎ

き
ぎ

被成候間
なられそうろうあいだ

、画
え

より先
さ

キへしたゝめ 候
そうらい

て、跡
あ と

より趣向
し ゅ こ う

をつけ候
そうら

得
え

者
ば

、嘸々
さ ぞ さ ぞ

訳
わ け

もなき事
こ と

のミ書
か

ちらし候半
そうらわん

。是
こ れ

ニて御間
お ま

ニ合
あ

ヒ候
そうら

ハ者
ば

御出板
ご し ゅ っ ぱ ん

可被下
く だ さ る べ く

候
そうろう

。猶
な お

延引之
え ん い ん の

申訳
もうしわけ

旁
かたがた

、

明朝
みょうちょう

参上
さんじょう

花
か

顔
が ん

ニ可申上候
もうしあぐべくそうろう

。 以上 九月廿七日 時太郎拝 重
じゅう

様注 2御使
お つ か い

」奥書「時太郎可候画作」（「西尾市岩瀬文庫 古典

籍書誌データベース」より。句読点・ルビは筆者による）。 

※様々な食材や台所道具を擬人化して描き、そこに北斎風のコメ

ントを添えたもの。 

注 1）青本
あ お ほ ん

：草双紙の一。表紙が浅黄色に染められた草双紙。時

代とともに滑稽・諧謔的なものが増え、後に文芸的な内容のもの

を黄表紙と呼ぶようになった。ここでは、黄表紙と同意で用いて

いる。 

注）重
じゅう

様
さ ま

：蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

のこと。 
不厨庖即席料理（国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ） 
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●黄表紙『胸中算用嘘店卸
む な ざ ん よ う う そ の た な お ろ し

』（角書
つ の が き

「塵劫記由来三五十五張
じ ん ご う き ゆ ら い さ ん ご じ ゅ う ご ち ょ う

」。1 月。三冊。画作時太郎

可候。20.4×13.2 鶴屋
つ る や

喜
き

右
え

衛門
も ん

版。天理大学図書館蔵） 

※草稿本は、享和 2年（1802）に西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版として出版されている。 

●黄表紙『和
わ

漢
か

蘭
ら ん

雑
も の

話
がたり

』（春。角書
つ の が き

「三国
さ ん ご く

昔
むかし

噺
はなし

」。三冊。可候画。曼亭
ま ん て い

（感和亭
か ん わ て い

）鬼武
お に た け

作。

山口屋
や ま ぐ ち や

忠右エ門
ち ゅ う え も ん

版か。加賀文庫蔵）。序文に「癸
みずのと

亥
い

春日
は る の ひ

これを序す」とある。 

●黄表紙『苦
く

貝
が い

十
じゅう

念
ね ん

 嗚呼
あ あ

蜃気楼
し ん き ろ う

』（正月。三冊。曼亭
ま ん て い

（感和亭
か ん わ て い

）鬼武
お に た け

作。北斎画。

山口屋
や ま ぐ ち や

忠右エ門
ち ゅ う え も ん

版。早稲田大学図書館蔵） 

※帆立
ほ た て

貝
が い

、鮑
あわび

、蛤
はまぐり

などに擬した人物の挿絵などを描く。 

●噺本『はしか落
おとし

噺
ばなし

』（秋。一冊。穿山
せ ん ざ ん

甲
こ う

〈葛飾北斎の戯号か不明〉天理図書館蔵） 

※井上和雄『北斎』（昭和７年 高見澤木版社）では北斎の自画作の小咄本としている。

一方、文も挿絵も北斎を疑問視するむきもある。 

●狂歌絵本『諸芸
し ょ げ い

三十六
さんじゅうろく

のつゞき』（九ツ切判。紙本着色揃物。摺物。浅草菴
あ さ く さ あ ん

市人
い ち ひ と

撰。画

狂人北斎画） 

※狂歌集団浅草側
あ さ く さ が わ

による春興狂歌全 36 枚の揃物。門人宗二
そ う じ

に（菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

）よる「将棋
し ょ う ぎ

」

「舞人
ま い び と

」「拳
け ん

」「枕
まくら

拍子
び ょ う し

」の絵もある。 

☆〈茶
ちゃの

湯
ゆ

〉（14.1×18.5 フランス国立図書館/すみだ北斎美術館蔵） 

※「梅」「鶯」の字のある打掛けで座って茶を立てる年増
と し ま

と、それを待つ娘の図。 

「あしやかた釜のけふりのあさか
が

すミ 立
た ち

初
そ め

にけりはるの口切
く ち き り

 天鵞堂張兼」、「其羽も

茶の色なれハ
ば

めつ
づ

るなり 囲
かこい

の窓に来
き

なく鶯 陽夛亭舌高」、「鶯の音
ね

を待合の軒にさく  

利久
マ マ

のこのミのねち梅の花 方寸斎長麿」の狂歌が記される。 

☆〈狂歌
き ょ う か

〉（14.0×18.8 フランス国立図書館蔵） 

※竹の図がある枕屏風の前で、筆先を口に含んで扇子を持ちながら狂歌を考えている遊女。

膝の前の文机に短冊が置かれている。側で禿が墨を摺っている。「春風に枝もされ歌よミ

初
そ め

の 題にもむすふ
ぶ

糸柳とて 三味角製」、「ひなふ
ぶ

りのひなのあら野のことの葉の ミ

ちか
が

へりにけり春の若道 力足文」、「鶯のひなふ
ぶ

り歌そ
ぞ

おもしろき よミ古巣よりなれ

てはいてゝも 文蔵亭守舍」の狂歌が記される。 

☆〈小笠原
お が さ わ ら

礼式
れ い し き

〉（14.0×18.9 フランス国立図書館蔵/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※正月の屠蘇
と そ

を飲もうとする 裃
かみしも

姿
すがた

の若侍が、

小笠原流
お が さ わ ら り ゅ う

の礼式に則り、朱塗りの盃を持ちあげてい

る。その前には食べ物を入れた黒い重箱がある。床の

間には三方に乗せた海老や松の正月飾りが置かれてい

る。小笠原礼式に則った屠蘇酒の飲み方を描く。「お

ひさきハ下戸
げ こ

か上戸
じ ょ う ご

か女
おんな

の手
て

に もちそへて呑
の

む児
こ

のとそ酒 浅草庵」などの狂歌が記される。 
小笠原礼式（すみだ北斎美術館） 

☆〈揚
よ う

弓
きゅう

〉（フランス国立図書館蔵） 

※矢場の台に置かれた矢立
や た て

には短い矢が入れられ、小さな弓が立て掛けてある。その前の

女は口元に手を当てて、立っている女と何かを話している。 

揚弓は、楊
やなぎ

製の小弓（長さ 2尺 8寸：約 85cm)で 7間半(約 13.5m)先の的を射る遊びで、

神社の境内や盛り場などに設けられた。矢取り女を置いて、ひそかに色を売らせた店もあ

ったという。 

☆〈笛
ふ え

〉（14.1×18.9 フランス国立図書館蔵/北斎館蔵） 
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※女の持つ灯りの下で若侍が腰を下ろして笛を吹いて

いる。「浄瑠璃十二段
じ ゅ う に だ ん

草子
ぞ う し

」（「浄瑠璃
じ ょ う る り

姫
ひ め

物語」と

も）で、浄瑠璃姫たちが管弦の催しをしているのを聞

いた牛若丸が笛を合わせたところ、不審に思った侍女

の十六夜
い ざ よ い

が門まで出て来た場面を描く。「笛
ふ え

井
い

のあな

たこなたへ梅か
が

香
か

の かほるも風のふくにまかせて 

青雲亭業丈」、「春の夜の火ともす花のあかるさは 

やみをけしたる庭の梅
う め

か
が

香
か

 末広
す え ひ ろ

庵
あ ん

」野狂歌が記され

る。                 笛（北斎館） 

☆〈書
し ょ

〉（14.0×18.9 フランス国立図書館蔵/北斎館/名古屋市博物館/すみだ北斎美術

館蔵） 

※文机の前で男の子が何かを書こうとしている。側

で垂
す い

髪
は つ

の母親が子どもの右手を取って字の形を教え

ようとしている。机の側には字の練習をした紙があ

る。 
書（北斎館） 

※他に菱川宗理の作品がある。寛政 10 年（1798）、

門人宗二
そ う じ

は北斎から宗理号を譲られ菱川宗理を名乗

っている。 

☆〈将棋
し ょ う ぎ

〉（菱川宗理画。14.1×18.7 フランス国立図書館蔵）。 

☆〈舞人
ま い び と

〉（菱川宗理画。14.1×18.9 フランス国立図書館蔵） 

☆〈拳
け ん

〉（菱川宗理画。13.9×18.9 フランス国立図書館蔵） 

☆〈枕
まくら

拍子
ひ ょ う し

〉（菱川宗理画。13.7×18.6 フランス国立図書館蔵） 

●由来記『三国
さ ん ご く

伝来記
で ん ら い き

』（この頃か。折小本。北

斎画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※長野・善光寺
ぜ ん こ う じ

の由来を記した本で、本中の、

難波
な ん ば

(現大阪市)の堀江
ほ り え

で、のちに善光寺の本尊と

なる阿弥陀
あ み だ

如来
に ょ ら い

が本田
ほ ん だ

善光
ぜ ん こ う

（寺の建立者）を呼び

とめる場面の図が有名（「すみだ北斎美術館ニュ

ース 北斎かわらばん」による。平成 25 年

（2013）6 月発行）。如来
に ょ ら い

の右手指先から善光に

向けて光が放たれている。 
三国伝来記（島根県立美術館） 

●肉筆画「花魁図
お い ら ん ず

」（この頃か。「亀毛蛇足」印

の初出は享和3年といわれる。絹本着色一幅。画狂

人北斎画。印亀毛蛇足。29.2×44.8 個人蔵） 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁が、火鉢の縁
へ り

に右ひじを突き左

足を折って横たわり、前方を見ている図。醒々
せ い せ い

斎京伝
さいきょうでん

(山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

)の題賛「吸付
す い つ け

煙草
た ば こ

の雲となり 

居続
い つ づ け

日和
ひ よ り

の雨となる 夜着
よ ぎ

のうち蒲団の上 一生

の歓会
か ん か い

是
こ れ

一般
い っ ぱ ん

」が記される。 
花魁図（tamegoro.exblog.jp より転載） 

●肉筆画「若衆図
わ か し ゅ う ず

」（この頃か。画帖『蜀山人囲繞名蹟集
しょくさんじんいにょうめいせきしゅう

』より。絹本着色一幅。画狂人

北斎画。印亀毛蛇足。本紙 33.9×20.3 千葉市美術館蔵） 
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※左を向いて歩く前髪の若侍の図。背景はなし。画帖は、大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

が長崎奉行所詰めの時に、豪商中村氏に贈った書画・書簡をま

とめたもの。絵には蜀山人の狂歌「をみなえしなまめきたてる前よ

りも うしろめたしや藤
ふ じ

は
ば

かま腰
ご し

 四方
よ も の

山人
さ ん じ ん

」を添える。四方
よ も の

山人
さ ん じ ん

は大田蜀山人のこと。            若衆図（千葉市美術館） 

●肉筆画「上山
う え や ま

氏
し

肖像画
し ょ う ぞ う が

」（着色。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。北

斎館蔵） 

※2020年 7月 27日朝日新聞朝刊に掲載。群馬県の

所有者から北斎館に寄贈。北斎の肉筆肖像画は数

点しか伝わっていないとする。算盤の裏側を前に

向けて左手で立て、右手を左腕に添えて胡坐
あ ぐ ら

で坐る男。前に「金銀出入

帳」と書かれた縦長の帳面と、墨壺の様な筆入れが置かれているところ

から両替商とみられる。図上方に「上山氏」（「かみやま」と読むか）

であることが記されているというが、人物については不明。 
上山氏肖像画（北斎館） 

●摺物『隅田川両岸九つ切シリーズ』（仮題。着色揃物） 

※永田生慈氏によれば七枚以上のシリーズとする（『秘蔵浮世絵大観８』

ｐ311）。『絵本隅田川両岸一覧』の土台になった揃物と思われる。 

☆〈横網
よ こ あ み

〉（画狂人北斎画。14.0×18.9 フランス国立図書館蔵） 

※隅田川の横網
よ こ あ み

町
ちょう

を行く船に乗

る二人の女と船頭の図。「朝日

影光を添
そ え

て川面
か わ づ ら

に ひくや霞の

横網のはる 三番叟初丸」の狂

歌が記される。横網町は本所
ほ ん じ ょ

地

区南西部の町（現東京都墨田区

横網
よ こ あ み

町
ちょう

1 丁目と 2 丁目）。隅田川の対岸は柳橋
やなぎばし

や

蔵前
く ら ま え

。          横網（フランス国立図書館） 

☆〈柳橋
やなぎばし

〉（画狂人北斎画。14.1×18.8 フランス

国立図書館/ベルギー王立美術館蔵） 

※柳橋の桟橋に立つ二人の女の図。遊客を迎えに出

てきた柳橋の芸者といわれる。向こう側に山谷掘
さ ん や ぼ り

を

めざす客を乗せた猪
ち ょ

牙
き

船
ぶ ね

が滑りだそうとしている。

狂歌が添えられる。「水のおもにうかめる春の柳橋 

ふねか〱
ふねか

とあやまたれぬる 蝶々亭春友」の狂歌が

記される。        柳橋（フランス国立図書館） 

☆〈駒形
こ ま が た

〉（「川辺
か わ べ

の人物
じ ん ぶ つ

たち」とも。14.2×18.8 

フランス国立図書館/北斎館蔵） 

※「亥
い

」(享和 3 年)の字の凧
た こ

を持つ女と、被り物をした女が通りすぎる。その後ろに置い

た鋏箱
はさみばこ

に腰掛けた侍。川に向かって右手を差し出す小奴の肩には正月祝いの飾り物がある。

駒形
こ ま が た

の河岸から宮戸
み や と

川
が わ

（隅田川下流）を眺めた図。川の流れは空摺
か ら ず り

注の手法である。「若

草の中に雉子
き ぎ す

のさをどるも よいとやまうす春の駒形
こ ま が た

 千金亭如
せ ん き ん て い じ ょ

藍
ら ん

」の狂歌が記される。 

注）空摺：浮世絵版画などで、凸版に絵の具を塗らず、刷
す

り圧だけで、紙面に凹凸模様を

造り出す技法（三省堂『大辞林』による）。 
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駒形（フランス国立図書館） 

●摺物『踊盡
おどりづくし

』（正月。全何図か不明。九ツ切判

摺物揃物。画狂人北斎画。フランス国立図書館蔵） 

※よく知られた踊りの演目に見立てて女の所作を描

く。狂歌が添えられる。 

☆〈手習子
て な ら い こ

〉（「手拍子
て び ょ う し

」とも。13.6×18.4） 

※三味線を弾く女と「享和三年正月吉日」と書かれ

た紙と、蛇の目傘を持ち、左手には「清書双帋
せ い し ょ そ う し

」と

書いた帳面を持って踊りの仕草をする女の図。二人

の背後には梅を描いた衝立がある。「手習子」は、

春の日に傘を差して蝶を追いかける無邪気な娘が登

場する長唄の演目。「春風の手習子かもしと
ど

けなく 

ふりをつけたる庭の梅か
が

え 和蘭物成」、「朝日影

あか
が

るもはやき手習の 一段見事むめか
が

書初め 椎

柴道」の狂歌が記される。手習子（フランス国立図書館） 

☆〈見立草摺曳
み た て く さ ず り ひ き

〉（13.9×18.8） 

※右手に刀を持ち、左手で着物を抱える女と、座っ

て鶴丸
つ る ま る

（日本航空のマークに似る）の大紋を染め抜

いた布を広げた女が顔を見合わせている。歌舞伎の

舞踊「草摺曳
く さ ず り ひ き

」を模したものという。親の仇敵工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

ありと聞いた曾我五郎
そ が の ご ろ う

が，鎧
よろい

を小脇に駆けこむ

のを，小林
こ ば や し

朝比奈
あ さ ひ な

が草摺
く さ ず り

を捕まえ，引き止めて意見

忠告する筋（平凡社『世界百科大事典』第 2 版より）。

「朝比奈ひちをもはるの草摺に ちからためしの松

やひくらん 勝々亭山人」の狂歌が記される。 

「草摺
く さ ず り

」は、鎧
よろい

の前に下ろし大腿部
だ い た い ぶ

を守る胴の附属

部。 
見立草摺曳（フランス国立図書館） 

☆〈踊二
お ど り に

美人
び じ ん

〉（14.2×18.8） 

※緑の折れ頭巾をつけた二人の女、一人の扇子に

「寿」の字が描かれ、一人は福寿草の盆栽を持つ。

「今朝ハはや霞か関もすミた
だ

川 庭の梅若門の松若 

寿菊人」、「七くさのはやしかた迄揃ふてハ 梅か
が

え

に来てをと
ど

る鶯 鈍々亭和樽」の狂歌が記される。 
踊二美人（フランス国立図書館） 

☆〈花
は な

売
う

りと娘
むすめ

〉（13.9×18.5） 

※梅の小枝などの花売りの男と、梅の小枝を持って立っている女が眼を合わせている図。

「春雨のふりつけて咲
ざ く

梅か
が

えに ふしおもしろきうく
ぐ

いすの声 蠣売仲丸」、「口紅粉を

さしつゝ風の手をとりも かたいなかなる梅のふりよさ 宵闇くらき」の狂歌が記される。 

☆〈見立娘
み た て む す め

道
ど う

成寺
じ ょ う じ

〉（14.0×15.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※被
か ぶ

り物を被って口元に袖を当てて立つ女と、座っている小奴
こ や っ こ

。小川の脇には梅の木が花

を咲かせている。その枝に掛けられた大凧には鐘の絵が描かれている。小川の中に立つ木

札には「定一この鐘を鳴らすべからず 月日」と書かれている。「たをや女
め

の野かけかて

らの年礼に すゝむたはこも舞のひとさし 山里亭東士」の狂歌が記される。 

☆〈見
み

立
た て

羽
は

根
ね

の禿
かむろ

〉（13.7×18.6） 
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※桶の柄
え

に手をかけてしゃがむ女と、新年の松飾りの門に羽子板を持って立つ女と、天秤

棒に渡した桶を置いてしゃがむ白酒売りに扮した女の図。正月の吉原の店先で禿が羽根つ

きをして遊ぶ長唄「羽根
は ね

の禿
かむろ

」の見立という。 

「かむろ子のしなもよき手につくはねの はつミてあか
が

る春の色客 花木亭根丸」、「山

川をこゝにうつして霞ひく 妹
い も

か
が

ひたいひの雪のしろ酒 難波亭●風」の狂歌が記される。 

☆〈見立
み た て

二人
に に ん

椀久
わんきゅう

〉（14.0×18.8） 

※枕
まくら

屏風
び ょ う ぶ

の前で長煙管を持って座る女と、棒を持つ女が粋な格好で立っているもう一人の

遊女と顔を見合わせている図。人形浄瑠璃や舞踊の演目「椀久
わんきゅう

末松山
すえのまつやま

」を見立てていると

いう。大坂の豪商椀
わ ん

屋久
や き ゅ う

右
え

衛門
も ん

が大坂新町の太夫松山に入れ込み、家業を傾け発狂して水

死した事件による。「ひきそむる霞のまゆの松山に 見とれてをと
ど

る春の椀久 猪牙早

行」、「おもかけをうつして二人わん久に 若水をくむ門の松山 倚松亭岡成」の狂歌が

記される。 

【寛政 6年以降久々の役者絵】 

●絵暦「錦車楼
き ん し ゃ ろ う

」（「初代
し ょ だ い

中山
な か や ま

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

と初代
し ょ だ い

岩井
い わ い

粂
く め

三郎
さ ぶ ろ う

」「歌舞伎
か ぶ き

役者
や く し ゃ

二人図
に に ん ず

」とも。縦

判着色摺物。画狂人北斎画。19.0×12.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベレス・

コレクション蔵） 

※ 紫
むらさき

帽子
ぼ う し

（髷
ま げ

の前で額
ひたい

を覆う紫の布）をつけた初代中山
な か や ま

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

（安永 5 年～弘化４年

〈1776～1847〉）と初代岩井
い わ い

粂
く め

三郎
さ ぶ ろ う

（宝暦 10 年～文化 7 年〈1760～1819〉 五代目

岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

）を描く。図上部の額
が く

に初代中山
な か や ま

富
と み

三郎
さ ぶ ろ う

の俳
は い

名
め い

「錦車楼
き ん し ゃ ろ う

」とある。もう一人は、

扇の紋が見えるところから五代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

とされる。 

図左に、五足
ご そ く

斎
さ い

丈
じょう

布
ふ

の賛「汲
く み

そむる 岩井
い わ い

のみつ
ず

の 金
き ん

化粧
げ し ょ う

 あらふ笑顔
え が お

や 千両
せんりょう

の春
は る

」

が記される。左の役者が手にする本の題僉
だ い せ ん

には、正 二 五 七 八 十 十一 大」と

享和 3年の大の月が記される。 

※寛政 6 年（1794）以降、北斎は役者絵から離れているが、この作品はその後に描かれた

三点の一図。他に文化 4 年（1807）「初代沢村
さ わ む ら

源之助
げ ん の す け

 梅
う め

のよし兵衛
べ え

」と「初代瀬川路之
せ が わ み ち の

助
す け

 女房
にょうぼう

こむめ」の二枚組、文政 7 年(1824)「三代目市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

と七代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

」が

ある。 

●扇面画「桜花
お う か

花魁図
お い ら ん ず

」（着色一幅。画狂人北斎筆。印辰印政） 

※扇面の右側に、前帯で赤い襦袢
じ ゅ ば ん

を覗かせた花魁が黒塗りの下駄を履いて、柵に囲まれた

桜の老木の前に立っている。 

●摺物「夢
ゆ め

見
み

る女
おんな

」（紙本着色一幅。画狂人北斎画。13.2×18.0 北斎館蔵） 

※振袖姿の女性が紙や硯・筆などが置かれた文机
ふ づ く え

にうつ伏して眠って、夢を見ている様子

が描かれる。中国の故事「邯鄲
か ん た ん

の夢注」の見立てか。文鎮
ぶ ん ち ん

が猪を象っているので亥年の作

品と思われる。着物や花の部分に光を当てると反射する雲母摺
き ら ら ず り

がほどこされている。 

注）邯鄲の夢：「盧生
ろ せ い

の夢
ゆ め

」「邯鄲
か ん た ん

の枕
まくら

」

とも。中国戦国時代、趙
ちょう

の国の盧生
ろ せ い

という

若者が、呂
ろ

翁
お う

という仙人から夢が叶うとい

う枕を与えられ、眠ったところ立身出世し

栄華を極めた夢を見た。しかしそれは、目

覚めれば寝る前に煮た粥
か ゆ

がまだ炊き上がら

ないうちのことだったという故事。唐の沈
し ん

既済
き せ い

の『沈中記
ち ん ち ゅ う き

』による。                   夢見る女（北斎館） 
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●摺物「文
ふ み

を考
かんが

える花
お い

魁
ら ん

」（紙本着色一幅。摺物。画狂人北斎画。13.7×18.4 北斎館蔵） 

※藤の花が描かれた掛け軸と琴が置かれた床の間のある座敷で、花魁が机の前で手紙の文

を考えている。側で禿
かむろ

が墨を摺っている。左側の女は、書いた文を火鉢に入れて燃やそう

としている。 

●摺物「手土産
て み や げ

 亥
い

」（亥
い

年
ど し

の享和 3 年辺りか。着色。摺物。画狂老人北斎和泉
い ず み

橋
ば し

辺
へ ん

写。

13.8×27.1 北斎館蔵） 

※ 筍
たけのこ

の皮に包まれた手土産に葱
ね ぎ

が添えられる。包皮に「亥
い

」の字が記されているので、

猪肉が包まれ、更に亥
い

年
ど し

の作品であることを示したものか。 

●絵暦「女
おんな

の年
ね ん

礼
れ い

」（九ツ切判着色。摺物。画狂人北斎画。13.9×17.8 東京国立博物館

蔵） 

※新春の年礼風景。赤い小階段の上に飾られた注連縄
し め な わ

の垂れたウラジロの太さで月の大小

を表している。奥には猪の置物があるので亥年の作と分かる。 

●摺物「女
おんな

の年始
ね ん し

」（横中判着色。画狂人北斎画。東京国立博物館蔵） 

※御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女と花魁の二人が年始に行く様子。後ろに荷物を首に巻いた供の男がいる。

訪問先の入り口の奥に猪の置物が見えるので、亥年の作と分る。 

●絵暦「綱引
つ な ひ

き」（1 月。着色。画狂人北斎画。9.8×19.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※神社の境内で男たちが大綱を抱えるようにして綱引きをしている。見物人の傘に「亥
い の

春
は る

」

と大の月を示す数字が書かれている。賛に「歳
さ い

旦
た ん

 このうへの宝
たから

あるまし
じ

玉
た ま

の春
は る

」、

「歳暮
せ い ぼ

 種蒔
た ね ま き

て花
は な

の春
は る

見
み

んとしの豆
ま め

 円亭喜鵲」、「日
ひ

の筋
す じ

に負
ま け

し
じ

とひくや朝霞
あさがすみ

 仏外」

などと記されている。寛政 11年（1799）にも摺物「社前
し ゃ ぜ ん

の綱引
つ な ひ

き」図がある。 

●摺物「衝立
つ い た て

に屠蘇
と そ

図
ず

」（春。色紙判着色。画狂人北斎画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※「亥
い の

春
は る

」と書かれた衝立の前に屠蘇を入れた酒器と膳に乗せられた盃が描かれる。 

 

【以下、享和年間】 

画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、可候
か こ う

、東陽画
と う よ う が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎
ほ く さ い

、歩
ほ

月
げ つ

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、宗
そ う

理
り

 □印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

 、辰
と き

政
ま さ

、画
が

狂人
きょうじん

 

●狂歌絵本『砧
きぬた

の聲
こ え

』（「砧
きぬた

の峰
み ね

」とも。享和 2年～3年〈1802～03〉。初編・二編。半 

紙本墨摺。画狂人北斎画。22.5×16.0 日本浮世絵博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ 

蔵） 

※野外に茣蓙を敷き、姉さん被りの母親と子供が向かい合って槌を振り上げて砧を打って 

いる図。 

●肉筆画「魚介図
ぎ ょ か い ず

」（享和元年～2年〈1801～02〉。絹本着色一幅。画 

狂人北斎席画。印亀毛蛇足。66.2×32.7すみだ北斎美術館蔵） 

※画面手前から、宿借
や ど か り

、蜆
しじみ

、鮑
あわび

、烏賊
い か

、種類不詳の魚、海老
え び

、玉珧
た い ら ぎ

を

描く。                  魚介図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「かれいに海老図」（享和 3 年～文化 1 年〈1803～04〉北斎

画。印辰 印政 元麻布美術工芸館寄託） 

●肉筆画「来
ら い

燕帰
え ん き

雁
が ん

図
ず

」(享和年間〈1801～04〉。絹本一幅。画狂人北

斎画。印亀毛蛇足。82.7×26.0 吉野石膏コレクション蔵：すみだ北

斎美術館寄託） 
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来燕帰雁（すみだ北斎美術館寄託） 
※天空から垂直に降りるように首を下に向けて飛

ぶ二羽の雁。その下を交差するように飛ぶ三羽の

燕。加藤千
か と う ち

陰
か げ

（1735～1808。国学者。歌人）の賛

「はる秋
あ き

の契
ち ぎ

り たか
が

へす
ず

とり〱
ど り

に 来
く

るも帰
か え

る

も こゝろ有
あ り

けり 千蔭」 

●肉筆画「化粧美人図
け し ょ う び じ ん ず

」（「けわいびじんず」と

も。享和年間〈1801～04〉。紙本淡彩一幅。無

款。132.9×49.4 MOA美術館蔵） 

※遊女の持つ鏡は斜め後方の帰る客に向けてい

る。鏡には遊女の横顔と鏡に映っていない客の視

線が交差していることだろう。この構図はベラス

ケスの「ラス・メニーナス」を彷彿させ、いわゆ

る視点の移動を示した注目すべき図となってい

る。           化粧美人図（MOA 美術館） 

●肉筆画「柳下傘持
り ゅ う か か さ も ち

美人図
び じ ん ず

」（享和年間〈1801～

04〉。絹本着色一幅。画狂人北斎画。印辰政。84.3×25.4 北斎館蔵） 

※享和末期～文化初期の「柳下
り ゅ う か

美人図
び じ ん ず

」とは別物だが

画趣は同じで、柳下に裸足で高下駄を履き、閉じた蛇目
じ ゃ の め

傘
が さ

を左手に持

ち、首をかしげて土手の間の道を歩く遊女の図。八本の 簪
かんざし

、髷
ま げ

の後に

赤い花簪
はなかんざし

があしらわれる。柳の木の下には赤い躑躅
つ つ じ

の花が咲いている。 
柳下傘持美人図（北斎館） 

【東海道シリーズ始まる】 

●錦絵『吉野屋版
よ し の や ば ん

 東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

』（「東海道五十三次」物の一。享

和年間〈1801～04〉。横小判錦絵。全 56図。「金谷
か な や

」のみ欠落。「京」

が 2 図ある。宿駅名は横書き。各図に画狂人北斎画。吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

版。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※確認されている揃物中、最も早い時期の出版か（『名品揃物浮世絵９ 

北斎Ⅱ』ぎょうせい）。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉（8.6×13.2） 

※擬宝珠
ぎ ぼ し

のある日本橋上の賑

わい。魚介を入れた笊
ざ る

を持ち

あげている魚屋。荷物を担い

だ行商人や旅人たち。右端に

大名行列の長槍
な が や り

の先だけが見

える。遠くに江戸城の櫓
やぐら

。

その先に富士山が描かれる。        
日本橋（部分：島根県立美術館） 

☆〈品川
し な が わ

〉（8.7×13.4） 

※「祇園御祭禮
ぎ お ん ご さ い れ い

」の幟
のぼり

が立つ宿場の屋根。海の向こうには富士山。 

☆〈川崎
か わ さ き

〉（8.5×13.2） 

※多摩
た ま

川
が わ

の渡し船が行く手前の岸では、首に風呂敷の荷物を括
く く

って立つ男と、その脇で

草鞋
わ ら じ

の紐を結び直している男。 

☆〈神奈川
か な が わ

〉（9.1×13.2） 
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※遠くに箱根山を望み、手前には森の中の家がぽつんと描かれる風景画。 

☆〈程ケ谷
ほ ど が や

〉（9.1×13.2） 

※杉並木の間から富士山が見える道を、馬子
ま ご

が牽
ひ

く馬に乗って行く旅人。その後ろには、

下に置いた荷物を担ごうとする男。 

☆〈戸塚
と つ か

〉（9.0×13.1） 

※煙管
き せ る

をくわえて笠を被って歩く侍と、天秤
て ん び ん

の荷物を担いでついていく男。 

☆〈藤沢
ふ じ さ わ

〉（8.7×13.0） 

※江の島へ渡る人々。島の向こうには富士山。図の手前には松林。 

☆〈平塚
ひ ら つ か

〉（9.0×13.2） 

※宿の入口の前で馬から荷物を下ろし、しゃがんで馬の脚の世話をする男。 

☆〈大
お お

磯
い そ

〉（9.0×13.4） 

※風の吹く中、僧侶と思われる男が笠に手を当てて海上に飛ぶ鳥を眺めている。 

☆〈小田原
お だ わ ら

〉（9.2×13.3） 

※「うゐらう 元祖とら屋」と書かれた衝立
つ い た て

を背に、客にお茶を差しだす店の小僧。 

☆〈箱根
は こ ね

〉（8.9×13.2〉 

※紐を引いて回す轆轤
ろ く ろ

の端につけた木を、もう一人の男が削って細工をしている。箱根は

寄木
よ せ ぎ

細工
ざ い く

で有名。 

☆〈三島
み し ま

〉（9.1×13.3〉 

※三島
み し ま

神社
じ ん じ ゃ

の石の鳥居をくぐって参詣する男。その前で境内の中を眺める旅人。鳥居の両

脇には赤い塀が続く。 

☆〈沼津
ぬ ま づ

〉（9.2×13.3） 

※入り江の岸の茶屋で休む人々。入り江には二艘の渡し船が浮かぶ。 

☆〈原
は ら

〉（9.1×13.3） 

※富士山の裾野が、すやり霞に隠れて半分だけ見える道を、駕籠
か ご

に乗って行く旅人と徒歩

の男。駕籠
か ご

は一旦ここで休み、駕籠
か ご

かきの前の男は頭に手をやっている。 

☆〈吉原
よ し わ ら

〉（8.5×13.2） 

※侍二人を先頭に、朝鮮通信使の一行が富士のすそ野を見ながら、図の左から右に移動し

ている。 

☆〈蒲原
か ん ば ら

〉（8.6×13.4） 

※海の上を二艘の渡し船が行く。手前の岸辺には松の緑と赤い紅葉。 

☆〈由井
ゆ い

〉（8.9×13.4） 

※海浜には塩を含んだ砂を集める男が二人。手前には、塩焼小屋二棟と塩水を入れる桶が

四つ置かれている。沖には帆掛け船が五隻浮かんでいる。          由井（島根

県立美術館） 

☆〈奥津
お き つ

〉（8.7×13.4） 

※一般に「興津」と表記する。遠くのそそり立つ岩

のある海辺に小さく二人の男が描かれる。図の中央

には赤いすやり霞。右側に版元の「吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

」

名が記されている。 
奥津（島根県立美術館） 

☆〈江尻
え じ り

〉（8.2×13.4） 

※海辺の山中に寺社があり、その先に山が見える。

海には帆掛け船が二隻浮かぶ。図右に「吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

」の版元名が記される。 
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☆〈府中
ふ ち ゅ う

〉（8.6×13.3） 

※集落の屋根が鳥瞰的
ちょうかんてき

に描かれる。遠くの囃子の中に見えるのは駿府
す ん ぷ

城か。図右に

「吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

」の版元名が記される。 

☆〈鞠子
ま り こ

〉（8.8×13.3） 

※名物のとろろ汁食べる旅人と、お盆を差しだす女給。痩せた行商の男が上半身裸で旅人

の食べる様子を見ている。 

☆〈岡
お か

部
べ

〉（8.6×13.2） 

※険しい山間の道を行く旅人たち。鳥瞰的画法で、版元名が記される。 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉（9.0×13.4） 

※「根元
こ ん げ ん

 名代
な だ い

」と書かれた襖
ふすま

の脇から店主が外を見ている。その前で旅人が店先に並べ

られた商品（餅のようなものか）を見ている。藤枝
ふ じ え だ

に向かう瀬戸
せ と

の立場では「染
そ め

飯
い い

」と呼

ばれる、くちなしで染めて黄色にしたおこわを、平たくして焼いたものが名物とあるが、

それだろうか。 

☆〈島田
し ま だ

〉（8.6×13.4） 

※柴木
し ば き

の束を縛っている子どもの側を行く笠を被った道中差しの男と、上半身裸の供人。

その脇には天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

を担ぐ男たち。図に版元名が記されている。 

☆〈金谷
か な や

〉（欠落） 

☆〈日坂
に っ さ か

〉（8.1×13.5） 

※松並木の道に置かれた岩を持ち上げようと両手を上に伸ばして意気込む男が二人。それ

を見ている旅の女がいる。 

☆〈懸
か か

川
が わ

〉（8.4×13.0） 

※空に上がっている凧が四つ。これから上げようとする男たちもいる。 

☆〈袋井
ふ く ろ い

〉（8.2×13.3） 

※天狗の面がある箱
は こ

笈
お い

を担ぐ修験者の男と、御幣
ご へ い

が付いた神社形の箱
は こ

笈
お い

のようなものを担

いでいる修験者の男が行く。側の松の木には馬が繋がれている。 

☆〈見附
み つ け

〉（8.8×13.4） 

※松の木の側に紅葉もある山道を旅人が行く。その向こうには富士山。 

☆〈濱
は ま

松
ま つ

〉（8.7×13.0） 

※入り江に浮かぶ渡し船には大勢の客が乗っている。荷物を背負った馬も二頭いる。舳先
へ さ き

の船頭は腰をかがめて竿を海に差しいれ、船尾の船頭は力を込めて竿さしている。 

☆〈舞
ま い

坂
さ か

〉（8.7×13.2） 

※大きな碇
いかり

の先に乗って海を指さす子ども。碇の根元に足をかけて海を見る子ども。海に

は一隻の渡し船が浮かぶ。 

☆〈荒
あらい

井〉（7.8×13.3） 

※荒井
あ ら い

宿
じゅく

の門から出てきた旅人たち。天秤
て ん び ん

の荷物を確認するかのような男。 

☆〈白須賀
し ら す が

〉（8.0×13.4） 

※山道を登る旅人が、遠くの帆掛け船を手をかざして見ている。後ろには笠を被った供人

がいる。さらに天秤
て ん び ん

の荷物を担ぐ男。 

☆〈双川
ふ た が わ

〉（8.1×13.5） 

※旅道具を置いて、大きな岩に手を回している男と、両手を挙げてはやしている男と、し

ゃがんで見ている男。 

☆〈吉田
よ し だ

〉（8.2×13.4〉 

※紅葉の木の側で食事をしている二人の旅人。 
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☆〈御油
ご ゆ

〉（8.7×13.1） 

※松並木の街道を馬に乗って行く旅人や、徒歩で行く旅人を小さく描く。版元名がある図。 

☆〈赤
あかさか

坂〉（9.0×13.1） 

※手洗いの鉢を前にして歯を磨く遊女と、髪を梳
す

いている遊女。これからの勤めの準備を

している。図に版元名が記される。 

☆〈藤川
ふ じ か わ

〉（8.5×13.2） 

※山の上の、小さな松の木に挟まれるような鳥居のある祠
ほこら

を鳥瞰的
ちょうかんてき

に描く。図に版元名が

記される。 

☆〈岡
おかざき

崎〉（8.5×13.3） 

※雪を笠に被った旅人たちが橋を渡る。岡崎の入口になる矢作
や は ぎ

橋
ば し

であろう。 

☆〈池
ち

鯉
り ゅ

鮒
う

〉（9.2×13.6） 

※松の木のある庭先で、手
て

行燈
あ ん ど ん

を掲げて立っている女。 

☆〈鳴海
な る み

〉（8.8×13.3） 

※口にくわえた紐で布を絞っている女。鳴海は絞りの名産地。 

☆〈宮
み や

〉（8.6×12.6） 

※帆かけ船が三隻浮かぶ海。手前の岸と向こうの島には松林が見える。 

☆〈桑名
く わ な

〉（8.8×13.4） 

※桑
く わ

名城
な じ ょ う

が描かれる。図に版元名が記される。 

☆〈四
よ っ

日
か

市
い ち

〉（8.5×13.3） 

※茶屋で休んでいる男二人の前で 蛤
はまぐり

を焼いている男。団扇であおった煙が顔にかかって

いる。図に版元名が記される。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

〉（9.0×13.3） 

※寺の屋根が足元に見える坂の上で、柄杓
ひ し ゃ く

の水を差し出す子どもを合羽
か っ ぱ

を着た旅人と供の

男が振りかえる。 

☆〈庄野
し ょ う の

〉（9.2×13.5） 

※川岸を行く長持
な が も ち

を担ぐ男と長槍
な が や り

を持つ男たち。 

☆〈亀山
か め や ま

〉（8.6×13.2） 

※鈴鹿
す ず か

川
が わ

の橋を渡る旅人たちと、川岸で釣りをする男。土手には駕籠
か ご

を置いて休む男。 

☆〈関
せ き

〉（8.6×13.2） 

※杉林に囲まれた山道を馬子の牽く馬に乗って登って行く旅人。 

☆〈坂
さ か

の下
し た

〉（8.5×13.3） 

※細い山道に添うように流れる川の風景。 

☆〈土山
つ ち や ま

〉（8.6×13.3） 

※土坡
ど は

に挟まれた細い道を行く旅人。その先には海がある。図に版元名が記される。 

☆〈水口
み な く ち

〉（9.1×13.5） 

※「名物ど志やう
ど じ ょ う

汁」と書いた縦看板の店先に、荷物を振り分けに背負った馬と柴木を背

負った馬がいる。図に版元名が記される。 

☆〈石部
い し べ

〉（8.7×13.2） 

※荷物を置いて、街道の大杉の幹に両手を回して太さを計っている二人の旅人を描く。 

☆〈草津
く さ つ

〉（8.9×13.5） 

※宿で三人が酒を飲んだり食事をしている。男二人は上半身裸。 

☆〈大津
お お つ

〉（8.8×13.4） 
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※大きな松の老木の下には赤い小さな祠
ほこら

。その傍の海辺には小さな船が三艘停まっている。 

☆〈京
きょう

〉（8.8×13.3） 

※公家
く げ

が右近
う こ ん

の 橘
たちばな

の脇に立っている。版元の「吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

」の名が右脇に囲みで記さ

れる。 

☆〈京
きょう

〉（9.1×13.5） 

※一面の紅葉の赤が、雲のように御所
ご し ょ

の屋根を覆っている。 

※北斎は「東海道五十三次」を、この吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

版のほか次のシリーズを描いている。 

『春
しゅん

興
きょう

五十三駄之内
ご じ ゅ う さ ん だ の う ち

』（享和 4 年〈1804〉 画狂人北斎。版元不明）、『横
よ こ

小判
こ ば ん

 東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

』（文化元年～5 年〈1804～08〉。北斎画。54 図。版元不明）、『彩
さ い

色摺
しょくずり

 

五拾三次
ご し ゅ う さ ん つ ぎ

』（文化元年～5 年〈1804～08〉。縦小判。無款。56 図。版元不明）、『東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

 絵本
え ほ ん

駅
え き

路
ろ

鈴
す ず

』（文化 3 年～7 年〈1806～～10〉縦中判。無款。56 図。

伊勢屋利兵衛
い せ や と り へ え

版）、『五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

江
え

都
ど

の往
ゆ き

かい』（文化元年～10 年〈1804～13〉中期横小判。

北斎画。56 図。伊勢屋利兵衞版）、『東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

 絵尽
え づ く し

』（文化 7 年〈1810〉。無款。

57 図。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版）。他に、弟子の柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

が〈鳴海
な る み

〉など 8 図を書き加えて無題で文政

年間（1818～30）に改編再刊された『春
しゅん

興
きょう

五十三駄之内
ご じ ゅ う さ ん だ の う ち

』がある。 

●錦絵『横小判 仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（享和元年～3 年〈1801～03〉。文化初期説あり。横

小判着色 12図揃。画狂人北斎筆〈題箋
だ い せ ん

による〉。題は「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」。絵の中では「仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」とあるが、他の『仮名手本忠臣蔵』と混同を避けるため『横小判 仮名手本忠臣

蔵』とした。。各 12.5×16.7 ギメ美術館蔵） 

※横小判着色の「忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」は、ギメ美術館に 12図の全図が所蔵されていて、画帖仕立に装

丁されているという。 

落款は、初段（画狂人北斎画）、二段（画狂人北斎画）、三段(北斎画)、四段(無款)、

五段（北斎画）、六段（無款）、七段（画狂人北斎画）、八段（画狂人北斎画）、九段

（画狂人北斎画）、十段（画狂人北斎。「画」はない）、十一段（画狂人北斎画）、大尾

（揃の最後。画狂人北斎。「画」の字はない）。以上は、根岸美佐『北斎研究』56 号

〈2016/3/31：ｐ10～13〉による）。 

※忠臣蔵物は、寛政 10 年（1798）〈可候画。享和末～文化初年説あり〉『新板浮絵忠臣

蔵』、文化元年～5 年（1804～08）『仮名手本忠臣蔵』（北斎画。平仮名表記あり）、文

化元年～10 年（1804～13）『仮名手本忠臣蔵』（横小判。北斎画。平仮名表記あり）、文

化 3年（1806）『仮名手本忠臣蔵』（横大判。無款）など数種がある。 

☆〈三段目〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）裏門の段の図。鷺坂伴内
さ ぎ さ か ば ん な い

が勘
か ん

平
ぺ い

を捕えに

来たところ、首を掴まれ投げ飛ばされた。勘平が伴内を切ろうとするが、お軽
か る

がとめよう

とする場面。 

☆〈四段目〉屋敷を遠景に、三人の武士を描く。左右の二人は中央の武士に向かって刀を

抜く様子。 

☆〈十段目〉天
あ ま

河屋
か わ や

義
ぎ

平
へ い

が義士たちに協力していると疑われ、獲り手に囲まれるが、一歩

も引かずに義士への忠誠心を示す有名な場面の後日を描く。義平は仇討ちの援助を悟られ

まいと奉公人を解雇し、妻のお園
そ の

も実家に帰すが、離縁状を戻そうと儀平を訪ねるお園と、

それを拒否する儀平の様子が描かれる。 

☆〈十一段目〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）吉良
き ら

邸内で、二刀流の清水
し み ず

一角
い っ か く

と戦う

二人の義士。清水のうち下ろす刀を、のけぞりながら横にした刀で受ける義士。清水の背

後で切掛かるもう一人の義士。庭先でも義士と吉良家家臣が戦っている。 
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●肉筆画「日月龍図
じ つ げ つ り ゅ う ず

」（享和年間〈1801～04〉。紙本墨絵淡

彩三幅対。画狂人北斎。印辰政。各 103.1×17.5 光ミュー

ジアム蔵）              

※右図は、三日月が画面中央に描かれる。中央の図には、奥

からこちら側に弧を描くように向かってくる龍の顔が大きく

描かれる。左の図には、画面下に大きく朱色の日が描かれ

る。               日月龍図（光ミュージアム） 

【北斎作品の重要文化財指定の第 2号】 

●肉筆画「二
に

美人図
び じ ん ず

」（享和年間〈1801～04〉。『肉筆浮世

絵大観４』では文化年間〉。大大判絹本着色一幅。画狂人北

斎画。印亀毛蛇足。110.6×36･7 MOA 美術館蔵。重要文化

財） 

※三
み

つ葉
ば

葵
あおい

の紋
も ん

のついた表装から、将

軍家またはその周辺からの依頼による

作品という指摘があるという（『肉筆

浮世絵 美人画の世界』田辺昌子監

修・宝島社）。 
二美人図（MOA 美術館） 

※立ち姿は吉原の遊女、横座りは廓
くるわ

の女芸者といわれる（『肉筆浮

世絵大観４』）。また立ち姿の女は遊女で夜を象徴し、横座りの女

は若女房で昼を象徴して、それぞれを対比ささた試みだともいう

（2005 年『北斎展図録ｐ324）。文化年間にも「二美人図」がある。 

※2001 年 6 月 22 日、重要文化財に指定。第 1 号は、文化年間の

「潮干狩図
し お ひ が り ず

」（大坂市立美術館蔵）。       

※文化庁の「国指定文化財等データベース」には次の記載がある。 

「（略）浮世絵美人画中でも吉原の遊女は最も多く描かれた題材で

ある。本図は無背景にひとりの高位の遊女が物憂げな表情で立ち、

前方で向かって右向きにかがんだ女性がこれを振りかえるのみの簡

潔な図様である。立ち姿の女性は、やや俯
うつむ

き加減で視線を下に落と

し、下方におろした左腕で小袖
こ そ で

の端を持っている。肩から足許にかけて身体は大きな弧を

描き、向かって斜め左を向いている。頭髪には 簪
かんざし

を多く挿し、白い花びら模様のあるう

す青色の着物に細い帯を前で結ぶ。寛
くつろ

いだ姿で羽織った小袖は鼠色地に扇散らしの文様で、

金泥
き ん で い

（筆者注：金粉をにかわで溶いた顔料）の輪郭線で括
く く

られた桧
ひ

扇
おうぎ

からは実際に赤と緑

の飾り糸が垂れ下がっている。裾には葵
あおい

の模様もみえる。 

かがんでいる女性は膝を横座りに折り、腰をやや前方にかがめて肩を後方にねじる。右

肘を曲げて膝の上に置き、左肘は、手首を折り曲げて、手の甲をやや開いた口元にあてが

い、首をねじって背後に立つ女性のほうを見やる。菖蒲
あ や め

革の褄
つ ま

模様の赤地の小袖を着し、

茶色のうすものを上に重ね、背で結んだ青地の帯を垂らしている。 

すらりとした長身の前者と、体を折り畳んでねじり、指先にも緊張感を漂わせる後者の

対比が、人物としても充実した表現を実現している。（略） 

本図の丹念で上品な出来映えは、特別の注文に応じた渾身の作と思わせるものがある。

伝来は不明であるが、表装裂の一文字に三つ葉葵紋があることは、示唆的といえよう。葛

飾北斎の代表作として、また、浮世絵師たちが競って健筆を揮った華やかな肉筆美人画に

あって、勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

に伍して独自の地位を占める美人画として、高く評価され

る」（ルビは筆者）          
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●肉筆画「二
に

美人図
び じ ん ず

」（享和 3年～4年〈1803～04〉。重要美術品。

絹本着色一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。76.5×41.2 北斎館

蔵） 

※重要文化財の「二
に

美人図
び じ ん ず

」（享和元年～4 年 MAO 美術館蔵）とは

別作だが、ほとんど同構図。前帯
ま え お び

で首をかしげて立つ女。燈
と う

籠
ろ う

鬢
び ん

の

島田
し ま だ

髷
ま げ

で赤い元結
も と ゆ

いの髪に六本の 簪
かんざし

をして、右手を上げ、黒地に松

と鶴の模様の着物に赤い前帯をだらりと下げた姿。その横で、黒地

に花模様の着物を着て、片膝を立てて座る垂
す い

髪
は つ

の遊女も六本の簪
かんざし

を

挿している。二人の遊女が店に出る前の様子を描いているとも。 
二美人図（北斎館） 

●錦絵『風流
ふうりゅう

無
な

くてなゝくせ』（享和年間〈1801～04〉。大判錦絵
に し き え

 

雲母
き ら ら

摺。可候画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版） 

※大判錦絵雲母摺
き ら ら ず り

の美人大首絵はこのシリーズ 2 枚のみが確認され

ている。いずれも背景は白キラ（雲母
う ん も

）が使われている。「ななくせ」とあるので七図が

予定されていたものか。 

※リチャード・レイン『伝記画集 北斎』では、初代蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

の死により、二図のみで

打ち切られたと推測している。 

※この後は摺物や版本の挿絵以外、美人画をほとんど発表していないという（『浮世絵八

華５ 北斎』所収、永田生慈「北斎の生涯」）。 

☆〈ほおずき〉（36.3×24.7 メトロポリタン美術館/ホノルル美術館/神戸市文書館/山

口県立萩美術館・浦上記念館蔵）  

※髪を洗い終わった後、ほおずきを口先で遊ぶ女と、手鏡を見

ながら歯についた口紅を拭
ぬ ぐ

おうとする島田
し ま だ

髷
ま げ

の女を描いた図。 
ほおずき（メトロポリタン美術館） 

☆〈遠眼鏡
と お め が ね

〉（38.6×25.8 私立津山郷土博物館/神戸市立美術

館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/

山口県立萩美術館・浦上記念館/ｻﾝﾀﾌｪ

ﾘｰ・ﾀﾞｰｸｽｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※仏参の途中、揚帽子の母親と、

遠眼鏡
と お め が ね

を覗いて何かを見る娘の図。こ

の絵について、薄藍
う す あ い

の唐
か ら

傘
か さ

をさした奥
お く

女中
じょちゅう

と島田
し ま だ

髷
ま げ

の腰元
こ し も と

が片目を細くして

遠眼鏡
と お め が ね

で見る図という解釈もある（『浮世絵聚花ホノルル美術

館』）                遠眼鏡（神戸市立美術館） 

●肉筆画「恵比寿
え び す

大黒図
だ い こ く ず

」（享和年間〈1801～04〉。紙本着色一

幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。75.6×28.1 個人蔵） 

※大黒と恵比寿が並んで歩いている。大黒は小槌をぶら下げ、そ

の右で恵比寿が釣り竿を肩にしている。 

●錦絵「道行
み ち ゆ き

八景
は っ け い

」（享和年間〈1801～04〉。中判錦絵。二丁掛。揃物。可候画。版元不

明。心中事件の男女だけを集めたシリーズ） 

※数少ない一枚風俗画。歌舞伎や浄瑠璃で知られた男女を描いたもの。「八景」とあるが

六図だけ確認されている。 

☆〈伊達
だ て の

与作
よ さ く

せきの小万
こ ま ん

 夕
せ き

照
しょう

〉（23.5×17.4 日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：

ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

http://artmatome.com/%e3%80%8e%e9%a2%a8%e6%b5%81%e7%84%a1%e3%81%8f%e3%81%a6%e3%81%aa%e3%83%bd%e3%81%8f%e3%81%9b%e9%81%a0%e7%9c%bc%e9%8f%a1%e3%80%8f%e3%80%80%e8%91%9b%e9%a3%be%e5%8c%97%e6%96%8e/
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※ 歌 舞 伎 「 恋女房
こいにょうぼう

染分
そ め わ け

手綱
た づ な

」 の 原 作 、

近松門
ち か ま つ も ん

左
ざ

衛門
え も ん

の 『 丹波与作
た ん ば よ さ く

待
ま つ

夜
よ の

小室
こ む ろ

節
ぶ し

』

の、由
ゆ

留
る

木
ぎ

家の家臣で落ちぶれて東海道の

馬方となった与作
よ さ く

と、恋仲の関
せ き

の小万
こ ま ん

が心

中を覚悟して千貫
せ ん が ん

松
ま つ

まで道行きの途中、休

み茶屋で二人が煙管を使っている場面。脇

の松の背景に富士山が描かれる。  
左図：伊達与作せきの小万 夕照  

右図：あづま与五郎の残雪（すみだ北斎美術館） 

☆〈あづま与五郎
よ ご ろ う

の残雪
ざ ん せ つ

〉（23.5×17.4 

W・ｱﾑｼｭﾄｳｯﾂ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館：ｽﾎﾟﾙ

ﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｺﾚｸｼｮﾝ/鎌倉・二階堂浮世絵文庫蔵。以上『美術品所蔵レファレンス事典』より。

すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ〈二丁掛のまま〉蔵） 

※食事後、遊女部屋の格子窓の前で腰掛けている男にもたれかか

る女の図。上記〈伊達
だ て の

与作
よ さ く

せきの小万
こ ま ん

 夕
せ き

照
しょう

〉とともに横中判二

丁掛（一枚に二図）で摺られ、後に縦二図に切断された。 

☆〈おはつ徳
と く

兵衛
べ え

 秋月
しゅうげつ

〉（23.2×17.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰ

ﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美術館蔵） 

※川端
か わ ば た

の柳の木の側で、「徳」の字のある提灯を下げた徳兵衛

が、思案げに首をかしげて立つおはつの背に寄り添っている図。

近松門
ち か ま つ も ん

左
ざ

衛門
え も ん

が実際の心中に取材した「曾根崎
そ ね ざ き

心中
しんじゅう

」による。お

はつは天満屋
て ん ま や

の遊女、徳兵衛は醤油屋
し ょ う ゆ や

の手代
て だ い

。 
おはつ徳兵衛 秋月（すみだ北斎美術館） 

☆〈お梅粂之
う め く め の

助
す け

 晩鐘
ばんしょう

〉（23.8×18.2 ベルリン東洋美術館/ボ

ストン美術館蔵〉 

※高野山の山道で、お梅の後帯を粂之助がしゃがんで整えている

図。          お梅粂之助 晩鐘（パブリックドメイン美術館） 

☆〈お花半七
は な は ん し ち

 落雁
ら く が ん

〉（23.5×17.3） 

※歌舞伎や人形浄瑠璃（『長町女
ながまちおんなの

腹切
は ら き り

』など）の題材。京都で起

きたお花と半七の心中事件を扱う。 

☆〈お染
そ め

久松
ひ さ ま つ

 春
しゅん

花
か

〉（23.2×17.5 ウースター美術館：ﾊﾞﾝｸﾄﾌ

ﾄ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※菅専
す が せ ん

助
す け

の浄瑠璃「染
そ め

模様
も よ う

妹背
い も せ の

門松
か ど ま つ

」や

鶴屋
つ る や

南北
な ん ぼ く

の歌舞伎「お染久松色読販
そめひさまつうきなのよみとり

」等の取材。大阪で起きたお

染と久松の心中事件を扱う。             
お染久松 春花（パブリックドメイン美術館） 

●肉筆画「養老
よ う ろ う

の孝子図
こ う し ず

」Ａ（享和年間〈1801～04〉。絹本着色

一幅。東陽画狂人北斎。「画」字はない。印亀毛蛇足。96.0×

32.1 日本浮世絵博物館蔵） 

※能の「養老
よ う ろ う

」から。光頭の樵
きこり

が左手で酒になった瀧の水を瓢箪
ひょうたん

に汲みとっている図。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の賛「孝行の心を天も水にせす 

酒とくまする養老の瀧」がある。 

●肉筆画「養老
よ う ろ う

の孝子図
こ う し ず

」Ｂ（享和年間〈1801～04〉。絹本淡彩一幅。東陽画狂人北斎。

「画」字はない。印亀毛蛇足。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の賛。101.3×29.4 個人蔵） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E8%88%9E%E4%BC%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%A5%BD
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※同年作で同画趣のもの。頭巾を被った樵が右手で酒になった滝の水を汲みとっている図。

浅草庵市人の賛は図Ａと同一である。「養老の孝子図」ＡＢは対であったか。 
養老の孝子図：右 A 図 左 B図（2005 北斎展図録より転載） 

※上記二図の「東陽(江戸)」の落款から、地方から

の依頼と思われる。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の賛から浅草側の

三陽三河擣
さ ん よ う み か わ と う

衣連
い れ ん

に関わる人物からの注文と考えられ

ている。 

●肉筆画「六玉
む た ま

川
が わ

」（享和年間〈1801～04〉。紙

本淡彩揃物。各一幅。文化初年頃の『秀逸
しゅういつ

 六玉
ろ く た ま

川
が わ

』『六玉
む た ま

川
が わ

』と同画題だが、本図は肉筆画であり

絵の寸法も大きく違う） 

※元来六曲
ろくきょく

一隻
い っ せ き

の屏風の「六玉
む た ま

川図
が わ ず

」であったが、

現在では掛幅として確認されている。 

☆〈井出
い で

の玉川
た ま が わ

〉（「山吹
や ま ぶ き

の玉川
た ま が わ

」とも。紙本一

幅。北斎画。印画狂人。101.0

×41.4 千葉市美術館蔵） 

※京都府
き ょ う と ふ

綴喜郡
つ づ き ぐ ん

井出町
い で ち ょ う

の玉川。

藤原
ふ じ わ ら

俊
と し

成
な り

の和歌「駒
こ ま

とめてなほ

水飼
み ず か

はん山吹
や ま ぶ き

の はなの露添
つ ゆ そ

ふ

井出
い で

の玉川
た ま が わ

」(新古今和歌集)か

らの着想。両岸に山吹が咲く川

を、公家の少年が背負われて渡

る図。古歌では「山吹」の花が象徴となる。 
井出の玉川（千葉市美術館） 

☆〈萩
は ぎ

の玉川
た ま が わ

〉（「野路
の じ

の玉川
た ま が わ

」「近江
お う み

の玉川
た ま が わ

」

「秋
あ き

の土橋
ど ば し

」とも。紙本一幅。不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎画。印

画狂人。122.8×42.7 板橋区立美術館蔵） 

※滋賀県
し が け ん

草津市
く さ つ し

野路
の じ

町
ま ち

にある玉川。源俊頼
みなもとのとしより

の和歌

「あすもこむ野路
の じ

の玉川
た ま が わ

萩
は ぎ

こえて 色
い ろ

なる波
な み

に

月宿
つ き や ど

りけり」（千載和歌集）からの着想。小さな

流れに架かる土橋
ど ば し

と萩
は ぎ

を配した図。古歌では「萩」

が象徴となる。この図のみ不染居北斎の落款。 
萩の玉川（板橋区立美術館） 

☆〈千鳥
ち ど り

の玉川
た ま が わ

〉（「野田
の だ

の玉川
た ま が わ

」とも。紙本一

幅。画狂人北斎画。印画狂人。123.0×42.0 すみ

だ北斎美術館/塩とたばこの博物館蔵） 

※宮城県
み や ぎ け ん

塩竃市
し お が ま し

大日向
お お ひ な た

から多賀城
た が じ ょ う

市内
し な い

を通り砂押
す な お し

川
が わ

に注ぐ小川。能因
の う い ん

の和歌「夕
ゆ う

されば潮風
し お か ぜ

越
こ

してみち

のくの 野田
の だ

の玉川
た ま が わ

千鳥
ち ど り

鳴
な

くなり」（新古今和歌

集）からの着想。飛来する二羽の千鳥
ち ど り

と激しい流れ

の川の図。古歌では「千鳥」が象徴となる。         
千鳥の玉川（すみだ北斎美術館） 

☆〈調布
ち ょ う ふ

の玉川
た ま が わ

〉（「武蔵手作
む さ し て づ く り

」とも。紙本一幅。北斎画。印画狂人。

126.5×44.0 北斎館蔵） 
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※東京都と神奈川県の間を流れる多摩川。藤原
ふ じ わ ら

定家
さ だ い え

の和歌「調布
て づ く り

やさらす垣根
か き ね

の朝露
あ さ つ ゆ

を 

つらぬきとめぬ玉川
た ま が わ

の里
さ と

」（拾遺
し ゅ う い

愚
ぐ

草
そ う

）からの着想。川辺
か わ べ

の垣根のそばで、布を干す男と

側で打ち終わった布を駕籠に入れて持っている母親。大きな臼で棒の杵
き ね

で砧
きぬた

後の布を取り

出す二人の子供。布を打つ古歌では「晒
さらし

布
ぬ の

」が象徴となる。 

☆〈三島
み し ま

の玉川
た ま が わ

〉（「濤
と う

衣
い

の玉川
た ま が わ

」「砧
きぬた

の玉川
た ま が わ

」「摂津
せ っ つ

の玉川
た ま が わ

」とも。紙本一幅。北斎画。

印画狂人。88.2×41.0 北斎館蔵） 

※他の 5 図に比べ、上下が切り詰められている。大阪府
お お さ か ふ

高槻市
た か つ き し

南部を流れる川で、源俊頼
みなもとのとしより

の和歌「松風
ま つ か ぜ

の音
お と

だに秋
あ き

はさびしきに 衣
ころも

うつなり玉川
た ま が わ

の里
さ と

」（千載和歌集）や、相模
さ が み

の

和歌「見渡せば波のしがらみかけてけり 卯の花咲ける玉川の里」（後拾遺和歌集）から

の着想。茅屋
ち が や

の脇で砧
きぬた

を打つ夫婦と子どもの図。背後に卯
う

の花（ウツギの花）が描かれ

「打
う

つ木
き

」と掛けている。掛軸装の同図もある。古歌では「卯の花」が象徴となる。 

☆〈高野
こ う や

の玉川
た ま が わ

〉(「紀伊
き い

の国 毒
ど く

の玉川
た ま が わ

」とも) 

※この図は現存せず。この川は、和歌山県高野山
こ う や さ ん

の奥院
お く い ん

の大師
だ い し

廟
びょう

近くを流れる川。古歌で

は「氷」「旅人」が象徴となる。 

●肉筆画「鶏
け い

竹図
ち く ず

」(北斎を名のる 40 代の作。印号の「亀毛蛇

足」の使用は享和 3 年頃からとされているので、享和 3 年～文化

4 年〈1803～1807〉の間か。着色一幅。太田
お お た

錦
き ん

城
じょう

の賛。歩
ほ

月
げ つ

老人
ろ う じ ん

北斎。印亀毛蛇足。110.0×51.0 個人蔵) 

※平成 26 年（2004）11 月、東京の美術商がデンマークの競売で

落札し、新発見となった。ジヨサイア・コンドル（1852～1920）

の旧蔵品といわれる（「朝日新聞デジタル」2016/12/30 よ

り）。中国南蘋派
な ん ぴ ん は

の描写で、竹を背景に、石
い し

灯
と う

籠
ろ う

の上にとまる鶏
と り

の図。         鶏竹図（2016/12/30「日本経済新聞」より転載） 

●肉筆画「郭子
か く し

儀
ぎ

」(享和年間〈1801～04〉絹本着色一幅。画狂

人北斎図 印亀毛蛇足。74.9×27.7 すみだ北斎美術館蔵) 

※郭子
か く し

儀
ぎ

は、唐の武将。後に汾
ふ ん

陽
よ う

王
お う

とな 

った。家人三千人ともいわれ、皆栄達 

し、郭子儀も長寿であったため、めでたい画材として取り上げられ

る。図は、立っている郭子儀の後ろに多くの子供たちが描かれる。

真筆を疑問視する向きもある。弘化 4 年（1847）に「郭子
か く し

儀
ぎ

子孫
し そ ん

繁栄図
は ん え い ず

」も描いている。 

郭子儀（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「擬宝珠
ぎ ぼ し

に白鷺図
し ら さ ぎ ず

」（享和年間〈1801～4〉。紙本淡彩一

幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。85.5×25.4） 

※擬宝珠
ぎ ぼ し

の先端に白鷺
し ら さ ぎ

がとまっている墨絵風の図。 

●錦絵「不
ふ

弐之峰
じ の み ね

」（享和年間〈1801～04〉。大判着色。無款。

24.7×37.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※富士の見える峠で馬の背に横座りで乗り、煙管
き せ る

を使いながら富士山を見て休んでいる馬子
ま ご

。天秤

の荷物を担ぐ男が馬子の方を向いている。その側

で笠を被って杖を立てている男。図左には、赤子

を背負って鍬
く わ

を手にして煙管を使っている農婦。        

不弐之峰（すみだ北斎美術館） 

●錦絵「丸枠
ま る わ く

画題
が だ い

名所
め い し ょ

」（仮題。享和年間：1801

～04。図上の丸枠の中に画題が記されているのが特徴） 

☆〈飛鳥山
あ す か や ま

〉（無款。12.7×18.7 太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※飛鳥山の桜見物の人々や、休み茶屋の前や大きな案内石の前を行く人々が小さく鳥瞰で

描かれる。 

☆〈王子
お う じ

のせいらん〉（画狂人北斎画。12.8×18.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※王子稲荷に参詣する人々が門をくぐっている。門の先には社に続く登り道と、空には雁

の群れが描かれる。 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

の秋
あ き

の月
つ き

〉（画狂人北斎画、12.8×18.7 太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※隅田川の岸辺の樹木鬱蒼とした中の家々。岸辺には数艘の舟が浮かんでいる。 

●扇面画「都
みやこ

鳥図
ど り ず

」（享和年間〈1801～04〉扇面画。着色一面。画狂人北斎画。

花押 7.7×51.3 摘水軒記念文化振興財団蔵：すみだ北斎美術館寄託） 

●摺物「一筆
い っ ぴ つ

斎
さ い

文調
ぶんちょう

」（享和元年～2年か〈1801～02〉） 

※6 月 12 日、文調
ぶんちょう

七回忌が柳橋
やなぎばし

の万八楼
ま ん ぱ ち ろ う

注で行われ、出席した歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

・堤孫二
つ つ み そ ん じ

（堤等琳
つつみとうりん

）・春
しゅん

秀
しゅう

蝶
ちょう

・寿
じ ゅ

香亭目
こ う て い め

吉
よきち

・歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

・画狂人北斎・喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

・長谷川
は せ が わ

雪
せ っ

旦
た ん

・

勝
か つ

川
か わ

春
しゅん

英
え い

らが摺物に絵や文を添える（早稲田大学演劇博物館蔵『芝居画図録１』による）。 

注）万八楼
ま ん ぱ ち ろ う

：万屋
よ ろ ず や

八郎
は ち ろ う

兵衛
べ え

が柳橋
やなぎばし

の隅田側沿いに建てた高級料亭。神田川
か ん だ か わ

が隅田川に合流

する角地にあった。 

●摺物「伊沢
い ざ わ

の富
ふ

士
じ

」（享和年間〈1801～04〉。着色。画狂人北斎画。 

16.2×46.9 ハーバードﾞ大学ｱｰｻｰ･ｻｯｸﾗｰ･美術館蔵） 

※春霞の向こうに残雪の富士山が描かれる。澄んだ青色の雲と海面が春の暖かさを醸し出

している。『冨嶽三十六景』でも「甲州
こうしゅう

伊沢
い ざ わ の

暁
あかつき

」（天保 2年：1831）で富士を描いている。 

●摺物「の呂
ろ

間狂言
ま き ょ う げ ん

」（享和 2年～4年〈1802～04〉。小判着色揃物。画狂人北斎画） 

※「のろま狂言」は、人形浄瑠璃の間狂言
あいきょうげん

として行われ、野呂
の ろ

松
ま つ

勘
か ん

兵衛
べ え

やのろま次
じ

兵衛
へ え

が

名手として知られた。江戸後期には衰退した。現在は佐渡島に郷土芸能として残る。 

『滑稽諧謔能間狂言全集』（大正 7 年 3 月。大日本教育書院。伊東喜一郎編輯。国立国

会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝより）に以下の作品の基となった狂言が収録されている。図のサイ

ズは一定でない。 

☆〈犬
い ぬ

山伏
や ま ぶ し

〉（14.0×15.2 すみだ北斎美術館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ） 
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※口論する山伏と僧侶が、茶屋の仲裁で、人食い犬を祈り鎮めた方を勝ちとする話。図は、

山伏と僧侶の人形をそれぞれ持つ二人の女を描く。 

☆〈たら福
ふ く

大
だ い

じん〉（18.5×15.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※妓楼でいくら金を使っても太夫に嫌われてばかりの大尽
だ い じ ん

（遊郭で遊ぶ金持ち）を、茶屋

の男が面白みに欠けるからだと助言したので、判じ物の面白い言葉のやり取りの末、漸く

太夫の心をつかむことができたという話。たら福大尽の人形を持つ女と、横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁

の人形を持つ女の図。 

☆〈小鍛冶
こ か じ

〉（21.7×16.6 フランス国立図書館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※狂言の「小鍛冶
こ か じ

」の人形を操る二人の女の図。寝てばかりで仕事をしない京都三条
さんじょう

の刀

工の小鍛冶宗
こ か じ む ね

近
ち か

が、童子姿の氏神の稲荷
い な り

大明神
だいみょうじん

の狐に

助けられ、勅使より依頼された剣を鍛え上げるという

話。左の女が狐の化身の人形を、右の女性が滑稽な表

情をした宗
む ね

近
ち か

の人形を操っている。「先春の夢にも一

寸寝てみたし いつ
ず

れ狐の鍛冶か合
あ い

槌
づ ち

 向山彦」、

「さくものと鶯もけさ梅が門 ひらけは
ば

御慶
ご け い

三条の小

鍛冶 花田袖廣」の狂歌が記される。 

                          小鍛冶（フランス国立図書館） 

☆〈かゝミとき〉（13.5×18.4 日本浮世絵博物館蔵） 

※二人の女人形使いが額の広い侍と頭巾を被った男を、手を差し出して操っている。 

☆〈たぬきつか〉（18.5×15.6。日本浮世絵博物館/ｻﾝﾀﾌｪﾘｰ･ﾀﾞｰｸｽｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二人の女が、角
す み

頭巾
ず き ん

の人形と立
た て

烏帽子
え ぼ し

を被り素襖
す お う

姿の人形を操っている。 

●摺物「駒
こ ま

遊
あ そ

びの子
こ

と母
は は

」（享和年間〈1801～04〉） 

※春
は る

駒
こ ま

（玩具の馬）にまたがる子と、立ってそれを見ている母親の図。 

●摺物「鯉
こ い

の滝
た き

登
の ぼ

りを眺
な が

める貴人
き じ ん

」（享和年間〈1801～04〉。紙本全紙判着色。応需画狂

人北斎画。42.8×57.0 すみだ北斎美術館蔵） 

※鍵型に曲がる廊下に立って、立
た て

烏帽子
え ぼ し

の貴人が手をかざして滝の

鯉を眺めている。庭先の老松
お い ま つ

の近くで、裾の長い下襲
したがさね

を着た貴人も

滝を見ている。 

●摺物「西王母
せ い お う ぼ

」（享和年間〈1801～04〉。画狂人北斎画。16.6×

7.3 フランス国立図書館蔵） 

※西王母の前で拱手
きょうしゅ

のように両手を顔の前で結んで礼をする女の

図。背後には桃の実のなった木が描かれる。    

西王母（フランス国立図書館） 

●摺物「観桜
か ん お う

」（享和年間〈1801～04〉。横大々判着色。摺物。宗

理画。38.6×52.5 名古屋テレビ放送蔵） 
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※上半分に、毛氈
も う せ ん

を敷いて桜を楽しむ狂歌師二人、その前に立つ華やかな髪飾りと衣装の

娘と、笠に短冊や正月の飾り物をつけたものを肩にした年増
と し ま

、供の小奴
こ や っ こ

を描く。下半分に、

逆さ文字で「千穐萬大々叶」と書かれた長唄の番組を記載する。 

※2007年 12月『北斎展』図録（東京新聞刊）では、「宗理画」（「宗理」号は寛政 6年～

13 年〈1794～1801〉に使用）とある本図を享和年間の作としている（ｐ231）。 

●摺物「見立
み た て

二十四孝
に じ ゅ う し こ う

 」（享和年間〈 1801～04〉。紙本着色。画狂人北斎画。

伊勢屋利兵衞
い せ や り へ え

版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈楊
よ う

香
きょう

〉（20.5×14.2）揚香は晋
し ん

の魯
ろ

国の人。14 歳の時、栗を取ろうとしていた父を襲

ってきた虎に向かって自分が身代りになって父親を助けようとした話からの取材。虎の屏

風絵の前で弓矢を持っておどけているのを、屏風の陰から母親が見ている図。 

☆〈田
た

毎月
ご と つ き

丸
ま る

〉（22.8×18.0）仏像の掘られた石碑の前に立つ二人の女。 

●摺物「菖蒲池
し ょ う ぶ い け

児戯
じ ぎ

」（享和年間〈1801～04〉。紙本着色。画狂人北斎画。26.0×39.0 

太田記念美術館蔵） 

※くの字に渡した板の橋のある菖蒲の咲く池に入って菖蒲を刈る子どもと、池の亀を捕ま

えて持ち上げる子ども。橋の手前ではその様子を見ている子どもの腰紐を引く女と、扇子

をかざすダラリ帯の女。 

●摺物「江
え

の島
し ま

詣
もうで

」（享和年間〈1801～04〉。横長判着色。摺物。画狂人北斎画。19.3×

54.0 千葉市美術館蔵） 

※元は全紙判下半分に狂歌が書かれていたものと思われる。潮が引いた江の島への中州の

道を行く二人の女に何かをせがむ二人の子ども。側では荷物運びの男が、荷物を下ろして

いる。図の右には江の島に続く中洲を行く参詣の人々が小さく描かれる。 

●摺物「忠臣水滸伝
ち ゅ う し ん す い こ で ん

 八番
は ち ば ん

ノ内
う ち

 速
はやの

勘
か ん

平
ぺ い

」（享和年間〈1801～04〉。着色。画狂人北斎画。

19.3×8.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※読本『忠臣水滸伝
ち ゅ う し ん す い こ で ん

』（前編：寛政 11年〈1799〉、後編：享和元年〈1801〉。山東京伝作）

の前編に登場する八人に見立てた美人絵の揃物の一。蓑
み の

を着て右手に松明
た い ま つ

を持ち、左手で

卒塔婆
そ と ば

を担いだ「速
はやの

勘
か ん

平
ぺ い

」の姿を、本図では糸を多く垂らしたものを羽織
は お

り、右手に手燭
て し ょ く

を持ち、左手に聯
れ ん

注を持つ美人の姿で表されている。「野
の

あそひ
び

に持
も ち

し火縄
ひ な わ

は消
け し

なか
が

ら 

四五間
し ご け ん

さきにもゆる陽炎
か げ ろ う

 陽家浜道」、「土筆
つ く し

か
が

りさくらか
が

りよとかりくらす さつおに

あらぬ春
は る

のかり人
び と

 松風
しょうふう

台
だ い

」の狂歌が記される。 

注）聯
れ ん

：書や絵を書き、または彫刻して、柱や壁などの左右に相対して掛けて飾りとする

細長い板（「デジタル大辞泉」による）。 

●摺物「羽子板
は ご い た

の娘
むすめ

」（享和年間〈1801～04〉。紙本着色。画狂人北斎画。13.6×27.8 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※横長判の図の右三分の一に絵が描かれ、図左三分の二に狂歌が連記される。図は、羽子

板に興じる二人の娘。梅が咲き、後ろでは鶯が飛んでいる。四方
よ も の

歌垣
う た が き

のなど 14名の狂歌が

記される。 
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羽子板の娘（すみだ北斎美術館） 

●摺物「合筆所作事尽
が っ ぴ つ し ょ さ ご と づ く し

」（享和年間〈1801

～04〉。「見立所作事尽
み た て し ょ さ ご と づ く し

」とも。横長判着

色。画狂人北斎画他。22.3×58.0 島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※六人の合筆。図右から、勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、泉
いずみ

守一
も り か ず

、初代歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、雪峰
せ っ ぽ う

、画狂人北斎、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

。北斎は、牡丹の花笠を被り立て膝

に座り、手に持つ牡丹の枝を前に投げ出している姿を描いているところから、石橋物
しゃっきょうもの

注の

舞踊の後シテの姿と見られる(『新北斎展図録』ｐ316)。 

横長判の下半分には、舞踊発表の目録が逆さに書かれていたと思われる。 

注）石橋物：歌舞伎舞踊等で獅子を題材とするもの。能の『石橋
しゃっきょう

』の系統に属する（『ブ

リタニカ国際題百科事典』による）。 

 

享和
き ょ う わ

4/文化
ぶ ん か

1（2/11～）（1804）甲子
き の え ね

 45 歳 北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、時太郎可候
と き た ろ う か こ う

、北斎
ほ く さ い

主人
し ゅ じ ん

、北斎
ほ く さ い

老人
ろ う じ ん

、北斎
ほ く さ い

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、ほくさゐのふで、□印辰
と き

政
ま さ

：こと（34 歳）、

（富之
と み の

助
す け

：18歳）、阿
お

美
み

与
よ

（16歳）、阿
お

鉄
て つ

（14歳）、阿
お

栄
え い

（7歳） 

◇相撲興行（3月、神田明神、10月、本所回向院）。以下、相撲興行掲載を略す。 

◇武内
た け う ち

確
か く

斎
さ い

、『絵本太閣記
え ほ ん た い か う き

』で、初代喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、初代歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

らは手
て

鎖
ぐさり

の刑。 

◇2月 12日（西洋暦）、イマヌエル・カント没(81)。 

◇5月 18日、ナポレオン皇帝に就く。 

◇5 月、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

・喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

、筆禍に遭う。大坂で出版された『絵本
え ほ ん

太閤記
た い こ う き

』（一編十

二冊。法
ほ う

橋
きょう

〈岡田
お か だ

〉玉山
ぎょくさん

筆）に取材した「太
た い

閤
こ う

五
ご

妻
さ い

洛
ら く

東
と う

遊
ゆ う

観
か ん

之
の

図
ず

」の歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

「明智
あ け ち

本能寺
ほ ん の う じ

を囲
か こ

む処
ところ

」、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

「太閤
た い こ う

、五妻
ご さ い

と花見
は な み

遊覧
ゆ う ら ん

」、その他勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、喜多川
き た が わ

月
つ き

麿
ま ろ

の錦絵などが、寛政 2 年（1790）の出版禁止令により、太閤
た い こ う

時代の武者一枚絵を新たに出

版したことや、武将の名前・紋所
もんどころ

・戦地名を記入れたことなどで絶版となる。板木・錦絵

は没収。歌
う た

麿
ま ろ

は三日入牢、手
て

鎖
ぐさり

五十日。他の画工は手鎖五十日。版元の絵草紙屋辰
た つ

右
え

衛門
も ん

、

山口屋
や ま ぐ ち や

忠
ちゅう

兵衛
べ え

は所払い・五貫
ご か ん

文
も ん

注以上の罰金となる。 

注）五貫文：商人が使用した銀貨で換算すると、江戸中期から末期は、1両＝5貫文＝5000

文。1文は、現在の価格(2017年現在)に照し合せると約 25円が相当と思われるので、約 12

万 5千円以上の罰金だろうか(あくまでも筆者による換算である)。 

◇この年の、十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

の黄表紙『化物
ば け も の

太平記
た い へ い き

』(二冊。山口屋
や ま ぐ ち や

忠
ちゅう

兵衛
べ え

版)も同様に、織田
お だ

信
の ぶ

長
な が

、明智光
あ け ち み つ

秀
ひ で

、豊臣
と よ と み

秀
ひ で

吉
よ し

を茶化し、一九
い っ く

は手鎖 50日の刑となる。 

※この件により規制が強まり、天
て ん

正
しょう

年間(1573～1593)以降の武将（およそ織田信長や豊臣

秀吉の時代）の名前・紋所等を用いることを禁じ、一枚絵に和歌・地名以外の詞書
ことばがき

を禁じ、

大顔之
お お が お の

絵
え

及び版本の色刷りを禁止とした。 
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◇9月 7日、ロシア使節レザノフ、漂民を護送して長崎来航、通商を要求。 

◇佐藤鞠塢
さ と う き く う

、寺
て ら

島村
し ま む ら

(現東京都墨田区東向島
くひがしむこう

3丁目)に百
ひゃっ

花園
か え ん

を開く。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、読本『月
げ っ

氷
ぴょう

奇縁
き え ん

』。馬琴の読本第一作となる。 

○北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

(鍬形蕙
く わ が た け い

斎
け い

)肉筆図巻「職人尽
しょくにんづくし

絵詞
え こ と ば

」。北斎に影響したか。 

 

★北斎の黄表紙挿絵はこの年までで終了と考えられる。これまで 45作以上の挿絵を描いた

とされる（萩書店『江戸の絵本 画像とテキストの綾なせる世界』所収、マティ･フォラ

ー「葛飾北斎と初期門人たち―享和・文化・文政期に焦点を絞って」ｐ265） 

【絵入読本此人よりひらけたり】 

★この頃、浅草に住む。 

「（略）専
もっぱ

ら画狂人北斎と書
し ょ

名
め い

して雷
ら い

鳴
め い

す。画風錦絵草双紙等の尋常にあらず、繡像
しゅうぞう

注読

本の差画
さ し え

（挿絵）を多くかきて世に行はれ、絵入
え い り

読本此人
こ の ひ と

よりひらけたり〈此
こ の

頃
こ ろ

絵入読本

世に流行す。画法
が ほ う

草双紙
く さ ぞ う し

に似寄
に よ

らぬを以
も っ

て貴
とうと

しとす。（略）浅草
あ さ く さ

に住
じゅう

す〉」（『増補浮世

絵類考』岩波文庫版『浮世絵類考』ｐ144より） 

注）繡像
しゅうぞう

：読本に登場する人物の似顔絵の意味で用いている。 

【読本と肉筆画に意欲、曲亭馬琴との読本コンビの始まり】 

●読本『小説
しょうせつ

比翼
ひ よ く

文
も ん

』（享和 4 年〈1804〉正月。中本二冊墨摺。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。北斎辰政画。

鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

版。国立国会図書館蔵） 

※鳥取
と っ と り

藩士
は ん し

平
ひ ら

井
い

権
ご ん

八
ぱ ち

と吉原
よ し わ ら

三浦屋
み う ら や

の妓女小紫
こむらさき

（濃紫）を題材にしたもの。 

この年、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

とのコンビが始まり、

文化 2 年〈1805〉より本格的に読本挿絵

を手がける。但し、黄表紙では、寛政 6

年〈1794〉（正月の『福寿海无量品
ふくじゅかいむりょうのしな

玉
だ ま

』

三巻（唐山人跋。無款。耕書堂版）の挿

絵は無款ながら、画風から春朗の挿絵と

認められているので、この作品が馬琴と

北斎（春朗）との初のコンビとなる。   

 

『小説比翼文』見返し画：平井権八と濃紫（国立国会図書館） 

●黄表紙『両面
ふたおもて

出世
しゅっせの

姿鑑
すがたみ

 後編 娘敵討陸友綱
む す め か た き う ち い も せ の と も づ な

 合巻』（1 月。

『両面
ふたおもて

出世
しゅっせの

姿鑑
す が た み

 前編 恩愛
お ん あ い

猿
さるの

仇討
あ だ う ち

』の後編として刊行。前

編との合作解題版。もとは二巻二冊。虚呂利
き ょ ろ り

作。時太郎可候

画。岩戸屋源
い わ と や げ ん

八
ぱ ち

版。国立国会図書館/東京都立中央図書館蔵） 

※『両面
ふたおもて

出世
しゅっせの

姿鑑
す が た み

 前編 恩愛
お ん あ い

猿
さるの

仇討
あ だ う ち

』には歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

の挿絵

で北斎は描かず。     

『娘敵討陸友綱』最終丁（国立国会図書館） 
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●狂歌絵本『画本
え ほ ん

狂歌
き ょ う か

 山
や ま

満
ま

多山
た や ま

』（正月。美濃判
み の は ん

注 1 色摺大本
お お ぼ ん

三冊。全 32 図。大原亭
お お は ら て い

主人
し ゅ じ ん

撰。便
べ ん

々
べ ん

館
か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
う

閲。袋に「北斎主人画」とある。〈『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』

では無款とするが、『浮世絵大成 8 北斎』では北斎老人画、『2005 北斎展図録』では北斎

画としている。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。大英博物館蔵下巻の最終丁に「享和四 甲子 初春 東都

書房 蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

梓」の書込みがある。各約 26.3×17.3 国立国会図書館/すみだ北斎美

術館/大英博物館/ベレス・コレクション/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館

/フリーア美術館：ﾌﾟﾙﾍﾞﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵。名古屋の菱屋
ひ し や

善
ぜ ん

兵衛
べ え

の

後摺版あり） 

注 1）美
み

濃
の

判
ば ん

：9寸（273mm）×1尺 3寸（393mm）。ほぼ現在の B4判に近い大きさ。大本
お お ぼ ん

と

も呼ばれる。 

※朱
あ け

楽管
ら か ん

江
こ う

七回忌追善として刊行されたか（『秘蔵浮世絵大観ベレス・コレクション』で

鈴木重三の説を紹介している。ｐ277）。 

跋文に「あし曳
ひ き

の山の手なる景地をさく
ぐ

り画は北斎老人が例のふんてをふるはしたはれ

歌はをのれ炭方便々館（略）」とあり、山手
や ま の て

辺の景観と風俗を描く。大半は 2 ページ見開

きの図だが、上巻の〈玉川
た ま が わ

上水
じょうすい

〉、中巻の〈駒
こ ま

塚
づ か

橋
ば し

〉〈聖堂
せ い ど う

〉、下巻の〈母子
ぼ し

の遊
あ そ

び〉は

1 ページの図となっている。画題は記された狂歌の中からのもの。 

※国立国会図書館版の上巻は、大英博物館版と絵の配置が若干違っている。 

【上巻】13丁 

☆〈袋〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※いわゆる袋状のものではなく、紙製のブックカバー状のもの。

山姥
や ま ん ば

が持つ板に金太郎が筆を持って「狂歌絵本 山
や ま

満
みつる

多山
た や ま

 北斎

主人」の文字を描いている図。         山満多山「袋」 

☆〈市谷
い ち が や

八幡
は ち ま ん

〉 

※階段を上って来て鳥居の下に顔を出す参詣人。鳥居の前には母

親が赤子を抱き、娘があやしている。その側には凧を背負い、正

月飾りを持った子どもがいる。 

※ 市谷
い ち が や

八幡
は ち ま ん

は 、 市谷
い ち が や

亀岡
か め お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

（現東京都新宿区市谷
い ち が や

八幡町
はちまんちょう

15）で、

文明
ぶ ん め い

11 年(1479)、太田道灌
お お た ど う か ん

が、東の鎌倉
か ま く ら

・鶴岡
つるがおか

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

に対して、「亀岡
か め お か

」と称して、鎌倉
か ま く ら

の

鶴岡
つるがおか

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

の分霊を祀
ま つ

って西方の守護神とした

もの。                 

市谷八幡（大英博物館） 

 

☆〈妙法寺
み ょ う ほ う じ

道
み ち

〉 



229 

 

※妙法寺への参詣人の饅頭
まんじゅう

笠
か さ

には、それぞれ「妙」の字が書かれている。煙管
き せ る

をくわえて

歩く男や、駕篭
か ご

に乗っている女、その側に立って男たちを見ている女の側には

「南妙法蓮華経
なんみょうほうれんげきょう

」と書かれた幟旗
のぼばはた

が立てられている。「道」は、目的地までの道の意味で

あろう。妙法寺
み ょ う ほ う じ

は（現東京都杉並区堀ノ内
ほ り の う ち

3-48-8）、日蓮宗
にちれんしゅう

の寺で「堀之内
ほ り の う ち

のおそっさま」

と呼ばれ厄除け寺として、全国からの参詣人で賑わった。            

妙法寺道（大英博物館） 

☆<王子
お う じ

道
み ち

> 

※「右に にしがはら」「左に おうじみ

ち」と書かれた道標のある分かれ道で、子ど

もの両を引きあげてぶらんこをする母と娘

注。その側を通る旅人と供の男。 

 

王子道（大英博物館）               王子道（国立国会図書館） 

注：左ページの二人の女が子どもの手を引き揚げている絵は、国立国会図書館版では〈護

国寺〉の左ページに挿入されている。 

☆<王子
お う じ

海老屋
え び や

> 

※下働きの男が大樽
お お だ る

に溜
た

めた水を盥
たらい

に受け

て洗っている。仲居
な か い

たちも笊
ざ る

や薄手の鍋を

持って待っている。海老屋
え び や

は、寛政 11 年

(1799)、扇屋
お う ぎ や

とともに江戸郊外の王子
お う じ

に開

業した侍
さむらい

向けの高級料理屋。扇屋
お う ぎ や

は町人向

けの料理屋で、玉子焼きで有名。 

王子海老屋（大英博物館） 

☆<飛鳥山
あ す か や ま

> 

※桜咲く飛鳥山の茶屋で二人の婦人が休んでいる。その前で酒の角
つ の

樽
だ る

を担いで陽気に歩く

二人の侍。飛鳥山の桜は八代将軍吉宗
よ し む ね

が植えて以来、桜の名所となった。 
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飛鳥山（大英博物館） 

☆<白山
は く さ ん

神社
じ ん じ ゃ

> 

※「簱
き

桜
ざくら

」と書かれた立て札と。木枠に囲わ

れた桜の老木を眺める二人の婦人と男。その

周りで箒で落葉を履く神社の下働きの男。白

山神社（現東京都文京区白山
は く さ ん

5-31-26）は、

五代将軍吉宗
よ し む ね

と生母桂
け い

昌院
しょういん

の親交を受けて、

小石川
こ い し か わ

の鎮守となる。簱
き

桜
さくら

は境内の八幡神社

の御神木
ご し ん ぼ く

、江戸三大桜の一つに数えられた。

紫陽花
あ じ さ い

神社としても有名。         

白山神社（大英博物館） 

☆<護国寺
ご こ く じ

> 

※農作業が終わったのか、頭に薬缶
や か ん

と茶碗、

弁当の包みを入れた盥
たらい

を乗せ、子どもの手を

引いて細い板橋をわたる農婦と、鍬
く わ

を背負っ

て煙管を加えながら歩く農夫注。背後に小さ

く護国寺の屋根が見える。護国寺
ご こ く じ

（現東京都

文京区大塚
お お つ か

5-40-1）は、真言宗
しんごんしゅう

豊山派
ぶ ざ ん は

の大本

山。天和
て ん な

元年(1681)、五代将軍綱吉
つ な よ し

が、生母

桂
け い

昌院
しょういん

の願いにより、彼女の祈願寺として建

立した。江戸三十三か所の観音霊場 13 番札

所。境内には富士塚がある。 

護国寺（大英博物館） 

注：国立国会図書館版では、見開き左ページの農婦の絵は、〈王子道〉の左ページに挿入

されている〉。       

☆〈高田
た か だ

> 

※高田
た か だ の

馬場
ば ば

に近い高台から富士山を眺めてい

る武家の女性三人。木の幹の二股に遠眼鏡を

かけている図。高田
た か だ

は、現東京都
と う き ょ う と

新宿区
し ん じ ゅ く く

高田
た か だ

馬場
ば ば

1 丁目から 4 丁目を指すが、当時は北の

豊島区高田
た か だ

や、西の中野区上
か み

高田
た か だ

も含めた一

帯を「高田
た か だ

」と呼んだ。本図がどこかは詳ら

かでない。      高田（日本浮世絵博物館） 

☆<どんど橋
ば し

> 
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※激しく流れ落ちる滝下で、笊
ざ る

を手にして魚を獲る男たちと、蛇の目傘を日傘にしてそれ

を見ている婦人と供人
と も び と

。どんど橋は、現在の

JR飯田橋
い い だ ば し

駅近くの六叉路付近に流れていた

神田川
か ん だ が わ

と外堀
そ と ぼ り

の合流する所に、飯田橋と隣り

合わせに掛かっていた船河原
ふ な か わ ら

橋
ば し

のこと。この

橋の下に堰
せ き

があり、常に水が流れ落ちる音が

したので、その音から通称「どんど橋」とよ

ばれたという。ここで魚を獲ったり釣りをす

る人も多かったという。 どんど橋（大英博物館）    

☆〈江戸川
え ど が わ

〉 

※高札
こ う さ つ

(判読不能)の立っている川端で、扇子

を使いながら蛍を狩っている武家の婦人と、

蛍を入れる袋を持つ婦人。傍らでは、地上に

落ちた蛍を見ている犬と、しゃがみ込んでい

る供
と も

侍
ざむらい

。江戸川
え ど が わ

は、利根川
と ね が わ

水流の分流で、

茨城県、千葉県、埼玉県、東京都を流れる一

級河川。当時は現在の江戸川本流(放水路)で

はなく「旧江戸川」と呼ばれる川であった。         江戸川（大英博物館） 

☆〈玉川
た ま が わ

上水
じょうすい

〉 

※１ページの図。橋桁
は し げ た

にしがみついて舟を停める男と、竿で踏ん張

る男。玉川上水は、江戸市中へ飲料水を供給していた江戸六
ろ く

上水
じょうすい

の

一つ。上水とは、上水道として利用される人工の溝渠
こ う き ょ

（土を掘った

溝）をいう。羽村
は む ら

から多摩
た ま

川
が わ

の水を取り、武蔵野台地を通り、四谷

大木戸
お お き ど

（現東京都四谷四丁目交差点付近）の水
み ず

番所
ば ん し ょ

まで、標高差

93m、約 43㎞を流れた。そこから地下を通して江戸市中に分配され

た。慶安
け い あ ん

6年（1653）に作られた。     玉川上水（大英博物館） 

【中巻】10丁 

☆〈駒
こ ま

塚
つ か

橋
ば し

〉 

※1 ページの図。板橋の上に、蛇の目傘を畳んで持ち、立っている二人の婦人。傍で草鞋
わ ら じ

の紐を直している男。背後に関口
せ き ぐ ち

芭蕉
ば し ょ う

庵
あ ん

らしき建物が見える。駒
こ ま

塚
つ か

橋
は し

は、東京都文京区

関口
せ き ぐ ち

1 丁目付近の神田川
か ん だ が わ

に掛かる橋。橋の北側に老松があり、ここに旅人が馬を繋いだの

で駒繋
こまつなぎ

橋
は し

といわれ、それが訛ったものという説や、源頼朝
みなもとのよりとも

がここで駒を引き返した所から

という説など諸説ある。橋を渡った山の麓に、神田
か ん だ

上水堰
じょうすいせき

の鎮守である水
す い

神社
じ ん じ ゃ

がある。神

社の傍らの胸突坂
む な つ き ざ か

と呼ばれる急な坂の登り口には、江戸に出てきた松尾
ま つ お

芭蕉
ば し ょ う

が 3 年間住ん

だことを記念して、芭蕉を慕う人々によって建てられた関口
せ き ぐ ち

芭蕉庵がある。 
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駒塚橋（大英博物館） 

☆〈大木戸
お お き ど

〉 

※四谷
よ つ や

大木戸
お お き ど

の石垣の前で、突然の夕立に慌てる人々。傘を差し

た番傘には「岩」の文字が大きく描かれている。四谷大木戸は、

現在の東京都新宿区四谷
よ つ や

交差点付近に、甲州
こうしゅう

街道
か い ど う

から江戸市中に

入る人々の取り締

まりのために設け

られた。石畳の道

に石垣の壁が設けられた。寛政 4 年(1792)

に木戸が廃止になり、人々が楽に行き交う

ことができるようになった。近くには玉川
た ま が わ

上水
じょうすい

の四谷水
み ず

番所
ば ん し ょ

が設けられた。  

大木戸（大英博物館） 

☆〈愛宕山
あ た ご や ま

〉 

※愛宕山の休み処で、くつろぎながら団扇

を使って市中や芝浦
し ば う ら

の海などを眺める婦人

たちと子ども。遠くに五隻の帆掛け船の帆

が見える。愛宕山（現東京都港区愛
あ

宕
た ご

1 丁

目）は、江戸市中の最高峰で、市中や芝浦

の海が一望でき、観光の名所となった。 

愛宕山（大英博物館） 

山上には愛宕神社があり、急な石段は、三代将軍家光の所望により、讃岐
さ ぬ き

丸亀藩
ま る が め は ん

の曲
ま

垣平九郎
が き へ い く ろ う

が馬で駆け上が って山上の梅 を取ってきた逸話で 有名。北斎は 、

「新板浮絵芝愛宕山遠見之図
し ん ぱ ん う き え し ば あ た ご や ま と お み の ず

」（文化 7 年頃：1810 伊勢屋利兵版横大判シリーズの一）

でも愛宕山からの景観を描いている。           

☆〈祇園会
ぎ お ん え

〉 

※宿の門前から祇園会に出かける男や、赤
あ か

縞
し ま

の提灯を手にして子どもに向き合っている女、

その傍に立っている女の姿。図左の幟に

「享和三 癸」とあるが、刊行はこの年正

月。祇園会
ぎ お ん え

は、京都八坂
や さ か

神社の大祭だが、

江戸でも行われた。江戸大伝馬
お お で ん ま

町
ちょう

二丁目の

乾
いぬい

（北西）に祇園会御旅所
お た び し ょ

があったとい

う。歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

には、日本橋一丁目の呉服

商 ・ 白木
し ろ き

屋 前 で 祇 園 の 神輿
み こ し

を 担 ぐ

『江戸名所道化尽
え ど め い し ょ ど う け づ く し

』十七〈壱丁目
い ち ち ょ う め

祇園会
ぎ お ん え

〉

の絵がある。                  祇園会（大英博物館） 
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☆〈内藤
な い と う

新宿
しんじゅく

〉 

※引手
じ き て

茶屋
ち ゃ や

の座敷に正月飾りを置く男と、それを見ている二人の遊女。一人は団扇を手に

して立ち、一人は長煙管を立てて片膝を立てて座り、振り向いて見ている。足元には盆に

乗せた茶碗と箱枕が置いてある。内藤
な い と う

新宿
しんじゅく

は、甲州
こうしゅう

街道
か い ど う

 の日本橋からの最初の宿場。甲州

街道と青梅
お う め

街道
か い ど う

の分岐点（新宿
しんじゅく

追分
お い わ け

）辺り一

帯（現東京都新宿区新宿
しんじゅく

1丁目～3丁目辺）。

信濃
し な の の

国
く に

高遠藩
た か と お は ん

内藤家
な い と う け

の中屋敷があったので、

この名がついた。遊郭も盛んで、享保 3 年

(1718)に一旦廃止になったが、文化 5 年

（1808）には再開、旅籠屋 50軒、引手
ひ き て

茶屋
ち ゃ や

80

軒、遊女 150 人程（再開時に新宿に割り当て

られた遊女数の上限数）はいたと思われる。 

                         内藤新宿（大英博物館） 

☆〈目白山
め じ ろ や ま

〉 

※目白
め じ ろ

台
だ い

の茶屋から外の景色を眺める婦人二人と子ども。夕方の月が出ている。目白台の

崖の上には目白不動があり、下には大洗堰
おおあらいせき

が流れ、高田の森を望む名所で、境内には茶屋

や料理屋もあった。目白不動は元々、文京区関口
せ き ぐ ち

にあったが、戦災で焼失、目白不動を示

す石碑と本尊は、現在の金乗院
こんじょういん

（現東京都豊島区高田
た か だ

2-12-39）に移された。        

目白山（大英博物館） 

☆〈穴
あ な

八幡
は ち ま ん

〉穴八幡宮に参詣に行く二人の

女。一人は奉納の箱を抱えている。二人の前

には大きな藁座を天秤にかけ、奉納箱を乗せ

て持ち上げようと腰をかがめている男がい

る。 

 穴八幡宮（現東京都西早稲田 2-1-11）は、

虫封じ、商売繁盛、出世・開運に利益があ

るとされる。旧称は高田八幡宮。 

穴八幡（大英博物館） 

☆〈関口
せ き ぐ ち

〉※稲を干した田舎道を、鍬
く わ

を担

いで行く農夫が、鼻をつまんで婦人たちの

ほうを振り返る。婦人たちは口元に手を当てる仕草。干された麦藁
む ぎ わ ら

の臭いだろうか。関口

は、現東京都文京区関口
せ き ぐ ち

1丁目～3 丁目付近。目白
め じ ろ

台
だ い

から続く高台。松尾芭蕉が二度目の江

戸入りの後、この地に 3 年間住んだので、芭蕉を慕う人々によって、神田川に掛かる駒
こ ま

塚
つ か

橋
ば し

の北側に関口
せ き ぐ ち

芭蕉
ば し ょ う

庵
あ ん

が建てられた。神田川の南側一帯は早稲田
わ せ だ

田圃
た ん ぼ

が一面に広がってい
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た（平成 26 年：史蹟関口芭蕉庵保存会『関

口芭蕉庵案内記』ｐ13 掲載写真による）。    

関口（大英博物館） 

☆〈山王
さ ん の う

〉 

※山王の高台で僧侶が雁の群れ飛ぶ空に向け

て手を差しだし、まるでその指先から雁が飛

び出しているかのように描く。傍で二人の巫

女と坊主が踊るような仕草をしている。着物

の裾が風で揺れている。山王は、現東京都大

田区山王
さ ん の う

1 丁目～4 丁目付近の高台。平間
ひ ら ま

街道
か い ど う

（現池上
い け が み

通
ど お

り）沿いの宿場で新井
あ ら い

宿
じゅく

があっ

た。山側は将軍家の御狩場
お か り ば

で、山下には田が

広がっていた。      山王（大英博物館） 

☆〈十二社
じ ゅ う に そ う

〉 

※神社の鳥居を下に見る高台に、参詣がてら立ち寄った 趣
おもむき

の侍と奥方。松の木の根元に

は、木につかまりながら崖下に足を投げ出す供の小奴。 

十二社は、現東京都新宿区西新宿
にししんじゅく

付近で、角
つ の

筈
は ず

と呼ばれていた。紀州
き し ゅ う

出身の鈴木九郎
す ず き く ろ う

が、この

地に故郷の熊野
く ま の

三山
さ ん ざ ん

から十二所
じ ゅ う に し ょ

権現
ご ん げ ん

を勧請した

熊野
く ま の

神社
じ ん じ ゃ

(現東京都新宿区西新宿
にししんじゅく

2-11-2。当時

は熊野
く ま の

十二所
じ ゅ う に し ょ

権現社
ご ん げ ん し ゃ

と呼ばれていたという)が

ある。近くに十二社
じ ゅ う に そ う

池
い け

があり名所として賑わい、

茶屋や料亭も立ち並んでいた。 

十二社（大英博物館） 

☆〈聖堂
せ い ど う

〉 

※1 ページの図。湯島
ゆ し ま

聖堂
せ い ど う

の見える部屋から外を見ている婦人と坊

主頭の小奴。窓の向こうには木々のなかに聖堂の屋根が見える。聖

堂は、湯島聖堂（現東京都文京区湯島
ゆ し ま

1-4-25）のこと。元禄 3 年

（1690）五代将軍綱
つ な

吉
よ し

によって建てられた孔子
こ う し

廟
びょう

。後に幕府の学問

所、昌
しょう

平坂
へ い ざ か

学問所
が く も ん し ょ

（昌平黌
しょうへいこう

）となった。針葉樹林や広葉樹林などの

丘の上に建てられた。寛政 11年（1799）に大改築された。 

聖堂（大英博物館） 

【下巻】10丁 

☆〈母子
ぼ し

の遊
あ そ

び〉 
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※1 ページの図。屋根を下に見る高台で、独楽
こ ま

遊びをする子どもを

見ている母親の手に、別の子どもがぶら下がっている。 

母子の遊び（大英博物館） 

☆〈雑司ヶ谷
ぞ う し が や

〉※寺の入り口の石造りの金剛
こ ん ご う

力士
り き し

像を見る男と、

松の木の側に立つ参詣の二人。日蓮
に ち れ ん

の御会式
お え し き

に訪れたのだろうか。

雑司ヶ谷は、現在の東京都豊島区雑司ヶ谷
ぞ う し が や

1 丁目～3 丁目付近。元

来は北豊島郡
き た と じ ま ぐ ん

雑
ぞ う

司ヶ谷
し が や

村。北斎の信仰する日蓮宗の寺が点在する

地域。参道からの桜並木で有名な法明寺
ほ う み ょ う じ

（東京都豊島区南池
みなみいけ

袋
ぶくろ

3-

18-18）、太田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の狂歌碑がある本納寺
ほ ん の う じ

（東京都豊島区雑司が谷
ぞ う し が や

3-19-14）、雨乞いと

皮膚病の祈願寺の清立院
せいりゅういん

（東京都豊島区南池
みなみいけ

袋
ぶくろ

4-25-6）などがある。また、子授けや子育

ての神で、大銀杏で名高い鬼子母神
き し も じ ん

堂（東京

都豊島区雑司ヶ谷
ぞ う し が や

3-15-20）もある。 

            雑司ヶ谷（大英博物館） 

☆〈西向
に し む き

観音
か ん の ん

〉 

※紅葉咲く丘の上に立つ僧侶と二人の婦人。丘の下方には社殿の屋根が見える。 

西向観音（現東京都新宿区新宿
しんじゅく

6-21-11）は、社殿が西に向いているのでこの名がある。

三代将軍家光
い え み つ

が鷹狩の際、黄金の棗
なつめ

を下賜
か し

し

たという伝説から棗
なつめ

の天神とも呼ばれる。

太田道灌
お お た ど う か ん

の山吹の伝説で、太田道灌に山吹の

花を差し出した紅
べ に

皿
ざ ら

という女性の墓といわれ

る板碑がある。寺の前の石段は山吹坂
や ま ぶ き ざ か

と呼ば

れる。小高く西向きなので、富士山がよく見

えたという。      西向観音（大英博物館） 

☆〈赤城
あ か ぎ

大明神
だいみょうじん

〉 

※「赤城大明神」の額が掛かる赤い鳥居の上方から境内に立つ人を描く。 裃
かみしも

を着た子ど

もの手を引く母親は、子どもの成長の祝いだろうか。手水場
ち ょ う ず ば

の前では、揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠し）

を被った女性の人形を担いでいる人形遣いが、こま犬の張りぼてを頭上に掲げている子ど

もと一緒にいる。 

赤城大明神（大英博物館） 

赤城
あ か ぎ

大明神
だいみょうじん

（現東京都新宿区
し ん じ ゅ く く

赤城
あ か ぎ

元町
も と ま ち

1-10）

は、群馬県の赤城
あ か ぎ

神社
じ ん じ ゃ

の分霊を祀
ま つ

ったのが始ま

り。数度の遷宮
せ ん ぐ う

を経て弘
こ う

治
じ

元年（1683）現在の

所に遷
う つ

ったといわれる。幕府により牛込
う し ご め

の総鎮



236 

 

守に位置づけられ、日枝
ひ え

神社
じ ん じ ゃ

と神田
か ん だ

明神
みょうじん

と共に江戸三社
さ ん し ゃ

と称された。 

☆〈諏訪
す わ

明神社
みょうじんしゃ

〉 

※船に乗った三人の婦人が、船跡で割れた川面の薄氷に興味を示している。諏訪
す わ

明神社
みょうじんしゃ

は、

信濃
し な の の

国
く に

諏訪
す わ

の諏訪
す わ

大社
た い し ゃ

の分霊社だが、江戸に

は現在の東京都台東区駒形
こ ま が た

1-4-15 の神社と、

東京都荒川区西日暮里
に し に っ ぽ り

3-4-8 の神社などがあ

る。北斎がどちらの神社を念頭に置いていた

のか不明。このシリーズは江戸郊外を描いて

いるので、あるいは荒川
あ ら か わ

区の諏訪
す わ

明神
みょうじん

とも考

えられるが、川のある所とすれば駒形だろう

か。川面の氷の図は、諏訪湖の氷渡りのイメ

ージであろう。                  諏訪明神社（大英博物館） 

☆〈牛込
う し ご め

毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

〉 

※境内の露店で飴細工を作りながら売る男

を、御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被った年増と娘が見ながら

歩く。後ろに縁日で買った植物を持っている

男がいる。牛込
う し ご め

毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

（東京都新宿区

神楽坂
か ぐ ら ざ か

5-36）は、日蓮宗の善
ぜ ん

国寺
こ く じ

のこと。毘

沙門天は、仏教で四天王の一人で、仏法と帰

依する人々を守る仏神。境内で露店が出たの

は、この寺が始まりという。近くに赤城
あ か ぎ

大明神
だいみょうじん

がある。                 牛込毘沙門天（大英博物館） 

☆〈植木屋
う え き や

〉 

※男が如雨露
じ ょ う ろ

で植木に水をやっている。それ

を盆栽の置いてある部屋から、反物
た ん も の

を手にし

ながら見ている奥方がいる。    

植木屋（大英博物館） 

☆〈魚
う お

板橋
い た ば し

〉 

※雪道を頭巾を被って傘を半分閉じて持ちな

がら歩く女と、笠を被った女が歩く。向かい

から傘を広げ、顔を隠して来る二本差しの

男。魚
う お

板橋
い た ば し

がどこか不明。 魚板橋（大英博物館） 

☆〈朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の碑文
ひ ぶ ん

〉 

※朱
あ け

楽
ら ら

菅
か ん

江
こ う

の辞世の狂歌の碑文の拓本
た く ほ ん

を取っ

た後、墨を塗る刷毛を持って碑文に向かって
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いる僧侶。その脇でしゃがんで墨箱を持っている女。図の右には写し取った拓本の紙を持

って立っている女。 

朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の辞世の狂歌碑は、三囲
み め ぐ り

神社（東京都墨田区向島
むこうじま

2-5-17）と関口
せ き ぐ ち

芭蕉
ば し ょ う

庵
あ ん

（東京

都文京区関口
せ き ぐ ち

2-11-3）とにある。関口
せ き ぐ ち

芭蕉
ば し ょ う

庵
あ ん

については〈駒
こ ま

塚
つ か

橋
ば し

〉〈関口
せ き ぐ ち

〉の項を参照。

三囲神社と関口芭蕉庵のどちらを念頭に置いた

絵なのか不明だが、関口芭蕉庵の碑は、朱楽菅

江の没した翌年の寛政11年（1799）に建てられ

ていることや、このシリーズでは関口の地の景

観を多くとり上げていることから、関口芭蕉庵

を念頭に置いたものか。辞世狂歌は「執着
しゅうちゃく

の

心
こころ

や娑婆
し ゃ ば

に残
の こ

るらむ よしのの桜
さくら

さらしなの

月
つ き

」        朱楽菅江の碑文（大英博物館） 

☆〈獅子舞
し し ま い

〉 

※杉の葉で作った衝立
つ い た て

を背にして、太鼓と笛

による囃子方
は や し か た

と獅子舞
し し ま い

を踊る男。正月用の鮭

を風呂敷の重箱の上に乗せて歩きながら、獅

子舞に振り返る婦人。縁台の枠と提灯を持っ

て歩く職人。荷物を肩に乗せた行商人など、

正月のめでたさを描いてこのシリーズを締め

くくる。         獅子舞（大英博物館） 

●版木「山
や ま

満
ま ま

多山
た や ま

 墨
す み

版木
は ん ぎ

」（桜材 5枚。各 24.2×37.8 オランダ国立民族学博物館蔵） 

※この年正月に売り出された「山満多山」の版木で、蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

から菱屋
ひ し や

金
き ん

兵衛
べ え

に売り出

されたものがシーボルトの手に入ったもの。このうち一枚の裏面に「東都勝景一覧」の一

図が彫られているという（1988年『シーボルトと日本展』図録ｐ176）。 

●錦絵摺物『春
しゅん

興
きょう

五十三駄之
ご じ ゅ う さ ん だ の

内
う ち

』（着色摺物。1 月。「東海道五十三次」物
も の

の一。

「狂歌入
き ょ う か い り

東海道
と う か い ど う

」とも。正月。この年 2月 11日に文化元年に改元される前の刊行であるの

で、享和 4 年の刊行とする。画狂人北斎画。版元不明。ボストン美術館/すみだ北斎美術

館･ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ/プーシキン美術館/太

田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館蔵） 

※北斎摺物中最大枚数のシリーズ。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

が率いる浅草側の三河擣衣連
み か わ と う い れ ん

の依頼による

正月の摺物。初摺は極めて少ないとされる。 

横小判 51 図と横長判 8 図の全 59 図。絵の脇に宿場名と次の宿場までの距離、及び「画

狂人北斎画」が記されている。「藤沢
ふ じ さ わ

」と「石
い し

薬寺
や く し

」図中に「享和甲子
き の え ね

春」とある。 

〈鞠子
ま り こ

〉〈藤枝
ふ じ え だ

〉の図の枠外に画題の「春興五十三駄之内」の書き込みがある。 

〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈原
は ら

〉〈鞠子
ま り こ

〉〈藤枝
ふ じ え だ

〉〈秝
あ き

（秋）葉
ば

山
さ ん

之
の

春
しゅん

里
り

（里は「尸の下に里」の字）〉

〈鳳来寺春景
ほ う ら い じ し ゅ ん け い

〉〈岡崎
お か ざ き

〉〈宮
み や

〉は横長判（横二倍の大きさ）。 
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※「京
きょう

」図が描かれたかは不明。 

※当初、狂歌入りであったが、後に狂歌が削られて、弟子の柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

が〈鳴海
な る み

〉など 8 図

を書き加えて無題で文政年間（1818～30）に改編再刊された（掲載図で狂歌のないもの）。    

柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

により加えられた図は、〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈六
ろ く

江
ご う

（ママ）渡
わたし

〉〈原
は ら

〉〈鞍子
ま り こ

〉〈藤枝
ふ じ え だ

〉

〈鳴海
な る み

〉〈宮
み や

〉〈京
きょう

〉。いずれも「柳川画」の落款あり。一方で削られた画は、

〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈品川
し な が わ

宿
じゅく

〉〈原
は ら

〉〈鞠子
ま り こ

〉〈藤枝
ふ じ え だ

〉〈秝
あ き

（秋）葉
ば

山
さ ん

之
の

春
しゅん

里
り

（尸の下に里）〉

〈鳳来寺春景
ほ う ら い じ し ゅ ん け い

〉〈岡嵜
お か ざ き

〉〈宮
み や

〉の 9図。「柳川画」も比較のために掲載する。 

更に北斎没後（刊行年不明）には同画集が「北斎翁之
ほ く さ い お う の

志
し

遠里
お り

」名として再再刊された

（以上、永田生慈監修・解説『葛飾北斎 東海道五十三次』岩崎美術社。1994年。P158に

よる） 

※人物中心のシリーズだが〈鳳来寺春景
ほ う ら い じ し ゅ ん け い

〉のみ人物が描かれない。 

※東海道五十三次の風物を題材にし、大半に女性風俗が描かれ、北斎の美人画集の趣とな

っている。以下、比較のため柳川重信の図も掲載する。 

※すみだ北斎美術館蔵版は、折帖装一帖に貼り込まれている。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉（横長判〈横二倍〉） 

※黒く長い御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被った家の女房と、荷箱の柄を担ぐ者、供の者等が日本橋を渡る。 

 日本橋（狂歌入り：和泉市久保惣記念美術館蔵） 

日本橋（ボストン美術館） 
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日本橋（柳川重信の後摺図 フランス国立図書館） 

☆〈品川
し な が わ

〉※手拭を被った三人の女が浅草海苔
あ さ く さ の り

を漉
す

いて作っている。  

 

 

 

 

 

品川（ボストン美術館） 

 

 

六郷渡し（柳川重信の後摺図：フランス国立図書館） 

☆〈品川
し な が わ

宿
じゅく

〉 

※藁
わ ら

で作った市女
い ち め

笠
が さ

や煙管
き せ る

など、藁
わ ら

細工
ざ い く

が描か

れる。人物は描かれない。 

☆〈川崎
か わ さ き

〉（11.8×16.7 太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※川で布を晒
さ ら

している女。晒した布を棒を使って

干している男。         

川崎（ボストン美術館） 

☆〈神奈川
か な が わ

〉 

※二人の芸妓風の女が宿の中から体をひねって窓

の外の海を見ている。 

☆〈程
ほ ど

ヶ谷
や

〉 

※小川の側で、馬から鞍
く ら

を下ろし、盥
たらい

で馬の足を

洗っている農夫。その後ろには鍬
く わ

が置かれている。 

☆〈戸塚
と つ か

〉 

※宿の女が通りがかりの二人の旅人を玄関先で呼び込んでいる（島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵）。 

☆〈藤沢
ふ じ さ わ

〉 

※道標に「享和四甲子
き の え ね

年 正月吉日 藤沢宿 これよりゑのしま」と書かれている。道標

の側の鳥居をくぐる、菅笠
す げ が さ

を手に持つ女旅人と天秤棒の荷物を担ぐ供の男。その前で姉さ

ん被りの女が、腰をかがめて煙管の灰を捨てようとしている。 

☆〈平塚
ひ ら つ か

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2291&coll=10943&lang=ja
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※鎌を持って砥石で研ぎながら木の下で休んでいる農夫の隣で、首に風呂敷の荷物を巻い

た旅人が煙管を銜
く わ

えながら、同じように休んでいる。木の陰に草を入れた笊
ざ る

が置かれ、中

には刈り取った草が入っている。 

☆〈大磯
お お い そ

〉 

※大きな「虎
と ら

が石
い し

注」を抱えようとする男。それを

見る御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女が二人。一人は頭巾を脱ぎ首に

巻いている。 

注）虎
と ら

が石
い し

：虎
と ら

御石
ご い し

、虎子
と ら こ

石
い し

とも。曽我
そ が

十郎
じゅうろう

祐
す け

成
な り

を

敵の矢から防いだ石で、祐
す け

成
な り

の妾
めかけ

であった虎
と ら

御前
ご ぜ ん

に因
ち な

んで名づけられた石（図は狂歌入り版）。            

大磯（和泉市久保惣記念美術館） 

☆〈小田原
お だ わ ら

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「本家 うゐらう」と書かれた黒く大きな背負い箱を下ろして、 跪
ひざまず

きながら扇子を仰

いでいるういろう売り。その側で、口元に手を当てて立っている女。左の背景には小田原

城が描かれる。 

☆〈箱根
は こ ね

〉 

※箱根路を駕篭
か ご

で行く人、歩いている男女など。馬の背の荷物の上に乗っている男もいる。 

☆〈三島
み し ま

〉 

※二頭の牛にそれぞれ乗っている二人の子どもが松のある街道を行く。 

☆〈沼津
ぬ ま づ

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※松並木の道で熊手を引いて落ち葉を集めている二人の子ども。背には落ち葉を入れる籠

を背負っている。松の木の間から富士山が見え

る。図は、狂歌入り判。     

沼津（和泉市久保惣記念美術館） 

〈吉原
よ し わ ら

〉

（ボスト

ン美術館

蔵） 

※名物の

白酒を轆轤
ろ く ろ

で絞り出している家族を描く。 

吉原（島根県立美術館） 

☆〈原
は ら

〉（12.0×33.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※横長判二枚続き。右半分の図には、梅の咲く山道を黒い御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被った女や、煙管

をくわえながら歩く、菅笠
す げ が さ

を被った女。側に振り分け荷物の男。左半分の図には大きな富

士山を背景に、坂道を下る笠を被った男たち。                 

 

http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2299&coll=11050&lang=ja
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原（ボストン美術館） 

原（柳川重信の後摺図：フランス国立図書館） 

☆〈蒲原
か ん ば ら

〉（11.7×16.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※地引網を引く人々。遠くにも同じように地引網

を引く人々。海上には漁をする小舟が数艘浮か

ぶ。 

☆〈由井
ゆ い

〉 

※塩田
え ん で ん

で塩を含んだ砂を鋤
す き

で掻き集めている 

男二人。右手前には塩屋
し お や

が描かれ、ここで塩水をかけたものを焼く。 

☆〈奥津
お き つ

〉※名産のサザエと鮑
あわび

と甘
あ ま

鯛
だ い

（興津
お き つ

鯛
だ い

）を重ね合わせて描く。人物は描かれない。   

奥津（太田記念美術館） 

☆〈江尻
え じ り

〉 

※合羽
か っ ぱ

を着て笠を被った旅人二人。一人は背中に

荷物を背負っているので、合羽が箱型にせり出し

ている（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

☆〈府中
ふ ち ゅ う

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※竹細工を作っている男に、女が盆に載せた茶碗

を差し出そうとしている。女は左手に薬缶
や か ん

を持っ

ている。庭には梅の木がある。 

☆〈岡部
お か べ

〉 

※宿の入口で草鞋を脱ぐ旅人に、口に手を当てながら茶を差し出す宿の女。 

☆〈鞠子
ま り こ

〉(12.0×33.8 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※横長判二枚続き。名物のとろろ汁を食べる三人の男と、給仕をする二人の女。女の一人

が、盆を持ったまま、もういいという仕草の男の袖を引いている。  

 

 

 

 

http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2300&coll=11167&lang=ja
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鞠子（ボストン美術館） 

鞠子（柳川重信の後刷図：フランス国立美術館） 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉（11.5×34.3 太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノル

ル美術館蔵） 

※横長判二枚続き。「富士枝本町 瀬戸染飯」

と書かれた看板のある店先で、名物の染
そ め

飯
い い

注を売

る二人の女。その横には売り台に手を掛けてよじ登ろうとする子ども。 

注）染飯
そ め い い

：もち米を蒸し、梔子
く ち な し

で黄色に染めたものをすり潰し、小判形にしたものを干し

た食べ物。道中食であった。図左に五人の狂歌が記されている。         

藤枝（ボストン美術館） 

藤枝（柳川重信の後摺図：フランス国立美術館） 

☆〈島田
し ま だ

〉 

※大井川
お お い が わ

の川渡しの人足が侍を肩車して川を渡っ

ている。向こう岸近くには輦台
れ ん だ い

に乗せた駕籠
か ご

のそ

ばを長槍
な が や り

を持った供人が付き従う。 
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島田（ボストン美術館） 

☆〈金谷
か な や

〉（11.3×16.2 太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※名物の飴
あ め

の餅
も ち

注を作る二人の女と、入口で餌
え さ

袋
ぶくろ

に口を入れて餌を食べている馬。「小夜
さ よ

の

中山
な か や ま

 飴
あ め

の餅
も ち

」と書かれた看板がある。 

注）飴
あ め

の餅
も ち

：水飴を使った餅で、関ヶ原の戦い

の際、山内一
やまのうちかず

豊
と よ

が当地の名物の飴の餅を献上し

たことで有名になった。竹の皮に五個並べ、５文（約 100円）で売ったという。 

☆〈日坂
に っ さ か

〉(12.0×16.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鳥居の細工物
さ い く も の

を肩にかけて、ぶら下げたいくつかの鉦
か ね

を鳴らす男と、座って小太鼓を叩

く年配の男。 

☆〈掛川
か け が わ

〉（11.7×16.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※葛
く ず

布
ぬ の

や花茣蓙
は な ご ざ

を商う店で商品を扱う女と品定めをする女 

☆〈袋井
ふ く ろ い

〉 

※大黒天
だ い こ く て ん

の格好をした男が連れてきた馬には「吉」の腹掛けが付けられ、背には打
う ち

出
で

の

小槌
こ づ ち

が置かれた大きな袋が乗せてある。馬の尻には「萬」の字が染められた布が置かれて

いる。入口で盆に乗せた茶をさし出す女。正月祝いの風景。 

☆〈秋
あ き

葉
ば

山
さ ん

之
の

春
しゅん

里
り

注〉(11.9×34.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※横長版二枚続き。梅の咲く山道できのこ狩りをする女二人と子ども。一人は手をかざし

て遠くの神社を眺めている。 

注：「厘」は尸の下に里が用いられている。 

秋葉山之春里（ボストン美術館） 

☆〈鳳来寺春景
ほ う ら い じ し ゅ ん け い

〉(11.9×34.1 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※二枚続き。画面中央に鳳来
ほ う ら い

寺山
じ さ ん

注の間に建つ寺を小さく描く。図の右下には「新城」と

地名が記され、城を描く。人物は描かれない。 

注）鳳来
ほ う ら い

寺山
じ さ ん

：愛知県新城市
し ん じ ょ う し

鳳来寺
ほ う ら い じ

にある 695ｍの岩山で、古くから霊場としてあった。 



244 

 

☆〈見附
み つ け

〉（11.8×16.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※旅人が茶屋で蕎麦
そ ば

を食べている。店先の看板に「（挽
ひ き

）抜
ぬ

きそば 十六文」とある。蕎

麦はこの辺りの名物として知られていた。挽
ひ き

抜
ぬ

きそばは、精製した上等の白いそば粉を使

ったそばであるという。十六文は約 400円（一文＝25円で換算）。 

☆〈浜松
は ま ま つ

〉（11.8×16.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※高くそびえる松の木の下に小さな茶店があり、そこに向かう徒歩と馬上の旅人。松の左

には波の寄せる海が描かれる。 

☆〈舞坂
ま い さ か

〉（11.7×16.8 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※客と荷物を乗せた大型帆船が二隻船出をしている。 

☆〈荒井
あ ら い

〉（12.8×17.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※笠を被った三人の旅人が山道を行く。後ろには手拭いを被った旅人が重い荷物を背負っ

ている姿が一部見えている。 

☆〈白
し ら

須賀
す か

〉（11.9×16.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※この宿駅近くの茶店で売った名物の柏餅
かしわもち

の

粉を練っている男と、傍でそれを見ながら柏

餅つくりを手伝っている女房。看板には「か

しハ餅 根元
こ ん げ ん

名
な

代
だ い

」とある。 

☆〈二川
ふ た が わ

〉（11.9×16.6 太田記念美術館：

長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）        

※梅の木と松の側にある茶店で休む女旅人。

縁台に腰かけ足と杖を投げ出している。 

二川（ボストン美術館） 

☆〈吉田
よ し だ

〉（12.1×16.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※「吉田
よ し だ

本宿
ほんじゅく

 合ほくち注 甲子
き の え ね

屋」と書かれた袋には海老の絵も描かれている。この袋

に、おかめの面、藁
わ ら

細工
ざ い く

の平たい笊
ざ る

などを重ねて描く。縁起物の図で、人物は描かれない。 

注）ほくち：火打
ひ う ち

石
い し

の火を受ける火種。火口
ほ く ち

は

吉田の名産。「ゑびや」の火口が有名で火口の

トレードマークになったという。この頃（享和

2 年）、吉田には 6 軒のほくち屋があったとい

う（山本祐子・名古屋市博物館調査研究員の

「中日新聞」2016年 9月 2日の記事による）。          

吉田（ボストン美術館） 

☆〈御油
ご ゆ

〉（12.0×17.0 太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2307&coll=11506&lang=ja
http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2306&coll=11118&lang=ja
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※梅の見える窓辺で、鏡を見ながら長い髪を梳
す

いている遊女。 

☆〈赤坂
あ か さ か

〉 

※柱に糸を括
く く

り付け、それを紐に編みながら、

側でハイハイする赤子を見ている母親。 

赤坂（ボストン美術館） 

☆〈藤川
ふ じ か わ

〉（12.3×17.2 太田記念美術館：長    

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※遠くの赤坂
あ か さ か

大明神
だいみょうじん

を見て行く馬上の旅人二人と荷物持ち。 

☆〈岡崎
お か ざ き

宿
じゅく

 其二〉（12.7×18.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※図の右に岡崎城を描き、遠景の山々を描いた風景画。「其二」が〈岡崎〉の前に配置さ

れている。 

☆〈岡崎
お か ざ き

〉（12.0×34.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館蔵） 

※横長判二枚続き。矢剥
や は ぎ

の橋注を行く大名行列の人々の背や笠には雪が被っている。 

注）矢剥
や は ぎ

の橋：東海道中で最も長い橋。208間（378ｍ）ある。 

岡崎（太田記念美術館） 

☆〈岡崎池鯉鮒之間
お か ざ き ち り ゅ う の あ い だ

〉 

※「八橋
や つ は し

 四丁半」の道標のある道を行く旅人。八橋
や つ は し

は、杜若
かきつばた

の名勝地。平安の歌人

在原業平
ありわらのなりひら

が、「からころも きつつなれにし つましあれば はるばるきぬる たびをしぞおも

ふ」と、句頭に「かきつばた」の 5文字をいれた折句
お り く

で「旅の心」を詠んだことで有名。 

☆〈池鯉鮒
ち り ゅ う

〉 

※図の左に池鯉鮒
ち り ゅ う

明神の五重塔と寺社の屋根が描かれ、図の右端に八橋
や つ は し

神社を描く。手前

には民家の屋根を鳥瞰的に描く。 

☆〈鳴海
な る み

〉（11.8×16.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館蔵） 

※布を絞るために、口に糸をくわえている角隠しを被っている女の前には白い布が広がっ

ている。その左に、畳んだ絞りの布を持って立っている女。鳴海は鳴海絞
な る み し ぼ り

で有名な地。 
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鳴海（ボストン美術館）                  鳴海（柳川重信の後摺図：フランス国立図書館） 

☆〈桑名
く わ な

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※ 蛤
はまぐり

を団扇
う ち わ

であおり、煙にむせながら焼いている女と、蛤の入った籠を手にする女。側

で見ている子どもがいる。 

☆〈宮
み や

〉(12.1×34.4太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※横長判二枚続き。梅の咲く道を御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被った女や、笠を手にして歩く女など三人

が行く。その後ろには荷物を担ぐ供人。図左には城が描かれる。    

宮（ボストン美術館） 

宮（柳川重信の後摺図：フランス国立図書館） 

☆〈四日市
よ っ か い ち

〉馬の背の両側につけた格子の箱に

それぞれ乗っている女は、ともに煙管をくわえ

ている。馬の鼻先には、しゃがんで草鞋
わ ら じ

の紐を

直している馬子。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

〉(13.4×18.2 太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※石
い し

薬師寺
や く し じ

注に参詣する旅人。「奉献」と書かれた手洗水
ち ょ う ず

の脇に「享和甲子
き の え ね

春」と書かれ

ている。 

注）石
い し

薬師寺
や く し じ

：三重県鈴鹿市
す ず か し

石
い し

薬師
や く し

町
ま ち

１番地にある。参勤交代でこの宿を通る大名は、必

ずこの寺に参詣して旅の無事を祈ったことで有名。 
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☆〈庄野
し ょ う の

〉 

※宿の部屋の行燈の側で二人の女が、荷物を膝に乗せて座っている。後ろにも柳梱
やなぎごうり

と風呂

敷に包んだ荷物がある。 

☆〈亀山
か め や ま

〉 

※「春」と書かれた提灯が下がる茶屋の店先で、一人の女は座って休み、一人の女は笠に

手をやり立っている。足元には棒を渡した風呂敷包が置かれている。遠くには亀
か め

山城
やまじょう

が見

える。 

☆〈関
せ き

〉（11.8×16.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※旅人がほうと息を吐き、遠くを眺めている。側で子どもがしゃがんで向こうの「夷岩
えびすいわ

注」

「大黒岩
だ い こ く い わ

注」と書かれた岩山にいる猿を指さしている。 

注）夷岩・大黒岩：関宿
せきじゅく

の地蔵
じ ぞ う

町からの山道には鈴鹿川
す ず か が わ

が左右に流れ、右の山の中腹に

蛭子
ひ る こ

に似た夷岩に続いて大黒岩が現れる。大黒岩は「形やゝ夷
えびす

にハおとれり」と、太田
お お た

南畝
な ん ぽ

は紀行日記『改元
か い げ ん

紀行
き こ う

』（下巻。享和元年三月八日条。「国立国会図書館デジタルコ

レクション」より）で述べている。 

☆〈坂
さ か

ノ下
し た

〉（13.1×17.8） 

※主人と供
と も

人が、松の木の下で荷物を下ろし休んでいる。供人はかなたの奇岩（夷岩
えびすいわ

）を

指さしている。 

☆〈土山
つ ち や ま

〉 

※櫛がいくつか重なって描かれる。人物は描かれな

い。土山は「お六
ろ く

櫛
ぐ し

」という櫛の生産が有名。元禄

年間に土山の藪
や ぶ

原宿
はらじゅく

に住んでいたお六という娘が、

みねばりの木注で作った櫛が由来といわれ、土山
つ ち や ま

宿
じゅく

の名産となった。      土山（ボストン美術館） 

注）みねばりの木：峰榛
み ね ば り

の木。成長が非常に遅い貴

重な木で、非常に硬く、斧が折れるほどであるので「斧
お の

折
お れ

樺
かんば

」といわれる。鳥居
と り い

峠
とうげ

近くの

藪
や ぶ

原
は ら

に多く産した。           

☆〈水口
み な く ち

〉（13.2×18.1） 

※母親が酒の入った手桶に手を掛けている。側で赤子が片足をあげてはしゃいでいる。そ

の後ろでは赤子を支えるようにしている女がいる。「桜川
さくらがわ

」と書かれた酒樽が部屋の脇に

置かれている。滋賀県甲賀市
こ う か し

水口
み な く ち

は酒造りで有名。 

☆〈石部
い し べ

〉(11.8×16.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※「和中散
わ ち ゅ う さ ん

注」と書かれた標章が図の中央に大きく描かれ、図の右には柵に囲まれた梅の

木が描かれる。人物は描かれない。 

注）和中散
わ ち ゅ う さ ん

：腹痛などに効く道中薬。徳川家康の腹痛に効いたという。この地の和中散
わ ち ゅ う さ ん

本舗
ほ ん ぽ

で製造された。 

☆〈草津
く さ つ

〉 
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※画題の脇に「女川
め が わ

の里
さ と

」とある。草津の東方に

ある地名で、菜
な

飯
め し

と田楽
で ん が く

が有名。図は、女が菜飯

用の菜を俎板の上で刻んでいるところを描く。 

草津（ボストン美術館：狂歌入り） 

☆〈大津
お お つ

〉 

※画題の脇に「走
はしり

井
い

」とある。走井は大津
お お つ

から京

都に向かう途中の逢坂
お う さ か

大谷
お お た に

町
ちょう

茶屋
ぢ ゃ や

の軒場
の き ば

にあり、

後ろの

山中から走り下って湧き出る水であると

『東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

図会
ず え

』（秋里籬
あ き さ と り

島
と う

著 寛政 9 年）

に説明されている（「国立国会図書館デジタル

コレクション」より）。湧き出る走井で食べ物

や食器などを洗っている男女を描く。宿駅名の

下に「京へ三里」とあるが「京」は未発見であ

る。 

大津（ボストン美術館） 

京（柳川重信の後摺図：フランス国立図書館） 

※大津の後に狂歌だけの３ページと見返しが

続く。   

●絵暦「見立
み た て

芝居
し ば い

絵
え

看板
か ん ば ん

」(1 月。八ツ切判摺

物。北斎画。19.6×13.7 島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ/フランス国立図書館蔵)  

※芝居の看板は主に鳥居
と り い

派の絵師が描いた

が、北斎も看板絵を描いたことが知られている。芝居小屋の正面に架けられた大名題
お お な だ い

看板
か ん ば ん

絵
え

の構図となっている。看板の上には役者の役を描く。左手で刀を持つ大黒天
だ い こ く て ん

（三升
み ま す

紋
も ん

の

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

）が中央に座り、弁財天
べ ん ざ い て ん

（丸に束ね熨斗
の し

紋の瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

）が右側に立つ。腰に

刀を差して、隈
く ま

どりをした毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

が左側に描かれ、右下に

は「北斎画」とある。絵の下には「語り」と「大名題
お お な だ い

」（狂

言の題）を書く。大名題には「歳
と し

徳
と く

寅
と ら

卯
う

間
ま

 きのえね四」注

とある。芝居小屋（暖簾の座
ざ

紋
も ん

から市村座と分る）の文字看

板には「松本八 十一 三 六 山下万 十二 十」と大の

月が記されている。 

注）「歳
と し

徳
と く

」は歳徳神のいる所を指す。恵方
え ほ う

。「寅卯間」は

寅と卯の方向の間をいう。東北東。「きのえね」（甲子）は

享和 4年を指す。即ちこの年の恵方は東北東を指す。 

見立芝居絵看板（フランス国立図書館） 

http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2313&coll=10912&lang=ja
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●絵暦「台所
だいどころ

の母子
ぼ し

」（1月。無款）画中の竈
かまど

に大小月が示される（『年譜』による）。 

●絵暦「金毘羅詣
こ ん ぴ ら も う で

の二
に

美人
び じ ん

」（1 月。無款）美人の帯に大小月が示される（『年譜』によ

る）。 

●絵暦「美人
び じ ん

爪切り図
つ め き り ず

」（「爪
つ め

切
き

る美人
び じ ん

図」とも。縦小判着色摺物。洋風版画。額枠に描

く。横書きひらがなの落款で「ほくさゐのふで」。13.1×8.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

※和鋏
わ ば さ み

で左手の爪
つ め

を切る女性の上半身を大首絵のように、額装の

デザインにして描く。図左上に大小月が示され、享和 4 年（文化

元年）用の暦となる。       美人爪切り図（島根県立美術館） 

●摺物「鳥
と り

かごと梅鉢
う め ば ち

の図
ず

」（春。狂歌摺物。横中判着色。画狂

老人北斎画。19.6×27.4 千葉市美術館蔵） 

※図左に「甲子
き の え ね

春
は る

」とある。山水風の絵付けのある三つ脚の鉢に

梅が咲いている。その脇に紐のついた四角い鳥かごが置かれ、な

かに白い十姉妹
じ ゅ う し ま つ

らしい鳥がいる。「きのふまて
で

たてあハせたる

障子
し ょ う じ

さへ 明
あくれ

れハ匂
に お

ふ春の梅か
が

ゝ
か

 渚玉頼」、「霞みたる春の

ゆうへ
べ

に月のかさ めすよりひらく梅の花笠 布泉法師」、「見るほと
ど

なものに笑ふかく

せなれや としも善
よ し

木
き

の梅のはつ花 三束亭浦舟」他 3名の狂歌が記される。 

 

【以下享和末～文化前期】 

画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、画狂
が き ょ う

老
ろ う

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

老夫
ろ う ふ

、□印北斎
ほ く さ い

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、辰
と き

、

政
ま さ

 

●狂歌絵本『木賊刈
と く さ が り

』(享和元年～文化 2〈1801～05〉。横長判摺物。画狂人北斎画。東京

国立博物館蔵) 

※三河
み か わ

岡崎
お か ざ き

の狂歌連・三陽擣
さ ん よ う と う

衣連
い れ ん

の依頼。同連の 10人と浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の狂歌連作を載せる。

能「木賊刈
と く さ が り

」からの着想。同画題は『詩歌
し い か

写真
し ゃ し ん

鏡
きょう

』(天保 4～5年：1833～34)の「木賊刈
と く さ が り

」

にも反映している。 

●狂歌絵本『絵本
え ほ ん

隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』(享和 3年～文化 3年〈1803～06〉。『隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』

とも。大本
お お ぼ ん

三冊。美濃
み の

判着色。鶴屋
つ る や

喜
き

右衛門
え も ん

版。前川
ま え か わ

善
ぜ ん

兵衛
べ え

の後修版に記された狂歌師壺
つ ぼ

十郎
じゅうろう

成安
な り や す

の序には、巻末に北斎辰政画とあるが、初版にはなし。各平均見開き 18.5×27.2 

国立国会図書館/太田記念美術館/ボストン美術館/フーリア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オ

ランダ国立民族学博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ（後摺：前川善兵衛版）/日本浮世絵博物館/東洋文庫蔵) 

※ボストン美術館には版木の墨板と色板 240 枚が所蔵されているという（国立民族博物館

『錦絵はいかにつくられたか』ｐ75）。 
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※刊行年については、享和元年(1801)説、享和 3 年（1803）説、文化 2 年～3 年（1804～

05）説、文化 3 年(1806)説、文化元年頃(1803)に作画し、文化 5 年頃（1808）に刊行した

とする諸説がある。 

※天明 2 年(1781)の鶴岡蘆
つ る お か ろ

水
す い

の絵「隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

」(二帖)から発想と題名を得たものと

される（『原色浮世絵大事典 第 8巻 作品三 写楽―北斎』ｐ75）。 

※ほとんどが各ページにわたる続絵
つ づ き え

の構成であるので、一枚一枚の解説は困難であり、こ

こでの説明はあくまで便宜的である。隅田川西岸から東岸を眺めた景観を描く（本稿は

「すみだ北斎美術館」の当該作品パネルの解説を参照した。 

【上巻】 

【以下６図の続き絵】 

☆〈高輪
た か な わ

の暁
あ け

烏
からす

 不峯
ふ ほ う

の積雪
せ き せ つ

〉2枚続き。 

※右頁の狂歌「佐保
さ ほ

姫
ひ め

のめした霞
かすみ

の袖
そ で

のうら 一ばんからす墨
す み

をつけたり 壺墨楼奈良輔」 

図は、東海道を目指して出発すると、高輪
た か な わ

辺りで夜明けになり、暁
あ け

烏
がらす

が鳴くといわれ、

高輪
た か な わ

の先の品川
し な が わ

宿
じゅく

の夜明けの空に烏が群れ飛んでいる。手前の高輪
た か な わ

の茶店では、馬上の旅

人たちを女が呼び込んでいる。 

※左頁の狂歌「不二山
ふ じ や ま

のおろしだいこにさゞ

波の さしみ作れる海の大鉢
お お ば ち

 歌船亭千綱」 

図は、舳先
へ さ き

に注連縄
し め な わ

の松飾
まつかざり

を付けた五
ご

大力
だ い り き

船
ぶ ね

に、扇をかざして万歳
ま ん ざ い

の祝いをする小舟が

近づいている。沖には積雪の富士山が小さく

描かれ、手前には積み上げられた石垣があ

る。   高輪の暁烏 不峯の積雪（ボストン美術館） 

☆〈旭
あさひ

 元船
も と ふ ね

乗
の り

初
はじめ

 房総
ぼ う そ う

春
しゅん

暁
ぎょう

〉2枚続き。 

※右頁の狂歌「見渡せば霞の網のひきはへて 

千万艘
せ ん ま ん そ う

のけさの乗
の り

初
そ め

 遊
ゆ う

友館
ゆ う か ん

春
は る

道
み ち

」 

※左頁の狂歌「遠つ帆
ほ

は蝶
ちょう

ともみえてうつ浪

の はなの中ゆく千
ち

ふね百
ひゃく

船
ふ ね

 壺玄楼万盃」 

図は、渡し船に乗る頭巾
ず き ん

の侍や、御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女や女房、荷物を担いだ行商人たち。船の

前と後ろで竿刺す船頭。沖には帆
ほ

掛
か け

舟
ぶ ね

が多く

停泊している。 

旭 元船乗初 房総春暁（ボストン美術館） 

☆〈佃
つくだ

住吉
す み よ し

恵方
え ほ う

 筑地
つ き じ

の凧
た こ

 〉 

※右頁の狂歌「船つくだてうと恵方
え ほ う

に真
ま

住
す み

よし 巳
み ん

午
ま

注 1の間
あいだ

よろづ藤棚
ふ じ だ な

 甲羅
こ う ら の

干人
ほ し ひ と

」 

左頁の狂歌「春風に人
ひ と

来
く

る帆とも見ゆるなり 筑地
つ き じ

の沖にあぐる袖
そ で

凧
だ こ

 巌
いわおの

亀子
か め の こ

」 
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図は、手前の橋の上には、折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被った二本差しの三河
み か わ

万歳
ま ん ざ い

の男がおり、その隣に

女が立っている。二人の後ろには荷物を担い

だ才蔵
さ い ぞ う

の男が控えている。橋の中央では「綿

ぼうし」と書かれた背負い箱を背負う男が二

人に向き合っている。橋の左では二人の子ど

もが凧を揚げ、その一つは市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の三升
み ま す

紋
も ん

注 2 が描かれ、もう一つの凧は前頁の左上

に掛かって描かれる鳶
と び

凧
だ こ

となっている。 

住吉恵方 筑地の凧（ボストン美術館） 

注 1）巳
み

午
ん ま

：12 月の巳
み

の日や午の日に、その年に亡くなった人のための正月を迎えさせて

祝う儀式。「みうま」とも。 

注 2）三升
み ま す

紋
も ん

：市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

は代々「三升
み ま す

」を名乗り、その紋は、「暫
しばらく

」の図柄に似て、枡
ま す

が三層に重ねられた形。 

【以上 10図の続き絵】 

☆〈三俣
み つ ま た

の白魚
し ら う お

 永代
え い た い

春風
しゅんぷう

〉2枚続き。 

※右頁の狂歌「水の面
も

に糸の白魚
し ら う お

あつまれば 浪にかゝりをみつまたの川 金門守」 

※左頁の狂歌「にぎはへる永代
え い た い

橋
ば し

にやり梅の かほりもたへずわたる春風 鶴毛衣」 

図は、手前に、二月の初午
は つ う ま

祭りに叩く太鼓

を、天秤棒の両端にぶら下げて売る男。その

後ろには子供の手を引く母親。図の左には母

娘と思われる二人の女と供の男。左手奥には

永代橋が描かれ、隅田川から別れる三俣
み つ ま た

に

は、白魚
し ら う お

漁
りょう

の四
よ

つ手網
で あ み

船と、「正一
しょういち

（位
い

）」

の字の幟
のぼり

が立つ住吉
す み よ し

神社（現東京都中央区佃
つくだ

1-1-14）の社殿の一部が見える。  

三俣の白魚 永代春風（ボストン美術館） 

☆〈市中
い ち な か

の花 新寺
し ん じ

の新樹
し ん じ ゅ

〉2枚続き。 

※右頁の狂歌「家づとの桜の枝は手
た

折
お り

しと あとづけがほに蝶のおひ来る 桐政女」 

※左頁の狂歌「日の影のもらぬ木立
こ だ ち

はふくろうの 目も見ゆるかとおもふまくらさ 京 

唐橋村雄」   

図は、手前の岸辺に桜の花をあしらった揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠し）を被って花見に来た二人の婦

人と、供の男が食べ物を入れた箱を持って立っている。その後ろには、願人
が ん に ん

坊主
ぼ う ず

注が四月

八日の灌仏会
か ん ぶ つ え

のための甘茶
あ ま ち ゃ

の道具をぶら下げている。対岸には、右から仙台
せ ん だ い

堀
ぼ り

の上之橋
か み の は し

、

小名
お な

木川
ぎ が わ

に掛かる万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

と、下総
しもうさの

国
く に

の嶺雲院
れ い う ん い ん

が深川に移転して新寺として霊
れ い

雲院
う ん い ん

（現東京

都江東区
こ う と う く

清澄
き よ す み

1-7 にあった）と改称した所の新樹が茂っている。その左には隅田川に架か

る新大橋
し ん お お は し

に多くの人が往来している。 

注）願人
が ん に ん

坊主
ぼ う ず

：家々を回って、軽口
か る く ち

や阿呆陀
あ ほ だ

羅
ら

経
きょう

（時事風刺の滑稽な俗謡）等を唱え、米

や銭をもらう乞食坊主。 
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市中の花 新寺の新樹（ボストン美術館） 

☆〈大橋
お お は し

の網引
あ み ひ き

 元
も と

柳橋
やなぎばし

の子規
ほ と ぎ す

〉2枚続き。 

※右頁の狂歌「波風
な み か ぜ

のなかずのかたはかすみ

にも 手
て

伝
つ だ

はせたるはるの綱引
つ な ひ き

 竹女」 

※左頁の狂歌「やよ親
お や

の音
ね

をまなべかし二声
ふ た こ え

と なかずのかたへ行
い く

ほとゝぎす 壺鶯楼可

知輔」 

図は、手前の元柳橋
もとやなぎばし

辺に設けられた縁台

で、新大橋
し ん お お は し

手前での投網
と あ み

漁
りょう

を眺める母子。子どもの着物の背中には市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の三升
み ま す

紋
も ん

が

染め抜かれている。柳橋
やなぎばし

の中央の欄干に腰を

下ろして休んでいる行商人。大きな傘を日除

けにしている婦人たち。欄干に手を掛けて対

岸を眺める男、橋の左詰めには、物乞いをす

る羅漢
ら か ん

風の光頭
こ う と う

の男が座っている。橋の脇に

は釣竿を肩にした男もいる。花見土産の桜の

枝が「家づと」（家への土産）となる。 

大橋の網引 元柳橋の子規（ボストン美術館） 

☆〈御船蔵
お ふ な ぐ ら

 広小路
ひ ろ こ う じ

の群衆
ぐんしゅう

〉2枚続き。 

※左頁に二首の狂歌「水うちて涼しき門
か ど

へ笛売
ふ え う り

の 秋を告
つ げ

たる日ぐらしのこゑ 京 俵藤

子」「両国
りょうごく

の橋のたもとの夕風
ゆ う か ぜ

は そでから袖
そ で

へぬけるすゞしさ 貢計舎升盛」 

図は、手前の岸側の両国
りょうごく

広小路
ひ ろ こ う じ

の水茶屋などでにぎわう風景を描く。対岸には幕府の

御船蔵
お ふ な ぐ ら

が並び、その前の川ではシジミをとる

人たちが小さく描かれる。図の左には

「和漢諸軍談
わ か ん し ょ ぐ ん だ ん

 はなし 立川
た て か わ

」と書いた幟
のぼり

を

立てた小屋で軍談を話す男などの様子が、次

の「其二
そ の に

」につながって描かれる。左端に

は、天秤棒に御幣
ご へ い

を詰めて運ぶ職人の姿も見

える。   御船蔵 広小路の群衆（ボストン美術館） 

☆「其二
そ の に

」2 枚続き。 

※右頁の狂歌「おしおふて足さへ地にはつかぬほど 身もかるわざの芝居にぎはふ 三巴

園逢室」、「立
た ち

かはり茶
ち ゃ

見
み

せに人のよるまでも 幾
い く

せん群集をなす広小路
ひ ろ こ う じ

 貢光軒宇寿喜」 

※左頁の狂歌「川の面
も

は玉
た ま

や鑰屋
か ぎ や

注を漕
こ ぎ

まぜて 夜
よ

るの錦
にしき

をなす花見
は な み

船
ぶ ね

 六日庵峯雪」 

注）玉
た ま

や鑰屋
か ぎ や

：玉屋も鑰屋
か ぎ や

も江戸花火の二大花火師。 
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図は、「大坂下りの女
おんな

かるわざ」や「竹田
た け だ

大
お お

からくり」とかいた幟
のぼり

の立つ芝居小屋が描

かれる。        其二（ボストン美術館） 

【中巻】 

【以下 10図の続き絵】。 

☆「両国
りょうごく

納涼
のうりょう

 一
い ち

の橋
は し

弁天
べ ん て ん

」2枚続き。 

※右頁の狂歌「不二
ふ じ

の雪筑波
つ く ば

のしげみ両がけ

に  夜
よ る

ふくすずし両国の橋  半月楼
は ん げ つ ろ う

鹿毛
か け

麻呂
ま ろ

」、「たのしさの此
こ の

うへはなしかたびらの 呂
ろ

をおし通す夕涼
ゆうすずみ

舟
ぶ ね

 松斎千代住」 

※左頁の狂歌「江
え

のしまをこゝにうつせし貝
か い

屏風
び ょ う ぶ

 宮
み や

の扉
とびら

をつたふでゞむし 嘘言皮成」 

図は、人々で埋め尽くされた両国橋。川には納涼の屋形船・屋根船や猪牙船
ち ょ き ぶ ね

が多く航行

している。橋の中央には高札
こ う さ つ

と橋検
は し け ん

番
ば ん

の屋根が見える。橋の右側の対岸には材木が立ち並

ぶ竪川
た て か わ

（立川）辺が見え、その手前には一の橋、更に右には杉山
す ぎ や ま

和一
わ い ち

検校
けんぎょう

が江の島弁財天

を勧請した江島
え し ま

杉山
す ぎ や ま

神社
じ ん じ ゃ

（現東京都墨田区千歳
ち と せ

1-8-2）が描かれる。手前の両国広小路に

は「江戸じまん」の幟
のぼり

が立ち、その右には大

山参りで奉納する「奉納大山石
お お や ま せ き

大権現
だ い ご ん げ ん

」注と

書いた板で作った大きな木太刀
た ち

を持つ人もい

る。木太刀は奉納後、他の人が奉納した物を

お守りとして持ち帰る習慣があったという。 

注）大山石大権現：大山石
お お や ま せ き

尊
そ ん

大権現
だ い ご ん げ ん

のこ

と。大山山岳信仰と修験道が融合した神。 

両国納涼 一の橋弁天（ボストン美術館） 

☆「無縁
む え ん

の日中
にっちゅう

」2枚続き。 

※左頁の狂歌「生滅
しょうめつ

の時はわかたし人
ひ と

の花 

さて両ごくの日中
にっちゅう

の鐘 無心亭」 

図は、「両国
りょうごく

納涼
のうりょう

 一
い ち

の橋
は し

弁天
べ ん て ん

」からの続き

絵。 

標題は歌意を踏まえる。 

無縁の日中（ボストン美術館） 
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「両国納涼 一の橋弁天」と「無縁の日中」の連続図（すみだ北斎美術館） 

☆「新柳橋
しんやなぎばし

の白雨
は く う

 御竹蔵
お た け ぐ ら

の虹
に じ

」2枚続き。 

※右頁の狂歌「袖
そ で

笠
か さ

をかぶる間
ま

もなく柳ばし みどりの髪もぬるゝ夕だち 梅子」 

左頁の狂歌「竹蔵
た け ぐ ら

の堀にも虹の影見えて はや両ごくの橋かとぞおもふ 壺山楼高喜」 

図は、手前の神田川
か ん だ が わ

に掛かる新柳橋
しんやなぎばし

の上で、突然の雨に慌てて番傘を開いている男。着

物や布を被って走る男たち。蛇の目傘をすぼめて飛ばされないようにして急ぐ女たち。

左端の男の広げた番傘には「新鳥越
し ん と り ご え

」

（浅草
あ さ く さ

新鳥越町
しんとりごえちょう

にあった料理屋・八百
や お ぜ ん

善
ぜ ん

のこ

と）と書かれている。向こう岸には幕府御蔵
お く ら

米
ま い

を貯蔵した御竹蔵
お た け ぐ ら

（現両国国技館や江戸東

京博物館辺り）の側の御蔵
お く ら

橋
ば し

（隅田川と

御竹蔵
お た け ぐ ら

をつなぐ入り堀に掛かった橋。現在は

ない）が描かれる。 

新柳橋の白雨（ボストン美術館） 

☆「首尾
し ゅ び

松
ま つ

の鉤
か ぎ

船
ぶ ね

 椎木
し い の き

の夕蝉
ゆ う せ み

」2枚続き。 

※右頁の狂歌「美しさ松は千
ち

とせを延
の べ

あがり 延
の べ

あがり見る舟のたおやめ 千歌園序文」 

左頁の狂歌「時まだき見あぐる椎
し い

の青空に ところ定めず蝉
せ み

のしぐるゝ 全詠」 

図は、椎
し い

の木
き

屋敷（本所
ほ ん じ ょ

の平
ひ ら

戸藩
ど は ん

松浦家
ま つ う ら け

上屋敷
か み や し き

。現東京都墨田区横網
よ こ あ み

1-12-9 旧両国公

会堂、現刀剣博物館辺）に植えられた松で「落葉無き椎
し い

の木」といわれ、本所
ほ ん じ ょ

七不思議の

一つであった。その松の下で、船に乗って釣りを楽しむ二人の婦人や笠を被った男たち。

船首には供と思われる男も釣り糸を垂れている。 

首尾
し ゅ び の

松
ま つ

は、現東京都 台東区蔵前
く ら ま え

1丁目（蔵前
く ら ま え

橋
ば し

西詰）の説明板には「この碑から約百メ

ートル川下に当たる。浅草御蔵
お く ら

の四番堀と五番堀のあいだの隅田川岸に、枝が川面にさし

かかるように枝垂れていた『首尾の松』があった」とあり、その由来について諸説の一つ

として「１、寛永年間（1624～43）に隅田川が氾濫したとき、三代将軍家光の面前で謹慎

中の阿倍
あ べ

豊後
ぶ ん ご の

守
か み

忠
た だ

秋
あ き

が、列中に伍している中から進み出て、人馬もろとも勇躍して川中に

飛び入り見事対岸に渡りつき、家光がこれを賞して勘気を解いたので、傍らにあった松を

「首尾の松」と称したという。２、吉原に遊びに行く通人たちは、隅田川をさかのぼり
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山谷
さ ん や

堀
ぼ り

から入り込んだものだが、上がり下り

の舟が、途中この松陰によって「首尾」を求

め語ったところからの説。」と丁寧に説明し

ている。その他、吉原通いの船の道しるべで

もあったという。         

首尾松の鉤船 椎木の夕蝉（ボストン美術館） 

☆「榧
が や

寺
で ら

の高灯
た か ど う

篭
ろ う

 御馬屋
お ん う ま や

川岸
か し

乗合
の り あ い

」2 枚続

き。 

※右頁の狂歌「しげりあふ色も萌黄
も え ぎ

のかや寺
で ら

に 大燭
おおしょく

と見ゆる灯
と う

篭
ろ う

の影 嘘言皮成」 

※左頁の狂歌「ろのおとに雁
か り

こきまぜてわたし船 あとのが先へあがるのり合
あ い

 蜀錦園蔓

人」 

図は、榧
が や

寺
で ら

注 1の榧
が や

の大木が寺の屋根越しに描かれ、盂蘭盆
う ら ぼ ん

会
え

に屋根から突き出すように

立てられた高灯
た か ど う

篭
ろ う

が図からはみ出して描かれる。寺の前の厩
うまや

河岸
が し

の渡し船には、鳥刺
と り さ し

注2の

長い竿を立てた男や僧侶などが乗っている。

船尾では船頭が竿を振り上げるようにしてい

る。図の左上の空には雁
か り

が群れ飛んでいる。 

注 1）榧
が や

寺
で ら

：現東京都台東区蔵
く ら

前
ま え

3-22-9。榧
が や

の大木が、守護神の秋葉
あ き ば

大権現
だ い ご ん げ ん

により寺の火

事を防いだといわれる。 

注 2）鳥刺
と り さ し

：鷹匠
たかじょう

に仕え、鳥もちを付けた長

い竿で鷹の餌になる鳥を捕まえた。 

榧寺の高灯篭 御馬屋川岸乗合（ボストン美術館） 

【以下 5図の続き絵】 

☆「駒形
こ ま が た

の夕日
ゆ う ひ

栄
ば え

 多田
た だ

薬師
や く し

の行
ゆ く

雁
か り

」2枚続き。 

※右図の狂歌「むらしぐれはれ行
ゆ く

あとの夕ばへに いさむ月毛
つ き げ

の駒
こ ま

がたの舟 歌子」 

※左図の狂歌「ものゝふの多田
た だ

の本尊の名にめでて つらをみたさずわたるかりがね 貢

船窓春風」 

図は、方形
ほ う け い

の馬頭
ば と う

観音
か ん の ん

を祀る白い駒形堂
こ ま が た ど う

の側

の渡し場で、米俵を担ぎあげる人足がいる。駒

形堂では二人の参詣人が線香に火をつけて拝ん

でいる。対岸の空には秋を思わせる雁
か り

が前図か

らの続きで群れをなして飛んでいる。図の手前

左には、男女の二人連れが描かれる。 

駒形の夕日栄 多田薬師の行雁（ボストン美術館） 

☆「大川橋
お お か わ ば し

の月 小梅
こ う め

の泊
とまり

船
ぶ ね

」2枚続き。 

※右図の狂歌「香
か

に匂
に お

ふ小梅
こ う め

の里
さ と

の名にめでゝ はしのたもとにとまる苫
と ま

舟
ぶ ね

 延齢堂愛人」 
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「三谷
さ ん や

ぼりさしてこぐらし月の船 大川
お お か わ

ばしの秋のよな〱
よ な

 霞楽亭花鳥」  

図は、隅田川に最後に掛けられた大川橋
お お か わ ば し

（現吾妻
あ ず ま

橋
ば し

のこと）の橋詰のにぎわいを描く。

御休処で旅人が床几に腰を下ろして休み、

接客と思われる女が立っている。橋の番屋

の前で、長い竿の先で盥
たらい

を回している芸人

の足元には、三人の子供が付きまとってい

る。対岸には横
よ こ

十軒
じ っ け ん

川
か わ

の一つの源
げ ん

森川
も り か わ

にか

かる源
げ ん

森
も り

橋
ば し

が小さく見え、水戸藩の下屋敷

の小梅
こ う め

別邸の塀が描かれる。その岸辺には

帆を下ろした苫
と ま

船
ぶ ね

が繫留されている。 

大川橋の月 小梅の泊船（ボストン美術館） 

☆「其二
そ の に

」1 枚。 

狂歌「大江戸の自由は月の桂木
か つ ら き

も 材木がしへよする秋の夜
よ

 

壺
つ ぼ

十郎
じゅうろう

成安」 

図は、手前の岸辺に木挽
こ び

き途中の材木が斜めに掛けられ、そ

の脇には石材が無造作に置かれている。近くで塵を掃いている

男もいる。                  

其二（ボストン美術館） 

【下巻】 

【以下 15図の続き絵】 

☆〈浅草寺
せ ん そ う じ

入相
い り あ い

〉1枚。 

狂歌「よしはらの里のわかれのはじめぞと つく浅
あ さ

くさの入あ

ひの鐘 蜀雞園広道」 

図は、浅草寺
せ ん そ う じ

本堂の大屋根の先端を描く。三角の構図の先端の

鬼瓦の上に、入相
い り あ い

の赤い空に逆光で黒く見える鳩（永井荷風は

鴉
からす

としている）が無数に羽ばたき、妻
つ ま

飾
か ざ

りは真赤な天邪鬼
あ ま の じ ゃ く

が描

かれる。入相
い り あ い

の鐘の音で吉原へ出かける人々が想像される。 

浅草寺入相（ボストン美術館） 

☆「向島
むこうじま

の時雨
し ぐ れ

 花
は な

川戸
か わ ど

の冬
ふ ゆ

籠
ごもり

」2枚続き。 

※右頁の狂歌「村時雨
む ら し ぐ れ

雫
しずく

を木々につたはせて 秋葉
あ き ば

の猿は蓑
み の

ほ

しげなり 松斎千代住」 

「鶯も花かと雪の冬ごもり 江戸ぶし注１うたふ助六
す け ろ く

が宿注 2 壺鶯楼可知輔」 

注 1）江戸
え ど

ぶし：歌舞伎「助六
す け ろ く

由縁
ゆ か り の

江戸
え ど

桜
ざくら

」で唄われる河東
か と う

節
ぶ し

。江戸浄瑠璃の一つ。 

注 2）助六が宿
や ど

：花川戸
は な か わ ど

のこと。 

※左頁の狂歌「真乳山
ま つ ち や ま

紅葉の日和
ひ よ り

見定
み さ だ

めて 居続
い つ づ き

はせぬ朝がへりぶね 貢筆庵都世喜」 

「紅葉
も み じ

はのあかりをたてゝ夕ぐれは 客をまつちの山の下
し も

茶屋
じ ゃ や

 貢章庵穴丸」 
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図の左には、対岸に小さく三囲
み め ぐ り

神社の

鳥居が見え、近くに火除けの神を祀る

秋葉
あ き ば

権現
ご ん げ ん

、その前には待乳
ま つ ち

の渡しの船着

き場にある船が描かれる。秋葉権現の門

前には鯉料理の武蔵屋
む さ し や

などがあった。土

手沿いには料理屋平吉
へ い き ち

（葛西
か さ い

太郎
た ろ う

とも呼

ばれた）の大きな料亭が描かれる。 

向島の時雨 花川戸の冬籠（ボストン美術館） 

☆「待乳山
ま つ ち や ま

の紅葉
こ う よ う

」2枚続き。 

※「向島
むこうじま

の時雨
し ぐ れ

 花
は な

川戸
か わ ど

の冬
ふ ゆ

籠
ごもり

」との 4 枚

の続き絵。狂歌は記されない。待乳山聖天
ま つ ち や ま し ょ う で ん

は浅草寺
せ ん そ う じ

分院で、隅田川西岸の小高い丘に

建ち、紅葉の名所でもあり、対岸の風景を

楽しめる場所として賑わった。前ページの

狂歌に詠まれたように、麓の聖天町
しょうでんちょう

には茶

屋があった。図は、小高い丘に建てられた

待乳山の赤い鳥居と社殿に向かう二人の男

が描かれる。大木が枠をはみ出して描かれ

る。                     待乳山の紅葉（ボストン美術館） 

☆「白
し ら

髭
ひ げ

の翟
き じ

松
ま つ

 今戸
い ま ど

の夕烟
ゆ う え ん

」2枚 

※右頁の狂歌「十
と

かへりとうち詠
な が

めても

十八
じゅうはち

の 君とは見えぬしら髭
ひ げ

の松 瑞籬久

世」 

※左頁の狂歌「たえまなき瓦
かわら

煙
けむり

に淋しさも 

しらぬ今戸
い ま ど

の秋の夕ぐれ 壺琴楼道成」 

図は、対岸の白
し ら

髭
ひ げ

神社のこんもりした有

名な松の樹が夕焼け空の下に描かれる。手

前の今戸辺では名産の瓦を作る二人の職人

がいる。川には一羽の都
みやこ

鳥
ど り

がたゆたう。    白髭の翟松 今戸の夕烟（ボストン美術館） 

☆「橋場
は し ば

の田家
で ん か

 隅田
す み だ

の都
みやこ

鳥
ど り

」2枚 

※右頁の狂歌「すめばまた都
みやこ

鳥
ど り

とて草の戸も 春秋
しゅんじゅう

を見る月
つ き

花
は な

の門 青々園」 

※左頁の狂歌「夜な〱
よ な

になれてやともにすみだ河
が わ

 隈
く ま

なき月のみやこ鳥まで 緑亀鳥」 

図は、『伊勢
い せ

物語
ものがたり

』第九段の「名にしおはばいざ言
こ と

問
と

はむ都
みやこ

鳥
ど り

 わが思ふ人はありやな

しやと」に因んで、前図に都
みやこ

鳥
ど り

と白
し ら

髭
ひ げ

の渡し（橋場
は し ば

の渡し）の舟を描いている。橋場辺は

田園風景が広がり文人等に好まれたという。束ねた藁を下から受け取って積み上げる男や、
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屋根に雪を被った家の前を歩く二人の女と

供の男、舟の櫓を担いでいる男、鍬や箒を

担ぐ男たちが描かれる。       橋場

の田家 隅田の都鳥（ボストン美術館） 

☆「真崎
ま さ き

の神
し ん

燈
と う

 木母寺
も く ぼ じ

の鉦
か ね

太鼓
た い こ

」2枚 

※右頁の狂歌「小夜
さ よ

しぐれふりさけ見れば

神垣
か み が き

を ほのかにもれるみつのともし火 

和歌浦汐」 

左頁の狂歌「音も氷るばかりにけふはすみだ川 雪にうづみし木
も く

母
ぼ

寺
じ

注１のかね 遊友館

春道」 

注１）木母寺：梅
う め

若
わか

伝説に因む寺。京で人買いにさらわれた梅若丸
う め わ か ま る

が江戸にまで連れてこ

られてこの地で夭折し、村人によって弔われた。探し求めて来た母親はわが子の死を知り、

剃髪して菩提を弔ったという。謡曲「隅
す み

田川
だ が わ

」でも扱われる。 

 図は、雪降る中で、橋場
は し ば

村の鎮守である真崎稲荷
ま さ き い な り

注 2の門をくぐり参詣しようとする男た

ちや、社殿の屋根をしのぐ大榎
おおえのき

が描かれる。

この木の中間に大きな空洞があり、そこに湧

き出る水を飲むと霊験に預かるといわれ、そ

の木の前には高下駄を掃き、笠をかざし、神

火を持って参詣する男がいる。 

注 2）真崎稲荷：石浜神社
い し は ま じ ん じ ゃ

内（現東京都荒川

区南千住
みなみせんじゅ

28-58）に祀られている。真崎は

橋場
は し ば

の渡しより北の隅田川西岸一帯。 

   真崎の神燈 木母寺の鉦太鼓（ボストン美術館） 

☆「三谷
さ ん や

の田家
で ん か

」2枚 

※左頁の狂歌「はや春へひとまたぎなる大鳥居
お お と り い

 しりくめ縄注の見ゆる神垣
か み が き

 京 一瀬亭

平丸」 

注）しりくめ縄：注連縄
し め な わ

のこと。尻久米縄
し り く め な わ

。 

「春をちる三谷
さ ん や

の賎
し ず

が梅ごよみ 雪に対して

置
お く

としのくれ 壺琴楼道成」 

図は、真崎
ま さ き

稲荷
い な り

の木製の大鳥居に正月用の

注連飾を飾っている禰宜
ね ぎ

（神官）が描かれ

る。隣の朝日
あ さ ひ

明神
みょうじん

と思われる境内の梅が咲い

ている。冬から春の風景。 

三谷の田家（ボストン美術館） 

☆「吉原
よ し わ ら

の終年
しゅうねん

」の 2枚 
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※右頁の狂歌「たをやめもめでたく越
こ ゆ

る年の夜
よ

に かしくといけし梅の一
ひ

とえだ 京 寿

ののふ子」 

左頁の狂歌「太
お お

（ﾏﾏ）神
か

楽
ぐ ら

笛
ふ え

や太鼓
た い こ

の音
ね

をそえて 豆まく声のよしはらの里 壺山楼高喜」 

図は、吉原の大晦日の行事で、狐の面をつけて踊る狐
きつね

踊
おどり

りの門
か ど

づけの男が御幣
ご へ い

と扇を持っ

て、笛や太鼓に合わせて踊っている。側には「御祭礼
ご さ い れ い

・氏子中
う じ こ じ ゅ う

」などと書いた紙を貼った

箱状のものに柄
え

をつけた「万度
ま ん ど

」注を持つ

男もいる。図の左には妓楼の入口からそれ

を見ている男や花魁たちがいる。狂歌にあ

る豆まきも吉原の大晦日の行事。 

注）万度：中臣
な か と み

の祓
は ら

えの詞
ことば

を神前で何度も

読み、穢
け が

れをはらい清める万度祓
ま ん ど ば ら い

をした祓
はらえ

串
ぐ し

をいう。神職が家々に配り歩いた（「デ

ジタル大辞典」参考）。 

                        吉原の終年（ボストン美術館） 

【永井荷風の絵解き】 

※永井荷風「浮世絵の山水画と江戸名所」（『江戸芸術論』所収）では同作を以下のよう

に紹介している（「三田文学」大正 2 年 7 月 1 日 第 4 巻第 7 号より。岩波書店『荷風全

集第十巻』所収の同文とは若干の異同あり）。 

「(略)『隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』は三巻より成
な

る。その画面は絵巻物を繰
く

りひろぐるが如
ご と

く上巻

より下巻まで連続して春夏秋冬の四時
し じ

に渉
わ た

る隅田川両岸の風景を一覧
い ち ら ん

せしむ。開巻第一に

現れ来
き た

る光景は高輪
た か な わ

の夜明
よ あ け

なり。淋
さ び

し気
げ

に馬上の身を旅
た び

合羽
が っ ぱ

にくるませたる旅人
た び び と

の後
あ と

より

は、同じやうなる笠
か さ

冠
か む

りし数人の旅人相
あ い

前後しつつ茶汲女
ちゃくみおんな

の彳
たたず

みたる水
み ず

茶屋
ち ゃ や

の前を歩み行

けり。水茶屋の葭簀
よ し ず

は幾軒
い く け ん

となく見渡すかぎり半円形をなしたる海岸に連
つらな

り、その沖合
お き あ い

遥
はるか

なる波の上には正月の松飾りしたる親船
お や ぶ ね

、巍然
き ぜ ん

として晴れたる空の富士と共にその 檣
ほばしら

を

聳
そびや

かしたり。第二図は頭巾
ず き ん

冠
かぶり

りし 裃
かみしも

の 侍
さむらい

、町人、棟梁
とうりょう

、子供つれし女房、振袖の娘、

物担
も の に な

ふ下男など渡
わたし

舟
ぶ ね

に乗合
の り あ い

たるを、船頭二人大きなる煙草入
た ば こ い れ

をぶらさげ舳
へさき

と艫
と も

に立ち棹
さ お

さ

しゐる佃
つくだ

の渡しなり。第三図は童児
ど う じ

二人紙鳶
た こ

を上げつつ走り行く狭き橋の上より、船の

檣
ほばしら

茅葺
か や ぶ き

屋根
や ね

の間に見ゆる佃
つくだ

島
じ ま

の眺望にして、彼方
か な た

に横はる永代
え い た い

橋
ば し

には人通
ひとどおり

賑
にぎや

かに、三
み つ

股
ま た

の岸近くには（第四図）白魚
し ら う お

船
ふ ね

四
よ

ツ手網
つ で あ み

をひろげたり。桜の花さく河岸
か し

の眺め（第五図）

は直ちに新緑滴
したた

る元柳橋
もとやなぎばし

の夏景色（第六図）と変じ、ここに包
つつみ

を背負ひし男一人橋の欄干
ら ん か ん

に腰かけ扇を使ふ時、青地
あ お じ

の日傘携
たずさ

えし女芸者二人話しながら歩み行けり。その 傍
かたわら

に

尻端
しりぱっしょ

折
り

の男一人片手を上げて網
あ み

船
ぶ ね

賑
にぎわ

ふ河面
か わ づ ら

の方
か た

を指さしたるは、静かに曇りし初夏
し ょ か

の空に

時
ほとと

鳥
ぎ す

の一声鳴過
な き す ぎ

たるにはあらざるか。時節はいよいよ夏の盛
さかり

となれり。 

中巻第一図と第二図とは本所
ほ ん じ ょ

御船蔵
お ふ な ぐ ら

を望む両国
りょうごく

広小路
ひ ろ こ う じ

の雑踏なり。日傘
ひ が さ

菅笠
す げ が さ

相重
あいかさあ

りて

葭簀
よ し ず

を張りし見世物小屋の間に動きどよめきたり。さて両国
りょうごく

橋
ば し

納涼の群衆と屋形
や か た

船
ぶ ね

屋根
や ね

船
ぶ ね

の往来
ゆ き き

（中巻第三図）を見て過
す ぐ

れば、第四図は新柳橋
しんやなぎばし

に夕立降りそそぎて、 艶
なまめか

しき女三
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人袖
そ で

吹き払ふ雨風に傘をつぼめ跣
は だ

足
し

の裾を乱して小走りに急げば、それと行違ひに薄
う す

べり

と浴衣
ゆ か た

を冠
か ぶ

りし真
ま

裸体
は だ か

の男二人雨をついて走る。首尾
し ゅ び

の松の釣船
つ り ぶ ね

涼しく椎木
し い の き

屋敷
や し き

の夕蝉
ゆ う せ み

(中巻第五図)に秋は早くも立
た ち

初
は じ

め、榧寺
か や で ら

の高燈
た か と う

籠
ろ う

を望む御馬屋
お ん ま や

河岸
が し

の渡
と

船
せ ん

(中巻第六図)に

は托鉢
た く は つ

の僧二人を真中にして桃太郎のやうなる着物着たる猿廻
さ る ま わ

し、御幣
ご へ い

を肩にしたる老婆、

風呂敷包背負ひたる女房、物売りの男なぞ乗合
の り あ い

ひたり。駒形堂
こ ま が た ど う

の白壁
し ら か べ

に日脚
ひ あ し

は傾き、多田
た だ

薬師
や く し

の行
ゆ く

雁
か り

（中巻第七図）に夕暮迫れば、第八図は大川橋
お お か わ ば し

の橋
は し

袂
たもと

にて、竹
た け

藪
や ぶ

茂る小梅
こ う め

の里

を望む橋上
きょうじょう

には行人
こ う じ ん

絡繹
ら く え き

たり。岸の上なる水
み ず

茶屋
ぢ ゃ や

には赤き塗盆
ぬ り ぼ ん

手にして佇立
た た ず

む茶汲みの娘

もろとも、床几
し ょ う ぎ

に憩ふ人々面白げに大道芸人が子供集めて長き竹竿
た け ざ お

の先に盥
たらい

廻
ま わ

しゐるさま

を打
う ち

眺
な が

めたり。中巻ここに尽く。 

 下巻は浅草
あ さ く さ

観音堂
か ん の ん ど う

の屋根に群
ぐ ん

鴉
あ

落葉
ら く よ う

の如
ご と

く飛ぶ様
さ ま

を描き、何となく晩秋
ばんしゅう

暮
ぼ

鐘
しょう

の寂しきを

思はせたるは画工が用意の周到
しゅうとう

なる処
ところ

ならずや。第二図三囲
み め ぐ り

の堤
つつみ

を見れば時雨
し ぐ れ

を催す空合
そ ら あ い

に行く人の影稀
ま れ

に待
ま

乳山
つ ち や ま

(下巻第三図)には寺男
てらおとこ

一人落葉
お ち ば

を掃く処
ところ

、鳥居
と り い

際
ぎ わ

なる一樹
い ち じ ゅ

の紅葉
こ う よ う

に風雅の客二人
に に ん

、小紋
こ も ん

の羽織
は お り

にふところ手
で

して逍遥
しょうよう

するを見るのみ。冬枯
ふ ゆ が れ

の河原はますま

す淋しく、白鷺
し ら さ ぎ

一羽水上
すいじょう

に舞ふ処
ところ

流れを隔てて白
し ら

髭
ひ げ

の老松
ろうしょう

を眺むるは今戸
い ま ど

の岸にやあらん

（下巻第四図）。ここに船頭二人
に に ん

瓦
かわら

を船に運べるあり。やがて橋場
は し ば

の渡
わたし

に至るに、渡
わたし

小屋
ご や

の前（下巻第五図）には寮
りょう

にでも行くらしき町風
ま ち ふ う

の女づれ、農具を肩に煙管
き せ る

銜
く わ

へたる農夫

と茅葺
か や ぶ き

屋根
や ね

の軒下
の き し た

に行きちがひたり。遥かなる木母寺
も く ぼ じ

の鉦鼓
し ょ う こ

に日は暮れ、真崎
ま さ き

稲荷
い な り

の赤き

祠
ほこら

に降る雪の美し（下巻第六図）と見るも間もなく、神明
し ん め い

の社
やしろ

に来
き た

れば(下巻第七図)

烏帽子
え ぼ し

の神主
か ん ぬ し

三人早くも紅梅
こ う ば い

の咲匂
さ き に お

へる鳥居
と り い

に梯子
は し ご

をかけ注連飾
し め か ざ り

にいそがはし。かくて年

は暮れたり。画工
が こ う

は正月の松飾
まつかざり

整ひたる吉原
よ し わ ら

の廓
くるわ

に看客
か ん か く

を導き、一夜明くれば初春迎ふる

色里
い ろ さ と

の 賑
にぎわい

を見せて、ここにこの絵本を完了す」 

●狂歌絵本『逸
い つ

題
だ い

狂歌本
き ょ う か ぼ ん

』(享和元～文化 2〈1801～05〉横中本一冊。墨摺。画狂老（「人」

なし）北斎画。印北斎。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※「逸
い つ

題
だ い

」とは、特に表題を付さないものや表題不明をいう。巻頭１オ(筆者注：1 ページ

の表：袋綴じ左側の頁)「松曳
ま つ ひ き

にあしを野へ
べ

にやふみ出さん けふは子
ね の

日
ひ

と人の申せは
ば

 

節松嫁々
ふ し ま つ の か か

注」の 1 首があり、続く１ウ・２オの見開きに、北斎による

小松
こ ま つ

を担ぐ仕丁
じ ち ょ う

が描かれる。春興の狂歌集で、伯楽側
は く ら く が わ

、本町連
ほんちょうれん

、三河擣
み か わ と う

衣連
い れ ん

などの狂歌が寄せられている（『新北斎展図録』ｐ325）。 

注）節松嫁々
ふ し ま つ の か か

：朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の妻（1745～1810）。菅江没後、同門を率い

た。 

●肉筆画「漁師図
り ょ う し ず

」（享和 2 年～文化 2 年〈1802～05〉。紙本淡彩一

幅。掛幅。北斎画。印亀毛蛇足。73.8×28.4 北斎館蔵）※磯辺の岩に

腰を下ろし、釣竿を立てて潮時を待つ漁師。竿の先には白い折り鶴を括
く く

りつけている。漁師の横には赤い布で包んだものがある。 

                          漁師図（北斎館） 
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●肉筆画「美人
び じ ん

愛猫図
あ い び ょ う ず

」（享和 3 年～文化元年〈1803～04〉。文化

中期。絹本着色一幅。画狂老人北斎。印亀毛蛇足。72.5×28.5 ｼｶ

ｺﾞ：ｳｴｽﾄﾝ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※立って猫を懐に抱いている女。女の首は前に傾き、襟元から首に

かけて着物がはだけている。全体に灰色系統の色合い。襦袢
じ ゅ ば ん

や口紅、

猫の首輪は赤色となっている。 

美人愛猫図（ｳｴｽﾄﾝ・ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆画「野
の

馬
ま

」(享和 3年～文化 2年〈1803～05〉頃か。紙本着色

一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。33.2×50.7 北斎館蔵) 

※柳の木の側にいる二頭の馬と一頭の子馬を描

く。輪郭のない付立
つ け た て

と呼ばれる画法で墨画風に

描く。酒井抱
さ か い ほ う

一
い つ

の賛「はる駒や柳にならふ麻

こ
ご

ヽろ」がある。 

●肉筆画「振袖
ふ り そ で

新造図
し ん ぞ う ず

」（享和 3 年～文化 2 年

〈1803～05〉。紙本着色一幅。画狂人北斎画。花押。98･5×27.0 島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※吉原で俗に振
ふ り

新
し ん

と呼ばれる 13歳～15歳頃の見習い遊女で、客はとら

ない。振袖を着て花魁道中の供などをして、客がつくようになると

留袖
と め そ で

新造
し ん ぞ う

となった。 

図は、前帯で吉原独特の三ツ歯の下駄を履き、前帯の中に手を入

れ、小首を傾げて正面に向く姿。吉原には、年季が開けた 30 歳前後の

番
ば ん

新
し ん

（番頭新造）もいた。 

四
よ

良
も の

真顔
ま が お

の賛は「汝
な

瀬川
せ が わ

か番
ば ん

新
し ん

ならは
ば

 三百両の見うけやあらむ 

もし市川
い ち か わ

か新造
し ん ぞ う

ならは
ば

 苦界
く か い

の幕もしは
ば

らくなるへ
べ

し ワか松に額の

寿
じ ゅ

の字を ねひきとは客とねのひに よみはし
じ

めけむ」とある。 

                    振袖新造図（島根県立美術館） 

●肉筆画「見
み

立
た て

三
さ ん

番
ば

叟
そ う

図
ず

」（享和 3 年～文化 4 年〈1803～07〉。紙本

淡彩三幅対。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。各 97･8×27･8 太田記念美術館蔵）    

※狂言「三番
さ ん ば

叟
そ う

」に登場する千歳
せ ん ざ い

・翁
おきな

・三番叟
さ ん ば そ う

注の三人を美人に見立てる。図右は千歳
せ ん ざ い

の

被る 侍
さむらい

烏帽子
え ぼ し

を手にする千歳役の町娘、図中央は「翁」の字を書いた扇を手にする花魁。

持った扇の柄
が ら

から、吉原遊郭扇屋
お う ぎ や

の高級花魁・花
は な

扇
おうぎ

と分かる。図左は三番叟が舞う時に手

にする鈴を持つ商家の若女房という見立てである。 

注）「三番叟」：天下太平・五穀豊穣を願う狂言の演目「翁
おきな

」（式
し き

三番
さ ん ば

）の後半で、本来

は「父尉
ちちのじょう

」「翁
おきな

」の舞に続き三番目に舞うので「三番叟
さ ん ば そ う

」と呼ばれたが、「父尉
ちちのじょう

」が省

略されて二番となっても、呼称はそのまま「三番叟
さ ん ば そ う

」としている。「千歳
せ ん ざ い

」は「翁
おきな

」の舞

に含まれるので、実際は二番である。尉面
じょうめん

をつけて鈴を振りながら舞う。 
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見立三番叟図（太田記念美術館） 

●肉筆画「美人
び じ ん

立姿
り っ し

」（享和 3 年～文化 4 年

〈1803～07〉。紙本淡彩一幅。画狂人北斎画。印

亀毛蛇足。118×30･5 エドモンド・ゴンクール

旧蔵/個人蔵） 

※水墨画の趣に、 簪
かんざし

に僅かな

朱が加わる。片足を裾から出し

て立つ美人。着物には鶴と松の

模様が描かれる。 

図上部には、沢庵
た く あ ん

の作とされる

語と和歌「仏
ほとけ

ハ法
ほ う

をうり 祖師
そ し

はほとけを売
う

り 末世
ま っ せ

の僧
そ う

ハ

祖師
そ し

をうる 汝
なんじ

は五尺
ご し ゃ く

のからだ

を売
う り

て衆生
しゅじょう

の煩悩
ぼ ん の う

を休
や す

んず 色即是空
し き そ く ぜ く う

 空即是色
く う そ く ぜ し き

 柳
やなぎ

はみどり花
は な

はくれ

なゐのいろ〱
い ろ

」と、目白
め じ ろ

白山
は く さ ん

の歌「池
い け

水
み ず

によな〱
よ な

月
つ き

はかよへと
ど

も 心
こころ

も

とめず影
か げ

ものこさす
ず

」が記される。 

美人立姿（https://m.blog.naver.com/より転載：個人蔵） 

●肉筆画「ほとぎす聴
き

く遊
ゆ う

君
く ん

図
ず

」（享和 2 年～3 年～文化 2 年〈1802～

03〉。紙本淡彩一幅。北斎画。印辰印政。88.7×27.6 すみだ北斎美術

館蔵） 

※太田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛「君ハゆきわが身ハのこる三
み つ

蒲団
ふ と ん

 四ツ手をおふて

なく郭公
ほととぎす

」 

 「蜀山人」号は享和元年に大坂で初めて使用され、翌年 4 月に江戸に

戻っているところから制作年を推定。 

※花魁
お い ら ん

特有の横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

という髷
ま げ

に結った遊女が三
み

つ布団
ぶ と ん

注 1 に肘をつき、

もたれて中空のほととぎすを眺め、その声を聞いている。ほととぎす

は、四ツ手駕篭
か ご

注 2 に乗って帰った客を暗示しているか。「郭公」と書

いてほととぎすと読ませている。 

注 1）三つ布団：三枚重ねの敷布団。最高位の遊女が用いた。 

注 2）四つ手駕籠：4 本の竹を四隅の柱とし、割り竹で簡単に編んで垂

れをつけた駕籠。江戸時代、庶民用の簡素なもの（「デジタル大辞典」

による）             ほとぎす聴く遊君図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「見立浅妻
み た て あ さ づ ま

舟図
ぶ ね ず

」（享和 3 年～文化 2 年〈1803～05〉。紙本淡

彩一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。34.8×56.4 日本浮世絵美術館

蔵） 

https://m.blog.naver.com/
http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/0e/ba/55d6963dec87b19d51d674c82d2377c2.jpg
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※浅妻
あ さ づ ま

舟
ぶ ね

（朝妻
あ さ づ ま

舟
ぶ ね

とも）は、近江
お う み の

国
く に

入江
い り え

村
む ら

朝妻
あ さ づ ま

（現滋賀県米原市朝妻筑摩
ま い ば ら し あ さ づ ま ち く ま

）の琵琶湖にそ

そぐ息
お き

長川
な が が わ

河口
か こ う

に浮かぶ舟に乗っている遊女を指す。 

この主題を描くときは、柳下の舟に金
き ん

烏帽子
え ぼ し

と水干
す い か ん

姿
すがた

の白
し ら

拍子
び ょ う し

が鼓
つづみ

を手前に置いている

構図が普通とされるが、この図は三つ布団(高級遊女の蒲団だが、ここではみすぼらしい

薄い布団の三枚重ねにしている)を舟に、枕を鼓に見立て、床柱
とこばしら

に柳を活けて、柳下の遊

女に見立てている。             

大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛は「あたしあた
だ

なミ よせてハかへる まくら帋
が み

君か
が

一筆かきなか
が

す 

すゝ
ず

りの海も飛鳥
あ す か

川
が わ

アイノテきのふの床
と こ

に岡本
お か も と

のひく手あまたの 客さんが鵞
が

といふ鳥の

それならて
で

 名もむつましき妹
い も

いもと 小鳥

にかへし十姉妹
じ ゅ う し ま つ

 これハ岡本楼
お か も と ろ う

のうかれめ 

朝妻
あ さ づ ま

 何か
が

しかかけるもの一幅と十姉妹
じ ゅ う し ま つ

と

いへる鳥に換
か

えしときのはうたとなん 蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

書」とあり、新吉原（京町
きょうまち

一丁目）の

岡本楼
お か も と ろ う

の朝妻
あ さ づ ま

という遊女に頼まれて記したも

のとされる。 

見立浅妻舟図（日本浮世絵美術館） 

●肉筆画「月下
げ っ か

歩行
ほ こ う

美人図
び じ ん ず

」(享和 3年～文化 2年〈1803～05〉。絹本着色

中判一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。98.4×26.3 出

光美術館蔵) 

※振袖を着た新造
し ん ぞ う

が満月の夜にそぞろ歩いている。麻の

葉の模様の襟と黒地に藤の花の着物。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の賛は

「なか秋
あ き

の月にめてゝ
で て

ハ今川
い ま か わ

の をしえも破
や ぶ

る酒宴
し ゅ え ん

遊興
ゆうきょう

」とある。       月下歩行美人図（出光美術館） 

●肉筆画「富嶽図
ふ が く ず

」（「富士図
ふ じ ず

」とも。享和 3 年～文化 2

〈1803～05〉。縦長判。紙本墨絵一幅。画狂人北斎画。

印亀毛蛇足。95.0×29.0 日本浮世絵美術館蔵） 

※鋭角的な富士の左側を中心に描く。山頂に雪はなく、

墨の濃淡の点
て ん

苔
た い

が特徴的な絵で、席画
せ き が

と思われる。落款

の書体や印の暮字部分の欠損の具合が「朝妻
あ さ つ ま

舟
ふ ね

」とほぼ

等しいので、「朝妻
あ さ つ ま

舟
ふ ね

」と同時期の作と見られる(日本浮

世絵博物館所蔵『北斎』ｐ4 読売新聞社 1993年)。 

富嶽図（日本浮世絵博物館） 

●肉筆画「道
ど う

成寺図
じ ょ う じ ず

」(享和 3年～文化 2〈1803～05〉。紙本着色一幅。北斎画。印辰印政。

82.3×26.3 個人蔵) 

※緋色の長袴と白の上衣を着て、般若の面を着けて舞台で舞う役者。舞台の柱を抱きつき、

打
う ち

杖
づ え

を振りあげ、柵に片足を掛けた姿の図。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjX_aXy0NLdAhWJa94KHVvBDtYQjRx6BAgBEAU&url=http://m.blog.daum.net/design_brand/11597038&psig=AOvVaw11ViS-jDhHx-fetD2JvM9q&ust=1537843833396555
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●肉筆画「行
こ う

楽
ら く

帰
か え

り図
ず

」（享和 3 年～文化 2 年〈1803～05〉。紙本淡彩一幅。画狂人北斎

画。印亀毛蛇足。92.7×34.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※享和元年～文化 3 年(1801～06)説もある（2019 年『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ 100 選』展図録

ｐ40）。同じ永田生慈ｺﾚｸｼｮﾝの 2019年『新北斎展』図録では享和 3年～文化 2年（1803～

05）としている。 

※二人の武士が一杯機嫌で陽気に歩い

ている。一人は扇子を広げ、頭に手を

やりながら唄っている。黒い着物は付
つ け

立
た て

注の技法で墨の濃淡を表している。

一人は空
か ら

になった酒の角
つ の

樽
だ る

を肩にし

て、底を鼓
つづみ

のように打つ仕草をしてい

る。背後に紅葉が描かれているので、

紅葉狩りの帰りか。享和 4 年(1804)の

『 画本
え ほ ん

狂歌
き ょ う か

 山
や ま

満
ま

多山
た や ま

』 上 巻 の

〈飛鳥山
あ す か や ま

〉にも同様の図を描いてい

る。行楽帰り図（島根県立美術館）右図：拡大図 

注）付立：日本画で筆にふくませた墨

または絵具と水の加減で、一筆の中に濃淡が生じて種々の効果があがるように、筆をねか

せて筆の腹で描くこと。円山派・四条派などの花鳥画に多く見られる（「精選版 日本国

語大辞典」より）。 

●肉筆画「旭日
きょくじつ

山水図
さ ん す い ず

」（享和 3 年～文化 2 年〈1803～05〉。絹本墨絵淡彩一幅。画狂人

北斎画。印亀毛蛇足。25.5×28.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※画面中央の断崖の向こうに上半分が霧に隠れた朱色

の朝日が昇る。付
つ け

立
た て

の手法で墨の濃淡で描いた断崖の

背後の山は、霧に消されるように薄く描かれる。断崖

の下には帆船が三隻小さく浮かぶ。 

※本図は、フランスのジャポニズムを牽引した美術

商・サミュエル・ビングの旧蔵品という（『永田生慈

北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録』（ｐ195）。 

             旭日山水図（島根県立美術館） 

●扇面画「波
な み

に燕
つばめ

図
ず

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。紙本着色扇面一幅 北斎筆印

辰印政。23.9×51.1 氏家浮世絵コレクション蔵）   

※薄い藍色の波の上を、淡墨で描かれた燕が飛んでいる。 
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波に燕図（部分：氏家コレクション） 

●肉筆画「玉子
た ま ご

に蔬菜図
そ さ い ず

」

（享和 3年～文化 5年〈1803～

08〉。絹本着色一幅。画狂人

北斎画。印亀毛蛇足。24.0×

27.0 すみだ北斎美術館蔵） 

※図の右下から左上に向けて棒状の独活
う ど

が置かれ、下にぜん

まいの茎が三本と玉子が三つ、山椒
さ ん し ょ

の葉が置かれている。文

政元年（1818）にも「蔬菜
そ さ い

と撫子図
な で し こ ず

」で独活
う ど

を描いている。

玉子に蔬菜図（すみだ北斎美術館） 

●屏風絵「獅
し

子
し

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。

紙本金地墨画。四曲一隻屏風。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。

54.0×96.0 東京国立博物館蔵） 

※金地
き ん じ

の四曲の屏風に墨で二頭の

唐獅子
か ら し し

を描く。左の獅子は 蹲
うずくま

って正面

を見据え、右の獅子は天空を見上げる

ように顔を上る。折られた際に向き合

うように描かれる。     

獅子図屏風（東京国立博物館） 

●肉筆画「吉田駒曳
よ し だ こ ま ひ き

銭
ぜ に

」（享和 3年～文

化 5 年〈1803～08〉。紙本着色一幅。摺物。画狂人北斎画。10.2×13.7 すみだ北斎美術

館蔵） 

※五つの吉田
よ し だ

銭
せ ん

（馬の絵を描いた穴開きの玩具の銭
ぜ に

）が布のようなものの上に置かれてい

る図。 

●肉筆画「葡萄
ぶ ど う

」（享和 3年～文化 12年〈1803～15〉

頃か。紙本着色一面。北斎。印亀毛蛇足。26.2×38.0 

北斎館蔵） 

※墨絵風で僅かに葡萄の実と葉に淡色が僅かに施され

ている。              葡萄（北斎館） 

●肉筆画「葡萄
ぶ ど う

と

小鳥
こ と り

と蜘蛛図
く も ず

」 

享和 3 年～文化 12 年〈1803～15〉頃か。軸装着色。葛

飾北斎。印亀毛蛇足。個人蔵） 

※葡萄の蔓に向かっている雀。葉の下の葡萄の房に向

かう蜘蛛の図。 
葡萄と小鳥と蜘蛛図 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjKqsaGsYTSAhVFwrwKHbTQAkoQjRwIBw&url=http://blog.goo.ne.jp/marbo0324/e/bc5cd398dcaaabddb5bbddc6b3fae920&bvm=bv.146496531,d.dGc&psig=AFQjCNEtGzxxKE_PgI2OYgeuHyPeWcjdfA&ust=1486776711878050
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●屏風絵「立
た ち

美人図
び じ ん ず

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。紙本淡彩一幅。北斎画。印亀

毛蛇足。51.9×18.1 フリーア美術館蔵） 

※ダラリの帯をして左に横向きで立つ美人（フリーア美術館蔵 『2005 北斎展図録』ｐ35

より）。 

●錦絵「七福神
し ち ふ く じ ん

の獅子舞
し し ま い

」（享和 3～文化 6 年〈1803～09〉頃か。横長判着色。かつしか

北斎画） 

※七福神が大きな獅子舞を担いでいる。獅子頭
し し が し ら

の左側に毘沙門天が「赤」と書かれた扇を

持ち、右側には大黒天が「安」と書かれた扇を振りかざし、前では弁財天が「和」と書か

れた扇を持って音頭をとっている。 

●錦絵「鱗彌引札
う ろ こ や ひ き ふ だ

」享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。紙本着

色。画狂人北斎画。35.6×24.2 東京国立博物館蔵） 

※鱗彌
う ろ こ や

（江戸本町
ほ ん ま ち

三丁目横丁）で作られた化粧品や菓子などの

商品の宣伝ポスターと思われる。「代八
だ い は ち

銅
ど う

」「鱗彌製
う ろ こ や せ い

」の書入

れがあるので、八文(約 200 円。一文＝25 円で換算)の商品と思

われる。桜や山吹の咲く庭に面した部屋で、盆に菓子を入れ、

右手で持ち上げる女の裾元
す そ も と

に座る二人の女たち。その側で 跪
ひざまず

く男の腹がけには○三 の字が染め抜かれている。歌舞伎の

「恋女房
こいにょうぼう

染分
そ め わ け

手綱
た づ な

」の「重
し げ

の井
い

子別
こ わ か

れ」の段で、江戸への輿入
こ し い

れを嫌がっていた姫の気持ちを変えた馬子
ま ご

の三吉
さ ん き ち

に、姫の乳母
う ば

である重
し げ

の井
い

が褒美
ほ う び

の菓子を与える場面を擬しているという。 

鱗引札（国立国会図書館） 

●錦絵「花見
は な み

」（享和元年～文化 5 年〈1801～08〉頃か。無款。横大判錦絵。24.8×37.0 

ベルギー王立美術館蔵） 

※物見台で花見をする三人の女と二人の子ども。右に仁王像
に お う ぞ う

が描かれる。 

●錦絵「女
おんな

管弦
か ん げ ん

 見立
み た て

佐保
さ ほ

姫
ひ め

」（享和元年～文化 5 年〈1801～08〉。画狂人北斎画。13.9

×28.3 フランス国立図書館蔵） 

※左から、部屋の中で尺八を吹く女、琴を弾く女、三味線を弾く女の図。尺八を吹く女は

眉を剃っているので女房と思われる。佐保
さ ほ

姫
ひ め

は、奈良の東にある佐
さ

保
ほ

山
や ま

の女神で、春霞を

生み出すといわれるので、この絵も春の趣を描いたもの。 

女管弦 見立佐保姫（フランス国立図書館） 

添えられた三種の狂歌は、「若水
わ か み ず

をくミにかゝれる玉
た ま

琴
ご と

に かすミ引

た
だ

す 糸遊
い と ゆ う

の そ ら  高根
た か ね

常
じょう

雪
せ つ

」 、

「佐保
さ ほ

姫
ひ め

のふく尺八に鶯も てうし
ち ょ う し

合
あわせ

る春のうた口
く ち

 有賀亭
あ り が て い

琴
こ と

成
な り

」、

「佐保
さ ほ

姫
ひ め

のけふ引
ひ き

初
そ め

るさみせんの 
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糸も霞にミゆる春の日 ●
変換不能

(手偏に筬)屋簆
？

成」とあるので、狂歌の内容からの作画であ

る。   

●錦絵「風流
ふうりゅう

隅
す み

田川
だ が わ

八景
は っ け い

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。小判着色 8 枚揃物。北斎

画。版元不明。すみだ北斎美術館蔵） 

☆〈両国
りょうこく

の夕
せ き

照
しょう

〉（11.7×17.5） 

※両国橋側の料理屋の欄干に手をかけて休んでい

る二人の芸者。川には一艘の舟が浮かぶ。図の左

には橋が見える。手前の芸者は木の葉模様の帯を

後ろでだらりにしている。   

両国の夕照（すみだ北斎美術館） 

☆〈待乳
ま つ ち

の紅葉
こ う よ う

〉（11.6×17.6） 

※待乳山
ま つ ち や ま

の茶店で、揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠し）を被った二人の女。床机
し ょ う ぎ

に横座りの女と腰掛けてい

る女。 

☆〈ミめぐりのせいらん〉（「三囲
み め ぐ り

の晴嵐
せ い ら ん

」11.5×18.0） 

※三囲
み め ぐ り

神社の鳥居脇で、隅田川の堤からの石段の

下にある「御休処」で休む二人の女。突然の嵐に

傘をすぼめて茶屋にいる女と、床机
し ょ う ぎ

に腰掛けて空

を指差す女。  ミめぐりのせいらん（すみだ北斎美術館） 

☆〈梅
う め

若
わ か

の秋月
しゅうげつ

〉（11.4×17.6） 

※木母寺
も く ぼ じ

の梅
う め

若
わ か

伝説を題材にしたもの。伝説では

行方知れずの梅若を探し歩いた母親が、この図では隅田川に浮かぶ舟の中で、頬をついて

横になる女と側に寄り添うようにしている子どもを描く。      

梅若の秋月（すみだ北斎美術館） 

☆〈しゆびのまつの夕立
ゆ う だ ち

〉（「首尾
し ゅ び

の松の夕立」

11.3×17.8） 

※首尾の松は、浅草蔵前
く ら ま え

の隅田川沿いにあった松。

吉原通いの舟の目標にもなった松という。二人の女

が大きな傘に入って、裸足のまま川岸を急ぐ。 

 

☆〈こまかたののうりう〉（「駒形
こ ま が た

の納涼」11.5×17.8） 

※船着場に停めた舟から二人の女が釣りをしている。水面に竿差す女と、竿を上げて釣り

針の餌
え さ

を確かめる女。これから釣り糸を垂らすところか。 

☆〈浅草
あ さ く さ

の晩鐘
ばんしょう

〉（11.5×17.5） 

※今戸
い ま ど

焼きの土を叩きこねている女が、何かを指差す子どものほうを向いている。 

☆〈真崎
ま さ き

ざんせつ〉（「真崎残雪」11.4×17.7） 

※川岸を歩く二人の遊女。一人は扇子を使い、一人は袖を口に当てながら雪道を歩く。 
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●錦絵「藤下
と う か

の常磐津稽古
と き わ ず け い こ

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。横大判錦絵。無款。

25.2×38.4 ギメ美術館蔵） 

●錦絵「茸狩
き の こ が り

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。横大判錦絵。無款。24.9×38.4 ギ

メ美術館蔵） 

●錦絵「山水図
さ ん す い ず

」（「村落図
そ ん ら く ず

」とも。享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。紙本墨画淡彩一

面。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。28.0×59.3 フリーア美術館蔵） 

※薄墨を軽く引いたような松林の前の民家。手前の土手に掛け渡した橋。背景の薄く描か

れた山など、全体に漢画風の趣のある描き方。 

●摺物「鏡餅
かがみもち

をさしだす婦人
ふ じ ん

」（享和 2 年～文化 1 年〈1802～04〉。紙本着色一幅。画狂

人北斎画。13.8×18.6 北斎館蔵） 

※花魁
お い ら ん

に鏡餅
かがみもち

を差し出す女性。「千金
せ ん き ん

の春
は る

」と狂歌に詠まれている。 

●摺物「見立天拝山
み た て て ん ぱ い ざ ん

」（享和 2 年～文化 1 年〈1802～04〉。紙本着色一幅。画狂人北斎画。

13.9×18.7 北斎館蔵） 

※菅原道真
すがわらのみちざね

が大宰府
だ ざ い ふ

に流された際、無実を訴え、たびたび山に登り天を拝したという故事

に見立てる。図は、縁側で女性が右手を上げて遠くの山を見上げている様子を描く。

天拝山
て ん ぱ い ざ ん

は、現福岡県筑紫野市
ち く し の し

にある標高 257.4ｍの山。 

●摺物「海辺
う み べ

の社前
し ゃ ぜ ん

」（「ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録」では「行楽帰
こ う ら く が え

り」（18.8×51.3）

としている。享和元年～文化 2〈1801～05〉。寛政 12 年（1800）の「海辺
う み べ

の社前
し ゃ ぜ ん

」の再摺

判。横長判着色。北斎画。19.2×52.4 東京国立博物館蔵） 

※寛政 12年判では「先
さ き

ノ宗理北斎画」の落款だが、この絵は「北斎画」となっている。二

人の女が海辺の社

前を歩いている。

一人は煙管を銜
く わ

え

ている。女たちの

後ろには荷物運び

の男、前には釣り

竿を持った二人の

子供が描かれる。

深川の洲崎
す さ き

弁天
べ ん て ん

の

描写。 
海辺の社前（東京国立博物還） 

●摺物「外
そ と

を見
み

る遊女
ゆ う じ ょ

」（享和 2 年～文化 6 年〈1802～09〉。紙本着色。北斎画。14.0×

18.8 北斎館蔵） 

※遊郭の窓から、遊女が吉原に続く日本堤
に ほ ん づ つ み

の土手を歩く人々を見ている。狂歌に「むこふ

の人
ひ と

を呼子
よ ぶ こ

鳥
と り

かな」とあるので、客を誘っているとも思われる。 

●摺物「潮干狩
し お ひ が り

図」〈巨大な朝日判〉（享和 3～文化 2〈1803～08〉。享和 4 年（文化元

年：1804）説あり。横長判着色。画狂人北斎画。19.0×50.8 東京国立博物館/ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ･ｱ

ﾝﾄﾞ･ｷｵﾂｵｰﾈ記念ｼﾞｪﾉｳﾞｧ東洋美術館蔵） 
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※画面左に狂歌の書き入れ、図中央に巨大な朝日、図右に潮干狩り用の籠を持って朝日を

眺める女と、笊
ざ る

を海水の中に入れな

がら笊を持つ子供を見ている女が描

かれる。「潮干狩り図」は同画題で

いくつか描かれているので、区別の

ために本図は仮に「巨大な朝日判」

とする。                  潮干狩図（巨大な朝日版 北斎大全宗理期より）） 

●摺物「目黒不動尊詣
め ぐ ろ ふ ど う そ ん も う で

」（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。画狂人北斎画。横長判着色。

20.2×53.1 すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※義太夫の案内に作られたと見られる。「目黒不動」と染め抜いた幟
のぼり

の前には石段があり、

その下には親と娘がいる。母親は傘を持ち娘は長振袖。その後ろに中津
な か つ

木瓜
も っ こ う

注 1の紋を染め

抜いた風呂敷包を背負っ

た小僧がいる。石垣の前

では二人の子どもが独鈷
と っ こ

の滝
た き

壺
つ ぼ

注 2 に入り亀を手に

している。天蓋
て ん が い

のついた

幟には「目黒不動」と染

め抜かれている。                  目黒不動尊詣（すみだ北斎美術館） 

注 1）中津
な か つ

木瓜
も っ こ う

：胡瓜や南瓜の切り口をデザイン化したといわれる。図

の四方を十字形の太枠で囲んだ紋。この紋から『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎

図録』では、おそらく義太夫の案内のために制作されたものとみなされ

るという。                 中津木瓜（ｳイｷﾍﾟﾃﾞｨｱより） 

注 2）独鈷の滝壺：目黒不動を創建した慈覚大師
じ か く だ い し

が、堂塔の建設地を占

って独鈷
と っ こ

を投げたところ、たちまち泉が湧き出したといわれる。滝の水は怪我除けのご利

益があるという。 

●摺物『五
ご

大力
だ い り き

』（享和 3 年～文化 5 年〈1803～08〉。九つ切判。横小判着色揃物。狂歌

が添えられる。全 5図。画狂人北斎画。揃物 5枚はフランス国立図書館所蔵） 

※「五大力」とは、女が書いた手紙の封じ目に書き、男への貞操を誓ったり、三味線や煙

草入れなどの裏面に書いて厄除
や く よ

けにした。五
ご

大力
だ い り き

菩薩
ぼ さ つ

信仰によるもの。 

☆〈難波
な に わ

梅
う め

〉（「詠歌
え い か

美人
び じ ん

」とも。14.2×19.0 ベ

ルギー王立美術館蔵） 

※難波
な に わ

梅
う め

と札に書かれた梅の木の下で歌を詠
よ

む遊女

二人。「け
げ

に花の大将なれやおしなへ
べ

て まねかぬ

客もしたふ梅か
が

香 千猿亭業枝」の狂歌が記され

る。          難波梅（フランス国立図書館） 

☆〈爪弾
つ ま び

き〉（14.3×18.9） 
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※眉を剃った年増の女が立って琴を持ち、その琴を

立膝で腕を伸ばして爪弾く娘の図。「吉例はおもき

石よりかわらけを かるくうけたるとそのさか盛 

三番窓初丸」の狂歌が記される。 

爪弾き（フランス国立図書館） 

 

☆〈見立
み た て

源為朝
みなもとためとも

〉（摺物。14.2×18.9 ホノルル美

術館蔵） 

※弓を引く子と、それを支える年増。日の丸の扇子

を持って腰掛けにかけてそれを見ている母親の背後

には矢を入れた箙
えびら

がある。大島に流された源為朝
みなもとのためとも

の弓は島人が何人でも引けなかったという伝説の見

立て図。「春風にくしらうなりの弓勢
ゆ ん ぜ い

も 五人
ご に ん

張
ば り

ほ

と
ど

つよき大凧 蝶々亭春友」の狂歌が記される。        

見立源為朝（フランス国立図書館） 

☆〈見立
み た て

箙
えびら

の梅
う め

〉（14.1×18.9） 

※羽子板の羽根が梅の木に引掛かったのか、刺
さ す

股
ま た

を

持って取ろうとする女、羽子板を持ち上げて取ろう

とする女、坐って左手で羽根の方向を示す女の図。

源氏の梶原源太景
か じ わ ら げ ん た か げ

季
す え

が生田
い く た

の森の合戦で梅の箙に挿

して戦った話（『源平
げ ん ぺ い

盛衰記
じ ょ う す い き

』37 巻）を典拠とす

る「箙
えびら

」を劇化した「箙
えびら

の梅
う め

」の見立てという

（『秘蔵浮世絵大観 8』ｐ316）。「春の日をゑひ
び

らのむねのさきか
が

けに 名のるハ一の谷のうく
ぐ

ひす 

千林亭面吉」の狂歌が記される。           見立箙の梅（フランス国立図書館） 

☆〈見立景
み た て か げ

清
き よ

〉（14.1×18.9） 

※雪の庭に出て、雪かきのために草
く さ

箒
ぼうき

を持つ女

と、首に巻いた頭巾を引っ張る塵
ち り

取
と

りを左手に持つ

女の図。平景清が八島の戦いで三保谷十郎と兜を引

き合った故事の見立て。「春またき雪かとは
ば

かり三

保の谷の しろう咲きたる花の梅か
が

え 松風亭守

人」、「神のミか梅は頭巾のしころ迄 匂ひをとめ

る花のかけ清 千金亭如蘭」の狂歌が記される。                            

見立景清（フランス国立図書館） 

●摺物「布袋
ほ て い

と唐子
か ら こ

」（享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。紙本着色。画狂人北斎画。

13.4×28.2 フランス国立図書館蔵） 
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※布袋の行司で相撲をとろうとする二人の子ども。土俵の外で四人の子が取組を待ってい

る図。5首の狂歌が記される。 

●摺物「婦人
ふ じ ん

と小僧図
こ ぞ う ず

」（享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。中判着色一枚。画狂人北斎

画。20.3×27.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※浅草側の狂歌師・宝
ほ う

市丸
い ち ま る

の名披露目に配られた摺物。図は、婦人が小僧を連れて歩いて

いる様子を描く。小僧は背中に升
ま す

を背負い、畳んだ蛇の目傘を肩にしている。青草庵春人、

宝市丸、板屋棟成、末廣
す え ひ ろ

庵
あ ん

、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

などの狂歌が記される。 

●摺物「芸者
げ い し ゃ

」（享和元年～文化 2年〈1801～05〉。十二切判着色。

画狂人北斎画。20.8×11.0 フランス国立図書館蔵） 

※「富賀
と み が

岡
お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

」の額の掛かる鳥居の前にいる立兵庫髷の芸者は

妻を持ち上げ、口元に手を当てている。隣の女は三味線箱を抱えて

いる。参詣後、茶屋に向かうところか。「子曰
よ み ？

する松のはをりをひ

きつれて 富か
が

岡辺の春の賑
にぎわ

ひ 神葵堂」の狂歌が記される。 

富賀岡八幡宮（現東京都江東区南砂
みなみすな

7-14-18）は、深川の富岡
と み お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

を最初に勧請した所で、寛永年間（1624～43）に、門前仲町

の富岡八幡宮（東京都江東区富岡
と み お か

1-20-3）に遷されたので、元八幡
も と は ち ま ん

とも呼ばれる。砂村
す な む ら

の海が前に広がり、風光明媚な場所であった。

但し、富岡八幡宮（深川八幡宮）を念頭に置いている可能性もあ

る。                             芸者（フランス国立図書館） 

●摺物「絵馬堂
え ま ど う

の茶屋
ち ゃ や

」（「絵馬堂
え ま ど う

」とも。享和元年～文化 2〈1801～05〉。但し、寛政

12 年（1800）頃の「絵馬堂」（先ノ宗理北斎画）と別作品。横長版着色。画狂人北斎画。

東京国立博物館蔵） 

※全紙判もあり、それによれば松岡吉五郎
ま つ お か き ち ご ろ う

が主催した深川芸者等による舞踊の案内である。

本図は全紙判の半分が

残ったもの。大きな絵

馬が掛けられた堂で芸

者たちが休んだり立ち

話をしたりしている。

男の首に巻いた風呂敷

包みには正月飾りが挿

してある。              絵馬堂の茶屋（東京国立博物館） 

●摺物「都
みやこ

伝内改名摺物
で ん な い か い め い す り も の

」 

（「都伝内名
み や こ で ん な い な

披露目
ひ ろ め

舞台
ぶ た い

」とも。享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。全紙判着色。近藤
こ ん ど う

何某
な に が し

ノ図
ず

寄而
よ せ て

画狂人北斎老夫画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵） 

※都伝内
みやこでんない

（歌舞伎座元
ざ も と

。都座
み や こ ざ

主宰。都座は中村座の控
ひかえ

櫓
やぐら

）が祖父の都伝内
みやこでんない

小祥忌
しょうじょうき

（一周忌）

に臨み、父の名の小
しょう

伝
で ん

に改名した挨拶の摺物。老松と竹を描いた鏡板
かがみいた

の前に三方
さ ん ぽ う

に乗せら
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れた御神酒
お み き

が置かれ、その前に「寿」を記した木札を持つ男、烏帽子
え ぼ し

を被った白
し ら

拍子
び ょ う し

や、

膝まづいて鉦
か ね

を鳴らす男役者たちを描く。 

●摺物「初鰹
はつがつお

の荷揚げ
に あ げ

」(享和元年～文化 2年〈1801～05〉。『秘蔵浮世絵大観別巻』（講

談社）では寛政 12年～文化 5年〈1800～05〉としている。大奉書全紙判着色。画狂人北斎

画。東金屋
と う が ね や

版か。42.6×57.2 ベルリン東洋美術館蔵) 

※図の上半分に、船から荷揚げした鰹を

笊
ざ る

に入れ、頭上に掲げて運ぶ男たち。そ

の脇で帳簿に仕入れを記録する男や、鰹

を入れた笊
ざ る

を抱え上げようとしている

男。船の中にも鰹を入れた笊
ざ る

が見える。

日本橋の魚河岸の荷揚げの風景。初鰹一

本三両注（約 37万 5千円）といわれた。        

初鰹の荷揚げ（ベルリン東洋美術館） 

図の下半分には、折り返して読めるよ

うに逆様に参加者の名前が記される。参

加者名と共に「セワ(世話)大
お お

のし富八
と み は ち

」とあるので柳橋
やなぎばし

の料亭「大
お お

のし富八
と み は ち

」（歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

「江戸高名会亭尽
え ど こ う め い か い て い づ く し

 両国
りょうごく

柳橋
やなぎばし

大
お お

のし」に描かれる）で催されたの長唄の会の案内と推測さ

れる。 

注）1両＝5貫文＝5000文＝125000万円。１文＝25円とした。 

●摺物「妙見宮
みょうけんぐう

」（「妙見宮
みょうけんぐう

参拝
さ ん ぱ い

」とも。享和元年～文化 2〈1801～05〉。横長判着色。

画狂人北斎。東京国立博物館蔵） 

※北斎が信仰した柳島
やなぎしま

の妙見堂
みょうけんどう

（柳島
やなぎしま

妙
みょう

見山法性寺
け ん さ ん ほ っ し ょ う じ

。現東京都墨田区業平
な り ひ ら

5-7-7）の図。

全紙判もある。「東都
と う と

方角
ほ う が く

」(天明 7 年～寛政元：1787～89)の「柳嶌法性寺
やなぎしまほっしょうじ

妙見堂
みょうけんどう

の図
ず

」

にも描かれる。柵に囲まれた「影
よ う

向
ご う

の松」の側に立つ女二人と男と子ども。竹馬に乗る子

どももいる。右の鳥居に「妙見宮
みょうけんぐう

」の額が掛かり、手水舎
ち ょ う ず や

には「大願成就」と紋を染め抜

いた暖簾が掛かっている。紋は、常磐津
と き わ ず

の木瓜
も っ こ う

紋
も ん

（瓜
う り

を輪切りにした形という）という。 

妙見宮（東京国立博物館） 
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●摺物「桜花
お う か

に富士図
ふ じ ず

」（享和元年

～文化 2 年〈1801～05〉。横長判着

色。画狂人北斎画。20.1×55.4 ア

ムステルダム国立美術館蔵） 

※図の中央の富士山を包み込むよ

うに図の両脇から咲き誇る桜。元は

下半分に文字が記されていたものという。     桜花に富士図（アムステルダム国立美術館） 

●摺物「座敷
ざ し き

舞踊
ぶ よ う

」（「座敷
ざ し き

狂言
きょうげん

」とも。享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。大奉書全紙

判着色。画狂人北斎画。38.2×53.0〈半裁 19.1×53.0〉 アムステルダム国立美術館/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）      

※深川惣
ふ か が わ そ う

芸者中
げいしゃちゅう

と川岸
か わ ぎ し

山本町
やまもとちょう

芸者中
げいしゃちゅう

の合同演目案内。上半分に絵、下半分に踊りの演目を

逆さに書き、上下二つ折りにする仕様。座敷で立
た

烏帽子
え ぼ し

を被り、扇子を手に 裃
かみしも

を着た客

の前で踊りを披露する芸者。三味線を弾く二人の女、唄手
う た い て

の女、鼓
つづみ

を打つ女が座って演奏

をしている。障子には、その様子を窺
うかが

う三人の女の影が映っている。 

座敷舞踊（すみだ北斎美術館） 

●摺物「花魁
お い ら ん

と猿
さ る

」（享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。紙本着色。画狂北斎画。12.7×

8.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※杭の先に取りつけた板に鎖に繋がれた猿がいる。その鎖の

先をつかんで猿を見あげる横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁。頭巾を被った狂

歌師らしき男も背を向けて猿を見ている。 

花魁と猿（すみだ北斎美術館） 

永田生慈は「（略）本図は研究者から極めて貴重な一図と

見なされるものである。というのは、明治期に入り一般に

明石
あ か し

版と呼ばれる複製の摺物が多数版行されており、本図も

また周囲に二重の円窓を記したコピーが作られているからで

ある。彫や色調などの比較研究の材料として、欠くことので
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きない一点というべきであろう」と述べている（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』より）。 

●摺物「菊
き く

の花
は な

納
おさめ

」（享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。横長判着色。画狂人北斎席画。

日本浮世絵博物館蔵） 

※「画狂人北斎」の落款は主に享和から文化期に使われるので、本図は仮にその頃として

おく。図は、菊の花と葉をつけた小枝が、画面に横たわるように描かれる。「日の夏に恵
め ぐ

むや菊の花
は な

納
おさめ

」の句が記される。 

●摺物「大黒
だ い こ く

 弁天
べ ん て ん

 ゑびす」（享和元年～文化 2 年〈1801～05〉。横長判着色。画狂人

北斎画。日本浮世絵博物館蔵） 

※「画狂人北斎」の落款は主に享和～文化期使われるので、が、本図を仮にその頃として

おく。図は、手拭いをかぶって掻巻
か い ま き

風の布を背負い、小槌
こ づ ち

を手にした男を大黒に見立てる。

隣には弁天に見立てた遊女がいる。その二人を恵比寿
え び す

に見立てた男が、嬉しそうに見てい

る。男は扇子を頭に当てている。前には笹の上に鯛が置かれ、三人の背後には藤を描いた

屏風が置かれている。「大黒と弁てん太夫
だ ゆ う

 行連
ゆ き つ れ

れて ゑびすの宮
み や

に遊ぶ春の日 野道喜
の み ち き

三二
さ ん じ

」の狂歌が記される。 

●摺物「仏像
ぶ つ ぞ う

鍍金
と き ん

」（享和元～文化 5〈1801～08〉。紙本淡彩。長判。北斎席画。14.8×

32.5 日本浮世絵博物館蔵） 

※横になって手で頭を支える仏陀
ぶ っ だ

の涅槃像
ね は ん ぞ う

に金箔
き ん ぱ く

を貼り付ける三人の職人。細い線によっ

て描かれている。作業用の箱には山形に三の文字が描かれている。 

 席画とあるところから鍍金現場に北斎がいたのではないか、また北斎の父とされる仏師

の仏
ぶ っ

清
せ い

との関係があるとする見方もある（『代表作シリーズ大揃い 北斎 日本浮世絵博

物館所蔵』ｐ103）。 

●摺物「天神
て ん じ ん

シリーズ」（享和元年～文化 5 年〈1801～08〉。仮題。菅原道真
すがわらのみちざね

伝説に見立

てたもの。各図に狂歌が添えられる。九ツ切判着色揃物。画狂人北斎画。フランス国立図

書館蔵） 

☆〈渡
と

唐
と う

天神
て ん じ ん

〉（14.0×18.9）  

※膝をつく男と、梅の小枝を持ちながら立って男を見

る女(実は天神)の図。天神（道真）が配流先の太宰府

から中国・南宋に渡り禅僧・撫
ぶ

順
じゅん

師範に学んだという

説話から、室町時代以来「渡唐天神」図が多く描かれ

たという。「咲
さ き

ミつる梅かかん家や春風に 匂ひのわ

たるもろこしか
が

原 桜枝鞠」の狂歌が記される。 

渡唐天神（フランス国立図書館） 

☆〈童子
ど う じ

天神
て ん じ ん

〉（14.1×18.7） 



275 

 

※梅の花を取ろうとする子を抱き上げる女。その後ろ

に坊主頭の供の奴がしゃがんでいる。「筆学ふ子等
ら

も

一
ひ と

枝
え だ

折は
ば

やと ミな手のあか
が

る梅の木のもと 蜀江亭

綾丸」、「はる風のこちのよい子と手をだして花に指

さす庭の梅か
が

え 酒蔵人」の狂歌が記される。               

童子天神（フランス国立図書館） 

☆〈ざくろ天神
て ん じ ん

〉（13.9×18.7） 

※火鉢を挟んで話す禿
かむろ

と、煙管と煙草盆を持つ遊女の

図。遊女の髪は洗髪後か、髷
ま げ

に結われていない。ざく

ろ天神は、菅原道真
すがわらのみちざね

の怨霊が、食べた柘榴
ざ く ろ

を吐くと炎

になったという伝説を踏まえたもの。遊女は長煙管を

持ち、口から炎ならぬ煙を長く吐いている。赤々とし

た日にかけられた薬缶もある。「とりあけて天神わけ注

に結てまし 風にみたるゝ青柳の髪 山里亭東士」の

狂歌が記される。    ざくろ天神（フランス国立図書館） 

注）天神わけ：髪を左右に束ねた天神髷のこと。 

☆〈●●
判 読 不 明

天神
て ん じ ん

〉（13.8×18.6） 

※前帯で長煙管を持ち立て膝の年増に、手拭いを被った女が盆に乗せた鏡餅を跪いて差し

出している。正梅亭
せ い ば い て い

芳
よ し

輔
す け

「長閑
の ど か

なる風の手習
て な ら い

する子等
ら

の 学ぶ一
い ち

じは千金の春」、蘭奢亭
ら ん し ゃ て い

香
か

保留
ほ る

「栄
え い

花
が

をば自由自在につくし潟
か た

 さいふのうちの千金の春」の狂歌が記される。 

●摺物「二十四孝
に じ ゅ う し こ う

 文帝事
ぶ ん て い じ

賢母
け ん ぼ

」（享和元～文化 6〈1801～09〉。紙本着色。画狂人北斎

画。13.0×18.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

※『二十四孝
に じ ゅ う し こ う

』は、中国において後世の範として、孝行が特に優れた人物 24人を取り上げ

た書物（ウイキペディアによる）。 

※女が盆に乗せた椀を差し上げて、客間の男に持ってきたところ。男は座敷で煙管を使い

ながら三味線を弾く芸妓を前にしている。芸妓は障子越に背中がシルエットで描かれる。

床には大盆三つに食べ物の入った椀が置かれている。狂歌「門松
か ど ま つ

のうちときよめて 神主
か ん ぬ し

も 冠
かんむり

かたむけ祝
い わ

ふいせ海老
え び

 袖
しゅう

香楼
か ろ う

床
と こ

世
よ

」「給仕
き ゅ う じ

して御膳
ご ぜ ん

あけは
ば

や年
と し

徳
と く

も 八将
はちしょう

神
し ん

の母
は は

とこそきけ 千秋
せんしゅう

庵
あ ん

」が記される。 

●摺物「六歌仙
ろ っ か せ ん

」（享和 2 年～文化 1 年〈1802～04〉。横長判紙本着色一幅。画狂人北斎

画。19.9×38.4 北斎館蔵） 

※高台の板張りの舞台に六歌仙が集まって、扇や紅葉の飾り物を作っている。右後ろに立

つ小野小町
お の の こ ま ち

は檜
ひ

扇
おうぎ

を翻し、左の喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

は、眼鏡をかけて筆を縦にして両手でつかんでい

る。他に、在原業平
ありわらのなりひら

、大伴
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

、文屋
ふ ん や の

康
や す

秀
ひ で

、僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

がいる。 

●摺物「大工
だ い く

道具
ど う ぐ

と娘
むすめ

」（「大工
だ い く

道具
ど う ぐ

」とも。享和 2 年～文化 6 年〈1802～09〉。紙本着

色。北斎画。13.3×18.2 北斎館蔵） 
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※振袖姿の娘が墨壷を持って腰掛けている。その前に手斧
ち ょ う な

と木槌
き づ ち

が置かれている。新年の

大工の仕事始めを表した。 

●摺物「桜花
お う か

の掃除
そ う じ

」（享和 3～文化 2〈1803～05〉。3 月。紙本着色。無款。38.4×54.0 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※常磐津
と き わ づ

門弟中
もんていちゅう

と岸沢
き し ざ わ

門弟中
もんていちゅう

の合同稽古案内のもの。桜が咲く中、三人の官女が掃除をす

る仕丁
じ ち ょ う

を眺めている図。図の下半分に逆さに常盤津の案内文が記されている。 

●摺物「柳下
り ゅ う か

美人図
び じ ん ず

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。十二切判着色。画狂人北斎画。

21.3×9.3 フランス国立図書館蔵） 

※柳の下で高下駄
た か げ た

を履き、蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

を持ち、右手で肩掛けを握る

女と、「の」の字を染め抜いた緑の風呂敷を担ぎ、蛇の目傘を畳

んで肩に掛けた坊主頭の小
こ

奴
やっこ

の図。「春雨のをとなしやかにミ

る女ハ しつとりものゝこふりまて
で

よし 紀画閑多」の狂歌が記

される。            柳下美人図（フランス国立図書館） 

●摺物「定家
て い か

文庫
ぶ ん こ

と広
ひ ろ

蓋
ふ た

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。

九つ切判着色。画狂人北斎画。13.7×19.1 フランス国立図書館

蔵） 

※懐紙
か い し

と熨斗
の し

に松の枝を配した正月の飾り物を入れた広
こ う

蓋
が い

（衣服

などを入れる蓋
ふ た

）を置き、その右に、底に厚紙を敷き織物で包ん

で紐を付けた、持ち運び用の蓋
ふ た

をした箱のある文庫（定家
て い か

文庫
ぶ ん こ

と

いう）を描く。正月を寿
ことほ

ぐ絵。「結ひにし定家文庫のひもかゝミ 今朝とけとより明けの

初春 三條明足」、「広ふたの松に習はて
で

鶯は ねをつゝます
ず

にはりあけてなけ 月の屋

成文」の狂歌が記される。 

●摺物「三
さ ん

都
と

美人
び じ ん

 京
きょう

・江戸
え ど

・大坂
お お さ か

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。九つ切判着色。

各平均 13.5×18.5 画狂人北斎画。フランス国立図書館蔵）    

※右図から、三方
さ ん ぼ う

に紙幣を持つ十二
じ ゅ う に

単衣
ひ と え

の京都の官女の趣の女、中の図は、紙を鋏
はさみ

で切ろ

うとする江戸の武家の奥方の趣の女、図の左に

は、尺八
しゃくはち

を腰に挟み、梅の小枝を持つ大坂の町娘

の趣の三人の女を描く。「次第〱
次 第

日あしものひ
び

て 

七五三
し め

なわのよりにもあまる大江戸の春 古今テ

イン由良人」、「引
ひ き

初
そ め

る霞のミすやむらさきの 

庭そのとけき春の日扇 千箱指方」、「難波津の

梅のかをりも高麗の はし〱
は し

まて
で

も匂ふ春風 万

度亭免丸」の狂歌が記される。         

三都美人 京・江戸・大坂（フランス国立図書館） 

●摺物「六女草紙合
ろ く じ ょ そ う し あ わ せ

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。九つ切判着色揃物。画狂人北

斎。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベレス・コレクション） 
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※『狭衣
さ ご ろ も

物語
ものがたり

』『蜻蛉
か げ ろ う

物語
ものがたり

』『更級
さ ら し な

日記
に っ き

』などを含んだ全 6 図であったか（『秘蔵浮世絵

大観ベレス・コレクション』による。ｐ263） 

☆〈土佐
と さ

日記
に っ き

〉（13.9×18.4）※屋根
や ね

船
ぶ ね

に乗った二人の女性が、懐紙
か い し

が舞って海へ落ちて

いくのを手を伸ばしてつかもうとしている図。紀貫之
き の つ ら ゆ き

『土佐
と さ

日記
に っ き

』元日条の、元日に新年

の健康を祝って飲む白散
びゃくさん

注を舟
ふ な

屋形
や か た

（注：舟に作った屋根付きの部屋）に挟んでいたとこ

ろ、風で飛ばされて海に落としてしまった話を題材にして、白散
びゃくさん

ならぬ懐紙に見立てた図。

記された歌に「佃島」とあるので、背景の島は佃島である。「初日影
は つ ひ か げ

納
お さ

む佃
つ く

田
だ

の屋
や

ね舟
ぶ ね

に 

去年
こ ぞ

とことしのにき（二季）もかけたり 昔堅人」、「はなかミを出
だ

すと湊
みなと

の春風
は る か ぜ

に 吹
ふ き

ならされて白
し ろ

く散
ち ら

せり 千首楼」の狂歌が記される。 

注）白散：新しい年の健康を祈って、屠蘇
と そ

酒などとともに元日に服用する散薬。白朮
びゃくじゅつ

・

桔梗
き き ょ う

・細
さ い

辛
じ ん

などを刻み、等分に調合したもの（「デジタル大辞林」による）。 

☆〈狭衣
さ ご ろ も

〉※裃
かみしも

を着た男装の女性が正坐している姿と、それを見ている女たちの図。 

●摺物「七
し ち

遊女
ゆ う じ ょ

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。九つ切判着色揃物。かつしか北斎

画。フランス国立図書館蔵） 

※全国の有名な廓
くるわ

の遊女を描く。狂歌が添えられる。 

☆〈京
きょう

 嶋原
し ま ば ら

〉（13.5×18.5） 

※遊女が朱塗りの盃で酒を飲みながら、やり手婆に朱

書きで手紙を代筆させている。「千金の花のすか
が

たの

風俗に こかなものなる志ま原の君 神葵堂藤人」の

狂歌が記される。    京 嶋原（フランス国立図書館） 

☆〈江
え

都
ど

 吉原
よ し わ ら

〉（13.5×18.5） 

※横兵庫髷の遊女

と年若い遊女が絵

草紙を読んでいる。「客人の噂いふまに早春の きた

にハ向ふよしわらの里 絵意閑多」の狂歌が記される。 

江都 吉原（フランス国立図書館） 

☆〈大坂
お お さ か

 新町
し ん ま ち

〉（13.5×18.6） 

※遊女が尺八を吹

き、禿
かむろ

が側で胡弓
こ き ゅ う

を弾いている。 

「古さとのつとになしたや難波津
な に わ づ

の 名におふ梅の袖

のうつりか
が

 凉窻亭裏風」の狂歌が記される。 

大坂 新町（フランス国立図書館） 

☆〈駿河
す る が

 二丁町
に ち ょ う ま ち

〉（13.6×18.3） 

https://kotobank.jp/word/%E5%B1%A0%E8%98%87-105242#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E5%85%83%E6%97%A5-48851
https://kotobank.jp/word/%E6%95%A3%E8%96%AC-514982
https://kotobank.jp/word/%E6%A1%94%E6%A2%97-472800#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%B4%B0%E8%BE%9B-507827#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%AD%89%E5%88%86-581359
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※遊女が扇を逆様に持って投
と う

扇
せ ん

遊びをしている。富士山を描いた扇を逆さに持って富士山

を暗示する。「白妙に可笑するかのふし
じ

ひ
び

たひ 霞た

な引
び く

春の色里 九霞亭明輔」、「傾城のもてる扇を不

二のねと おミたてなされ春の若もの 紀津々丸」の

狂歌が記される。 

駿河 二丁町（フランス国立図書館） 

☆〈伏見
ふ し み

 色里
い ろ さ と

〉（13.6×18.4） 

※遊女がうつむき加減で膝の上の三味線を爪弾
つ ま び

いてい

る。長唄の本のようなものが前に置いてある。「門松

に千代をこめたるくれ竹の ふしミのさとにかさるよそほひ 亀吹亭寿」、「千代をへる

竹のふしミの傾城に のひ
び

る日あしの春のうらゝか 陽有亭繁喜」の狂歌が記される。 

伏見 色里（フランス国立図書館） 

☆〈奈良
な ら

 木
き

辻
つ じ

〉（13.8×18.1） 

※鹿と紅葉が鮮やかに描かれた打掛
う ち か

けに見入る遊

女。立田
た つ た

姫
ひ め

と紅

葉を暗示してい

るか。「よそほ

える春の木辻の

全盛も 梅のか禿のさきたちて見ゆ 廣沢館光丸」、

「傾城の雪のはた
だ

にハ大和人 こころもとける春の

長閑
の ど か

さ 聖賢堂守道」の狂歌が記される。 

奈良 木辻（フランス国立図書館） 

☆〈長崎
な が さ き

 丸山
ま る や ま

〉（13.7×18.4） 

※出島
で じ ま

での遊女とオランダ人の出会いを描く。椅子

に腰掛けて蛇皮線
じ ゃ び せ ん

を弾く蘭人
ら ん じ ん

と、それを聞く遊女。

オランダ人相手の遊女は蘭館
ら ん か ん

行き（出島
で じ ま

行きとも）

と呼ばれたという。「この国のなミやしたハんから

人も やハらくはるのゆふし御けんに 山水舍里

近」の狂歌が記される。      

長崎 丸山（フランス国立図書館） 

●摺物「薪採
た き ぎ と

り」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。横長判彩色。かつしか北斎画） 

※五頭の牛のうち、四頭の背中に薪の束が乗せられている。一頭の背に女が乗っている。

五人の薪採りの女性が牛を操っている。二人の女性の頭には薪の束が乗せられている。図

左の小山の陰にも四人の女性が薪を頭に乗せている様子が小さく描かれている。 

●摺物「生
い

け花
ば な

の材料
ざいりょう

」(享和年間～文化年間〈1801～18〉。横長判彩色。かつしか北斎) 
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※三輪の荷車の置き台に花瓶が乗せられ、その脇にも挿花
さ し ば な

用の花瓶が置かれている。図左

には、花
は な

鋏
ばさみ

と花と小枝が置かれ、水差しが盆に乗せられている。 

●摺物「水鳥
み ず と り

と鮑
あわび

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。九つ切判着色。摺物。画狂人北

斎画。13.9×19.3 フランス国立図書館蔵） 

※仰向けて首を曲げて置かれる水鳥
み ず と り

と傍らの鮑
あわび

。

青菜と桜の花びらが添えられる。西洋画風の静物画

となっている。「水鳥のひつこむ頃は雪解
ゆ き げ

して 岸

のあしをも洗ふしら波 雪の屋鳥兼」の狂歌が記さ

れる。寛政 12 年（1800）にも摺物「鴨
か も

と鮑図
あ わ び ず

」

（無款）を描いている。 

水鳥と鮑（フランス国立図書館） 

●摺物「凧
た こ

」（享和年間～文化年間〈1801～18〉。九つ切判着色。摺物。画狂老人北斎

於而天王橋之辺ニ
て ん の う ば し へ ん に お い て

写
うつす

。14.0×17.3 フランス国立図書館蔵） 

※鳶
と び

凧
た こ

のような羽のある凧と操
く く

り具の図。依頼主の峩巒
が ら ん

堂
ど う

柱仲住の狂歌が添えられる。

天王
て ん の う

橋
ば し

は浅
あ さ

草
く さ

橋
ば し

から浅草への通り（現江戸
え ど

通り）が鳥
と り

越川
ご え が わ

と交わる所に架けられた小さな

橋で、正式には鳥越
と り ご え

橋
ば し

という。この橋の側は天王町
てんのうちょう

と呼ばれる一角があった。依頼主が住

んでいた所か。「青柳のいとけなき子も春くれハ 凧になひける風の手遊ひ 峩巒堂柱仲

住」の狂歌が記される。 

文化
ぶ ん か

1年（1804）2月 11日～ 甲子
き の え ね

 45歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、錦袋舎
き ん た い し ゃ

、勝
か つ

春
しゅん

朗
ろ う

（版

元が以前の号を使用）、時太郎可候
と き た ろ う か こ う

、北斎
ほ く さ い

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、□印 ：亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、花押、辰
と き

、

政
ま さ

：こと（34歳）、（富之
と み の

助
す け

：18歳）、阿
お

美
み

与
よ

（16 歳）、阿
お

鉄
て つ

（14歳）、阿
お

栄
え い

（7歳） 

 

【音羽護国寺で大達磨を描く】 

★4 月 13 日、音羽
お と わ

護国寺
ご こ く じ

（現東京都文京区大塚
お お つ か

5-40-1 五代将軍徳川綱
つ な

吉
よ し

の生母桂
け い

昌院
しょういん

の

願いにより創建した祈願寺）の 3 年に一回の本尊開帳の最終日、120 畳大の達磨半身像を

描く。四斗
よ ん と

の酒樽に入れた墨汁を藁
わ ら

箒
ぼうき

に先につけ、麦藁を敷いた上に置いた大厚紙
お お あ つ が み

に、柄

を肩に掛けて描く（中村
な か む ら

文蔵
ぶ ん ぞ う

〈子寅
し い ん

〉がその様子を記録したものを大田
お お た

南畝
な ん ぽ

が『一話
い ち わ

一言
い ち げ ん

』

寅〈巻四十一〉に書写し〈文化一年四月十三日条〉、それを飯島虚心が『葛飾北斎伝』で

紹介している。ｐ68～69））。 

※中村
な か む ら

文蔵
ぶ ん ぞ う

の「北斎
ほ く さ い

大達磨
お お だ る ま

紀事
き じ

」 

「文化甲子
き の え ね

三月。護国寺観音大士啓龕。
ご こ く じ か ん の ん だ い し の が ん を ひ ら く

縦人膽拝
たんぱいしてひと したがう

。士女雲集
し じ ょ う ん し ゅ う

。率無虚日
し た が い き ょ じ つ な し

。四月十三日
し が つ じ ゅ う さ ん に ち

。

画人北斎
が じ ん ほ く さ い

、 就其堂側之地
そ の ど う が わ の ち に つ き

、 画半身達摩
は ん し ん だ る ま を え が く

、 接紙為巨幅
か み を つ ぎ き ょ ふ く と な す

、 下鋪烏麦稭
し た に か ら す む ぎ の わ ら を し く

、 以襯紙底
も っ て し て い に ち か づ く

、

紙大百二十筵
し だ い ひ ゃ く に じ ゅ う え ん

、 画者壌腎褰裳
が し ゃ う で を を は ら い も を は ら う

、 縦横斡旋
じ ゅ う お う に あ っ せ ん す

、 意之所向
い の む か う と こ ろ

、 筆亦随之
ふ で ま た こ れ に し た が う

、 蓋胸中已有成局、
け だ し き ょ う ち ゅ う す で に せ い き ょ く あ ら ん

不持擬議而為也
ぎ ぎ を も た ず し て な す な り

、画成
が な る

、観者環立
み る も の か ん り つ し

、嘖々賞歎
さ く さ く し ょ う た ん す

、然唯見一班
し か し て た だ い っ ぱ ん を み る

、未能尽其情状
いまだよくそのじ ょうじょうを つくさず

、登堂俯瞰
ど う に の ぼ り ふ か ん す

、
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所見始全
みるところはじめてまっとうす

、口大如弓
くちだいにしてにゆみのごとし

、眼中可坐一人
が ん ち ゅ う ざ す べ く い ち に ん

、其所用四斗酒榼一
そ の も ち ゆ る と こ ろ し と の さ か だ る い つ

、銅
どうぼん

盆
ぼ ん

二
に

、皆以貯墨
み な も っ て す み を た め

、水桶一
み ず お け い つ

、

以貯水
も っ て み ず を た め

、為筆者凡六
ふ で を な す は お よ そ ろ く

、而藁箒居三
し か し て わ ら ぼ う き み つ お く

、大者如罍
だ い は さ か だ る の ご と し

、小者如瓶
し ょ う は へ い の ご と し

、棕箒二
し ゅ ぼ う き に

、地膚箒
じ ふ ぼ う き

一、皆以代筆
み な も っ て だ い ひ つ す

 

（右
み ぎ

中村
な か む ら

文蔵
ぶ ん ぞ う

所記
し ょ き

）」（『葛飾北斎伝』の引用文に付された訓点に従った仮の訓読は筆者

による） 

筆者訳：文化甲子
き の え ね

の年の三月、護国寺
ご こ く じ

観音
か ん の ん

大仕
だ い し

の厨子
ず し

の開帳があった。うやうやしく拝み、

人々が多く集まり、皆心をむなしくして精進する日。四月十三日、画人北斎が、護国寺
ご こ く じ

の

境内で、半身の達磨
だ る ま

を画いた。紙を継ぎ足し大きくして、麦藁
む ぎ わ ら

をきちんと下に置き、それ

に紙を置く。紙は百二十畳、腕をまくり袴
はかま

をたくしあげ、縦横
じゅうおう

に動き、心に思うところ、

筆もそれに従う、心にすでにイメージがあるのか、なんの疑いも持たずに描いた。絵が出

来上がり、観音が出現した。人々がそれぞれ賞歎
しょうたん

の声をあげる。だが一部しか見ていない

ので、全体の姿が分らない。そこで堂に登って上から見ると、ようやくその全体が見えた。

口は大きく弓のようであり、目はその中に人が一人座れるようである。使ったのは、四斗

の酒樽
さ か だ る

を一つと、胴
ど う

盆
ぼ ん

二つに、墨を溜
た

め、水
み ず

桶
お け

一つに、水を溜
た

め、筆は全部で六本で、藁
わ ら

箒
ぼうき

が三本おいてある。それは大きなもので一斛
い っ こ く

の酒樽
さ か だ る

ぐらいで、小さなものでも酒を入れ

る瓶
へ い

ほどだ。棕櫚
し ゅ ろ

の箒が二本、地面を掃く箒が一本である。以上、（中村文蔵の記すとこ

ろの）代筆。 

※『増訂武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』（斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

著・嘉永元年脱稿・同年三年刊の『武

江年表』を、朝倉無声が増訂版としたもの。大正元年。国書刊行会）

の文化元年条では、「三月より護国寺
ご こ く じ

観世音開帳あり。四月十三日画

人北斎本堂の側に於いて、百二十畳敷の継紙
つ ぎ か み

へ半身の達磨
だ る ま

を画
え が

く」と

ある。 

※ボストン美術館蔵「護国寺
ご こ く じ

達磨
だ る ま

略図
り ゃ く ず

」(紙本墨画一幅。文化元甲子
き の え ね

四

月十三日席上 画狂人北斎画)は、俳人凉雲斎抱山
りょううんさいほうざん

により縦長紙（84.6

×27.2）に貼り付けられ、「文化改元の初夏 護国
ご こ く

精舎
しょうじゃ

の庭上
ていじょう

に於
お い

て 

百七十畳の仏像を筆
ひ っ

せり 精神海洋をも渡りぬべし」と記されてい

る。更に色紙の下には、「竪
た て

十壱間
じゅういっけん

（約 20m）幅
は ば

八間
は っ け ん

（約 14.5m）凡
およそ

百
ひゃく

七十六
ななじゅうろく

畳
じょう

 筆三
ふ で さ ん

俵
ぴょう

の藁
わ ら

を以
もって

し 墨
す み

を斗
と

る事
こ と

三斗余
さ ん と あ ま り

 隅
す み

に稯櫚
し ゅ ろ

を用
もちゆ

」と

書いた紙が貼られている。伝えられる 120 畳ではなく 170 畳であった

のだろうか。堤等琳
つつみとうりん

（三代目）がこの様子を見ていて驚愕したという

逸話がある。             護国寺達磨略図（ボストン美術館） 

【米一粒に雀二羽と大紙に大馬と布袋の大画を描く】 

★「其
そ

の後
ご

本所
ほ ん じ ょ

合羽
か っ ぱ

干場
ほ し ば

（現東京都墨田区錦糸
き ん し

2 丁目～3 丁目辺）に於
お

きて、前のごとき

大紙
お お が み

に、馬を画
え が

き、又両国
りょうごく

回向院
え こ う い ん

にても、布袋
ほ て い

の大画
だ い が

を画
え が

く。此
こ

の時仮に名を改めて錦
き ん

袋
た い

舎
し ゃ

といふ」(『葛飾北斎伝』ｐ69。ルビ、句読点は筆者による)。また、その時に、米一粒

に雀二羽を描くという（『葛飾北斎伝』ｐ71）。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiRmZy8h7HjAhUMerwKHeK0BbAQjRx6BAgBEAU&url=https://www.pinterest.co.uk/pin/360288038914602490/&psig=AOvVaw3FSuTSnIlQaLwkjierKOjh&ust=1563078537362844
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★『鍾馗
し ょ う き

乗馬
じ ょ う ば

の大画
お お が

』（年代不詳。井上和雄『北斎』ｐ22 で小林文七の旧蔵として紹介し

ている。 

 

●黄表紙『御伽
お と ぎ

山崎
や ま ざ き

合戦
か っ せ ん

』（角書
つ の が き

「真柴
ま し ば

久吉
ひ さ よ し

 武地光
た け ち み つ

秀
ひ で

」中本二冊。合本一冊。勝春朗画。

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※豊臣秀吉を称揚する内容のため、文化元年に絶版処分に遭い、記録上でのみ知られた黄

表紙と言われ、近年発見されたものという。ま

た、序文によると、挿絵は「画狂人北斎のむか

し春朗なる頃試毫
し ご う

」したものとしている（2019

年『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録』ｐ203）。 

『御伽山崎合戦』（島根県立美術館） 

※本能寺の変で、武地光
た け ち み つ

秀
ひ で

が小田
お だ

春永
しゅんえい

を討ち、

真柴
ま し ば

久吉
ひ さ よ し

が主君の仇を取るというもの。題箋
だ い せ ん

に

は、「御伽
お と ぎ

山崎
や ま ざ き

合戦
か っ せ ん

 三冊 勝春朗」とあると

いう。また、棚橋正博『黄表紙総覧 後編』（青裳堂書店 1989 年）によれば、文化元年

の黄表紙『前編仇報
かたきうち

孝行車
こうこうぐるま

』（南杣笑
なんせんしょう

楚
そ

満人
そ ま ひ と

作。歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

画。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版）に載る広告

には「『真柴
ま し ば

久吉
ひ さ よ し

/武地光
た け ち み つ

秀
ひ で

/御伽
お と ぎ

山崎
や ま ざ き

合戦
か っ せ ん

』全二冊 勝川春朗画」とあるとされる(『新

北斎展図録』ｐ314)。 

●読本『石言遺
せ き げ ん い

響
きょう

』（角書
つ の が き

「小夜
さ よ

の中山
な か や ま

」。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。全10編。国立国会

図書館蔵） 

※馬琴の自序に「文化
ぶ ん か

新元
し ん が ん

甲子
きのえねの

年
と し

暑
し ょ

月
げ つ

龍生
りゅうせい

日
び

注書於飯顆山之
は ん こ う ざ ん の

東翠
ひがしすい

竹
ち く

深 処
ふかきところにてしょす

」とある。 

注）龍生
りゅうせい

日
び

：旧暦 5月 13 日で大安の日をいう。飯顆山
は ん こ う ざ ん

は、李
り

伯
は く

がこの山で杜
と

甫
ほ

を嘲った伝

説がある。中国唐代の長安
ちょうあん

付近の山といわれる。 

●狂歌絵本『晦日
み そ か

葛籠
く ず か ご

』初編（一冊。画狂人北斎画。方六庵白水
ほ う ろ く あ ん は く す い

撰）狂歌本説、俳諧本説

あり（『年譜』による）。 

●黄表紙『娘
むすめ

仇討
かたきうち

陸
いもせの

友
と も

綱
つ な

』
」

（二冊。虚
き ょ

呂
ろ

利
り

作。時太郎可候画。岩戸屋
い わ と や

版。国立国会図書

館蔵） 

※『恩愛
お ん な い

猿
さるの

仇討
あ だ う ち

』(文化元年。虚
き ょ

呂
ろ

利
り

作。歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

画)の後編。『猿
さるの

仇討
あ だ う ち

』と『陸
いもせ

友
と も

綱
つ な

』の

合巻『両面
ふたおもて

出世
しゅっせの

姿
すがた

鑑
み

』がある。 

●咄本『年男笑種
と し お と こ わ ら い ぐ さ

』（角書
つ の が き

「落
おとし

噺
ばなし

」。時太郎可候画。紀尾佐丸
き の お さ ま る

作。版元不明。書名は

「落咄
おとしばなし

福寿草
ふ く じ ゅ そ う

」という説あり） 

●咄本「はなし亀
か め

」（角書
つ の が き

「新板
し ん ぱ ん

流行
りゅうこう

」。一冊。時太郎可候画。十口舎富久助
ふ く す け

作。

鶴屋金助
つ る や き ん す け

版） 

●肉筆画「七夕図
た な ば た ず

」（この頃か。紙本着色一幅。北斎画。印亀毛蛇足。95.8×28.0。晴明

会館蔵） 
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※若い女房が懐紙
か い し

に桔梗
き き ょ う

を乗せ、誰かにさし出すように持ちながら、

すらりと立っている図。賛は「穂
ほ

に出
い で

よ こよひ ねか
が

ひの いと

すゝき 万葉
ま ん よ う

注」とある。七夕の日には、和歌に梶
か じ

の葉を添える風習が

あるが、桔梗
き き ょ う

が描かれているので、画題の「七夕
た な ば た

」は適当でないとの

説もある（『2005北斎展図録』ｐ330）。 

注）万葉
ま ん よ う

：二世皐月
さ つ き

平
へ い

砂
さ

（1736～1813）。俳人。江戸二十歌仙の一

人。                             七夕図（清明会館） 

●肉筆画「東方朔
と う ぼ う さ く

と美人図
び じ ん ず

」(紙本着色一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇

足。37.1×37.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※東方朔は、中国前漢の武帝に仕えた

文人。長寿をたもつという西王母
せ い お う ぼ

の桃

を三つ盗んで食べて仙人になったとい

う。図は東方朔が、恐縮そうに頭に手

をやり、右手で大きな朱塗りの盃をさ

しだしている。娘が銚子をかたむけ、

酒を注ごうとしている。二人の間には

皿に桃が三つ乗っている。菅原
す が わ ら

長根
な が ね

（芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

：1767

～1845）の賛が記される。 

東方朔と美人図（島根県立美術館） 

●肉筆画「福助図
ふ く す け ず

」（この頃か。紙本一幅着色。画狂人北斎画。花押。26.2×42.4 島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※享和 3年 2月頃より浅草
あ さ く さ

田圃
た ん ぼ

（現東京都台東区千束
せ ん ぞ く

2丁目あたり）の太郎
た ろ う

稲荷
い な り

への参詣が

流行し、ここで「叶
かのう

福助
ふ く す け

」の泥
ど ろ

人形
にんぎょう

が造られたことから、一般に招福の縁起物として人気

を呼び、知られるようになったと、『北斎クローズアップⅢ』(永田生慈 東京美術 P83)

で述べていることから、あるいは一応享和 3年の作か。 

図は、頭が非常に大きく、目も大きく描かれた福助が、「叶
かのう

」の紋を染めた 裃
かみしも

を着て、

扇子を持って神妙な顔つきで座布団に座っている。 

 大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛「叶
かのう

に休詳
きゅうしょう

 福
ふ く

不可量
はかるべからず

 御番
ご ば ん

衆
しゅう

注の

頭も高く太平の時に逢たり叶
かのう

福助
ふ く す け

 蜀山人」とある。

「吉祥叶
か な

い、福多く、御番衆のお役目めでたく、太平

の時をよぶ叶
かのう

福助
ふ く す け

」といった意味か。 

注）御番衆：幕府・朝廷・大名家などで、殿中や館に

交代で宿直・勤番して警備や雑務に当たった者（『大

辞泉』による）。  福助図（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆画「柿本人麿図
かきのもとのひとまるず

」（紙本着色一幅。画狂人北斎画。□印辰□印政。37.4×44.4 ｴﾄﾞｱﾙ

ﾄﾞ･ｷﾖｯｿｰﾈ（ｼﾞｪﾉｳﾞｧ）東洋美術館蔵） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwievN-IvfvhAhVV57wKHUykA7oQjRx6BAgBEAU&url=https://samuraibuyer.jp/en/item/detail.php?item_cd%3D1-be1887-738&psig=AOvVaw1jjZ_qfcptZgFDRHJfEfui&ust=1556839456750946
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※折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被って口ひげを生やした人麿が、右手に

赤い柄の筆を持って右膝を立てて構想を練っている

様。足元には、赤い硯台に黒い硯が置かれている。

便々館
べ ん べ ん か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
ふ

が人麻呂の歌「ほの〱
ぼ の

と あかしの う

らの朝き
ぎ

りに しまかくれ行く 船をしそ
ぞ

 思ふ 

便々館
べ ん べ ん か ん

湖
こ

鯉
り

鮒
ふ

書」を記している。 

柿本人麿図（ ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ･ｷﾖｯｿｰﾈ東洋美術館） 

●扇面肉筆画「猿丸
さ る ま る

太夫
だ ゆ う

」（扇面着色一面。葛飾北

斎筆。印辰印政） 

※猿丸太夫の「おくやまに もみぢふみわけ なくしかの こゑきくときぞ あきはかな

しき」（百人一首）の歌を踏まえた図。二本の太い幹の向こう側に腹ばいになって、頬杖

をついて何か思案している様子の猿丸太夫。その周りには紅葉が散り敷いている。 

●肉筆画「菊之図
き く の ず

」（この頃か。2016/9 月 MAINICHI オークションに出品されたもの。紙

本淡彩。軸装一幅。北斎図。印辰 印政 91.9×25.7 個人蔵） 

※刷毛で墨を薄く摺ったように描いた岩に、菊の花を配している。花の花芯には薄い朱色

を施す。真贋不明。 

※北斎は、他にも「菊之図
き く の ず

」を弘化 4 年（1847）に描いている。同じように応
お う

為
い

も弘化 5

年に「菊之図
き く の ず

」を描いている。  

●摺物「休茶屋
や す み じ ゃ や

」（「御休所
おやすみどころ

 越前屋
え ち ぜ ん や

」とも。7 月 23 日頃。横長判着色。画狂人北斎画。

19.3×52.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵） 

※大山詣
おおやまもうで

の一行を描く。馬上に島田
し ま だ

髷
ま げ

の娘。笠を被った旅人。馬子
ま ご

が茶を飲んでいる。馬

の後ろでは荷物を整える男。図の左には「御休所 越前屋
え ち ぜ ん や

」と書いた看板のある茶店で、

腰掛けて店の女から茶の給仕を受ける男の背中には大山詣に奉納する大きな木
き

太刀
だ ち

がある。

木太刀は奉納後、誰かの物をお守りとして持ち帰る習慣があったので、参詣の帰りだろう

か。 

※画中の口演
こ う え ん

書き（公演案内と出演者名の書込み）により、七月二十三日に常磐津
と き わ ず

美代
み よ

太夫
た ゆ う

を催主とした浄瑠璃床開
ゆ か び ら

き注を両国尾上町
お の え ち ょ う

中村屋平
へ い

吉
き ち

方で五ツ時より催す案内と分か

る。左隅に文化元年甲子
き の え ね

とある。上下反転の図で口演は下半分に書かれる（口演の文字を

取った後摺もあるという）。本図の墨摺下絵がある（19.5×53.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

注）床開き：浄瑠璃で太夫が語ったり、三味線を演奏したりする舞台上の場所を床
ゆ か

という。

すなわち、浄瑠璃開催をいう。ちなみに、太夫が語るための義太夫本を床本
ゆ か ぼ ん

という。 

●摺物『鼠
ねずみ

シリーズ』（仮題。九つ切着色揃物。画狂人北斎画。フランス国立図書館蔵） 

※鼠の語に因
ち な

んだ風俗を描いたシリーズ。狂歌が添えられる。 

☆〈鼠
ねずみ

木戸
き ど

〉（14.1×18.8） 
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※鼠木戸は、屈まなければ入れない芝居小屋の小さな入口をいう。この入り口で芝居の口

上や役者名を語って客の興味を引く男が、赤い提灯

の下がる入口の床几
し ょ う ぎ

の上に座っている。男の口に当

てている扇子には「大入
お お い り

」と書かれている。その前

で二人の娘が面白そうに立っている。一人は袖を口

に当ててほほ笑んでいる。「門松の太夫桟敷も人の

手に わたるをいそく
ぐ

鼠木戸 呉機捌」、「皆人も

はめをはつ
ず

していはふなり 戸さゝぬ春の福鼠木戸 

茄子種数」の狂歌が記される。            鼠木戸（フランス国立図書館） 

☆〈鼠
ねずみ

ごっこ〉（13.4×18.9） 

※梅の木の見える料亭の座敷で芸者と男がくつろ

いでいる。芸者の一人は三味線を弾き、もう一人

の芸者と男が鼠ごっこをしている。鼠ごっこは、

手の甲をお互いにつまんで重ねる遊びで、男は相

好を崩している。三人の背後に屏風が置かれ、右

下に「画狂人北斎」の落款が記されている。「鼠

こつこ鼬
いたち

こつこと早蕨
さ わ ら び

の 手を出
い だ

したる四方
よ も

の山

〱
山

 勝々亭山人」の狂歌が記される。         鼠ごつこ（フランス国立図書館） 

☆〈鼠
ねずみ

なき〉（13.4×18.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鼠なきは、遊女が客を招くときに口をすぼめて鼠の鳴き声をまねることをいう。遊郭の

座敷で、花魁の一人が襖
ふすま

に寄りかかって、客からの手紙と思われるものを読んでいる。も

う一人の横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁は、 簪
かんざし

を畳の上に放り出している。側の禿
かむろ

が、それを見ている。

起きぬけの三つ布団があるので、客がまだ上がらない明け方の風景という。 

「初
は つ

ふみを開
ひ ら

くや庭
に わ

の梅
う め

か
が

枝
え

に 繰返
く り か え

しきく 鶯
うぐいす

のこゑ 和薬物成」、「今朝
け さ

春
は る

ハ来
く

へ
べ

きしらせのたゝみさん かそ
ぞ

へる門
か ど

の松葉
ま つ ば

かんさ
ざ

し 椎柴道」の狂歌が記される。 

鼠なき（フランス国立図書館） 

☆〈鼠
ねずみ

とらず〉（13.8×18.8） 

※遊女が大火鉢
お お ひ ば ち

の灰を火箸で掻き混ぜている。そ

の遊女の肩を両こぶしで叩いている男。部屋には

注連
し め

飾りが下がり、火鉢の脇には双六
す ご ろ く

の紙が広げ

られている。側で子どもが猫を抱いているが、猫は鼠を獲る気もない表情で抱かれている。

正月の風景。「金蔵の番につけは
ば

や年男 鼠とらす
ず

のかたき御備
お そ な い

 山里亭東士」の狂歌が

記される。 
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鼠とらす（フランス国立図書館） 

☆〈しろ鼠
ねずみ

〉（13.3×18.9） 

※しろ鼠は、大黒天の使いである福の神をいう。

注連
し め

飾りの下がる遊郭の部屋で、一人の遊女が硯

箱と大福帳
だいふくちょう

を前にして、後ろの遊女に何かを話し

かけている。禿
かむろ

も側にいる。福を運ぶ客が置いて

いった大福帳はしろ鼠の象徴か。 

「大黒の鼠やはりのきせるまて
で

 今朝年玉につか

はしめなり 緑亭玉峨」、「おいらんの白狐出
で

て

よろこはむ 大黒舞をまは
わ

すたひ
び

にハ 千首桜」

の狂歌が記される。  しろ鼠（フランス国立博物館） 

●摺物「隅
す み

田川
だ が わ

」（この頃か。横長判着色。画狂

老人北斎写。25.8×70.8 ハーバードﾞ大学ｻｯｸﾗｰ

美術館蔵） 

※超横長判の俯瞰図。図の中央に隅田川を大きく

横に描き、東岸から西岸を眺望する。 

図左には両国橋が描かれ、その先に富士山が見える。橋の対岸の右には浅草寺
せ ん そ う じ

の五重の塔

も見える。中央には今戸
い ま ど

の瓦焼きだろうか、白煙が二筋上がっている。図の右には凧が二

つ空に上がっている。図の此
し

岸
が ん

には田圃が広がっている。川には船が数艘浮かんでいる。   

隅田川（ハーバードﾞ大学ｻｯｸﾗｰ美術館） 

●摺物「鶏
にわとり

図
ず

」（11月。画狂老人北斎画。大大判着色摺物） 

※二匹のひよ子と親鳥の図。    

●摺物「梅
う め

と鶏図
にわとりず

」（11月。画狂老人北斎画） 

※五代目岩井半四郎
い わ い は ん し ろ う

（俳名：杜若
かきつばた

）の中村座顔見世での襲名に配られたもの（『年譜』に

よる）。 

●摺物「太郎
た ろ う

稲荷
い な り

の図
ず

」（画狂人北斎画）図中の幟
のぼり

に年記があるという（『年譜』によ

る）。 
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●摺物「正月
しょうがつ

の台所
だいどころ

」（無款。着色。13.6×18.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※図左の壁に新巻
あ ら ま き

鮭
ざ け

が下げられている。湯を沸かしている茶釜から湯気が立っている。そ

の前で柄杓
ひ し ゃ く

を持って茶の用意をしている女に子どもが茶碗を差し出している。子どもの左

には年増
と し ま

が立っている。図左には狂歌が記されている。 

●摺物「三囲
み め ぐ り

初春
は つ は る

の渡
わ た

し舟
ぶ ね

図
ず

」（春。画狂人北斎画）画中に「甲子
き の え ね

春
は る

」とある(『年譜』

による)。 

●摺物「蹴鞠
け ま り

の二
に

美人
び じ ん

」（画狂人北斎画）「子
ね

のとし」とあ

る。実亭真盛ほか 1名の狂歌がある（『年譜』による）。 

●素描「髪
か み

すき」（この頃か。墨絵。井上和雄『北斎』によ

る） 

※立ちながら腰を折り、両手で長い髪をすいている図。髪は

地面まで届いている。    髪すき（井上和雄『北斎』より転載） 

●画帖「万歳図
ま ん ざ い ず

」（この頃か。画帖着色。画狂人北斎画。印

辰印政。見開き 26.9×39.8 東京都江戸東京博物館蔵） 

※同画題は、寛政 10年 1月の摺物（宗理画）にもある。本図は『風流勧化帳
か ん げ ち ょ う

』の表題を持

つ二冊の画帖の一冊に収められていて、北斎の画は本図のみ。『勘化帳
か ん げ ち ょ う

』は、寺院の修復

を願って文人や画工の作品を集めたものとされるが、実際は趣味人が冊子を回して書画を

乞うたものと推測される。 

序文に、文化元年 3 月付の勧化
か ん げ

の趣旨が描かれて

いるという。それ以後 6年間にわたり二冊で約 140名

の書画が収められて、北斎の画は、収められている

画帖の 17 番目にあるという（以上（『新北斎展図

録』ｐ319より）。図は、見開きページの左に扇子を

かざした太夫が正面を向き、右に才蔵
さ い ぞ う

が横に太夫
た ゆ う

に

向いている。      万歳図（東京都江戸東京博物館） 

 

文化
ぶ ん か

2（1805）乙
きのと

丑
う し

 46 歳 北斎
ほ く さ い

、東都
と う と

画工画
が こ う が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

（隠号）、鴈
が ん

高信士
こ う し ん し

、俗名
ぞくみょう

助兵
す け べ

へ、九々蜃
く く し ん

北斎
ほ く さ い

、九々蜃
く く し ん

北斎
ほ く さ い

老夫
ろ う ふ

、俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

、□印 亀毛蛇足、画
が

狂人
きょうじん

、九々蜃
く く し ん

：こと(35 歳)、（富之
と み の

助
す け

：19 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（17歳）、阿
お

鉄
て つ

（15 歳）、阿
お

栄
え い

（8歳） 

◇アンデルセン生(～1875)。 

◇花岡
は な お か

青
せ い

洲
しゅう

、乳がん手術に始めて麻酔を使用。 

◇2 月 16 日、江戸芝
し ば

神明
し ん め い

で勧進相撲があり、町
ま ち

火消
び け し

「め」組の辰五郎
た つ ご ろ う

と相撲の四
よ

ツ車
ぐるま

大
だ い

八
は ち

の喧嘩。これを題材に二代目瀬川
せ が わ

如
じ ょ

皐
こ う

が「御摂
ご ひ い き

曽我
そ が

閏
うるう

正月
しょうがつ

」（文化四年）を執筆。 

◇百姓が浪人から武芸を習うことが禁止される。 
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◇5月 3日、喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

没（53）（斎藤月岑
さ い と う げ つ し ん

『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』より）。享和 4年（文化元年）に

色摺り絵本が禁止されたが、『青楼
せ い ろ う

絵本
え ほ ん

 年中行事
ねんじゅうぎょうじ

』（十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

作。紫屋歌
むらさきやうた

麿
ま ろ

画）等を

出版し、歌麿は三日間の入牢をしていた。一方で、文化 3 年 9 月 20 日、54 歳没説あり。

墓：浅草
あ さ く さ

新堀端
し ん ぼ り ば た

の専
せ ん

光寺
こ う じ

(浅草
あ さ く さ

北松山町
きたまつやまちょう

)。 

◇9月、女浄瑠璃を禁止。 

【文化 2年頃の浮世絵等の価格】 

◇文化 2 年、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の黄表紙『荏土
え つ ち

自慢
じ ま ん

名産
め い さ ん

杖
づ え

』（早稲田大学図書館蔵）に次の記載が

ある（15丁裏の図左下に記載）。 

「（略）二八十六でやくしやゑ（役者絵）二まい、二九の十八文でさうし（草紙）が二さ

つ、四五の廿なら大にしき（錦）一まい（略）」。 

※役者絵１枚 200円、草紙 1冊 450円、大判錦絵 1枚 500円（1文＝25円で換算） 

 

●狂歌絵本『狂歌
き ょ う か

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

 千年
ち と せ

松
ま つ

笠
か さ

』（『狂歌師像集
き ょ う か し ぞ う し ゅ う

』とも。着色。摺物。北斎画。三
み

河
か わ

の国
く に

岡崎
お か ざ き

の三陽
さ ん よ う

擣衣
と う い

連の依頼によるもの。各平均 12.5×8.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/MOA美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※宝尽しの模様の赤い縁取りをした黄土色の地に、三河地方を中心に活動した「三陽擣
さ ん よ う と う

衣
い

連」に関係する狂歌師の名とその肖像画、狂歌を描く。百人一首の絵札の趣。百図確認さ

れているという。落款は、北斎画。勝山
か つ や ま

結女（「ゆめ」か）の図のみ「九々蜃
く く し ん

北斎画」。

八声明近
は っ せ い あ き ち か

、千代栄光、淡月亭走涼、九十二翁元冬至の図は無款。浅子亭一成の一図のみ二

代宗理の落款。ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝは 72 図の確認という（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』に

よる）。 

※〈夷歌
えびすうた

守
も り

〉〈棚珎
た な ち ん

厚
あ つ

丸
ま る

〉〈三條
さんじょう

小判
こ ば ん

志
し

〉〈山寶亭長尉斗
さ ん ぽ う て い な が の し

〉〈太羅多欄油小売安方
た ら た ら ん あ ぶ ら こ う り や す か た

〉

〈八声明近
は っ せ い あ き ち か

〉〈柏
かしわ

古枝
ふ る え だ

〉〈一丁亭羽
いっちょうていはね

狩
か り

〉〈勝山
か つ や ま

結女〉などの図。 

●狂歌絵本『百囀
ももさえずり

』(正月。大本墨摺一冊 7 図。東都画工画狂人北斎画。桑
そ う

楊
よ う

庵
あ ん

（浅草）

干
ほ し

則
の り

編。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。26.4×18.2 北斎館/ボストン美術館/国立国会図書館蔵) 

※寛政 8年（1796）『百
も も

さへつ
ず

り』とは別本。色摺間判の後版もある。 

※序文に「(略)あか翁
お う

（桑
そ う

楊
よ う

庵
あ ん

一世の頭 光
つむりのひかる

のこと）のもとつふみの名よ（元の狂歌絵本

の題名）、かの百
も も

さへつ
ず

りとしもふたゝひ
び

かうむらすことになんありける」（「国立国会

図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｺﾚｸｼｮﾝ」による）とあり、桑楊
そ う よ う

庵
あ ん

二世の干則
ほ し の り

が、桑
そ う

楊
よ う

庵
あ ん

一世の頭 光
つむりのひかる

（1754～96）撰による絵入り春興狂歌本『百
も も

さへつ
ず

り』（寛政 8 年）を追慕して刊行した

ものであることが分る。 

☆〈深川
ふ か が わ

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

〉 

※背後に海辺の洲崎
す さ き

弁天
べ ん て ん

。図の右下から左上に向かって、反
そ

り橋、石造りの二
に

の鳥居、反
そ

り橋、随身門
ず い じ ん も ん

、本
ほ ん

殿
で ん

と順に描かれる。門前には見
み

世
せ

や露店が並び人々で賑わっている。背

景に海辺の洲崎弁天が見える。図の左下から右上にかけて鷹の丸紋
ま る も ん

を描いた凧が上がって

いる。正月の風景。 
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☆〈駿河台春景
す る が だ い し ゅ ん け い

〉 

※図の右の駿河台の坂道に往来する人々が描かれ、背景に富士山、中央に神田の外堀が渓

谷のように流れ、橋が掛かっている。 

☆〈新吉原
し ん よ し わ ら

年
ね ん

礼
れ い

〉 

※吉原の新年の挨拶廻りの図。新造 6

名、禿
かむろ

4名、遊女 6名、遊女屋夫婦の

人々に、万歳
ま ん ざ い

の二人と頭巾を被って

荷物を担いだ男などがぞろぞろと歩

いている。 裃
かみしも

姿の侍と茶坊主が行列

を見物している。 

新吉原年礼（国立国会図書館） 

☆〈浅草
あ さ く さ

観世音
か ん ぜ お ん

〉 

※図右側に雷門
かみなりもん

が描かれ、その前の広小路には人々が往来し、左奥には火の見櫓、大神宮
だ い じ ん ぐ う

と東本願寺
ひ が し ほ ん が ん じ

の屋根が描かれる。この画は、後に一枚摺り錦絵「浅草
あ さ く さ

観音
か ん の ん

雷神門
ら い じ ん も ん

」として

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

から刊行された。 

☆〈両国
りょうごく

橋
ば し

〉 

※両国橋下の橋桁
は し げ た

の間を通り抜けるた

め帆を畳んだ船を中心に描く。右上部

に僅かに橋が描かれ、橋上
きょうじょう

には往来

の人々の雑踏が見える。背景には小さ

く浅草
あ さ く さ

橋
ば し

と、その前の数艘
す う そ う

の船が小さ

く描かれる。     両国橋（北斎館） 

☆〈葺屋
ふ き や

町
ちょう

〉 

※葺屋町にあった市村座の正面を描

く。手拭を被った木戸番
き ど ば ん

が木戸
き ど

札
ふ だ

を売っている。番付を手にして示す男や、扇子で口元を

隠して芝居の名題
な だ い

や役割を声色
こ わ い ろ

を使って読
よ み

立
た て

をする二人の男たちの前では、人々がごった

返している。図中左の市村座の看板に「亥
い

の初春
は つ は る

 しだゆづりはほうらいそが」（信田楪

蓬莱曾我）と書かれ、享和 3 年（1803）正月に上演された曽我狂言の演目が示される。但

し、談洲楼焉
だんしゅうろうえん

馬
ば

（烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

）の『花
はなの

江都
え ど

歌舞伎
か ぶ き

年代記
ね ん だ い き

』注によれば、この年正月の演目は

「年男
としおとこ

徳
えほう

曽我
そ が

」であるという（鈴木淳「北斎画『百囀』考」より）。 

注）『花
はなの

江都
え ど

歌舞伎
か ぶ き

年代記
ね ん だ い き

』：文化 8 年。鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

版。江戸歌舞伎上演年表。

談洲楼焉
だんしゅうろうえん

馬
ば

は正編を執筆。寛永元年～文化元年（1624～1804）までを記録する。続編（安

政 6年刊）は石塚
い し づ か

豊
ほ う

介子
か い し

の執筆で、文化 2年～安政 6 年（1805～59）までを記録する。 

☆〈御殿山
ご て ん や ま

〉 

※御殿山での花見の宴が描かれ、桜
お う

樹
じ ゅ

越しに海が広がり、数隻の帆船が帆を下ろして浮か

んでいる。桜の木の下では子どもが逆立ちをして遊び、図左の茶屋では遠眼鏡を覗く男な
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どがいる。この図は、一枚絵として後摺されている（北斎画。22.0×33.4 西村屋与八

版）。 

●狂歌絵本『狂歌俳諧摺物帖
きょうかはいかいすりものじょう

』（この頃か。紙本着色摺物） 

☆〈鶯 合
うぐいすあわせ

〉（北斎宗理画。東洋文庫蔵）六歌仙
ろ っ か せ ん

に見立てた男五人と女一人が、鶯 合
うぐいすあわせ

の準

備をしている。一人がすり鉢で鳥の餌を擦っている。 

☆〈万歳
ま ん ざ い

〉（九々蜃北斎画。東洋文庫蔵）花瓶に梅の小枝が生けてある部屋で、手をかざ

した女が二人いる。 

●読本『絵本東嫩錦
えほんあずまふたばのにしき

』（角書
つ の が き

「復讐
ふくしゅう

奇話
き わ

」正月。半紙本五巻五冊。小枝
さ え だ

繁
しげる

作。画狂老人北

斎画。見返しは画狂人北斎画。印画狂人。角
か ど

丸
まるや

屋甚
じんすけ

助（衆星閣
しゅうせいかく

）他版。すみだ北斎美術館

/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/広島大学図書館蔵） 

※北斎の読本挿絵初本といわれる（織田一磨『北斎』ｐ88 による）が、『小説
しょうせつ

比翼
ひ よ く

文
も ん

』

（享和 4年：1804）が読本挿絵初本である。 

●咄本『筆
ふ で

はじめ』（葛飾北斎画）「日本古典籍総合目録ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより」より。 

●艶本『艶本
え ほ ん

婦他美賀
ふ た み が

多
た

』（「会本
え ほ ん

二見
ふ た み

潟
が た

」とも。墨摺半紙本。三冊）   

※かつて百川子
も も か わ し

興
こ う

（後の栄
え い

松
しょう

斎
さ い

長喜
ち ょ う き

）や歌川
う た が わ

豊
と よ

廣
ひ ろ

作と考えられた本。紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

（画）。中

巻第四図の画中の墓石に「雁高信仕
か ん こ う し ん じ

 俗名
ぞくみょう

助兵
う け べ

ヘ」の隠し落款がある。墓石に俗名を記す

ことで、厳しい出版統制の時勢に艶本から手を引く方向を示したものか。まもなく、この

隠号（鴈高）は、渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

に譲る（『芸術新潮』1989 年 3 月号「北斎」特集所収・林美一

「北斎 艶本への挑戦」）。 

※喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

の後期の画風を模倣しているとして北斎の作品で

はないとする説がある（リチャードレイン『伝記画集 北斎』

ｐ337）。       

※『絵入春画艶本目録』（白倉敬彦 平凡社）では、歌川派の

作 と し 、 甚亭
じ ん て い

大好人
だいのすきびと

（ 朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

か ） の 序 と す る 一方、

礫川亭永理
れ き せ ん て い え い り

・喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

・北斎の画とする説もあるので検討を

要するとしている（ｐ96）。初版は墨摺判だが、色摺判もある

という（同著）。  艶本婦他美賀多（https://aucfree.com より転載） 

●肉筆画「大原女図
お は ら め ず

」（掛幅額装。絹本着色。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。94.5×30.3 

ジェノヴァ東洋美術館蔵） 

※永田生慈は「大原女
お は ら め

が黒木
く ろ き

注を頭にのせ、牛を引きながら売り歩く様子を描く。手は、

享和年間の肉筆画「柳
やなぎ

に牛図
う し ず

」や享和 3 年（1803）正月刊行の読本『古今奇譚
こ こ ん き た ん

 蛋捨草
あまのすてくさ

』

六冊中に見いだせるものと共通。宗理型美人から文化年間へ移行しつつある時期のものと

見なすことが可能であろう」とする（『秘蔵浮世絵大観 10 ジェノヴァ東洋美術館Ⅰ』ｐ

222）。 

https://aucfree.com/
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注）黒木：約 30 ㎝の長さに切った生木を、かまどで黒く蒸し焼きにし

て薪としたもの。京都の八瀬・大原でつくられ市中を売り歩いた

（『大辞泉』による）。大原女は黒木売りと呼ばれた。 

 全体に色彩鮮やかに描かれる。女の頭上の黒木の束には、桜の小枝

が挿されている。           大原女図（ジェノヴァ東洋美術館） 

●錦絵「市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の 暫
しばらく

」（この頃か。大判着色。鳥居
と り い

清
き よ

満
み つ

筆意 画

狂人北斎写之） 

※目を剥
む

き、口をかみしめて見栄を切る団十郎が、大首絵のように描

かれる。 

【この年のみ画号九々蜃を用いる】 

※九々蜃：永田生慈『葛飾北斎』（吉川弘文館 2000 年）では、北斎

門人府川北岑
ほ く し ん

の子孫の故府川俊氏談として、「北岑も九々蜃を号して

おり、言い伝えでは『生活にきゅうきゅうしている』の戯号で『キュ

ウキュウシン』と呼んでいたと筆者に語られたことがある」（ｐ99）

としているが、本稿では「くくしん」と読む。意味不明。この落款は

文化 2年だけに用いられる。 

●肉筆画「雁
か り

を見
み

る茶筅
ち ゃ せ ん

売
う

り」（着色一幅。九々蜃北斎画。印亀毛蛇足。152.0×46.0 

ボストン美術館蔵） 

※法衣を着た茶筅
ち ゃ せ ん

売りが茶筅を挿した藁苞
わ ら づ と

を持ち、空行く雁の群れを眺めている図。 

●肉筆画「円
え ん

窓
そ う

の美人図
び じ ん ず

」（「まるまど」と読むか。この頃か。絹本一幅。九々蜃北斎席

画。印亀毛蛇足。直径約 30･5 シンシナティ美術館蔵） 

※〈2005『北斎展図録』解説では「き

ゅうきゅうしん」と読んでいる。ｐ

330〉 

※赤い髪飾りをした島田髷の町家の娘

が、唄の本と思われる冊子を開きなが

ら読んでいる。ほおずきを口にしてい

る大首絵。同画題「円窓の美人図」は

歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

が得意としたもの。          

円窓の美人図（シンシナティ美術館） 

●肉筆画「中国
ちゅうごく

武人図
ぶ じ ん ず

」(この頃か。絹本着色一幅。画狂老人北斎画(花

押)。81･6×17･6 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)     

※『水滸伝
す い こ で ん

』に登場する李逵
り き

といわれる。梁山泊
りょうざんぱく

の序列 22位の暴れ者。

針のような髪と顔を覆う髭
ひ げ

の武人が、弓矢を背負い、右手にまさかりを

持って、左足を前にして立っている図。 

中国武人図（島根県立美術館） 
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●肉筆画「達磨図
だ る ま ず

」(紙本淡彩一幅。九々蜃
く く し ん

北斎席画。印亀毛蛇

足。90･4×33.2 元麻布美術工芸館寄託・個人蔵) 

※耳飾りをつけ、眼を見開いて座禅を組む達磨の図。全身を墨線

で縁取りし、着物を薄い紅色で彩色している。  

達磨図（模写：Web「画像借景」より転載） 

●肉筆画「菊慈
き く じ

童
ど う

」（紙本着色一幅。九々蜃
く く し ん

北斎画。印九々蜃
く く し ん

。

個人蔵） 

※罪により深山に流罪となった少年が、菊の霊力を得て不老不死

となる中国魏
ぎ

の説話から取材。図は、長い垂
す い

髪
は つ

の少年が、両手を袖

の中で重ねる拱手
きょうしゅ

姿で立っている。文化初期にも同題の摺物があ

る。             菊慈童（小樽芸術村 HP「今週の１点」より） 

●肉筆画「鏡
かがみ

見
み

美人図
び じ ん ず

」（「鏡面
きょうめん

美人図
び じ ん ず

」とも。絹本着色一幅。

九々蜃
く く し ん

北斎画。138.7×57.5 ボストン美術館蔵） 

※立ったまま下に置い

た鏡を見て、左手で後

ろ髪を整えている女。

鏡に映る顔は、笹
さ さ

紅
べ に

の

唇にほおずきをくわえ

ている図。 

 

鏡見美人図（ボストン美術館） 

●摺物「三囲
み め ぐ り

花見
は な み

茶屋図
ち ゃ や ず

」（この頃か。横長

判着色。九九蜃
く く し ん

北斎画。21.5×57.9 ハーバード大学ｻｯｸﾗｰ美術館

蔵） 

※三囲
み め ぐ り

神社境内の茶屋で、休んでいる花見客たち。部屋の桟
さ ん

に手をか

けて外を見る女。その後ろに立って、袖口を口元に手を当てている女。部屋の中でむこう

向きに座っている男。部屋に上がろうとしている荷物を持った小僧。茶屋の前の桜の木の

側に立つ二人の女。茶屋の葭簀
よ し ず

の陰から隅田川の堤より低い鳥居を背にして、石段を上っ

てきた男の頭が覗く。境内の石彫の狛犬
こ ま い ぬ

の背中に乗る子どもと、その側で紐につけた亀を

引いて遊ぶ子どもがいる。狛犬の石台には「世話」「●
不 明

中連」とあるので、元は全紙判で、

下半分には狂歌連の歌が記されていたと思われる。 

●摺物「王子
お う じ

のみち」（「王子稲荷詣
お う じ い な り も う で

図
ず

」とも。横長判着色。この頃か。九九蜃
く く し ん

北斎画。

20.0×55.5 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ｻｯｸﾗｰ美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※図の右に「左リ 王子みち」と書かれた石標のある船着き場に船頭が竿を突き立てて着

けている。その前の道に傘と風呂敷包を肩にした小奴を引き連れた女が二人。図の中央か

ら左にかけて田圃の風景が広がり、畦道
あ ぜ み ち

には数人の旅人がいる 
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●摺物「王子稲荷詣図
お う じ い な り も う で ず

」（この頃か。北斎画。19.1×51.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※王子稲荷門前の様子を描く。縦長の吊し提灯に「奉納王子稲荷」とあり、その下に横書

きで「常磐津
と き わ ず

連」とある。「御神燈」と書かれた石燈籠の前を行く母娘。その後ろには赤

子を背負った母親と付き従う小奴
こ や っ こ

。遠くに鳥さしの棹
さ お

を突きあげる男が小さく描かれる。

図の左には、梅の木の背後に、水があふれている樽が描かれる。 

●摺物「座敷
ざ し き

狂言
きょうげん

長柄
な が ら

二階
に か い

傘
か さ

踊図
お ど り ず

」（1 月。着色。画狂人北斎画。尾崎松四郎
お ざ き ま つ し ろ う

主催の歌舞

音曲のおさらい会の番組表。下半分に逆さ文字を記す。画部分 18.7×51.2 全体 40.0×

53.4 ボストン美術館/みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/

江戸東京博物館/島根県立美術館蔵） 

※画中に「文化二乙
きのと

丑
う し

」の書き入れのある同図があるという。図は、蝋燭
ろ う そ く

をともした座敷

で二重の天蓋
て ん が い

の傘の柄
え

を肩にして踊る少女と、その後ろで立
た て

烏帽子
え ぼ し

など着替えの準備のた

めに座っている女。御簾
み す

の向こうで見物の婦人たちや、出番を待つ人たちが透けて見える。

図左には富

士と松と瑞
ず い

亀
き

の描かれ

た屏風の陰

から、見物

する 裃
かみしも

姿の

男の半身が

見える。 

座敷狂言長柄二階傘踊図（ボストン美術館） 

●摺物「五月
ご が つ

の景
け い

」（横長判着色。摺物。画狂人北斎画。19.3×52.5 ハーバード大学ｱｰ

ｻｰ･M･ｻｯｸﾗｰ美術館蔵） 

※鍾馗
し ょ う き

の絵を描いた五月
さ つ き

幟
のぼり

や鯉のぼりの向こうには富士山。部屋には、団扇を持って縦膝

の母親、その側には子どもが玩具の菖蒲
し ょ う ぶ

太刀
だ ち

を持っている。それを見ている縁側に立つ女。

縁側には団扇の上に菖蒲
し ょ う ぶ

打
う

ちに使う菖蒲が置かれている。端午の節句の図。 

●摺物「隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

景色図巻
け し き ず か ん

」（烏亭
う て い

焉馬
え ん ば

應需
お う じ ゅ

於談州楼九々蜃
だ ん し ゅ う ろ う く く し ん

北斎席画
せ き が

。巻末の書き込み

に「文化二年」とある。烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

の依頼で焉馬の家で描いたもの。28.5×716.0 すみだ

北斎美術館蔵） 

※明治 25年 11月 12日～13日に催された「古代浮世絵展」の出品目録には、この図の所有

者は山形県坂田
さ か た

の豪商の出身で本間
ほ ん ま

耕曹
こ う そ う

とある。その後、明治 35年(1902)、浮世絵商・林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

がパリから帰国する際に開いたコレクションの競売目録に写真でこの図を掲載してい

る。その後誰の手に渡ったのか不明のまま、「幻の絵巻」とされていたが、平成 27 年

（2015）に再発見され、墨田区が 100年ぶりに１億 4900万円で購入し、平成 28年（2016）

11 月 22日に開館した「すみだ北斎美術館」で公開した。        
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両国橋 

※隅田川を両国
りょうごく

橋
ば し

から 遡
さかのぼ

り、吉原
よ し は ら

に至る構

図となっている。川の東岸には、川上に向

かって、両国
りょうこく

橋
ば し

、回向院
え こ う い ん

、大川橋
お お か わ ば し

、三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

、牛
う し

御前
ご ぜ ん

、弘
こ う

福寺
ふ く じ

、長命寺
ち ょ う め い じ

、水
す い

神社
じ ん じ ゃ

（隅
す み

田川
だ が わ

神社
じ ん じ ゃ

）、木母寺
ぼ く も じ

などが描かれる。

同じく川の西岸には、川上

に向かって、柳橋
やなぎばし

、首尾
し ゅ び

の

松
ま つ

、 御米蔵
お こ め ぐ ら

、 駒形堂
こ ま が た ど う

、

浅草寺
せ ん そ う じ

、 待乳山
ま つ ち や ま

聖天
しょうでん

、

日本堤
に ほ ん づ つ み

、 吉原
よ し わ ら

大門
お お も ん

が 描 か

れ、最後に吉原
よ し は ら

室内
し つ な い

でくつ

ろぐ男たちの様子が描かれ

る。             「隅田川両岸景色図巻」吉原室内（巻末：すみだ北斎美術館） 

●摺物「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」(春。小判着色。九
く

々
く

蜃
し ん

北斎画。島根県立美術館蔵) 

※「丑
う し

の春」とある。左青寮甲岳の狂歌が記される（『年譜』による）。 

●摺物「海鼠
な ま こ

と独活図
う ど ず

」（春。着色。九々蜃
く く し ん

北斎老夫画） 

※「乙
きのと

丑
う し

春」とある。花
か

楽
ら く

庵
あ ん

他の狂歌が記される（『年譜』より）。 

●摺物「休み茶屋
や す み じ ゃ や

」（着色。北斎画） 

※「丑
う し

ノ春」とある。千穐
せんしゅう

庵
あ ん

他の狂歌が記される（『年譜』による）。文化元年（1804）

にも同題の摺物がある。 

●扇面図「垣根
か き ね

のそばの遊女
ゆ う じ ょ

」（扇面。雲母紙に淡彩。画狂人北斎。山東京伝賛） 

●絵暦「福助
ふ く す け

と美人
び じ ん

年始
ね ん し

の図
ず

」（1 月。北斎画。『年譜』による） 

●絵暦「福助
ふ く す け

と牛
う し

に乗
の

る遊女
ゆ う じ ょ

」（1月。無款） 

※遊女の帯に大小月がある（『年譜』による）。 

●絵暦「福助
ふ く す け

とお多福
た ふ く

の秘戯
ひ ぎ

図
ず

」（1月。無款） 

※画中の戯文に大小月が示される（『年譜』による）。 

●摺物「飲中八仙
いんちゅうはっせん

」（紙本着色。九々蜃
く く し ん

北斎画。各約 21.5×9.3 すみだ北斎美術館/島根

県立美術館蔵） 

※杜
と

甫
ほ

の「飲中八仙歌」に詠まれた酒豪八人の文人（賀
が

知
ち

章
しょう

、汝
じ ょ

陽
よ う

王
お う

李璡
り し ん

、李適之
り て き し

、

崔宗之
さ い そ う し

、蘇
そ

晋
し ん

、李
り

白
は く

、張
ちょう

旭
きょく

、焦遂
しょうすい

）を題材にした見立
み た て

図。飲中八仙図は古くから画題とし

て好まれた。 

☆〈跋
ば つ

〉（太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※程
て い

赤城
せきじょう

注 1・湖
こ

趙
ちょう

新
し ん

（医師）が 裃
かみしも

姿で正座する大田
お お た

南畝
な ん ぽ

の前で、扇の地紙に自らの名と

大田
お お た

南畝
な ん ぼ

の名を記して書する図。図の上には「寄南楼香保留
な ん ろ う か ほ る に よ す

注 2」として「飲中
いんちゅう

莫 数
かぞえるなかれ
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八人客
はちにんのきゃく

 日本
に ほ ん の

酔
す い

翁
お う

高四方
しほうにたかし

 請見
こ い み よ

元朝
がんちょう

三酌後
さんしゃくののち

 眼花
が ん か

落井
いにおとす

屠蘇襄
と そ を は ら う

」七言絶句が記され、「於崎

陽かほる写」とある。 

注 1）程
て い

赤城
せきじょう

：中国明
み ん

の船主・医師・文人。長年にわたり長崎に来航。日本語に堪能で日 

本の酒と料理を好んだという。 

注 2）南楼
な ん ろ う

香
か

保留
ほ る

：大田
お お た

南畝
な ん ぽ

の別号。 

☆〈焦遂
しょうつい

〉御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女が提灯を下に下げ、酔った様子で桟橋の上を歩いている図。 

☆〈汝陽
じ ょ よ う

〉屏風に着物がかけられている部屋で、箱車
はこぐるま

に肘をかけ何かを見やる女の図。 

☆〈宗之
そ う し

〉凧を左手を翳して見上げる垂髪
す い は つ

の女の図。 

☆〈蘓
そ

晋
し ん

〉棚に福助人形とウラジロが飾られている部屋で杯を手にしている角隠
つ の か く

しの女の

図。 

☆〈知
ち

章
しょう

〉神棚に鏡餅とウラジロが飾られた部屋で、机の上の本を読む女の図。 

●摺物「千代紙
ち よ が み

を貼
は

る二
に

美
びじん

人」（この頃か。着色。九々蜃北斎画。20.3×27.3 太田記念

美術館蔵） 

※千代紙
ち よ が み

を鋏で切って、壁紙に貼っている二人の婦人。床の間には花木を生けた花瓶があ

る。襖
ふすま

には富士の絵の脇に「九々蜃
く く し ん

北斎画」の文字が書き込まれている。図右上部と左半

分に浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

他の狂歌が記される。 

●摺物「山吹
や ま ぶ き

に桜
さくら

」（「桜
ざくら

に山吹図
や ま ぶ き ず

」とも。4 月。横長判着色一枚。九々蜃北斎画。21.4

×57.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※ゆったり流れる水面の上で、桜と黄色の山吹の花が垂れるように咲いている。長唄の二

代目杵屋
き ね や

弥
や

十郎
じゅうろう

(享和 3 年 4 月 1 日没)の三回忌追善のために配られたものとみられる。図

左に、錦為他、17名の句が列記される。 

●摺物「神田
か ん だ

明神
みょうじん

休茶屋
や す み じ ゃ や

」（横長判着色。九々蜃北斎画。19.1×56.9 すみだ北斎美術

館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※神田明神の赤い鳥居から階段を上がった所にある休み茶屋で花見をする女性たちや子ど

も。茶屋の下には神田川が流れる。鳥居をくぐり石段を上ってきた男たちの頭だけが見え

る。図右の狛犬
こ ま い ぬ

には子どもが乗って、亀を紐で引いている幼い子を見下ろしている。図左

には遠くに富士山が描かれる。 

神田明神休茶屋（すみだ北斎美術館） 
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●摺物「角隠
つ の か く

しの女性
じ ょ せ い

たち 番組」（「女
おんな

行列
ぎょうれつ

」とも。紙本着色。大奉書判。九々蜃
く く し ん

北斎

画。38.2×51.0 北斎館蔵） 

※荷物を持つ二人の女

性を先頭に、揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠し）を被ったお

びただしい数の女性

が、土手のある田舎道

を行列している。図の

右には松のある小山か

ら滝が流れ落ち、麓に

は桜が咲いている。           角隠しの女性たち 番組（北斎館） 

図の上に、「番組
ば ん ぐ み

」「四十八手
し じ ゅ う は っ て

恋所
こいのしょ

訳
わ け

」「蝶鵆
ちょうちどり

春
はるの

姿見
す が た み

」「女鳴
おんななる

神
か み

瀬川
せ が わ

帽子
ぼ う し

」 「思ひの

はぐるま」「妹背
い も せ

の柱
はしら

建
だ て

」の富本
と み も と

節
ぶ し

の演目が横に併記され、図の中段と下段に記された文

字から、富本豊初一門の深川芸者によるお浚
さ ら

い会の案内であることが分かる。文字の部分

と絵の摺の具合が違うことから、それぞれ別版と推測されている。 

●摺物「菅原
す が わ ら

の上
う え

」（紙本着色一幅。九々蜃
く く し ん

北斎画。14.2×18.9 すみだ北斎美術館蔵） 

※牛車
ぎ っ し ゃ

の両横に立つ烏帽子を被った二人の官女。一人は梅の小枝を持っている。慈列亭
じ れ つ て い

の

狂歌が記される。 

●摺物「不動詣
ふ ど う も う で

」（紙本着色。九々蜃
く く し ん

北斎画。19.5×52.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※横長の摺物。「不動明王」と書かれた提灯が下がる入り口を出入りする人々。「河原崎
か わ ら ざ き

座」と書かれた小さな幟
のぼり

が下がっている入り口の前では、水売りが桶から柄杓
ひ し ゃ く

で水を掬い、

客に差し出している。図の右では、盆栽を置いた前で煙管を銜
く わ

えながら売っている男がい

る。 

●摺物「生花図
せ い か ず

」（この頃か。紙本横長判。摺物。東京国立博物館蔵） 

※書物を積んだ台のある部屋で、角型の盆栽の前で、花瓶に梅の小枝を生ける女。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

等の狂歌が添えられる。 

●摺物「生花図
せ い か ず

」（この頃か。中判。紙本着色。東京国立博物館蔵） 

※前記横長判摺物の「生花図」とは別作。福寿草
ふ く じ ゅ そ う

が生けてある丸い盆栽を囲んで、横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁が、床の間の花瓶に梅の小枝を生けながら盆栽の方を見ている。中に禿
かむろ

、左に年

増がいる。（「丑
う し

九月」とあり、東都
と う と

里
り

松
しょう

庵一
あ ん い ち

寿
じ ゅ

（生け花作家）の門人三名の名披露に作

られたものと『年譜』で説明しているが、横長判のものか、本図なのか不明） 

●摺物「金魚
き ん ぎ ょ

すくいの母子図
ぼ し ず

」（この頃か。紙本着色。北斎画。18.9×51.2。すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館蔵） 

※生簀
い け す

の金魚を網ですくい取ろうとしている年増。縁台に立膝で座り、団扇を持ってその

様子を見ている女。水を張った盥
たらい

を持って年増の方へ行こうとしている男の子が描かれる。 

●摺物「鐘衝堂
か ね つ き ど う

の図
ず

」（11月。画狂人北斎画） 
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※錦賀（市川
い ち か わ

染五郎
そ め ご ろ う

改
あらため

松本
ま つ も と

武
た け

十郎
じゅうろう

）の、市村座顔見世での襲名披露に配布。「乙
きのと

丑
う し

霜月
し も つ き

」

とある（『年譜』による）。 

 

文化
ぶ ん か

3（1806）丙
ひのえ

寅
と ら

 47 歳 画狂
が き ょ う

人
じ ん

北斎
ほ く さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

主人
し ゅ じ ん

、東陽画
と う よ う が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、

北斎
ほ く さ い

、かつしか北斎
ほ く さ い

、□印之
の

、印
い ん

、画
が

狂人
きょうじん

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

：こと(36 歳)、（富之
と み の

助
す け

：20 歳）、

阿
お

美
み

与
よ

（18歳）、阿
お

鉄
て つ

（16歳）、阿
お

栄
え い

（9歳） 

◇3月 4日、芝
し ば

車
くるま

町
ちょう

の明店
あ け だ な

より出火（車
くるま

町
ちょう

火事・丙
ひのえ

寅
と ら

の大火）。死者1200人といわれる。 

◇琉球使節来朝（尚灝
しょうこう

王即位の謝恩使
し ゃ お ん し

）。 

◇3月 15日、長野小布施
お ぶ せ

の高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

生（～1883）。 

◇9月 20日、喜多川歌麿
き た が わ う た ま ろ

没（生年 1753か。54）。文化 2年（1805）没（53）説あり。 

◇10 月 29 日、五代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

没（66）。屋号・成田屋
な り た や

。俳名：梅
ば い

童
ど う

、男女
お な

川
か わ

、白
は く

猿
え ん

、

三升
さんしょう

。定紋
じょうもん

：三升
み ま す

。 

◇ポルトガル使節団、江戸参府。 

◇十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

、鈴木
す ず き

牧山
ぼ く ざ ん

と上州
じょうしゅう

草津
く さ つ

、越後
え ち ご

を旅する。 

○曲亭馬琴
きょうくていばきん

、読本『墨田川梅柳新書
す み だ が わ ば い り ゅ う し ん し ょ

』。 

【合巻注時代に入る】 

注）合巻
ご う か ん

：江戸時代後期に行われた草双紙
く さ ぞ う し

の一種。黄表紙が寛政の改革以後，風刺や諧謔

を失い，かたき討ち物に転じると，筋書が複雑化して冊数が増し，3～6 冊を 1 部に合冊し

て売ることになり，これを合巻と称した。形のうえでは式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

作『 雷
いかずち

太郎
た ろ う

強
ご う

悪
あ く

物語
ものがたり

』 

(1806) が前編 5 冊，後編 5 冊の合巻として出たのを初めとする（『ブリタニカ国際大百科

事典』より）。 

○式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『雷太郎強悪物語
い か づ ち た ろ う ご う あ く も の が た り

』(初代歌川豊国
う た が わ と よ く に

画。合巻の初め)。 

○山東京伝、『昔話
むかしばなし

稲妻
い な ず ま

表紙
ひ ょ う し

』。 

○3 月頃、「唐土名勝図会
も ろ こ し め い し ょ う ず え

」（岡田玉山
お か だ ぎ ょ く ざ ん

、熊
く ま

岳
た け

文
ぶ ん

暉
き

、大原東野民声
お お は ら と う の み ん せ い

画。名古屋・玉
ぎょっ

華堂
か ど う

版） 

 

★この頃より浮絵を離れ遠近法に関心を持つ。 

【馬琴宅に寄宿中、母の年忌の香典で馬琴と争う】 

★春から夏にかけ 3か月から 4か月曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

宅に寄宿する(飯田
い い だ

町
ま ち

中坂下
な か さ か し た

。現東京都千代田

区九段
く だ ん

北
き た

1-14-21 世継
よ つ ぎ

稲荷
い な り

〈筑土
つ く ど

神社〉下）する。読本『苅
か る

萱後伝
か や ご で ん

玉
た ま

櫛笥
く し げ

』（曲亭馬琴

作。北斎画。翌年正月出版予定）の馬
ば

琴
き ん

序文に「丙
ひのえ

寅
と ら

年
のとし

画工北斎、わが著作堂
ち ょ さ く ど う

に遊ぶこと、

春より夏のはじめに至
いたり

て三四箇月
さ ん し か げ つ

」とある。 

★北斎の母の年忌に当たり、馬琴が北斎に香典を与えたところ、北斎はその香典の包み紙

で鼻をかんで投げ出したので、馬琴が怒ったところ、親の香典を腹のたしにして長生きす

るのが本当の親孝行だと言い放ったという。 

https://kotobank.jp/word/%E9%BB%84%E8%A1%A8%E7%B4%99-51446#E3.83.96.E3.83.AA.E3.82.BF.E3.83.8B.E3.82.AB.E5.9B.BD.E9.9A.9B.E5.A4.A7.E7.99.BE.E7.A7.91.E4.BA.8B.E5.85.B8.20.E5.B0.8F.E9.A0.85.E7.9B.AE.E4.BA.8B.E5.85.B8
https://kotobank.jp/word/%E5%90%88%E5%86%8A-464280
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「嘗
か つ

て北斎が母の年
ね ん

回
か い

注 1に、馬琴其
そ

の困窮を察し、香奠
こ う で ん

許干金
そ こ ば く き ん

を紙に包みて与へたり。其
そ

の夕、北斎帰り来
き た

りて、談笑の間、袂
たもと

より紙を出し、鼻をかみて投げ出しけるを、馬琴見

て大に 憤
いきどお

りて曰
い わ

く、これはこれ今朝与へし、香奠
こ う で ん

包の紙にあらずや、此
こ

の中にありし金
き ん

円
え ん

は、かならず仏事に供せずして、他に消費せしならん。不孝の奴めと罵
ののし

りければ、北斎

笑
わらい

て曰
い わ

く、『君の言
げ ん

のごとく、賜
た ま

ふ所の金は、我これを口中
こうちゅう

にせり。かの精進
しょうじん

物
も の

を仏前に

供し、僧侶を雇ひ、読経せしむるが如きは、これ世俗の虚礼なり。しかず父母の遺体、即

ち我が一身を養はんには。一身を養ひ、百歳の寿
じ ゅ

を有
た も

つは、是
こ

れ父母に孝なるにあらずや』

と。馬琴默
も く

然
ぜ ん

たりしと。加藤氏の話注 2」（飯島虚心『葛飾北斎伝』ｐ100 ルビは筆者に

よる） 

注 1）母の年回：母は小林
こ ば や し

平八郎
へ い は ち ろ う

の孫娘か、詳細不明。また、没後何回忌かも不詳。 

注 2）加藤氏：脚注で、この人物不明としている。 

 この記事に続けて、飯島虚心は「これ親密なる朋友間の一時の戯言
ざ れ ご と

にして、交情の厚き

は却
かえっ

て、この一条にて知らるゝなり」（p100）と述べている。 

【木更津に逗留】 

★6 月頃、上総
か ず さ の

国
く に

木更津
き さ ら づ

の畳
たたみ

が池
い け

(現千葉県木更津市
き さ ら づ し

朝日
あ さ ひ

3 丁目辺)の名主水野
み ず の

清
せ い

兵衛
べ え

宅に

逗留
とうりゅう

する。 

また、当地の日枝
ひ え

神社に１ｍを越える大絵馬「富士
ふ じ

の巻
ま き

狩図
か り ず

」を奉納(画狂老人北斎旅

中画。印之印印。139.3×180.4 千葉県立上総博物館蔵）した。 

※永田生慈が次のエピソードを紹介している。 

水野
み ず の

清
せ い

右
え

衛門
も ん

は、ある日、村の日枝
ひ え

神社に通りかかると、乞食のような男が境内の芝生

に座り何か絵を画いているので、覗いてみると見事な富士山を描いていた。清
せ い

右
え

衛門
も ん

はこ

の神社に絵馬を奉納したいと考えていたので、この男を自宅に招き、絵を依頼したところ、

「唐
か ら

仙人
せ ん に ん

の楽遊
が く ゆ う

」（九尺 2 枚の襖絵
ふ す ま え

）などを描いたという（それらの作品は、明治時代に

清
せ い

右
え

衛門
も ん

の子が、数十銭で屑屋に売却したという）。さらに 6 月には日枝
ひ え

神社に大絵馬を

奉納したという（『北斎美術館２ 風景画』所収、「逸話にみる北斎の人間像」ｐ154）。 

【行元寺の波に感銘を受ける】 

また、行元寺
ぎ ょ う が ん じ

（現千葉県いすみ市荻原
お ぎ わ ら

2136）を訪れ、制作中の武志伊
た け し い

八郎
は ち ろ う

注（通

称：波
な み

の伊八
い は ち

）の欄間
ら ん ま

「波」を見て感銘を受

けたという。 

注）：武志伊
た け し い

八郎
は ち ろ う

：宝暦元年(1751)～文政 7

年(1824)。現在の鴨川
か も が わ

市に生まれる。 

行元寺の欄間「波」（いすみ市観光ポータルサイトより） 

【人体の骨格をしらざれば真を得ること能はず】 

この頃の北斎の様子を『葛飾北斎伝』では、次のように記す。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwixrNvCwMnWAhXCu7wKHdZvA6UQjRwIBw&url=https://blogs.yahoo.co.jp/yossy19760601/33931035.html&psig=AFQjCNF8JbYzUwMW3NsyTE4V1NZVkyGNtg&ust=1506743885279838


298 

 

「翁老年に至りても、勉強刻苦、画法を研究して、これ日も足らざるが如し。田辺氏の話

に、予が父石菴
せ き あ ん

脚注 1 は、翁と交はりしが、翁のことにつき、最も感服すべきは、翁が画道

に熱心なること、是
こ れ

なり。翁人物を画
え が

くに、人体の骨格を、しらざれば、真を得ること能
あ た

はずとて、接骨家
せ っ こ つ か

名倉
な ぐ ら

弥
や

次
じ

兵衛
へ え

脚注 2 の門に入り、接骨の術を学び、筋骨の究理をなし、し

かして始めて人物を画
え が

くの真法を得たりと。翁が画法に、注意すること、 概
おおむね

此
こ

の類
たぐい

なり。

関根氏曰
い わ

く、翁、板下
は ん し た

を画
え が

くに、一筆
い っ ぴ つ

一画
い ち が

といへども、謹々
き ん き ん

として 苟
いやしくも

せざるなり。かな

らず精細に下図
し た ず

をつけて、然
し か

る後に画
え が

きたり。もし少しく意に適
か な

はざる所あれば、何回に

てもかき直したり。故に他の画工と異なり、画料甚
はなは

だ貴
た か

し。これ、意匠と時間とを費すこ

と多ければなり。一説に、翁壮年の頃は、俳優の似顔画
に が お え

、および猥褻
わ い せ つ

なる男女の画
え

なども

かきたりしが、中年画法を一変し、 志
こころざし

を立て、北斎と号してより、天地間の物、何にて

も画
え が

かざることなけれども、唯俳優の似顔絵および猥褻
わ い せ つ

の画は、決して画
え が

かざりしと」

（ｐ215～216 ルビは筆者）。 

脚注 1）石菴
せ き あ ん

：田辺石菴
た な べ せ き あ ん

は徳川中期の儒者。天明元～安政三年(1781－1856)、七六歳。名

は誨
か い

輔
す け

、字は季
す え

徳
の り

、通称新二郎
し ん じ ろ う

。 

脚注 2)名倉
な ぐ ら

弥
や

次
じ

兵衛
へ い え い

：徳川中期の接骨医。寛延三～文政一〇（1750－1827）。名は直賢。

素朴と号す。柔術に長じ子弟に教授する傍ら、武備心流整骨を研究、明和年中に接骨医を

開業。 

 

【読本に傾注し始め、落款の北斎に葛飾を冠し始める】 

※享和 4年（1804）より関わり始めた読本の挿絵に、この年よりさらに傾注する。 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』初編
し ょ へ ん

初帙
し ょ ち つ

（半紙本六冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。印画狂人。一

巻見返しには、葛飾北斎主人画とある。馬琴の序文は前年 9 月の稿。江戸麹
こうじ

町
ま ち

角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

注（衆星閣
しゅうせいかく

）/前川
ま え か わ

弥
や

兵衛
へ え

（盛
せ い

文堂
ぶ ん ど う

）版。後摺版は、 英
はなぶさ

平
へ い

吉
き ち

/河内屋茂
か わ ち や も

兵衛
へ え

（大坂心
し ん

斎
さ い

橋
ば し

）

版。22.4×15.4 早稲田大学図書館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/オ

ランダ国立民族学博物館蔵）。 

注）角丸屋甚助：江戸書肆。衆星閣
しゅうせいかく

。 

※初編後帙
こ う ち つ

は、文化 4 年 1 月に刊行。各編は前帙
ぜ ん ち つ

（10 巻）と後帙
こ う ち つ

（10 巻）に分かれ、全 9

編 90巻という膨大な読本である。初編十巻十冊は曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

訳。二編以降、版元角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

と馬琴の間で訴訟沙汰があり、馬琴が降り高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

〈1762～1838〉の翻訳となる。北斎は

初編から九編まで挿絵を担当した。 

以下二編～六編は文政 12年（1829）～天保 9年（1831）に刊行されたとされる（詳細不

明）。初編の奥付には文化二年九月とある (飯島虚心『葛飾北斎伝』及び脚注 ｐ99、ｐ

287)ことから一般的には文化 2年からの刊行とされているが、見返しに「丙
ひのえ

寅
と ら

発兌
は つ だ

」(文化

3 年刊行)とあるので、実際の刊行は文化 3年と思われる。 

【馬琴、北斎の挿絵が気に入らず、二編以降は高井鴻山の翻訳】 
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※北斎の挿絵が気に入らず、馬
ば

琴
き ん

は「北斎が挿絵をなさば、予は後篇を翻訳せずといひ、

北斎は馬琴が翻訳をなさば予は挿画をかゝずといひ」版元が困って江戸の書肆
し ょ し

が集まり評

議の結果、「当時馬琴の作、北斎の画
え

、並び行はれて、何
い ず

れも優劣なしといへども、此の

書既
す で

に絵本といへる題号あれば、画工の意に従ふべしといへるに決したり」（『葛飾北斎

伝』ｐ88）ということであった。 

翻訳を高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

にさせたが「北斎後編(文政 12 年、英
はなぶさ

平
へ い

吉
き ち

版)を閲
け み

し、嘆じて曰く、馬

琴が翻訳に及ばざること遠しと」という（『葛飾北斎伝』ｐ82～83）。 

※飯島虚心は自身の感想も付け加えている。 

「細
こまか

に『水滸伝
す い こ で ん

』の挿絵
さ し え

を閲
け み

するに､中
な か

に人物
じ ん ぶ つ

の衣服
い ふ く

、室内
し つ な い

の装飾
そうしょく

、日本
に ほ ん

にあらず、支那
し な

にあらず、一種
い っ し ゅ

の風
ふ う

を画
え が

き、又
ま た

其
そ の

の挙動
き ょ ど う

は、酒宴
し ゅ え ん

の席
せ き

に卓子
た く し

(筆者注；テーブル)をおき、

数人
す う に ん

の客
きゃく

、椅子
い す

により、しかして芸妓
げ い ぎ

は、地板
じ い た

に列座
れ つ ざ

し、蛇味
じ ゃ み

線
せ ん

(補注：「蛇皮線
じ ゃ び せ ん

」のこ

と)を弾
ひ

くなど、其
そ

の図
ず

実
じ つ

に和漢
わ か ん

錯雑
さ く ざ つ

、抱腹
ほ う ふ く

に堪
た え

へざるもの、往々
お う お う

これあり。北斎
ほ く さ い

翁
お う

此
こ

の

図
ず

をもて、自
みずか

ら足
た

れりとするか。挿絵中
さ し え ち ゅ う

に、酔中
すいちゅう

筆
ひ つ

と記
き

さんを欲
ほ っ

するなり。馬
ば

琴
き ん

の痛論
つ う ろ ん

、

措
お

かざるも又
ま た

宜
う べ

ならずや。嗚呼
あ あ

『画伝
が で ん

』九編
きゅうへん

は、蓋
け だ

し北斎
ほ く さ い

一世
い っ せ い

の失策
し っ さ く

なるべし」（句読

点・ルビは筆者による。『葛飾北斎伝』ｐ85） 

●狂歌絵本『耳目集
じ も く し ゅ う

』（一冊。口絵に北斎の絵。北斎画：扉の落款。浅草庵市人
あ さ く さ あ ん い ち ひ と

撰。

壺側社中
つ ぼ が わ し ゃ ち ゅ う

版 「浮世絵文献資料館：絵入り狂歌本年表」及び『年譜』で紹介する『狂歌書

目集成』より） 

【北斎の勧めで馬琴の執筆】 

●読本『石堂
い し ど う

丸刈萱
ま る か る か や

物語
ものがたり

』（五巻五冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画 東洋文庫：岩崎文庫/

広島大学図書館/早稲田大学図書館/国文学研究資料館蔵） 

※後編は文化 4 年正月に『刈萱後伝
か る か や ご で ん

玉
た ま

櫛笥
く し げ

』（葛飾北斎筆）として刊行される。説経
せっきょう

節
ぶ し

注

「苅萱
か る か や

」では、高野山
こ う や さ ん

で出家した苅萱
か る か や

を追って来た妻は山中で病死、苅萱は子の石堂
い し ど う

丸
ま る

に

も父と名乗らず突き放して善光寺に向かったという展開。 

注）説経
せっきょう

節
ぶ し

：仏教の内容を分かりやすく、節をつけて語ったもの。 

※馬琴の自序によれば、この本は北斎の勧めで書かれたという。 

馬琴自序「丙
へ い

寅
いんの

年
と し

（文化 3 年）畫工
が こ う

北齋子
ほ く さ い し

。わが

著作堂
ち ょ さ ど う

に遊
あ そ

ぶこと。春
は る

より夏
な つ

のはじめに至
いたり

て

三四箇月
さ ん し か つ き

。一日
い ち に ち

（筆者注：ある日）余
よ

に謂
い い

て曰
いわく

。

甞
かつて

聞
き く

苅
か る

萱記
か や き

は。五
ご

説経
せっきょう

の一
い つ

にして。今
い ま

なほ人口
じ ん こ う

に

膾炙
か い し ゃ

す。（略）主
し ゅ

翁
お う

設
も し

彼
か の

後傳
ご で ん

を作
つ く

らば。かならず

閲者
み る も の

の快事
か い じ

ならんといふ（略）」（読点・ルビは原

文のまま。但し、ルビの読みは現代仮名遣いとし

た）。     『石堂丸刈萱物語』（国文学研究資料館） 



300 

 

●読本『絵本
え ほ ん

璧
たまの

落穂
お ち ぼ

』前編（角書
つ の が き

「春宵奇譚
しゅんしょうきたん

」。1 月。前編五冊墨摺。小枝
さ え だ

繁
しげる

作。葛飾北

斎画。一巻見返しに画狂人葛飾北斎画。印画狂人。角
か ど

丸
ま る

屋
や

甚
じ ん

助
す け

版。すみだ北斎美術館/広

島大学図書館蔵）。下記『新田
に っ た

義
よ し

統
も と

功臣録
こ う し ん ろ く

』と同本。後編は文化 5年（1808）刊。 

●読本『新田
に っ た

義
よ し

統
も と

功臣録
こ う し ん ろ く

』前篇五巻、（『新田
に っ た

功臣録
こ う し ん ろ く

』とも。角書
つ の が き

「知神霊
ち し ん れ い

」。小枝繁
さ え だ し げ る

作。

葛飾北斎画。角
か ど

丸
ま る

屋
や

甚
じ ん

助
す け

（衆星閣
し ゅ う せ い か く

）版。早稲田大学

図書館/関西大学図書館蔵） 

※『絵本
え ほ ん

璧
たまの

落穂
お ち ぼ

』改題本。後編は文化 5年（1898）

刊。読本における独自の細密描写と薄墨の巧みな表

現が見られる。天保 12 年（1841）には『箭
や

口
ぐ ち

神霊
し ん れ い

感得
か ん と く

奇聞
き ぶ ん

新田
に っ た

義
よ し

統
も と

功臣録
こ う し ん ろ く

』
」

として改題後摺される

(小枝
さ え だ

繁
しげる

作。葛飾北斎画。岡
お か

田茂
だ も

兵衛
へ え

・河内屋孫
か わ ち や ま ご

三郎
さ ぶ ろ う

版）          『新田義統功臣録』前篇「義興の霊江戸兄弟を亡す」（早稲田大学図書館） 

●読本『絵本
え ほ ん

西遊
さ い ゆ う

全伝
ぜ ん で ん

』（『絵本
え ほ ん

西遊記
さ い ゆ う き

』『通俗
つ う ぞ く

西遊記
さ い ゆ う き

』『繍像
しゅうぞう

真
し ん

詮
せ ん

三蔵
さ ん ぞ う

西遊
さ い ゆ う

全伝
ぜ ん で ん

』とも。

四編四十冊。岳
が く

亭
て い

定岡
さ だ お か

(岳亭山人
が く て い さ ん じ ん

)訳。岡田群
お か だ ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

（岡
お か

田屋
だ や

茂
も

兵衛
へ え

）版。早稲田大学図書館

/国立国会図書館〈後摺〉/上田市立図書館〈後摺〉蔵）。二編：文化 3 年刊、三編：天保

4 年（1833）刊、四編：天保 6年（1835）刊。 

※北斎は三編・四編に描く（北斎戴斗画）。 

●絵手本『遠州流挿花百瓶図式
え ん し ゅ う り ゅ う そ う か ひ ゃ く へ い ず し き

』（「遠州流挿花百瓶之図
え ん し ゅ う り ゅ う そ う か ひ ゃ く へ い の ず

」「挿花百
そ う か ひ ゃ く

瓶
へ い

図式
ず し き

」とも。墨摺

二冊。文化 2 年の序文と跋文があるが、刊行は奥付に文化 3 年正月とある。一冊。

如月庵馬丈
き さ ら ぎ あ ん ば じ ょ う

著。菱川宗理画。野
の

田
だ

七
し ち

兵
べ

衛
え

・小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

版。高知県立図書館/早稲田大学図

書館蔵）。 

※宗理を用いた時期に菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

の号はないとの説あり。あるいは俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

か。いずれにし

ても宗理号は寛政 10年(1798)に門人宗二
そ う じ

に譲っているので、考証が必要。 

※遠州流は、小堀
こ ぼ り

遠州
えんしゅう

を祖とし、その美意識を花道に継承したもの。寛政期に初世

貞松斎一馬
て い し ょ う さ い い ち ば

（明和元年または 6年～天保 9年〈1764又または 1767～1838〉により正風
しょうふう

遠州

流として完成したといわれる。武家や公家のみならず、江戸庶民にも受け入れられた。盆

や花瓶に生けた花や枝などの図案集。文化 2 年記の立川談洲楼焉
たてかわだんしゅうろうえん

馬
ば

の序文と式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の跋
ば つ

文
ぶ ん

がある。各地の遠州流
えんしゅうりゅう

門人の号が各図に記されている（早稲田大学図書館蔵に画号はな

い）。 

●錦絵『仮名
か な

手本
て ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（4 月。初段～十一段段目までの 11 枚揃シリーズ。横大判錦絵

揃物。11枚揃。無款。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版） 

※この忠臣蔵以前にも『新板
し ん ば ん

浮
う き

絵
え

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（寛政 10 年。可候画）がある。後に版木が

和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

に移り、後摺もされた。 

※『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』は、浄瑠璃芝居として寛延元年（1748）が初演。 

☆〈初段〉（25.7×37.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/ﾊﾞｳｱｰ・ｺﾚｸｼｮﾝ/太

田記念美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「鶴岡
つるがおか

八幡宮社頭
は ち ま ん ぐ う し ゃ と う

の場
ば

」。海辺の神社境内で恋文を、塩冶
え ん や

判官
は ん が ん

（浅野内
あ さ の な い

匠
たくみの

守
か み

）の妻顔
か お

世
よ

に差し出して言い寄る高師直
こうのもろのう

。海の向こうに富士が描かれる。図中右下に「寅
と ら

四」の
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改印
あらためいん

がある。 

☆〈二段〉（25.5×37.9 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾊﾞｳｱｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/

国立国会図書館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「建長寺
け ん ち ょ う じ

 書院
し ょ い ん

の場
ば

」。加古川
か こ が わ

本蔵
ほ ん ぞ う

が松の枝を切り落とし、仇討ちの誠意を見せる「松

切り」の場面。 

☆〈三段目〉（25.2×37.4 太田記念美術館/東京国立博物館/ハーバード大学ｻｯｸﾗｰ美術

館/山口県立萩美術館/島根県立美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「足利
あ し か が

城外
じょうがい

の場
ば

」。鷺坂
さ ぎ さ か

伴内
ば ん な い

が手下を率いて勘
か ん

平
ぺ い

を捕らえに現われ、伴内は勘平に斬り

かかるが、首をつかまれ投げ飛ばされた場面。お軽
か る

は伴内の刀をつかみ、手下の首に紐を

かけている。夜明けの月が描かれる。 

☆〈四段目〉（25.7×37.3 太田記念美術館蔵：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「扇
おうぎ

ヶ谷
た に

 塩冶館
え ん や か ん

の場 花
は な

籠
か ご

の段」。顔
か お

世
よ

御前が蟄居中の夫塩治
え ん や

判官を慰めるため、八

重桜を鉢に誂
あつら

えているところに、原郷
は ら ご う

右衛門
え も ん

と斧九
お の く

太夫
だ ゆ う

がやって来る場面。 

☆〈五段目〉（21.4×32.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/ミネアポリス

美術館/山口県立萩美術館/国立国会図書館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※「山崎
や ま ざ き

街道
か い ど う

 鉄砲渡しの場」。斧定九郎
お の さ だ く ろ う

に切られるお軽
か る

の父親与
よ

市
い ち

兵衛
べ え

の傘に「寅
と ら

新板
し ん ぱ ん

（文化 3年の新板）」と書き込みがある。 

☆〈六段目〉（25.9×38.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾊﾞｳｱｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館

/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「与
よ

市
い ち

兵衛
べ え

内 勘
か ん

平
ぺ い

腹切りの場」。大星由良之
お お ぼ し ゆ ら の

助
す け

が祇園の茶屋で遊興しながらも、師直
も ろ の う

の偵察の手紙を読む図。 

☆〈七段目〉（25.7×36.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/ホノルル美術館/

ミネアポリス美術館/ハーバード大学/ボストン美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵） 

※「祇園
ぎ お ん

 一力
い ち り き

茶屋
ち ゃ や

の場」。一力茶屋の由良之
ゆ ら の

助
す け

のもとに呼ばれた遊女お軽
か る

が、秘密の密

書を読んでしまったので、由良之助はお軽を殺そうと企むが、それを知ったお軽の兄寺岡
て ら お か

平
へ い

右
え

衛門
も ん

が、自分がお軽を殺して由良之
ゆ ら の

助
す け

の信を得て仇討ちに加わろうとする。由良之
ゆ ら の

助
す け

は縁の下に隠れていた斧
お の

九
く

太夫
だ ゆ う

を引きずり出し、お軽
か る

の父の仇を取らせようとする場面。 

☆〈八段目〉（25.3×37.1 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ギメ美術館/国立国会図書館/

ホノルル美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※「道行
み ち ゆ き

旅路
た び じ

の嫁入
よ め い り

の場
ば

」。海辺の坂道を下りる旅人と駕篭
か ご

。画面手前に若衆と女の二人

連れ。画面左に三人の町人の旅人と天秤棒を担ぐ物売りの図。桃井家の家老加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

の

妻戸
と

無瀬
な せ

と娘小浪
こ な み

の母子二人が小浪
こ な み

の許嫁
いいなずけ

で由良之
ゆ ら の

助
す け

の息子大星力
お お ぼ し り き

弥
や

のもとに行く「道行

き」の場面。同画題は、寛政 10 年（1798）の『新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』、享和 2 年（1802）の

『画本
え ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』でも先行的に扱っている。 
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☆〈九段目〉（24.7×37.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「山科
や ま し な

閑居
か ん き ょ

の場」。加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

の妻戸
と

無瀬
な せ

は、由良
ゆ ら の

助
す け

の妻お石に娘小浪
こ な み

の力
り き

弥
や

との祝言

を断られた絶望から、母娘ともども自害しようと刀を小浪に振り上げる。そこへ加古川本

蔵が現れたので、お石は恨みのある本蔵を切ろうとするが、逆にお石がやられそうになっ

たので、力弥が出てきて槍で本蔵を突こうとしている。その後ろで力弥の腰に抱きつき、

父本蔵が殺されるのを止めようとするお軽。 

☆〈十段目〉（25.2×37.0 太田記念美術館/ﾊﾞｳｱｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館/国立国会

図書館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「天川屋
あ ま か わ や

義
ぎ

平
へ い

内の場」。堺の廻船
か い せ ん

問屋
ど ん や

天川屋
あ ま か わ や

義
ぎ

平
へ い

が武具を調達し、義士たちに渡す場面。

長持ちの上に乗って見得をきる義平。仰向けになっている子供の足元に、版元の鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

を示す「金」が書かれた板が置かれている。 

☆〈十一段目〉（26.0×38.7 ﾊﾞｳｱｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館/国立国会図書館/ホノル

ル美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「討入 泉水
せ ん す い

の場」。義士たちの師直
も ろ の う

邸に討入りする図。大槌
お お づ ち

で門を叩き、門の屋根に

梯子
は し ご

をかけて侵入しようとしている。 

●狂歌本『風俗狂歌摺物帳
ふうぞくきょうかすりものちょう

』二帙（摺物。1 月。紙本着色。魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、岳亭
が く て い

春
は る

信
の ぶ

、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

、勝川
か つ か わ

春亭
しゅんてい

らの絵とともに画帖仕立てにしたもの。東洋文庫ミュージアム蔵） 

※北斎は、二帙に中国五山
ご さ ん

（霊山とされる五山）になぞらえたものと、想像上の国を描い

たものがある。「五
ご

岳
が く

」とあるので全 5 図と思われるが、3 図が知られる。「寅
と ら

はつ春
は る

」

とある。 

※以下の 3図は、いずれも美人を大首
お お く び

絵
え

風に描いたもの。 

☆〈五
ご

岳
が く

の内
う ち

 南岳
な ん が く

衛山
え い ざ ん

〉（東洋文庫蔵） 

※芸者風の女が、右手に脚付きの膳に化粧瓶を乗せて持ち、左の袖を口元に当てている図。 

☆〈五
ご

岳
が く

の内
う ち

 北岳
ほ く が く

恒山
こ う ざ ん

〉（島根県立美術館蔵） 

※花瓶の前で琴を弾く女の図。 

☆〈五
ご

岳
が く

の内
う ち

 中岳
ちゅうがく

嵩山
す う ざ ん

〉（島根県立美術館蔵） 

※一挺天
いちちょうてん

符
ぷ

掛時計
か け ど け い

（釣り下がっている小錘
こ す い

のある掛け時計）の前で尺八を吹こうとする女

の図。 

☆〈長脚
あ し な が

国
し ま

〉（かつしか北斎画。13.2×18.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ／東洋文庫蔵） 

※座敷の中で、着物の裾
す そ

をはだけ、両足の間にでんでん太鼓を挟み、撥
ば ち

を持って炬燵
こ た つ

の布

団に脚を入れながら赤子をあやしている。もう一人の女は、炬燵
こ た つ

に腰掛けて赤子を抱いて

いる。 

『和漢
わ か ん

三才
さ ん さ い

図絵
ず え

』（正徳 2年：1712。百科事典）からの画材と見られている。 
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長脚国（太田記念美術館） 

☆〈三首
さ ん し ゅ

国
し ま

〉（かつしか北斎画） 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

が座っている部屋の

敷居の側で、大黒と見立てられる頭巾を被

った男が二人、その後に赤い小槌を持った

男がいる。背後にウラジロなどの注連飾
し め か ざ

り

が飾られている。『和漢
わ か ん

三才
さ ん さ い

図絵
ず え

』（正徳 2

年：1712。百科事典）からの画材と見られ

ている。 

☆〈長臂
て な が

国
し ま

〉（かつしか北斎画。太田記念美術館/長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※藤の掛け軸が架かる床の間には珊瑚とウラジロの飾られた部屋で、棒を持って臂
ひ じ

を振り

上げている宗匠らしき男に、盆に乗せた碗を差し出す男。その脇に顎に手をやる女がいる。

床の間の前には横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁もいる。 

●屋台幕図「虎図
と ら ず

」（都留市
つ る し

八朔
は っ さ く

祭
まつり

下町屋台注

後幕図。横長判着色。東陽画狂人北斎筆。印不

明。208.0×588.0） 

注）都留
つ る

市は、栃木県東部の市。八朔
は っ さ く

祭
まつり

は、旧

暦8月1日、生出
お い で

神社（現山梨県都留市
つ る し

四日市場
よ っ か い ち ば

1066）例祭の行事。この頃は二百十日
に ひ ゃ く と お か

前後で、

秋の実りを、台風の被害から免れるように神に

祈った祭。市内の下町
し た ま ち

などいくつかの町から屋

台が繰り出される。現在では毎年 9 月 1 日に行

なわれる。     

都留市八朔祭下町屋台後幕図（都留市HPより） 

北斎は屋台後部を飾る後幕（見送り幕）の下図を描く。「金糸・黒糸のだんだらで縫い

とられ、あしらった緑の竹も影が薄いほど 猛
たけだけし

（ﾏﾏ）い獣王の姿である。虎の爪、牙は

鋲銀
びょうぎん

された真
し ん

鋳
ちゅう

で、爛々
ら ん ら ん

たる両眼はガラスを光らしたものである。『東陽画狂人北斎』の

落款がある」と都留市
つ る し

の説明がある。 

※北斎が山梨県（甲斐
か い の

国
く に

）にいつ行ったのかは不明。あるいは依頼されたものか。「東陽

画狂人北斎」の落款は享和年間の使用と思われるが、「東陽北斎」の落款は寛政後期～文

化初期にも使用されている。 

永田生慈の『年譜』（文化 3年）では、楢崎宗重『北斎論』（ｐ294）の記事を紹介して、

甲州
こうしゅう

都留市
つ る し

谷村
や む ら

の飾
かざり

幕
ま く

絵
え

「龍
りゅう

虎図
こ ず

」（東陽画狂人北斎筆。印不明。現存不明）と「竹林
ち く り ん

猛
も う

虎図
こ ず

」（東陽画狂人北斎画。印不明）は「本年頃制作されるか」とある。「竹林
ち く り ん

猛
も う

虎図
こ ず

」

が上記「虎図」を指すとすれば文化 3年頃の作となる。 
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●錦絵『小判
こ ば ん

 六玉
む た ま

川
が わ

』（11 月。小判錦絵六枚揃物。北斎画。版元未詳。すみだ北斎美術

館蔵） 

※「寅
と ら

十一」の改印
あらためいん

があるという(リチャード・レイン『伝記画集 北斎』の記事を『年

譜』が紹介)。 

☆〈山吹
や ま ぶ き

 大和
や ま と

井出
い で

〉（12.7×18.5） 

※床几
し ょ う ぎ

に座る二人の女。緑の葉の山吹を眺めている。

床几には湯飲みが一つ置かれている。 

山吹 大和井出（すみだ北斎美術館） 

☆〈手作
て づ く り

 武蔵
む さ し

〉（12.7×18.8） 

※二人の女が大きな鉢で布を洗い、男がそれを干して

いる。 

☆〈近江
お う み

 野路
の じ

〉（12.6×18.5） 

※二人の女が紅葉の木の下で眺めている。左の女は右手をかざしている。 

☆〈ちどり 陸奥
む つ

〉（12.7×18.5） 

※千鳥の舞う川辺に立つ二人の女。空には九羽の千

鳥。          ちどり 陸奥（すみだ北斎美術館） 

☆〈とうゐ 摂津
せ っ つ

〉（12.7×18.6） 

※砧を打つ二人の女。側の犬が。女の振り上げた槌
つ ち

を

見上げている。 

☆〈どく 紀
き

の国
く に

かうや〉（12.6×18.0） 

※屋根形の高札のある所に立つ二人の娘。手に羽子板のようなものを持っている。側の小

奴が右手で何かを指し示している。   

どく 紀の国かうや（すみだ北斎美術館） 

●板絵「富士
ふ じ

の巻
ま き

狩図
か り ず

」（6 月。板に彩色。画狂人北

斎旅中画。印之印。139.3×180.4 木更津市日枝神社

蔵） 

※馬
ば

琴
き ん

宅に逗留
とうりゅう

中、木更津の上総
か ず さ

長須賀
な が す が

村を訪れ、そ

この名主の家で描いたといわれる作品。木更津
き さ ら づ

の日枝
ひ え

神社（現千葉県木更津市長
な が

須
す か

賀
が

2444）に奉納した絵馬装のもの。図左上に「文化三丙
ひのえ

寅
と ら

六

月」とある。 

※建久 4 年（1193）、源頼朝
みなもとのよりとも

による富士の裾野
す そ の

での巻狩りの図。仁田四郎
に っ た の し ろ う

が猪に刀を振る

って刺し殺そうとしている。その傍で二人の武士が形相
ぎょうそう

険しく刀を構え、松の木の後ろで

は槍
や り

を構えた武士がいる。背景には裾に雲がたなびく富士山、その手前には巻狩りの陣の

幟
のぼり

等が描かれる。 
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富士の巻狩図（木更津市日枝神社） 

●肉筆画「釣
つ り

狐
ぎつね

図
ず

」（紙本墨絵淡

彩一幅。6 月頃に木更津
き さ ら づ

から江戸

に帰る直前に見送りの人々を待た

せて即席に描かれたもの。画狂人

北斎画。 印亀毛蛇足。 79.5×

27.5） 

●襖絵「唐
か ら

仙人
せ ん に ん

の楽
ら く

遊
あそび

」 

※6 月頃、木更津
き さ ら づ

の逗留先、水野
み ず の

清
せ い

兵衛
べ え

宅の襖に描いたものという

（『年譜』による）。 

●肉筆画「蚊帳
か や

美人図
び じ ん ず

」（着色一

幅。北斎画。印不明） 

※薄緑の蚊帳の中で、虫除けだろうか、細い棒状の先に火をともしてい

る寝巻姿の女。赤い箱枕の引き出しが少し開いている。掻巻
か い ま き

の夜具が敷

かれている。女は眉を剃っているので年増と思われる。膝もとには大き

な団扇が置かれている。      蚊帳美人図（www.pinterest.jp より転載） 

●絵暦「朝妻
あ さ づ ま

舟
ふ ね

の図
ず

」（1月。葛飾北斎画。『年譜』による） 

●摺物「西王母
せ い お う ぼ

」（中判摺物一枚。着色。無款。19.4×27.5 島根県立

美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※西王母
せ い お う ぼ

は、信仰を集めた仙女
せ ん に ょ

。姓は楊
よ う

、名は回
か い

。漢の武
ぶ

帝
て い

が長生
ちょうせい

を願

ったとき、西王母
せ い お う ぼ

が天から降りてきて、長寿の象徴の桃を七個贈ったと

いう伝説に取材。 

羽
は ね

団扇
う ち わ

を持って立つ西王母
せ い お う ぼ

の横で、桃を描いた絵を捧げ持つ女と、絵

の下をしゃがんで支える女の図。「寅
とらの

春
は る

」と制作年が示される文字が

千栄松笠などの狂歌に続いて記されている。 

※西王母
せ い お う ぼ

の絵は他にも「西王母
せ い お う ぼ

」(享和
き ょ う わ

年間。摺物。16.6×7.3)、「西王母
せ い お う ぼ

」（寛政
か ん せ い

6 年頃。

大判錦絵三枚綴。春朗画。37.9×74.9）がある。 

●摺物「煙草
た ば こ

入
い

れに暦図
こ よ み

」（1 月。四つ切判彩色一幅。かつしか北斎画。名古屋市立博物

館蔵） 

※毛皮の煙草入れの下に「文化三丙
ひのえ

寅
と ら

暦」の書き入れがある。浅瀬菴永喜
あ さ せ あ ん え い き

（浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

門

人）の狂歌「梅暦
うめごよみ

開
ひ ら

けばなんとかながきに 安くよめたる山里の春」。 

●摺物「耳
み み

を掻
か

く男女
だ ん じ ょ

」（北斎画）「寅
とらの

春
しゅん

興
きょう

」とある。つくし筆
ふ で

成
な り

の狂歌が記される

(『年譜』による) 

●摺物「梅樹
ば い じ ゅ

の図
ず

」（かつしか北斎画）図中に「文化三丙
ひのえ

寅
と ら

春」とある（『年譜』によ

る）。 

●摺物「唐子
か ら こ

と川
か わ

を渡
わ た

る虎
と ら

」（紙本着色一幅。画狂人北斎画。14.6×19.0 すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

http://www.pinterest.jp/
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※川を渡る母虎は子虎を銜
く わ

え、背中に一頭の子虎を乗せている。向こう岸には渡り終えた

父虎がいる。こちらの岸には二人の唐子が虎の川渡りを見ている。「水
み ず

をおよく
ぐ

虎より先
さ き

へさく梅
う め

の かハ向
む こ

ふまて
で

わたす春風
は る か ぜ

 山
や ま

郷亭
ざ と て い

村
む ら

路
じ

」、「虎の威をからても梅ハものゝふ

の 四方に匂へる春のきよ正 新玉亭
あ ら た ま て い

年波
と し な み

」、「唐竹
か ら た け

にとらをゑかける大凧
お お だ こ

も ひやう〱
ひょう

とふく風
か ぜ

に嘯
うそぶ

く 芝
し ば

の屋
や

山陽
さ ん よ う

」の狂歌が記される。 

●摺物「雛飾り
ひ な か ざ り

」（紙本着色。かつしか北斎画。26.1×38.8 北斎館蔵） 

※庭先に松ノ木のある座敷で、振袖
ふ り そ で

姿の女性たちが桃の節句で雛飾りの準備をしている。

幕の内側の雛壇
ひ な だ ん

には、恵比寿
え び す

と大黒天
だ い こ く て ん

、五人囃
ご に ん ば や し

、菱餅
ひ し も ち

などが飾られている。お神酒
み き

徳利に

紙
し

幣
へ い

を挿したものを黒塗りの三方
さ ん ぽ う

に載せて運ぶ女もいる。 

●摺物「潮干狩
し お ひ が り

」〈花見判〉（着色三枚続き。かつしか北斎画。19.4×52.8 北斎館蔵） 

※桜の咲く海辺の丘で花見をしている五人の女。一人は揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被っている。

茣蓙
ご ざ

を 担 い だ 男

や、扇を振り上げ

ている男、女の子

を肩車している男

たちもいる。海辺

では、舟の浮かぶ

中州で潮干狩りを

している多くの人々が小さく描かれる。       潮干狩：花見判（北斎館） 

●摺物「和藤内
わ と う な い

」（着色。かつしか北斎画｡12.2×17.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※和藤内
わ と う な い

は、近松門
ち か ま つ も ん

左
ざ

衛門
え も ん

作『国性爺合戦
こ く せ ん や が っ せ ん

』の主人公。実在した明国
み ん こ く

の鄭成功
て い せ い こ う

をモデルに

した人物で、中国人を父に、日本人を母に持つ。明国
み ん こ く

が韃靼
だ っ た ん

国
こ く

に責められたとき、父母と

ともに大陸に渡り明国の復興を図
は か

る。千里
せ ん り

ケ
が

竹
た け

で虎を伊勢
い せ

神宮
じ ん ぐ う

の御札
お ふ だ

の威徳
い と く

で従わせる。

母の命を掛けた行動もあり、異母姉の錦
き ん

祥女
しょうじょ

やその夫甘
か ん

輝
き

を味方にして韃靼軍
だ っ た ん ぐ ん

と逆臣

李謟天
り と う て ん

を討
う

つ。図は、和藤内
わ と う な い

と母親と錦
き ん

祥女
しょうじょ

がお互いに顔を向き合う姿を描く。賛に「と

らの年」とある。狂歌「呉竹
く れ た け

の八千代
や ち よ

の春
は る

の遊
あ そ

ひ
び

とて 七人
し ち に ん

ほと
ど

も寄
よ ら

ん虎
と ら

けん 成三楼

手酌
て じ ゃ く

酒盛
さ か も り

」、「千里
せ ん り

有
あ る

藪
や ぶ

もうちこすとらの年
と し

 もろこし迄
ま で

も東風
っ こ ち

の手
て

はし
じ

め 梅月堂梶人」

が記される。 

●摺物「仙人
せ ん に ん

」（紙本着色。18.8×12.6 すみだ北斎美術館蔵） 

※崖の上に立ち、柴木の束を背負って、 鉞
まさかり

を立てて振り返っている男。樵友亭 川瀬音

常の狂歌が記される。 
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文化
ぶ ん か

4（1807）丁
ひのと

卯
う

 48 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、かつしか北斎
ほ く さ い

、 

□印：北斎
ほ く さ い

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、画
が

狂人
きょうじん

：こと(37 歳)、（富之
と み の

助
す け

：21 歳）、阿
お

美
み

与
よ

（19 歳）、阿
お

鉄
て つ

（17歳）、阿
お

栄
え い

（10歳） 

◇4月 25日、ロシア船、樺
か ら

太
ふ と

・択捉
え と ろ ふ

に侵入。 

◇4月 27日、アメリカ船、長崎に来航。 

◇5月 1日、ロシア人、利尻
り し り

島
と う

に侵入し幕府の船を焼く。 

◇8月 19日、深川
ふ か が わ

八幡
は ち ま ん

祭礼の人出で永代
え い た い

橋
ば し

が落ち多数の溺死者が出る。 

◇12月、幕府、ロシア打払い令。 

◇菊川
き く か わ

英山
え い ざ ん

（21歳）、歌
う た

麿
ま ろ

風美人画で登場（ポスト歌麿）。 

◇上方
か み が た

で大判錦画が増加。 

 

★文化 4年～7年にかけ読本挿絵を多作する（153冊に及ぶ）。 

 

●読本『新編水滸画傳
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』初編後帙
こ う ち つ

（1 月。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎画。印北斎。五冊。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（衆星閣
しゅうせいかく

）/前川
ま え か わ

弥
や

兵衛
へ え

（盛
せ い

文堂
ぶ ん ど う

）版。東洋文庫/早稲田大学図書館/島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館蔵）。 

※奥付に「文化四丁
ひのと

卯
う

年春正月吉日」とある。以下、二編以降は高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

翻訳となる。二

編～四編初帙
し ょ ち つ

は文政 11 年(1828)～天保 6 年(1835)刊。四編後帙
ご う ち つ

～六編までは天保
て ん ぽ う

9 年刊

（1838）。 

●読本『敵討
かたきうち

裏
う ら

見
み

葛
くずの

葉
は

』（1 月。五巻五

冊 。 曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作 。 葛 飾 北 斎 画 。

平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

版。奥付に「文化四年

丁卯
ひ の と う

春正月発販」とある。早稲田大学

図書館/立命館大学 ARC蔵） 

『敵討裏見葛葉』五巻最終図（早稲田大学図書館） 

●読本『新累
しんかさね

解脱
げ だ つ

物語
ものがたり

』（1 月。『巷談
こ う だ ん

因果
い ん が

経
きょう

』とも。五巻五冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎画。 印北斎。大坂の

河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

（文金堂）版。下総
しもうさの

国
く に

羽生村
は に ゅ う む ら

にまつわる「累ケ淵
か さ ね が ふ ち

」伝説注をもとにした怪談。

すみだ北斎美術館/神奈川県立歴史博物館蔵） 

注）「累ケ淵
か さ ね が ふ ち

」伝説：累ヶ淵
か さ ね が ふ ち

は、茨城県常
じょう

総市
そ う し

羽生町
は に ゅ う ま ち

の法蔵寺
ほ う ぞ う じ

裏手辺りの鬼怒
き ぬ

川
が わ

沿岸の地

名。江戸時代、この地を舞台とした累（るい、かさね）という女性の怨霊
おんりょう

とその除
じ ょ

霊
れ い

をめ

ぐる物語は広く流布
る ふ

した（ｳｲｷﾍﾟﾃﾞｨｱによる） 

※五巻末尾に北斎画による馬
ば

琴
き ん

像がある。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8C%A8%E5%9F%8E%E7%9C%8C
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『新累解脱物語』五巻末尾（ARC古典籍ポータルデータベースより） 

●読本『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』（ 1 月。角書
つ の が き

「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝
た め と も

外伝
が い で ん

」。前編。（半紙

本六巻六冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎

画。印亀毛蛇足。見開き 22.7×28.5。

平林
ひらばやし

（平林堂）庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

版。馬琴の序は

文化 2 年 11 月の稿。群
ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

（松屋
ま つ や

善
ぜ ん

兵衛
べ え

）の後摺がある）。 

※後編六巻六冊（文化 5年 1月刊）・続

編六巻六冊は文化 6年刊。拾遺五巻五冊

は文化7年刊。残編五巻六冊は文化8年刊。

全二十八巻二十九冊を刊行。国立国会図書

館/すみだ北斎美術館/島根県立美術館:永田

ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

『椿説弓張り月』前編第一巻「源為朝」（島根県立美術

館） 

【馬琴に低姿勢】 

※同本執筆中の馬琴に宛てた手紙が『人間

北斎』（ｐ48 鈴木重三、昭和 38年、緑園書房）に記されている（平成 5年『日本浮世絵

美術館所蔵 大揃北斎』ｐ128で紹介） 

「其
そ の

節
せ つ

、為朝
た め と も

の写本
し ゃ ほ ん

三丁
さんちょう

計
ば か

り持
じ

参
さ ん

被致候間
いたされそうろうあいだ

、是
こ れ

又
ま た

御差図
お さ し ず

可被下候
くだされべくそうろう

。御遠慮等
ご え ん り ょ と う

欠而
け っ し て

無用
む よ う

に

御座候
ご ざ そ う ろ う

」（ルビは筆者） 

前日馬琴が不在であったため置いて来た下絵について、校合
きょうごう

が済んだならば受け取りた

いということ、明朝は書肆
し ょ し

平林堂
へ い り ん ど う

の主人が来るので、その時「為朝之
た め と も の

写本
し ゃ ほ ん

」を三丁分程度

渡すことを述べている。  

●読本『墨
す み

田川
だ が わ

梅
ば い

柳
りゅう

新書
し ん し ょ

』(1月。文化 3年正月の稿。同 7月の校正。墨摺半紙本。六巻六

冊（初編欠）。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎筆。印北斎。鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

（仙
せ ん

鶴堂
か く ど う

）版。22.6×

15.6 早稲田大学図書館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※奥付に「文化四年丁
ひのと

卯
う

春正月発行」とある。 

●読本『そのゝゆき』前編（1 月。『園
そ の

の雪
ゆ き

』とも。角書
つ の が き

「標註
ひょうちゅう

」。半紙本墨摺。五巻五

冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。序文は前年夏の稿。印画狂人。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

〈衆星閣
しゅうせいかく

〉版。

22.6×15.6 すみだ北斎美術館/早稲田大学図書館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※河内屋
か わ う ち や

茂
も

兵衛
へ え

（群
ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

）の後摺がある。 

※出版準備中、角
か ど

丸
ま る

屋と馬琴の間でトラブルがあり注、馬琴は以後角
か ど

丸
ま る

屋と絶交する。後

まもなく本の版木が京都の版元に売り出されるということもあり、後編は翌年春に刊行す

る予告のみで出版されず。挿絵には巨大な蜘蛛
く も

や鯉
こ い

が登場する。 
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注：前年（文化 3 年）夏、馬琴が彫師の米
よ ね

助
す け

の困窮を聞いて、鶴屋
つ る や

喜
き

右衛門
き え も ん

に『墨
す み

田川
だ が わ

梅
ば い

柳
りゅう

新書
し ん し ょ

』の彫りを依頼したことで、米助が前金を貰って引き受けていた角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

の『園
そ の

の雪
ゆ き

』の彫刻が遅滞する事態となり、秋にな

って角
か ど

丸
ま る

屋が町奉行所に訴えたため、馬琴も

米助の彫刻遅滞の原因ありとして召喚・吟味

を受ける。立腹した馬琴は角
か ど

丸屋
ま る や

と縁を切

る。10 月、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、榎本
え の も と

平
へ い

吉
き ち

とともに謝

罪に訪れて『水滸伝
す い こ で ん

』『園
そ の

の雪
ゆ き

』の次編の稿

を要請したが、馬琴は断り続編は杜絶。数年

後、角
か ど

丸
ま る

屋は『園の雪』の板木を京の近江屋
お う み や

治
じ

助
す け

に売り渡す（『曲亭馬琴日記 別巻』

（「馬琴年表」文化 3年条より）。    『そのゝゆき』「第一園部薄雪姫」（早稲田大学図書館） 

●読本『刈萱後傳
か る か や ご で ん

玉
た ま

櫛
く し

笥
げ

』（中本三冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎画。印北斎。榎
え の

本屋
も と や

平
へ い

吉
き ち

（木蘭堂）版。18.9×13.4 国文学研究資料館/東洋文庫：岩崎文庫/広島大学図書館/早

稲田大学図書館蔵） 

※文化 3年（1806）『石
い し

童
ど う

丸刈萱
ま る か る か や

物語
ものがたり

』
」

（鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版）の改題再刊されたもの。 

●読本『遊君操連理餅花
き み が み さ お れ ん り の も ち ば な

』（五冊。曲亭馬琴
き ょ う く て い ば き ん

作。仙
せ ん

鶴堂
か く ど う

（鶴屋喜
つ る や き

衛門
え も ん

）版の表紙に「画狂

人北斎筆」とある。大英博物館蔵） 

※享和 4 年(文化元年：1804)1 月刊読本『小説
しょうせつ

比翼
ひ よ く

文
も ん

』の改題再刊本とされる（高木元著

『江戸読本の研究』第三節「馬琴の中本型読本」） 

●読本『忠孝潮来府志
ち ゅ う こ う い た こ ぶ し

』（談洲楼焉馬
だ ん し ゅ う ろ う え ん ば

作。葛飾北斎画。印亀毛蛇足。衆星閣
しゅうせいかく

・桂
け い

林堂
り ん ど う

合梓

版。早稲田大学図書館蔵） 

●追善狂歌集「市川
い ち か わ

白
は く

猿
え ん

念仏
ね ん ぶ つ

百首
ひゃくしゅ

追善
つ い ぜ ん

数珠
じ ゅ ず の

親玉
お や だ ま

」(1 月。内題に「念佛
ね ん ぶ つ

百首
ひゃくしゅ

市川寺白猿和尚
い ち か わ で ら は く い ん お し ょ う

述 自筆独吟」とある。烏亭焉馬
う て い え ん ば

撰。葛飾北斎写之
これをうつす

。石
い し

渡利
わ た り り

助
す け

版。早稲田大学図書館/愛

知教育大学図書館蔵) 

左：落款  中：「市川白猿念仏百首追善数珠親玉」（早稲田大学図書館）右：北斎の狂歌 

※文化 3 年（1806）10 月

30 日に没した市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

を偲び、各狂歌師が念仏

百首を書き、北斎は、白
は く

猿
え ん

の 「 向嶌隠居之像
む こ う じ ま い ん き ょ の ぞ う

」

（葛飾北斎写之
これをうつす

）一図を

描く。 

菱川宗理（宗二）は、

白
し ろ

猿
え ん

が「助六
す け ろ く

」で傘を振りあげて見栄を切った後ろ向きの姿を描く。他に、

歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

好
こ う

、柳々居辰斎
りゅうりゅうきょしんさい

、北鵞
ほ く が

らも描く。また、「かつ
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しか北斎」号で「念仏
ね ん ぶ つ

の百首をよみて西遊記
さ い ゆ う き

 孫悟空
そ ん ご く う

にもまさる白猿」の歌を詠んでいる。

他に、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

、石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

などの多くの文人も狂歌を寄せている。同書の前半には、白
は く

猿
え ん

が病中に詠んだ「市川寺白猿和尚述
い ち か わ じ は く え ん お し ょ う じ ゅ つ

 自筆
じ ひ つ

独吟
ど く ぎ ん

狂歌
き ょ う か

」の「念仏
ね ん ぶ つ

百首
ひゃくしゅ

」も収める。 

●肉筆画「釜
か ま

に絵馬図
え ま ず

」(絹本淡彩一幅。葛飾北斎画。印亀毛蛇

足。87.0×28.6 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※釜に雌雄の鶏を描いた絵馬が立て掛けてある図。図の上部に

「東都滑稽作者 立川談
た て か わ だ ん

洲楼
しゅうろう

 六十五翁焉
え ん

馬
ば

」の落款のある長文

の賛が記される。 

 談州楼は寛保 3 年（1743）に生まれているので 65 歳は文化 4 年

（1807）となる。但し、文化 4 年～10 年（1813）の作と幅を持た

せた解説もある。           釜に絵馬図（島根県立美術館） 

●肉筆画「東方朔
と う ぼ う さ く

と美人図
び じ ん ず

」（この頃か。文化 3 年～13 年〈1806

～16〉説あり。紙本着色一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。37･1

×37.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）            

※東方朔
と う ぼ う さ く

（前 154 頃～前 93 頃）は前漢
ぜ ん か ん

の人で、武
ぶ

帝
て い

に仕えた学

者。1 つで 3000 年長寿を保つと

いう西王母
せ い お う ぼ

の桃を三個盗み食い

をして命を長らえたという伝説

の人。島田
し ま だ

髷
ま げ

で振袖の娘が東方

朔に酒を注いでいる。東方朔は

額に手を当て朱塗りの杯を差し出している。盆に乗せた

三個の桃も描かれる。       

菅原
すがわらの

長根
な が ね

（芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

）の賛「ミちとせを ミつかさね

たる こゝのつの かすみにつゝむ とほ山
や ま

のまゆ」が

記される。 

東方朔と美人図（島根県立美術館） 

●肉筆画「酔余
す い よ

美人図
び じ ん ず

」（この頃か。絹本着色一幅。裏
う ら

彩色
さ い し き

注の技法を施す。26.5×32.3

葛飾北斎画。印亀毛蛇足。鎌倉国宝館内・氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

注）裏
う ら

彩色
さ い し き

：絵絹
え ぎ ぬ

の裏側からも彩色する技法。 

※酔いに苦しんで三味線箱に伏せる芸妓の図。右

手でこめかみを押さえている。箱の傍らには紅色

の杯。       酔余美人図（氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●錦絵「三国妖
さ ん ご く よ う

狐伝
こ で ん

」（（2 月。大判錦絵二枚

続。北斎画。鶴屋金助
つ る や き ん す け

版。各約 37.8×24.6 東京

国立博物館/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 
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☆「第一斑
だ い い ち は ん

足
そ く

王後
お う ご

てんのだん（段）」 

※天竺（インド）、唐(中国)、本朝(日本)の三国で絶世の美女になりすまし国家滅亡を謀

る九
きゅう

尾
び

の狐の物語。能「殺生
せっしょう

石
い し

」に取材。市村座で高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作『三国
さ ん ご く

妖婦伝
よ う ふ で ん

』(享和 3年～

文化 3年〈1803～06〉にかけて刊行)が

文化 4 年 6 月に歌舞伎上演される。こ

の主題がブームとなる中で直前の 3 月

の刊行と思われる。 

図は、西域インドの耶竭陀
ま が だ

国の王子

班
は ん

足
ぞ く

の婦人となった華
か

陽
よ う

（九尾の狐の

化身）が、正体を現し逃走する場面を

描く。日本の伝説では、玉
た ま

藻前
も の ま え

（鳥羽
と ば

上皇
じょうこう

の寵愛
ちょうあい

を受けた伝説上の姫で、妖
よ う

狐
こ

の化身）の前身とされる。 

三国妖狐伝 第一斑足王後てんのだん（すみだ北斎美術館） 

☆「第二唐土
だ い に と う ど

紂
ちゅう

王館
お う か ん

のだん（段）」 

※妲己が紂王一家に残虐な行為をする場面を描く。 

●錦絵「江戸
え ど

八景
は っ け い

」（中判。8枚。無款） 

※天保初期の「江戸八景」（小判錦絵額装。前北斎為一画。赤松屋
あ か ま つ や

版）とは別図。 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

の暮
ぼ

雪
せ つ

〉 

☆〈佃
つくだ

のあきの月
つ き

〉 

●団扇絵「雨乞
あ ま ご い

小町
こ ま ち

」（この頃か。着色。無款。島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）    

※短冊を手にしている小野小町
お の の こ ま ち

に長柄
な が え

傘
が さ

を差し出して

いる仕丁
じ ち ょ う

たち。小野小町が勅命を受けて雨乞の和歌

「千早
ち は や

ふる神もみまさば立ちさわぎ 天
あ ま

のとがはの

樋口
ひ ぐ ち

あけたまへ」、または「ことは
わ

りや日のもとなれ

ばてりもせめ さりとてはまた天
あ ま

が下とは」を詠んで

雨を降らせたという伝説に基づく。歌舞伎等の七
な な

小町
こ ま ち

のひとつ。         雨乞小町（島根県立美術館） 

【最後の役者絵か】 

●役者絵「瀬川路之
せ が わ み ち の

助
す け

の女房
にょうぼう

こむめ」(左図)と「沢村
さ わ む ら

源之助
げ ん の す け

の梅
う め

のよし兵衛
べ え

」(右図)の二

枚組(3 月。縦大判錦絵。北斎画。版元不詳。各 38.7×25.4 キヨツソーネ美術館/ボスト

ン美術館蔵) 

※文政 7 年（1824）正月に「色紙判五枚揃
し き し ば ん ご ま い そ ろ い

の役者
や く し ゃ

絵
え

」の摺物「（三代目）市川門之
い ち か わ か も ん の

助
す け

と

（七代目）市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

」があるが、本格的な役者絵としては、この作品が最後と見られる。
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※歌舞伎「隅田
す み だ の

春
は る

妓女
げ い し ゃ

容性
か た ぎ

」に登場する侠客梅
う め

の由
よ し

兵衛
べ え

の女房
にょうぼう

小梅
こ う め

に扮した瀬川路之
せ が わ み ち の

助
す け

(後の四世路考
ろ こ う

)を描く。この頃の町家の女の帯は既婚・未婚を問わず年増
と し ま

は前帯、若い娘

は後帯であったらしい。 

※文化 4 年 3 月頃に路之
み ち の

助
す け

と源之助
げ ん の す け

の二

人によって演じられた記録はないことか

ら、依頼されて架空の舞台を絵画化した

ものともいわれる。二人が出演した

市村座
い ち む ら ざ

は3月4日からの「橘 盤 代
とこよのはなばんだい

曽我
そ が

」

の二番目狂言「住
むかし

昔元
むかしもと

吉原
よ し わ ら

」かもしれな

いが、『歌舞伎年表』によれば、源之助
げ ん の す け

は「明石志賀之
あ か し し が の

助
す け

」、路之
み ち の

助
す け

は「芸者こ

ずえ」となっているという（『原色浮世

絵大事典』8巻）。 

左：瀬川路之助の女房こむめ（ボストン美術館） 右：沢村源之助の梅のよし兵衛（ボストン美術館） 

●摺物「子供
こ ど も

遊
あ そ

び図
ず

」(この頃か。大奉書全紙横長判二つ折一枚。着色摺物。葛飾北斎画。

38.5×53.2（全図） 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵) 

※俳人不易菴吾丸の古稀
こ き

祝いに俳諧仲間が祝句を寄せたもの。二つ折りの下部分に天地逆

に俳句を摺り、折り返して読めるようにしたもの。不易菴吾丸、雪中菴
せっちゅうあん

完来
か ん ら い

、神田菴
か ん だ あ ん

小知

など七人の狂歌が記される。       

※家の外で、独楽
こ ま

を空中に回しあげる子ども。鯛の引き車の玩具を引く子ども。地面に

「寿」の字を書く子ども。亀を手にして魚獲りの網を担ぐ子ども。木馬車
も く ば ぐ る ま

（春
は る

駒
こ ま

）に跨
またが

る

子ども。池で笊
ざ る

で魚を掬う二人の子どもたち。 

子供遊び図（島根県立美術館） 

●摺物「神楽面
か ぐ ら め ん

」（1 月。「神楽面
か ぐ ら め ん

の図
ず

」「卯
う

のはつ春
は る

」とも。着色。かつしか北斎画。

13.8×26.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館蔵） 

※神楽面と面を入れる箱が画面いっぱいに描かれる。「旧年
きゅうねん

の雪につけたる面影
お も か げ

も 残り

て笑ふ春は来
き

にけり 愛樹園樽明」、「玉
た ま

琴
こ と

のおりてと裏
う ら

の組
く み

かざり 夫
そ れ

にも通ふ内
う ち

の
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松風
ま つ か ぜ

 茅の屋賎女」、「渾沌
こ ん と ん

の昔を春のうつし画
が

や すめるお内
う ち

 濁
に ご

るお外
そ と

 庭訓舎
て い き ん し ゃ

」な

どの狂歌が添えられる。末尾に「卯
う

のはつ春
は る

」とある。 

 

文化
ぶ ん か

5（1808）戊辰
つちのえたつ

 49 歳 北斎
ほ く さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

主人
し ゅ じ ん

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、かつしか北斎
ほ く さ い

、

画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

□印北斎
ほ く さ い

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

：こと(38 歳)、（富之
と み の

助
す け

：22 歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：

この年嫁すか）（20歳）、（阿
お

鉄
て つ

：この年夭死か。18歳）、阿
お

栄
え い

（11歳） 

◇2月 2日、初代並木五瓶
な み き ご へ い

没（62）。 

◇8 月 15 日、フェートン号事件。オランダ船拿捕のためイギリス海軍のフェートン号がオ

ランダ国旗を掲げて長崎港に入り、出迎えたオランダ人 2 名を連行。長崎警護が手薄であ

ることが露見した。 

◇9月 2日、加藤千蔭
か と う ち か げ

没（74）。 

◇10月、「椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

」が新浄瑠璃となり大坂で上演される。 

◇12月 4日、森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

没（55）。 

◇この年、江戸の貸本屋は 650軒、顧客 10万人といわれる。 

◇この頃、合巻が流行。 

○3月、上田
う え だ

秋
あ き

成
な り

『春雨
は る さ め

物語
ものがたり

』成稿。 

 

【長女嫁ぐ】 

★長女阿
お

美
み

与
よ

、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

注に嫁ぐ（20歳）。文化 10年（1813）頃説あり（中右瑛「北斎九

十年、波瀾万丈の生涯」『北斎 世界を魅了する浮世絵志と弟子たち』所収） 

注）柳川重信
や な が わ し げ の ぶ

：俗名、鈴木重兵衛
す ず き じ ゅ う べ え

。喜多村
き た む ら

信
の ぶ

節
よ

『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

補正
ほ せ い

略
りゃく

』の天保 3年 1月 28日条

によれば、北斎は一旦重信
し げ の ぶ

を養子としたが、後に絶縁する。以後、重信
し げ の ぶ

は独立して版下を

描くも北斎は拒否する。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

が仲介をしてから阿
お

美
み

与
よ

を嫁がせ婿とした。(『葛飾北

斎伝』ｐ307～308) 

【次女没す？】 

★次女阿
お

鉄
て つ

（阿
お

辰
た つ

）没か。阿
お

鉄
て つ

の死亡時期は不明だが、この頃と推定する。『葛飾北斎伝』 

では「次女、名は、 詳
つまびらか

ならず。一説に、阿鉄、画
え

をよくし、他へ嫁
か

せしが、夭死す。一 

説に、幕府の用達
よ う た し

某
なにがし

に嫁
か

せしと」とある（ルビは筆者による）。 

一方で鈴木重三による脚注では、「他
た

ヘ嫁
か

ス。画工
が こ う

ニアラズ。早世
そ う せ い

。御鏡
お か が み

御用
ご よ う

ノ家
い え

ニ嫁
か

ス」と蕙
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

増補の『続浮世絵類考』の記事を紹介している（ｐ308。句読点・ルビは

筆者による）。またリチャード・レイン『伝記画集 北斎』では 20 代で死亡としている

（ｐ97）。 

★5 月 23 日（文化 5 年と推定）、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

宛北斎の書簡朱筆貼紙（川瀬一馬編『曲亭来簡

集』〈月の巻〉所収。「国立国会図書館デジタルコレクション」より） 
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「北斎、はじめは奇劂
き け つ

（版刻）をまなびしが、捨
す

て画
え

（売り絵か）を勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

にまなびて、

画名
が め い

を春
しゅん

朗
ろ う

といへり。後に俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

が名
みょう

氏
じ

を冒
お か

し、又その名氏を弟子にゆづりて北斎に更
あらた

め、又これを弟子にあたへて載斗
た い と

と更
あらた

む。只
た だ

北斎のミ世にあらハれたり。居
き ょ

を転ずると名

ヲかゆるとは、このをとこほどしば〱
し ば

なるハなし。壮年、その叔父御鏡師中嶋
な か じ ま

伊勢
い せ

が養子

になりしが、鏡造
かがみづく

りのわざをせず、この子
こ

をもつて職を嗣
つ が

せしが、そハ先だちて身まかれ

り」⇒安永 2年条参照。 

★同書簡表書「曲亭先生
きょくていせんせい

 机下
き か

 かつしか北斎拝
は い

」 

「尚々
な お な お

、大坂之
お お さ か の

儀
ぎ

注、参上
さんじょう

御面談
ご め ん だ ん

ニて可申上候
もうしあげるべくそうろう

。以上
い じ ょ う

昨日
き の う

は京橋
きょうばし

へ御出之
お い で の

由
よ し

、御空庵へ

下画
し た え

（筆者注：『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』のもの）差上申候
さしあげもうしそうろう

。今日
き ょ う

御
ご

校
きょう

合
ご う

相済候
あいすみそうら

へば、何卒
な に と ぞ

此
こ の

ものへ

被進可被下
すすめられくださるべく

候
そうろう

。当年
と う ね ん

中
じゅうに

出来之
し ゅ つ ら い の

積
つ も

りニ相認
あ い み と

メ可申候
もうすべくそうろう

。明朝
みょうちょう

は平
ひ ら

林
ばやし

主人
し ゅ じ ん

（筆者注：版元

平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

）被参候間
まいられそうろうあいだ

、其節
そ の せ つ

為朝之
た め と も の

写本
し ゃ ほ ん

三
さ ん

丁斗
ちょうばかり

り持
じ

参
さ ん

被致候間
いたされそうろうあいだ

、是
こ れ

又
ま た

御差図
お さ し ず

（筆者注：

馬
ば

琴
き ん

の画稿上
が こ う じ ょ う

の指示
し じ

）可被下
く だ さ る べ く

候
そうろう

。御遠慮
ご え ん り ょ

等
と う

、決而
け っ し て

御無用
ご む よ う

ニ御座候
ご ざ そ う ろ う

。以上
い じ ょ う

 二
に

白
は く

（追伸）。

御家内
ご か な い

様へもよろしく御寄声
ご き せ い

奉 願 上 候
ねがいあげたてまつりそうろう

。以上
い じ ょ う

 五月
ご が つ

廿
にじゅう

三
さ ん

日 曲亭先生 かつしか北斎

拝」（「国立国会図書館デジタル・コレクション」より）。 

注）「大坂之
お お さ か の

儀
ぎ

」：「文化五年十月に、大阪で『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』が興行された時に、それに

関して何らかの打ち合わせに、馬
ば

琴
き ん

のもとに改めて赴くという意だと思われます。その摺

物が残っており、そういった類の打ち合わせと推測されます」（久保田一洋〈WEB「浮世

絵文献資料館」による〉） 

【亀沢町に新居をかまえ、書画会を催す】 

★本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

（現東京都墨田区
す み だ く

亀沢
か め ざ わ

）に新宅を構える。現両国
りょうこく

3 丁目 35･36 番、4 丁目 30

番の狭い地域で、豊後
ぶ ん ご

府内
ふ な い

藩下屋敷
し も や し き

跡辺を本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

と呼ばれていたが、現在の「亀沢
か め ざ わ

」

は、江戸東京博物館前の北斎通り両側 1～4 丁目で、大横川
お お よ こ か わ

親水公園までをいう（Web: 

amebaownd.com「江戸町巡り」による）。北斎誕生地の南割下水
み な み わ り げ す い

（本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

二丁目辺。

現墨田区
す み だ く

亀沢
か め ざ わ

2-15-10、両国
りょうこく

東
ひがし

あられ本舗
ほ ん ぽ

両国本店辺）近く。 

※新築披露として 8月 24日、柳橋
やなぎばし

の河内屋半
か わ ち や は ん

次郎
じ ろ う

の楼注にて書画会を催す。 

北斎新築報状(文化五年八月二十四日条) 

「こたひ
び

、やつかれとし浪
な み

の五十路
い そ じ

ちかく、亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

にさゝやかなる庵をむすひ
び

、いのち

なか
ご

うせむ事をほつするの折から、ねもころにかたらひつる諸君子
し ょ く ん し

のさま〱
ざ ま

に風流
ふうりゅう

を尽
つ

く

して、新宅
し ん た く

を賀
が

し玉
た ま

わること楽
たのし

くて、露
つ ゆ

けき葉月
は づ き

末
す え

の四日、柳
やなぎ

は
ば

し河内
か わ ち

や半二
マ マ

郎か
が

楼
ろ う

をか

りて、四方
し ほ う

八方
は っ ぽ う

の名家
め い か

をあつめ、終日
しゅうじつ

祝
い わ

ひの 盃
さかずき

をめく
ぐ

らして、恩
お ん

をしやせん（謝せん）

とす。乞
こ い

ねか
が

は
わ

くハ、晴雨
せ い う

を言
い わ

す
ず

、いと賑々
に ぎ に ぎ

しく抂駕
お う が

あらむ事をねこふ
ご う

のミ。諸名家
し ょ め い か

画賛
が さ ん

かけ物、六十。北斎自画
じ が

之
の

絹地
き ぬ じ

、五ツ。画讃
が さ ん

扇
おうぎ

、七十。会
か い

主
し ゅ

 葛飾北斎 補助 扇面亭
せ ん め ん て い

折
お り

主
ぬ し

」(句読点・ルビは筆者) 

この会で北斎は絹本肉筆画 5図を出している。 

注）河内屋半
か わ う ち や は ん

次郎
じ ろ う

：両国柳橋
やなぎばし

にあった会席料理屋。河半
か わ は ん

と呼ばれた。二階で書画会が多く

催された。書画会は、書画を揮毫
き ご う

し希望者に販売する会。 
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※亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

には 83 歳、88 歳にも住んだか（『和楽』2017 年 9 月。10･11 月号 ｐ71 掲載の

「嘉永 新鐫
し ん せ ん

 本所絵図」による）。 

★8 月 8 日、17 日、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

と交流する。『柳亭種彦
りゅうていたねひこ

日記
に っ き

』文化 5 年 8 月 8 日条には〈北

斎老人北雲
ほ く う ん

（北斎の門人）会ふれにきたる〉とある。国文学研究資料館『日本古典籍総合

目録』によると弟子北雲
ほ く え ん

は文化 13年（1817）から文政 9年（1826）にかけて、絵本が一点、

読本六点で、著名はすべて東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

である。種彦
た ね ひ こ

作品に挿絵は描いていない。北斎は弟

子のために画会の宣伝もしたのであろうか（WEB「浮世絵文献資料館」による）。 

☆同上八月十七日条 

「北斎老人の許
も と

を訪
おとな

ひ、あけ
げ

巻（読本『総角
あ げ ま き

物語
ものがたり

』後編、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作・葛飾北斎画。文化

六年刊）かんばん袋へうし（看版袋表紙）をたのむ」 

 

●合巻『敵討
かたきうち

身代
み が わ

利
り

名号
みょうごう

』（1月。前三冊、

後三冊。全六冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。表紙：葛飾

北斎画。絵題簽：馬琴作。北斎画。鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

（仙
せ ん

鶴
か く

堂
ど う

）版。早稲田大学図書館

蔵） 

※『合巻
ご う か ん

年表
ねんぴょう

』補注では北斎が馬
ば

琴
き ん

の合巻

に挿絵を描いた唯一のものとする（Web「浮

世絵文献資料館：版本年表一覧」より）。 

『敵討身代利名号』第 1図（早稲田大学図書館） 

●読本『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』後編（1 月。角書「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝
た め と も

外伝
が い で ん

」。半紙本六冊（続編六冊は

12 月）。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。印亀毛蛇足。平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

（平林堂）版。国立国会図

書館/京都大学文学研究科図書館書館/すみだ北斎美術館蔵）奥付には「文化五年戊辰
きのえねたつ

正月

吉日発販」とある。前年 3月の序。9月の跋。 

●読本『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』続編（12 月。半紙本六冊。平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

版。国立国会図書館/京都

大学文学研究科図書館蔵）序文は 6月。 

●読本『頼豪阿闍梨恠鼠伝
ら い ご う あ じ ゃ り か い そ で ん

』前編(1 月。半紙本五巻五冊。曲
きょく

亭
て い

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。印北

斎。四谷怪談をもとにした作。宝
ほ う

善堂
ぜ ん ど う

（丸屋
ま る や

徳造
と く ぞ う

）版。大英博物館

/名古屋市蓬左文庫/早稲田大学図書館/国立国会図書館蔵) 

※馬琴の序文末尾には「文化丁卯
ひ の と う

（文化 4 年）暑
し ょ

月
げ つ

甲子
き の え ね

」（早稲田

大学図書館版）とある。奥付には「文化第五載戊辰
つちのえたつ

正月」（国立国

会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ）とある。河内屋
か わ う ち や

茂
も

兵衛
へ え

（群
ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

）の後摺が

ある。     頼豪阿闍梨恠鼠伝 前編見返し（大英博物館：立命館 ARCより） 

●読本『頼豪阿闍
ら い ご う あ じ ゃ

梨
り

恠
か い

鼠
そ

伝
で ん

』後編(10 月。四冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾

北斎画。印北斎。仙
せ ん

鶴堂
か く ど う

：鶴屋喜右衛門
つ る や き え も ん

版) 
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※奥付には「文化第五載戊辰
きのえねたつ

十月吉日発販」とある。序文は前年 12月。 

●読本『三七
さ ん し ち

全伝南柯夢
ぜ ん で ん な ん か の ゆ め

』(1 月。半紙本六巻六冊。墨摺。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎画。印亀

毛蛇足。榎本
え の も と

平
へ い

吉
き ち

版。東洋文庫蔵) 

※奥付には「文化五年戊辰
きのえねたつ

正月吉日発販」とある。前年 4月の序。10月の跋「江戸出版書

目」には、「板元売出須原
す は ら

や市
い ち

兵衛
べ え

」とある。「江戸作者部類」には、「戊辰
つちえねたつ

三月下旬製

本発販、初日は二百部のみにて板元榎本
え の も と

平
へ い

吉
き ち

色を失えど、初秋頃迄に貸本屋等に千二百部

売る」とある（以上、『曲亭馬琴日記 別巻』〈ｐ339〉の年譜による：中央公論新社）。

河内屋
か わ う ち や

茂
も

兵衛
へ え

の後摺版がある。 

歌舞伎と人形浄瑠璃『艶
は で

容女
すがたおんな

舞
ま い

衣
ぎ ぬ

』の美濃屋
み の や

三勝
さ ん か つ

と茜屋
あ か ね や

（赤根屋）半
は ん

七
し ち

による大阪千日

の墓所での心中事件（元禄 8 年〈1695〉12 月 7 日）を題材にしたもの。『南総里見八
な ん そ う さ と み は っ

犬伝
け ん で ん

』

『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』と合わせて曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の三大奇書とされる。 

【挿絵で馬琴と争う】 

☆「この本、末段
ま つ だ ん

三勝
さ ん か つ

半
は ん

七
し ち

が情死に赴く所に於て、北斎、野
の

狐
ぎつね

の食
しょく

をあさる体
て い

を画
え が

きて、

寒
か ん

夜
や

の景物とす注。馬琴この板
は ん

下
し た

をみて曰
い わ

く、此
か く

の如
ご と

く蛇足を添ふるが為に、情死の男女

は、恰
あたかも

野
の

狐
ぎつね

に誑
お う

惑
ら か

(人を惑わすこと)さるゝものゝごとし。 速
すみやか

に削除すべしとて、板下
は ん し た

を

かへしければ、北斎大に 憤
いきどお

り、彼は余が挿画
さ し え

によりて、著作の意
い

を補ふを知らざるなり。

強
し い

て削り去らんとならば、前回より画
え が

きし挿画を返還せよ。余は自今
い ま よ り

馬琴が著作の挿画に

は、筆を下
く だ

さずといふ。版元 甚
はなはだ

迷惑し、百方
ひゃっぽう

奔走
ほ ん そ う

して、漸
ようや

く和解を結びたりと」（『浮

世絵類考』別本：『葛飾北斎伝』ｐ86所収 句読点・ルビは筆者による）。 

注）初編七の十丁目の図。情死に行く二人の背後遠くの道で｢みのや｣と書かれた提灯を持

つ男と、「寒中修行」と書かれた提灯を持つ男が行き交う。その更に遠くに、七匹の野狐

が小さく描かれている。 
 

※飯島虚心は上記のエピソードを『浮世絵類考』別本からの引用としているが、鈴木重三

の脚注では、『浮世絵類考』の諸本にこの記事は見当たらないが、『只
し

誠
せ い

埃
あ い

録
ろ く

』弐百三所

収「倭
やまと

絵
え

誌
マ マ

伝浮世絵之部」の「葛飾北斎」の項の「三七
さ ん し ち

全伝南柯夢
ぜ ん で ん な ん か の ゆ め

」に甚
はなは

だ類似した文章

があるとしている。 

三七全伝南柯夢（早稲田大学図書館）                 拡大図 

●合巻『
「

狂訓
きょうくん

己
お の

が津
つ

衛
え

』（五冊。十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

作。画狂人北斎画） 
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※『改定日本小説書目年表』（ゆまに書房 1977 年）によると「Web 浮世絵文献資料館：

浮世絵氏名一覧」で紹介している。 

●合巻『敵討報之
かたきうちむくいの

蛇
じ ゃ

柳
やなぎ

』（1 月。角書
つ の が き

「夫
そ れ

高野山
こ う や さ ん

是
こ れ

八木畷
や ぎ な わ て

」または「高野山矢木畷
こ う や さ ん や ぎ な わ て

」。六

冊。 

松下井三
さ ん

和
な

（唐来参和
と う ら い さ ん な

）作。北斎画。蔦屋重三郎版
つ た や じ ゅ う ざ ぶ ろ う

。専修大学図書館蔵） 

●合巻『北畠女教訓
き た ば た け お ん な き ょ う く ん

』(1 月。五冊。十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

作。画狂人北斎画。岩戸屋
い わ と や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

版。国立

国会図書館蔵)。序文には「文化戊辰
つちのえたつ

春正月」とある。翌文化 6 年（1809）に改題再摺版

『勇略女教訓
ゆ う り ゃ く お ん な き ょ う く ん

』（五冊)が出る。 

●読本『阿波之
あ わ の

鳴門
な る と

』（1 月。半紙本五巻五冊。柳亭種彦
り ゅ う て い た ね ひ こ

作。奥付に「画工 葛飾北斎」

とある。村田
む ら た

治郎
じ ろ

兵衛
べ え

・榎本屋惣右衛門
え の も と や そ う え も ん

・平吉
へ い き ち

版。文政 7 年（1810）に後印本が出る。島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）奥付には「文化五戊辰
きのえねたつ

年正月吉日」とある。 

●読本『春宵奇譚
しゅんしゅうきたん

 絵本璧
え ほ ん た ま の

落穂
お ち ぼ

』後編（1 月。五冊。小枝繁
さ え だ し げ る

作。葛飾北斎画。見返しには

「北斎辰政画」とある。印亀毛蛇足。角丸屋甚助
か ど ま る や じ ん す け

版。立命館 ARC/広島大学図書館蔵）前編

は文化 3年（1806）1月刊。奥付に「文化五戊辰
つちのえたつ

年春正月発行」とある。 

●読本『新田
に っ た

功臣録
こ う し ん ろ く

』後編（『
「

箭口神霊感得奇聞新田義統功臣録
や ぐ ち し ん れ い か ん と く き ぶ ん に っ た よ し と も こ う し ん ろ く

』とも。角書「知神霊
ち し ん れ い

」。

五巻。小枝繁
さ え だ し げ る

作。葛飾北斎画。衆星閣版。早稲田大学図書館蔵） 

●読本『由利稚
ゆ り わ か

野
の

居
ずえの

鷹
た か

』(1 月。五冊。万亭叟馬
ま ん て い そ う ば

の戯編。奥付に「画工 葛飾北斎」とある。

河内屋
か わ う ち や

茂
も

兵衛
へ え

・河内屋
か わ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

・榎
え の

本屋
も と や

平
へ い

吉
き ち

の合梓。早稲田大学図書館/国文学研究資料館) 

※叟
そ う

馬
ば

の序文は文化丁卯（4 年：1807）正月。奥付には「文化戊辰
きのえねたつ

正月吉日」とある。後

年、『由利稚
ゆ り わ か

一代記
い ち だ い き

』と改題再摺される。 

●読本『鵺
ぬ え

物語
ものがたり

』(1 月。角書
つ の が き

「国字
おんなもじ

」。五冊。芍薬亭長根
し ゃ く や く て い な が ね

作。葛飾北斎画。西村宗七
に し む ら そ う し ち

・

柏屋
か し わ や

忠
ちゅう

七
し ち

版。島根県立美術館蔵) 

※鳥羽
と ば

上皇
じょうこう

時代の三姉妹が霊となって復讐するという話。奥付には「画人葛飾北斎 文化

五戊辰
きのえねたつ

年正月」とある。 

●読本『霜
し も

夜
よ の

星
ほ し

』（1 月。角書
つ の が き

「近世
き ん せ い

怪談
か い だ ん

」。墨摺半紙本五冊。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。五巻末尾に

「かつしか北斎画」とある。大坂の河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

、江戸の山崎
や ま ざ き

平
へ い

八
は ち

・若林
わかばやし

清
せ い

兵衛
べ え

、京都の

植村
う え む ら

藤
と う

右
え

衛門
も ん

の合梓版。22.5×15.9 国立国会図書館/早稲田大学図書館/すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋市蓬左文庫/

日本浮世絵博物館蔵） 

※柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の読本初作といわれる。本文

は文化 3年（1806）に完成していて、歌舞

伎「四谷
よ つ や

怪談
か い だ ん

」の元になったといわれ

る。奥付に「文化五年戊辰
きのえねたつ

春正月吉日」

とある。北斎は、巻一に 13 図、巻二に 7

図、巻三に 7図、巻四に 6図、巻五に 5図

を描く。         

『近世怪談 霜夜星』侍女歌
こしもとうた

次
じ

（右）と側女於
そ ば め お

花
はな

（左）（早稲田大学図書館） 
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●読本『復讐快事駅路春
ふ く し ゅ う か い じ え き ろ の は る

鈴菜物語
す ず な も の が た り

』（前編二巻二冊。節
せ っ

亭
て い

琴
き ん

驢
ろ

注作。俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

・歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

画。柏屋半蔵
か し わ や は ん ぞ う

：柏
は く

栄堂
え い ど う

版） 

注）節亭琴驢
せ っ て い き ん ろ

：後に岡山
お か さ ん

鳥
ちょう

を名のる。弟子を取らなかった曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の弟子といわれる。後

に式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

の門に入る。見返しに「曲亭門人
きょくていもんじん

節亭琴驢
せ っ て い き ん ろ

著」とある（高木元『江戸読本の研

究』「第二章 中本型の江戸読本 第二節 中本型読本書目年表稿」より）。 

●読本『安褥多羅賢物語
あ の く た ら け ん も の が た り

』（五冊。振鷺亭
し ん ろ て い

作。北斎画。西村屋源六
に し む ら や げ ん ろ く

版） 

※この年は、西村屋
に し む ら や

にトラブルがあり、文化 6 年 1 月に刊行されたという説あり（リチャ

ードレイン『伝記画集 北斎』ｐ330）。画工が北斎かどうか不明。現在稀覯本
き こ う ぼ ん

という。 

●俳諧本『ひとり発句』（『独
ひとり

発句
ほ っ く

』とも。この頃か。二冊。とも。亀
き

台
だ い

（恵
え

厚
こ う

尼
に

亀
き

台
だ い

）

吟。安宜
あ ん ぎ

（高橋安宜
た か は し あ ん ぎ

）編。画狂老人北斎画。和泉屋五郎
い ず み や ご ろ う

兵衛
べ え

版。国立国会図書館/大英博

物館蔵） 

※多くの俳人の句と多くの絵師の絵を集めたもの。北斎は下巻の亀
き

台
だ い

の句に「落雁
ら く が ん

」（花

の上に落下する雁
か り

の絵）一図のみ描く。左ページに発句、右ページに北斎の画。 

●屏風図『江戸
え ど

名所図
め い し ょ ず

』（1月。六曲一双。着色。百琳宗理画。伊勢屋
い せ や

喜
き

右衛門
え も ん

版） 

※楢崎宗重『北斎論』（ｐ168）による。左隻に真
マ マ

乳山、右隻に洲崎を描く。漢画風の筆

法。 

●肉筆画「江口
え ぐ ち

の君図
き み ず

」(「象
ぞ う

に乗
の

る遊女
ゆ う じ ょ

」とも。絹本着色一幅。葛飾北斎画。印亀毛蛇

足。26･9×21･4 島根県立美術館蔵) 

※江口
え ぐ ち

は、大阪府東淀川区
ひ が し よ ど が わ く

の神
か ん

崎川
ざ き が わ

が淀川
よ ど が わ

の本流から分れ

る辺りをいう。遊郭の栄えたこの地に西行
さいぎょう

法師
ほ う し

が雨宿りを

した折、普賢菩薩
ふ げ ん ぼ さ つ

の化身である遊女の妙
た え

と和歌を詠み交わ

したという謡曲「江口
え ぐ ち

」からの取材。 

この頃は「江口
え ぐ ち

の君
き み

」とは、俗に舟
ふ な

饅頭
まんじゅう

（舟で春を鬻
ひ さ

ぐ

女）を指した。一般に、白象に女性が乗る図は普賢菩薩
ふ げ ん ぼ さ つ

の

見立である。国宝「普賢菩薩蔵
ふ げ ん ぼ さ つ ぞ う

」（平安時代。東京国立博

物館蔵）に先駆的な絵がある。 

江口の君図（島根県立美術館） 

※右下に衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

の男が座っている姿が書き加えられている本図の画稿がフリーア美術

館にあるという（紙本墨絵。26.3×17.8 『2005北斎展』図録より）。 

●摺物「巳
み

春屋
は る や

」（1 月。葛飾北斎画） 

※図中に「初春
は つ は る

に妙
みょう

儀
ぎ

いのりし正直
しょうじき

の うらべにかミの札
ふ だ

そ
ぞ

やどれる」とある（『年譜』

による）。 

●摺物「天
あ ま

の羽衣
は ご ろ も

」（この頃か。着色。かつしか北斎画。全紙版 18.9×52.0 ボストン美

術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※謡曲「羽衣
は ご ろ も

」に取材した図。三河
み か わ の

国
く に

三保
み ほ

の松原
ま つ ば ら

で、松にかけられた天の羽衣を漁夫が持

ち帰ろうとすると、羽衣が無いと帰れないと

天女が懇願する。漁夫は羽衣を返すかわりに

舞を披露してもらうという筋書き。 

図は、太い松の木にかかった羽衣が優雅に

靡き、その下に漁師が右手をかざして憂い顔

で立っている天女を見ている。沖の方には

三保
み ほ

の松原が続いている。図の左端に「落

款」がある。図下半分に長唄の番組が逆さに

書かれている。 天の羽衣（部分：ボストン美術館） 

●摺物「三
さ ん

美人
び じ ん

の揮毫
き ご う

」（横大判二枚。葛飾北斎画。花押。着色摺物。国立国会図書館蔵） 

※左の一人は筆の先を嘗
な

め、座って扇子に文字を書こうとしている。中の一人は立って二

曲一双の左面に文字を書いている・国立国会図書館の解説では、「夷」と読める次の「口」

部分は「毘」を書こうとしている途中で、狂言の「夷毘沙門」を正月の祝言として書こう

としている図としている。もう一人は文机
ふ づ く え

の硯に墨を摺っている。屏風の他の一面には、

「日本三筆」や「葛飾北斎画」の落款が書かれている。浅遊庵夢人と浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の狂歌が

記される。 

●摺物「為朝
た め と も

と汐汲
し お く み

」（着色。葛飾北斎燈下画。38.7×52.4 平林堂
へ い り ん ど う

（平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

）版。

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』を大阪の佐藤
さ と う

太
た

が浄瑠璃「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

誉
ほまれの

弓勢
ゆ ん ぜ い

」にして 11月 13日に興行し

た際に出された案内。下半分は二つ折りを顧慮して、「あづまぶり新曲
しんきょく

弓
ゆ み

はりつき」と題

して曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の案内文が逆さに記されている。 

「（略）余
よ

が著述
ちょじゅつ

の稗本
よ み ほ ん

弓張月
ゆ み は り づ き

に振
よ り

りて、浪花中
な に わ な か

の芝居
し ば い

の顔見
か お み

せ、今茲
こ と し

仲冬
し も つ き

十三日より新
あらた

に場
じょう

をひらくと聞
き こ

えしに贈
お く

るとて、かつしか翁
お う

の画
えがけ

るまゝに書肆
し ょ し

平林堂
へ い り ん ど う

の需
もとめ

に応
お う

じて 曲

亭馬琴のぶ並書」とある。 

上半分の右側に天秤を担ぐ汐汲みの女二人の前

で、剛弓を立てて、日の丸の扇を持って片膝をつ

いて見得を切る為朝
た め と も

を描く。図上半分の左には

「祝言
しゅうげん

 為朝
た め と も

の名題
な だ い

芝居
し ば い

にあくるかな 弓
ゆ み

はり月
つ き

のいるあたにとて 簑
み の

笠
か さ

隠居
い ん き ょ

注」とある。とある

（ルビは筆者による）。 

注）簑
み の

笠
か さ

隠居
い ん き ょ

：狂句亭馬琴の剃髪・隠居後の号。    為朝と汐汲（すみだ北斎美術館） 

●摺物「神
し ん

僧
そ う

歌人図
か じ ん ず

」（合作。着色。画狂人北斎画） 

※旅の僧侶、役者、大黒天、羅漢
ら か ん

、僧正、比
び

久
く

尼
に

、達磨などが描かれ、北斎は「達磨
だ る ま

」を

描く。歌川
う た が わ

国芳
く に よ し

は「羅漢
ら か ん

」を、喜多川
き た が わ

歌
う た

麿
ま ろ

は「袈裟
け さ

を着た僧侶」を描く。 

●摺物「八はん続
つづき

 辰巳
た つ み

の里
さ と

」（紙本着色。13.8×18.6 すみだ北斎美術館蔵） 
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※箱枕に右手を置いて体を投げ出して寛
くつろ

いでいる芸妓。その右にも打掛が着崩れたままの

前帯の女も体を投げ出すようにして寛
くつろ

いでいる。 

 

文化
ぶ ん か

6（1809）己巳
つちのとみ

 50 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、東陽
と う よ う

北斎
ほ く さ い

、かつしか北斎
ほ く さ い

 □印

亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、画
が

狂人
きょうじん

、花押：こと(39 歳)、（富之
と み の

助
す け

：23 歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：21 歳）、 阿
お

栄
え い

（12歳） 

◇1月 1日、江戸日本橋・本所
ほ ん じ ょ

が大火。 

◇6月、幕府、樺
か ら

太
ふ と

を北蝦夷
き た え ぞ

と改称する。 

◇8月 23日、江戸大風雨。 

◇2月 12日（西洋暦）、ダーウイン生(～1882)。 

◇5月 31日（西洋暦）、ハイドン没(78)。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、『松
しょう

染
ぜ ん

情史
じ ょ う し

秋
あきの

七草
な な く さ

』(お染
そ め

久松
ひ さ ま つ

)。 

○1月、式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『浮世風呂
う き よ ぶ ろ

』初編刊。 

○鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

、俯瞰図「江戸
え ど

一目図
ひ と め ず

屏風
び ょ う ぶ

」（6曲 1隻） 

 

★この頃、本所
ほ ん じ ょ

両国
りょうごく

橋
ば し

辺に住むか。翌文化 7 年（1810）1 月刊の読本『阥阥
おんみょう

妹背山
い も せ や ま

』の奥

付に「江戸本荘
マ マ

（本所）両国橋辺隠士
り ょ う ご く ば し へ ん い ん し

」とある。尾上町
お の え ち ょ う

と元町
も と ま ち

の境辺注（『和楽』2017 年

9 月。10･11月号 ｐ71掲載の「嘉永 新鐫
し ん せ ん

 本所絵図」による）。 

注：現東京都台東区両国
りょうごく

1丁目辺か。 

【柳亭種彦との親交】 

★この頃、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の日記に北斎がしばしば登場、7月 24日、9月 4日、その他親交あり。 

※以下、朝倉次彦『柳亭種彦
りゅうていたねひこ

日記
に っ き

』古典文庫より(ルビ、注は筆者)。 

☆〈文化六年六月四日条〉 

「今暁
こんぎょう

八ツ頃（注：午前 2時頃）、三筋
み す じ

町西町
ちょうにしまち

（注：現東京都台東区三筋
み す じ

1丁目・2丁目辺）

に火事あり、火事見
み

まひに三筋
み す じ

町
ちょう

へゆく、それより北斎方
か た

へゆき、日
ひ

めもす（注：一日中）

あそぶ」 

※種彦
た ね ひ こ

は下谷
し た や

御徒
お か ち

町
ま ち

に住む。火元の三筋町は近い。北斎はこの頃には蔵前浅草近辺に住む

か。 

☆〈十二月十一日条〉 

「梭
ひ

江
こ う

（注：柳川藩
や な が わ は ん

留守居
る す い

・西原
に し は ら

新左
し ん ざ

衛門
え も ん

）君子
く ん し

え
ﾏ ﾏ

手紙
て が み

遣
つかわ

す、北斎
ほ く さ い

主
ぬ し

より宝船板
たからぶねばん

（注：

七福神
し ち ふ く じ ん

宝船
たからぶね

）来る」 

☆〈十二月廿二日条〉 

「蝶々
ちょうちょう

（注：蝶々
ちょうちょう

庵
あ ん

百花
ひ ゃ っ か

か）許
も と

一寸
ち ょ っ と

訪
おとな

ひ、桃川子
と う せ ん し

訪問
ほ う も ん

にゆき、雪
ゆ き

ふり出
い だ

せしまゝ傘
か さ

かり

来
き た

る（中略）北斎
ほ く さ い

歳暮
せ い ぼ

にきたるよし、あわず（後略）」 

☆〈十二月廿四日条〉 
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「空はれたり、北斎子
ほ く さ い し

の許
も と

を許
マ マ

（おとな）ひ、北嵩
ほ く す う

子
し

（筆者注：北斎門人）とともに西村
に し む ら

（注：版元西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

か）へよる」 

★牧墨僊
ま き ぼ く せ ん

の絵本『狂画
き ょ う が

苑
え ん

』(文化 6 年、東壁堂
と う へ き ど う

版。顔の運動、手長・足長の絵)を北斎は見

たか。 

【北斎の看板絵は中評でも鳥居派に並び描く】 

★『街談文々集
がいだんぶんぶんしゅう

要
よ う

』注ｐ167（石塚
い し づ か

豊
ほ う

介子
か い し

編・文化六年「三朝之
さ ん ち ょ う の

改名
か い め い

」）の記事に、「（略）

此
こ の

節
せ つ

二番目
に ば ん め

狂言
きょうげん

招
しょう

牌
は い

(注：看版のこと)一枚
い ち ま い

、北斎画
え が

キたり、中評
ちゅうひょう

なり。看板
か ん ば ん

は鳥居
と り い

ニとゞ

めたり。」とある。（WEB「浮世絵文献資料館」より）。 

注）街談文々集
がいだんぶんぶんしゅう

要
よ う

：文化文政期（1804～29）の巷説
こ う せ つ

を集めたもの。「文々
ぶ ん ぶ ん

」は文化・文政

の略。文化 8年にも文化 7年のこととして、北斎の看板絵についての記事がある。 

※本年の顔見世に絵看板を一枚描くと『我
わ が

衣
ころも

』（加藤曳
か と う え

尾
び

庵
あ ん

）に記載ありとして、『年譜』

では次の記事を紹介している。 

「画
え

看板
か ん ば ん

は、代々鳥居家
と り い け

にて画
え が

く処
ところ

、文化六冬顔みせの時、葺屋
ふ き や

町
ちょう

の看板、東の入口の上

壹枚
い ち ま い

、葛飾の北斎画
え が

く。又当午
う ま

の春(文化 7 年：1810)狂言には、二枚画
え が

く。鳥居は四枚画
え が

く。依之
これにより

、両方共画
え

看板
か ん ば ん

に画名
が め い

を筆せしは、去年より始リ也」（ルビは筆者による） 

 この年に画看板を 1 枚、翌年に 2 枚描き、本来は鳥居派が芝居の画看板を描いていたも

のが、文化 6年からは鳥居派と並んで北斎も描くようになったというもの。 

 

●読本『石堂丸刈萱物語
い し ど う ま る か る か や も の が た り

』（五冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎画。鶴屋金助
つ る や き ん す け

版） 

※文化 4 年（1807）1 月の読本『刈萱後傳
かるかやこうでんかやごでん

玉
た ま

櫛
くしげ

笥』の改題再摺版。題簽は勝川春亭
しゅんてい

が描

く。 

●読本『後日之
ご に ち の

文章
ぶんしょう

』（角書
つ の が き

「仮名
か な

手本
で ほ ん

」。1 月。五冊。忠臣蔵
ちゅうしんぐら

の異作。烏亭
う て い

（立川談
た て か わ だ ん

洲
しゅう

楼
ろ う

）焉
え ん

馬
ば

作。葛飾北斎画。印亀毛蛇足。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

版。立命館大学 ARC/島根県立美術館蔵）

〈『葛飾北斎伝』ｐ33 では文化 5 年刊としている〉奥付には「文化六年己巳正月発行」と

ある。 

※焉
え ん

馬
ば

の自序(文化 5 年初夏の記事)には、文

化 5 年に土
と

佐
さ

掾
じょう

座
ざ

で上演した忠臣蔵
ちゅうしんぐら

の後日譚
ご じ つ た ん

の浄瑠璃を読本仕立てにして出版した旨が書

かれているという（『北斎クローズアップ

Ⅰ』ｐ99 東京美術）。 

また、同自序の末尾には「信
し ん

友
ゆ う

、葛飾北斎

の画図
が と

にあらはし、今仮名手本後日
ご に ち

の文章と

題する而巳
の み

 干
と き

時
に

文化五年戊辰
きのえたつ

初夏 東都滑

稽作者 六十五齢立川談州楼焉
たてかわだんしゅうろうえん

馬
ば

著述」とある。『仮名手本 後日之文章』巻之一（立命館大学 ARC） 

●読本『新板 飛騨
ひ だ の

匠
たくみ

物語
ものがたり

』（1 月。半紙本。墨摺六冊。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

飯盛
め し も り

〈石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

・狂歌

名：宿屋
や ど や の

飯盛
め し も り

〉作。序文には北斎の勧めで筆をとったとある。画匠葛飾北斎画(36 図：
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扉・口絵を含む)。印亀毛蛇足。彫工：宮田
み や た

吉
き ち

兵衛
べ え

・中藤留
な か ふ じ と め

吉
き ち

。角丸屋甚助
か ど ま る や じ ん す け

版。22.4×

15.4 早稲田大学図書館/国立国会図書館/東京都江戸東京博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰ

ﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵）奥付には「文

化六己巳
つちのとみ

年正月発兌」とある。 

※序文「かゝるふみつくり出
い で

んは、おとなげなくほいなき人まねにこそとて、たび〱
た び

人の

そゞのかしつれど、うけひかでやみにしを、此
こ の

ごろ北斎
ほ く さ い

のぬしふりはへとぶらひきて、せ

ちにすゝめ物
も の

せらるゝに、すまひいなまんもなか〱
な か

にほこらはしくや、となまじひに筆
ふ で

を

とりつ（略）」（国書刊行会『石川雅望集』ｐ204） 

 文を作るのは人真似のようで人に頼まれても久しく断っていたが、北斎が訪ねて来て、

強く執筆を勧めたので、やむなく筆を執っ

たというのである。 

※『画人
が じ ん

読本
よ み ほ ん

外題
げ だ い

作者
さ く し ゃ

画工
が こ う

書肆
し ょ し

名目集
めいもくしゅう

』に

は、「（文化五年）閏
うるう

六月七日校合
きょうごう

本
ぼ ん

来
き た

ル 

廿
にじゅう

七
し ち

日出来
で き

本
ぼ ん

来
き た

ル 八月十五日売出
う り だ

シ」と

あり、実際には文化五年の秋には市中に出

回っていた（『石川雅望集』解題ｐ434）。 

『新板 飛騨匠物語』第五図「墨縄
すみなわ

がつくれる木の 鶏
にわとり

へ

まことのにはとり来たりて蹴る所」（早稲田大学図書館） 

●読本『総角
あ げ ま き

物語
ものがたり

』後編（1 月。二冊。中版。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。扉には北斎画。奥付には画師

葛飾北斎とある。越前屋
え ち ぜ ん や

長右
ち ょ う

ヱ門
え も ん

版 国立国会図書館蔵）奥付には「文化六己巳
つちのとみ

年正月吉

日」とある。 

※前編（優遊
ゆ う ゆ う

斎
さ い

桃川
と う せ ん

画）は文化 5 年（1808）刊だが、北斎は描かず。天保 14 年（1843）4

月に前後編合冊で『江戸
え ど

紫
むらさき

三人
さ ん に ん

同胞
きょうだい

』として改題再刊される。 

●読本『忠孝
ちゅうこう

潮来府
い た こ ぶ

志
し

』(1 月。角書
つ の が き

「忠孝
ちゅうこう

美談
び だ ん

」。五冊。談州楼焉
だんしゅうろうえん

馬
ば

（烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

の戲号）

作。葛飾北斎画。印亀毛蛇足。衆星閣
しゅうせいかく

（角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

）、桂
け い

林堂
り ん ど う

（石
い し

渡利
わ た り り

助
す け

）合梓版。早稲

田大学図書館/島根県立美術館蔵) 

※1 月刊とあるが、実際には前年の 8 月の発売。奥付には「文化六己巳
つちのとみ

年春正月発兌
は つ だ

」と

ある。焉馬の序文には「干時文化四年
と き に ぶ ん か よ ね ん

 卯
う

仲秋
ちゅうしゅう

」とある。 

【彫刻頗る鮮明なり】 

●読本『恋夢艋
ゆめのうきはし

』(春。角書「於
お

陸
り く

幸
こ う

助
す け

」前篇〈色

之巻・声之巻・香之巻の三冊。全 8 冊〉。見開き墨

摺半紙本。楽々
ら く ら く

庵
あ ん

桃
と う

英
え い

作。葛飾北斎画。篠屋
し の や

徳
と く

兵衛
べ え

版。見開き約 23.0×28.5 国立国会図書館蔵。彫

工：菊池
き く ち

茂
も

兵衛
へ え

・好靜堂
こ う せ い ど う

綱之
つ な ゆ き

の二人)「彫刻
ちょうこく

頗
すこぶ

る

鮮明
せ ん め い

なり」（『葛飾北斎伝』ｐ291）奥付には「文

化六己巳
つちのとみ

春」とある。  『恋夢艋』（国立国会図書館） 
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※後編は大須賀
お お す が

（栗
り つ

杖亭
じょうてい

）鬼卵
き ら ん

作・一峯斎
い っ ぽ う さ い

馬
ば

円
え ん

画で文化 11年（1814）刊。北斎は描かず。 

●読本『山
さ ん

桝
しょう

太夫
だ ゆ う

栄枯
え い こ

物語
ものがたり

』（1 月。五冊。梅暮里
う め ぼ り

谷峨
こ く が

作。表紙に「葛飾北斎画 楽
ら く

養堂
よ う ど う

 

史
し

籍堂
せ き ど う

梓」とあり、五冊奥付には「文化六己巳
つちのとみの

歳
と し

正月吉日発販 麹町
こうじまち

平河丁
ひらかわちょう

二丁目 書肆 

河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

 村
む ら

田屋
た や

次郎
じ ろ う

兵衛
べ え

 大坂屋
お お さ か や

茂
も

吉
き ち

 関口
せ き ぐ ち

平
へ い

右衛門
え も ん

 梓」とあり、前頁に「画工 

葛飾北斎 印亀毛蛇足」と記されている（立命館大学 ARC版）。 

早稲田大学図書館版奥付には「画工葛飾北斎 印亀毛蛇足 大坂心
し ん

斎
さ い

橋通
ばしどおり

南本
みなみほん

町
ま ち

 書林 

浅井
あ さ い

龍
りゅう

章堂
しょうどう

 河内屋
か わ ち や

吉
き ち

兵衛
べ え

」とある。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/早稲田大学図書館/立

命館 ARC蔵） 

●肉筆画「墨堤三
ぼ く て い さ ん

美人図
び じ ん ず

」(この頃か。横長判絹本着色一幅。葛飾北斎画。印亀毛蛇足。

52.9×114.7 個人蔵) 

※縁台に腰を下ろす女二人。もう一

人の女は手拭を被り、その端を口に

加えて側の川に足首まで入り、笊
ざ る

を

持って魚を掬
す く

おうとしている。             

墨堤三美人図（朝日新聞デジタルより転載） 

●肉筆画「猿
さ る

と蟹図
か に ず

」(3 月 1 日。柳塘
りゅうとう

（不明）の書画会で描く。随筆『我
わ が

衣
ころも

』（文政 12

年。加藤曳尾庵
か と う え び あ ん

著「かとうえいびあん」とも）による。（『浮世絵八華５北斎』所収、永

田生慈「北斎の生涯」の記事から) 

●錦絵「風流
ふうりゅう

源氏
げ ん じ

うたかるた」（8 月。大判縦絵 4 枚揃。葛飾北斎画。野
の

田
だ

七
し ち

兵
べ

衛
え

版。日

本浮世絵博物館蔵） 

※『源氏物語 54 帖』をカルタにしたもの。縦大判一枚に 30 枚の札を描き、四枚目の大判

には、20 枚の札と、下 8 枚分のスペースに、硯を乗せた文机
ふ づ く え

に肘を乗せている貴女を描く。

実際に厚紙に貼って使用した。和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

の後摺版がある。 

●看板絵「芝居
し ば い

看板
か ん ば ん

絵
え

」(11 月。顔見世
か お み せ

の芝居看板を描く。随筆『我
わ が

衣
ころも

』による。『浮世

絵八華５北斎』所収、永田生慈「北斎の生涯」の記事から) 

●扇面画「時鳥図
ほ と と ぎ す ず

」（紙本墨絵淡彩。扇面一面。東陽北斎画。下弦 22.8×17.8 上弦 50.4） 

※扇右に時鳥
ほととぎす

図。扇左の川面に狂歌が記される。 

●扇面画「禅
ぜ ん

機
き

図
ず

注」（この頃か。紙本墨絵淡彩。扇面一面。北斎。十面の扇面画帖の一。

上弦 46.2、下弦 19.8×18.1） 

注）禅
ぜ ん

機
き

図
ず

：禅の悟りの契機や、禅僧応答の機微を象徴的に表現した禅宗独特の絵画をい

う。 

※白梅
は く ば い

の枝を燃やす僧の図。傍らに斧
お の

が置かれている。 

●摺物「鞠
ま り

と玩具
が ん ぐ

」（「鞠
ま り

と蛇
へ び

の玩具
が ん ぐ

」とも。紙本着色一幅。葛飾北斎画。13.3×18.4 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鞠
ま り

に正月を示す羽つきの羽根、本年の干支
え と

を示す蛇の玩具が重なるように描かれる。

https://kotobank.jp/word/%E6%82%9F%E3%82%8A-511451
https://kotobank.jp/word/%E5%A5%91%E6%A9%9F-58621
https://kotobank.jp/word/%E7%A6%85%E5%83%A7-550459
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「風
か ぜ

の香
か

ハゑふた
だ

礼者
れ い し ゃ

の跡
あ と

おふて となりへはひる

わか
が

やと
ど

の梅
う め

 浅雨庵疎喜」、「草
く さ

や木
き

のかそいろ

のミか玉
た ま

ミその 花
は な

も珍
めずら

しはるさめのやと
ど

 浅湖庵

照景」、「めをふけは
ば

青大
あ お だ い

しやうの垂
た れ

柳
やなぎ

 かぜにそ

うねる枝も長むし 浅倉
あ さ く ら

庵 巳巳（己巳
つちのとみ

か）」とあ

る。他に、浅雨庵疎喜・浅湖庵照景の狂歌が記され

る。          鞠と玩具（すみだ北斎美術館） 

●摺物「遠眼鏡
と お め が ね

」（紙本着色摺物。葛飾北斎画。14.0×18.7 北斎館蔵） 

※遠眼鏡の形と覗いた風景を同時に描いている。覗

いた景色は、橋を渡る人々や洞窟が描かれる。「巳
マ マ

巳の初春」とある。「長閑
の ど か

なる春をみまちの滝の川 

つちのとひらく岩屋
い わ や

弁天
べ ん て ん

 秋風
あ き か ぜ

涼
すずし

」の狂歌が記さ

れる。瀧
た き

の川
が わ

（滝
た き

野川
の が わ

）と岩屋
い わ や

弁天
べ ん て ん

が記されている

ので、その辺りの景色か。岩屋
い わ や

弁天
べ ん て ん

は、現在の

真言宗
しんごんしゅう

金剛寺
こ ん ご う じ

（現東京都北区
き た く

滝
た き

野川
の が わ

3-88-17）で、

紅葉の名所であった。          遠眼鏡

（北斎館） 

●摺物「羽
は ね

二枚
に ま い

」(1 月。「二枚
に ま い

の羽根図
は ね ず

」とも。横六つ切り摺物〈大奉書を縦に二つ、横

に三つに裁断したもの〉。春興狂歌摺物。葛飾北斎画。花押。ベルリン美術館蔵)。 

※庭訓舎
て い き ん し ゃ

（綾人
あ や ん ど

）の狂歌の後に「巳
み

のはつ春」とある。図は、根元を飾り紐でくくった花

羽根が二枚、交差するように置かれている。三首の狂歌の末尾に、それぞれ「つるのもと

白」「鶴の羽」「鷲の羽」とあるので、鶴と鷲の羽を描いたものか。 

●摺物「七
し ち

福人
ふ く じ ん

図
ず

」(1 月。「七福神
し ち ふ く じ ん

の正月
しょうがつ

準備
じ ゅ ん び

」とも。横中判着色。かつしか北斎画。島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルギー王立美術歴史博物館蔵) 

※画中左に「つちのとの己
マ マ

」（文化 6 年）とある。恵比寿
え び す

が盆に鯛
た い

を乗せ、弁財天
べ ん ざ い て ん

が紙を

手に持ち思案げな顔をし、大黒天
だ い こ く て ん

が盆に餅を乗せて立っている。毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

は床の間の像を

整え、福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

と寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

と布袋
ほ て い

は三宝
さ ん ぼ う

に乗せた祝い物を物色している。床の間には桑
そ う

楊
よ う

庵
あ ん

（頭 光
つむりのひかる

）、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

（市人
い ち ひ と

）、浅倉
あ さ く ら

（朝倉）庵
あ ん

（三笑
さんしょう

）の狂歌がそれぞれ幅装されて掛け

られている。 

※辺
へ

仁
に

之
の

旡
な し

子
こ

（浅草
あ さ く さ

側の三河擣
み か と う

衣連
い れ ん

の領袖
りょうしゅう

朝
あ さ

倉
く ら

庵
あ ん

三
さ ん

笑
しょう

の妻）が軒
のきの

白梅
し ら う め

に改名する際の改

名披露の春興狂歌摺物。擣衣連
と う い れ ん

は享和 4 年 (1804)の『狂歌入
き ょ う か い り

東海道
と う か い ど う

』（『春
しゅん

興
きょう

五十三駄之内
ご じ ゅ う さ ん だ の う ち

』）と文化 2年(1805)の「狂歌
き ょ う か

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

」の作画を依頼している。 

●摺物「還城楽
げんじょうらく

図
ず

」（中判。着色。葛飾北斎写。20.8×13.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵） 

※「還
げ ん

城
じょう

楽
ら く

」とは、雅楽の中の唐
と う

楽
が く

（唐朝の宮廷の娯楽音楽や中国を経て渡来した東南ア

ジアの音楽など）の曲名。蛇を好んで食べた西域の人が、蛇を見付けて喜び勇んで持ち帰
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るという舞。己巳
つちのとみ

の年を念頭に置いた摺物。裲襠
りょうとう

（平安中期以降の武家の女子の正装。

打掛
う ち か け

とも）とよばれる装束に朱色の奇怪な面を付け桴
ば ち

と金色の蛇を持つ（「デジタル大辞

泉」による）。図は、奇怪な面を付けて、桴
ば ち

ととぐろを巻いた蛇の作り物を持ち、幅広の

裲襠
りょうとう

を纏
ま と

って踊る姿を描く。桃
も も

の屋
や

漫
ま ん

歳
ざ い

の狂歌が書かれる。 

●摺物「幟
のぼり

を縫
ぬ

う女
おんな

たち」（「幟織
の ぼ り お

りぬい」とも。着色横長判。画狂人北斎画。東京国立

博物館蔵） 

※座敷で六人の女たちが長い幟
のぼり

旗
ば た

を縫っている。ふすまには富士山の絵が描かれ、その前

には傘が開いて置かれている。図左の床の間に「文化六年己巳
つちのとみ

」と書かれている。『年譜』

に記載されている「奉納
ほ う の う

幟作
のぼりつく

りの図
ず

」（画工名なし。幟
のぼり

に「芸者中」とあり）と同図。 

●摺物「開帳
かいちょう

の支度
し た く

」(横長判。摺物。画狂人北斎画。東京国立博物館蔵) 

※この年の江の島開帳に合わせて摺られたか。享和 3 年(1803)にも開帳されているので、

その頃に制作されたともいわれる。 

●摺物「茶屋
ち ゃ や

の図
ず

」（1月。葛飾北斎画。『年譜』による）図中に「文化六」とある。 

●摺物『三
さ ん

弁天
べ ん て ん

』（この頃か。一図未見。着色。横小判錦絵揃物。北斎画） 

☆〈洲崎
す さ き

〉（12.8×17.9 太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ博物館蔵） 

※弁天社に続く海辺の道で、立っている女と腰をかがめている年増の図。明石亭浦人の狂

歌「 鶯
うぐいす

を芸者
げ い し ゃ

になして三味
し ゃ み

せんの さつさすさきにいさむ弁天
べ ん て ん

」が記される。狂歌のな

いものもある。洲崎
す さ き

弁天は洲崎神社の通称（現東京都江東区木場
き ば

6-13-13）。 

☆〈はねた〉（12.8×18.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※羽田
は ね だ

弁天
べ ん て ん

（現東京都大田区羽田 6-13-8）の鳥居の前で、箒で掃除をする寺男。遠くに帆

かけ船が数隻見える。羽田弁天は、要島
かなめじま

弁天・玉川
た ま が わ

弁天とも称される。 

●摺物「 冠
かんむり

と檜
ひ

扇
おうぎ

」（着色。北斎画。13.4×18.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※檜
ひ

扇
おうぎ

に巻纓
ま き え い

が描かれている。狂歌「ふゑんりよ（不遠慮）な女

せたい（世帯）の青柳
あ お や ぎ

へ とまりに来
き

ぬる春の 燕
つばくろ

 上毛
じょうもう

富岡
と み お か

 

温
お ん

古亭
こ て い

文通
ぶ ん つ う

」、「酒呑
の

みてゆつくり引
ひ か

ん千代
ち よ

ふると おもへは
ば

さ

きの長い小松
こ ま つ

を 浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

 己巳
つちのとみ

」が記される。 

●素描「半裸
は ん ら

の女
おんな

」（この頃か。墨絵。井上和雄『北斎』によ

る） 

※ 簪
かんざし

を挿し、顔のふくよかな女が、襦袢
じ ゅ ば ん

を解き、上半身裸で立

っている図。                    半裸の女 
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文化
ぶ ん か

7 （ 1810 ） 庚
かのえ

午
う ま

 51 歳  葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、 両国橋辺
りょうごくばしへん

隠士
い ん し

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、

式部源蔵門人涎繰
し き ぶ げ ん ぞ う も ん じ ん よ だ れ く り

、北斎
ほ く さ い

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、かつしか北斎
ほ く さ い

、江
え

都画
ど が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

 □印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、

之印
の い ん

：こと(40歳)、（富之
と み の

助
す け

：24歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：22歳）、（孫：1歳）、阿
お

栄
え い

（13歳） 

◇4月 1日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、日暮里
に っ ぽ り

の青雲寺
せ い う ん じ

（現東京都荒川区西日暮
に し に っ ぽ り

里 3-6）に自分の筆
ふ で

塚
づ か

を建

てる。 

◇11月 30日、歌川国政
う た が わ く に ま さ

没（38？）。 

◇オランダ商館江戸参府。 

◇烏亭焉馬
う て い え ん ば

の狂歌碑が牛島
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

（東京都墨田区向島
むこうじま

1-4-5）に建てられる。 

○式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『浮世風呂
う き よ ぶ ろ

』（第二編）。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、『常夏
と こ な つ

草紙
ぞ う し

』(お夏
な つ

清
せ い

十郎
じゅうろう

)。『椿説弓張月
ち ん せ つ ゆ み は り づ き

』拾遺
し ゅ う い

(8月）。 

 

★この年、葛飾（どこを指すか不明）にも住むか。翌年 1 月刊『蘭
ら ん

菊
ぎ く

の幣帛
へ い は く

尾花
お ば な

の幣帛
へ い は く

 

勢田
せ た の

橋
は し

竜女
りゅうじょ

の本地
ほ ん ち

』の見返しに「新武蔵
し ん む さ し

国
のくに

葛飾
かつ しか

住
じゅう

藤
と う

注北斎
ほ く さ い

戴
マ マ

斗
と

画」とあるところから推察。 

注）藤：藤原氏の意。北斎は弘化 4 年（1847）頃から藤原為一などと名乗り、藤原姓を意

識している。 

★正月 16 日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

宅を訪れたか（『森銑三著作集 第 4 巻ｐ468』中央公論社 昭和

45 年）。同日、両国三河屋
み か わ や

で曲亭馬琴が催した書画会に出席する。 

【馬琴・北斎、文化七年に団円す】 

※文化 5年（1808）、読本『三七
さ ん し ち

全伝南柯夢
ぜ ん で ん な ん か の ゆ め

』の挿絵で馬
ば

琴
き ん

と争っていたが和解した。 

「（略）文化七年に至
いたり

て結局
けっきょく

団円
だ ん え ん

す。八年の春、板元
は ん も と

平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

、作者に報
む く

ふに潤
か く

筆
ひ つ

の外
ほ か

に金
き ん

十両注 1 を以
もって

す。且
か つ

北斎に為朝
た め と も

の像注 2 を画
え が

かせ、曲亭
きょくてい

に賛を乞ふて、これを懸幅
か け ふ く

にし

て祭れり。その贏余
え い よ

（利潤）多きをもて徳
と く

とする所也
ところなり

」 (曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

『近世物之本
き ん せ い も の の ほ ん

江戸
え ど

作者
さ く し ゃ

部類
ぶ る い

』岩波文庫版ｐ216による。ルビは筆者による)。 

注 1）金十両：この頃としては割高の金十両（筆者注：約 1,250,000万円～1,500,000 万円。

1 両=5000～6000 文、1 文＝25 円で換算）の稿料であったらしい（大正 2 年成光館出版部

『趣味研究 大江戸 全』所収、饗庭篁村「作者の作料及び出版部数」）。 

注 2）為朝の像：文化 8年（1811）「為朝図
た め と も ず

」を指す。 

★この頃より次第に読本挿絵から遠ざかり絵手本の作成に移る。「独流
どくりゅう

開祖
か い そ

」の印を使い

始める（『芸術新潮』1989 年 3月号特集「北斎」初輯・永田生慈「北斎の才能」）。 

★この年も柳亭種彦
りゅうていたねひこ

との交流が盛ん。 

※『柳亭種彦
りゅうていたねひこ

日記
に っ き

』 

☆〈正月十日条〉 

「北斎年初
ね ん し ょ

ニきたる。種彦
た ね ひ こ

道
み ち

ニてあふ、来年
ら い ね ん

の大小
だいしょう

（暦）もらふ、北嵩子
ほ く す う し

（北斎の弟子）

晴山子
せ い ざ ん し

（不明）夜
よ る

五
い つ

ツ半時
は ん ど き

（午後 9時頃）迄
ま で

物語
も の が た

ル」 

☆〈正月十二日条〉 
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「一昨日
い っ さ く じ つ

北斎
ほ く さ い

主
ぬ し

来
きたる

、辛
かのと

未
ひつじ

年
のとし

（文化 8年）大小
だいしょう

（暦）もらふ、なくしそふなる故
ゆ え

かきつけお

く 大 二四六七九十十二 小 正二（閏）五八十一 凡三百八十四日也」  

☆〈正月十六日〉曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

『滝沢家訪問往来人名簿』に「正月十六日 両国三河
み か わ

や 北斎」

とあり、この日の両国三河屋での書画会に北斎が出席したことが分かる。 

【北斎子へゆきおらんだの十露盤けいこなす】 

☆〈二月朔
さくじつ

日条〉 

「廻状
かいじょう

来
き た

ル、石
い し

井氏
い し

え
マ マ

順
じゅん

達
た つ

、昼前
ひ る ま え

北嵩子
ほ く す う し

の家
い え

へ行
い く

、北斎子
ほ く さ い し

へゆきおらんだの十
そ

露盤
ろ ば ん

（注：

単なる算盤ではなく洋風の計算器か）けいこなす、夜
よ る

こりう子
し

とひ留守
る す

、玉
ぎょく

豕子
し し

(柏庵)と

ふるす、晴山子
せ い ざ ん し

これもるす、ついに縄人許
じょうじんのもと

ニ而
て

晴山子
せ い ざ ん し

ニあふ」 

☆〈二月十二日条〉 

「北斎子
ほ く さ い し

八代粂蔵
く め ぞ う

殿
ど の

より使来
つかいきた

ル。石原
い し は ら

へ刀
かたな

をかへす、少
す こ

し風
か ぜ

たつ 今日
き ょ う

もしやくけにて筆
ふ で

をかます 夜
よ る

石原酔
い し は ら す い

水亭
す い て い

へ行
い く

、駒
こ ま

人
ひ と

来
き た

ル」 

☆〈二月廿六
にじゅうろく

日条〉 

「南江子
な ん こ う し

政吉飯島氏
い い じ ま し

来ル、種彦
た ね ひ こ

北斎
ほ く さ い

主
ぬ し

知道
と も み ち

（筆耕
ひ っ こ う

石原
い し は ら

知道
と も み ち

）ぬし訪
おとな

ふ、知道
と も み ち

ぬし留守
る す

にて

あわず」 

☆〈三月廿六
にじゅうろく

日条〉 

「種彦
た ね ひ こ

昼
ひ る

頃
ご ろ

より北斎子
ほ く さ い し

知
と も

道子
み ち し

の許
も と

をとふ、（中略）書画
し ょ が

および三味線
し ゃ み せ ん

花
は な

の会
か い

、なにゝもあ

れ会
か い

となのつきたるハ、ミな法度
は っ と

となるよしきく、又北斎之弟子北周
ほくしゅう

名をあらためて雷
ら い

周
しゅう

とかよぶ者、祖母
そ ぼ

孝行
こ う こ う

にて銀
ぎ ん

三枚
さ ん ま い

一
い っ

せう一人
い ち に ん

ふち、御
ご

ほうびにくだしおかれし由
よ し

きく、い

まにはじめぬことながらありがたき御代
み よ

なり、雷
ら い

周
しゅう

住居
じゅうきょ

ハしんばざいもく丁
ちょう

とをり（注：

新場材木町通り）松屋
ま つ や

橋
ば し

とかいふかたハら也
な り

」 

☆〈四月朔
さ く

日
じ つ

条〉 

「此
こ の

頃
こ ろ

北斎門人北周
ほくしゅう

改名して雷
ら い

周
しゅう

といふ者、祖母ぎんに孝行
こ う こ う

ゆへ、白銀
は く ぎ ん

三枚
さ ん ま い

注ぎんへ一人
い ち に ん

ぶちくださる、住居ハ本
も と

材木
ざ い も く

町
ちょう

七丁目なり、此
こ の

孝行之
こ う こ う の

次第
し だ い

北斎かたよりたのミ来
き た

リ、梅塢
ば い う

（注：如実
に ょ じ つ

道人
ど う じ ん

。荻野梅塢
お ぎ の ば い う

）主人とゝもにさくをなしけるが、北斎かたよりとりに着
き

たら

ず、一九
い っ く

がさくにて先
さ き

へねがひにいでたる由
よ し

、これらの故
ゆ え

ニや」 

注）白銀：銀 43 匁（約 161ｇ）を長円形の紙一枚に包んだものが白銀一枚とされる。褒

美・儀礼・贈答用に用いられた。ちなみに一両は銀 60匁とされたので、白銀一枚は約 0.72

両。三枚で約 2.15 両相当と考えられる。一両は現在の約 12～13 万円程といわれるが、時

代背景で変化するので特定することはできない。2.15 両×13 万円で 28 万円ほどであった

か。 

※北斎が依頼した雷
ら い

周
しゅう

の孝行次第は、その計画を取りに来ないので十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

の原稿が先

になったということ。 

☆〈四月廿六日条〉 

「北斎子
ほ く さ い し

とふ」 

【どら孫誕生】 
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★長女
ちょうじょ

阿
お

美
み

与
よ

に息子生（この頃か。後、放蕩
ほ う と う

となって北斎を悩ます）。幼名不明。 

【看板絵は苦手】 

★春、狂言の看板絵二枚描く（随筆『我
わ が

衣
ころも

』（文政 12年。加藤曳尾庵
か と う え び あ ん

著「かとうえいびあ

ん」とも）による。永田生慈『北斎の絵手本 二』所収）。 

★11 月、市村座顔見世(翌一年演ずる予定の役者の顔見世)狂言『四天王
し て ん の う

櫓
やぐらの

礎
いしずえ

』の看板を

描くも、人物は痩せて見苦しく、人々も歌舞伎の画看板は鳥居
と り い

風に限るとの評判であった。

北斎も悔いる。（『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

別
べ っ

本
ぽ ん

』の記事を飯島虚心『葛飾北斎伝』で紹介ｐ88～89）。

但し、鈴木重三の補注では、『浮世絵類考』の諸本には見当たらないとしているが、『歌

舞伎年表』文化八年十一月の項に大田
お お た

南畝
な ん ぽ

の日記を引いて「去年、市村座、顔見世の看板

一枚、北斎がかきしと共
と も

に珍
めずら

し云々
う ん ぬ ん

」とあることを紹介して、看板絵を描いたことは事実

としている。 

※『近世庶民生活史料 街談文々集
がいだんぶんぶんしゅう

要
よ う

』（石塚豊介子
い し づ か ほ う か い し

著 鈴木棠三
す ず き と う ぞ う

校訂 三一書房）の文

化八年「天
て ん

民
み ん

翁書幕
お う し ょ ま く

」（ｐ243）には、北斎が市村座の看板絵一枚を描いたが、本来、看

板絵は鳥居派
と り い は

が描いてきたもので、時の流れか近頃は色々な者が看板絵を描くと記してい

る。この記事が、鈴木重三のいう『歌舞伎年表』の記事と一致するのは明らかだが、『我
わ が

衣
ころも

』の記事との関係は不明。 

「（略）去年
こ ぞ

注も当座(筆者注：市村座)の顔ミセに看板壱枚
い ち ま い

ハ、葛飾北斎が画
えがき

し也、是
こ れ

も

昔より鳥
と り

居
い

家
け

にて画
え が

き来
き た

りしに、時うつりかハれば、いろ〱
い ろ

さま〱
ざ ま

になりゆくものなり、

末々
す え ず え

にハ二八
に は ち

そばや・煮うりミせのかんばんなども、諸家
し ょ か

某
なにがし

が書
か き

て、奸坊
か ん ぼ う

の印など押す

やうにもなりゆくべし（略）」とある(WEB「浮世絵文献資料館」による。ルビは筆者によ

る)。 

注）去年：文化 8年の記事なので文化 7年を指す。 

※本来、芝居看板は鳥居
と り い

家が描いていたものだが、北斎などの他派の者も描くようになっ

たのは時の流れなのか、そのうち二八
に は ち

蕎麦屋や煮物売りの店の看板をそれらしい人が描い

て適当な印を押すようになるのではないかと皮肉っている。 

 

●合巻『勇
ゆ う

略女
りゃくおんな

教訓
きょうくん

』（文化 6 年『北畠女
きたばたけおんな

教訓
きょうくん

』の改題再刊版。十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

作。画狂人葛

飾北斎画。国立国会図書館/西尾市岩瀬文庫蔵） 

●読本『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』拾遺
し ゅ う い

(8 月。角書
つ の が き

「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝
た め と も

外伝
が い で ん

」。五冊。半紙本六冊。

曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北斎図画。印亀毛蛇足。平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

版。国立国会図書館/浦上満/京都

大学文学研究科図書館蔵） 

※奥付には「文化七年庚
かのえ

午
う ま

八月発販」とある。序文は前年 5月。 
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●読本『双蛺
ふたつちょう

蝶
ちょう

白糸
し ら い と

冊子
そ う し

』(『 雙 蛺
ふたつちょうちょう

白糸
し ら い と

冊子
そ う し

』とも。正月。角書
つ の が き

「梅川
う め か わ

忠
ちゅう

兵衛
べ え

赤
あ か

縄
な わ

奇縁伝
き え ん で ん

」。五冊。芍楽亭長根
し ゃ く や く て い な が ね

作。奥付に「出

像注 葛飾北斎辰政 文化七載庚
かのえ

午
う ま

正月吉日

発販 角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

・河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

・伏見屋作
ふ し み や さ く

兵
べ

衛
え

」とある。早稲田大学図書館/酒田市立光丘

文庫蔵) 

注）出像：繍像
しゅうぞう

に同じ。登場人物の絵。本文

の前に描かれる。 

『雙蛺蝶白糸冊子』（出像：早稲田大学図書館） 

●読本『阥阦妹背山
お ん よ う い も せ や ま

』（『
「

婦女庭訓
ふ じ ょ て い き ん

阥阦
お ん よ う

妹背山
い も せ や ま

』『
「

陰陽
お ん よ う

妹背山
い も せ や ま

』とも。1 月。六冊。六巻。

振
し ん

鷺亭
ろ て い

作。表紙に「葛飾北斎画」。内表紙には「江
え

都
ど

浅草金
き ん

龍山
りゅうざん

下隠士 著述士 振
し ん

鷺亭
ろ て い

主人/縦画生 江
え

都
ど

本荘
マ マ

（本所）両国橋
りょうごくばし

辺隠士葛飾北斎 印亀毛蛇足」とある。石
い し

渡利
わ た り り

助
す け

版。15.6×22.4 早稲田大学図書館/オランダ国立民族学博物館/メトロポリタン美術館蔵）

奥付には「文化七庚
かのえ

午
う ま

正月発販」とある。 

【絵手本の初作。この頃より戴斗号を用いるか】 

●絵手本『己痴羣夢多字画尽
お の が ば か む ら む だ じ え づ く し

』（1月。中本二冊。前編 33図、後編 36図。武部
た け べ

源蔵
げ ん ぞ う

注門人

涎
よだれ

操
く り

（北斎の偽名）著。葛飾北斎戯画。二代目蔦谷
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵）題簽に「庚
かのえ

午
う ま

」とある。 

注）武部源蔵：生身
い き み

天満宮（現京都府南丹
な ん た ん

市
し

園部町
そ の べ ち ょ う

美園町
み そ の ま ち

1－67）の始祖。菅原道真
すがわらのみちざね

の別

荘跡地の京都園部で代官を務め、道真を祀る生
い き

祠
ほこら

として天満宮の礎石を創始した。道真没

後は生祠を霊廟として祀った。武部源三は、歌舞伎『菅原
す が わ ら

伝授
で ん じ ゅ

手習
て な ら い

鑑
かがみ

』第四段「寺子屋の

段」にも登場する。北斎が武部源三を持ち出した理由は不明。 

※北斎の絵手本の初作。脇に添えられている狂歌に従って、文字を数字の順で書いていく

と自然に絵が完成するという文字絵の趣向の本。「布袋
ほ て い

の宝珠
ほ う じ ゅ

の上に鼠を描く」や「蝙蝠
こ う も り

を描く」などがある。『古典籍総合目録』では滑稽本に分類している。 

※前編巻末に「葛飾北斎戴斗画本
か つ し か ほ く さ い た い と え ほ ん

目録
も く ろ く

」があり、『己痴羣夢多字画尽
お の が ば か む ら む だ じ え づ く し

/同 後編』の書き

込みに続き、「略画早
は や

字引
じ び き

 此
こ の

道
み ち

にこゝろざしある幼
よ う

童
ど う

のその意を得
え

やすからしむのさう

しなり」とある。ここで「戴斗」号が記されているので、この頃から「戴斗」を用いたか。

但し、「戴斗」改名は文化 11 年に「北斎」号を門人に譲った翌年の文化 12 年からとする

説もある。 

※後編は『己痴羣夢多字画尽
お の が ば か む ら む だ じ え づ く し

』(文化 7 年：1810)の改題再摺判として同年に『略画
り ゃ く が

早学
はやおしえ

 

後編』〈一冊。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版〉と題して刊行されたとされる（永田生慈『北斎の絵手本』ｐ

271）。 

※二代蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

による前編序文。 

「書画
し ょ が

は暦支
れ き し

の羽
つ ば

異
さ

にして、書
し ょ

につくさゞる処
ところ

、其
そ の

かたちを図
ず

して、是
こ れ

をたすけ、画
が

注 1

に及
お よ

ばざる所
ところ

、書
し ょ

をくわえて、是
こ れ

を補
おぎな

ふ。書
し ょ

は入
い り

やすく学
ま な

びがたし。画
が

は入
い り

易
や す

きより引入
ひ き い れ

て、まなびやすきに至
い た

らしめんとす。一時
い ち じ

の 戯
たわむれ

れといへども此
こ の

道
み ち

に 志
こころざし

ある幼
よ う

童
ど う

の助
たすけ

に
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せむと乞
こ い

得
え

て、桜木
さ く ら ぎ

に花
は な

さかする事
こ と

（筆者注：桜に花が咲くことと、桜木板に字画を彫っ

て出版する事を掛ける）とはなりぬ。文化庚
かのえ

午
う ま

孟
も う

春
しゅん

 耕書堂
こ う し ょ ど う

蔦
つたの

唐
か ら

丸
ま る

注 2誌
しるす

」  

注 1）画：この字は本稿では単独で用いられた場では「え」と読んでいるが、当該序文の

ルビでは「が」と読んでいるので、それに

従う。  

注 2）蔦唐丸：蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

の狂歌号。 

※柳亭種彦
りゅうていたねひこ

による後編序文。 

「（略）此書
こ の し ょ

独
ひとり

幼稚
こどもしゅ

の為
た め

に益
え き

あるのミにあ

らす
ず

、狂歌
き ょ う か

俳諧
は い か い

を 翫
もてあそ

ふ
ぶ

人々席上
せきじょう

需
もとめ

に応
お う

ず

るの一助
い ち じ ょ

にして実
まこと

に略画
り ゃ く が

初学
ういまなび

の楷
か け

梯
は し

ともい

ふべし」(句読点・ルビは筆者) 

『己痴羣夢多字画尽』（『略画早学』島根県立美術館） 

【娘阿栄が初めて挿絵を描く】 

●狂歌絵本『狂歌国尽
きょうかくにづくし

』（半紙本 1 冊。墨摺。巴泉堂
は せ ん ど う

：瀬
せ

川路
が わ ろ

蝶
ちょう

編。見開きに「画工北斎

先生」とある。印之印。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

※娘の阿
お

栄
え い

が帆掛船
ほ か け ぶ ね

の挿絵（無数の帆掛

船の帆だけを、図の手前から後方に向かっ

て、遠近法で描く）を描いた。「栄女
え い じ ょ

筆
ひ つ

」

の落款がある。これが、阿
お

栄
え い

の初筆といわ

れる。表紙には「初会催主 瀬
せ

川路
が わ ろ

蝶
ちょう

」と

ある。浅草側が中心になって刊行された。 

狂歌のみ記された 15 丁と狂歌と絵の入っ

た 16丁で構成される。 

         栄女：帆掛船（大英博物館） 

北斎は最初の 1 丁の絵（貴人が鏡を見ながらお歯黒を塗っている図）のみ描く。他は北

斎の葛飾派の弟子 15人（雷
ら い

川
せ ん

・

北溟
ほ く め い

・雷
ら い

洲
しゅう

・北岱
ほ く た い

・斗
と

雷
ら い

・北政
ほ く せ い

雷
ら い

英
え い

・ 北斗改戴
ほくとあらためたい

雅
が

・ 北恵
ほ っ け い

・

北鳴
ほ く め い

・栄女
え い じ ょ

・震索
し ん さ く

・竹紫戴
ち く し た い

輔
す け

・

北専
ほ く せ ん

・寸松
すんしょう

改
あらため

北輝
ほ っ き

・酔
す い

月
げ つ

壺
こ

龍
りゅう

）

が一枚ずつ描いている。 

北斎：貴人鏡見図（大英博物館） 

 

●狂歌絵本『富士見十三景
ふ じ み じ ゅ う さ ん け い

 狂
きょう

歌
か

登
と

遠
お

眼
め

可
が

彌
ね

』（この頃か。一冊。宿屋飯盛
や ど や の め し も り

(石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

)・

鈍々亭
ど ん ど ん て い

・千桜亭
せ ん お う て い

撰） 

※画狂人北斎他 12名の画（『年譜』による）。 
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●錦絵『東海道五十三次絵尽
と う か い ど う ご じ ゅ う さ ん つ ぎ え づ く し

』（1 月。「東海道五十三次」物の一。角型小判(ほぼ正方

形)の着色折帖判。全 57 図 6 冊。その内 3 図（〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈嶌
し ま

田
だ

〉〈京
きょう

〉〉は二枚続き。

表紙に「葛飾北斎画 鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

梓」とある。〈吉田
よ し だ

〉〈御油
ご ゆ

〉に鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

の商標がある。

「袋」に「東海道五十三次絵尽
と う か い ど う ご じ ゅ う さ ん つ ぎ え づ く し

」の画題と「文化七年新春板 葛飾北斎画」とある。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。各約 12.1×11.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※人物中心に描かれ、ほとんど名所絵の面影はない。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※見開き二枚続き。手前に橋を渡

る大名行列。図左には材木場。遠

景に富士山。   

日本橋（すみだ北斎美術館） 

☆〈品川
し な が わ

〉 

 

※∧の下に二を書いた紋が染められた布で覆われた旅の駕籠
か ご

が

乗りつけた遊女屋。その店先に遊女が二人座っている。 

品川（すみだ北斎美術館） 

☆〈川崎
か わ さ き

〉 

※六郷
ろ く ご う

から川崎への多摩
た ま

川
が わ

の渡し

舟に男女五人の旅人が乗ってい

る。船頭が力いっぱいに竿をさしている。 

                  川崎（すみだ北斎美術館） 

☆〈神奈川
か な が わ

〉 

※笠を被り合羽
か っ ぱ

を着た旅人二人。

上半身裸で天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の荷物を担いでついて行く供の男。その脇に

石段が描かれる。 

神奈川（すみだ北斎美術館） 

☆〈程ケ谷
ほ ど が や

〉 

※「右 かまくらみち」と刻まれ

た石の道標の前で、馬の荷を直し

ている馬丁
ば て い

と、その前で笠の紐
ひ も

を調えている旅の男。           

保土ヶ谷（すみだ北斎美術館） 

☆〈戸塚
と つ か

〉 

※宿の風呂に入っている男と、火吹き竹で火をおこしている

宿の女。側の部屋では風呂上りの男が上半身裸で団扇
う ち わ

で涼んでいる。 
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☆〈藤沢
ふ じ さ わ

〉 

※荷物運びの人足が箱を下ろして休む様子を描く。長持
な が も

ちの前

で、上半身裸の男が二人煙管
き せ る

をくわえてお互いに火をつけよう

としている。箱の上に乗って疲れた足をさすっている男とそれ

を見ている男もいる。         藤沢（すみだ北斎美術館） 

☆〈平塚
ひ ら つ か

〉 

※橋の所ですれ違いざまに振り向き合う虚無僧
こ む そ う

と柴木
し ば き

を背負っ

た農婦。側を旅姿の男が通る。 

☆〈大磯
お お い そ

〉 

※松ノ木の側の「虎
と ら

が石
い し

」と書かれた立札
た て ふ だ

の前で、旅人が上

半身裸で石を持ち上げようとしている。それを見ているもう

一人の旅人。            大磯（すみだ北斎美術館） 

☆〈小田原
お だ わ ら

〉 

※宿でくつろぐ二人の男。その客に茶を差し出す宿の女。 

☆〈箱根
は こ ね

〉 

※右手に芦
あ し

ノ湖
こ

が見える山道を、駕籠
か ご

に乗って行く女と上半身裸の駕籠
か ご

かき。 

☆〈三嶋
み し ま

〉 

※独鈷
と っ こ

の杖を持って箱を背負い、深編
ふ か あ み

笠
が さ

を被った修験者
し ゅ げ ん じ ゃ

に出

会い、杖を放り出し驚いて腰を落としている旅人。図の左に

は三島
み し ま

城
じょう

が見える。         三嶋（すみだ北斎美術館） 

☆〈沼津
ぬ ま づ

〉 

※男女の旅人が堰
せ き

に流れる水流を眺めている。 

☆〈原
は ら

〉 

※海辺の街道の民家の前を行く旅人たち。絵の中央に赤いす

やり霞がかかる。 

☆〈吉原
よ し わ ら

〉 

※富士の裾野
す そ の

を行く旅人たち。馬には大吉と染め抜いた背当てと腹当てがある。 

☆〈神原
か ん ば ら

〉 

※富士川の急流を行く三艘の渡し舟。 

☆〈由井
ゆ い

〉 

※駿河
す る が

湾沿いの街道を行く旅人たちと民家が鳥瞰で描かれる。絵の中央に赤くすやり霞が

描かれる。 

☆〈沖津
お き つ

〉 

※海辺の山道を行く旅人たち。街道の崖下には波が打ち寄せている。 

☆〈江尻
え じ り

〉 

※馬子の牽
ひ

く馬に乗る旅人と、すれ違う大小の二本差しの男。遠くに山並みがみえる。 
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☆〈府中
ふ ち ゅ う

〉 

※川で布を晒している男女。晒した布を干している男。 

☆〈鞠子
ま り こ

〉 

※宿の部屋でとろろ汁を食べている二人の旅人。おかわりに

応じるためにお盆を差し出す宿の女。 鞠子（すみだ北斎美術館） 

☆〈岡部
お か べ

〉 

※松などの木々のある急な宇津
う つ

ノ

谷
た に

峠を往来する旅人。天秤の荷物

を担ぐ男もいる。          

岡部（すみだ北斎美術館） 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉 

※茶屋で休む旅人と、茶を飲んでい

る行商の男。店の外には天秤棒の荷

物が置かれている。          藤枝（すみだ北斎美術館） 

☆〈嶌田
し ま だ

〉 

※見開き 2 枚続きの図。大井川の急流の中を荷物や人を渡す川

越人足
に ん そ く

。肩車で渡したり、荷物を持ちあげている。遠くにも侍

の長棒の駕籠を数名の男が担いで渡している。 

☆〈金谷
か な や

〉 

※二つの長持
な が も ち

を下に置いて休む上半身裸の三人の人足。側にはお供の三人が片膝をついて

控えている。刀を腰にした二人が何かを話している。 

☆〈西坂
に っ さ か

〉 

※一般に「日坂
に っ さ か

」と表記される。大道で羯
か っ

鼓
こ

踊りのように、腰に鉦
か ね

を多く括りつけ、叩き

ながら踊る女芸人と、座って太鼓を叩いて調子をとる男。それを見ている男たち。  

西坂（すみだ北斎美術館） 

☆〈掛川
か け が わ

〉 

※山の湧水
わ き み ず

を汲もうとしている旅の

男と、側に立っているもう一人の

男。 

       掛川（すみだ北斎美術館） 

☆〈袋井
ふ く ろ い

〉 

※朱色の鳥居の足元で馬の背から荷物を下ろそうとする馬子。

馬の顔先に道中笠が転がっている。近くの秋葉山
あ き ば さ ん

に秋葉
あ き ば

権現社
ご ん げ ん し ゃ

があり、その鳥居であろう

か。 

☆〈
（

秋葉
あ き ば

〉 



334 

 

※尻はしょりして二
ふ た

瀬川
せ が わ

を渡る旅人たち。天秤の荷物を担いで渡る男もいる。遠景の山は

秋葉
あ き ば

権現社
ご ん げ ん し ゃ

のある秋葉山
あ き ば さ ん

か。 

☆〈鳳来寺
ほ う ら い じ

〉 

※笠を手にして山道を行く三人の男。図の左に鳳来寺
ほ う ら い じ

の屋根が見える。 

☆〈見付
み つ け

〉 

※天秤棒を担ぐ男と何かを話す旅の男。荷物のない空
か ら

馬
う ま

の側に立つ馬子もいる。 

☆〈浜枩
は ま ま つ

〉 

※松の巨木に覆われるように茶屋が鳥瞰で描かれる。茶屋の前には馬が休み、旅人が数人

行き来している。巨木は、足利
あ し か が

義教
よ し の り

（1394～1441）がこの松のもとで、「浜松の音はざざ

んざ」と謡ったといわれ「ざざんざの松」と呼ばれる浜松名物の松の群生を思わせる。 

☆〈舞坂
ま い さ か

〉 

※荒井宿までの浜名湖の「今
い ま

切
き り

の渡し」船に旅人たちと荷物が乗り、船尾で船頭が力一杯

竿をさしている。 

☆〈荒井
あ ら い

〉 

※新居
あ ら い

宿
じゅく

関所（今
い ま

切
き り

関所）。「御関所
お せ き し ょ

」の書き込みがある。役人が証文を読みあげ、その

前で三人の旅人が正座して畏
かしこ

まっている。 

☆〈白
し ら

須賀
す か

〉 

※上半身裸で駕篭
か ご

を担ぐ駕篭
か ご

かき。眼下に遠州灘
えんしゅうなだ

が広がる。 

☆〈二
ふ

タ
た

川
が わ

〉 

※岩穴に賽銭箱が置かれた祠
ほこら

を見ている三人の旅人と天秤棒を担ぐ男。 

☆〈吉田
よ し だ

〉 

※松林の道筋で、馬に乗った旅人。その脇で熊手で落ち葉を集めた籠を背負う女。その傍

に僧衣の旅人が一人いる。馬の腹掛けに版元の鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

の商標がある。 

☆〈御油
ご ゆ

〉宿の前で荷物を下ろした馬の世話をする馬丁
ば て い

。その前の縁側で客を待つ様子の

遊女二人。馬の腹掛けに鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

の商標がある。 

☆〈赤坂
あ か さ か

〉 

※「庚申
こ う し ん

供養
く よ う

」と彫られた石碑の前で、旅人二人が荷物を置いて話している。 

☆〈藤川
ふ じ か わ

〉 

※外に茣蓙
ご ざ

を敷いた休み処で、煙管
き せ る

を銜
く わ

えて休む男や饅頭を

食べている男に茶を差し出している女。その前には茶を沸か

す竈
かまど

に薪
たきぎ

がくべられている。     藤川（すみだ北斎美術館） 

☆〈岡崎
お か ざ き

〉 

※城へ向かうのであろうか、矢作
や は ぎ

橋
ば し

を渡る侍たちの行列。合

羽や蓑を着た侍たちの先では長槍を持つ男が振り向いてい

る。 



335 

 

岡崎（すみだ北斎美術館） 

☆〈池鯉鮒
ち り ゅ う

〉 

※松並木の道にしゃがんで草鞋
わ ら じ

の

紐を整える馬子と、側に立ってい

る二人の馬子。この地では馬市が

多く開催されたというが、馬は描

かれない。池鯉鮒（すみだ北斎美術館） 

☆〈鳴海
な る み

〉 

※絞り染用の白い反物を畳んでいる男や、それを運んで積み上げる女たち。部屋には染め

た反物が吊るされている。この地では「有松
あ り ま つ

紋
しぼり

」や「鳴海絞
な る み し ぼ り

」と呼ばれる藍に染めた布が

有名。 

☆〈宮
み や

〉 

※熱田
あ つ た

神宮の門前町。ここから桑名
く わ な

に向けて海上を渡る。七里先、約 2 時間余りの船旅で、

旅人を乗せた帆船を描く。 

☆〈桑名
く わ な

〉 

※荷物を脇に置いて、茶店の縁台に座って名物の焼
や き

蛤
はまぐり

を食べている二人の旅人。縁台の

下では、店の女が団扇で仰ぎながら蛤を焼いている。 

☆〈四日市
よ っ か い ち

〉 

※石灯篭と鳥居の前で旅人が筒から水を飲んでいる。もう一人の男が柄杓
ひ し ゃ く

を差し出して水

をもらおうとしている。天秤棒を担ぐ男もいる。四日市は伊勢神宮への参詣路の分岐点。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

〉 

※石
い し

薬師寺
や く し じ

の屋根の向こうに街道を往来する旅人たちが俯瞰で描かれる。 

☆〈庄野
し ょ う の

〉 

※宿で上半身裸で、酒と肴を囲みながらくつろぐ三人の男。 

☆〈亀山
か め や ま

〉 

※亀山城から出掛ける、長持ちを担ぐ従者を連れた侍たちの一行。 

☆〈関
せ き

〉 

※戸外で箱状の道具を使って縄状のものを作っている親子。桶作りが有名なので箍
た が

だろう

か。 

☆〈坂
さ か

の下
し た

〉 

※「水
み ず

あめ卸
おろし

」の看板のある店先で、大釜の水あめを描き回している男。大きな盆を台に

腰掛けている男と、水飴の受け渡しの作業をしている女房。 

☆〈土山
つ ち や ま

〉 

※鈴鹿
す ず か

峠
とうげ

の西北山麓にあり、鈴鹿
す ず か

越
ご え

の宿駅。「いちぜんめし」「どぢやう汁」と書いた箱

看板の下で寝ている犬の脇を通る男二人を描く。           
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土山（すみだ北斎美術館） 

☆〈水口
み な ぐ ち

〉 

※「そばきり うんどん」の看板

のある店先の床几に腰掛け休んで

いる旅人二人。一人はどんぶりか

らうどんをすすっている。 

水口（すみだ北斎美術館） 

☆〈石部
い し べ

〉 

※山間の街道を行く旅人たちを鳥

瞰で描く。図の中央には朱色のすやり霞が描かれる。             

石部（すみだ北斎美術館） 

☆〈草津
く さ つ

〉 

※琵琶湖沿いの松の老木のある街道を往来する旅人。琵琶湖に

は湖面を渡る帆かけ舟が二艘描かれる。 

☆〈大津
お お つ

〉 

※走
は し

り井
い

と呼ばれる湧水
わ き み ず

の前に来た三人の旅人。 

☆〈京
きょう

〉 

※見開き二枚続き。左頁には、石段に向かう垂
す い

干
か ん

を被る二人の貴人の姿。後ろに矢を背負

った武人が控えている。右図には、折
お り

烏帽子
え ぼ し

の男と赤い着物の少年や、地べたに腰を下ろ

している仕丁
じ ち ょ う

たちを描く。 

●錦絵『伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

横
よ こ

大判
お お ば ん

新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

シリーズ』（この頃か。横大判錦絵揃物。13 図。北

斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版） 

※江戸名所図。全図、紅色のすやり霞をかけた鳥瞰図画法。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

浅草金龍山之図
あ さ く さ き ん り ゅ う ざ ん の ず

〉（24.2×37.8 図右に「金
き ん

龍山
りゅうざん

」、図左に「浅草観世音」

の書入れがある。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※五重塔を背景に描く。本殿と仁王門
に お う も ん

の提灯には「卍」の字が書かれている。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

愛岩
あ た マ マ

（宕
ご

）山遠見之図
や ま と お み の ず

〉（図右に「芝
し ば

愛岩
あ た マ マ

（宕
ご

）」、図左に「芝浦
し ば う ら

」の書込

みがある。26.5×38.6 太田記念美術館：長瀬ｺ

ﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東

洋文庫：岩崎文庫蔵〉 

※境内には多くの参詣の人々。図の左下には、

出世階段が描かれる。図左上には「芝浦
し ば う ら

」と書

かれ、遠くには帆かけ船が数隻描かれる。遠く

に富士山が見える。  

新板浮絵愛岩山遠見之図（すみだ北斎美術館） 
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☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

八ツ山
や つ や ま

花盛
はなざかり

群集之図
ぐ ん し ゅ う の ず

〉（図右に「八
や

ツ山
や ま

」、図左に「羽根田
は ね だ

」の書入れ。

25.9×38.1。ホノルル美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※桜見物の人々と、羽田
は ね だ

沖
お き

に浮かぶ数隻の船。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

亀井戸天満宮之図
か め い ど て ん ま ん ぐ う の ず

〉（図右に「梅
う め

屋敷
や し き

」、図左に「亀
か め

井戸
い ど

」の書入れがある。

25.0×37.4。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/江戸東京博物館/すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※梅
う め

屋敷
や し き

には梅の花が咲き、亀
かめい

戸
ど

天神
て ん じ ん

の太鼓
た い こ

橋
ば し

には参詣の人々が渡っている。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

三
さ ん

芝居
し ば い

顔見世大入之図
か お み せ お お い り の ず

〉（図右上に「堺町
さかいちょう

 ふきや町
ちょう

」、図左下に「木
こ

ひ
び

き 

町
ちょう

」の書入れがある。24.7×37.2。太田記念美術 

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ 

すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「下谷池
し た や い け

の端
は た

仲町
なかちょう

 伊勢
い せ

利
り

板」の大看板を掲

げた芝居小屋の前の雑踏。版元の伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の出版広告をさりげなく書きいれている。     

新板浮絵三芝居顔見世大入之図（すみだ北斎美術館） 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

神田
か ん だ

明神
みょうじん

お茶
ち ゃ

の水
み ず

ノ図
ず

〉（図右に

「神田明神」、図左に「聖堂
せ い ど う

」の書入れがある。24.7×38.0。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ/日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※神田明神の鳥居をくぐる参詣人たち。図の左

の湯島
ゆ し ま

聖堂
せ い ど う

につながる道を往来
お う ら い

する人々。 

新板浮絵神田明神お茶の水ノ図（すみだ北斎美術館） 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

王子稲荷飛鳥山之図
お う じ い な り あ す か や ま の ず

〉（図右に

「飛鳥山」、図左に「王子」の書入れがある。

25.2×38.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※桜の花咲く王子稲荷前の飛鳥山の賑わい。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

牛
うしの

御前
ご ぜ ん

両社之図
り ょ う し ゃ の ず

〉（図右に「三囲
み め ぐ り

」、図左に「牛
う し

御前
ご ぜ ん

」の書入れが

ある。23.6×36.3 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※三囲
み め ぐ り

神社
じ ん じ ゃ

と牛
う し

御前
ご ぜ ん

に通じる道を往来する人々。三囲神社（現東京都墨田区向島
むこうじま

2-5-17）

は、弘法大師
こ う ぼ う だ い し

が祀ったといわれる田中
た な か

稲荷
い な り

が始まりという。当時は現在地より北の田圃
た ん ぼ

の

中にあった。文和年間(1352～56)に、近江
お う み

の三井寺
み い で ら

の僧・源慶
げ ん け い

が改築した際、土中から白
し ろ

狐
きつね

にまたがる老翁
ろ う お う

の像を発見、その像の周りをどこからともなく現れた白狐が三度回って

消えたという縁起から「三囲」の名がつけられた（「三囲神社」案内より）。 
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牛御前は、現在の牛島
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

（現東京都墨田区向島
むこうじま

1-4-5）のこと。もとは、本所
ほ ん じ ょ

区
く

向島
むこうじま

須崎町
す ざ き ち ょ う

(現東京都墨田区小梅
こ う め

3 丁目、向島
むこうじま

2 丁目

から 3 丁目辺)にあった。貞
じょう

観
か ん

2 年（860）に創

建されたとされ、天文
て ん ぶ ん

7 年(1538)に後
ご

奈良院
な ら い ん

よ

り「牛御前社」との勅号
ちょくごう

を賜
たまわ

ったと案内にあ

る。北斎の頃はこのように呼ばれていた。この

辺りの旧本所
ほ ん じ ょ

一帯を牛島と呼んでいたので、明

治初年から牛島神社と称するようになった。 

                     新板浮絵三囲神社牛御前両社之図（すみだ北斎美術館） 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

富賀岡
と み が お か

八
は ち

幡宮之図
ま ん ぐ う の ず

〉（24.6×37.2。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※深川の富岡
と み お か

八幡宮（現東京都江東区富岡
と み お か

1-20-3）を描いているが、本来、富賀
と み が

岡
お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

といえば、現東京都
と う き ょ う と

江東区
こ う と う く

南砂
みなみすな

7-14-18 にある八幡宮を指し、深川
ふ か が わ

(富岡
と み お か

)八幡宮
は ち ま ん ぐ う

より古く、

元宮
も と み や

とも元八幡
も と は ち ま ん

と呼ばれる神社であるので混同した名称になっている。石の鳥居
と り い

の下に

大勢
お お ぜ い

の参詣者
さ ん け い し ゃ

がおり、深川
ふ か が わ

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

と海の側の洲崎
す さ き

弁天
べ ん て ん

のある地が霞の向こうに描かれる。 

※洲嵜
す さ き

（現東京都江東区
こ う と う く

東陽
と う よ う

1 丁目一帯）は、元

禄年間に埋め立てられ、深川
ふ か が わ

洲崎
す さ き

十万坪と呼ばれ

た景勝地
け い し ょ う ち

で、東京湾を一望できた。現在「洲崎
す さ き

」

名は「洲崎
す さ き

郵便局」「江東
こ う と う

信用組合洲崎
す さ き

支店」名

に残すのみ。歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

も「名所
め い し ょ

江戸
え ど

百景
ひゃっけい

」〈洲崎
す ざ き

十万
じゅうまん

坪
つ ぼ

〉に描いている。 

      新板浮絵富賀岡八幡宮之図（島根県立美術館） 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

新吉原大門口之図
し ん よ し わ ら お お も ん ぐ ち の ず

〉（図右に「新吉原
し ん よ し わ ら

」、図左に「仲
な か

の町
ちょう

」の書入れがある。

25.7×38.1。日本浮世絵博物館/江戸東京博物館/すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/バ

ウアー・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※新吉原の大門
お お も ん

注をくぐり仲
な か

の町
ちょう

に行く人々の雑

踏を俯瞰
ふ か ん

して描く。図の右上に「新吉原
し ん よ し わ ら

」の字が

あり、門を挟んで図の左上には「仲
な か

の町
ちょう

」の字が

記されている。図の右には狩野屋
か の う や

の暖簾
の れ ん

が描かれ

る。   新板浮絵新吉原大門口之図（すみだ北斎美術館） 

注）大門
お お も ん

：一般的には「だいもん」と呼ぶが、

遊郭
ゆ う か く

では「おおもん」と呼ぶ。 

☆ 〈 新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

日本橋
に ほ ん ば し

肴
さかな

市
い ち

繁
は ん

昌之
じ ょ う の

図
ず

〉 （ 図 右 に

「日本橋
に ほ ん ば し

肴
さかな

市
い ち

」、図左に「江戸
え ど

橋
ば し

 四日市
よ っ か い ち

」の書込みがある。24.4×36.3。 北斎館/太

田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館蔵） 



339 

 

※図の手前に江戸橋を渡る人々を描き、図の中央

に日本橋を渡る群衆を描く。橋の北詰の東に位置

する魚河岸
う お が し

の賑わいを図の右側に描く。 

新板浮絵日本橋肴市繁昌之図（太田記念美術館） 

☆ 〈 新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

東叡山花盛之図
と う え い ざ ん は な ざ か り の ず

〉 （ 図 右 に

「東叡山
と う え い ざ ん

」、図左に「不忍
し の ば ず

弁天
べ ん て ん

」の書込みがあ

る。26.2×38.5。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/江戸東京博物館蔵） 

注）東叡山
と う え い ざ ん

：東叡山
と う え い ざ ん

寛永寺
か ん え い じ

。関東の天台宗
てんだいしゅう

本山
ほ ん ざ ん

。 

※蓮の葉が一面に生えた池に舟が浮かび、太鼓橋を渡って弁天に参詣する人々。遠く

東叡山
と う え い ざ ん

の屋根が見える。 

☆〈新板
し ん ぱ ん

浮
う き

絵
え

両
りょう

国
ご く

橋夕涼夜見世之図
ば し ゆ う す ず み よ み せ の ず

〉（図右に「両国橋」、図左に「両国広小路」の書入

れがある。25.7×37.8 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館蔵） 

※両国橋を往来する人々。対岸は両国広小路。 

●文字絵『六歌仙
ろ っ か せ ん

』（この頃か。文化 6 年～10 年〈1809～13〉説あり。大判紙本着色揃物。

かつしか北斎画。江崎屋
え ざ き や

吉
き ち

兵衛
べ え

版。各平均 38.8×26.2） 

※全図とも、歌仙の輪郭線がその人物の名前となっている文字絵

として描かれる。図の上部に各歌人の歌が記される。文化中期に

も『六歌仙』あり。 

☆「在原業平
ありわらのなりひら

」（太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術

館：浦上記念館/洛東遺芳館/平木浮世絵美術館蔵〉 

※ 簗
やなぐい

の矢を背負い、巻纓
け ん え い

で両脇に 緌
おいかけ

のある冠を被っている。

「在ハラのなり平」の文字で構成。  在原業平（平木浮世絵美術館） 

☆〈僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

〉（中右ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館蔵） 

※赤い
あ か い

法衣
ほ う え

を着て、袂
たもと

で口を覆いこちらを

向いて座っている図。 

僧正遍照（島根県立美術館） 

☆〈喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※墨染
す み ぞ め

の法衣
ほ う え

を着て扇子
せ ん す

を持ちこちらを振

り返る法師。「きせんほう志」で構成。 

喜撰法師（島根県立美術館） 
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☆〈大伴
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術

館：浦上記念館蔵） 

※垂纓
す い え い

を被り、坐って前を向いている図。 

大友黒主（島根県立美術館） 

☆〈文屋
ふ ん や の

康
や す

秀
ひ で

〉（山口県立萩美術館：浦上

記念館蔵）※烏帽子
え ぼ し

を被り、髭
ひ げ

を蓄
たくわ

えた康
や す

秀
ひ で

が座って前方を見ている図。「ふんやの

やすひで」で構成。 

文屋康秀（山口県立萩美術館） 

☆〈小野小町
お の の こ ま ち

〉（太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/中右ｺﾚｸｼｮﾝ/リッカ

ー美術館/落東遺芳館/平木浮世絵財団/ケンブリッジ･ﾌｨｯﾂｳｲﾘｱﾑ美

術館/島根県立美術館蔵） 

小野小町（島根県立美術館） 

※長い髪を束ね、桧
ひ

扇
おうぎ

を持ってこちらを振り向いている図。  

●肉筆画「夏
な つ

の朝
あ さ

 鏡
かがみ

見
み

美人図
び じ ん ず

」（この頃か。文化 10 年説あり。

絹本大判着色一幅。葛飾北斎。印亀毛蛇足。

86.1×32.4 岡田美術館蔵） 

※夏の朝、鏡に向かって髪を整えながら顔を映

す立ち姿の女の図。足元には鏡の蓋の上に朝顔

を入れた茶碗と、歯磨き用の房
ふ さ

楊枝
よ う じ

に歯磨きの

袋が置かれている。女の左には藻草
も ぐ さ

と金魚が泳ぐ金魚
き ん ぎ ょ

鉢
ば ち

がある。吊る

された衣桁
い こ う

には男物の着物が掛けられている。 

本図には同じ構図の弟子の北鼎
ほ く て い

と北渓
ほ っ け い

の絵がある。  

夏の朝（岡田美術館） 

●肉筆画「七福神図
し ち ふ く じ ん ず

」（合筆。絹本着色一幅。「文化庚
かのえ

午
うまの

歳
と し

 甲子
きのえねの

夜
よ る

」

とある。北斎は「布袋図
ほ て い ず

」を描く。北斎画。印亀毛蛇足。67･7×81･2 

西村屋与八
に し む ら や よ は ち

（永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

）版 ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ･ｷﾖｵｯｿｰﾈ記念ｼﾞｪﾉｳﾞｧ東洋美術館蔵） 

※ 外 に 、 鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

( 毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

) 、 歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

（ 弁財天
べ ん ざ い て ん

） 、 歌川
う た が わ

豊
と よ

春
は る

（ 寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

） 、 歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

（ 大黒天
だ い こ く て ん

） 、 勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

（ 福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

） 、 歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

（恵比寿
え び す

）が描く。 

※絵上部の賛に「一幅
い っ ぷ く

に千両箱
せんりょうばこ

を七
な な

ツまて
で

 よく

あつまりし江戸
え ど

の名筆
め い ひ つ

 応永寿堂主人需
えいじゅどうしゅじんのもとめにおうず

 山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

 印 山
さ ん

東京
とうきょう

山
ざ ん

書」とある。三
み

東京山
とうきょうざん

は、

山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

の弟。七福神図（『2005年北斎展図録』より転載） 



341 

 

●肉筆画「朝日
あ さ ひ

に烏
からす

」（この頃か。紙本淡彩一幅。北斎。25.0×36.0） 

※画面いっぱいに烏の図。その背後に朝日が描かれる。 

●肉筆画「鯉図
こ い ず

」（着色一幅。江
え

都
ど

画狂人北斎画。印亀毛蛇足 101.9×

44.0 群馬県立近代美術館蔵） 

※水中に立っているように泳ぐ鯉。水底
み な ぞ こ

に水草が揺らいでいる。図上部

は水面に近く、明るい色彩となっている。   鯉図（群馬県立近代美術館） 

●絵暦「注連縄
し め な わ

に馬
う ま

の絵馬
え ま

」（1月。北斎画。『年譜』による） 

●摺物「梅
う め

の鉢
は ち

と扇
おうぎ

」（1 月。着色。北斎画。18.3×17.2 すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鉢植えの梅と本年の干支
え と

を示す馬の絵柄の扇が描かれる。図左の浅
せ ん

紅
こ う

園
え ん

の狂歌の左に「午
う ま

初春
は つ は る

」とある。「いとけなき春の霞にこもりうた 

あの山こえて来
き

なくうく
ぐ

いす みちのく音羽
お と わ

瀧子
り ゅ う し

」、「諸人
も ろ び と

のこゝろも

いさむうまの春
は る

 ひんからよりそ
ぞ

まつかすみひく 狂歌庵 四方
よ も

白壁
し ら か べ

倉持
く ら も ち

 別称 山中
や ま な か

鹿
し か

住
ず み

」、「初夢
は つ ゆ め

に見
み

えしはうつゝうつゝには ゆめのやうにそ
ぞ

かすむ不二
ふ じ

の根
ね

 浅紅庵」の

狂歌が記される。 

●摺物「日本
に ほ ん

弎
さ ん

筆
ひ つ

」（1月。葛飾北斎画） 

※画中の屏風に表題と干支がある（『年譜』による）。三筆とは、平安時代、能筆の空海
く う か い

、

嵯峨
さ が

天皇、橘逸勢
たちばなのはやなり

をいうが、その後時代により他の三筆が称せられた。。 

●摺物「福寿草
ふ く じ ゅ そ う

に短冊
た ん ざ く

と筆箱
ふ で ば こ

」（「硯箱
すずりばこ

に福寿草
ふ く じ ゅ そ う

」とも。春。色紙判着色。かつしか北斎

画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「午春」とある。筆箱に硯と墨と筆が置かれ、開いた蓋の側に、福寿草と松の小枝を活

けた鉢と短冊が置かれている。図の上部に狂歌が書かれる。 

 

文化
ぶ ん か

8（1811）辛未
かのとひつじ

 52 歳 時
と き

太
た

郎
ろ う

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、新武蔵
し ん む さ し の

国
く に

葛飾
か つ し か

住
じゅう

藤北斎戴斗
と う ほ く さ い た い と

、北斎戴斗
ほ く さ い た い と

、

かつしか北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、葛飾北斎戴斗
か つ し か ほ く さ い た い と

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北斎
ほ く さ い

燈下
と う か

、前俵屋宗
さきのたわらやそう

理
り

北斎
ほ く さ い

注 □印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、雷
ら い

辰
し ん

、北
ほ く

、斎
さ い

、花押：こと（41歳）、富之
と み の

助
す け

：25歳、（阿
お

美
み

与
よ

：23歳）、（孫：

2歳）、阿
あ

栄
え い

（14 歳） 

【戴斗期】 

◇この年より文化 11年（1814）まで極印
きわめいん

と行司印
ぎ ょ う じ い ん

（版元で出版物の行司役の印）の併用と

なる。 

◇ゴローニン事件（「ゴローウニン事件」とも）。国後
く な し り

島
と う

で測量中のロシア人ゴローニン

を松前藩の役人が捕らえ、2年 3ヶ月幽閉
ゆ う へ い

する。 

◇最後の朝鮮通信使来貢
ら い こ う

（12回目）。 
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◇江戸大火（2 月 11 日。一ケ谷
い ち が や

谷町
た に ま ち

より出火。四谷
よ つ や

･赤坂
あ か さ か

辺、一里半の類焼。大名屋敷約

三十箇所、寺社その他を焼く（文化 8 年「御上屋敷 御中屋敷。御下屋敷 るいせう道し

るべ 上」東京大学情報学環図書室蔵）。 

◇2月 13日、村田春海
む ら た は る み

没（66）。 

◇幕府
ば く ふ

天文方
て ん も ん が た

に「蛮書和解御用
ば ん し ょ わ げ ご よ う

」（蘭学研究機関）設置。 

◇刺青
い れ ず み

禁止令。 

◇大田
お お た

南畝
な ん ぼ

の碑が牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

に建てられる。 

◇この頃、歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

が歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

に入門。 

○式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『浮世風呂
う き よ ぶ ろ

』（第三編）。 

○司馬
し ば

江漢
こ う か ん

、随筆『春波楼
し ゅ ん ぱ ろ う

筆記
ひ っ き

』（『伊曾
い そ

保
ほ

物語
ものがたり

』の紹介）。 

○烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

、『花
はなの

江戸
え ど

歌舞伎
か ぶ き

年代記
ね ん だ い き

』刊行始まる。 

 

【辰政ト云シ頃ノ門人】 

この年まで「北斎
ほ く さ い

・可候
か こ う

・辰
と き

政
ま さ

期」とし、同時に前年より戴斗
た い と

期が始まる。 

★辰
と き

政
ま さ

ト云シ頃ノ門人（『浮世絵類考：補遺』岩波文庫版 ｐ221より） 

注：無印または「増」は『増補浮世絵類考』、「新」は『新増補浮世絵類考』を示す。

（ ）内は割書
わ り が き

を示す、ルビは筆者による。 

※辰
し ん

斎
さ い

―雷斗
ら い と

（柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

ト云
い う

）―雷
ら い

洲
しゅう

（青山ニ住ス、ヨミ本アリ 銅板ノ紅毛画ヲヨクス） 

―重山
じゅうざん

（「新」二世重信
し げ の ぶ

） 

【北斎と号してからの門人】 

★北斎と号してからの門人（『浮世絵類考：補遺』岩波文庫版 ｐ221より） 

※北馬
ほ く ば

（「新」有坂
あ り さ か

氏俗称五郎八
ご ろ は ち

 「増」狂歌摺物多シ、別記アリ、画入ヨミ本数十冊ヲ

カケリ、後一家ノ画風ヲナス、蹄
て い

斎
さ い

ト云、「新」浅草「増」下谷
し た や

三
み

スジ町ニ住ス） 

※昇 亭
しょうてい

北寿
ほ く じ ゅ

（両国ヤゲンボリに住ス、錦絵山水ノ遠景多シ） 

※拱
きょう

斎
さい

北渓
ほ っ け い

（別記アリ赤坂ニ住ス、スリ物ヨミ本多シー岳山
が く ざ ん

） 

※北岱
ほ く た い

（浅草ニ住ス、スリ物ヨミ本多シ 「新」盈
え い

斎
さ い

ト号ス） 

※北鵞
ほ く が

（スリ物ヨミ本アリ、「新」抱亭
ほ う て い

ト号ス） 

※蘭
らん

斎
さい

北嵩
ほ く す う

（「新」島
し ま

氏 閑々楼
か ん か ん ろ う

ト号ス「増」本郷ニ住ス、ヨミ本草双紙多シ、後唐画師

トナル「新」東巨
と う き ょ

ト号ス、名重宣
し げ の り

） 

※東南西
とうなんせい

北
ほ く

雲
う ん

（大工久五郎
だ い く ひ さ ご ろ う

トアリ、スリ物錦絵アリ、画本アリ） 

※戴
たい

岳
がく

北泉
ほ く せ ん

（別記ス、ヨミ本、画本多シ、二代目戴斗
た い と

「編年史」） 

※北
ほ く

□
不 明

注（広
こ う

「編年史」 大坂ノ人、別記アリ、後画
が

狂人
きょうじん

「編年史」）注）北□：北広
ほ っ こ う

。 

※斗図楼
と と ろ う

墨僊
ぼ く せ ん

（名古屋ノ産画本ヲ出ス） 

※北洲
ほくしゅう

（大坂ノ産、錦絵ヨミ本アリ） 

★この年より戴斗
た い と

号を用いる。但し副号としての使用で、主号は「北斎」とする説もある。 

★この頃より挿絵減少、錦絵が多くなる。 
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★甲州
こうしゅう

へ旅するか（井上和雄『浮世絵師伝』〈渡辺版画店 昭和 6 年不詳〉を『年譜』で

紹介）。 

★3 月、秩父
ち ち ぶ

長泉院
ちょうせんいん

の絵馬「桜花
お う か

の図
ず

」を描く（『浮世絵八華５北斎』所収、永田生慈

「北斎の生涯」より）。 

 

●読本『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』残編(3 月。角書
つ の が き

「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝
た め と も

外伝
が い で ん

」。六冊。曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

作。葛飾北

斎図画。印亀毛蛇足。全 28 巻 29 冊完結記念に平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

（平林堂
へ い り ん ど う

）が依頼した版。国立

国会図書館/京都大学文学研究科図書館蔵） 

※奥付に「文化八年辛未
かのとひつじ

三月発販」とある。序文は前年 12月。 

●狂歌絵本『瀬川仙女
せ が わ せ ん じ ょ

追善集
ついぜんしゅう

 露
つ ゆ

の淵
ふ ち

』（12 月頃。着色一冊。遠
え ん

桜
お う

山
さ ん

人
じ ん

（太田蜀山人
お お た し ょ く さ ん じ ん

）序。

四方
よ も の

歌垣
う た が き

跋。瀬川路蝶
せ が わ ろ ち ょ う

撰。北斎筆。花押。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版か。『江戸の絵本』所収・マテ

ィ・フォラー「葛飾北斎と初期門人たち

ｐ292」より。国立国会図書館/大阪大学

附属図書館/西尾市瀬川文庫蔵） 

※文化 7 年（1810）12 月 4 日に没した三

世瀬川菊之丞
せ が わ き く の じ ょ う

（仙女路考
せ ん じ ょ ろ こ う

）一周忌追善

本。北斎は一図のみ描く。他に、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

、勝川
か つ か わ

春亭
しゅんてい

、蹄
て い

斎
さ い

北馬
ほ く ば

、

昇亭
しょうてい

北寿
ほ く じ ゅ

、柳々
りゅうりゅう

居
き ょ

辰
し ん

斎
さ い

、抱亭五
ほ う て い ご

清
せ い

、勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

、ちよ菊
ぎ く

などが描く。 

『瀬川仙女追善集 露の淵』（北斎筆：大阪大学附属図書館） 

●合巻『新編月熊坂
し ん ぺ ん つ き の く ま さ か

』(1 月。前篇三冊。後編は刊行され

ず。時太郎画作。表紙は歌川
う た が わ

国
く に

丸
ま る

画。蔦屋重三郎
つ た や じ ゅ う ざ ぶ ろ う

版。ボス

トン美術館蔵） 

※北斎自画作のため「時太郎」名を使用したか。 

『新編月熊坂』（ボストン美術館） 

●読本『勢田
せ た の

橋
は し

竜女本地
りゅうにょのほんじ

』（1 月。角書
つ の が き

「蘭
ら ん

菊
ぎ く

の幣帛
へ い は く

尾花
お ば な

の

幣帛
へ い は く

」。墨摺半紙本。三冊。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。葛飾北斎。印雷

震。見返しには、三井寺の釣鐘に「新
し ん

武
む

蔵
さしの

国
く に

葛
か つ

飾
し か

住
じゅう

藤
と う

北
ほ く

斎
さ い

載
マ マ

斗
と

画」とある。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

版。22.6×15.6 北斎館/島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※浄瑠璃本と読本の折衷的な本。『日本小説年表』（朝倉

無声）では「こは読本と浄瑠璃
じ ょ う る り

本を折衷
せっちゅう

せんとせしもの新式
し ん し き

浄瑠璃
じ ょ う る り

読本
よ み ほ ん

ともいふべきもの

なり」(ｐ36)と評されている。文化 10年（1813）、文政 6年（1823）にも再刊される。 
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勢田橋竜女本地 見返し（大英博物館：立

命館 ARC） 

●滑稽本『串戯
じょうだん

二日酔
ふ つ か よ い

』（1 月。

内題『滑稽
こ っ け い

二日酔
ふ つ か よ い

』。文政 8 年

〈1825〉に再刊される。二冊。

十辺舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

作。葛飾北斎画。北

斎は後編に挿絵を描く。前編は

弟 子 の北嵩
ほ く す う

が 挿 絵を 描く。

西村屋与八
に し む ら や よ は ち

版。国立国会図書館

蔵) 

※十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

の序文に「文化八年辛
かのと

未
ひつじ

猛春」とある。 

●滑稽本『宮島
み や じ ま

参詣
さ ん け い

 続膝栗毛
ぞ く ひ ざ く り げ

』（1 月。二冊。十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

作。北斎画。口絵一枚を描く。

江島伊
え じ ま い

兵衛
へ え

版か。国立国会図書館/早稲田大学図書館蔵） 

●艶本『東
あずま

にしき』（大判着色 12枚組み折本。各平均 36.0×25.0） 

女
じ ょ

好軒
こ う け ん

主人
し ゅ じ ん

（渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

）序は付文とともに『絵本つひの雛形
ひ な が た

』と同じ。 

※「北斎が最初に制作したこうした「折本」は、たぶん、今回新見の 1810年代初期の『東
あずま

にしき』であろう」（『縁結
えんむすび

出雲
い ず も の

杉
す ぎ

』定本『浮世絵春画名品集成①』「北斎 中判錦絵秘

画帖」所収、リチャード・レイン「北斎の春画、そして『縁結
えんむすび

出雲
い ず も の

杉
す ぎ

』より)。この『東
あずま

にしき』が『つひの雛形
ひ な が た

』（文化 11年）に継承されたとしている。 

※『つひの雛形』は、現在では、渓齋
け い さ い

英
え い

泉
せ ん

の絵とされている。 

●錦絵「吉原大籬
よしわらおおまがき

の図
ず

」（「扇屋
お う ぎ や

の新年
し ん ね ん

」「吉原妓楼
よ し わ ら ぎ ろ う

の図」「遊郭
ゆ う か く

座敷
ざ し き

内部
な い ぶ

」とも。この

頃か。縦大判五枚続き錦絵。北斎唯一の五枚続き。かつしか北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。各

38.7×25.5（全 38.7×127.5） 静嘉堂文庫/洛東遺芳館/山口県立萩美術館・浦上記念館/

メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館蔵） 

吉原大籬の図（日本浮世絵博物館） 下図（拡大図：神戸市立博物館「浮世絵名品展」：http://hofuku.jugem.jp より） 

※新吉原の大見
お お み

世
せ

「扇屋
お う ぎ や

」の一階内部を描いた図。大籬
おおまがき

は、吉原で最上級の店（大見
お お み

世
せ

・

総籬
そうまがき

とも）をいう。図右から、「火の用心」の貼り紙のある台所。竈
かまど

には絵馬があり、火

吹きで火をおこす男や料理人がいる。階段の側に数人の花魁や禿
かむろ

。部屋の中央奥には張
は り

見
み
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世
せ

があり、楼
ろ う

主
し ゅ

とその女房の前には数人の花魁が座っている。楼主の背後の神棚の横に大

福帳が四冊ぶら下がっている。図左には、版元伊勢屋
い せ や

の定紋（商標）が記された酒樽が積

み重ねられ、その側に階段があり、小
こ

上
あ

がりの上と下にも数人の花魁がいる。 

●錦絵『銅板
ど う ば ん

近江
お う み

八景
は っ け い

』（この頃か。文化元年～文化 13年〈1804～18〉と幅を持たせた説

もある。横小判錦絵八枚揃物。北斎画。印北印斎〈落款は袋のみ〉。総州屋
そ う し ゅ う や

与
よ

兵衛
へ え

版。袋

以外は各 8.5×11.3 埼玉県立博物館/神戸市立博物館/アムステルダム国立美術館蔵） 

※袋には「近江八景 銅版 北斎画 印印文不明」とあるが、実際は木版の摺物。全図遠

近画法を用いる。  

我が国における八景図は中国の伝統的な山水画「瀟湘
しょうしょう

八景
は っ け い

」の画題を引き継いでいる。

湖南省
こ な ん し ょ う

長沙
ち ょ う さ

市の洞庭
ど う て い

湖
こ

と流入する瀟
しょう

水
す い

と湘
しょう

江
こ う

の合流するあたりの風景を北宋
ほ く そ う

の宋迪
そ う て き

が描い

たのに始まるとされる。瀟湘
しょうしょう

夜
や

雨
う

・平沙
へ い さ

落雁
ら く が ん

・煙寺
え ん じ

晩鐘
ばんしょう

・山市
さ ん し

晴嵐
せ い ら ん

・江天
こ う て ん

暮
ぼ

雪
せ つ

・漁村夕
ぎ ょ そ ん せ き

照
しょう

・洞庭
ど う て い

秋月
しゅうげつ

・遠浦
え ん ぽ

帰帆
き は ん

など（ｳｷﾍﾟﾃﾞｨｱによる）。 

☆〈袋〉18.5×19.9 

※縦長。軍配を緑色の波で縁取り、中に「銅板」と書き込む。右

に「北斎 印北印斎」とある。   袋（アムステルダム国立美術館） 

☆〈あハづのせいらん〉 

※粟津
あ わ づ

は大津
お お つ

市の南部。京阪電鉄石山坂本線粟津
あ わ づ

駅近くの海岸

線。粟
あ わ

津原
づ は ら

の松並木は晴れた日の強風にざわつくので「晴嵐
せ い ら ん

」と

称され名所として描かれる。図の前方に城（膳所
ぜ ぜ

城か）の見える

海岸線を行く旅人たちが小さく描かれる。 
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あハづせいらんの（アムステルダム国立美術館） 

☆〈かたゝのらくがん〉 

※水面に突き出した堅田
か た だ

にある浮
う き

御堂
み ど う

（満月寺
ま ん げ つ じ

浮
う き

御
み

堂
ど う

。現滋賀県
し が け ん

大津市
お お つ し

堅田
か た だ

1-16-18）から飛び出し

たような一連の雁
か り

の様子。JR 琵琶湖線堅田
か た だ

駅近く。

琵琶
び わ

湖
こ

大橋
お お は し

の南側。  

 

 

かただのらくがん（アムステルダム国立美術館） 

☆〈やばせのキハん〉 

※矢橋
や ば せ

（現滋賀県
し が け ん

草津市
く さ つ し

矢橋
や ば せ

町
ちょう

に帰帆
き は ん

島
と う

がある）

の広がる遠くの水面に、これから帰る帆船
は ん せ ん

が数隻

浮かぶ。矢橋
や ば せ

帰帆
き は ん

公園
こ う え ん

がある。JR 琵琶湖線南草津
み な み く さ つ

駅からバス。   

やばせのキハん（アムステルダム国立美術館） 

☆〈せたのせきしやう〉 

※瀬田
せ た

の唐橋
か ら は し

（現滋賀県
し が け ん

大津市
お お つ し

瀬田
せ た

2 丁目）の夕
せ き

照
しょう

。

唐橋
か ら は し

の向こう

には白雲が靡
な び

く。唐橋
か ら は し

は勢
せ

田川
た が わ

に架かる

全長260 ﾒｰﾄﾙの

橋。京都の宇治
う じ

橋
ば し

、山崎
や ま ざ き

橋
ば し

と並び日本三名
さ ん め い

橋
きょう

と呼ば

れる。京阪電鉄唐端前駅近く。     

せたのせきしやう（アムステルダム国立美術館） 

☆〈石山
い し や ま

の秋月
あきのつき

〉  

※山上
さんじょう

の石
い し

山寺
や ま で ら

（現滋賀県
し が け ん

大津市
お お つ し

石
い し

山寺
や ま で ら

1-1-1）の向

こうに、秋の夕空に出ている月が描かれる。遥か向こ

うには白雲が立ちあがっている。JR琵琶
び わ

湖
こ

線石山
い し や ま

駅か

らバス。     石山の秋月（アムステルダム国立美術館） 

☆〈からさきのよるのあめ〉 

※唐崎
か ら さ き

神社
じ ん じ ゃ

（現滋賀県
し が け ん

大津市
お お つ し

唐崎
か ら さ き

1-7-1）と松の老木

に夜の雨が降り注いでいる。JR湖西
こ さ い

線唐崎
か ら さ き

駅近く。 

 

 

 

https://lakeimagesweb.artic.edu/iiif/2/60a42b80-7d3a-2e72-e8ba-13b375467471/full/!800,800/0/default.jpg
https://lakeimagesweb.artic.edu/iiif/2/7fce6052-3479-4660-1e06-49da12becb8f/full/!800,800/0/default.jpg
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からさきのよるのあめ（アムステルダム国立美術館） 

☆〈ひらのぼせつ〉 

※比良
ひ ら

山系
さ ん け い

（滋賀県
し が け ん

の琵琶
び わ

湖
こ

西岸
せ い が ん

に連なる山地）に

雪が積もり、図の右には夕暮れに坂道を往来する

人々。JR琵琶湖線比良
び ら

駅と北小松
き た こ ま つ

駅の間辺りか。    

ひらのぼせつ（アムステルダム国立美術館） 

☆〈三井
み い

のばんせう〉 

※三井寺
み い で ら

、別名

園城寺
お ん じ ょ う じ

（現滋賀

大津市
お お つ し

園城寺町
おんじょうじちょう

246）前の往来を行く人々。晩方
ば ん が た

の鐘の音が聞こえる

か。京阪
け い は ん

電鉄石
い し

山坂
や ま さ か

本
も と

線別所
べ っ し ょ

駅近く。 

三井のばんせう（アムステルダム国立美術館） 

 

●額絵「桜花
お う か

の図
ず

」（3 月。秩父
ち ち ぶ

の長泉院
ちょうせんいん

注のための板絵額。北斎燈下筆。印雷震。62.0

×200.0） 

※長泉院による見解（令和元年 10月 18日） 

「当院では当時の記録が残っておりませんので正確なことはわかりかねます。言い伝えで

は、秩父札所寺院が江戸の出開帳した際にお礼として奉納されたものと言われています。

「桜花の花」は文化八年作とされております。同時期に護国寺様に於いて出開帳が行われ

たという記録がございますのでその際に奉納された

ものと思われます」 

注）長泉院
ちょうせんいん

：現埼玉県秩父市
ち ち ぶ し

荒川上
あ ら か わ か み

田野
た の

557。曹洞宗
そうとうしゅう

・秩父
ち ち ぶ

札所
ふ だ し ょ

29 番。

本堂正面の法楽
ほ う ら く

和歌
わ か

（紙に奉納する

和歌）の板額に、江戸で描かれた北

斎の絵が掲げられている。垂
し だ

れ桜
ざくら

で有名な寺。             桜花の図（秩父市 HPより） 

●肉筆画「蛸図
た こ ず

」（紙本着色一幅。葛飾北斎筆。印雷震。102･5×29･2 

氏家浮世絵コレクション（鎌倉国宝館内）蔵） 

※正面を向く蛸
た こ

のみを描いて背景はない。図の上辺に空間があるので、賛

が書かれる予定であったと考えられている。蛸の肌には点
て ん

苔
た い

と呼ばれる、

細かい点が無数に描かれ、皮膚の質感が強調される。 

蛸図（鎌倉国宝館：氏家ｺﾚｸｼｮﾝ） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiy-ajYsITSAhVKXbwKHey9DaQQjRwIBw&url=http://bihadasabo.net/culture/art_128.html&bvm=bv.146496531,d.dGc&psig=AFQjCNGDIyfEUOIPqiJTMpu57ZCNCFnK4A&ust=1486776622630943
https://lakeimagesweb.artic.edu/iiif/2/44fb165a-1345-8670-4545-282dc38dc5b3/full/!800,800/0/default.jpg
https://lakeimagesweb.artic.edu/iiif/2/cadc6802-79f4-6d5d-8b89-2eab902e6cc9/full/!800,800/0/default.jpg
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●肉筆画「鍾馗図
し ょ う き ず

」（文化八年辛未五月五日天水點筆前俵屋宗理北

斎画 印雷震。ボストン美術館蔵）     鍾馗図（ボストン美術館） 

【前～は「さきの～」】 

※この頃の「前宗理」や、文化 12 年頃からの「前北斎」など、号の

前に「前」をつけることが多くなる。文政 6年『今様
い ま よ う

櫛捦
せ っ き ん

雛形
ひ な が た

』の柳

亭種彦の序文に「前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

」とルビが振ってあり、天保中期の

『山水
さ ん す い

花鳥図
か ち ょ う ず

』（森屋治兵衛版）では印に「さきのほくさゐ」を用

いているので、本稿でも「前」は「まえ」「ぜん」とは読まず「さ

きの」と読む。他に「先
さ き

ノ北斎」という表記もある。 

【戴斗号登場】 

●肉筆画「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝図
た め と も の ず

」（「為朝図
た め と も ず

」とも。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の賛によ

り 12 月大晦日の作。絹本
け ん ぽ ん

金
き ん

砂子地
す な ご じ

一幅。葛飾北斎戴斗画。印雷
ら い

震
し ん

。

平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

版。59.3×81.9 大英博物館蔵） 

※為朝
た め と も

の剛
ご う

弓
きゅう

を一人が弓を押さえ、二人が弦
つ る

を引くが、引ききれない。側で鬼が見ている

図。図中に七言絶句の後に続けて「雲
く も

のまどふ 心
こころ

の鬼
お に

か
が

嶌
し ま

 はれて弓
ゆ み

はり月
づ き

の影
か げ

あふく
ぐ

なり 文化辛
かのと

未
ひつじ

隆
りゅう

冬
と う

除夜
じ ょ や

 曲亭馬琴題」とある。       

※文化 8 年に完成した『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』を祝い、版元の平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

は文中の名場面を北斎に

描かせ馬
ば

琴
き ん

に賛を依頼したという。「八年の春、版元平林庄五郎
ひらばやししょうごろう

、作者に報
む く

ふに潤
じゅん

筆
ひ つ

注1の

外
ほ か

に金十両注 2を以てす。且
か つ

北斎に為朝
た め と も

の像を描かせ、曲亭
きょくてい

に賛
さ ん

を乞
こ う

ふて、これを懸幅
か け ふ く

にし

て祭
ま つ

れり。その羸
る い

余
よ

多
お お

きをもて徳
と く

とする所也
ところなり

」（曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

『近世物之本
き ん せ い も の の ほ ん

江戸
え ど

作者
さ く し ゃ

部類
ぶ る い

』天

保 5年(1834)1月 6日条 岩波文庫版。ｐ216） 

注１)潤筆：書や絵を書くこと。 

注 2）金十両：約 100万円～150万円。 

図は『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』後編巻之二、第十八

回の一場面 である（ 2005『北斎展 図

録』）。同図と同じ場面を『椿説
ち ん せ つ

弓張月
ゆ み は り づ き

』

前編巻之一の口絵にも描いている。但し、

為朝と鬼の位置が左右逆転している。 

鎮西八郎為朝図（大英博物館） 

●肉筆画「日蓮上人像
に ち れ ん し ょ う に ん ぞ う

」(「日蓮
に ち れ ん

上人図
し ょ う に ん ず

」とも。紙本着色一幅。葛飾北斎戴斗拝画。花押。

40･6×20･3 光ミュージアム蔵) 

※日蓮が坐して経典を広げている図。 

※画中右上に「南
な ん

妙法
みょうほう

蓮華
れ ん げ

経
きょう

 日蓮
に ち れ ん

大菩薩
だ い ぼ さ つ

」とあり、下に「安立山
あんりゅうざん

日羊
に ち よ う

（「羊」は、二点

しんにゅうに羊）〈花押〉」とある。安立山
あんりゅうざん

は長遠寺
じ ょ う お ん じ

（現東京都台東区元
も と

浅草
あ さ く さ

2-2-3）の

ことで日蓮はこの寺の僧でもあった。北斎は日蓮宗を信仰していた。飯島虚心の『葛飾北
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斎伝』の草稿には、長遠寺
ち ょ う お ん じ

にかつて北斎筆の奉納した額絵

「日蓮
に ち れ ん

上人
しょうにん

小松原
こ ま つ ば ら

御難
ご な ん

の図
ず

」があったと記されているという

(2005『北斎展図録解説』p336)。     日蓮上人像（光ﾐｭｰｼﾞｱﾑ） 

●肉筆画「杣人
そ ま び と

春秋
しゅんじゅう

山水図
さ ん す い ず

」（この頃か。絹本着色三幅対。葛

飾北斎戴斗。印亀毛蛇足。各約 99.0×38.9 福井県立美術館

蔵） 

※中国絵画や南蘋派
な ん び ん は

（「なんぴんは」とも）注から学んだことを

思わせる作品。 

注）南蘋派
な ん ぴ ん は

：沈
し ん

 南蘋
な ん び ん

（康熙 21 年（1682 年？）は、中国清代の

画家。1731年 (享保 16年) 来朝、長崎に 2年間弱滞在し写生的

な花鳥画の技法を伝えた。弟子の熊代熊斐
く ま し ろ ゆ う ひ

が南蘋派
な ん び ん は

を形成。円山応挙
ま る や ま お う き ょ

、伊藤若冲
いとうじゃくちゅう

など江戸

中期の画家に多大な影響を及ぼした（ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱによる）。 

〈右図〉春景の図。雲の上まで伸びる山岳の道に沿うように家が立ち並び、その前の道を

多くの人が往来している。山岳の先には更に峨々
が が

たる岩山が真直ぐ聳え立つ。図上部の岩

山は、弘化 4 年（1847）の「渡船
と せ ん

山水図
さ ん す い ず

」にも描かれている。雲下には白鳥が連なるよう

に飛んでいる。 

〈中図〉薪
たきぎ

と子どもを背負った

杣人
そ ま び と

（樵夫）が、斧を杖にして山

道を行く。子どもは何かを指差し

ている。空には五羽の雀が飛んで

いる。 

〈左図〉秋景の図。山岳の村里や

山肌や遠景の村里に紅葉が咲き、

白屋根の家並みの前の道には多く

の人が往来している。 

杣人春秋山水図（福井県立美術館） 

 

文化
ぶ ん か

9（1812）壬申
みずのえさる

 53 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

雷震
ら い し ん

、北斎
ほ く さ い

老人
ろ う じ ん

、鏡裏菴
き ょ う り あ ん

梅
ば い

年
ね ん

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

、紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

 □印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、雷震
ら い し ん

、葛飾
か つ し か

：（こと：42歳)、（富之
と み の

助
す け

：26歳）、

（阿
お

美
み

与
よ

：24歳）、（孫：3歳）、阿
あ

栄
え い

（15歳） 

【絵手本の時代】 

◇4月 6日、松
ま つ

平定
ひ ら さ だ

信
の ぶ

、隠居して楽
ら く

翁
お う

と号す。 

◇8 月 14 日、商人高田屋
た か だ や

嘉
か

兵衛
へ え

が樺
か ら

太
ふ と

でロシア船に捕らえられカムチャッカに連行される。 

◇10月 28日、勝川春好
かつかわしゅんこう

没（70）。 

◇安藤
あ ん ど う

広重
ひ ろ し げ

、歌川
う た が わ

姓を名乗る。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%B7%E7%86%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/1682%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AB%E4%BF%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B4%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E9%B3%A5%E7%94%BB
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◇清元
き よ も と

延寿
え ん じ ゅ

太夫
だ ゆ う

により浄瑠璃の清元
き よ も と

節
ぶ し

始まる。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、柳橋
やなぎばし

たもとの料亭万八楼
ま ん ぱ ち ろ う

で書画会を催す。 

 

【長男没し、後妻と別居か】 

★長男、富之助
と み の す け

没（26 歳）。これにより富之助の養子先の中島家からの北斎への資金援助

がなくなるとする説あり（ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾚｲﾝ『伝記画集 北斎』ｐ96）。 

★富之
と み の

助
す け

の没後、中島家は別の養子を入れ、その養子に北斎の次女阿
お

鉄
て つ

が嫁し、間もなく

没したとされる（田崎暘之助『浮世絵の謎』ｐ183）。 

 この説に従えば、阿
お

鉄
て つ

はこの年 22 歳で没したことになる。文化 5 年（1808）に 18 歳で

没したともされる。 

★「五十三歳の頃より、独居して、婦人を近づけざりしと。」（『葛飾北斎伝ｐP306）と

あり、この頃より後妻
ご さ い

ことは、妹の家に住み北斎と別居したともいわれる。 

【第一次関西旅行、『北斎漫画』の下絵を描く】 

★第一次関西旅行。名古屋、伊勢、吉野、紀州、大坂など。大坂では弟子の春
しゅん

好斎
こ う さ い

北洲
ほくしゅう

（生没年不詳）、その弟子春
しゅん

梅
ば い

斎
さ い

北英
ほ く え い

（生没年不詳）らが活躍中。 

★秋頃、門人牧
ま き

墨
ぼ く

僊
せ ん

(月
げ っ

光
こ う

亭
て い

)（1775～1824。元尾張藩士）注の南鍛冶屋
み な み か じ や

町
ちょう

下新道北西角

（現愛知県名古屋市中
な か

区
く

栄
さかえ

一丁目）宅に招かれ、約半年滞在し『北斎漫画』の下絵 300 余

図を画く。墨僊
ぼ く せ ん

が北斎を知り合いの名古屋の東壁堂
と う へ き ど う

(永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

)に紹介する。文化 6 年

墨僊
ぼ く せ ん

の戯画本『狂画
き ょ う が

』『狂画
き ょ う が

苑
え ん

』刊を北斎も見て影響されたか。 

注）牧
ま き

墨僊
ぼ く せ ん

：初め喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

の弟子であったが、文化 3 年（1806）、師の没後に北斎の弟

子を希望していたといわれる。文化 14年（1817）条参照。 

【名古屋滞在の様子】 

 永田生慈『葛飾北斎』（吉川弘文館 ｐ161～162）では、永楽屋
え い ら く や

佐
さ

助
す け

（本名、中川
な か が わ

佐
さ

助
す け

。

明治に永楽屋東明堂
と う め い ど う

という書肆を名古屋末広
す え ひ ろ

町
ちょう

で営む）の、北斎の名古屋滞在の思い出話

を記録した武田酔
た け だ す い

霞
が

の「葛飾北斎尾張名古屋の生活」（『浮世絵』10 号 大正 5 年：1916 

浮世絵社）を紹介している。 

「（略）又北斎の名古屋へ行
い き

しは、文化年間の頃とか、此
こ の

地に臻
い た

（至）りし節は、鍛冶屋
か じ や

町
ちょう

、牧墨遷の家に行
い き

て草鞋
わ ら じ

の紐を解きたるとぞ、其後
そ の ご

の事でもありましたか、同所
ど う し ょ

花屋
は な や

町
ちょう

に住居せしといふ、此事
こ の こ と

は北斎伝にはなし、私がまだ青年の頃、弊屋
う ち

へ出入
で い り

せし、末広
す え ひ ろ

町
ちょう

の書肆
ほ ん や

永楽屋佐助といふは、彼
か の

北斎漫画同画譜等の出版元、永楽屋東四郎方の、子僧上
あ が

り

の別家
べ っ け

にて此
こ の

佐助の咄
は な

しに、わたくしの未だ子僧の時分に、北斎さんの花屋町（割書：花

屋町は本町通り、元大久保見町と末広町の境界の町にて、至
いたり

て幅狭き町なり）住吉町寄り

の南側中程、元は誰かの隠居所にてもありましたか、奥の間が六畳敷、次が四畳半、上
あ が

り

口が二畳、表の壁が円
ま る

窓
ま ど

でありましたが、私が知人
し り あ い

が少しの間住居せし故、度々
た び た び

此家
こ の い え

へ行

たればよく存じて居
お り

ましたが、小闇
こ ぐ ら

く日当りのよくない、いかにも陰気な家でありました

が、佐助のいふには、調度此
こ の

節
せ つ

は漫画其
そ の

他画本類の出来る時分で、版下の画や、又下画
し た え

直
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しを取
と り

に行
い き

たり持
も ち

て行
い き

たりお使
つかい

にゆきて、北斎さんとは近付
ち か づ き

にてよく知
し り

て居りましたが、

奥の六畳に寝所は不断
ふ だ ん

敷
し き

ばなしで、其儘
そ の ま ま

終
つ い

に夜具蒲団はたゝみたることなく、土鍋で飯は

煮捨て、茶碗皿小鉢はつひに洗ひたることなく、衣類とても、垢
あ か

染
じ み

たる、ぼろ〲したるも

のを着て、男世帯
じ ょ た い

の独居
ひとりもの

ではありますが、私は子供心にも、いかにも穢
きたな

ひ家きたなひ先生

と思ひました。（略）又ある時に私が、先生はいつごろ江戸へお帰りですかと尋ねました

れば、己
お れ

はもふ江戸へは帰らぬよ、此
こ の

名古屋は洵
まこと

によひ所で、己
お れ

の身体
か ら だ

には時候も飲食物
い い も の

もよくかなつて居
お

るから、名古屋は死場所
し に ば し ょ

などゝいはれましたれば、私もなんとなく心嬉

しく思ひましたが、其
そ の

内
う ち

俄
にわか

に伊勢とか京大阪へ、旅立たれたと跡
あ と

で聞
き き

まして、大きに落胆

いたしましたと、佐助がいひました咄を、私は覚えて居りました故に、今茲
こ こ

に記しておき

ます。（略）」（一部ルビ：筆者による） 

【谷文晁 北斎の先触れとなる】 

★北斎の関西旅行は文化 9年（1812）と文化 14年（1817）の 2回。そのどちらかは特定で

きないが、北斎関西行きに先駆けての谷文晁
たにぶんちょう

注 1のエピソードを香
こ う

雨楼
う ろ う

主人が「北馬と文晁

と北斎」（『浮世絵 19 号』ｐ27 所収 酒井好古堂 大正 5 年 11 月の記事を、更に『日

本浮世絵博物館所蔵 大揃え北斎』〈読売新聞社〉所収ｐ125～126 で転載）で紹介してい

る。 

「(略)また嘗
か つ

て文晁
ぶんちょう

、北馬
ほ く ば

を介して、尺
しゃく

五
ご

の絹本
け ん ぽ ん

に三十両といふ大金を添えて、龍図の

揮毫
き ご う

を北斎に嘱
しょく

したる事あり。当時三十両といへば方
マ マ

外の潤
じゅん

筆
ぴ つ

なり。殊
こ と

に文晁
ぶんちょう

からの注文

とあれば、北斎も一生懸命にて健
け ん

腕
わ ん

を揮
ふ る

ひたるなれば、其
そ

の画
え

頗
すこぶ

る見事なり。文晁
ぶんちょう

もひそ

かに其
そ の

妙技
み ょ う ぎ

に感じたるも、一切
い っ さ い

人に示さず。直
ただち

に之
こ れ

を美麗
び れ い

なる装
そ う

を加へ、携
たずさ

えて京師
け い し

に赴
おもむ

き、其
そ の

途
み ち

すがら旅
り ょ

宿
しゅく

につけば、必ず先づ此
こ の

幅
ふ く

を床にかけてうちながめ、訪
おとな

ひ来る人毎
ご と

に之
こ れ

を示して、北斎が雄
ゆ う

腕
わ ん

絶世
ぜ っ せ い

の妙技なる所以
ゆ え ん

を吹聴
ふいちょう

したり。 

 而
し か

して後、北斎が名古屋より大坂に往きし時は、既に文晁
ぶんちょう

が海道筋に先触
さ き ぶ れ

せしこととて、

北斎の名、直
ただち

に聞えて、到る処で持囃
も て は や

されしと云ふ。此
こ の

事
こ と

蓋
け だ

し北斎が文晁
ぶんちょう

の希望を容
い

れて

北馬
ほ く ば

を借
ﾏ ﾏ

したる寛量
かんりょう

大度
だ い ど

に注 2、文晁
ぶんちょう

大
おおい

に感ずる処
ところ

ありて、聊
いささ

か之
こ れ

に酬
む く

ゐんと志
こころざ

したるに

依
よ

るなるべし。当時文晁
ぶんちょう

は田安
た や す

家の御絵師
お え し

、北斎は板
は ん

下
し た

書きの町絵師なれば、格式は

雲泥霄壌
うんでいしょうじょう

の差異あるなかにして、かかる美談の伝はるは、いささか英雄同志の狂言めきた

るに似たるあり。又文晁
ぶんちょう

が自ら下って浮世絵師たる北斎を担
か つ

ぎたるは、文晁
ぶんちょう

が敵本
て き ほ ん

主義
し ゅ ぎ

注 3

のポリシイなるなからんかも知らざれども、兎
と

に角
か く

共に一代の大家たる風を漂
ただよ

はしたる

佳譚
か た ん

と称すべし。（以上、前田
ま え だ

香
こ う

雪
せ つ

翁の談話に拠りて記す）」（ルビは筆者による）。 

注 1）谷文晁
たにぶんちょう

：1763～1841。江戸下谷
し た や

根岸
ね ぎ し

の生まれ。江戸時代後期の画家。別号は写山楼
し ゃ ざ ん ろ う

。

30 歳になるまで日本全国を旅し、文化 9年（1812）に『日本名山図絵』を刊行した。 

注 2）北斎が文晁
ぶんちょう

の希望を容
い

れて北馬を借
ﾏ ﾏ

したる寛量
かんりょう

大度
だ い ど

に：文晁
ぶんちょう

が北斎の弟子北馬
ほ く ば

の才

能を見出し、自分の弟子になるよう勧めたところ、北斎に許しを得るために文晁
ぶんちょう

から手紙

を出して欲しいと言われ、早速手紙を出したところ、北斎は快く承諾したというエピソー

ドを指す（『日本浮世絵博物館所蔵 大揃え北斎』ｐ125）。 
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注 3）敵本主義：目的が他にあるように見せかけて、途中から急に本来の目的に向かうや

り方。「敵は本能寺にあり」の故事から（『大辞泉』より）。 

※同内容を『葛飾北斎伝』（ｐ132）では次のように記している。 

「（略）彫刻家勝
か つ

友
と も

の話に、嘗
か つ

て聞く北斎翁京師
け い し

に到りし時、佐伯
さ え き

岸
が ん

駒
く

脚注の画
え

、盛
さかん

に行

はれて、画
え

を翁に請
こ

うふ者、一人もなし。頃しも写山楼
し ゃ ざ ん ろ う

文晁
ぶんちょう

、松平
まつだいら

越中
えっちゅう

侯
こ う

の命を奉じ、

畿内
き な い

の神社仏閣にある古画を検閲し、京師
け い し

にあり。窃
ひそか

に翁を招きて、先づ竜を画
え が

かしめ、

美麗なる裱装
ひょうそう

をなし、翁を促
うなが

し、江戸に帰らしめ、しかして文晁
ぶんちょう

かの竜の一軸
い ち じ く

を、おのが

旅宿の床の間にかけおき、人あり来
き た

れば、翁が筆力の非凡なるを賞
しょう

誉
よ

せり。これより北斎

の名、大
おおい

に京師
け い し

に顕はれ、人々争ひて画
え

を購
あがな

ひしとぞ」（ルビは筆者による）。 

脚注：江戸後期の画家。宝暦六―天保九年（1756－1838）。金沢の人。岸派
き し は

の祖。独学で

絵を習得。有栖
あ り す

川家
が わ け

、のち朝廷に仕え、越前
えちぜんの

守
か み

に進む。沈南蘋
し ん な ん ぴ ん

や円山派
ま る や ま は

の影響の見られる

画風。 

★この頃より絵本出版に情熱を注ぐ。 

【またまた馬琴と口論・絶交か】 

※文化 5 年（1808）の口論、文化七年（1810）の団円
だ ん え ん

に続き、再び曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

と挿絵のこと

で口論、絶交する。あるいは文化 8年（1811）のことか。 

「曩
さ き

に馬
ば

琴
き ん

著作、北斎挿画
さ し え

の『南柯夢
な ん か の ゆ め

』、大
おおい

に世に行はれ 志
こころざし

をもて、書肆
し ょ し

其
そ

の続編を著

作せむ事を請
こ

ふ。かの『南柯夢
な ん か の ゆ め

』は、既に全く局
きょく

を結びたる（筆者注：完結した）ものな

れど、強
し い

て請
こ

ふにより、編を続きたるなり。北斎又この挿画
さ し え

をかきしが、再び挿画
さ し え

のこと

より馬
ば

琴
き ん

と議論を生じ、二人終
つ い

に交
まじわ

りを絶
た

ちしといふ。一説に、後記巻一、六丁裏、刀屋
か た な や

同樹
ど う じ ゅ

が、立
た ち

廻
ま わ

りの所に於
お

きて、馬
ば

琴
き ん

同樹
ど う じ ゅ

をして、口に草履
ぞ う り

を含み、裳
も

を褰
か か

ぐるのさまを画
え が

かんを請
こ

ふ。北斎笑
わらい

て曰
い わ

く、此
こ

の汚穢
お わ い

物、誰かこれを口にすべき、若
も

し然
し か

らずとせば、君

先
ま

づこれを口にせよ。馬琴大
おおい

に怒る。これ二人が交
まじわ

りを絶ちし原因なりと」（『絵画叢誌』

20 巻〈明治 21･11･29〉所収「画家畸談」。『葛飾北斎伝』ｐ93～94で紹介） 

※飯島虚心は、『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（寛政 12年：1800）の巻末に「あしき所は、曲亭
きょくてい

馬琴
ば き ん

先生へ御直
お な お

し被下
く だ さ れ

候
そうろう

云々
う ん ぬ ん

」とあることや文化 3年（1806）に北斎が馬
ば

琴
き ん

宅に食客
しょっかく

となって

いたこと、馬
ば

琴
き ん

自身が謹厳な人柄であることなどから「又按
あ ん

ずるに、北斎馬
ば

琴
き ん

と交
まじわ

りを絶

ちしといふは、甚
はなはだ

疑ふべし」（ルビは筆者による）としている（ｐ97～98）。 

 この争いについては、鈴木重三の『三七全傳南柯夢』の校合本調査（『人間北斎』 

（緑園書房 昭和 38年：1963）により事実ではないとされる（永田生慈『葛飾北斎』ｐ

112 吉川弘文館）。 

●読本『占
ゆ め

夢南柯
あ わ せ な ん か

後記
こ う き

』（1月。角書
つ の が き

『三七全傳
さ ん し ち ぜ ん で ん

南柯夢
な ん か ゆ め

 第二編』。『三七
さ ん し ち

全伝南柯夢
ぜ ん で ん な ん か の ゆ め

』 

〈文化 5 年〉の続編。四巻〈三編四巻と合わせ八巻十冊〉。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎辰政画。 

印雷震。榎本惣
え の も と そ う

右
え

衛門
も ん

・榎本
え の も と

平
へ い

吉
き ち

〈木蘭堂〉版。国立国会図書館/早稲田大学図書館/国文 

学研究資料館/八戸市図書館蔵)。  

※奥付には「文化九年壬申
みずのえさる

春正月良節発販大吉利市」とある。序文は前年 7月。 
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占夢南柯後記 第二編 巻一（早稲田大学図書館デジタル版より） 

●読本『占
ゆ め

夢南柯
あ わ せ な ん か

後記
こ う き

』（ 2 月。角書
つ の が き

『三七全傳
さ ん し ち ぜ ん で ん

南柯夢
な ん か ゆ め

 第三編』八冊。『三七
さ ん し ち

全伝南柯夢
ぜ ん で ん な ん か の ゆ め

』〈文化 5 年〉の続編。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎辰政画。印雷震。榎本惣
え の も と そ う

右
え

衛門
も ん

・榎
え の

本屋
も と や

平
へ い

吉
き ち

〈木蘭堂
も く ら ん ど う

〉版。国立国会図書館/国文学研究資料館/早稲田大学図書館

蔵) 

●読本『青砥藤綱模稜
あ お と ふ じ つ な も り ょ う

案
あ ん

 前集』（1 月。半紙本五冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎雷
ら い

震
し ん

絵画。

平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

・鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

合版。立命館大学 ARC/早稲田大学図書館蔵）奥付には「文化九年

壬申
みずのえさる

春正月吉日発販」とある。序文は前年 10月。 

●読本『青砥藤綱模稜
あ お と ふ じ つ な も り ょ う

案
あ ん

 後集』（ 9 月。半紙本五冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。葛飾北斎。

平林堂庄五郎
へ い り ん ど う し ょ う ご ろ う

版。立命館大学 ARC/早稲田大学図書館蔵）奥付には「文化九年壬申
みずのえさる

冬十二月

吉日発販」とある。序文は 6月。 

●絵手本『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

 前編』(1 月。題簽には「前編」の文字はなし。墨摺。中本一冊。

全 26丁。北斎老人。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

・越前屋
え ち ぜ ん や

吉
き ち

兵衛
べ え

版。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

・河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

の後摺版があ

る。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館/国文学研究資料館/フリーア美

術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵) 

※絵手本の広告が蔦屋
つ た や

の出版物に見られる。ここで、あらゆる物の形状は定規
じ ょ う ぎ

とぶんまわ 

し（コンパス）による方
ほ う

と円
え ん

という基本的形態に還元されるという「規矩
き く

方円説
ほ う え ん せ つ

」を説く。 

後編は文化 11年（1814）刊。 

※「フレデリック・デ・ヴイト『絵画の光明』（1600 年）が森島中
もりしまちゅう

良
りょう

の『紅毛
こ う も う

雑話
ざ つ わ

』に引

用され、そこから円と四角で顔などを描く方法を北斎流にいっそう発展させてできたもの

と思われる」（安村敏信「北斎の生涯と画業」〈『北斎 視覚のマジック』ｐ6 2019 年 

平凡社〉 

【規矩方円説】 

※序文「丈山
じょうざん

尺樹
せ き じ ゅ

寸
す ん

馬
ば

豆人
と う じ ん

なぞいへる画
え

に、 儘
ことごと

く其法
そ の ほ う

あり。ざれど起
お こ

る処
ところ

は方円
ほ う え ん

を出
い で

ず。

今
い ま

北斎
ほ く さ い

老人
ろ う じ ん

是
こ れ

を基
も と

として規矩
き く

（「ぶんまわしひでうぎ」注 1 のルビあり）の二
ふ た

つを以
もって

諸
もろもろ

の

画
え

をなすの定位
ば ど り

を教ふ。かの焼
や き

筆
ふ で

を用
もちい

て形
かたち

をとるに同
お な

じ。是
こ れ

を見
み

是
こ れ

を学
ま な

びて、よく規矩
き く

の
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二
ふ た

つに自在
じ ざ い

ならバ 細密
さ い み つ

の画
が

といふと

も、此
こ の

工夫
く ふ う

をもてなる可
べ

しと。略画
り ゃ く が

指南
はやおしえ

の巻首
か ん し ゅ

に贅
ぜ い

す。鏡裏菴
き ょ う り あ ん

梅
ば い

年
ね ん

 文化

壬申
みずのさる

春 鏡裏菴
き ょ う り あ ん

梅
ば い

年
ね ん

注」(句読点は筆

者) 

「略画早指南」前編（すみだ北斎美術館）左：ひ

しとまるにて ゐのししをかくほうなり 右：ぶ

んまわし三かくわり あめのとりさし也 

〈附言〉「一 此書
こ の し ょ

ハひでうぎ（樋
ひ

定規
じ ょ う ぎ

）とぶんまハしをもつて、絵をかくの法にして、

是
こ れ

より入
い

るときハ、絵のわり合
あ い

をはやくしりて、かつかうつり合
あ い

おのづから出来る也
な り

。 

一 此外
こ の ほ か

に、略画
り ゃ く が

の一筆書
ひ と ふ で が き

、又
ま た

、筆意
ひ つ い

、筆
ふ で

あたり等を早く教へて直
す ぐ

に絵のかける書
し ょ

ハ、来
ら い

酉
ゆ う

の春
は る

差出申候
さしだしもうしそうろう

」(句読点は筆者)と来春に続編を予告している。 

注 1）「ぶんまわしひでうぎ」：コン

パスと樋
ひ

定規
じ ょ う ぎ

をいう。 

注 2）鏡裏菴
き ょ う り あ ん

梅
ば い

年
ね ん

：北斎の戯号。 

※〈ぶんまわしにて子犬を画くの法〉

〈三角と四角と丸と三つを重ねて猿の

暫くを画く法〉〈四角にて鶏を画く

法〉などで、○と□に分解された下書

きと、それをもとにした完成図がとも

に示される。            左：おにのわりかた しほふきのかきかた おかめのわりやう  

右：ひしとまるにて せきぞろをしたてる 

●読本『松
ま つ

王
お う

物語
ものがたり

』（1 月。角書
つ の が き

「経嶋履歴
き ょ う と う り れ き

」。半紙本六冊。小枝
さ え だ

繁
しげる

作。見開き表紙に葛

飾北斎画とある。印亀毛蛇足。河内屋嘉七
か わ ち や か し ち

(文
ぶ ん

栄堂
え い ど う

)・角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

(衆星閣
しゅうせいかく

)版。すみだ北斎

美術館/国立国会図書館/国文学研究資料館蔵）奥付には「文化壬申
みずのえさる

年春正月発行」とある。 

 平清盛
たいらのきよもり

が福原に移り住み、人工島経
きょう

が島
し ま

（現神戸市兵庫区築島
つ き し ま

）を造成するに当たり人

柱となった少年松王丸の物語。 

●説話集『北越
ほ く え つ

奇談
き だ ん

』(9 月。六冊。橘
たちばな

崑崙
こ ん ろ ん

（橘
たちばな

茂
し げ

世
よ

）作。葛飾北斎補画。印雷震。 

柳亭種彦
りゅうていたねひこ

校合
きょうごう

。須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

他版 22.2×15.3 早稲田大学図書館/島根県立美術館：永 

田ｺﾚｸｼｮﾝ/浦上蒼穹堂/すみだ北斎美術館蔵) 

※読本に分類されるが、橘
たちばな

茂
し げ

世
よ

が越
え ち

後
ご

の寺泊
てらどまり

生まれであるので、北陸地方(おもに越後
え ち ご

) 

に伝わる奇談や珍奇な物産などを紹介した随筆。中に橘
たちばな

茂
し げ

世
よ

の自画像も挿入する。凡例 

の末尾に「画は北斎翁の筆なれど画翁の盤
ば ん

多
た

をたすけんと崑崙子
こ ん ろ ん し

のした絵のまゝに彫
ちょう

する 

もの四枚 かたわらに茂
し げ

世
よ

の印をおしたり 印なき悉
ことごと

く北斎翁の画なり 辛
かのと

未
ひつじ

秋注」と 

ある。 

注）辛未秋：文化 8年の秋。前年に書かれたもの。北斎の版下が多いのを助けるために、 
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茂
し げ

世
よ

の下絵をそのまま彫ったものが四枚あり、脇に茂世の印を押してある。印のない画 

はすべて北斎の描いたものだというのであ 

る。 

※口絵に〈雪中の旅人たち〉を描く。雪道の 

街道を馬に乗って行く人、荷物を担いで行く 

人。遠景にも多くの旅人が行く。人々は皆、 

笠を被り俯
うつむ

いて行く。 

『北越奇談』口絵「雪中の旅人」（早稲田大学図書館） 

●地誌『勝鹿図志
か つ し か ず し

 手
て

操
ぐ り

舟
ぶ ね

』（8月。勝鹿図志
か つ し か ず し

 

 てくりふね』とも。二冊。一部薄墨刷彩色刷入り挿画入り。北斎筆。印葛飾（2019「新 

北斎展」解説ｐ326による）。22.0×15.0 行徳
ぎょうとく

金堤
き ん て い

〈鈴木
す ず き

清
せ い

兵衛
べ え

〉著。島根県立美術館： 

永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/西尾市岩瀬文庫蔵）巻末に「文化年
マ マ

秋八月壬申
みずのえさる

」とある。文化

（1813）説あり。 

※葛飾
か つ し か

浦
う ら

（現千葉県船橋
ふ な ば し

・市川
い ち か わ

・行徳
ぎょうとく

辺り）の名所記。後半は諸国俳人発句集となってい

て、夏目
な つ め

成美
せ い び

・谷川
た に か わ

護物
ご ぶ つ

・鈴木
す ず き

道彦
み ち ひ こ

・其堂
き ど う

・鶴田
つ る だ

卓
た く

池
ち

・井上士
い の う え し

朗
ろ う

・小林
こ ば や し

一茶
い っ さ

・建部
た け べ

巣
そ う

兆
ちょう

・

岩間
い わ ま

乙
お つ

二
に

等が発句を寄せている。 

北斎は「行徳
ぎょうとく

金堤
き ん て い

」編に挿絵一図のみ描く。他に三世堤等琳
つつみとうりん

、鈴木
す ず き

金堤
き ん て い

・長塩
な が し お

雪山
せ つ ざ ん

・谷
た に

文晁
ぶんちょう

・鈴木
す ず き

南嶺
な ん れ い

・建部
た け べ

巣
そ う

兆
ちょう

等が描く。編者は行徳
ぎょうとく

の人で新井
あ ら い

の里
り

正
せ い

（村長）にして俳人。 

●艶本『絵本
え ほ ん

つひの雛形
ひ な が た

』（1 月。色摺大判折帖一冊。12 図 1 丁の組物。落款：紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

。

「つひ」は「つび」で「女陰」の意味だという。27.0×39.0 国際日本研究センター/浦

上満蔵〈折本〉） 

※「文化八辛
かのと

未
ひつじ

稔
ね ん

晩冬中旬飯田
い い だ

書林藤倉
ふ じ く ら

より価
あたい

百疋
ぴ き

注にて調 之
これをちょうす

」の書入れ本があるとい

う（『年譜』による）。これによれば前年の暮れの制作で文化九年 1 月頃の刊行となるか。 

注）金百疋：1 疋＝25 文。100 疋＝2500 文。１文＝約 25 円で換算すると、約 62,500 円位

か。 

※隠号は「雁高
が ん こ う

」「鳫
が ん

高
こ う

」とも表記されるが、本稿では「鴈
が ん

高
こ う

」で統一する。 

※序文は『東
あずま

にしき』(文化 8 年・1812) に同じ（『浮世絵春画名品集成』13 所収）。序

文末に「女
に ょ

好軒
こ う け ん

主人しるす」（制作年は白倉敬彦『絵入春画艶本目録』平凡社 2007 による）

とある。「女
じ ょ

好軒
こ う け ん

」は、渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の隠号。 

一方、娘の阿
お

栄
え い

の手が入っている説がある。表紙に「陰陽
い ん よ う

和合
わ ご う

玉門
ぎょくもん

栄
え い

（改行）紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

作・女性
じ ょ せ い

陰
い ん

水
す い

書」とあり、「陰陽
い ん よ う

和合
わ ご う

」は男性と女性の交合を示し、「玉門
ぎょくもん

栄
え い

」は阿
お

栄
え い

を

指すとする。「女性
じ ょ せ い

陰
い ん

水
す い

書」の「書
し ょ

」は「画」の誤記あるいは誤刻であり、女性も描いた

とする。 

また「紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

」は、この名を北斎から譲り受けた渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

（ニ代目紫色鴈高）の号で

あり、阿
お

栄
え い

と英
え い

泉
せ ん

によるものとする説もある（林美一「春画を描いた女浮世絵師 葛飾應
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為と「陰陽和合玉門榮」『プリンツ 21』1993 年 10 月号所収。Wikipedia「葛飾北斎」よ

り」）。 

同様の説は、第 6 図の画中の炬燵布団に投げ出された和本

の題簽
だ い せ ん

に同様の書き込みが「紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

作 女悦淫
に ょ え つ い ん

水
す い

書 陰陽
い ん よ う

和合
わ ご う

玉門
ぎょくもん

栄
え い

 太郎
た ろ う

助兵衛
す け べ え

板」とあり、「栄
え い

」が阿
お

栄
え い

の隠号であ

るところから阿
お

栄
え い

が関わった書であると、『芸術新潮』1989年

3 月号所収「北斎艶本への挑戦」（ｐ43)でも述べている。ま

た、北斎工房と阿
お

栄
え い

と渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の関わりがあるともいわれる。         

『絵本つひの雛形』（部分：国際日本研究センター） 

●狂歌本『狂歌一会
き ょ う か い ち え

大相撲
お お ず も う

』（北斎） 

※リチャード・レイン『伝記画集 北斎』（ｐ331）による。 

●狂歌本『堀河太郎
ほ り か わ た ろ う

 百
ひゃく

首題狂
しゅだいきょう

歌集
か し ゅ う

』（この頃か。文化 8 年説あり。二冊。六樹園飯盛
ろ く じ ゅ え ん め し も り

撰。

葛飾北斎補画。印雷震。他に北尾
き た お

重政
し げ ま さ

、窪
く ぼ

俊
しゅん

満
ま ん

らが描く。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。後摺に鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版がある。22.1×15.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/藤女子大学図書館蔵） 

※平安時代後期の『堀河院
ほ り か わ い ん

太郎
た ろ う

百首
ひゃくしゅ

』（『堀河院
ほ り か わ い ん

百首
ひゃくしゅ

』とも）や寛文 11年（1671）『狂歌本

『堀河太郎
ほ り か わ た ろ う

百
ひゃく

首』を意識して「堀河太郎」としたか。100 の題で 1821 首を掲載。挿絵は北

斎を含む 8名による 9図。北斎は「桜花
お う か

」（桜の老木の画）を描く。 

●絵暦「神
し ん

猿
え ん

の鹿
か

島
し ま

踊
お ど

り図
ず

」（1 月。北斎画）猿の着物に文化 9 年を示す「壬
みずのえ

」の文字と、

輪郭線に大小月が示される（『年譜』による）。 

●絵暦「絵暦
え こ よ み

の内
う ち

」 

☆〈猿回
さ る ま わ

し〉（仮題。艶画絵暦。仕掛付
し か け つ き

。小判。無款。12.3×8.8） 

※猿回しがいる背後の部屋での情交を描く。左下の風呂敷にこの年の「 壬
みずのえ

」が描かれて

いる。仕掛
し か け

とは、伏せられた紙を開くと隠された春画部分が現れるように細工されたもの。 

☆〈屋形
や か た

船
ふ ね

〉（仮題。艶画絵暦。仕掛付
し か け つ き

。小判。無

款） 

※船の屋根に乗って手をかざして遠くを見る船頭。川

の向こうに初日の出。船頭の半纏
は ん て ん

と船の中の提灯に

「申
さ る

」の字が描かれている。船の中では男女の情交が

なされている。 

屋形船（部分：https://media.thisisgallery.com/より転載） 

☆〈無題〉（艶画絵暦。仕掛付
し か け つ き

。小判。無款） 

※大きな荷物箱の上に仰向けになった女の側にいる男。 

 

文化
ぶ ん か

10（1813）癸
みずのと

酉
と り

 54 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、北斎
ほ く さ い

、□印臥遊
が ゆ う

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、雷
ら い

震
し ん

：こ

と(43歳)、（阿
お

美
み

与
よ

：25歳）、（孫：4歳）、阿
お

栄
え い

（16歳） 

https://media.thisisgallery.com/
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◇相撲興行（浅草寺場所） 

※正月 28 日初日から 3 月 18 日の千秋楽まで 47 日かかる。晴天 10 日間興業だが、雨と社

寺の行事で中止もあったため。 

◇6月、イギリス船、オランダ商館乗っ取りのため長崎に来航。 

○式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『浮世床
う き よ ど こ

』(初編)。『浮世
う き よ

風呂
ぶ ろ

』(第四編で完)。 

○山東京伝
さ ん と う き ょ う で ん

、『双蝶記
そ う ち ょ う き

』。 

 

★2月、名古屋から江戸に戻る。すぐに墨僊
ぼ く せ ん

へ礼状を出す。 

「新春之御吉慶
し ん し ゅ ん の ご き っ け い

萬々
ば ん ば ん

御目出度
お め で と

ふ奉 存 升
ぞんじたてまつります

。御両所
ご り ょ う し ょ

様
さ ま

益々
ま す ま す

御機
ご き

け
げ

んよう御越年
ご え つ ね ん

被遊
あそばされ

恐悦
きょうえつ

至極
し ご く

に存
ぞんじ

升
ま す

。御縁者
ご え ん じ ゃ

様方
さ ま が た

は申
もうす

に不及
お よ ば ず

、御地
お ん ち

に罷有候
ま か り あ る

節
せ つ

、御馳走
ご ち そ う

に罷成候
まかりなりそうろう

、諸君子
し ょ く ん し

へも乍 憚
はばかりながら

宜敷
よ ろ し く

御伝声可然被下様
し か る べ く ご で ん せ い く だ さ る よ う

、 偏
ひとえに

に奉願上升
ねがいあげたてまつります

。当地
と う ち

家内
か な い

不残
の こ ら ず

無事
ぶ じ

に加年仕
かねんつかまつり

、只々
た だ た だ

其節
そ の せ つ

々々
マ マ

御高
ご こ う

情
じょう

のみ御噂
お う わ さ

申上
もうしあげ

升
ま す

。ヘイ〱
ヘ イ

ヘイヘイ、エゝゝ亦
ま た

永日
え い じ つ

（筆者注：いずれの意）上
の ぼ

り升
ま す

と恐
きょう

ゝ
きょう

謹言
き ん げ ん

 二月六日 かつしか北斎(印) 月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

 様 人々
ひ と び と

参
ま い

る」（安田剛蔵『画狂北斎』

ｐ85 ） 

★2 月刊行の「作者
さ く し ゃ

画工
が こ う

見立
み た て

番付
ば ん づ け

」で、北斎は行事の部に載り、門人では、小結
こ む す び

に北馬
ほ く ば

、

前頭
まえがしら

に柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

、その他、北岱
ほ く た い

、北嵩
ほ く す う

、辰
し ん

斎
さ い

、北寿
ほ く じ ゅ

、北渓
ほ っ け い

、雷
ら い

川
せ ん

、北鵞
ほ く が

などの名が見える

という（『年譜』による）。 

★この頃より読本の挿絵から遠ざかり絵
え

手本
で ほ ん

に向かい、葛飾派
か つ し か は

を広める。 

★文化元年からこの年まで 38編 192冊 1100図の読本の挿絵を描いたとされる。 

 

●読本『小栗
お ぐ り

外伝
が い で ん

』初編（角書「寒
か ん

燈
と う

夜話
や わ

」正月。六冊。内六図は安田
や す だ

雷
ら い

洲
しゅう

画。北斎辰政

画。印臥遊
が ゆ う

注。絳山
こ う ざ ん

（小枝
さ え だ

繁
しげる

）作。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

版。早稲田大学図書館/後摺版：国立国会

図書館蔵）奥付には「文化十癸
みずのと

酉
と り

年猛春新板」とある。 

※『世界を魅了した鬼才葛飾北斎』（河出書房新

社）では、文
ぶ ん

栄堂
え い ど う

版（河内屋嘉七
か わ ち や か し ち

）としている。 

※小栗
お ぐ り

判官
は ん が ん

の物語をもとに創作された伝奇物語。二

編は、文化 12 年（1815）１月出版。全三編十五

冊） 

注）臥遊
が ゆ う

：永田生慈『北斎の絵手本 五』（岩崎美

術）年譜による（ｐ276）。 

『小栗外伝』初編四丁（早稲田大学図書館） 

【印・亀毛蛇足を譲る】 

●肉筆画「鯉魚図
り ぎ ょ ず

」(4 月 25 日作。「鯉
こ い

亀
か め

図
ず

」とも。横長紙本着色一幅。北斎。印亀毛蛇

足。27･6×92･4 埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵) 

※鯉が二匹と亀が二匹、水中で泳ぐ図。水草が透けて見える。 
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※左端の直筆添書に「年来
ね ん ら い

持伝候
もちつたえそうろう

亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

之
の

印
い ん

御譲
お ゆ ず り

リ申上候
もうしあげそうろう

 御出精
ご し ゅ っ せ い

可致候
いたすべくそうろう

以上
い じ ょ う

 文化

癸
みずのと

酉
と り

年
のとし

四月廿
にじゅう

五
ご

日」（ルビは筆者）とある。文化 10 年 4 月 25 日に亀毛蛇足の印を門

人・葛飾北明
ほ く め い

注に与えたのである。北明
ほ く め い

は文政 7 年（1824）『月
げ っ

桂
け い

神話
し ん わ

』奥付に「東都
と う と

葛飾
か つ し か

北明
ほ く め い

」の落款と「亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

」の印を用いている。 

鯉魚図（埼玉県立歴史と民俗の博物館） 

注)葛飾
か つ し か

北明
ほ く め い

：生没年不詳。北斎の用いた九々蜃
く く し ん

や画狂人の号も用いる。女流絵師と目さ

れるが不明。『浮世絵類考』（故法室本。岩波文庫版ｐ181）には「北斎門人なり。氏
う じ

俗称
ぞくしょう

共に未詳。画狂人と号する読本を画
え が

けるもの多く有
あ り

」とあり、その

脚注に「『北明子画品
ほ く め い し が ひ ん

』（文化十三年版）に『
「

井上
い の う え

氏
し

女
むすめ

北明子
ほ く め い し

筆』とあ

り」と記されている。「女」は「娘」の意。 

●肉筆画「扇
おうぎ

を持
も

つ立
た ち

美人図
び じ ん ず

」（この頃か。絹本着色一幅。葛飾北斎

画。印雷震。82.4×30.5 フリーア美術館蔵） 

※扇を持ち、黒の夏着に兵児帯
へ こ お び

風の赤い帯を大きく巻いて後ろに結んで

いる姿。               扇を持つ立美人図（フリーア美術館） 

●摺物「手紙
て が み

を読
よ

む乙
お た

福
ふ く

」(1 月。歳旦狂歌。葛飾北斎画）「酉
と り

の春」と

ある（『年譜』による）。 

●絵暦「雪
ゆ き

の送
お く

り」1 月。(葛飾北斎筆) 

※女性の帯に大小月が示される。春待
は る ま ち

の狂歌がある（『年譜』によ

る）。 

 

文化
ぶ ん か

11（1814）甲
きのえ

戌
い ぬ

 55 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、戴斗
た い と

、月癡
げ っ ち

老人
ろ う じ ん

、山水
さ ん す い

天狗
て ん ぐ

末弟
ま っ て い

天狗堂
て ん ぐ ど う

熱
ね つ

鉄
て つ

、鉄棒
て つ ぼ う

ぬらぬら、北斎改
ほくさいあらため

戴斗
た い と

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

たいと、北斎
ほ く さ い

 □印 雷
ら い

辰
し ん

、臥遊
が ゆ う

、辰
と き

、政
ま さ

、

一人
ひ と り

人形
にんぎょう

：こと(44歳)、（阿
お

美
み

与
よ

：26歳）、（孫：5歳）、阿
お

栄
え い

（17歳） 

◇この年諸国が旱魃
か ん ば つ

で飢饉
き き ん

となる。 

◇1月 12日、歌川豊春
う た が わ と よ は る

没（80）。 

◇10月 4日（西洋暦）、ジャン・フランソワ・ミレー生(～1875)。 

◇伊能
い の う

忠
た だ

敬
た か

、「日本
に ほ ん

沿海
え ん か い

実測
じ っ そ く

全図
ぜ ん ず

」完成。 
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◇長崎オランダ商館江戸参府。 

◇富士講禁止令。 

◇蕎麦屋「砂場
す な ば

」、大坂より麹町
こうじまち

七丁目に進出(砂場
す な ば

藤吉
と う き ち

)。 

○式亭三馬
し き て い さ ん ば

、『浮世床
う き よ ど こ

』（第二編）。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

（48 歳）の長男鎮五郎
ち ん ご ろ う

、宗
そ う

伯
は く

と称す(後に医師となる)。この年より生薬屋を家

業とし、自作の本に広告を出す。 

○曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

、『南総里見八犬伝
な ん そ う さ と み は っ け ん で ん

』第一輯（柳川重信
や な が わ し げ の ぶ

画。天保 13年：1842まで刊行）。 

○烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

の咄
はなし

の会禁止令。 

 

【北斎号を門人に譲り翌年より戴斗号を使用】 

★12 月、「北斎」号を門人の亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

（吉原の引手
ひ き て

茶屋
ぢ ゃ や

「亀屋」主人）に譲り、北斎は

翌年より「戴斗」号を使用したか（安田剛三『画狂北斎』ｐ115） 

【尾上梅幸に媚びず・おじぎ無用、みやげ無用】 

★「この頃注俳優尾上
お の え

梅
ば い

幸
こ う

（三世菊五郎
き く ご ろ う

）の技芸
ぎ げ い

、世に名高し。最
もっとも

幽霊に扮
ふ ん

するに巧
たくみ

にし

て、殊
こ と

に賞
しょう

せらる。梅
ば い

幸
こ う

嘗
か つ

て北斎を招き、幽霊を画
え が

かしめ、其
そ

の図
ず

果
は た

して真
し ん

に逼
せ ま

らば、こ

れにならひ、扮装
ふ ん そ う

をなし、 愈
いよいよ

其
そ

の技
わ ざ

を巧
たくみ

にせんとす。北斎来
き た

らず。梅
ば い

幸
こ う

一日
ひ と い

輿
こ し

に乗り、

北斎の家を訪
おとな

ふ。其
そ

の家もとより貧しければ、茶、煙草
た ば こ

盆
ぼ ん

の設
もうけ

もなく、室内あれはてゝ、

嘗
か つ

掃除せしことなければ、不
ふ

潔
け つ

いはんかたなし。梅
ば い

幸
こ う

このありさまに驚き、再び戸外
こ が い

に出

でゝ、輿丁
よ て い

を呼び、輿中
よ ち ゅ う

の毛氈
も う せ ん

を出
い

だし、これを室内に敷かしめ、さて室に入りて座し、

一礼を述べんとせしが、北斎其
そ

の挙動
き ょ ど う

の不敬
ふ け い

に亘
わ た

れるを 憤
いきどお

り、机によりて顧
かえり

みず。梅
ば い

幸
こ う

も亦
ま た

憤然
ふ ん ぜ ん

、一語
い ち ご

を交
ま じ

へずして立ちさりたり。北斎意
い

を枉
ま

げ、世に媚
こ

びることなき此
か く

のごと

し。されど平常は、謙遜辞
け ん そ ん じ

譲
じょう

にして、門
も ん

には、百姓八
ひゃくしょうはち

右
え

衛門
も ん

とかきたる名刺
め い し

を貼り、室に

は、おじぎ無用、みやげ無用の壁書
か べ が き

をかゝぐ。関根氏の話 按ずるに、北斎が、幽霊の画
え

に

妙なるは、当時の人既にこれを知る。故に梅幸其
そ の

画
え

を請ひしなり。（略）後に梅
ば い

幸
こ う

不敬
ふ け い

の

罪を謝す。夫
そ れ

より相交
あ い ま じ

はること 甚
はなはだ

深し」（『葛飾北斎伝』ｐ89～91 ルビは筆者による） 

後に仲直り、親交を結ぶ。弘化 4 年（1847）には蚊帳
か や

を売った金で梅
ば い

幸
こ う

（梅
ば い

寿
じ ゅ

）の舞台

を見に行っている。 

注）この頃：「本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

の家
い え

」（現東京都墨田区石原町
いしわらちょう

1 丁目から 4 丁目）に住んでいた

頃には間違いない。文化 5 年頃に、亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

（現東京都墨田区亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

）に新居を構え、文化

6 年ごろには、本所
ほ ん じ ょ

両国
りょうごく

橋
ば し

辺に住み、文化 7 年には、葛飾
か つ し か

に住むとも思われるが、本所
ほ ん じ ょ

石原町
いしわらちょう

も「葛飾
か つ し か

」一帯と称されるので、このエピソードがいつかは明確には不明。『葛飾

北斎伝』（ｐ89）では文化 7 年の記事の後に「この頃」と記されているが、「梅
ば い

幸
こ う

」名は、

文化 11年～12年に名のっているので、文化 11年頃の話とした。 

【北斎はとかく人の真似をなす】 

★『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』（国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝｐ173）では次のエピソードを紹介してい

る。 
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「（政
ま さ

美
よ し

注は）語
か た

りて云
い う

、北斎
ほ く さ い

はとかく人
ひ と

の真似
ま ね

をなす、何
な ん

でも己
おのれ

が始
は じ

めたることなしと

いへり、これは略画式
り ゃ く が し き

を蕙
け い

斎
さ い

（筆者注：鍬形
く わ が た

蕙
け い

斎
さ い

・寛政 9 年〈1797〉の『鳥獣
ちょうじゅう

略画式
り ゃ く が し き

』、

寛政 11 年〈1799〉の『人物略画式』など）が著
あらわ

して後
の ち

、北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

をかき、又
ま た

紹
つ ぐ

眞
ざ ね

（筆者

注：更に改名して蕙
け い

斎
さ い

のこと）が江戸
え ど

一覧図
い ち ら ん ず

（享和 3 年〈1803〉）を工夫
く ふ う

せしかば、

東海道
と う か い ど う

一覧
い ち ら ん

の図
ず

を錦絵
に し き え

にしたりしなどいへるなり」（斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』巻七 寛政年

間記事。ルビは筆者による）。 

注）政
ま さ

美
よ し

：北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

（1764～1824）。浮世絵師。狩野派に転じた後、鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

と名乗る。

「北斎嫌いの蕙
け い

斎
さ い

」の評判があったという。 

【この頃の弟子 230 名以上】 

※この頃には、孫弟子まで含めると 230 人以上が北斎門下にあったという（『江戸の絵本 

画像とテキストの綾なせる世界』所収、永田生慈『北斎漫画』考(三) ｐ258）。 

※鍬形蕙齋
く わ が た け い さ い

(北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

)の「略画式
り ゃ く が し き

」の真似か(斎藤月岑
げ っ し ん

『武江年表』の寛政年間の記事に

よる)。 

 

【北斎漫画初編刊行】 

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

 初編』(1 月。半紙本。一冊。葛飾北斎筆。「伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

」

は絵の神髄を学ぶ者の手本の意。同本は全 15編まで刊行（平均 60頁）される。初編は 239

図。図版総数は 3600余。平均 22.8×15.8で 15編まで同じ。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/山口県立萩美術館：浦上記念館/

日本浮世絵博物館/ホノルル美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)。 

※文政 12年（1829）春に再刻版あり（『年譜』）。 

注）所蔵館等の『北斎漫画』図版は、初摺・後摺を限定していない。 

※1月（孟春）刊行の初編の奥付には、「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾陽名古屋  

交門人：北亭墨僊
き た て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十一甲
きのえ

戊
い ぬ

孟
も う

春
しゅん

。書林：永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

 

本町
ほ ん ま ち

七丁目）」初摺本には、各丁の折り目部分に「初版」を示す版
は ん

心
し ん

書名
し ょ め い

がない。 

※これ以降、北斎と関わる永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

は、二代目である。初代は寛政 7年 10月 23日に 

没している（55歳）。 

☆半洲
はんしゅう

散人
さ ん じ ん

注の序文「（略）今秋
こんしゅう

、翁たま〈
た ま

西遊
さ い ゆ う

して我
わ が

府下
ふ か

に留
とどま

り、月光亭墨遷
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

と一見
い ち げ ん

相
あ い

得
え

て、驩
よろこび

はなはだしく、 頃
このごろ

、亭中
ていちゅう

に於
お い

て品物
し な も の

三百余図をうつす。仙仏仕女
せ ん ぶ つ し じ ょ

より鳥獣
ちょうじゅう

草木
そ う も く

にいたるまで、そはなさざることなく、筆はぶいて神なせり。夫
そ れ

近世
き ん せ い

の画家、真をうつす

者は必ず風致
ふ う ち

に乏しく、意を画
え が

く者は検
け ん

格
か く

なし。その図
ず

する所、疎淡
そ た ん

にして明
め い

整
マ マ

式あり、

韻
い ん

あり。物々
も の も の

佐
たすけて

生動
せ い ど う

せむと欲す。喜ぶべく楽しむべし。嗚呼
あ あ

、たれかよくこれに加へ、

翁
お う

真
まこと

に画
え

を学ぶものの開手
か い し ゅ

となすべきかな。如
そ の

夫
ごとく

題するに漫画
ま ん が

を以てせるは、翁のみづか

らいへるなり 文化壬申
みずのえさる

（文化 9 年：1812）陽月 尾
び

府下
ふ か

 半洲
はんしゅう

散人
さ ん じ ん

題」（『北斎漫画』

３「奇想天外」2011年 青幻舎 による）  
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注）半洲
はんしゅう

散人
さ ん じ ん

：1772～1853。神野世猷
か ん の せ ゆ う

。字は文徽
ぶ ん き

。号松篁
しょうおう

軒
け ん

。尾張藩士（『葛飾北斎伝』

脚注ｐ128）。 

墨遷
ぼ く せ ん

の家に逗留しながら、絵の手本として下絵を描いたというのである。「漫画」の語

は北斎自らつけた名称で、気ままに書いた絵というほどの意味。 

※この年発刊された『北斎漫画』には「初編」の記載がないが、これを十編までのシリー

ズ化する計画を角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

が立て、他の版元と合
ご う

梓
し

の形で、以後角
か ど

丸屋
ま る や

から出版された。 

※「初編のカテゴリーと数」（若松謙二「『北斎漫画』で江戸時代を読む」より〈平成 28

年 3月葛飾区教育委員会『平成 27年度かつしか区民大学ゼミ 調べて書く葛飾』第 6集所

収〉 

「神祇」７「釈教」７「鬼神」０「霊獣」１「怪異」２「公家神官」２「武士」５「文人」

５「中国人物」８「庶民」29「仕事」45「武芸兵馬」１「芸能」９「子供」９「遊び」３

「風俗」２「鳥類」７「獣類」15「蟲類」19「水棲類」17「草木」31「山水」０「名所」

１「社寺」２「家屋」２「建造物」１「交通」１「道具」０「岩石」０「物語」８「里謡」

０「群像」０ 計 239図 

※オランダ国立民族学博物館には『北斎漫画』全 15 編が所蔵されているが、そのうち初編

から 10編までは、シーボルトが持ち帰ったものという（浦上満『北斎漫画入門』ｐ33 文

藝春秋社 2017年）。 

初編（島根県立美術館） 

【『北斎漫画』一冊 銀二匁八分】 

※版元の永楽屋に一冊「銀二匁八分」という記録が残っていて、今の 3000 円から 5000 円

くらいという（浦上満『北斎漫画入門』ｐ30 2017年 文藝春秋社）。 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

写真画
し ゃ し ん が

譜
ふ

』（3 月頃。淡彩摺。折本大本一帖。序文平
たいら

由
ゆ

豆
づ

流
る

。15 図全て見

開き図。無款。各平均 25.7×17.0 近江屋
お う み や

与
よ

兵衛
へ え

・鴨
か も

伊
い

兵
へ

衛
え

合梓版。刊記のない版も多く

ある。大英博物館/メトロポリタン美術館/東洋文庫/すみだ北斎美術館/島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館/アーサー・M・サックラー美術図書館/チェスター・ビーティ

図書館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

※序文の末に「文化とゝせあまりひとゝせやよひついたちの日」（文化 11年 3月 1日）と

ある。「文政二年 己
つちのと

卯
う

年 東都書林 通油
とおりあぶら

町
ちょう

 鶴屋喜
つ る や き

衛門
え も ん

」とある後摺版が文政 2 年
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（1819）に刊行された。北斎存命中に後摺本
あ と ず り ぼ ん

をシーボルトがオランダのライデンに持ち帰

る。 

※「写真」は、実物からのスケッチの意味だという（リチャード・レイン『伝記画集 北

斎』ｐ145）。 

※序文を書いた国学者・平由
た い ら ゆ

豆流
づ る

（岸本
き し も と

由
ゆ

豆流
づ る

。号：やまぶき〈木扁に在〉園
え ん

1789～1846 

村田
む ら た

春海
は る み

の門人）が私家版
し か ば ん

として刊行したといわれる豪華出版物。風景、人物、動植物な

どを見開きで収める。 

※（ ）の表題は、国立国会図書館デジタル・コレクションに付けられたもの。 

☆〈布袋
ほ て い

〉（布袋
ほ て い

） 

※長煙管で一服する布袋の脇に大きな袋。足元には包

丁とまな板がある。        布袋（大英博物館） 

☆〈脇息
きょうそく

による公
く

卿
ぎょう

〉（好士
こ う し

蝶
ちょう

を詠
え い

す） 

※脇息
きょうそく

に両肘をつき、頬杖をして二匹の蝶を眺める公
く げ

卿。 

脇息による公卿（大英博物館） 

☆〈塗師
ぬ り し

〉（侍丁
じ ち ょ う

） 

※寺社の柱に刷毛
は け

で色を塗る職人。 

                  塗師（大英博物館） 

☆〈龍
りゅう

に乗る
の る

観世音
か ん ぜ お ん

〉（龍頭
り ゅ う ず

観音
か ん の ん

） 

※縦判。龍に乗っている観世音

菩薩。 

龍に乗る観世音（大英博物館） 

☆〈雪
せ っ

景山
け い さ ん

水
す い

〉「山水雪景
さ ん す い せ っ け い

」とも（雪景
せ っ け い

）。 

※背景に小高い山。手前の海に

は数隻の船。家と松にも雪が被

っている。見開き一丁の図。  

雪景山水（大英博物館） 

☆〈梅樹
ば い じ ゅ

の蕾
つぼみ

〉（梅
ば い

小月
しょうげつ

） 

※梅の枝につく蕾
つぼみ

の図を墨絵風に描く。国立国会図書館デジタル・コ

レクションでは、月の明かりの中に小枝が描かれる。 

梅樹の蕾（大英博物館） 

☆〈桜
お う

樹
じ ゅ

〉「桜花
お う か

」とも（白桃
は く と う

）。 
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※開いた桜花を枝の数か所にバランスよく配してい

る。               桜樹（大英博物館） 

☆〈油菜
あ ぶ ら な

に蜂
は ち

〉（蕾蔔
す ず し ろ

の花
は な

小虻
こ あ ぶ

）※油
あぶら

菜
な

の花に飛んで

近づく蜂。 

油菜に蜂（大英博物館） 

 

☆〈牡丹
ぼ た ん

〉（牡丹
ぼ た ん

）※大きく開いた牡丹花が二輪切り

とられて笊
ざ る

に置かれ

ている。         

牡丹（大英博物館） 

☆〈燕子花
か き つ ば た

〉「菖蒲
し ょ う ぶ

」「杜若
かきつばた

」「あやめ」とも。 

※赤と思われるかき

つばたが生き生きと

咲いている様子。 

燕子花（大英博物館） 

☆〈鷹
た か

〉 

※縦見開き図。木に

とまり首を上に突き出し、ものを狙うような鷹。国立

国会図書館蔵にはなし。 鷹（大英博物館） 

☆〈雉子
き じ

〉「山鳥
や ま ど り

」とも（雉子
き じ

）。 

※尾長
お な が

を突き出して

目を見開いて 蹲
うずくま

る山鳥。周囲には足跡が楓
かえで

の落葉の

ように乱れて描かれる。国立国会図書館デジタル・コ

レクションでは足跡が消されている。   雉子（大英博

物館） 

 

 

☆〈鴛鴦
お し ど り

〉（つか
が

ひ鴛
おしどり

） 

※二羽の鴛鴦
お し ど り

が曲線を描くように寄り添っている。同

年の摺物「鴛鴦図」を転用したもの。 

鴛鴦（大英博物館） 
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☆〈狸
たぬき

〉（月
つ き

小狸
こ だ ぬ き

） 

※空中を飛んでいるような狸。国立国会図書館デジ

タル・コレクションでは背景に月が描かれる。                 

狸（大英博物館） 

☆〈二疋のうさ

ぎ〉 

 

※二匹の兎が寄り添っている。二疋のうさぎ（大英博物館） 

※文政 2 年（1819）に鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

版の後摺本
あ と ず り ぼ ん

がある

（オランダ国立民族学博物館：シーボルト・コレクシ

ョン蔵）。初摺判とは図の配列が異なる（『北斎の絵手本 四』ｐ269）。 

※国立国会図書館(明治 24 年。目黒
め ぐ ろ

伊三郎
い さ ぶ ろ う

・目黒
め ぐ ろ

十郎
じゅうろう

版)のデジタル・コレクションは画の

配置や表題が大きくことなり、〈鷹
た か

〉〈燕子花
か き つ ば た

〉が削られ、新たな図（※印）が他の絵師

により加えられている。「目録」に示された表題と順序を参考のために以下に示す。 

〈好士
こ う し

蝶
ちょう

を詠
え い

す
ず

〉〈梅
ば い

小月
しょうげつ

〉〈※小鷲
こ わ し

〉〈龍頭
り ゅ う ず

観音
か ん の ん

〉〈蘿蔔
す ず し ろ

の花
は な

小虻
こ あ ぶ

〉〈侍丁
じ ち ょ う

〉〈雉子
き じ

〉

〈白桃
は く と う

〉〈布袋
ほ て い

〉〈二疋
に ひ き

うさき
ぎ

〉〈つか
が

ひ 鴛
おしどり

〉〈※獅
し し

舞
ま い

〉〈雪景
せ っ け い

〉〈月
つ き

小狸
こ だ ぬ き

〉〈※蝶々
ちょうちょう

とまれ売
う り

〉〈※鯉
こ い

〉〈※雪中
せっちゅう

の獅子
し し

〉〈※大津絵
お お つ え

の鬼
お に

〉〈※七福神
し ち ふ く じ ん

の 戯
たわむれ

〉〈※同つつ
づ

き〉 

〔新たに加えられた図〕 

☆〈小鷲
こ わ し

〉老木にとまる一羽の鷲。 

☆〈獅
し し

舞
ま い

〉扇子と御幣を持って右足を挙げて踊る獅子。 

☆〈蝶々
ちょうちょう

とまれ売
う り

〉子供たちの前で、棒につけた紐で結わえたおもちゃの蝶を揺らしなが

ら売り歩く男。 

☆〈鯉
こ い

〉水の中を悠然と泳ぐ鯉。水面には光が反射している。 

☆〈雪中
せっちゅう

の獅子
し し

〉雪の中でうずくまってこちらを見ている獅子。 

☆〈大津絵
お お つ え

の鬼
お に

〉一升徳利
と っ く り

を下げ、傘をさした赤鬼が中空をまなざしている。 

☆〈七福神
し ち ふ く じ ん

の 戯
たわむれ

〉布袋
ほ て い

が大きな袋に肘を掛け、その横で大黒天
だ い こ く て ん

と弁財天
べ ん ざ い て ん

がこちらを向い

ている。 

☆〈同つつ
づ

き〉前図の続き。恵比寿
え び す

と寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

が碁を打ち、その周りで福
ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

、毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

が

碁を見ている。 

●絵手本『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』後編
こ う へ ん

（8 月。中本一冊。全 28 丁。著名無。蔦屋
つ た や

重三郎
じ ゅ う ざ ぶ ろ

(二代目）

版。すみだ北斎美術館：楢崎宗重ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館/大英博物館/フリーア美術館：

ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ）。 

※『葛飾北斎伝』（ｐ263）によれば後編の自序に「文化十一
じゅういち

戌
い ぬ

の中秋
ちゅうしゅう

、山水
さ ん す い

天狗
て ん ぐ

末弟
ま っ て い

、

天
て ん

狗
ぐ

堂
ど う

熱
ね つ

鉄
て つ

述」とある「天狗堂熱
て ん ぐ ど う ね つ

鉄
て つ

」は「翁
おきな

戯
たわむ

れに 自
みずから

号
な ず

けたるなり」としている。また、

「山水
さ ん す い

天狗
て ん ぐ

」も偽名だが、実際に用いたものではない。 
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※前編(文化 9 年：1812)の奥付の広告に「此書
こ の し ょ

ハ人物
じ ん ぶ つ

山水
さ ん す い

鳥獣
ちょうじゅう

虫魚
ちゅうぎょ

草木
そ う も く

のたぐひを一筆書
ひ と ふ で が き

にして早く筆意
ひ つ い

を教
お し

ゆるの法
ほ う

なり」とある。 

※前編序文に続く附言には「一 此外
こ の ほ か

に略画
り ゃ く が

の一筆書
ひ と ふ で が き

、又、筆意
ひ つ い

、筆あたり等を早く教へ

て直
す ぐ

に絵のかける書は来
ら い

酉
ゆ う

の春
は る

差出
さ し だ

申 候
もうしそうろう

」とあり、略画
り ゃ く が

の一筆書
ひ と ふ で が き

を続けて刊行する意図

が述べられている。文化 10年春に刊行の予定だった。 

※巻末では、筆の持ち方、動かし方を図解している。花魁
お い ら ん

の絵では、書込みの「けいせい

のすがたはゆふべ〈
ゆうべ

につくって千人の心をミんとかくなり（傾城
け い せ い

の姿は『夕、可
べ

、作、千

人、心、ミん』と描くなり）に従って、「夕」「可
べ

」「作」「千人」「心」「ミん」の変

わり文字が配置され、それを辿れば

「花魁
お い ら ん

」の絵が完成する仕組み。 

※二代目蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

は、文化 10年か 11

年に『己痴羣夢多字画尽
お の が ば か む ら む だ じ づ く し

』（文化 7

年）と『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』の版木を売却し

た形跡があるので、『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』が

二代目蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

から刊行されたかは

不明であるとする説がある（永田生慈

『葛飾北斎の本懐』角川選書ｐ84）。 

   『略画早指南』後編（すみだ北斎美術館） 

●読本『寒
か ん

燈
と う

夜話
や わ

 小栗外傳
お ぐ り が い で ん

』二編（1 月。四冊。小枝繁
さ え だ し げ る

作。葛飾北斎画。印臥遊。

衆星閣
しゅうせいかく

（角
か く

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

版）、文
ぶ ん

金堂
き ん ど う

（河内屋
か わ ち や

金
き ん

助
す け

）合梓。奥付には「文化十一甲
きのえ

戌
い ぬ

年猛春辰

板」とある。初編は文化 10年 1月刊。早稲田大学図書館/国立国会図書館（後摺版）蔵） 

【艶本名作『喜能会之故真通』】 

●艶本『喜能会之
き の え の

故
こ

真通
ま つ

』(1 月頃。色摺半紙本三冊。隠号：鉄棒
て つ ぼ う

ぬらぬら。22.1×15.7 

日本浮世絵博物館/国際日本文化研究センター/浦上満氏/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵) 

※題名は「甲子子
き の え ね こ

祭
まつり

」の文字変え。「甲子子
き の え ね こ

祭
まつり

」は、甲子
き の え ね

の夜、大豆と黒豆と二股
ふ た ま た

大根
だ い こ ん

を

供え、子
ね

の刻〈23:00～1:00〉まで起きて語り合い、大黒天
だ い こ く て ん

を祀
ま つ

る行事。大黒天
だ い こ く て ん

は子孫繁

栄・男女和合の神。 

※序文に「紫雲
し う ん

庵
あ ん

鴈高
が ん こ う

」とある。また「つるんでぬけぬ戌
い ぬ

のはつ春」とある。北斎から隠

号を譲り受けた渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

（紫雲
し う ん

庵
あ ん

鴈高
が ん こ う

）が序文を、本文は北斎、絵は、娘の阿
お

栄
え い

ないし北

斎一門の誰か、もしくは北斎と阿
お

栄
え い

との合作とする説が有力。あるいは、上巻は北斎、

中・下巻は阿
お

栄
え い

（応
お う

為
い

）等の作とする説もある（『美術手帳』「葛飾北斎」特集。2016 年

12 月増刊号） 

☆〈上巻〉1､口絵（恥じらう女の顔） 2､殿様と新参
し ん ざ ん

の腰元
こ し も と

 3､後家
ご け

と養子 4､昼の情事  

5､男の浮気封じ 6､人妻の浮気 7､餅
も ち

つき屋と町娘 8､婚前交渉 9､女陰図 
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☆〈中巻〉1､口絵（恍惚境
こうこつきょう

の女の顔） 2､船頭
せ ん ど う

と若い女との情事 3､夫婦 4､児のできた

妾
めかけ

との性交 5､中国人の男女 6､奥
お く

女中
じょちゅう

と供 7､人妻との情事 8､不破
ふ わ

伴
ば ん

左
ざ

衛門
え も ん

と阿国
お ｋ に

御前
ご ぜ ん

 9､女陰図 

☆〈下巻〉1､口絵（行為の後の女の顔） 2､炬燵
こ た つ

に入った夫婦 3､湯治先
と う じ さ き

での人妻と供 

4､蛸
た こ

と海女
あ ま

 5､男と遊女 6､屋形
や か た

船
ぶ ね

のなかの情事 7､男と遊女 8､女陰図 

※北尾
き た お

重政
し げ ま さ

『謡曲
ようきょく

色
い ろ

番組
ば ん ぐ み

』（天明元年：1781）下巻の挿図「海士
あ ま

」に描かれた海女と大蛸

の絡みの図を、北斎も見たか。 

※「蛸と海女」図は、パブロ・ピカソ「性愛の描画：女と頭足類」（1903 13.2×8.9 

個人蔵）やオーギュスト・ロダン「蛸」（32.6×24.9 ロダン美術館蔵）などに影響して

いる。 

蛸と海女（日本浮世絵博物館）        北尾重政『謡曲色番組：海女（ARC 古典籍ポータルデータベースより） 

●扇面図「敗荷
は い か

に蛙図
か え る ず

」(文化 12 年：1815 説あり。紙本墨画淡彩扇面一面。北斎改たいと

筆。印辰印政。二曲一隻。扇面貼交屏風中の四面の一。上弦 48.4 下弦 20.9×17.5) 

※敗
は い

荷
か

は、「やれはす」とも言い、強風に吹かれて破れた蓮
は す

の葉をいう。敗荷
は い か

にへばりつ

く蛙の図。 

●摺物「山姥
や ま ん ば

と金太郎
き ん た ろ う

」(この頃か。色紙判。摺物着色。北斎改戴斗筆。20.0×18.3 島

根県立美術館蔵：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※金太郎
き ん た ろ う

と家来
け ら い

の猿が御幣
ご へ い

の付いた烏
からす

万度
ま ん ど

注 1 を肩にし、猿・兎とともに、鹿島
か し ま

踊
お ど

り注 2 を

している。金太郎の母の山姥
や ま ん ば

は 鉞
まさかり

に手をつき笑っている。背後に大きな朝日が霧の中か

ら現れている。狂歌の賛は「宝船
たからぶね

ハさみてなみは踊
お ど

れと
ど

も かしまうらにはなんなかりけ

り 秩廼屋
ち の や

楯
た て

成
な り

」とある。 

注 1）万度
ま ん ど

：万度祓
ま ん ど ば ら い

のことで、神の前で祓
はらえ

の詞
ことば

を何度でも読んで穢
けがれ

をはらうことをいう。

図では、その際に用いる神具を担いでいるが、烏の絵が描かれているので烏
からす

万度
ま ん ど

といい、

金摺
き ん ず り

となっている。 

注 2）鹿島
か し ま

踊
おどり

：鹿島
か し ま

神宮
じ ん ぐ う

（茨城県
い ば ら き け ん

鹿嶋市
か し ま し

宮中
み や な か

2306-1）より発して関東沿岸部に流布した踊

り。主に成人男子たちによる集団の踊りで疫病
えきびょう

払い、五穀豊穣を願う。 

●摺物「鴛鴦図
え ん お う ず

」（全紙判摺物着色一枚。北斎改戴斗。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

http://www.dh-jac.net/db1/books/results1024.php?f1=Ebi1037&f12=1&enter=default&skip=26&-max=1&enter=default
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鴛鴦図（島根県立美術館） 

※『北斎
ほ く さ い

写真画
し ゃ し ん が

譜
ふ

』の「鴛鴦
お し ど り

」に転用された

画。雌雄の鴛鴦が、梅の蕾
つぼみ

を付けた木の見える

土手の上に止まっているように描かれる。二代

目北斎の句が先頭に記され、丙子、高長、斗

石、戴雅堂、戴財の句に続き、八句目に北斎改

戴斗の署名の句が記されている。更に、對斗、

斗文の句が続く。北斎画号を亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

（ニ代

目北斎）に譲った記念の摺物。 

●絵暦「雪
ゆ き

玉遊
だ ま あ そ

び」（1 月。「雪
ゆ き

遊
あ そ

びの母子
ぼ し

」とも。着色摺物。北斎画。9.3×12.6 すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大きな雪玉を作る三人の子どもたちと、赤子を抱きながらそれを見ている女。赤子は雪

玉を指差している。雪についた子供たちの高下駄
た か げ た

の跡の「二・

四・五・六・八・十一」が小の月を表している。 

●絵暦「目
め

黒
ぐ ろ

詣
もうで

」（「目黒まゐり」とも。1 月。北斎改戴斗筆。

21.3×14.2 太田記念美術館蔵） 

※『年譜』では文化 10 年（1813）としているが、落款から文化

11 年が妥当か。「正月屋」などと寄進者
き し ん し ゃ

の名を記した大提灯
おおじょうちん

の

掛かる前で参詣する娘と婦人。ほおずきを手にした小奴が大提灯

を指さしている。提灯に大小月が示される。埴生庵侘
は に ゅ う あ ん わ び

住
ず み

の狂歌が

記される。       

目黒詣（2012大阪市立美術館「北斎展図録」より転載） 

 

文化
ぶ ん か

12（1815）乙
きのと

亥
い

 56 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、東都
と う と

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

先生
せ ん せ い

、東都
と う と

画工
が こ う

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

翁
お う

、北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、前
さきの

北
ほ く

斎
さ い

載
ﾏ ﾏ

（戴
た い

）斗
と

、北斎改葛飾戴斗
ほくさいあらためかつしかたいと

、前北斎
さきのほくさい

、葛飾前
かつしかさきの

北斎
ほ く さ い

翁
お う

、かつしかお

やぢ、東都
と う と

画工
が こ う

北
ほ く

斎
さ い

改
あらため

葛
か つ

飾
し か

戴
た い

斗
と

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、葛飾親父戴斗
か つ し か お や じ た い と

 □印雷震
ら い し ん

、臥遊
が ゆ う

、亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、

ふしのやま、北斎
ほ く さ い

：こと(45歳)、（阿
お

美
み

与
よ

：27歳）、（孫：6歳）、 阿
お

栄
え い

（18 歳） 

◇1月 15日、歌川豊広
う た が わ と よ ひ ろ

没（65）。 

◇3月 19日、狩野融川
か の う ゆ う せ ん

没（38）服毒自殺か。 

◇5月 21日、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

没（64）。 

◇幕府、落語を禁止とする。 

○4月、杉田
す ぎ た

玄
げ ん

白
ぱ く

『蘭学
ら ん が く

事始
ことはじめ

』成稿。 

○5月 21日、鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

没（64）。 

○6月 6日、鹿都部真顔
し か つ べ ま が お

（鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

・四方
よ も の

真顔
ま が お

・四方
よ も の

歌垣
う た が き

）没（77）。 

○牧墨僊
ま き ぼ く せ ん

『写真学
し ゃ し ん が く

筆
ひ つ

 墨僊
ぼ く せ ん

叢画
そ う が

』（『北斎漫画』風絵手本）。 
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○柳亭種彦
りゅうていたねひこ

『偐
げ ん

紫
むらさき

田舎
い な か

源氏
げ ん じ

』初編。 

 

★この頃、蛇山
へ び や ま

(本所
ほ ん じ ょ

中之郷
な か の ご う

原庭
は ら に わ

町
ちょう

。現東京都墨田区吾妻
あ づ ま

橋
ば し

1丁目、東駒形
ひがしこまがた

2･3丁目辺)に住 

むか。この年夏刊行の『踊
おどり

独稽古
ひ と り げ い こ

』の市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

の序文に「（略）蛇山
へ び や ま

の主人、葛飾
か つ し か

の癡
ち

 

老
ろ う

が筆を借
か り

て（略）」とあるところからの推測。 

※本所中之郷
な か の ご う

原庭
は ら に わ

町
ちょう

は、牛島
う し じ ま

地区の中心地で、竹藪が多く、『四谷怪談』の舞台となった

蛇山
へ び や ま

がある。 

 

●絵本『絵本浄瑠璃
じ ょ う る り

絶句
ぜ っ く

』（1月。墨摺。半紙本一冊。元『絵本長生殿
え ほ ん ち ょ う せ い で ん

』(文化11年：1814

頃。色摺本二冊)の改題後修して薄墨本にしたもの。表紙に「葛飾北斎画」とあり、版元

の松屋
ま つ や

善
ぜ ん

兵衛
べ え

の住所「本町
ほ ん ま ち

拾丁目」と書かれた傘を持つ男が描かれる。序文は月光亭墨遷
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

。

表紙には「東都葛飾北斎先生筆」、奥付には「東都画工葛飾北斎筆」とある。印雷震。

校合
きょうごう

門人北亭
ほ く て い

（牧墨僊
ま き ぼ く せ ん

）。名古屋・松屋
ま つ や

善
ぜ ん

兵衛
べ え

版（薄墨摺本。墨僊の序文あり）と萬屋
よ ろ ず や

東平
と う へ い

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

1 丁目）の後摺版（墨摺本）がある。江戸の角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（墨摺大本）も

連版。浄瑠璃名場面集。後編は予告あ

るが未刊。15.5×22.3 メトロポリタ

ン美術館/大英博物館/島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋市蓬左文庫/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ〈後

摺版〉蔵） 

※各頁に人形浄瑠璃の 54 題の場面を描

く。上部には浄瑠璃のさわり文句が書

かれ、図中にはそれを五言
ご ご ん

の漢詩にし

たものが書かれる。   『絵本浄瑠璃絶句』（最終丁：メトロポリタン美術館 ARC 古典席ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽより） 

●読本『寒
か ん

燈
と う

夜話
や わ

 小栗
お ぐ り

外伝
が い で ん

』三編（1 月。五冊。小枝
さ え だ

繁
しげる

作。葛飾北斎翁画図。印臥遊。

見返しには「北斎辰政画」とある。烽山翁
ほ う ざ ん お う

(小枝
さ え だ

繁
しげる

の別号)の序文。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

版。早稲田

大学図書館/国立国会図書館〈後摺〉蔵）奥付には「文化十二乙
きのと

亥
い

年猛春発行」とある。 

●読本『橋
は し

供養
く よ う

』(1 月。角書
つ の が き

「文
も ん

覚上人発心之記
が く し ょ う に ん ほ っ し ん の き

」。五冊。北斎は初めの三図を描き、

「右三葉前北斎画」と記す。葛飾前北斎翁画。他は門人の安田
や す だ

雷
ら い

洲
しゅう

の筆。烽山翁
ほ う ざ ん お う

(小枝
さ え だ

繁
しげる

の別号)戯編。角丸屋甚助
か ど ま る や じ ん す け

版。国立国会図書館蔵） 

【馬琴との連携終わる】 

●読本『皿々
べ い べ い

郷談
きょうだん

』（1 月。半紙本六冊。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作。前北斎載
マ マ

斗筆。印亀毛蛇足。

朝倉伊八
あ さ く ら い は ち

彫刻。榎本
え の も と

平
へ い

吉
き ち

版。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

との連携最後の作品。15.8×22.5 国立国会図書館

/早稲田大学図書館/高知県立高知城歴史博物館/オランダ国立民族学博物館蔵） 
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※序文は文化 10 年（1813）10 月の稿のため、その年まで使われていた印「亀毛蛇足」が

使われている。文政 12年（1829）の大火で、版木が焼失し、文政 5年（1822）に再刻再刊

されている。 

※曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

は『三七
さ ん し ち

全伝南呵
ぜ ん で ん な ん か の

夢
ゆ め

』(文化 5 年：1808)の稿本を殿村
と の む ら

篠
しょう

斎
さ い

に譲渡した。篠
しょう

斎
さ い

は

版本と稿本を比較し、人物の位置や数が違うことを指摘し、北斎の作為に猜疑心を抱き、

その旨書簡を送った。馬琴も北斎の作為を計算に入れ、右に配置したい人物を予め左に置

いて稿本を描いていたのである。画工任せにできない馬琴と、作者の意を汲まず我が道を

行く北斎が並び立つことは難しく、文化十年(1813)注の「皿
べ い

皿
べ い

郷談
きょうだん

」が最後の共作となっ

たのもやむを得ないという（WEB「浮世絵文献資料館」から）。 

注）文化十年：実際は文化 12 年（1816）刊行

である。 

※曲亭馬琴との連携は、読本に限れば享和 4年

（1804）正月の『小説
しょうせつ

比翼
ひ よ く

文
も ん

』を初めとし

て、文化 12 年 1 月（1815）の『皿々
べ い べ い

郷談
きょうだん

』ま

での 11 年間となるが、寛政 6 年 1 月（1794）

の黄表紙『福寿海无量品
ふくじゅかいむりょうのしな

玉
だ ま

』（春朗画）から

の連携とすれば 21年間となる。 

『皿皿郷談』坂戸の神前人身御供の図（巻 2）（オランダ国立民族学博物館） 

【北さいも筆自由ニ候ヘ共、己が画ニして作者ニ随ハじ】 

※上記の馬琴の書簡。 

『馬琴書翰
ば き ん し ょ か ん

集成
しゅうせい

』天保十一年八月二十一日 殿村
と の む ら

篠
しょう

斎
さ い

宛
あて

（第五巻・書翰番号 56） 

「文化五年稿本
こ う ほ ん

といん本（印本）と御引
お ひ き

くらべ被成
な ら れ

御覧候処
ごらんそうろうところ

、ほく斎さし画
え

稿本
こ う ほ ん

とは同様

ニハ候
そうら

ヘども、人物
じ ん ぶ つ

之
の

右
み ぎ

に有
あ る

ヲバ左
ひだり

リニ直
な お

し、或
あるい

ハ添
そ え

もし、へらしも致 候
いたしそうろう

。此
こ の

心
こころ

じつヲ

以
もって

云々
う ん ぬ ん

被仰
おおせられ

示候御猜之趣
さいぎのおもむきをしめしそうろう

、少しも無違
たがいなく

、流石
さ す が

ニ是
こ れ

ハ君
き み

なるかなと 甚
はなはだ

堪心
か ん し ん

仕 候
つかつりそうろう

。小生
しょうせい

稿本
こ う ほ ん

之
の

通
と お

りニ少しも違
たがわ

ず画
え

がき候
そうろう

者
も の

ハ、古人
こ じ ん

北尾
き た お

幷
ならび

ニ豊国
と よ く に

、今之
い ま の

国
く に

貞
さ だ

のミに御
ご

ざ候
そうろう

。筆

の自由
じ ゆ う

成
な る

故
ゆ え

ニ御座候
ご ざ そ う ろ う

。北
き た

さいも筆
ふ で

自由
じ ゆ う

ニ候
そうらえ

ヘ共
ど も

、己
おのれ

が画
え

ニして作者
さ く し ゃ

ニ随
したが

ハじと存 候
ぞんじそうろう

ゆヘ

ニふり替
か え

候
そうらい

ひキ。依之
これにより

、北さいニ画
え

がゝせ候
そうろう

さし画
え

之
の

稿本
こ う ほ ん

に、右
み ぎ

ニあらせんと思
お も

ふ人物
じ ん ぶ つ

ハ、左
ひだり

り絵
え

がき（ママ）遺
の こ

し候
そうらえ

ヘバ、必
かなら

ず右
み ぎ

ニ致 候
いたしそうろう

。実
じ つ

ニ御推
お は か

りやうニ相違
あいたがい

御座無候
ご ざ な く そ う ろ う

」

（ルビは筆者による）。 

刊本の挿絵は先ず作者が下絵を書き（筆者注：それを稿本という）、それを画工が挿絵

図にするのだが、北斎は馬琴の下絵のようには描かないというのである。 

【主号としての戴斗号現る】 

※戴斗号は文化 7 年（1810）の絵手本『己痴羣夢多字画尽
お の が ば か む ら む だ じ え づ く し

』に「葛飾戴斗
か つ し か た い と

画」の落款があ

り、既に用いられていたが、これは副号であり、『北斎漫画 二編』の落款「北斎改葛飾

戴斗」と「改」の字が入ってから「戴斗」が主号と認められるとする説を『画狂北斎』

（安田剛蔵）で展開している（ｐ114）。 
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●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

 二編』(孟夏：4 月。半紙本一冊。22.7×15.7 東京国立

博物館/ホノルル美術館/すみだ北斎美術館/山口県立美術館/早稲田大学図書館/フリーア

美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※序文には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。序文：六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

主人（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）。

奥付には「葛飾北斎筆 書林： 英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じゅっけんだな

)、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、校

合門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円
え ん

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合門人：月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十二

年 孟夏」と記されている。 

※二編より十編まで印影「ふしのやま」が用いられる。同印影は「よし

のやま」と誤読されたこともある。          印影：ふしのやま 

※初編の版元永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

に名を連ねた角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

の企画で、『北斎漫

画』を全十巻とし、相合版
あ い あ い ば ん

（共同出版）の形をとりながら、二編以降は

実質角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

によって刊行された。 

※後摺版奥付には、「葛飾北斎。印雷震。校合：北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

、

竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

」となっていて、刊行年は記されていない。 

一般的には実質の版元は、奥付の版元並記の最後に表記される。 

☆序文「おのれことさらに物めでするくせはあらねど、此さうし（草紙）の絵をうち見る

より、てうちたゝきて（手打ち叩きて）、ふしあふぎ（ふし仰ぎ）、あさみおどろくこと、

おほかたならず。さるは野山をかけるけだもの、鳥、むし、樹草のたぐひ、すべてこゝろ

ゆくばかり、きはごとにかきなしたる、げにになき（二無き）上手のしわざとぞ見えたる。

(略)この絵師をたれぞととふに（問ふに）、此ころの上手にすめる北斎の翁なり。（略）

六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

主人
し ゅ じ ん

注」（『北斎漫画』３「奇想天外」2011 年 青幻舎 による）〈（ ）の語句

は筆者〉。注）六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

主人
し ゅ じ ん

：宿屋
や ど や の

飯盛
め し も り

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）。 

『伝神開手 北斎漫画 二編』（すみだ北斎美術館） 

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
さいまんが

 三編』（4 月。22.8×15.8 すみだ北斎美術館/島根県立

美術館/山口県立萩美術館/ホノルル美術館/ライデン国立民族学博物館/フリーア美術館：

ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋校合門人：月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十二年孟夏。書林：竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

）、

角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）」と記されている。 

 後摺版の奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋 交 門人：北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、

東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

（江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

）、竹川
た け が わ

藤
と う

兵衛
べ え

（同日
に

本橋
ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（同糀
こうじ

町
ま ち

平川町
ひらかわちょう

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋本町
ほ ん ま ち

七丁目）」とあり、刊行年の

記載なし。 

☆序文「（略）こゝに葛飾の北斎翁、目に見、心に思ふところ、筆を下してかたちをな

さゞる事なく、筆のいたる所、かたちと心を尽
つ く

さゞる事なし。これ人々の日用にして、

偽
いつわり

をいるゝ事あたはざるもの、目前にあらはれ、意表にうかぶ。しかれば、馬
ば

遠郭煕
え ん か く き

注１

が山水も、のぞきからくりの三景
さ ん け い

にをとり（劣り）、千枝
だ え だ

つねのり注2が源氏絵も、吾妻
あ づ ま

錦
にしき

の紅画
べ に え

に閉口せり。見るもの、今の世の人の世
せ

智
ち

がしこきをしり、 古
いにしえ

の人のうす鈍
の ろ

なる

を思ふべし。 

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

注 3」（『北斎漫画』３「奇想天外」2011年 青幻舎 による）  

注１）馬遠は、生没年未詳。中国南宋の画家。郭煕
か く き

は、中国北宋の画家。 

注 2）千枝
ち え だ

つねのり：千枝
ち え だ

と飛鳥部
あ す か べ

常則
つ ね の り

。ともに平安時代の宮廷画家。『源氏物語』など

に絵の名手として取り上げられる。「この頃の上手
じ ょ う ず

にすめる千枝
ち え だ

、常則
つ ね の り

などを召して、作

り絵仕
つ こ

うまつらせばや」（須磨
す ま

）とある。 

注 3）蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

：大田
お お た

南畝
な ん ぼ

。 

『北斎漫画』三編（島根県立美術館） 

【三つ割の法を説く】 

※この巻で「三ツわりの法(遠近法の構図)」を説く。右絵中の書き込みに「こゝにて三寸

のたかさにかゝんときは」「こゝにて一寸也」「三ツわりの法」「二ツを天とすべし」

「一ツを地となす也」とある。左絵中には「九分のまどは」「三分」「木」「わりのすじ

にあはせかくべし」「かくのごとし」とあり、洋風の家と和蘭陀船と和蘭陀人が立ってい

る図が描かれている。 
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※地面の部分を１、空の部分を

２にして、地平線を低くした

り、近くのものを大きく、遠く

のものはその 3 分の１に小さく

するよう、建物や木、人の立ち

姿を例にしている（小林忠『浮

世絵ギャラリー２ 北斎の美

人』）。   

 

『北斎漫画』三編 頁の上半分が三つ割の説明（島根県立美術館） 

【北斎翁、割出しに精しかりし】 

※いつの頃の記事か不明だが、幾何
き か

の術による「割り出し」という画法で絵草紙屋依頼の

「きりこ灯
ど う

籠
ろ う

」注 1の絵を描いたエピソードが、『葛飾北斎伝』に記されている。「三つ割」

とも関係あるものと思われる。 

「或
あ る

画工談『浮世絵の専門語に、割出
わ り だ

し、一に割物
わ り も の

といふあり。 即
すなわち

角物
か く も の

と丸物
ま る も の

の割合に

して、幾何
き か

の術
じゅつ

によらざるを得ざるものをいふ。これは名手
め い し ゅ

にても、腕と筆との工合
ぐ あ い

のみ

にては、画
え が

き難
が た

きものなり。北斎翁は、よくこの割出しに精
く わ

しかりし。絵草紙問屋 某
なにがし

が、

或
あ る

人の嘱托
しょくたく

にて、一世豊国
と よ く に

注 2の許
も と

に至り、絹地
き ぬ じ

へきりこ灯
ど う

籠
ろ う

を画
え が

かんを請
こ

ふ。豊国
と よ く に

諾
だ く

して

直
ただち

に画
え が

き始めしが、暫
しばら

くありて筆を投じて曰
い わ

く、容易
よ う い

に似て、容易
よ う い

にあらず、緊急の需
もとめ

に

応じ難
が た

しと。 某
なにがし

止むを得ず、去りて北斎の許
も と

に行き、画
え が

かんを請
こ

ふ。翁
お う

直
ただち

に答へて、

割物
わ り も の

なれば、明日来るべしといひ、約
や く

の如
ご と

く画
え が

きたり。後に豊国
と よ く に

これを聞き、嘆じて曰
い わ

く、

北斎に及ばざること遠しと。又翁
お う

嘗
かつて

一商
いっしょう

某
なにがし

の家に来
き た

り、紙鳶
た こ

を画
え が

くべしといひ、大なる

鯰
なまず

、大なる瓢箪
ひょうたん

など、筆にまかせて画
え が

き出だし、これを切り抜き、骨を貼付
て ん ぷ

し、糸目
い と め

をつ

けてあげるべしといふ。 某
なにがし

其
そ

の言
げ ん

の如
ごとく

くしてあげたるに、中心其
そ

の所を得て、左右に傾

くことなかりしと。これ割物
わ り も の

に精
く わ

しきにあらざれば、なす能
あ た

はざる業
わ ざ

なりと」（ｐ218 

ルビは筆者による）。 

注 1）きりこ灯籠：立方体の各かどを切りそいだ形に枠
わ く

を組み、紙や布を飾り垂らした燈
と う

籠
ろ う

。盂蘭盆会
う ら ぼ ん え

などに用いる（鈴木重三：脚注） 

注 2）豊国：初代豊国（1769～1825）。一陽
い ち よ う

斎
さ い

。本名：倉橋
く ら は し

熊
く ま

吉
き ち

。後：熊
く ま

右衛門
え も ん

。役者絵

に優れる。 

●絵本『踊
おどり

独稽古
ひ と り げ い こ

』(夏。中本一冊。序文：三升
さんしょう

（七代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

。定紋
じょうもん

は「みます」）

と秀佳
し ゅ う か

〈三代目坂東三津五郎
ば ん ど う み つ ご ろ う

〉。最終丁に、かつしかおやぢ筆。歌舞伎舞踏の振付師・

藤間
ふ じ ま

新三郎
し ん ざ ぶ ろ う

補正。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。18.5×12.3 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術

館/名古屋市蓬佐文庫/国立国会図書館:フーリア美術館：ﾌﾟﾘｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立

民族学博物館蔵)  
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※踊りの独習書。〈登
の ぼ

り夜
よ

舟
ふ ね

〉〈気
き

やぼうすどん〉〈あくだまおどり〉〈団十郎冷水売
だんじゅうろうひやみずうり

〉

の四曲の振り付け。天保 6 年（1835）夏に『おとり独稽古
ひ と り げ い こ

』（大島屋伝
お お し ま や で ん

右
え

衛門
も ん

版）題で改
か い

彫
ちょう

・再摺本が刊行される。 

 
「踊独稽古」団十郎冷水売（島根県立美術館）    最終丁左下の署名     悪玉踊り（大英博物館） 

※番号順の振り付けで踊るようにコマの連続で描かれる。〈あくだまおどり〉では○悪と書

いた面をつけて踊る。「悪玉踊り」は歌舞伎舞踊の一つで、文化 8 年（1811）に初演され、

坂東三津五郎
ば ん ど う み つ ご ろ う

も踊ったという（棚橋正博校駐『江戸戯作草紙』小学館（P210）。 

〈団十郎冷水売
だんじゅうろうひやみずうり

〉では、団十郎
だんじゅうろう

の格好をした男が、両天秤
りょうてんびん

の桶に水を入れて担ぎ、見栄を

切りながら踊る格好などが描かれる。 

●絵手本『画
が

道
ど う

独稽古
ひ と り げ い こ

』（『己痴羣夢多字画
お の が ば か む ら む だ じ づ く し

』（文化 7 年：1810）を改題。三巻一冊。北

斎画。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

版）落款「北斎」は文化 7年当時のものを用いている。 

※後に『略画
り ゃ く が

早
は や

指
お し

南
え

』の第三編『略画
り ゃ く が

早
は や

指
お し

南
え

三編
さ ん ぺ ん

画
が

道
ど う

独稽古
ひ と り げ い こ

』としてシリーズ化した 

●狂歌本『東都勝景
と う と し ょ う け い

一覧
い ち ら ん

』（9 月。色摺。乾
け ん

と坤
こ ん

の二冊。北斎辰政画（袋）。印北斎。寛

政 12年（1800）刊の『東都
と う と

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

』再摺版。菱屋
ひ し や

金
き ん

兵衛
べ え

版。26.4×17.3 すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族博物館/東北大学付属図書館蔵） 

※天保 11年(1840)9月、河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

の後摺版が出る。 

※『東都
と う と

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

』と同時期に既に二つの題名で売りだしていたらしいとの説もある

（『シーボルトと日本』展図録。ｐ174。東京国立博物館編・朝日新聞社。昭和 63 年：

1988）。 

●摺物「六歌仙
ろ っ か せ ん

」（この頃か。着色。一枚絵合作。葛飾親父戴斗筆。38.8×26.2 日本浮

世絵博物館蔵） 

※北斎は喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

を描く。他に北渓
ほ っ け い

（僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

）、勝川
か つ か わ

春
しゅん

英
え い

（大友
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

）、鈴木
す ず き

春
は る

信
の ぶ

（文屋
ふ ん や の

康
や す

秀
ひ で

）、歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

（小野小町
お の の こ ま ち

）、歌川
う た が わ

豊
と よ

広
ひ ろ

（在原業平
ありわらのなりひら

）が描く。 

 

文化
ぶ ん か

13（1816）丙子
ひ の え ね

 57 歳 葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾戴斗
か つ し か た い と

、北斎改葛飾戴斗
ほくさいあらためかつしかたいと

、東都
と う と

画工
が こ う

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、

前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

 □印雷震
ら い し ん

、ふしのやま、辰
と き

、政
ま さ

：こと(46 歳)、（阿
お

美
み

与
よ

：28 歳）、（孫：7

歳）、阿
お

栄
え い

（19歳） 

◇2月 3日、河竹黙阿弥
か わ た け も く あ み

生(～1893) 

◇2月、落語を、昔物語・忠孝を説く事を条件に許可する。 
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◇烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

「咄
はなし

の会
か い

」が制限付きで解除される。 

◇4月、江戸に疫病
えきびょう

流行。8月まで続き多数の死者が出る。 

◇9月 7日、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

（北尾
き た お

政
ま さ

演
の ぶ

）没（56）。 

 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画 四編』（夏。半紙本一冊。22.8×15.8 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/山口県立萩美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合 門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

：月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十三年 子
ね の

夏
な つ

 書林とし

て、竹川藤兵衛
た け が わ と う べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）」と記されている。 

※後摺版の奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校
きょう

 門人：北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、

東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

（江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

）、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

（同日
に

本橋
ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（同糀
こうじ

町
ま ち

平川町
ひらかわちょう

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州名古屋本町七丁目）」と記されている。 

☆序文：「（略）古人
こ じ ん

の風姿
ふ う し

、古物
こ ぶ つ

の雅品
が ひ ん

、今知るものは、図画
ず が

の妙
みょう

也
な り

 今や葛飾
か つ し か

戴斗先生
た い と せ ん せ い

、画
え

に堪能
た ん の う

にして其
そ の

名
な

高く、其画
そ の え

を乞ふもの多く、都下
と か

の紙これが為に貴
とうと

し。爾
さ

れば、閣
か く

筆
ひ つ

に遑
いとま

なく 門人臨本
り ん ぽ ん

に乏
と ぼ

しきを患
う れ

ふ 先生これを憐
あわれ

みて、邂逅
か い ご う

閑
いとま

ある毎
ご と

に 

山水
さ ん す い

人物
じ ん ぶ つ

をはじめ、動物
ど う ぶ つ

器財
き ざ い

に至るまで、随筆
ず い ひ つ

してこれを写
うつし

 梓
し

（筆者注：板木）彫
ほ り

て以
もって

門人
も ん じ ん

に授
さずけ

 初学
し ょ が く

の梯楷
て い か い

（ﾏﾏ）注 1 たらしむ。（略）縫
ほ う

（之繞
しんにゅう

がない字）山
ざ ん

漁
ぎ ょ

翁
お う

注 2識
しるす

」

（『北斎漫画』３「奇想天外」2011年 青幻舎による。ルビは筆者）     

注 1）梯楷：階梯
か い て い

の誤り。手本のこと。 

注 2）縫山漁翁：未詳。 

北斎漫画 四編（島根県立美術館） 

★四編巻末にある広告 

初編：興に乗じ心にまかせてさま〲
ざ ま

の堅
かたち

を写す編を続
つ い

で全部に充
みてん

を・・かるなり 

二編：初編におさめさ
ざ

る人物草木山川鳥獣魚
ぎ ょ

鼈
べ つ

（魚とすっぽん）虫
ちゅう

に至るまでこと〲
ご と

くあ

つむ 

三編：二編にのせ洩
も

れたるを拾ひ新羅
し し ん ら

万象
ま ん ぞ う

のおとしをのせざるハなし 
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四編：草筆を加へ席上の臨本
り ん ぽ ん

にしからしむることを要
よ う

とす 

五編：花表
と り い

堂塔
ど う と う

伽藍
が ら ん

月卿
げ っ け い

雲客
う ん か く

館
か ん

斉
さ い

房舎
ぼ う し ゃ

を委
く わ

しく写して尚つきざるハ編々に洩
も ら

すもらすこと

なし 

六編：剣法
け ん ぽ う

槍法
そ う ほ う

弓馬
き ゅ う ば

炮術
ほうじゅつ

等けいこの像
かたち

を写して 詳
つまびらか

也 もつとも武徳の尊きを表
ひょう

せる一書
い っ し ょ

といふべし 

七編：国々名勝の地風雨
ふ う う

霜雪
そ う せ つ

のけいしょくをうつす 

八編：前編に洩
も

れたるを補ひ且
か つ

錦繍
きんしゅう

養蚕
よ う さ ん

の業をゑがく 

九編：和漢の武者および貞婦
て い ふ

烈女
れ つ じ ょ

のたぐひを載
の

す 

十編：神仏並
ならび

に貴
き

僧
そ う

高僧
こ う そ う

幻術
げんじゅつ

外
ほ か

風流の人物等を紀
し る

す 

 『北斎漫画』四編巻末広告（ARC 古典籍ポータルデータベースより。筆者による編集） 

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

 五編』（夏。半紙本一冊。22.8×15.8 すみだ北斎美術

館/ホノルル美術館/山口県立萩美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

北斎漫画 五編（島根県立美術館） 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

：月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十三年子
ね の

夏
な つ

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさよ

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、

角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）と記されている。 
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※後摺の奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校
こ う

 門人
も ん じ ん

：北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、

東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

（江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

）、竹川
た け が わ

藤
と う

兵衛
べ え

（同日
に

本橋
ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

）、

永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（同糀
こうじ

町
ま ち

平川町
ひらかわちょう

）」とある。 

☆序文「梅の屋
や

のうめ、すだづゝみ（隅田堤）のさくら、かめど（亀戸）のふぢ、やなぎ

しま（柳島）の萩、てらしま（寺島）のきく、此
こ の

いつところ（五所）は、かつしか（葛飾）

のなどころにて、春秋のさかりのころは人ゆきつどひて、みちもさりあへぬまで、見のゝ

しるめり。北斎のおきなは、はやうより、このわたりにすめる人にて、その名たかく聞え

ぬることは、猶
な お

このいつところ（五所）の花のにほひにもまさりぬべし。ちかごろ、漫画

となづけしふみ、木にゑりて（彫りて）物せられたるが、人のもてはやすまゝに、こぞ、

ことしと数そひて、終にいつゝ（五つ）の巻となりて、かのかつしか（葛飾）にかぞふめ

る花どものありどころと、かず（数）ひとしくぞなりにたる。げにたくみことなるふでつ

かひには、さかりあらそう木草の花も、おもてをやふせ（伏せ）つべからむ。そは、ひら

きたるとぢふみの花々しきを、見たらん人ぞ、こよなきいろかは、しりぬらんかし。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

注」（『北斎漫画』３「奇想天外」2011年 青幻舎による。ルビ、補注は筆者） 

注）六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

：宿屋
や ど や

飯盛
め し も り

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）。 

☆表紙：「五編 規矩
き く

準縄
じゅんじょう

（物事の基準となるもの。手本）」と書かれた背景に、雲型の

屋根らしき所に麒麟が描かれる。 

●絵手本『三体画
さ ん て い が

譜
ふ

』（春。墨摺。大本一冊 30 丁（序文と扉を含まず）。大田
お お た

南畝
な ん ぽ

〈蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

〉の序文では『三体
さ ん て い

画法
が ほ う

』とある。奥付に「東都
と う と

画工
が こ う

 北斎改葛飾戴斗
ほくさいあらためかつしかたいと

画。印ふしの

やま 同校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

・魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

・斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

・尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

・月光亭
げ っ こ う て い

墨遷
ぼ く せ ん

・東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

 文化十三年 子
ね の

春
は る

 江戸
え ど

日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

 同本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

 英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

 同

麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目 角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

」とある。15.4×18.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/浦上

蒼穹堂/すみだ北斎美術館蔵）菱
ひ し

屋久
や き ゅ う

兵衛
べ え

の後摺版がある。 

※大田
お お た

南畝
な ん ぼ

の私
し

家集
か し ゅ う

『七々集
しちしちししゅう

』（文

化 十 二 年 十 一 月 記 ） に

「戴斗子三体画法序
た い と し さ ん て い が ほ う じ ょ

 書
し ょ

に真
し ん

行草
ぎょうそう

の

三体
さ ん て い

あり。画
え

も又
ま た

しかり。（略）

文化
ぶ ん か

乙
きのと

亥
い

のとし雪
ゆ き

のあした  蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

」とあり。 

注）文化乙
きのと

亥
い

は、文化 12 年であ

り、序文は前年に書かれたもの。 

三体画譜（すみだ北斎美術館） 

「袋」には「前北斎戴斗先生筆 三体画
さ ん て い が

譜
ふ

 文化乙
きのと

亥
い

新彫 東都
と う と

衆星閣
しゅうせいかく

（角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

）」

とあるので、当初は文化 12年の刊行予定であったと思われる。 
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※図中、同一画材を、真
し ん

は■、行
ぎょう

は▼▲を上下に組み合わせた記号、草
そ う

は●の記号を付け

て描き分ける。 

●摺物「節分
せ つ ぶ ん

豆煎
ま め い

り図
ず

」（色紙判着色。前北斎戴斗筆。19.8×18.2 日本浮世絵博物館蔵） 

※図は、長火鉢
な が ひ ば ち

の縁
へ り

に両腕を乗せている子どもと、右手に灰ならしのようなものを持って

火鉢の上にかざして豆を煎っている女。その脇で湯を入れる鉄瓶
て つ び ん

を持って火鉢を見ている

女。背後には梅の木と三河
み か わ

万歳
ま ん ざ い

の絵が描かれた屏風
び ょ う ぶ

が立て

掛けてある。            

「東隣亭徳馬 きのふまて
で

にない手桶
て お け

のあけほ
ぼ

のに ひと

よこし茶もけふの若水」、「六歳亭宝馬 神垣
か ん が き

や朝日のうつ

る亀
か め

井戸
い ど

の そこまて
で

匂ふふかき梅か
が

香
か

」、「七十四翁 

談洲楼焉
だんしゅうろうえん

馬
ば

 かはらす
ず

に福茶のなかの寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

 まめにさん

せう梅干
う め ぼ し

おやち
じ

」の狂歌が記される。（掲載図は東隣亭徳馬と談洲

楼焉馬の狂歌が削られている）。 

節分豆煎り図（日本浮世絵博物館） 

●摺物「寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

図」（「寿
じ ゅ

老
ろ う

と唐子
か ら こ

」「寿
じ ゅ

老図
ろ う ず

」とも。全紙判。摺物着色。前北斎戴斗筆。

京橋
きょうばし

の星野
ほ し の

寿
じ ゅ

徳
と く

の米寿祝の摺物。38.3×52.0 日本浮世絵博物館/島根県立美術館：永田ｺ

ﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

が衝立
つ い た て

に朝日と鶴の絵とともに、大きく

「寿」の字を書き入れたところの図。寿老人は鹿

皮を背に巻き付け、前に硯と筆洗いが置かれてい

る。背後に団扇と巻物を括りつけた棒を捧げ持つ

童子が座っている。図左に「八十八歳翁 寿
じ ゅ

徳
と く

」

の落款と印が捺されている。図左に狂歌堂
き ょ う か ど う

真顔
ま が お

（鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

。別号：四方
よ も の

歌垣
う た か き

・四方
よ も の

真顔
ま が お

）の賛

には、寿徳の米寿祝いによることが記されてい

る。         寿老人図（日本浮世絵博物館） 

 

文化
ぶ ん か

14（1817）丁
ひのと

丑
う し

 58 歳 北斎戴斗
ほ く さ い た い と

、東都
と う と

画工
が こ う

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、東都
と う と

画工北斎
が こ う ほ く さ い

改
あらため

葛飾戴斗
か つ し か た い と

、

葛飾前北斎戴斗
か つ し か さ き の ほ く さ い た い と

老人
ろ う じ ん

、東陽画
と う よ う が

狂人北斎戴斗
き ょ う じ ん ほ く さ い た い と

、前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

、 □印画
が

狂人
きょうじん

、雷震
ら い し ん

、ふしのや

ま、ふもとのさと、花押：こと(47 歳)、（阿
お

美
み

与
よ

：29 歳）、（孫：8 歳）、（阿
お

栄
え い

：20

歳) 

◇4月 17日、杉田玄白
す ぎ た げ ん ぱ く

没(85)。 

◇5月～7月、諸国旱魃
か ん ば つ

。 

◇9月、イギリス船、浦賀に来航。 

◇11月 3日、オランダ商館長ズーフ（Hendrik Doeff 享和 3年：1803着任）離日。 
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【阿栄嫁ぐか】 

★この頃、阿
お

栄
え い

、南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

注に嫁ぐ。嫁ぐ前は栄女
え い じ ょ

（阿
お

栄
え い

）と号し、嫁ぎ後は、辰女
た つ じ ょ

と号

す。北斎が用いた落款「北斎辰
と き

政
ま さ

」や印影「辰
と き

政
ま さ

」「辰
と き

」「政
ま さ

」に因んだか。 

※文政 7年（1824）頃に嫁いだとも言われるが（鈴木由紀子『浮世絵の女たち』ｐ188。幻

冬舎）、その時阿栄は 27歳、婚期としては遅い印象がある。 

注）南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

：堤
つつみ

等
と う

明
め い

。生没年不詳。東神田
ひ が し か ん だ

橋本町
はしもとちょう

二丁目、水油屋庄
しょう

兵衛
べ え

の息子。幼名：

吉之助
き ち の す け

。長じて北斎と交流のあった画師・三代堤等淋
つつみとうりん

の門に入り等
と う

明
め い

と号す。北斎工房の

弟子。 

★この頃、石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

に住む（『諸家人名 江戸方角分 〈本所〉〈画家・浮世絵〉』瀬川

富三郎著〈文化 14 年～15 年成立〉に「戴斗
た い と

 先北斎
さきのほくさい

 石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

 中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

」とある。現

墨田区石原
い し わ ら

1・2丁目辺） 

※『北本所
き た ほ ん じ ょ

大川
お お か わ

ヨリ横
よ こ

川
か わ

辺石原
い し わ ら

北割下水
き た わ り げ す い

迄』「天保十一年八月ノ形」に「石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

」とあ

る（国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ）。 

★この年正月の角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

版『千
せ ん

紅
こ う

萬
ば ん

紫
し

』の巻末広告に「略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

 初編」（『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

 前編』に該当。文化 9 年：1812 に刊行済）、「同二編 早
は や

稽古
げ い こ

」（『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』

の後編に該当。文化 9 年：1812 に刊行済）、「同三編 早
は や

稽古
げ い こ

」（『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

 独学
ど く が く

』

に該当。文化 11 年 1814 刊行済）、「同四編 早引
は や び き

」（『絵本早引
え ほ ん は や び き

 前編』に該当。この

年刊行）「同五編 早引
は や び き

」（『絵本早引
え ほ ん は や び き

 後編』に該当。文政 2 年：1819 に刊行）とある。

新たな企画があったか（『年譜』による）。 

【第二次関西旅行】 

★第二次関西旅行。途中、再び名古屋の墨僊
ぼ く せ ん

注宅に半年滞在。暮れには更に大坂・紀伊・

吉野へ旅をする。 

注）墨僊
ぼ く せ ん

：安政４～文政 7（1775～1824）。門人。尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

鍛冶
か じ

町
ちょう

下新道
し ん み ち

北西角（現名

古屋市中区
な か く

鍛冶屋
か じ や

町
ちょう

）に住む。通称：牧
ま き

助右
す け

衛門
え も ん

、名：信
の ぶ

盈
み つ

。知行
ち ぎ ょ う

百五十石の尾張藩士。

江戸詰のとき喜
き

多
た

川
が わ

歌
う た

麿
ま ろ

に入門。歌
う た

政
ま さ

と号す。後、文化 9 年(1812)秋、名古屋を訪れた北

斎の門に入る。 

【二度目の大達磨を描く】 

※10 月 5 日、名古屋西掛所
に し か け じ ょ

（本願寺
ほ ん が ん じ

別院
べ つ い ん

〈西別院
に し べ つ い ん

〉。現名古屋市中区
な か く

門前町
もんぜんちょう

1-23）の東庭

境内において 120畳（厚紙 1880枚を繋ぐ）の達磨半身像を描く。米俵 5個文の藁を使った

大筆
お お ふ で

を用いる。翌日 6 日、作品は櫓
やぐら

から吊り下げて披露する。『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』刊行中「小さ

な絵しか描けないやつ」の風評が立ったのに対して、取り巻きが北斎をけしかけたための

パフォーマンスといわれる。         
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引札（『北斎大画即書細図』：名古屋市博物館） 

※文化 14 年、高力猿猴庵
こ う り き え ん こ う あ ん

(1756～1831、種
た ね

信
の ぶ

。名古屋の浮

世絵師)の『北斎大画即書細図
ほ く さ い た い が そ く し ょ さ い ず

』（合本一冊。名古屋市博物

館蔵）により北斎のその時の様子が画・文で再現された。 

それによれば、北斎パフォーマンス事前の引札
ひ き ふ だ

（配布宣伝

ポスター。木版墨摺り。47.2×35.3 永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版）に

は「文化十四丁
ひのと

丑
うし

年十月五日大画席上 東都ノ旅客 北斎

戴斗筆 印画狂人」「尾州
び し ゅ う

名護屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

通り 門前町
もんぜんちょう

大地
だ い ち

に

於て来ル 十月五日席画 たゝみ百二十畳敷 達磨大師の

尊像
そ ん ぞ う

を画
え が

ク 目六尺 はな九尺 口七尺 みみ壱丈
いちじょう

二尺 

面
お も

テ三丈
さんじょう

二尺 ふで米俵 五ひやう 同志ゆろ
し ゅ ろ

は
ぼ

うき 同竹は
ぼ

うき」とある。 

※『北斎大画即書細図
ほ く さ い た い が そ く し ょ さ い ず

』の頁に従って見ると、先ず、書店の店頭に引き札が掲げられ、そ

れを見た人々が門前に多く並び、これからのパフォーマンスを見ようとしている。門前に

は、引き札が掲げられている。次に、境内で敷地を箒で掃いている男がいる。正面には既

に大達磨図を掲げる木
き

桁
け た

が組まれている。120 畳の周りは柵がめぐらされ、その周りには

観客が詰めかけている。次

に、墨を入れた入れ物を持つ

男の脇で、紋付き袴姿で襷
たすき

を

した北斎が大筆で描き始め

る。顔の輪郭を二人の弟子と

ともに描く。次に、弟子とと

もに大筆を二本持って次の作

業に取り掛かろうとしてい

る。側には墨を入れた大樽が

置かれている。 

 

高力猿猴庵『北斎大画即書細図』（名古屋市博物館） 

北斎大画即書細図（名古屋市博物館） 
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次に、手桶
て お け

から柄杓
ひ し ゃ く

で赤絵の具を汲み、黒の輪郭線に沿って流していく。側では、跳ねた

絵の具を拭いている男がいる。夕方には絵が完成。木
き

桁
げ た

に架けた絵を群衆が見ている。

「追加」として「書林より配り出
い だ

せし板行之
は ん こ う の

写
うつし

 代物
だ い ぶ つ

十二銭」と記されている。コピーを

12 銭で売ったのだろうか。 

※本図は、昭和 20年の名古屋大空襲で、西掛所
に し か け じ ょ

本堂とともに焼失したという（『年譜』に

よる）。 

【屁くさいの芝居がかった借金申し込み状】 

★大達磨
お お だ る ま

絵を描いた 12 日後の 10 月 16 日、北斎は永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

に借金を申し出ている。

二両
に り ょ う

二分
に ぶ

の借金を、奉行所に申し出て借りる形にしている。更に番頭の藤
と う

助
す け

（永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

のこと）宛てに借用書まで書い

ている。 

永楽屋東四郎宛て北斎書簡（名古屋市博物館） 

「コレハ永
え い

東子
と う し

（永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

のこと）

よ り之
の

御使
お つ か い

御苦労
ご く ろ う

〱
ごくろう

。しかし /手前
て ま え

屋敷
や し き

より申込
も う し こ

ミ之
の

金子
き ん す

でハござらぬ/

此方
こ の ほ う

役所
や く し ょ

なれバ、役人共
や く に ん ど も

ヲ以而
も っ て

申入
もうしいれ

升
ま す

。

/コレハせん日
じ つ

大洲
お お す

（大須）西
に し

かけ所
じ ょ

ニ而
て

カノ/大
お お

だるまをかいた、アゝ何サソレ〱
ソレソレ

/へく

さゐとか申
もうし

た画師
え し

か/此
こ の

せつ 甚
はなはだ

差
さ し

つかえると/ 承
うけたまわ

ったが、そやつが今日
き ょ う

/御無心
ご む し ん

申
もうし

渡
わたし

と

いゝ居
お

ったて。/此
こ の

文面
ぶ ん め ん

でハ定而
さ だ め て

きやつ/かりぬときやつも一向
い っ こ う

つまらず、ハテどふ
う

か仕方
し か た

/がありそうナものだ/イヤ〱
イ ヤ

しばらく御待
お ま ち

ち被
な

成
ら れ

、今
い ま

へくさゐを呼
よ び

ニやって/受取
う け と り

ヲさせ

て御使
お つ か い

へ進上
しんじょう

致
い た

そう。コレ〱
コ レ

小遣イ/チョットへくさゐを呼
よ ん

でコイヨ。（筆者注：ここま

で奉行所の役人の言葉） 

ハイ〱
ハイ

ヘクサで △
御座

リ升
ます

（北斎が低頭している図） 

屁
へ

クサイ段々
だ ん だ ん

有難
ありがたく

こさ
ざ

り升
ま す

。金子
き ん す

弐両弐分
に り ょ う に ぶ

慥
たしか

ニ /拝受
は い じ ゅ

仕
つかまつり

ました乍恐
おそれながら

御役所
お や く し ょ

より右之段
み ぎ の だ ん

/永楽屋
え い ら く や

ヘ御達
お た っ し

被下
く だ さ れ

ませうならありか
が

たふ存
ぞんじ

ます/ 則
すなわち

受取書
う け と り し ょ

者
は

左之通
ひ だ り の と お

リニ仕差上
さしあげつかまつり

升
ま す

。 

覚
おぼえ

 

一
ひとつ

 金弐両
き ん に り ょ う

弐分
に ぶ

 

右之
み ぎ の

通
と お

り慥
たしか

ニ時
じ

借
しゃく

仕 候
つかまつりそうろう

。為念
ねんのため

如
かくの

此
ごとき

ニ彼座候
ご ざ そ う ろ う

。/則
すなわち

自筆
じ ひ つ

受取
う け と り

左
ひだり

ニ御覧
ご ら ん

可被下候
くださるべくそうろう

以上
い じ ょ う

。 

十月十六日 己
マ マ

（巳
み

）ノ中刻
ちゅうこく

 

永楽屋
え い ら く や

御店
お た な

  北斎戴斗拝 

藤
と う

助
す け

様
さ ま

 

（役人の言葉）コレ/藤之
と う の

字
じ

で/ないて
で

や。/東
とう

ノ字
じ

(永楽屋東四郎のこと)で/△
御座

ルゾ。/年
とし

に/不
ふ

足
そく

もなく/不調法
ぶちょうほう

  ナ/

おやじめだ。/ハゝゝゝゝ（『北斎大画即書細図
ほ く さ い た い が そ く し ょ さ い ず

』による。ルビは筆者）。 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 六編』（正月。半紙本一冊。22.8×16.0 すみだ北斎美

術館/ホノルル美術館/山口県立萩美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合
きょうごう

 門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

:月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十四年丑
うしの

孟
も う

春
しゅん

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁

目）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）と記されている。 

※後摺版奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校
きょう

 北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）」とある。 

☆序文「絵にかける馬、よな〱
よ な

出
い で

て草餅を喰ひ、絵にかける鹿、よな〱
よ な

出ておはぎをくひ 

しといふは、実
げ

に馬鹿〱
ば か

しきためしなれど、其
そ の

妙
みょう

を得
う

るに至
いたり

ては、素人
し ろ う と

了簡
りょうけん

の及ばさる所 

にして、そこがかの餅はもちやの場なるべし。ここに戴斗翁の画における、気韻
き ね ん

、生動
せ い ど う

、 

骨法
こ っ ぽ う

を得て、其
そ の

真を写すに及びては、飴で餅くふうまみありて、一切
い っ さ い

万物
ば ん ぶ つ

写形
し ゃ け い

の細密には、 

魔詰李思訓
ま き つ り し く ん

も天窓
あ た ま

をかきもちなるべし。されば此
こ の

漫画、世に行はれしより、書肆
し ょ し

のために 

は大福もち、猶
な お

あたゝかなる炉
ろ

びらきのそれは、ゐの子、ねの子の餅みつがひとつのそれ 

ならで、みつをふたつの六編に至りて、予が序を乞ふ。こはれて是
こ れ

を餅につきしが、口か 

ら出るまゝ筆にまかせて、餅
も ち

好
ず き

の酒ぎらひ、下戸
げ こ

の食山
しょくさん

人
じ ん

注文宝堂にしるす。」（『北斎 

漫画』３「奇想天外」2011 年 青幻舎 による） 注）食
しょく

山人
さ ん じ ん

：大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

。 

☆表紙：弓の字形をかたどった弓の上下に二頭の龍が居り、上の龍が矢を番
つ が

えて弦を引き

絞っている図。「漫画 六編 東壁堂
と う へ き ど う

（永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

） 衆星閣
しゅうせいかく

（角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

） 合
ご う

梓
し

」

と書かれている。    

伝神開手 北斎漫画 六編（山口県立美術館） 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 七編』（正月。半紙本一冊。22.8×15.8 すみだ北斎美

術館/東京国立博物館/ホノルル美術館/山口県立萩美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合
きょうごう

 門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

:月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十四年丑
うしの

孟
も う

春
しゅん

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁

目）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）と記されている。 
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※後摺奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校
きょう

 北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）」とある。 

☆序文は、式亭三
し き て い さ ん

馬
ば

によるもので、『漫画』に描かれた諸所の画に寄せて「枕にせしは、

このふみなりけり」と結んでいる。 

☆表紙：「芭蕉之像
ば し ょ う の ぞ う

 七篇」と書かれ、芭蕉
ば し ょ う

が老木の下で杖を抱いて座って休んでいる図。

名勝巡りの趣の巻。 

伝神開手 北斎漫画 七編（東京国立博物館） 

●絵手本『画本早引
え ほ ん は や び き

』前編(墨摺。一冊。後編は文政 2 年〈1819〉7 月版。鳥羽
と ば

絵
え

。葛飾前

北斎戴斗老人。十辺舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い ち く

の序に「文化丁
ひのと

丑
う し

晩
ば ん

夏
か

日」とある。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

(衆星閣
しゅうせいかく

)・鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

（雙
そ う

鶴堂
か く ど う

）合
ご う

梓
し

（版木所有）版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/名

古屋市蓬左文庫蔵)  

※いろは 48文字順にまとめ、人の感情に伴う動きを描いた絵手本。単なる名詞ではなく、

感情等の抽象名詞の画材を多く扱っているのに特徴がある。 

※初編 761図（い～む）。二編 588図（う～す）あるという（『北斎の絵手本 四』)。 

※巻末舌代
ぜ つ だ い

に「当年
と う ね ん

先生
せ ん せ い

この一編を著
あらわ

され候 処
そうろうところ

、急
きゅう

に旅行
り ょ こ う

（二回目の名古屋行きを指す）

の 催
もよおし

有之候
これありそうろう

故
ゆ え

、全冊
ぜ ん さ つ

満尾
ま ん び

致
い た

し不申候
もうさずそうろう

（略）」とある。 

※この編の出版予告に『略画
り ゃ く が

武者
む し ゃ

鑑
かがみ

』があるが、刊行はされなかった。 

※後に『略画
り ゃ く が

早
は や

指南
お し え

』（文化 9

年：1812）前編を初編に、後編

（文化 11 年:1814）を二編に、

『己痴羣夢
お の が ば か む ら む

多字画
だ じ づ く し

』（文化 7

年：1810）を『画
が

道
ど う

独稽古
ひ と り げ い こ

』に

改題して三編に、『画本早引
え ほ ん は や び き

』

前篇を四編に、後編を五編とし

て改編し、一連のシリーズ物に

した。 

 

『画本早引』前編「い」の部（メトロポリタン北斎美術館：ARC 古典籍ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽより） 
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【い】の部(例) 

〈陰者
い ん じ ゃ

〉〈居合
い あ い

〉〈膝行
い ざ り

〉〈伊勢
い せ

〉〈家居
い え い

〉〈一
い ち

僕
ぼ く

〉〈逸
い つ

民
み ん

〉〈医者
い し ゃ

〉〈石
い し

匠
や

〉など。 

●肉筆画「月
げ っ

下
か

竹
ち く

林
り ん

の虎
と ら

図
ず

」（着色一幅。北斎戴斗筆。印ふしのやま。ｷﾖｯｿｰﾈ・ｼﾞｪﾉｳﾞｧ

東洋美術館蔵） 

※二本の竹の脇で腰を下ろして満月を見る虎。天保 15 年（1844）にも同画趣の「月を見る

虎図」がある。 

●肉筆画「芋
い も

の図
ず

」（東陽画狂人 北斎戴斗筆〈花押〉） 

※10 月 6 日以降、名古屋で「大達磨」を描いた北斎の様子を記録した高力猿候
こ う り き え ん こ う

庵
あ ん

の『北斎
ほ く さ い

大画即書細図
だ い が そ く し ょ さ い ず

』に描く（『年譜』による）。 

●肉筆画「孕女
よ う じ ょ

」（着色一幅。前北斎戴斗筆。印ふもとのさと） 

※「文化十四丁
ひのと

丑
う し

年六月」の書込みがある。着物から上半身をはだけ、腹帯
は ら お び

をした大きな

腹を突き出して座っている女。乱れた着物の裾から左の足裏が見える。脇には黒い帯が投

げ出されている。 

●扇面図「茶筅売図
ち ゃ せ ん う り ず

」（紙本着色。扇一面。北斎戴斗筆。花押。島根県立美術館蔵） 

※茶筅売
ち ゃ せ ん う り

は、もと京都の空也堂
く う や ど う

の僧たちが、歳末に自家製の茶筅
ち ゃ せ ん

を売っていたが、後に江

戸でも真似て、白衣に墨染
す み ぞ め

の十
じ っ

徳
と く

（筆者注：腰から下にひだを付けた僧衣）を着て口上
こうじょう

を

述べながら、茶筅
ち ゃ せ ん

を挿した筒の竹棒を担いで売り歩いたという。正月の初釜用に売る。図

は、茶筅売が、風呂敷の荷物を背にして座っている様子を描く。横に置いた竹棒の先に茶

筅が数本挿してある。 

●絵暦「遊女
ゆ う じ ょ

と三
み つ

蒲団
ぶ と ん

の客
きゃく

」（1月。前北斎戴斗画？） 

※画中の羽子板に大小月が示される。「おもふ事
こ と

心に叶
か の

ふ福
ふ く

茶
ち ゃ

より わか身をいつそ撫
な で

う

しの春 春尾待兼
は る を ま ち か ね

」の狂歌が記される。 

 

【以下、文化年間】 

北斎
ほ く さ い

、戴斗
た い と

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

先生
せ ん せ い

、ほくさゐゑかく、ほくさゐうつす、東陽
と う よ う

北斎
ほ く さ い

、画狂
が き ょ う

人
じ ん

北斎
ほ く さ い

、歩
ほ

月
げ つ

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

、東陽画
と う よ う が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、かつしか北斎
ほ く さ い

、画
が

狂老人
きょうろうじん

北斎
ほ く さ い

、東陽
と う よ う

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

辰
と き

政
ま さ

、

北斎戴斗
ほ く さ い た い と

、戴斗
た い と

逆筆
ぎゃくひつ

、総州
そうしゅう

葛飾
か つ し か

郷前戴斗
ご う さ き の た い と

、北斎改戴斗
ほくさいあらためたいと

、東都
と う と

葛飾北斎戴斗
か つ し か ほ く さ い た い と

、独流
どくりゅう

北斎
ほ く さ い

、

戴斗房中
た い と ぼ う ち ゅ う

写
うつす

、画
が

狂人北斎酔中
きょうじんほくさいすいちゅう

、ホクサイ、前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

、向
こ う

岳
が く

北斎
ほ く さ い

、九々蜃
く く し ん

北斎
ほ く さ い

、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

爪画
つ め が

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、□印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

、北 齋
ほくさい（ﾏﾏ）

、一人
ひ と り

人形
にんぎょう

、花押
か お う

、花押
か お う

（北）、ふも

とのさと、ふしのやま、葛飾
か つ し か

、戴
た い

、斗
と

、雷
ら い

辰
し ん

、辰
と き

、政
ま さ

、辰
と き

政
ま さ

、葛
か つ

しか 

●狂歌本「風流
ふうりゅう

勧化帳
か ん か ち ょ う

 万歳図
ば ん ざ い ず

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本淡彩二冊。中挿絵

に画狂人北斎画。印辰印政 東京都江戸東京博物館蔵） 

※約 140名の様々な分野の人物による寄せ書きがある図。 

※『狂歌
き ょ う か

書目
し ょ も く

集成
しゅうせい

』菅竹浦編（臨川書店 1975）及び『江戸の絵本』（八木書店）所収・

マティ・フォラー「葛飾北斎と初期門人たち」による。ｐ293） 
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●狂歌本『狂歌
き ょ う か

大
お お

つと
ど

ゐ』（文化年間〈1804～18〉一冊。萩
は ぎ

の屋
や

、花
は な

の屋
や

、千秋
せんしゅう

庵
あ ん

編。北

斎・蘭渓
ら ん け い

画。『狂歌書目集成』によると「浮世絵文献資料館」で紹介） 

※『日本古典籍総合目録』（国文学研究資料館）によれば北斎は一点のみ描く。 

●狂歌本『日本
に ほ ん

歳時記狂
さ い じ き き ょ う

歌集
か し ゅ う

』（文化年間（1814～18）。一冊。文
ぶ ん

々
ぶ ん

舎
し ゃ

（蟹子
か に こ

丸
ま る

）撰。葛

飾連。戴斗。『狂歌書目集成』によると「浮世絵文献資料館」で紹介） 

●狂歌本『狂歌
き ょ う か

三愛集
さんあいしゅう

』（文化年間〈1804～18〉。文化 12年〈1815〉説あり。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

撰 壺側
つ ぼ が わ

版。北斎画。「日本古典籍総合目録」データベースで紹介） 

※北斎は 3 図のみ描くという。一図は、「月」と題する狂歌が三首記載され、料理屋の座

敷の開け放した窓辺に芸妓らしき女が座って、三味線箱を抱えている店の女の方を向いて

いる。窓の外には海の上空に満月が出ている（大和文華館『北斎展図録』昭和 62 年に掲

載）。 

●読本『
「

茶店
さ て ん

墨絵
す み の え

艸紙
ぞ う う し

』（文化4年～6年〈1807～09〉この頃か。『茶
さ

店
て ん

墨
す み

江
え

艸
ぞ う

紙
し

』とも。

半紙本 1 冊。栗
り つ

杖亭
じょうてい

鬼卵
き ら ん

作。葛飾北斎画（扉に「岡
お か

造酒頭
み き の か み

像」のみ描く）。挿絵は、

浅山盧
あ さ や ま ろ

国
こ く

画。酒田市立光丘図書館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●艶本『富久
ふ く

寿
じ ゅ

楚于
そ う

』（文化 12 年～14 年〈1815～17〉無款。大錦横判折帖一冊 12 枚揃。

25.5×35.8 浦上満/ﾐｶｴﾙ･ﾌｫｰﾆｯｿｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※殆どの絵が画面から体の一部がはみ出しているので「はみ出しの春画」と言われる。

淫水亭女好
い ん す い て い じ ょ こ う

序注がある。 

注）淫
い ん

水亭女
す い て い じ ょ

好
こ う

：渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の隠号。 

※艶本『波
な み

千鳥
ち ど り

注』の原本。この本の書入れを省き、添景
て ん け い

を省

いて雲母摺
き ら ら ず り

にして、恥毛の毛
け

彫
ぼ り

を省いてぼかした改板本が

『絵本
え ほ ん

佐勢
さ せ

毛
も

が露
つ ゆ

』と題して文政年中に刊行される。 

注）波
な み

千鳥
ち ど り

：文政 3 年（1820）、『富久壽楚宇
ふ く じ ゅ そ う

』を白雲母
し ろ き ら ら

摺に

した上製本として再刊される。     

『富久
ふ く

寿
じゅ

楚于
そ う

』（部分：https://media.thisisgallery.com/より転載） 

●肉筆画「花魁図
お い ら ん ず

」（文化元年～2 年〈1804～05〉。着色一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇

足） 

※赤い元結いをした花魁が薄茶の打掛けを肩からずらして羽織っている。前帯を垂らし、

黒塗りの下駄を履き、思案げに首を少し傾けている。背景は秋を思わせる色合いの細木な

どが描かれる。 

【文化初期から西洋銅版画に関心を示す】 

●錦絵『阿
お

蘭
ら ん

陀画
だ え

鏡
かがみ

 江戸
え ど

八景
は っ け い

』(文化 8年～11年〈1811～14〉か。横小判錦絵 8図揃物。

全図縁取りの遠近法で描く。銅版画風の木版画。画題の地名は図の上部に横書き。袋に北

斎先生図とある。総州屋
そ う し ゅ う や

与
よ

兵衛
へ え

版。日本浮世絵博物館/ボストン美術館/東京都江戸東京博

物館/神戸市立博物館/北斎館/島根県立美術館：永田コレクション蔵) 

https://media.thisisgallery.com/
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※刊行年については、寛政 9年(1797)、享和元年（1800）、享和 3

年（1803）、享和末～文化初期(1802～04)、文化 7 年（1810）、

文政 2 年（1819）等、多くの説があるが、本稿では文化中期とす

る。天保初期の『江戸八景』とは別作。 

☆〈袋〉（18.4×22.5）          袋（日本浮世絵博物館） 

※縁取
ふ ち ど

り内に顕微鏡
け ん び き ょ う

の絵。裏に「日
に

本
ほ ん

橋
ば し

南
みなみ

え通
どおり

二丁目 板元

総州屋
そ う し ゅ う や

」の書込みあり。 

☆〈観音
か ん の ん

〉（8.7×11.1） 

※図左の浅草寺観音堂には梯子
は し ご

が掛けられている。門ま

で続く境内の参道は遠近法が強調される。 

観音（ボストン美術館） 

☆ 〈 吉原
よ し わ ら

〉 （ 8.4 ×

11.3） 

※吉原へ続く堤
つつみ

をぞろぞろと歩く人々。図の左には吉原

の家並が描かれる。遠景に立ちのぼる白雲。 

吉原（ボストン美術館） 

☆〈堺町
さかいちょう

〉（8.5×11.5） 

※日本橋堺町の賑わ

い。道の左に市村座、その奥に中村座、右に人形座と、

芝居小屋を両側に配し、間の往来に歩く人々を描く。 

堺町（ボストン美術館） 

☆〈高縄
た か な わ

〉（ 8.8×

11.4） 

※湾曲した海辺の宿

場町の街道を行く人々の向こうに富士山が描かれる。            

高輪（ボストン美術館） 

☆〈駿河甼
す る が ち ょ う

〉（8.7×11.6 アムステルダム美術館蔵） 

※日本橋駿河町の越
え ち

後屋
ご や

に挟まれた道の向こうには富士山が描かれる。 

駿河甼（ボストン美術館） 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉（8.7×

11.6） 

※手前の日本橋から、

家並に挟まれた湾曲し

た道を行く人々。遠くに富士山と三日月を描く夕暮れの

風景。             日本橋（ボストン美術館） 
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☆〈不忍
し の ば ず

〉（8.7×11.6） 

※太鼓橋をわたる人々。その先の不忍
し の ば ず

の池
い け

の弁天堂の背景

に白雲（入道雲）が立ちのぼっている。 

不忍（ボストン美術館） 

☆ 〈 両国
りょうごく

〉 （ 8.3 ×

11.4 北斎館蔵） 

※画面中央に描かれた

隅田川に架かる両国橋。湾曲した橋のこちら側だけを

描き、そこを渡る多くの人々。広小路には多くの人々

でにぎわう。川には猪
ち ょ

牙
き

舟
ふ ね

が行き交
か

う。           

両国（ボストン美術館） 

●錦絵『
「

横中判
よこちゅうばん

洋風画
よ う ふ う が

シリーズ』(文化 1 年～3 年〈1804～06〉。横中判錦絵 5 図。ひらが

な横書き落款：ほくさゐゑかく。版元不明。額縁風の枠を描く。銅版画をまねた木版画)。 

☆〈ぎゃうとくしほはまよりのぼとのひかたをのぞむ〉（17.4×23.4 東京国立博物館/

日本浮世絵博物館/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ・アルバート博物館/ボストン美術

館/中右ｺﾚｸｼｮﾝ/ギメ美術館蔵） 

※画面中央に小さく描かれたの二つの鳥居は「冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

 

登戸
の ぶ と

浦
う ら

」（天保 2年）に見

えるものと同じ。画面左隅

にわらぶき屋根が二つ見え

る。海辺の道には馬に乗っ

た旅人が行く。千葉県の

行徳
ぎょうとく

にあった製塩の場所か

らの図。現在の平井
ひ ら い

地区。  

ぎゃうとくしほはまよりのぼとのひかたをのぞむ（日本浮世絵博物館） 

☆〈よつや十二そう〉（17.2×23.4 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/東京国立博物館/日本浮世絵博物館蔵） 

※「十二社
じ ゅ う に そ う

」は、元角
つ の

筈
は ず

と呼ばれた地域で、現在の新宿区
し ん じ ゅ く く

西新宿
にししんじゅく

。渓谷に滝が流

れ、渡された板橋上で滝

を見ている男が三人いる。右岸の松の根元からも滝

を眺める男が二人いる。一人は松の幹に手を回しな

がら、身を乗り出して滝を指差している。 

よつや十二そう（日本浮世絵博物館） 
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☆〈くだんうしがふち〉（版画で唯一の影絵。17.2×23.4 東京国立博物館/フランス国

立図書館/すみだ北斎美術館/中右コレクション/日本浮世絵博物館蔵） 

※急な坂なので大八車
だいはちぐるま

を押す事を仕事とする「立ちん坊」が車を押している図。人物の影

が描かれている。「牛
う し

ゲ
が

淵
ふ ち

」は、千代田区の九段坂
く だ ん ざ か

の南側の

田安門
た や す も ん

から清水門
し み ず も ん

までの江戸城の堀の名。銭を積んだ馬が堀に落

ちて上がらなかったという

伝説があり、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

が、

この話から「牛
う し

ゲ
が

淵
ふ ち

」の名

がついたと随筆『燕
え ん

石
せ き

雑
ざ っ

志
し

』で述べ、車を引くこと

が禁じられたとしている

（『2005 北斎展図録』作品

解説）。   

くだんうしがふち（東京国立博物館） 

☆〈たかは
ば

しのふじ〉（17.4×23.4 名古屋テレビ/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/

房総浮世絵美術館蔵）。 

※「高橋」は、「たかばし」と読む。小名
お な

木川
ぎ が わ

の常盤町
と き わ ち ょ う

と大工
だ い く

町
ま ち

に架かっていた橋。両岸

に掛かる橋が極端に橋桁の高い太鼓橋風に描かれる。高橋

の橋桁の向こうには隅田川近くの橋が小さく描かれ、その

先に富士が見える。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』「深川
ふ か が わ

万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

」につ

ながる絵。 

現江東区
こ う と う く

高橋
た か ば し

にその地名が残る。長さ 18 間(約 32.4m)、

幅 2 間（約 3.6m）の橋で、洪水から崩壊するのを防ぐため

家の棟
む ね

程高く掛けたもの。『御府内
ご ふ な い

備考
び こ う

』注に「本所深川の橋は洪水の時失せざる為に皆

両岸より石を畳みて平地より或は五六尺、或は七八

尺も高く掛渡して、橋上は街並みの楼屋の棟にもひ

としければ、高橋とも名付けしなるべし」とある

（『原色浮世絵大事典』第 8巻）。 

注）御府内
ご ふ な い

備考
び こ う

：文政 12 年（1829）、江戸市内の

地誌としてまとめられたもの。これを元にして

『御府内
ご ふ な い

風土記
ふ ど き

』が編纂された。 

          たかはしのふじ（東京国立立博物館） 

☆〈おしをくりはとうつうせんのづ〉（17.2×23.4 東京国立博物館/日本浮世絵博物館/

名古屋市博物館蔵） 
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おしをくりはとうつうせんのづ（東京国立博物館）  スーラ「とがったオック岬、グランカン」（テート・ロンドン） 

※『横
よ こ

間判
あ い ば ん

洋風画
よ う ふ う が

シリー

ズ 』 の 〈
（

賀
か

奈川
な が わ

沖本杢之図
お き ほ ん も く の ず

〉を反転させ

たもので『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』

の構図が出来上がってい

たと思われる。「おしをくり」は、櫓
ろ

を押して進む

船で「押
お し

送
おくり

船
ぶ ね

」と呼ばれ、房総から江戸に魚を運ん

だ足の早い船のこと。但し、押送船は帆があるが、あえて帆を描かず、波涛
は と う

を越えて行く

船を印象つけている。この図は、ジョルジュ・スーラのフランス・ノルマンディー地方の

海景色を描いた「とがったオック岬、グランカン」（1885 年 テート蔵）に影響している

といわれる。 

●錦絵『横
よ こ

間判
あ い ば ん

洋風画
よ う ふ う が

シリーズ』（文化元年～3年〈1804～06〉。横間
あ い

判。5図確認されて

いる。無款。遠近法を用いた洋風表現で額枠
が く わ く

図に描かれたもの。画題は図上部に横書き。

いずれも板ぼかし注の技法。総州屋
そ う し ゅ う や

与
よ

兵衛
へ え

版か） 

注）「板ぼかし」は、ぼかす範囲よりも少し大きく周りを彫っておき、その部分を斜めに

削って木賊
と く さ

や椋
む く

の葉で面を滑らかにしておいた版木を用いて、自然なぼかしを出す技法。 

☆〈羽根田弁天之図
は ね ね た べ ん て ん の ず

〉（23.0×35.4 神奈川県立歴

史博物館蔵） 

※技芸
ぎ げ い

財
ざ い

福
ふ く

の神である弁財天
べ ん ざ い て ん

に続く道に架
か

けられた

板橋
い た ば し

の図。橋は二
に

等辺
と う へ ん

三角形
さ ん か っ け い

の構図で描かれている。

沖には帆船
は ん せ ん

が数
す う

隻
せ き

浮かぶ。  

羽田弁天之図（山田書店：復刻版） 

☆〈日本堤
に ほ ん づ つ み

ヨリ田中
た な か

ヲ見
み

ル之図
の ず

〉（22.2×34.2 神奈

川県立歴史博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※日本堤
に ほ ん づ つ み

を往来
お う ら い

する人々。田が右側に広がり、背景に

は隅田川が描かれる。日本堤
に ほ ん づ つ み

は吉原
よ し わ ら

へ通じる道でもあ

る。         日本堤ヨリ田中ヲ見ル之図（復刻版） 

☆〈吾妻
あ づ ま

橋
ば し

ヨリ隅田
す み だ

ヲ見
み

ル之図
の ず

〉（23.1×25.4 島根

県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※橋桁
は し げ た

の間から見た舟が浮かぶ隅
す み

田川
だ が わ

の風景。図の右には川沿いの土堤が描かれる。遠景

に入道雲が出ている。 

☆〈賀
が

奈川
な が わ

沖本杢之図
お き ほ ん も く の ず

〉（21.0×33.9 すみだ北斎美

術館蔵）      賀奈川沖本杢之図（すみだ北斎美術館） 
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※「冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

 神奈川沖浪
か な が わ お き な み

裏
う ら

」に似た構図。大波
お お な み

に挟まれるように揺れる帆船。覆い

かぶさる波の向こう側にももう一隻
い っ せ き

の船尾
せ ん び

が見える。 

☆〈滝
た き

の川岩間之図
が わ い わ ま の ず

〉 

※滝の川に掛かる細い板橋を渡る親子。川の両岸には巨大な樹木が描かれる。紅葉寺
も み じ で ら

（現

東京都北区
き た く

滝
た き

野川
の が わ

3 丁目）と称される金剛
こ ん ご う

寺
じ

下にある松橋
ま つ は し

弁財天
べ ん ざ い て ん

の岩間を描いたものとさ

れる。 

●錦絵『横小判東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

』（「東海道五十三次」物の一。文化元年～5 年〈1804～

08〉。横小判彩色。全 54図。地名はほぼ横書きで振り仮名が付けられている。全図に北斎

画の落款あり。版元不明。各平均 12.2×16.4。慶応大学図書館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸ

ｼｮﾝ/すみだ北斎美術館蔵） 

※吉野屋
よ し の や

徳次郎
と く じ ろ う

版（享和元年～4 年）の「東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

」とは別物で、題名が紛らわし

いので、本稿では仮に「横小判東海道五十三次」とした。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※風呂敷の荷物を肩にして橋の欄干から富士山の方を見る男。頭に乗せた笊
ざ る

に魚を入れて

運ぶ男。天秤棒を担ぐ男など、多くの人で賑わう日本橋の上。遠くに西河岸
に し が し

橋が見える。 

日本橋（慶応大学図書館） 

☆〈品川
し な が わ

〉 

※品川宿の茶店の

側で休む旅人。遠

くには富士山。沖

には数隻の船が浮

かんでいる。 

品川（慶応大学図書館） 

☆〈川崎
か わ さ き

〉人と馬を乗せた渡し船。船頭が竿を差し、

船首ではもう一人の船頭が棒を水面にさしている。手前の岸には柳の木がある。 

川崎（慶応大学図書館） 

☆〈神奈川
か な が わ

〉 

※山形に叶の字

が染めてある背

当てをした馬に

乗る旅人。首を

下げた馬の顔に

手をやって休ませる馬子。馬の側には芸者風の女が

立っている。 

神奈川（慶応大学図書館） 
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☆〈程ケ谷
ほ ど が や

〉 

※松並木の街道を駕篭で行く旅人や歩く人々。松の間 

から富士山が描かれる。      

程ケ谷（慶応大学図書館） 

☆〈戸塚
と つ か

〉※茶店

で休む旅人。宿の

前の縁台に荷物を

下ろし、足を掛け

て草鞋を整える男。その背後に富士山。 

戸塚（慶応大学図書館） 

☆〈藤沢
ふ じ さ わ

〉 

※丸に五つ星の家紋のある長持
な が も ち

を担ぐ二人と、その側

に付き添う笠を被った侍がいる。 

藤沢（慶応大学図書館） 

☆〈平塚
ひ ら つ か

〉 

※水辺から飛び去

る鴨を、手をかざ

して見る女旅人と供の男。同じよう上半身裸の旅人が

立って見ている。旅人たちの荷物は下に置いてある。        

平塚（慶応大学図書館） 

☆〈大磯
お お い そ

〉 

※松の木の根元にある大石（虎
と ら

が石
い し

）を上半身裸の旅

人が持ちあげようとしている。同じように上半身裸の

男がわきの下の汗をぬぐいながらそれを見ている。  

大磯（すみだ北斎美術館） 

☆〈小田原
お だ わ ら

〉 

※「うゐらう」と書

いた箱を置いてセン

スを仰ぎながら売り口上を述べる売人。男の着物には

三升
み ま す

紋が染め抜かれている。後方に小田原城が描かれ

る 。             

小田原（慶応大学図書館） 

☆〈箱根〉 

箱根（慶応大学図書館） 

※関所で吟味される二人の旅人が土下座している。 
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☆〈三嶌
み し ま

〉 

※石垣の横でうずくまる男。その前を通りすぎる二人

の旅人。           三嶌（慶応大学図書館） 

☆〈沼津
ぬ ま づ

〉 

※休み茶屋で休む

脇差しを持つ旅人

と、今着いた僧

に、盆に乗せた茶

を差し出す店の女。 

沼津（慶応大学図書館） 

☆〈原
は ら

〉 

※富士山に驚いて手を差し上げている馬上の朝鮮使と

徒歩の二人。          原（慶応大学図書館） 

☆〈吉原
よ し は ら

〉 

※富士山を背景

に、海浜で塩を含

んだ砂をかき集め

る三人の男たち。図の右には塩焼小屋がある。    

吉原（慶応大学図書館） 

☆〈蒲原
か ん ば ら

〉 

※乗合船が二艘。

船首と船尾で船頭が竿さしている。      

蒲原（慶応大学図書館） 

☆〈由井
ゆ い

〉 

※岩場に生える松

の老木。その下に

はうねる波。人物

は描かれない。  

由井（慶応大学図書館） 

☆〈奥津
お き つ

〉※大き

な碇
いかり

の先にぶら下

がって遊ぶ二人の子ども。背後に松の老木。 

                奥津（慶応大学図書館） 
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☆〈江尻
え じ り

〉 

※松の木の下で駕籠
か ご

を置いて、頭の汗をぬぐって休む

駕籠かき。駕籠の中には人がいる。   

江尻（慶応大学図書館） 

☆〈府中
ふ ち ゅ う

〉 

※歯を磨き、鏡の前

で化粧をする勤めの

前の遊女二人。 

                府中（慶応大学図書館） 

☆〈鞠子
ま り こ

〉 

※とろろ汁をうまそ

うに食べる旅人二人。荷物を包んだ大風呂敷には「叶」

の字が染め抜かれている。  

鞠子（すみだ北斎美術館） 

☆〈岡部
お か べ

〉 

※街道を往来する四人の旅人。主人らしい男は道中
どうちゅう

差
ざ

しを腰に、右手に大きな笠を、左手に杖を持っている。

供の男が他の旅人の供の男を指差して何かを言っている。 

岡部（慶応大学図書館） 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉 

※松の木の前に置か

れた縁台に腰かけて

休む女二人。その脇

でしゃがんで縁の縁
ふ ち

に手を置いて女を見

ている男。この三人の旅人の方に向かう 褌
ふんどし

姿の人足が

二人。 

藤枝（慶応大学図書館） 

☆〈島田
し ま だ

〉 

※肩車されて渡る男が二人。その後ろに荷物を担いで

渡る三人の人足。デッサンのような描き方。 

島田（慶応大学図書館） 
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☆〈金谷
か な や

〉 

※大井川を渡る武家の駕籠
か ご

を担ぐ人足たち。肩車され

て渡る供の男たちが二人。デッサンのような描き方。 

金谷（慶応大学図書館） 

☆〈日坂
に っ さ か

〉 

※ 「 名 物 わ ら び

餅」の看板のある

茶店で休む馬子は

○三 と染め抜かれた腹がけをしている。馬にも○三 と染め

られた背当てがしてある。    日坂（慶応大学図書館） 

☆〈懸川
か け が わ

〉 

※茣蓙
ご ざ

を敷き、太鼓を叩く男と、両手に撥
ば ち

を持ち、腰

に付けたいくつもの鼓を叩いて調子をとる芸人。その

前には投げ銭があり、見物人がいる。 

懸川（慶応大学図書館） 

☆〈袋井
ふ く ろ い

〉 

※「大吉」と染め抜かれた腹掛けをした馬の横座りに

乗って、振り分け荷物を背負った旅人に話しかける馬

子。傍に笠を被り、背中に荷物を掛け、道中刀を差した旅人がいる。 

袋井（慶応大学図書館） 

☆〈見附
み つ け

〉 

※関所の門を通る数

名の旅人。一人は

「叶」と書かれた大

きな荷物を背負って

いる。 

見附（慶応大学図書館） 

☆〈浜松〉 

※浜松の街並みを俯瞰して描く、人物は描かれない。 

浜松（慶応大学図書館） 
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☆〈舞阪
ま い さ か

〉 

※松の木のある山道を継ぎ飛脚が二人急いでいる。藁

包みと桶を天秤にして担ぐ農夫。末～亀が紐に結ばれ

ぶら下がっている。その下を虚無僧が歩く。 

舞阪（慶応大学図書館） 

☆〈荒井
あ ら い

〉 

※松の木のある船

着き場近くに帆掛

け船が二隻停泊している。図右には幕の向こう側に違

い毛槍が五本立ててある。大名一行が宿泊している屋

根が見える。          荒井（慶応大学図書館） 

☆〈白
し ろ

須賀
す が

〉 

※振り分けの荷物を

載せた馬に乗る旅人。馬子は厚手の布を身体に巻いてい

る。馬の後ろには供人が二人いる。 

白須賀（慶応大学図書館） 

☆〈双川
ふ た が わ

〉 

※木の根元に腰を下

ろし、盥に入れた馬

の足を洗っている馬子。馬の横には下ろした鞍があ

り、男の背後には旅人の大きな笠と荷物が置かれてい

る。              双川（慶応大学図書館） 

☆〈吉田
よ し だ

〉 

※強大な朝日が登る海の見える山道を旅人二人と天秤

の荷物を担ぐ供人が行く。    吉田（慶応大学図書館） 

☆〈御油
ご ゆ

〉 

※客の前で強引に客

引きをする宿の留女
とめおんな

二人と、迷惑そうな

旅人の男が二人。 

御油（慶応大学図書館） 

☆〈赤坂
あ か さ か

〉 

※雪を被った屋根が 

連なる村の風景。人物は描かれない。 

赤坂（慶応大学図書館） 
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☆〈藤川
ふ じ か わ

〉 

※宿の土間
ど ま

で風呂桶に入り背を手拭いで拭く男と、土間

の前の部屋からそれを見ている男や、休んでいる男。 

藤川（慶応大学図書館） 

☆〈岡嵜
お か ざ き

〉 

※雪を被りながら橋

の上を行く大名行列。       

岡嵜（慶応大学図書館） 

☆〈池鯉鮒
ち り ゅ う

〉 

※「右 ち里ふ」

と彫られた石の道

標の脇で、三頭の

馬を休ませながら客を待つ馬子たち。一頭の背には

「吉」と染め抜かれた背当てがある。  

池鯉鮒（慶応大学図書館） 

☆〈鳴海
な る み

〉 

※布を晒し乾している職人二人を、座敷の小上がりか

ら眺めている婦人。鳴海絞りで有名。   

鳴海（慶応大学図書館） 

☆〈宮
み や

〉 

※帆船が二隻が浮

かぶ海の向こうに

は小さく城画描かれる。次の桑名まで東海道唯一、七

里の海上路を船で渡る。 

宮（慶応大学図書館） 

☆〈桑名
く わ な

〉 

※松の木のある店

で女が団扇を持って 蛤
はまぐり

を焼き、旅の男が立ったまま

繋がった蛤を上を向いて飲み込んで食べている。その

側でもう一人の男が座っている。         

桑名（慶応大学図書館） 

☆〈四日市
よ っ か い ち

〉 

四日市（慶応大学図書館） 

※旅人二人に柄杓を出して物乞いする二人の女。 



396 

 

☆〈石
い し

薬師
や く し

〉 

※山の上にひっそりと建つ石の祠を囲むように松が聳

える。人物は描かれない。    

石薬師（慶応大学図書館） 

☆〈庄野〉 

※雪道を合羽を羽織

り歩く多くの旅人。

反対方向に行く馬の

背に柴木を乗せた農夫たち。 

庄野（慶応大学図書館） 

☆〈亀山〉 

※家並みの向こうに

亀山城を俯瞰して描く。     亀山（慶応大学図書館） 

☆〈関〉 

※板橋を柴木を背

負 っ て 渡 る 杣 人

が、柴木を背負っ

た馬の手綱を取って水の中を歩かせている。天秤の荷

物を肩に担ぐ男は反対方向に歩いている。 

関（慶応大学図書館） 

 

☆〈坂
さ か

の下
し た

〉 

※険しい山道を行く旅人が小さく描かれる。正面の遠

方には険しい山がそそり立つように描かれる。 

坂の下（慶応大学図書館） 

☆〈土山
つ ち や ま

〉 

※菰
こ も

を頭から被っ

た男が馬の背に乗

り、四人の男が警護しながら歩いている。一人は長槍

を抱えている。道端の松の木から紐に結わえられた亀

が吊されて居る。   

土山（慶応大学図書館） 

☆〈水口
み な ぐ ち

〉 

※田村神社と思われる屋根の向こうにうねうねと曲がった堤に旅人が多く歩いている。 
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水口（慶応大学図書館） 

☆〈石部
い し べ

〉 

※腰を屈めて芝木

を束ねている農婦

と馬の轡を取って

いる子供。 

石部（慶応大学図書館） 

☆〈草津
く さ つ

〉〈大津〉 

※一枚の図の下部

に草津の屋並みが描かれる・図の上部に大津の橋と屋

並みと城が描かれる。    

大津・草津（慶応大学図書館） 

☆〈京
きょう

〉 

※垂
す い

冠
か ん

を被り笏
しゃく

を

手にした束帯
そ く た い

姿の

二人の貴人。後には折
お り

烏帽子
え ぼ し

の男と 侍
さぶらい

童
わらわ

が控えてい

る。              京（慶応大学図書館） 

●錦絵『彩
さ い

色摺
しょくすり

五拾三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

』（「東海道五十三次」物の

一。画題は袋の題簽
だ い せ ん

による。文化 1 年～10 年〈1804～

13〉。縦小判彩色。全 56 図。無款。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。各 8.8×5.7 ボストン美術館/すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/神奈川県立博物館蔵） 

※地名はほとんど、ひらがなの縦書きである。ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝでは〈かなや〉と〈かけ

川〉が欠落して全 54図となっている。 

※〈おかべ〉図中の旅人の腹がけに「金」の字があり、〈よしだ〉の図中の馬の腹がけに

「鶴」の字があるところから版元が推定される(『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』による)。 

※「東海道五十三次」物の最小判。簡略化した画風で描く（以下の図版はボストン美術館蔵）。 

☆〈表紙
ひ ょ う し

〉                 表紙（ボストン美術館） 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※冒頭図。「ふりだし」の文字が添え書き

されているので双六
す ご ろ く

を意識したのではない

かと考えられている。これから旅に出る男

と伴の者を日本橋で見送る二人の男を描

く。 

日本橋 
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☆〈志
し

な川
が わ

〉 

※遊女が二人、立膝で座って、これからの出番を待っているか。

一人は巻紙の手紙を読んでいる。            志な川 

☆〈川
か わ

さき〉 

※渡し舟が二艘、客と荷物を乗せて多摩川

を行く。              

川さき 

 

☆〈かな川
が わ

〉 

※馬に乗る人、手綱を取る人、その脇を行

く人。             かな川 

 

☆〈程
ほ ど

がや〉 

※茅葺
か や ぶ き

屋根
や ね

の家の前の道を行く二人の旅

人。 

程がや 

 

 

☆〈戸
と

つか〉 

※「名物 やきもち」と書いた看板のある

茶屋でやきもちを食べる二人の旅人。その

側で犬が物欲しそうにしている。 

戸つか  

☆〈ふぢ沢
さ わ

〉  

※徒歩や馬で行く旅人たち。 

ふぢ沢 

☆〈ひらつか〉 

※荷物を背負って川を渡る二人の旅人。          

ひらつか 

☆〈大
お お

いそ〉 

※「虎
と ら

が石
い し

」と呼ばれる大きな岩を抱え上

げようとしている旅人と、両手を挙げて応

援している旅人。遊女が石になった伝説が

あり、美男だけが持ち上げられるという。 
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大いそ 

☆〈おだハら〉 

※「うゐらう」と書かれた背負い箱の横で、

扇子と外郎
う い ろ う

を持って見栄を切って売っている

男。背景に小田原城が見える。 

おだハら 

 

☆〈はこね〉 

※関所で二人の旅人が、座って調べを受けている。その側に棒を持

った役人がいる。          はこね 

☆〈みしま〉 

※三島神社の鳥居をくぐろうとしている二人の

旅人。鳥居の先に石の太鼓橋が見える。 

みしま 

 

☆〈ぬまづ〉 

※女の旅人を乗せた馬の脚の様子を見ている馬

子。木の枝から亀が吊り下げられている。                

ぬまづ 

☆〈はら〉 

※遠景の富士と手前の松原の景観が描かれる。

人物はいない。 

はら 

 

☆〈よしハら〉 

※名物の白酒の臼を挽く男二人と女。               

よしハら 

☆〈かんばら〉 

※網を広げる漁師二人と、大きな駕篭が描か

れる。                 

かんばら 
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☆〈ゆゐ〉 

※巌頭
が ん と う

の松と、その下の波の景色を描く。人物はなし。                       

ゆゐ 

☆〈おきつ〉 

※笊
ざ る

に敷いた笹の上に並べられた三匹の鮒の

図。                 

おきつ 

 

☆〈ゑ志
じ

り〉 

※宿場前の街道を行く旅人。遠くに紅葉が大

きく描かれる。           ゑ志り 

 

☆〈ふちう〉 

※竹細工で籠を作る職人と、竹ひごを叩く職

人。 

ふちう 

 

☆〈まりこ〉 

※とろろ汁を食べる二人の旅人と、給仕を

する女。             まりこ 

 

 

☆〈おかべ〉 

※「即席御料理御好物肴 江戸屋」と書かれ

た看板のある店先で休む二人の旅人。旅人の

腹がけに版元鶴屋金助を示す「金」の字があ

る。     

おかべ 

☆〈ふじゑだ〉 

※城の櫓
やぐら

の向こうに旅人が小さく二人描かれ

る。               ふじゑだ 

☆〈志
し

まだ〉 

※荷物を頭上に持ち上げ大井川を渡る人足 

や肩車で渡る人夫たち。        
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志まだ 

☆〈かなや〉 

※ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝでは欠落。曲がりくねっ

た宿場の間の路を行く旅人たち。 

かなや 

 

 

 

☆〈につさか〉 

※「名物わらびもち」の看板のある店で食す

旅人二人。奥に蒸籠
せ い ろ う

がある。              につさか 

☆〈かけ川
が わ

〉 

※姉さんかぶりの母親が赤子を背負いながら

茣蓙を編んでいる。子どもも側で手伝ってい

る。               

かけ川 

☆〈ふくろい〉 

※背負い籠を背負い、独鈷
と っ こ

の杖を持っていく

六十六部
ろ く じ ゅ う ろ く ぶ

の修行者とすれ違う三度笠と合羽姿

の旅人二人。           ふくろい 

☆〈ミつけ〉 

※「新そば 代十六文」の看板のある店で

蕎麦
そ ば

を食う旅人と、その側で両手をついて休

む男。 

ミつけ 

☆〈はまゝつ〉 

※遠くに浜松城。手前の川には渡し船が二

艘。              はまゝつ 

 

☆〈まへさか〉 

※海辺の巨大な松が二本。その下の茶屋で

休む人々。 

まへさか 
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☆〈あら井
い

〉 

※松林を挟んで手前と向こうの海に帆かけ船が数艘浮かんでいる。

「今
い ま

切
き り

の渡し」は舞阪
ま い さ か

と荒井
あ ら い

の間を結ぶ。 

あら井 

☆〈しらすか〉 

※「名物柏餅
かしわもち

」の看板のある店先で、餅を

こねる男と女。         しらすか 

 

 

〈ふた川
が わ

〉 

※旅人を乗せた駕篭
か ご

かきが、駕篭を下ろし向こうの大きな観音像

を指差している。  

ふた川 

☆〈よしだ〉 

※朝鮮来朝使が長煙管
な が ぎ せ る

をふかしながら馬に乗り、馬子も煙管を銜
く わ

え

ながら馬を牽
ひ

いている。馬の腹がけに版元の鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

を示す「鶴」

の字がある。          よしだ 

 

 

☆〈ごゆ〉 

※宿の女が通りがかった旅人を呼び入れよ

うとしている。 

ごゆ 

 

☆〈あかさか〉 

※赤坂宿を行く旅人を鳥瞰で描く。 

あかさか 

☆〈ふじ川
が わ

〉 

※「三
み

枡
ま す

屋」の暖簾
の れ ん

のある店先で休む女と、その前を荷物を背負っ

た男が行く。 

ふじ川                

ふじ川 

☆〈おかざき〉 

※橋の上を行く大名行列の図。 
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おかざき 

☆〈ち理
り

う〉 

※白馬や栗毛馬四頭を品定めする二人の

男。この地では馬市が多く開かれた。                

ち里う 

 

 

☆〈なるミ〉 

※衣が干してある部屋で、女が絞りの布を持ちあげている。鳴海絞
な る み し ぼ り

で有名。             なるミ 

 

☆〈みや〉 

※帆掛け船が二艘海を行く。人物は描かれな

い。ここから桑名まで東海道唯一の海路。              

みや 

 

 

☆〈くわな〉 

※ 蛤
はまぐり

を焼いている女と、その前で注文する旅

人。                くわな 

☆〈四日市
よ っ か い ち

〉 

※木の鳥居の前の旅人。伊勢神宮への道との

分岐点の宿場。横には「まんぢう」と書かれ

た幟
のぼり

のある店の屋根。          

四日市 

 

☆〈石
い し

やくし〉 

※石薬師の堂を鳥瞰で描く。その前に参詣人

たち。            石やくし 

☆〈せうの〉 

※継ぎ飛脚が二人走っている。遠景の山間

からは日が昇っている。         

せうの 
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☆〈か免
め

山
や ま

〉 

※亀山城を描く。人物は描かれない。          か免山 

☆〈せき〉 

※大きな樽の風呂に入る男が二人。「ふろ

や」と書かれた店。 

せき 

 

 

☆〈さかのした〉 

※山間に挟まれた街道を行く旅人たち。 

さかのした 

☆〈つちやま〉 

※雨の中、合羽や蓑
み の

を着た旅人が三人行

く。 

つちやま 

 

☆〈みなくち〉 

※茶屋で休む人々と馬が一頭。      

みなくち 

☆〈いしべ〉 

※暖簾のある店先で、包丁で高菜を切る

女。石部は高菜飯が名物。看板と暖簾に記

された「女川
め か わ

」は、浅草広小路の菜飯で有

名な店の屋号で、有名店にあやかったもの

だろう。                           

いしべ 

☆〈くさ津
つ

〉 

※「和中散
わ ち ゅ う さ ん

」の看板のある店先の旅人た

ち。和中散は道中薬で、この地で生産され

た。               くさ津 

☆〈大津
お お つ

〉 

※鬼の大津絵を描く画工。大津絵は、人物

や動物などを教訓的にデフォルメして描

き、旅人の土産
み や げ

としていた。     

大津 
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☆〈京一
きょういち

〉 

※衣冠束帯の貴人が、笏を持って行く。

側には供人たち。 

京一 

☆〈其二
そ の に

〉 

※仕丁
じ ち ょ う

が二人座って平伏している。 

其二    

 

 

●錦絵『東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

 絵本
え ほ ん

駅
え き

路
ろ の

鈴
す ず

』（文化 3 年～7 年。「東海道五十三次」物の一。

人物中心に描かれる。縦中判彩色 2 丁掛。無款。全 56 図。各平均 22.8×17.0 伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。東京富士美術館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館/名古屋市博物館/

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫：岩崎文庫蔵） 

※画面上部中央に隷書
れ い し ょ

で横書きの駅名が記され、ふりがなが付けられる。画面右側に小さ

く「東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

」と駅番が縦に記されているものとないものがある。人物中心の図。

最終図の「大内山
お お う ち や ま

」に北斎の落款のあるものがあったという（『北斎美術館２ 風景画』

P71 及び『名品揃物浮世絵９ 北斎Ⅱ』所収「北斎の東海道（二）『浮世絵界』第五巻六

号 昭和 15年 6月刊 浮世絵同好会」による） 

※完結後に帖
じょう

仕立て（一冊本と二冊本）にして販売。この本の最後が〈京都
き ょ う と

〉と

〈大内山
お お う ち や ま

〉となっているが、その他は初摺
し ょ ず り

判に同じ。 

※「北斎画」の落款があり、最後の〈大内山
お お う ち や ま

〉がない版もある。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉 

※魚を入れた大きな笊
ざ る

を頭上に掲げて歩く男。上半身裸で天秤

棒を担ぐ男。裃
かみしも

姿で笠を被った侍や女たちが橋を渡る。遠くに

江戸城が望まれる。          日本橋（島根県立美術館） 

☆〈品川
し な が わ

〉（23.1×17.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※遊郭の部屋から格子
こ う し

窓
ま ど

を通して海

を眺める遊女と、その傍で立ち話を

する二人の遊女。その脇では仲居
な か い

が

盆に椀
わ ん

を乗せて遊女たちを見ているが、極端に小さく描かれて

いる。遠くに帆船が浮かび、富士山が見える。 

品川（島根県立美術館） 

☆〈川崎
か わ さ き

〉※川辺
か わ べ

で馬に乗っている男や、荷物に腰を下ろして

多摩川を渡る舟の着くのを待っている旅人たち。 
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                    川崎（東京富士美術館） 

☆〈神奈川
か な が わ

〉（22.7×17.1） 

※窓から海の見える部屋で、二人の

芸妓
げ い ぎ

たちと食事をしている二人の男。

芸妓の後ろには黒い三味線
し ゃ み せ ん

箱が置か

れ、衣桁
い こ う

には着物がかかっている。 

神奈川（東京富士美術館） 

☆〈程ケ谷
ほ ど が や

〉（21.9×15.7） 

※「仕合」と染め抜いた腹がけをした

馬の鞍
く ら

に左手を置いて乗っている男と、

向かい合わせに来る二人の旅人。男の腹

がけには「三」の文字が記されている。砂浜には大きな桶
お け

が三つ

並び、その上に筵
むしろ

が掛けられている。   程ケ谷（東京富士美術館） 

☆〈戸塚
と つ か

〉(22.4×16.6) 

※巨大な観音像の上半身が松林の背後に

見える街道を行く男女の旅人。手前の屋

根越しに「大仏」と書かれた看板が見え

る。 

戸塚（東京富士美術館） 

☆〈藤沢
ふ じ さ わ

〉（22.8×17.0） 

※二頭の牛が浜辺を行く。一頭に子ども

が乗り、一頭に牛飼いが棒で牛を操って

いる。旅人が背を向け歩いて行く。    藤沢（藤沢浮世絵美術館） 

☆〈平塚
ひ ら つ か

〉 

※石の鳥居と松の木のある街道を行く侍と、荷物箱を担ぐ二人の

従者。その脇で「吉」と染めた腹掛けをする馬を休ませている馬

子がいる。 

☆〈大磯
お お い そ

〉 

※「とら子
が

石注」と彫られた大きな石碑を見る旅人や、天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

を

担ぐ行商人たち。             大磯（慶応大学図書館） 

注）とら子
が

石：虎子
と ら が

石
い し

、虎
と ら

石
い し

、虎
と ら

御石
ご い し

とも。延台寺
え ん だ い じ

（現神奈川県

中郡
な か ぐ ん

大磯町
お お い そ ま ち

大磯
お お い そ

1054）の虎
と ら

が石
い し

が有名で、曽我
そ が の

十郎
じゅうろう

祐
す け

成
な り

を賊
ぞ く

の矢

から防いだところから、身代わり石と呼ばれ、曽我
そ が

十郎
じゅうろう

祐
す け

成
な り

の妾
めかけ

であった遊女虎
と ら

御前
ご ぜ ん

に因
ち な

んで「虎子
と ら が

石
い し

」といわれたとも伝えら

る。その他いくつかの伝説がある。当時、図のような大きな石碑 

があったかどうかは不明。 
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☆〈小田原
お だ わ ら

〉（22.7×17.0） 

※茣蓙
ご ざ

を日除けにした茶屋で腰掛けて休む三人の旅人に向かって、手を上げて挨拶する男。 

☆〈箱根
は こ ね

〉（22.8×17.0） 

※二台の駕篭
か ご

にそれぞれ乗る婦人と、前を行く旅姿の男が山道を行く。 

☆〈弎
み

島
し ま

〉(22.8×17.0) 

※三島
み し ま

神社の鳥居前を行く侍
さむらい

と供人
と も び と

たち。石垣を丸く組んだ台が

描かれる。 

☆〈沼津
ぬ ま づ

〉(22.5×16.9) 

※千本
せ ん ぼ ん

松原
ま つ ば ら

沿いの街道を女旅人が山
や ま

駕篭
か ご

注に乗っている。その後

ろには髷
ま げ

を手拭いで覆って、刀を差した共の男が煙管で一服し、

松の木陰では駕篭
か ご

かきが暑さをしのいでいる図。 

注）山
や ま

駕篭
か ご

：駕篭の両脇に簾
すだれ

がない駕篭
か ご

。

旅人が道中で乗る一般的な駕篭
か ご

。 

☆〈原
は ら

〉（22.8×17.0） 

※江戸参府の朝鮮通信使の一行が真近な富士山の裾野を見ながら

進む図。                  原（島根県立美術館） 

☆〈吉原
よ し わ ら

〉 

※名物の白酒つくりで、臼
う す

を挽く男と子ども。臼を回す棒に括
く く

り

つけた紐の先の横棒を引く二人の女。 

☆〈蒲原
か ん ば ら

〉（22.0×15.3） 

※砂浜で桶
お け

に海水を汲む男女。後ろには塩焼の窯
か ま

に火が燃えている。海岸は白浜が続き塩

作りに適していた。 

☆〈由井
ゆ い

〉(22.0×15.3) 

※ 裃
かみしも

姿の二人の侍の前で、扁額
へ ん が く

に文字を書く異国風の男。その側で墨を摺
す

る小坊主。 

☆〈奥津
お き つ

〉（22.9×16.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二人の旅人が話をしながら街道を行く。対岸には松林が続いている。 

☆〈江尻
え じ り

〉（22.9×17.2） 

※馬子が馬の背で煙管
き せ る

をくわえて休んでいる隣では、折りたたんだ駕籠
か ご

の背負
し ょ い

い棒を肩に

担いでいる駕籠
か ご

かき。 

☆〈府中
ふ ち ゅ う

〉(22.9×17.2) 

※部屋で談笑する二人の遊女。廊下ではもう一人の遊女が猫を抱いている。 

☆〈鞠子
ま り こ

〉（21.8×15.5） 

※「御泊屋
お と ま り や

」の看板のある縁側で、宿屋の主人が名物のとろろを力を入れて擦っている。

女がすり鉢を両手で支えている。側でもう一人の女が、おろし金
が ね

で長芋を擦っている。と

ろろ汁は鞠子の名物。店先には版元の伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の定紋
じょうもん

が染められた布を背に掛けた馬

と、そこから荷物を下ろそうとしている旅人。 
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☆〈岡部
お か べ

〉(22.8×17.2) 

※「い勢屋」と染め抜いた暖簾
の れ ん

の掛かる宿場の縁台に、団扇を持って胡座
あ ぐ ら

をかいて休む二

人の旅人。その前で馬が荷物を下ろされて休んでいる。 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉（23.2×17.4） 

※「二十三夜
に じ ゅ う さ ん や

供養塔
く よ う と う

」と彫られた石碑のある街道を、手拭いを被

った女と箱を背負った男が行く。そこにすれ違う旅人の男が二

人。遠くには紅葉が咲いている。 

注）二十三夜
に じ ゅ う さ ん や

供養塔
く よ う と う

：庚申講
こ う し ん こ う

と同様、民間信仰のひとつ。人々が

集まって月を信仰の対象として「講中
こうちゅう

」といわれる仲間が集ま

り、飲食をし、お経などを唱えて月を拝み、悪霊を追い払うとい

う月待
つ き ま ち

行事を行い、その記念や供養のあかしとして建てられたも

の（「ウィキペディア」より）       藤枝（慶応大学図書館） 

☆〈嶋田
し ま だ

〉 

※川
か わ

越
ご

しの人足四人が焚き火で暖を取っている。もう一人の人足が旅人に川越を誘ってい

る。 

☆〈金谷
か な や

〉（22.8×17.2） 

※雄大な富士山を背景に、図の下に、坂道を往来する旅人が描かれる。 

☆〈日坂
に っ さ か

〉（23.0×17.2） 

※笠を被り、うつむいて馬の背で煙管
き せ る

をくわえて休む馬子
ま ご

。その側を坊主と侍が通りかか

り、馬に乗ろうかと思案している。 

☆〈掛川
か け が わ

〉（23.2×17.3） 

※空には三本の遠州
えんしゅう

凧
だ こ

が揚がり、馬の背で煙管
き せ る

をくわえて休む侍と槍
や り

持ちの男。馬の脇に

は笠を被ったもう一人の旅姿の男が立っている。 

☆〈袋井
ふ く ろ い

〉 

※荷物を担ぐ行商人や僧侶、先を行く侍など。前方に老松の大木

がある。 

袋井（山星書店 Web より） 

☆〈見附
み つ け

〉（23.0×17.2） 

※大名行列の先頭を行く槍
や り

持ちと、荷物を

背負った馬が松の木の側でやすんでいる。 

☆〈浜松
は ま ま つ

〉（22.8×17.1） 

※柴木
し ば き

の束を置いて休む女が二人。一人は

草鞋
わ ら じ

の紐を直そうとしゃがんでいる。後ろの土手の上でも三人の

旅人が休んでいる。     浜松（「名品揃物浮世絵9北斎Ⅱ」より転載）  

☆〈舞坂
ま い さ か

〉（23.0×16.7） 



409 

 

※荒井
あ ら い

との間の「今
い ま

切
き り

の渡
わ た

し」の船着き場で舟に乗せる荷物を点検しているのだろうか、

刀を差した旅人が何かを指示している。沖には松林の小島。更に水平線には帆掛け船の帆

が並び、朝日が昇ろうとしている。 

☆〈荒井
あ ら い

〉（22.9×16.5） 

※関所の調べ所の前で土下座
ど げ ざ

している男が二人。部屋では役人が書類を見ている。土下座

している後には二頭の馬が荷を下ろして待っている。 

☆〈白
し ろ

須賀
す か

〉（22.0×15.5） 

※海辺の道で笠を差し上げて遠くを見ている旅人と、天秤
て ん び ん

の荷物を下ろしている供の男。

道端に座り、釣り糸を垂れる旅の途中の男。その隣に腰掛けて遠くを指さす男。遠く水平

線には四隻の帆が見える。 

☆〈双川
ふ た が わ

〉（22.8×17.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※川のこちら側で休む旅人。一人は馬に乗り、一人は荷物に腰を下ろし煙管をくわえてい

る。一人は立って、全員が川の向こうを見ている。馬の足元には馬子がしゃがんでいる。 

☆〈吉田
よ し だ

〉（22.9×17.1） 

※豊
と よ

川橋
か わ ば し

を渡る四人の旅人。合羽に笠の男について行く荷物を担いだ人足。その後ろには

道中差しの二人の男が歩く。 

☆〈御油
ご ゆ

〉（22.8×17.0） 

※「庚申塔
こ う し ん と う

」と彫られた石碑のある路に立つ旅人と、天秤棒の荷物を担ぐ人足。旅人の前

には腰を下ろして荷物の整理をする男。 

☆〈赤坂
あ か さ か

〉（22.8×17.1） 

※「うんどん」の文字のある看板のある茶店で茶を飲む手拭いを被っている男と、同じく

手拭いを被って立っている女旅人。 

☆〈藤川
ふ じ か わ

〉（22.8×17.0 太田記念美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※馬に乗り、来た方向をふり返る女と、笠を被って馬の世話をす

る馬子。                藤川（島根県立美術館） 

☆〈岡崎
お か ざ き

〉（23.2×17.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵）※雪降る中、長い矢作
や は ぎ

橋
ば し

を埋めるように渡る大名行列。遠く

の岡崎城に向かっている。 

☆〈池鯉鮒
ち り ゅ う

〉（23.2×17.5） 

※柄のついた大きな網を立てて持ち、捕まえた大きな鯉が路で跳

ねている様子を、もう一人の子供と腰
こ し

蓑
み の

を着けた漁師とともに見

ている。この地にあった殺生禁断の池に鮒
ふ な

や鯉
こ い

が多く生息していたところからつけられた

地名という。現在は、知立
ち り ゅ う

と表記する。 

☆〈鳴海
な る み

〉（22.8×17.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※名産の絞
し ぼ

り染
ぞ め

(鳴海絞
な る み し ぼ り

)を造るため、糸で布を括
く く

る作業をしている婦人の前に布を差し出

す客。手前には柱に紐を結わえ、強く引いて布を括
く く

る職人。鳴海
な る み

は、現在の名古屋市。 
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☆〈宮
み や

〉（22.8×17.1）※二艘の五
ご

大力
だ い り き

船
ぶ ね

が沖に向かっている。桑名と宮の間には「七里

の渡し」があった。 

☆〈桑名
く わ な

〉（22.9×17.1） 

※道筋で 蛤
はまぐり

を団扇
う ち わ

で扇
あ お

ぎながら焼いている女。その前で二人の旅人が腰を下ろして焼き

上がるのを待っている。女の脇には笊
ざ る

に入れた蛤
はまぐり

を持ってきた子どもがいる。 

☆〈四日市
よ っ か い ち

〉（23.3×17.6 四日市市立博物館蔵） 

※日永
ひ な が

（現三
み

重
え

県
け ん

四日市市
よ っ か い ち し

日永
ひ な が

）の「追分 参宮みち」の道標の

ある追分
お い わ け

の図。東海道と伊勢神宮への伊勢
い せ

街道との分岐点。小さ

い鳥居
と り い

の側の饅頭屋。その前に立っている、三度
さ ん ど

笠
か さ

を被り縞
し ま

の

合羽
か っ ぱ

姿の旅人の後ろ姿に向け、伊勢参りの二人の旅人が柄杓
え し ゃ く

や笠

を差しだして施
ほどこ

しを求めている図。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

〉(23.3×17.3) 

※「うなぎ」の箱看板が置かれた店の前の小さな板橋の上に立つ

二人の旅人。橋の脇には桜が咲いている。 石薬師（尾道市立美術館） 

☆〈庄野
し ょ う の

〉(23.0×16.6) 

※「左 大神宮道」と彫られた石の道標の横には小さな祠
ほこら

があり、その前で牛に乗った子

どもと、牛を牽
ひ

く牛飼い。 

☆〈亀山
か め や ま

〉（23.3×17.2） 

※茶店でくつろぐ旅姿の男にお茶を差しだす店の女。縁台の脇では 跪
ひざまず

いて足回りを直す

男。 

☆〈関
せ き

〉（22.8×17.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）雪景色の寺社の境内を

行く四人の男の合羽にも雪が積もっている。 

☆〈坂
さ か

の下
し た

〉（23.3×17.3） 

※寺の縁側で天蓋
て ん が い

を脱いで脇に置き、腰を下ろして休む虚無僧
こ む そ う

。

縁側の下では女が煙管
き せ る

を手にして虚無僧
こ む そ う

を見つめ、その脇で子ど

もが横笛を吹いている。 

☆〈土山
つ ち や ま

〉（22.8×17.1） 

※紅葉の咲く山道の途中に岩を掘り抜いて格子を填
は

めた洞
ほ ら

があ

り、その前を行く旅人と駕籠
か ご

かき。     土山（島根県立美術館） 

☆〈水口
み な く ち

〉（22.8×17.2） 

※「東海屋 水口宿」と書かれた道標の前の店には「ところて

ん」と書かれた看板がある。店の中では畳に胡坐
あ ぐ ら

をかいて休む旅人と、手拭を被った女た

ちが仕事をしながら店先を見ている。店先には旅装束の男が歩き、その後ろには天秤
て ん び ん

の荷

物を担ぐ、上半身裸の人足がついて行く。 
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水口（東京富士美術館） 

☆〈石部
い し べ

〉（22.9×17.2） 

※狭く小さな山形の板橋を渡る旅人。一人

は振り分け荷物を担ぎ、一人は天秤の荷物

を担ぐ。橋の向こうには背中に荷物を背負

っている男が橋の空くのを待っている。          

石部（東京富士美術館） 

☆〈草津
く さ つ

〉（23.2×17.3） 

※「本家 和中散
わ ち ゅ う さ ん

注」と書かれた釣り看板

のある店の前を馬子に牽
ひ

かれた馬が行く。その前を歩く旅人と、

立っている虚無僧
こ む そ う

。 

注）和中散：腹痛などに効く道中薬。この地の和中散
わ ち ゅ う さ ん

本舗
ほ ん ぽ

の生産。 

草津（東京富士美術館） 

☆〈大津
お お つ

〉(23.2×17.4) 

※逢坂大谷町の茶店にあった走
はしり

井
い

から吹

き出す水を使って採ってきた野菜などを

洗ったりする男たち。「寿」の文字が染

められた暖簾
の れ ん

が掛かる茶店でくつろぐ男に饅頭
まんじゅう

を差しだす店の

女。走
はしり

井
い

は、水が枯れることなく甘味があったという。 

大津（東京富士美術館） 

☆〈京都
き ょ う と

〉（22.9×17.2） 

※貴人の行列の後ろ姿を描く。胡籙
や な ぐ い

を背

負った警護の武士の後ろに牛車の屋根が見える。画面の上部には、

いわゆる「源氏雲」（すやり霞）がかかる。 

京都（酒井好古堂） 

☆〈大内山
お お う ち や ま

〉(22.8×17.0) 

※このシリーズの最終図。衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

の貴人が二人、御所
ご し ょ

の庭先に

立って談笑している図。 

●錦絵『五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

江
え

都
ど

の往
ゆ き

かい』（文化元～10〈1804～13〉。「東海道五十三次」物の一。

画題は袋による。横小判着色。56 図。無款（但し、神奈川・程ケ谷・戸塚・藤沢・大磯・

箱根・藤枝に「北斎画」とある。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。各約 11.2×17.4 太田記念美術館/オ

ランダ国立民族学博物館/ギメ美術館/ボストン美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京

国立博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※画面右上の丸枠の中に「五十三次 東海道 駅名」が書かれ、その近くの別枠に駅番を

記したもの。ほとんどの絵に朱色のすやり霞が描かれる。「蒲原
か ん ば ら

」「桑名
く わ な

」「石
い し

薬師
や く し

」は

二図描かれる。最終図は「都」。 
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※「別図」12 図（〈四十六 石薬師〉も含む）による『五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

江
え

都
ど

の往
ゆ き

かい』版がギメ

美術館、ボストン美術館、東京国立博物館、名古屋テレビ放送、すみだ北斎美術館ら：ﾋﾟ

ｰﾀｰﾓｰｽｺﾚｸｼｮﾝ、島根県立美術館にあるという。別図を描いた後に、北斎自身が気に入らず

に描き直したか、版元の伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の要望かは不明だが、別図のほうが先行して描かれ

たと推測している（吉田和子「東海道江都の往かい」について『北斎研究 23 号』所収 

葛飾北斎美術館編 東洋書院）。 

☆〈袋〉※図の手前に日本橋、奥に江戸橋。左岸には蔵
く ら

が立ち並ぶ。中央の遠景に富士山。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

 壱〉 

※日本橋脇の魚河岸
う お が し

の賑わい。魚を売る者、笊
ざ る

に入れた魚を運ぶ者たち。左隅に橋の

擬宝珠
ぎ ぼ し

が描かれる。 

☆〈しな川
が わ

 弐〉 

※天狗
て ん ぐ

の面と三
み

つ巴
どもえ

紋
も ん

のある神輿
み こ し

を担ぐ男たち。扇を開いて囃
は や

している男も数人混じる。

遠くに祭礼の幟
のぼり

が数本立っている。 

☆〈川崎
か わ さ き

 三〉 

※野外の作業台で、桶に入れた物を並べて作業する男と女たち。台に手をかけて作業を見

ている子ども。側に立てかけた葦簀
よ し ず

を支えている男がいる。 

☆〈神奈川
か な が わ

 四〉（落款：北斎画） 

※海に投げ入れた網を引き寄せる漁師と、舵
か じ

を取る

男。遠くにも同様の船が浮かぶ。 

☆〈程ケ谷
ほ ど が や

 五〉（落款：北斎画） 

※空
か ら

駕籠
か ご

を一人で担いでいる駕籠
か ご

かき。鍬
く わ

を担ぐ農

夫。傘を被った旅人たちが松並木の街道を行く。         

程ケ谷（すみだ北斎美術館） 

☆〈戸塚
と つ か

 六〉（落款：北斎画） 

※宿で煙草盆を囲んでくつろぐ四人の旅人。部屋の前の廊下に茶を持ってきた宿の女が立

っている。 

☆〈藤澤
ふ じ さ わ

 七〉（落款：北斎画） 

※大山
お お や ま

詣
もうで

での奉納の神事か。「月」と書かれた笠を被る神事の月番の人々。切長
き り な が

の弓
ゆ み

張
は り

提灯
ちょうちん

を掲げて先頭を行く二人。「奉納 大山石
お お や ま せ き

尊大
そ ん だ い

権現
ご ん げ ん

」などと書かれた奉納用の長い長

く大きな木刀を持つ男の後には男たちが続く。家の

門前には「月番
つ き ば ん

替
が え

」と書かれて提灯
ちょうちん

が掲げられ、

天秤
て ん び ん

に据
す

えられた御幣
ご へ い

の付いた屋根型の作り物を担

ぐ 男もいる 。シーボルト・コレクションの

大山講山帰り
お お や ま こ う や ま か え り

」（文政 9年項参照）も同画趣。 

藤沢（すみだ北斎美術館：JIJI・COMより）  

☆〈平塚
ひ ら つ か

 八〉 
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※石灯籠のある朱塗りの寺社門を通ろうとする天秤
て ん び ん

の荷物担ぎの男。女旅人と振分けを肩

にした供の男。傘を被り合羽を着た道中姿の旅人。平塚には平塚八幡宮などがあるが、こ

の絵の寺社は不明。 

☆〈大磯
お お い そ

 九〉（落款：北斎画） 

※「とらが石」と書かれた立札
た て ふ だ

の前で、思い石を持ち上げようとしている男。休み処の

床几
し ょ う ぎ

に腰掛けそれを見ている旅の女や男たち。「虎
と ら

が石
い し

」は、山下
や ま し た

長者
ちょうじゃ

の妻が子に恵まれ

ず虎
と ら

池
い け

弁財天
べ ん ざ い て ん

に祈願したところ、夢に弁財天が現れ、翌朝目を覚ますと大きな美しい石が

置かれていた。妻はこの石を日夜拝んだところ子を授かったと言われる。子供は「虎」と

名づけられ、成長するにつれ石も大きくなっていったという。その後、曽我
そ が の

十郎
じゅうろう

の敵
かたき

・

工藤
く ど う

祐
す け

経
つ ね

の使者が十郎に矢を放ったところ、この石が十郎を救ったとも言われる（「大石

町ホームページ」より）。 

☆〈小田原
お だ わ ら

 十〉 

※馬の背から荷物を下ろして餌
え さ

箱の前で休ませてい

る馬子。側で二人の侍が立ち話をしている。遠方に

小田原城が見える。    小田原（すみだ北斎美術館） 

☆〈箱根
は こ ね

 十一〉（落款：北斎画） 

※箱根路を急ぐ合羽
か っ ぱ

を着た道中姿の旅人と、笠を被

り荷物を背負う供人。後ろから女を乗せた駕籠
か ご

が付いて行く。 

☆〈三島
み し ま

 十二〉 

※鋏箱
はさみばこ

を担いで道を急ぐ飛脚
ひ き ゃ く

と、一緒に走る同行の仲間。二人にすれ違う旅人の後姿。 

☆〈沼津
ぬ ま づ

 十三〉 

※海岸に沿った街道を行き交う侍、天秤棒の荷物運び、虚無僧
こ む そ う

など。海岸の砂浜では何か

を鍬
く わ

で漁
あ さ

る男が小さく描かれる。 

※別図：海上に帆かけ船がある。 

☆〈原
は ら

 十四〉 

※富士の見える松林に腰を下ろして景色をスケッチ

する男や旅人。馬の背の荷物の上に乗って行く旅人

もいる。原からの富士の眺めは東海道随一と言われ

た。              

※別図：鰻料理店が描かれる。 原（すみだ北斎美術館） 

☆〈吉原
よ し わ ら

 十五〉 

※「名物 山川
や ま か わ

白酒
し ろ ざ け

」と書いた箱看板のある茶店で休む人たち。店の前では柴木
し ば き

の束を背

負った樵
きこり

が杖を立てて立ちながら休んでいる。山川白酒は、山に流れる水が泡立つと白く

なり、白酒に似ているところから付けられ、この地の白酒を称するようになったという。 

※別図：川と富士山を望む風景。 

☆〈蒲原
か ん ば ら

 十六〉 
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※休み茶屋の前では笠に格子
こ う し

縞
じ ま

の合羽を着た旅人の前には、柄杓
ひ し ゃ く

を持った男の子たちがい

る。太い松の幹の陰には天秤棒
て ん び ん ぼ う

の先に風呂敷包みを下げた男もいる。 

☆〈蒲原
か ん ば ら

 十六〉 

※浜辺で海水を天秤棒で塩釜
し お が ま

に運ぶ女と男。砂を笊
ざ る

に掬
す く

う女。 

☆〈由井
ゆ い

 十七〉 

※日照り続きの中、雨が降り注ぎ、蓑
み の

を着た農民たちが喜び踊っている。差した傘には

「くらさか」と書かれている。西倉
に し く ら

沢
さ わ

村の風俗を描いたといわれる。 

☆〈奥津
お き つ

 十八〉 

※一般に「興津」と表記する。松林の中で細木
ほ そ き

の束の上に腰を下ろし、煙管
き せ る

で一服する女。

側で熊手
く ま で

で落葉を集める子どもと、籠
か ご

に落葉を入れる子ども。松林の向こうには富士山が

見える。 

☆〈江尻
え じ り

 十九〉 

※浜辺で吊るした網を修理する二人の漁師。沖には沼津へ向かう帆かけ船が浮かぶ。 

☆〈府中
ふ ち ゅ う

 二十〉 

※廓
くるわ

の前の道を道中する二人の花魁
お い ら ん

。側に笛を吹く按摩
あ ん ま

の男。その後ろには、料理を乗せ

た大きな盆を担ぎあげて運ぶ男。 

☆〈鞠子
ま り こ

 廿一〉 

※鞠子
ま り こ

宿の街道を行き来する旅人を小さく鳥瞰図
ち ょ う か ん ず

で描く。 

☆〈岡辺
お か べ

 廿二〉 

※立ち止まる馬の背の荷物の上に乗っている旅人。荷物を整えている馬子
ま ご

。馬の先には、

刈り取った草をいれた籠
か ご

を置いて草鞋
わ ら じ

の紐を整えている農夫。 

☆〈藤枝
ふ じ え だ

〉（落款：北斎画） 

※茶屋の前で荷物を振り分けに背負った馬の背に乗る女と、轡
くつわ

をとる馬子
ま ご

。馬子に話しか

ける旅人。茶屋で笠を被ったまま背を向けて休む旅人。 

☆〈嶌田
し ま だ

 廿四〉 

※大井川
お お い が わ

を輩
れ ん

台
だ い

に乗って渡る二人の女。それぞれ七人の人足が台を担いでいる。 

☆〈金谷
か な や

 廿五〉 

※富士山の見える峠で休む旅人。はさみ縛りで立てた三本の杭
く い

の下に置かれたものを見る

三人の旅人。『冨嶽三十六景』に〈金谷
か な や

の不二
ふ じ

〉がある。 

☆〈にっさか 廿六〉 

※「日坂」をひらがなで表記している。荷物運びの

二人の人足を従えた侍が、山道の小屋の前に着いた

様子。急な佐
さ

夜
よ

の中山
な か や ま

峠
とうげ

がある。    

につさか（lp.p.pia.jp より） 

☆〈掛川
か け が わ

 廿七〉 

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Flp.p.pia.jp%2Fshared%2FphotoGallery-s%2Fcnt-s-photo_a_61d8c19d-f17f-4857-a95f-dba24da1ba1d.html%3Fp%3D4&psig=AOvVaw14ca_vLHsuVOFmbcByQH_s&ust=1620014909381000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwj-9vP6j6rwAhXPzIsBHb8SDi0Qr4kDegQIARB_
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Flp.p.pia.jp%2Fshared%2FphotoGallery-s%2Fcnt-s-photo_a_61d8c19d-f17f-4857-a95f-dba24da1ba1d.html%3Fp%3D4&psig=AOvVaw14ca_vLHsuVOFmbcByQH_s&ust=1620014909381000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwj-9vP6j6rwAhXPzIsBHb8SDi0Qr4kDegQIARB_
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Flp.p.pia.jp%2Fshared%2FphotoGallery-s%2Fcnt-s-photo_a_61d8c19d-f17f-4857-a95f-dba24da1ba1d.html%3Fp%3D4&psig=AOvVaw14ca_vLHsuVOFmbcByQH_s&ust=1620014909381000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwj-9vP6j6rwAhXPzIsBHb8SDi0Qr4kDegQIARB_
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※名物の遠州
えんしゅう

凧
だ こ

を揚げる準備をしている三人の子ども。大凧
お お だ こ

を上げている三人の男。凧
た こ

紐
ひ も

を整えている男。 

☆〈袋井
ふ く ろ い

 廿八〉 

※笠を被り、振り分け荷物を背にした馬に乗る女。

その両脇に付き添う男と女。馬子
ま ご

は煙管をくわえて

馬を牽
ひ

いている。      袋井（すみだ北斎美術館） 

☆〈見附
み つ け

 廿九〉 

※天竜川
てんりゅうがわ

を渡る舟には、多くの旅人ともに人を乗せ

た駕篭
か ご

も乗っている。船首と船尾には二人の船頭が竿
さ お

を差している。 

☆〈浜松
は ま ま つ

 三十〉 

※蓮の葉の浮かぶ池の前で休む二人の女と二人の男。 

☆〈舞阪
ま い さ か

 卅一〉 

※三味線を担いだ女や男たちが茶店にたどり着いた様子。門付
か ど づ

け芸人の一行か。 

☆〈荒井
あ ら い

 卅二〉 

※遠州灘
えんしゅうなだ

の数艘の渡し舟が浮かぶ。街道には宿場の家並みが続く。遠景に「秋葉山
あ き は さ ん

」と記

された山が見える。全体に鳥瞰
ちょうかん

で描かれる。 

☆〈白
し ら

須賀
す が

 卅三〉 

※「鏡岩
かがみいわ

」の書き込みがある。大きな鏡のように立つ岩の前で二人の人足が手を広げて、

その大きさを計るような仕草をしている。それを休みながら見ている他の旅人たち。 

☆〈二川
ふ た が わ

 卅四〉 

※松の木の側にある二つの人形
ひ と が た

の岩を指差す男や、岩を眺めている旅人たち。 

☆〈吉田
よ し だ

 卅五〉 

※停泊する船に乗るために、人足に背負われて浅瀬を行く二人の女。荷物を差し上げてい

る男と、荷物を背負う男もいる。 

☆〈御油
ご ゆ

 卅六〉 

※天然記念物の松並木が有名だが、それを描かず、御油
ご ゆ

宿
じゅく

の室内で客を迎えるために掃除

をしている男や、口紅を塗ったり髪を整えたりして女たちを描いている。 

☆〈赤坂
あ か さ か

 卅七〉 

※縄をなえている男。その先で杭
く い

を支えている女。脇でできた縄を丸めている子供と男が

いる。 

☆〈藤川
ふ じ か わ

 卅八〉 

※柵の中に高札が立っている。その前で、荷物を下ろした馬が暴れるのを馬の轡
くつわ

に手をか

け鎮
し ず

めている馬子。 

☆〈岡崎
お か ざ き

 卅九〉 

※二人の宿場女がそれぞれ道行く旅人の荷物を引っ張って呼び込んでいる。いわゆる

「留女
とめおんな

」が描かれる。 
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☆〈池鯉鮒
ち り ゅ う

 四十〉 

※「庚申塔
こ う じ ん と う

」と刻された塚の前で旅人たちに馬を勧めている男。旅人は手を上げて困った

様子。側には五頭の馬がいる。この地では馬
う ま

市
い ち

が多く開かれた。 

☆〈なるミ 四十一〉 

※「鳴海」を平仮名とカタカナで表記している。絞

り染めの反物を竿に掛ける職人。腰を下ろして休み

ながらそれを見ている職人。鳴海
な る み

は藍
あ い

の絞
し ぼ

りが有名

で「鳴海絞
な る み し ぼ り

」や「有松絞
ありまつしぼり

」などと呼ばれる。                

なるミ（すみだ北斎美術館） 

※別図：染物屋の風景のものがある。画題も「鳴海」。 

☆〈宮
み や

 四十二〉 

※次の桑名
く わ な

まで船で渡り、七里の渡しと呼ばれた。石垣脇の海には「宝」と染め抜いた帆

かけ船や、版元の伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の定紋
じょうもん

を染め抜いた帆かけ船が浮かんでいる。宮は熱田
あ つ た

神宮
じ ん ぐ う

の門前町。 

※別図：宿の中、三味線を弾く芸者など。 

☆〈くわな 四十三〉 

※「桑名」をひらがなで表記している。名物の 蛤
はまぐり

を団扇
う ち わ

であおりながら焼いている男。

その隣に腰掛けて扇子
せ ん す

を使っている女。床几
し ょ う ぎ

の前に焼き 蛤
はまぐり

を指差している旅人や、それ

を見ている男たち。 

☆〈桑名
く わ な

 四十三〉 

※伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の定紋
じょうもん

を染めた帆
ほ

を張った船や、荷物を積み込んだ帆掛け舟が沿岸に浮か

ぶ。宮から桑名まで「七里の渡し」が使われた。 

☆〈四日市
よ っ か い ち

 四十四〉 

※雨降りの中、合羽や蓑
み の

を着た男たちや、笠で雨をしのぐ男。 

別図：鳥居の前を通っている旅人。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

 四十五〉 

※「一ぜんめし」の箱看板のある店の前で、馬に乗った旅人や、合羽
か っ ぱ

を着た旅人たちがい

る。全員がうつむき笠の中の顔が見えない。別図あり。 

☆〈石
い し

薬師
や く し

 四十五〉 

※「牛
う し

若
わ か

 はち桜」（不明）と書かれた立札のある桜の木の下で、腰を下ろして花見をす

る旅人や人足たち。僧侶や荷物運びの男も立って見ている。石薬師寺には源範頼
みなもとののりより

が鞭
む ち

にし

ていた桜の枝を武運を占うために地面に刺したところ、そこから育ったという蒲
が ま

桜
ざくら

が名所

となっている。 

☆〈庄野
し ょ う の

 四十六〉 

※山道を行く旅人が遠くの庄野城と思われる城を指差している。 

※別図：寺の中で経をあげる人々。 
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☆〈亀山
か め や ま

 四十七〉 

※「道
ど う

祖
そ

」と刻された道標の前の道を往来する旅人。柴木
し ば き

の束を運ぶ農夫もいる。 

※別図：宿の台所の風景。 

☆〈関
せ き

 四十八〉 

※天狗の面を付けた笈
お い

を下ろして休む金比
こ ん ぴ

羅
ら

参
ま い

りの男の前を行く合羽を着た男と、振分け

を背負った旅人たち。 

※別図：有名な夷岩
えびすいわ

や大黒石
だ い こ く い し

を驚いて眺める旅人。 

☆〈坂
さ か

の下
し た

 四十九〉 

※滝を眺めながらくつろぐ旅人たち。 

☆〈土山
つ ち や ま

 五十〉 

※琵琶湖のほとり、雨降りの中、鳥居
と り い

の前で「栗林
くりばやし

」と記された傘をさす男女。馬の荷の

上に乗る旅人は傘を被りうつむいて雨を避けている。鈴鹿
す ず か

馬子
ま ご

唄
う た

に「坂は照る照る 鈴鹿

は曇る あいの土山
つ ち や ま

雨が降る」と歌われ、雨の多い地域として有名。「栗林
くりばやし

」は現滋賀県

大津市
お お つ し

栗林
くりばやし

町
ま ち

か。 

☆〈水口
み な ぐ ち

 五十一〉 

※「名物ところてん」の看板のある茶店の床机
し ょ う ぎ

に腰掛けてところてんを食べている旅人と

人足。その前に立つ柴木
し ば き

の束を背負った男と荷物を背負った旅人。 

☆〈石部
い し べ

 五十二〉 

※「いちぜんめし」「高菜
た か な

飯
め し

」の看板のある店の座敷で、荷物を脇に置いて食事をする旅

人たち。 

☆〈草津
く さ つ

 五十三〉標
ひょう

灯
と う

のある琵琶湖の船着場から船に乗り込む天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

を担ぐ人足。その

後ろで乗船を待つ二人の旅人。すでに乗っている男が手を上げて招いている。 

☆〈大津
お お つ

 五十四〉 

※「大津絵
お お つ え

」の看板のある店先で絵を描く二人の絵

師。後ろで紙を用意している女。後ろの屏風には描

かれた絵が掛けられている。大津絵は江戸時代初期

からこの地で描かれてきた民俗画。神仏や動物が教

訓的に戯画化され、旅の土産として人気があった。                 

大津（すみだ北斎美術館） 

☆〈京
きょう

 五十五〉 

※幕を張った野外で雅楽
が が く

の「胡蝶
こ ち ょ う

楽
ら く

（胡蝶
こ ち ょ う

の舞
ま い

）」の舞いを踊る二人。それを見ている

衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

の貴人と、矢を背負った武人。 

☆〈都
みやこ

 終 五十六番〉 

※左下に「了」の字。庭先に控えている貴人たち。帝か高貴な人を迎えるのだろうか。 

●錦絵『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（文化元～4 年〈1804～07〉。北斎画。錦絵揃物。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※次項の文化初期『仮名手本忠臣蔵』とは別種のもの（『長瀬武郎コレクション葛飾北斎

図録』昭和 55年 太田記念美術館編ｐ105による）。内容は寛政 10年『新板浮絵忠臣蔵』、

文化 3年『仮名手本忠臣蔵』を参照のこと。 

☆〈かなでほん忠臣蔵 二だん目〉（23.2×17.3） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 四だん目〉（22.8×17.5） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 五だん目〉（22.7×17.3） 

●錦絵『仮名
か な

手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（文化元年～4 年〈1804～07〉。中判。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「十二段」あることと、段により表記がひらがなになっている。内容は寛政 10年『新板

浮絵忠臣蔵』、文化 3年『仮名手本忠臣蔵』を参照のこと。 

☆〈仮名手本忠臣蔵 初段 つるがおか〉（「鶴ヶ岡」23.0×17.5） 

☆〈かなてほん忠臣蔵 二段 松きり〉（「松切り」22.9×17.3） 

☆〈かなてほん忠臣蔵 三段目 けんくハのまく〉（「喧嘩の幕」23.0×17.5） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 四段め あふぎがやつ〉（「扇が谷」23.0×17.5） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 五段目 山さきのたん〉（「山崎の譚」23.0×17.5） 

☆〈かなでほんちうしんくら 六段め ミう里〉（「身売り」23.1×17.5）身売りの段。

京の一文字屋に身売りすることになったおかるを迎えの駕篭が屋敷の外で待っている。枕

屏風の前で悲しみくれるおかる。側に帰って来た勘平が腕組みをして立っている。 

☆〈仮名手本忠臣蔵 七段目 あけ屋〉（「揚屋」23.0×17.5） 

☆〈かなてほんちうしん蔵 八たんめ 道行〉（「道行」23.2×17.4） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 九段目 山しな〉（「山科」23.1××17.4） 

☆〈かなてほん忠臣蔵 十段目 天川屋〉（天川屋」23.1×17.1） 

☆〈仮名手本忠臣蔵 十一段目 ようち〉（「夜討」22.7×17.1）討入乱闘の場。 

☆〈仮名手本忠臣蔵 十二段目 ようち〉（「夜討」22.6×16.8）炭小屋・高師直
こうのもろのう

の場。 

●錦絵「見立
み た て

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」（文化元年～8年〈1804～11〉。色紙判丸枠に画。北斎画） 

※丸枠の中に描かれているのが特徴。落款の「北斎」から文化初期～中期の作とした。 

北斎は、他に「見立
み た て

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

」（中判摺物。画狂人北斎画。東

京国立博物館蔵）、「見立
み た て

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

 七段目」（天明年間。縦

長判摺物。春朗画。太田記念美術館蔵）などがある。 

☆〈初段〉物入れの箱の蓋を開け、中の包を見る三人の女。

一人は三味線を持って立っている。 

☆〈三段目〉部屋の中で、女を打擲
ちょうちゃく

しようと、立って手紙を

持った手を振りあげる女を、後ろから腰に手を回して止めよ

うとする女。       見立忠臣蔵三段目（ARC ﾎﾟｰﾀﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ） 

☆〈五段目〉海辺の松の木の側で、貝殻などを笊
ざ る

に入れて売

っている女の前で、蛇の目傘を閉じて持ちながら紐付きの袋を差し出している女。 
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☆〈八段目〉母親と振袖の娘が道標のある道を歩いている。母親は藁苞
わ ら づ と

を下げている。 

☆〈九段目〉雪を被った笹の絵のある屏風の前で、座って身をよじる娘と、その後で 笄
こうがい

のようなものを持って立っている年増
と し ま

。 

☆〈十段目〉長持
な が も ち

に左膝を乗せ、注連縄
し め な わ

のある神棚に手を伸ばしている女。その脇で赤子

を抱いてしゃがみながら女の様子を見ている女。神棚には大福帳が下げられている。 

●錦絵『かな手本
で ほ ん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』（文化元年～10年〈1804～13〉。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版） 

※北斎は本図を含めて「忠臣蔵」を 7 種類描いているという。本図はシンシナティ美術館

所蔵だが、六段目と七段目が所蔵されていないという(『新北斎展図録』ｐ323)。また十

一段目が 2枚ある。 

☆〈初段〉鎌倉の鶴
つ る

ケ岡
お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

で、塩谷
し お や

判官
は ん が ん

の妻顔
か お

世
よ

が新田
に っ た

義
よ し

貞
さ だ

の兜
かぶと

を鑑別していると、

高師直
こ う も ろ の う

が言い寄っている。そこへ若狭
わ か さ の

守
か み

が現れた場面。 

☆〈二段目〉松切りの場。若狭
わ か さ の

守
か み

が加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

に高師直
こうのもろのう

を討つ決意を語る。本蔵はその決

意を受け取った証拠に、縁先のまつの枝を切り、自分の意志を表す場面。 

☆〈三段目〉主人塩谷
し お や

判官
は ん が ん

の身を案じ、早野
は や の

勘
か ん

平
ぺ い

が館の裏門に来る。そこへおかるが来て

勘平と会う。鷺坂
さ ぎ さ か

伴内
ば ん な い

が来ておかるを渡せと迫るが、勘平に投げ飛ばされる場面。 

☆〈四段目〉塩谷
し お や

判官
ほ う が ん

の切腹後、妻の顔
か お

世
よ

の身を案じる家来たちの様子。 

☆〈五段目〉山崎
や ま ざ き

街道の場。おかるの父与市兵衛
よ い ち べ え

、おかるの身売りで得た 50両を斧定九郎
お の さ だ く ろ う

に奪われ殺される。遠景に勘
か ん

平
ぺ い

が千
せ ん

崎
ざ き

弥
や

五
ご

郎
ろ う

に逢い、怪しいものではないと鉄砲を渡し、

同じ家臣であることが分る場面が描かれる。 

☆〈八段目〉道行きの場。大星力
お お ぼ し り き

弥
や

の許嫁
いいなずけ

、加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

の娘小浪
こ な み

と母親の戸
と

無瀬
な せ

が、京

都・山科
や ま し な

の力
り き

弥
や

のもとに行く場面。 

☆〈九段目〉山科
や ま し な

閑居の場。山科の力
り き

弥
や

宅に着いた戸
と

無瀬
な せ

と小浪
こ な み

。父親である加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

は、若狭
わ か さ の

守
か み

が高師直
こうのもろのう

を討つという本懐を止めた男であり、高師直にへつらった男のため、

小浪
こ な み

と大
お お

星
ぼ し

由
ゆ

良
ら

之
の

助
す け

の息子の力
り き

弥
や

との結婚は許されぬと、由良之助の妻お石
い し

から拒否され

る。恥辱の末、戸
と

無瀬
な せ

は小浪
こ な み

を殺して自分も死のうとするところへ、加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

が門口に

現れる場面。 

☆〈十段目〉天川屋
あ ま か わ や

の場。仇討ちに協力し、武具などを調達した堺の天川屋
あ ま か わ や

義
ぎ

平
へ え

の家に浪

人たちが出入りして妻の身が危ないので妻のおそのを離縁する。その後、おそのが去り状

を持って義平の家の門に来る場面。 

☆〈十一段目〉討ち入りの場。浪士たちが高師直
こうのもろのう

の屋敷に押し入ると、「前」とかいてあ

る葛籠
つ づ ら

の蓋を開けて男が出てきた場面。 

☆〈十一段目〉炭部屋本懐の場。炭小屋にいた高師直
こうのもろのう

を三人の浪士が取り囲んでいる場面。

一人は「忠」と書かれた提灯で高師直を照らしている。 

●錦絵「放屁
ほ う ひ

する仕丁
じ ち ょ う

」（「放屁
ほ う ひ

する神人
し ん じ ん

」とも。文化元年～4 年〈1804～07〉。短冊判。

北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※賽銭箱
さ い せ ん ば こ

の後ろに付けられた灯
あかり

り皿
ざ ら

の火に尻を突き出して放屁
ほ う ひ

する男の図。 
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●肉筆画「茶摘図
ち ゃ つ み ず

」（文化元年～10 年〈1804～13〉。絹本着色一枚。東陽北斎席画。印亀

毛蛇足。19.5×26.1 太田記念美術館蔵） 

※襷
たすき

がけをして姉さんかぶりの女が、摘んだ茶を入れた笊
ざ る

を持った上半身の図。 

●肉筆画「鮒図
ふ な ず

」（文化元年～文化10年〈1804～

13〉。紙本淡彩一幅。北斎。印不明印不明。26.2

×38.0 千葉市美術館蔵） 

※笹
さ さ

の枝を鰓
え ら

から口に刺された鮒。体全体は墨の

濃淡で描くが、口には薄い朱を添える。もとは

『肉筆
に く ひ つ

画帖
が じ ょ う

』の一図であったかという考察もある

（「千葉市美術館収蔵品検索システム」より）。                 

鮒図（千葉市美術館） 

●肉筆画「鶏
け い

竹図
ち く ず

」（「竹
ち く

鶏図
け い ず

」とも。文化元年～5 年〈1804～08〉。絹本着色掛軸一幅。

歩月老人北斎画。印亀毛蛇足。110.0×51.0 個人蔵） 

※2016 年 12 月 30 日、デンマークでの競売で東京の美術商が落札。イギリスの建築家・ジ

ョサイア・コンドル（明治期に来日し建築を指導）の所蔵していたもの。石灯籠の上に竹

や豆を背景に二羽の鶏がとまっている図。儒学者太田
お お た

錦
き ん

城
じょう

（1765～

1825）の賛がある。 

※内藤正人・慶応大教授（江戸絵画）は「落款、印、画風、どれも北

斎作と疑う余地はない」と話す。印の状態などから、「北斎」を名乗

って数年ごろの４０代の作品とみる。 

「鶏と竹を描いた北斎の肉筆画は初めて見た。竹の葉の色の変化な

どは浮世絵にはないもので、中国系の（花鳥画を得意とする）南蘋

（なんびん）派の描写を消化した写生画といえる。新鮮な作風で、ま

さに鶏の飛躍のごとく上向きに脂の乗っている時期。できは非常によ

く、貴重な発見だ」と評価する（「朝日新聞」より）。 

※「歩
ほ

月
げ つ

老人
ろ う じ ん

」の号は他では未見。     鶏竹図（太田記念美術館） 

●肉筆画「猿図
さ る ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色小型掛物一幅。北斎。印亀毛

蛇足。37.2×25.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※烏帽子
え ぼ し

を被り御幣
ご へ い

を持って踊る猿の図。陰陽
い ん よ う

五行
ご ぎ ょ う

説で鬼門
き も ん

を守る比叡山
ひ え い ざ ん

の日枝
ひ え

山王
さ ん の う

権現
ご ん げ ん

の使いとして描かれる。寛政 10年(1798)頃にも同題の「猿図」がある。 

●肉筆画「海老図
え び ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本淡彩一幅。北斎筆。印亀毛蛇足。

22.6×29.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※墨と薄い朱色を用いて描く。長い二本の髭
ひ げ

が弧を描くように細く描かれる。余白部分が

広くあるので、賛を入れる予定があったと考えられている。 

●扇面画「朝比奈図
あ さ ひ な ず

扇面
せ ん め ん

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本淡彩扇面。北斎。印亀毛

蛇足。17.7×51.3） 

http://www.asahi.com/topics/word/慶応大学.html
http://www.asahi.com/topics/word/浮世絵.html
http://www.asahi.com/topics/word/花鳥画.html
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjf-MKF2YrXAhUJbrwKHb-2A6IQjRwIBw&url=http://www.sankei.com/photo/story/news/161230/sty1612300008-n1.html&psig=AOvVaw3WEHd22_ONksnQbHe05sWq&ust=1508983847038712
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※布袋のような裸の腹を出して、箱に右肘をかけて頬杖をしている朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

。背中には

長い刀が置かれている。朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

を扱ったものは、黄表紙『朝比奈
あ さ ひ な

御髭
お ひ げ

の塵
ち り

』（寛政 8

年：挿絵）、錦絵「朝日奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

平
たいら

ノ義
よ し

秀
ひ で

」（寛政 3 年～5 年）、摺物「朝比奈
あ さ ひ な

三郎
さ ぶ ろ う

の鏡
かがみ

割
わ

り」（寛政 10年）などがある。 

●肉筆画「ほととぎすを聞
き

く読書
ど く し ょ

美人
び じ ん

図」（文化元年～10 年〈1804～13〉。紙本着色一幅。

無款。116.4×49.7 北斎館蔵） 

※ほぼ直角に首をかしげて読書をする女。着物の胸がはだけてい

る。脇には冊子が数冊積まれている。図上にはほととぎすが一羽飛

んでいる。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の賛が記される。 

ほととぎすを聞く読書美人図（北斎館） 

●肉筆画「西瓜
す い か

と包丁
ほうちょう

」（文化 7 年～15 年〈1810～18〉か。紙本着

色。北斎画。印葛しか。北斎館蔵） 

※天保 10 年（1839）にも「西瓜図」が

ある。 
西瓜と包丁（北斎館） 

●錦絵「東都
と う と

品川
し な が わ

御殿山
ご て ん や ま

」（文化 2 年

～5 年〈1804～08〉。紙本着色。北斎

画。22.4×33.4 西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。太田

記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※文化 2 年『百囀
ももさえずり

』の八丁の一枚を錦絵にしたもの。額縁取りの

絵。図中央に桜の大木があり、木の下では敷物を敷き、三人の男が花見をしている。その

こちら側では三人の子どもが逆立ちをしたり海老反りをして遊んでいる。図右下からの桜

の大木に向かう道にはこれから花見に向かう親子連れや男たちがいる。図左にも花見用の

仮小屋に数人の男女が品川沖を眺めている。海には帆を畳んだ船が七隻浮かんでいる。 

●錦絵「隅
す み

田川
だ が わ

」（文化 3年～8年〈1806～11〉。横大判着色。

かつしか北斎画。25.0×36.6 日本浮世絵博物館蔵） 

※図右に支え木のある橋脚を大きく描き、その下を二人の女を

乗せた猪牙船
ち ょ き ぶ ね

が行く。船頭は艪を踏ん張って漕いでいる。女の

一人は船端
ふ な ば た

から手拭いを水に晒
さ ら

しているもう一人の女は大きな

日傘を背にしている。夏の夕暮れだろうか。空にはすやり霞の

ように茜
あかね

雲
ぐ も

が横にたなびいている。遠くの土手には数人の人物

がいる。川の先には屋根船が一艘浮かんでいる。 

●錦絵「源氏
げ ん じ

物語図
も の が た り ず

」（文化 6 年～7 年〈1809～10〉。絹本着

色。葛飾北斎。印亀毛蛇足。84.5×36.5 ㎝ 太田記念美術館

蔵） 

※光源
ひかるげん

氏
じ

が御簾
み す

の中の女性（朧
おぼろ

月夜
づ き よ

といわれる）を覗いている

図。部屋の中では官女が扇子
せ ん す

を開いて口元に当てている。

大和絵
や ま と え

の吹抜
ふ き ぬ き

屋台
や た い

注の構図で描く。  源氏物語図（太田記念美術館） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjtuLHskPDjAhUSK6YKHUhODewQjRx6BAgBEAQ&url=https://kuriturirekishi.at.webry.info/201208/article_10.html&psig=AOvVaw0mD_URDlweWit7fC9dcwGA&ust=1565245704803153
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注）吹抜
ふ き ぬ け

屋台
や た い

：鳥瞰図的画法で、屋根を取り払って天井から家の中を描く。 

●錦絵『風流東都八景
ふ う り ゅ う え ど は っ け い

』（あるいは「東都」は、そのまま「とうと」と読むか。文化 5 年

～７年〈1808～10〉。縦中判錦絵。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。各 23.1×17.3 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大

学ｻｯｸﾗｰ美術館/名古屋テレビ放送/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※すやり霞をかけた鳥瞰図風画法。画題は横書きでふりがながある。 

☆〈品川
し な が わ

の帰帆
き は ん

〉（北斎画） 

☆〈上野
う え の

の晩鐘
ばんしょう

〉（無款） 

※桜に囲まれた東叡山
と う え い ざ ん

寛永寺
か ん え い じ

と不忍
し の ば ず

の池を俯瞰
ふ か ん

している。池の中央にある弁財天へ渡る太

鼓橋を歩く人々や、池で舟遊びをする人などが描かれる。 

☆〈両国
りょうごく

の秋月
しゅうげつ

〉（高い橋桁
は し げ た

の間を抜けるように進む屋形船な

どが数隻。反
そ

り橋
ば し

風の両国橋の上には傘を開いて渡る人々で埋

め尽くされる。すみだ北斎美術館蔵）   

両国の秋月（すみだ北斎美術館） 

☆〈飛鳥
あ す か

の夕
せ き

照
しょう

〉 

☆〈待乳
ま つ ち

の落雁
ら く が ん

〉（無款） 

※待乳山
ま つ ち や ま

と、その前の今戸
い ま ど

橋
ば し

などを鳥瞰
ちょうかん

画法
が ほ う

で描く。 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

の暮
ぼ

雪
せ つ

〉 

☆〈吉原
よ し わ ら

の夜
や

雨
う

〉 

☆〈浅草
あ さ く さ

の晴嵐
せ い ら ん

〉 

●肉筆画「花魁図
お い ら ん ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本淡彩一幅。葛飾北斎筆。印雷辰。

112.8×26.0 太田記念美術館蔵） 

※北斎は寛政から文化期にかけて多くの花魁図を描いている。本図は

落款と印号から文化 8年頃と思われるが、一応文化中期頃としておきた

い。図は、横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

の花魁が小首を傾げて足元を見ている。裾から高

下駄を履く足が見える。亀甲
き っ こ う

模様の前帯と仕掛
し か け

（打掛
う ち か け

のことを吉原で

はこう呼んだ）の◎を散らした裾
す そ

模様が特徴的。仕掛けの背は墨絵風

に描いている。           

花魁図（太田記念美術館：tamegoro.exblog.jp より） 

●錦絵『東都
と う と

十二景
じ ゅ う に け い

』（文化元年～5 年〈1804～08〉。横小判錦絵揃物。

北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版。各約 11.2×16.9 ヴィクトリア・アルバー

ト博物館/すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/一部太田記念美術館蔵） 

※北斎は〈かんだめうしん〉〈しのはす〉〈五百らかん〉〈おちやの

ミつ〉〈りやうごく〉〈すみだ川〉〈ミめくり〉を描き、勝川
か つ か わ

春亭
しゅんてい

が

〈たかなハ〉〈すみだ川：北斎と別図〉〈あすか山〉〈あさくさ〉

〈よしハら〉〈さかい丁
ちょう

〉〈りやうごく：北斎と別図〉（『長瀬武郎コレクション葛飾北

斎図録』ｐ100より）を描いている。 
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☆〈おちやのミつ〉（11.5×17.5 北斎画。すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※お茶の水の右側の昌平坂
しょうへいざか

を往来する人々。神田川

には一艘の船が浮かぶ。その先には玉川上水の分岐

水道橋の樋
と い

が描かれる。ボストン美術館に本図の画

稿があるという（『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』

ｐ100）。                      おちゃのミつ（すみだ北斎美術館） 

☆〈りやうごく〉（11.4×17.3 無款。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※両国橋を往来する多くの人々。隅田川には屋形船や緒
ち ょ

牙
き

船
ぶ ね

などが数艘行き来している。

ボストン美術館に本図の画稿があるという。同題の春亭の絵もある（『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛

飾北斎図録』ｐ100）。 

☆〈すみだ川〉（11.5×17.4 無款。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美

術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※雪景色の隅田川堤の風景。鈎形
か ぎ が た

に曲がった土手の上を行く人々。同題の春亭の絵もある

（『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』ｐ100）。 

☆〈かんだめうじん〉（無款） 

☆〈しのはす〉（無款） 

☆〈五百らかん〉（無款） 

☆〈ミめくり〉（無款。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●錦絵？「目黒不動
め ぐ ろ ふ ど う

」（横大判 文化 3 年～8 年〈1806～11〉か。かつしか北斎画。25.2

×38.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 

●錦絵『（中判）近江
お う み

八景
は っ け い

』(文化 5 年～7 年〈1808～10〉。享和元年～文化 7 年〈1801～

10〉説あり。中判錦絵 8 図揃物。『銅板
ど う ば ん

近江
お う み

八景
は っ け い

』（文化 8 年）と同画趣だが、描き方や

サイズ違いのもの。全図俯瞰描写。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版) 

※画題は図の右に縦書きで示され、図の上部に和歌が記される。 

☆〈瀬田
せ た

の夕
せ き

照
しょう

〉（23.2×17.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ｻｯｸﾗｰ美術館/

ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島

根県立美術館蔵） 

※図中央に小さく瀬田の唐橋
か ら は し

を往来する人々。手前の山間を歩く

人々。海上には手前に二艘の舟。夕照の趣を朱色のすやり霞で表

す。               瀬田の夕照（すみだ北斎美術館） 

☆〈石山
い し や ま

の秋
あ き

の月
つ き

〉（22.7×16.9。太田記念美術館/ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学

ｻｯｸﾗｰ美術館/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/神戸市立博物館/すみだ北斎

美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館蔵） 
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※崖の上に立つ石山寺の先に満月が描かれる。崖下には琵琶湖が

広がる。寺の舞台と参道に小さく参詣人が描かれる。図の上部に

「石山や にほの海てる 月かけ
げ

ハ 明石
あ か し

も須磨
す ま

も 外
ほ か

ならぬか

は」の和歌が記されている。    石山の秋の月（すみだ北斎美術館） 

☆〈粟津
あ わ づ

の晴嵐
せ い ら ん

〉（23.2×17.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/

ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/島根県立美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※瀬田
せ た

から膳所
ぜ ぜ

にかけて松並木が続いていたという。強風に松の

枝葉がざわめくのを晴嵐と称した。膳所
ぜ ぜ

城
じょう

が彼方に見える道を旅人が数名向かっている。 

☆〈唐嵜
か ら さ き

の夜
よるの

雨
あ め

〉（23.2×17.6 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/島

根県立美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※唐崎神社境内の松の老大木に図左上から斜め右下に激しく雨が降りそそぎ、岸辺には数

艘の舟が舫
も や

っている。 

☆〈比良
ひ ら

の暮
ぼ

雪
せ つ

〉（23．1×17.3 ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※三井寺
み い で ら

に参詣する人々が門の所にいるのを俯瞰して描く。中

央にすやり霞
がすみ

を配している。 

注）すやり霞
がすみ

：大和絵
や ま と え

の手法で、画面の中に横にたなびく霞
かすみ

を

挿入するもの。           比良の暮雪（慶応大学図書館） 

☆〈堅田
か た た

の落雁
ら く が ん

〉（23.2×17.5 島根県立美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/

ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/すみだ北斎美

術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館蔵） 

※琵琶湖の岸辺から湖上に突き出た橋の先には浮
う き

御堂
み ど う

（満月寺
ま ん げ つ じ

）

がある。空飛ぶ雁ではなく、岸辺に舞い降りた雁の群れが小さく

描かれる。       

堅田の落雁（すみだ北斎美術館） 

☆〈矢橋
や ば せ

の帰帆
き は ん

〉（22.6×16.9 すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/島根県立美術館蔵） 

※全体に夕方の色合いの中、帆を下ろ

した船が数隻船着き場に帰ってきている。 

矢橋の帰帆（すみだ北斎美術館） 

☆〈三井
み い

の晩鐘
ばんしょう

〉（23.1×17.4 島根県立美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ｳﾞ

ｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館/太田記念美術館すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館蔵） 

※三井寺
み い で ら

を俯瞰して描く。山門には数名の人がいる。奥には鐘楼

が描かれる。 
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●錦絵『新板
し ん ば ん

近江
お う み

八景
は っ け い

』（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。中判着色。北斎画。版元名記載

なし） 

※画題は図上部に「新板近江八景」とあるが、『近江
お う み

八景
は っ け い

』と同画趣。全図に朱色のすや

り霞が挿入される。 

☆〈瀬田
せ た

の夕
せ き

照
しょう

〉（23.2×17.4 太田記念美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈粟津
あ わ づ

の晴嵐
せ い ら ん

〉（23.2×17.6 太田記念美術館/島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）       粟津の晴嵐（ARC 古典籍ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽ） 

☆〈唐嵜
か ら さ き

の夜
よるの

雨
あ め

〉（23.2×17.6 太田記念美術館/すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈比良
ひ ら

の暮
ぼ

雪
せ つ

〉（22.8×17.2 太田記念美術館/すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

比良の暮雪（すみだ北斎美術館） 

☆〈堅田
か た た

の落雁
ら く が ん

〉（23.2×17.5 太田

記念美術館蔵） 

☆〈矢橋
や ば せ

の帰帆
き は ん

〉（22.6×17.2 太田記念美術館/島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈三井
み い

の晩鐘
ばんしょう

〉（23.1×17.1 太田

記念美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）     

三井の晩鐘（すみだ北斎美術館） 

☆〈石山
い し や ま

の秋月
あきのつき

〉（22.8×17.2 太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※本図と上記〈三井
み い

の晩鐘
ばんしょう

〉は二枚続

きで、切断されないままの二丁掛
に ち ょ う が け

であ

ったという（『ﾋﾟｰﾀﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図

録』より）。 

石山の秋月（mail.aflo.com より） 

●錦絵『（横小判）近江
お う み

八景
は っ け い

』（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。

横判着色。「あハづのせいらん」「からさきのよるのあめ」のみ

北斎画。伊勢屋利兵衞版。各平均 11.5×17.4。すみだ北斎美術館

ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈せたのせきせう〉（無款）      

※瀬田の唐橋を望む湖に二艘の渡し船が浮かぶ。手前の土堤には駕籠に乗る人や荷物を背

負う行商人などがいる。 
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せたのせきせう 

☆〈いし山のあきの月〉（無款） 

※崖に建つ石山寺の下には紅葉が咲いている。 

いし山のあきの月 

 

 

☆〈あハづのせいらん〉（北斎画） 

※城に向かう湖を渡る道を行く旅人たち。馬に乗る男

もいる。 

あはづのせいらん 

 

☆〈からさきのよるのあめ〉（北斎画） 

※巨大な松の前の小

さな鳥居。その前で

掃除をしている思われる男がいる。岸辺には二艘の舟

が浮かぶ。            からさきのよるのあめ 

☆〈ひらのぼせつ〉（無款） 

※雪の積もった道を行く旅人の笠や蓑にも雪が被って

いる。 

ひらのぼせつ 

☆〈かたゝのらくがん〉（無款） 

※多くの雁が岸辺

から飛び立ってい

る。 

  かたゝのらくがん 

☆〈やばせのきはん〉（無款） 

※三隻の舟が船着

き場に戻ってい

る。手前の街道には馬に乗る旅人などが描かれる。     

やばせのきはん 

☆〈みゐのばん

せう〉（無款） 

※三井寺に向かう二人の男や荷物を担ぐ男。寺の庭か

ら伸びる木からは赤い葉が茂っている。            

みゐのばんせう 
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●錦絵『秀逸
しゅういつ

 六玉
ろ く た ま

川
が わ

』注(文化元年～5 年〈1804～08〉。文化 4 年頃とする説あり。中判

錦絵六枚揃物。北斎画。伊勢屋利兵衛
い せ や り へ え

版。東京都江戸東京博物館/ヴィクトリア・アルバ

ート博物館蔵) 

注）平安から鎌倉期に和歌に詠まれた玉川の総称をいう。 

☆〈陸奥
む つ

 千鳥
ち ど り

〉（23.3×17.4「野田
の だ

の玉川」「千鳥
ち ど り

の玉川」とも。太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※川辺に立つ二人の娘。側に傘を閉じて小脇に抱えた供の男。川

辺から飛び立つ千鳥の群れ。  

陸奥 千鳥（https://blog.goo.ne.jp/より） 

☆〈近江
お う み

 はぎ〉（22.2×16.9「萩
は ぎ

の玉川」「近江
お う み

の玉川」と

も） 

※うねるように流れる川の岸辺に立って

右手をかざして何かを眺める娘。側には

縦縞の着物を着た使いの女が弁当の包み

を手にして 跪
ひざまず

いている。岸辺の群生している萩に向かってこち

らに背を向けている供の男。 

近江 はぎ（https://blog.goo.ne.jp/より） 

☆〈山城
や ま し ろ

 井出
い で

〉（22.5×16.9「山吹
や ま ぶ き

の玉川」「井出
い で

の玉川」と

も） 

※大きな琵琶を抱えている男、子どもを背負っていいる男とその

様子に顔を向けている男。馬の手綱を引いている男。仕丁
じ ち ょ う

らしき

男たちが川に足を入れて渡ろうとしている。 

山城 井出（ボストン美術館） 

☆〈津
つ

の国
く に

 打
き

衣
ぬ た

〉（22.5×16.9「擣
と う

衣
い

の玉川」「三島
み し ま

の玉川」

「砧
きぬた

の玉川」「摂津
せ っ つ

の玉川」とも。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

津の国 打衣（江戸東京博物館） 

※野外に敷いた茣蓙
ご ざ

の上に立膝で座り、道具に巻きつけた布を叩

く角隠
つ の か く

しの女。側で畳んだ布を持って立っている角隠
つ の か く

しの女。そ

の女のほうへ子どもが向かっている。 

☆〈紀
き

伊
い

の国 毒
ど く

の玉川〉（23.3×17.7「高野
こ う や

の玉川」とも） 

※滝の様に流れる対岸には「毒の玉川」と書かれた高札が立って

いる。こちら側の岸辺には長袴の官女風の二人の女。一人は袖を

https://blog.goo.ne.jp/
https://blog.goo.ne.jp/
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口元に当て、一人は桧
ひ

扇
おうぎ

の様な物を持って横の女を見ている。二

人の後で茶坊主が両手をあげている。     

紀伊の国 毒の玉川（https://blog.goo.ne.jp より） 

☆〈武蔵手作
む さ し て づ く り

〉（23.0×17.8「調布
ち ょ う ふ

の玉川」とも） 

※岸辺にしゃがんで布をさらしている

角隠しの女。側で干し竿に白布を干し

ている角隠しの女。後ろで臼に入れた

布を両頭の竪
た て

杵
ぎ ね

で叩いている男。  

武蔵手作（ボストン美術館） 

●肉筆画「六歌仙図
ろ っ か せ ん ず

」(文化 3年～5年〈1806～08〉。紙本着色六

幅対。もと押絵貼六曲一双屏風か。左端の大伴
お お と も

黒
く ろ

主
ぬ し

にのみ葛飾北

斎印亀毛蛇足の落款あり。131.1～131.4×53.1～55.5 フリーア

美術館蔵) 

※全図の上部に、薄い朱色を垂らしたような「うち曇り」といわれる画法が使われている。

右図から、 

☆〈喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

〉墨染の法衣に袈裟を羽織り、後ろ向きに赤い杖をついて歩く姿。 

☆〈文屋康秀
ふ ん や の や す ひ で

〉折
お れ

烏帽子
え ぼ し

・狩
か り

衣
ぎ ぬ

姿で、赤い巻鞘を帯びた顎
あ ご

鬚
ひ げ

の康
や す

秀
ひ で

が、遠くを眺めている。 

☆〈在原業平
ありわらのなりひら

〉梓
あずさ

弓
ゆ み

を背負い、縹
はなだ

色
い ろ

の袍
ほ う

（中将の地位を表す）を着るのは、業平図のパタ

ーン。本図では扇形に広がった箙
えびら

に入れた矢を背負っている。 

☆〈小野小町
お の の こ ま ち

〉紅の打
う ち

袴
ばかま

姿、檜
ひ

扇
おうぎ

を持つのは、小野小町図のパターン。 

☆〈僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

〉朱の僧衣で袈裟
け さ

を腕に掛け、中啓
ちゅうけい

と呼ばれる扇を持って立っている。 

☆〈大友黒主
おおとものくろぬし

〉黒の衣冠
い か ん

束帯
そ く た い

姿で、笏
しゃく

を膝に立てて何かを考えている姿。この絵にのみ図

左下に北斎の落款がある。 

●錦絵「道
み ち

の踊
お ど

り」（文化 3 年～7 年〈1806～10〉。掛物。かつしか北斎画。45.5×25.5 

プーシキン美術館蔵） 

※プーシキン美術館では落款を「勝川しの北斎」としているが、こ

の落款を使用した例はないと思われる。「かつしか北斎」の崩し字

を読み間違えた可能性があるとされる。 

ひょっとこの面をつけた男が扇子と紙幣をつけた擂粉木
す り こ ぎ

を持って

踊りながら歩く。後ろから深編笠を被った男が太鼓で拍子を取って

いる。笠にはウラジロが飾られている。その脇では高下駄を履き笠

を被った女が三味線を弾いている。正月の風景。 

道の踊り（プーシキン美術館 Web より） 

●肉筆画「竹
た け

に昼顔図
ひ る が お ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。紙本一幅

着色。北斎。印亀毛蛇足。27.0×37.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵） 

https://blog.goo.ne.jp/
http://www.japaneseprints.ru/full/index.php?id=2669&coll=10931&lang=ja
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※擦ったような筆使いで、図の左下から右上に一気に薄

墨を生かして描いた竹に、蔓
つ る

をからませた昼顔の花が白

と薄紅色に咲いている。竹の根元近くと節は墨を少し濃

く色づけている。      竹に昼顔図（島根県立美術館） 

●屏風絵「春秋
しゅんじゅう

美人図
び じ ん ず

」（文化 7 年～15 年〈1810～

18〉。他に文化 7 年～9 年〈1810～12〉説、文化 3 年～

10〈1806～13〉年説あり。絹本着色双幅。葛飾北斎筆。

印雷震。82.9×33.8 出光美術館蔵） 

※右一幅には、扇子を持つ体を左によじる武家の夫人。背景に緑と黄色を横に引いている。

緑の着物に葵
さ い

花
か

模様がちりばめられ、裾
す そ

は赤い無

地。帯は赤く花模様で後に垂らしている。左一幅に

は、青い縞模様の打ち掛け、白地に赤い花模様の着

物をまとい、花模様のある赤い帯を背に大きく結

び、虫籠を持ち右を向く町家の夫人を描く。二幅と

も鮮やかな色使いの図。 

※落款の「葛飾北斎筆」は二代目北斎注の落款である

ので、同人の作とする説あり。初代北斎は「葛飾北

斎」に続く字は「画」とするという（日本浮世絵博

物館所蔵『北斎』ｐ14 読売新聞社）。 

注）二代目北斎：文化 11 年（1813）に亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

に

北斎号を譲っている。    春秋美人図（出光美術館） 

●肉筆画「千野
ち の

兵庫
ひ ょ う ご

肖像
しょうぞう

」（文化 7年～9年〈1810～ 

12〉。掛幅絹本着色。東陽葛飾北斎辰政写。印雷震。 

78.9×40.8 個人蔵） 

※文机
ふ づ く え

の前に端坐して書物を読む裃
かみしも

姿の武士・千野
ち の

兵庫
ひ ょ う ご

。机の右脇には和時計が置かれ 

ている。机の右には孔雀の羽根と筆を入れた筆筒
ふ で づ つ

が置かれ、兵庫の右腕には鷹がとまって 

いる。兵庫の背後には刀置きに大刀
た ち

が置かれ、その上に布が掛けられている。背景は黄色 

地の塗りつぶし。 

 千野
ち の

兵庫
ひ ょ う ご

(1736～1812)は、信州
しんしゅう

諏訪
す わ

藩の家老。三 

の丸様と呼ばれ藩の政治を取り仕切ったといわる。 

※この絵は、文政 9年（1826）頃にオランダに渡っ 

た北斎工房の数種の作品同様の画趣であるので、あ 

るいは落款は後に加えられたものとも考えられてい 

る。 

千野兵庫肖像（部分：『北斎 東西の架け橋展図録』より転載） 

●肉筆画「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」（文化元年～13 年〈1804～18〉。「白梅図
は く ば い ず

」とも。紙本淡彩額装。北

斎。印辰印政 
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26.2×37.9 千葉市美術館蔵）   梅樹図（千葉市美術館） 

●肉筆画「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」（文化 7 年～11 年：1810～14 絹本

着色一幅。北斎。印雷震。115.0×41.5 ネルソン・アト

キンズ美術館蔵） 

※白梅の古木が画面右下から左上に伸

び、画面中央から右上に弧を描くよう

に伸びて多くの花を咲かせている。 

梅樹図（ﾈﾙｿﾝ･ｱﾄｷﾝｽ美術館） 

●掛軸墨絵「墨
ぼ く

竹図
ち く ず

」（文化 4年～10年：1807～13。紙本墨絵。北斎。

印亀毛蛇足。38.0×26.2 フランス国立図書館蔵） 

※「松・竹・梅・蘭を南画では四
し

君子
く ん し

と称し、習画
し ゅ う が

の手ほどきにその筆

法を学ぶが、この絵もそうした習作か」といわれる（楢崎重宗『秘蔵浮

世絵大観８』図録解説ｐ270）。 

図は、竹の幹が太いものと細いものが二本並べて描かれる。節は濃い

墨で、幹と根元の葉は濃淡のグラデーションで描かれる。 

●肉筆画「花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

」（「桜花
お う か

美人図
び じ ん ず

」とも文化 3 年～7 年。絹本着色

一幅。北斎。印亀毛蛇足。117.3×33.3 静嘉堂文庫美術館蔵） 

※花魁
お い ら ん

の両脇に立つ二人の禿
かむろ

の図。横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

の花魁が小首をかしげて立っ

ている。花魁の右側に飾りのついた角隠しのようなかぶり物を被って立

っている禿
かむろ

と、花魁の左に芥
け

子房
し ぼ う

のような頭に飾り物を付けて立ってい

る禿
かむろ

。図の上部には房のように集まった桜の花が、浮いているように描

かれる。                 花魁と禿（静嘉堂文庫美術館） 

●肉筆画「夏粧
か し ょ う

美人
び じ ん

図」（文化 7 年～12 年〈1810～15〉。掛装絹本着色

一幅。北斎戴斗。印亀毛蛇足。72.0×29.9 東京芸術大学芸術資料館

蔵） 

※制作年不明だが、従来、亀毛蛇足印を使い始めた

早い時期の作といわれる。但し、亀毛蛇足印は享和 2

年（1802）から文化 12 年（1815）頃まで使用してい

るが、北斎戴斗の落款は文化 7 年（1810）から文政 2

年（1819）頃の使用であるので文化 7 年から文化 12

年頃の作とする。 

※膝を立て体を左にねじり、左腕を畳みについて座

り、団扇
う ち わ

を手にする女。足元には金魚鉢がある。      

夏粧美人図（東京芸術大学芸術資料館） 

 

 

●屏風絵肉筆画「鶴鸛図
か く じ ゃ く ず

」（「鶴
つ る

鸛図
こうのとりず

」とも。文化 7年～15年〈1810～18〉。絹本着色二 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi-65T_r-LeAhWLwrwKHU-KBAkQjRx6BAgBEAU&url=https://aucview.aucfan.com/yahoo/g211988751/&psig=AOvVaw1xbw9SjOHOF62FW6oyGsTd&ust=1542782813328697
javascript:sw_pict_l()
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曲一叟屏風図。北斎筆。印雷震。25･1×155･8 鎌倉国宝館：氏家浮世絵コレクション蔵） 

※右図に五羽の鶴、左図に二羽のコウノトリの飛翔を描く。 

鶴鸛図（氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●団扇絵「菖蒲
し ょ う ぶ

に鯉
こ い

図
ず

」(文化 6 年～10 年〈1809～13〉。団扇絵着色。北斎画。ボストン

美術館蔵) 

※水垣の側に咲く菖蒲を横に、水草の浮かぶ水面を泳ぐ一

匹の鯉。            菖蒲に鯉（ボストン美術館） 

●肉筆画「糸瓜
へ ち ま

に雀図
す ず め ず

」（文化 6 年

～10 年〈1809～13〉絹本着色一幅。

北斎。印亀毛蛇足。35.5×25.0 摘

水軒記念文化振興財団：府中市美術

館寄託） 

※図右に水墨画の様に縦長の糸瓜を描き。図左に雀を描く。 

糸瓜に雀図（府中市美術館寄託） 

 

 

【「潮干狩図」の謎】 

※北斎の「潮干狩
し お ひ が り

（図）」は文化期にいくつか描かれているが、資料が混在しているので、

更に検討を要する。寛政 5 年～9 年〈舳先
へ さ き

の下の子どもと亀判〉と、寛政 5 年～9 年（摺

物：しがみつく子ども判）、享和～文化〈摺物：巨大な朝日判〉、文化 3 年（摺物：花見

判）、文化 3 年～10 年（掛幅判）、（摺物：亀と舟の後部判）、文化 4 年～7 年（重文

判）、文政 3 年～天保 5 年（多人数判）、年代不詳（摺物：手を引かれる子ども判）、

「先ノ宗理北斎画」の落款（シカゴ美術館）のある摺物（文化庁の「国指定文化財等デー

タベース」の解説による）など「潮干狩図」を描いている。各図の区別のため、その特徴

を示す〈～判〉を仮に付した。 

●肉筆画「潮干狩図
し お ひ が り ず

」〈掛幅判〉（文化 3 年～10 年〈1806～13〉。掛幅一幅。絹本着色。

葛飾北斎。萬野美術館蔵） 

※干潟
ヒ ガ タ

で多くの男女が潮干狩りをしている光景。図の手前では、男が笊
ざ る

を頭上に持ち

上げ、もう一人の男は貝の入った笊を抱えるように持っている。水辺に男の子が二人

入り、貝を漁っている。そばには三人の女たちが立っている。画面奥の干潟でも多く

の人が潮干狩りをしている。背景には富士山が描かれる。 

http://liveatloft.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/2014/10/25/b2_2.jpg
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●摺物「潮干狩図
し お ひ が り ず

」〈亀と舟の後部判〉（文化 3 年～10 年〈1806～1813〉。横長判。紙本

着色。摺物。かつしか北斎画。19.4×52.8 北斎館/東京国立博物館蔵） 

※図の左に三隻の船が浮かび、手前の干潟
ひ が た

では 褌
ふんどし

姿の男と、尻
し り

はしょりをした男が腰を

かがめて貝を漁
あ さ

っている。その右では手拭を被った女が笊
ざ る

を砂に入れて貝を漁
あ さ

っている。

さらにその右では、左手に笊
ざ る

を持ち、右手を上げて何かを指し示している。その横には笊
ざ る

を両手に持って立っている女と、亀を手にしている子どもがいる。図の右端には浜に打ち

上げた舟の後部が描かれる。 

●摺物「潮干狩図
し お ひ か ず

」〈手を引かれる子ども判〉（年代不明。横長判。摺物。東京国立博物

館蔵） 

※笊
ざ る

の貝を持ちあげようとしている二人の男。子

どもの手を引く母親。裾
す そ

をはしょって右手を口元

に上げ立っている女。その右

では、尻
し り

端折
は し ょ

りをした下男が

屈んで貝を掬
す く

っている。さら

にその右では腰まで水に入っ

て両手を突き出している男が

いる。沖には数艘の舟が浮かぶ。      潮干狩図（手を引かれる子ども判：東京国立博物館） 

【北斎作品の重要文化財指定第 1 号】 

●肉筆画「潮干狩図
し お ひ が り ず

」〈重文判〉（文化 4年～7年。『日本美術全集 15』では文化 10年頃

（1813）としている。絹本着色一幅。葛飾北斎。印亀毛蛇足 54.7×86.5 大阪市立美術

館蔵。重要文化財） 

潮干狩図（重文判：大阪市立美術館） 

※近景の土坡
ど は

は墨による漢画法で、円形の富士山、山、雲、空は油彩式と明暗法による西

洋画法を用いている。品川の光景といわれる。笊
ざ る

を持って角隠し風に手拭を被った女三人

の側で、腰を屈めて貝を掘る子ども三人。図の右には、棒に笠をくくりつけて船尾に立て

ている。三人の女の背後では盥
たらい

に貝を入れた桶を頭上に掲げている男がいる。真ん中の女

の背後で、貝を漁る子供たちを指差している子供もいる。沖の干拓地でも潮干狩りをする

男たちと女たち。沖には帆を降ろした船が数隻浮かんでいる。背景には雪に覆われた富士

山が描かれる。 
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※「（略）斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

編『東都歳時記』春・下・三月条（天保 3 年：1832 刊）では、深川洲

崎の汐干狩の絵に続けて、当時の潮干狩の様子を紹介している。 

「汐干狩は三月から四月、其
そ の

内
う ち

三月三日を 節
ほどよし

とす。（略）芝浦
し ば う ら

・高輪
た か な わ

・品川
し な が わ

沖
お き

・佃
つくだ

島
じ ま

沖
お き

・深川
ふ か が わ

洲崎
す さ き

・中川
な か が わ

の沖、早
そ う

旦
た ん

（朝）より船に乗じてはるかの沖に至る。卯
う

の刻（午前６

時ごろ）過
す ぎ

より引始めて、午
う ま

の半刻（正午ごろ）には海底陸地と変ず。ここにおりたちて

蛎
か き

蛤
はまぐり

を拾ひ、砂中にひらめをふみ、引残りたる浅汐に小魚を得て宴を催せり」（ルビ・

句読点・注は筆者による）。 

※平成 9 年（1997）9 月 17 日、本図が北斎作品中初めての重要文化財に指定された。文化

庁の「国指定文化財等データベース」には次の記載がある。 

「本図の『亀毛蛇足』印は、上限は享和三年（一八〇三）：狂歌絵本『夷歌月微妙
ひ な う た つ き く わ し

』にあ

るので、少なくともこの年以前に遡る。 

 同印（「亀毛蛇足」印）を門人北明
ほ く め い

に譲るという墨書のある『鯉魚図
り ぎ ょ ず

』（埼玉県立博物

館）が文化十年（一八一三）の作であることから、この頃までは確実に用いていたと推測

できる。同印を有する作品は少なくとも五十点余が知られており、印の周囲の長方郭が次

第に欠損していくことが指定されている。（略） 

 三人のうちには眉をそり落した年輩の女、桜の模様の小袖を着た年長の娘、黒地の振り

袖を着た若い娘と、衣装風俗に巧みに年齢の差が表現されており、裕福な町方の母親と子

どもたちが三月三日の潮干狩に興じる様子を表したものかとみえる。女たちを含めた右側

の人物群が一様に砂の上の貝に注意を向け、左側の少年たちは砂を掘る手元に関心を集中

することにより画面に緊張感がもたらされている。 

 北斎は摺物や版画で同様の主題を何度か制作しており、本図よりさかのぼる『宗理画』

（東京国立博物館）あるいは『先ノ宗理北斎画』落款（シカゴ美術館）のある摺物等には

同種の図様が見いだされる。（略） 

 北斎はあらゆる日本人画家のうちで世界的に最も知られており、外国での研究も盛んに

行われているが、本図は、北斎の美人画、風俗表現および風景表現の特質が融合した希有

な作例として、数ある北斎の肉筆画中でもことに高い評価を得ている作品である」 

●扇面肉筆画「猪口
ち ょ く

とほおずき図
ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～～13〉。紙本中判着色扇一

本。北斎筆。印辰印政。山
や ま

城
し ろ

屋
や

版。17･6×46.0 太田記念美術館蔵） 

※白地の扇面に、山水画風に家並みと森、遠景に山並みの絵付けがされた茶碗を描く。茶

碗の上に赤く日の丸が描かれている。  猪口とほおずき図（太田記念美術館）  拡大部分 



434 

 

●肉筆画「大黒
だ い こ く

に二股
ふ た ま た

大根図
だ い こ ん ず

」（「二股
ふ た ま た

大根
だ い こ ん

と大黒図
だ い こ く ず

」とも。文化 5 年

～10 年〈1808～13〉。紙本着色一幅。葛飾北斎筆。印亀毛蛇足。58.4×

25.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二股大根は、甲子
き の え ね

待
ま

ち（甲子
き の え ね

の日に商売繁盛を願って大黒天
だ い こ く て ん

を祀
ま つ

る）

の日に供される。図は、巨大な二股大根に首を挟んで担ぎあげている大

黒天を描く。本図はフランスの作家・エドモ・ド・ゴンクールの旧蔵品

という(『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録』ｐ195)                

大黒に二股大根図（島県立美術館） 

●扇面肉筆画「桔梗図
き き ょ う ず

」（文化 7 年～11 年（〈1810～14〉。紙本着色扇

面一面。掛幅。北斎戴斗筆。印ふもとのさと。55･6×26.8 北斎館蔵） 

※扇を縦にして描いた図。二本の茎が長く上に伸

び、その先端に蕾
つぼみ

も含めて花が咲く。茎の根
ね

もと

近くでも薄藍
う す あ い

の花と白い花を咲かせている。 

桔梗図（北斎館） 

●扇面肉筆画「箱
は こ

にもたれる美人図
び じ ん ず

」（「芸者図
げ い し ゃ ず

」とも。文化 5 年

～10 年〈1808～13〉。紙本着色扇面一面。北斎画。印辰印政。22.3

×47.3 東京国立博物館蔵）     

※団扇
う ち わ

を持ったまま、大きな

黒い箱（三味線箱か）に肘を

ついてもたれている美人。鶯

の声を聞いている常套的なポーズという解説もあ

る。     箱にもたれる美人図（部分：東京国立博物館） 

●肉筆画「宝尽
たからづく

し図
ず

」（文化 5 年～10 年：1808～

13。紙本一幅。北斎。印辰印政。37.0×25.5 島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）    

※隠
か く

れ蓑
み の

を着、宝珠
ほ う じ ゅ

を転がし、鉤
か ぎ

を背負い、隠
か く

れ笠
が さ

（市女
い ち め

笠
が さ

）

を被るように、めでたいものを組み合わせて人物のように描く。

蓑
み の

笠で災厄から身を隠し、鉤
か ぎ

で宝の蔵を開け、宝珠
ほ う じ ゅ

で願いをか

なえる事を象徴する。めでたい宝物を描くのを「宝尽
たからづく

し図
ず

」と

いう（永田生慈『北斎クローズアップⅠ』東京美術 ｐ30） 

宝尽し図（島根県立美術館） 

●扇面肉筆画「布袋図
ほ て い ず

」(文化 5 年～10 年〈1808～13〉。紙本着

色扇面一面。葛飾北斎筆。印辰印政。23.0×48.8 島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※身長より大きな袋の上で仰向けに太った腹を突き出して眠る

布袋の図。 
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●肉筆画「布袋図
ほ て い ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。絹本着色一

幅。葛飾北斎。印亀毛蛇足。115.2×29.7 すみだ北斎美術館蔵） 

※大きな袋に腰掛けて笛を吹く上半身裸の布袋の図。袋の側に墨摺

の笹。図の上部の薄い墨摺りの山には、小さく一匹の鹿が描かれ

る。                  布袋図（すみだ北斎美術館） 

【為一翁は曲画を善す】 

●肉筆画「逆筆
ぎゃくひつ

布袋図
ほ て い ず

」（文化 7 年～11 年〈1810～14〉。淡彩紙

本一幅。戴斗逆筆。33.6×46.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「逆筆
ぎゃくひつ

」とは、書道では一般的に「起筆における筆の入り方の一

種で、進行方向とは反対の方向に筆を入れ、進行方向に対して穂先

を押していくように軸をやや反対に傾ける気持ちで書くこと。軸で

はなく毛の方を先行して書く方法」と説明される。但し、北斎がど

のように描いたかは不明で、通常の描く位置と逆の位置から、全て

逆に筆を進める描き方をしたのかもしれない。曲描
きょくがき

の一種。 

『浮世絵類考』（仲田勝之助編校 岩波文庫）には斎藤月岑の増

補版の記述を載せている。 

「伝に曰
いわく

、為一翁は曲画を善
よ く

す。（升
ま す

玉子
た ま ご

徳利
と っ く り

筥
ば こ

すべて器財
き ざ い

に

墨をつけて画
え

をかく）、左
さ

筆
ひ つ

も妙
た え

なり、下より上へ書き上ぐる逆画
ぎ ゃ く が

をかけり、中にも爪にて墨をすくひかく画
え

は勝れて妙
た え

なり、筆にて

画
か き

たるが如し、画
え が

く処をみざればその実
じ つ

をしるべからず」（ｐ147 

ルビは筆者） 

布袋
ほ て い

が大きな袋に寄りか

かるようにして、団扇
う ち わ

の柄で背中を掻
か

いている。団

扇に付けた布だけが薄朱色で、全体は薄墨色で描か

れている。北斎は弘化元年（1844）にも「逆筆
ぎゃくひつ

布袋図
ほ て い ず

」を描いている。      

逆筆布袋図（『真北斎展図録』より転載） 

●錦絵『鳥羽
と ば

絵
え

集
しゅう

会
か い

』（「鳥羽
と ば

絵集
え し ゅ う

」とも。文化 8 年～11年〈1811～13〉。横中判錦絵揃

物。北斎画。山城屋
や ま し ろ や

藤
と う

右衛門
え も ん

の行事印。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版） 

※全 21 図。現在 19 図が確認されているという（2018 年『江戸の戯画展』図録 P244）。

鳥羽
と ば

絵
え

は、鳥羽
と ば

僧正
そうじょう

の「鳥獣
ちょうじゅう

戯画
ぎ が

」のような絵を指すが、一般的には江戸中期に京都で画

かれ始めた滑稽
こ っ け い

洒脱
し ゃ だ つ

な絵を指していう。手足が異常に長い人物が特徴。いくつかの絵は

『軽筆
け い ひ つ

鳥羽車
と ば く る ま

』（大岡春卜
おおおかしゅんぼく

画か。亨保 5 年：1720。三巻一冊）からの影響が指摘されてい

る。後年の『北斎漫画』に繋がる。 

https://shodo-kanji.com/word/w_kihitsu.html
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北斎より少し前に耳
に

鳥
ちょう

斎
さ い

（筆者注：大坂の浮世絵師。享和 3 年：1803 没）が鳥羽絵を描

いて評判を取ったが、北斎の鳥羽絵は余り評判とならなかった。また太った人物戯画を描

いて「狂画葛飾振
き ょ う が か つ し か ぶ り

」と名づけたが、これも評判とならなかったという（『北斎美術館３ 

美人画』ｐ107）。 

☆〈くつろぐ中間
ちゅうげん

〉（22.6×16.5 ベルギー王立美術歴史博

物館蔵） 

※中間
ちゅうげん

三人が店の床几
し ょ う ぎ

に腰掛け大あくびをしている。その内

の一人は両手を挙げて背伸びしている。店の側の立看板
た て か ん ば ん

には

「鳥羽
と ば

絵
え

集会
しゅうかい

」と画題
が だ い

が記されている。 

くつろぐ中間（「名品揃物浮世絵 9 北斎Ⅱ」ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾒｲﾝ美術館より） 

☆〈久米
く め の

仙人
せ ん に ん

〉（22.7×16.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮ

ﾝ） 

※盥
たらい

で洗濯をしている女の着物の裾を持ちあげようとしなが

ら、空から逆様に落ちて来る久米仙人。持っていた軍配が手放されて空中に浮かんでいる。 

☆〈道
ど う

成寺
じ ょ う じ

〉（22.4×16.9 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※道成寺の釣鐘の下でおどけた格好の二人の小坊主。その前の格子門の外側に立つ娘。 

☆〈助
す け

六
ろ く

の股
ま た

をくぐる男〉（22.2×16.1 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※蛇の目傘を広げ、白い越中 褌
ふんどし

を前に垂らして足を広げる助六の股をくぐる脇差
わ き ざ し

を差し

た男。 

☆〈身づくろい〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※衝立
つ い た て

のこちら側で、鏡の前に坐り長い髪をといてもらう女

と、櫛
く し

をくわえてその女の髪をとく女。その脇でカミソリで顔

を剃っている女がいる。 身づくろい（ベルギー王立美術歴史博物館） 

〈出語
で が た

り〉（22.9×16.9 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※三人の唄い方の男の声に合わせ

て、刀を落
お

とし差
ざ

しにした男と、膝

をついて反
そ

り返って踊る女。「歌舞

伎」で、竹本
た け も と

（義太夫語
ぎ だ ゆ う が た

り）は、舞台上手の上の「床
ゆ か

」と呼ば

れる場所で御簾
み す

を下ろして演奏するのが一般的だが、特別に舞

台に出て演奏することを「出語り」という。 

出語り（ベルギー王立美術歴史博物館） 

☆〈お稽古
け い こ

〉（22.8×16.8 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※三味線
し ゃ み せ ん

を弾
ひ

く女
おんな

師匠
し し ょ う

の前で、扇子
せ ん す

で拍子
ひ ょ う し

を取りながら唄
う た

の

稽古
け い こ

をする男たち。壁
か べ

には弟子
で し

の名を記した札
ふ だ

が掛
か

けられている。      
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お稽古（ベルギー王立美術歴史博物館） 

☆〈魚頭
ぎ ょ と う

観音〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※鰯
いわし

の頭も信心からの図。大きな魚

の頭を拝む人たち。『軽筆
け い ひ つ

鳥羽車
と ば く る ま

』

の影響あり。     

魚頭観音（ベルギー王立美術歴史博物館） 

☆〈鉦叩
か ね た た

き〉（「戸塚
と つ か

宿
じゅく

」とも。

22.4×16.9 ベルギー王立美術歴史

博物館蔵） 

※「戸塚
と つ か

宿
じゅく

 右かまくらみち」の表記のある道標の前で鉦
か ね

叩
た た

き

に銭
ぜ に

を寄進する男たち。一人は銭緡
ぜ に さ し

（穴あき銭に紐を通して纏
ま と

めたもの）を上に差し上げている。 

☆〈見立
み た て

礼拝
ら い は い

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※結跏趺
け っ か ふ

坐
ざ

の形に坐る女を仏像に見立て、盆の上に塩を盛り、数珠
じ ゅ ず

を持って有難く礼拝す

る男たち。賽銭
さ い せ ん

に見立てた銭
ぜ に

やおひねりが置かれている。 

☆〈転
こ ろ

ぶ駕篭
か ご

舁
か き

〉（22.7×16.8 ベルギー王立美術歴史博物館/中右ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※前の駕篭かきが柱にぶつかりバランスを崩し、後ろの駕篭
か ご

かき

が転び、傾いた駕篭
か ご

の客侍が落ちそうになっている。 

転ぶ駕籠   舁き（「名品揃物浮世絵 9 北斎Ⅱ」ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾒｲﾝ美術館より） 

☆〈柱
はしら

くぐり〉（〈胎内
た い な い

くぐり〉とも。22.9×16.5 島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※柱くぐりは、柱の穴などを潜り、蘇生
そ せ い

を願う禊祓
みそぎはらい

などの信仰。図は、踏み台

になっている男の背に足を掛けて大柱
おおばしら

の

穴を潜り抜けようとしている男が、うま

く抜けられなくなっている様子を描く。傍らでは同行の男があき

れ顔で立っている。 

柱くぐり（「名品揃物浮世絵 9 北斎Ⅱ」ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾒｲﾝ美術館より） 

☆〈川渡
か わ わ た

し〉（23.1×16.8 ベルギー

王立美術歴史博物館蔵） 

※太った女を背負って川を渡る人足と、それを肩で後押しする

人足。その向こうでは、荷物を肩に担いで川を渡る人足。 

川渡し（「名品揃物浮世絵 9 北斎Ⅱ」ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾄﾞﾒｲﾝ美術館より） 

☆〈夫婦
ふ う ふ

の団欒
だ ん ら ん

〉(「一家
い っ か

の団欒
だ ん ら ん

」とも。22.8×16.7 ベルギー

王立美術歴史博物館蔵） 
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※「鳥羽
と ば

」と大書した屏風に着物が掛かり、その前に布団が畳んである。それを背にして、

行燈
あ ん ど ん

の陰から顔をのぞかせる子を両膝を抱えて楽しそうに見ている夫婦。 

☆〈酒盛
さ か も

り〉（「酒宴
し ゅ え ん

」とも。22.7×16.8 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※刺身の皿を前にして酒盛りをしている三人の男。女房が茶碗で

辛子
か ら し

を懸命に練っている。男の一人は辛子が効いたのか、鼻をつ

まんでいる。周りには、伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の定紋が記された三本の徳

利と「鳥羽」と書かれた屏風がある。 

酒盛り（ベルギー王立美術歴史博物館） 

☆〈門
か ど

付
づ け

の瞽
ご

女
ぜ

〉（22.6×16.8 ベルギー王立美術歴史博物館/島

根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の、山形に「林」の伊勢屋の定紋のある店先で、三味線を持つ二人と、杖

を突いて歌う瞽
ご

女
ぜ

たち。側では犬が吠えている。 

☆〈喧嘩
け ん か

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※上半身裸の女の髪を引っ張り、棒で叩こうとする男を止めに入る二人の男。後ろでうろ

たえている男は間男
ま お と こ

か。床には茶碗が割れて転がっている。 

●錦絵『風流
ふうりゅう

おどけ百句
ひ ゃ っ く

』（文化 8 年～11 年〈1811～14〉。滑稽な画で描かれる。横小判

淡彩。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版） 

※現在 39図報告されているという（2018年『江戸の戯画展』図録ｐ245）。 

謎かけのある絵を分類し『謎
な ぞ

かけ戯画集』として別本とする説が有力だが、画集や所蔵

館によっては、両本を区別せず『風流おどけ百句』に全ての絵を所収しているものもある。

全何図かは不明だが、題名から 100句が予定されていたか。 

☆〈井戸替
い ど か え

〉（11.5×17.4 北斎館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※井戸の底の泥などを汲
く

み出す網
あ み

を滑
か っ

車
し ゃ

を使って引き揚
あ

げる二人の男と、井戸に垂
た

らした

網
あ み

を両手で操
あやつ

る男。狂句「井戸替
か

えに下女くれぐれも銀ながし」は、井戸に落とした銀流

しの簪などもくれぐれも探してほしいの意。「銀流し」は、水銀に砥
と

粉
の こ

を混ぜて金属に擦

りつけて銀色に仕上げ、装身具に利用した。はがれやすいところから、見かけだおしの意

味でも用いる。 

☆〈かたつむり〉（11.5×17.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※巨大な蝸牛
かたつむり

を「色」の字が記されている提灯
ちょうちん

を差し出して恐る恐る見ている男。側で

独鈷
と っ こ

の杖
つ え

を立てて眺めている男。文化 7 年の『己痴羣夢多字尽
お の が ば か む ら む だ じ づ く し

』にも同様の絵がある。狂

句はない。 

☆〈あんまとり〉（11.8×17.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※按摩
あ ん ま

に頭を揉ませる男。その男に煙管を差し出す宿の女。「盃を手渡しにするあん満
ま

と

里
り

」 
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あんまとり（www//osaka-art-museum.jp

より） 

☆〈御慶
ぎ ょ け い

〉（大英博物館蔵） 

※正月の酒宴

の後、泥酔し

て歩けない裃

姿の侍が供の男に腰を支えられ、もう一人の小奴が

前で支えられながら門松に向けて挨拶している。

「酒呑
さ け の み

ハ御慶
ぎ ょ け い

に節をつけている」。「御慶
ぎ ょ け い

」は祝い

の挨拶のこと。   

御慶（大英博物館） 

☆〈むかい酒〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※手足の長い男女が向かい酒をする図。亭主が女房に酒徳利を差し出している。「一升
いっしょう

の

女房ねがふむかい酒」 

☆〈若
わ か

い信女
し ん に ょ

〉（〈つつはらみ〉とも。11.5×16.4 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「信女
し ん に ょ

」とは、仏教で、五戒
ご か い

を受けた在家の女性

の信者。優
ゆ う

婆
ば

夷
い

とも。着物をはだけ、孕
は ら

んだ腹を突

き出している女のまえで、両手を突き出して驚いて

いる男。「とんだ事
こ と

若
わ か

いしん女
に ょ

がつつぱらみ」 

つっぱらみ（島根県立美術館） 

☆〈妊婦
に ん ぷ

〉（11.4×17.3 北斎館蔵） 

※大きな腹に腹帯をした妊婦が悲しそうに右袖を顔に当てて座っている。側で老婆が長煙

管を持って妊婦を見ている。呆れたような、困った様な表情で額に手を当ててのけぞって

いる男もいる。「其
そ の

様
よ う

に誰にされたと下女がやど」。 

☆〈いくじなし〉（〈夫婦〉とも。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※擂
す

り鉢
ば ち

ごと回して擂
す

っている胸のはだけた女を、

後ろで煙管を持って笑いながら見ている男。「摺
す

り

鉢
ば ち

をおつかけまわすいくぢなし」 

いくじなし（島根県立美術館） 
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☆〈瓜
う り

の皮
か わ

〉（11.0×16.9 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵 

※茣蓙
ご ざ

の上に瓜
う り

を並べて売る男。側で買った瓜を丸

ごと食べている男。その前ですべって仰向けにひっ

くり変えている男。「炎天
え ん て ん

にすべるをみれば瓜
う り

の皮
か わ

」 

瓜の皮（すみだ北斎美術館） 

☆〈玉
た ま

簾
すだれ

〉（〈まっぱだか〉とも。11.5×17.4 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※向こうむきで裸で三味線を弾く男。その横で、台

本を見て 褌
ふんどし

一枚で浄瑠璃を歌う男。「玉
た ま

簾
だ れ

の内に

ぞゆかしきまっぱだか」 

玉簾（www//osaka-art-museum.jpより） 

☆〈天竺
て ん じ く

浪人
ろ う に ん

〉 

※天竺
て ん じ く

浪人
ろ う に ん

とは、住所不定の浮浪人のこと。図は、

雲に乗る浪人と二人の中間
ちゅうげん

（実は雲助
く も す け

）。 

☆〈皮きり〉（〈見せられず〉とも。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）         

※女に灸
きゅう

を据えられる男の情けない表情。「皮きり」

とは、最初に据えるお灸のこと。「皮切りの顔わ
マ マ

女に

みせられず」      

皮きり（島根県立美術館） 

☆〈ひざがしら〉 

※髪結
か み ゆ

いに髪を整えさせる男と鏡を見る男。 

 

☆〈芋
い も

〉（「大
お お

つくね芋
い も

おろし」とも。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館蔵） 

※巨大なおろし金で巨大な山芋を男が二人がかりで擦

りおろしている。側では、擦られた芋に足を取られて

仰向けに転んでいる男がいる。「とや切
き

らん斯
そ

や切
き

ら

んとつくね芋
い も

」 

芋（大英博物館：Snorql for Japan Search より） 

☆〈下手のまり〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※男が鞠を蹴り上げたが、履いていた右足の草履が脱げ、鞠は侍の顔に当たっている。二

人の間で小奴が驚いて両手を上げている。「下手のまりはやくよこせとせがまれる」 

☆〈万能
ば ん の う

膏
こ う

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「紅毛
こ う も う

伝法
で ん ぽ う

 万能
ば ん の う

膏
こ う

」と大書きした衝立
つ い た て

の前に、ひっくり返って足を上げ、万能
ば ん の う

膏
こ う

の入

った鍋を引っ掛けている男。火鉢
ひ ば ち

の前では両手を差し出して驚いている女。「馬鹿なけが

万能
ば ん の う

膏
こ う

で焼けどなり」とあり、何にでも効くという万能
ば ん の う

膏
こ う

をつけたら、かえってやけどに

なったの意。 
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☆〈夜
よ る

鷹
た か

に旦那
だ ん な

〉（すみだ北斎美術館） 

※材木の立てられている側で手拭を被った夜鷹が、通りすぎようとする男の着物を引っ張

って呼び込もうとしている。夜鷹の足元には、煙管を銜
く わ

え巾着
きんちゃく

を手にした男がしゃがみこ

んでいる。「商売に武士つき合と夜鷹いゝ」 

☆〈きつねつき〉（すみだ北斎美術館） 

※男が膝をついて鉦
か ね

と数珠
じ ゅ ず

を持って囃
はやし

ている前で男が狐
きつね

憑
つ

きになったように足と腕を振り

上げて踊っている。「きつねつききぬけのされてつねのひと」 

☆〈いやな下女
げ じ ょ

〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※下女が二人、朝の化粧をしている。一人はお歯黒をしている最中で、もう一人は 跪
ひざまず

い

て鏡の前で化粧をしている。下品な額つくりにしているので上品な富士
ふ じ

額
びたい

ならぬ浅間
あ さ ま

額
びたい

に

なっているというもの。「いやな下女浅間
あ さ ま

びたひにつくるなり」 

☆〈にくみ口
ぐ ち

〉（大英博物館蔵） 

※女房が座敷箒
ぼうき

を抱えて夫らしき男を部屋から掃

き出そうとしている。男は仰向けになって股の間か

ら両手を出して手を合わせている。脇には化粧箱が

倒れ櫛が転がり出ている。「にくみ口はき出すやつ

く
や つ

（？）しゅろ箒
ぼうき

」。しゅろ箒は、棕櫚
し ゅ ろ

の葉を束

ねて作った箒。       にくみ口（大英博物館） 

☆〈編み笠の男と奴二人〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※編み笠を被った侍が手にした扇の先を土下座する二人の奴に向けて何か言っている。狂

句はなし。 

☆〈やすもの〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※太鼓腹の男が飯を食べている。その側で女房が空になったお櫃を持って立っている。

「やすものゝめしうしないは喰
く ら

いぬけ」。 

☆〈乳母
う ば

こまり〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※乳母の背中の子どもを風車であやす男。座ってそれを見ている子ども。「朝はとうから

お●●
判 読 不 能

乳母こまり」。 

☆〈縛
し ば

られる泥棒
ど ろ ぼ う

〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※藁笠を被った泥棒が盗んだ着物を抱えて逃げようとするが、蒲団に跪きながら泥棒の褌

の先を掴んで逃がさないように引っ張っている亭主。その側で、何も気づかない女房が灯

りに火をつけようとしている。「泥棒もしばって置けば咄する」。 

☆〈評判
ひょうばん

の悪
わ る

さ〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※旨をはだけて開いた手紙を持ち、片方の長煙管を下女に差し向けている女房。 跪
ひざまず

く下

女は袖を顔に当てながら右手で女房の持つ手紙を指さしている。「評判のわるさ女房と下

女が論」。 

☆〈糸目
い と め

〉（すみだ北斎美術館蔵） 
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※太い凧糸を引っ張っている男。その下の糸を寝転びながら引っ張る男。側で子どもが凧

を見上げているが凧は描かれない。「貧ながき糸目をもって呵
し か

られる」。 

☆〈不承知
ぶ し ょ う ち

〉（すみだ北斎美術館蔵） 

※枕
まくら

屏風
び ょ う ぶ

の脇に蒲団の敷いてある部屋で、立ち上が

った下女の寝間着の紐を引っ張って言い寄る男。下

女は頭に二本の人差し指を立てて拒否をしている。

「不承知な下女はひたいに二本あて」 

不承知（すみだ北斎美術館） 

☆〈色事
い ろ ご と

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈武道
ぶ ど う

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈月見
つ き み

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※三人の男が部屋で食べ物の皿の周りに車座になって酒宴をしている。 

☆〈頼
よ り

朝
と も

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆〈唐崎
か ら さ き

のまつ〉（中右コレクション蔵） 

●錦絵『謎
な ぞ

かけ戯画集
ぎ が し ゅ う

』（文化 8 年～11 年〈1811～13〉。謎かけの内容なので『風流おど

け百句』と分ける傾向がある。。32 図が確認されているという。横小判。各平均 11.5×

17.5 着色。北斎画。伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版）。『新北斎展図録』では、文政元年～天保 2 年

（1818～31）としている。（一部、謎かけ不明あり） 

☆〈おあしが八本〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋テレビ放送） 

※「（たこ
判 読 不 能

）とかけて三貫二百文ととく 心ハおあしが八本」 

大蛸が座布団に座って頭の布にの足を当て、他の足で算盤を持って玉を弾いている。膝

の前に紐に通した銭が八本置かれている。その前で小僧の蛸が盆に乗せた茶碗を差し出し

ている。 

☆〈下手
へ た

の将棋
し ょ う ぎ

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※「雷
かみなり

とかけて下手将棋ととく、心ハ●
な り

●
と ん

ニで迯
に げ

る」（新北斎展図録） 

雷に驚いて、将棋盤をひっくり返してのけぞって怖

がる三人の男。 

下手の将棋（島根県立美術館） 

☆〈下手
へ た

の鞠
ま り

〉（ベルリン東洋美術館/島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二人のやせた男が鞠
ま り

を蹴っているが、鞠
ま り

に当たら

ず下にある（謎かけ不明）。 

☆〈下手
へ た

な碁
ご

〉（名古屋テレビ放送/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ・ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「下手な碁とかけてよい娘ととく 心ハ誰も一もくおしたがる」 

男と碁を打つ娘を見つめる男の図。 
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☆〈鍋
な べ

の中
な か

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「鍋の中の氷とかけてなぞときの坊主 心ハかけれバとける」 

囲炉裏に掛けた鍋が沸騰し、女と男が驚いてのけぞっている。 

☆〈手習子
て な ら い こ

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「手習子とかけて田植ととく 心ハきじ●●戻る」（新北斎展図録） 

三人の子ども。一人は傘を広げて向こう向きにしゃがんでいる。下駄の足だけが見える。

一人は風呂敷の荷物を持ち上げている。一人は蛇腹状の紙束を広げている。 

☆〈ばばさまの小言
こ ご と

〉（名古屋テレビ放送蔵） 

※「ばばさまの小言
こ ご と

とかけて九月卅日ととく 心

ハ秋はてた」 

孫に肩を叩かせながら、嫁に小言を言っている

ばばさまの図。  ばばさまの小言（名古屋テレビ放送） 

☆〈桂馬
け い ま

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「桂馬とかけてのみととく 心ハはねだしてと

らるゝ」 

枕のある部屋で、上半身裸の夫婦らしき男女が、畳の上や着物に出てきた蚤
の み

を潰
つ ぶ

そうと

している。 

☆〈孕
は ら

んだ男
おとこ

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋テレビ放送蔵） 

※「孕んだ男とかけて落
お ち

た青梅ととく 心ハうむ事

がならぬ」 

孕んで大きくなった裸の腹を突き出して座る男の

前で、ばばさまが腕を組んで困った顔つきをしてい

る。その間にうつ伏して僧侶が頭を抱えている。 

孕んだ男（すみだ北斎美術館） 

☆〈鬼ころし〉（〈金時
き ん と き

〉とも。名古屋テレビ放送蔵） 

※「金時とかけて地酒ととく 心は鬼ころし」 

恐ろしい形相で片膝を立てた金時が、面前でしゃがんでいる鬼を見ている。 

☆〈囲炉裏端
い ろ り ば た

〉（〈鍋
な べ

の中
な か

の氷
こおり

〉とも。名古屋テレビ放送蔵） 

※「鍋の中の氷とかけてなぞときの坊主ととく 心はかければとける」 

囲炉裏にかけた鍋が噴きこぼれ、囲炉裏端にいた向かい合わせの男女が驚いてのけぞっ

ている。 

☆〈本蔵
ほ ん ぞ う

が娘
むすめ

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「本蔵
ほ ん ぞ う

が娘とかけてさいの河原
か わ ら

ととく 心は大石
お お い し

こいし」 

本蔵とは、「仮名手本忠臣蔵」に登場する加古川本蔵
か こ が わ ほ ん ぞ う

で、その娘小浪
こ な み

は大星
お お ぼ し

由良之
ゆ ら の

助
す け

（大石
お お い し

内蔵
く ら の

助
す け

）の息子大石力
お お い し り き

弥
や

と許婚
いいなずけ

の仲である。図は、白無垢
し ろ む く

の着物に白の綿帽子
わ た ぼ う し

を被

った娘が、右袖
そ で

を目に当て泣いている。その前で両手両膝をついて慰めている母親。 

http://i2.wp.com/artmatome.com/wp-content/uploads/2015/12/matome268.jpg
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☆〈雷
かみなり

〉（〈一
い ち

の富
と み

〉とも。名古屋テレビ放送蔵） 

※「一の富とかけて雷ととく 心はどこへ落るともしれぬ」 

雷に驚き、蚊帳から出て耳をふさいで怖がる娘と年増
と し ま

。 

☆〈陰
い ん

乱男
らんおとこ

〉（〈秋口
あ き ぐ ち

の蛇
へ び

〉とも。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋テレビ放

送蔵） 

※「陰乱の男とかけて秋口の蛇ととく 心は穴計
あなばかり

見付
み つ け

て歩行
あ る く

」 

蔵の土台に開けられた鼠除けと空気通しの穴を、箒
ほうき

と塵
ち り

とりを放り出して、腰をかがめ

て覗く二人の掃除人。 

☆〈茶碗
ち ゃ わ ん

拍子
び ょ う し

〉（〈月
つ き

夜烏
よ か ら す

〉とも。名古屋テレビ放送蔵） 

※「月
つ き

夜烏
よ か ら す

とかけて茶碗ひやうしのいたことととく 心はうかれて出る」 

三味線の女師匠の前で、茶碗を箸
は し

で叩いて拍子をとる男と、その隣で手踊りをする男。 

☆〈鋳
い

かけ〉（名古屋テレビ放送蔵） 

※「鼠猫烏とかけて鍋
な べ

釜
か ま

鋳
い

かけととく 心はちっふ

うかあ」 

寺の釣鐘が下に横に置かれ、その前で僧侶が台に腰

掛けている鋳掛屋
い か け や

に話しかけている。鋳掛屋はどう

したものかという顔をしている。 

鋳かけ（ボストン美術館） 

☆〈五合
ご ご う

徳利
と っ く り

〉（〈馬鹿
ば か

〉とも。名古屋テレビ放送蔵） 

※「馬鹿とかけて五合徳利ととく 心は一せう（一生・一升）つまらぬ」 

太った芸者が長煙管で煙草を吸っている。その横で三味線を膝にして、頭の右側で結ぶ

馬鹿鉢巻をして、うれしそうに芸者を見ている男。脇に徳利が転がっている。 

☆〈唐辛子
と う が ら し

〉（名古屋テレビ放送蔵） 

※「唐辛子
と う が ら し

とかけて秘蔵娘
ひ ぞ う む す め

ととく 心は色ずくほどきびしくなる」 

図は、食事をした男があまりの辛さに、皿の唐辛子
と う が ら し

を指差して顔をゆがめている。それ

を見て笑う芸者の姿。 

☆〈鰻
うなぎ

〉（ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「鰻
うなぎ

とかけて儘
ま ま

ならぬ恋路
こ い じ

ととく 心ハさかれ

てのちに身をこがす」 

大きな魚籠
び く

から逃げ出した大鰻
おおうなぎ

を両手で捕まえ

ようとしている男と、その様子を驚いて見ている

男。        鰻（ベルギー王立美術歴史博物館） 

☆〈湯屋
ゆ や

の桶
お け

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「湯屋
ゆ や

の桶
お け

とかけて年男
としおとこ

ととく 心ハ明
あ き

を尋
たずね

る」 

☆〈両国
りょうごく

の名物
め い ぶ つ

〉（名古屋テレビ放送/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「唐嵜
か ら ざ き

のまつとかけて両国の名物ととく こころハいくよ久しい」 
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遊女に肩を叩かせ、胡坐
あ ぐ ら

をかいて薬缶から椀に茶を注いでいる男の前で、牡丹餅
ぼ た も ち

を食べ

ている小奴。 

☆〈江戸子
え ど こ

〉（〈呉服屋
ご ふ く や

の 商
あきない

〉とも。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋テレビ放送蔵） 

「江戸子
え ど こ

とかけて呉服屋の商
あきない

ととく 心ハちつとでもまけねへ」 

上半身裸の二人の男が胡座
あ ぐ ら

を組んで酒宴の様子。脇に大徳利と鶴徳利があり、一本が転

がっている。男の背後に伊勢屋の定紋が描かれた書き付けの紙が広げられている。 

●錦絵『狂句
き ょ う く

入
い

り戯画
ぎ が

』(文化 11 年～15〈1814～18〉。「風流おどけ百句」に似ているが、

全て無款で画題がない。横小判淡彩錦絵) 

※天保元年～5年〈1830～34〉にも「狂句入り戯画」がある。 

☆〈悪い酒〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※菰
こ も

を巻いた大樽酒の前で泥酔した男の腕を肩に回して連れて行く男。「悪い酒くだを巻

いたりからんだり」とある。 

☆〈刎
は ね

つるべ〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※井戸から水を汲む男と、桶の柄を片手で持つ太った女。「汲
く み

分
わ

けて御
ご

らんと下女の刎
は ね

つ

るべ」とある。 

☆〈桶
お け

や〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※横になった箍
た が

の外れた大きな桶に手を掛け、空を見上げる桶やの男。遠くで槌
つ ち

を放り出

してひっくり返る男がいる。「井戸がハの中から桶や空を見る」とある。 

☆〈下女
げ じ ょ

ヒンヒン〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※桶に入っている瓜
う り

を取り出して男に向かって投げつける胸もあらわな女。落書きの相合

い傘に「長松/おはん いろ〱
い ろ

〱
い ろ

」と書かれている。「御馬
お う ま

なき（？）下女ヒン〱
ヒ ン

とはね

つける」とある。 

☆〈薬研形
や げ ん な り

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※前をはだけた半裸の太った女の前で、薬研
や げ ん

で薬をひいている男。「薬研形
や げ ん な り

 たを 拵
こしらえ

へ

る道具也」とある。 

☆〈嘘
う そ

の川
か わ

〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※煙管を銜
く わ

えてほらを吹いているような男と、その前で包丁を研いでいる男。「嘘
う そ

の川
か わ

 

一夜
ひ と よ

〱
ひとよ

に深くなり」とある。 

●肉筆画「注連縄
し め な わ

に鶏
にわとり

の絵馬図
え ま ず

」（文化 4 年～10 年〈1807～13〉。紙本着色一幅。北斎

画。花押。25.0×32.5 誓教寺蔵） 

※薄紅で描かれた注連縄
し め な わ

に寄せ掛けられた雄

鶏が描かれた絵馬。焉
え ん

馬
ば

名が記される。 

●錦絵「浅草
あ さ く さ

観音
か ん の ん

雷神門
ら い じ ん も ん

」（文化元年～10 年

〈1804～13〉。横大判着色。北斎画。版元不

明。国立国会図書館蔵） 

浅草観音雷神門（国立国会図書館） 
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※いわゆる「新板浮絵」風な描法だが、その表題はなし。大提灯の掛かる雷門が図の右に

描かれ、その前の広場に往来する人々が小さく描かれる。図の左には火の見櫓
やぐら

の先に浅草

寺近くの本願寺本殿の大屋根が見える。 

●肉筆画「墨堤三
ぼ く て い さ ん

美人
び じ ん

」(文化 6 年～10 年〈1809～13〉。絹本着色一幅。葛飾北斎画。印

亀毛蛇足。52.9×114･7 嵯峨嵐山福田美術館蔵) 

※隅田川に涼を求めに来た女性たち。一人は手拭を被り裾を端折
は し ょ

って、笊
ざ る

で浅瀬の魚を獲

ろうとしている。堤の縁台に、絹

の着物の二人の女性のうち、若い

娘がその様子を楽しげに見ている。

眉を剃った年増
と し ま

は、片膝を立てて

煙管を手にしている。画面上に、

風にそよぐ柳の葉が描かれている。 

墨堤三美人（嵯峨嵐山福田美術館） 

●肉筆画「五
ご

美人図
び じ ん ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。横長絵。絹本着色一幅。葛飾北斎

画。印亀
き

毛
も う

蛇足
だ そ く

。40.8×78.9 細見美術館蔵） 

五美人図（細見美術館） 

※二人の婦人が反物に物

差しを当てて広げ、裁断

しようとしているのか。

下に鋏
はさみ

が置かれている。

側で娘が様子を見ている。

近くで黒の羽織の女将
お か み

が

長い煙管をくわえて、そ

の隣で座っているもう一人の女と何かを話している。賛に

「画中群女
がちゅうのぐんじょ

 顔 催 靨
かおにえくぼをもよおす

 画外
が が い の

一夫
い っ ぷ

 口出涎
くちによだれをいづ

 君
き み

か
が

ため目
め

に正月
しょうがつ

は 

したれ共
ど も

 こゝろに起
お こ

す 盆々
ぼ ん ぼ ん

煩悩
ぼ ん の う

 能舞亭三鞠題」とある（読

み下し・ルビは筆者） 

●肉筆画「五
ご

美人図
び じ ん ず

」（文化元年～10 年〈1804～13〉。縦絵。絹

本着色一幅。葛飾北斎画。86.4×34.3 シアトル美術館蔵） 

※上から、筆をくわえて手紙を書く武家の奥方、鉢の花に水をや

る町娘、外出姿の黒い着物の御殿女中、鮮やかな色の着物を着た

花魁
お い ら ん

、本を読む町人の女房が描かれる。  五美人図（シアトル美術館） 

●扇面肉筆画「縁台
え ん だ い

の三
さ ん

美人図
び じ ん ず

」(文化 5 年～10 年。紙本着色扇一

本。葛飾北斎筆。印亀毛蛇足。18.7×47.0 太田記念美術館蔵)  
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※三人の婦人や

娘が。花で飾ら

れ、山水画が描

かれた箱
は こ

行灯
あ ん ど ん

が

吊るされた縁先

に敷かれた赤い

毛氈
も う せ ん

の上で涼を

とっている。      縁台の三美人図（太田記念美術館）      右（部分拡大） 

●肉筆画「立
た ち

美人図
び じ ん ず

」(文化 7 年～8 年〈1810～11〉。縦長絹本一幅。葛飾北斎筆。印雷震。

82.3×30.6 フリーア美術館蔵) 

※紗
し ゃ

の打掛を背中を抜いて羽織り、赤と茶色地で片輪車と呼ばれる

文様の帯をしめ、白地の扇子を広げて小首をかしげる遊女。髷
ま げ

の前

と元結
も と ゆ

いには赤い飾り布がある。赤草色の襦袢
じ ゅ ば ん

の襟をチリチリに描

くのはこの頃の北斎の特徴とされる。 

※落款の「葛飾北斎」に続く字は「画」

とされるので、「葛飾北斎筆」とある

ことから、北斎自筆か疑うむきもある。 

立美人図（フリーア美術館：amazon.co.jp より） 

 

●肉筆画「美人
び じ ん

夏
な つ

姿
すがた

図
ず

」（文化 3 年～10 年。掛幅。絹本着色一幅。葛飾

北斎画。印亀毛蛇足。85.3×29.4 個人蔵） 

※弓なりに体をひねって、白いしごき帯を締める女の図。首を極端に傾

けて立っている。薄い着物の下に透けて見える紅色の下着が淡く描かれ

る。典型的な宗理型美人図。       美人夏姿（obikake.comより転載） 

●肉筆画「雉子図
き じ ず

」（文化 5 年～10 年。絹本着色一幅。北斎画。印亀毛

蛇足。32･1×55･4 MOA美術館蔵） 

※薄墨で描かれた薺
なずな

の葉に真直ぐ

伸びた尾を乗せるようにして、首

を背の方に向けている雉子
き じ

。目の

周りの赤色や、首から背にかけて

緑から青のグラデーションが印象

的。 

雉子図（MOA 美術館：『2005北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「柿本人磨
か き の も と ひ と ま

呂図
ろ ず

」（文化元年～2 年：1804～05。紙本一幅。画狂人北斎画。印辰

印政。34･7×44･4 エドアルド・キオッツオーネ記念ジェノヴァ東洋美術館蔵） 
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※赤い軸筆を持ち、折れ烏帽子
え ぼ し

を被り、肩膝をついて和歌の構想を練っている姿。足元に

赤い台に乗せられた硯が置かれている。 

●肉筆画「化粧
け し ょ う

美人図
び じ ん ず

」（「けわいびじんず」とも。文化 7 年～8 年〈1810～11〉。文化

10 年頃説あり〈井上和雄『北斎』〉。絹本着色一幅。葛飾北斎。印亀毛蛇足。95･7×33･2 

城西大学水田美術館蔵） 

※脇の黒塗りの鏡台に左
ひだり

肘
ひ じ

を掛けたまま柄
え

鏡
かがみ

を手にして、右手に化粧

筆を持っている女の図。衣桁
い こ う

には帯が掛かけられ、女の前には鏡の蓋
ふ た

があり、その上に鼈甲
べ っ こ う

の簪
かんざし

が置かれている。 

化粧美人図（城西大学水田美術館） 

※享和元年～文化元年〈1801～04〉に描かれた「化粧
け わ い

美人図
び じ ん ず

」（MOA 美

術館蔵）の絵とは別のもの。宗理美人と違い若干ふくよかな顔つきで

ある。 

●肉筆画「羅漢図
ら か ん ず

」(文化 7 年～14 年〈1810～

17〉。紙本墨画淡彩一幅。北斎戴斗筆。印ふもとの

さと。100×41･5 東京国立博物館蔵) 

※この図と同様のものが『北斎漫画』二編に、

半諾迦
は ん だ か

尊者
そ ん じ ゃ

が掲げた鉢
は ち

から出る煙の中に龍が描かれ

ているので、それを描いたといわれるが、鉢
は ち

を掲げ

て毒
ど く

龍
りゅう

を制する伐那婆斯
ば な ば し

尊者ではないかという説

もある。『北斎漫画』では、半諾迦
は ん だ か

尊者と並んで伐那婆斯
ば な ば し

尊者が描か

れているが、こちらは座って煙の中の龍を見ている。同画題の

「羅漢図
ら か ん ず

」は弘化 3 年（1846）にもある。          羅漢図

（東京国立博物館） 

●掛幅肉筆画「野人対
や じ ん た い

瓶
べ い

花
か

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色。掛幅。画狂老人

北斎筆。印一人人形。113.5×49.0 北斎館蔵） 

※腰に蓑
み の

をつけた農夫が、地面に座り岩の上に置かれた破れ鍋に生け

られた白
し ろ

牡丹
ぼ た ん

を見上げている図。 

野人対瓶花（北斎館） 

※「牡丹
ぼ た ん

鍋
な べ

と男
おとこ

」（文政元年～4 年〈1818～21〉紙本着色一面。もと

掛幅。北斎改葛飾為一筆。印葛しか。127.3×54.5 フリーア美術館

蔵 『2005 北斎展図録』ｐ36 所収）と同一画であるが、制作年・落

款・印・寸法・所蔵館が違うので、検討を要する。 

●扇面画「芋
い も

の図
ず

」（文化 7年～11年〈1810～14〉。扇面着色一面。

北斎戴斗。印辰印政。17.5×48.5 個人蔵） 
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※長芋を扇の右下から左上に描き、図右に里芋を

二つ描く。北斎自賛「鱈となりてまつたからんよ

り屁となりてわらひを催すべし」、浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の

賛「謡
う た

はす
ず

舞はす
ず

狂歌よみ芋の煮
に ゆ

るも知らぬたの

しさ」がある。               

芋図（『2019新北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「舟
ふ な

まんじゅう図」（文化 11 年～15 年〈1814～18〉。絹本着色一幅。北斎画。

印辰印政 24.0×30.0 個人蔵） 

※夕暮れから箱崎
は こ ざ き

辺りや、日本橋浜町
はまちょう

河岸
か し

に、大きめの泊
と ま

り船
ぶ ね

の近くで小舟
こ ぶ ね

を漂わせ、客

を取った私娼
し し ょ う

。天明
て ん め い

の頃、隅田川の船中で饅頭
まんじゅう

を売るのを表向きにしていたのでこう呼ば

れる。32文（約 800円）であったらしい。船
ふ ね

虫
む し

、船
ふ ね

君
ぎ み

、船
ふ ね

狐
ぎつね

とも呼ばれた。『色里
い ろ ざ と

名所
め い し ょ

鑑
かがみ

』

（安永年間）には「船
ふ な

饅頭
まんじゅう

といふ浮草
う き く さ

あり、少しの

古石場
ふ る い し ば

の上に横根
よ こ ね

さし、（略）花の数は三十二に極
き わ

まる、入相
い り あ い

の頃より中洲
な か す

箱崎
は こ ざ き

の辺に多く漂
ただよ

ふ、また

所々泊
と ま

り船
ぶ ね

のほとりをちらちら流れありて」とある

（「ウイキペディア」より）。 

※小舟の上で、御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

を被り、火鉢を足で挟
は さ

ん

で、籠にもたれてうつろなまなざしで暖をとる女。

背後の籠には正月飾りのウラジロが入れられてい

る。       舟まんじゅう図（2012 年大阪市立美術館『北斎―風景・美人・奇想 ―』展図録より転載） 

●肉筆画「雪中
せっちゅう

傘持ち
か さ も ち

美人図
び じ ん ず

」（「雪中
せっちゅう

美人図
び じ ん ず

」とも。文化 10年～文政 2年〈1813～19〉。

絹本着色一幅。前北斎戴斗筆。印ふしのやま 99･5×34･7 個人蔵） 

※太田
お お た

南畝
な ん ぽ

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）の賛「たおやめの あたゝか さうに見えたるハ 空に しられぬ 

雪の はた
だ

え（肌）か」 

※雪中に客を迎える花魁
お い ら ん

の姿ともいわれるが、そのような迎えを花魁
お い ら ん

は

しないともいわれる。宗理風美人から抜けて、ふっくらした顔立ちの美

人図となっている。 

※本図は「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」（大正 8 年：1919）に「雪中
ゆ き な か

少婦
し ょ う ふ

の図
ず

」名で出品され、図録（大正 9 年：1920）によれば、「松江・

桑原羊次郎氏所蔵」となっている。 

雪中傘持ち美人図（個人蔵 2005 年『北斎展』図録より転載） 

●肉筆画「浅妻舟
あ さ づ ま ぶ ね

」（文化元年～10 年〈1804～13〉。紙本着色一幅。

北斎。印亀毛蛇足。84.0×26.5 光ミュージアム蔵） 

※金の烏帽子
え ぼ し

に水干
す い か ん

姿
すがた

で白
し ら

拍子
び ょ う し

姿の女性が鼓
つづみ

を足元にして、琵琶湖に

浮かぶ小舟の中で遠くを眺めながら浪にたゆたう図。朝妻舟は琵琶湖の

朝妻と大津間の渡し船の名称だが、都落ちした平家の女房が船上で春を
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売った柳の下の舟として描いている。藍亭
ら ん て い

青
せ い

藍
ら ん

の賛「人夜か
が

ふねに あふ

みちの あさつまやめは ふかくならぬひとのちに ふの名たふれやなれ

にしとこの山嵐に ねみた
だ

れ髪の 柳かけ つなか
が

ぬふねの うきてよに 

つひのよるへ
べ

は いさや かはいさ しらすちも こゑそへて うつや

つゝみの うつゝたふや」が図の上部に記される。 

浅妻舟（光ミュージアム） 

●肉筆画「大竜巻図
お お た つ ま き ず

」(文化 11 年～文政 4 年〈1806～21〉。絹本淡彩一

幅。葛飾戴斗筆。印不明（ふしのやま？） 北斎館蔵)   

※竜巻の中心の目を通して地上を見ているのか、天空を見

上げているのか。常識を超えた視点による図。 

大竜巻図（北斎館） 

●扇面画「なまこ図
ず

」（文化 11 年～文政 2 年〈1814～

19〉。紙本彩色扇一面。北斎改戴斗筆。印ふしのやま（永

田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録による）。20.4×43.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※扇に二匹のなまこだけを明清
み ん し ん

画
が

風に描く。骨組みの扇に直接描いたもの

と思われる。なまこの表面は、

付
つ け

立
た て

（日本画で、筆に含ませた

水と絵の具の加減で濃淡の効果

を出すために、輪郭線を描か

ず、筆の腹で描く）の点
て ん

苔
た い

（苔

のように点を要所に打つ描法）

で描かれる。 

           なまこ図（島根県立美術館） 

●肉筆画「読簡
ど く か ん

美人
び じ ん

」（文化年間〈1804～19〉。縦画一幅。総州葛飾郷前北斎戴斗筆。印

(不明)。 

※「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」（大正 8 年）の図録（大正 9 年）によれば、「京都 

広岡伊
ひ ろ お か い

兵衛
へ え

氏所蔵」となっている。 

※首をかしげて巻手紙を読む女。手紙の端は女の右に垂れている。眉を剃っているので既

婚の女か。袖からは肘まで出ている。着物の裾からは右足首が出ている。中着の襟と袖は

チリチリが強調される。 

●画稿「花魁図
お い ら ん ず

」（文化 11 年～文政 2 年〈1814～19〉。無款。114.2×54.0 島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※墨画稿で、6 枚の紙を貼り合わせて描かれる。多くの 簪
かんざし

を差し、

顔が着物の襟に埋もれるかのように首を前に傾けて歩いている花魁

図。花魁特有の三歯の下駄の歯が見えていて、足を踏み出した直後

の姿となっている。前帯の亀甲
き っ こ う

模様や、打掛
う ち か け

の花模様など細密に描

かれる。完成された作品は発見されていないという。 

花魁図画稿（島根県立美術館） 

●錦絵「雪
ゆ き

の隅田
す み だ

川
が わ

」（文化年間〈1804～18〉。横大判。北斎旅中

画。24.9×38.0 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※午前の隅田川に二艘の船。遠くに一艘の船も見える。右下に一羽

の鴨が泳ぐ図。 

●錦絵「桜花
お う か

」（文化年間〈1804～18〉。横中判。かつしか北斎。

18.8×24.2 ギメ美術館） 

●提灯絵肉筆画「龍
りゅう

虎
こ

」（文化年間〈1804

～18〉。無款。40.6×

30.5） 

※墨摺風の地に龍虎が

睨み合っている図が描

かれる。提灯の上部に

稲妻が朱色で横に引かれている。龍虎（ビゲロー･コレクション：muian.com 及び 令始ブログより転載） 

●肉筆画「桜花
お う か

海浜図
か い ひ ん ず

」（文化 7 年～文政 2 年〈1810～19〉。絹本淡彩一幅。前北斎戴斗

筆。印葛しか。91.3×32.7 岡田美術館蔵） 

※緑の葉繁る木々の幹に桜の花が咲き、遠景には小さく舟が胡粉
こ ふ ん

で描かれる。図の上部は

空が薄青く広がっている。 

●肉筆画「美人図
び じ ん ず

・賛
さ ん

」(文化 11 年～文政 4 年〈1814～21〉。紙本淡彩一幅。前北斎筆。

印辰印政。美人図 25.7×26.7 賛 26.8×36.2 個人蔵) 

美人図・賛（『2007北斎展図録』より転載）            右：馬琴の賛 

※全体に

淡い墨絵

風で、横

座りの女

の点描模

様の帯と

髷
ま げ

の結綿
ゆ い わ た

には藍色

を用い、襦袢
じ ゅ ば ん

と髪飾りには赤が使われる。着物の枠は取らず、筆を摺るように描く。曲亭
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馬琴の賛の後半には「いろ〱
い ろ

に客はかはれど見かへりの 柳はみどり花はくれない」とあ

る。  

●肉筆画「鮟鱇図
あ ん こ う ず

」（文化元年～文化 10 年

〈1804～13〉。絹本着色一幅。北斎画。印亀毛

蛇足。30.5×55.5 すみだ北斎美術館蔵） 

※笊
ざ る

に敷いた笹
さ さ

の葉の上に、腹を上にして置か

れた鮟鱇
あ ん こ う

。空を見るように見開いた大きな目と

全身の点
て ん

苔
た い

が生々しい。    

鮟鱇図（すみだ北斎美術館） 

●掛幅肉筆画「新年
し ん ね ん

の行事図
ぎ ょ う じ ず

」（「新年
し ん ね ん

風俗図
ふ う ぞ く ず

」とも。文化 3 年～8 年〈1806～1811〉。

絹本着色。掛幅二幅。「若水
わ か み ず

の用意」と「初夢」の対。北斎画（花押）。115.8×44.2 フ

リーア美術館） 

☆〈若水
わ か み ず

の用意
よ う い

〉（〈朝化粧〉とも） 

※ねずみ色の着物を着ている遊女が、漆塗
う る し ぬ

りで蒔絵
ま き え

の湯桶
ゆ と う

を持って、朱塗
し ゅ ぬ

りの三方
さ ん ぽ う

に乗せ

た青白磁
せ い は く じ

の椀に若水
わ か み ず

を入れようとしている。椀の脇

には杓
しゃく

が入れ物の上に乗せられている。三方
さ ん ぽ う

の脇

には湯桶
ゆ と う

の蓋
ふ た

が紙の上に置かれている。図左の衣桁
い こ う

には着物が掛けられている。 

☆〈初夢
は つ ゆ め

〉 

※髷
ま げ

の前と元結
も と ゆ

いに赤い飾り布を付けた遊女が首を

直角に曲げ、坐って宝船の絵を見ている。膝の上で

蒔絵
ま き え

の箱
は こ

枕
まくら

に敷く髪油
かみあぶら

除
よ

けの紙を巻きながら、初

夢の用意をしている。背後には屏風
び ょ う ぶ

が立てられ、黒

い着物が掛けてある。  

新年の行事図（フリーア美術館；綴プロジェクト複製）  

左図：若水の用意 右図：初夢 

●肉筆画「茶筅売図
ち ゃ せ ん う り ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。紙本一幅。墨

摺淡彩。不染居北斎画。印辰政。46.1×23.6 島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※墨染の衣が風に靡き、白い頭巾を被り袈裟
け さ

をまとった茶筅
ち ゃ せ ん

売り。

茶筅
ち ゃ せ ん

は、正月の初釜
は つ が ま

用に売られた。棒の先の藁苞
わ ら づ と

に挿した茶筅
ち ゃ せ ん

を担い

で、歯を見せてこちらを見ている。全体に墨絵風に刷毛
は け

を使って描い

た趣の画。               茶筅売り図（島根県立美術館） 

●肉筆画「茶筅売
ち ゃ せ ん う り

図
ず

」（文化 7年～8年〈1810～11〉。紙本着色一幅。

北斎戴斗筆。印雷震。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiDsMGPzILfAhUB6LwKHScRDAoQjRx6BAgBEAU&url=https://ose2.blog.so-net.ne.jp/2016-11-03&psig=AOvVaw3ptHbP8Hgjo9SdFE40C4If&ust=1543889876601196
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※墨をさっと引いて描く墨染の着物。長い棒の先の藁
わ ら

包
づ と

に挿した茶筅。

図の上には月の下半月が薄く描かれる。「茶筅
ち ゃ せ ん

売
う り

図」（扇面）は文化 14

年にもある。 

茶筅売図（島根県立美術館） 

●扇画｢物
も の

想
お も

う美人
び じ ん

｣(文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色扇一本。北

斎画。17.9×46.5。太田記念美術館蔵) 

※首をかしげ両手を合わせ、座って何かを想う女。藍
あ い

色
い ろ

の波模様の帯が

印象的。 

●肉筆屏風絵「屏風
び ょ う ぶ

七
な な

小町図
こ ま ち ず

」（文化 4 年～10 年〈1807～13〉。紙本着

色。八曲一隻屏風。北斎改戴斗。印亀毛蛇足。各 62.5×45.5〈第二扇～

第七扇〉。62.5×42.5〈第一扇〉。北斎館蔵）。 

※小野小町
お の の こ ま ち

を扱った能の「七
し ち

小町
こ ま ち

」に基づいた七図。享和 2年頃にも「七
な な

小町
こ ま ち

」（画狂人北斎画）がある。文化 10 年(1813)4 月 25 日に「亀毛蛇足」の印を弟子の

北明
ほ く め い

に譲っているので、それ以前の作と思われる。八曲の屏風だが図は七図。小野小町
お の の こ ま ち

の

一生の伝説を描いている。第一扇は、六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

雅
ま さ

望
も ち

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）の詞書
ことばがき

。それに続いて右か

ら、 

☆〈雨乞
あ め ご い

小町
こ ま ち

〉 

※白無垢
し ろ む く

の着物に蓑
み の

を着て、右手に雨乞
あ ま ご

いの起請文
き し ょ う も ん

を台に乗せ持

ち上げる小町。長い髪が蓑
み の

の流れる線描
せんびょう

と同化している。              

雨乞小町（1 図）  

☆〈草子洗
そ う し あ ら い

小町
こ ま ち

〉 

※着物を脱ぎ、下着姿の小町
こ ま ち

が草子
そ う し

を洗い

鉢
ば ち

で丁寧に汚れを落としている。            

草子洗小町（2 図） 

☆〈鸚鵡
お う む

小町
こ ま ち

〉 

※百歳の老婆になった小町
こ ま ち

を帝
みかど

が憐れみ 

「雲の上はありし昔にかわらねど見し玉 

だれの内
う ち

やゆかしき」の歌を贈ったとこ 

ろ、彼女は「内ぞゆかしき」と一文字だ 

け変えて、鸚鵡
お う む

返しに返歌したという話 

に由来する。但し、図では若い小町
こ ま ち

が、赤い襦袢
じ ゅ ば ん

に白無垢
し ろ む く

の着物 

を着て首をかしげて座っている。周りには桜の花弁
は な び ら

が舞ってい 

る。                      鸚鵡小町（3 図）  

☆〈清水
し み ず

小町
こ ま ち

〉 

※小野小町
お の の こ ま ち

が清水寺
き よ み ず て ら

に参詣した折に、修行中の僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

に逢い「岩の上に旅
た び

寝
ね

をすればい

と寒し苔
こ け

の衣
ころも

をわれにかさなむ」と歌を贈ったところ、遍照
へんじょう

は「世をそむく苔
こ け

の衣
ころも

はただ
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一重
ひ と え

さねばうとしいざ二人
ふ た り

寝
ね

む」と返歌したという話。図は、車

の前で蓑
み の

傘
か さ

姿
すがた

の二人が向き合っている。顔は見えない。 

清水小町（4 図） 

☆〈通
かよい

小町
こ ま ち

〉 

※比叡山
ひ え い ざ ん

に毎日木の実と薪
たきぎ

を持って通って

くる里の女に僧が名をたずねると、「小野
お の

とは言はじ薄
すすき

生
お

ひたる市原
い ち は ら

野辺
あ た り

に住む姥
う ば

ぞ」と言って消えたが、実はいまだ成仏
じょうぶつ

し

ない小野小町
お の の こ ま ち

の幽霊だったというあらすじ。図は、薄
すすき

の生えた道
みちの

辺
べ

に、白装束
しろしょうぞく

の小町
こ ま ち

が首を傾けて座っている。     通小町（5

図） 

☆〈卒
そ

都
と

婆
ば

小町
こ ま ち

〉(誓教寺蔵) 

※乞食
こ じ き

の老女が卒塔婆
そ と ば

に腰掛けているのを高野山
こ う や さ ん

の僧が見咎
み と が

めて説教を始めたが、逆にや

り込められる。驚いた僧が名を聞くと小野小町
お の の こ ま ち

だったという。図

は、傘を背負った老女が卒塔婆
そ と ば

に座ってぼ

んやりしている姿。 

卒都婆小町（6 図） 

☆〈関寺
せ き で ら

小町
こ ま ち

〉 

※関寺
せ き で ら

の僧が、近くに住む老いた小野小町
お の の こ ま ち

から歌の道を教わるという話。図は、杖
つ え

を

肩に架け、傘を持ち俯
うつむ

く白髪頭
し ら が あ た ま

の老女。 

        関寺小町（7図） 

●掛幅肉筆画「八朔
は っ さ く

注太夫図
た ゆ う ず

」（「吉原遊
よ し は ら ゆ

君
く ん

八朔
は っ さ く

の行事
ぎ ょ う じ

」とも。文化 4 年～10 年〈1807～

1813〉。紙本着色掛幅。葛飾北斎。印亀毛蛇足。115.5×45.6 北斎

館蔵） 

注）八朔
は っ さ く

：旧暦 8 月 1 日に農民の五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

を祈る祭り。江戸城ではこ

の日に、徳川家康が天
て ん

正
しょう

5 年 8 月 1 日に江戸城入りをしたことを記念

し、旗本
は た も と

や御家人
ご け に ん

・大名たちが白
し ろ

帷子
か た び ら

に長袴
ながばかま

姿
すがた

で将軍に祝辞を述べた

儀式もあった。吉原
よ し は ら

では「物日
も の び

」又は「紋日
も ん び

」と呼ばれる年中行事の

一つ。旧暦 8 月 1 日、吉原の遊女は、江戸城の儀式に因
ち な

んで白無垢
し ろ む く

の

小袖
こ そ で

を着て客を迎えた。 

八朔太夫図（北斎館） 

※図は、8 月朔
さ く

日
じ つ

、白無垢
し ろ む く

の着物で遊郭
ゆ う か く

の中を道中する花魁
お い ら ん

を描く。

着物の縁取りは墨絵風に筆を擦るように描く。横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

に八本の 簪
かんざし

と櫛を差す。前帯
ま え お び

と襟元
え り も と

は朱色。平原商涼曇把山「一筋の黒髪能
よ

く
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大象
だ い ぞ う

をも繋
つ な

ぐへ
べ

く/半点
は ん て ん

の朱
し ゅ

唇
し ん

輙
ひ

く千金
せ ん き ん

をも擲
す て

しむへ
べ

し/植させてさとの栄
え い

花
が

や桜狩
さくらがり

」（ル

ビは筆者）と、花魁の美しさに千金も厭わないという賛が記される。 

●肉筆画「相撲
す も う

玩具
が ん ぐ

で遊
あ そ

ぶ童子
ど う じ

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。紙本一幅。着色。北斎

画。印辰印政。42.8×38.5 東京黎明アートルーム蔵） 

※団扇を軍配に見立てて紙相撲の行事をしている立て膝の芥子
け し

坊主
ぼ う ず

頭の子ども。紙力士の

背に「●
不 明

多川」と四股名
し こ な

が書かれている。杏
きょう

花園
か え ん

（大田
お お た

南畝
な ん ぽ

）の賛に「すてられぬものは

団扇よ 草相撲」の句が書かれる。 

●肉筆画「山部赤人図
や ま べ の あ か ひ と ず

」（文化 9 年～12 年〈1812～15〉。絹本着色金砂子地。葛飾北斎筆。

印雷震。59.0×77.0） 

※印の「雷震
ら い し ん

」は文化 9年～12年の使用と思われる。 

※丘の上に立つ赤人。折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被り、口ひげを生やした束帯
そ く た い

の袖は風に煽
あ お

られ前方にた

なびいている。赤人の前には子供が正装して膝まづき、赤人と同じ方向に顔を向けている。 

●肉筆画「吉原
よ し は ら

土手
ど て

夜景図
や け い ず

」（「日本堤
に ほ ん づ つ み

夜景
や け い

」とも。文化元年～10 年〈1804～13〉。紙本

淡彩一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇足。96.7×26.3） 

※吉原に続く土手を行く駕籠
か ご

かきと往来二人の人物をシルエットのように小さく描く。背

景に薄く山の稜線が描かれているが、全体に墨絵画風のアクセントとして描かれたものか。

図上に杏花園
き ょ う か え ん

（大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）の賛「心ゆくかたへの山路
や ま じ

ふみわけて 花ハひとりそ
ぞ

見るべ
？

かりける」がある。  

●肉筆画「時
ほ と

鳥
とぎす

と獅
し

子
し

図
ず

 双幅
そ う ふ く

」（文化元年～10 年〈1804～13〉。紙本淡彩双幅。北斎。

印亀毛蛇足。各 36.8×25.3 個人蔵） 

※左図：細い三日月を背後にして鳴きながら飛ぶホトトギス。右図：首を上に向けて膝ま

づく獅子。太い筆で右足と左膝、背の丸みを一気に描いた趣。 

●肉筆画「煙管
き せ る

持つ
も

立
た ち

美人図
び じ ん ず

」（「煙管
き せ る

を持
も

つ遊女図
ゆ う じ ょ ず

」とも。文化 11 年～12 年〈1814～

1815〉。縦長絹本着色一幅。北斎改戴斗筆。印ふもとのさと 71.7×26.7 フリーア美術

館） 

※図上部に太田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛「埋
うずみ

火
び

のしたにさわらで和
や わ

らかに いいよ

らん言
こ と

の葉煙草
は た ば こ

もがな」がある。左手で長煙管
な が き せ る

を持って立つ遊女。茶

の打掛
う ち か け

を着て、着物の裾
す そ

の間から両足先が見える。遊女の下唇は笹
さ さ

色
い ろ

紅
べ に

（紅を何度も塗って緑色にする）である。襦袢
じ ゅ ば ん

の襟のチリチリは、

この頃の北斎の特徴とされる。遊女と長煙管は付き物である。 

煙管持つ立美人図（フリーア美術館） 

●肉筆画「雪
ゆ き

の信濃
し な の

路
じ

」（文化 7 年～13 年〈1810～16〉。縦長着色一

幅。前北斎戴斗筆。印葛しか。北斎館蔵） 
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※縦長の画面の上下に雪を信濃路を行く旅人達を描く。図上部には

降りしきる雪の中、屋並みの連なる湾曲した街道を二人の男が行く。

街道に続く山並みには駕籠や数人の男が描かれる。図下には同様に

天秤棒を担ぐ行商人や駕籠が描かれる。上下のどの人物も笠を被り

顔は描かれない。 

雪の信濃路（北斎館蔵） 

● 肉 筆 画 「 白紙
は く し

に

熨斗
の し

 水引
み ず ひ き

と銀
ぎ ん

熨斗
の し

付図
つ き ず

」（文化 8年～12

年〈1811～15〉。絹

本着色一幅。北斎戴

斗。印一人人形 26.8×55.6 北斎館蔵） 

※熨斗
の し

と紅白の水引
み ず ひ き

と二つ折りの奉書。紙の真ん中に、子どもの養

子入りや嫁入りの幸福を願う「仕付
し つ け

銀
ぎ ん

」と呼ばれる銭が置かれてい

る。 

●肉筆画「鶏図
にわとりず

」（文化 11 年～15 年〈1814～18〉。絹本淡彩一幅。

前北斎戴斗筆。印ふしのやま。97.0×34.0 個人蔵）  

※鶏一匹。鶏冠のみ朱色。体は墨色。くの字に立って首をこちらに 

ひねっている鶏。      鶏図（個人蔵 https://www.exblog.jp より転載） 

●肉筆画「鶏図
にわとりず

」（「ひよこと朝顔
あ さ が お

」とも。文化 6 年～10 年〈1809

～13〉絹本着色一幅。北斎戴斗。印ふもとのさと。27.0×35.1 北

斎館蔵） 

※鶏の親とその前にいる二羽のひよ子。三羽のとさかの赤と親鳥の

羽根の墨色。朝顔の藍色の淡彩の絵。 

●扇面画「鶏図
にわとりず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉紙本淡彩。扇面一

面。前北斎戴斗筆。印縦長方印：ふしのやま 16.6×48.0 大英博物館蔵） 

※ひよこと親鳥の扇面図。親鳥の腹と尾羽は墨色。ひよこの体と親鳥の頭と鶏冠は朱色。

図には扇の骨の痕が残る。 

●肉筆画「矢
や

細工師
さ い く し

」（文化年間〈1809～18〉。紙本着色一幅。画狂人北斎画。印亀毛蛇

足。20.0×28.2） 

※矢の細工師が、タメ直し（矢の曲がりを直す）をし

ているところを描く。炭火に矢を焙
あ ぶ

りながら矢を修正

している。細工師の前にはタメ直しの道具が置かれて

いる。   矢細工師（https://tamegoro.exblog.jp より転載） 

https://www.exblog.jp/tag/keyword/%E5%8C%97%E6%96%8E
https://tamegoro.exblog.jp/
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●肉筆画「列子図
れ っ し ず

」(文化 6 年～10 年〈1809～13〉。絹本一幅。東都葛飾北斎戴斗筆。印

亀毛蛇足。94.3×37.1 ミネアポリス美術館蔵) 

※エビのように体を曲げて風に任せて浮遊する列子
れ っ し

。紅葉の葉が散り

舞っている。列子は、中国戦国時代の鄭
て い

の哲学者、列禦寇
れ つ ぎ ょ こ う

の尊称。仙

人風の趣があり唐代に道教で神格化されたという。風を意のままに操

る仙人として「列子御風
ぎ ょ ふ う

図」が雪
せ っ

村
そ ん

（1504～？）により先駆的に描か

れている。 

列子図（メトロポリタン美術館） 

●肉筆画「擣
き ぬ

衣
た

美人図
び じ ん ず

」（「砧図
き ぬ た ず

」とも。文化 11 年

～15 年〈1814～18〉。文化 8 年：1811 説、文化 14

年：1817 説あり。絹本着色一幅。北斎戴斗筆。印葛

しか。97.5×34.5 個人蔵） 

擣衣美人図（個人蔵 https://www.facebook.com より） 

※藍の手拭いを口にくわえ、両手で白い布を折りた

たんだ布を重ねて持ち、高下駄を履いて立つ娘。背

後に衣を巻いた砧の道具と木槌が置かれている。着

物や帯の縁は、北斎の特徴のチリチリの線で描かれる。 

●錦絵「達磨図
だ る ま ず

」（文化 8 年～12 年〈1811～15〉。紙本着色。北斎画。

印雷辰。28.1×19.8） 

※赤い僧衣
そ う い

を纏
ま と

い、耳飾りをした達磨が、

胸をはだけて瞑想している図。 

達磨図（https://www.pinterest.jp より転載） 

●墨絵「達磨図
だ る ま ず

」（文化年間〈 1804～

18〉。紙本墨画。画狂人北斎画。108.5×

38.5 誓教寺蔵） 

※落款の「画狂人北斎」は、寛政後期～天

保まで用いられているので年代は特定でき

ないが、一応文化期とした。白の僧衣を頭から被り横向きに立ち、何

か見つめている図。僧衣は濃い墨で縁どられている。 達磨図（誓教寺） 

●肉筆画「面壁
め ん ぺ き

達磨図
だ る ま ず

」（文化 6年～文政 4年〈1809～21〉。絹本着色

一幅。北斎改戴斗筆。印ふしの

やま。太田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

賛「渡江一韋 

面壁九年依然  柏樹独立庭

前」。30.0×48.4個人蔵） 

面壁達磨図（web:ameblo.jp より転載） 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E4%B8%AD%E5%9B%BD)
https://www.facebook.com/
https://www.pinterest.jp/


458 

 

※壁の割れ目から面壁
め ん ぺ き

の達磨
だ る ま

が見える。頭から赤い法衣
ほ う い

を被り、目を開けて前方を見てい

る。 

●屏風絵「四季
し き

耕作図
こ う さ く ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色六曲一隻屏風。葛飾北

斎画。印亀毛蛇足。107.0×292.0。個人蔵） 

四季耕作図（http://totemokimagure.cocolog-nifty.comより転載） 

●肉筆画「韓
か ん

信
し ん

の股
ま た

くぐり」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。絹本着色一幅。葛飾北斎画。

印亀毛蛇足。93.0×33.6 個人蔵） 

※三人の男が縦に並んで足を広げている。その前にうつ伏して男たちの股をくぐろうとす

る韓信。その様子を見ている人たち。図上半分は、近くの松の先に山が山水風に描かれる。 

●肉筆画「花
は な

籠図
か ご ず

」（「花
は な

籠
か ご

に蝶図
ち ょ う ず

」とも。文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色一幅。

北斎。印辰 印政 35.1×24.1 個人蔵） 

※花籠には白い牡丹と緑の葉。その花籠の上を紋黄蝶が舞っている。 

●肉筆画「青楼
せ い ろ う

美人
び じ ん

繁昌図
は ん じ ょ う ず

」（文化9年～11年頃〈181～14〉。縦長版着色一幅。北斎筆。

印亀毛蛇足。個人蔵）           青楼美人繁昌図（読売新聞より転載） 

※令和 3年（2021）1月 14日「読

売新聞」夕刊に新発見として掲載

された。縦長画面に 6 人の妓楼の

女が描かれる。図上から勝川春
しゅん

好
こ う

の幇間、勝川春
しゅん

翁
お う

の花魁、勝川

春
しゅん

周
しゅう

の三味線箱に寄りかかる芸

者、歌川豊国
と よ く に

の肩に犬を乗せた振

袖新造、勝川春
しゅん

英
え い

の年増、北斎の

女将など。西日本の個人が所蔵し

ていた物を東京の美術商が入手し

たという。内藤正人・慶応大教授が、落款や線描や色使いから真

筆と鑑定。すみだ北斎美術館は、落款の摩耗具合などから1800年

前後の作と推定されるという。勝川派から離れた後も、不仲と言

http://totemokimagure.cocolog-nifty.com/
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われた春好などと交流があったことが分かる絵という。 

●屏風絵「雑画
ざ つ が

屏風
び ょ う ぶ

」（文化 7 年～文政 3 年〈1810～1820〉。二曲一隻屏風。紙本着色。

無款。各 70.3×79.9 フリーア美術館蔵） 

※二曲の中に各図を散らして描く。絵手本風であるが、各図は素描ではなく、完成された

絵の趣となっている。 

☆「左曲」左から、〈梅の枝にとまる鴛鴦
お し ど り

〉〈刈り取った稲の束を下に置き、笠を被った

まま地に腹這いになって両肘をついて、左足を折り曲げて休む農夫〉〈鳥居の柱を朱色に

塗っている職人〉 

☆「右曲」左から、〈黒雲の中の龍〉〈対座する僧侶と紙に文字を書きつける男〉〈紐の

解けた止まり木の側から顔をのぞかせる赤い頭の雉
き じ

のような鳥〉〈青白磁
せ い は く じ

の絵付けのある

椀の水に投げ入れた桜の小枝〉〈太い墨の描線で描いた、駆ける馬〉〈黒の着物の胸をは

だけ、長煙管
な が き せ る

を指先で持つ遊女〉 

※全体に黄色がかった絵。五月の田植えから秋の刈取りなどの農家の風景を描く。鹿鳴館
ろ く め い か ん

の設計者・イギリス人ジョサイア・コンドル（1852～1920）の旧蔵品であったが、1942 年

デンマークで落札されたという。  

●肉筆画「山鳩図
や ま ば と ず

」（文化年間〈1804～18〉。紙本着色一幅。北斎爪画
つ め が

注。花押「北」。

個人蔵） 

※注）爪画
つ め が

：筆を用いず、指先や爪に直接絵の具をつけて描く絵。『増補浮世絵類考』

（『浮世絵類考』岩波文庫版所収 ｐ147）に「伝に曰く、為一翁は曲画を善
よ く

す。（略）

中にも爪にて墨をすくひかく画
が

はすぐれて妙なり、筆にて画
えがき

たるが如し、画
え が

く処をみざれ

ば其
そ の

実をしるべからず」とある（肉筆画「逆筆
ぎゃくひつ

布袋図
ほ て い ず

」（文化 7 年～11 年〈1810～14〉の

項参照）。 

●肉筆画「九天
きゅうてん

玄女図
げ ん に ょ ず

」（文化年間〈1804～18〉。紙本額装。一部着色。無款。個人蔵） 

※九天
きゅうてん

玄女
げ ん に ょ

は、道教の仙女。人面身鳥の姿で黄帝
こ う て い

に仕えた七
し ち

天女
て ん に ょ

の一人。黄帝に兵法を伝

えたとされる戦いの神。板下絵の一部に彩色した趣の図。団扇を持ち身体をくねらせて立

つ仙女。袖の周りのピンク色、打掛け風の着物の黒、袖から覗く下着の黄色のみ着色して

ある。 

●肉筆春画「閨中
けいちゅう

交歓図
こ う か ん ず

」（文化 12年～文政 2年〈1815～19〉。戴斗房中写。印ふしのや

ま（？）。個人蔵） 

※「週刊ポスト」（2020/2/7号）掲載。2019年 1月発見され即売され個人蔵となったと報

道された。落款のある肉筆画は極めて珍しく、「房中写」とあるところから、実際の交接

を前にした写生ではないかとしている（国際日本文化研究センター名誉教授：早川聞多氏

の解説）。落款の戴斗は文化 7 年（1810）から文政 2 年（1819）まで使用され、印の「ふ

しのやま」は文化 12年（1815）から文政 2年（1819）の 56歳から 60歳まで使用されてい

ると考えられているので、この時期の作とした。但し、本図の真贋は今後の究明を待ちた

い。 
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閨中交歓図（部分：https://shoto-museum.jp/より転載） 

●肉筆画「傾城図
け い せ い ず

」（文化 11 年～文政 2 年〈1814～19〉。

絹本着色一幅。前北斎戴斗筆。107.0×41.2 朱方印：判読

不能。岡田美術館蔵） 

※大きな鼈甲
べ っ こ う

の 簪
かんざし

を髪に挿し、青い

前帯
ま え お び

に松の葉模様の仕掛
し か け

（打ち掛け）を

着て、三つ歯の高下駄
た か げ た

を履いて八文字
は ち も ん じ

で

歩く花魁
お い ら ん

道中の姿。仕掛の裾が丸く広がっているのは、八文字の歩きか

たによるもの。印号は、「総州葛飾郷前北斎戴斗筆」の落款時にも使用。 

傾城図（岡田美術館）右：落款拡大図 

●肉筆画「大原女図
お は ら め ず

」（文化 12年～文政 2年〈1815～19〉。

掛幅絹本着色一幅。北斎改為一筆。94.5×30.3 ボストン

美術館蔵） 

※三束の柴木を頭に乗せ、黒い手巾を

して頭上の束を支えて立つ大原女。袖

からは赤い襦袢が覗き、着物を腰に巻き付け、裾か

らは白い下着が覗いている。白足袋で草鞋を履いている。柴木の束に

桜の小枝が挿され、赤い小さな包みが結びつけられている。                   

大原女図（ボストン美術館） 

●扇面画「腕
う で

相撲
す も う

」（文化 7年～文政 10年〈1810～27〉。紙本着色扇

一面。北斎戴斗筆。印辰印政 太田記念美術館） 

※男二人が鉢巻をして腕相撲をしている図。 

●肉筆画「花魁
お い ら ん

立図
た ち ず

」（文化 6年～7年〈1809～10〉。着色一幅。葛飾

北斎。印亀毛蛇足） 

※赤い着物の上に黒い仕掛
し か け

（打掛
う ち か け

）を肩からずらして羽折り、前帯を

垂らし首を傾けて立っている花魁
お い ら ん

。少し開いた裾からは赤い襦袢
じ ゅ ば ん

と

足袋
た び

の先が見える。 

●校合摺「扇
おうぎ

に桜図
さ く ら ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。墨絵。葛飾北斎筆。20.5×25.8 

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※半開きの扇と全開の扇が重なっている上に、桜の小枝が乗せられている。扇の左にも桜

の花びらが散らされている。 

●肉筆画「源氏
げ ん じ

物語
ものがたり

 早蕨図
さ わ ら び ず

」（文化 11年～文政 4年〈1814～21〉絹本着色一面。もと掛

幅。北斎戴斗筆。印ふもとのさと。102.6×40.5 フリーア美術館蔵） 

https://shoto-museum.jp/
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※御簾
み す

を上げた部屋から桜が見え、杉の板戸のある板の間では二人

の女が座っている。側に几帳
き ち ょ う

が垂れ下がっている。一人は手紙を手

に持ち、二つの脚付き籠を前にして、首を傾けている女を見てい

る。二人とも笹
さ さ

色
い ろ

紅
べ に

（下唇が緑色）の唇をしている。図の右下には

画面を断ち切るように松景色が描かれる。『源氏
げ ん じ

物語
ものがたり

』48 帖

宇治十帖
う じ じ っ ち ょ う

〈早蕨
さ わ ら び

〉からの画材。桜咲く山荘で、中
な か

の君
き み

に送られた寺

の阿闍
あ じ ゃ

梨
り

からの手紙を読む女性と、一緒に贈られた蕨
わらび

や土筆
つ く し

などを

入れた籠を前にする女性。  

源氏物語 早蕨図（原画フリーア美術館：綴プロジェクト複製 すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「立
た ち

美人図
び じ ん ず

」（文化 11年～文政 4年〈1814～21〉。絹本着

色一幅。北斎改戴斗筆。印ふしのやま。108.0×40.5 個人蔵） 

※登龍の描かれた打掛を着て、櫛を左耳の上に

差した垂髪の花魁が身体をひねらせて立ってい

る。裾からは花魁特有の三つ歯下駄が覗いてい

る。 

立美人図（toricoroll より） 

●肉筆画「時鳥図
ほ と と ぎ す ず

」（文化 11 年～文政 4 年〈1814～21〉。葛飾北斎改

戴斗筆。印ふしのやま。100.0×26.4） 

※薄雲を背にして時鳥が一羽鳴きながら飛翔している。図の上半分に

大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の賛が記される。 

●扇面画「亀
か め

と金魚図
き ん ぎ ょ ず

」（文化 2 年～7 年〈1805～10〉。着色扇面一本。

北斎画。印なし） 

※茶地に亀と金魚を描く。足元には笹の枝が横たわっている。 

●扇面画「山水
さ ん す い

図
ず

扇面
せ ん め ん

」（文化 6 年～11 年〈1809～14〉。着色扇面一

本。独流
どくりゅう

北斎画。印辰印政。17.8×47.5 個人蔵） 

※小高い丘の上に東屋
あ ず ま や

が立ち、巌頭
が ん と う

の向こうには小島が描かれる。 

●扇面画「筍
たけのこ

」（文化 11 年～15年〈1814～18〉。着色扇面一本。北斎戴斗。印辰印政。

17.6×50.0 個人蔵） 

※葉を付けた筍が交差するように描かれ

る。 

筍（個人蔵 web:「愚意鑿」BINBOU コレクションⅡよ

り） 

●団扇画「芥川
あくたがわ

」（文化 5 年～10 年〈1808

～13〉。団扇絵一枚着色。かつしか北斎画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『伊勢
い せ

物語
ものがたり

』第六段「芥川
あくたがわ

」の場面を描く。ある男が高貴な女性を盗み出し、女を背負

って芥川
あくたがわ

の川べりを逃げる途中、雷が鳴り、あばら家に逃げ込んだが、女は鬼に食べられ
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るという筋書き。図は、烏帽子
え ぼ し

を被った裸足の男が女を背負って逃げる途中、女が草葉
く さ ば

の

夜露
よ つ ゆ

を指差して、あれは白玉
し ら た ま

かと尋ねる場面。芥川は高槻
た か つ き

市を流れ淀川
よ ど が わ

に注ぐ川。 

●扇面画「桔梗図
き き ょ う ず

」（文化 7 年～11 年（〈1810～14〉。文化 12 年、15 年説あり。紙本扇

面一面。掛幅。北斎戴斗筆。印ふもとのさと。下弦 21.5×上弦 55.5 北斎館蔵） 

※扇を縦にして描いた図。二本の茎が長く上に伸び、その先端に蕾
つぼみ

も含めて花が咲く。茎の根
ね

もと近くでも薄藍
う す あ い

の花と白い花を咲かせ

ている。没骨
も っ こ う

描写の図。           

桔梗図（北斎館） 

●扇面画「太夫
た ゆ う

の図
ず

」（文化年間〈1804～18〉。北斎改戴斗筆。花

押） 

※「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」（大正 8 年）の図録（大正 9 年）

によれば、「京都 広岡伊
ひ ろ お か い

兵衛
へ え

氏所蔵」となっている。 

※図は多くの 簪
かんざし

を指した花魁
お い ら ん

の後ろ姿が描かれ、扇面の右半分に

十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

の賛が記されている。関西では花魁を太夫という。 

●扇面画「烏賊
い か

に山椒図
さ ん し ょ う ず

」（文化 10年～文政 2年〈1813～19〉。紙本着色扇一面。北斎戴

斗。印辰印政。23.0×48･2 すみだ北斎美術館蔵） 

※透明感のある薄鼠色の紋
も ん

甲
ご う

烏賊
い か

と白色の鯣
ずるめ

烏賊
い か

が並んで描かれる。紋
も ん

甲
こ う

烏賊
い か

の側に緑色

の山椒
さんしょう

の葉が添えられる。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の賛「幽
ゆ う

斎
さ い

もしらぬ伝授
で ん じ ゅ

の三
み つ

鳥
と り

は鳶
と び

とからすと甲
こ う

の

白鷺
し ら さ ぎ

」。 

●扇面画「生首図
な ま く び ず

」（文化 7 年～11 年〈1810～14〉。紙本扇面淡彩一面。北斎戴斗席上略

筆。23.3×48.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※扇の中央に上下逆様に描かれる。歯を食いし

ばり、唇を少し開け上目づかいに目を開いた男

の首。月代
さ か や き

部分は剃らないまま小さな髷
ま げ

を結っ

ている。「生首図」は、天保 13年(1842)、嘉永

元年(1848)にも描いている。            生首図（島根県立美術館） 

 【「北斎筆」の落款は二代目北斎か】 

●肉筆扇面画「水
み ず

恋
こ い

鳥図
ど り ず

扇面
おうぎめん

」（文化年間〈1804～18〉年間。紙本着色一面。額装。葛飾

北さゐ。印葛飾。下弦 20.8×上弦 44.2 北斎館蔵）  

※水恋鳥は、赤
あ か

翡翠
しょうびん

（カワセミ）の異名。赤いくちばしを上に向けて笹の茂みの上を羽ば

たく翡翠
か わ せ み

。背中は藍色、羽根は墨色で描かれる。印が「葛飾」という二代目北斎のもので

あるので、同人の作とする説もある（日本浮世絵博物館所蔵『北斎』ｐ14 読売新聞社）。     

また、本図とは別だが、二代目北斎は落款に「筆」と記しているのが特徴で、北斎自ら

が「北斎」とした場合は「画」が続くとしている。二代目北斎は亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

と考えられる。

弘化 3年（1846）条の「犬北斎」の項参照。 
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水恋鳥図扇面（北斎館） 

●扇面画「風景図
ふ う け い ず

」（文化 11年～文政 2年

〈1814～19〉。扇面着色一面。戴斗筆。印

辰政。23.0×50.0 島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※小高い山のある島の間を棹
さ お

さす小舟が一

艘、全体に墨絵風に淡彩で描かれる。 

●掛幅「年始
ね ん し

まわりの遊女図
ゆ う じ ょ ず

」（文化 12 年～文政 2 年〈1815～19〉。

絹本着色一幅。前北斎戴斗筆。印ふしのやま。110.4×41.8 フリーア

美術館蔵） 

※横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

髷
ま げ

に多くの 簪
かんざし

と 笄
こうがい

を挿した高位の花魁
お い ら ん

が八文字
は ち も ん じ

で歩く図。

黒地に松葉文様で茶の線を強調した注連縄
し め な わ

の刺繍をあしらった打掛
う ち か け

を

背抜きで羽織り、数枚重ねた白地で市松
い ち ま つ

模様の掛下
か け し た

の裾を右手で持ち

あげ、三つ歯の黒下駄
く ろ げ た

を履いた裸足の右足を突きあげた姿。花魁の唇

は、笹
さ さ

色
い ろ

紅
べ に

と呼ばれる、下唇が緑色である。紅花
べ に ば な

からの紅を何度も塗

ると玉虫
た ま む し

色
い ろ

に発色し緑色となる。襟など着物の輪郭のチリチリはこの

頃の北斎の特徴。   

年始回りの遊女図（高精細複製画：すみだ北斎美術館〈原画：フリーア美術館〉 

●点印譜「於之波奈嘉々美
お し は な か が み

」（文化 10年～文政 2年〈1810～19〉。大本 4帖。墨印。北斎

筆・北斎改戴斗。27.4×20.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「点
て ん

印譜
い ん ふ

」は、俳諧で、点者批評により得点を競ったが、その点者の印が捺されたもの

を集めて貼り込んだもの。本譜は 5帖の仕立てとなっていて、北斎の印も 10数点収められ

ているという（『新北斎展図録』ｐ327～328）。 

円印に、弓矢姿の武人が馬に乗って、竹垣の陣屋を見ている印（北斎改戴斗）や、千鳥

が飛ぶ下で、筏
いかだ

に竿さしている男の印（北斎筆）、岩山の麓を流れる川の印（北斎筆）な

どがある。 

●柱絵「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

」（文化 11 年～15 年〈1814～18〉。北斎画。江見屋
え み や

吉
き ち

右
え

衛門
も ん

版。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※天明 4～5年（1874～75）に同題「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

（柱絵。北斎画）」がある。構図はほと

んど同じだが本図は西行の向きが反転している。墨染めの衣を着て、笠を手に持ち、杖を

突き、肩に風呂敷に包んだ物を巻き付けて立っている。図の上部に雲を抱いた富士山が描

かれるが、西行は左を向いて見ていない。「富士見西行」は、日本画の画題の一つ。 

●菓子袋「弁慶図
べ ん け い ず

」（文化 5 年～10 年〈1808～13〉。着色。無款。島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）    

※菓子袋の絵。円枠の中に鎧
よろい

姿の弁慶が｢御菓子｣と書いた高札を支え立てている。北斎の

描いた菓子袋は、他に「江戸八景」（天保初期。赤松屋庄
あ か ま つ や し ょ う

太郎
た ろ う

版）などの 2 種が知られて

いるという（『新北斎展図録』ｐ323）。 

http://www.book-navi.com/hokusai/art/mizukoidoril.html
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弁慶図（島根県立美術館） 

●組上げ絵「しんはん石橋山
い し ば し や ま

合戦組上
か っ せ ん く み あ

ケ
げ

とうろうゑ」（文化 4

年～12年〈1804～15〉。大判錦絵玩具絵 2枚揃。無款。島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館美術館/太田記念美術

館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「組上げ絵」は、関西では「立版
た て ば ん

古
こ

」と呼ばれることが多

い。切り取り、組み上げて楽しむ玩具絵。本図は、石橋山の合

戦の様子を組み立てる玩具絵。 

☆〈上の巻〉（25.4×37.9）陣容の組上げ絵 

☆〈下の巻〉（25.3×37.9）石橋山の地形の組上げ絵。 

●組上げ絵「しん板くミあけとふろふ ゆやしんミセのづ」 (文化 4 年～12 年〈1804～

12〉。「新板組上
し ん ぱ ん く み あ げ

燈
と う

籠
ろ う

湯屋
ゆ や

新店
し ん み せ

図」。大判錦絵。5 枚組。北斎画。丸屋
ま る や

文
ぶ ん

右衛門
え も ん

版。各

38.0×25.7 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵) 

※各部分を切り取り、糊しろに糊をつけ、指示通りに組みあげると、二階建ての立体的な

風呂屋の作品になるというもの。 

●組上げ絵〈しんはんくみあけとうふろふゑ 天
あ ま

の岩戸
い わ と

神
か み

かぐらの図
ず

 上〉(文化 4年～12

年〈1804～12〉北斎画。丸屋
ま る や

文
ぶ ん

右衛門
え も ん

版。26.5×38.3 ボストン美術館蔵) 

※天
あ ま

の岩戸
い わ と

伝説を題材にしたもの。 

●組上げ絵「王子
お う じ

いなりこりとりばの図
ず

」（文化 4 年～12 年〈1804～15〉。無款。25.2×

37.8 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●組上げ絵「新吉原
し ん よ し わ ら

仮宅
か た く

繁盛
はんじょう

の図
ず

」（文化 4 年～12 年〈1804～15〉。無款。25.5×37.4 

太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●組上げ絵「江戸中
え ど じ ゅ う

しん板
ぱ ん

はやり升屋
ま す や

みよ」（文化11年～15年〈1814～18〉。大判着色。

北斎老人画。丸屋
ま る や

文
ぶ ん

右衛門
え も ん

版。26.5×38.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

本図は、吉原
よ し わ ら

の「升屋
ま す や

」の組上げである。 

●校合摺「茶汲
ち ゃ く

み美人
び じ ん

」（文化 12 年～文政 2 年〈1815～19〉。校合摺
きょうごうずり

注。紙本。前北斎戴

斗筆。26.1×31.0 アムステルダム国立美術館蔵） 

注）「校合摺
きょうごうずり

」は、色板作成のために、主板
お も は ん

で摺った輪郭の黒線だけの摺物をいう。絵師

はその一枚一枚に一色ずつの色名を文字で書き、凸版として残す部分に代赭
た い し ゃ

墨
す み

を塗る。こ

の色ざし様の校合摺
きょうごうすり

が彫り師に渡されて色板
い ろ い た

が作られる(国立民族博物館『絵師はいかに

つくられたｐ79』。 

版画を制作するだけに必要な消耗品なので、校合摺
きょうごうすり

が残るのは珍しいとされる。 

※茶托
ち ゃ た く

に載せた湯呑みを持つ女。眉を剃りお歯
は

黒
ぐ ろ

にしているので人妻か。 

●摺物「小松引
こ ま つ ひ

き」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色一幅。画狂人北斎画。19.2

×51.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※小松引きは、平安時代、正月初の子
ね

の日に、長寿を願い野に出て小松を引抜く遊びで、

図では三人の官女が扇をかざし、下働きの二人の男が小松を引抜く姿を見ている。その近

くでも男女の子どもが見ている。遠景には大きな日の出が描かれる。 

●摺物「横九つ切り判銅板画風摺物
よ こ こ こ の つ ぎ り ば ん ど う は ん が ふ う す り も の

シリーズ」（文化元年～7 年〈1804～10〉。着色。横

九つ切摺物 3 図。ほくさゐうつす（画面右上に横書き）。銅版画風。額枠内に描かれ。狂

歌が添えられる） 

☆〈金沢
か な ざ わ

八景
は っ け い

〉（日本浮世絵博物館/ボストン美術館蔵） 

※海に架かる瀬戸
せ と

橋
ば し

と呼ばれた二つの連続した橋を渡る人々や、沖に浮かぶ帆船等を描く。

橋は西洋のように石橋風に描く。 

☆〈江の島
え の し ま

遠望
え ん ぼ う

〉(「江
え

の島
し ま

風
ふ う

景
け い

」「江
え

ノ島
し ま

海岸
か い が ん

」とも。藤沢市教育委員会/ボストン美術

館蔵) 

※七里が浜から江の島を望む風景。島に渡る人々が小さく描かれ、その脇には波のうねり

が描かれる。 

☆〈かまくら之
の

里
さ と

〉（すみだ北斎美術館/ボストン美術館蔵） 

※入江になっている由比
ゆ い

が浜
は ま

から西を望む風景。海辺の道を行く人々。空には雁
か り

の群れ。

水平線には帆船の帆が多く見え、遠くに雪景色の富士山が描かれる。 

●摺物『三夕
さ ん せ き

』（文化元年～5 年〈1804～08〉。横小判錦絵。北斎画 各平均 13.2×18.1） 

☆〈三夕の内 まきたつ山
や ま

〉（北斎館/東京国立博物館/ヴィクトリア・アルバート博物館

蔵） 

※寂
じゃく

蓮
れ ん

法師
ほ う し

「さびしさはその色
い ろ

としもなかりけり 

真木
ま き

立
た

つ山
や ま

の秋
あ き

の夕暮
ゆ う ぐ

れ」を踏まえる。川辺の入り江

に渡した小さな板橋の前に立ってどこかを見ている振

袖の娘。傍らには、若年増らしき女が片膝を立てて座

り、その横には供の男も風呂敷の荷物を抱えて座って

いる。背後には二本の松の幹が描かれる。 

             三夕の内まきたたつ山（北斎館） 

☆〈三夕の内 うらの苫屋
と ま や

〉（北斎館蔵） 

※藤原
ふじわらの

定家
さ だ い え

「見
み

わたせば花
は な

も紅葉
も み じ

もなかりけり 浦
う ら

の苫
と ま

屋
や

の秋
あ き

の夕暮
ゆ う ぐ

れ」を踏まえる。水

辺に立つ二人の女。供の男が河岸で風呂敷の荷物を整えている。背景に三軒の苫屋
と ま や

が描か

れる。二人の女が松の木の側に立ち、真木の繁る遠くの小山を眺めている。女の後ろには

腰を下ろしている供の男がいる。 

☆〈三夕の内 しき立
た つ

さわ〉（北斎館蔵） 

三夕の内 しき立さわ（北斎館） 

※西行
さいぎょう

法師
ほ う し

「心なき身にもあはれは知られけり 鴫
し ぎ

立
た

つ沢
さ わ

の秋
あ き

の夕暮
ゆ う ぐ

れ」を踏まえる。水辺に立つ二人の
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女。一人は傘を閉じて持っている。供の小僧が両手を挙げ、脅された鴫が飛び立っていく。 

●摺物「猿
さ る

」（文化元年～2 年〈1804～05〉。正月。着色。画狂老人北斎画。19.5×27.4 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※米俵の上で三番叟
さ ん ば そ う

の烏帽子
え ぼ し

を被り、御幣
ご へ い

を持った猿が扇をかざしている図。側に梅花が

ある。賛は「我
わ が

年
と し

をかけハ
ば

米
べ い

なり玉
た ま

の春
は る

 右山川寿来翁」とある。句の作者名から米寿の

祝いの摺物か。 

●摺物「出世弁財天詣
しゅっせべんざいてんもうで

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色。画狂人北斎画。19.9

×54.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※海辺の丘の上に、参詣に来た二人の女と供使いの小僧。小僧は笹の枝に魚などをくくり

つけて担いでいる。丘の下の鳥居の下には、供え物を乗せた三方
さ ん ぼ う

を持つ娘と母親らしい女

がいる。その先には狛犬
こ ま い ぬ

と弁財天
べ ん ざ い て ん

の社殿が描かれる。海辺には屋根船が浮かんでいる。 

●摺物「貴人
き じ ん

と美人
び じ ん

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色。画狂人北斎酔中画。

12.8×18.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※落款に「酔中画」とある。 

※二人の美人がしなやかに寄り添う間で、折
お り

烏帽子
え ぼ し

の高貴な老人が笑っている図。梅風舍

喜久丸の賛は「すミれさく野
の

にうちむれてこのころは 松や引
ひ か

なん若草
わ か く さ

摘
つ み

なん」とある。

山辺
や ま べ の

赤人
あ か ひ と

の「春の野にすみれ摘
つ

みにと来
き

し吾
わ れ

そ
ぞ

 野をなつかしみひとり寝
ね

にけむ」の歌が

思い浮かび、老人は、あるいは赤人
あ か ひ と

とも考えられるという見方もある（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮ

ﾝ北斎図録』より）。 

●摺物「千代紙
ち よ が み

を折
お

る二
に

美人
び じ ん

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色。九々蜃北斎画。

20.3×27.3 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

たちの狂歌グループによる摺物。富士と松と梅の描かれた唐紙の前に座り、格子

縞の着物を着た女が千代紙を折っている。その隣には筆を持ち、絵皿を前にして千代紙の

様子を見ている女がいる。 

●摺物「王子
お う じ

料亭前
りょうていまえ

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色。北斎画。19.0×50.5 

太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※料亭の前には「御神
ご し ん

燈
と う

」と刻まれた石燈籠と、奉納王子(稲荷)と書かれた屋根付きの大

きな立看板があり、その前にいる三人の女。その後ろには、荷物を担ぐ二人の小奴
こ や っ こ

。図の

左には、梅の木の後ろの柵の中に、水が流れる仕掛けが描かれる。王子には「海老屋
え び や

」な

ど有名な料理屋があった。 

●摺物「箱入
はこはいり

カルタの図
ず

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。紙本着色。九々蜃北斎画。

19.0×51.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※包布の上に置かれた箱から引き出された百人一首と思われるカルタが描かれる。図の左

には竹里館
ち く り か ん

直
な お

根
ね

などの狂歌が並ぶ。浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

連によるもの。 
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●摺物「盆踊
ぼ ん お ど

り図
ず

」(文化元～2 年〈1804～05〉。倍柱絵（超縦長）判二枚続。着色。

119.2×14.0 画狂老人北斎画。しなのや版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物

館（絵のみ）すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

盆踊り図（すみだ北斎美術館） 

※浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

市人
い ち ひ と

の浅草側による狂歌摺物。上半分に狂歌を書き入れ、下

半分に七人が踊る図。上から、傘をさす老人、向こうむきの侍、笠を

被って背を見せる男、格子
こ う し

模様の着物の男、扇子をかざす男、手拭を

被る女、顔を隠して踊る女が描かれる。 

●摺物「檜破子
ひ わ り ご

ノ図
ず

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。橘樹
たちばなじゅ

園
え ん

ノ図葛

飾北斎写。19.1×17.1 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※檜破子
ひ わ り ご

は、檜
ひのき

の薄板で作った曲物
ま げ も の

（食物を入れる仕切りのある器）。

図は、房のついた簾
すだれ

の前に、梅の小枝を乗せた三方
さ ん ぽ う

と丸と角の蓋付
ふ た つ き

破子
わ り ご

が二つ置かれている。橘樹
たちばなじゅ

園
え ん

（山田
や ま だ

早苗
さ な え

）の狂歌が添えられる。 

●摺物「屏風
び ょ う ぶ

一双之内
い っ そ う の う ち

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。揃物。画狂

人北斎画。六曲一双屏風）  

☆〈竹内
たけのうち

〉（16.9×7.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※図は武内宿祢
た け の う ち す く ね

が新羅
し ら ぎ

遠征の際、幼い応
お う

神
じ ん

天皇を守った故事に取材。

幼帝を抱く宿祢
す く ね

は穏やかな顔に描かれる。側に立て膝で座って乳房を

突き出し、宿禰
す く ね

の着物の紐を握っている女がいる。狂歌「命
いのち

なか
が

き竹
た け

の内
う ち

にてさゝなきを たれもすくねや春
は る

の 鶯
うぐいす

 桜枝鞠」が添えられ

る。 

☆〈大輔
お お す け

〉（19.8×9.1すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大輔
お お す け

は、源平合戦の際、源頼朝
みなもとのよりとも

についた三浦
み う ら

義
よ し

明
あ き

のこと。106 歳の

長寿を保ったといわれる。図は、海老やウラジロの正月飾りが乗せら

れた鏡餅の置かれた側で、烏帽子を被った長寿の大輔が、美女が持つ

巻物を座って読んでいる。狂歌「門
か ど

に注連
し め

ひきわたしつる弓
ゆ み

とりの 

たけき心
こころ

の松
ま つ

におひそふ 山辺
や ま べ の

道
み ち

高
だ か

」、「霞
かすみ

ひく三浦
み う ら

の海
う み

を見
み

わたせ

ハ
ば

 なかつきをする船
ふ ね

の帆柱
ほ ば し ら

 真知亭十々也」、「もゝあまり六日
む い か

の

年
と し

を越
こ さ

ぬうち 寿命
じゅみょう

の延
の び

る千金
せ ん き ん

の春
は る

 望月
も ち づ き

水面
み な も

」が添えられる。 

※長寿に関する人物の 6 図と中国周
しゅう

時代の六
り く

芸
げ い

（礼
れ い

・楽
が く

・射
し ゃ

・御
ぎ ょ

・

書
し ょ

・数
す う

の教養）を題材にした 6 図の六曲一双の屏風とされる。他に

〈西王母
せ い お う ぼ

〉〈慈
じ

童
ど う

〉〈東方朔
と う ぼ う さ く

〉〈楽
が く

〉〈射
し ゃ

〉〈御
ぎ ょ

〉〈書
し ょ

〉〈数
す う

〉があ

るという（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』ｐ123による）。 

●摺物「菊
き く

をめでる官女
か ん じ ょ

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。横長判摺

物。画狂人北斎画。20.8×56.1 ヴィクトリア・アルバート美術館蔵） 
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※庭先の菊を観る四人の女と家の中の三人。御簾
み す

の陰に二人の女の図。 

●摺物「婦人
ふ じ ん

と小姓図
こ し ょ う ず

」（文化元年～10年〈1804～13〉。着色横判。かつしか北斎画） 

※揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）を被った二人の夫人が大きな釣鐘が置かれた寺の門前を歩く。婦人の

後ろには小姓が般若
は ん に ゃ

の絵柄の凧
た こ

を持ち、風呂敷包みを背負っている。釣鐘にはウラジロが

付けられた注連縄
し め な わ

が掛けられている。 

●摺物「梅樹
ば い じ ゅ

に鶴
つ る

」（文化年間〈1804～18〉。正月。紙本着色。葛飾北斎画。38.4×52.4 

すみだ北斎美術館蔵） 

※上下反転の図。上半分に、初日の出を背に鶴が飛び、梅樹が右から左に伸びている。

常盤津
と き わ づ

門社中、岸
き し

澤
ざ わ

門社中の催し案内。「千穐
せんしゅう

万歳
ば ん ざ い

 叶
かのう

」などの書き込みがある。 

●摺物「井戸端
い ど ば た

の美人
び じ ん

」（文化年間〈1804～18〉。

紙本着色一幅。北斎画。13.6×18.2 すみだ北斎美

術館蔵） 

※井戸から若水を汲む女が、手をかざして初日を見

ている。側の汲み桶にはウラジロがかかっている。

近くで梅が咲いている。井戸端の美人（すみだ北斎美術館） 

●摺物「見立
み た て

業平
な り ひ ら

東下
あずまくだ

り」（文化年間〈 1804～

18〉。無款。横大奉書
お お ぼ う し ょ

全紙判摺物。43.2×57.4 ボ

ストン美術館館蔵） 

※左奥に富士山。馬に乗る在原業平
ありわらのなりひら

。供の者四人。右に松の木のある図。周囲を木目
も く め

で刷

り、鏡面は銀摺
ぎ ん ず り

にしている。業平東下りは多くの絵師の題材になっている。 

●摺物「鏡美人図
か が み び じ ん ず

」（文化 6年～10年〈1809～13〉） 

※鏡に映った美人の顔を大首絵のように描く。木製の折りたたみの鏡を開くと女性の顔が

映っている趣向で、縦長判の下半分に顔を描き。上半分に狂歌を書いている。揃物だが全

何図かは不明。 

☆〈島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵の二図〉（着

色。無款。各 20.3×7.0）  

※二枚揃の左図は、櫛と簪
かんざし

を刺した髪の女が口に

手拭いの端を銜
く わ

えている。口紅を塗っていない。

額からほつれ毛が一本垂れている。野中清水他の

狂歌が記される。 

右図は、角隠しを被った灯籠髷
と う ろ う ま げ

でお歯
は

黒
ぐ ろ

の女。

周囲を木目
も く め

で刷り、鏡面は銀摺
ぎ ん ず り

にしている。 

鏡美人図（島根県立美術館：永田コレクション） 

☆〈すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵の一

図〉（着色。無款。20.3×6.8） 
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※房のある髪留めをつけた角隠しを被って外出する婦人の大首絵が

あり、鏡の裏蓋（図の上部）に「さほ姫
ひ め

の遊ひ
び

道具
ど う ぐ

の紅
べ に

筆
ふ で

に ふく

むや宿
や ど

のむめのうす紅
べ に

 白寿人」「風
か ぜ

の手
て

をたゝけハ近
ち か

く座
ざ

敷
し き

まで 

かよひ〵
かよい

し宿
や ど

のむめか
が

香
か

 三味盛安」の狂歌が記されている（すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ）。 

鏡美人図（部分：すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●摺物「おかめと桜図
さ く ら ず

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。着色。北斎

画） 

※桜咲くところで、盃の絵柄のある赤い幔幕
ま ん ま く

の内側で、薄絹を頭から被り、右手をかざし

て楽しそうに踊るおかめの上半身を描く。 

●摺物「日
に

本
ほ ん

堤
つつみ

を見
み

る花
お い

魁
ら ん

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。着色。北斎画。13.5×18.4 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※花魁
お い ら ん

が日本堤
に ほ ん つ つ み

（吉原
よ し わ ら

の土手）を往来する人々を二階の籬
まがき

窓から眺めている図。千秋
せんしゅう

庵
あ ん

の

狂歌に「春
は る

霞
がすみ

たつ木もしらぬ籬
まがき

より むかふの人を呼子
よ ぶ こ

鳥
ど り

かな」とあるので、客を呼んで

いる様子か。土手には小さく三人の男が描かれる。「呼子
よ ぶ こ

鳥
ど り

」は、人を呼ぶように鳴く鳥

で、一般にかっこうと言われるが、他にも説がある。他の狂歌に「長閑
の ど か

なる春
は る

もくるわの

ことのはや おいてなんしにひらく梅
う め

か
が

香
か

 橘
たちばな

床
と こ

世
よ

」、「目
め

出
で

たしや夢
ゆ め

に見
み

てさへよし

ハらの くつわにとむる春
は る

の駒
こ ま

下駄
げ た

 鈍亭
ど ん て い

和樽
わ た る

」がある。 

●摺物「唐人
と う じ ん

笛
ぶ え

を持
も

つ美人
び じ ん

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色。摺物。かつしか

北斎画。林忠正の所蔵印がある。18.4×13.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※中国風の美人がチャルメラを吹く図。賛「豊
と よ

とせのしるしハ東風
こ ち

の吹
ふ き

そめて なりものゝよき春
は る

の長閑
の ど か

さ 悠々
ゆ う ゆ う

館街人
か ん ま ち び と

改
あらため

湖
こ

悠
ゆ う

」が

記される。           唐人笛を持つ美人（すみだ北斎美術館） 

●摺物「手紙
て が み

を読
よ

む遊女
ゆ う じ ょ

」（「手紙
て が み

を持
も

つ遊女
ゆ う じ ょ

」とも。文化 6年～

10 年〈1809～13〉。着色。かつしか北斎画 17.0×12.7 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※立て膝の遊女が手紙を持ち、極端に首

を前に曲げ、物思いに耽
ふ け

っている図。の

「仲
な か

の町
ちょう

はるの大夫
た ゆ う

の出立
しゅったつ

を 誰
だ れ

も見
み

にきよ花
は な

の吉原
よ し わ ら

 蛙吹亭

元住」の狂歌が記される。 

手紙を読む遊女（すみだ北斎美術館） 

●摺物「人形
にんぎょう

図
ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。横長判着色。

ホクサイ。19.8×51.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「大
だ い

傀来面
け き め ん

●
不 明

」と書かれた紙を貼った蓋を開けた箱の中で鼓
つづみ

を叩く女の子。箱の前では紙で作った四角い被り物を頭にして、馬になった男の子の背中

に乗る男の子。箱の側面に「ホクサイ」と署名されている珍しい図。 
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●摺物「元結作
も と ゆ づ く

りの母子
ぼ し

」（文化元年～7 年〈1804～10〉。大奉書全紙判着色摺物。北斎

画。36.2×48.9 エドアルド・キオッツオーネ記念ジェノヴァ東洋美術館蔵） 

※立っている芸者の傍で腰をかがめて元結
も と ゆ い

作りの用意をする母親と、その腰にすがる子ど

もの図。下半分には三番叟
さ ん ば ん そ う

を開催した出し物のプログラムが逆さで記される。 

※寛政8年(1796)の「元結
も と ゆ

い造り」や、寛政11年(1799)春の「元結
も と ゆ い

匠
しょう

」（狂歌本『東遊
あずまあそび

』

所収）同画趣がある。 

●摺物「花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。中判着色。葛飾北斎画。19.1×26.2 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館蔵） 

※大首
お お く び

絵
え

風の花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

の図。横
よ こ

兵庫
ひ ょ う ご

の髷
ま げ

の花魁
お い ら ん

の髪飾りは銀摺
ぎ ん ず り

に、帯は金摺
き ん ず り

で描く。その

脇に華やかな髪飾りをした禿
かむろ

が花魁
お い ら ん

に寄り添う。「玉
た ま

の春
は る

玉
た ま

の柳
やなぎ

のまゆにして 玉
た ま

につら

なる傾城
け い せ い

の礼
れ い

 一粒亭
いちりゅうてい

万
ま ん

盃
ば い

」、「鉢植
は ち う え

の梅
う め

とかむろの

はこの子と ともに数
か ず

つく花のよしハら 二橋亭高

紀」、「初
は つ

ミせのはつすかきやい音にて ゐねの間
あいだ

のよろつ
ず

よし原
わ ら

 浅流庵清志」、「なひ
び

くなり行
ゆ

きか

ふ風
か ぜ

のふたかへり ミかへり柳
やなぎ

ふりのよし原
わ ら

 野中

清水」の狂歌が書かれる。 

花魁と禿（部分：すみだ北斎美術館） 

●摺物「鞠
ま り

に梅花
ば い か

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。着色。葛飾北斎画。12.9×17.7 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※文化 6 年に摺物「鞠
ま り

と玩具
が ん ぐ

」があるので、あるいは文化 6 年（1809）作か。鞠の周囲に

梅花が描かれる。「去年
こ ぞ

の日にまろめし雪もまりほと
ど

に いつしかけぬる春のあたゝか 

大屋跡次」、「鞠
ま り

よりも花の匂ひのけた
だ

かさに 爰
こ こ

にも梅のありとこそしれ 雪
ゆ き

の屋
や

鳥兼
と り か ね

」

の狂歌が記される。 

●摺物「神
か み

三番之内
さ ん ば ん の う ち

」（文化 3 年〈1806〉以降。かつしか北斎画。14.1×19.2 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※下記「儒
じ ゅ

三番之内
さ ん ば ん の う ち

」を含めた「神儒仏」の三枚揃物の一図と思われる。梅の花咲く寺社

の入り口の柵内に鎮座する武門の男の像。烏帽子を被り、 簗
やなぐい

の矢を扇状
せんじょう

に広げて背負っ

ている。その前には手水
ち ょ う ず

の盥
たらい

と柄杓
ひ し ゃ く

が置かれている。千秋連
せんしゅうれん

小男
こ お と こ

黒面の狂歌に「春
は る

くれは

武士
ぶ し

もミなさきか
が

ちに ゑほう〱
えほう

と参
ま い

る神垣
か み が き

」とある。 

●摺物「儒
じ ゅ

三番之内
さ ん ば ん の う ち

」（文化 3 年〈1806〉以降。かつしか北斎画。13.7×18.7 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※寺社の屋根の鯱
しゃち

鉾
ほ こ

を横切るように 鳳
おおとり

の姿をした凧が上がっている。湯島の聖堂の屋根

といわれる。「所
ところ

か
が

ら仰
あ お

け
げ

は高し聖堂
せ い ど う

の 楚々
そ そ

に遊へ
べ

る鳳凰
ほ う お う

の凧
た こ

 千秋連瓢振人」の狂歌

が記される。 

●摺物「菊慈
き く じ

童
ど う

」（文化元年～5 年〈1804～08〉。横長判。北斎画。18.7×51.4 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉市美術館/エルヴィエム美術館蔵） 
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※菊慈
き く じ

童
ど う

は、霊効
れ い こ う

のある菊の下露
し た つ ゆ

を飲んで不老不死を得たという中国の仙人。元は書き込

みがあった大奉書全紙判。完全版は米国ウイスコンシン州のウイスコンシン大学エルヴィ

エム美術館にあるという。 

裾の長い打掛
う ち か け

を羽織っ

た菊慈
き く じ

童
ど う

が、菊が多く咲

いている岸辺にしゃがん

でいる図。文化 2 年

(1805)にも同題の絵があ

る（九々蜃北斎画）。 

菊児童（すみだ北斎美術館） 

●摺物「花魁
お い ら ん

道中
どうちゅう

」(文化元年～15 年〈1804～18〉。着色。14.3×28.4 フランス国立

図書館蔵)  

※右に花魁道中の図。門松飾りの間を二人

の花魁と羽子板を持つ禿
かむろ

が歩く。後ろに長

柄の大傘を持つ男。正月二日、吉原
よ し わ ら

仲之町
な か の ち ょ う

の茶屋ごとに年
ね ん

礼
れ い

にまわる行事を描く。  

花魁道中（フランス国立美術館） 

「春くれと客人とともに鶯の をいてなん

しに梅のひらきぬ 五息斎壁塗」、「此里
こ の さ と

の宝舟とハ新
し ん

艘
そ う

の つくりたてたる春の売
う り

初
そ め

 

住蝶菴百鼻人」、「ひとかへりまたふたかへりミかへりの 柳も土手のまねく春風 紀長

面」の狂歌が記される。 

●摺物「梅鉢
う め ば ち

に盃
さかずき

」（文化元年～5 年〈1804～10〉。元旦。画狂老人卍筆。色紙判着色。

19.5×19.2 千葉市美術館蔵） 

※山水風の絵付けのある鉢に盆栽の梅が咲き、傍に寿の字のある朱塗りの盃が置かれてい

る。 

●摺物「美人
び じ ん

投網
と あ み

」（「日
ひ

の出
で

」とも。文化 3 年～8 年〈1806～11〉。紙本着色。かつし

か北斎画。19.0×52.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵） 

※舟中に立って腰
こ し

蓑
み の

をつけた女が網を引き揚げて

いる。網には魚が捕えられている。もう一人の女

が魚を柄のついた攩網
た も あ み

に受け取ろうとして海面に

差し出している。船頭は艪
ろ

を操り舟を安定させて

いる。遥か沖の陸地から大きな朝日が半分顔を覗

かせている。 

美人投網（部分：太田記念美術館：https://ezumi-mit.at.webry.info より） 

https://ezumi-mit.at.webry.info/
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●摺物「滝
た き

に薪
たきぎ

を投
な

げる仕丁
じ ち ょ う

と貴人
き じ ん

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉。紙本着色。かつし

か北斎画。24.2×38.4 すみだ北斎美術館蔵） 

※図左に、男が薪を抱え、滝に投げ入れようとしている様子が描かれる。その前には投げ

入れられた薪の束がある。図右には、貴人が扇をかざして見ている様子が描かれる。貴人

の側で二人の男が控えて座っている。 

●摺物「住吉
す み よ し

祭
まつり

」（文化年間〈1814～18〉。色紙判着色。前北斎戴斗筆。20.9×18.6 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※住吉祭の衣裳を着た男と甲冑
かっちゅう

を身に着けた男を描く。空満屋
そ ら み つ や

楉垣
ざ く ろ

真
ま さ

枝
え

の賛「住吉
す み よ し

の日
ひ

、

つるめそといふ者のいミし
じ

うをかしけ
げ

なるさまして、さるかうことゝも舞
ま い

戯
たわむ

れけるを見
み

侍
は べ

りて、おもしろう興
きょう

ある事
こ と

におもうたまへしか
が

、同し
じ

心の友た
だ

ちにかゝる物ありとた
だ

にし

らせ参らせまほしう、一
ひ と

ひらの絵にうつしてたてまつるなり」とある。 

●摺物「狂歌
き ょ う か

扁額
へ ん が く

」（文化年間〈1804～18〉。横判。葛飾北斎画。13.4×27.9 ベレス・

コレクション蔵） 

※奉納直前の額の図。枠に取りつける金具と木槌
き づ ち

が描かれる。   

●摺物「貝
か い

合
あ

わせ」（文化年間〈1804～18〉。紙本着色。摺物。13.4×18.3 すみだ北斎

美術館蔵） 

※貝枠の内側に官女と貴人が部屋の中と外にいる図を極彩色で描く。 

●摺物「日本橋
に ほ ん ば し

霞
かすみ

」（文化年間〈1804～18〉。着色。向
こ う

岳
が く

北斎画。13.8×18.6 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※日本橋の擬宝珠
ぎ ぼ し

のある欄干から身を突き出して川面を見る小奴
こ や っ こ

。その側で立ち話をして

いる御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の女と松の盆栽を持つ女。遠くに江戸城が見える。「初日
は つ ひ

影
か げ

さす大小
だいしょう

の

日本橋
に ほ ん ば し

 霞
かすみ

の糸
い と

のひしとかゝれり 太平
た い へ い

楽
ら く

住
ず み

」、「魚市
う お い ち

のこちかいなた
だ

か引
ひ き

初
そ む

る 霞
かすみ

の網
あ み

に風
か ぜ

の手
て

こ
ご

たひ 蘭奢亭
ら ん し ゃ て い

香
か

保
ほ

る」の狂歌が記される。 

●摺物「高輪
た か な わ

休茶屋
や す み じ ゃ や

」（文化年間〈1804～18〉。着色。向
こ う

岳
が く

北斎画。13.5×18.3 すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※上記「日本橋
に ほ ん ば し

霞
かすみ

」同様、

江戸名所の歳旦揃物と思わ

れる。落款の「向岳北斎」

は、この二点にしか見当た

らないという（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺ ﾚ ｸ ｼ ｮ ﾝ 北斎図録』によ

る）。「コウガク」と読む

か不明。  

高輪休茶屋（すみだ北斎美術館） 

図は、休み茶屋でくつろぐ揚
あ げ

帽子
ぼ う し

（角隠
つ の か く

し）で前帯の婦人と、煙草盆を差し出す茶屋の

女。側で小奴
こ や っ こ

が風呂敷の荷物の紐を頭に掛け、担いで笑っている。背景に、富士の見える
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海に浮かぶ数隻の帆かけ船。「みてはなを雪のほ
ぼ

うしにふし
じ

ひ
び

たひ 夢よりうれし春の曙 

長閑
の ど か

春
は る

道
み ち

」の狂歌が記される。 

●摺物「屋形
や か た

船
ぶ ね

羽根
は ね

田丸
だ ま る

」（文化年間〈1804～18〉。着色。画狂人北斎画。38.8×53.5 

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※中村座・市村座・河原崎座の囃
はやし

方
か た

の合同公演の番組案内。隅田川に屋形船の羽根
は ね

田丸
だ ま る

が、

大勢を乗せて、鳴り物を鳴らしながら航行している図。船の屋根で二人の船頭が竿をさし

ている。 

●摺物「見立女
み た て お ん な

三宮
さんのみや

」（文化年間〈1804～18〉。絵暦か。着色。北斎画。12.8×7.9 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『源氏
げ ん じ

物語
ものがたり

』女
おんな

三宮
さんのみや

に取材。三宮
さ ん み や

は光源
ひかるげん

氏
じ

の二番目の正妻。頭
と う

の中将
ちゅうじょう

柏木
か し わ ぎ

と密通し薫
かおる

の君
き み

を生む女性。 

図は御簾
み す

の陰に立ち、高蘭
こ う ら ん

の手すりに寄りかかる猿を見ている女三宮。猫を女
おんな

三宮
さんのみや

に渡

す夢を見た柏木
か し わ ぎ

が、猫のおかげで姿を見られたことを女三宮に話す場面があり、女三宮が

猫をひきつれる姿は浮世絵の人気の画題であった。本図は猫の代わりに猿にしたのか。 

●摺物「行楽帰
こ う ら く が え

り」（文化年間〈1804～18〉。着色。北斎画。18.8×51.3 すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※釣りに出かけた二人の婦人と子どもたちの帰り道の風景。一人は煙管を銜
く わ

えて左手に煙

草入れを持っている。もう一人も煙管を手にしている。二人の前には釣り竿と魚
び

籠
く

を持っ

た芥子
け し

坊主頭の子どもが二人いる。夫人の後には荷物を天秤にかけた小奴もいる。遠景に

額に「弁才天」と書かれた神社の鳥居と桜が描かれる。深川の洲崎
す さ き

弁天
べ ん て ん

と思われる。「同

図で砂張市蔵を主催者とした全紙判や、風呂敷の柄
が ら

が桜草である富元
と み も と

節
ぶ し

の案内として作ら

れたものがあり、本作品はそれらの後摺作品とされる」との説明がある（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ北斎図録』解説より）。 

●摺物「行楽図
こ う ら く ず

」（文化年間〈1804～18〉。着色。かつしか北斎画。38.9×52.2 すみだ

北斎美術館蔵） 

※杵屋
き ね や

岩治による長唄番組を図の下半分に逆さに書く。図は、行楽に出かけた女性たちが

歩いている姿を描く。 

●摺物「文台
ふ み だ い

」（文化年間〈1804～18〉。着色。葛飾北斎画。12.5×17.0 すみだ北斎美

術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※螺鈿
ら で ん

の文台
ふ み だ い

に、硯と筆置きに置かれた細
ほ そ

筆
ふ で

、文鎮
ぶ ん ち ん

、筆立てに差した数本の筆、孔雀の羽

根を差した細
ほ そ

瓶
び ん

などが置かれている。「 鶯
うぐいす

のはつ音
ね

聞
き き

つゝ年始状
ね ん し じ ょ う

 筆
ふ で

はし
じ

めせむ青軸
あ お じ く

の

梅
う め

 菱
りょう

花堂
か ど う

」の狂歌が記される。 

●摺物「七福神
し ち ふ く じ ん

 大黒
だ い こ く

の傀儡師
く ぐ つ し

」（文化年間〈1804～18〉。色紙判着色。葛飾北斎画。

21.6×19.3。フランス国立図書館蔵） 
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※大黒天の首から下げた宝船に他の五
ご

福
ふ く

神
じ ん

が乗っている図。あちこち巡回して首に下げた

箱の人形を唄いながら操る傀儡師
く ぐ つ し

を大黒天に置き換えて、人形を七福神にしている。

毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

だけが、雲に乗り宝船から飛び出している。「年

浪の大晦日のからくりも たちまち春と傀儡師か
が

なく 垣

生菴侘住」、「とし浪

の灘を越
こ え

れハ
ば

西の宮 

いつも春めく傀儡師
く ぐ つ し

か

な 穐長堂物梁」、

「山猫にかませぬ箱の

白鼠 子
ね

の日の興に芸

やさすらむ 四方歌垣

真顔」の狂歌が記される。        七福神 大黒の傀儡師（フランス国立図書館） 

●摺物「朝日連三網之内
あ さ ひ れ ん み つ あ み の う ち

父子
ふ し

」（文化 7 年～文政 2 年〈1810～19〉か。戴斗筆。21.5×

19.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』所収「長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ寄贈総目録」による。 

●校合摺「茶汲
ち ゃ く

み美人
び じ ん

」（文化 12年～文政 2年〈1815～19〉。紙本。団扇絵。26.1×31.0 

アムステルダム国立美術館蔵） 

※茶托に乗せた湯飲みを右手で持ち、左手で 簪
かんざし

の端を掴んでいる女。眉を剃り、お歯黒

なので年若い主婦か。大首絵風の描き方。 

 

文化
ぶ ん か

15/文政
ぶ ん せ い

元（1818/4/22～）戊
つちのえ

寅
と ら

 59歳 北斎改葛飾戴斗
ほくさいあらためかつしかたいと

、戴斗
た い と

、東都
と う と

北斎
ほ く さ い

戴斗
た い と

、鼻
び

山人
さ ん じ ん

（隠号）、葛飾
か つ し か

前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

、葛飾
か つ し か

前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

先生
せ ん せ い

、葛飾
か つ し か

前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

老人
ろ う じ ん

、葛飾戴斗
か つ し か た い と

、

□印ふしのやま、雷震
ら い し ん

、たい斗
と

、葛
か つ

しか：こと（48歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：30歳）、（孫：9

歳）、阿
お

栄
え い

（21歳） 

◇5月イギリス船でゴルドンが浦賀
う ら が

に来航。貿易を求めるも幕府は拒否。 

◇ヤン・クック・ブロムコフ長崎オランダ商館長、江戸参府（2月 13日～6月 19 日）。 

◇文政期より春画
し ゅ ん が

豆本
ま め ほ ん

が流行。 

◇4月 13日、伊能忠敬
い の う た だ た か

没（74）。 

◇10月 17日、二代目柄井川柳
か ら い せ ん り ゅ う

没（生年不詳）。 

◇10月 21日、司馬江漢
し ば こ う か ん

没（72）。 

◇歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

、一遊
い ち ゆ う

斎
さ い

の号でデビュー。 

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、息子興
お き

継
つ ぐ

（宗
そ う

伯
は く

）を滝沢家当主として、神田
か ん だ

明神下
みょうじんした

（石
い し

坂下
ざ か し た

同朋
ど う ぼ う

町
ちょう

。現、千

代田区外
そ と

神田
か ん だ

三丁目、秋
あ き

葉原
ば は ら

芳林
ほ う り ん

公園
こ う え ん

付近）の家を買い、妻の百
ひゃく

と三女鍬
く わ

とともに住まわ

せる。 

○大田南畝
お お た な ん ぽ

（蜀山人
し ょ く さ ん じ ん

）、狂歌集『蜀山百首
し ょ く さ ん ひ ゃ く し ゅ

』。 
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○瀬川富三郎
せ が わ と み さ ぶ ろ う

、『諸家人名
し ょ か じ ん め い

 江戸
え ど

方角分
ほ う が く わ け

』（寛政・享和・文化期の江戸の文化人の住所別

一覧表）。 

 

【彼人
か の ひ と

ハちとむつかしき仁
じ ん

故
ゆ え

、『北越雪譜』の挿絵ならず】 

★『馬琴書翰
ば き ん し ょ か ん

集成
しゅうせい

』（文政元年五月十七日 鈴木牧之
す ず き ぼ く し

宛「雪中
せっちゅう

奇観
き か ん

」画工の事）より。 

「古人
こ じ ん

玉山
ぎょくざん

（注：故岡山
お か や ま

玉山
ぎょくざん

・京都の人）ハ、自然と板木
は ん ぎ

の画
え

に妙
みょう

を得
え

たる人也
な り

。さして

学問ハなけれど、才子
さ い し

なるべし。著述
ちょじゅつ

の事ハいざしらず、此
こ の

人
ひ と

世にありて絵をたのミ、

野生
や せ い

著述
ちょじゅつ

いたし候
そうら

はゞ、 尤
もっとも

よろしかるべし。江戸ニては北斎の外
ほ か

、この画
え

をかゝすべき

ものなし。乍去
さりながら

、彼人
か の ひ と

ハちとむつかしき仁
じ ん

故
ゆ え

、久しく敬
け い

して遠ざけ、其後
そ の ご

ハ何もたのみ

不申
も う さ ず

、殊
こ と

に画料
が り ょ う

なども格別
か く べ つ

の高料
こうりょう

故
ゆ え

、板元
は ん も と

もよろこび申
もうす

まじく 候
そうろう

。しからバ、誰と壱人
い ち に ん

ニ定
さ だ

めず、「東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

図会
ず え

」のごとく、唐画
か ら え

・浮世絵
う き よ え

、そのムキ〱
む き

ニて、より合画
あ わ せ え

ニい

たさせ可申哉
も う す べ き か

。これも画師
が し

一人ならねバ、諸方
し ょ ほ う

のかけ合
あ い

、格別
か く べ つ

わづらハしく候
そうら

へ共
ど も

、山水
さ ん す い

などハ、江戸の浮世絵師の手際
て ぎ わ

にゆく事にあらず。又、婦人その外
ほ か

市人
し じ ん

の形は、うき世絵

ニよらねば損也
そ ん な り

。両様をかねたるものは、北斎のミなれども、右の意味合
い み あ い

あれバ、より

合図
あ わ せ ず

ニ可致哉
い た す べ き か

と存候事
ぞんじそうろうこと

」(注・ルビは筆者による)。 

※「雪中
せっちゅう

奇観
き か ん

」は『
「

北越雪譜
ほ く え つ せ っ ぷ

』（鈴木牧之
す ず き ぼ く し

。天保 8 年〈1837〉）のこと。挿絵の山水は浮

世絵師の手際でなく、市中の婦人や人物は浮世絵師がよく、その両方に長けているのは北

斎だが、画料も高く気難しいので、それぞれに長けた人との合作にしたらよいと言うので

ある。しかし、結局北斎単独の挿絵も合図
あ わ せ ず

の挿絵も実現しなかった。 

【2･3月頃、牧墨僊宅から伊勢・紀州・大坂・京都へ行き江戸に帰る】 

★「一説に、北斎尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

より伊勢
い せ

に行き、紀州
き し ゅ う

に入り、夫
そ れ

より大坂京都を歴遊し、江

戸に帰りしといふ。按ずるに、北斎が尾州
び し ゅ う

に到りしは、文化十四年の春にして、夫
そ れ

より一

年程滞留せしなれば、其
そ の

紀州に赴
おもむ

きしは、明年二三月の頃なるべし」（『葛飾北斎伝』ｐ

130～131） 

●絵馬図「劉備檀渓
り ゅ う び だ ん け い

渡河図
と が ず

」（文政元年。無款。桐板着色。61.0×98.0 常
じょう

楽
ら く

寺
じ

美術館

蔵：上田市指定文化財。） 

※昭和 45 年（1970）12 月、小布施の宮沢四郎氏が発見。翌年『騒友』という雑誌に発表

された。図の左上に「文政元年 戌
つちのえ

寅
と ら

十月」とあり、右下に「上田原町赤羽氏」とあると

瀬木慎一『画狂人北斎』（ｐ106）で紹介している。 

上田市の説明では「文政元年（1818）、上田原
う え だ は ら

町の赤羽氏が常
じょう

楽寺
ら く じ

北向
き た む き

観音堂
か ん の ん ど う

に奉納し

たことがわかる」としているが、「北斎の画であるか精査が必要」ともしている。 

 北斎が小布施
お ぶ せ

に行ったのは、天保 13年（1842）と考えられるので、北斎の画であれば、

何らかの関係で依頼されて江戸から送ったものが奉納されたのだろうか。あるいは、この

年の京都から江戸へは中山道を使い、途中上田に立ち寄ったか。常楽寺は長野県上田市
う え だ し

別所
べ っ し ょ

温泉 2347。 

図は、劉備
り ゅ う び

が激流を愛馬で檀渓
だ ん け い

の激流渡り、難を逃れる姿を描いている（『三国志』）。 
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劉備檀渓渡河図（常楽寺：『北斎 東西の架け橋展図録』より

転載） 

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

 八編』（1

月。半紙本一冊。22.8×15.8 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/ホノルル美

術館/山口県立萩美術館：浦上記念館/フリーア

美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふ

しのやま。同 校合
きょうごう

 門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

、尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

:月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、

東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。文化十四年丑
うしの

孟
も う

春
しゅん

注 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）

と記されている。 

※後摺奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震
ら い し ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校
きょう

 北亭墨僊
ほ く て い ぼ く せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）」とある。 

注）丑
う し

孟
も う

春
しゅん

（文化 14 年）：袋には「戊
つちのえ

寅
と ら

（文政元年）」とあり、実際にはこの年の刊行

である。 

伝神開手 北斎漫画八編（山口県立萩美術館） 

【翁は葛飾一族の画祖なり】 

☆序文「戴斗翁、幼きより画癖
が へ き

あり。唯食
た だ く い

、唯画
ただえがく

而己
の み

。遂にもて葛飾
か つ し か

一風
い っ ぷ う

を興
お こ

し、画名
が め い

世

に高し。於茲
ここにおいて

、其門
そ の も ん

に入
い り

て伎
わ ざ

を学ふ
ぶ

者多し。翁これに教
おしえ

て曰
いわく

、画
え

に師なし、唯
た だ

真
し ん

を写事
うつすこと

をせば、 自
おのずか

ら得
う

べし。門人これを愁
う れ

ふ。或人
あ る ひ と

翁か
が

言
げ ん

を聞て翁を諫
いさめ

て曰
いわく

。翁は葛飾一族の

画
が

祖
そ

なり、翁が風
ふ う

を慕
し た

ふ徒
と

は、これが風
ふ う

たらん事を欲す。然
し か

れば、何も他に師を索
も と

むべけ

ん。離婁
り ろ う

の明
め い

、公輸子
こ う し ゅ し

の巧
たくみ

注も規矩
き く

を以てせざれば、方円
ほ う え ん

を成
な す

事
こ と

能
あたわ

はず。翁の門に遊ぶの

徒、翁の臨本
り ん ぽ ん

を得ざれば、葛飾風たるを不得
え ず

。何ぞこれを察せらるやと。翁、この言を爾
し か

りとし、山水、人物、鳥獣、草木、堂宇
ど う う

、器財に至るまて
で

閑
いとま

ある毎に写し出し、上木
じょうぼく

し、

以て門人に授
さ ず

く。漸々
ぜ ん ぜ ん

として八編に逮
および

、これか
が

序辞を予
よ

に議
は か

る。予、画
え

を知
し ら

ざれば、画
え

を

論す
ず

ること能
あ た

はず。こゝにおゐて此編の成
な

る所以
ゆ え ん

を記し、以て序辞に換
かうる

こと爾
し か

り。縫

（之繞
しんにゅう

がない）山題」（『北斎漫画』３「奇想天外」2011 年 青幻舎 による。ルビは筆

者による）  

注）離婁
り ろ う

の明
め い

、公輸子
こ う し ゅ し

の巧
たくみ

：離婁
り ろ う

は離
り

朱
し ゅ

のこと。中国黄帝
こ う て い

時代の伝説上の人物。視力にす

ぐれ、百歩離れた所からでも毛の先まで見ることができたと言われる。公輸子
こ う し ゅ し

は名巧
め い こ う

とい
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われた。『孟子』（巻第七離婁
り ろ う

章句上 六十二節）に、離婁
り ろ う

の目の良さでも公輸子
こ う ゆ し

の巧み

さでも、定規やコンパスがなければ正しく四角や円を描くことが出来ないとの孟子の言葉

があり、これを踏まえた記述である。 

☆表紙：「八編 北斎漫画」と書かれた背景に、蝶と木の葉が風に舞っている趣の図。 
               

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

北斎画
ほ く さ い が

鏡
きょう

』（春。大本
お お ぼ ん

注墨絵一冊。全 29丁。内題は『伝心画
で ん し ん が

鏡
きょう

』とあ

る。戴斗。名古屋・菱
ひ し

屋久
や き ゅ う

兵衛
べ え

、京都・菱屋
ひ し や

治
じ

兵衛
へ え

、大坂・河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

、江戸・角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、名古屋・永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

の合
ご う

梓
し

版。25.5×17.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本

浮世絵博物館/大英博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※和漢の故事古典や動植物、風俗などを集める。1 ページ（半丁）を分割して多くの絵を

挿入している。後、『秀画
し ゅ う が

一覧
い ち ら ん

』(色摺判。一冊。文政 2 年：1819)、『北斎画
ほ く さ い が

鑑
か ん

』（淡彩

摺本。一冊。安政 5年：1858 永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版）として改題再摺される。 

注）大本
お お ぼ ん

：美濃判紙
み の ば ん し

を二つ折りにした大きさ。約 26.0×18.0。普通、絵手本は半紙本
は ん し ぼ ん

（半

紙を二つ折りにした大きさ。約 23.0×16.0）が多い。 

☆〈猩々
しょうじょう

舞
ま い

〉猩々
しょうじょう

が酒宴を開き、一人が棒
ぼ う

柄杓
ひ し ゃ く

と扇子
せ ん す

を持って踊り、一人が撥
ば ち

で三弦
さ ん げ ん

を

弾く。背中合わせで酔ってもたれ合う二人もいる。右端に「寿」の字のある大盃
おおさかずき

に瑞
ず い

亀
き

が

描かれる。猩々舞 

☆〈牛飼
う し か い

〉川を渡る牛と手綱
た づ な

をとって細い板橋
い た ば し

を渡る牛飼いの図。 

他に、〈唐子遊
か ら こ あ そ び

〉〈三
さ ん

福神
ふ く じ ん

〉〈布袋
ほ て い

〉〈耕作
こ う さ く

〉〈伊勢参
い せ ま い り

〉〈旅中
りょちゅう

の雨
あ め

〉〈雪中
せっちゅう

〉〈其二
そ の に

〉

〈風
か ぜ

〉〈其二
そ の に

〉〈月下
げ っ か

〉〈盲人
も う じ ん

の喧嘩
け ん か

〉〈琴
き ん

碁
ぎ

書画
し ょ が

〉〈婦人子
ふ じ ん こ を

愛
あいす

〉〈子供戯
こどもたわむれ

〉〈村
む ら

老
の

評議
ひ ょ う ぎ

〉〈野来
い の し し

〉〈猪
し し

の番屋
ば ん や

〉〈仁田
に っ た

の四郎
し ろ う

〉など。 

●絵手本『萍
ひょう

水
す い

奇画
き が

』（2 月。二冊。着色。暮雨巷
ぼ う こ う

三世帯梅
た い ば い

撰。袋に「東都北斎戴斗画」

とある。人物を北斎が、山水を流光
りゅうこう

斎
さ い

注が描く。後半は俳句集となっている。末尾には

「文化十五年 戊
つちのえ

寅
と ら

仲春
ちゅうしゅん

刻
こ く

成
な り

」とある。両口屋
り ょ う ぐ ち や

弥四郎
や し ろ う

・永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

版。大英博物館/東京

国立博物館/名古屋市蓬左文庫蔵）。文政 4 年（1821）1 月に『狂歌画
き ょ う か が

譜
ふ

 藐
は

姑
こ

射山
や の や ま

』に改

題後摺、更に文政年間に『絵本
え ほ ん

両筆
りょうひつ

』（一冊本）と改題後摺される。 

※享和 3年（1803）に刊行された流光
りゅうこう

斎
さ い

如
じ ょ

圭
け い

注の役者絵本『劇場画史
げ き じ ょ う が し

』の改版。その中の人

物を削り、新たに北斎の絵を入れたもの。 

注）流光
りゅうこう

斎
さ い

：流光斎如
りゅうこうさいじょ

圭
け い

。生年不明～文化 7年（1810）頃に死去。上方の浮世絵師。 

●絵本『遠州流 挿花四季詠
そ う か し き の な が め

』（半紙本。4 巻 4 冊。蓬生亭
ほうしょうてい

森一
も り い っ

訓
く ん

撰。大田
お お た

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

の序。

菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

注写。西村元六
に し む ら げ ん ろ く

〈浅草
あ さ く さ

田原町
た わ ら ま ち

〉・和泉屋庄
い ず み や し ょ う

次郎
じ ろ う

〈浅草
あ さ く さ

新寺町
し ん て ら ま ち

〉版。早稲田大学図

書館/お茶の水女子大学蔵） 

注）菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

：宗
そ う

理
り

号は既に寛政 10 年（1798）8 月頃に門人宗二
そ う じ

に譲っていることから、

二代目宗理（宗二）の図であろう。 

●艶本『津
つ

満嘉
ま が

佐
さ

根
ね

』(序題は「津間佳
つ ま か

左
さ

寝
ね

」の表記。色摺半紙本。三冊。口絵の書入れ

は北斎。序文と本文は鼻
び

山人
さ ん じ ん

で「看板に偽
いつわり

なし然
し か

も大キナ 鼻
び

山人
さ ん じ ん

誌
しるす

」とある。 
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娘・阿
お

栄
え い

の代作もあるか（『芸術新潮』1989

年3月号「北斎」特集所収、林美一「北斎 艶本

への挑戦」）。 

※「大キナ 鼻
び

山人
さ ん じ ん

」は北斎の鼻が大きいこと

を自嘲した偽名か。            

津満嘉佐根：口絵（ARC古典籍ポータルデータベースより） 

【初の大大判鳥瞰図】 

●錦絵鳥瞰図「総房海陸勝景奇覧
そ う ぼ う か い り く し ょ う け い き ら ん

」（この頃

か。「総房
そ う ぼ う

一覧図
い ち ら ん ず

」とも。横大奉書全紙判（大大判）錦絵。葛飾前北斎改戴斗画。印印文

不明。蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

（耕書堂
こ う し ょ ど う

）・鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

（双鶴堂
そ う か く ど う

）・角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（衆星閣
しゅうせいかく

）の合
ご う

梓
し

。鳥瞰

絵図。袋（19.6×14.0 神戸市立博物館蔵）には、北斎改葛飾戴斗先生筆とある。38.4×

52.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/船橋

市立図書館/東洋文庫：岩崎文庫蔵)    

※ 蔦屋
つ た や

重三郎
じゅうざぶろう

の画中 左の枠内広告 に

「後編
こ う へ ん

板東図
ば ん ど う ず

 八ケ国の名所
め い し ょ

古跡
こ せ き

且
か つ

神社
じ ん じ ゃ

仏閣
ぶ っ か く

温泉
お ん せ ん

の地に至る目前にのそ
ぞ

ミ見るか
が

ごとく工夫せし絵図なり」とある。

「総房
そ う ぼ う

」とあるが、日本橋、品川、藤

沢、江ノ島、鎌倉など江戸から三浦半島

が中心に据えてある（『原色浮世絵大事

典』第 8巻ｐ77 大修館書店）。 

  総房海陸勝景奇覧（すみだ北斎美術館） 

【北斎、蕙斎の一覧図を窃かに笑う】 

※鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

（1764～1824 北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

）の俯瞰一枚絵「江戸
え ど

一目図
ひ と め ず

屏風
び ょ う ぶ

」（袋は「江戸
え ど

名所
め い し ょ

の絵
え

」とある。文化 6年〈1809〉刊）などを北斎も見たか。 

「蕙
け い

斎
さ い

嘗
か つ

て京師
け い し

の人、黄崋山
こ う か ざ ん

脚注が「花洛
か ら く

一覧図
い ち ら ん ず

」に倣
な ら

ひ、「江戸一覧図」を画
え が

き、世人

を驚かす。これ江戸八百八町を一紙の中に縮めたるを賞するなり。北斎窃
ひ そ

かにこれを笑ひ、

武蔵
む さ し

、相模
さ が み

、伊豆
い ず

、安房
あ わ

、上総
か ず さ

、下総
し も う さ

を一紙
い っ し

に縮図
し ゅ く ず

して「総房
そ う ぼ う

一覧図
い ち ら ん ず

」と名づけ、刊行せ

り。世人
せ じ ん

又
ま た

其
そ

の巧
こ う

妙
みょう

、蕙
け い

斎
さ い

の上に出
い

づるに驚
おどろ

く」(飯島虚心『葛飾北斎伝』ｐ72 ルビは

筆者)。 

脚注）黄崋山
こ う か ざ ん

：のち松村
ま つ む ら

呉春
ご し ゅ ん

（1752～1811 四条派の始祖）にもつく。天明 4～天保 8 年

（1784－1837）。 

※大大判鳥瞰図は、本図の他「東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」（文政元年：1818 頃）、「木曽
き そ

名所
め い し ょ

一覧図
い ち ら ん ず

」（文政 2 年： 1819）「奥州塩竈松嶌之畧図
お う し ゅ う し お が ま ま つ し ま の り ゃ く ず

」（文政 7 年頃： 1810）、

「唐土名所之
と う ど め い し ょ の

絵
え

」（天保 1年：1839）などがある。 
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☆〈袋〉（北斎改葛飾戴斗先生筆。書林 耕書堂
こ う し ょ ど う

 衆星閣
しゅうせいかく

 双鶴堂
そ う か く ど う

 合刻。島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

●錦絵鳥瞰図「東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」（大大判鳥瞰図注錦絵一枚。葛飾前北斎戴斗筆。印たい

斗。袋（46.2×32.6）には、文政戊
つちのえ

寅
と ら

新
し ん

鐫
せ ん

 葛飾前北斎戴斗老人画とある。須原屋
す は ら や

茂
も

 

兵衛
へ え

（千鐘房）・小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

 

（嵩山房
す う ざ ん ぼ う

）・角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（衆星閣
しゅうせいかく

）

合梓。43.2×58.2 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物

館/ライデン大学図書館/品川区立品

川歴史館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ/日本浮世絵博物館/神戸市立博物

館蔵）             

注）鳥瞰図：鳥目
と り め

絵
え

と呼ばれた。 

東海道名所一覧（すみだ北斎美術館） 

※一枚の絵に東海道全図を鳥瞰的に

描く。鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

(北尾政美 1764～1824)の「江戸
え ど

一覧図
い ち ら ん ず

」（文化７、1810）の真似
ま ね

か

（斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

『武江
ぶ こ う

年
ね ん

表
ぴょう

』〈寛政年間の記事〉より）。 

図は、右下の江戸・日本橋から図の左に向けて東海道名所が描かれ、図の右上に京都が

配置される。          

☆〈袋〉（葛飾北斎戴斗老人画。東都書林 衆星閣
しゅうせいかく

蔵。島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

●扇面図「蔬菜
そ さ い

に撫子図
な で し こ ず

」（紙本着色扇面。北斎戴斗筆。印ふしのやま。17.8×49.6 ホ

ノルル美術館蔵） 

※蔬菜は青野菜をいうが、図は葉付の山葵
わ さ び

、蓮根
れ ん こ ん

、独活
う ど

、茄子
な す

が描かれ、茎の先に咲く

撫子
な で し こ

の花が添えられる。 

 

文政
ぶ ん せ い

2（1819）己
つちのと

卯
う

 60 歳 北斎改葛飾戴斗
ほくさいあらためかつしかたいと

、東都画工
が こ う

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾戴斗
か つ し か た い と

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、

葛飾前戴斗
か つ し か さ き の た い と

、前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

、前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

老人
ろ う じ ん

、（月痴
げ っ ち

道人
ど う じ ん

）□印 ふしのやま、雷震
ら い し ん

、たい

斗
と

：こと（49歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：31歳）、（孫
ま ご

：10歳）、（阿
お

栄
え い

：22歳） 

◇この頃、江戸で料理茶屋が繁盛する。 

◇10月 26日。勝川春英
か つ か わ し ゅ ん え い

没（58）。 

○十辺舎一九
し っ ぺ ん し ゃ い っ く

『清談峯初花
せ い だ ん み ね の は つ は な

 初編』。中判読本のバリエーションとしての「人情本
に ん じ ょ う ぼ ん

」の初

め。後編は文政 4年（1821）刊。 

○12 月、小林
こ ば や し

一茶
い っ さ

、俳文集
はいぶんしゅう

『おらが春
は る

』成稿（一茶
い っ さ

没後、嘉
か

永
え い

5 年（1852）に白井
し ら い

一之
い っ し

が

自家本として刊行）。 
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【戴斗を北泉に譲り、為一号を翌年から用いる】 

★「戴斗
た い と

」号を門人の斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

に譲る(本名：遠藤
え ん ど う

注伴
ば ん

右
え

衛門
も ん

)。二代戴斗
た い と

となるにもか

かわらず、落款には二代と記さず「戴斗
た い と

」とあるので、初代戴斗（北斎）作との区別には

注意を要する。 

注）遠藤：近藤とも。『増補浮世絵類考』（『浮世絵類考』岩波文庫版ｐ158）に「戴斗

(文化文政の人)俗称伴
ば ん

右
え

衛門
も ん

 遠藤氏（小笠原家浪人なり）始は北泉
ほ く せ ん

」とある。『森銑三

著作集第四巻』（ｐ474）には「麹町
こうじまち

平川町
ひらかわちょう

天神前
て ん じ ん ま え

京極
きょうごく

殿
ど の

家臣
か し ん

、画名、後ノ北斎戴斗、

近藤伴右衛門
こ ん ど う ば ん え も ん

」とある。 

★「為一
い い つ

」と改名（天保 4 年頃まで使用）。還暦を迎えて「もう一度」の意味を込めたか。

ただし、実際に使用したのは翌年からか。 

 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 九編』(春。半紙本一冊。22.7×15.8 ホノルル美術館/

山口県立萩美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵) 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふしのやま。同 校合
きょうごう

 門人：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人:月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、月斎哥
げ っ さ い か

政
せ い

。文政二年 卯
う の

春
は る

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江

戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、

角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）」と記されている。 

※後摺奥付には「東都画工 葛飾北斎筆。印雷震。尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

 校 北亭墨僊
ほ く て い す み せ ん

、東南
と う な ん

西北
せ い ほ く

雲
う ん

。書林：英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）」とある。 

☆表紙：軍配に篆
て ん

書体
し ょ た い

で「漫画 九編」と書かれ、七星が描かれる。 

☆序文「漫画となづけたるふみ、次
つ ぎ

てにこゝのたび木にゑりぬとか。こたびはことさらに

めづらかなるさまをとて、もろこし、やまとをいはず、ふるきよのいくさ物語どもを、

こゝかしことえりとうでゝ、例のたへなる筆に

ものせられつ。（略）六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

注」 

注）六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

：宿屋
や ど や の

飯盛
め し も り

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

） 

☆〈近江
お う み の

国
く に

貝津
か い づ

ノ里
さ と

・傀儡女
く ぐ つ め

金子
か ね こ

カ
が

力量
りきりょう

〉 

※平安末期、近江
お う み

の国貝津
か い づ

の遊女お兼
か ね

は川で洗

濯の帰り道、あばれ馬の手綱
た づ な

を足駄
あ し だ

で踏み押さ

えたという伝説を描いた画は歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

「近江
お う み

の

国
く に

の勇婦於
ゆ う ふ お

兼
か ね

」（洋画風）に影響を与える。 

九編 傀儡女金子カ力量（すみだ北斎美術館） 

●絵手本『伝
で ん

神
し ん

開
か い

手
し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 十編』(春。半紙本一冊。ホノルル美術館/山口県立萩美

術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)          
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※末尾（29 丁裏）に、亀甲
き っ こ う

模様の着物を着た寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

が、筆を持ち、「大尾
た い び

」（最終）と書

いた紙を持っている図がある。以上で一応完結としたが、好評により続刊される。 

※奥付には「東都画工 北斎改葛飾戴斗。印ふ

しのやま。同 校合
きょうごう

 門人：魚屋北渓
と と や ほ っ け い

、斗
と

円楼
え ん ろ う

北泉
ほ く せ ん

。 尾
び

陽
よ う

名古屋
な ご や

校合
きょうごう

門人
も ん じ ん

: 月光亭墨僊
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

、

月斎哥政
げ っ さ い か せ い

。文政二年 卯
う の

春
は る

 竹川
た け か わ

藤
と う

兵衛
べ え

(江戸

日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

)、英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

(江戸本
ほ ん

石町
ごくちょう

十軒店
じ っ け ん だ な

)、

永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

二丁目）」と記されている。  

十編末尾（ARC ﾎﾟｰﾀﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより） 

※後摺奥付には、画工名はなく「京都書林 伏見屋
ふ し み や

藤
と う

衛門
え も ん

（堀川通）、大坂書林：

柏原屋与右衛門
か し わ ば ら や よ え も ん

（心斎橋通）、同清右衛門
せ い え も ん

、同河内屋
か わ ち や

木
も く

兵衛
べ え

、同敦賀屋九兵衛
つ る が や き ゅ う べ え

、東都書

林：角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（ 糀
こうじ

町
ま ち

四丁目）、大坂屋
お お さ か や

茂
も

吉
き ち

(日本橋砥石
と い し

店 )、前川六
ま え か わ ろ く

左
ざ

衛門
え も ん

（同

新右衛門丁
し ん え も ん ち ょ う

）、尾
び

陽書
よ う し ょ

林
り ん

：永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋本町
ほ ん ま ち

通七丁目）」と記される。 

☆序文「おのれざえなくて、よろづのわざにあたはざること多かり。されど、囲碁、蹴鞠
け ま り

などすぐれたる上手
じ ょ う ず

の物するを見ても、あなめでたとおもふばかりにて、人をうらやみ、

みづからをくゆるこゝろうごかず。たゞ、絵こそ堪
た え

ざる身をつみて、よくする人のうら山

るゝ物はあれ。さるは読書するにも、殿舎
で ん し ゃ

、調度
ち ょ う ど

、こゝはかくあるぞ、それはしかあるし

と、文字に書きとりては、おぼ〲
お ぼ

しくのみあるを、絵にうつし出しては、こよなくさとり

やすし。北斎漫画十編まで梓
し

（版木）にゑりて（彫って）、世に行はる。おのれこれを見

て、堪
た え

ざるくひは、千度
せ ん ど

にあまれり。あはれ世上
せ じ ょ う

の君子たち、翁にならひて、堪
た え

ざるくひ

し給ふな、ゆめ〱
ゆ め

。文政二年十月 栟櫚
へ い ろ

台
だ い

老人」（『北斎漫画』３｢奇想天外｣2011 年 青

幻舎より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

十編 累の怨恨 祐天和尚 三日月上人菊女ケ霊      大人遊びの百面相力持 猿引 夢の浮橋 手妻師 

☆表紙：「漫画 十編」と書かれた下に「文
ぶ ん

昌
しょう

星
せ い

」が描かれる。「魁星
か い せ い

」ともいい、「魁」 

を分解すると「鬼」と「斗」（升）となるので、鬼が龍に乗り片手に升
ま す

を持ち、片手に筆

をもっている図。筆は古代中国の科挙
か き ょ

の試験に臨むことを象徴し、龍は星を象徴している

という。北斎の北斗星信仰からの着想。 
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●絵手本『北斎画式
ほ く さ い が し き

』（４月。大本淡彩摺。画題のない図

が多い。大本一冊。25.7×18.3。46 頁の多くが見開き一図

の構成。全 23 丁、扉半丁と序文 1 丁半は含まず。葛飾戴斗

筆。印ふしのやま。大英博物館/すみだ北斎美術館/島根県

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/フーリア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

メトロポリタン美術館蔵）    奥付（メトロポリタン美術館） 

※奥付に「東都画工北斎先生 葛飾戴斗筆 印ふしのやま 

板木工 大坂 山崎庄九郎
や ま ざ き し ょ う く ろ う

 文政二年卯四月」とあり、書

林は須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

（江戸）・和泉屋庄
い ず み や し ょ う

治郎
じ ろ う

（江戸）永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋）・秋田屋
あ き た や

太
た

右
え

衛門
も ん

（大坂）・伏見屋
ふ し み や

藤
と う

右
え

衛門
も ん

（京都）・和泉屋
い ず み や

利
り

兵衛
へ え

（京都）が連記されてい

る。「フリーア美術館ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ日本絵本ｺﾚｸｼｮﾝ目録稿」では文政元年 9月序として

いる。 

※初めの図の前に「臥遊」と表記している。 

※動植物、宗教画、風俗などを描く。関西の版元からの刊行なので文化 14 年(1817)の

大達磨
お お だ る ま

のパフォーマンス時に制作したものかとの見方あり。         

『北斎画式』〈蛭子〉（大英博物館） 

※文政 3 年の『良美灑
り ょ う び し ゃ

筆
ひ つ

』からも図を追加挿入し

て、『北斎画
ほ く さ い が

譜
ふ

』（半紙本。三冊。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版）と改題。初卷は天保初年に、中巻と下巻（嘉

永 2年）は北斎没後 7ケ月後にも刊行された。 

※八
や

隅
す み

景山
け い ざ ん

（東都
と う と

景山処士
け い ざ ん し ょ し

）の序文。 

「（略）爰
こ こ

を以
もって

、今年
こ と し

浪華
な に わ

宋
そ う

栄堂
え い ど う

（注：秋田屋
あ き た や

太
た

右
え

衛門
も ん

のこと）の主人
し ゅ じ ん

、此
こ の

画式
が し き

を乞
こ い

、山水
さ ん す い

人物
じ ん ぶ つ

禽獣
きんじゅう

草木
そ う も く

、初心
し ょ し ん

の規矩
き く

となるべきものゝ、

尤
もっとも

勝
すぐれ

たるを求
もとめ

て梓
し

（注：板木）に 鏤
ちりばめ

、名
なづけ

て北斎画式
ほ く さ い が し き

といふ。画
え

に 志
こころざし

有
あ る

の輩
やから

及
および

諸職百工
しょしょくひゃっこう

の徒
と

、此
こ の

画式
が し き

によって出入
しゅつにゅう

せば、其図
そ の ず

を伸縮
しんしゅく

左右
さ ゆ う

し、且
か つ

画法
が ほ う

得
う る

こと師
し

に 随
したがい

て学
まなぶ

が如
ごとし

し（略）」（『秘蔵浮世絵大観ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ』ｐ270 による。注・句読点・ルビは

筆者による） 

 〈蛭子
ひ る こ

〉〈梅松桜
ばいしょうおう

に白
し ら

太夫
だ ゆ う

〉〈釈迦
し ゃ か

と羅漢
ら か ん

〉〈雪
せ っ

景山
け い さ ん

水
す い

〉〈大塔
だ い と う

の宮
み や

を窺
うかが

う淵辺
ふ ち べ

伊賀
い が の

守
か み

〉〈花
は な

籠
か ご

〉

〈不動明王
ふ ど う み ょ う お う

と役
えんの

小角
しょうかく

〉〈街道
か い ど う

風景
ふ う け い

〉〈蟹
か に

〉〈海上
かいじょう

群仙
ぐ ん せ ん

〉〈月夜
げ つ や

山水
さ ん す い

〉〈相撲
す も う

〉〈鈆
お し

花
ろ い

に交魚
まぜざかな

〉〈木
き

こ

り〉〈藤
ふ じ

に鷹
た か

〉〈落雁
ら く が ん

と雀
すずめ

〉〈雨中
う ち ゅ う

人物
じ ん ぶ つ

〉〈雨後
う ご

の

日
ひ

〉〈梅
う め

に鶴
つ る

〉〈在郷
ざ い ご う

風景
ふ う け い

〉〈毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

〉の図など

が描かれる。  『北斎画式』〈鈆 花交 魚
おしろいにまぜざかな

〉（大英博物館） 
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※明治 15年 4月に再刻版『北斎
ほ く さ い

図式
ず し き

』（横型二つ切判一冊。東京武田
た け だ

殿
で ん

右
え

衛門
も ん

版）が出版

されている。 

●絵手本『秀画
し ゅ う が

一覧
い ち ら ん

』（『北斎画
ほ く さ い が

鏡
きょう

』（文化 15年：1818）の改題再摺判。着色。東都
と う と

画工
が こ う

葛飾北斎画。袋には北斎戴斗。自家出版か） 

●咄本
は な し ぼ ん

『落咄福寿草
お と し ば な し ふ く じ ゅ そ う

』（1 月。中本一冊。紀尾左丸
き の お さ ま る

作。葛飾北斎画。丸屋文右衛門
ま る や ぶ ん え も ん

版。東

大国文研究室蔵） 

●絵手本『画本早引
え ほ ん は や び き

』後編（7 月。墨摺。二編中本一冊。前北斎戴斗筆。和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

版。

島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/名古屋市蓬左文庫蔵） 

※前編は文化 14（1817）年刊。 

※自書解題には「節用集
せつようしゅう

にならひ、画図
が ず

をいろは引にして、其
そ の

品をさく
ぐ

りやすく、画風も

また初学の上達しやすきやうに、工夫せしものなり」とある。様々な画題の絵を「いろは」

順に配列したもの。 

※後編は「う」から「す」までの語句に関わるコマ絵を描く。末尾には「京」と題して、

大原女
お は ら め

が煙管
き せ る

を加えて休んでいる絵に続き、「市
い ち

(一)」（市場
い ち ば

の賑わい）、「荷
に

（二）」

（雨中に天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の荷物を担ぐ男）、「算
さ ん

(三)」（算盤
そ ろ ば ん

で計算する商人）、「士
し

(四)」（侍

が二人座って向かい合っている）、「碁
ご

（五）」、（囲碁盤
い ご ば ん

と碁石
ご い し

）、「禄
ろ く

(六)」（禄を

納める男と吟味をする役人）、「七
し ち

(七)」、（北斗七星）、「蜂
は ち

(八)」（蜂の姿）、「苦
く

(九)」（苦しみ悩む女）、「重
じゅう

（十）」（重箱）、「百
ひゃく

」（火鉢
ひ ば ち

の前の翁）、「扇
せ ん

」（扇

の絵）、「万
ま ん

」（一万年の瑞
ず い

亀
き

）の絵が描かれる。 

『画本早引 後編』（メトロポリタン美術館：ARC古典籍ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽデータベースより） 

●読本『逆櫓松
さ か ろ の ま つ

』（1 月。角書
つ の が き

「高麗
こ ま

若
わ か

全伝
ぜ ん で ん

」。六冊。南里亭
な ん り て い

其
き

楽
ら く

作。前北斎戴斗画(門人 

北雲
ほ く う ん

の画もあり)。印雷震。京都和泉屋
い ず み や

利
り

兵衛
へ え

版。立命館大学 ARC蔵） 

※逆櫓松は、大阪府大阪市福島
ふ く し ま

区福島地区付近にあった老松。源平合戦において、この老

松の下で源義経
みなもとのよしつね

と梶原景
か じ わ ら か げ

時
と き

が軍議の評定を行ったとされる（Wikipediaによる）。 

●俳書『うめわさん』（月痴道人） 

※『年譜』で「葛飾北斎改名考（其三）」（漆山
うるしやま

天道
て ん ど う

「書物展望」2 ﾉ 7 書物展望社 昭

和 7年）を引いて紹介している。 
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●錦絵「木曽路
き そ じ

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」（1 月。大

大判一帖。葛飾前北斎戴斗筆。印たい

斗。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（衆星閣
しゅうせいかく

）・河内屋
か わ ち や

金
き ん

助
す け

（文
ぶ ん

金堂
き ん ど う

）・亀屋
か め や

甚助
じ ん す け

（千
せ ん

鐘房
しょうぼう

）合

梓。42.0×56.3 岐阜県図書館/日本

浮世絵博物館/神戸市立博物館/東洋文

庫/ライデン大学図書館蔵） 

※「袋」（47.0×32.7）には「前北斎

戴斗老人筆 文政二卯
う の

孟
も う

春
しゅん

 東都書林 

衆星閣
しゅうせいかく

蔵」（神戸市立博物館蔵）とあ

る。                    木曽路名所一覧（岐阜県図書館） 

●摺物「因幡
い な ば

の白
し ろ

兎
うさぎ

」（前北斎戴斗筆。ポーランド・クラクフ国立美術館蔵） 

※『古事記』の神話を題材にした図。大黒天
だ い こ く て ん

（大国主命
おおくにのぬしのみこと

）

が毛をむしられた兎の傷の治し方を教えているところか。        

因幡の白兎（クラクフ国立美術館） 

●肉筆画「鵜飼図
う か い ず

」(絹本一幅。葛飾戴斗筆。印ふしのや

ま。96･8×36･1 MOA美術館蔵)    

※蛇行する川面に松明をかざしなが

ら、綱で鵜を操ってい 

る。流れる川の曲線、水面に出た鵜

の羽根の藍色。谷素外
た に そ が い

 

注 87歳の賛「おのか火に てらすや 皐月
さ つ き

 闇
や み

の業
わ ざ

 玉池 

八十七翁素外」が記される。素外 87歳は文政 2年である。 

注）谷素外：1733～1823 俳人。江戸談林派七世。 

鵜飼図（MOA 美術館） 

●肉筆画「寄書
よ せ が

き十三図
じ ゅ う さ ん ず

」（仮題。一幅。この頃か） 

※楢崎宗重『北斎論』（ｐ327～328）に次の記事がある。参考に記

す。「北斎の甲州旅行（文政八年頃。「浮世絵師伝」による）に関

係があると考へられるが、甲府松林軒百貨店に貴重な作画ある。そ

れは粗末な唐紙にかゝれたもので、北斎の一幅と、横に長くついだ

紙に門人が画をかいている」として、第一に形工亭北一の図、第二

に昇亭北寿の図、第三は岳亭春信の図、第四は戴月の図、第五は戴一の図、第六は北渓の

図、「第七は辰女筆印よしのやま（筆者注：「ふしのやま」か）、第八は北泉戴岳ではじ

め北泉、改めて戴岳、文政二年より二代戴斗となった人、これは署名だけあり、第九に猿

引図に戴斗筆とあつて「ふもとのさと」と印を捺してゐる。この一巻は寄せ書風で同時に

かゝれたもので」とし、更に第十に北岱の図、第十一に戴振の図、第十二に森島氏の図、

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjO-5STrfTWAhUGmJQKHSIYAYgQjRwIBw&url=http://wonderfulrife.blogspot.com/2014/04/japanese-fairy-tales-white-hare-and.html&psig=AOvVaw2scjnaVIt8-LID8ooqx9PB&ust=1508216154038585
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第十三に貫亮と署名一明の図があると記している。「これは文政二年頃の作と考えられる」

としている。 

 

文政
ぶ ん せ い

3（1820）庚
かのえ

辰
た つ

 61 歳 葛飾戴斗
か つ し か た い と

、東都画工葛飾戴斗
と う と が こ う か つ し か た い と

、北斎戴斗改
ほくさいたいとあらため

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、東都北斎戴斗改
と う と ほ く さ い た い と あ ら た め

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

 □印葛
か つ

しか、一人
ひ と り

人形
にんぎょう

：こと（50歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：32歳）、（孫
ま ご

：11歳）、阿
お

栄
え い

（23歳） 

 

【為一前期】 

◇1月 24日、北尾重政
き た お し げ ま さ

没（82）。 

◇3 月 7 日、写楽
し ゃ ら く

没（58）。『2011 年 写楽展図録』（東京国立博物館）では以下の様に

説明している。 

「写楽は安房
あ わ

藩の喜多
き た

流の能楽者斎藤
さ い と う

十郎
じ ゅ う ろ

兵衛
べ え

であることが実証されており、能役者名簿

『重修
ちょうしゅう

猿楽
さ る が く

伝記
で ん き

』と『猿楽
さ る が く

分限帳
ぶんげんちょう

』の記述から、文化 7 年（1810）、十郎兵衛が 49 歳で

実在していたことが内田千鶴子氏により確認された。さらに平成 9 年、徳島市の歴史愛好

会「写楽の会」により、埼玉県越谷
こ し が や

市の法光寺
ほ う こ う じ

が斎藤家の菩提寺と確認された。同寺の過

去帳に「辰三月七日 釈
しゃく

大乗院
だいじょういん

覚
か く

雲
う ん

居士
こ じ

 八町
はっちょう

堀
ぼ り

地蔵
じ ぞ う

橋
ば し

 阿州
あ し ゅ う

殿
ど の

御内
み う ち

 斎藤十良
マ マ

兵衛事 

行年
ぎょうねん

五十八歳 千住
せ ん じ ゅ

ニテ火葬」とあり、辰年に当たる文政 3 年で没したことになる」（ｐ

17）。 

◇9月 4日、浦上玉堂
うらかみぎょくどう

没(76)。 

◇12月 29日、浅草
あ さ く さ

庵市人
あ ん い ち ひ と

没（66）。 

 

【この頃より為一号を用いる】 

★「江戸
え ど

ゑいりよみ本
ほ ん

戯作者
げ さ く し ゃ

画工
が こ う

新作者
し ん さ く し ゃ

番付
ば ん づ け

」に歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

と同格で最上位に載る（『年譜』

による）。 

★この頃、本所
ほ ん じ ょ

緑町
みどりちょう

に住むか（この年の手紙に、「みどり町為一
い い つ

拝」とある由、楢崎宗重

『北斎論』による）。緑町 2 丁目（竪
た て

川
か わ

脇）（『和楽』2017 年 9 月。10･11 月号 ｐ71 掲

載の「嘉永 新鐫
し ん せ ん

 本所絵図」による）か。 

★この頃より摺物が増加する。 

★正月、両国
りょうこく

東広小路
ひ が し ひ ろ こ う じ

での見世物(造り物・虎)での摺物
す り も の

「千里嶽 虎あそび」を描く。 

★2月、浅草
あ さ く さ

奥山
お く や ま

興行の麦藁
む ぎ わ ら

細工
ざ い く

注の見世物絵を描く。 

注）麦藁細工：実際には籠
か ご

細工
ざ い く

で、細
ほ そ

竹
だ け

を組み合わせて北斎の下絵に従って細工師が作っ

た。 

【阿栄、夫の絵を笑い離縁】 

★この頃、阿
お

栄
え い

、離縁して実家に戻るか。 
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鈴木由紀子『浮世絵の女たち』（2016・幻冬舎・ｐ188）では文政 10 年〈1827〉頃とす

る。文政 11年とする説もあり。 

※『武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』（斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

）文政二年条には、浅草竹細工の見世物に触れ、阿栄の離別に

も触れている。 

「それよりまた一両年すぎて、浅草奥山
お く や ま

に同じ細工人の作、其
そ の

みせ物の看板は山姥
や ま ん ば

と金太

郎なり。是
こ れ

もいと花やかにて、細工は前前と同じく、顔手足籠目
か ご め

あざやかに透
す き

、指など細

かなる所いと能
よ く

作れり。此
こ の

細工の彩色は、橋本町
はしもとちょう

の水油屋
み ず あ ぶ ら や

庄
しょう

兵衛
べ え

が倅
せがれ

幼名吉之助
き ち の す け

といひし

が、成長して画師等琳
と う り ん

が弟子となりたれども、画
え

は又一風
い っ ぷ う

なり。北斎が女
むすめ

を妻としたりし

が離別したり、其
そ の

故
ゆ え

は北斎が女
むすめ

（筆者注：お栄のこと）絵をよくかき、芥子
け し

人形など作る

に巧みなり、されど吉之助
き ち の す け

画
え

を手伝はせず、其外
そ の ほ か

にはこの女
むすめ

針わざ縫物
ぬ い も の

などはよくせず、

かれこれ心にかなわずして別れたりとぞ、右かご細工はこれ（南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

のこと）が彩色な

り、下絵も同じ」（「国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」ｐ208）。「水油屋
み ず あ ぶ ら や

の倅
せがれ

吉之助
き ち の す け

」は

南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

のこと。 

この年に離縁と仮定するのは文政 2 年から「一両年」を文政 3 年とする説に従っている

（2011年 3月 16日、島田賢太郎「台東区生涯学習浮世絵講座『葛飾北斎』第六回 没個性

の画派・北斎派と娘お栄の活動」より）。引用文末の「下絵も同じ」は、葛飾北斎の誤り

か。 

※20歳で嫁ぎ 23歳で離縁となるが、嫁いだ年と離縁の年はあくまで仮説である。 

※「関根
せ き ね

氏曰
い わ

く、阿
お

栄
え い

の挙動、北斎翁に似たれば、其
そ

の離
り

別
べ つ

せらるゝも、亦
ま た

宜
う べ

ならずや。

且
か つ

かの等
と う

明
め い

は、画
え

を嗜
こ の

みて画
え が

きたれど、阿
お

栄
え い

よりは拙
つたな

し。故
ゆ え

に阿
お

栄
え い

は、常に其
そ

の画
え

の

拙 所
つたなきところ

を指
さ

して、笑ひしと。」（『葛飾北斎伝』ｐ308。ルビは筆者による） 

【阿栄、応為（オーイ）と号し、美人画に長ず】 

※阿
お

栄
え い

が応
お う

為
い

と号した時期については明確でない。北斎の為
い

一
い つ

号から「為
い

一
い つ

に応ずる」と

して「応
お う

為
い

」と名付けたという説が一般的なので、北斎が為
い

一
い つ

号を用いた期間には間違い

ないと思われる。 

「阿
お

栄
え い

家に帰りて再嫁
さ い か

せず。応
お う

為
い

と号し、父の業
ぎょう

を助
た す

く。 最
もっとも

美
び

人
じ ん

画
が

に長
ちょう

じ、筆意
ひ つ い

或
あるい

は父

に優
す ぐ

れる所あり。」（『葛飾北斎伝』ｐ309） 

「按
あ ん

ずるに、応
お う

為
い

の名、何
な に

に拠
よ

るを知らず。一説に、応
お う

為
い

は、訓
よ

みて、オーヰ、 即
すなわち

呼ぶ

声なり。阿
お

栄
え い

父と同居、故
ゆ え

にオーヰ、オーヰ親父
お や じ

ドノといへる。大津絵
お お つ え

節
ぶ し

注より取りたる

ならん。蓋
け だ

し別に意味あるにあらずと。或
あるい

は然
し か

らん。」（『葛飾北斎伝』ｐ309。ルビは

筆者による）。 

 北斎が阿栄を「オーイ」と呼んだというのが一般的だが、この記事によれば、阿栄も北

斎に対して「オーイ親父ドノ」と呼んでいたらしい。 

注）大津絵節：近世の俗曲の一。近江
お う み

の戯画大津絵
お お つ え

の画題を読み込み節付
ふ し づ

けした「げほう

のはしごすり」を本歌としたらしく、文化・文政期に江戸で種々替歌が出来、全国的に流
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行した。本書で引用する歌詞は「忠臣蔵五段目山崎
や ま ざ き

街道
か い ど う

」の定九郎
さ だ く ろ う

が与一
よ い ち

兵衛
べ え

を呼び止め

る「オイ〈
オ イ

爺
おやじ

どの、其
そ の

金
か ね

此方
こ ち ら

へ貸して呉
く

れ」をさすものと思われる（同書脚注）。 

★7月、両国回向院
え こ う い ん

での見世物で瀬戸物細工に下絵を描く。 

 

●艶本『波
な み

千鳥
ち ど り

』（この頃か。大錦横判。折帖一冊 12 図。「冨久壽楚宇
ふ く じ ゅ そ う

」〈文化 12

年:1815〉の改題版『會本
え ほ ん

佐勢
さ せ

毛
も

が露
つ ゆ

』(文政初期)）を更に

白雲母
し ろ う ん も

摺判とし、彩色の豪華本に仕立てたもの） 

※浪に千鳥
ち ど り

の蒔絵
ま き え

のある黒漆塗
くろうるしぬり

の桐板
き り い た

表紙を付けているとこ

ろから、通称『浪
な み

千鳥
ち ど り

』と呼ばれる。他に紅雲母
べ に う ん も

摺本や普通

の紙表紙本、あるいは着物や肌、陰毛などに手彩色(肉筆。

阿
お

栄
え い

によるものか)を加えた豪華本など、弘化頃まで制作を

続け、いくつかのヴァージョン本がある。「冨久壽楚宇
ふ く じ ゅ そ う

」に

あった序文や書き込みはない（1989 年『芸術新潮』3 月号

「北斎」特集所収、林美一「北斎 艶本への挑戦』によ

る)。           波千鳥（部分：Amazon.co.jp より転載） 

●絵本『陰隲文絵抄
い ん し つ ぶ ん え し ょ う

』（角書「和語
わ ご

」。1月。2冊。秋
あ き

田
た

屋
や

太
た

右衛
え

門
も ん

版） 

※画風から、前年に号を譲った二世戴斗
た い と

の絵とする説がある（リチャード・レイン『伝記

画集 北斎』ｐ333）。 

●絵手本『良美灑
り ょ う び し ゃ

筆
ひ つ

』（5 月か。大本一冊。淡彩。奥付に「東都画工葛飾戴斗筆。校合門

人  月光亭墨仙
げ っ こ う て い ぼ く せ ん

 戴璪
た い そ う

・ 北鷹
ほ く よ う

・ 月斎
げ っ さ い

哥
う た

政
ま さ

 書 林  角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

・ 永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

・

美濃屋清七
み の や せ い し ち

・美濃屋伊六
み の や い ろ く

」とある。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※後に『北斎画
ほ く さ い が

譜
ふ

』（3冊。永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

版）に収録された。 

「良美
り ょ う び

」とは、良い日がらで、美しい景色の意味だと、序文にある。「灑
し ゃ

」はさっぱりし

た、ものにこだわらないという意味から、全体として「これらを併せて表題を考えてみる

と、良い日の美しい景観を気取ることなくさわやかに描いたもの、と解釈して許されるの

ではないだろうか」と永田生慈は述べている（『北斎の本懐』角川新書 ｐ106）。 

☆〈雪中の万歳〉 

※雪降る中、漫才師の一行が傘をさして歩いてい

る。他にも傘をさして行き来する人々。全体に楕円
だ え ん

の構図。 雪中の万歳（https://www.bakumatsuya.com/より） 

☆〈雪解
ゆ き げ

川
が わ

〉 

※全体に S 字の構図。六頭の牛（角は水牛のように

見える）が川の中を S字形に連なって行く。 

 

 

 

 

 

https://www.bakumatsuya.com/
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雪解川（https://www.bakumatsuya.com/より） 

 

 

 

 

 

 

 

☆〈野分
の わ き

〉 

※「風の強い日」とも。吹き付ける強風に体を支

えるようにしている旅人たち。笠が飛びそうにな

り、着物の裾は激しく靡
な び

いている様子を描く。     野分（https://www.bakumatsuya.com/より） 

 

☆〈蛇
へ び

雉子
き じ こ

を巻く
ま

〉 

※雉子に絡みつく蛇の目と雉子の目が合っている。 

蛇雉子を巻く（https://www.bakumatsuya.com/より） 

 

☆ 〈 盲人
も う じ ん

の

川越
か わ ご え

〉 

※雪の夜、多

くの盲人が裸

足で、手を繋
つ な

ぎながら歩いている様子を描く。 

盲人の川越（https://www.bakumatsuya.com/より） 

他に☆〈初日影
は つ ひ か げ

〉☆〈汲古閣
き ゅ う こ か く

にて書
し ょ

を鬻
ひ さ

ぐの図
ず

〉

☆〈落
ら く

梅花
ば い か

〉☆〈春雨
は る さ め

の往来
ゆききらい

〉☆〈隅
す み

田川
だ が わ

遠桜
え ん え い

〉☆〈狂女
きょうじょ

蝶
ちょうに

に戯
たわむ

る〉☆〈目
め

に青葉山
あ お ば や ま

郭公
ほ と ぎ す

初松魚
は つ が つ お

〉☆〈鐘馗
し ょ う き

〉☆〈蒦
か

菊
き く

・蜂
は ち

・石竹
せ き ち く

〉☆〈山吹
や ま ぶ き

・文鳥
ぶんちょう

〉☆〈夏
な つ

の往来
ゆ き ら い

〉☆〈晩
ば ん

夏
か

の山水
さ ん す い

〉☆〈夕立
ゆ う だ ち

〉☆〈秋
あ き

の七草
な な く さ

〉☆〈蓮
は す

切
き り

〉☆〈山家
さ ん か

の月
つ き

〉☆〈水辺
み ず べ

の月
つ き

〉☆〈月下
げ っ か

の

往来
ゆ き ら い

〉☆〈悟
ご

道
ど う

〉☆〈郭子
か く し

儀
ぎ

〉☆〈雪
ゆ き

の曙
あけぼの

〉☆〈餅
も ち

椿
つ き

〉☆〈福
ふ く

ハ
は

内
う ち

〉☆〈青
せ い

陽
よ う

〉 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

麓画
そ が

』（5 月。大本
お お ぼ ん

墨絵一冊。全 29 丁。25.6×17.9 奥付には「東都画工

葛飾戴斗筆 書
し ょ

林
り ん

 角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（江戸）・永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（名古屋）・美
み

濃
の

屋
や

清
せ い

七
し ち

（名古

屋）・美濃屋
み の や

市
い ち

兵衛
べ え

（名古屋）・美濃屋伊
み の や い

六
ろ く

（名古屋）」とある。島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※1年 12カ月の風景を中心に動植物や中国の故事を描いたもの。 

※『良美灑筆
り ょ う び し ゃ ひ つ

』（美濃屋伊
み の や い

六
ろ く

版）の改題・再版本。後、『北斎画式
ほ く さ い が し き

』と『良美灑
り ょ う び し ゃ

筆
ひ つ

』の絵

を合わせ『北斎画
ほ く さ い が

譜
ふ

』（半紙本。三冊。永楽屋東四郎版。国際日本文化研究ｾﾝﾀｰ蔵）と改

題し、下巻が北斎没後の 7か月後に出版された。 

https://www.bakumatsuya.com/
https://www.bakumatsuya.com/
https://www.bakumatsuya.com/
https://www.bakumatsuya.com/
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●案内チラシ「麦藁
む ぎ わ ら

細工
ざ い く

絵
え

番付
ば ん づ け

」（墨摺番付 2枚綴り。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大田

区立郷土博物館蔵） 

※麦藁
む ぎ わ ら

細工
ざ い く

興行
こうぎょう

の案内チラシ。実際の麦藁細工の下絵と別絵となっている。 

●錦絵「麦藁細工報条
む ぎ わ ら さ い く ほ う じ ょ う

」（2 月。「麦藁細工報状
む ぎ わ ら さ い く ほ う じ ょ う

」とも。大大判彩色四枚続。下絵
し た え

校合
きょうごう

北

斎戴斗改葛飾為一。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。東京国立博物館蔵） 

※文政 3 年（1820）2 月、浅草奥山
お く や ま

で興行された麦藁
む ぎ わ ら

細工
ざ い く

制作のための下絵。北斎の下絵

によって造られた麦藁細工を示す。 

※「麦藁
む ぎ わ ら

張
は り

細工
ざ い く

 同所〈浅草
あ さ く さ

奥山
お く や ま

〉へ出、七丈
しちじょう

余りの青
せ い

龍
りゅう

刀
と う

、十二支
じ ゅ う に し

の額
が く

、其
そ

の外
ほ か

北斎の

下絵
し た え

にて見事なり。大森
お お も り

の職人これをつくる」（『増補武江年表』巻之八 国立国会図書

館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝｐ210） 

〈青
せ い

龍
りゅう

刀
と う

〉〈孔
こ う

明
め い

〉〈丹頂
たんちょう

鶴
づ る

〉〈十二支
じ ゅ う に し

額面
が く め ん

〉〈周
しゅう

蒼
そ う

〉〈龍頭
りゅうとう

〉〈蜀
しょく

の勇士
ゆ う し

〉等の図。

「江戸
え ど

浅草
あ さ く さ

金
き ん

龍山
りゅうざん

境内
け い だ い

にて御覧
ご ら ん

に奉入佷
いりたてまつる

」との書き入れがある。 

●錦絵「麦藁
む ぎ わ ら

細工
さ い く

見世物
み せ も の

」（3 月。「麦藁
む ぎ わ ら

細工
ざ い く

の図
ず

」とも。大判彩色 4 枚続き。但し、左

の一枚は欠。葛飾為一。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。38.7×77.2 東京国立博物館/太田記念美術館：長

瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「麦藁細工報条
む ぎ わ ら さ い く ほ う じ ょ う

」とはかなり変化している。 

●肉筆画「白
し ら

拍子図
び ょ う し ず

」（この頃。絹本着色一幅。北斎戴斗改為

一筆。印葛しか。98.9×41.9 北斎館蔵） 

※白
し ら

拍子
び ょ う し

は平安末から鎌倉初期にかけての歌舞を業とする遊

女。この絵では、白い直垂
ひ た た れ

、朱色
し ゅ い ろ

の長袴
ながばかま

、立
た て

烏帽子
え ぼ し

を被り

柄巻拵
つかまきこしらえ

太刀
た ち

（柄
つ か

と鞘
さ や

が同じ組紐で巻かれた太刀
た ち

）を腰に帯び、

右手に半開きの扇を持った男装の白
し ら

拍子
び ょ う し

を描く。          

一説に、源義経
みなもとよしつね

の愛妾
あいしょう

の静
しずか

御前
ご ぜ ん

が、義経との別れを余儀なく

され、源頼朝
みなもとよりとも

の妻、北条
ほうじょう

政子
ま さ こ

の前で舞う姿という。「しずやし

ずや賤
し ず

のおだまき繰り返し昔を今になすよしもか
が

な」と謡
う た

う場

面。衣服の輪郭をちりちりに描く描法は、戴斗と号した 50 歳代

以降の美人画に顕著とされる。       白拍子図（北斎館） 

●摺物「空満屋連和漢武勇合
そ ら み つ や れ ん わ か ん ぶ ゆ う あ わ せ

三番之内
さ ん ば ん の う ち

」(色紙判着色。摺物。三図。北斎戴斗改葛飾為一

筆。各約 20.6×18.3) 

※四
よ も

方側の空
そ ら

満屋
み つ や

（「くまや」とも）連
れ ん

の春興狂歌摺物。和漢の武勇を二人組み合わせた

図。 

☆〈伍子胥
ご し し ょ

と巴
ともえ

御前
ご ぜ ん

〉（スペンサー美術館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館

/仏・ﾕｹﾞｯﾄ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※甲冑
かっちゅう

姿
すがた

の巴
ともえ

御前
ご ぜ ん

が空満屋
そ ら み つ や

楉
さ る

垣
が き

真
ま さ

枝
え

の狂歌を書いた縦紙を持ち、その脇で椅子に座る

伍子胥
ご し し ょ

が机に乗せた紙に筆で字を書く図。伍子胥
ご し し ょ

は、中国春秋
しゅんじゅう

時代、楚
そ

の武人。策略に遭

い父と兄を楚
そ

の平
へ い

王
お う

に殺されたので、復讐を誓い、呉
ご

を助けて楚
そ

を討った人物。巴
ともえ

御前
ご ぜ ん

は、

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1477563786/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzY3Lm1lZGlhLnR1bWJsci5jb20vN2U4YzY4YzVkNTgwZGNlYTMxZmE5YjdmMGEzY2I3ODEvdHVtYmxyX21meHluMjJQSE4xcnJuM3lybzFfNTAwLmdpZg--/RS=%5eADBY8ORUn0CXX8WCC.jQEdEbsk.Rdw-;_ylt=A2RinFcJhBBYMgkAJi2U3uV7
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『平家
へ い け

物語
ものがたり

』では、木曽
き そ

（ 源
みなもと

）義
よ し

仲
な か

に仕える女武者だが、『源平
げ ん ぺ い

盛衰記
せ い す い き

』などでは義
よ し

仲
な か

の愛妾
あいしょう

としている。木曽
き そ

義
よ し

仲
な か

が源義経
みなもとのよしつね

に追われ最後に残った七騎
し ち き

の一人。 

☆〈弁慶
べ ん け い

と唐
か ら

婦人
ふ じ ん

〉（スペンサー美術館/仏・ユゲット・コレクション） 

※婦人は『水滸伝
す い こ で ん

』の顧
こ

大嫂
だ い そ う

といわれる。顧
こ

大嫂
だ い そ う

は、『水滸伝』に登場する女性で、108

人の梁山泊
りょうざんぱく

の内、101 位で地
ち

陰
い ん

星
せ い

の生れ変りといわれる女傑。弁慶
べ ん け い

は、比叡山
ひ え い ざ ん

の僧だった

が、乱暴者で追い出された。武蔵坊
む さ し ぼ う

弁慶
べ ん け い

と名乗り、乱暴を繰り返し、京都で太刀
た ち

を 999 本

奪い、千本目を五条大橋で牛若丸（源義経
みなもとのよしつね

）から奪おうとし

たが、返り討ちに逢い、降参して義経の従者となった。 

狂歌は「やう〱
や う

と今朝ハ霞を引あひて あそふ
ぶ

やうなる春

のやま〱
や ま

 径」、「春
は る

霞
がすみ

たつに習
な ら

ひておのつ
ず

から 引
ひ き

はりの

よきうく
ぐ

いすの声
こ え

 亀峰」、「春
は る

くれハ蝦夷
え ぞ

か千島
ち し ま

の外
そ と

まて
で

も にほへる梅
う め

や猛
た け

きいさをし 真柄」、空満屋楉
そ ら み つ や ざ く ろ

垣
が き

真
ま さ

枝
え

の

「たつ春の色を競ひてはつ霞
がすみ

 引
ひ き

あふさまや畝
う ね

火
び

耳
み み

梨
な し

 真
ま

枝
さ え

」が記される。 

弁慶と唐婦人（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』より転載） 

☆〈大井子
お お い こ

と樊
は ん

噲
か い

〉（スペンサー美術館/フォッグ美術館/

仏・ユゲット・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大井子が菰
こ も

樽
だ る

から樊
は ん

噲
か い

に酒をついでいる図。大井子（「お

おいね」とも）は、滋賀県高島
た か し ま

市に伝わる伝説の力持ちの女

性。水争いで自分の田に水を止められたのに対抗して、闇夜

に六・七尺四方の大石を担ぎ水門まで行き、自分の田にだけ

水が行くように大石を置いたという。  

大井子と樊噲（http://tiiibikuro.hatenablog.com/より） 

 樊
は ん

噲
か い

（？～紀元前 189 年）は、中国の秦末から前漢初期に

かけての武将。漢の高祖
こ う そ

・劉邦
りゅうほう

に生涯仕えた。 

狂歌は「谷の戸をひらきて出る鶯の こうもゆたかな春の酒盃出る 杉廼屋末枝」、「紫

の露の眉をひき立てて 力もつよく見揺る佐保姫 春恥女」、「花笠を盃にしてうくいす

も 露を汲める春の生酔 空満屋真枝」 

●摺物「碁盤人形
ご ば ん に ん ぎ ょ う

の図
ず

」（1月。着色。北斎改葛飾為一筆 す

みだ北斎美術館蔵） 

※碁盤の上で、毛
け

槍
や り

を抱えて踊る元禄風の髪形をした女の人

形を操る裃
かみしも

姿
すがた

の人形遣い。男の背後の枠内に、三人房
さ ん に ん ぼ う

美津
み つ

丸
ま る

の狂歌「みつ垣のみつ木といはん梅の花 それしも春が辰之

助とて」が記される。水木辰之
み ず き た つ の

助
す け

注の槍
や り

踊
お ど

りを碁盤人形に仕

立てたものという（安田剛蔵『画狂北斎』ｐ124）。 

碁盤人形の図（すみだ北斎美術館） 

http://tiiibikuro.hatenablog.com/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D189%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E6%BC%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E5%B0%86
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注）水木辰之
み ず き た つ の

助
す け

：1673～1745。元禄歌舞伎の代表的女形
おんながた

。槍
や り

踊
お ど

りなどで有名。 

●摺物「酒樽
さ か だ る

と橘
き っ

中
ちゅう

の仙
せ ん

」（1月。東都北斎戴斗改葛飾北斎為一筆） 

※「橘中
きつちゅう

の仙
せ ん

」とは、 橘
たちばな

の実を割ると仙人が碁を打っていたという中国の故事から、碁

を楽しむ老人のことをいう。「文政三庚
かのえ

辰
た つ

」とある。森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

他の狂歌が記される

（『年譜』による）。 

●摺物「舞台
ぶ た い

道具
ど う ぐ

の図
ず

」（前北斎為一筆） 

※「文政庚
かのえ

辰
た つ

」とある。画中に坂東秀佳
ば ん ど う し ゅ う か

（三世坂東三津五郎
ば ん ど う み つ ご ろ う

）の名がある(『年譜』によ

る)。 

●摺物「船着場二
ふ な つ き ば に

美人図
び じ ん ず

」（着色。無款。34.8×60.8） 

※屋形船が船着き場に着き、先に上がっている女に手を差し伸べて舟から上がろうとする

女の手前には、傘が 2 本ある。船着き場の明かりに「文政三」の文字が記されている。寛

政 11年（1799）に同画趣の摺物「舟から降りる芸妓」（宗理改北斎画）がある。 

●肉筆画「獅子図
し し ず

」（絹本着色一幅。北斎改為

一筆。46.2×69.5 日本浮世絵博物館蔵） 

※文政末期説あり。  

左図には三頭の子獅子が描かれ、右図には

大きな獅子が描かれる。別々の二図をつなげ

て親子のような図柄になっている。金潰しの

背景に墨による太い輪郭線で獅子の形を描

き、その体は金地をそのまま生かした描き

方。        獅子図（日本浮世絵博物館） 

●扇面画「恵比寿
え び す

と大黒図
だ い こ く ず

」（扇面着色一枚。前北斎為一筆。印一人人形） 

※ウラジロや幣を下げた細い注連縄
し め な わ

の下で、並んで座り、恵比寿が鼓を打ち、大黒が何か

を歌っている。二人の前には鏡餅が置かれている。 

 

文政
ぶ ん せ い

4（1821）辛巳
か の と み

 62 歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

先生
せ ん せ い

、北斎戴斗
ほ く さ い た い と

、月癡
げ っ ち

老人為一
ろ う じ ん い い つ

、和合堂
わ ご う ど う

主人
し ゅ じ ん

(隠号)、行年
ぎょうねん

六十二
ろ く じ ゅ う に

翁
お う

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

燈下
と う か

席上画
せ き じ ょ う が

、かつしか為一
い い つ

、不染
ふ せ ん

居
き ょ

北斎
ほ く さ い

老人
ろ う じ ん

 □印 さ

きのほくさい、北斗一星高
ほ く と い っ せ い こ う

：こと（51歳）、（阿
お

美
み

与
よ

：33歳）、（孫
ま ご

：12歳）、阿
お

栄
え い

（24

歳） 

◇2月 30日、江戸市中に風邪大流行。窮民 29万 7千人に施銭が行われる。 

◇5月 5日（西洋暦）、ナポレオン・ボナパルト没（52）。 

◇9月 12日、『群書
ぐ ん し ょ

類聚
るいじゅう

』の編者塙保己一
は な わ ほ き い ち

没（76）。 

◇長崎に駱駝
ら く だ

の雌雄
し ゆ う

二頭が送られて来る。 

◇この頃の寺子屋
て ら こ や

の様子（文政 4年、村上帰
む ら か み き

旭
ききょく

『筆道師家人名録
ひ つ ど う し か じ ん め い ろ く

』より）。 
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師匠 479人（男 310人、女 139人。但しこれは上記出版の協賛金を出した人数であるので、

他の群小寺子屋を含めると 7・800人位か）。子が 6･7歳になった二月初午
は つ う ま

の祭礼の翌日か

ら寺子屋入りをする。束修
そくしゅう

（月謝）は予め決められる。机・弁当持参。四つ上がり（午前

10 時～11時）、八つ下がり（午後 2時～3時）。家でお八つを食べる。 

○谷文晁
たにぶんちょう

「日本
に ほ ん

名山
め い ざ ん

図絵
ず え

」。 

○松浦靜山
ま つ う ら せ い ざ ん

『甲子
か っ し

夜話
や わ

』執筆始める。 

○7月、伊能
い の う

忠
た だ

敬
た か

没後「大日本
だ い に っ ぽ ん

沿海
え ん か い

輿地
よ ち

全図
ぜ ん ず

」（大日本沿海実測地図）完成。 

【四女 阿猶没か】 

★「女子（四女・阿
お

猶
ゆ う

か）没」（2019『新北斎展図録』「北斎略年譜」ｐ308より）。 

但し、北斎墓碑の側面に「浄運
じょううん

妙
みょう

心
し ん

信女
し ん に ょ

 文政四年辛巳
かのとみの

歳
と し

十一月十三日」とあるのを

『浮世絵派画集・第 5 冊・77 頁』（大村西崖）では、長女阿
お

美
み

与
よ

の墓碑としている。誰の

墓碑かは不明。文政 8年条（1825）を参照。 

【北斎の挿絵 一枚金一分二朱】 

★山崎
や ま ざ き

美
よ し

成
し げ

（随筆家。1796～1856）の『海録
か い ろ く

』巻三に、文政 4 年のこととして「此
こ の

比
ご ろ

坊間
ぼ う か ん

（世間
せ け ん

）に行はるゝ敵討
かたきうち

よみ本のさしゑ、北斎
ほ く さ い

、豊国
と よ く に

（歌川）などの絵
え

がけるは、一枚

金一分
き ん い ち ぶ

二
に

朱
し ゅ

注位
くらい

なり、作者へ料
りょう

を以て謝礼せしも、近比
ち か ご ろ

まで五冊物にて五両づつ也
な り

しが、

今は京伝
きょうでん

、馬
ば

琴
き ん

など七両に至れり、十五両と迄なりしと云、古今
こ こ ん

の変
へ ん

之
こ れ

にてみるべし」

（ルビは筆者による）とある(国立国会デジタル・コレクション。コマ番号 61。大正 4年：

国書刊行会版)。 

注）金一分
き ん い ち ぶ

二
に

朱
し ゅ

：この頃は一両 6 貫(6000 文)程度と思われる。一両＝4 分、一分＝四朱を

当てはめると、一両＝6000 文、一分=1500 文、一朱＝375 文であり、一分二朱は 2250 文と

なる。一文 25 円で換算すると、2250 文×25 円＝56,250 円となる。北斎や豊国
と よ く に

は挿絵一枚

56,250 円程度という。山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

や曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

も相当な稿料だと述べている。一般には大判錦

絵一枚が 32 文から 38 文（約 875 円から 950 円。1 文＝25 円で換算）といわれる。ちなみ

に、天保 13年（1842）には一両は 6貫 500文に公定価格改定が行われた。 

 

●洒落本『東海探
と う か い た ん

語
ご

』（一冊。三芳野
み よ し の

（美芳埜
み よ し の

）山人
さ ん じ ん

戯撰。前北斎為一筆。青州楼
せいしゅうろう

版） 

※序文に「文政のよつのかのとゝいへるとしの春」（文政四
ぶんせいよつの

辛
かのと

と言へる年の春）とある。

北斎は口絵に永代
え い た い

橋
ば し

・石垣
い し が き

・川波
か わ な み

及び隅田川岸辺の人家など深川
ふ か が わ

の遠景
え ん け い

をスケッチ風に一

図描く。挿絵は北秀
ほくしゅう

が描く。 

●絵本『藐姑射山
は こ や の や ま

注』(1 月。角書
つ の が き

「狂歌画
き ょ う か が

譜
ふ

」。墨摺。合本一冊。前北斎先生画。（浪華
な に わ

）

立
りゅう

好斎
こ う さ い

（流光
りゅうこう

斎
さ い

）如
じ ょ

圭
け い

筆。北斎戴斗筆。六樹園
ろ く じ ゅ え ん

編。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（東壁堂
と う へ き ど う

）版。すみだ北

斎美術館蔵) 

※『萍
ひょう

水
す い

奇画
き が

』（文政元年 2 月：1818）の改題本。更に『萍
ひょう

水
す い

奇画
き が

』の俳句を削除して絵

数を増やした同題の色摺本と、『藐姑射山
は こ や の や ま

』の序文と奥付を変えた『画本
え ほ ん

両筆
りょうひつ

』（刊年未

定。墨摺本と色摺本がある）や、『画本両筆』と同じ序文と奥付を持ち狂歌が削除された
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『両筆画
り ょ う ひ つ が

譜
ふ

』（刊年未定。墨摺本と色摺本がある）などの改題本が出る（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ北斎』図録 p509による）。 

注）藐姑射山
ほ こ や の や ま

：不老不死の仙人が住むという伝説の山。姑
こ

射
や

山
さ ん

（『荘子
そ う し

』「逍遥遊
しょうようゆう

」篇）。 

【連想遊びの狂歌本・月癡老人為一号を用いる】 

●狂歌本・摺物『元禄歌仙貝合
げ ん ろ く か せ ん か い あ わ せ

』（1 月。色紙判〈角判〉全 36 図。月癡
げ っ ち

老人為
ろ う じ ん い

一
い つ

筆。

鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

の四
よ

方
も

方
が た

の狂歌摺物。各約 20.0×17.6 千葉市美術館/ジェノヴァ東洋美術館/

アムステルダム国立美術館蔵。各作品に付けられた所蔵館は前記 3 館に加えた所蔵館を示

す） 

※『馬尽
うまづくし

』（文政 5 年：1822）とともに北斎の揃物としては最大量のもの。鹿津部
し か つ べ

真顔
ま が お

が

率いる四方
よ も

側の狂歌師による揃物。 

※「月癡
げ っ ち

老人
ろ う じ ん

」号はオランダ語の Maanziek（狂人）から創作されたものという。この号の

使用は、『元禄歌仙貝合
げ ん ろ く か せ ん か い あ わ せ

』（文政 4年）、「梅
う め

に鶯
うぐいす

」（「月痴」と表記。団扇絵判錦絵。

文政 4 年頃）、狂歌本『花鳥画賛歌合
か ち ょ う が さ ん う た あ わ せ

』（「月痴」と表記。文政 11 年）に見られ、また

『絵本
え ほ ん

庭訓
て い き ん

往来
お う ら い

』（文政 11年）の六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

宿屋
や ど や の

飯盛
め し も り

の序文で、北斎を指してこの号を用いて

いる（『秘蔵浮世絵大観７ ギメ美術館』ｐ253）。 

※各画の隅に画題の貝が扇面のコマ絵で描かれる。 

☆〈あこや貝
が い

〉（20.7×17.8 すみだ北斎美術館蔵） 

※浄瑠璃「壇
だんの

浦
う ら

兜
かぶと

軍記
ぐ ん き

」の「阿
あ

古屋
こ や

の琴責
こ と せ

め」からの発想。秩父
ち ち ぶ

重忠
し げ た だ

が、阿
あ

古屋
こ や

に夫の景
か げ

清
き よ

の居所を問いただしたところ、行方を知らないという阿
あ

古屋
こ や

に琴、三味線、尺八を弾か

せ、その音色の陰りの無さに、阿
あ

古屋
こ や

の言葉を信じたという話から、琴と尺八を描き、更

に三方
さ ん ぽ う

に海老と松等を乗せた宝来
ほ う ら い

飾
か ざ

りを描く。『平家物語』巻二の「阿
あ

古屋
こ や

の松」からの

連想と考えられている。 

☆〈あさり貝〉 

☆〈あし貝〉（19.9×17.7 シカゴ美術館蔵） 

※脚の長い鶴が六羽が水辺で休んでいる。その足元に二匹の

子鶴がいる。水辺には葦が生えている。 

☆〈あわび〉 

☆〈いたや貝
が い

〉（19.8×17.6）  

※俎板で餅を小さく切り、正月の用意をする女房と、それを

見ている娘。後ろには、 橙
だいだい

やウラジロを乗せた鏡餅や、海

老に松の正月飾り、玩具の二張りの弓等が飾られている。 

☆〈いろ貝〉（20.1×17.7） 

※「いろ」は化粧を意味するところから、「京御おしろひ」

と書の白かれたおしろい粉
こ

の袋、伏せて置かれた紅
べ に

猪口
ち ょ く

注、懐中
かいちゅう

鏡
かがみ

、元結
も と ゆ

いい紐などが描

かれる。 

注）内側に紅を塗り付けた猪口
ち ょ こ

の形をした茶碗。「べにちょこ」とも。 
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☆〈うつせ貝〉（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※文政 4 年の絵暦になっていて、画中の鏡に蛇と大小月が

示される。           うつせ貝（島根県立美術館） 

☆〈梅のはな貝〉（20.7×18.0） 

※梅の花が咲く枝を背景に、漆塗りで飾り紐のついた柄杓
ひ し ゃ く

と、縄で作った亀が描かれる。 

☆〈うらうつ貝〉（19.3×17.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ

ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※紙の裏打ちをする女。断裁する前の長い紙を棒に巻きつ

ける男。 

☆〈かたし貝〉（20.3×17.8 すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルギー王立美術歴

史博物館/プルヴェラー・コレクション蔵） 

※二張りの大きな蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

を前にして、子ども二人が片足でケンケンをして、草履隠し遊

びをしている。傘の横で腰をかがめる男二人。開いた傘の一つに「寿」「千六百番歌合」

の文字が書かれている。松壽菴年益の狂歌「春もまだかたし立て（片足立ち）して遊ぶ子

の ざうりかくしや庭のあわ雪」が書かれる。 

☆〈かたつかい〉（18.3×17.6 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「片貝
かたつかい

」から、山鳥の雌雄
し ゆ う

は、夜は山を隔てて別々に寝るということを連想し、部屋で

鳥かごの鳥を眺める二人の官女を描く。 

☆〈きぬた貝〉（20.1×17.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「砧
きぬた

」からの連想で、図は砧を打っているように、二人の女が海苔を打っている姿を描

く。傍
かたわら

では海水に浮かべた笊
ざ る

に海苔を入れて、棒でかき混ぜている子どもがいる。 

☆〈こかい〉（20.0×17.6 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※書き込みの狂歌「青柳
あ お や ぎ

のいとの引音
ひ き ね

もはる風の 手ふりになれし籠
か ご

の 鶯
うぐいす

」（檜曲亭）を

基に、籠の鶯にすり鉢で擦った餌をやる二人の女を描く。 

☆〈さくら貝〉（19.7×17.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※女の乗った駕籠
か ご

を下ろして休む駕籠かきたち。天秤の荷物を担ぐ男。頭巾を被り合羽を

着た二人の男。街道の風景。遠くに馬が四頭放牧されている。       

☆〈さゞへ貝〉（19.1×17.7 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※本所
ほ ん じ ょ

五
い つ

ツ目
つ め

の五百
ご ひ ゃ く

羅漢寺
ら か ん じ

（現東京都江東区
こ う と う く

大島
お お じ ま

）の三匝堂
さ ん そ う ど う

（三階建でさざゑ堂と呼ばれ

た）を俯瞰
ふ か ん

して描く。富士山を眺望する場所として有名。 

☆〈しほ貝
が い

〉（20.2×17.8） 

※「しほ（塩）」から赤穂
あ こ う

を連想している。塩の入った箱の蓋には「名物 華
は な

しほ 播州
ばんしゅう

赤穂
あ こ う

本町 高砂屋
た か さ ご や

浦
う ら

右
え

衛門
も ん

」と書かれている。高砂屋
た か さ ご や

から高砂
た か さ ご

の松注を想わせる松の盆栽

や、煙草入れの根付
ね つ け

けに松を描いている。 
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注）高砂の松：兵庫県高砂
た か さ ご

市の高砂神社（現兵庫県

高砂市
た か さ ご し

高砂
た か さ ご

町
ちょう

東宮
ひがしみや

町
ま ち

190）境内にある、黒松と赤松が根本

で結合した相生
あ い お い

の松。謡曲「高砂」で有名な松。 

☆〈しゞみ貝
が い

〉(20.1×17.7) 

※道端で茣蓙
ご ざ

を敷き、首が動く獅子の玩具を売っている

男の前で、「鶯」と書いた凧と破魔矢
は ま や

を持った子どもた

ちが獅子を見てはしゃいでいる。「獅子
し し

見
み

」で「しじ

み」に結びつけたか。      しじみ貝（千葉市美術館） 

☆〈白
し ろ

貝
が い

〉（20.0×17.6 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※画を描く白い巻紙の側に梅の小枝が描かれたものが立て掛けられている。硯に置かれた

墨、扇、孔雀の羽根を挿した瓶などが描かれる。 

☆〈すゞめ貝
が い

〉（20.2×17.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館蔵） 

※鳥籠から抜け出した二羽の雀と宝箱から宝珠
ほ う じ ゅ

・珊瑚
さ ん ご

・小槌
こ づ ち

・隠れ蓑
み の

・巻物・小判などの

宝があふれ出している図で、舌
し た

切
き り

雀
すずめ

の話を連想させている。 

☆〈すだれ貝〉（19.9×17.7 千葉市美術館/プルヴェラー・コレクション/アムステルダ

ム国立美術館/大英博物館蔵） 

※姉さん被りの女三人が縁
ふ ち

の赤い簾
すだれ

の各部分を作っている図。 

☆〈ちくさ貝〉 

※裏返された笠の中に紐付きの袋が置かれ、側につくしが

懐紙に置かれている。千種が笠の近くに添えられている。                         

ちくさ貝 

☆〈ちとり貝
が い

〉（20.6×18.0） 

※記された狂歌から、源義経
みなもとよしつね

が静
しずか

御前
ご ぜ ん

と吉野
よ し の

で別れる際に

与えた初音
は つ ね

の鼓
つづみ

が描かれる。ちどり（千鳥）貝から鼓
つづみ

への

連想は、千鳥は波
な み

千鳥
ち ど り

の語もあるように波に縁が深く、波

の音は鼓
つづみ

の音に譬
た と

えられるところから、鼓
つづみ

の絵に結びつく

とする見解がある（2005『北斎展』図録ｐ355）。 

☆〈なでしこ貝〉 

☆〈なミまかしハ〉(20.0×18.0) 

※文化 6 年（1809）の柳々居辰斎
りゅうりゅうきょしんさい

の『歌仙貝』にある〈浪間
な み ま

かしは〉からの影響が指摘さ

れる。首尾
し ゅ び

の松の下に停めた猪牙舟
ち ょ き ぶ ね

から松を眺める飄客
ひょうかく

（遊郭などで遊ぶ客）を描く。

『歌仙貝』に描かれた猪
ち ょ

牙
き

舟
ぶ ね

は浅
あ さ

妻
つ ま

舟
ぶ ね

(春を売る女がいる舟)を暗示していることから、

「浪の間
ま

の柏餅
かしわもち

」、すなわち、浪間
な み ま

の舟の上で、柏餅
かしわもち

のように蒲団を二枚重ねての秘め事

に関連付けているか。 

☆〈にしき貝
が い

〉(19.6×17.8) 
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※柳の木に囲まれるように家並が描かれる。狂歌の中に吉野
よ し の

の六田
む つ た

が詠まれているところ

から柳で有名な六田の風景と考えられている。 

☆〈はな貝
が い

〉（21.4×17.5 北斎館蔵） 

※図右に小さく貝が描かれ、松などが花器に生けられ、盆に水仙や椿の花が置かれている。 

☆〈はまくりかい〉(20.8×17.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※二つの蛤
はまぐり

と熨斗
の し

紙などが描かれる。 

☆〈ほら貝〉（20.5×17.0 東京国立博物館/オランダ国立

民族学博物館蔵） 

※小高い丘に立って松の木にいる鳥を吹き矢で捕らえよう

としている男。                ほら貝 

☆〈まくら貝〉（20.6×18.1） 

☆〈ますほ貝〉（19.7×17.4） 

※盆台に砂富士が飾られ、その前の松の盆栽には扇が添え

られる。 

☆〈みぞ貝
が い

〉（19.9×17.6 ベルギー王立美術歴史博物館蔵） 

※「みぞ」を敷居
し き い

の溝
み ぞ

に見立て、敷居で遊ぶ子どもを描く。背中に男の子を乗せて馬にな

った女の子が、敷居の上でうつ伏せになり、もう一人の女の子と遊んでいる。縁側には鞠

や羽子板が置かれている。 

☆〈みなせ貝
が い

〉（19.8×17.8） 

※名所の六玉
む た ま

川
が わ

で、井出
い で

の玉川
た ま が わ

（「山吹
や ま ぶ き

の玉川
た ま が わ

」とも）を想わせる、川を馬で渡る貴人が

描かれた屏風の手前には、籠の中に盆
ぼ ん

石
せ き

の蛙が置かれ、その傍らに三冊の本がある。

太田道灌
お お た ど う か ん

が雨に遭い、民家に立ち寄り蓑
み の

を借りようとしたところ、家の娘が山吹の花を差

し出し「実の（蓑
み の

）一つだになきぞ悲しき」と詠んだ故事からの着想で、「みなせ」は

「みなし（実無し）」から「山吹」を連想し、更に「山吹の玉川」の図を屏風に描いたも

のと思われる。柳々居辰斎
りゅうりゅうきょしんさい

の『歌仙貝』の〈みなし貝〉からの影響が指摘されている。 

☆〈みやこ貝
が い

〉（20.2×17.9 オランダ国立民族学博物館蔵） 

※渡し舟に乗る人々。野菜売り、行商の男、笠を被って鳥刺しの棹
さ お

を立てている男、漫才

師などを乗せて、船頭が船尾で棹をさしている。 

☆

〈 紫
むらさき

貝
が い

〉（20.1×17.8 オランダ国立民族学博物館蔵）     

紫貝（千葉市美術館） 

※地曳網
じ び き あ み

を引く集団が二組描かれる。「紫」は鰯
いわし

を指す

女房
にょうぼう

詞
ことば

であることからの鰯漁の連想。     

狂歌賛「紫貝をよめるせとう歌 櫬廼屋下
ひ つ ぎ の や し た

蔭
か げ

 朝霞たつる

ねか
が

ひもしほもかなひぬむらさきのかひあら春にあひきす
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るとて」「紫貝を物の名に 四方
よ も の

歌垣
う た が き

真顔
ま が お

 江の島霞わたれる片瀬
か た せ

村さきの干潟
ひ が た

に今やな

るらん」 

☆〈ものあら貝
が い

〉（20.1×17.6 ベルギー王立美術歴史博物館/クラクフ国立美術館蔵） 

※上野不忍
し の ば ず

の池の太鼓橋を渡り図の右に描かれた弁財天へ参詣する人々。池には数羽の鴨

が泳ぎ小舟が一艘浮かんでいる。 

☆〈わすれ貝
が い

〉 

●摺物『楉
ざくろ

垣連
が き れ ん

五番之内
ご ば ん の う ち

和漢
わ か ん

画
え

兄弟
きょうだい

』（「さるがきれん」とも。色紙判摺物。5 枚揃物。

月癡
げ っ ち

老人
ろ う じ ん

為一筆。各平均 20.6×18.1 東京国立博物館/ウイーン国立工芸美術館/千葉市美

術館蔵） 

※空
そ ら

満屋
み つ や

楉
ざくろ

垣
が き

真
ま

枝
え だ

の率いる狂歌師連による歳旦摺物。「画
え

兄弟
きょうだい

」とは、無関係の画題を奇

抜な趣向で結びつけるもので、和漢の人物を結びつけて描く。 

☆〈司馬
し ば

温
お ん

公
こ う

と柴田
し ば た

勝家
か つ い え

篠塚
し の づ か

伊賀
い が の

守
か み

〉 

※司馬
し ば

温
お ん

公
こ う

は司馬光
し ば こ う

（1019～1086）のこと。中国北宋代の儒学者・歴史家・政治家。

『資治通鑑
し じ つ が ん

』（1065 編年体の歴史書）の著者。幼少より神童といわれた。子どもの時、庭

で遊んでいたところ、仲間の子どもが水がめに落ちたが、誰も助けなかった中、温
お ん

公
こ う

は石

を投げて甕
か め

を割って水を抜き、子どもを救ったという。柴田
し ば た

勝家
か つ い え

は、織田
お だ

信長
の ぶ な が

の武将。

元亀
げ ん き

元年（1570）の 6 月、長光城
ちょうこうじょう

を守備した時に水攻めに遭い、残った水
み ず

甕
が め

を割って覚悟

を示し、その後、佐々木承禎
さ さ き じ ょ う て い

軍を破ったことで「甕割
か め わ

り柴田
し ば た

」と呼ばれたという。 

図は、鎧
よろい

姿
すがた

の柴田
し ば た

勝家
か つ い え

が長槍の柄の先を大甕
お お が め

の割れ目から出る水に突き立てている。側

で幼児姿の温
お ん

公
こ う

が石を抱え上げている。 

☆〈諸葛孔
し ょ か つ こ う

明
め い

と牛
う し

若
わ か

丸
ま る

〉 

※諸葛孔
し ょ か つ こ う

明
め い

（諸葛
し ょ か つ

亮
りょう

。181～234。蜀
しょく

・漢
か ん

の建国者劉備
り ゅ う び

を補佐した政治家）が琴を弾き、牛
う し

若
わ か

丸
ま る

（源義経
みなもとのよしつね

の幼名。1159～1189）が笛を吹く図。楽器に拠って結びつけた図。「武
ぶ

侯
こ う

（諸葛孔
し ょ か つ こ う

明
め い

）弾琴
だ ん き ん

して仲
ちゅう

達
た つ

（司馬懿
し ば い

）を退く」（『三国志演義』巻 95の文言）からの図。

仲達は敵の諸葛孔明を苦しめた武将。 

☆〈藺
り ん

相如
しょうじょ

と児島
こ じ ま

高徳
た か の り

〉 

※藺
り ん

相如
しょうじょ

（生没年不詳）は、中国戦国時代、趙
ちょう

の名臣で「刎頸
ふ ん け い

の交わり」で有名な人物。

児島
こ じ ま

高徳
た か の り

（生没年不詳。南北朝時代の武将）は、捕えられた後
ご

醍醐天皇
だ い ご て ん の う

を励ますために、

在 所 の 庭 に 忍 び 込 み 、 桜 の 木 に 「 天 莫 空 勾 践
てんこうせんをむなしゅうするなかれ

 

時非無范蠡
ときにはんれいなきにしにもあらず

」（天よ、敗れた国王の勾践
こ う せ ん

を見殺しにしないよ

うに。国王を救った忠臣の范蠡
は ん れ い

がいないわけではないから）を

描きつけた故事が『太平記
た い へ い き

』にある。 

図は、橋の欄干に文字を描きつけようとする藺
り ん

相如
しょうじょ

と、桜の

幹に詩を書きつけようと筆先を舐める鎧
よろい

姿の児島
こ じ ま

高徳
た か の り

を描く。 

藺相如と児島高徳（東京国立博物館） 

☆〈趙
ちょう

雲
う ん

と武内宿彌
た け う ち の す く ね

〉 
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※趙
ちょう

雲
う ん

（？～229。後漢
ご か ん

から蜀漢
しょくかん

時代の将軍）が、槍を小脇に抱え、鎧
よろい

を着た子どもを背

負った武内宿彌
たけのうちのすくね

（「たけうちのすくね」「たけしうちのすくね」とも。景
け い

行
こ う

天皇 14年～？）

と対峙している。『日本書紀』によれば、宿禰
す く ね

は神
じ ん

功
ぐ う

皇后の新羅
し ら ぎ

遠征の際に功労があった。 

☆〈劉備
り ゅ う び

と佐々木
さ さ き

高綱
た か つ な

〉 

※劉備
り ゅ う び

は（161～223）後漢末期から三国時代の武将、蜀漢
しょくかん

の初代皇帝。佐々木
さ さ き

高綱
た か つ な

は

（1160～1214）平安末期～鎌倉時代にかけての源氏側の武将。宇治川
う じ が わ

の戦いで梶原景
か じ わ ら か げ

時
と き

と

の先陣争いで有名。 

●狂歌本『草
く さ

のはら』（一冊。 畑
はたけの

零餘子
ぬ か ご

（不詳）の追善本。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）撰。320

名の狂歌を掲載。北斎の他、北渓
ほ っ け い

、酒井
さ か い

抱
ほ う

一
い つ

等による挿絵。彷徨亭
ほ う こ う て い

版。22.6×15.8 大妻

女子大学図書館蔵） 

※「Web 浮世絵文献資料館：絵入り狂歌本年表」及び「大妻大学図書館和本カード・デー

タベース」による。 

●艶本『艶本多満佳津
え ほ ん た ま か つ

良
ら

』（この頃か。色刷半紙本。三冊。口絵の構成と書き入れは北斎。

絵は阿
お

栄
え い

と思われる）。序文に「はいかゝれる。女
おんな

好
ず き

キの隠人
い ん じ ん

たはむれに誌
しるす

」とある。

「女
おんな

好
ず き

キの隠
い ん

人
じ ん

」は、「女
じ ょ

好軒
こ う け ん

」などの隠号を使った渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の号と思われる（有光書房

『北齋』第 12 刷、及び『芸術新潮』1989 年 3 月号「北斎艶本への挑戦」林美一 ｐ40 よ

り）。一方で、渓斎英泉の自画作との見方もある（『絵入春画艶本目録』ｐ166）。 

●艶本『萬福
ま ん ふ く

和合
わ ご う

神
じ ん

』（1 月。色刷半紙本。三冊。序文は和合堂
わ ご う ど う

主人
し ゅ じ ん

（北斎の隠号）記。

全編北斎の画作。22.5×15.7 国際日本文化研究センター/浦上蒼穹堂蔵） 

※金銀摺
き ん ぎ ん す り

や紅雲母
べ に う ん も

摺まである豪華本もあるが初摺本
し ょ ず り ほ ん

は稀で、一般には改板した粗
あ ら

摺
ず り

本が流

布しているという（『芸術新潮』1989年 3月号「北斎」特集号）。 

おさね（富家の娘）とおつび（貧家の娘）の人生を描く物語仕立ての艶本（国際日本文

化研究センター蔵）。 

※序文「腎
じ ん

命 帳
みょうちょうに

（注：腎命は腎
じ ん

水
す い

〈精液〉を意識したもので、神
じ ん

名帳
みょうちょう

〈神社名や神名を

記した名簿のもじり〉)曰
いわく

、両脚
りょうきゃく

山中
さんちゅうに

小池
し ょ う ち

（注：女陰
じ ょ い ん

のこと）有
あ

リ。一眼
い ち が ん

（注：男根のこ

と）ノ毒
ど く

龍
りゅう

又
ま た

出入
しゅつにゅう

ス。時
と き

アリテ山谷
さ ん こ く

ノ神
か み

ト現
げ ん

シ
じ

テ、臍下
せ い か

(注：

女陰
じ ょ い ん

のこと)ニ鎮座
ち ん ざ

ス。出没
しゅつぼつ

自在
じ ざ い

ニシテ、能
よ

ク人種
じ ん し ゅ

(注：子種
こ だ ね

のこ

と)ヲ降
く

タ
だ

ス。神
じ ん

力
り き

ヨク雲
う ん

雨
う

（注：男女
だ ん じ ょ

の交合
こ う ご う

のこと）ヲ施
ほどこ

シ、

深
し ん

情
じょう

ヨク英雄
え い ゆ う

（注：好色
こうしょく

のこと）ヲ拉
ひ し

ク。男
おとこ

ハ女
おんな

ヲ待
ま ち

テ悦
よろこ

ヒ
び

、

女
おんな

ハ男
おとこ

ヲ迎
むかえ

テ行
い

ク（注：気をやること）。若
も

シ
し

一
い っ

枕
ち ん

ノ（注：枕
まくら

を共
と も

にすること）信
まこと

アラハ
ば

、霊宝
れ い ほ う

ノ徳
と く

、其
そ

ノ 掌
たなごころ

ヲ指
さ

スカ
が

如
ご と

し

（注： 掌
たなごころ

を指すように明らかである）。和合堂
わ ご う ど う

主人
し ゅ じ ん

記
き

」（注・

ルビ・句読点は筆者による）。               

『萬福和合神表紙』（国際日本文化研究センター） 

●肉筆画「寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

」（絹本着色一幅。不染居北斎老人画。印北斗一星高。84.8×29.3 北

斎館蔵） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8C%E6%BC%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E4%B8%AD%E5%9B%BD)
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://edo-g.com/blog/wp-content/uploads/2015/11/manpuku_wago_shin_hokusai_l.jpg&imgrefurl=http://edo-g.com/blog/2015/11/shunga.html&docid=5-E2iuFO6Z3YuM&tbnid=FMb7f5xKIrdQRM:&vet=1&w=800&h=1071&safe=off&bih=544&biw=1053&ved=0ahUKEwjEx7yNo9nQAhVMxbwKHbGtDGE4ZBAzCEQoQTBB&iact=mrc&uact=8
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※松の木の下で佇む寿老人の図。「北斗一星高」の印は珍しい。寛政 11年（1799）肉筆画

「加藤
か と う

清
き よ

正
ま さ

公
こ う

」でも用いている。 

●団扇画「梅
う め

に 鶯
うぐいす

」（この頃か。団扇絵判錦絵。月痴老人為一筆。印さきのほくさゐ。

23.5×31.5 有田屋
あ た や

清
せ い

右
え

衛門
も ん

版。ギメ美術館蔵） 

※開き始めた花や蕾
つぼみ

の多い梅

の木をめがけて飛んでくる一

羽の鶯。印に、この年のみに

用いられたと思われる「さき

のほくさい」が捺される。 

 有田屋
あ り た や

から出した団扇絵は

他になく、月癡老人為一筆と

署名した団扇絵も他に例がな

いという（2017 年『北斎 富

士を超えて展図録』ｐ155 による）。  梅に鶯（ギメ美術館）       印号「さきのほくさゐ」 

【落款に年齢を記す】 

●摺物「桃園三
と う え ん さ ん

契
け い

」（「玄
げ ん

徳
と く

 関羽
か ん う

 張飛
ち ょ う ひ

」とも。角判摺物。行年
ぎょうねん

六十二翁葛飾為一燈下

席上画。ウイーン国立工芸美術館蔵） 

※『三国志演義
さ ん ご く し え ん ぎ

』の中の、桃園
と う え ん

において劉備
り ゅ う び

、関羽
か ん う

、張飛
ち ょ う ひ

が義兄弟の契りを交わす場面を

描く。書画会での作。狂歌「青柳
あ お や ぎ

の糸を結
む す

ひ
び

てとかせしと みつあひによる春の初風
は つ か ぜ

 

空満屋楉
そ ら み つ や ざ く ろ

垣
か き

（「さるがき」とも）真
ま

枝
さ え

」が記される。北斎の年齢が落款に示される。 

●摺物「葛飾
か つ し か

玄
げ ん

武
ぶ

二番
に ば ん

続
つづき

 蛇
へ び

」(色紙判。淡彩一幅。かつしか為一筆。葛飾連
か つ し か れ ん

による。

19.3×18.5 オランダ国立民族学博物館/すみだ北斎美術館：

ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※玄
げ ん

武
ぶ

は、北方を支配する水神。東西南北を支配する四
し

神
し ん

（東

の青
せ い

龍
りゅう

、西の白
びゃっ

虎
こ

、南の朱雀
す ざ く

）の一。色紙判の四つ角に沿うよ

うに、画面いっぱいにとぐろを巻く白蛇。狂歌「蛇はまた穴に

ひそめる春の野に とく
ぐ

ろをまいて出
い で

る早蕨
さ わ ら び

 訓和斎」が記さ

れる。北斎は妙見
みょうけん

を信仰し（北極星と七星の神格化）、その守

り神である亀や蛇を多く描いている。 

葛飾玄武二番続 蛇（『2007 北斎展図録』より転載 オランダ国立民族学博物館） 

●摺物「亀
か め

」（色紙判。着色一幅。かつしか為一筆。19.9×18.1 オランダ国立民族学博

物館蔵） 

※文々舎
ぶ ん ぶ ん し ゃ

蟹子
か に こ

丸
ま る

の葛飾連
か つ し か れ ん

による。図の右下に顔を向けた一匹の亀。狂歌「浮きたちし亀の

模様に万代
ば ん だ い

の よはひかさぬる屠蘇
と そ の

盃
さかずき

 文々舎」が記される。 
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文政
ぶ ん せ い

5（1822） 壬
みずのえ

午
う ま

 63 歳 不染
ふ せ ん

居
き ょ

為一
い い つ

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、葛飾北斎戴斗
か つ し か ほ く さ い た い と

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、□印瓢

箪の形、葛
か つ

しか、一人
ひ と り

人形
にんぎょう

、（画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

）：こと（52歳）、阿
お

美
み

与
よ

（34歳）、孫
ま ご

(13歳)、

阿
お

栄
え い

（25歳） 

 

◇この頃、江戸でにぎり寿司が作られる。 

◇春より江戸葺屋
ぶ き や

町
ちょう

河岸で唐人踊りの興業するも 2月に禁止となる。 

◇閏 1月 6日、式亭三馬
し き て い さ ん ば

没（47）。 

◇4月 29日、イギリス船、浦賀に入港。薪水
し ん す い

を要求。 

◇6月 8日、烏
う

亭
て い

（談
だ ん

洲
しゅう

楼
ろ う

）焉
え ん

馬
ば

没（80）。 

◇8月、流行していた投扇遊びが禁止となる。 

◇版元・角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、営業不振のため、この頃までに『北斎漫画』初編版木（永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

所収）以外の二編から十編までの版木を永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

に売却する（永田生慈『葛

飾北斎の本懐』平成 29年月。角川選書ｐ93）。 

○横山崋山
よ こ や ま か ざ ん

「花洛
か ら く

一覧図
い ち ら ん ず

」 

○間宮林蔵
ま み や り ん ぞ う

「蝦夷全図
え ぞ ぜ ん ず

」。 

○十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

、初編（1802）から 21年かけた『東海
と う か い

道中
どうちゅう

膝栗毛
ひ ざ く り げ

』が完成。 

 

★長崎オランダ商館長ヤン・コック・ブロムホフ（Jan Cock Blomhoff）二度目の江戸参府

（2 月 6 日～6 月 4 日。江戸滞在 3 月 27 日～4 月 21 日）。このとき同行の河原
か わ は ら

慶賀
け い が

を通し

てブロムホフは、北斎にオランダ製の紙を何枚か渡して絵を発注したといわれる。絵は文

政 9年（1826）に次の商館長スチュルレル（Joan Willem de Surler）に渡った。 

【長女阿美与、離婚して孫と同居する】 

★この頃、阿
お

美
み

与
よ

、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

と離婚（『北斎美術館３美人画ｐ154）。北斎の元に戻り、

息子（北斎の孫）とともに同居する（文政元年説あり）。 

※『曲亭来簡集』（川瀬一馬編）に所収されている「曲亭記
き ょ く て い き

」には次の記載がある。 

「北斎為一ハ一男一女あり。長男名ハ富ハ短命なりき注 1。女子ハ柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

に嫁
か

したるが、

不縁にて帰りしより父の許にをり又嫁
か

せず。この女子の生みたる外孫注 2を北斎寵愛
ちょうあい

して養

育したるが、人となるに及びて放蕩
ほ う と う

なり。依
よ

って之
こ れ

を重信に返せしに、鳶
と び

の者に成らん事

を欲して、実父の家をもあらずなりにき」（「国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」より）。 

注 1）一男一女あり。長男名ハ富ハ短命なりき：一男一女は事実に合わないが、『曲亭来簡 

集』記載の年代を考慮する必要がある。また、長男の富之
と み の

助
す け

は文化 9 年（1812）26 歳で没

しているとの説（ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾚｲﾝ『伝記画集 北斎』ｐ96）もある。 

注 2）外孫：この孫は後に北斎を悩ますことになる。名は不明。 

★春頃、根岸
ね ぎ し

御行
おぎょうの

松
ま つ

注にあった友人の三世堤等琳
つつみとうりん

宅に寄宿するか（北斎の『北斎
ほ く さ い

骨法
こ っ ぽ う

婦人
ふ じ ん

集』序文による。〈関口
せ き ぐ ち

政
ま さ

治郎
じ ろ う

臨写『北斎
ほ く さ い

骨法
こ っ ぽ う

婦人
ふ じ ん

集』で紹介（明治 30年刊）〉。 
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「去
さ る

文政五年●
不 明

かつしか北斎翁。根岸
ね ぎ し

御行
おぎょうの

松
ま つ

雪山
せ つ ざ ん

等
と う

林
り ん

宅に同居せし時」とある。 

注）根岸
ね ぎ し

御行
おぎょうの

松
ま つ

：現東京都台東区根岸
ね ぎ し

4-9-5 西行院
さいぎょういん

不動
ふ ど う

堂
ど う

内。根岸
ね ぎ し

の大松
お お ま つ

として親しま

れた。この辺りに寄宿したか。 

 

●読本『遠
お ち

の白波
し ら な み

』（十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

作。画工名なし。鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

版。国立国会図書館蔵） 

※見返しに角書
つ の が き

「一本駄
い っ ぽ ん だ

右衛門
え も ん

東海
と う か い

横行記
お う こ う き

」とある。画工名がないが、画風、広告から北 

斎と認められているという（『年譜』による）。序文末に「文政五 壬
みずのえ

午
う ま

孟春 十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

誌
しるす

」

とある。 

※文政五年刊『太田道灌
お お た ど う か ん

雄飛録
ゆ う ひ ろ く

』巻四の巻末広告に「葛飾北斎戴斗」とある由（「Web 浮

世絵文献資料集」による）。 

また、鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

の「文政 壬
みずのえ

午
う ま

春新冊子目録」に「一本駄
い っ ぽ ん だ

右衛門
え も ん

横行
お う こ う

雑話
ざ つ わ

 遠
お ち

の白波
し ら な み

 

全三冊 十返舎一九著 葛飾北斎画」とあるという（『年譜』による）。 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

骨法
こ っ ぽ う

婦人
ふ じ ん

集』（大本墨絵。表紙の図を入れ全 17 図。表紙に画狂人北斎画

（関口政治郎による）。24.9×17.8 国立国会図書館/大英博物館蔵） 

※出版は明治 30 年（関口政治郎臨写版）。文政 5 年（1823）、根岸
ね ぎ し

の御
お

形
ぎょうの

松
ま つ

近くの堤
つつみ

等
と う

林
り ん

宅に寄宿したときに描いたもの。婦人の様々な仕草を墨一色でスケッチ風に描く。 

国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｺﾚｸｼｮﾝ版の序文。 

「此
こ の

絵ハ去
さ る

文政五午年の春、かつしか北斎翁、根岸御形
お ぎ ょ う

の松、雪山
せ つ ざ ん

等
と う

林
マ マ

(琳
り ん

)の宅に同居せ

し時、婦人画をば種々かけり。其
そ の

下画
し た え

を等林弟子何某
な に が し

、翁より申請
もうしうけ

、後日一巻となせり。

其
そ の

後或る金満家の宝蔵
ほ う ぞ う

に入
い る

、それをまた（ヱンヤラヤツト）で我が手にいれたり。ひして

楽しむこゝろねに、さすがわ
マ マ

翁の骨法をひろく世界へみせば

やと、しあんなかばへつけ智へハ
ば

。かの北斎の画巻より美人

ひとりぬけ出
い で

て（モシアナタ）ネエーいつそ版にしなまし

ナ。はやく世に出しておくんなんし。後生
ご し ょ う

ザますよ。またみ

なはんも見世へ出次第（キツトザマスヨ）ト云ふ。此
こ の

きつと

ざますよと云ふ事は、多分買に来てくれといふ事なるべし 

      明治廿八年未の初春 廓津通書」（ルビ、読

点は筆者による）     北斎骨法婦人集（国立国会図書館・部分） 

表紙は鼠がねずみ取りに足を掛け、棒を担ぐように両腕を背中に回している図。扉には

二人の婦人の座
ざ

礼
れ い

の姿、次には子どもが三味線
し ゃ み せ ん

を弾くのに驚く婦人の様子、二人の婦人が

対面して三味線を弾く様子、思案気に巻紙に手紙を書く様子、花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

の立ち姿、団扇
う ち わ

を

持って涼む二人の婦人の立ち姿、裸で背中を手いで洗う婦人の後ろ姿と裸の老婆が桶を持

って立っている姿、花笠
は な が さ

を被り両手に花笠を四つ手に持って踊る婦人の様子などが続けて

描かれる。    

●肉筆画「餅搗
も ち つ

き図
ず

」（この頃か。絹本着色一幅。不染居為一筆。印葛しか。54.3×85.0 

フリーア美術館蔵） 
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※餅
も ち

搗
つ

きをしている男の杵
き ね

に餅が粘りつき、

悪戦苦闘の様子。女も必死に臼
う す

を押さえてい

る。その様子を指を指して笑っている男と、

手桶
て お け

を持っている男がいる。桃本
もももとの

雛
ひ な

麻呂
ま ろ

狂歌

「若なりし 顔見る春に 移るとて 餅は鏡

に とらせけるかな」が記される。 

餅搗き図（フリーア美術館：livedoor.blogより転載） 

●扇面画「紅葉
こ う よ う

に烏図
か ら す ず

」（この頃か。紙本墨画淡彩一幅扇面一面。不染居為一筆。印一人

人形。上弦 45.9、下弦 20.7×16.5 フリーア美術館蔵） 

※羽を膨らませた一羽のカラスの前に紅葉が三枚描かれている。 

●錦絵「重箱
じゅうばこ

に煮干
に ぼ し

」（不染居為一筆。21.3×18.6 太田記念美術館蔵） 

※狂歌に「うまやき」とあるので、『馬尽
うまづくし

』の一つか（『長瀬武郎ｺﾚｸｼｮﾝ葛飾北斎図録』

より）。重箱の中に丸い食べ物が入れてあり、くくりつけた煮干が側に置かれている。 

●摺物『馬尽
うまづくし

』（1月。色紙判着色。不染居為一筆。印：瓢箪の形） 

※午
う ま

年
ど し

にちなみ四方
よ も

側の狂歌師により刊行した摺物だが馬の絵はない。秋
しゅう

長堂物
ちょうどうぶつ

梁
りょう

（二

世）、森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

（二世）、不染居為一らの撰。全 30 図。瓢箪形の印は、瓢箪から驢馬を

出す中国の仙人、張果
ち ょ う か

老
ろ う

注に因んだものとされ、刻印ではなく捺印である（2005 年『北斎

展図録』解説）。揃物名と副題の入った瓢箪形印のない絵もあり、「駒形堂
こ ま が た ど う

」「駒鳥
こ ま ど り

」

「馬除
う ま よ け

」「鞍馬
く ら ま

牛房
ぎゅうぼう

」「馬
う ま

貝
が い

」「駒曳
こ ま ひ き

銭
ぜ に

」がそれである。 

注）張果老：張果。「老」は敬称。中国の代表的な仙人である「八仙」の一人。則天武后
そ く て ん ぶ こ う

や玄
げ ん

宗
そ う

に招かれ二度の死後にそれぞれ息を吹き返したという（Wikipediaによる）。白い驢

馬に乗り一日に数万里を行き、休息時には驢馬を畳んで腰の瓢箪に収め、乗るときには瓢

箪に水を吹きかけると再び驢馬が現れたという。 

☆〈轡
くつわ

町
ちょう

〉（20.8×18.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館/千葉市美術館蔵） 

※図は、「吉原
よ し わ ら

細見
さ い け ん

注 1」と書かれた正月祝いの紙札と、若侍の名古屋山
な ご や さ ん

三郎
ざ ぶ ろ う

注 2 が遊郭を

訪れるところを描いた巻物（「名古屋山
な ご や さ ん

三郎
ざ ぶ ろ う

絵巻
え ま き

」）を組み合わせる。轡
くつわ

町
ちょう

は、遊郭を轡
くつわ

屋ともいったところから遊郭を指す。画中に「文政五壬
みずのえ

午
うまの

年
と し

正月改」とある。 

注 1）｢吉原
よ し わ ら

細見
さ い け ん

｣は、江戸の吉原遊郭のガイドブック。主に店ごとの遊女名を記し、年 2回

発行された。 

注 2）名古屋山
な ご や さ ん

三郎
ざ ぶ ろ う

は、安土桃山時代の武将で、妻は出雲
い ず も の

阿国
お く に

といわれる。共に歌舞伎の

祖と伝えられる。戦国の美少年として有名。 

☆〈竹馬
た け う ま

〉（20.6×18.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館/大英博物館/千葉市美術館蔵） 

※この竹馬は、肩に担いで荷物を運ぶために竹を組んだもので、天秤棒のようなもの。そ

の竹馬の前には脇息
きょうそく

のような箱に煙管入れ、煙草入れ、煙草盆など。竹馬にかけた左の敷
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物には梅の花が染められ、右の敷物に染められた卍印は、森羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

率いる卍
まんじ

連のマーク

を示す。梅見の遊興を思わせる図。 

☆〈駒鳥
こ ま ど り

〉（21.0×18.6 アムステルダム国立美術館/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館/千葉

市美術館/馬の美術館蔵） 

※餌
え さ

入
い

れをつけた止まり木に止まる駒鳥の足に赤い紐が

つけられている図。瓢箪形
ひょうたんがた

印無し。蹴
しゅう

毬亭
きゅうてい

諸房
し ょ ぼ う

、千
せ ん

亀
き

萬
ま ん

亀
き

、秋
しゅう

長堂物
ちょうどうぶつ

梁
りょう

、森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

の狂歌が添えられる。「こと

し七ツ目の午
う ま

の春を祝ひて」とあるので誰かの七歳の祝

い物と思われる。          駒鳥（千葉市美術館） 

☆〈駒
こ ま

菖蒲
し ょ う ぶ

〉（20.7×18.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館/千葉市美術館/中右

コレクション/馬の博物館蔵） 

※木の枝にとまった赤い鳥の図柄のある根付
ね つ

けの付いた

駒
こ ま

菖蒲柄
し ょ う ぶ が ら

の煙草入れと、とじた扇子を組み合わせた図。

側には、紙入れと思われる螺鈿
ら で ん

の小箱がある。菖蒲
し ょ う ぶ

は

勝負
し ょ う ぶ

や尚武
し ょ う ぶ

に通じ、武士が好んだもの。「富士霞む腰明
あ か

き熨斗
の し

目
め

注提
さ げ

ものも 雪解
ゆ き ど け

に見ゆる春の駒形 鹿寿庵蝠
ろ く じ ゅ あ ん ふ く

麿
ま ろ

」、「正月も余慶
よ け い

目出たき見
け ん

徳
と く

の 富は潤
うるお

ふ千金の春 

秋
しゅう

長堂物
ちょうどうぶつ

梁
りょう

」の狂歌が記される。       駒菖蒲

（すみだ北斎美術館） 

注）熨斗
の し

目
め

：元は武士の正装。無地で袖、腰の辺りに大

柄な縞模様がある。現代では七五三の男子が着たりす

る。 

☆〈将棋
し ょ う ぎ

駒
ご ま

〉（20.5×18.0 千葉市美術館/アムステルダム国立美術館/日本浮世絵博物館

蔵） 

※将棋盤の上に将棋駒と盆栽の梅鉢が置かれている図。「いさみたつ将棋の駒に梅の鞭
む ち

 

勝
か ち

色
い ろ

みつるはなの魁
さきがけ

 若松亭
わ か ま つ て い

美鳥」および秋
しゅう

長堂
ちょうどう

物
ぶ つ

簗
りょう

の狂歌が記される。 

☆〈絵馬
え ま

〉（20.7×18.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉市美術館/アムステ

ルダム国立美術館蔵） 

※「奉納」図は、「大願成就」の文字と、五重塔が描かれた絵札、梅の花をつけた枝を組

み合わせる。 

☆〈初午詣
はつうまもうで

〉（20.7×17.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉市美術館/アムス

テルダム国立美術館/馬の博物館蔵） 



504 

 

※初午詣は、旧暦 2 月最初の午
う ま

の日の稲荷神社での祭事。図は、正月らしく、王子
お う じ

稲荷
い な り

に

供される三番叟
さ ん ば そ う

の被り物を被り、狐の面を付けた人形が藁苞
わ ら づ と

の中にいる。酒を入れ腰に当

てて持ち歩ける水筒、藁に包んだ供え物に梅の一枝を添えたものなどを組み合わせた図。 

斤葉廼
き ん ば の

芦人
あ し ひ と

「さしさかす王子ミやけのはる駒に はたら

きそする風の梅が枝」、森遊亭人
し ん ゆ う て い ひ と

成
な り

「友とちと王子戻り

の梅が枝も さいつさゝれつ吸
す い

筒
づ つ

の酒」、寝覚
ね ざ め

庵
あ ん

興兼
お き か ね

「家つ
づ

とにかさ
ざ

してもとる王子道 ゆきゝの袖もにほふ

梅が枝」、新羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

「梅そへて王子ミやけの春駒に 

ひきつれ霞む袖も匂へり」の狂歌が記される。 

               初午詣（すみだ北斎美術館） 

☆〈駒
こ ま

下駄
げ た

〉（21.0×18.0 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮ

ﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/

千葉市美術館蔵〉 

※駒
こ ま

下駄
げ た

、手拭いをかけたおかめの面、暴れ馬の絵柄の凧、

山椒
さんしょう

の摺りこぎ棒、扇子などの正月の景物を集める。狂
きょう

月亭
げ つ て い

真晴「新玉
あ ら た ま

の春にあふみの和合薬 ふんでとめたる馬

の書そめ」、四方
よ も の

歌垣
う た が き

真顔
ま が お

「若菜つむ春にあふみのかねて

はく 雪間のあし駄
だ

踏とめてけり」の狂歌が記される。

近江
お う み

の大力女お兼
か ね

注の物語に正月の景物を集めた図という。 

注）近江のお兼
か ね

：『古今
こ こ ん

著聞集
ちょもんじゅう

』には、近江
お う み の

国
く に

梅津
う め つ

の遊女

お兼ねは、放たれ暴れる馬の手綱
た づ な

の端を高下駄
た か げ た

で踏んで鎮

めたという話がある。    

駒下駄（すみだ北斎美術館） 

☆〈駒形堂
こ ま が た ど う

・御厩
お ん ま や

川岸
が し

・駒止
こ ま ど め

石
い し

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/シカゴ美術館/

アムステルダム国立美術館/日本浮世絵博物館蔵〉 

駒止石(DNP ｱｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞより)  御厩川岸（JAPAN SERCH より）  駒形堂（JAPAN SERCH より） 
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※駒形堂（20.8×18.1）三枚続きの右図。隅田川の対岸に描かれる。瓢箪形印は無い。 

※御厩
お ん ま や

川岸
が し

（20.6×18.1〉三枚続きの中図。大勢の人を乗せた船が浮かび、手前の岸辺に

は二人の武士が乗る馬が描かれる。対岸に凧が一つ上っている。 

※駒止
こ ま ど め

石
い し

（20.6×17.4〉三枚続きの左図。手前の道に大きな駒止
こ ま ど め

石
い し

が描かれ、見物の人が

いる。背景に雪を被った富士山が見える。駒止石は、寛永 8 年（1631）、隅田川が洪水と

なり、旗本の阿部
あ べ

豊後
ぶ ん ご の

守
か み

忠
た だ

秋
あ き

が隅田川を渡り被害状況を調べたときに、馬を繋ぎとめた石。

現在は、本庄
ほんじょう

氏の大名庭園（旧安田
や す だ

庭園
て い え ん

。現東京都墨田区
す み だ く

横網
よ こ あ み

1-12-1）に移設されている。 

☆〈木馬
も く ば

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

☆〈競馬
け い ば

香
こ う

〉（20.5×18.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美

術館アムステルダム国立美術館/神奈川県立歴史博物館蔵）   

※加茂
か も

の競馬になぞらえて、赤黒に分かれて聞
も ん

香
こ う

をし、香

を聞当てた者が赤あるいは黒の駒を進め、先に決勝点に辿

り着いた者が勝ちとなる遊び。図は、乗馬している公家、

団扇、盆の上に置かれた香壺の画を組み合わせる。 

競馬香（神奈川県立歴史博物館） 

☆〈馬瑙
め の う

石
い し

〉（20.6×18.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館アムステルダム国立美術

館/神奈川県立歴史博物館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ア

ムステルダム国立美術館蔵） 

※盆栽の鉢に珊瑚
さ ん ご

が生けられ、その前に水晶の塊
かたまり

と球形の瑪瑙
め の う

が置かれている。 

☆〈馬除
う ま よ け

〉（20.6×18.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術

館/神奈川県立歴史博物館/大英博物館蔵） 

※洗面用の湯桶
ゆ と う

、盥
たらい

、手拭い掛けに掛けられた手拭い、「三井
み い

石山
い し や ま

 比良
ひ ら

 右
み ぎ

三景
さ ん け い

」と

染付
そ め つ け

された鉢に植えられた松と福寿草が描かれる。染付の文字は、三井
み い の

晩鐘
ばんしょう

、石山
いしやまの

秋月
あきのつき

、

比良
ひ ら の

暮
ぼ

雪
せ つ

を表していると思われる。文化 4年（1807）～7年（1810）の中判「新板
し ん ぱ ん

近江
お う み

八景
は っ け い

」

（伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版）や文化 8 年（1811）の横小判「銅板
ど う ば ん

近江
お う み

八景
は っ け い

」（総州屋
そ う し ゅ う や

版）を念頭に

置いた作品である。瓢箪形印無し。 

 「初日影鳰
に お

てる春にあふみのや かゞみの山を見るもまばゆき 三星亭
さ ん せ い て い

真
ま

湖
う み

」の狂歌が

記される。 

☆〈三弦
さ ん げ ん

駒
ご ま

〉（20.9×18.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム美術館

蔵） 

※柄
え

が継げる継
つ ぎ

棹
さ お

の三味線が、稽古本を包んだ風呂敷に寄せかけてある。棹
さ お

の先には弦を

張る駒がある。 

 「春霞ひく三味せんの佐保
さ ほ

姫
ひ め

の 心のこまもつなくいとゆふ 若松亭
わ か ま つ て い

美
み

鳥
ど り

」、「ひとし

きり眠たき春の夜
よ る

も日に 継
つ ぎ

三味
じ ゃ み

せん注のさほの川風 秋
しゅう

長堂物
ちょうどうぶつ

梁
りょう

」、「弾
ひ き

初
ぞ め

のうた三味

せんやいと竹に ミつのあハする鶯のこゑ 秋
しゅう

長堂物
ちょうどうぶつ

梁
りょう

」の狂歌が記される。 
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注）継
つ ぎ

三味
し ゃ み

せん：継三味線。持ち運びに便利なように棹
さ お

を繋ぐことのできる三味線。 

☆〈綿繰
わ た く り

馬
う ま

〉（20.5×18.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美

術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※綿花を布の上に乗せ棒を二本組み合わせた間にくぐらせて種子を取り除く綿繰車
わたくりぐるま

と、馬

の鞍
く ら

が置かれている。浄瑠璃「源平
げ ん ぺ い

布引
ぬ の ひ

滝
た き

」で、斎藤
さ い と う

実
さ ね

盛
も り

が手塚
て づ か

太郎
た ろ う

と再会を約して馬に

乗ると太郎は綿繰車
わたくりぐるま

に跨って「ヤアヤア実盛」と相対するくだりで、図の鞍
く ら

は実盛を、綿

繰車は太郎を暗示すると推定される（『2005 北斎展図録』ｐ357より）。 

「真白まる梅の臥
が

龍
りゅう

や作りけん 流
りゅう

馬
ば

注に似たる綿くり馬
う ま

ハ 相什楼真槌」、「去年
こ ぞ

つ

ミてけのこる雪か白妙に わたくり馬の春の詠
ながむ

ハ 花月亭
か げ つ て い

彳
てき？

」、「咲
さ く

梅のにほひハ風にの

りかけの 綿くり出
い だ

す午
う ま

の初はる 松廼屋
ま つ の や

其
そ の

成
な り

」の狂歌が記される。 

注）流馬：諸葛孔
し ょ か つ こ う

明
め い

が発明したという車。木
も く

牛 流
うぎゅうりゅう

馬
ば

。 

☆〈馬
ば

蘭
ら ん

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

☆〈春
は る

駒
こ ま

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

※着物を入れる漆塗りの盆に、玩具の春
は る

駒
こ ま

や白鳩の置物、熨斗
の し

、小槌
こ づ ち

などが置かれ、上か

ら宝の模様の袱紗
ふ く さ

をかぶせた図。 

☆〈馬
う ま

のす〉（20.6×18.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美

術館蔵） 

※異国風の雲の模様の木琴の共鳴箱に、皮張りの胡弓
こ き ゅ う

と弓が寄せかけてある図。「馬のす」

は、馬の尾の毛をいい、胡弓
こ き ゅ う

の弓の弦に使われる。蓋
ふ た

を広げた共鳴箱は馬の鞍
く ら

に似た形で

ある。 

☆〈海馬
か い ば

〉（20.2×17.5 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

※海馬は、タツノオトシゴのことで、媚薬として珍重された。手前には折り目のついた紙

があり、その中にタツノオトシゴが置かれている。側の箱には玉虫
た ま む し

が二匹入れてあり、こ

れも安産の守りとされたという。 

☆〈有馬産
あ り ま さ ん

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アム

ステルダム国立美術館/ハンブルグ美術コレクション蔵） 

※有馬
あ り ま

温泉の西方の三木
み き

は刃物の製造が有名で土産に売っ

た。図は、和鋏
わ ば さ み

、小刀
こ が た な

、筆に矢立
や た て

、刃物の包装紙（一の字

の下に菊が描かれ、左下に「文殊
も ん じ ゅ

 四角
し か く

作」と書かれる。

鋼
はがね

を扱う株を持っていて、最高級品を示す書き入れ）が組

み合わせたもの。        有馬産（すみだ北斎美術館） 

☆〈駒曳
こ ま ひ き

銭
ぜ に

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

※漆の盆に笹の模様が染めつけられた蓋つきの茶碗が置かれている。その前に瓢箪の根付

けに紐で括りつけられた袋から、鍵
か ぎ

や銭がこぼれ出ている。銭は駒曳銭と呼ばれ、人が馬
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を曳いている模様の銭で、民間で作られ、財布に入れ、金が増えるまじないにしたという。

瓢箪形印は無い。 

☆〈馬
う ま

貝
か い

〉（20.8×18.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

※馬貝は、二個の赤貝の殻に紐をつけ、それを手綱
た づ な

に見立て足で踏みながら歩く玩具。屏

風を巡らせた板の間に燭
しょく

台
だ い

の蝋燭
ろ う そ く

がともり、華やかでめでたい衣装の童子が、足で踏んだ

紐を両手で引き上げている。瓢箪形印は無い。 

 「ことし還暦の春をむかへて をさなきに帰る春とて午
う ま

貝
か い

も ふみはし
じ

めにそ
ぞ

筆をすゝ

むる 新羅亭
し ん ら て い

万象
ま ん ぞ う

」の狂歌が記される。 

☆〈馬
う ま

餞別
せ ん べ つ

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

☆〈相馬
そ う ま

焼
や き

〉（19.7×17.3 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美

術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※鉄瓶に布が掛けられ、相馬焼きの山水の絵付がされた徳利と、馬が絵付けされた白い茶

碗に箸が乗せられている図。 

「草の芽もふくかけん淡雪の 中の青ミや茶の初むかし 秋風
あ き か ぜ

園
え ん

花
は な

主
ぬ し

」の狂歌が記される。 

☆〈馬蹄石
ば て い せ き

〉（20.3×17.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬

ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館/ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ｻｯｸﾗｰ美術館蔵） 

※水差しに梅の小枝が差してあり、筆立てには数本の筆が立ててある。その横には硯に墨

が添えられている。 

☆〈馬盥
う ま だ ら い

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

☆〈神馬草
し ん め そ う

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

☆〈鞍馬牛房
く ら ま ぎ ゅ う ぼ う

〉（すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/アムステルダム国立美術館蔵） 

※瓢箪形印は無い。 

●摺物「畠山
はたけやま

重忠
し げ た だ

」（落款から文政 5年〈1822〉か。文政 5年～8年〈1822～25〉説あり。

着色。不染居為一筆。21.1×18.7 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※畠山
はたけやま

重忠
し げ た だ

が一
い ち

の谷
た に

合戦のひよどり越えで、愛馬三日月
み か づ き

を担ぐ姿が描かれる。文政 5 年

（1822）『馬尽
うまづくし

』の絵の一として描かれたのではという見方もあるが不明（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺ

ﾚｸｼｮﾝ北斎図録』による）。「岩陰
い わ か げ

にかくれし風
か ぜ

を案内
あ な い

にて 峰
み ね

よりおとす春
は る

の梅
う め

か
が

香
か

 

鉄廼屋
て つ の や

盾
た て

成
な り

」、「春風
は る か ぜ

も秩父
ち ち ぶ

の方
か た

ハつよくして 峰吹
み ね ふ き

おろす駒鳥
こ ま ど り

の声
こ え

 四方
よ も の

真顔
ま が お

」の狂歌

が記される。 

●摺物「四
し

姓ノ内
せ い の う ち

」(この頃か。紙本角判彩色。揃物。不染居為一筆) 

※四
し

姓
せ い

とは、源
げ ん

（みなもと）・平
ぺ い

（たいら）・藤
と う

（ふじわら）・橘
き つ

（たちばな）の四つの

姓をいう。 

☆〈干味
か ん み

満照
まんしょう

 藤巻
ふじまきの

鎌
か ま

〉（21.6×19.0 ウイーン国立工芸美術館/オランダ国立民族学博物

館蔵） 
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※三足
み あ し

の盤
ば ん

の上に藤巻
ふ じ ま き

の鎌
か ま

と輝く宝珠
ほ う じ ゅ

を乗せる図。大織
たいしょっ

冠
か ん

（官位の最上位）藤原
ふ じ わ ら

鎌足
か ま た り

と

海女
あ ま

の玉
た ま

取
と り

伝説
で ん せ つ

（龍に奪われた宝珠
ほ う じ ゅ

を取りもどすよう鎌足
か ま た り

に命じられた海女
あ ま

がそれを果た

したものの、龍宮の龍や魚族
ぎ ょ ぞ く

に殺されるという伝説）にちなんだ物と狂歌を配す。 

☆〈源 小烏丸
こ が ら す ま る

の一
ひ と

腰
こ し

〉（21.3×18.1 ウイーン国立工芸美術館/北斎館/オランダ国立民

族学博物館蔵） 

※小烏丸
こ が ら す ま る

は、平家代々に伝わる名刀。烏がこの刀を持って平

家の始祖・桓
か ん

武
む

天皇に捧げたといわれる。図は、黒い烏が赤

い鞘
さ や

の刀を背負い、背後には白梅
は く ば い

の花が咲いている図。

柳風亭待兼
りゅうふうていまちかね

「しのゝめの帯のもやうの鳥たすき 霞の底にむ

るゝ小烏
こ が ら す

」が記される。      源 小烏丸の一腰（北斎館） 

☆〈青葉
あ お ば

笛
ぶ え

 青山
あ お や ま

琵琶
び わ

 平
たいら

〉（21.2×18.5 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵） 

※袋に入った琵琶と青葉笛が置かれている図。 平
たいらの

敦
あ つ

盛
も り

は笛

の名手であり、祖父・ 平
たいらの

忠
た だ

盛
も り

が鳥羽院
と ば い ん

より賜
たまわ

った『小枝
さ え だ

』

（または『青葉
あ お ば

』）という笛を譲り受ける。源平合戦の末期、熊谷
く ま が い

次郎
じ ろ う

直
な お

実
ざ ね

と一騎打ちの

後、直
な お

実
ざ ね

に組伏され首を刎
は

ねられた。直
な お

実
ざ ね

が敦
あ つ

盛
も り

の首を包もうとしたとき、一本の笛を見

つけ、平家軍は戦場にあっても、風流を忘れずに、平家の陣屋からは管絃の音色が聞こえ

ていたが、昨夜の笛の音はこの若き敦
あ つ

盛
も り

であったと知り、熊谷はこの後出家し、敦
あ つ

盛
も り

のこ

とを弔ったという。 

「さんこしゅ（珊瑚珠）の玉の初音
は つ ね

は海
う な

は
ば

らの みと
ど

りの竹をいつるうく
ぐ

いす 五十鈴
い す ず

川人
か わ ひ と

」、「みと
ど

りなす竹の内にも初こゑの 玉をさゝくる庭のうく
ぐ

いす 千羽亭
せ ん ば て い

手踊
て お ど り

」の狂

歌が記される。 

☆〈普門品
ふ も ん ぼ ん

注 菊水
き く す い

鎧
よろい

 橘
たちばな

〉（21.2×17.6 北斎館/オランダ国立民族学博物館蔵） 

※朱色の具足箱
ぐ そ く ば こ

の上に鎧
よろい

が乗せられている。鎧
よろい

の胴部分には 楠
くすのき

正成
ま さ し げ

の菊水
き く す い

紋
も ん

が施されて

いる。その右には矢が刺さった経典「普門品
ふ も ん ぼ ん

」の巻物が台の上に置かれている。能の

「菊慈
き く じ

童
ど う

」では、菊慈
き く じ

童
ど う

がこの経典の一部を書き、滴
したた

る菊水
き く す い

を飲んで不老長寿になったと

いう伝説がある。「床
ゆ か

にさく梅はかふ
ぶ

との鉢
は ち

うゑに かさ
ざ

る鎧
よろい

の裡
う ち

もかをれり 草花
そ う か

園
え ん

嶽

丸」の狂歌が記される。 

注）普門品：法華経
ほ け き ょ う

第二十五品
ぼ ん

の観世音菩薩普門品
か ん ぜ お ん ぼ さ つ ふ も ん ぼ ん

の略。 

●摺物「 枕
まくらの

草子
そ う し

を読
よ

む娘
むすめ

」（「文庫
ぶ ん こ

脇
わ き

の女性
じ ょ せ い

」とも。不染

居為一筆。中判着色。21.3×18.6 すみだ北斎美術館蔵） 

※文箱に左腕を掛け、笹
さ さ

色
い ろ

紅
べ に

の女が腕まくりをして下に置い

た枕草子を読んでいる。右手の肩先からは赤い襦袢
じ ゅ ば ん

が見えて

いる。文箱に「不染居為一筆」の書き入れがある。「はつ夢

も枕ゆたかにみちのくや こかね花さく山のあけほ
ぼ

の 竹葉

菴」、「白かねの毛ぬき手にとる玉みとり 子
ね

日
の ひ

にもひく松

の青
あ お

髭
ひ げ

 楽聖菴」の狂歌が記される。          枕草子を読む娘（すみだ北斎美術館） 

http://www.wochikochi.jp/special/assets_c/2011/10/hokusai_edo03-2208.php
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文政
ぶ ん せ い

6（1823）癸 未
みずのとひつじ

 64 歳 大摺
お お す り

腎虚
じ ん き ょ

陰
い ん

精
せ い

（隠号）、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、武蔵北斎戴斗
む さ し ほ く さ い た い と

先生
せ ん せ い

、

前北斎改
さきのほくさいあらため

注葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、北斎改為弌
ほくさいあらためいいつ

：こと(53歳)、阿
お

美
み

与
よ

（35歳）、孫
ま ご

(14歳)、

阿
お

栄
え い

（26歳） 

注）改：北斎は改号後しばらく前の号の後に「改」の字をつけることが多い。「かい」と

読むことが多いが、本稿では「あらため」と読む。 

◇1月 30日、勝海舟
か つ か い し ゅ う

生（～1899）。 

◇2月、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、息子宗
そ う

伯
は く

の神田宅の隣の家（刀研ぎ師の家）を買い改築する。 

◇4月 6日、大田南畝
お お た な ん ぽ

没（75歳）。 

◇7 月 6 日、フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト（Philipp Franz von Siebold 

1796～1866）、出島に着任（独人なるも蘭人として入国）。浮世絵収集を始める。 

◇7 月 7 日、長崎商館長ブロムホフ帰国。後任商館長ヨーハン・ヴィレム・デ・スチュル

レル（Johann Wilhelm de Sturler）赴任。 

◇8月、江戸大風津波。 

◇諸国干ばつ。 

○艶本：渓齋
け い さ い

英
え い

泉
せ ん

『志
し

の婦
ぶ

壽
ず

李
り

』（「鴈
が ん

高先生
こ う せ ん せ い

図」とあるところから、紫色
し し き

鴈
が ん

高
こ う

を隠号と

して用いた北斎作とされたが、名古屋の尾崎久弥(江戸文芸研究家)が、本書の文中に

「淫乱
い ん ら ん

斎
さ い

」という渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の隠号があることを指摘されたという（『芸術新潮』1989 年 3

月号「北斎」特集所収、林美一「北斎 艶本への挑戦」ｐ40）。 

図は、北斎の『津
つ

満嘉
ま が

佐
さ

根
ね

』（文政元年：1818）の絵を反転させたものもある。 

※渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

は、鴈
が ん

高
こ う

（北斎から譲られ、文化 10年頃から使用）、雁
が ん

高亭
こ う て い

、淫乱
い ん ら ん

斎
さ い

、女
じ ょ

好軒
こ う け ん

などの隠号を用いた。 

 

【川柳デビュー 俳号卍を用いる】 

★この頃より川柳の会に出席、12 月 22 日の川柳の会（柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の判）で、画号に先駆け

て俳号「卍」を用い、一句詠む。天保 4 年（1833）頃まで『誹風柳多留
は い ふ う や な ぎ た る

』に約 189 句（重

複撰を含む）の川柳が「卍」名で収められている（永田生慈『北斎クローズアップ風景画』

ｐ104～105 及び『北斎美術館３美人画』ｐ155）。 

※「六十代以降終生、毎年、江戸の川柳年鑑に寄稿し続けたことも記憶に留めおいてほし

い。これらの川柳の多くは、エロチックなひねりがかかっており（略）」（リチャード･

レイン『定本浮世絵春画名品集成 1』所収） 

【北斎の川柳】 

安永 5 年（1776）・寛政元年（1789）に「可候
か こ う

」（草双紙作者）、文化 2 年（1819）に

「錦
き ん

袋
た い

」、同 2・3年からは「万二」「万仁」「萬二」「万治」「万子」と「まんじ」と読

む俳号が登場するが、いずれも北斎とは別人と考えられる。文政 8 年（1825）の『誹風柳

多留』85扁では序文を書き、本格的に卍号を使用し始めた。作句は天保15年（弘化元年：

1844）まで続けたと思われる。その間、文政 11年（1828）に「カツシカ」、晩年には「万
ま ん
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字
じ

」「百姓
ひゃくしょう

」「百性
ひゃくしょう

」なども使用している（以上は田中聡『北斎川柳』2018 河出書房

新社 ｐ15～17の記載を参照した）。 

 

●艶本『縁結
えんむすび

出雲
い ず も の

杉
す ぎ

』（『偶
え ん

定連夜
むすびいづもの

好
す き

』とも。「いつもす

き」のもじり。中判(26×19 ㎝)錦の本に二つ折、見開き十二

図。北斎艶本の最後の作。序文には大摺腎虚陰精
お お ず り じ ん き ょ い ん せ い

序とある。

序文の日付は、文政 5 年（1822）となっている。改題再摺本

『
「

津万廼飛奴満
つ ゆ の ひ ぬ ま

』（『津弓廼飛
つ ゆ の ひ

奴
ぬ

満
ま

』とも）があるという

（『絵入春画艶本目録』による）。 

縁結出雲杉（部分：http://www.ptt.co.jp/kawade/naiyou.htm より転載） 

●絵手本『一
い っ

筆画
ぴ つ が

譜
ふ

』(題簽
だ い せ ん

の角書
つ の が き

「伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

」。一筆画の集成。半紙本一冊。全29丁淡

彩。武蔵
む さ し

北斎
ほ く さ い

載
マ マ

（戴
た い

）斗
と

先生注嗣
し

意
い

（北斎の意向を継いだの意味）。江戸・須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

、山城屋
や ま し ろ や

佐
さ

兵衛
へ え

、岡田屋嘉七
お か だ や か し ち

、須原屋
す は ら や

新兵衛
し ん べ え

、和泉屋
い ず み や

金
き ん

右
え

衛門
も ん

、大坂･河内屋喜
か わ ち や き

兵衛
へ え

、河内屋
か わ う ち や

和助
わ す け

、河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

、秋田屋
あ き た や

大右
だ い

衛門
え も ん

、京都・風月庄
ふ づ き し ょ う

左
ざ

衛門
え も ん

、俵屋
た わ ら や

清
せ い

兵衛
べ え

、

名古屋・永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版。15.8×22.8 島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟ

ﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/名古屋市蓬左文庫/大英博物館蔵)  

他に、別の書肆版がある（京都書林 堀川通 伏見屋
ふ し み や

藤
と う

右衛門
え も ん

、大坂書林 心
し ん

斎
さ い

橋通
ばしどおり

 

柏原與
か し わ ば ら よ

左
ざ

衛門
え も ん

、同 同清
せ い

右衛門
え も ん

、同 河内屋
か わ ち や

木
も く

兵衛
べ え

、同 敦賀屋九
つ る が や き ゅ う

兵衛
べ え

、東都書林 糀
こうじ

町
ま ち

四丁目 角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、日本橋砥石店
と い し だ な

 大坂屋
お お さ か や

茂
も

吉
き ち

、同 新右衛門町 前川六
ま え か わ ろ く

左
ざ

衛門
え も ん

、尾
び

陽
よ う

書林 名古屋本町通
ほんまちどおり

七丁目 永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

）。 

注）戴斗先生：戴斗
た い と

号は文政 2 年（1819）に弟子の北泉
ほ く せ ん

に譲っているので、文化 14 年

（1817）名古屋滞在の折、当所の文人画家丹羽
に わ

嘉
か

言
げ ん

(福
ふ く

善
ぜ ん

斎
さ い

)注の一筆画の遺稿に北斎が工

夫を加え、さらに図を追加し、その時の戴斗号を用いたもの。天保 13 年（1842）3 月に

『一筆
い っ ぴ つ

絵本
え ほ ん

』（吉
よ し

田屋
だ や

文
ぶ ん

三郎
ざ ぶ ろ う

・藤屋宗
ふ じ や そ う

兵衛
べ え

・三河屋
み か わ や

甚助
じ ん す け

版）と題した縮刷復刻本が出る。 

注）丹羽
に わ

嘉
か

言
げ ん

：福
ふ く

善
ぜ ん

斎
さ い

。寛保 2年（1742）～天明 6年（1786）。南画家。 

※序文「鶴のむれたち亀のうかむさま〱
ざ ま

のすか
が

たを一筆にかきなせしは、この春風
は る か ぜ

のなこ
ご

屋人福
ふ く

善
ぜ ん

斎
さ い

彰
しょう

父
ふ

の筆の跡
あ と

なるを、さきのとし、戴斗
た い と

翁
お う

府下
ふ か

に遊ひ
び

し時見めて
で

ゝ、かゝる物

のうつ
ず

もれらむハ口
く ち

をしきわさ
ざ

なれは
ば

、其
そ の

鶴亀
つ る か め

の長き世に伝へんとて、うつしもの（写し

物）して、すりまき（摺巻）になし、又筆の意を学ひ
び

て、諸鳥
しょちょう

の形をはし
じ

め、くれ竹のよ

わたる人のまめわさ
ざ

戯
たわむ

れわさ
ざ

、山川
さ ん せ ん

家居
か き ょ

なと
ど

にいたるまて
で

、真間
ま ま

の継
つ ぎ

橋
は し

かきつき
ぎ

て、此
こ の

一
ひ と

まき（一巻）とはなせるなり（略）。癸 未
みずのとひつじ

の春 尾
び

府下
ふ か

申林子識
しるす

」（句読点・ルビ・注

は筆者による）。 

※『一
い っ

筆画
ぴ つ が

譜
ふ

』出版後、北斎は永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

に 8月 4日付で、次の書簡を送っている。 

「（略）御文面
ご ぶ ん め ん

之
の

内
う ち

ニ一
い っ

筆画
ぴ つ が

譜
ふ

後編
こ う へ ん

之
の

儀
ぎ

御注文
ご ち ゅ う も ん

被下候
くだされそうろう

筆料
ひつりょう

之
の

義者
ぎ は

壱丁
いっちょう

ニ付
つ き

七
し ち

匁
もんめ

五分
ご ふ ん

位
く ら

イニ

て出来候
いできそうろう

（略）」  

http://www.ptt.co.jp/kawade/naiyou.htm
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北斎は「後編を私に依頼してください、画料は見開き一枚（2 ページ）につき七匁五分

でできます」と言っているのである。絵の部分は 29丁なので 217匁
もんめ

5分
ぶ

（約 361,906円）注

の画料でどうかというのである。 

注）１両＝銀 60匁＝10万円。1匁＝約 1667円。1分＝10分の 1匁＝167円で計算。実際の

貨幣値は、時代によって変動している。 

『一筆画譜』（大英博物館：2種類あり。ARC デジタル・コレクションより） 

●絵手本『今
い ま

様
よ う

櫛
せ っ

捦
き ん

（旁部分は竹冠に金）雛
ひ な

形
が た

』（5 月。横中本〈美濃
み の

本二ツ切〉墨摺。上中

下の三冊。前北斎為一誌〈柳亭種彦の序文による〉。角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（衆星閣）・伊勢屋三
い せ や さ ん

次郎
じ ろ う

（栄樹堂）・西村屋与八
に し む ら や よ は ち

(永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

)版。12.8×18.1 東京国立博物館/すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪ

ﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/オランダ国立民族学博物館蔵） 

※奥付には「前北斎為一先生画図 彫工
ちょうこう

 江川留
え が わ と め

吉
き ち

 東都書
と う と し ょ

林
り ん

永
え い

寿堂蔵板
じ ゅ ど う ぞ う ば ん

」とある（『葛

飾北斎伝』ｐ257）。 

この本に北斎の「百橋一覧
ひゃっきょういちらん

」の広告とともに「富嶽
ふ が く

八体
は ち た い

」という本の出版予告あるが未

完。末に竹製の煙管の図を載せ「紀
き

の国へこゆる時、この製作を見たり」とある。上中二

冊が櫛の図案約 250図（楢崎宗重『北斎論』ｐ364では文政 5年版とあり）。 

下は煙管の図案約 160 図。実物大で描かれた職人のための図案集。弘化 2 年（1845）に

も後摺が刊行されている。 

※北斎の図案による櫛や煙管などを切り抜き、工作出来るよう工夫されている。櫛を富士

山の麓に見立てた図案もあり、それぞれに季節や時間の山容の違いを現わしている。〈な

つのふじ〉〈うらふじ〉

〈ふゆのふじ〉〈よあけ

のふじ〉〈八ツがだけの

ふじ〉〈ミこしのふじ〉

〈きゃうかのふじ〉〈く

わいせいのふじ〉など。 

『今様櫛捦雛形』左：きゃうかのふじ くわいせいのふじ 右：八ツがたけのふじ ミこしのふじ 

●絵手本『版下絵 鶏肋画
け い ろ く が

譜
ふ

』（画題は仮題。文政 6 年：1823 の西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版『今様
い ま よ う

櫛捦
せ っ き ん

雛形
ひ な が た

』の巻末広告に『為一先醒鶏肋画譜
い い つ せ ん せ い け い ろ く が ふ

』と題した絵手本出版案内があるが、版下絵のみ
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で未刊と思われる。「艜
た い

 高瀬
た か せ

 舩
せ ん

 般
は ん

 舡
こ う

 並
へ い

同
ど う

 舶
は く

 海中
かいちゅう

ノ大船
お お ぶ ね

 艇
て い

同 愉
ゆ

瀬
ら い

 帚
そ う

」

の書き込みがある屋根
や ね

船
ぶ ね

が描かれる。船の中では荷物を整える男や、モップのようなもの

で甲板
か ん ぱ ん

を拭く男、船端
ふ な ば た

から海水で布を洗う男などが描かれる図や、フランス国立図書館蔵

の「海女図
あ ま ず

」に似た絵があるという。 

●錦絵「百
ひゃっ

橋
きょう

一覧
い ち ら ん

」（「夢
ゆ め

の百
ひ ゃ

橋図
き ょ う ず

」とも。この頃か。横大々判錦絵。後摺の方印に、

「北斎改為弌筆永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

西邑
に し む ら

之印」とある。包紙(国立国会図書館蔵)には「前北斎為一画図」

「東都書
と う と し ょ

林
り ん

 永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

梓
し

」「文政六癸 未
みずのとひつじ

新刻」とある。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。42.6×56.4 日本

浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館蔵）      

※秋の一日、絵を描くことに疲れた北斎が、山の岩肌に無数の橋がかかっている幻影が壁

に映るのを見たことを図の中で「去
さ

る年
と し

仲
な か

の秋
しゅう

一
い ち

日
に ち

面壁
め ん ぺ き

時を移
う つ

すに髣髴
ほ う ふ つ

朦朧
も う ろ う

として一条
いちじょう

の

図
ず

を現
あらわ

したり(略)」と説明してい

る。図は、全体が黄色の色調で、

峨々
が が

たる山間の村々に架かる多くの

橋が描かれる。後に「諸国名
し ょ こ く め い

橋
きょう

一覧
い ち ら ん

」（文政 7 年頃〈1824〉。無

款。図にあった説明文が削除されて

いる。42.7×58.2 国立国会図書館

蔵）と題した改題後摺判がでる。          

百橋一覧（日本浮世絵博物館） 

●団扇絵「群
ぐ ん

鶏
け い

」（前北斎為一筆）『年譜』による。⇒天保 4年「群
ぐ ん

鶏
け い

」参照。 

●摺物「稚遊挙
おさなあそびけん

三番
さ ん ば ん

続之内
つ づ き の う ち

」（春興狂歌色紙判着色。北斎改為一筆） 

※芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

門人の楽聖
ら く せ い

庵
あ ん

酒月光丸が中心になって刊行したものか。じゃんけんの紙・ 

石・鋏
はさみ

を意識した三枚組の画。「鋏
はさみ

」に相当する画は確認されていないという。 

☆〈石
い し

〉(「盆景
ぼ ん け い

を造
つ く

る娘
むすめ

」とも。21.5×18.3 東京国立博

物館/千葉市立美術館/アムステ 

ルダム国立美術館/ﾁｪｽﾀｰ･ﾋﾞｰﾃｨ図書館/ボストン美術館蔵） 

※羊
ひつじ

年
ど し

に因んで、岩を羊に変える仙術を持つ仙人の黄初平
こ う し ょ へ い

 

（328？～386）が描かれた掛け軸の中に「北斎改為一筆」 

とある。盆
ぼ ん

石
せ き

で富士山を造る娘の図。楽聖
ら く せ い

庵
あ ん

、石上舎三 

年、鵲
じゃく

巣
そ う

庵
あ ん

の狂歌が壁に記されている。 石（千葉市美術館） 

☆〈紙
か み

〉（20.3×17.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮ 

ﾝ/慶応大学高橋浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉市美術館蔵） 

※蒔絵
ま き え

の料紙箱
り ょ う し ば こ

と硯箱
すずりばこ

の蓋には、それぞれ鶴亀が二匹ずつ 
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描かれている。「亀あやのせち着
ぎ

に鶴の黒飽
あ

きて 春にしむか

ふ蓬莱
ほ う ら い

の山 鵲
じゃく

巣
そ う

庵
あ ん

」、「料紙
り ょ う し

箱
ば こ

まき絵の鶴も松陰
しょういん

の 硯にな

れてあそふ
ぶ

書初
か き ぞ め

 北栄子捨魚」、「すミよしの松のまき絵に

色香
い ろ か

そふ 春の海辺の桜うすよう 楽聖
ら く せ い

庵
あ ん

」の狂歌が記され 

る。               

紙（慶応大学高橋浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●摺物「美人
び じ ん

カルタ図」（真行草之
し ん ぎ ょ う そ う の

筆意
ひ つ い

 北斎改為一画。

24.0×27.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※花魁・官女・年増・娘などさまざまな階層の女性六人がカ

ルタをしている図。この期の美人画は少ないので貴重な作例という（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

北斎図録』による）。左隅に「未春
ひつじはる

」とある。蜀都園序文の狂歌が記される。 

 

文政
ぶ ん せ い

7（1824）甲
きのえ

申
さ る

 65 歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、前
さきの

ほくさゐ為一
い い つ

、葛飾前
かつしかさきの

北斎
ほ く さ い

為
い

一
い つ

翁
お う

、葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、人
ひ と

まねする申
さ る

のはつ春
は る

かつしかのおやち為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

 □印 よし

のやま、つ
ず

によつてうつす、□印一人
ひ と り

人形
にんぎょう

：こと(54 歳)、阿
お

美
み

与
よ

（36 歳）、孫
ま ご

(15 歳)、阿
お

栄
え い

（27歳） 

◇3月 21日、鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

(北尾
き た お

政
ま さ

美
よ し

)没（64）。 

◇4月 8日、牧墨僊
ま き ぼ く せ ん

没（50）。 

◇5 月 9 日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、神田
か ん だ

明神下
みょうじんした

（石
い し

坂下
さ か し た

同朋
ど う ぼ う

町
ちょう

。現、千代田区外
そ と

神田
か ん だ

三丁目、秋
あ き

葉原
ば は ら

芳林
ほ う り ん

公園
こ う え ん

付近）の一人息子宗
そ う

伯
は く

（医師）宅に住み、隠居して剃髪し笠翁
りゅうおう

と号す（10 年前よ

り蓑笠漁隠
み の か さ ぎ ょ い ん

と称していた）。 

◇5 月 28 日、薪水
し ん す い

を求めて常陸
ひ た ち

・大津
お お つ

浜
は ま

に上陸したイギリス捕鯨船乗組員を水戸藩が捕縛。 

◇8月 9日。イギリス捕鯨船、薩摩
さ つ ま

宝
たから

島
じ ま

に上陸し略奪。 

◇富士講禁止令。安永 4年（1775）、寛政 7年（1795）に続く禁止令。 

◇江戸で駱駝
ら く だ

の雌雄二頭が披露される。 

◇シーボルト、長崎で鳴滝
な る た き

塾
じゅく

を開く。 

◇江戸の女芸者が禁じられる。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、合巻『金毘羅舩
こ ん ぴ ら ぶ ね

利生
りしょうの

纜
ともづな

』(中国小説の翻訳)。 

 

★8月 26日、川柳の会（秋乱題。社蝶
しゃちょう

評）に出席、3句詠む（『年譜』による）。 

★閏 8 月 28 日、川柳の会（多之乱題。白鵞
は く が

評）に出席、2 句詠む。文政 8 年（1825）発行

の『柳多留
や な ぎ だ る

』に 86句載る（『年譜』による）。 
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●往来物『最明寺
さ い み ょ う じ

殿
ど の

 教訓仮名式目
き ょ う く ん か な し き も く

』（1 月。一冊。北條
ほうじょう

相模
さ が み の

守
か み

平朝臣
たいらのあそん

時頼
と き よ り

公
こ う

御撰・前北

斎為一。印ふしのやま。中沢庄
なかざわしょう

兵衛
べ え

〈北辰堂
ほ く し ん ど う

〉版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ

北斎美術館蔵） 

※北条時頼
ほうじょうときより

が、弘
こ う

長
ちょう

2 年（1262）9 月に作った 92 か条の教訓を画材としたものだが、

「往古
む か し の

鎌倉
か ま く ら

御殿
ご て ん

最明寺時頼
さ い み ょ う じ と き よ り

入道
にゅうどう

遥
はるか

に遠海
え ん か い

眺望
ちょうぼう

の図
ず

」（『新北斎展図録』ｐ239 の図）のよ

うに、時頼の生活なども絵画化している。 

●案内書『江戸
え ど

 買物
か い も の

独
ひとり

案内
あ ん な い

』（2 月。三冊。中川芳山堂
な か が わ ほ う ざ ん ど う

（中川五郎
な か が わ ご ろ う

左
ざ

衛門
え も ん

）撰。北斎改

葛飾為一画。山城屋
や ま し ろ や

佐
さ

兵衛
へ え

版他。早稲田大学図書館/国立国会図書館蔵） 

※『江戸
え ど

 買
か い

物
も の

独
ひとり

案
あ ん

内
な い

』二冊と『飲食之部
い ん し ょ く の ぶ

』一冊の構成。北斎は上巻に「東都繁栄之図
と う と は ん え い の ず

」

(無款)と「浅草
あ さ く さ

観世音
か ん ぜ お ん

富貴
ふ う き

市之図
い ち の ず

」（北斎改葛飾為一画）、及び『飲食之部』の見返しに

「鰹
かつお

 白魚
し ら う お

 蝶
マ マ

（鰈
かれい

か） タコ」（無款）一図を描く(『年譜』による)。 

浅草観世音富貴市之図（早稲田大学図書館） 

●絵手本『新形
し ん か た

小紋
こ も ん

帳
ちょう

』(3 月。中本一冊。全 27 丁。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の序文に「文政甲
きのえ

申
さ る

春三月

雨日」とある。染色家のための小紋
こ も ん

染
ぞ

め図案集。大
お お

阪
マ マ

屋秀
しゅう

八
は ち

・播磨屋勝五郎
は り ま や か つ ご ろ う

他六書肆
し ょ し

の連

名版。すみだ北斎美術館/島根県立美術館蔵) 

※表紙見返しに「初編 新形
し ん か た

染
こ

彩目
もんちょう

 発兌
は つ だ

 後編楂
ぬ い

華
もよう

手引
て び き の

糸
い と

 近刻 葛飾為一筆 印一

人人形」とあって、後編を予

告している。初編・後編共に

特殊な読みを付し、各図案に

簡単な図案名や説明をつけて

いる。明治 17 年『北斎
ほ く さ い

模様画
も よ う が

譜
ふ

』に再刻改題。           新形小紋帳（すみだ北斎美術館）最終丁 

 最終丁に「前ほくさゐ為一筆」と署名し、紺屋
こ う や

職人の絵に添えて「新形追
し ん が た お い

ゝ
お い

 

奉御覧入候
ごらんいれたてまつりそうろう

」と、続編を予告している。 

●狂歌絵本『花鳥
か ち ょ う

風月集
ふうげつしゅう

』（9 月。角書
つ の が き

「狂歌
き ょ う か

新撰
し ん せ ん

」。一冊。葛飾為一。口絵に三十六人

を描く。他に竜
りゅう

斎
さ い

北泉
ほ く せ ん

画。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

撰。石川
い し か わ

雅
ま さ

望
み ち

（六樹園）の序文。二世浅草
あ さ く さ

庵
あ ん

の跋文。

壷月堂
こ げ つ ど う

市
い ち

住
ず み

版） 
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●錦絵「奥州塩竃松嶌之
お う し ゅ う し お が ま ま つ し ま の

略図
り ゃ く ず

」（この頃か。天保初期（1830～33）説あり。横大大判。一

枚摺。前北斎為一筆。印つ
ず

によつてうつす。40.8×54.5 日本浮世絵博物館/パリ国立図

書館/島根県立美術館:永田ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/メトロポリタン美術館/

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※戴斗
た い と

時代に三種の俯瞰図
ふ か ん ず

があるが、為
い

一
い つ

期では唯一の俯瞰図
ふ か ん ず

。印号に「つによつてうつ

す」（図によって写す）とあるので、何らかの図を参照したものか。 

 奥州塩竃松嶌之略図（『2019 新北斎展図録』

より転載：島根県立美術館） 

●錦絵「諸国名
し ょ こ く め い

橋
きょう

一覧
い ち ら ん

」（「百橋一

覧」の改題後摺版。無款。42.7×58.2 

太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国

会図書館/すみだ北斎美術館蔵） 

※「百橋一覧」（文政 6 年：1823）に

あった賛が消え、図右上に横書きで

「諸国百橋一覧」が記される。 

●摺物「色紙判五枚揃
し き し ば ん ご ま い そ ろ い

の役者
や く し ゃ

絵
え

」（1

月。「役者
や く し ゃ

芝居図
し ば い ず

」とも。色紙判〈中判〉着色。全 5 枚か。署名：人まねする申
さ る

のはつ春

かつしかの親父為一筆。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※文化 4 年（1804）以来、描かなくなった役者絵を頼まれて描いたものか。曽我
そ が

狂言
きょうげん

に取

材した五枚揃の役者絵(浅野秀剛「北斎の主題 選びの法則―フリーア美術館所蔵の肉筆

画調査レポート」『2005北斎展図録』ｐ31所収)。 

各図とも歌川風で描かれているので（『年譜』による）、自ら「人まねする」というの

であろう。 

☆〈七代目
し ち だ い め

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

と二代目
に だ い め

岩井
い わ い

粂
く め

三郎
さ ぶ ろ う

〉（20.7×

18.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※印
い ん

を結んで見栄
み え

を切る団十郎
だんじゅうろう

と、横笛を持って振り

返る女形粂
く め

三郎
さ ぶ ろ う

の図。落款中に「申
さ る

のはつ春」とあ

る。   七代目市川団十郎と二代目岩井粂三郎（島根県立美術館） 

☆〈三代目
さ ん だ い め

市川門之
い ち か わ も ん の

助
す け

と七代目
し ち だ い め

市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

〉（ボスト

ン美術館蔵） 

●摺物「羅生門
ら し ょ う も ん

」（1 月。着色。北斎改為一筆。19.7×

26.4 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 
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※画中の高札
こ う さ つ

に「申
さ る

初春
は つ は る

」とある。図は、甲冑
かっちゅう

姿
すがた

の

武将が羅生門の石段に片足を掛けて、両手で高札を

掴み、馬の手綱
た づ な

を口に銜
く わ

えて強く引いている図。能

「羅生門
ら し ょ う も ん

」の題材。 

羅生門（すみだ北斎美術館） 

源
みなもとの

綱
つ な

（渡辺
わたなべの

綱
つ な

）の羅生門に巣くう鬼の片腕を切り

落として退治した話で有名。「綱」から手綱
た づ な

を強調

したか。高札に「申
さるの

初春
は つ は る

 狂歌堂
き ょ う か ど う

」とあり、文政 7

年の春、狂歌堂
き ょ う か ど う

真顔
ま が お

の四方側
よ も が わ

の依頼によるもの。狂歌「たのミある中よき類のツハものゝ 

ましはり深き春の酒宴 鉄廼屋大門」、「豆はやす東の京の鬼やらひ 羅生門まて
で

春の来

る頃 燕栗園千穎」が記される。高札には「禁礼 禁おきて 君俄ため摘若菜野に手綱取

る 絡那須謝武春駒 申初春 狂歌堂」とある。 

 

文政
ぶ ん せ い

8（1825）乙
きのと

酉
と り

 66 歳 前北斎葛飾為一述卍
さきのほくさいかつしかいいつじゅつまんじ

、卍
まんじ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、前北斎為一述卍
さきのほくさいいいつじゅつまんじ

、

前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

 □印二人
ふ た り

人形
にんぎょう

、ふしのやま：こと（55 歳）（阿
お

美
み

与
よ

：37 歳）孫
ま ご

(16 歳) 阿
お

栄
え い

（28歳） 

◇1月 7日、初代歌川豊国
う た が わ と よ く に

没（57）。 

◇2月 18日、異国船打祓令
うちはらいれい

。 

◇5月、イギリス船、陸奥
み ち の く

九戸
く の へ

沖に来航。 

◇シーボルト、出島に植物園を造る。 

○7月 26日、四世鶴屋南北
つ る や な ん ぼ く

「東海道四谷怪談
と う か い ど う よ つ や か い だ ん

」初演(中村座)。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、合巻『傾城水滸伝
け い せ い す い こ で ん

』(中国小説の翻案)。 

 

★甲
こ う

信
し ん

方面に旅をしたか(詳細不明)。 

【長女阿美与没】 

★この頃阿美与
お み よ

没か（37）。孫は柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

に預けるも、重信
し げ の ぶ

が大坂に行くため再び北斎の

元に引き取る。 

※『日本浮世絵博物館所収 大揃い北斎』（北斎資料 757．ｐ172）で紹介されている『浮

世絵派画集・第 5冊･77頁（大村西崖）』では文政 4 年（1821）の没としている。 

「（略）長女美
み

与
よ

、門人柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

に嫁
か

し、後離別して家に帰りて死す（北斎墓碑の側面に

「浄
じょう

運
う ん

妙
みょう

心
し ん

信女
し ん に ょ

、文政四辛丑
マ マ

歳注十一月十三日」とあるは即ち是
こ

れならむ）」（ルビは筆

者による）とある。 

 注）辛丑歳：辛巳
か の と み

歳の誤りか。 

★3月 10日、川柳の会（清屎
せ い し

評）に出席、1句詠む。（『年譜』による）。 

【『誹諧柳多留』に序文を書く】 



517 

 

★この年発行の『柳多留
や な ぎ だ る

』85篇中の「女郎花連
お み な え し れ ん

」の句集の序文を書く。 

「敷島
し き し ま

の道
み ち

ハ正
た だ

しうして動
うごか

ず。縦
たとえ

バ人
ひ と

の立
た て

るに等
ひ と

し。是
こ れ

真
し ん

と言
い う

べきや。連俳
れ ん ぱ い

ハ前句
ま え く

の意
い

を

伝
つ た

へて其
そ の

様
さ ま

を異
こ と

にす。巻中
かんちゅう

自
おのずから

歩
あゆむ

が如
ご と

し。亦
ま た

行
ぎょう

ならずや。されバ此
こ の

風詠
ふ う え い

は滑稽
こ っ け い

を元
も と

とし、

興
きょう

を 縱
ほしいまま

にす。聞人
き く ひ と

咄笑
とつしょう

して、能
よ く

世
よ

に走るを以
も っ

て艸
そ う

とせんか。しかも川柳
かわやなぎ

の枝葉
し よ う

繁茂
は ん も

して、

八十五編
は ち じ ゅ う ご へ ん

の著名
し ょ め い

を分
わ か

つ。夫
そ

が中に女郎花
お み な え し

と呼べる名に愛
め で

て馬喰
ば く ろ

町
ちょうに

居
お

る清屎
き よ く そ

の主
あるじ

一
ひ

ト年
と せ

風流
ふうりゅう

の筵
むしろ

を開き、四方
よ も

の好子
こ う し

を勧
す す

めて、何百有余
ゆ う よ

吟
ぎ ん

を集め川柳
せんりゅう

翁
お う

の撰
えらみ

を乞
こ

ふ。甲乙
こ う お つ

の位
い

定
さだまり

て、上木
じょうぼく

（筆者注：出版）して集
しゅう

の末編
ば つ べ ん

に備
そ な

ふ。僕
やつがれ

其
そ の

席
むしろ

に連
つらな

るを以
も っ

て是
こ れ

に序
じ ょ

せよとな

り。幼
よ う

より画
が

を好むの癇癪
こ へ き

ハあれど文編
ぶ ん へ ん

の筵
むしろ

を窺
うかが

ふの眼
まなこ

なく、烏焉馬
う え ん ば

（注：烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

）の

誤
あやま

りいかにせんと再三
さ い さ ん

辞
じ

すといへども赦
ゆ る

さず。止事
や む こ と

を不得
え ず

して丹青
た ん せ い

の筆
ふ で

を霏
そ そ

ぎ鈍
にぶき

墨
す み

を点
て ん

じ、

文
ぶ ん

に似
に

たるを記
し る

す。観
み

る人咎
とがむ

る事
こ と

勿
な か

れ。于時
と き に

文政酉
とりの

夏
な つ

 前北斎葛飾為一述卍」（『年譜』

資料 20 ｐ161。句読点は筆者による。ルビは現代仮名遣いに直した） 

※烏亭焉馬
う て い え ん ば

（落語中興の祖。1743～1822）の勧めでしかたなく序文を書いたというのであ

る。序文及び同集所収の北斎の 19句に俳号として「卍」を用いている（『年譜』による）。 

★10月 2日、川柳の会（カシハ評）に出席、3句詠む。 

★12月 15日、川柳の会（中
な か

ノ橋
は し

納会。松
しょう

鱸
ろ

評）に出席、2句詠む（『年譜』による）。 

★12月 20日、川柳の会(葛飾
か つ し か

納会。夢輔楽
む ほ ら く

評)に出席、1句詠む（『年譜』による）。 

★この年発行の『柳多留
や な ぎ だ る

』に掲載された句（85扁に 19句、86扁に 27句・88扁に 1句） 

※以下、本稿掲載句及び解釈は『誹風柳多留全集』（三省堂）と『年譜』及び田中聡『北

斎川柳』（河出書房新社）、宿六心配（西山新平）『謎解き 北斎川柳』（河出書房新社）

を参照した。 

【柳多留 85扁】 

☆団子屋
だ ん ご や

の夫婦喧嘩は犬も喰
く い

 卍（犬も食わない夫婦喧嘩も、団子屋の喧嘩は飛び散った団子を犬が食う） 

☆黄色なゑり巻和尚さまきつい好
す き

 卍（黄色の襟巻きの高僧は、襟巻き同様、男色の狭くてきついのが好

き） 

☆誰が嗅
か い

で見て譬
たとえ

たか河童の屁 卍（屁の河童というが、いったい誰が嗅いで譬えたというのか） 

☆鳥指
と り さ

しハ生きた雀の帯を〆
し め

 卍（鳥指しは捕まえた雀を生きたまま腰の帯に挟み込み、後で鷹匠に渡す） 

☆誰がかいで見て譬
たとえ

たか河童の屁 卍（他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

☆いろはへ花のちりにるハ比叡おろし 卍（比叡山に縁のある上野寛永寺の坊主が、花の散るようにぞろ

ぞろと不忍のいろは茶屋を目指す） 

☆とかく葛
く ず

の葉
は

後
う し

ロ
ろ

からさせ勝手 卍（安倍清明の母・葛の葉は狐の化身。交接は後からのし放題） 

☆大道
だ い ど う

直
な

ふ
お

して昌平
しょうへい

まで柳 卍（無）（浅草御門から昌平までの柳の大道は吉原通いの人出が多い） 

☆新造
し ん ぞ う

を備
び ん

後
ご

表
おもて

へのり出させ 卍（経験浅い新造は、備後表の畳に船を乗り出すように頭が蒲団の上に出る） 

☆気
き

行
ゆ き

の情
じょう

を能
よ く

真似
ま ね

るので流行
は や り

 卍（いく表情や仕草が演技ながら上手なので人気の遊女だ） 

☆足ながの三里
さ ん り

手長がすへてやり 卍（足長の男の三里には手長の男が灸を据えてやる。『山海経』から） 

☆頭
かしら

字
じ

をひろつて夫婦ツマト呼ヒ
び

 卍（妻も夫もツマと呼ぶ。妻のツビ、夫のマラの頭文字も続ければツ

マ） 
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☆真
ま っ

直
ぐ

な樫
か た

木
ぎ

の棒を母の杖
つ え

 卍（真っ直ぐな硬い棒が母の杖になる。堅気の真面目な息子の棒も義母の棒だ） 

☆見附物
み つ け も の

だと突
つ き

合
あ わ

ぬ鳩仲間 卍（口うるさい見附の番人のいる所の鳩は、互いに突つかずに、付き合わない） 

☆雪の朝親を炬燵に呵
し か

り込ミ 卍（雪の朝、仕事を装い遊郭に行こうとする父親を炬燵に入れと諫める子） 

☆売
う り

居
だ な

のやうに御寺
お て ら

の煤
す す

はらひ 卍（売り家のように堂内をからっぽにしての寺の煤払い） 

☆化物の息子三郎
さ ぶ ろ う

ツ首
く び

ぐらゐ 卍（六郎っ首の息子だから三郎っ首ぐらいのものだろう） 

☆鉄壁
て っ ぺ き

も通ふれと浅黄
あ さ ぎ

おやしてる 卍（遊郭で、浅黄木綿の田舎侍が鉄壁も破らんと勃起して控えている） 

☆干
ひ

蛸魚
だ こ

苞
づ と

麩
ふ

となり果
は て

る口惜
く ち お

しさ 卍（干蛸の足を藁で包んだようなあそこの元気も、柔らかい麩のよう

になった悔しさ） 

【柳多留 86扁】 

☆御薬
お や く

薗
え ん

青
あ お

瓢
びょう

単
マ マ

（たん）がゑんを這
は

ひ 卍（小石川薬草園の療養所の縁側に青ざめた病人が寝ている） 

☆灰
は い

小屋
ご や

の出逢イ穣
い が

栗
ぐ り

投入れ 卍（灰を貯える小屋での密会は、覗いた男に嫌がらせで毬栗
いがぐり

を投げ込まれる） 

☆紅葉ふみわけぐんにやりと鹿の屎
ぐ そ

 卍（紅葉踏み分け、なんと鹿の屎を踏む。猿丸太夫の歌を踏まえる） 

☆御薬
お や く

薗
え ん

青
あ お

瓢
びょう

単
マ マ

（たん）がゑんを這
は

ひ 卍（他者評により前出） 

☆ 鮞
はららご

と唐
と う

もろこしハ又いとこ 卍（魚の卵のつぶつぶはトウモロコシと似ていて従姉妹
い と こ

の従姉妹か） 

☆紅葉ふみわけぐんにやりと鹿の屎
ぐ そ

 卍（他者評により前出） 

☆小当
こ あ た

りのこたつにむすこ首ツたけ 卍（娘と炬燵に入り、息子は相手の気持ちを探る。息子も元気） 

☆雪かきの十
じゅう

のふの出る美しさ 卍（冷たい雪かきに、炭火を運ぶ十 能
じゅうのう

を持って出てくる娘の美しさ） 

☆唐
と う

の節季
せ き

候
ぞ ろ

チャルメラで踊り込み 卍（割竹を鳴らす門付けの節季候が、チャルメラを鳴らす唐人だ） 

☆ふん付けたかとおもわれる乱
ら ん

拍子
び ょ う し

 卍（能「道成寺」の足踏みの舞は踏んづけたよう。「糞」に掛ける） 

☆二
に

間柄
け ん え

の蛇皮線
じ ゃ び せ ん

を弾く手長
て な が

島
じ ま

 卍（一間
いっけん

の柄
え

を二間にして蛇皮線を弾く『山海経』にある手長国の女） 

☆天狗の管弦簫
しょう

の笛をバ
ば

吹
ふ か

ず 卍（天狗は管弦も得意だが、簫は鼻が邪魔して吹くことができない） 

☆すくはせ給へ御十
ご じ ゅ う

夜
や

のあづきがゆ 卍（御十夜の日のあずき粥。私を救うように掬ってください） 

☆惣
そ う

銅
ど う

壺
こ

女房と共に身をしづめ 卍（借金で、女房は身売りし、火鉢の高価な銅の燗付けまでも売りに出す） 

☆新道
し ん み ち

へ金のなる木をやりたがり 卍（横町の細い新道には妾が多い。娘も妾にして裕福に暮らさせたい） 

☆いゝの〱
いいの

を尻で書ク大年増
だ い ど し ま

 卍（大年増は娘と違い、指ではなく「いいの」を恥じらいなく畳に尻で書く） 

☆灸点
きゅうてん

に勇士
ゆ う し

後
う し

ロ
ろ

を見せる也
な り

 卍（敵に後ろを見せない勇士も、灸を据えるときは背中を見せてやせがまん） 

☆彫物の有るが稲荷の吾妻ツ子 卍（浅草稲荷町の寺は彫刻が多い。彫物のある寺も男も江戸っ子の自慢） 

☆灸点
きゅうてん

に勇士
ゆ う し

後
う し

ロ
ろ

を見せるなり 卍（他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

☆明キ株は三郎坊
さ ぶ ろ う ぼ う

に中天
ちゅうてん

狗
ぐ

 卍（長男・次男ならぬ三男坊や大天狗ならぬ中天狗には株がなく、一人身が多

い） 

☆六部宿
ろ く ぶ や ど

千手観音
せ ん じ ゅ か ん の ん

背負
し ょ わ

せられ 卍（六十六部が泊まる安宿では、千手観音と称す虱をうつされる） 

☆ふへますに気がへりますと 姑
しゅうとめ

いゝ 卍（娘に子が増えたけれど、私は白髪や皺が増えて気が滅入る） 

☆大切な屎
ぐ そ

を見に来る小児
し ょ う に

医者
い し ゃ

 卍（もっともらしく診察で子どもの屎を見に来る小児医は胡散臭い） 

☆我ながらくさめを笑ふ鏡磨キ 卍（銅の鏡面を磨きながらくしゃみをした自分の変な顔に思わず苦笑い） 

☆振袖と羽織を吃
マ マ

（吠
ほ

え）る村の犬 卍（村には珍しい振袖姿の娘や羽織の男。胡散臭さに犬も吠える） 

☆其
そ の

腰で夜ルも竿さす筏
いかだ

乗り 卍（木場のいなせな筏乗りは、そのしっかりした腰で夜も竿さすのか） 
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☆さめての上の御分別
ご ふ ん べ つ

黒に染
そ

メ 卍（色褪た着物はよく思案して古さの目立たない黒に染め直そうか。『仮

名手本忠臣蔵』七段目「一力茶屋」の場での平
へい

右
え

衛門
も ん

の台詞「醒
さめ

ての上の御分別、無理を押へて三人を」を踏む） 

【柳多留 88編】 

☆猪子
い の こ

から櫓
やぐら

の下でたゝきばき 卍（猪子の日は炬燵
こ た つ

開きの日。炬燵の下は男女の舞台。触れた手を叩く） 

●料理本『料理通
り ょ う り つ う

 二編』（2 月。角書
つ の が き

「江戸
え ど

流行
りゅうこう

」。全四編。八百屋善四郎
や お や ぜ ん し ろ う

作。北斎改

為一筆。他に、酒井抱一
さ か い ほ う い つ

、谷文晁
たにぶんちょう

等が挿絵を描く。和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

〈甘泉堂
か ん せ ん ど う

〉版） 

※北斎は二篇（八百前改築の図）と四編（天保 6 年 2 月：1835）に挿絵を描く。初編（文

政 5年：1822）と三編（文政 11年：1828）には描かず。 

※江戸の料理屋：八百
や お

善
ぜ ん

注の料理法の解説書。 

注）八百善
や お ぜ ん

：享保 2 年（1717）に江戸の山谷
さ ん や

で開業。文政期の四代目の当主栗山善四郎
く り や ま ぜ ん し ろ う

は

文人墨客との交流が深く、狂歌、絵師、戯作者の大田
お お た

南畝
な ん ぼ

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

）は八百善で芸者小萬
こ ま ん

に「詩は詩佛
し ぶ つ

（筆注：大窪詩佛
お お く ぼ し ぶ つ

。文化文政期の

漢詩人） 書は米
べ い

庵
あ ん

（筆者注：市河
い ち か わ

米
べ い

庵
あ ん

。文化

文政期の書家。幕末の三筆と唱われた）に狂歌

俺
お

れ  芸者小萬
こ ま ん

に料理八百
や お

善
ぜ ん

」と狂歌を書い

て渡し、その道の随一を示したという(『頓智
と ん ち

頓才
と ん さ い

蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

』ねぼけ庵主人編 大正 3 年。「国

立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」ｐ236～237 よ

り)。 

八百善は現在、神奈川県鎌倉市
か ま く ら し

十二所
じ ゅ う に そ

33-2 で

開業。                    二編：八百前改築の図（早稲田大学図書館） 

●錦絵『新板大道図彙
し ん ぱ ん だ い ど う ず い

』(全 12 図。四つ切判錦絵揃物。無款。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

・伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

版) 

※この年の西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の出版広告に「新版 大道図彙
だ い ど う ず い

 前北斎為一 袋入十二枚 此画
こ の え

 

江戸市中のにぎハひ大道
だ い ど う

の有
あ り

さまを集
あ つ

む  はりまぜなどにハ別
わ け

て珍しき品也
し な な り

御求御覧可被下候
おもとめごらんく ださるべく そうろう

」とあるという(2005『北斎展』カタログ)。広告には「前北斎為一」と

あるが図は無款。 

※版下絵には「東都
と う と

地名
ち め い

の内
う ち

」という題が付されている（『秘蔵浮世絵７ ギメ美術館』

ｐ251） 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉（12.7×19.4 フランス国立図書館/ギメ美術館蔵） 

※旅の男二人が描かれ、「かつしかごおりのひゃくせうほくろべいゑどけんぶつしてづな

くうつたまげ申
もうす

のふぜひをゑがく」（葛飾群の百姓黒子兵衛、江戸見物して図無くうった

まげ申すの風情を画く）と記され、日本橋
に ほ ん ば し

の上で葛飾
か つ し か

の百姓
ひゃくしょう

ほくろ兵衛
べ え

が江戸の繁盛ぶり

に驚いている傍
かたわ

らで、欄干
ら ん か ん

にもたれて江戸
え ど

城
じょう

を指差している男がいる。十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

『東海
と う か い

道中
どうちゅう

膝栗毛
ひ ざ く り げ

』の弥
や

次郎
じ ろ う

兵衛
べ え

と喜
き

多
た

八
は ち

を意識して制作されたと思われる。 

☆〈本所
ほ ん じ ょ

〉（12.7×19.1 フランス国立図書館/ギメ美術館蔵） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%94%BF
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※桶
お け

職人が桶に乗って箍
た が

を打っている。それを手伝う三人の男。大桶枠
お お お け わ く

の中に入って削っ

ている職人の図。 

☆〈小田原町
お だ わ ら ち ょ う

〉（12.7×19.6 東京国立博物館/ギメ美術館/フランス国立図書館蔵） 

※魚市場で両天秤
りょうてんびん

の左右の籠
か ご

に二
に

尾
び

の大きな鰹
かつお

を

入れ運んでいる男。それを見ている男たち。

小田原町
お だ わ ら ち ょ う

は、現東京都中央区日本
に ほ ん

橋本町
ばしほんちょう

と室町
む ろ ま ち

辺

り。          小田原町（東京国立博物館） 

☆〈茅場
か や ば

町
ちょう

〉（12.7×19.6 東京国立博物館/ギ

メ美術館/フランス国立図書館蔵） 

※大提灯
おおちょうちん

に絵を描く三人の男と、墨を調合する男

と、提灯
ちょうちん

を支える男の図。 茅場町（東京国立博物館） 

☆〈石町
こくちょう

〉（12.7×19.2 東京国立博物館/ギメ

美術館/フランス国立図書館蔵） 

※天狗の面を付けた箱
は こ

笈
お い

を背負い、高足駄
た か あ し だ

を履い

て い る

山伏
や ま ぶ し

。シ

ャボン玉を吹いて売り歩く男、それを面白がって

見る子どもたち。一升徳利を三本手に持っている

男。蕎麦
そ ば

捏
こ

ね用の大盆
お お ぼ ん

を立てて蕎麦
そ ば

切
き り

包丁
ぼううちょう

を持っ

ている男たちの賑わい。   

石町（東京国立博物館） 

〈外
そ と

神田
か ん だ

〉（東京国立博物館/フランス国立図書館蔵〉 

※やっちゃ場(青物市場)への西瓜
す い か

を船から岸の受

け手に放っている図。フランス国立図書館所蔵の

「西瓜の陸あげ」にも同画趣の絵がある。⇒文政 9

年条参照。        外神田（東京国立博物館） 

☆〈馬喰
ば く ろ

町
ちょう

〉（12.7×19.1 東京国立博物館/ギメ

美術館/フランス国立図書館蔵） 

※「公事
く じ

宿
や ど

」と呼ばれる宿泊所の部屋で按摩
あ ん ま

をし

てもらう三人の男、それを見ながら旅支度
た び じ た く

をする二

人の女。版元の永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

（西村屋与八
に し む ら や よ は ち

）を思わせる

「永」と染め抜かれた風呂敷
ふ ろ し き

に包まれた荷物が置か

れた部屋の風景。 

注）公事
く じ

宿
や ど

：訴訟
そ し ょ う

などのために宿泊する宿。訴訟
そ し ょ う

手続
て つ づ

きの事務
じ む

処理
し ょ り

に携
たずさ

わる人もいた。 

馬喰町（東京国立博物館） 
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☆〈御蔵前
お く ら ま え

〉（12.7×19.1 東京国立博物館/ギメ美術館蔵） 

※仁王
に お う

が安置された講堂に集まり念仏を唱える信者

たちのを俯瞰的
ふ か ん て き

に描いた図。版下絵の 

大提灯
おおちょうちん

に 版 元 の 伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

・ 永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

・

近江屋
お う み や

与
よ

兵衛
へ え

（？）の文字が記されるが、錦絵では

永楽屋の文字が消え、「志摩
し ま

や重太●」と差し替え

られている(『秘蔵浮世絵大観７ ギメ美術館』ｐ

251)。           御蔵前（東京国立博物館） 

※『秘蔵浮世絵大観８』（ｐ262～269）では、この図を「無題」としている。 

☆〈四ツ谷
よ つ や

〉（東京国立博物館/フランス国立図書館蔵） 

※往来で、商売物を入れた箱を担ぐ男、大傘の下で

物を売る男、その前を馬で早
は や

駆
が

けをする侍など、往

来の賑わいの図。  

四谷（東京国立博物館：travel.jp より） 

☆〈佃
つくだ

嶌
じ ま

〉（12.7×19.4 東京国立博物館/ギメ美

術館/フランス国立図書館蔵）    

※船の錨
いかり

を鍛冶
か じ

のハンマーで打つ男達の図。 

佃嶌（東京国立博物館） 

☆〈通町
とおりちょう

〉（東京国立博物館/フランス国立図書館

蔵） 

※「大蒲焼
お お か ば や き

 ゑどまへ かばやき」と書かれた箱
は こ

看板
か ん ば ん

のある前の台に腰を下ろす母親と、その台に上

ろうとしている子ども。その傍
そ ば

で赤子を抱きあげて

喜ばしている母親。足萎
な

えの男が木製の引き車に乗

って移動している。その男の被
か ぶ

る笠
か さ

には「森田屋
も り た や

」

の文字が記される。臼
う す

で米をつく男が手を休めて

煙管
き せ る

で一服している。臼
う す

の下ではこぼれた米を漁
あ さ

る

家鴨
あ ひ る

と鶏
と り

。米俵を背負って棚
た な

に寄りかかって休む男

など、通町
とおりちょう

の賑
に ぎ

わいの図。   

通町（東京国立博物館） 

☆〈無題
む だ い

〉（「住吉
す み よ し

踊
お ど

り」「季
せ き

ぞろ」とも。東京国

立博物館/フランス国立図書館蔵） 

※大傘
お お が さ

の下で踊る男たち。各人が手に持つ団扇
う ち わ

には

「新
し ん

」「板
ぱ ん

」「大
だ い

」「道
ど う

」「図
ず

」「彙
い

」の一字がそ

れぞれ書き込まれている。版下絵には「橋本町
はしもとちょう

」

（馬喰
ば く ろ

町
ちょう

となり）とある。   無題（東京国立博物館） 
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●川柳本『十二評
じゅうにひょう

十六
じゅうろく

題
だ い

 狂歌国尽
きょうかくにづくし

』（夏。一冊。瀬川路蝶
せ が わ ろ ち ょ う

撰。序文に「干
と き

時
に

文政酉
とりの

夏
な つ

 前北斎為一述卍」とある）文化

7 年（1810）『狂歌国尽
きょうかくにづくし

』の改竄本
か い ざ ん ほ ん

といわれる(『年譜』によ

る)。 

●肉筆画「雄鶏図
お ん ど り ず

」（着色一幅。前北斎為一筆。印ふしのや

ま メトロポリタン美術館蔵） 

※赤い鶏冠
と さ か

と黄色い両足、黒い羽根で覆われた雄鶏が首を垂

れてこちらを見ている図。縁取りがない墨絵風の絵。 

●肉筆画「鈿女
う ず め の

命
みこと

と猿田彦
さ る た ひ こ の

命
みこと

」（絹本着色胡粉一幅。無款） 

※天狗の顔をした猿田彦
さ る た ひ こ の

命
みこと

が右手に矛
ほ こ

を持って立ち、鈿女
う ず め の

命
みこと

が垂髪、緋
ひ

袴
ばかま

姿で右脇に矛
ほ こ

を抱えて向き合っている。背景は

胡粉地
ご ふ ん じ

に黄土色
お う ど い ろ

の地潰し。 

鈿女命と猿田彦命（http://uzumenet.com より転載） 

●摺物「小禽
しょうきん

」（北斎改為一筆。印二人人形。18.9×17.2 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

小禽（すみだ北斎美術館「北斎師弟対

決展」ツイッターより） 

※黄色の 鶏
にわとり

の雛
ひ な

と思われる

三羽を漢画風に描く。鳥の画

材から「酉
と り

年」の本年の作と

推測されている。六樹園の狂

歌「普
し ん

米
ま い

かあたまはかりかか

す〱
か す

の 筆の坊よくなるうめてたき」（歌意不明）が記される（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎

図録』による）。 

●摺物「彫摺図
ちょうしょうず

」（正月。色紙判着色摺物。北斎改為一筆。21.2×18.7 ﾌｨｯﾂｳｲﾘｱﾑ美術

館蔵） 

※新春の摺物として、長門
な が と

・萩
は ぎ

の節亭
せ っ て い

南山
な ん ざ ん

の依頼によるもの。烏帽子
え ぼ し

を被る男が桜木
さ く ら ぎ

を彫

っている側で、晴れ着を着た女性が馬連
ば れ ん

で色を摺
す

っている図。二人の脇には、「南山壽」

と彫られた衝立
つ い た て

が置かれている。「桜木
さ く ら ぎ

にことぶく春の摺
す り

ものも 南の山のかけず崩
く ず

れず」

の狂歌が記される。 

 

文政
ぶ ん せ い

9（1826）丙
ひのえ

戌
い ぬ

 67 歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、為一
い い つ

、葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、為一模
い い つ も

、為一
い い つ

写
うつす

、（北斎
ほ く さ い

） 

□印葛
か つ

しか、一人
ひ と り

人形
にんぎょう

：こと（56歳）孫
ま ご

(17歳)、阿
お

栄
え い

（29歳） 

◇江戸で疱瘡
ほ う そ う

が流行。 

http://uzumenet.com/
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◇4 月 1 日、天文方の高橋景
た か は し か げ

保
や す

（書物奉行）が江戸・長崎屋にシーボルトを訪ね、江戸と

サハリンの地図、間宮
ま み や

林蔵
り ん ぞ う

の樺
か ら

太
ふ と

の記事を贈ると約束する。4 月 9 日、高橋景保が再び訪

れ日本地図を後日秘密裏に長崎に送ることを告げ、翌文政 10年 6月にシーボルトに送った

（『シーボルト江戸参府紀行』〈ｐ524～525 より〉昭和 50 年改訂復刻版 呉修三訳注。

雄松堂書店 初版昭和 3年）。 

※長崎への帰路、5月 7日に大坂・道
ど う

頓
と ん

堀
ぼ り

角
か ど

の芝居小屋（麻
あ さ

尾
お

弥
や

三郎
さ ぶ ろ う

座）で「妹背
い も せ

山女
やまおんな

庭訓
て い き ん

」

をシーボルト、スチュルレル、川原
か わ は ら

慶賀
け い が

らが観劇する。市川団蔵
い ち か わ だ ん ぞ う

、尾上菊五郎
お の う え き く ご ろ う

、尾
お

上松
の え ま つ

助
す け

らの出演だったらしい（『2017 北斎展図録』ｐ12、及び『シーボルト江戸参府紀行』昭和

50 年改訂復刻版ｐ575～581）。 

 

★4 月 8 日、馬
ば

琴
き ん

宅を訪れ杉浦女
す ぎ う ら じ ょ

に扇二本を渡す。『馬
ば

琴
き ん

日記
に っ き

』の本日条に「昼後
ひ る の ち

、画工
が こ う

北斎
ほ く さ い

来
き た

る。明後
み ょ う ご

十日
と お か

画会
が か い

致 候
いたしそうろう

に付
つ き

、杉浦女
す ぎ う ら じ ょ

、柳
や な

新
し ん

へ案内
あ な い

いたしくれ候様
そうろうよう

、申
もうす

に付
つ き

、お百
ひゃく

を以
も っ

て、案内
あ な い

致
い た

させ也
な り

。即刻
そ っ こ く

帰去
き き ょ

。杉浦方
す ぎ う ら か た

へ扇
おうぎ

二本
に ほ ん

持参
じ さ ん

のよし」とある（ルビは筆者によ

る）。 

★4月 9日、馬
ば

琴
き ん

主催、柳橋
やなぎばし

満
ま ん

八
ぱ ち

での書画会に出席。 

★4月 10日、北斎自ら柳
や な

新
し ん

で書画会を催す（『馬琴日記』）。 

★10月 23日、川柳の会（武蔵野
む さ し の

会。水魚
す い ぎ ょ

評。会主：風
ふ う

松
しょう

）に出席、1句詠む（『年譜』に

よる）。 

★11月 22日、川柳の会（首尾
し ゅ び

松
ま つ

三回目。金成
か ね な り

評）に出席、2句詠む（『年譜』による）。 

★12月 10日、川柳の会（首尾
し ゅ び

松
ま つ

会。菊雄
き く お

評）に出席、1句詠む（『年譜』による）。 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』89編に川柳 2句、91編に川柳 11句載る（『年譜』による）。 

【柳多留 89扁】 

☆弱
じゃく

よく強
きょう

を制しマア寐
ね

なんしょ 卍（妓楼で待たされ不機嫌な侍に、まあ寝ましょうと甘い声で慰める） 

☆誰
た

のために育
そ だ

ツ櫁
しきみ

の切
き り

かげん 卍（墓前に供える樒が育ったが、供養する人にはどの程度切ったものか） 

【柳多留 91編】 

☆性
せ い

ハ為
い

名
な

ハ荘
そ う

字
あざな

ハ郎
ろ う

としやれ 卍（姓は「い」名は「そう」あざなは「ろう」で「居候」と洒落る） 

☆古事記いせやハ浦安
う ら や す

の嶋を着せ 卍（伊勢屋はケチで安物の裏地・伊勢縞を奉公人に着せる。「浦安の

国」（日本）を書いた「古事記伝」の本居宣長も伊勢出身） 

☆婚礼を蜆
しじみ

ですます急養子
き ゅ う よ う し

 卍（跡継ぎがなく、急な養子貰いの祝いには、蛤の吸い物ではなく蜆ですませ

る） 

☆加茂
か も

の祢宜
ね ぎ

鍋とり公家
く げ

と呑んで居る 卍（鍋掴みに似た飾りの冠を被る貧乏公家が、加茂の祢宜と呑ん

でいる。鴨・葱・鍋・鳥の組み合わせ） 

☆蜻蛉
と ん ぼ う

ハ石の地蔵に髪を結ひ 卍（石の地蔵の頭に蜻蛉が止まって、地蔵が髪を結ったように見える） 

☆見付
み つ け

たら六ツにすると馬鹿亭主 卍（密通の男女は重ねて四つにするが、実は女房の相手は二人だった） 

☆どつちらで年を取ふと渡し守 卍（大晦日、恵方参りの客を乗せた船頭は、どっちの岸で年を取るのか） 

☆恐ろしい釘に夜宮
よ み や

のかけ行灯
あ ん ど ん

 卍（宵祭りの行灯が、丑
うし

の刻
こく

参りで打ち込まれた五寸釘に掛かっている） 
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☆乞食の喧嘩
け ん か

鶏
にわとり

にひろわれる 卍（乞食の喧嘩で貰った食べ物が散らばって、それを鶏が脇から拾う） 

☆乞食の喧嘩
け ん か

鶏
にわとり

にひろわれる 卍（他者評により前出） 

☆むだきんを広げてこまる若
わ か

狸
だぬき

 卍（若い狸は八畳敷きに足りず、見栄で広げてもどうしていいやら困る） 

【北斎工房の絵、大量に海外へ】 

★3 月 15 日(西暦 1 月 9 日)、シーボルト、商館長（J.W.Stuveler ヨハン・ウイルレム・

ド・スチュルレル）の江戸参府に同行。長崎の若い絵師川原
か わ は ら

慶賀
け い が

（1786～没年不明）を伴

い、道中の様子を描かせる。4月 10日(西暦 3月 4日)江戸着。5月 18日（西暦 4月 12日）

迄滞在。 

※シーボルト、江戸滞在の 4 月 10 日から 5 月 18 日の間に北斎に会い、文政 5 年（1822）

に前商館長ブロムホフが発注した絵を一揃い受け取る（マティ・フォラー「葛飾北斎とシ

ーボルトの出会い」。『2017北斎展図録』ｐ11所収） 

 但し『シーボルト江戸参府紀行』（昭和 50年改定復刻版）には、北斎と会ったという記

事は見当たらない。江戸滞在中のほぼ毎日の記事が記載されているが、3月 8日と 4月 4日

から 7日までの記事が書かれていないので、あるいはこの期間に会ったか。 

※『秘蔵浮世絵大観８ パリ国立図書館』所収文には次の記事があるので要約する。 

「1986年 10月 25日、パリ国立図書館において、楢崎宗重博士と本全集編集部は、25枚の

水彩画を発見した。25 図全ての様式は葛飾北斎かその一門の手と思われる。オランダ商館

長ヨハン・ウイルレム・ド・スチュルレルが文政 9年(1826)4月頃に江戸で入手したらしい。

ほぼ同じ時期の制作と考えられる葛飾様式の水彩画 15 枚がフィリップ・フランツ・フォ

ン・シーボルトのコレクションとしてライデン民族学博物館（筆者注：現オランダ国立民

族学博物館）に所蔵されている。これは寛政 10年(1798)、商館長ゲイスベルト・ヘンミー

(1748～98)と商館付医師レチケの注文したもの（寛政 10年の項参照）」。 

 これについては、文政 9 年中に絵を描く約束があり、『日本風俗画』（仮称。彩色。オ

ランダ画紙使用）として、シーボルト所蔵のものはライデンのオランダ国立民族学博物館

に、オランダ商館長スチュルレルの所蔵のものはパリ国立図書館（筆者注：現フランス国

立図書館）に、それぞれ買取られたという注（2007 年 12 月 13 日「日経ビジネスオンライ

ン」所収、内田千鶴子「シーボルト事件に脅えた北斎」より）。 

注）1855年、J.W.Stuveler の息子 W.L Stuvelerにより 1855年にパリ国立図書館に寄贈さ

れた。 

※シーボルトは『北斎漫画』初編から 10 編までも持ち帰っている（『北斎漫画』３「奇想

天外」所収「旅する北斎漫画」浦上満 ｐ337 より。2011 年 青幻舎）。但し、初摺版は 2

冊だけらしい（浦上満『北斎漫画入門』ｐ32 文藝春秋社 2017年）。 

【シーボルトが持ち帰ったとされる 15 図】 

※文政 7 年（1824）～9 年（1826）の作か。古オランダ画紙による画（オランダ国立民族

学博物館：シーボルトコレクション蔵）。 
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ファン・ヒューリック(ワシントン・フリーア美術館長)による分析(『秘蔵浮世絵美術

館８ パリ国立図書館』ｐ268～267)では、第１グループ（１～６）は「日常生活の情景」

（古オランダ画紙を使用）、第２グループ（7～11）は「祭礼」（古オランダ画紙使用）、

第３グループ（12～15）は「江戸市中」（古オランダ書類上質紙に和紙で裏打ちしたもの

を使用）に分けている。 

※第１グループと第２グループはシーボルトが収集し持ち帰ったもので、第３グループは

川原
か わ は ら

慶賀
け い が

（魚屋北渓
と と や ほ っ け い

画ともいわれる）が北斎をまねて描いたものとしている。 

※「広義
こ う ぎ

の北斎作」とは、北斎工房の手が加わっているか、北斎の意匠を工房が制作した

ものと思われる作品をいう。 

☆１〈早
は や

駆
が

け〉（紙本着色一枚。無款。北斎工房。

推定：北斎。26.7×40.1 シーボルト・コレクショ

ン）。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』（天保 2 年）〈隅
す み

田川
だ が わ

関屋
せ き や

の里
さ と

〉や「武士
ぶ し

の乗馬
じ ょ う ば

」（フランス国立図書館蔵 

文政 9年条参照）にも同画趣がある。      

早駆け（オランダ国立民族学博物館） 

☆２〈厩
うまや

〉（「洗
せ ん

馬図
ば ず

」とも。紙本着色一枚。無款。北斎工房。推定：北斎。27.3×39.8 

シーボルト・コレクション） 

※二頭の馬を厩
うまや

で洗う二人の男。一頭は歯を磨き、もう一頭は餌
え さ

袋から与えられた桶の餌

を食べている。『絵本
え ほ ん

孝
こ う

経
きょう

』（嘉永 3年：1850）に同画趣がある。 

☆３〈武士
ぶ し

と従者
じゅうしゃ

〉（縦紙本着色一枚。無款。北斎工房。推定：北斎。39.5×27.5 シー

ボルト・コレクション） 

※肘までの手袋をつけようとする武士と、笠と風呂敷の包み物をもつ従者の図。  

☆４〈驟雨
し ゅ う う

の夕立
ゆ う だ ち

〉（「驟雨図
し ゅ う う ず

」とも。紙本着色一

枚。無款。北斎工房。推定：北斎。27.2×39.8 シ

ーボルト・コレクション） 

※突然の夕立に傘をさしたり、笠をかぶったりして

慌てている図。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』〈駿州
すんしゅう

江尻
え じ り

〉の動

きのある画趣に近い図。 

驟雨の夕立（オランダ国立民族学博物館） 

☆５〈漁師
り ょ う し

の家族
か ぞ く

〉（「漁村図
ぎ ょ そ ん ず

」「初夏
し ょ か

の浜辺
は ま べ

」とも。紙本着色一枚。無款。北斎工房。

推定：北斎と応為。27.6×40.2 シーボルト・コレ

クション） 

漁師の家族（オランダ国立民族学博物館） 

※漁師とその妻が上から吊るされた網を編んでいる

側で、打ち上げられた大きな錨
いかり

に乗って遊ぶ 5人のこ
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ども。画面右には石垣の上に家が建っていて、沿岸の海沿いの家並みも遠近法で次第に小

さく描かれる。        

☆６〈呉服商
ご ふ く し ょ う

〉（「商家
し ょ う か

の図
ず

」「節季
せ っ き

の商家
し ょ う か

」とも。紙本着色一枚。無款。北斎工房。推

定：北斎と応為。27.8×40.1 北斎と応為の共作と

も。シーボルト・コレクション） 

※店の主人が炬燵
こ た つ

にあたり、猫も丸まっている。その

前で番頭が当座の帳面を脇に置いて算盤
そ ろ ば ん

をはじいてい

る。その脇では女将
お か み

が茶を団扇
う ち わ

で沸かしながら番頭の

様子を穏やかに見ている。画中の当座の帳面に「文政

七年正月」の文字がある） 

呉服商（オランダ国立民族学博物館） 

☆７〈秋祭
あ き ま つ

り〉（「村
む ら

祭
ま つ

り図
ず

」「初午
は つ う ま

祭
まつり

」とも。横長判。紙本着色一枚。無款。北斎工房。

推定：北斎。27.6×40.5 シーボルト・コレクション） 

※村の祭りで子どもたちが、小川の端の先を練り歩く。狐の面をつけ扇子を広げている子

がいる。先頭の子は「正一
しょういち

位
い

大明神
だいみょうじん

」の幟
のぼり

を持っている。 

☆８〈年始回
ね ん し ま わ

り〉(「霞
かすみ

が関
せ き

での年始回
ね ん し ま わ

り」「年始
ね ん し

行図
こ う ず

」とも。紙本着色一枚。無款。北

斎工房。推定：北斎と応為。39.8×28.4 北斎と応為の供作とも。シーボルト・コレクシ

ョン) 

※ 裃
かみしも

をつけた武士が、盆を手に持つ商人と、鋏箱
はさみばこ

の上に鳶
とんび

凧
だ こ

が

置かれ、その脇でしゃがんでいる丁稚
で っ ち

に何か話している。これか

ら新年の挨拶廻りをする様子。商人の足元には犬が二匹、互いに

臭いを嗅ぎ合っている。図の左には、新竹
あ ら た け

で作った垣に海老と

羊歯
し だ

（裏白
う ら じ ろ

）の正月飾りが飾られ、図の右の立ち並ぶ倉とともに

遠近法で次第に小さくなり、その先の火

の見櫓
やぐら

に視点が集中する。空には凧
た こ

が三

つあがっている。 

年始回り（オランダ国立民族学博物館） 

☆９〈花魁
お い ら ん

と禿
かむろ

〉（「遊女
ゆ う じ ょ

と禿図
か む ろ ず

」とも。無款。北斎工房。推

定：魚屋
と と や

北
ほ っ

渓
け い

か二代戴斗
た い と

。紙本着色一枚。40.0×27.6 シーボル

ト・コレクション）      花魁と禿（オランダ国立民族学博物館） 

☆10〈花見
は な み

図
ず

〉(「花見見物の一行」とも。紙本着色一枚。無

款。北斎工房。推定：魚屋北渓。北斎と応為の供作とも。40.0×

27.2 シーボルト・コレクション) 

※商家の女二人が姉
あ ね

様
さ ま

被
か ぶ

りで花見に出かける。二人の手には煙管
き せ る

がある。側には下男が赤

い毛氈
も う せ ん

を担ぎ、弁当の入った箱を抱えている。丁稚
で っ ち

も日傘と荷物を背負って付き従ってい

る。図の左には細みの桜の木が三本あり、図の上全体に花を広げている。 
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花見図（オランダ国立民族学博物館） 

☆11〈端午
た ん ご

の節句
せ っ く

〉（広義の北斎作。魚屋北渓
と と や ほ っ け い

画とも。紙本着色

一枚。無款。北斎工房。推定：北斎と応

為。40.2×27.6 シーボルト・コレクシ

ョン） 

※物干し場の中で、女が赤子を抱いて、

母親のほうに差し出そうとしている。母

親は着物の前をはだけ、胸を出して赤子

を見ている。紋が描かれた幟
のぼり

や、赤い

鍾馗
し ょ う き

が描かれた幟
のぼり

が立ち、図の上には大きな鯉幟
こいのぼり

が泳いでいる。    

端午の節句（オランダ国立民族学博物館） 

☆12〈七五三
し ち ご さ ん

宮詣
みやもうで

〉(30.4×39.8 無款。北斎工房。北斎工房。推定：魚屋北渓
と と や ほ っ け い

。紙本着

色一枚。シーボルト・コレクション) 

※土手の先の神社に向かう七五三詣の一行。男性に肩車された少女は角隠しを被っている。

その前を行く母親。後についていく小奴
こ や っ こ

。土手の先には往来している人たち、土手下では

駕籠かきがいる。図の上半分は藍のぼかしで空が描かれる。 

☆13〈大川端
お お か わ ば た

夕涼
ゆ う す ず

み〉(「大川楼
お お か わ ろ う

上図
じ ょ う ず

」とも。30.4×39.8 無款。北斎工房。推定：

魚屋北渓
と と や ほ っ け い

。紙本着色一枚。シーボルト・コレクション) 

※隅田川端
ば た

の料理屋の提灯が架かっている楼上で涼む芸妓が二人。一人は立って、 跪
ひざまず

い

て三味線箱を小脇に抱えた男と話している。一人は背を向けて座り大川の夜景を眺めてい

る。そばに朱塗りの五脚の盆に料理の椀などが乗っている。 

☆14〈江戸
え ど

城
じょう

〉（30.4×39.7 無款。北斎工房。推定：魚屋北渓
と と や ほ っ け い

。紙本着色一枚。シーボ

ルト・コレクション） 

※「玄
げ ん

猪
ち ょ

」は、10 月亥
い

の日の行事で、胡麻や小豆を入れた亥
い

の子
こ

餅
も ち

を亥の刻に食べて無病

息災を祈る中国の行事を江戸城でも催された。「玄
げ ん

猪
ち ょ

の登城
と じ ょ う

」は暮六つ（午後 6 時頃）に

登城するので、大手門と桜田御門前で火を焚く。図は炊かれる焚き火が描かれる。火は城

の櫓
やぐら

に向かって吹き上げられている。登城した諸侯に紅白の餅が下賜
か し

された。 

☆15〈大山講山帰
お お や ま こ う や ま が え

り〉(「行楽図
こ う ら く ず

」とも。30.4×39.7 無款。北斎工房。推定：魚屋北渓
と と や ほ っ け い

。

シーボルト・コレクション) 

※道標のある緩やかな山道を、二人の女と、子供を背負う年増女の家族。その後ろには小

僧が二人、棒に下げた荷物を肩にしてついていく。同様の右にも大山帰りの男が二人立っ

ている。 

【文政 7年～9年頃。フランス国立図書館蔵の北斎にかかわる作品 25 図】 

（紙本着色。『浮世絵大観８「パリ国立図書館」(現フランス国立図書館)』による） 

※以下、北斎工房による作品。全て和紙を使用。 

☆１〈武家
ぶ け

〉（北斎工房・推定 北斎。紙本着色 45.2×31.7） 
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※和綴じ本を左手に持ち、三
み

つ巴
どもえ

紋の裃
かみしも

を着

け、何かを見やる侍。 

武家                   町家の娘 

☆２〈町家
ち ょ う か

の娘
むすめ

〉（「「まちやのむすめ」と

も。紙本着色。北斎工房。推定：北斎。45.4

×31.8） 

※島田の前髷
ま げ

に赤い飾り物、後ろの髷
ま げ

に青い

飾り物をつけ、鼈甲
べ っ こ う

の 簪
かんざし

を挿した娘。胸元は

少はだけてお守りの紐が見える。下唇は笹
さ さ

紅
べ に

で、薄い緑色。 

☆３〈武家
ぶ け

の奥方
お く が た

〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎。45.4×31.1） 

※丸髷
ま る ま げ

に角隠
つ の か く

しを被り、外出姿の女房。眉は剃られ、唇は笹
さ さ

紅
べ に

。

鼈甲
べ っ こ う

の 簪
かんざし

を着け、撫子
な で し こ

の花の模様の扇子
せ ん す

を持っている。    

武家の奥方 

☆４〈町家
ち ょ う か

の男
おとこ

〉（「まちやのおとこ」とも。紙本着色。無款。

45.5×31.8） 

※着物の両袖の中で腕組みをして、うつむき顔

の男の顔。 

町家の男 

☆５〈凧
た こ

あげ〉（紙本着色。北斎工房。推定：魚屋
と と や

北
ほ っ

渓
け い

か二代戴

斗。31.8×45.4） 

※「龍」の字の書かれた大凧を上げる準備をする男たちを見る町家の

奥方。武士と鋏
は さ

み箱を担いだ供人がいる。空には鳶
と び

凧
だ こ

があがっている。 

☆６〈武士
ぶ し

の乗馬
じ ょ う ば

〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎。31.6×

45.4）    

※シーボルト収集の 15 図中の「早
は や

駈
が

け」の構図に似た

構図。                 武士の乗馬 

☆７〈茶店
ち ゃ み せ

と往来
お う ら い

〉（紙本着色。北斎工房。推定：

魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

。31.8×45.3） 

※「御屋
お や

寿
す

美処
み ど こ ろ

」の看板のある葦簾
よ し ず

張りの茶店の風

景。床机
し ょ う ぎ

に座る尼や、赤子を背負った女に茶を出す店の女。側には天秤の両脇に下げた籠

の野菜を売る男、鳥もちですずめを捕まえようと竿を持ち上げる男がいる。 

☆８〈日本橋
に ほ ん ば し

辺
へ ん

風俗
ふ う ぞ く

〉(紙本着色。北斎工房。推定：北斎。31.6×45.5) 

※対岸には米蔵
こ め ぐ ら

が立ち並ぶ。図の右から、臼
う す

で餅を突く男が、頭の汗に手を当て休んでい

る。菰
こ も

樽
た る

を担いだまま、台に腰掛けて休みながらそれを見ている搗
つ き

米屋
ご め や

注の男。棒
ぼ

手振
て ふ り

り

の男がしゃがんで野菜の入った笊
ざ る

を下に置いている。重ねた寿司箱を肩に担いで売る男。

掘割
ほ り わ り

で釣りをする男。托鉢
た く は つ

をする僧侶。奉納箱を背負い、「奉納金比
こ ん ぴ

羅
ら

大権現
だ い ご ん げ ん

 本所
ほ ん じ ょ
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番場町
ば ん ば ち ょ う

 願主
が ん し ゅ

 金剛院
こ ん ご う い ん

」と書かれたものを持つ金比
こ ん ぴ

羅
ら

参りの男。鮨
す し

の箱を持つ鮨売りの男。棒の先に付けた

トンボの玩具を操りながら売る男。 

大英博物館にはこの絵の素描がある（墨画。27.6×

39.8 『2007 北斎展図録』ｐ105）。注）搗
つ き

米屋
ご め や

：玄米

を問屋から買い入れ、精米して売る商売。 

    日本橋辺風俗 

☆９〈大山詣
おおやまもうで

〉(紙本着色。北斎工房。推定：北斎。31.7×45.6) 

※険しい山道を行列を作るように登る大山詣たち。

「奉納大山
お お や ま

石
せ き

尊大
そ ん だ い

権現
ご ん げ ん

」と書かれた大木刀
ぼ く と う

を担ぐ男た

ち。                     

大山詣 

☆10〈土手
ど て

仕事
し ご と

〉（「土手
ど て

工事
こ う じ

」とも。紙本着色。北

斎工房。推定：北斎。31.7×45.5） 

※土手を工事している男たち。遠くの橋には大勢の人が

往来している。『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
さいまんが

』九編(文政 2 年)

にも同画趣がある。 

大英博物館には、この絵の素描がある(紙本墨画。

27.6×39.1 『2007北斎展図録』ｐ94)。      

土手仕事 

☆11〈西瓜
す い か

の陸
り く

あげ〉（紙本着色。北斎工房。推定：二代戴斗
た い と

。31.7×45.5） 

※河岸
か し

に着けた舟に大量に積んだ西瓜を岸の男に放り投げる男、舟から岸に渡した板の上

に立ち、同じように西瓜を放る男を描く。岸の切石
き り い し

には子供が二人座って見ている。この

図は『新板大道図彙
し ん ぱ ん だ い ど う ず い

』（文政 8年）の〈外
そ と

神田
か ん だ

〉と同構図となっている。 

大英博物館には、この絵の素描がある（紙本墨画。27.9×40.1 『2007 北斎展図録』ｐ

91）。 

☆12〈大神楽
お お か ぐ ら

〉（紙本着色。北斎工房。推定：二代戴斗
た い と

か魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

。45.3×31.8） 

※「大」と染めた布を被った獅子舞が踊り、笛と太鼓で囃
は や

す男たち。その周りで見物する

人々。 

☆13〈神楽
か ぐ ら

巫女
み こ

〉(紙本着色。北斎工房。推定：北斎か二代戴斗
た い と

。

45.2×31.5) 

※二階の舞台で巫女
み こ

が御幣
ご へ い

を肩にして踊り、烏帽子
え ぼ し

の男が太鼓を叩

いている。その様子を見上げて見物する人々。『絵本
え ほ ん

庭訓
て い き ん

往来
お う ら い

』

(文政 11年)にも同画趣がある。 

神楽巫女 
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☆14〈井戸掘
い ど ほ

り〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎か魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

。

45.4×31.7） 

※足場を高く組み上げ、そこに上り井戸掘りの作業をする男たち。       

井戸掘り 

☆15〈今戸
い ま ど

瓦
かわら

窯
か ま

〉(紙本着色。北斎工房。推

定：北斎。45.5×34.7) 

※いくつかの窯
か ま

で瓦を焼く男たちに茶を出す女

と、瓦を整理する女。今戸は瓦などの焼き物で

有名。『絵本
え ほ ん

隅
す み

田川
だ が わ

両岸
りょうがん

一覧
い ち ら ん

』（享和 3 年：1803～文化 3 年：

1806）、『都
みやこ

鳥
ど り

』(享和 2：1802)にも同画趣がある。   今戸瓦窯 

☆16〈海女
あ ま

〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎。45.3×31.7）         

海女 

※海中で鮑
あわび

を取る三人の海女。海上の船には

男たちが乗っていて、一人の海女が鮑
あわび

を届けようと浮き上がってい

る。『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
さいまんが

』初編(文化 11 年)、『百人一首
ひゃくにんいっしゅ

乳母
う ば

か絵
え

と起
き

』〈参議篁
さんぎたかむら

〉（天保６年頃）にも同画趣がある。 

☆17〈仏師
ぶ っ し

〉（紙本着色。北斎工房。推定：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

。45.4×31.7） 

※赤く巨大な仁王
に お う

像に色付けをしている職人たち。足元に寝転んで

裾
す そ

部分を担当する男、太い足に色づけする男、腰の部分に金箔
き ん ぱ く

を貼

る男たち。 

☆18〈雨中
う ち ゅ う

の漁
りょう

〉（紙本着色。北斎工房。推定：北

斎。31.7×45.4） 

※雨の中、激しい川の流れに浮かべた舟から釣りをす

る三人の男。向こうの滝の上にかけられた橋には傘を

さした男たちが往来する。         雨中の漁 

☆19〈海浜
か い ひ ん

の漁師
り ょ う し

〉(紙本着色。北斎工房：。推定：北

斎と応
お う

為
い

。31.7×45.2) 

※海浜で漁の網を修理する男と、それを指差して何かを

指示している男。側で籠を持っている子どもや、弁当の

包みを持ち、赤子を背負う女がいる。海辺には波が寄せ、

沖には帆掛け船が浮かぶ。           

海浜の漁師 

☆20〈洗張
あ ら い は

り〉（紙本着色。北斎工房。推定二代戴斗
た い と

。31.7×45.4） 

※盥
たらい

で布を洗う男。横に渡した布に刷毛
は け

をかける男と、それを見ている赤子を背負った女。

布を干すために竿
さ お

で持ち上げる男たちを描く。二代戴斗
た い と

画とも。 

☆21〈素麺作
そ う め ん づ く

り〉（紙本着色。北斎工房。推定：二代戴斗
た い と

。31.6×45.4） 
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※民家の軒先で男女が素麺
そ う め ん

を作っている。座ってこね鉢の素麺の生地をこねている男と女。

細く伸ばした素麺を組んだ桁
け た

に掛け、棒で整えながら干す女。二本の棒に巻きつけた生地

を伸ばす作業をしている男女。 

☆22〈漆屋
う る し や

 ろうそく屋
や

〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎。31.5×45.3） 

※図の右には、「山形の下に久」と書いた定紋
じょうもん

と、「ひしや（菱屋）」と書かれた暖簾
の れ ん

の

掛かる店先で、大きな木
き

鉢
ば ち

に漆を塗る三人の職

人。。図の左には、「清浄三
せいじょうさん

徳
と く

」と書かれた蝋燭
ろ う そ く

を

象
かたど

った立看板があり、「三
さ ん

徳
と く

」と書かれた暖簾
の れ ん

の店

の中で、二人の男が蝋燭
ろ う そ く

を作っている。三徳は、

四谷
よ つ や

御門
ご も ん

外の蝋燭
ろ う そ く

問屋・三
さ ん

徳屋
と く や

治
じ

兵衛
へ え

の店。 

                 漆屋 ろうそく屋 

☆23〈提灯
ちょうちん

張
は

り〉（紙本着色。北斎工房。推定：北斎。31.5×45.3）        

※「参講中
さんこうじゅう

」と書き込まれた大提灯に台に乗って字を書く男。提灯の根の部分に赤い色づ

けをする男。側ですり鉢で顔料を擦っている男の後ろで、色付けしていない傘を竿
さ お

に繋い

で持ち上げている男がいる。傘屋も兼ねていた。提灯には、「江戸講中
え ど こ う じ ゅ う

」として「武蔵
む さ し

屋」

「江戸
え ど

屋」「千代
ち よ

田
だ

屋」「足立
あ だ ち

屋」「埼玉
さ い た ま

屋」「児
こ

玉
だ ま

屋」等の屋号が書かれている。この

図は『新板大道図彙
し ん ぱ ん だ い ど う ず い

』（文政 8年）の〈茅場
か や ば

町
ちょう

〉と同構

図である。フランス国立図書館では画題を「茅場
か や ば

町
ちょう

」

としている。 

大英博物館に、この絵に似た素描がある（紙本墨画。

27.9×40.1 『2007 北斎展図録』ｐ89）。 

提灯張り 

☆24〈雪
ゆ き

の渡
わ た

し〉（紙本着色。北斎工房。推定：魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

。31.7×45.3） 

※雪降る中、渡し舟には傘を差したり笠を被った人々が所狭しと乗っていて、船尾の船頭

が竿をさしてこれから出発しようとする様子。 

大英博物館には、この絵の素描がある（墨画。27.8×39．2 『2007 北斎展図録』ｐ

101）。 

☆25〈隅
す み

田川
だ が わ

風景図
ふ う け い ず

〉(紙本着色・大塚
お お つ か

八郎
は ち ろ う

。24.5×40.4) 

※図の右には、隅田川の百本
ひゃっぽん

杭
く い

が描かれ、河口には屋根
や ね

船
ぶ ね

が浮かぶ。空には鳥が数羽舞っ

ている。向こう岸には木々と家並み。全体に遠近法で描かれる。 

この図だけがオランダ紙が使われ、他の 24 図とサ

イズが違う。図の下に欧文が書かれ、「江戸におい

て、1826 年 4 月 おおつかはちろう」とあるとい

う。ここから作者は北斎の門人大塚
お お つ か

八郎
は ち ろ う

（道
ど う

庵
あ ん

）で

あり、この人物の何らかの介在で 25 図がスチウルレ

ルに渡ったと考察されている。    隅田川風景図 
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●肉筆画「行楽図
こ う ら く ず

」（文政 7年～9年〈1824～26〉。紙本着色一枚。無款。31.8×45.7 個

人蔵） 

※オランダ国立民族学博物館の 29点はオランダ紙に描かれているが、この絵は紙に描かれ

ているので、文政 9 年(1826)にヨハン・ウィ

レム・スチウルレルによって国外に持ち出さ

れたパリ国立図書館の 25 点の系統と思われ

る。北斎作か不明。 

 商人の女二人と男二人が行楽に行く途中

で、小高い丘を歩いている。後ろから赤子を

背負った女中と、棒に掛けた弁当を包む荷物

を担いだ丁稚
で っ ち

がついて行く。 

                      行楽図（『2017 北斎 富士を越えて展図録』より転載） 

●肉筆画「大川楼
お お か わ ろ う

上図
じ ょ う ず

」（文政7年～9年〈1824～26〉。紙本着色一幅。無款。31.6×45.5 

個人蔵） 

※オランダ国立民族学博物館の 29点はオランダ紙に描かれているが、上記「行楽図」同様、

この絵はオランダ紙ではなく、紙に描かれているので、文政 9 年(1826)にヨハン・ウィレ

ム・スチウルレルによって国外に持ち出されたパリ国立図書館の 25 点の系統と思われる。

北斎作か不明。 

 隅田川沿いの料亭の部屋で芸者二人がくつろいでいる。一人は立って 簪
かんざし

に手をやって、

しゃがんで三味線箱を持っている男の方を向い

ている。一人は、座って団扇を持ち隅田川を眺

めている。芸者の前には脚付きの赤い盆に料理

が乗せられている。隅田川には提灯をつけた屋

形船が何隻も浮かび、図の左の両国橋には提灯

を手にした群衆と、打ち上がる花火が描かれて

いる。 

大川楼上図（『2017北斎 富士を越えて展図録』より転載） 

【更に「江戸の風景」6 図発見】 

※平成 28年（2016）10月 23日「読売新聞」（朝刊）記事。 

「日本に西洋医学を伝えたドイツ人医師シーボルト（1796～1866）が持ち帰り、オランダ

のライデン国立民族学博物館が所蔵する作者不明の絵画 6 点について、同博物館のマテ

ィ・フォラー・シニア研究員は 22 日、「富
マ マ

嶽三十六景」などの作品で知られる江戸時代後

期の浮世絵師、葛飾北斎（1760～1849）の作品と判明したと発表した。 

 長崎市で開かれたシーボルト関連の国際学会で明らかにした。フォラー氏によると、日

本橋や品川などの江戸の街並みをモチーフにした水彩画 5 点と北斎原画の石版画 1 点。い

ずれも落款はなく、遠近法や明暗法などの西洋の技法が使われている。 
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 フォラー氏が 2 年前、ドイツの城に保管されていたシーボルト直筆の目録を発見。目録

には『江戸の絵師、北斎が描いた江戸図 6枚』などと書かれていたという」 

※同日「朝日新聞」記事では、目録に「北斎が西洋画の技法で描いた」とのシーボルトの

記述があったとしている。 

●肉筆画「江戸
え ど

の風景
ふ う け い

」（文政 6 年～9 年〈1823～26〉か。仮題。水彩着色 6 図。無款。オ

ランダ国立民族学博物館蔵） 

※江戸の風景を描いた 6 枚(一枚は原画の石版画)。筆致の趣から北斎弟子たちによる工房

の作品の可能性もある。画題はいずれも仮題であ

る。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

図
ず

〉 

※日本橋の向こうに江戸城と富士山が見える。手前

には多くの船が行き来している。遠近法による描写

で『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』の〈日本橋
に ほ ん ば し

〉の構図に近い。        

『江戸の風景』「日本橋図」 

☆〈両国
りょうごく

橋図
ば し ず

〉 

※両国橋西詰めに塔が建ち、岸辺には料理屋等が並ぶ。川にはたくさんの船が浮かび、図

の右に雪を被った富士山を描く。 

『江戸の風景』「両国橋図」 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

の岸辺
き し べ

〉 

※鐘ケ淵
か ね が ふ ち

当たりの風景と思われる。船着き場の岸辺に

は蔵が並び、そ

の前に帆かけ船

等が浮かぶ。 

『江戸の風景』「隅田川の岸辺」 

☆〈
（

品川
し な が わ

夜
よ る

の月
つ き

〉海に面した品川宿がひっそりと描

かれ、街道を行

く人もまばらで、月影に照らされている。海は手前が

濃く、沖に行くに従って薄くなるグラデーション。図

の左上に白い満月。 

『江戸の風景』「品川夜の月」 

☆〈冬
ふ ゆ

景色
げ し き

〉図の右には、雪を被った木々の間から

芝増上寺
し ば ぞ う じ ょ う じ

の屋根が見える。前の広い道には、雪降る中

をぽつんと五人の人物が描かれる。遠近法が強調され画面中央に収束する一点描視となっ

ている。       

 

http://mag.japaaan.com/archives/44593/201610220004_000


534 

 

『江戸の風景』「冬景色」 

●肉筆画「合
あ わ

せ鏡
かがみ

見
み

美人図
び じ ん ず

」（北斎工房。94.2×33.0

シーボルトの注文によるものか。着色

一幅。無款。オランダ国立民族博物館

蔵）  

※2021年 2 月のすみだ北斎美術館「筆
ひ っ

魂
こ ん

」展では、前北斎戴斗筆、印葛しか、個人蔵としている。くの字に反

るように立って合わせ鏡をする花魁。右手に持った手鏡に女の顔が映って

いる。袖から出た赤い襦袢や足元から見える青い着物の裾の縁取りは、チ

リチリと呼ばれる北斎の特徴的な描き方。 

合せ鏡見美人図（オランダ国立民俗学博物館） 

●肉筆画「花魁
お い ら ん

道中図
ど う ち ゅ う ず

」（文政 6年～9年〈1823～26〉

か。北斎工房。シーボルトの注文によるものか。着色

一幅。無款。86.2×31.5オランダ国立民族学博物館蔵） 

※『北斎肉筆画大全』による。白地に花模様の散らされた簪
かんざし

を挿した

花魁が道中をしている図。大きな牡丹模様の前帯を抱くように締め、赤

い裏地の仕掛
し か け

（打掛
う ち か け

）を肩からずらして着て、前裾を右手で少し持ち上

げて、首を前に傾けている、襟元から見える襦袢の模様は簪
かんざし

の模様と

同じ。背景は地潰しで、花魁一人だけが描かれる 

花魁道中図（オランダ国立民族学博物館） 

【大英博物館所蔵の素描】  

作品の所在は不明だが、大英博物館には以下の素描もある。北斎工房で仕上げ、海外売

却の予定だったか。 

☆〈大工
だ い く

〉（文化 8年頃：1811 無款。紙本墨絵。27.7×39.2） 

※ 鋸
のこぎり

を挽
ひ

く職人。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』〈遠江
とうとうみ

山中
さんちゅう

〉（天保 2年）と『百人一首宇波
ひ ゃ く に ん い っ し ゅ う ば

かゑと

き』〈春
は る

道列樹
み ち の つ ら き

〉にも同画趣がある。 

☆〈橋
は し

を渡
わ た

る男女
だ ん じ ょ

〉（文化 8年頃：1811 無款。紙本墨絵。28.0×40.2） 

※農家の庭先で彩色等の仕事をする男女。その側の小川の小さな橋を渡る男女。 

☆〈幟
のぼり

の柱立
は し ら た

て〉（文化 8年頃：1811 紙本着色。無款。27.6×39.2） 

※幟
のぼり

用の太く長い柱を立てるため、梯子に柱の先頭を掛けて持ち上げようとする男たち。

柱の根元を動かないように肩で支える三人の男。 

●読本『還魂紙料
か ん ご ん し り ょ う

』(「すきかへし」とも。随筆風。二冊。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。為一写。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

・鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

他版 早稲田大学図書館/国立国会図書館蔵) 

※「千年
せ ん ね ん

飴
あ め

売り」「若衆
わかしゅう

木偶
にんぎょう

」など北斎の画風ではなく、古画をそのまま模写した絵とな

っている。画中に、葛飾為一筆・為一模・為一写などと記している。 
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なお書名については「コト 

バンク」『世界大百科事典第２ 

版の解説』）では「原本の版心

注にある〈すきかへし〉を書名

にする向きもあるが、同年刊の

種彦
た ね ひ こ

の合巻に自身（「かんごん

しりょう」と）音読している」

と説明している。     

『還魂紙料』若衆木偶（早稲田大学図書館） 

注）版
は ん

心
し ん

：和装本で各頁の折り目の余白部分（前小口
ま え こ ぐ ち

）。 

●狂歌本『狂
きょう

歌
か

正
しょう

流
りゅう

百
ひゃっ

花
か

鳥
ちょう

』(一冊。北斎・北渓
ほ っ け い

画。全亭
ぜ ん て い

正直
しょうじき

編) 

※「浮世絵文献資料館」による。 

●狂歌本摺物『蓮華
れ ん げ

台
だ い

 万
よろず

徳
と く

成
な り

翁
お う

追善集
ついぜんしゅう

』（『万屋
よ ろ ず や

徳
と く

右
え

衛門
も ん

追善狂
ついぜんきょう

歌 集
きょうかしゅう

』とも。6月。

一冊。万
よろず

徳
と く

成
な り

編輯。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

撰。為一筆。一図のみ描く。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※山田
や ま だ

徳
と く

右
え

衛門
も ん

注の七周期追善として刊行された。北斎の画は、凌霄花
のうぜんかづら

と思われる赤い花にとまる虻
あ ぶ

を一図描く。 

注）山田
や ま だ

徳
と く

右
え

衛門
も ん

は、万
よろず

徳
と く

成
な り

の父。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）門下の狂歌作

者。本書は、狂歌の外、和歌・漢詩・画によって編
あ

まれている。 

※石川雅望の序文に「徳
と く

成
な り

ぬしの父なるひと、うせ給
た ま

ひてより、よつの

ときなゝかへりにそ
ぞ

なりにたる。け
げ

にとしつきのなか
が

れはやきこと、い

まさらにおと
ど

ろかれて、そゝ
ぞ

ろになみた
だ

のみいて
で

く。（略）」とある

（句読点、ルビは筆者による）。 

●肉筆画「鍾馗図
し ょ う き ず

」(絹本墨絵一部淡彩一幅。前北斎為一筆。印葛し

か。102･2×30･4 熊本県立美術館蔵) 

※表装裏書に「文政九戊
い ぬ

年五月 戸塚
と つ か

弥
や

吉
き ち

 四代目弥
や

吉
き ち

」とある。図上

部に太い黒の二本線が横に引かれているのは幟
のぼり

を意識したためともいわ

れる。画面のやや右方向を睨み、左足を前に出して立つ堂々とした鍾馗

を墨絵風に描く。               鍾馗図（熊本県立美術館） 

●扇面画「子規
ほととぎす

と萩図
は ぎ ず

」（着色一枚。為一筆。印一人人形） 

※扇の右半分に、萩の白い花が咲いている上を鳴きながら飛ぶほととぎすを描く。 

 

文政
ぶ ん せ い

10（1827）丁
ひのと

亥
い

 68 歳 （葛飾
か つ し か

戴斗先生
た い と せ ん せ い

）、東都
と う と

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

敬画
け い が

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、□印葛
か つ

しか：こと（57歳）、阿
お

栄
え い

（30歳）、孫
ま ご

(18歳) 

◇3月 26日（西洋暦）、ベートーヴェン没（58）。 



536 

 

◇5月 6日、シーボルトの娘
むすめ

楠本
く す も と

イネ生。 

◇5月 16日、町芸者 21名が華美の衣服・髪飾りを取り上げられ過料に処せられる。同禁止

のお触れは文政 7年 6月 19日にも出ている。 

◇7月 29日、江戸市中でみだりに日傘を使用することを禁じる。 

◇7月、東西
と う ざ い

庵
あ ん

南北
な ん ぼ く

没（60余）。 

◇8月 13日、菅茶山
か ん ち ゃ ざ ん

没（80）。 

◇11月 19日、小林一茶
こ ば や し い っ さ

没(65)。 

◇柳島
やなぎしま

妙見寺
み ょ う け ん じ

境内に歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

の筆塚が建立される。 

 

★4月 29日、川柳の会（桜木会
さ く ら ぎ か い

。文志
ぶ ん し

評）に出席、2 句詠む（『年譜』による）。 

★5月 22日、川柳の会（名木
め い ぼ く

月並会
つ き な み か い

。克己
こ っ き

評）に出席、1句詠む（『年譜』による）。 

★6月 5日、川柳の会（五堂
ご ど う

随評）に出席、1句詠む（『年譜』による）。 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』93扁に 27句、95扁に 2句、96扁に 8句載る（『年譜』による）。 

【柳多留 93扁】 

☆ぼんぼりで追人
お っ て

のかかるきり〲す 卍（盗人の追っ手のようにキリギリスの居場所を娘が雪洞で照らす） 

☆七日には迯
の が

れ八日につるされる 卍（貧乏人の七草粥にはない薺
なずな

が翌日には虫除けで行灯に吊される。

別解：正月七日に外す松飾りは八日に逆さに吊るし、九日の夷
えびす

祭りに備える） 

☆まじ〲
ま じ

と馬の見て居る麦畠 卍（麦畑の男女の交わりを、馬がまじまじと見つめている） 

☆張
は り

ぬきの兜
かぶと

幟
のぼり

の波しずか 卍（張り子の兜や幟でも、波静かな穏やかな世では濡れて崩れることもなし） 

☆金魚売
き ん ぎ ょ う り

網代
あ じ ろ

の魚や籠の蟹 卍（金魚売りが秋には網代に魚を乗せ籠に蟹を入れて魚屋になって売りに来る） 

☆鬼一ト口に白玉の露もなし 卍（白玉の露もないほど鬼に食べられた姫。『伊勢物語』「芥川」を踏む） 

☆八
は ち

兵衛
べ え

計畧
けいりゃく

舩
ふ な

橋
ば し

を引
ひ い

て迯
に

げ 卍（八兵衛と呼ばれる舟橋の女郎は男を誘って金を取って逃げる） 

☆なまりぶし反
そ

リを打
う つ

程
ほ ど

安くされ 卍（鰹の生節のように刀の反りを返して人を脅す侍の安っぽさ） 

☆悪魔をバ除
じ ょ

す日除
に ち じ ょ

の下手鍾馗
へ た し ょ う き

 卍（悪魔退治の鍾馗の幟も下手な絵で、色あせた日よけになった） 

☆金魚売
き ん ぎ ょ う り

網代
あ じ ろ

の魚
さかな

や籠の蟹（他者評で前出） 

☆七日をバのがれ八日につるされる 卍（他者評で前出。但し、表記に異同あり） 

☆女夫
み ょ う と

石
い し

割れぬ先きハ転び
こ ろ び

合
あ い

 卍（夫婦岩も二つに割れる前に、抱き合うように夢中に転び合っている） 

☆泥水でお玉
た ま

いけなく成ツてゐる 卍（泥水と言われる遊郭で自分の持ち物もオタマジャクシのようなった） 

☆花うるし吉野の紙を二タ重
え

ごし 卍（上質な二重に晒した花うるしの紙を蒲団の中で当てる恥ずかしさ） 

☆染替
そ め か え

し秋は千種
ち ぐ さ

の裏
う ら

よし野
の

 卍（秋の着物の染め直しに金がなく、表は千草だが裏は春の吉野の桜のまま）

☆秋果
は て

て見られぬ面
つ

ラの種
た ね

茄子
な す び

 卍（種を採る種茄子も秋の終わりには色あせて皺だらけ。老妻もまた同じ） 

☆立
た ち

手水
ち ょ う ず

嵯峨野
さ が の

で佛
ほとけ

御開帳
ご か い ち ょ う

 卍（嵯峨野の清涼寺の御開帳で水を掛けるお身拭いは、まるで立ち小便のよう） 

☆君が代ハ旗ざほまでが寐
ね

てくらし 卍（君が代の平和な世には戦の旗竿までも用がなしで寝て暮らす） 

☆帰依仏
き え ぶ つ

と悟らで作る雪達磨 卍（帰依仏とも知らないでやがて消えてしまう雪達磨を作っている） 

☆灰吹
は い ふ き

に烟
け む

リの残る暮の客 卍（吸い殻落としの灰吹きの煙が消えないほど年末には来客が絶えない） 

☆塗り桶
お け

程に駒止
こ ま ど

メの雪の朝 卍（綿摘みの塗り桶程の高さに雪が積もり、吉原へ馬も通えぬ朝になった） 
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☆股引
も も ひ き

の牡丹を探す角兵衛獅子 卍（角兵衛獅子が股引の間を覗くような仕草。獅子に牡丹の言葉通り） 

☆我ものを握る片手のぬくめ鳥 卍（鷹が小鳥を使えて足を温めるように我が逸物を握って手を温める） 

☆西村
に し む ら

御見舞
お み ま い

大仏
だ い ぶ つ

様
さ ま

御怪我
お け が

 卍（大仏様が怪我をして、神田鍛治町の鋳物師西村様がお見舞いでお直しもす

る） 

☆田
た

毎
ご と

〱
たごと

月に蓋する薄氷 卍（姥捨山の「田毎の月」にそれぞれ蓋をするように薄氷が張っている） 

☆塗り桶
お け

程に駒止
こ ま ど め

の雪の朝 卍（他者評で前出。但し、表記に異同あり） 

☆南天
な ん て ん

を水の鏡の裏もやう 卍（「年譜」では「もよふ」。手鏡の裏の南天模様のように手水鉢に庭の南天

が写っている） 

【柳多留 95扁】 

☆七百八十文草鞋
わ ら じ

とも申されず 卍（一足 16 文の草鞋も 47 足をさし銭にして 780 文の価値。忠臣蔵四十七

士を踏まえる） 

☆相番
あ い ば ん

は堀部
ほ り べ

尻ごみする力
り き

弥
や

 卍（堀部安兵衛との相宿は、美少年の大石力弥（主税）も尻込みする） 

【柳多留 96扁】 

☆水かげん亭主産所
さ ん じ ょ

にきゝに来る 卍（妻が産気づき、亭主がお三どんの水加減を産所に聞きに来る） 

☆落すなよ小僧小二
こ に

朱
し ゅ

を団子にし 卍（小僧は小さい二朱銀を団子のように握りしめて吉原行きか） 

☆南無ブッと異香
い こ う

薫
く ん

ずる仏の屁 卍（読経の最中に普段の線香と違う匂いがしたのは仏の屁か） 

☆髭抜きの鏡大キな面
つ ら

でかし 卍（髭抜きのための小さな鏡を大きな顔で貸してくる） 

☆南無ブッと異香
い こ う

くんずる仏の屁 卍（他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

☆気違ひのとらまえたがる稲光り 卍（気違いが捕まえたがるほどの一瞬の稲光だ） 

☆落スなよ小僧小二
こ に

朱
し ゅ

を団子にし 卍（他者評で前出。但し、「落すなよ」が「落スなと」となっている） 

☆鹿のくそ奈良の晒
さ ら

シ
し

の弐度
に ど

洗ひ 卍（高級な奈良晒の布も下に落とすと鹿の屎で二度洗う羽目になる） 

【卒中を患うも自家薬で回復する】 

★この頃、卒中
そっちゅう

注を患うが自家製の薬で回復する。 

※「二十四時たゝざる内に用ゐる。二十四時半時かけてもきゝます。極
ご く

上々
じょうじょう

の酒壱合
さ け い ち ご う

、ゆ

ず一ツ、こまかにきざみ、どなべにてしづかに、につめ、水あめくらいににつめ、さゆに

て二度くらいにもちゆる。たねは、につめた上にて、とりすて 候
そうろう

。」(北斎が製法を、狂

歌をよくした戸崎
と ざ き

文志（本所
ほ ん じ ょ

石原町
いしわらちょう

の菓子商・名物：石原おこし）に伝えたものを清水
し み ず

晴風
せ い ふ う

が写す。『葛飾北斎伝』ｐ133)。 

注）卒中：『葛飾北斎伝』ｐ133の脚注によれば「中風
ちゅうぶう

」とある。 

※自家薬製法の図あり（ｐ134）。 

（図中の書き込み）「竹へ
べ

らにてきざみ 候
そうろう

。庖丁、小刀、鉄、銅の類
たぐい

はきらひ申 候
もうしそうろう

」

「鍋、鉄銅はきらひ申 候
もうしそうろう

」（「どなべ」と書き入れた鍋が火にかけてある図あり） 

※柚子
ゆ ず

は『新著
し ん ち ょ

料理
り ょ う り

 柚
ゆ う

珍
ち ん

秘密箱
ひ み つ ば こ

』(器土堂
き ど ど う

著。天明 5年：1785。柚子の料理本。国立国会

図書館蔵)に「柚
ゆ ず

薬
くすり

酒
ざ け

の仕方」など、柚料理の多くを書いた本が出るほど体に良いものと

認識されていた。 
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※林綾野『浮世絵に見る江戸の食卓』（美術出版社 2014 年）には「北斎のさ
そ

つちうのく

すり」として、作り方を解説している（ｐ86）。 

「材料（約 4杯分）酒 3合、柚子
ゆ ず

3個 

１、竹べらで柚子の皮をむき、細かく刻む  

２、柚子の果汁を絞っておく  

３、土鍋に酒と１の皮、２の果汁を入れ、弱火で 3 時間程煮詰める。途中、焦げつかない

ようにかき回しながらゆっくり煮詰める  

４、白湯に３を適量入れ、かき混ぜていただく  

「煮詰めやすいように酒 3 合とした。甘みの強い酒であれば柚子の強い香りとなじみやす

い」 

 

●俳書『安詞廼比斗茂渡
あ し の ひ と も と

』（「安詞乃比斗茂渡
あ し の ひ と も と

」とも。後摺では『あしのひともと』。内

題は「芦
あ し

の一
ひ と

もと」とある。一冊。田喜庵
た き あ ん

護物
ご ぶ つ

輯
しゅう

。無款。 英
はなぶさ

大助
だ い す け

・須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

等版。

早稲田大学図書館蔵) 

※『年譜』では、「本書中「田喜庵著述目録」に「記中名所之図 芭蕉翁肖像 北斎為一

画」とあるが、画風よりみて名所図は北斎か否か未定」としている。 

※松尾
ま つ お

芭蕉
ば し ょ う

の『幻
げ ん

住
じゅう

庵記
あ ん の き

』（元禄 3 年：1690）の注釈書）巻頭の 3 頁に勢多
せ た

の唐橋
か ら は し

など

湖南
こ な ん

の風景（2図）を描くが、北斎かどうか未定。 

●絵手本『万職図考
ば ん し ょ く ず こ う

』初編（葛飾戴斗先

生画。群玉堂：河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

、須原屋
す は ら や

新兵衛
し ん べ え

他版。大英博物館/国立国会図書館

蔵） 

※染色・根付
ね つ

け・煙管
き せ る

その他の職人のた

めのデザイン集。二編・三編は天保 6 年

（1835）刊。四編・五編は没後の嘉永 3年

（1849）刊。為一期であるが、落款の

「葛飾戴斗先生」は版元がつけたものか。      万職図考初編（大英博物館） 

●俳諧本『繡像
しゅうぞう

 俳諧三十六句仙
は い か い さ ん じ ゅ う ろ っ く せ ん

』（淡彩一冊。吡仙斎松雨
ひ せ ん さ い し ょ う う

撰。東都葛飾為一画）巻末に

「文政十丁亥年刻成」とある（『年譜』による）。 

 繍像とは、肖像画と同義。 

●肉筆画「歌
う た

占図
う ら ず

」（「新年の歌売り」とも。紙本淡彩掛物一幅。文政十丁
ひのと

亥
い

正月二日筆

始 北斎為一敬画。印葛しか。124.0×50.5 大英博物館蔵） 

※歌
う た

占
う ら

は、和歌を書いた短冊
た ん ざ く

を弓に付けて、客が引いた短冊によって占いをして歩いた者。

神の託宣
た く せ ん

は和歌の形を取ると考えられていた。和歌は伝統的なものではなく、民間伝承的

な和歌であったという。この図は、伊勢
い せ

安濃津
あ ん の つ

で客死した世阿弥
ぜ あ み

の長男、観世元
か ん ぜ も と

雅
ま さ

（1394
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頃～1432）を題材にしたものとの説あり。手に弓を持ち、和歌を書い

た短冊を付けて占いをする狩
か り

衣
ぎ ぬ

姿の男が立っている図。 

歌占図（大英博物館蔵） 

●摺物下絵「月宮殿嫦娥之遊
げ っ き ゅ う で ん じ ょ う が の あ そ び

 報
ほ う

条
じょう

」（墨摺。北斎改為一画。

森屋治兵衛
も り や じ へ え

版。ボストン美術館蔵） 

月宮殿嫦娥之遊 報条（ボストン美術

館） 

※浅草
あ さ く さ

奥山
お く や ま

〈浅草寺の裏一

帯〉の見世物摺物の下画を描

く。中央に、雲の上を行く牛

車、その脇で、うかれ星（北

斗七星か）の形を作って、傘

を被って踊る七人。中央下には、糸繰
い と く

り機械と仙

女二人が描かれる。 

●肉筆画「花
か

和尚図
お し ょ う ず

」（文政 6年～9年説もある。「花和尚魯
か お し ょ う ろ

智
ち

深図
し ん ず

」

とも。絹本着色一幅。葛飾北斎為一筆。印葛しか。105.5×42.4 個人

蔵） 

※鉄棒を両手で振りあげ、隆々たる右足を上げ、上半身裸の男は、

『水滸伝
す い こ で ん

』に登場する僧魯
ろ

智
ち

深
し ん

である。義賊 108 人の一人。魯
ろ

智
ち

深
し ん

の

友人の暗殺を企てた男二人を脅かすために鉄棒で松の木をなぎ倒すと

いう『新編水滸伝
し ん ぺ ん す い こ で ん

』初編巻之八の一場面を描いたもの。図の上には千

鳥が三羽が驚いて飛び去っている。 花和尚図（『2007 北斎展図録』より転載） 

 

文政
ぶ ん せ い

11（1828）戊子
つちのえね

 69 歳 （北斎戴斗
ほ く さ い た い と

老人
ろ う じ ん

）、月痴
げ っ ち

老人為一
ろ う じ ん い い つ

、

前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

先生、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

写、前北斎
さきのほくさい

、為一
い い つ

、□印一人
ひ と り

人形
にんぎょう

、二人
ふ た り

人形
にんぎょう

：こと（58歳）、阿
お

栄
え い

（31歳）、孫
ま ご

(19歳) 

◇1月 13日、狩野
か の う

芳
ほ う

崖
が い

生（～1888）。 

◇4月 16日（西洋暦）、ゴヤ没（83）。 

【シーボルト事件勃発】 

◇8 月 9 日、帰国の際、先発したオランダ船が難破、暴風で飛散したシーボルトの荷物の

中に日本地図があったことにより、10 月 10 日、シーボルトに日本地図を渡した書物奉行

高橋景
た か は し か げ

保
や す

ら 38名が投獄となった。幕府が返還要請したが拒否したため出国停止処分になり、

11 月に商館長預かり、12 月に長崎出島に幽閉された。翌文政 12 年 9 月、帰国命令。12 月

5 日、退去となる。 
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シーボルトは、北斎から直接受け取った『北斎
ほ く さ い

写真画
し ゃ し ん が

譜
ふ

』（文化 11年：1814）や同時期

の『北斎漫画 初版』等を持ち帰り、ウイーンとパリの図書館に 4 冊寄付する。これら以

外にも北斎の『武器
ぶ き

・武具帖
ぶ ぐ ち ょ う

』注(東京国立博物館鑑定)があり、北斎の信州小布施
お ぶ せ

行きの

理由として、幕府からの追及を逃れるためという説がある（荒井勉『北斎の隠し絵』）。 

注）『武器
ぶ き

・武具帖
ぶ ぐ ち ょ う

』：北斎工房の大塚
お お つ か

八郎
は ち ろ う

によると推定されている画図帖か。 

◇永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

から『北斎漫画』の二編～十編の版木を購入、初編の全部を

彫り直して「初編」の文字を入れ、改めて従来の十冊に更に十冊を加えた二十冊とする計

画を立てる。その旨を十一編の序文で柳亭種彦
りゅうていたねひこ

が記している。 

◇11月 7日、本居春庭
も と お り は る に わ

没（66）。 

◇11月 29日、酒井抱一
さ か い ほ う い つ

没（68）。 

 

★1･2月頃に川柳の号に「万
ま ん

字
じ

」を用いる（『年譜』による。⇒文政 6年記事参照）。 

★1月 12日、川柳の会（小舟初会。金成
か ね な り

評）に出席、2句詠む（『年譜』による）。 

★1 月 28 日、川柳の会（王子
お う じ

稲荷
い な り

奉納
ほ う の う

額面
が く め ん

。綾丸
あ や ま る

評）に出席、1 句詠む（『年譜』によ

る）。 

★2 月 28 日、川柳の会（吉例相撲武蔵野
む さ し の

会。成安
な り や す

評。催主：風松）に出席、2 句詠む

（『年譜』による） 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』97 編に 2句、98 編に 4 句、99編に 6 句、100 編に 3 句、101 編に 10 句、104

編に 6句、105編に 12句載る(『年譜』による)。 

【柳多留 97扁】 

☆皮切
か わ き

りといふ面
つ

ラで見る遠眼鏡
と お め が ね

 卍（宿六心配『謎解き北斎川柳』では「面
つら

」。遠眼鏡を除く顔は、灸を

据える時のような顔をしている） 

☆明徳
め い と く

の道
み ち

捨
す て

仮名
が な

の拾ひ読ミ 卍（明徳の道者が、実は漢文の捨て仮名だけ読んで分かった振りしている） 

【98扁】 

☆あつたら冨士を宿なしの夢に見せ 卍（田中聡『北斎川柳』では文政 10 年。めでたい冨士をあたら宿な

しが夢にみるなんて） 

☆留女
とめおんな

金剛
こ ん ご う

杖
づ え

をシャにかまへ 卍（田中聡『北斎川柳』は文政 10年。宿の客引き女が修験者の杖を奪い合っ

て客引きをする） 

☆アツタラ不二を宿なしの夢にみせ 卍（他者評により前出。但し、表記の異同あり） 

☆除夜更
ふ け

てなが雪隠
せ っ ち ん

の二年越シ 卍（田中聡『北斎川柳』では文政 10年。暮れの長雪隠で年をまたぐ。掛け

取り遁れか） 

【99扁】 

☆立チながらこそ細
ほ そ

布
ぬ の

ハおつぱづれ 卍（奥州の名産・小さい細布のように立ち仕事では六尺褌が外れる。

能因「錦木はたてながらこそ朽ちにけれ けふのほそ布胸あはじとや」を踏まえる） 

☆摺子
す り こ

木
ぎ

をぬきたに寺の秋
あ き

牛蒡
ご ぼ う

 卍（寺では、すりこ木で砧打ちのように秋の牛蒡を 俎
まないた

の上で叩いている） 

☆皮きりといふ面
つ ら

でみる遠眼鏡 卍（他者評により 97扁に前出。但し表記に異同あり） 
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☆附
つ け

びんの綱わたりする土用干
ど よ う ぼ し

 卍（鬢付け油の匂いがする若妻が、土用干しの綱の前を行ったり来たり） 

☆寺の風呂敷にあはれな子もち筋
す じ

 卍（祝いで使う子持ち筋模様の風呂敷を持って亡き人の供養はあわれ

だ） 

☆御宝
お た か ら

紛失と褌
ふんどし

たつ
ず

ねてる 卍（歌舞伎の「だんまり」の仕草同様、自分の褌はどこかと探す風呂上がり。

別解：吉原帰りに、夕べの立派なお宝はどこへ行ったと褌が訊ねている） 

【100扁】 

☆秋の蠅しきりに拝ム蓮の飯 卍（田中聡『北斎川柳』では文政 10年。盂蘭盆に備える蓮飯にしきりに手を

合わせている秋の蠅） 

☆継子
ま ま こ

ハ寐
ね

せぬ碪
きぬた

の片手うち 卍（夜まで寝させずに、砧で重い木槌を片手で打たせる継子いじめ） 

☆唐
と う

の下女ハルシヤ革
か わ

ほどひゞがきれ 卍（外国の下女はペルシャ革の巾着のようにあかぎれているか） 

【101扁】 

☆山吹は目の一ツだになくて貸し 卍（山吹色の小判を貸す金貸しには目のない盲人が多い。太田道灌の

故事にある「七重八重花は咲けども山吹の 実の一つだになきぞかなしき」を踏まえる） 

☆月並
つ き な み

ハ浚
ざ ら

ふ天狗に引ク河童 卍（一般に、天狗は人を攫
さら

い河童は池に引きずり込む。お復習いごとも三味

線など弾くものから始めるが普通） 

☆残念だのんしと巴
ともえ

生捕
い け ど

られ 卍生（巴御前を生け捕ったが「残念だのんし、わちきは女でありんす」と） 

☆山吹は目の一ツだになくてかし 卍（他者評により前出。但し、表記の異同あり） 

☆墨
す み

壺
つ ぼ

の口も干
ひ

上
あ が

ル下手
へ た

大工 卍（下手な大工に仕事がなく墨壺の墨も干上がってしまう。墨壺は女陰の意） 

☆瘡
か さ

森
も り

ハ花ヘかけての願
が ん

ほどき 卍（梅毒から守るという笠森稲荷に花見にかけて鼻が欠けぬよう願掛けに） 

☆兀
は げ

ツテウ
ち ょ う

髪なしの月の余しもの 卍（禿の者は、髪がないので神無月の利益もない余計者だ） 

☆御法便
ご ほ う べ ん

蟹の目玉の仕舞い所
ど

コ 卍（蟹の目玉の収め所は、出たり入ったりに便利よく出来ている） 

☆チヤンパカと言
い わ

るゝ唐
と う

のはげあたま 卍（意味不明。『年譜』見られる句） 

☆真青な人形遣
つ か

ふ六夜
ろ く や

まち 卍（田中聡『北斎川柳』は「まち」が「待」。正月と 7 月の 26 日の月に阿弥

陀・観音・勢至の三尊が現れる。その日の酒宴に紺屋の職人が踊り、突き出した指が青い人形のよう） 

【104扁】 

☆秋
あ き

津島
つ し ま

とんぼてかつぐ関
せ き

手前 卍（日本一の吉原の門前まで、前二人、後一人のトンボの籠で見栄をはる） 

☆河童の皿に豆
ま め

蟹
が に

の居候 卍（河童の皿に小さな蟹が居候のように乗っている） 

☆つれ〲
づ れ

に焼き芋を喰ふよし田
だ

町
ちょう

 卍（場末の本所吉田町の夜鷹は暇に任せて焼き芋を食う。吉田兼好

『徒然草』を踏む） 

☆山伏の野屎
の ぐ そ

梵
ぼ ん

字
じ

のやうにたれ 卍（山伏は有難い梵字のような形の野糞を垂れる） 

☆土佐
と さ

駒
こ ま

も附
つ

ケ太皷
だ い こ

程たゝいてる 卍（土佐馬は大きな腹を、大きな鼓のように自分の逸物で叩いている） 

☆蛇晝寐
ひ る ね

煙簡
え ん と う

（筒）のやうな欠
あ く

びする 卍（蛇が昼寝から冷めて煙筒：円い筒のような大あくびをする） 

【105扁】 

☆泥水で白くそだてたあひるの子 卍（泥水のような岡場所で田舎娘も垢抜けた遊女に育てられる） 

☆龍王の石
せ き

痳
り ん

蛸
た こ

に吸ひださせる 卍（龍王は結石を蛸に吸い出させる。蛸は遊女のも意味する。「勾践の会

稽の恥」を踏む） 
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☆龍王の石
せ き

痳
り ん

蛸
た こ

に吸ひ出させ 卍（他者評により前出。但し、表記の違いあり） 

☆百人一首下女さねかづら嘘だ〱
嘘 だ

 卍（「名にし負はば逢坂山のさねかづら人に知られでくるよしもがな」

の意味も知らない下女が女性器の陰核を示す「さね」を聞いて、高貴な女性がそんなことを言うはずがない、嘘だ） 

☆蔭
か げ

清くその儘
ま ま

繪
え

がくまどの梅 卍（蔭さえも清く見える窓の梅をそのまま絵にしたことだ） 

☆繰
く

り出して打
う ち

法蔵寺
ほ う ぞ う じ

縄
な わ

轆轤
ろ く ろ

 卍（法蔵寺では轆轤に使う縄を繰り出しては打って強くする） 

☆人が見たなら蛇になれくすね銭 卍（くすねた銭を藁縄に通した指し銭を、人が見つけたら蛇だと言え） 

☆ヘンペンヒヤヘタ三ツ口のほとゝぎす 卍（初夏の時鳥がヘンペンヒャヘタと鳴くのは三ツ口だからか。

宿六心配『謎解き北斎川柳』では「ヘッペン」） 

☆尻て
で

ひり口て
で

まねする鸚鵡
お う む

の屁 卍（鸚鵡は尻で屁をひり、口でその音を真似する） 

☆梅
う め

若
わ か

の土手を惣
そ う

太
た

の塩かつお 卍（梅若忌には梅若を攫
さら

った惣太と同じ名の塩漬け惣太鰹の切り身で供養） 

☆ほんねどふしると松戸
ま つ ど

の大
お お

茂
し げ

り 卍（「ほんとにどうするの」と松戸の田舎言葉で、松戸の松の大茂り

のように情深く言われても） 

☆行戻
い き も ど

り五百里
ご ひ ゃ く り

虎の病ミあがり 卍（一日千里を行く虎でも病み上がりでは往復五百里ぐらいだろう） 

【妻こと没す】 

★6 月 5 日、後妻こと没す（58 歳）。「性
せ い

善
ぜ ん

院法屋妙授
いんほうおくみょうじゅ

信女
し ん に ょ

 文政十一年戌子
つちのえね

歳 六月五

日」と関東大震災前の北斎の墓碑銘にあるという。また、誓
せ い

教寺
き ょ う じ

過去帳に、施主「川村
か わ む ら

北

斎」とあるという（『年譜』による）。 

 川村家はこと女の実家で「施主が川村北斎となっているのは、葬式を金銭的に川村家が

出したために、寺の方で間違って川村北斎としたのではないだろうか」（田崎暘之助『浮

世絵の謎』ｐ156）という。一方で、川村家は北斎の実家とする説もある⇒宝暦１０年条

参照。 

★本稿では、娘阿栄
お え い

は文政 3 年（1820）に南沢
みなみさわ

等
と う

明
め い

と離婚としているが、あるいは本年に

離婚して、ことの没後北斎と同居したか。⇒文政 3年条参照。 

【ドラ孫を永寿堂に奉公に出す】 

★ことの 49日の法要後、一時預かっていた孫を永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

（西村屋与八
に し む ら や よ は ち

）に奉公に出す。鳶
と び

の

者になるといって父柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

の家を飛び出したドラ孫が北斎の家に住み着いていたらしい。 

「（長女阿
お

美
み

与
よ

）この女子のうミたる外孫を、北斎寵愛して養育するか
が

、人と成るに及び

放蕩によりてこれを重信に返せしに、鳶
と び

の者にならんを欲して、父の家にもあらずなりに

き」（曲亭馬琴『後の為の記』「国立国会図書館デジタルコレクション」より） 

 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す こ で ん

』（正月。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

訳。英平吉
は な ぶ さ へ い き ち

版。文化 3 年：1806 よりの続刊〈奥

付は文化 2 年〉。この年に完成か。「二編三編追次出板して、文政十一年に完成せり」

（『葛飾北斎伝』ｐ287）とある。全九編九十一冊（初編十一冊。二編～九編は各十冊）

早稲田大学図書館/国立国会図書館蔵。挿絵は前北斎(二代戴斗
た い と

も混じるか)。第七編六十一

巻以降は葛飾戴斗とあるが、同落款の使用時期や筆致から二代戴斗の可能性あり（『葛飾

北斎伝』ｐ188注１)。 
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【『水滸画伝』は北斎の画で売れる】 

※『馬琴書翰集成
ば き ん し ょ か ん し ゅ う せ い

』文政十一年正月十七日 殿村篠斎
と の む ら じ ょ う さ い

宛書簡 

「水滸画伝
す い こ が で ん

著述之事
ち ょ じ ゅ つ の こ と

、去
さ る

冬
ふ ゆ

あらまし得貴意
き い を え

候
そうろう

通
と お

り、板元
は ん も と

并
ならび

ニ画工
が こ う

へも意味合
い み あ い

有之
こ れ あ り

、其上
そ の う え

水滸伝
す い こ で ん

ハ勧懲之
か ん ち ょ う の

為
た め

、愚
ぐ

意
い

ニ応
お う

じ不申
も う さ ず

もの故
ゆ え

、堅
か た

くことわり、繰
く

り遣
や り

し不申候
もうさずそうろう

。依之
これにより

、板元
は ん も と

英
はなぶさ

や、高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

ニ訳文
や く ぶ ん

ヲたのミ、画
え

ハ北斎
ほ く さ い

ニかゝせ、彫立
ほ り た て

候
そうろう

よしニ御座候
ご ざ そ う ろ う

。けいせい

水滸
す い こ

伝
で ん

より通俗水滸伝
つ う ぞ く す い こ で ん

も引
ひ き

立
た て

られ候而
そうらいて

、はやり出
い だ

し 候
そうろう

事故
こ と ゆ え

、出板候
しゅっぱんそうらわ

ハゞ、画伝
が で ん

も多
お お

くう

れ可申候
もうすべきそうろわ

半哉
ん か な

と存 候
ぞんじそうろう

。但
た だ

し蘭山
ら ん ざ ん

ハ、相識
そ う し き

ニなどハ一向
い っ こ う

疎
う と

く、且
か つ

戯作
げ さ く

之
の

才
さ い

ハなき老人
ろ う じ ん

のよ

し、 及 承 候
うけたまわりおよびそうろう

。この人
ひ と

の訳文
や く ぶ ん

、いかゞ可有之
こ れ あ る べ き

哉
か な

、心
こころ

もとなき事
こ と

ニ 候
そうろえ

へ共
ど も

、切落
き り お と

しの

見物
け ん ぶ つ

ハ、文之
ぶ ん の

巧拙
こ う せ つ

ニも斯
そ の

拘
かかわ

り不申
もうさざる

もの、多
お お

く御座候
ご ざ そ う ろ う

故
ゆ え

、北斎
ほ く さ い

の画
え

ニてうれ候半
そうらわん

と被存候
ぞんぜられそうろう

」

（読点、ルビは筆者による） 

【挿絵は、さすがに北斎なれば評判よろしく】 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』二編前帙
ぜ ん ち つ

（1 月。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

訳。北斎戴斗老人画。英
はなぶさ

平
へ い

吉
き ち

版） 

※文化 3 年刊の『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』初編では北斎の挿絵を非難した曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

であったが、二

編の挿絵については褒めている。二編からは馬琴に代わり高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

の翻訳となる。 

 この年の冬に二編が完成。出版は翌文政 12年（1829）正月か。 

※同書について翌年の馬琴の感想（『馬琴書翰
ば き ん し ょ か ん

集成
しゅうせい

』文政十二年二月十一日条殿村
と の む ら

篠
じょう

斎
さ い

宛） 

「（略）高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

あらはし 候
そうろう

水滸画伝
す い こ が で ん

第二編、旧冬
きゅうとう

出板
しゅっぱん

、当早春
そうしゅんにあたり

借
か

りよせ 候
そうらい

て、

致一覧候
いちらんいたしそうろう

。貴兄
き け い

ハ未
いまだ

被成御覧候
ごらんなられずそうろう

よし。如貴命
きめいのごとく

、画
え

ハさすがに北斎に候
そうら

へバ、不相替
あ い か わ ら ず

よろし

く 候
そうろう

。乍去
さりながら

、作者
さ く し ゃ

より画稿
が こ う

を出
だ

さず、画工
が こ う

の意
い

に任
ま か

せ、かゝせ 候
そうろう

と見
み

えて、とかく画工
が こ う

のらく
の ら

ニ画
えがか

れ 候
そうろう

様
よ う

にいたし候 間
そうろうあいだ

、初編
し ょ へ ん

にハ劣
お と

り 候
そうろう

様
よ う

に被存候
ぞんぜられそうろう

。(中略）この出像
しゅつぞう

の巻
ま き

ハ、さすがに北
ほ く

斎
さ い

なれバ評判
ひょうばん

よろしく、屹
き っ

度
と

売
う

れ可申候
もうすべくそうろう

と存 候
ぞんじそうろう

。出板之節
し ゅ っ ぱ ん の せ つ

見候
みそうらい

て、いよ

〱
い よ

出来候
で き そ う ら

ハゞ、その所
ところ

斗
ばかり

求置
もとめおき

可申
もうすべく

存候事
ぞんじそうろうこと

ニ御座候
ご ざ そ う ろ う

（略）」（読点、ルビは筆者による） 

※二編後帙
こ う ち つ

は、天保 4年（1833）頃か。 

●狂歌本『花
か

鳥
ちょう

画
が

賛
さ ん

歌
う た

合
あわせ

』（この頃か。天保年間とする説もある。淡彩摺半紙本一冊。錦
き ん

鳳堂
ぽ う ど う

永雄
な が お

・春秋庵永女
しゅんじゅうあんえいじょ

・秋長堂撰。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館蔵） 

☆〈梅
う め

に鶯
うぐいす

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈桜
さくら

に雉
き じ

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈藤
ふ じ

に燕
つばめ

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

※七羽の燕が藤をかすめるように飛び回っている。 

☆〈垣
か き

に鳥
と り

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈松葉
ま つ ば

に浅蜊
あ さ り

〉（無署名） 

☆〈水仙
す い せ ん

に鴛鴦
お し ど り

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈鷹
た か

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈千鳥
ち ど り

に枇杷
び わ

の木
き

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 

☆〈菊花
き っ か

に鳥
と り

〉（月痴老人為一筆。印一人人形） 
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●絵本『絵本
え ほ ん

庭訓
て い き ん

往来
お う ら い

』（前北斎為一写。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版〈序文あり〉と永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版の

二種類ある。23.7×16.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/フリ

ーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆初編（秋。『絵入
え い り

庭訓
て い き ん

往来
お う ら い

』とも。一冊。墨摺） 

※初編の六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

序文に、北斎を「月痴
げ っ ち

老人
ろ う じ ん

」としている。巻末に

「画工 前北斎為一写 印二人人形」とあ

る。54図。 

☆二編（天保期。前北斎為一先生画。53 図。

永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

〈東壁堂
と う へ き ど う

〉版。 

☆三編（嘉永元年 3 月。前北斎為一先生画。

55 図。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

〈東壁堂
と う へ き ど う

〉版）。 

西村屋版・奥付と印影：二人人形（立命館 ARC） 

☆〈街頭
が い と う

の情景
じょうけい

〉 

※僧侶、相撲取り、鈴を鳴らす占い師、獅子舞と足元の犬等が仏師の工房の前にいる。 

街頭の情景（日本浮世絵博物館） 

☆〈永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

の店頭
て ん と う

〉 

※西村屋
に し む ら や

の店頭の様

子。店頭には侍や婦

人、輪を転がして遊ぶ

子供の側には犬。「永
え い

寿
じ ゅ

」と染め抜いた大風

呂敷の荷物を担ぐ男。

山形に三つ巴の商標や「問屋
と い や

西村与八
に し む ら よ は ち

」と書かれた大きな箱看板

などが描かれる。        永寿堂の店頭（日本浮世絵博物館） 

☆合巻（一冊。嘉永 3年頃。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（東壁堂
と う へ き ど う

）版）。 

※武家の生活に必要な用語を用いた往復書簡集。僧玄
げ ん

恵
え

作といわれる。北斎は内容に関わ

らず幅広い図を描く。 

●絵手本『盆画
ぼ ん が

独稽古
ひ と り げ い こ

』（角書「光悦
こ う え つ

正流
しょうりゅう

」。初編一冊。淡彩着色。月
げ っ

花
か

永女
え い じ ょ

作。口絵に

為一筆。他に存斎光
こ う

一
い つ

筆。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。大英博物館蔵） 

※座敷で、女先生の前で盆画
ぼ ん が

で富士山の絵を描く娘の図。盆画は、砂や小石を使って、黒

塗りの盆の上に山水などを描いたもの。画中の衝立
つ い た て

に四方
よ も の

真顔
ま が お

の狂歌と「為一筆」の文字

が記される。後編

は未刊。 

盆画独稽古（大英博物

館） 右：屏風の落款 

http://www.dh-jac.net/db1/books/results1024.php?f1=Ebi0323&f12=1&enter=portal&max=1&skip=28&enter=portal
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●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
さいまんが

』初編の再版本(永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版)袋に「文政戊子
つちのえね

春再板」

とある（『年譜』による）。 

※初編の版木の摩耗による再版で、画中の人物に名前が入る。 

●教訓書『眼前
まのあたり

教
おしえの

近道
ち か み ち

』
」

（立春。一冊。六合

亭著。画稿不明。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版 立命館大学

ARC蔵） 

※考証随筆的な教訓書。種々の事物・諸制度の

起源や故事、正しい語義等を示し、関連する教

訓的な話を添える。漢字かな交じり。（西尾市

岩瀬文庫／古典籍書誌データベースより） 

『眼前教近道』（立命館 ARC：5丁裏・6 丁表） 

北斎は 5丁裏・6丁表、9丁裏・10丁表の図を画いたか。他の絵は北斎とは思われない。

巻末に「文政戊 子
つちのえね

立春」とある。弘化 4年（1847）、銭屋惣四郎
ぜ に や そ う し ろ う

版の後摺がある。 

●襲名披露冊子挿絵（標題不明：中本一冊着色。月痴老人為一筆） 

☆〈野
の

馬
ま

〉 

※二世烏亭焉
う て い え ん

馬
ば

がこの年に襲名披露を行った折に配布した冊子の挿絵。見開きに三頭の馬

が描かれ、一頭は横になって嘶
いなな

いている。 

 

文政
ぶ ん せ い

12（ 1829） 己
つちのと

丑
う し

 70 歳 葛飾前北斎為一老人
か つ し か さ き の ほ く さ い い い つ ろ う じ ん

、葛飾前
かつしかさきの

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、

（北斎戴斗
ほ く さ い た い と

老人
ろ う じ ん

）、先北斎
さ き ほ く さ い

為一
い い つ

、老為一
ろ う い い つ

写
し ゃ

意
い

、□印葛
か つ

しか、ふもとのさと：孫
ま ご

(20 歳)。阿
お

栄
え い

(32 歳)  

◇春、永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

（西村屋
に し む ら や

）は三代目与
よ

八
は ち

となる。 

◇1月、柳亭種彦
り ゅ う て い た ね ひ こ

、合巻『偐
げ ん

紫
むらさき

田舎
い な か

源氏
げ ん じ

』(初編)。三代目歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

の絵。 

※徳川家
と く が わ い え

斉
な り

の享楽生活、大奥の描写説が生じ、天保 13 年(1842)、38 編の刊行後に絶版を

命じられる。種彦
た ね ひ こ

は 200俵取の旗本。本名、高屋彦九郎
た か や ひ こ く ろ う

知久
と も ひ さ

。 

◇1月 6日、仮名垣魯
か な か き ろ

文
ぶ ん

生（～1894）。 

◇3 月 21 日、神田
か ん だ

佐久間町
さ く ま ち ょ う

の河岸の材木屋より出火。西村屋
に し む ら や

を含む下町（日本橋、京橋、

芝等）は焼失。江戸芝居三座も類焼。焼死・溺死者など 3000 人といわれる(己
き

丑
ちゅう

の大火。

佐久間町
さ く ま ち ょ う

火事とも)。『武江年表』では焼死・溺死者 1900余人。 

※『馬琴日記』には「懇意の版元、つるや・西村や・もりや・山口や・大坂や半蔵等、皆、

類焼なるべし」とある（『HOKUSAI 画狂人北斎』緑青 VOL2 ｐ35）。 

◇5月 13日、松平定信
ま つ ひ ら さ だ の ぶ

没（72）。 

◇6 月 2 日、著作取締令。為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

(風俗壊乱罪)処罰される。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

(風俗壊乱罪)も注

意を受ける。 

◇6月 6日、狂歌堂真顔
き ょ う か ど う ま が お

（四方
よ も の

真顔
ま が お

・鹿津部
し か つ べ の

真顔
ま が お

）没（77） 

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/2321315100
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/2321315100
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◇7月 2日、鳥文斎栄之
ち ょ う ぶ ん さ い え い し

没（74）。 

◇7月 19日、菅江真澄
す が え ま す み

没（76） 

◇9月、シーボルトに帰国命令。12月 5日、出帆退去。 

◇11月 27日、四世鶴屋
つ る や

南北
な ん ぼ く

没（75）。 

◇12月 21日、歌川豊広
う た が わ と よ ひ ろ

没（66？） 

◇富岡
と み お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

裏に小富士
こ ふ じ

建立。 

◇11 代将軍徳川
と く が わ

家
い え

斉
な り

、百花園
ひ ゃ っ か え ん

注（現向島百花園
むこうじまひゃっかえん

。東京都墨田区
す み だ く

東向島
ひがしむこうじま

3-18-3）に立ち寄る。 

注）佐原鞠塢
さ は ら き く う

が文化元年（1804）に開園した。360 本もの梅の木を植えたことから亀戸
か め い ど

の

「梅屋敷」に対して「新梅屋敷」とも、「花屋敷」とも呼ばれていたが、1809 年文化 6 年

（1809）頃より酒井抱一
さ か い ほ う い つ

が「梅は百花にさきがけて咲く」といい「百花園」と呼ばれるよ

うになった（「Wikipedia」による）。 

【ベロリン藍が輸入され使用される】 

◇この頃よりベロリン藍が輸入され使用される。 

◇渓斎英泉
け い さ い え い せ ん

、ベロリン藍
あ い

注で風景画の団扇絵を描く。 

注）ベロリン藍
あ い

：ペルシャンブルー（Prussian Blue）。1704 年、ドイツのベルリンで、

J・K・ディッペルが発明。ドイツの旧名プロシャからベルリン青（ベロリン青）、ベロ藍

と呼ばれ長崎にもたらされた。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、読本『近世説
き ん せ せ つ

美
び

少年録
しょうねんろく

』刊行開始(天保 3年：1832まで。未完)。 

○阿
お

栄
え い

、『女
おんな

重宝記
ち ょ う ほ う き

』（高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

著。葛しか応為
お う い

酔女
す い じ ょ

筆。奥付には「応
お う

為
い

栄女
え い じ ょ

筆」とある。

大英博物館蔵）（刊行は弘化 4年：1847）を描く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女重宝記（大英博物館）                 落款（拡大図） 

★春頃、孫の放蕩の尻拭いに苦しむ。 

★1月 1日、「さくしやすいこでん」（作者水滸伝）という番付に「葛飾前北斎為一老人」

は別格扱いとされる(『年譜』による)。 

★8月 4日、川柳の会（武蔵野会
む さ し の か い

。魚交
ぎ ょ こ う

評。催主：風松）に出席、2句詠む（『年譜』によ

る）。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96_(%E5%85%83%E5%8F%B7)
https://ja.wikipedia.org/wiki/1809%E5%B9%B4
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★『柳多留
や な ぎ だ る

』106 編に 2 句、107 編に 8 句、108 編に 5 句、109 編に 8 句載る（『年譜』に

よる）。 

【柳多留 106扁】 

☆杓子
し ゃ く し

めを摺
す り

子
こ

木
ぎ

野郎
や ろ う

連れて迯げ 卍（飯盛り女を連れて逃げたのは、価値のない摺子木野郎だろう） 

☆無理口説
く ど き

キ大根おろしで引
ひ き

こすり 卍（下女を無理に口説いても、嫌な男には大根おろしで引きこする） 

【柳多留 107扁】 

☆この翁
おきな

とう〱
と う

たらり水ツ鼻 卍（田中聡『北斎川柳』は文政 11 年。能「翁」もたらりと水っ鼻を垂らした。

「とうとうたらりたらりら。たらりあがりいららりどう」の詞章から） 

☆京鹿
か

の子
こ

娘
むすめ

ひのしハキイタカ〱
キイタカ

 卍（田中聡『北斎川柳』では文政 11 年。京鹿の子絞りの着物に皺伸

ばしに「ひのし」をかけて「効いたか、効いたか」と言っている。「 京
きょう

鹿子
が の こ

娘道成寺」での「聞いたか、聞いたか」

のセリフを踏まえる） 

☆浪幕
な み ま く

の中にころりと寐
ね

左
ざ

衛門
え も ん

 卍（舞台の後の外した浪幕に寝ている男は、土左衛門ならぬ寝左衛門だ） 

☆盆カタ〱
カ タ

チ、、、、升
ま す

てしめ 卍（盆の餌を食べようとした鼠が鼠取りで捕らえられたまでを歌舞伎の下

座音楽の音色で表現。チチは鼠の鳴き声。以上は田中聡『北斎川柳』（ｐ76）による） 

☆桐山
き り や ま

の文字はおかしく書が山 卍（「山」は図案化。桐山三
きりやまさん

了
りょう

の書く字は変わった字で「山」もこんな

字） 

☆血汐の穢
け が

れに立去りし淋病 卍（月経の女との交接は淋病を治すという。穢れでもいいこともあるか） 

☆千
せ

ン人の枕ににくい一字
い ち じ

命
いのち

 卍（千人と枕する遊女の「一字命」の刺青は嘘っぱち。「ヒコサマ命」の類） 

☆立チかぬる鍱子
ち ょ う し

へ母のギンオクリ 卍（祇園に勤める長女が未練で立ちかねるのを、気丈に送り出す母

親） 

【柳多留 108扁】 

☆山吹のかわせに届くかし座敷 卍（田中聡『北斎川柳』・宿六心配『謎解き北斎川柳』では文政 11 年。

山吹が川瀬に届くほど咲いている貸座敷。そこで山吹色の金が届くのを待っているか） 

☆背と腹とのあはひに蟹面
か に つ

ラを出し 卍（蟹は背と腹の間から、目と口のある顔を出している。宿六心配

『謎解き北斎川柳』では「面
つら

」）） 

☆山
さ

ン谷
や

鳴動
め い ど う

大
だ

イ風雨
ふ う う

龍
た つ

つるみ 卍（山や谷を揺るがす大風雨は、天空での龍の雌雄の激しい交尾のせい） 

☆生国
しょうごく

は越中としらみの由緒書
ゆ い し ょ が き

（『年譜』では「生国越中と」。江戸に多い虱の生まれた国は越中褌だった） 

☆びんづるのきん玉らしい木魚なり 卍（つるつる頭のびんずる尊者のキンタマに見える木魚だ） 

【柳多留 109扁】 

☆下
し

タ反
ぞ

りの鼻で離縁の婿
む こ

天狗 卍（鼻の垂れ下がった婿の天狗では離縁されてもしかたがない。宿六心配

『謎解き北斎川柳』では「下多反り」） 

☆御老躰
ご ろ う た い

八十八を御荷ひ 万字（意味不明） 

☆御老躰
ご ろ う た い

八十八を御荷ひ 万字（他者評により前出） 

☆狸穴
たぬきあな

凡夫
ぼ ん ぷ

油揚
あ ぶ ら げ

二枚損
に ま い ぞ ん

ン 卍（狸は穴が二つあり、物を知らない男は油揚げを二枚あげて「損をした」と。

「一を呪わば穴二つ」を踏む） 

☆神力
じ ん り き

に東て
で

四海
し か い

握り無事 万字（意味不明） 
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☆兼好
け ん こ う

先生御在
ご ざ い

庵
あ ん

かと伴内
ば ん な い

 卍（塩谷
え ん や

判官の妻に懸想した高師直
こうのもろなお

が鷺坂
さぎさか

伴内
ばんない

を通して恋文の代筆を依頼する。

『仮名手本忠臣蔵』初段を踏む） 

☆耳筋
み み す じ

が通り兎の器量よし 卍（鼻筋が通った男前ならぬ、耳筋が通った器量よしの兎） 

☆兼好先生御在
ご ざ い

庵
あ ん

かと伴内
ば ん な い

 卍（他者評により前出） 

●読本『新編水滸画伝
し ん へ ん す い こ が で ん

 二編前帙』（1 月。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。北斎戴斗老人画。英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

版。成稿は前年冬か） 

●絵本『忠義水滸伝画本
ち ゅ う ぎ す い こ で ん え ほ ん

』(1月。内題
う ち だ い

に『百八星誕
すいこでんゆうしの

俏像
え づ く し

』とある。半紙本一冊。全32丁。

見返しには葛飾前北斎為一筆 印ふもとのさと。自序では「葛飾前北斎為一老人 印葛しか」

とある。万极堂
まんきょうどう

（英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

）版 22.6×15.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/東洋文庫蔵) 

※改題本『忠義水滸画伝
ち ゅ う ぎ す い こ が で ん

』（刊年未定：永田生慈『北斎 世界を魅了した絵手本展』ｐ

114による） 

※『水滸伝
す い こ で ん

』に登場する 108人を集める。 

☆自序「和漢
わ か ん

ノ画図
が ず

、之
こ れ

ヲ経験スルコト年
ね ん

有
あ

リ。元明
げ ん み ん

ノ画
え

最細微ニ画
え が

クト雖
いえど

モ、英雄士
え い ゆ う し

ノ

形像
け い ぞ う

ヲ画
え が

クニ至
い た

リテハ、則
すなわ

チ其
そ の

体
て い

自
おのずか

ラ優弱
ゆうじゃく

備
そなわ

リ、而
し か

シテ未
い ま

ダ神機
し ん き

ニ及バズ。本朝
ほんちょう

ノ画
え

ハ

則
すなわ

チ田
で ん

婦女子
ぷ じ ょ し

其体
そ の て い

自
おのずか

ラ備
そなわ

ハルト雖
いえど

モ、剛気
ご う き

而
に

シテ亦
ま

タ未
い ま

ダ神機
し ん き

ニ及
お よ

バズ。然
し か

レバ則
すなわ

チ元
げ ん

明
み ん

ノ画
え

、優弱
ゆうじゃく

ノ癖
へ き

有
あ

り。本朝
ほんちょう

ノ画
え

剛
ご う

気
き

ノ癖
へ き

有
あ

り。之
こ れ

ヲ画
え

学
ま な

ブ者
も の

、焦心
しょうしん

殫思
た ん し

益
ま

スナリ、指ノ

嚮
む か

オウコト悲シキカナ。今ヤ愚
ぐ

ヲ去ルコト過ギタルハ及バズ、癖
へ き

ヲ折衷
せっちゅう

シ以
も っ

テ戯
たわむ

レニ

水滸伝
す い こ で ん

ヲ画
え が

ク。載
の

セル所
ところ

ノ百八
ひゃくはち

英雄
え い ゆ う

ノ形象
けいしょう

、遂
つ い

ニ一
い ち

小冊
しょうさつ

ト為
な

シ、之
こ れ

ヲ梓
し

（版木）ニ鐫
き ざ

ミ弘
ひ ろ

ク弟子ニ授
さ ず

ケテ、聊
いささ

カ伝写
で ん し ゃ

ノ労ヲ省
は ぶ

クノミ。 文政
ぶ ん せ い

十弐歳
じ ゅ う に さ い

次
じ

巳
つちのと

丑
う し

春
は る

正月
しょうがつ

 葛飾前北斎為

一老人」（原文は漢文。訓下
よ み く だ

し・句読点・ルビ・注は筆者による） 

【またまた馬琴の批判】 

※「馬琴日記 6月 21日条」 

「(略)百八人
ひゃくはちにん

像、林冲
りんちゅう

図像なし。公孫
こ う そ ん

勝
しょう

注 1羅
ら

真人
し ん じ ん

注 2袈裟
け さ

かけてをる処
ところ

などいかゞ。画
え

ハ

よく出来候
そうら

へ共
ど も

、杜撰
ず さ ん

甚
はなはだ

し。只
た だ

一覧
い ち ら ん

に充
あ て

るのミ」（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』より。

ルビは筆者による）。 

注 1）公孫
こ う そ ん

勝
しょう

：『水滸伝
す い こ で ん

』の登場人物。百八星
ひゃくはっせい

の一人。修行中の道士。梁山泊
りょうざんぱく

の副軍師。 

注 2）羅
ら

真人
し ん じ ん

：『水滸伝
す い こ で ん

』の登場人物。百八星
ひゃくはっせい

の一人。仙人に達した道士
ど う し

で、公孫
こ う そ ん

勝
しょう

の師。 

※林冲
りんちゅう

の画がなく、公孫
こ う そ ん

勝
しょう

と羅
ら

真人
し ん じ ん

が坊主の袈裟
け さ

を掛けている等、画はうまいが杜撰なも

ので、たださっと見るだけのものだ、というニュアンス。但し林冲
りんちゅう

は「豹子頭
ひ ょ う し と う

林
り ん

仲
ちゅう

」とし

て描かれている。『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』では「馬琴の見落としであろう」として

いる。  

また、同書では「二仙山
じ せ ん ざ ん

に羅
ら

真人
し ん じ ん

長生
ちょうせい

不死
ふ ろ う

（不老か）の法
ほ う

を説
と く

」と題して峨々たる山の

景色を描き、羅真人の描写はないとしているが、袈裟
け さ

を着ているのは別図に描かれている

「嗣漢天師
ち か ん て ん し

 張
ちょう

真人
し ん じ ん

」であるので、馬
ば

琴
き ん

はこの絵を羅真人と見間違えたか。 
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『忠義水滸伝画本』嗣漢天師 張真人（新日本古典籍データベースより） 

●狂歌本『狂歌列仙
き ょ う か れ っ せ ん

画像集
が ぞ う し ゅ う

』（三冊。五車亭亀山
ご し ゃ て い き ざ ん

撰。見返しに、

画図先
さきの

北斎為一とある。北斎は一図のみ描く。他に北雅
ほ く が

が描く。

スミソニアン図書館蔵） 

☆〈蝦蟇
が ま

仙人
せ ん に ん

〉（北斎改為一筆） 

※蝦蟇
が ま

を手に乗せた少年。腰に瓢箪
ひょうたん

を結びつけている。 

●摺物「七里ヶ浜
し ち り が は ま

ヨリ腰越
こ し ご え

ヲ眺望
ちょうぼう

」（老為一写意。20.6×18.5 

すみだ北斎美術館/ベルリン東洋美術館蔵） 

 

七里ヶ浜ヨリ腰越ヲ眺望（すみだ北斎美術館） 

※注文主は鹿寿庵蝠
ろ く じ ゅ あ ん ふ く

麿
ま ろ

と穐長堂。図は、牛に乗って煙管

を持っている江ノ島参詣の女と牛を牽
ひ

く子どもの牛飼い。

その脇には煙管の筒をこよりで掃除しながら歩いている

女がいる。 

「我やどは黄がねの亀に鶴が岡 蓬莱山もよそならぬ春 

鹿寿庵蝠
ろ く じ ゅ あ ん ふ く

麿
ま ろ

」、「江の島を霞もしきる去年
こ ぞ

ことし 行合

川に春や立つらむ 穐長堂」の狂歌が記される。 

【新発見の下絵集】 

●下絵集『万物
ば ん ぶ つ

絵本
え ほ ん

大全図
だ い ぜ ん ず

』（9 月。葛飾前北斎為一老人画 墨絵 各ページ平均 11.2×

15.3 大英博物館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

『万物絵本大全図』（大英博物館） 
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※2020年 9月 5日読売新聞記事。 

「ロンドンの大英博物館は 3 日、江戸時代の浮世絵師、葛飾北斎の未公開の下絵約 100 点

を入手したと発表した。（略）作品は 103 点で、1829 年に北斎が「万物絵本大全図」とい

う本のために制作した。生き生きとした鳥や人物、風景など様々な絵が描かれたが、本は

未出版となっていた。作品は 1948年にパリで競売にかけられた記録があり、昨年にパリで

再発見されていた。 

作品が制作されたのは、妻の死去や体調問題で北斎の創作が滞ったとみられていた時期

で、北斎は数年後に代表作「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏」などを制作している。大英博

物館は「なぜ作品が出版されなかったのかは明らかではないが、北斎の経歴では転機にな

るもので重要な発見だ」としている（略） 

【為斎の作画か】 

※一方で、「為一」の落款が北斎のものと違っていることや、蓋の裏の、江戸時代にはあ

り得ないマーブルペーパーの装飾などから、『為
い

斎画式
さ い が し き

』二編・三編（未刊）のスケッチを明治の

誰かが為
い

斎
さ い

注の作品を為一に偽装したものとする

見方もある（酒井雁高「浮世絵学 04／外題（萬物

繪本大全圖）」による）。また、印影「ふしのや

ま」を「よしのやま」と誤読していることも指摘されている。   印影「ふしのやま」 

注）為斎：葛飾為斎。1821～1880。北斎門人。本姓：清水。酔
す い

桜
お う

軒
け ん

。酔
す い

桜楼
お う ろ う

。『万物
ば ん ぶ つ

図解
ず か い

為
い

斎画式
さ い が し き

』（1864）など北斎風のスケッチ画を描く。 

 

【以下、文政年間】 

（東都北斎戴斗
と う と ほ く さ い た い と

）、北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、万
ま ん

字
じ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

席上
せきじょう

、（前北斎戴斗
さ き の ほ く さ い た い と

）、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、

葛飾前
かつしかさきの

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、独流
どくりゅう

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、東都
と う と

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、葛飾
か つ し か

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

、独
ど く

流北斎改
りゅうほくさいあらため

為一
い い つ

拝
は い

写
し ゃ

、●●人為一
じ ん い い つ

 印：ふしのやま、葛
か つ

しか、富士
ふ じ

の形
かたち

、一人
ひ と り

人形
にんぎょう

、

二人
ふ た り

人形
にんぎょう

、 

●絵手本『
「

絵本
え ほ ん

両筆
りょうひつ

』（文政年間〈1818～30〉。大本一冊墨摺。人物と鳥獣部分は東都北

斎戴斗筆。山水草木部分は浪花
な に わ

立
り っ

好斎
こ う さ い

筆。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版。国立国会図書館/大英博物館

蔵） 

※絵本『両筆画譜』名の色摺版もある。文政元年（1818）の俳書『泙
へ い

水
す い

奇画
き が

』（暮雨巷三

世帯梅撰、浪花
な に わ

立
り っ

好斎
こ う さ い

、葛飾北斎画）の改摺本『藐
は

姑
こ

射山
や の や ま

』（文政 4 年：1821）に、さら

に狂歌を削り絵本化したもの。 

※巻末の丸枠の中に描かれた二人の人物が対座している絵について、『泙
へ い

水
す い

奇画
き が

』にはな

い絵なので、改摺に当たって新たに北斎が書き加えたのではという鈴木重三の考察がある

（「『画本
え ほ ん

両筆
りょうひつ

』の巻末図について」）。同氏は、この絵で筆を舐
な

めている人物は北斎自
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身であるという高橋誠一郎の見解（『随

筆浮世絵』昭和 26 年）をも紹介してい

る。    『画本両筆』巻末図（大英博物館） 

●艶本『會本
え ほ ん

佐勢
さ せ

毛
も

が露
つ ゆ

』（文政 10 年～

13 年 〈 1827～ 30〉。十二 枚折帖。

『富久壽楚宇
ふ く じ ゅ そ う

』(文化 12 年・1815)の書入

れを省き、絵の

添景
て ん け い

と恥毛の毛
け

彫
ぼ り

を省略した改板本。恥毛は毛
け

彫
ぼ り

の代りに黒褐色の薄いボカシ

摺になっているが、全十二図中、三図だけはボカシの上にパラ

パラと太い毛を肉筆で描いている。これは北斎独自の案出とい

う（『芸術新潮 1989 年 3 月号「北斎」特集所収、林美一「北斎 

艶本への挑戦」）。 

『會本佐勢毛が露』（部分：https://media.thisisgallery.com/より転載） 

●肉筆画「牡丹
ぼ た ん

鍋
な べ

と男
おとこ

」（文政元年～4 年〈1818～21〉。紙本着色一面。もと掛軸。北斎改

葛飾為一筆。印葛しか 127.3×54.4 フリーア美術館蔵） 

※「野人対
や じ ん た い

瓶
べ い

花図
か ず

」（文化 6 年～10 年〈1809～13〉北斎館蔵）と同趣図。⇒【文化年間】

の同図参照。大きな鍋に植えられた牡丹の花を、漁師が片膝を

立てて腰を下ろして見上げている図。 

●肉筆春画「春愁図
しゅんしゅうず

」（文政元年～13年〈1818～30〉。絹本着 

色一幅。無款。個人蔵） 

※『週刊ポスト』（2020/2/7号）で紹介掲載される（寸法不 

明）。もとは12図の巻物か画帖であったものが、一枚絵になっ 

たものではないかと評論家の言を紹介しているが、真贋は今後 

の考察を待ちたい。 

春愁図（部分：『週刊ポスト』2020/2/7号より転載） 

●錦絵「鶏図
にわとりず

」（文政元年～4 年〈1818～21〉。前北斎戴斗筆。印葛しか。絹本淡墨一幅。

27.0×35.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※雌雄の鶏が寄り添うようにしている。頭と背の羽が

淡い朱色、羽先は墨摺で、全体に付
つ け

立
た て

の描法である。

文化元年（1804）11月の「鶏図
にわとりず

」（摺物）もある。 

鶏図（島根県立美術館：2005『北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「団扇
う ち わ

と美人図
び じ ん ず

」（文政元年～4 年〈1818～

21〉。絹本着色一幅。北斎為一筆。印ふしのやま。

74.0×32.4 個人蔵） 

※大きくのけぞって、背中に手を回し帯を結ぼうとす

る女。着物のちりちりの描線と赤い襦袢は應為の特徴とも言われる。 

https://media.thisisgallery.com/2
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団扇と美人図 https://bijutsutecho.com/より転載） 

●摺物「漁師図
り ょ う し ず

」（文政 5年～13 年〈1822～30〉。色紙判摺物。 

自画賛。酔・万字。20.6×17.4 すみだ北斎美術館/日本浮世絵博 

物館/大英博物館蔵）※「「此
こ の

春
は る

は月のかつらをおるは
ば

かり 酔
す い

」 

「はま砂に面
つ ら

めづらしき嫁
よ め

菜
な

かな 万
ま ん

字
じ

」の付け句の書き込みがあ

り、「酔
す い

」は応為のもの、「万
ま ん

字
じ

」

（卍）は北斎のものであるので、応
お う

為
い

が描いて北斎の作品としたものか。波

打ち際の岩に腰を下ろし煙管を銜
く わ

えて

休む漁師。腰
こ し

蓑
み の

を付け、右手に煙草入

れを持ち、釣竿を抱えている。脇には

大きな魚籠
び く

が置かれている。「自画

讃」と画題があるところから自画像説があるが疑わしい。 

漁師図（日本浮世絵博物館） 

●肉筆画「月下
げ っ か

猪図
いのししず

」（文政 3 年～6 年〈1820～23〉紙本淡彩一幅。

前北斎為一筆。印葛しか。138.4×58.9 ボストン美術館蔵）。 

※満月の月光に照らされて雪山をさまよう猪の図。空は琳派の「た

らしこみ」注の画法が使われているという。 

注）たらしこみ：俵屋宗
た わ ら や そ う

達
た つ

が意識的に用いた画法で、色が乾かない

うちに他の色を垂らして滲
に じ

ませる画法。  月下猪図（ボストン美術館） 

●扇面図「嵐中
らんちゅう

茅屋図
ぼ う お く ず

」(文政 3 年～13 年〈1820～1830〉。紙本墨画

淡彩扇面一面。北斎為一筆。印一人人形注。上弦 49.5、下弦 22.2×

17.2 フリーア美術館蔵)  

※嵐の中に二件の茅屋
か や

が立っている図。 

注）一人
ひ と り

人形
にんぎょう

：縦角枠に杖をついた人形
ひ と が た

の線描が書き込まれた印。 

●肉筆画「七福神図
し ち ふ く じ ん ず

」（文政 6 年～7 年〈1823～24〉。北斎一門の合

筆。絹本着色一幅。葛飾為一筆。印一人人形 49.9×71.3 日本浮

世絵博物館蔵） 

※北斎は「葛飾為一筆」の落款で人物を描かず、松の老木の枝に兜
かぶと

をぶらさげ、幹に槍
や り

を

立て掛けて毘沙門天
び し ゃ も ん て ん

に見立てている。図の右から、(二代)戴斗
た い と

：前北泉
ほ く せ ん

（大黒天）、北秀
ほくしゅう

（恵比須）、北渓
ほ っ け い

（福禄寿）、北山
ほ く ざ ん

（布袋）、二代目北斎
ほ く さ い

（弁財天）、北岱
ほ く た い

（寿老人）の

7 人の門人が描く。 

●屏風画「松下群
し ょ う か ぐ ん

雀図
じ ゃ く ず

」（文政元年～4 年〈1818～21〉頃。紙本着色六曲一双。北斎改為

一席上。印ふしのやま。85.0×256.0 個人蔵） 

※屏風の右から左に掛けて老松の枝が伸び、その下に向かって十数羽の雀が飛んでくる様

子を描く。       

https://bijutsutecho.com/
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松下群雀図（「愚意鑿」BINBOU コレクションⅡより転載） 

●肉筆画「巌頭
が ん と う

の鵜図
う ず

」(｢雪中
せっちゅう

鵜図
う ず

｣とも。文政 5 年～10 年〈1822～27〉。文政 10 年～天

保 4 年〈1827～33〉説あり。絹本着色一幅。頃。葛飾前北斎為一筆。印葛しか。41･3×71

･3 林原美術館蔵) 

※岩に止まり首を伸ばして前方を見る鵜。羽の一部

は日の光に当たって輝いている。図の左は何も描か

ず薄い色合いで空の広がりを現している。 

             巌頭の鵜図（林原美術館） 

●肉筆画「女
おんな

三
さ ん

の宮
み や

図
ず

」（文政 6 年～8 年〈1823～

26〉。絹本着色一幅。北斎改為一筆。印葛しか。

98.4×36.9 個人蔵） 

※『源氏物語』「若菜
わ か な

」の巻。蹴鞠
け ま り

を見ていた女
おんな

三宮
さんのみや

の手元から猫が逃げ出し、その手綱

で御簾
み す

が上がり、柏木
か し わ ぎ

に見そめられた場面。 

●肉筆画「蓮上
れんじょう

釈迦図
し ゃ か ず

」（文政 6 年～9 年〈1823～26〉。紙本淡彩一幅。独流北斎為一拝

写。印葛しか。118.1×52.5 個人蔵） 

※蓮華座
れ ん げ ざ

の上に釈迦
し ゃ か

が線香を手にして、足裏に灸
きゅう

をすえるのか、小首
こ く び

を傾
か し

げて座っている。

足元の香
こ う

台
だ い

には「蓮上
れんじょう

しゃか」と画題が描かれている。席画と思われる。 

●肉筆画「蟹
か に

づくし」（文政 9 年～13 年〈1826～30〉。絹本着色額装一面。北斎改為一筆。

印一人人形。47.6×60.1 フリーア美術館蔵） 

※無数の大小の蟹が薄く描かれた水草の上を動

いている。手前には甲
かぶと

蟹
が に

も描かれる。    

蟹づくし（フリーア美術館：すみだ北斎美術館：綴プロジェク

ト復元） 

●肉筆画「豫
よ

譲
じょう

」（文政 10年～11年か〈1827～

28〉。紙本彩色軸装一幅。北斎為一筆。印葛し

か印富士の形。135.7×62.5 個人蔵） 

https://tamegoro.exblog.jp/iv/detail/?s=29360330&i=201904/11/59/b0230759_13293388.jpg
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※隆々たる体躯の豫
よ

譲
じょう

が刀を頭上に振りかざしている図。2016/9 月

の MAINICHI オークションに出品されたもの。落款印は従来「印文不

明」とされていたものだが、オークションでは「葛しか」印を以前の

呼称「天狗印」としている。 

豫譲（モノクロ：ARC 所蔵・寄託品 浮世絵データベースより） 

●肉筆画「堀川
ほ り か わ

夜討図
よ う ち ず

」（文政 5 年～8 年〈1822～25〉。文政 8 年～

天保 4年〈1825～33〉説あり。絹本着色一幅。北斎改為一筆。印葛し

か。106.3×37.6 岡田美術館蔵） 

※源頼朝
みなもとよりとも

は文治
ぶ ん じ

元年(1185）、京都六条
ろくじょう

堀川
ほ り か わ

の館にいる源義経
みなもとよしつね

を攻めた。図は応戦の準備

をする義経
よ し つ ね

と刀を差しだす静
しずか

御前
ご ぜ ん

を描く。

図の下では、烏帽子
え ぼ し

と直垂
ひ た た れ

の中に鎧
よろい

を付けた弁慶
べ ん け い

が座って刀に手

を掛け、前方を睨
に ら

んでいる。図の上部に国学者の本居
も と お り

大平
お お ひ ら

の歌

「鎌倉の松の末
す え

枝
え

の山風ぞ いちの谷よりいちはやくして」が書

き込まれている。 

堀川夜討図（http://bluediary2.jugem.jp/より） 

●肉筆画「手踊図
て お ど り ず

」（文政年間〈1818～30〉。絹本着色一幅。東

都北斎為（ゐ）一筆。印二人人形。86.5×32.2 北斎館蔵） 

※左足を上げ、袖から突き出した左手を前に差し出し、右手を上

に上げて踊る遊女。着物の流れと女の動きがダイナミックに表現

される。応
お う

為
い

の手が入っているかもしれないともいわれる。 

尾崎周道は『北斎 ある画狂人の生涯』で次のように述べてい

る。「片足で立った女の不安定な一瞬

をピタリと定
き め

て、いささかの破綻のな

いのは、「神奈川沖浪裏」にかよう不

安定の安定であり、しかもその女の健康的な顔は内的な深さを

もつものの美を描き（略）」（ｐ167）。 

※落款の「為一」「為」は「ゐ」とも読める字体。また、「東

都」とあるので、地方からの注文で、北斎の代わりに応為が描

き、北斎の著名をまねて北斎画として地方に送られたものでは

ないかとの説もある（久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』ｐ

80）。                   手踊図（北斎館） 

●肉筆画「蚊帳
か や

を吊
つ

る美人図
び じ ん ず

」（文政年間〈1818～30〉。絹本

着色一幅。無款。130.0×42.0 大谷コレクション蔵） 

※伝北斎とされるが応為の作か。文化 3 年にも「蚊帳
か や

美人図
び じ ん ず

」（絹本着色一幅）がある。

本図は、緑の蚊帳を釣るために紐を鴨居にかけようと腕を伸ばしている女を描く。足元に

http://bluediary2.jugem.jp/
http://bakumatsu.org/blog/2012/12/hokusai.html/hokusai_29
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は下着と足が覗き、大きな団扇が置かれている。衾
ふすま

を明けた夜空には

月が薄く浮かんでいる。襟元や襦袢
じ ゅ ば ん

の裾はチリチリに描かれるのは、北

斎の特長でもあるが、娘の応為の特徴でもあり、女性の顔も応為の特徴

が顕著である。 

蚊帳を吊る美人図（大谷ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆画「お福
ふ く

図
ず

」（文政 5年～10年〈1822～27〉。

絹本着色。北斎改為一筆。印葛しか。87.2×28.0 

北斎館蔵） 

※草色の大袖
お お そ で

を着て、長緋袴
な が ひ ば か ま

を履き、ふっくらした顔

で神楽
か ぐ ら

鈴
す ず

を持ち、御幣
ご へ い

を担いで楽しそうに踊るお福。

お福は、天岩戸
あ ま の い わ と

に隠れた天照大神
あまてらすおおみかみ

を誘い出すために岩戸
い わ と

の前で踊った

天鈿女
あめのうずめの

命
みこと

をモデルとしていて、神楽
か ぐ ら

や舞踊の神とされる。『北斎漫画』

五編〈天臼女命
あめのうずめのみこと

〉とほとんど同じ図柄。        お福図（北斎館） 

●屏風絵「海浜
か い ひ ん

富士
ふ じ

遠望図
え ん ぼ う ず

」（文政 9 年～13 年〈1826～30〉。紙本着色

二曲一双屏風。葛飾前北斎為一画。印葛しか。各 163.2×157.2 フリー

ア美術館蔵） 

※図の手前には海浜の砂が流れるように描かれ、松林の背後に富士が見

える。 

●摺物「正月
しょうがつ

料理
り ょ う り

の器
うつわ

」（文政元年～8 年〈1818～25〉。着色。北斎改為一筆。19.9×

18.1 すみだ北斎美術館蔵） 

※鶴や亀や松の絵柄をあしらった黒塗りの器が三つ。その前に黒豆とカタクチ鰯
いわし

が置かれ、

椀に箸入れが添えられている。 

●摺物「寺島法泉寺詣
て ら し ま ほ う せ ん じ も う で

」（文政 5年～8年〈1822～25〉。着色。前北斎為一筆。20.5×27.0

東京国立博物館/すみだ北斎美術館蔵・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※向島
むこうじま

寺島
て ら し ま

の法
ほ う

泉寺
せ ん じ

注 1 に参詣する人々。「開運金勢
こ ん せ い

大明神
だいみょうじん

」注 2 の幟
のぼり

と赤い鳥居があり、

左の門から参詣に入る婦人たちの図。賛には「金勢
こ ん せ い

へ春はまふてよ（詣
も う

でよ）縁遠
え ん と お

きおとこ女
おんな

の中
な か

む

すふ
ぶ

神
か み

」、「庭
に わ

守
も り

か
が

し
じ

まんのはなと梅か
が

香
か

の にほ

ひも高き金勢
こ ん せ い

の宮 蜀都園序文」とある。   

注 1）法泉寺：現東京都墨田区
す み だ く

東向島
ひがしむこうじま

3-8-1。

曹洞宗
そうとうしゅう

晴河山法泉寺。 

注 2）金勢
こ ん せ い

大明神
だいみょうじん

：本来、現岡山県赤磐市
あ か い わ し

西勢
せ い せ い

実
じ つ

840 にある神社で、男性器を祀
ま つ

り、縁結びや子孫繁

栄を願う神社。   寺島宝泉寺詣（すみだ北斎美術館） 

●摺物「五歌仙
ご か せ ん

」（文政 5 年～8 年〈1822～25〉。着色。北斎改為一筆。すみだ北斎美術

館蔵） 
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※五人の歌仙を描いた、為一期の数少ない美人画。 

☆〈月
つ き

〉（21.2×18.9 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※月を手をかざして見る十二単
じゅうにひとえ

の官女の図。かぐや姫のイメージか。「朧
おぼろ

夜
よ

も伊達
だ て

な姿や

たをやめの さて色白な月の丸顔 鵞毛亭筆持
が も う て い ふ で も ち

」などの狂歌が記される。 

☆〈香
こ う

〉（20.5×18.9 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※十二単
じゅうにひとえ

の官女が香をきいている図。「はる風にとめ木の

かをりさそひ来て きくもゆかしき鶯のこゑ 対山楼
た い ざ ん ろ う

坂上
さかのうえの

高道
た か み ち

」、「花ひらの数にひとしき五つ衣
ごろも

 袖にとめ木ハ梅

か
が

ゝ
香

そ
ぞ

する 芍薬亭」狂歌が記される。 

香（すみだ北斎美術館） 

☆〈衣
ころも

〉（21.0×18.5） 

※緋
ひ

袴
ばかま

を履いた官女の垂
す い

髪
は つ

が

床まで届いている。紅の紐が

からまる大きな桧
ひ

扇
おうぎ

が置かれ

ている。千羽亭
せ ん ば て い

手踊
て お ど り

、芦
あ し

の屋
や

遊
ゆ う

雀
じゃく

、春衣亭袖
そ で

成
な り

の賛が記さ

れる。               衣（すみだ北斎美術館） 

☆〈桧
ひ

扇
おうぎ

〉（20.9×18.5） 

※垂
す い

髪
は つ

の官女が桧
ひ

扇
おうぎ

を持って鳥籠の脇に座っている。流
りゅう

芳
ほ う

清風
せ い ふ う

、聚
じ ゅ

芳
ほ う

園
え ん

の賛がある。 

☆〈梅花
ば い か

〉（21.0×18.5） 

※垂
す い

髪
は つ

の官女が、紅の紐の絡まる扇を右手で持っている。脚付きの簀
す

の子
こ

台に梅の小枝が

数本置かれている。 

●摺物「神
し ん

農
の う

」（文政年間〈1818～30〉。角判着色。北斎改為一筆。彫工
ちょうこう

左
ひだり

片眼
か た め

。ウイー

ン国立工芸美術館蔵） 

※薬壺を前に薬草をくわえ、印
い ん

を結ぶ神
し ん

農
の う

の姿を描く。同画趣は『北斎漫画』三編にも描

かれる。神
し ん

農
の う

は、古代中国の伝説上の天子。人身
じ ん し ん

牛首
ぎゅうしゅ

の姿で、火の徳をもって帝となった

ので炎
え ん

帝
て い

とも呼ばれる。百草を嘗
な

めて薬草を発見し、農耕を教えたとされるので、江戸時

代に漢方医や薬商などが冬至の日に神
し ん

農
の う

祭
さ い

を行った。 

●下絵「疱瘡
ほ う そ う

翁
お う

を懲
こ

らしめる為朝
た め と も

」（文政 9 年～13 年〈1826～30〉。伝北斎とされる。下

絵。紙本墨画。38.3×26.0 英国・個人蔵） 

※八丈島で為朝
た め と も

が弓を杖にして疱瘡
ほ う そ う

翁
お う

を馬乗りに押さえつけ、被害を加えないという証書

一通に手形を捺
お

させている図。文化 8 年（1811）の「鎮西
ち ん ぜ い

八郎
は ち ろ う

為朝図
た め と も の ず

」や弘化 2 年（1845）

の「須佐之男命厄神退治之図
す さ の お み こ と や く が み た い じ の ず

」（牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

旧蔵）の構図に繋がる。 

 

【以下、文政後期～天保前期】 
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●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎
ほ く さ い

漫画
さいまんが

 十一編』（文政 6 年～天保 1 年〈1823～30〉。半紙本一

冊。無款。22.8×15.8 すみだ北斎美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術

館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※十巻で終了のはずが、好評に応えて出された巻。 

※奥付には、永楽屋のみが版元として記され、刊行年なし。この

編から初編に続き、実質永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

の刊行となる。 

※二十編まで継続する計画を示しているが、実際には十五編まで

刊行された。 

北斎漫画十一編 

☆口絵：墨・巻物・扇子が描かれ「すみ・ま・せん」をもじり、10 編で終わりではないこ

とを断わっている。さらに、寿
じ ゅ

老人
ろ う じ ん

の頭に乗った男が筆を持って「新」の字を途中まで書

いている。即ち「新北斎漫画」を表している。      

【酒を嗜なまず、茶を好まず、絵に似たる絵を書す。真をはなれて真を写す】 

☆序文「画論に凝
こ り

て筆のうごかざるは、医
い

案
あ ん

正しく匙
さ じ

のまはらざるにひとし。古人
こ じ ん

の説を

活動し、疾
やまい

を愈
い や

すぞ良
りょう

医
い

なるべき。されば、画人
が じ ん

も亦
ま た

然
し か

り。古法
こ ほ う

の縛
ば く

縄
じょう

をぬけいで、花を

画
えがか

は
ば

うるはしく、雪を画
えがか

ば寒く見ゆるを、上手
じ ょ う ず

とこそはいふべけれ。其人
そ の ひ と

は誰
だ れ

。独
ひとり

此
こ の

翁
お う

に

とゞめたり。酒を 嗜
たしなま

ず。茶を好
このま

ず、五十年来、画
が

三
ざ ん

昧
ま い

風
ふ う

骨
こ つ

雅
が

致
ち

の迯
に げ

道
み ち

を嫌ひて、山か雲

かのわかちも知れぬ絵に似たる絵を書す
か か ず

。真をはなれて真を写し、実に一家
い っ か

の画
が

道
ど う

を開け

り。往
い ぬ

る文化それの年より意にまかせ、筆に随
したが

ひ、何くれとなく画
えがき

たるを既
す で

に十巻刊行
か ん こ う

な

しゝか
が

、それにさへ飽
あ き

たらす、需
もとむ

者
も の

しけ
げ

きにより、翁
お う

ふたゝひ
び

筆
ふ で

をくだし漏
も れ

たるを拾
ひ ろ

ひて、

速
すみやか

に此巻
こ の か ん

成
な し

ぬ。当編
と う へ ん

を次
つ ぎ

て廿編
にじゅうへん

をもて全部
ぜ ん ぶ

となすこと近
ち か

きにあり。嗚呼
あ あ

、老練
ろ う れ ん

の奇功
き こ う

、

前に勝
す ぐ

れて尤
もっとも

興
きょう

ある絵本になん。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

」（『北斎漫画』３｢奇想天外｣2011 年 青幻

舎より。ルビは筆者による） 

●絵本『絵本女
え ほ ん お ん な

今川
い ま が わ

』（文政 5 年～天保 5 年〈1822～34〉。後に『北斎女
ほくさいおんな

今川
い ま が わ

』（弘化元

年頃：1844 永楽屋東四郎版）に改題される。半紙本一冊。葛飾為一老人画。22.5×15.6 

日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館/東京国立博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※貞
じょう

享
きょう

4 年（1687）沢田きち著『女今川』が女の教養書として今川
い ま が わ

了
りょう

俊
しゅん

の「今川帖
いまがわじょう

」に擬

して書かれたものが古く、江戸時代中期以後、同趣の教養本が普及した。北斎もそれに倣

い女性の守るべきことを絵で示した教訓本。            

 



558 

 

絵本女今川口絵（立命館 ARCより） 

● 肉 筆 画 「 美人
び じ ん

と

蛍狩図
ほ た る が り ず

」（文政 3 年～

天 保 4 年 〈 1820 ～

1833〉。紙本着色一面

(扇形)。北斎改為一

筆。印印文不明。16.9

×46.3 すみだ北斎美

術館蔵） 

※あやめの絵柄の団扇を持って、萩
は ぎ

模様の藍染めの浴衣を着て、蛍狩の人々を思い描いて

いる。図の左上に、蛍狩りをする人々を薄くシルエットで描き、美人の思いを表現してい

る。 

●肉筆画「品川
し な が わ

御殿山
ご て ん や ま

の花見
は な み

」（文政 3 年～天保 4 年〈1820～1833〉。絹本着色横長判一

幅。北斎改為一筆。印ふしのやま。23.1×151.0 北斎館蔵） 

※横長判の絵。御殿山の上で花見の宴をする人々。左下の眼下には品川の海が広がる。 

●肉筆扇面画「釣鐘
つ り が ね

に商人
しょうにん

」（文政 5 年～天保 5 年〈1822～34〉。紙本墨画淡彩扇面一面。

北斎改為一筆。花押（∞に似る）。上弦 46.5、下弦 22.6×14.7 フリーア美術館蔵） 

※北斎の作か疑われる（『2005 北斎展図録』ｐ42）。図は、下ろした釣鐘の前で、荷物を

下ろして休む商人を描く。 

●肉筆画「軍鶏図
し ゃ も ず

」(絹本着色一幅。文政 9 年～天保 5 年〈1826～

34〉。前北斎為一筆。印葛しか。134.0×46･4 MOA美術館蔵) 

※軍鶏
し ゃ も

二羽の図。手前の雄
お す

の軍鶏の肩越しに、雌
め す

の軍鶏が挑むよう

な目つきでこちらを見ている。図の上部に笹の葉を墨画風に描いて

いる。                   軍鶏図（MOA 美術館） 

●肉筆画「朝顔
あ さ が お

に鵜図
う ず

」 (文政 9～天保 5〈1826～34〉。絹本着色

一幅。葛飾前北斎為一筆。印葛しか。36･5×55･8 大英博物館蔵) 

※一羽の鵜の向こう側に、図

の左下から右上に朝顔の蔓
つ る

を

を描く。背景は金の地潰し。

文政 5 年～10 年〈1822～27〉

にも「厳頭
が ん と う

の鵜図
う ず

」を描いて

いる。 

朝顔に鵜図（大英博物館） 

●肉筆画「牧童
ぼ く ど う

」（文政 3年～天保元年〈1820～30〉。紙本着色一

幅。21.0×29.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※髪が豊かな子どもが二人いる。一人は片膝を立てて、一人はうつ伏せになって頬
ほ お

杖
づ え

をし

て話し合っている。側に草の入った籠が置かれている。 

●肉筆画「潮干狩
し お ひ が り

」〈多人数判〉（文政 3 年～天保 5 年〈1820～34〉。絹本着色一幅。前

北斎為一筆。印富士の形。111.5×41.2 北斎館蔵） 

※干潟で多くの男女が潮干狩りをしている光景。図の手前では、男が笊
ざ る

を頭上に持ち上げ、

もう一人の男は貝の入った笊
ざ る

を抱えるように持っている。水辺に男の子が二人入り、貝を

漁っている。そばには三人の女たちが立っている。画面奥の干潟でも多くの人が潮干狩り

をしている。背景には富士山が描かれる。 

※北斎は「潮干狩」を多く描いているが、この絵はもっとも人数が多い。 

●肉筆画「梅樹図
ば い じ ゅ ず

」(文政 11 年～天保元年〈1828～30〉。紙本淡彩一幅。北斎為一筆。印

二人人形 91.5×28.7 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※たらし込み注画法で漢画風に描かれた梅の古木の所々に咲く白梅。六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

(石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

)の

賛には「名木
め い ぼ く

の江南
こ う な ん

所
し ょ

無
む

は世
よ

のたく
ぐ

ひ なにはのうらにゆひ
び

をりの梅」とある。 

注）たらし込み：絵の具が乾かないうちに他の絵の具の色をたらす技法。にじみの技法。

俵屋宗
た わ ら や そ う

達
た つ

に始まり、尾形
お が た

光琳
こ う り ん

ら琳
り ん

派
ぱ

が多く用いた。 

●肉筆画「山水図
さ ん す い ず

」（文政 3～天保 5〈1820～34〉。絹本墨画淡彩一面。北斎改為一筆。印

印文不明。31.1×53.1 フリーア美術館蔵） 

※漢画墨画風の絵。入り江の左右の崖の間にある民家の前に小舟が数艘浮かび、遠くの山

の頂上付近は薄い藍色が施される。 

●肉筆画「南瓜
か ぼ ち ゃ

に虻図
あ ぶ ず

」（文政 9 年～天保 5 年〈1826～1833〉。絹本着色一幅。前北斎為

一筆。35.0×54.4。フリーア美術館蔵） 

※浅黄の花と薄緑の葉。その上に羽ばたいている虻。全体に墨絵風の絵。弘化 2 年（1845）

の「南瓜
か ぼ ち ゃ

花
か

と虻
あ ぶ

」とは別作。 

●掛幅肉筆画「白
し ろ

椿
つばき

に錦
き ん

鶏図
け い ず

」（文政元年～天保 5 年〈1818～34〉。掛幅絹本着色。北斎

為一（？）。印不明。103.0×35.3 ボストン美術館蔵） 

※頭部が白、腹部が鮮やかな赤、背中が緑の羽で尾羽が鋭く下を向

いている金鶏が、白椿が咲いている緑の幹に止まっている。全体に

色彩鮮やかな図。金鶏は、中国の岩山や竹藪などに生息する雉子
き じ

の

仲間。               白椿に金鶏図（ボストン美術館） 

●肉筆画「六歌仙図
ろ っ か せ ん ず

」（文政 3 年～天保元年〈1820～30〉。絹本着

色一幅。縦長判。北斎為一筆。印葛しか。116.0×33.2 個人蔵） 

※縦長図面に六歌仙を収めている。上から、正面を向いた大友
おおともの

黒
く ろ

主
ぬ し

、後ろ向きの僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

、左を向いた小野小町
お の の こ ま ち

、右を向いた

在原業平
ありわらのなりひら

、下を向いた文屋
ふ ん や の

康
や す

秀
ひ で

、正面を向いた喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

を流れるよ

うに収めている。図上部に六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

（石川
い し か わ

雅
ま さ

望
も ち

）の賛が記される。 
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六歌仙図（https://edo-g.com/より） 

●肉筆画「水滸伝
す い こ で ん

絵巻
え ま き

」（文政 12 年～天保 5 年〈1829～34〉。絹本一

部着色。未完。フリーア美術館蔵） 

※一枚絵に『水滸伝』の英雄 108 人を所狭しと描き、人物の側に短冊

状の書き込み枠に人物名を記す。あるいは未記入や黒で塗りつぶしも

あ る 。 人 物 も 着 色 や 無 着 色 が あ る 。 文 政 12 年 （ 1829 ）

「忠義水滸伝画本
ち ゅ う ぎ す い こ で ん え ほ ん

」（葛飾前北斎為一筆）を典拠にしたもので、北斎

を含む数人の作とも見られている（『北斎の肉筆画』ｐ149 青幻舎 

2018年） 

●屏風絵「十二
じ ゅ う に

か月
げ つ

花鳥図
か ち ょ う ず

」（文政 9 年～天保 5 年〈1826～34〉。紙本

着色六曲一双押絵貼屏風。無款。第一・六扇：146.4×51.8、第二～

五扇：146.4×56.5 フリーア美術館蔵） 

※1 月～6 月までを六曲にした右一隻と、7 月～12 月を六曲にした左

一隻に仕立てた一双屏風。1月には木にとまる鶴、2月は梅、3月は狐

と蝙蝠
こ う も り

、4 月は菖蒲、5 月には泳ぐ亀、6 月は蓮に鷺
さ ぎ

、7 月は鶏、8 月

は草樹にとまる雀、9月は菊に鴨、10月は紅葉に雉
き じ

、11月は雁
か り

、12月

は 2 匹の小犬等を描く。 

 

十二か月花鳥図（フリーア美術館：綴プロジェクト複製） 

●下絵集『未完
み か ん

絵
え

手本版
て ほ ん ば ん

下絵
し た え

』（文政 6 年～天保 4 年〈1823～33〉。綴本三冊。墨摺。無

款。各 14.0×21.0 ボストン美術館蔵） 

※『2019 新北斎展図録』（ｐ336）の解説によれば、後に刻板し、版本とすることを目的

とした版下絵を集めたもので、3 冊に分けられ、いずれも紙縒
こ よ り

で綴じられただけの仮綴で、

表紙などを含めると一定ではないが、上冊 38 丁、中冊 25 丁、下冊 26 丁としている。ま

た、版元は西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

ではないかと推測している。詳しくは、永田生慈『ボストン美術館

浮世絵名品展 北斎』〈2013～2014〉か、同書より抄録した『新北斎展図録』解説（ｐ

336）を参照のこと。九曜
く よ う

星
せ い

や仕事師など、多くのジャンルを扱っている。 

●画稿『日本
に ほ ん

名将伝
めいしょうでん

』（仮題。文政 9年～天保 5年〈1826～34〉。画稿三帖。見開き 32図。

無款。23.5×16.4 ボストン美術館） 

https://edo-g.com/
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※各巻の題僉
だ い せ ん

に「北斎画」と墨書され、見返し部分の表から隠された部分に「日本名将

伝」、上巻扉に「北斎板下草画
は ん し た そ う が

」「未
い ま

タ
だ

此図者
こ の ず は

板
は ん

ニ不成
な ら ざ る

古今之
こ こ ん の

名画
め い が

ナリ」と墨書されてい

るという（『2017北斎―富士を超えて』図録ｐ227）。 

『大日本将軍記初輯
だ い に ほ ん し ょ う ぐ ん き し ょ し ゅ う

』の画稿とされる。「義経
よ し つ ね

迫
せ ま

つて舩
ふ ね

八艘
は っ そ う

を踊
おどり

越
こ え

る」の絵には義経が

船から八艘跳びをする姿が動画のようにスケッチされている。 

●版下絵『
「

大日本将軍記初輯
だ い に ほ ん し ょ う ぐ ん き し ょ し ゅ う

』（文政 9 年～天保 5 年〈1826～34〉。『日本
に ほ ん

名将伝
めいしょうでん

』を基

にした版下絵だが 1図多い 33図。無款。28.0×20.0 ボストン美術館蔵） 

※源頼朝
みなもとよりとも

挙兵から奥州合戦迄の源平物だが未刊。 

●摺物「鶯
お う

宿
しゅく

梅
ば い

」(文政 9年～天保 5年〈1826～34〉。色紙判着色) 

※村上
む ら か み

天皇
て ん の う

は清涼
せいりょう

殿
で ん

前の梅が枯れたので、紀内
き の な い

侍
じ

の家の紅梅を

掘り取らせることにしたが、紀内侍は「勅
ちょく

なればいともかしこ

し鶯の 宿
や ど

はと問はばいかが答へむ」の一首を梅の枝に添えて

差し出したので、紀内侍の家の梅の木はそのままとなったとい

う故事からの着想。紀内侍が梅の木のある庭で、座って右手を

持ち上げ、和歌を盆に載せて差し出す図。「花の王に口をあか

さて鶯に ものをいはする宿の梅
う め

枝
が え

 春亭服
しゅんていふく

成
な り

」の狂歌が、左

から右に縦書きで記される。  鶯宿梅（plaza.rakuten.co.jp より） 

●摺物「江
え

の島詣
し ま ま い

り」（文政 5 年～天保 5 年〈1822～34〉。横中判着色。摺物。●
不 明

●
不 明

人為

一筆。19.2×26.5 千葉市美術館蔵） 

※牛の背に荷物を乗せて江ノ島詣りに来た、揚
あ

げ帽

子を被った二人の女が浜辺にいる。一人はしゃがん

で江ノ島のほうを指差し、一人は立って手をかざし

て江ノ島を見ている。江ノ島は描かれない。  

江の島詣り（千葉市美術館） 

●摺物「箱
は こ

根
ね

芦
あ し

ノ湖
こ

の富
ふ

士
じ

」（文政 5 年～天保 5 年

〈1822～34〉。北斎改為一筆。21.0×18.1 ﾁｪｽﾀｰ･

ﾋﾞｰﾃｨ図書館蔵） 

※富士は輪郭線を用いないカラ摺。雲や砂子
す な ご

部分は金摺、湖面は銀摺で、北斎の木版富士

中で最も豪華な作品といわれる。桂
け い

花
か

と二橋
に き ょ う

の句が書き込まれている。 

●摺物「紅
くれない

の玉
た ま

」（文政 9年～天保 5年〈1826～34〉。北斎改為一筆。19.6×17.6 すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※更紗
さ ら さ

の袋と 紅
くれない

の玉が描かれ、めでたい正月を表す。賛に「 紅
くらない

の玉
た ま

なす梅
う め

にともなふて 

ひかりに匂
に お

ふ 鶯
うぐいす

のこゑ 春亭服
しゅんていふく

成
な り

」とある。「紅」は賛の語調から「くれない」と読む。 

 

文政
ぶ ん せ い

13/天保
て ん ぽ う

1（1830/12/10～）庚
かのえ

寅
と ら

 71 歳 北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、七十一
ななじゅういち

翁
お う

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、

七十一
ななじゅういち

翁
お う

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

：孫
ま ご

(21歳)、阿
お

栄
え い

(33) 
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【為一後期 錦絵の時代】 

◇天保の大飢饉。 

◇天保の改革（1843 迄）。江戸三座（中村座・市村座・守田（森田）座）が浅草に移され

る。 

◇この頃(天保初期)、三輪
み わ

伝次郎
で ん じ ろ う

〈元武士、山口
や ま ぐ ち

伝次郎
で ん じ ろ う

〉の藪
や ぶ

蕎麦
そ ば

が駒込
こ ま ご め

団子坂
だ ん こ さ か

に進出

(三輪
み わ

は親戚の名を継ぐ)。 

※江戸後期の蕎麦の値段：二八
に は ち

蕎麦
そ ば

（16 文＝約 400 円、1 文＝約 25 円で計算）、あられ

〈旬の素材を用いる蕎麦〉、天麩羅、花巻
は な ま き

〈もみ海苔を散らしたかけ蕎麦〉、しっぽく

〈煮込んだ具材を乗せた蕎麦〉、玉子とじ、鴨
か も

南蛮
な ん ば ん

＝24 文～32 文（約 600 円～800 円）。

蕎麦
そ ば

切手
き っ て

（必要に応じて蕎麦に引き換えることのできる商品札）＝216文（約 5400円）。 

◇閏 3 月、おかげ詣り流行。この年、100 万人以上が伊勢参りをしたという。6 月 20 日ま

での間に 427万 6,500人が伊勢神宮近くの宮川の渡しを渡ったという。 

◇閏 3月 24日、石川雅望
い し か わ ま さ も ち

(宿屋飯盛
や ど や の め し も り

・六樹園飯盛
ろ く じ ゅ え ん め し も り

)没（78）。 

◇パリ、七月革命。 

◇8月 4日、吉田松陰
よ し だ し ょ う い ん

生（～1859）。 

◇9月頃、富突き（富くじの一種。箱の中の札を突いて当たりを決める）が流行。 

◇十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

、文政 5年（1822）以来の中風
ちゅうぶう

が重くなる。 

 

【どら孫の尻拭いと窮乏生活】 

★1月 12日、孫を父親（柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

）に引き渡し、上州
じょうしゅう

高崎
た か さ き

より奥州
おうしゅう

に連れて行かせて働か

せるも、北斎の予想通り途中で逃げ帰る。 

※文政 13 年（天保元年）1 月 28 日の英
はなぶさ

平
へ い

吉
き ち

・英文蔵
はなぶさぶんぞう

宛書簡には、「（略）孫の借金の取

り立てなどでひどく窮乏していて、2 月中旬にならなくては春は来ない」と記している。

版元に 2月の救済を願っているか。「北斎為一九拝」と書いている。 

文政 13年（天保元年）1月 28日の英
はなぶさ

平
へ い

吉
き ち

・英文蔵
はなぶさぶんぞう

宛書簡。 

「（略）去
さ る

春より孫放蕩
ほ う と う

に付
つ き

、数々
か ず か ず

悪法
あ く ほ う

をかゝれ、殊
こ と

に下品
げ ひ ん

のドラもの、始末屋
し ま つ や

よりのか

け合
あ い

等
な ど

にて、いろ〱
い ろ

尻をぬぐひ、勘当
か ん ど う

も度
だ び

々
た び

申出候処
もうしいでそうろうところ

、幡随
ば ん ず い

院長
いんちょう

兵衛
べ え

注、折々
お り お り

出現
しゅつげん

仕
つかまつり

、

ヤレ、月
つ き

迫
せまり

(月末)の、今一応
い ち お う

のと、難儀
な ん ぎ

は、老人一人にて、漸々
よ う よ う

当
と う

正月十二日、当人
と う に ん

父
ち ち

柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

へ引渡し、当時は上州
じょうしゅう

高崎
た か さ き

より奥州
おうしゅう

へ連れ参候得共
まいりそうらえども

、今にも余中
と ち ゅ う

より逃げ帰り

候
そうろう

哉
や

と、未
いまだ

不案
ふ あ ん

心
し ん

(不安心)に候得共
そ う ら え ど も

、まづしばらくは、ホット息をつき罷在候
まかりありそうろう

、右に付

曽我物語
そ が も の が た り

之
の

御礼にも不参候
まいらずそうろう

。当春
とうしゅん

ハ、銭もなく、着物もなく、口を養ふのみにて、二月中

旬に不相成候
あいならずそうらい

てハ、春になりかね候
そうろう

(略)」（『葛飾北斎伝』ｐ228 ルビは筆者による） 

 この時、孫は 21歳ぐらいと思われる。 

注）幡随
ば ん ず い

院長
いんちょう

兵衛
べ え

：江戸初期の侠客
きょうかく

。町
ま ち

奴
やっこ

の頭目
と う も く

で、講談・歌舞伎で有名。北斎と年代が

違うので、ここでは取捌
とりさばき

役（借金等の取立て役か）の人をこう呼んだか。 

★1月頃、浅草
あ さ く さ

藪
や ぶ

の内
う ち

明王院
みょうおういん

注内五郎
ご ろ う

兵衛店
べ え だ な

に住む。 
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1 月 18 日の書簡「浅草
あ さ く さ

藪
や ぶ

の内
う ち

、明王院
みょうおういん

地内
ち な い

家主
や ぬ し

五郎
ご ろ

兵衛
べ え

店
だ な

、此頃
こ の ご ろ

引越候
ひっこしそうろう

。画
え

をかく坊主
ぼ う ず

と御尋
お た ず ね

可被下候
くださるべくそうろう

。北斎
ほ く さ い

にてハ如何
い か ん

哉
か な

」（句読点･ルビは筆者）による。尋ねるときは「画

をかく坊主」と言ってください。「北斎」と言って尋ねるのは控えてくださいといったニ

ュアンス。 

注：現元
も と

浅草
あ さ く さ

辺にあった明王院
みょうおういん

であろう。藪
や ぶ

の内
う ち

は「藪之内
や ぶ の う ち

の馬
う ま

市
い ち

」として『新撰東京名

所図会』第 56編「浅草区之部」其三で次のように紹介している（『風俗画報』増刊 東陽

堂。明治 41年 6月 20日刊）。 

「藪之内
や ぶ の う ち

は昔時
せ き じ

年毎
と し ご と

に南部
な ん ぶ

駒
ご ま

の市を開きし地
ち

なりしが。文化元年より止みたるよし此地
こ の ち

俗間
ぞ っ か ん

には単に藪
や ぶ

とのみ唱
と な

へ居れり」(句読点原文のママ。ルビは筆者による)。 

★3 月 6 日、川柳の会（浅草奥山
お く や ま

千代田
ち よ だ

額
が く

面会
め ん か い

。柳亭
りゅうてい

評。催主：花菱
は な び し

）に出席、1 句詠む

（『年譜』による）。 

★3 月 28 日、川柳の会（於浅草奥山開巻。柳亭
りゅうてい

評）に出席、2 句詠む（『年譜』による）。 

★この頃より天保 4 年（1833）にかけて錦絵に傾注（風景画家の趣が形成される）。但し、

この年は画作は少ない。 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』110編に 4句載る（『年譜』による）。 

【柳多留 110扁】 

☆鳥さしハ生きた雀の帯をしめ 卍（85扁に他者評で前出） 

☆芋は今喉元
の ど も と

あたりろくろ首 卍（ろくろ首が食べた芋は今は喉元あたりか。吉原・三浦屋の遊女、二代高

尾太夫の「君は今駒形あたりほととぎす」を踏む） 

☆供
と も

にやとはれ餌（紺か。田中聡『北斎川柳』による）の形
な

リになられた 卍（侍の供に雇われ紺の法被

を着た姿になった） 

☆亭主ハ麩
ふ

女房がこほ
ぼ

す水醤
みずしょう

麩
ふ

 卍（近頃の亭主は麩のように頼りないと女房がこぼすが、お前だって水を

含んだ正麩のようだ） 

【北渓の絵手本を北斎名で出版】 

●絵手本「北斎
ほ く さ い

道中画
ど う ち ゅ う が

譜
ふ

」（〈戸塚〉の画中の道標に「文政十三」〈天保元年〉とある。

淡彩一冊。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

序。前北斎為一画。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（東璧堂
と う へ き ど う

）版。大英博物館/国立国

会図書館蔵） 

※魚屋
と と や

北渓
ほ っ け い

の狂歌本『狂歌
き ょ う か

東関駅
と う か ん え き

路
ろ の

鈴
す ず

』(文政 13年：1830)を改題し、北斎画として再摺し

たもの。 

『北斎道中画譜』（口絵：大英

博物館）。 

右図：程ケ谷・戸塚（メトロポ

リタン美術館） 

※「東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

」の

各宿駅に沿っているが、

絵手本風に描線を主体に



564 

 

描く。〈東璧堂
と う へ き ど う

書斎
し ょ さ い

〉として永楽屋の店頭風景に続き、45 宿が見開き頁、または半頁、あ

るいは見開き頁に 3 宿（袋井
ふ く ろ い

・見附
み つ け

・浜松
は ま ま つ

）が書き込まれている。〈〉は見開き頁（一丁
いっちょう

の裏表）を示す。 

☆〈日本橋
に ほ ん ば し

〉〈品川
し な が わ

〉〈川崎
か わ さ き

・神奈川
か な が わ

〉〈程ケ谷
ほ ど が や

・戸塚
と つ か

〉〈藤沢
ふ じ さ わ

〉〈平塚
ひ ら つ か

・大磯
お お い そ

〉

〈小田原
お だ わ ら

・箱根
は こ ね

〉〈三島
み し ま

〉〈沼津
ぬ ま づ

〉〈原
は ら

〉〈吉原
よ し わ ら

〉〈由井
ゆ い

・興津
お き つ

〉〈江尻
え じ り

・府中
ふ ち ゅ う

〉

〈鞠子
ま り こ

〉〈岡部
お か べ

〉〈藤枝
ふ じ え だ

・島田
し ま だ

〉〈金谷
か な や

〉〈日坂
に っ さ か

・掛川
か け が わ

〉〈袋井
ふ く ろ い

・見附
み つ け

・浜松
は ま ま つ

〉〈舞坂
ま い さ か

〉

〈白
し ろ

須賀
す が

・二川
ふ た が わ

〉〈吉田
よ し だ

〉〈御油
ご ゆ

・赤坂
あ か さ か

〉〈藤川
ふ じ か わ

・岡崎
お か ざ き

・池鯉附
ち り ゅ う

〉〈鳴海
な る み

・宮
み や

〉〈桑名
く わ な

・

四日市
よ っ か い ち

〉〈石
い し

薬師
や く し

〉〈庄野
し ょ う の

・亀山
か め や ま

〉〈関
せ き

〉〈坂
さ か

ノ下
の し た

〉〈土山
つ ち や ま

〉〈水口
み な く ち

・石部
い し べ

〉〈草津
く さ つ

・

大津
お お つ

〉〈京
きょう

〉 

【文政 4年に続き落款に年齢を記す】 

●下絵集『工芸
こ う げ い

職人用
しょくにんよう

下絵集
し た え し ゅ う

』（着色。2 帖。七十一翁北斎為一筆（前編）。七十一翁為

一筆（後編）。13.3×19.7 メトロポリタン美術館蔵） 

※根付
ね つ け

、目貫
め ぬ き

、煙草
た ば こ

入
い

れの金具など、職人のためのデザイン集。2 冊に 348 図が収められ

ているという（『2019 新北斎展図録』ｐ336）。動物・虫・植物・人物・風俗等、たくみ

にデザイン化した下絵を 1ページに 4枚～9枚コマ割りに貼り付けたもの。 

●摺物「汐
し お

汲
く

み」(3 月。大奉書全紙判摺物。「一世一代会」と題されている。北斎改為一

筆。42.5×55.6 東金屋
と う が ね や

版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※長唄の唄方
うたいかた

である芳村家
よ し む ら け

の家元
い え も と

芳村
よ し む ら

伊三郎
い さ ぶ ろ う

を中心と

する常盤津
と き わ ず

発表会「一世
い っ せ

一代会
い ち だ い か い

」のプログラムとして

作られた摺物という。図の大半が演目と演者の指名で

埋められている。謡曲「松風
ま つ か ぜ

」を基とする歌舞伎舞踊

「汐汲
し お く み

」を舞う図。天秤
て ん び ん

の汐汲
し お く み

桶
お け

を担
か つ

ぎ、花簪
はなかんざし

を挿

した髪に烏帽子
え ぼ し

を被り、美しい衣裳に腰
こ し

蓑
み の

をつけてい

る。天保期以降摺物は激減している中での北斎晩年の

唯一の大型摺物。図の左端に「文政十三年寅年三月」

とある。        汐汲み（部分：太田記念美術館） 

●下絵『
「

下絵帖
し た え じ ょ う

』（紙本着色貼込帖二帖。七十一翁北

斎為一筆。19.7×13.3 メトロポリタン美術館蔵） 

※貼込された小判の下絵帖。工芸・根付等のデザインを描く。北斎及び工房の手が入って

いると思われる。十二支を長円形風にまとめたデザインなどがある。 

 

天保
て ん ぽ う

2(1831）辛
かのと

卯
う

 72 歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、七十二
な な じ ゅ う に

翁前
おうさきの

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

 □印

葛
か つ

しか、二人
ふ た り

人形
にんぎょう

、為一
い い つ

、さきのほくさゐ、七十二
な な じ ゅ う に

翁
お う

、瓢箪
ひょうたん

の形、ふしのやま、為弌
い い つ

、ゐ

一
い つ

のゐん：孫
ま ご

(22歳) 阿
お

栄
え い

(34歳)  

◇この頃、江戸で、屋台ではない天麩羅屋ができる。 



565 

 

◇1月 6日、良寛
りょうかん

没（75）。 

◇2月、女浄瑠璃禁止令。 

◇2月、江戸の米高騰にともなう窮民 27万 8千余人に施米
せ ま い

が 5月まで行われる。 

◇4月 7日、河鍋
か わ な べ

暁
きょう

斎
さ い

生（～1889）。 

◇7月 26日、二世森羅万象
し ん ら ま ん ぞ う

（七
し っ

珍
ち ん

万
ま ん

宝
ぽ う

）没（70）。 

◇8 月 7 日、十辺舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

没（67）。辞世「この世をばどりゃお暇
いとま

と線香
せ ん こ う

の煙と共
と も

に灰
は い

左様
さ よ う

なら」。曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

は「著作料で生計を立てた最初の人物」と評した。 

○歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

、『東都
と う と

名所
め い し ょ

』（ベロ藍
あ い

を使う）。 

 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』113編に川柳 1句、115編に 12句載る（『年譜』による）。 

【柳多留 113扁】 

☆白日
は く じ つ

鼠
そ

横町
よこちょう

唐
か ら

の女医者
お ん な い し ゃ

 卍（横町の唐の女医者は水子を扱うので、「水滸伝」の盗賊・白日鼠のようだ） 

【柳多留 115扁】 

☆御寺
お て ら

の万歳
ば ん ざ い

年
と し

若
わ か

に御短命
ご た ん め い

 卍（若死にが増えれば、その法要でお布施が増える。万歳、万歳） 

☆さうづかのヲツカア撫
な ど

と二才
に さ い

鬼
お に

 卍（吉原の店先の遣り手は三途の川の鬼だと、青二才の客が言う） 

☆御膳
ご ぜ ん

汁
し る

付
づ き

枕
まくら

飯
め し

六文屋
ろ く も ん や

 卍（一泊二食六文の飯盛宿では、山盛りの飯に箸が刺さって仏前の飯のようだ） 

☆お寺の万歳
ば ん ざ い

年
と し

若
わ か

の御短命
ご た ん め い

 卍（他者評により前出。但し、表記の異同あり） 

☆閻
え ん

王
お う

の口ヘ小僧をおつぱめる 卍（太宗寺の閻王は小児を食べるという。悪い小僧は口に入れるぞと脅す） 

☆誰が為に樒
しきみ

の春の縁
ゆかり

する 卍（宿六心配『謎解き北斎川柳』では「 緑
みどり

する」。いったい誰のために春の

樒は育つのか） 

☆張子
は り こ

でも浅草紙
あ さ く さ が み

の都
みやこ

鳥
ど り

 卍（落とし紙に使う安い浅草紙で作った張り子の都鳥でも立派に見える） 

☆抜
ぬ

ケと水かける犬さぐ
ざ く

ら 卍（宿六心配『謎解き北斎川柳』では「抜
ば

ツと」。抜いてしまえと盛りの犬に

水を掛けるように、植木の犬桜に水を掛ける。あるいは「バッと水を掛ける」か） 

☆気違ひめ行平
ゆ き ひ ら

鍋
な べ

へみやこ鳥 卍（江戸の名酒「都鳥」を行平鍋に入れて呑む酒好きの気違いめ。行平と弟

の業平の歌を踏む） 

☆はりこて
で

も浅草紙の都鳥 卍（他者評により前出。但し表記の異同あり） 

☆下からも屋
や

玉
だ ま

と読
よ め

と田舎者 卍（花火は下から上がるので「玉屋」の掛声も下からと読めと田舎者が言う） 

☆〆
し め

寄
よ す

る睾丸
た ま

ハ伊勢やの銭
ぜ に

田虫
た む し

 卍（ケチな伊勢屋は睾丸の皮膚病・銭田虫まで落とさぬよう褌で締める） 

【この年の信州小布施行き・高井鴻山宅に寄宿は疑問】 

★『葛飾北斎伝』には、 

「天保二三年の頃、信州
しんしゅう

高井郡
た か い ぐ ん

小布施村
お ぶ せ む ら

（筆者注：現長野県上高井郡
か み た か い ぐ ん

小布施町
お ぶ せ ま ち

小布施
お ぶ せ

805-

1、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

記念館）に到り、門人高井
た か い

三九郎
さ ん く ろ う

（筆者注：鴻山
こ う ざ ん

。1808～83。信州の豪商に

して教育家）の家に寓し、居ること一年、遠近、画
え

を請
こ

ふ者多し」とある(ｐ134)。 

 しかし、この頃、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

は京都にいて天保 3年(1832：鴻山 24歳)には江戸に出ている

ので『葛飾北斎伝』の記述を否定する見解がある（岩崎長思『高井鴻山小伝』上高井教育
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会〈荒井勉『北斎の隠し絵』所収 ｐ82〉）。『葛飾北斎伝』脚注（ｐ134）でも「この

ころ鴻山は京都に居るので、誤りとされる」とある。 

※『葛飾北斎伝』（脚注ｐ135）では、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

は、22歳の時、2度目の京都へ行ったとあ

り、本文中にも「嘗
か つ

て京師
け い し

に学び、岸
が ん

駒
く

注に就き、画法を学びしが、岸駒
が ん く

一日
ひ と い

門生
も ん せ い

を集め

て、謂
い い

て曰
い わ

く、当時
と う じ

京板
け い は ん

の画工多しといへども、蓋
け だ

し我が腕に敵するものなかるべし。唯

おそるべきは、江戸の葛飾北斎なりと。三九郎
さ ん く ろ う

（筆注：高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

のこと）これを聞き、

岸駒
が ん く

が門を去りて、江戸に来たり、北斎翁に就
つ

き、画法を学ぶ。画名を鴻
こ う

台
だ い

（脚注：鴻山
こ う ざ ん

の誤り）といふ。後信州に帰り、翁を招きて家に居
お

らしめたり」（ｐ135～136 ルビは筆

者による）とある。 

注）岸駒
が ん く

：宝暦 6 年または寛延 2 年～天保 9 年（1756・1749～1839）。本名・佐伯
さ え き

昌
ま さ

明
あ き

。

京都の絵師。岸
き し

派の祖。 

 

●錦絵「鎌倉
か ま く ら

 江ノ島
え の し ま

 大山
お お や ま

 新板
し ん ぱ ん

往来
お う ら い

双六
す ご ろ く

」(この頃か。春。大大判錦絵。袋あり。

柳亭種彦
りゅうていたねひこ

撰。前北斎為一図。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

・鶴屋喜
つ る や き

右
え

エ門
も ん

・上州屋
じょうしゅうや

重蔵
じゅうぞう

同梓。島根県立美術館蔵)。 

※北斎唯一の 双
すごろく

六画（玩具図）。日本橋から江

の島、大山までの52箇所の景勝地を柳亭種彦
りゅうていたねひこ

が選

ぶ。 

「鎌倉 江ノ島 大山 新板往来双六」(島根県立美術館) 

☆〈袋〉(着色。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※「鎌倉 江の嶋 大山 新板往来双六 柳亭種彦撰 前

北斎為一筆」の表題の脇に、菊・萩・蝶の図柄の屏

風、「文政辛
かのと

卯
う

春 新彫」と書かれた大山参りで

奉納する大きな木の納
お さ

め太刀
だ ち

、「相州鎌倉 風流

政子形
ま さ こ が た

御櫛所
お ぐ し ど こ ろ

 雪の下」と書かれた袋と櫛
く し

が描かれ

る。「文政辛
かのと

卯
う

」は文政 14 年（1831）にあた

り、実際には天保 2 年のこと。袋の裏には柳亭種

彦の「誌」と、版元の「通油町 鶴屋喜
つ る や き

衛門
え も ん

 馬喰

町二丁目 西村屋与八
に し む ら や よ は ち

 合彫」の文字が記される。 

●狂歌絵本『女
おんな

一代
い ち だ い

栄
え い

花集
が し ゅ う

』（3 月。半紙本一冊。着色。秋
しゅう

長堂
ちょうどう

老師
ろ う し

・春秋庵婦人
しゅんじゅうあんふじん

両撰。

応需七十二翁前北斎為一筆 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※本書には三図のみ描く。 

☆〈花見帰
は な み が え

りの商家
し ょ う か

の女房
にょうぼう

〉 

※二人の商家の女房が扇子を振りかざしながら陽気に歩いている行楽帰りの図。二人で持

つ細い棒に括りつけた風呂敷には、摘んだ草花が包まれている。供の小僧が傘を持ってつ

き従う。堤の向こうに桜が咲いているのが薄く描かれる。 



567 

 

花見帰りの商家の女房（島根県立美術館） 

☆〈短冊
た ん ざ く

を持
も

つ婦人
ふ じ ん

〉 

※短冊に歌を書こうとして、右手に筆を持

っている向こうむきの女。 

☆〈藤花
と う か

〉 

●錦絵「百
ひゃく

物語
ものがたり

」（この頃か。天保 4 年

（1833）説あり。中判錦絵揃物。前北斎

筆。鶴屋喜
つ る や き

右衛門
え も ん

版） 

※落款の「前北斎筆」の「筆」の最後が右に跳ね上がる書き方で、これは『冨嶽三十六景』 

の 天 保 2 年 に 描 か れ た 図 の 落 款 と 同 様 で あ る 。 ま た 「 し う ね ん 」 に

「時干応天輔（天保）之革
と き に て ん ぽ う の か く に お う ず

 御正月
おしょうがつの

日待咄
ひ ま ち ば な し

」とあり、天保元年は 12月 10日改元で 10日し

かないので、刊行は天保 2 年ことと思われる（『HOKUSAI 画狂人北斎』緑青 VOL2 日本

浮世絵博物館 ｐ56参照）。 

※明治 26年(1893)、松井栄吉版の複製がある。 

☆〈しうねん〉（26.0×18.9 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/中右コレクション/山 

口県立萩美術館・浦上記念館/島根県立美術館：永田コレクショ

ン蔵) 

※「時于応天輔之革 茂間爺院無嘘信士 空 御正月日待咄」

と書かれた位牌と骨壺と卍印のある茶碗に絡みつく蛇を描く。 

しうねん（日本浮世絵博物館） 

☆〈お岩さん〉（26.2×18.7 文政 8 年（1825）初演「東海道
と う か い ど う

四谷
よ つ や

怪談
か い だ ん

」（鶴屋
つ る や

南北
な ん ぼ く

）を題材にし

たもの。ギメ美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京

国立博物館/中右コレクション/島根県立美術館/日本浮世絵博物

館/ボストン美術館/大英博物館/ミネアポリス美術館/立命館大

学/中右コレクション蔵） 

お岩さん（日本浮世絵博物館） 

☆〈さらやしき〉（26.0×18.8 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/中右コレクション/

山口県立萩美術館・浦上記念館/ミネアポリス美術館蔵） 

※寛政元年（1741）、大坂豊竹座
と よ た け ざ

初演「播州皿屋鋪
ば ん し ゅ う さ ら や し き

」で知られた話。お菊が皿を割った琴

に腹を立てた主人の青山鉄山によって斬殺され井戸に投げ入れられたが、お菊の怨念が井

戸の中で皿の数を数えたという物語。図は、井戸から顔を出したお菊の体が皿を重ねるよ

うに描かれ、口から煙草の煙のような霊気を吐いている。オデュロン・ルドン「聖アント
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ワーヌの誘惑」第一集〈V.それから魚の体

に人間の頭アントワーヌを持った奇妙なもの

が現れる〉（1881 年 国立西洋美術館蔵）

に影響したとされる。 

さらやしき（日本浮世絵博物館） 

右図：ルドン：1888 「聖の誘惑」から（国立西洋美術

館） 

☆〈小
こ

はだ小平二
こ へ い じ

〉（26.1×18.6 大英博

物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

東京国立博物館/日本浮世絵博物館/中右コレクション/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/山口

県立萩美術館・浦上記念館/ギメ美術館/中外産業株式会社・原安三郎コレクション/ミネ

アポリス美術館蔵） 

※享和 3 年（1803）の読本「小幡
お ば た

小平
こ へ い

二
じ

死霊
し り ょ う

物語
ものがたり

 復讐
ふくしゅう

奇談安積
しゅうきたんあずみ

沼
ぬ ま

」（山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

）

参照。初代尾
お

上松
の え ま つ

助
す け

門下の役者小平
こ へ い

二
じ

が、

後妻のお塚
つ か

とその密夫により安積
あ づ み

沼
ぬ ま

で殺さ

れる話。ジャポニズムの一つとして、オデ

ュロン・ルドン『ゴヤ讃』の〈1885 Ⅱ 

沼の花、悲しげな人間の顔〉などにも影響

したとされる。           

左：小はだ小平次（日本浮世絵博物館）右：ルドン：沼の花（国立西洋美術館） 

☆〈笑ひはんにゃ〉（25.6×18.8 大英博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京

国立博物館/中右コレクション/ギメ美術館/山口県立萩美術館：浦

上記念館/日本浮世絵博物館蔵) 

※般若
は ん に ゃ

が子どもの首を持ち上げ、左手でそれを指さしている図。

鬼子母神
き し も じ ん

を画材にしている。赤子を奪い食う女を諭
さ と

すため、釈迦
し ゃ か

が彼女の子を隠したため、子を失うことの悲しみを知った女は、

後に子供を守る鬼子母神となったといわれる。 

※日本浮世絵美術館所収の図は、瞳の周囲と歯が白と青の交互に

塗られている。フリーア美術館には色指定を書き込んだ校合摺が

ある。 

笑ひはんにゃ（日本浮世絵博物館） 

【真実の虚構か、虚構の真実か、『冨嶽三十六景』】 

●『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』(秋。横大判錦絵揃物。表
おもて

富士
ふ じ

36 景〈主にベロ藍
あ い

や植物の藍による併

用摺〉＋裏
う ら

富士
ふ じ

10 景の全 46 枚。前北斎為一筆。三代目西村屋与八
に し む ら や よ は ち

（馬喰町・永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

。

富士講
ふ じ こ う

の講元
こ う も と

）版。以後 4年間刊行) 
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※江戸から見た富士の図は 17 景（『芸術街道』VOL.1 

花美術館 2009年 9月刊 小林忠談）。 

※フランスのアンリ・リヴィエールは『冨嶽三十六景』

に刺激され「エッフェル塔三十六景」を描いている。 

「エッフェル塔三十六景」1988～92年（川船  オルセー美術館） 

※河村岷
か わ む ら み ん

雪
せ つ

『
「

百
ひゃく

富士
ふ じ

』（明和 4 年：1767）の画趣の多く

を参考にしたとされる。 

河村岷雪『百富士』4 冊（明和 4年：1767 ARC 所蔵古典籍データベースより） 

※上方
か み が た

の絵師・春婦
し ゅ ん ぷ

斎
さ い

北
ほ く

妙
みょう

が、「冨嶽三十六景」を忠実に写した豆判（天保元年～5 年

〈1830～34〉。平均 8.5×12.2。35 点が確認されているという）を描き「北
ほ く

妙
みょう

写」と署名

している。 

【富士 36 図】（所蔵館記載のない図はメトロポリタン美術館蔵） 

☆〈江戸日本橋
え ど に ほ ん ば し

〉（前北斎為一筆。25.4×37.7 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物

館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/

ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術

館/ミネアポリス美術研究所蔵） 

※透視図法(三ツ割の法)で早朝の江戸を描く。隅田

川の西岸に魚河岸があり、図の下に描かれた日本橋

上には魚売りで賑わい、両岸には白壁の米蔵
こ め ぐ ら

が並

ぶ。遠景に日本橋川に掛かる一石橋
い っ こ く ば し

、更に向こうに

江戸城が描かれる。その背後に、本来ならここから

は見えない富士山が見える。 

日本橋：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈江
え

都
ど

駿
す る

河
が

町
ちょう

三井
み つ い

見
み

世
せ

略図
り ゃ く ず

〉（前北斎為一筆。25.8×38.2 メトロポリタン美術館/す

みだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/山口県立

萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立

博物館/北斎館/奈良県立美術館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝ

ｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※富士や家の屋根による二等辺三角形の構図で、屋根

より凧
た こ

を揚げる図。越後屋
え ち ご や

（三越）は一日千両の繁盛

といわれた。この店の大屋根では職人が正月飾りをし

ている。その動きの先には「寿」の文字が記された凧
た こ

が揚
あ が

る。駿河
す る が

町
ちょう

（現東京都中央区日本橋通
に ほ ん ば し ど お り

室町
む ろ ま ち

1～2

丁目）には、道の両側に「現金 無掛値
か け ね な し

」の看板のあ

る越後屋
え ち ご や

があった。 

                   江都駿河町三井見世略図：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈東都
と う と

駿
す ん

台
だ い

〉（北斎改為一。26.5×38.4 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/江

戸東京博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/ホノルル美術館/東京国立博物

館/北斎館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/

山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/

島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）                   

※駿台
す ん だ い

は、現在の東京都千代田区神田
か ん だ

駿河
す る が

台
だ い

。中央

に神田川
か ん だ か わ

の支流と思われる川が流れ、その岸辺から

左側の坂にかけて人が往来している。その地点から

武家屋敷のある駿河
す る が

台
だ い

を見る図。遠景に富士が描か

れる。                           東都駿台 

☆〈東都浅艸
と う と あ さ く さ

本願寺
ほ ん が ん じ

〉（前北斎為一筆。25.2×36.5 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博

物館/江戸東京博物館/田記念美術館/すみだ北斎美術館/山梨県立博物館/MAO 美術館/山口県

立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ /太田記念美術館 /大田区立龍子記念館 /東京国立博物館 /島 

根県立美術館/北斎館/ホノルル美術館蔵） 

※浅草
あ さ く さ

本願寺
ほ ん が ん じ

は、浅草の東本願寺
ひ が し ほ ん が ん じ

(現東京都台東区

西浅草
に し あ さ く さ

1-5-5)で、大屋根の上には五人の瓦
かわら

職人が作業

をして、そこからの視点で左側の街並みを低く描いて

いる。家並の間には材木を高く組み合わせた建造物が

描かれ、低い位置の町から鳶
と び

凧
た こ

があがり、その中空の

位 置 は 大 屋 根 の 高 さ と な っ て い る 。 

東都浅艸本願寺 

☆〈深川
ふ か が わ

万
ま ん

年
ね ん

橋下
ば し し た

〉（北斎改為一筆。25.1×37.1 メトロポリタン美術館/島根県立美術

館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/すみだ北

斎美術館/太田記念美術館/太田区川端龍子記念館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/東京国

立博物館/北斎館/ホノルル美術館蔵） 
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※太鼓
た い こ

橋
ば し

風の万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

の橋下
は し し た

の低い視点で遠くの富士

を望み、橋上の人々を見上げる構図。橋下を通過す

る船や、橋下で釣りをする男も描かれる。万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

は

現東京都江東区常盤
と き わ

1 丁目と清澄
き よ す み

1 丁目との間に流れ

る小名
お な

木川
ぎ が わ

に架かる橋。小名木川河口の隅田川の向

こうに富士山が見える。『洋風景画シリーズ』(文化

元年～4 年)の「たかはしのふじ」も同じ構図で描か

れた。河村岷
か わ む ら み ん

雪
せ つ

『百
ひゃく

富士
ふ じ

』中の〈橋下
き ょ う か

〉の画趣の影響が強い。     深川万年橋下 

☆〈五百
ご ひ ゃ く

らかん寺
じ

さゞゐどう〉（前北斎為一筆。25.4×37.3 メトロポリタン美術館/日

本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/太田記念美術館

/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/すみだ北斎美術館/山口

県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/プルヴェラー・コレクション/ライデン国立民族学博物館/島

根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/ミネアポリス美術館蔵） 

※羅漢寺
ら か ん じ

の展望台から富士を見ている図。羅漢寺
ら か ん じ

は江戸・本所
ほ ん じ ょ

五
い つ

つ目の大島
お お じ ま

村（現東京都

江東区大島
お お じ ま

3-1-8）にあり、写実的な五百羅漢像を安置していた。三階建ての螺旋状
ら せ ん じ ょ う

の

栄螺堂
さ ざ い ど う

（正式には三匝堂
さ ん そ う ど う

）があり、富士を見る展望台もあった（小林忠『浮世絵ギャラリ

ー２ 北斎の美人』）。その後、明治 42年に五百
ご ひ ゃ く

羅漢寺
ら か ん じ

は目黒区に移転した（現東京都目

黒区下目
し も め

黒
ぐ ろ

3-20-1）。元の地には奥多摩の曹洞宗
そうとうしゅう

祥安寺
し ょ う あ ん じ

が移転し羅漢寺
ら か ん じ

と改称したという（現東京都

江東区
こ う と う く

大島
お お じ ま

3-1-8）。       

図は富士を望む男女や子ども、右には荷物を背負っ

た行商の男女が疲れたのか座りこんでいる。遠くの

竪川の材木置き場と思われる先に富士がみえる。な

お、本図の画題を「さざえどう」と表記しているの

は誤り。                         五百らかん寺さゞゐどう 

☆〈青山円座松
あ お や ま え ん ざ の ま つ

〉（北斎改為一筆。25.1×37.0 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物

館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/すみだ北斎美術館/山口県立萩美術館/山梨県

立博物館/MAO 美術館/東京国立博物館/江戸東京博物館/北斎館/大田区川端龍子記念館/島

根県立美術館/ホノルル美術館蔵） 

※笠松
か さ ま つ

と呼ばれる青々とした巨松の葉が広がり、右手前の坂の上では三人の男が酒宴を催

している。松の向こうに雄大な富士が描かれる。この松は、実際には芝・増上寺
ぞ う じ ょ う じ

の「円座
え ん ざ

の松」との考察があるが（有泉豊明『楽しい北斎の 冨嶽三十六景 富嶽百景 動植物画 

他』目の眼 P29）、「青山」を画題にしているところから、青山の龍岩寺
り ゅ う が ん じ

（現東京都渋

谷区神宮
じ ん ぐ う

前
ま え

2-3-8）の松を意識していると思われる。図左の松を支える杭から掃除人の足

が見える。                
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青山円座松：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈隠田
お ん で ん

の水車
す い し ゃ

〉（前北斎為一筆。26.0×38.5 メ

トロポリタン美術館/大英博物館/山梨県立博物館

/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田

区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館

/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北

斎美術館/日本浮世絵博物館/東京富士美術館/千葉

市美術館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/江戸東京国立博物館蔵）    

※田園を背景に、玉川
た ま が わ

上水
じょうすい

の分流に掛けられた大きな水車が小川の流れに任せて回ってい

る。地元産の小麦や蕎麦
そ ば

を粉に挽いた。その前で亀に付けた紐を手にして母親に語りかけ

ている子ども。笊
ざ る

に入れた野菜を小川で洗う農婦。

小川の向こうでは大きな袋を担いで坂をのぼって来

る二人の男など農民の生活が描かれる。現東京都渋

谷区青山・神宮前辺りの田園風景といわれる。この

辺りには低地には渋谷川が流れていた。高台に描か

れた水車の上から水が流れて車を回す画図は、北斎

の虚構とされる。 

                       隠田の水車：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈下目
し も め

黒
ぐ ろ

〉（前北斎為一筆。25.8×38.6 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/山

梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/すみだ北斎美術館/太田記念美術館/大田区川端

龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/島

根県立美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※図の両脇に高台を描き、右の高台には空に伸びる

松、左の高台を登る農夫。中央の低地には農作業を

する人々が描かれる。中央には二人の鷹匠
たかじょう

が立って

いる。近くの上目黒には、鷹匠の目付役の家があっ

たという。富士の見える下目黒の行人坂
ぎょうにんざか

からの富士

山ではなく、場所が特定できない農村からの風景と

している。 

                        下目黒：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈下目
し も め

黒
ぐ ろ

：校合摺
きょうごうずり

〉（横大判。前北斎為一筆。27.5×37.6 太田記念美術館蔵） 

※校合
きょうごう

摺
ず り

が一枚残され、それには朱筆で夏雲が描き加えられている(太田記念美術館蔵)。

（『名品揃物浮世絵８ 北斎Ⅰ』解説、及び『北斎美術館２ 風景画』P64）。 

※〈甲州三島越〉の校合摺同様、青色系統の彩色の部分を朱色で手彩色している。 

☆〈礫
こいし

川
か わ

雪
ゆ き

ノ
の

旦
あした

〉（前北斎為一筆。26.3×38.8 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物

館/山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/すみだ北斎美術館/太田記念
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美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/大田区龍子記念館/文京ふるさと歴史館/東京国立博

物館蔵） 

※「三十六景」中、唯一の雪の風景。礫
こいし

川
か わ

は、現

文京区
ぶ ん き ょ う く

小石川
こ い し か わ

一帯をいうが、牛
う し

天神
て ん じ ん

（現北野
き た の

神社。

東京都文京区春日
か す が

1-5-2）にあった茶屋からの風景を

描く。降雪の翌朝、一面の銀世界を高台の座敷で男

女がくつろぎながら景色を眺めている。遠景の空に

は鳶
と び

が三
さ ん

羽
わ

羽
は

ばたき、その下には雪を抱いた富士が

見える。画面左端の部屋では男が二人談笑している

姿が小さく描かれる。              礫川雪ノ旦：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈御厩
お ん ま や

川岸
が し

より両国
りょうごく

橋
ば し

夕陽
せきようを

見
み る

〉（前北斎為一筆。26.0×38.6 メトロポリタン美術館/

日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/山口県立萩美

術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館/すみだ北斎美術

館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/島根県立美術館蔵） 

※御厩
お う ま や

河岸
が し

（隅田川西岸の浅草に幕府の馬小屋があった）の渡しは、現東京都墨田区
す み だ く

本所

1 丁目辺と台東区蔵前
く ら ま え

2丁目辺を結ぶ船をいう。夕暮れの浅草の御厩
お ん ま や

河岸
が し

から対岸の本所へ

向かう渡し船に、按摩
あ ん ま

や武士、背中の風呂敷には永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

の定紋
じょうもん

（山形
や ま が た

に巴
ともえ

紋
も ん

）が染められ

た物売り、舟端
ふ な ば た

から手を伸ばして手拭を洗っている男、長い鳥さし棒を立てている男など

が乗っている。鳥さしは、鳥さし棒の先につけた鳥もちで鳥を捕まえ、生きていれば「離
は な

し鳥売り」に売り、死んでいれば食用として御鷹係
お た か か か り

に売るそうである（平凡社『浮世絵八

華５』）。画面中央から左にかけて両国橋が流れる

ように描かれ、その背景には夕方の藍色の富士山が

小さく描かれる。渡し船の脇に停められているもう

一艘の船尾から手を伸ばして洗濯している女もい

る。船の中央に乗る鳥さしの垂直に立てた棒が画面

のアクセントになっている。渡し船は、「富士見
ふ じ み

の

渡し」ともいわれ、町人 2 文（約 50 円）、武士は無

料であったらしい。         御厩川岸より両国橋夕陽見：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈隅
す み

田川
だ が わ

関屋
せ き や

の里
さ と

〉（前北斎為一筆。25.4×37.9 メトロポリタン美術館/大英博物館/

太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/山梨県立博物館

/MAO 美術館/江戸東京博物館/北斎館/山口県立萩美術館/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博

物館/島根県立美術館蔵） 

※関屋
せ き や

の里は、寺
て ら

島村
し ま む ら

辺から千住
せ ん じ ゅ

河原
か わ ら

辺（現東京都足立区千住
せ ん じ ゅ

仲町
なかちょう

から千住
せ ん じ ゅ

関屋町
せ き や ち ょ う

付近）

までの隅田川一帯をいう。隅田川を挟んで北側が足立区、南側が荒川区となる地で辺鄙な

地であった。田の中の曲折する盛り上がった土手のような道を三頭の馬に乗る武士が疾駆
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する。早馬のようである。道の途中には一本松があり、遠くには赤く染まる富士。右には

高札
こ う さ つ

が描かれる。中央の武士の羽織る衣
ころも

の赤、富士

の赤、松の赤とが強調される。北斎は「早
は や

駆
が

け」（ｼ

ｰﾎﾞﾙﾄ・ｺﾚｸｼｮﾝ：文政 9 年条参照）「武士
ぶ し

の乗馬
じ ょ う ば

」

（フランス国立図書館：文政 9 年条参照）でも乗馬

図を描いている。 

※校合摺がある（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵）。                   隅田川関屋の里：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈武州
ぶ し ゅ う

千住
せ ん じ ゅ

〉（北斎改為一筆。25.4×37.8 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

山梨県立美術館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノ

ルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※千住
せ ん じ ゅ

は日光
に っ こ う

・奥州
おうしゅう

街道
か い ど う

の第一番目の宿場だが、作

品はそこから少し離れた荒川
あ ら か わ

の水門わきが描かれ

る。笠を被った馬を牽く男が、遠景の富士を眺めて

いる。あるいは釣りの様子をみ見ているのか。その

側では釣竿をかざしている二人の男が描かれる。千

住は美味な千住
せ ん じ ゅ

鮒
ぶ な

で有名。        武州千住 

☆〈武
ぶ

陽
よ う

佃
つくだ

島
じ ま

〉（前北斎為一筆。25.0×37.3 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

山梨県立美術館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/北斎

館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館

/ホノルル美術館蔵） 

※佃島は、摂津
せ っ つ の

国
く に

佃村
つくだむら

の住人が移り住んだ漁師の村で、現在の東京都中央区佃
つくだ

一帯を指す。

富士を望む江戸湾の佃の小島の周囲で荷を運ぶ舟、渡し船、乗り合いの釣り舟、魚を獲る

小舟などが淡い藍色を基調に描かれる。図の前面には和船が大きく描かれる。海路で江戸

に運ばれた荷物は佃島辺りで小舟に積みかえ各河岸
か し

へ陸揚げした。人家の密集した佃島を

小さく描き、その左に樹木の繁った中の家並みの石川島を描いている。図の上部は一文字

の藍の暈
ぼ か

し、図の下部の海も藍の暈しとなってい

る。 

なお、本図は、天保 2 年(1831)の西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の広

告に「・・佃島
つくだじま

眺
ながむ

る景
け い

など・・」とあることから、

ほぼ天保 2 年に描かれたとされる（『名品浮世絵揃

物８北斎Ⅰ』解説）。 

                             武陽佃島 

☆〈上総
か ず さ

ノ
の

海路
か い じ

〉（前北斎為一筆。25.3×37.8 メトロポリタン美術館/太田記念美術館/

山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/日本浮世絵
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博物館/大田区龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館/大分県芸術会館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱ

ﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※二艘の五
ご

大力
だ い り き

船
せ ん

が風を帆に受け、浦賀
う ら が

水道
す い ど う

から房総
ぼ う そ う

方面に向かっている。円みを帯びた

水平線のかなたに小さく富士を描く。五
ご

大力
だ い り き

船
せ ん

は江戸湾内で米や薪
し ん

炭
た ん

などをを積んで航行

した。特に江戸日本橋
に ほ ん ば し

本
も と

船町
ふねちょう

の河岸
か し

から上総
か ず さ の

国
く に

木更津
き さ ら づ

の間の貨客輸送は、特に木更津
き さ ら づ

船
ぶ ね

と

呼ばれた。その名は五
ご

大力
だ い り き

菩薩
ぼ さ つ

から取られ、仏教国

を守る憤怒
ふ ん ぬ

顔をした五人の菩薩
ぼ さ つ

のことで、海難を避

けるためこのように言われた。日本では邪
じ ゃ

を除く

菩薩
ぼ さ つ

として、封書の封じ目に「五
ご

大力
だ い り き

」と書くと邪
じ ゃ

が入らないといわれ、また、女性の持ち物に「五
ご

大力
だ い り き

」と書いて貞操
て い そ う

を守る誓いとした。この図の船

は弁才
べ ん さ い

船
せ ん

（廻船の一種の大型帆船）という見方もあ

る。                     上総ノ海路：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈登戸
の ぶ と

浦
う ら

〉（前北斎為一筆。26.2×38.4 メトロポリタン美術館日本浮世絵博物館/山

梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノル

ル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/

蔵〉 

※「登戸浦」の画題から、登戸
の ぶ と

は、現千葉県中央区登戸
の ぶ と

市の海辺であったと考えられる。 

いくつかの『北斎展図録』では横中判洋風画シリーズ（文化初年）「ぎゃうとくしほはま

よりのぼとのひがたをのぞむ」と「のぼと」と読んで

いる。当時は江戸湾の港町であった。画中の二つの鳥

居は登
と

渡
わたり

神社（現千葉県千葉市中央区
ち ゅ う お う く

登戸
の ぶ と

3-3-8）や

稲毛
い な げ

浅間
せ ん げ ん

神社ともとされる。潮干狩りをする漁夫や、

その女房や子供たちを描く。手前の大きな鳥居の向こ

うに小さな富士が見える。 

                               登戸浦 

☆〈常州牛掘
じょうしゅううしぼり

〉（前北斎為一筆。26.0×38.1 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/MAO 美術館/中右コレクション/江戸東京博物館/東

京国立博物館/ベルリン東洋美術館/山梨県立博物館/山口県立萩美術館：ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/北斎館/島根県立美術館蔵） 

※霞ヶ浦
か す み が う ら

に面した茨城県行方郡
な め か た ぐ ん

牛掘
う し ぼ り

町
ま ち

で、鹿島
か し ま

や銚子
ち ょ う し

に向かう船が行きかったという。岸

辺に苫
と ま

舟
ふ ね

が、岸に後ろ部分を隠して大きく描かれ、船の縁
へ り

から食事の米を研
と

いだ水を流し

ている男の図。牛堀の水面が富士山の背後にまで描かれているので、実際の富士山ではな

く富士塚を描いたものという説がある（有泉豊明『楽しい北斎の冨嶽三十六景 富嶽百景 

動植物 他』（ｐ117）。           
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常州牛堀：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈神奈川
か な が わ

沖浪
な み

裏
う ら

〉（北斎改為一筆。25.7×37.9 メ

トロポリタン美術館・ﾊｳﾞﾏｲﾔ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物

館/山梨県立博物館/MOA 術館/江戸東京博物館/太田記

念美術館/太田区川端龍子記念館/東京国立博物館/北

斎館/大英博物館/ホノルル美術館/アメリカ議会図書

館/ウイスコンシン大学マディソン校/ハーバード大学

/シカゴ美術館/ミネアポリス美術館/ボストン美術館/すみだ北斎美術館/ギメ美術館/島根

県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館/MOA美術館蔵） 

※伊豆
い ず

や安房
あ わ

から魚や野菜を江戸に運んだ押
お し

送
お く

り船が江戸から戻るところといわれる。但

し、押送り船は、帆と艪
ろ

の并用の船であり、この図の船には帆が見えないため、むしろ八

人による櫓だけで漕ぐ八丁
はっちょう

櫓
ろ

船
ぶ ね

の変形とも思われる。そのため小さな船が巨大な波に翻弄

される様子が印象付けられた。船はそれに耐えて、波の反り上がりに合わせるように描か

れ、乗船者はただ自然の荒々しさにこらえているような様子である。デフォルメされた波

の構図は、フランスの印象派などの絵画に「ビッグ・ウエーブ」と称され、影響を与えた

北斎の代表作として有名な作品。 

※ゴッホは弟テオに送った手紙で「神奈川沖浪裏」について次のように語っている。 

「君は北斎を見て『この波は爪だ、船がその爪に捕らえられているのを感じる』と手紙に

書いていたが、北斎もまた君におなじ叫びをあげさせたわけだ。もちろん、北斎はその線

と素描とによってだがね。 

もしただ正確な色彩とか、ただ正確な素描とかで描いただけならば、そうした感動を引

き起こさないだろう」（『ゴッホの手紙』中（テオドル宛）Ｐ220 硲伊之助訳。岩波文

庫） 

ゴッホはここで写実を越えた美の感動を示している。影響を受けてゴッホは「星月夜」

を描いたと言われる。また、ドビッシーは「交響詩 海」（1905）の初版楽譜の表紙に

〈神奈川沖浪裏〉をデフォルメした絵が使われていることは有名である。また、クリスト

ガードレッサーの錫釉
す ず ゆ う

を用いたファイアンス陶器「波型
な み が た

鉢
ば ち

」や、カミーユ・クローデルの

ブロンズ像「波」などにも影響を与えている。 

ゴッホ「星月夜」（1889 

ニューヨーク近代美術館） 

神奈川沖浪裏：2020年より日本国旅券査証欄図案  ﾄﾞﾋﾞｯｼｰ「海」楽譜表紙（1905）   

https://www.fashion-press.net/news/gallery/24934/434938
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※小林
こ ば や し

一茶
い っ さ

の俳句「なの花のとつぱづれ也ふじの山」（文化 9 年：1812『七番日記』二月

条）とよく比較される。神奈川沖の向こうの富士山と、千葉の菜の花畑の向こうの富士山

を描く遠近法。北斎と一茶はほぼ同時代であるのでお互いの存在は認識していたかもしれ

ないが、制作年代からして一茶の句が影響したとは考えにくい。 

※浮世絵は、初摺 200枚といわれるが、〈神奈川沖浪裏〉は増刷 8000枚の大ヒットといわ

れる。 

☆〈武州
ぶ し ゅ う

玉川
た ま が わ

〉（北斎為一筆。24.8×36.7 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/山

梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノル

ル美術館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/オーストリア応用美術館/すみだ北斎美

術館蔵・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ミネアポリス美術研究所/島根県立美術館蔵） 

※落款の「北斎為一」は「北斎改為一」の「改」が脱落したものとされる。画面は、手前

の岸辺、中央の波打つ川、遠景の富士というように、画面を上中下に三分割された構図が

特徴的である。手前の岸辺の上方からの画家の視線で

描く。岸辺を行く馬を牽
ひ

く農夫はその視線の下に低く

描かれる。川は空摺
か ら ず り

で、船頭が竿を挿す一艘の船。三

層の構図の上には、横に裾を広げる富士の図。川の向

こう岸から富士山の裾にかけて白いすやり霞が描かれ

る。府中
ふ ち ゅ う

宿
じゅく

と日
ひ

野宿
の じ ゅ く

の間の多摩川風景といわれる。                      

武州玉川 

☆〈東海
と う か い

道程ヶ谷
ど う ほ ど が や

〉（前北斎為一筆。24.6×37.1 メトロポリタン美術館太田記念美術館

/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/すみだ北斎美術館/山口県立萩美術館/山梨県立

博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館/北斎館/日本浮世絵博物館/ミンエア

ポリス美術研究所/蔵） 

※保土ヶ谷
ほ ど が や

は日本橋
に ほ ん ば し

から四番目の宿場。本図は品
し な

濃坂
の ざ か

とも権
ご ん

太坂
た ざ か

であるとも。駕篭
か ご

に乗る

女旅人、馬に乗る旅人、逆方向に行く虚無僧
こ む そ う

など、いかにも東海道の要所らしい図。八本

の松並木の向こうに富士が描かれる。馬の背の布に版元の永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

（西村屋与八
に し む ら や よ は ち

）の「寿」

が描かれる。八本の細く、ほぼ垂直に伸びた松の幹の

向こうに風を見る構図は、サンティアゴ・ルシニョー

ルの「丘」（1892 年、油彩 73.5×100.5 バルセロ

ナ・カタルーニャ国立美術館蔵）や、クロード・モネ

「陽を浴びるポプラ並木」（国立西洋美術館：松方ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵）に影響したといわれる。 

                              東海道保土ヶ谷 

☆〈相州七里
そうしゅうしちりが

浜
は ま

〉（前北斎為一筆。25.3×37.3 メトロポリタン美術館/大英博物館/すみ

だ北斎美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東
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京博物館/山口県立萩美術館/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/北斎館/千葉市美術館/島

根県立美術館:新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館蔵） 

※人物が描かれない図。左に入道雲、背景に雪を被っ

た富士、中程に描かれた青々とした木々の配置から、

季節の違いを疑問視するむきもあるが、問題にする必

要はない。七里ヶ浜は、鎌倉
か ま く ら

の稲村ケ崎
い な む ら が さ き

から腰越
こ し ご え

の

小動
こ ゆ る ぎ

岬に至る浜辺だが、江の島に至る砂浜は描かれ

ず、江の島も緑の木に覆われたように描かれる。              

相州七里浜 

☆〈相州
そうしゅう

江
え

の
の

嶌
し ま

〉（前北斎為一筆。25.4×37.6 メトロポリタン美術館/すみだ北斎美術

館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館/日本浮世絵博物館/山

梨県立博物館/MAO美術館/江戸東京博物館/山口県立萩美術館/東京国立博物館蔵） 

※江の島は弁財天
べ ん ざ い て ん

信仰
し ん こ う

の地としてにぎわったという。現在のように橋はないので舟で行く

か、引潮時に歩いて渡った。弁財天
べ ん ざ い て ん

に向かう人々が

干潮
かんちょう

で浮き出た砂州
さ す

を片瀬海岸から歩いて渡る図。水

際は点描により描き、光の反射を表現したものか。

〈相州七里
そうしゅうしちりが

浜
は ま

〉と違い、江の島の典型的な描き方とな

っている。図の右に雪を被った富士が描かれる。   

相州江の嶌：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈相州
そうしゅう

梅澤
うめざわの

左
しょう

〉（前北斎為一筆。25.6×37.8 メトロポリタン美術館/山梨県立博物館

/MOA 美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館/北斎館/大英博物館/ホノルル美術館/すみだ

北斎美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/日本

浮世絵博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「左」は「梅澤庄
うめざわしょう

」または「梅澤在
う め ざ わ ざ い

」の誤刻であろうという見方が有力であるが、曖昧

に、その辺りを示す「左」でもよいとする見方もあ

る。現在の神奈川県二宮
に の み や

町
ま ち

内にこの名があり、ここを

描いたものとされる。手前に 4 羽の鶴が群れていて、

空には 2 羽の鶴が飛んでいる。手前に矢倉山
や く ら や ま

、その向

こうに薄紅色を持つ左右のすやり霞
がすみ

を通して富士が描

かれる。全体に藍の色調で統一される。人物の描写は

ない。                    相州梅澤左：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈相州
そうしゅう

箱根
は こ ね の

湖
こ

水
す い

〉（前北斎為一筆。25.3×38.0 メトロポリタン美術館太田記念美術館

/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館：ﾁｺﾁ

ﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物

館/蔵） 
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※芦
あ し

の湖
こ

を描く。人物は描かれないので、静寂感があ

る。箱根山や湖には薄紅を含むすやり霞
がすみ

で覆い、背景

に白色だけの富士を描く。図の右には箱根
は こ ね

神社
じ ん じ ゃ

が描かれ

る。      相州箱根湖水：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈甲州三嶌
こ う し ゅ う み し ま

越
ご え

〉（前北斎為一筆。25.3×37.6 メトロ

ポリタン美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO

美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館/北斎館/大英博物館/太田記念美術館/大田区川端

龍子記念館/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/島根県

立美術館/オーストリア応用美術館/ミネアポリス美術館/ホノルル美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術

館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※三島
み し ま

越えは、籠坂
か ご さ か

峠から御殿場
ご て ん ば

を通り三島
み し ま

へ抜ける道をいう。中央に描かれた杉の巨

木の太さを手を広げて測る三人の旅人。その脇を下っていく人たちの図。巨木の左右に富

士の両裾
りょうすそ

にかかる雲や頂上にかかる笠
か さ

雲
く も

が印象的。 

籠坂峠には、この様な巨大な杉はなく、実際には、近くの笹子
さ さ ご

峠
とうげ

の矢立
や た て

の杉を描いたも

のという通説があるが、山梨県富士吉田市
ふ じ よ し だ し

の富
ふ

士
じ

浅間
せ ん げ ん

神社
じ ん じ ゃ

の太郎杉という説もある（有泉

豊明『楽しい北斎の冨嶽三十六景 富嶽百景 動植物画 他』P134）。 

また、七代目三階屋
さ ん が い や

仁
に

右衛
も ん

（筆者注：甚
じ ん

右衛門
え も ん

とも）による『駿河国新風土記』（文化

13 年）の記事「駿
す ん

甲
こ う

ノ境
さかい

ハ元禄十五年壬
じ ん

午
ご

年、両国ノ境ヲ定
さだむ

（中略）駿州
すんんしゅう

須走
す ば し り

村・甲州
こうしゅう

山中
や ま な か

村ニテハ両村ノ間篭
マ マ

坂峠、往還ヨリ天神
て ん じ ん

峠、天神ノ神木
し ん ぼ く

桧
ひのき

古木
こ ぼ く

ヨリ冨士山頂中
な か

墨
ず み

（筆

者注：中心線）ヲ見通シ境トス」を引き、籠坂峠の南

の天神峠にある「桧古木」の御神木を以て駿河と甲斐

の国境としていたので、この天神の神木からみた富士

を描いたとする説もある（大高康正編『古地図で楽し

む富士山』ｐ65 風媒社）校合摺は太田記念美術館

蔵。 

                       甲州三嶌越：2020年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈山下
さ ん か

白雨
は く う

〉（北斎改為一筆。25.7×37.4 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

北斎館/大英博物館/太田記念/太田区川端龍子記念館/すみだ北斎美術館/神奈川県立歴史

博物館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/山梨県立博物館/江戸東京博物館/山口県立萩美術

館・ﾁｺﾁﾝｺﾃｸｼｮﾝ/ギメ美術館/オーストリア応用美術館/MOA 美術館/ホノルル美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓ

ﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）     

※「凱風
が い ふ う

快晴
か い せ い

」「神奈川沖浪
か な が わ お き な み

裏
う ら

」とともに『冨
と み

嶽
だ け

三十六景
さんじゅうろっけい

』の三役といわれるもの。俗に

「黒富士」と呼ばれる。富士山頂には雪が被り、空は快晴であるが、中腹は暗茶色となり

雷の稲妻が鋭く光っている。富士の自然の変化をとらえた図。静岡県富士宮
ふ じ の み や

・白糸
し ら い と

の滝方

面からの富士といわれる（NHK「偉人たちの健康診断」〈天才の脳 北斎〉2018 年 4 月放

映より）。        
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作者・制作年

不詳の「変わり

図」では、下部

に松林が描かれ

ているものもあ

る。 

山下白雨：2020 年より日本国旅券査証欄図案      山下白雨：変わり図 

☆〈凱風
が い ふ う

快晴
か い せ い

〉（北斎改為一筆。25.4×38.0 メトロポリタン美術館/ギメ美術館/日本浮

世絵博物館/山梨県立博物館/江戸東京博物館/北斎館/東京国立博物館/大英博物館/太田記

念美術館/太田区川端龍子記念館/すみだ北斎美術館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノル

ル美術館/東京芸術大学芸術資料館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/ケルン東洋美術館

/MAO美術館/東京国立博物館/オーストリア応用美術館/MOA美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰ

ｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山種美術館/アダチ伝統木版画技術保存財団蔵） 

※いわゆる「赤
あ か

富士
ふ じ

」と呼ばれる作品。河
か わ

口
ぐ ち

湖
こ

から見た富士といわれる。富士が赤く染ま

るのは夏から秋にかけてあるという。この図もフランス印象派の画家たちに影響を与えた

ことで有名。「山下
さ ん か

白雨
は く う

」とともに富士山そのものの存在を前面に出した作品で、当然、

人物の描写はない。山肌には版木の木目跡が見える図が初摺に近いか。後摺
あ と ず り

は富士の赤の 

色合いが濃いものや、山裾
や ま す そ

の木々が潰
つ ぶ

れていたりするものも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

凱風快晴：2020年より日本国旅券査証欄図案  ギメ美術館蔵（初摺） ヴィクトリア＆アルバート美術館蔵（後摺） 

※藍摺の流行で、「青富士」も摺られたが、不人気で

早々に摺止めとなったらしい。 茂木本家美術館（藍富士） 

〈駿州
すんしゅう

江尻
え じ り

〉（前北斎為一筆。24.2×36.2 メトロポ

リタン美術館/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/山梨

県立博物館/MAO美術館/北斎館/江戸東京博物館/大英博

物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/すみだ北

斎美術館/山口県立萩美術館/太田記念美術館/ギメ美術

館/東京富士美術館/ホノルル美術館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮ/オーストリア応用美術

館蔵） 

https://www.facebook.com/127100277440567/photos/pcb.413971462086779/413971238753468/?type=3
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※江尻
え じ り

は興津
お き つ

から一里ほどの所（現清水市
し み ず し

付近）。

この図は姥
う ば

ケ
が

池
い け

（現静岡県清水市清水区追分
お い わ け

）辺り

だといわれる。曲がりくねる土手の旅人や女に強い

風が吹き付け、風に抵抗する姿勢や、御高祖
お こ そ

頭巾
ず き ん

の

女の手に持つ懐紙や、天秤の荷物を担ぐ男の笠が中

空に舞い上がる図。目に見えない風の動きを巧みに

描いた図。富士は描線だけで描かれる。      駿州江尻：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈東海道
と う か い ど う

江尻
え じ り

田子
た ご

の浦
う ら

略図
り ゃ く ず

注〉（前北斎為一筆。26.2×39.1 メトロポリタン美術館/す

みだ北斎美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館

/北斎館/大英博物館/江戸東京博物館/ボストン美術館/近江美術館/アメリカ議会図書館/

ミネアポリス美術研究所/シカゴ美術館/ウイスコンシン大学マディソン校/山口県立萩美

術館：ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/オーストリア応用美術

館/島根県立美術館蔵） 

注）略図
り ゃ く ず

：古典などを当世風に表現するという程度の意味。 

※田子
た ご

の浦
う ら

（現静岡県富士市
ふ じ し

）から見る富士に霞がかかっているところから、大中臣能宣
おおなかとみのよしのぶ

（三十
み じ ゅ う

六歌仙
ろ っ か せ ん

の一人）の歌「田子
た ご

の浦
う ら

に霞
かすみ

の深
ふ か

く見
み

ゆるかな 藻塩
も し お

の煙
けむり

立
た

ちや添
そ

ふらん」

（拾遺和
し ゅ う い わ

歌集
か し ゅ う

）からの着想とみられている（『名品揃物浮世絵８北斎Ⅰ』解説）。あるい

は山部赤人の「田子
た ご

浦
う ら

にうち出でて見れば白妙の富士

の高嶺に雪はふりつつ」も念頭にあったか。富士の雪

は斑
まだら

模様に描かれ、裾野
す そ の

には、すやり霞がたなびいて

いる。手前には船首で投網
と あ み

の漁をする男や、左右二人

ずつ四人で櫓
ろ

を漕
こ

ぐ男たちの乗る船を二艘大きく描

く。その二艘の向こうに波小さな舟が二艘浮かんでい

る。遠景の海辺には塩田と、そこで働く人々が小さく

描かれる。                      東海道江尻田子の浦略図 

☆〈遠江
と お と う み

山中
さんちゅう

〉（前北斎為一筆。26.0×38.4 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

山梨県立博物館/MAO 美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/大英博物館/山口県立

萩美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美術館/ミネアポリス美術研

究所/ホノルル美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館/北斎館/島根県立美術館：新庄ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵） 

※鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

（1764～1824）の肉筆風俗絵巻「近世職人尽
きんせいしょくにんづくし

絵詞
え こ と ば

」のうち〈木
こ

挽
び き

師
し

〉の場面を

参照したとされる。遠江
とうとうみ

山中の樵
きこり

が、斜めに渡した巨大な角材を大鋸
お が

で切っている。その

角材の裏側からももう一人の男が鋸
のこぎり

を引いている。木挽
こ び き

台
だ い

の下では、男が 鋸
のこぎり

の歯の目
め

立
た

てをしている。側で赤子を背負った女や、山の下から立ち上る、何かを焼いている煙を見

ている向こうむきの子どもが描かれる。幾何学
き か が く

的構図で、左上から右下に斜めに画面を区

切る画面中央の大板が印象的である。 
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※東京国立博物館蔵の同図は藍摺
あ い ず り

の基調が朱色となっ

ている。 

                    遠江山中 

☆〈東海道
と う か い ど う

吉田
よ し だ

〉（前北斎為一筆。26.0×38.3 メト

ロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館

/MAO 美術館/江戸東京博物館/島根県立美術館/ハーバ

ード大学ｻｯｸﾗｰ美術館/太田記念美術館/大田区川端龍

子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館：ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/バウアー・コレクション/ライデン国立民俗学博物館蔵） 

※「不二見
ふ じ み

茶屋
ち ゃ や

」の箱看板が正面天井に掲げられた茶屋の小
こ

上
あ

がりの座敷に、富士を見な

がらくつろぐ揚げ帽子（角隠
つ の か く

し）の二人の女がいる。同じく手拭を頭に巻いた男が、煙管

を銜
く わ

えて座敷に上がろうとしている。もう一人の男は座敷で座って煙管で一服している。

正面の座敷で富士を眺める女二人に、茶屋の女が富士の様子を指差して説明している。い

や、この二人の女は大柄なので、立ちあがったとき

に、頭をぶつけないように注意しているのだという、

おどけた解釈もある。図の左には、柱の側では、木槌
き づ ち

で草鞋
わ ら じ

を叩いて整えている痩せた駕籠
か ご

かきの男と、駕

篭を置いて頭の汗を拭いている駕篭かきがいる。店の

入口には「御茶漬け」と「根元
こ ん げ ん

吉田
よ し だ

ほくち」の縦看板

がある。「ほくち」とは火を移す「火口
ほ く ち

」のことで、

この辺りの名物という。                  東海道吉田 

☆〈尾州不二見原
び し ゅ う ふ じ み ば ら

〉（北斎改為一筆。26.1×38.6 メトロポリタン美術館/大英博物館/北

斎館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/すみだ北斎美術館/山梨県立美術館/MAO 美術

館/江戸東京博物館/東京国立博物館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ//日本浮世絵博物館/

ホノルル美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ｱﾚﾝ･ﾒ

ﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※一般に「桶屋
お け や

の富
ふ

士
じ

」と呼ばれる図。桶
お け

の中のた

がかけ(箍
た が

直し)職人の背後に富士山が描かれる。こ

の場所は現在の名古屋市中区
な か く

富士見町
ふ じ み ち ょ う

とされてい

る。槍
や り

鉋
かんな

を持つ職人は石垣の台地で作業をしてい

る。図の左に石垣の一部が描かれている。円の中の

小さな富士の構図が特徴的。                尾州不二見原 

☆〈甲州
こうしゅう

犬目
い ぬ め

峠
とうげ

〉（北斎改為一筆。25.6×38.4 メトロポリタン美術館/北斎館/太田記念

美術館/大田区川端龍子記念館/すみだ北斎美術館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮

世絵博物館/島根県立美術館/山梨県立博物館/MAO 美術館/東京国立博物館/江戸東京博物館

/ホノルル美術館蔵） 
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※犬目
い ぬ め

峠
とうげ

の急坂を登る二人の男。その後ろには、これ

から登る麓
ふもと

の馬と旅人。右斜め上にせりあがる峠の

稜線
りょうせん

の途中から左斜め上に伸びる富士山の稜線
りょうせん

によっ

て構成された図。犬目
い ぬ め

峠
とうげ

は、甲州街道の野
の

田尻
だ じ り

と犬目
い ぬ め

宿
じゅく

の間にあり、桂川
かつらがわ

に沿った辺りは眺望が開けた所と

いう。                 

駿州犬目峠：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈信州
しんしゅう

諏訪
す わ

湖
こ

〉（前北斎為一筆。25.3×37.9 メトロポリタン美術館/江戸東京博物館/

北斎館/すみだ北斎美術館/太田記念美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/山口

県立萩美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/秋田市赤れんが郷土館/弘前

市立美術館/ホノルル美術館/島根県立美術館蔵） 

※全体に藍色と紅色を基調にした図。諏訪湖は長野県の諏訪市、岡谷市、諏訪郡下諏訪町

にまたがる湖。諏訪湖を背景に、画面中央の高台に祠
ほこら

のような茅葺
か や ぶ き

の小屋と、その前に左

右に伸びる二本の松の木が印象的に描かれる。諏訪湖

には一艘の帆掛け舟が浮かび、遠くに高島
た か し ま

城
じょう

が水面

に浮くように描かれている。諏訪の浮
う き

城
し ろ

と呼ばれた

が、江戸期には干拓
か ん た く

されて水辺
み ず べ

の城ではなかったの

で、実際の風景ではない。その先に富士が見える。 

※校合摺がある（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

信州諏訪湖：2020 年より日本国旅券査証欄図案 

☆〈甲州
こうしゅう

石
か

班沢
じ か さ わ

〉（前北斎為一筆。25.3×37.4 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物

館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館/中右コレクション/ホノルル美

術館/北斎館/島根県立美術館/東京国立博物館/ベルギー王立美術館/オーストリア応用美

術館/アダチ伝統木版画技術保存財団/江戸東京博物館蔵） 

 

 

 

 

 

 

甲州石班沢：初摺すみだ北斎美術館）2020 年より日本国旅券査証欄図案。    後摺 

※「石
かじか

班
ざ わ

」は、「石
う

班魚
ぐ い

」の誤記との説がある。石班沢は、富士川の鰍沢
かじかざわ

で、現在の山梨

県南巨摩郡
み な み こ ま ぐ ん

にあり、釜
か ま

無川
な し か わ

と笛吹
ふ え ふ き

川
が わ

の合流する急流として知られている。場所は、二つの

川の合流地点・禹之瀬
う の せ

とする見方がある。まるで海岸の荒波に立ち向かうような緊張感の

ある図となっている。漁師の後ろには魚
び

籠
く

を見る子どもが座っている。初摺は全体に藍摺 

http://壁紙画像コレクション.biz/wp-content/uploads/2014/06/No.036.jpg
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であったが、後摺
あ と ず り

では色が増やされた。 

☆〈甲州
こうしゅう

三坂
み さ か

水面
す い め ん

〉（前北斎為一筆。25.5×37.7 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博

物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館

/ホノルル美術館/北斎館/山口県立萩美術館ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/東京国立博物

館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉     

※ 鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

の 肉 筆 「 名 所 図 会 」 の 〈 相州筥
そうしゅうはこ

根
ね

 

賽の河原
さ い か わ ら

〉からの発想。山梨県河口湖町
か わ ぐ ち こ ま ち

の御坂
み さ か

峠
とうげ

より

河口湖の逆さ富士を描く。初夏か初秋の景色と思われ

るが、湖面の逆
さ か

さ富士は雪を被っている。湖面の舟中

に二人の男が小さく描かれ画面全体に静寂さが漂う。

全体に緑色系を基調とする図。          

甲州三坂水面：2020年より日本国旅券査証欄図案 

【追加された 10 図（裏不二）】 

☆〈本所
ほ ん じ ょ

立川
た て か わ

〉（前北斎為一筆。26.0×38.0 メトロポリタン美術館すみだ北斎美術館/

太田記念美術館/山口県萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美

術館/江戸東京博物館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/蔵） 

※立川は、現東京都墨田区両国
りょうごく

辺を流れる掘割りの竪
た て

川
か わ

で、両岸には材木屋が多くあった。

多くの材木が針のように垂直に並べられ、その間か

ら富士が覗かれる。立てられた材木には版元

(西村屋与八
に し む ら や よ は ち

)を示す「西村置場」の文字の他、

「馬喰丁
ば く ろ ち ょ う

弐丁目
に ち ょ う め

角」「永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

仕入」「新板
し ん ぱ ん

三拾六
さんじゅうろく

不二
ふ じ

仕入
し い れ

」（追加出版の広告）などの文字ががさり

げなく書き込まれている。左には職人が短く切った

材木を積み上げられた材木の上に立った職人に投げ

上げる様子がリズミカルに描かれる。全体に縦線が強調された構図。  本所立川 

☆〈従千住花街眺望ノ不二
せ ん じ ゅ か が い ち ょ う ぼ う の ふ じ

〉（前北斎為一筆。24.4×37.0 メトロポリタン美術館/日本

浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/太田記念美術館/

大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館/すみ

だ北斎美術館/島根県立美術館/ギメ美術館蔵） 

※千住の岡場所
お か ば し ょ

（非公認の遊女屋。現東京都足立区千住
せ ん じ ゅ

柳町
やなぎちょう

大門
お お も ん

商店街辺にあった）を彼

方に描き、後方には富士山。参勤交代の行列で鉄砲隊の武士たちが、遊郭や富士を振り返

り見ている。鉄砲を肩に担ぐ鉄砲隊の行列には鉄砲を包む猩々
しょうじょう

緋
ひ

の袋が描かれており、こ

れは将軍より特別に許可された盛岡藩のシンボルであるところから、江戸から帰る盛岡藩

の大名行列の図といわれる。左の家の屋根の陰から槍組
や り ぐ み

の毛槍
け や り

先も見える。遠方の田圃で

はその様子を畦道に座って見ている農民夫婦を描く。花街
か が い

は、岡場所
お か ば し ょ

のことで、飯盛女
めしもりおんな

が
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いる宿が多くあった。ここに描かれた花街
か が い

を吉原
よ し わ ら

とす

る見方があるが採
と

れない。    従千住花街眺望ノ不二 

☆〈東海道
と う か い ど う

品
し な

川
が わ

御殿山
ご て ん や ま

ノ
の

不二
ふ じ

〉（前北斎為一筆。24.9

×36.7 メトロポリタン美術館/東京富士美術館/太田

記念美術館/大田区川端龍子記念館/東京国立博物館/

北斎館/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/山梨県

立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館

蔵） 

※御殿山
ご て ん や ま

は現在の東京都品川区北品川
き た し な が わ

3 丁目付近の高台とされる。寛文年間(1661～73)に

将軍徳川
と く が わ

吉宗
よ し む ね

により吉野から桜が植えられ、桜の名所として定着した。小高い山の上では

毛氈
も う せ ん

を敷いて花見をしながら酒を酌み交わす男たち

や、そぞろ歩きで花見を楽しむ人々が描かれる。画面

の中央には細く高く伸びた桜の木の先に花が咲いてい

る。実際には、御殿山から品川沖の向こうに富士山は

見ることができない。     東海道品川御殿山ノ不二 

☆〈甲州
こうしゅう

伊沢
い さ わ の

暁
あかつき

〉（前北斎為一筆。24.6×37.2 メト

ロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/太田記

念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館（複製）/山口県立萩美術館：ﾁｺ

ﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/ミネアポリス美術研究

所蔵〉 

※伊沢
い さ わ

は石和
い さ わ

で、笛吹
ふ え ふ き

川
が わ

沿いの宿場（現山梨県笛吹
ふ え ふ き

市
し

伊沢
い さ わ

町
ま ち

）。朝焼けの早朝に出発する人々の様子を

俯瞰した図。遠景の、空と富士山が次第に紅に染ま

る様子と、近景の、宿場の道を急ぐ大勢の旅人の様

子が描かれる。            甲州伊沢暁 

☆〈身
み

延川
の ぶ が わ

裏
う ら

不二
ふ じ

〉（前北斎為一筆。25.3×37.0 メトロポリタン美術館日本浮世絵博物

館/山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/

ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/島根県立美術館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺ

ﾚｸｼｮﾝ/蔵） 

※身延川は、山梨県身延町
み の ぶ ち ょ う

の山中を流れる小さな谷

川。身
み

延川
の ぶ が わ

の脇を行く久遠寺
く お ん じ

への参詣と思われる人

馬。背景の峨々
が が

たる山容の下には霧が立ちこめ、道の

先には巨樹が聳えている。身延山の岩場の間から富士

山が見える。             身延川裏不二 
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☆〈相州
そうしゅう

仲原
な か は ら

〉（前北斎為一筆。25.1×37.0 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/島根県立美術館/大英博物館/すみだ北斎美術

館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/東京国立博物館/北斎館/千葉市美術館蔵） 

※現在の神奈川県平塚市中原
な か は ら

とみられている。中原街道は大山
お お や ま

参りへの道としてにぎわっ

たといわれるが、作品では田圃の広がる鄙びた風景となっている。小川に架かる小さな橋

を渡る赤子を背負って頭に桶を乗せて荷物を運ぶ農婦、天秤棒の荷物を運ぶ行商の男。

笈箱
お い ば こ

を背負って大山参りに行く六十六部
ろ く じ ゅ う ろ く ぶ

注の男たち、版元の「永楽屋
え い ら く や

」の山形に三つ巴
どもえ

の

印を染め抜いた風呂敷に包んだ荷物の上に傘を括りつ

けて担いでいる男、わき目も振らず小川の中で笊
ざ る

を入

れ、貝などを獲
と

る男を描く。背景に雪を被った藍
あ い

の肌

を見せる富士。 

注）六十六分
ろ く じ ゅ う ろ く ぶ

：諸国巡礼で、書写した法華経を全国 66

か所の霊場に一部ずつ収める人をいう。略して六分
ろ く ぶ

と

もいう。                           相州仲原 

☆〈駿州
すんしゅう

大野
お お の

新田
し ん で ん

〉（前北斎為一筆。25.8×38.2 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博

物館/山梨県立博物館/MAO 美術館/江戸東京博物館/東京国立博物館/大英博物館/すみだ北

斎美術館/太田記念美術館/大田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/北斎館/千葉市美術館/

ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※大野新田は、東海道原
は ら

の宿
じゅく

と吉
よ し

原宿
わらじゅく

の間の地。点

在する富士
ふ じ

沼
ぬ ま

のある浮島ケ原
う き し ま が は ら

と呼ばれる湿地帯風景

か。手前に刈
か り

葦
あ し

を終え、四頭の牛の背に三束ずつ乗

せて家路につく農夫と、背に葦を背負った二人の農

婦。中央には水辺を飛ぶ鷺
さ ぎ

が５羽。正面背景に雪を

抱いた富士の図。                         駿州大野新田 

☆〈駿州
すんしゅう

片倉
か た く ら

茶園
ち ゃ え ん

ノ
の

不二
ふ じ

〉（前北斎為一筆。25.7×38.4 メトロポリタン美術館/日本浮

世絵博物館/山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子

記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ

北斎美術館/島根県立美術館/オーストリア応用美術館蔵）         

※駿州
すんしゅう

（静岡県）の片倉
か た く ら

とされる茶畑の茶摘みの風景。茶畑で茶葉を摘み取る多くの女性

たち。茶葉を籠に入れて天秤棒で運ぶ男たち。茶葉を

入れた籠を背にした馬を牽
ひ

く男などを、全体を茶色を

基調に描いた図。背景に雪を被っている富士。実際に

は、この茶園がどこかは不明。ここから見た富士まで

の構図は、ポール・セザンヌの風景画「サント・ヴィ

クトワール山」（ﾌｨﾘｯﾎﾌﾟ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）に影響したと言

われる。                        駿州片倉茶園ノ不二 
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☆〈東海道
と う か い ど う

金谷
か な や

ノ
の

不二
ふ じ

〉（ 前北斎為一筆。26.3×38.8 メトロポリタン美術館/日本浮

世絵博物館/山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/太田記念美術館/大

田区川端龍子記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚ

ｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/中右コレクション/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝ

ｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※金谷
か な や

は、島田
し ま だ

市の大井川
お お い が わ

の西岸の地。東海道の日本橋
に ほ ん ば し

から 24 番目の宿場で島田
し ま だ

宿
じゅく

から

大井川
お お い が わ

を越えて行く。その川越えの様子を描いた

図。川越
か わ ご え

人足
に ん そ く

たちが旅人を肩車で渡したり、輦台
れ ん だ い

渡

しで渡したり、大勢の人物が五層
ご そ う

に描かれた水流の

中で描かれる。川を渡る箱に「壽」の文字が書か

れ、対岸の家の幟
のぼり

に「永」の文字が書かれ、版元の

永寿堂を表している。対岸には何かを組んで堤防の

ようにしたものが描かれ、その向こうに島田
し ま だ

宿
しゅく

が見

える。                        東海道金谷ノ不二 

☆〈諸人
も ろ び と

登山
と ざ ん

〉（前北斎為一筆。25.3×37.0 メトロポリタン美術館/日本浮世絵博物館/

山梨県立博物館/MOA 美術館/江戸東京博物館/大英博物館/太田記念美術館/大田区川端龍子

記念館/ホノルル美術館/東京国立博物館/北斎館(複製)/島根県立美術館/すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/中右コレクション/山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「しょじんとざん」「しょにんとざん」とする図版もあるが、いかにも不自然な読み方

であり、やはり「もろびと」と読むべきであろう。シリーズ最後に描かれたものと考えら

れている。富士の山容を描かず、山中の登山を描いた唯一の図。富士山の山開きは 6 月 1

日。富士講
ふ じ こ う

の男たちが金剛
こ ん ご う

杖
つ え

を手に山中を登り、途中の岩室
い わ む ろ

の中では大勢の男たちが 蹲
うずくま

って休んでいる。図の左下に梯子
は し ご

があり、それを上

って来る男がいるので、駒
こ ま

が岳
た け

辺りの風景とする見

方もある。ここから山頂の剣
け ん

が峰
み ね

を目指す人々が描

かれる。山中の図であるので、富士の姿は描かれな

い。 

※この図に描かれた男たちは 36 人であるので、『冨

嶽三十六景』の題名にかけたのではないかという説

もあるという。                      諸人登山 

【落款の謎】 

※大久保純一（「葛飾北斎 冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏 一線を引きたくなる絵」）、

その他の研究者により、落款の書体により制作年代が類推されている。 

※以下は、久保田一洋編「冨嶽三十六景の推定刊行順および極印・版元印の有無調査表」

（島田賢太郎「生涯学習浮世絵講座『葛飾北斎』第三回：代表作(1) 冨嶽三十六景をめぐ

る諸問題」所収。平成 23年 2月 24日）を参照している。                    
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台東区生涯学習北斎研究会 Face Bookより 

※【A】グループから順に【E】グループま

で制作されたと思われるが、各グループ内

の制作順は不明。 

【A】「北斎改為一筆」（「筆」がノーマル

な書き方。「為一」の「為」が「爲」とな

っている。文政 13 年/天保元年頃に制作。

〈武州玉川〉のみ「北斎為一筆」の落

款）。北斎は 60 歳の時に戴斗号を弟子の北

泉に譲り「北斎改為一」と号したことから、グループ【B】～【E】に用いられた「前北斎

為一」号より早いと思われ、。【B】よりも以前に制作されたと推定できる。版元の西村屋

は文政 12 年（1829）3 月 21 日に類焼し 7 月 19 日に店舗が再建されているので（『馬琴日

記』による）、それ以後の制作となり、【B】が制作・発売される前の文政 13 年（天保元年）

と推定される。 

〈凱風快晴〉〈山下白雨〉〈神奈川沖浪裏〉〈東都駿台〉〈青山円座松〉〈深川万年橋下〉〈武

州千住〉〈甲州犬目峠〉〈尾州不二見原〉の９図に〈武州玉川〉を加えての 10図。 

【B】「前北斎改為一筆」（「筆」が「毛」のように終筆が右に跳ねている。これは天保 2

年の「百物語」の落款の字体に同じなので天保 2 年の制作と推定される）。「為一」の

「為」が「爲」。〈武陽佃島〉〈相州七里浜〉〈信州諏訪湖〉〈常州牛堀〉〈甲州三島

越〉〈東都浅草本願寺〉〈駿州江尻〉〈遠江山中〉〈甲州石斑沢〉〈相州梅沢左〉の 10図。 

【C】「前北斎為一筆」（「為」が草書体で、形がやや複雑。天保 3年～4年の制作） 

〈礫川雪の旦〉〈下目黒〉〈東海道吉田〉〈上総ノ海路〉〈登戸浦〉の 5図。 

【D】「前北斎為一筆」（「為」がすっかり草書体で「ゐ」の字。天保 4年の制作） 

 落款の書体が【C】に比べ落款が乱れているところから【C】より後と考えられる。 

〈五百らかん寺さざゐどう〉〈隠田の水車〉〈御厩川岸より両国橋夕陽見〉〈相州江の

島〉〈江都駿河町三井見世略図〉〈東海道江尻田子ノ浦略図〉〈隅田川関屋の里〉〈東海

道程ケ谷〉〈江戸日本橋〉〈甲州三坂水面〉〈相州箱根湖水〉の 11図。 

【E】「前北斎為一筆」（「為」がすっかり草書体で「ゐ」の字。天保 4年秋～末の制作）。

このグループが最後の制作であることは明らか。天保 4 年中に翌年出版予定の『富嶽百景』

の広告が出ているので、これまでには初めの三十六景は制作されていたと考えらる。天保

5 年に刊行予定の『百景』の前に「裏富士」十景を急ぎ制作し、天保 5 年の正月に刊行さ

れたのではと推測されている。 

〈身延川裏不二〉〈従千住花街眺望ノ不二〉〈駿州片倉茶園ノ不二〉〈東海道品川御殿山

ノ不二〉〈東海道金谷ノ不二〉〈本所立川〉〈駿州大野新田〉〈相州仲原〉〈甲州伊沢

暁〉〈諸人登山〉の 10図。 

【「極」印・「改」印の謎】 
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※46 図中、数種の版による「極
きわめ

」印と版元印の有無について 文政 13 年/天保元年（1830）

頃に製作されたと考えられる 10図には、両印とも無く、「下目
し も め

黒
ぐ ろ

」「東海道
と う か い ど う

品川
し な が わ

御殿山
ご て ん や ま

ノ

不二
ふ じ

」の 2図のみには必ず両印が押されている。24図は全く両印とも無く、20図は両印の

有無が混在しているという考察がある（島田賢太郎「台東区北斎研究会ニュース」（2016

年 11月 5日）。 

【永寿堂の広告 富士の形、異なる事を示す】 

※文政 12 年『稗史水滸伝
は い し す い こ で ん

』(山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

訳。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版)及び天保 2 年（文政 14 年）

『正本製
しょうほんじたて

』（柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

画、永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

：西村屋与八版)下巻にある広告。 

「冨嶽三十六景 前北斎
さきのほくさい

為
い

一
い つ

翁
お う

画 藍摺
あ い ず り

注一枚一枚ニ一景
い っ け い

ツゝ
ず つ

追々出版 此
こ の

絵
え

は富士のか

たち、その所によりて、異なる事を示す、或は七里ケ浜にて見るかたち、又は佃
つくだ

島
じ ま

より眺
ながむ

る景など総
す べ

て追々彫刻すれば猶
な お

百にもあまるべし 三十六に限るにあらず」（天保 2 年に

広告があることから、あるいは前年に刊行が始まったか）。 

注）藍摺
あ い ず り

：いわゆるベロ藍
あ い

によるもの。 

※藍摺の B グループから発売されたか。但し、文政末頃には〈凱風
が い ふ う

快晴
か い せ い

〉〈山下
さ ん か

白雨
は く う

〉

〈神奈川沖浪
か な が わ お き な み

裏
う ら

〉などを含む 10図が刊行されたとする浅野秀剛の説（『日本史リブレット

51 錦絵を読む』山川出版）を大久保純一は『北斎』（岩波新書）で紹介している（ｐ

121）。 

【富士講講元・永寿堂の策略】 

※富士信仰の形として、江戸では毎月 5 月晦日
み そ か

から 6 月 1 日にかけて、先達に引率されて

白衣に身を包み、金剛
こ ん ご う

杖
つ え

を持って富士山の山開きに参加するという。また、江戸各地の富

士神社で富士禅定
ぜんじょう

(修行)の神事が行われたという（平凡社『浮世絵八華５ 北斎』）。 

当時富士講は 92 講あり、支講を含めると 300 講あり、1 講 10 人として 3000 人の信者が

いたと思われる。永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

は富士講の講元で、富士講信者を目標に富士シリーズを企画した

と思われる。「冨嶽三十六景」に限らず、そのような永寿堂を、馬琴は『近世物之本
き ん せ い も の の ほ ん

江戸
え ど

作者
さ く し ゃ

部類
ぶ る い

』（岩波文庫版 ｐ194）で「売買にさかしきものなるが（略）」と評している。 

【富士の頂角、広重は 85 度、北斎は 30 度くらい】 

※太宰治「富嶽百景」の冒頭には「富士の頂角、広重の富士は八十五度、文晁の富士も八

十四度くらゐ、けれども、陸軍の実測図によつて東西及南北に断面図を作つてみると、東

西縦断は頂角、百二十度となり、南北は百十七度である。広重、文晁に限らず、たいてい

の絵の富士は、鋭角である。いただきが、細く、高く、華奢である。北斎にいたつては、

その頂角、ほとんど三十度くらゐ、エッフェル鉄塔のやうな富士をさへ描いてゐる。」と

ある。但し、『冨嶽三十六景』ではエッフェル塔のような富士は描かれていない。 

【ベロ藍の発見】 

※1704年～1710年にかけて、ドイツ・ベルリンで塗料製造に従事していたディース・バッ 

ハと錬金術師ディッペルがフロレンスレーキという赤い顔料を作ろうとしたときに、偶然

フェロシアンという青が発見されたという。このプルシアン・ブルー（ベロ藍）は文化 4
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年（1807）に長崎に持ち込まれた記録があり、文化 7 年（1810）、蘭学者大槻
お お つ き

玄沢
げ ん た く

が、ド

イツ学者による製造書を訳した『蘭
ら ん

畹摘
え ん て き

芳
ほ う

』で、ベルリンのブルーから「ベルレンブラウ」

と記述している。（2007 年 12 月 13 日『日経ビジジネス・オンライン』所収、内田千鶴子

「シーボルト事件に脅えた北斎」による）。 

【ベロ藍とは】 

硫酸第一鉄の水溶液とヘキサシアノ鉄(Ⅲ)酸カリウムの水溶液（撮影：アダチ版画研究所） 

※硫酸第一鉄の水溶液とヘキサシアノ鉄(Ⅲ)酸カリウムの水溶液を混ぜるとベロ藍になる。

（2019 年 6 月「静岡科学館る・く・る」での実験。アダチ版画研究所 Web「北斎今昔」

より） 

※『冨嶽三十六景』の主版
お も は ん

は本藍（校合摺）で、多色はベロ藍（非破壊分析。松井英男・

下山進・下山裕子「錦絵青色着色料の非破壊同定法に基づくベルリン・ブルー導入過程と

「冨嶽三十六景」を嚆矢とする浮世絵風景版画確立経緯の研究」（北斎研究 37号 2005年）

を日野原健司『北斎 冨嶽三十六景』（岩波文庫ｐ216）で紹介。 

【ベロ藍の絵で流行おびだだしく】 

※『真佐喜
ま さ き

のかつら』（未完随筆。青葱堂
せ い そ う ど う

冬圃
と う ほ

著。嘉永～安政頃成立）による「ベロリン」

の記述(林美一『お栄と英泉』ｐ97より）。 

「唐
か ら

藍
あ い

は蘭名
ら ん め い

をヘロリンといふ、この絵の具摺物
す り も の

に用ひはじめしは、文政十二年よりなり。

（中略）藍紙
あ い が み

の色などは光沢
こ う た く

の能
よ

き事格別
か く べ つ

なる故
ゆ え

、狂歌、俳諧の摺物
す り も の

は 悉
ことごと

く是
こ れ

を用ゐぬ、

されど未
い ま

だ錦絵
に し き え

には用ひざりしが、翌年堀江町
ほ り え ち ょ う

弐丁目
に ち ょ う め

団扇
う ち わ

問屋伊勢屋
い せ や

葱
そ う

兵衛
べ え

にて、画師渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

画
え が

きたる唐土
と う ど

山水
さ ん す い

、（団扇の）うらは隅
す み

田川
だ が わ

の図をヘロリン一色をもつて濃き薄き

に摺
す り

立
た て

、うり出しけるに、その流行おひ
び

たゞしく、外
ほ か

の団扇屋
う ち わ や

それを見、同じく藍摺
あ い ず り

を多

く売出
う り だ

しける、地本
じ ほ ん

問屋
と い や

にては、馬喰
ば く ろ

町
ちょう

永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

西村
に し む ら

与
よ

八
は ち

方にて、前北斎のゑがきたる富士

三十六景をヘロリン摺
ず り

になし出板
しゅっぱん

す、これまた大流行、団扇に倍す、そのころほかのにし

き絵にも、皆ヘロリンを用ゐる事になりぬ（略）」 

●「ベロ藍団扇絵シリーズ」（？） 

☆団扇絵「水辺
み ず べ

の二羽
に わ

の鴨
か も

」(北斎改為一筆。印葛しか。団扇絵判錦絵。（入山型の下に

太）。22.1×28.9 ベルリン東洋美術館蔵。ベロ藍を基調とした絵) 

☆団扇絵「鯉
こ い

図
ず

」（「鯉魚図
り ぎ ょ ず

」とも。団扇絵判錦絵。北斎改為一筆。印葛しか。版元不明。

23.2×28.7 ギメ美術館蔵）             

https://www.rukuru.jp/
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※背後をベロ藍のグラデーションで描く。水草の前

で、二匹の鯉が重なるように泳いでいる。文化 10 年

(1813)4 月 25 日に門人に与えた肉筆画「鯉図」と似て

いる図。入山型の下に太の字の定紋があるが版元名は

不明。              鯉図（ギメ美術館） 

☆団扇絵「鰹
かつお

と石鯛
い し だ い

」（この頃か。団扇絵判錦絵。北

斎改為一筆。印葛しか。入山型の下に太の字のある定

紋があるが、版元名は不明。旧ｼﾝﾄﾞﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※笹の上に鰹か置かれ、その上に縞模様の石鯛が置かれた図。 

☆団扇絵「二羽
に わ

の鴨
か も

」（この頃か。団扇絵判錦絵。北斎改為一筆。印葛しか。入山型の下

に太の字のある定紋があるが、版元名は不明。ベルリン東洋美術館蔵） 

●団扇絵「露草
つ ゆ く さ

に 鶏
にわとり

と雛
ひ な

」（この頃か。団扇絵判着色。前北斎為一筆。版元不明。22.9

×29.2 メトロポリタン美術館蔵） 

※赤い鶏冠
と さ か

の雌雄
し ゆ う

の鶏。雌
め ん

鶏
ど り

の背中に雛
ひ な

が乗っている。三羽の鶏が楕円形のように寄り添

っている構図。背後に紫の花を咲かせた露草が描か

れる。入り屋根の下に太の字の商標があるが、版元

明は不明。同じ商標のあるベロ藍団扇シリーズの一

図か。天保 3年頃説あり（『2017 北斎―富士を超え

て展図録』ｐ157）。 

鶏の羽先だけが朱色(のちの所蔵者の手彩色と思わ

れる)の校合摺がある(24.4×30.0 ｳﾞｨｸﾄﾘｱ＆ｱﾙﾊﾞｰﾄ

美術館蔵)。                     露草に鶏と雛（メトロポリタン美術館） 

【あれこれ□印 の使い分け】 

●錦絵「森
も り

治
じ

版中判藍摺
ばんちゅうばんあいずり

シリーズ」(中判錦絵揃物。前北斎筆。印各図ごとに数種の印を

用いている。各平均約 22.0×16.1 森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版) 

※10図が確認されている。 

☆〈さより・石鯛
い し だ い

・海老
え び

〉（印二人人形。ジェノ

バ東洋美術館/ベルリン東洋美術館蔵） 

※ 嘴
くちばし

を突き出すように置かれたさよりの上に縞
し ま

模様
も よ う

の石鯛
い し だ い

が横たわり、その腹の上に海老が長い

髭
ひ げ

を一本伸ばして置かれている。 

さより・石鯛・海老（ベルリン東洋美術館）右：印影拡大図 

☆〈かれい・かさご・赤貝
あ か が い

〉（印二人人形。ジェ

ノバ東洋美術館/ベルリン東洋美術館蔵） 
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※かれいが大きな白い腹を見せている上に、かさごが置かれ、

その脇に赤貝が二枚ある。鰈
かれい

は、『肉筆
に く ひ つ

画帖
が じ ょ う

』（天保 6 年頃）

の〈鰈
かれい

と撫子
な で し こ

〉でも同様の形で描いている。 

            かれい・かさご・赤貝（ジェノバ東洋美術館） 

☆〈滝
た き

山水
さ ん す い

〉（印為一（？）。ジェノバ東洋美術館/ベルリン

東洋美術館蔵） 

※勢いよく

流れ落ちる

滝の上に架

かる橋の先に、森の中の民家が数軒あ

り、その背後には峨々
が が

たる山が白く描

かれる。   

左：月下山水（ベルリン東洋美術館） 右：滝山水

（ベルリン東洋美術館） 

☆〈月下
げ っ か

山水
さ ん す い

〉（「月下
げ っ か

の風景
ふ う け い

」とも。

印ふしのやま（？）。ジェノバ東洋美術館/ベルリン東洋美術館/太田記念美術館蔵） 

※松が二本生えている断崖の空洞の海面に、人を乗せて小舟が二艘行き来している。水平

線の上には満月が白く輝いている。 

☆〈老人
ろ う じ ん

芋
い も

洗
あらい

〉（「農夫
の う ふ

芋洗
い も あ ら

い」とも。印七十二翁。印瓢箪の形。23.5×16.7 すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/ボストン美術館/ジェノヴァ東洋美術館/

ベルリン東洋美術館/東京国立博物館蔵） 

※桶
お け

の縁に両脚を掛け、中の芋を二本の棒をかき

回して洗う老人の後ろ姿。老人の正面には大きな

月が出ている。   

老人芋洗（すみだ北斎美術館）右：印影拡大図 

☆〈雪中
せっちゅう

の筍掘
たけのこほ

り〉（「孟宗
も う そ う

」とも。印ふしのや

ま。印葛しか。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ジ

ェノバ東洋美術館/ベル

リン東洋美術館蔵） 

※雪中の 筍
たけのこ

掘りで巨大な筍の前で鍬を投げ出して驚く農夫の後

姿。弘化元年にも「雪中筍狩り図」を描いている。中国の呉
ご

の国

の人孟宗
も う そ う

を描いたものといわれる。病床の母が 筍
たけのこ

を欲しがった

ので、冬に竹林に行くと雪の中から 筍
たけのこ

が出現したという話を踏

まえている。 

雪中の筍掘り（島根県立美術館） 
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☆〈小禽
しょうきん

に虻
あ ぶ

〉（印為弌。23.2×17.5 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ジェノバ東洋美術

館/東京国立博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮ

ﾝ蔵） 

※画面上から左に掛けて茎が伸び、そこにいくつ

かの花が咲いている。その側に飛んでいる虻
あ ぶ

を捕

まえようと口を開けて飛んで近づく雀。 

虻（島根県立美術館）右：印影拡大図 

☆〈雀
すずめ

に朝顔
あ さ が お

〉（「小禽
しょうきん

に朝顔
あ さ が お

」とも。印ゐ一の

ゐん。22.3×16.4。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･

ｺﾚｸｼｮﾝ/ジェノバ東洋美術館/島根県立美術館：永

田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※三羽の雀が朝顔の上

で飛んでいる。そのうちの二羽は噛み合ってい

る。印については、「為一の印」と読むか。安

田剛蔵は「西西西ん」と読んで、「２４（にじ

ゅうよん）が３倍で、７２歳を表現している」

とする説を、台東区北斎研究会ニュース（2014

年 11 月 15 日）が紹介している。 

    雀に朝顔（島根県立美術館）  右：印号拡大図 

☆〈波
な み

に千鳥
ち ど り

〉（印為弌。22.9×16.0 太田記

念美術館/ジェノバ東洋美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵） 

※擦
す

るように斜めに引いた 

藍
あ い

色
い ろ

の波の上を四羽の千鳥
ち ど り

が群れ飛ぶ。 

波頭から千鳥の画趣は北斎の好む図柄。  

波に千鳥（島根県立美術館） 

●錦絵『森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版短冊判シリーズ』（この頃か。森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版。20図確認されているという。ベルリン東洋美術館蔵） 

※「前北斎為一筆」と「前北斎画」の落款を使っている。 

☆〈軽業
か る わ ざ

〉（「曲芸
きょくげい

」とも。前北斎為一筆） 

※笛を吹きながら額に乗せた棒の先の丸物を落とさずにいる曲芸師。足元では袋を広げて

いる男。手前に太鼓で囃
は や

す男。 

☆〈仕丁
じ ち ょ う

〉（前北斎為一筆） 
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※寺の境内に落ちた紅葉を掃く仕丁
じ ち ょ う

。 

☆〈武志士
ぶ し し

〉（前北斎為一筆） 

※武志士は北宋
ほ く そ う

代の仙人で、青布を橋として川を渡ったと伝えられる。

図は、長い白布が縦長に伸び、その上に折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被り、着衣を靡かせ

下駄を履いて立つ武志士。          武志士（プーシキン美術館） 

☆〈正月
しょうがつ

の謡
うたい

〉（前北斎為一筆。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「前北斎為一筆」と書かれた松の絵を描いた屏風を背にして、 裃
かみしも

姿の

男が謡
うたい

を唄う。天井には鏡餅を乗せ、注連飾
し め か ざ

りのある棚が吊るされてい

る。 

☆〈放下師
ほ う か し

〉（前北斎為一筆） 

※放下師は、田楽から転化した大道芸を演じる者。図は放下師の一人は

笛を吹きながら額に立てた棒の先の玉を操る。その下でしゃがんで玉を

受け取る袋を広げている男。その後で太鼓を叩いて調子をとる男。 

☆〈桶屋
お け や

〉（前北斎為一筆） 

※縦長の桶に乗り、箍
た が

を締める男と、桶の下で箍
た が

を塗

る男。 

☆〈深山
し ん ざ ん

の鹿
し か

〉（「みやまのしか」と

も。前北斎為一筆） 

※藍色を基調に、山中で月を眺める鹿

を描く。 

☆〈瓦屋
か わ ら や

〉（前北斎画） 

※足場にいる職人に下から瓦を放りあ

げる男。    

瓦屋（プーシキン美術館） 

☆〈鯛
た い

釣
つ

り〉（前北斎為一筆） 

鯛釣り（ベルリン東洋美術館） 

☆〈綱渡
つ な わ た

り〉（前北斎為一筆） 

※綱渡りをする女曲芸師と、下からそ 

れを見守る男。 

☆年始
ね ん し

（前北斎為一筆）未見  

☆日本橋
に ほ ん ば し

（前北斎為一筆）未見 

☆本所
ほ ん じ ょ

（前北斎為一筆）未見 

☆〈雀躍
すずめおど

り〉（前北斎為一筆。島根県 

立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美 

術館蔵） 
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※図の下から上にかけて、男が雀のように踊る所作を 10 図連続して、次

第に遠くに行くように描く。 

☆桜下
お う か

の馬
う ま

（前北斎為一筆 プーシキン美術館蔵） 

桜花の馬（縮小：プーシキン美術館） 

☆〈巡礼
じゅんれい

〉（前北斎画） 

※四つん這いの男の背に立ち、柱に字

を描く男。 

巡礼（縮小：プーシキン美術館） 

☆〈禁酒
き ん し ゅ

の猩々
しょうじょう

〉（前北斎為一筆。

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※猩々は中国の伝説上の生き物で、朱

色の長髪で、人の言葉を理解し、酒を

好んだという。図は「当分の内禁酒」

と書かれた大酒甕と「船橋屋 御菓

子」と書かれた箱看板の前で、菓子箱

の蓋を開け、胡坐をかいて中の饅頭を

口にしている猩々。前に茶の急須と茶

碗、菓子を包んであった経木
き ょ う ぎ

が置いて

ある。          禁酒の猩々 

 

 

 

 

 

 

天保
て ん ぽ う

3(1832）壬
みずのえ

辰
た つ

 73歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

、北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

：孫
ま ご

(23) 阿
お

栄
え い

(35)  

◇天保の飢饉。 

◇歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

、定火消
じ ょ う び け し

同心
ど う し ん

職
しょく

を正式に養祖父の子仲
な か

次郎
じ ろ う

（17 歳）に譲る。また、幕府の八朔
は っ さ く

の御馬献上の列に加わり、東海道を京まで上る。但し、上京同行については諸説あり、疑

問視もされている（参考。「司馬江漢『東海道五十三次画帖』―広重「五十三次」には元

絵があった」 監修：對中如雲 ワイズ出版 1996年）。 

◇1月 23日、マネ生（～1883）。 

◇3月 22日、ゲーテ没（84）。 

◇8月 19日、鼠
ねずみ

小僧
こ ぞ う

次郎
じ ろ う

吉
き ち

、小塚原刑場で磔刑
た っ け い

。 

◇9月 23日、頼山陽
ら い さ ん よ う

没（53）。 

◇11月、風邪流行、江戸窮民 30万 6000人に施米
せ ま い

。 
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◇11月、16回目の琉球使節江戸上
の ぼ

り（尚育王・琉球国王即位の謝恩使
し ゃ お ん し

） 

○寺門清軒
て ら か ど せ い け ん

『江戸繁盛記
え ど は ん じ ょ う き

』。 

○曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

『開港驚
かいかんきょう

奇
き

侠客伝
きょうかくでん

』(天保 6年迄。未完)。 

○1月、為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

『春色
しゅんいろ

梅児
う め こ

誉
よ

美
み

』初・後編刊。 

○シーボルト『NIPPON』出版。「同書の『北斎漫画』は実物ではなく、すべてシーボルト

による転写です」（橋本健一郎「北斎漫画考―その成立と影響」『北斎研究所研究紀要第

五集』：千野堺子
け い こ

『江戸のジャーナリスト葛飾北斎』で紹介（ｐ117～118）。 

【長女阿美与の元夫 柳川
や な が わ

重信没す】 

★閏 11月 28日、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

（北斎の長女阿美与
お み よ

の元夫）没（46）。 

※『増補武江
ぶ こ う

年表
ねんぴょう

』（斎藤月岑
さ い と う げ つ し ん

著・嘉永元年脱稿・同三年刊）の死亡記事に続いて、以下

のように記される。 

「筠庭
い ん て い

注云
い

ふ、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

は志賀
し が

理
り

斎
さ い

の子なり。師なくして画
え

をよくせり。北斎の風なりし

が、本所
ほ ん じ ょ

一
ひ と

ツ目
つ め

弁天
べ ん て ん

の前なる髪結
か み ゆ い

床
ど こ

の障子
し ょ う じ

に、午
う ま

の時
と き

参
ま い

りする女を野
の

ぶせりの乞食
こ じ き

等が犯
お か

さんとする図を書きて、いと能
よ

く出来
で き

たり。北渓
ほ っ け い

これを見て、画
え

は社中
しゃちゅう

の風
ふ う

なるが、かば

かり書かんものを覚えずとて、其所
そのところ

に問ひしとぞ。夫
そ れ

より相知りて、北渓
ほ っ け い

これを引きて北

斎が弟子とす。其
そ

の後北斎これを養子とせしが、如何
い か に

したりけん、義絶
ぎ ぜ つ

におよべり、夫
そ れ

よ

り重信
し げ の ぶ

頻
し き

りに板下
は ん し た

を書きしを、北斎これを板下
は ん し た

に禁じて、互いに意趣
い し ゅ

を含みけるを、

柳亭種彦
りゅうていたねひこ

双方
そ う ほ う

をなだめて事和
こ と や わ

らげり」（ｐ85） 

注）筠庭
い ん て い

：喜多村
き た む ら

信
の ぶ

節
よ

（天明 3年～安政 3年〈1783～1856〉国学者）。筠庭は号。 

※『馬琴日記』閏 11 月 29 日条には「昼飯
マ マ

（筆者注：「後」か）丁子
ち ょ う じ

や（筆者注：丁子屋
ち ょ う じ や

平
へ い

兵衛
べ え

）より老僕
ろ う ぼ く

を以
もって

、根岸
ね ぎ し

柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

作
マ マ

、昨
さ く

夜
や

中
ちゅう

死去
し き ょ

のよし、告来
つ げ き た

ル。明廿九日昼九半時
みょうにじゅうくにちひるここのつはんとき

、

出棺
しゅっかん

のよし也」とある(『馬琴日記』第 3 巻による。ルビ・注は筆者による)。昼九つ半は、

13 時頃。 

【鶏の足跡が竜田川の紅葉に】 

★十一代将軍徳川
と く が わ

家
い え

斉
な り

(在位 1787～1837)、鷹狩りの途中、浅草伝法院
で ん ぽ う い ん

で座興に北斎と

谷文晁
たにぶんちょう

（1763～1840）に絵を描くよう命じる。北斎は鶏の足に赤墨をつけ紙の上を歩かせ

「竜
たつた

田川
た が わ

の紅葉
も み じ

」とした逸話がある。 

※『無可有郷
む か う の さ と

』（「むこうきょう」とも。3 巻。詩瀑山人
し ば く さ ん じ ん

〈鈴木桃野
す ず き と う や

〉著。天保期成立）

の下巻〈画の工夫〉の項の記事より（同記事は『年譜』に資料 22として紹介されている）。 

「先比
さ き ご ろ

葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

翁
お う

御上覧
ご じ ょ う ら ん

の画
え

をかきしとき、鶏
け い

尾
び

に藍
ら ん

水
す い

（筆者注：藍色の水）を濡
うるお

し、足

に臙脂
え ん じ

（筆者注：えんじ色）を濡
うるお

し、紙上
し じ ょ う

を走らせしかバ、自然と龍
た つ

田川
た が わ

を成
な

せりといふ。

何
い ず

れも画の工
た く

みなるのみならず、工夫もまた常人
じょうじん

の及ぶところにあらず。」（同記事は天

保 3 年（1832）～9 年(1838)の記事なので「先比
さ き ご ろ

」は天保 3 年以前の事を示している。但

し、明確な年代は特定できない。 

※飯島虚心『葛飾北斎伝』（ｐ76～78）の記事。 
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「時に徳川将軍家
い え

斉
な り

公
こ う

 徳川十一世文
ぶん

恭 院
きょういん

殿 北斎の妙技を聞き、放
ほ う

鷹
よ う

の途次
と じ

、写山楼文晁
しゃざんろうぶんちょう

注

および葛飾北斎を浅草
あ さ く さ

伝法院
で ん ぽ う い ん

に召して、席上画
せ き じ ょ う が

を画
え が

かしむ。文晁
ぶんちょう

先づ画
え が

く。(略)次に北斎、

将軍の前に出で、従容
しょうよう

として、おそるゝ色なく、筆を揮
ふ る

ってまづ花鳥
か ち ょ う

山水
さ ん す い

を画
え が

く。左右
さ ゆ う

感

嘆せざるものなし。後に長くつぎたる唐紙
か ら か み

を横にし、刷毛
は け

をもて長く藍
あ い

を引き、さて携
たずさ

へ

たる鶏
と り

を籠中
ろうちゅう

より出
い

だし、さらに捕
と ら

へて、趾
あ し

に朱肉
し ゅ に く

をつけ、これを紙上に放ち、趾
あ し

痕
あ と

を

印残
い ん ざ ん

せしめ、是
こ れ

はこれ立田
た た

川
が わ

の風景なりとて、拝
は い

一拝
い っ ぱ い

して 退
しりぞき

きたり。人皆其
そ

の奇
き

巧
こ う

に驚

く。此
こ

の時写山楼
し ゃ ざ ん ろ う

傍
かたわら

にありて手に汗を握りしと。写山楼の話。」(ルビは筆者による) 

注）写山楼文晁
しゃざんろうぶんちょう

：谷文晁
たにぶんちょう

（宝暦 13 年～天保 11 年：1763～1841）。文人画家。和漢洋の画

法を学ぶ。門下に渡辺崋山
わ た な べ か ざ ん

等がいる。 

【竜田川の紅葉絵は失敗だったか】 

 瀬木慎一『画狂人北斎』(p82)では、明治 39 年（1906）6 月刊の雑誌『高潮』に掲載さ

れた四葩
し は

山人
さ ん じ ん

による「丁子屋と北斎」という標題で、大島屋
お お し ま や

伝右衛門
で ん え も ん

の文溪堂
ぶ ん け い ど う

に関する談

話の一節を紹介している文を孫引きしている。 

「『又飯島虚心といふ方の著された葛飾北斎伝には・・・』とあるけれど、『事実を申し

ますと、之
こ れ

は失敗したので、更に紙面の処処へ墨をこぼし、其墨を爪の先で雲龍の図とし

て漸く面目を全くして引退がつたといふ事に聞いて居ります。立田川は一寸
ち ょ っ と

思付
おもいつき

ではあり

ましたが、実際は散々であつたさうで御座いました。』」 

※以上のエピソードの信憑性
しんぴょうせい

については、鶏の足の爪が紙を損ねることからも、疑問視す

る説もあるが北斎らしき逸話である。 

★シーボルト『日本
に っ ぽ ん

』(20 分冊)で、北斎のみを偉大な絵師として紹介。同誌に『北斎
ほ く さ い

写真画
し ゃ し ん が

譜
ふ

』（文化 11年）『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』（初編：文化 11年）が掲載される。 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』116編に 9句、119編に 9句、120編に 4句載る。 

【柳多留 116扁】 

☆海苔麁朶
の り そ だ

の浪旧苔
ふ る ご け

の髭
ひ げ

をなで 卍（海苔の養殖用の麁朶の杭に古い海苔が付いて髭のようだ。宿六心配

『謎解き北斎川柳』では天保 2 年） 

☆羽虱
は じ ら み

で土器
か わ ら け

になる迦陵頻
か り ょ う び ん

 卍（雅楽の羽をつけた迦陵頻伽
かりょうびんが

も羽虱に食われたらつるつるの土器になる） 

☆初夢がモシさめますと獏
ば く

の妻 卍（目覚めると夢を食べられない獏。その妻は早く食べないと夢も冷めて

目も覚めますと言う） 

☆海苔麁朶
の り そ だ

の浪旧苔
ふ る ご け

の髭をなで 卍（他者評により前出） 

☆つま恋
ご い

の娘を母の虫封じ 卍（妻恋の鳴く鹿ならぬ、色気づいた娘に母親が虫封じの薬を飲ませる） 

☆姫とよふ
ぶ

粥
か ゆ

に付
つ き

そふ小殿
こ と の

原
ば ら

 卍（お姫様の白い粥に、黒いごまめの小殿原が添えられた。姫に黒魚は？） 

☆はつ夢が醒
さ め

るハねモシと獏
ば く

の妻 卍（他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

☆羽虱
は じ ら み

で土器になる迦陵頻
か り ょ う び ん

 卍（他者評により前出） 

☆門
か ど

万歳
ま ん ざ い

銭にならんのけふの雪 卍（門付けの万歳も今日の雪では仕事にならず、銭にもならない） 

【柳多留 119扁】 

☆宇治
う じ

よりも育
そ だ

チと葉
は

向
む け

茶
ぢ ゃ

を誉
ほ む

ル 卍（氏より育ち。宇治の茶より風に倒れた下等の茶でも旨いものだ） 
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☆山出
や ま だ

しの千代か
が

生れも小松川
こ ま つ が わ

 卍（加賀の千代女ではないが、田舎出の千代だって小松川の生まれだ） 

☆雪隠
せ っ ち ん

ヘ六十六
ろくじゅうろく

屎
く そ

馬喰
ば く ろ

町
ちょう

 卍（六十六部が泊まる馬喰町の宿には、全国六十六カ所の屎が溜まっている） 

☆赤免馬
せ き と ば

の屁に雲
う ん

長
ちょう

が苦笑 卍（一日千里の関羽の愛馬・赤免馬の屁に雲長（関羽の字）も苦笑い） 

☆雪隠
せ っ ち ん

ヘ六十六
ろくじゅうろく

屎
く そ

馬喰
ば く ろ

町
ちょう

 卍（他者評により前出） 

☆振る汐
し お

花
ば な

も一筋に局
つぼね

見
み

世
せ

 卍（不浄払いの汐花も最下級の局見世の入り口ではほんの一筋にまく汐で済む） 

☆指人形も居敷
い し き

から手を入レる 卍（指人形は尻から指を入れるが、男の指も女の着物の下から入る。宿六

心配『謎解き北斎川柳』では「「入れる」） 

☆柳原
やなぎはら

戸棚ハ箱を横にする 卍（神田川東岸の柳原には床に商品を並べ棚は箱を横にした貧しい店が多い） 

☆ 褌
ふんどし

ハ柳
やなぎ

絞
しぼり

りにあふ
ぶ

らじみ 卍（折角の柳絞り模様の褌が油じみになってしまった） 

【柳多留 120扁】 

☆世から〱
世から

寄
よ り

ますか 〱
寄ますか

盆の懸
か け

 卍（あの世からあの世から、呼びましょうか、呼びましょうかと盆の掛提

灯） 

☆竹
た け

笠
が さ

で雪に野
の

糞
ぐ そ

のイキみ形 卍（竹笠を被った男が雪のなかで息んで野糞を垂れる姿は雪見
ゆ き み

灯
どう

籠
ろう

のよう） 

☆世柄
か ら

〱
世 柄

寄りますか 〱
寄りますか

盆の懸
か け

 卍（他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

☆鼾
いびき

にハ国なまりなし馬喰
ば く ろ

町
ちょう

 卍（全国からの六十六部が泊まる馬喰町の宿。流石に鼾にはお国訛りはない） 

● 合 巻 表 紙 絵 『 花雪吹
は な ふ び き

縁
えんの

柵
しがらみ

』 前帙
ぜ ん ち つ

（ 春 。 中 本 四 冊 。 柳亭種彦
りゅうていたねひこ

校合
きょうごう

。 相州
そうしゅう

磯辺
い そ べ

（仙客亭柏琳
せ ん か く て い は く り ん

） 

作。表紙図は、図の丸枠に国
く に

芳
よ し

の美人大首絵が描かれ、北斎は、鮎
あ ゆ

が五匹泳いでいる姿に

赤い石竹
せ き ち く

（筆者注：ナデシコ科の多年草）を描く。「柳亭
りゅうてい

応需
お う じ ゅ

白
し ろ

口魚
ぐ ち う お

（筆者注：イシモチ。

グチ。但し、鮎
あ ゆ

としている）写前北斎為一」とあ

る。挿絵は国
く に

芳
よ し

が描く。 

「天保
て ん ぽ う

壬
みずのえ

辰
た つ

春
は る

」(天保3年)の書き込みがある。前

北斎為一。鶴屋
つ る や

喜右衛門
き え も ん

版。島根県立美術館：永

田ｺﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

※相州
そうしゅう

磯部
い そ べ

（現神奈川県大磯
お お い そ

）在住の仙客亭柏琳
せ ん か く て い は く り ん

が、自作の草稿を柳亭種彦に送り出版を請い、種

彦が手を入れて、表紙絵を北斎に頼んで刊行した

もの。                   前帙表紙：裏     表紙：表（立命館大学 ARC） 

●合巻表紙絵『花雪吹
は な ふ ぶ き

縁
えんの

柵
しがらみ

』後帙
ち つ

（柳亭種彦
り ゅ う て い た ね ひ こ

校合
き ょ う ご う

。表紙には「相州
そうしゅう

磯部
い そ べ

（仙客亭柏琳
せ ん か く て い は く り ん

）

作。歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

画。四冊 天保壬申春」とある。鶴屋
つ る や

喜右衛門
き え も ん

版。島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

※北斎は笊
ざ る

に鮎
あ ゆ

が三匹入れられ、紫の桔梗
き き ょ う

の花と雀が笊
ざ る

の柄に絡み付いている絵を描く。

左下の四角枠に国
く に

芳
よ し

の美人大首絵の上にも雀が描かれる。「柳亭
りゅうてい

応需
お う じ ゅ

白
し ろ

口魚
ぐ ち う お

（筆者注：イ

シモチ。グチ。但し、鮎
あ ゆ

としている）写前北斎為一」とある。上記の合巻と、翌天保 4 年

（1833）の合巻表紙『出世奴小万之伝
し ゅ っ せ や っ こ こ ま ん の で ん

』を含め、北斎が合巻の表紙に作画したのはこの三

冊のみだという。「壬
みずのえ

辰
た つ

春
は る

」とある。（『年譜』による）。 
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前帙
ぜ ん ち つ

下の見返しに柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の文で「為一翁にへうしへ鮎の画をかいてもらいましたるは、

かのいそべあたりの名産ゆゑにござります。まうさずとも知れました事ながら、あねさま

顔ハやはり国芳画にござります」とある（鈴木重三「近世小説の造本美術とその性格」

『絵本と浮世絵』（ｐ131）所収）。 

●『琉球
りゅうきゅう

八景
は っ け い

』(秋頃。横大判錦絵。8枚揃。前北斎為一筆。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版

の後摺あり。 

※この年 11 月 16 日の琉球使節参府を見越しての刊行か。琉球に訪れた官吏周煌
しゅうこう

が宝暦 7

年（1757）年に中国で刊行した『琉球
りゅうきゅう

国
こ く

志
し

略
りゃく

』所収の琉球八景図を、天保 2 年(1831)に幕

府が摸刻し刊行した『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』（「琉球八景図」）を種本にしたという。琉球人の朝貢
ちょうこう

は慶長 15年(1536)より始まる。 

☆「泉崎夜月
せ ん ざ き や げ つ

」（「いずみざきやげつ」とも。25.3×37.3 日本浮世絵博物館/すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/慶応義塾

大学/浦添市美術館） 

※屋敷の前に太鼓
た い こ

橋
ば し

風の石橋があり、遠く山の上には

月が出ている。月の欠け方が不自然だが、右下が欠け

ているので有明
あ り あ け

の月（陰暦 16 日以降の夜明けまで残っ

ている月）頃の風景とされる。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』も同画

題。           泉崎夜月（日本浮世絵博物館） 

☆「臨海
り ん か い

湖声
こ せ い

」（25.7×37.5 日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

東京国立博物館/浦添市美術館/島根県立美術館/太田記念美術館/ミネアポリス美術研究所

/ホノルル美術館蔵） 

※屋敷の前からくねくねとした石橋が島に続いてい

る。海には渡し舟の図。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の印と伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の印が捺されている。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』の画題は

「臨界
り ん か い

潮声
ちょうせい

」。      臨海湖声（日本浮世絵博物館） 

☆「粂村竹籬
く め む ら ち く り

」（25.3×38.0 日本浮世絵博物館/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/浦添

市美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/慶

応大学蔵） 

※木の葉に覆われた籬
まがき

に囲まれた村の門の前で掃き掃

除をする男たち。村の前の海には舟が一隻浮かんでい

る。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』も同画題。 

粂村竹籬（日本浮世絵博物館） 

☆「龍
りゅう

洞
と う

松
しょう

壽
と う

」（25.5×31.5 日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

東京国立博物館/浦添市美術館/山口県立美術館） 
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※雪の村を鳥瞰一覧で描く。沖縄では雪は降らないが、

この年の 11 月 16 日（太陽暦 12 月 7 日）の使節団参府時

には雪が降ったといわれ、その印象を描いたのではと推

測されている。伊勢屋利兵衛の印が図右に捺されてい

る。『球陽八景』も同画題。 龍洞松壽（日本浮世絵博物館） 

☆「筍
じゅん

崖夕
が い せ き

照
しょう

」（25.3×37.3 東京国立博物館/日本浮

世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/浦添

市美術館） 

※海に突き出した岩山の先には石垣に囲われた山城。そ

の下には帆船が二隻浮かんでいる。山の麓には鳥居と神

社が描かれる。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』も同画題。 

筍崖夕照（日本浮世絵博物館） 

☆「長虹秋霽
ちょうこうしゅうせい

」（25.0×36.9 日本浮世絵博物館/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/浦添市美術館/島根県立美術/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ

美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ館）        

長虹秋霽（日本浮世絵博物館） 

※長い虹のような石橋が海上に渡され、二人が渡ってい

る。海には唐船と和船が並走し、水平線には富士のよう

な山影が描かれる。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』も同画題。 

☆「城獄
じょうがく

霊泉
れ い せ ん

」(24.5×35.6 日本浮世絵博物館/すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/浦添市

美術館/太田記念美術館/慶応大学)  

※松林を前にした門のある山端から海に流れ落ちる滝。

遠くには富士のような形をした山が見える。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の印と伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の印が捺されている。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』

も同画題。                  

城獄霊泉（日本浮世絵博物館） 

☆「中島蕉
なかしましょう

園
え ん

」(24.6×36.l9 日本浮世絵博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

東京国立博物館/浦添市美術館/太田記念美術/慶応大学

/ホノルル美術館) 

※石垣の塀から伸びた蘇鉄
そ て つ

の葉が見られる家々。画面

上方には、遠く雪を被った富士山が描かれる。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の印と伊勢屋
い せ や

利
り

兵衛
へ え

の印が捺されている。『球
きゅう

陽
よ う

八景
は っ け い

』も同画題。      中島蕉園（日本浮世絵博物館） 
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天保
て ん ぽ う

4(1833）癸巳
みずのとみ

 74 歳 前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、前北斎
ま え ほ く さ い

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、時年七十四
ななじゅうよん

前
さきの

北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

 □印之印
の い ん

、ふもとのさと、葛
か つ

しか：孫
ま ご

(24歳) 阿
お

栄
え い

(36) 

◇5月、二代目蔦
つ た

屋重三郎
や じ ゅ う ざ ぶ ろ

没。 

◇8月 1日、江戸市中の米穀払底のため幕府より御蔵
お く ら

米
ま い

を支給。 

◇8月頃、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、右目に異常があり見えなくなる（67）。 

◇9月～12月、米価高騰。全国に一揆打壊し。 

◇天保の飢饉（天保 7年迄）。 

◇この年より、相撲興行は江戸・本所
ほ ん じ ょ

回向院
え こ う い ん

が春夏 2 回の定場所となる（「資料館ノート」

第 106号 江東区深川江戸資料館より）。 

◇富賀
と み が

岡
お か

八幡宮
は ち ま ん ぐ う

（砂村
す な む ら

の元八幡
も と は ち ま ん

。現東京都江東区南砂
みなみすな

7-14-18）の小富士
こ ふ じ

建立。 

【広重 保栄堂版 東海道五十三次刊行】 

○歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

『東海道
と う か い ど う

五十三
ご じ ゅ う さ ん

次之内
つ ぎ の う ち

』刊行始まる(55

枚揃。このうち「四日市
よ っ か い ち

」は北斎の『冨嶽三十六

景』（駿州江尻）を意識したもの。保永堂
ほ え い ど う

（竹内孫八
た け う ち ま ご は ち

）版。初めは僊
せ ん

鶴堂
か く ど う

との合梓。東京国

立博物館蔵)。 

歌川広重『東海道五十三次内 四日市』（保栄堂版：知足美術

館） 

○為永春水
た め な が し ゅ ん す い

『春色辰巳園
し ゅ ん し ょ く た つ み の そ の

』（人情本『春色
しゅんしょく

梅児
う め ご

誉
よ

美
み

』の続編）初編。 

○渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

『浮世絵類考
う き よ え る い こ う

』の増補をし『无名
む め い

翁
お う

随筆
ず い ひ つ

』と題す。 

○シーボルト編『日本動物誌』。 

【歌川広重、北斎と会った？】 

★この頃、歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

、風景画の描き方について尋ねるために北斎に会ったが、北斎の冷淡

な態度に腹を立て退出したといわれるが確証はない。 

★この頃、浅草寺
せ ん そ う じ

前
ま え

に住んだか。 

※「今
い ま

浅草寺
せ ん そ う じ

前
ま え

に住
じゅう

す」と渓齋
け い さ い

英
え い

泉
せ ん

の『无名
む め い

翁
お う

随筆
ず い ひ つ

』（天保 4年：1833）に記される。 

★『柳多留
や な ぎ だ る

』121編に川柳 1句、122編に 1句、123編に 3句、125編に 4句載る（『年譜』

による）。『誹風柳多留全集』（三省堂）では天保 5 年以降に卍号の句は見られない。 

【柳多留 121扁】 

☆泥水
ど ろ み ず

へ踏
ふ み

込
こ み

足袋
た び

も目くらじま 卍（うっかり泥水に足を入れ、めくら縞の足袋もめくらになったか） 

【柳多留 122扁】 

☆紹芭
し ょ う ば

織
お り

質
し ち

の流
ながれ

をせき留
と め

て 卍（質草に高級な紹芭織を入れたが、請け出す金がないが、せめて利子だけは。

宿六心配『謎解き北斎川柳』では「紹芭
め し ば

織
おり

」「流れ」。田中聡『北斎川柳』では「流れ」） 

【柳多留 123扁】 
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☆眞
し ん

ン猫
ね こ

ハヤンワリ〆
し め

る首ツ玉 卍（人目を避けて語らう男女も、つい熱くなり互いの首をやんわり絞める） 

☆間
ま

のわるさ月の影さす夜
よ

蛤
はまぐり

 卍（満月の夜に食べる蛤売りも月が陰っては間が悪い。男女の密会も同じ） 

☆紹芭
し ょ う ば

織
お り

質
し ち

の流
ながれ

もせき留
と め

て 卍（122 扁で他者評により前出。但し、表記に異同あり） 

【125扁】 

☆紹芭
し ょ う は

織
お り

質
し ち

の流もせき留
と め

て 卍（122扁・123 扁で他者評により前出） 

☆紹芭
し ょ う は

織
お り

質
し ち

の流もせき留
と め

て 卍（122扁・123 扁・125 扁で他者評により前出） 

☆顔
が ん

氏
し

のたまはく丘
きゅう

ぼうが未た
だ

寐ず 卍（孔子の母・顔氏が夫に丘坊（孔子の幼名）がまだ寝ていないよ、

少しお待ち。田中聡『北斎川柳』による） 

☆木魂
こ だ ま

して天地へひゞく井戸屋の屁 卍（井戸浚いの職人の屁が反響して天地に木魂した） 

【『北斎漫画』パリに到着】 

★この年、『北斎漫画』（何編か不明）がパリに到着したという考証がある。 

※『秘蔵浮世絵大観８パリ国立図書館』所収：小杉恵子「パリ国立図書館東洋写真室の浮

世絵」より。 

「ブラックモンがパリ摺師ドラートルの家で 1856年『北斎漫画』を発見・・・（信憑性は

ともかく）芸術的反響とも浮世絵流行とも無関係な別本『北斎漫画』が、1833 年の春、パ

リに到着した。所持者はティチングと同じオランダ人で、1820年(文政 3)から 1829年（文

政 12）まで長崎オランダ商館員を務めた J・F・ヴァン・オーヴェルメール・フィッシャー

（1800～48）であった。フランスにはじめて『北斎漫画』をもたらした人物として明記さ

れるべきであろう。」 

フィッシャーの所蔵品は、その後クラプロートに渡ったという。「こうして姿を消した

『北斎漫画』が再びパリ国立図書館に現れたのは、十年後、1843 年のことである。ただし

六編の一冊のみで。」 

筆者注：「ブラックモンがパリ摺師ドラートルの家で 1856年『北斎漫画』を発見」とは、

次のよく知られたエピソードを指している。 

「仏人フェリックス・ブラックモン(1833～1914)、パリの印刷屋ドラートルの仕事場で、

日本から送られてきた陶器の包み紙の『北斎漫画』を発見。ブラックモンはドラートルに

譲ってほしいと願うが断られる。2 年後、版画家ラヴィーユの家で再び『北斎漫画』に出

合い、ようやく手に入れる」（大島清次『ジャポニスム』ｐ28）。このエピソードは近年

疑問視されている。 

【この頃の北斎の評判】 

★この頃の北斎がどのように見られていたか、少し長いが渓齋
け い さ い

英
え い

泉
せ ん

の『无名
む め い

翁
お う

随筆
ず い ひ つ

』（天

保 4 年：1833 刊行。別名『増補浮世絵類考
ぞ う ほ う き よ え る い こ う

』）が要領よくまとめてあるので、少し長いが

引用する（岩波文庫『浮世絵類考』〈p143～148 武田勝之助編校〉及び「国立国会図書

館ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｺﾚｸｼｮﾝ」より）。 

「葛飾
か つ し か

為一
い い つ

（明和
め い わ

の生れ（筆者注：誤り）、寛政
か ん せ い

より、享和
き ょ う わ

、文化
ぶ ん か

、文政
ぶ ん せ い

、天保
て ん ぽ う

の今に至

る）俗称
ぞくしょう

 幼名
ようみょう

時
と き

太郎
た ろ う

、後
の ち

鉄
て つ

二郎
じ ろ う

、居
き ょ

、始
はじめ

本所
ほ ん じ ょ

横網
よ こ あ み

町
ちょう

、数十ケ所に転居す、今
い ま

浅草寺
せ ん そ う じ

前
ま え

に
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住
じゅう

す。姓
せ い

氏
し

 江戸本所
ほ ん じ ょ

の産
さ ん

也。始
はじめ

は業
ぎょう

を勝川
か つ か わ

春
しゅん

章
しょう

に受く。勝川
か つ か わ

春
しゅん

朗
ろ う

と画名
が め い

す。故
ゆ え

ありて

破門せられ 叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

と云
い え

り。古
こ

俵屋宗
た わ ら や そ う

理
り

の跡
あ と

を続
つ ぎ

て二代目菱川宗
ひ し か わ そ う

理
り

となり、其
そ の

此
こ ろ

画風をか

へて（宗
そ う

理
り

の頃は狂歌の摺物多し、錦画
に し き え

はかゝず）一派をなさず（堤等琳
つつみとうりん

孫二
じ

注 1の風
ふ う

を慕

ふ）、亦
ま た

門人宗二
そ う じ

に宗
そ う

理
り

を譲り（三代目宗
そ う

理
り

トス）名を家元
い え も と

へ帰せり。于時
と き に

寛政
か ん せ い

戊
つちのえ

午
う ま

の

末年、爰
こ こ

に至り、一派の画風を立て、北
ほ く

斎
さ い

辰
と き

政
ま さ

雷
ら い

斗
と

と改む、（一説、北辰
ほ く し ん

妙見
みょうけん

を信ず、故

に北斎と 改
あらため

しと云
い う

、其
そ の

頃は東都
と う と

に明画
み ん が

の風
ふ う

大いに 行
おこなわ

れ、画
え

心
ごころ

有
あ る

ものは唐画
か ら え

を学ぶ事 専
もっぱら

ら流行す注 2。俗
ぞ く

に従ひて画風を立
た て

しは、世に出
い づ

るの時なり。雷斗
ら い と

の画名は重信
し げ の ぶ

にゆづる）

北斎流と号し、明画
み ん が

の筆法を以て浮世絵をなす。古今唐画
か ら え

の筆意
ひ つ い

を以て画
え

を工夫せしは、

北翁を以て改
か い

租
そ

とす。爰
こ こ

に於て世上
せ じ ょ う

の画家（俗ニ云
い う

本
ほ ん

画師
え し

）其
そ の

画風を奇として、世俗に至

る迄大にもてはやせり、一時に 行
おこなわ

れて、門人多く、高名
こうみょう

の妙手
みょうしゅ

となれり。従来
じゅうらい

書
し ょ

を読み

学才あれば戯作
げ さ く

の絵
え

草紙
ぞ う し

多く、草双紙
く さ ぞ う し

の画作
が さ く

を板
は ん

行
こ う

す。作名を時太郎可候
と き た ろ う か こ う

と云
い

へり。

（ 叢
くさむら

春
しゅん

朗
ろ う

の頃は役者の錦絵を出
い だ

せり。北斎に至りて錦絵の板下
は ん し た

を画
え が

かず。狂言摺物
きょうげんすりもの

を多

くかけり。錦絵風あらぬを以てことごとく北斎の画風を用
も ち

ゆ。摺
す り

て奇
き

巧
こ う

なりし）画狂人の

号は門人北黄
ほ く お う

に譲る。北黄
ほ く お う

は板下
は ん し た

をかゝず。専
もっぱ

ら画狂人葛飾北斎と画名
が め い

して雷
ら い

鳴
め い

す。画風
が ふ う

錦絵
に し き え

草紙
そ う し

等の尋常
じんじょう

にあらず。繍像
しゅうぞう

読本
よ み ほ ん

の挿絵を多くかきて世に 行
おこなわ

れ、絵入
え い り

読本
よ み ほ ん

此人
こ の ひ と

より

大いにひらけり。（此
こ の

頃
こ ろ

絵入
え い り

読本
よ み ほ ん

世に流行す。画法
が ほ う

草双紙
く さ ぞ う し

に似
に

よらぬを以
も っ

て 貴
とうとし

とす。亦
ま た

時
と き

にあへり（筆者注：流行した）。読本画
よ み ほ ん が

とて別にす。杏
きょう

花園
か え ん

蔵書浮世絵類考
う き よ え る い こ う

に云
い う

、北斎

宗理は狂言摺物
きょうげんすりもの

に名高し。淺草に住す。すべて摺物
す り も の

は錦絵
に し き え

に似ざるを 貴
とうとし

とすと云
い う

）、

京師
け い し

大坂
お お さ か

より雷名
ら い め い

を慕
し た

ひ、門人多く学ぶ者有
あ り

し故
ゆ え

、尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

を始
はじめ

として京
きょう

大阪
お お さ か

に至れど

も、必観
ひ つ か ん

する画家絶
た え

てなし。板刻
は ん こ く

の蜜画
み つ が

に妙
みょう

を得て当世
と う せ い

に独歩
ど っ ぽ

す。数万部の刊本
か ん ぼ ん

枚挙
ま い き ょ

すべ

からず。漫画と題して絵手本を発布
は っ ぷ

す。大
おおい

に世に 行
おこなわ

る数編を出せり。（始
はじめ

板元
は ん も と

江戸麹
こうじ

町
ま ち

角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

なりしが、故
ゆ え

有
あ り

て後、尾張
お わ り

名古屋
な ご や

永楽
え い ら く

屋東四郎
ら く や と う し ろ う

蔵元
く ら も と

となれり）再
ふたたび

名
な

注 3 門人に

譲りて錦袋舍戴斗
き ん た い し ゃ た い と

と 改
あらため

たり。前
さきの

北斎戴斗
ほ く さ い た い と

と云
い う

。（二代目北斎は本所
ほ ん じ ょ

の産なりしが、後
の ち

吉
よ し

原
わ ら

仲
な か

の町
ちょう

亀屋
か め や

注4と云
い う

茶屋なり。両国
りょうごく

回向院
え こ う い ん

にて大画
た い が

錦
き ん

袋
た い

をかけり。錦袋舍
き ん た い し ゃ

弘
ひ ろ

め画会
が か い

あり。

大画
た い が

は十六間
け ん

四方十八間
け ん

四方、名古屋
な ご や

にては釈迦
し ゃ か

出山
しゅつざん

の図をかけり）是
こ れ

をも文化
ぶ ん か

の末、門

人北泉
ほ く せ ん

に譲り与
あ た

へて前
さきの

北斎
ほ く さ い

為
い

一
い つ

と改名す。門人に臨本
り ん ぽ ん

を与ふる遑
ひ ま

あらず。画
え

手本
で ほ ん

を是
こ れ

が為

に板刻
は ん こ く

して数十冊を世に行
おこな

はしむ。生涯の面目
め ん ぼ く

は画風公聴
こうちょう

に達して、御成先
お な り さ き

に於
お い

て席画
せ き が

上覧
じょうらん

度々
た び た び

あり。希代
き だ い

の画
が

法
ほ う

妙手
みょうしゅ

と云
い う

べし」（注・ルビは筆者による） 

注 1）堤等琳孫二：堤等琳吟二
つ つ み と う り ん ぎ ん じ

の誤りか。吟二
ぎ ん じ

は等琳の俗名。 

注 2）画
え

心
ごころ

有
あ る

ものは唐画
か ら え

を学ぶ事専
もっぱら

ら流行す：唐画は、主に南蘋
な ん び ん

派を指す。南蘋は中国清

朝の浙江省の画家沈南蘋で、亨保 16年（1731）に長崎に来た。その花鳥画の写実的な画風

が当時の絵師に広がり、北斎も唐画を以て画
え

を工夫したというのである。 

注 3）名：北斎号を指す。亀屋
か め や

：亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

のこと。二世北斎。吉原の引手茶屋の主人。

二世戴斗
た い と

（北泉
ほ く せ ん

。犬
い ぬ

北斎
ほ く さ い

）と混同される向きがある。 

★同書は更に続けて以下の様に記している。 

【総て総身に画法充満したる人】 
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「伝に曰
いわく

（略）、彩色
さいしょく

に一家
い っ か

の工風
く ふ う

をこらして、一派の妙
みょう

を極
き わ

めたり。総
す べ

て総身
そ う み

に画法
が ほ う

充満
じゅうまん

したる人にて、一点
い っ て ん

の戯
ぎ

墨
ぼ く

をなさずと云
い う

事
こ と

なし。希代
き だ い

の名人
め い じ ん

なり。倭漢
わ か ん

の画法
が ほ う

に委
く わ

し。

骨法
こ っ ぽ う

自
おのずか

ら宋
そ う

明
み ん

の筆意
ひ つ い

ありて、尋常
じんじょう

の画風
が ふ う

にひとしからず。真
し ん

を写
う つ

すに、一家
い っ か

の筆法
ひ っ ぽ う

、

画体
が て い

、 悉
ことごと

く異
ことな

りといへども、能
よ く

其
そ の

真
し ん

に似たり、（狩野流
か の う り ゅ う

にても、似て似ざるを画法
が ほ う

の第

一とす。画中
が ち ゅ う

不全
まったからず

して画
え

をなすを以て善
よ し

とす）自
みずか

ら云
い う

、数年
す う ね ん

諸流
しょりゅう

の画家
が か

に入
い り

、其
そ の

骨法
こ っ ぽ う

を得

て、一派
い っ ぱ

の筆法
ひ っ ぽ う

、画
が

道
ど う

の業
わ ざ

に於
お い

て、筆をこゝろみ得ずとせざる事はなしと云
い え

り。香具師
や し

の

看
か ん

板画
ば ん え

より、戯場
ぎ じ ょ う

操
つ り

の看板
か ん ば ん

、油画
あ ぶ ら え

、蘭画
ら ん が

に至る迄、往々
お う お う

新規
し ん き

の工風
く ふ う

を画
え が

き、刻本
こ く ほ ん

の細密
さ い み つ

、

定規
じ ょ う ぎ

引
ひ

きの奇
き

巧
こ う

なる、一家
い っ か

の画法
が ほ う

を起
お こ

せしは 尤
もっとも

妙
みょう

なり。他郷
た き ょ う

に至るも、画者
が し ゃ

皆門に入
い り

て

業
わ ざ

を学ぶ。京師
け い し

浪花
な に わ

は、 悉
ことごと

く翁
お う

の画風
が ふ う

を学びて名を 改
あらため

ずといへども、門弟
も ん て い

にならぬはな

し。（為
い

一
い つ

翁
お う

転宅
て ん た く

する事
こ と

一癖
ひ と く せ

あリ。数十ケ所に住
すまい

を替
か え

たり）浪花発
な に わ は つ

市
し

注1の絵本を見て世に

知るところなり。紅毛
こ う も う

よりも需
もとめ

に応じて、二三年の間
あいだ

数百枚
すうひゃくまい

を送りしかば、蘭人
ら ん じ ん

も大いに

珍重
ちんちょう

す。故
ゆ え

有
あ り

て是
こ れ

を禁ぜられたり。天保
て ん ぽ う

の今に至るまで六十余
ろ く じ ゅ う よ

歳
さ い

、筆法
ひ っ ぽ う

少
すこし

も衰
おとろ

へず。老年

に及びて 彌
いよいよ

筆に 潤
うるおい

あり。近年
き ん ね ん

錦絵
に し き え

を多く出せり。（諸国
し ょ こ く

の山水
さ ん す い

、花鳥
か ち ょ う

尽
ず く

し、三十六
み じ ゅ う ろ く

富士
ふ じ

、

百鬼
ひ ゃ っ き

夜行
や こ う

、琉球
りゅうきゅう

八景
は っ け い

、瀧尽
た き づ く

し）肉筆
に く ひ つ

彩色
さいしょく

は、他
た

に優
す ぐ

れて見事
み ご と

なり。別
べ つ

に為
い

一
い つ

翁
お う

が画伝
が で ん

を誌
し る

す。委
く わ

しくは其
そ の

書
し ょ

注 2を見るべし」（ルビは筆者による） 

※以上の文は本稿「文化年間」の【北斎翁は曲画を善す】の項の引用文に続くものである。 

注 1）発市：発兌の誤りか。発行すること。 

注 2）其書：未見にして不明。 

★同書に記されている「葛飾為一系図」では「女子栄女
え い じ ょ

、画
え

を善
よ く

す、父に従いて今専
もっぱ

ら絵

師となす、名手
め い し ゅ

なり」と阿
お

栄
え い

を評している。 

【余の美人画は、阿栄におよばざるなり】 

★「北斎翁嘗
かつて

人に語りて曰
い わ

く、余の美人画は、阿
お

栄
え い

におよばざるなり。彼は妙
みょう

に画
え が

きて、

よく画法
が ほ う

にかなへり」（飯島虚心『葛飾北斎伝』ｐ309～310 ルビは筆者）。 

【阿栄の絵、気韻生動、筆力非凡なり】 

「（露木
つ ゆ き

氏の話）梅彦
う め ひ こ

氏注、嘗
かつて

阿
お

栄
え い

に依頼し、稲荷社
い な り し ゃ

前に供する発句
ほ っ く

の奉
ほ う

灯
と う

の口画
く ち え

を画
え が

か

せたるが、阿
お

栄
え い

諾
だ く

して盆栽
ぼ ん さ い

の桜のかげに、猫児
ね こ

の戯
たわむ

るゝ所を画
え が

く。下筆
し た ふ で

密
み つ

にして、設
せ っ

色
しょく

佳麗
か れ い

なり。同氏阿栄
お え い

に謂
い い

て曰
い わ

く、奉
ほ う

灯
と う

の口絵
く ち え

なれば、此
か く

の如
ご と

く細密
さ い み つ

なるを要せずして可
か

な

るべし。阿
お

栄
え い

曰
い わ

く、此
こ

の絹本
け ん ぽ ん

は、裏打
う ら う

せし者
も の

なれば、画
え が

きたるなり。従来裏打
う ら う

ちせし絹本
け ん ぽ ん

は画
え が

き難
が た

きものなれば、尋常
じんじょう

の画工
が こ う

ならば、謝絶
し ゃ ぜ つ

して画
え が

かざるべし。妾
わ れ

は、試みに其
そ

の画
え が

き難
が た

きものに画
え が

きたるなり。知らず知らず、細密
さ い み つ

になりたれど、他人のいふごとく、画
え が

き

難
が た

きものにあらずと。同氏携
たずさ

へ帰りて、熟視
じ ゅ く し

すれば、気韻
き い ん

生動
せ い ど う

、筆力
ひつりょく

非凡
ひ ぼ ん

なり。よりて奉
ほ う

灯
と う

となすは、おしければ、更に他人をして、口画
く ち え

を画
え が

かしめ、神前に供
きょう

し、しかして此
こ

の

阿
お

栄
え い

の画
え

は、裱装
ひょうそう

して珍
ち ん

蔵
ぞ う

せしが、後火災
か さ い

に罹
か か

り、これを失ふ、惜
お し

むべしと、同氏の話。」

(『葛飾北斎伝ｐ310 ルビは筆者による） 

注）梅彦
う め ひ こ

氏：露木梅彦
つ ゆ き う め ひ こ

。名は孔
こ う

彰
しょう

。北斎から号を譲られ、露木
つ ゆ き

為
い

一
い つ

と号す。 
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●絵本『唐詩選画本
と う し せ ん え ほ ん

 五言
ご ご ん

律
り つ

』六編 (1 月。半紙本 5 冊。見返しに『画本
え ほ ん

唐詩選
と う し せ ん

』。前北

斎為一画。袋には「前北斎為一老人画」。22.7×15.8 （嵩山房
す う ざ ん ぼ う

・小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

版。国文学

研究資料館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア

美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

『唐詩選画本 五言律』六編 見返し（国文学研究資料館）        「送遠」 

※唐詩選
と う し せ ん

五言
ご ご ん

律
り つ

の略解書。中国の故事や動植物を描く。「送遠」と呼ばれる絵は、杜
と

甫
ほ

が

戦地に赴く友人を送った詩を題材にして、馬に乗り雪景色を眺める男の後ろから下僕がつ

いて行く様子を描き、天保 4 年～5 年（1833～34）の『詩歌
し い か

写真
し ゃ し ん

鏡
きょう

』の「無題」の絵に反

映している。 

五編～七編は高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

著。北斎は六編・七編（天保 7 年：1836）を描く。六編巻一に 11

図、巻二に 15図、巻三に 13図、巻四に 12図、巻五に 6図の挿絵を描く（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ北斎図録』による）。全七編三十五巻三十五冊。初編は天明 8 年刊（文化 2 年再刊）、

二編は寛政 2年刊（文化 11年再刊）、三編は寛政 3 年刊、四編は寛政 5年刊、五編は天保

3 年刊。七編は天保 7年刊。 

●合巻『出世奴小万之伝
し ゅ っ せ や っ こ こ ま ん の で ん

』（1 月。二冊。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の依頼で制作された合巻の表紙絵。

歌川
う た が わ

国
く に

直
な お

が美人を描き、北斎は国
く に

直
な お

の美人の背景になる雪景全体を描いている。柳亭種彦

作。「柳亭応需雪景
りゅうていおうじゅせっけいを

写
うつす

 前北斎為一」の書き込みがある。印之印。鶴屋喜
つ る や き

右
え

衛門
も ん

版。島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/早稲田大学図書館蔵） 

『花雪吹縁柵』左：裏表紙 右：表紙（『2019新北斎展図録』より転載） 

※『花雪吹
は な ふ ぶ き

縁
えんの

柵
しがらみ

』（合巻。天保 3 年：1832）同

様、合巻の表紙絵。図は、国
く に

直
な お

が、高札のある雪の

岸辺に、黒い高下駄を履き、版元の「鶴屋
つ る や

」の文字

と定紋
じょうもん

の鶴のマークが書かれた傘をさして、両袖に

手を入れて立っている芸妓を描く。北斎は、川の水

辺に水鳥が三羽泳ぎ、雪が降りしきる対岸には雪を
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被った屋根の家並みと、竪川
た て か わ

辺りの材木を多く立ててある背景を描く。 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』二編後帙（秋。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』三編前帙（秋。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

版） 

●絵本『千
ち

絵
え

の海
う み

』（この頃か。横中判錦絵揃物。10 図(他に、出版されなかった校合摺

の〈品川
し な が わ

〉〈上総
か ず さ

浦
う ら

〉がある。森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ い

版。フランス国立図書館に画帖仕立てがある） 

☆〈蚊
か

針流
ばりながし

〉前北斎為一筆。18.4×24.8 フランス

国立図書館/東京国立博物館/中外産業株式会社：原

安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉県立中央博物館蔵〉 

※「蚊針」は、羽毛などで蚊や虫の形に作った疑似

針で、川魚を釣るのに用いた。川の流れに任せて糸

を垂れる漁法と思われる。5 人の男が釣り糸を垂れて

いる。          蚊針流（フランス国立図書館） 

☆〈待
ま

チ網
あ み

〉前北斎為一筆。18.2×24.7 フランス国立図書館/東京国立博物館/中外産業

株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉県立中央博物館蔵〉 

※「待網
ま ち あ み

」という漁法は、水中に網を張って魚を捕ら

える方法。烈しい水流が滝のように流れる中で笊
ざ る

や網

を張っている男たちのいきいきとした動きが描かれ

る。           待チ網（フランス国立図書館） 

☆〈宮戸
み や と

川
が わ

長縄
な が な わ

〉前北斎為一筆。18.5×25.8 すみだ

北斎美術館/フランス国立図書館/ミネアポリス美術館

/東京国立博物館/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※「宮戸
み や と

川
が わ

」は隅田川下流の別称。版下絵の画題では「両国
りょうごく

」と記されている。現在の台

東区蔵前付近の図。岸辺近くに停めた船の中で獲った

ものを桶に入れる男や船頭たち。川の中央でも船から

網を入れて貝などを獲ろうとしている男や岸辺で竿を

さしている男もいる。対岸には規則正しく並ぶ御船蔵

の建物が描かれる。右隅の小さく見える橋は元柳橋と

いわれる。      宮戸川長縄（フランス国立図書館） 

☆〈絹川
き ぬ が わ

はちふせ〉無款。18.2×24.7 島根県立美術

館/ギメ美術館/フランス国立図書館/ボストン美術館/日本浮世絵博物館/東京国立博物館/

中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉県立中央博物館蔵〉 

※絹川は奥日光から発する鬼怒川のこと。「はちふせ」とは、籠を魚のいそうな水面にか

ぶせ、底穴から手を入れて魚を手づかみにする鉢伏
は ち ぶ せ

漁法をいう。大勢の男がそれぞれに川

に籠を入れている姿を、小高い岸辺でのんびりとそれを見る男の図。 
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絹川はちふせ（フランス国立図書館） 

☆〈五島鯨突
ご と う く じ ら つ き

〉18.2×24.9 前北斎為一筆。すみだ北

斎美術館/フランス国立図書館/東京国立博物館/ホノ

ルル美術館/中外

産業株式会社：

原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵〉 

※五島列島の島の高台から鯨のいる漁場を俯瞰する構

図。五島鯨はゴンドウ鯨と呼ばれ大型のいるかをい

う。          五島鯨突（フランス国立図書館） 

☆〈甲州火振
こ う し ゅ う ひ ぶ り

〉〈甲列火振〉と記されている。無款。18.2×24.7 島根県立美術館/フラ

ンス国立図書館/東京国立博物館/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/中外産

業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ/千葉県立中央博物館蔵〉 

※深夜に水面を火で照らして行う漁法。火振り漁法。「夜振」「焼網」などとも呼ばれる

という。関東の秩父地方、神奈川の中郡、飛騨地方、

静岡の秦原郡などで行われていたという（『浮世絵八

華５ 北斎』平凡社）。星の点在する暗い空の下、烈

しい水流の中に入り赤々と燃える松明を水面で振りか

ざしている。 

 画稿と版下絵あり（楢崎宗重『北斎論』ｐ383） 

甲州火振（フランス国立図書館） 

☆〈総州
そうしゅう

利根川
と ね が わ

〉〈総列利根川〉と記されている。18.2×24.6 前北斎為一筆。すみだ北

斎美術館/フランス国立図書館/ギメ美術館/千葉市美術館/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵〉 

※利根川は坂東太郎とも呼ばれ関東で親しまれた川

で、江戸や房総などへの貨物輸送に利用された。その

川で船を停め、四つ手網引き揚げる船中の男は必至に

踏ん張っている。この構図は『富嶽百景』の「網
あ み

裏
う ら

の

不二
ふ じ

」（三編）にも見られる。 

総州利根川（フランス国立図書館） 

☆〈総州銚
そうしゅうちょう

子
し

〉〈総列銚子〉と記されている。前北斎為一筆。18.2×24.4 フランス国立

図書館/ギメ美術館/ホノルル美術館/大英博物館/千葉市美術館/太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼ

ｮﾝ/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※「冨嶽三十六景」の〈神奈川沖裏浪〉と同図趣。怒涛の中で必死に小舟を操る船頭たち

の図。銚子は千葉県銚子で、利根川河口に開けた漁港。天保 5 年(1834)か 6 年（1835）に

相州・豆州や浦賀に行っているので、あるいは銚子にも滞在したか。  
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総州銚子（フランス国立図書館） 

☆〈下総
し も う さ

登戸
の ぶ と

〉前北斎為一筆。18.2×24.9 フランス

国立図書館/東京国立博物館/中外産業株式会社：原安

三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※登戸は現在の千

葉市にある地で宿

場として栄えた。木更津などを結ぶ要地。『冨嶽三十

六景』にも「登戸浦」の作品がある。房総半島を望む

干潟で大勢の男女が潮干狩りをしている風景。 

下総登戸（フランス国立図書館） 

 版下絵あり（楢崎宗重『北斎論』ｐ384）。   

☆〈相州
そうしゅう

浦賀
う ら が

〉〈相列浦賀〉と記されている。18.4×24.9 島根県立美術館/ギメ美術館/

フランス国立図書館/日本浮世絵博物館/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※浦賀は神奈川県横須賀市浦賀で、三浦半島の東端の港町。江戸湾の入り口であるところ

から幕府によって亨保 5 年（1720）に奉行所と番所が

下田から移設された。 

夜明け方に常夜灯のある磯で数人の男たちが釣りをす

る静かな風景が描かれる。北斎は天保 5 年（1834）の

冬又は天保 6 年(1835)の春、相州、豆州へ旅し浦賀に

蟄居しているので、その時の想いもこの作品に反映し

ているか。        総州浦賀（フランス国立図書館） 

●「千絵の海：校合摺・版下絵」 

※校合摺は、墨版ですべてを表現するのではなく、色の明度差を作り出す下塗り段階のも

の。絵師の指示した色の数だけ墨摺する。版下絵は、彫刻のための下絵で、これを版木に

逆さに貼り付けて彫るので、残存することは基本的にない。 

☆〈品川
し な が わ

〉（校合摺
きょうごうずり

のため『千絵の海』10 図に含まない。前北斎為一筆。17.8×24.6 フ

ランス国立図書館/東京国立博物館蔵〉 

☆〈上総
か ず さ

裏
う ら

〉（校合摺
きょうごうずり

のため『千絵の海』10 図に含まない。前北斎為一筆。17.9×24.6 

フランス国立図書館/東京国立博物館蔵） 

☆〈両国
りょうこく

〉（17.8×24.5 渡辺庄三郎『版下画帖』より） 

☆〈甲列
こうしゅう

(州)火振
ひ ぶ り

〉（17.8×24.5 渡辺庄三郎『版下画帖』より） 

☆〈下総
し も う さ

登戸
の ぶ と

〉（17.8×24.5 渡辺庄三郎『版下画帖』より） 

●『西村屋大判
に し む ら や お お ば ん

花鳥
か ち ょ う

シリーズ』(この頃か。天保 3年（1832）説もある。横大判錦絵。前北

斎為一筆。全 10 図。〈芥子
け し

〉一図を除き背景を地潰しにしている。全十図は大英博物館/

ミネアポリス美術館/ボストン美術館/ギメ美術館蔵) 

※植物等の説明は「デジタル大辞泉」による。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Hokusai_1760-1849_Ocean_waves.jpg


609 

 

☆〈芥子
け し

〉（24.8×36.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/東京国立博物

館蔵/大英博物館/ミネアポリス美術館/ボストン美術館蔵） 

※羽ペンを使ったのではという見方もある(『在外日本の至宝』7 巻「浮世絵」作品解説)。 

芥子は、ケシ科の越年草。高さ 1.5 メートル。葉

は白みを帯び、縁にぎざぎざがあり、基部は茎を包

む。初夏、下を向いていたつぼみが上向き、大形の

紅・紫・白色や絞りの４弁花を開くが、北斎は５弁

で描く。種子は小さくて黒色、料理に用いる。白花

の未熟な実からは阿片の原料をとるが、日本では栽

培などが厳しく制限されている。 

芥子（すみだ北斎美術館） 

☆〈芙蓉
ふ よ う

に雀
すずめ

〉（25.1×36.5 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美術館/シカゴ美術館/大英博物館/ボストン美術館/ミネアポリス

美術館/ /ﾁｪｽﾀｰ･ﾋﾞｭｰﾃｨ図書館/ギメ美術館蔵） 

※花咲く芙蓉
ふ よ う

の左脇で羽ばたきながら静止してい

る雀。芙蓉の葉が墨で塗りつぶされたように描か

れる。 

芙蓉はアオイ科の落葉低木。暖地の海岸近くに

自生。葉は手のひら状に裂けていて、先がとが

る。夏から秋、葉の付け根に淡紅色の大きな５弁

花を開き、1 日でしぼむ。園芸品種には城・紅など

の花色や八重
や え

のものもある。            蓉に雀（島根県立美術館） 

☆〈桔梗
き き ょ う

にとんぼ〉（「桔梗・蜻蛉」とも。24.8

×36.2 東京国立博物館/ホノルル美術館/ボスト

ン美術館/ギメ美術館/ミネアポリス美術館蔵）           

※密集するように花咲く桔梗
き き ょ う

の上を飛ぶ一匹のと

んぼの図。 

桔梗は、キキョウ科の多年草。日当たりのよい山

野に生え、高さ約 1メートル。葉は長卵形で、裏面

がやや白い。8、9 月ごろ青紫色の釣鐘形の花が咲

く。秋の七草の一。                桔梗にとんぼ（ボストン美術館） 

☆〈紫陽花
あ じ さ い

に燕
つばめ

〉（25.0×36.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/ベルリ

ン東洋美術館/ギメ東洋美術館/ボストン美術館/ミネアポリス美術館蔵） 

※紫陽花の右上から羽ばたいてくる燕の図。 
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 紫陽花はガクアジサイ～日本で改良された園芸

品種。高さ 1～1.5 ㍍の落葉低木。葉は大きな楕円

形。初夏、淡青色から淡紫紅色に変わる萼
が く

のある

小花が、球状に集まって咲く、庭木にする。 

紫陽花に燕（島根県立美術館） 

☆〈檜
ひ

扇
おうぎ

〉（「檜
ひ

扇
おうぎ

花
か

」とも。24.8×36.2 島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ベルリン東洋美術館/ボ

ストン美術館/ミネアポリス美術館/ギメ美術館

蔵）          

※細い茎の先に米印のように開いた花と鋭く突き

出すような葉が描かれる。檜扇は、アヤメ科の多

年草。本州中部以西の山野に自生。剣形の葉が 2

列に互生し、扇形に広がる。夏、黄赤色で内側に

多数の暗紅色の斑点をもつ 6弁花を開く。 

檜扇（島根県立美術館） 

☆〈菊
き く

に虻
あ ぶ

〉（「菊
き く

に蜂
は ち

」「菊花
き っ か

に虻
あ ぶ

」とも。23.8×36.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

/東京国立博物館/シカゴ美術館/フリーア美術館/ギメ東洋美術館/ /ボストン美術館/ミネ

アポリス美術館蔵） 

※画面いっぱいに花開いた菊を目指して左上から

虻
あ ぶ

が飛んでくる図。 

菊は、キク科の多年草。日本の代表的な花の

一。主に秋に咲き、花の色・形などにより、非常

に多くの品種があり、大きさにより大菊・中菊・

小菊と大別される。古く中国から渡来したとさ

れ、江戸時代には改良が進んだ。観賞用に広く栽

培され、食用にもなる。 

                       菊に虻（島根県立美術館） 

☆〈牡丹
ぼ た ん

に蝶
ちょう

〉（「牡丹
ぼ た ん

に胡蝶
こ ち ょ う

」とも。24.9×36.1 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮ

ﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館/ ミネ

アポリス美術館/ホノルル美術館/ギメ美術館蔵） 

※華やかに咲き誇る牡丹の右上で舞う蝶を描く。南蘋派
な ん ぴ ん は

の画風といわれる。  

牡丹は、ボタン科の落葉低木。高さ 1～2メートル。葉は大きく、羽状複葉で、互生する。

5 月ごろ、白・紅・紫・黄色などの大形の花が咲く。花びらは 5～8 枚あるが、重弁
じゅうべん

や二段

咲きなどさまざまな園芸品種があり、寒牡丹もある。 
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牡丹に蝶（島根県立美術館） 

☆〈杜若
かきつばた

にきりぎりす〉（「杜若
かきつばた

にばった」と

も。24.8×36.2 フィッツウイリアム美術館/ミネ

アポリス美術館/ギメ美術館蔵） 

※杜若
かきつばた

の花が開き、細長く突き出している葉にし

が み つ く

よ う に 逆

様 に と ま

っている一匹のきりぎりすの図。杜若は、アヤメ

科の多年草。湿地に群生。 

葉は剣状で幅広く、基部は鞘
さ や

になり茎を挟む。初

夏、濃紫色の花を開く。 

杜若にきりぎりす（ミネアポリス美術館） 

☆〈朝顔
あ さ が お

に蛙
かえる

〉（24.8×37.5 東京国立博物館/フィッツウイリアム美術館/シカゴ美術館/

ブルックリン美術館/仏・ベレス・コレクション/ボストン美術館/ /ミネアポリス美術館/

ギメ美術館蔵） 

※朝顔の葉に同色で溶け込むように描かれた蛙。

朝顔は、ヒルガオ科の蔓生
つ る せ い

の一年草。茎は左巻

き。葉は大きな切れ込みがある。夏の朝、らっぱ

状の花を開く。種子は漢方で牽牛子
け ん ご し

といい、緩
か ん

下剤
か ざ い

などに用いる。東アジアの原産で、奈良時代

に薬用植物として中国から渡来。江戸初期より園

芸植物として栽培され、多くの品種が作られた。               

朝顔に蛙（ミネアポリス美術館） 

☆〈百合
ゆ り

花
ば な

〉（25.8×37.6 シカゴ美術館/ケルン美術館/大英博物館/ミネアポリス美術

館/ケルン美術館/ボストン美術館/東京国立博物館/ギメ美術館蔵） 

※花開いた白百合と、これから開こうとする花が描かれている。四条派の筆致が認められ

るという(『在外日本の至宝』7巻「浮世絵」作品解説)。 

百合は、ユリ科ユリ属の多年草の総称。温帯を

中心に分布し、カノコユリ、オニユリ、ヤマユ

リ、テッポウユリ、スカシユリなど、園芸用に栽

培されるものも多い。鱗
り ん

茎
け い

が食用になるものもあ

る。葉は線形などで平行脈が走る。夏、白・黄・

橙色などの大形の 6 弁花を開く。北斎は５弁で描

いている。 

                 百合花（ミネアポリス美術館） 

http://artmatome.com/%e3%80%8e%e6%9c%9d%e9%a1%94%e3%81%ab%e9%9b%a8%e8%9b%99%e3%80%8f%e3%80%80%e8%91%9b%e9%a3%be%e5%8c%97%e6%96%8e/
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●「諸
し ょ

国
こ く

瀧
た き

廻
め ぐ

り」(全 8図。縦大判錦絵摺物。前北斎為一筆。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版。国立国会図書

館/東洋文庫/島根県立美術館/川端龍子記念館/東京国立博物館/サンフランシスコ美術館/

すみだ北斎美術館/ベルリン東洋美術館/日本浮世絵博物館/ミネアポリス美術館/大英博物

館/山口県立萩美術館：ﾁｺﾁﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/ギメ美術館/メトロポリタン美術館/

ポーランド美術館/東洋文庫：岩崎文庫/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※天保 4 年の西村屋の吉見
よ し み

種
た ね

繁
し げ

作『改色団七
い ろ あ げ だ ん し ち

島
し ま

』
」

巻末広告に「冨嶽三十六景」に続き「諸

国滝巡り 右同画 是
こ れ

もまへに准
じゅん

じ、いと珍らしき絵なり」とある。 

☆〈和州吉野 義経馬洗
わしゅうよしの     よしつねうまあらい

滝
た き

〉（38.5×25.7） 

※文治元年（1185）頃、源義経
みなもとのよしつね

が都落ちので吉野
よ し の

地方をさまよっ

た際、義経
よ し つ ね

が馬を洗ったという伝説から取材。滝の下で馬を洗う

二人の男。急な岸辺と馬の茶色と幅広に S 字型に流れ落ちる滝の

藍色が対比される。奈良県吉野町喜
よ し の ち ょ う き

佐谷
さ だ に

の高滝
た か た き

と考えられている

（『HOKUSAI 画狂人北斎』緑青 VOL２ 日本浮世絵博物館 P43）。          

和州吉野 義経馬洗滝（日本浮世絵博物館） 

☆〈木曽路
き そ じ

ノ
の

奥
お く

阿弥陀
あ み だ

ケ
が

瀧
た き

〉（37.5×25.7） 

※阿弥陀
あ み だ

ケ滝
た き

は、美濃
み の の

国
く に

の最先端（岐阜県

南部）の毘沙門
び し ゃ も ん

岳
だ け

山麓
さ ん ろ く

にある滝。高さ約

80m。上部が阿弥陀仏の背光のように見え

るところから名付けられたという。険しい山を切り割るように、

溜まる川水を一気に落としている。落差 60mの水は下に行くほどに

縦筋を流れるように描いている。滝の途中の突き出した場所で

は、毛氈
も う せ ん

を敷いて燗
か ん

酒
ざ け

で酒宴をする三人の男が描かれる。  

木曽路ノ奥阿弥陀ケ瀧（日本浮世絵博物館） 

☆〈美濃
み の

ノ
の

国
く に

養老
よ う ろ う

の滝
た き

〉（37.1×25.1） 

※美濃国（岐阜県）にある養老の滝。高さ約 32m、幅約 7m。貧し

い樵夫
き こ り

が滝から美酒を得て親孝行したという伝説で有名で、古く

から霊泉として崇められていた。垂直に落ちる滝の下では笠を被

る男が滝を見上げ、その傍らの粗末な小屋の中では数人の男が休

んでいる図。 

美濃ノ国養老の滝（日本浮世絵博物館） 

☆〈相州
そうしゅう

大山
お お や ま

ろうべんの瀧
た き

〉（36.8×26.1 ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱ

ﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※大山は神奈川県伊勢原
い せ は ら

市・秦野
は だ の

市・厚木
あ つ ぎ

市にわたる標高 1252 ㍍

の山で、江戸から近い相
さ

模
が み

なので大山詣でとして大山寺
お お や ま で ら

（大山
お お や ま

阿夫
あ ふ

利
り

神社）に参詣する人々で賑わった。この図は、多くの参詣人が「大願成就」と墨書

きした細い木の板(木太刀)を持ち、良弁
ろ う べ ん

の滝で水垢離
み ず ご り

をしている様子を描く。 
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相州大山ろうべんの瀧（日本浮世絵博物館） 

☆〈下野
し も つ け

黒髪山
く ろ か み や ま

きりふりの滝
た き

〉（38.6×26.2） 

※日光三名瀑の一で、霧降
き り ふ り

の滝をいう。

男髪山（男体山
な ん た い さ ん

）に流れる、日光参詣途

中の名所。上流から流れ落ちる滝水は下

方で幾筋にも別れている。滝の下で見上

げる三人の男と、滝の真横から眺める二

人の男が描かれる。校合摺がある（38.2

×25.2 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ク

ロード・モネ財団蔵）     

下野黒髪山きりふりの滝（日本浮世絵博物館） 

☆〈東
と う

都
と

葵ケ岡
あ お い が お か

の滝〉（37.8×25.7 クロード・モネ財団蔵） 

※葵ケ岡は、現在の千代田区
ち よ だ く

永田町
な が た ち ょ う

近くの赤坂溜
あ か さ か た め

池
い け

に流れていた

滝。この付近は大名や旗本の家が並ぶ武家屋敷であった。画面左

上に描かれる葵坂には武士や道を掃く男などが描かれ、坂の突き

当たりには辻番所を描く。画面右側は溜め池と堰から落ちる滝と

その下の波打つ水面の三種の水の様子を描き分けている。             

東都葵ケ岡の滝（日本浮世絵博物館） 

☆〈東海道坂
と う か い ど う さ か

ノ下
の し た

清
き よ

瀧
た き

くわんおん〉（38.2×26.5） 

※清瀧は、東海道の鈴鹿峠前の坂下宿にある滝。清滝観音や岩屋

観音も呼ばれる石堂があり、多くの信仰の対象であったという。

滝の流れる傍らの山中の石堂に行く人、石堂の前でしゃがんで手

を合わせて拝む人などを描く。滝は細々と描かれ、むしろ参詣の

人に焦点を当てた構図になっている。 

東海道坂ノ下清瀧くわんおん（日本浮世絵博物館） 

☆〈木曽
き そ

海道
か い ど う

小野
お の

ノ
の

瀑
ば く

布
ふ

〉（38.1×25.9） 

※木曽郡
き そ ぐ ん

寝覚
ね ざ め

の床に近い滝。図の左半分に

まっすぐ下に落ちる滝により、垂直を強調

した画面構成となっている。滝の右に祠
ほこら

があり、その下の橋の上

で滝を眺める数人の男が描かれる。このシリーズで唯一滝を横か

ら見た図。広重「木曽海道六十九次」の〈上ケ
あ げ

松
ま つ

〉に影響した。                

木曽海道小野ノ瀑布（日本浮世絵博物館） 

●「雪
せ つ

月
げ つ

花
か

」（この頃か。横大判錦絵三枚揃物。前北斎為一筆。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版） 

※下記「勝景
しょうけい

 雪
せ つ

月
げ つ

花
か

」とは別物。 
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☆〈雪
せ つ

月
げ つ

花
か

 隅田
す み だ

の雪
ゆ き

〉24.4×36.4 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博

物館/江戸東京博物館/ミネアポリス美術館/太田記

念美術館/ホノルル美術館/足立区立郷土博物館蔵〉 

※隅田川の雪の川面に一艘の漁船と土手を行く二人

の男の図。図中央に木立の中に富士塚が見える

待乳山
ま つ ち ち や ま

聖
しょう

天宮
で ん ぐ う

、右下に川に突き出た隅田
す み だ

神社
じ ん じ ゃ

（現東

京都墨田区堤
す み だ く つ つ み

2丁目）の祠
ほこら

が描かれる。       

雪月花 隅田の雪（東京都江戸東京博物館） 

☆〈雪
せ つ

月
げ つ

花
か

 淀川
よ ど が わ

の月
つ き

〉25.5×37.1 すみだ北斎美

術館/ミネアポリス美術館/アムステルダム国立美術

館/日本浮世絵博物館/ホノルル美術館/江戸東京博

物館蔵〉       

※月下の淀川を往来する旅客を多く乗せて川下に行

く何艘かの船。遠くには岸辺の人足が船を綱で川上

に引いている。右には淀
よ ど

城
じょう

と水車が描かれる。 

雪月花 淀川の月（東京都江戸東京博物館） 

☆〈雪
せ っ

花月
か げ つ

 吉野
よ し の

の花
は な

〉24.5×36.8 日本浮世絵博物館/江戸東京博物館/ミネアポリス美

術館/太田記念美術館蔵〉 

※馬子
ま ご

や旅人が雲と見まがうほどの満開の桜を見な

がら道を往来する。図中の荷物の風呂敷に、「永

楽」の文字や、三つ巴の版元の商標が書き込まれて

いる。北斎は文化年刊末頃の関西旅行の際、吉野を

訪問しているとされている。この図の画題のみ「雪
せ つ

花月
か げ つ

」となっている。     

雪花月 吉野の花（東京都江戸東京博物館） 

●摺物錦絵「勝景
しょうけい

 雪
せ つ

月
げ つ

花
か

」（この頃か。天保1年～4年〈1830～33〉説もあり。小判（九

ツ切）錦絵 9 枚続揃物。前北斎為一筆。赤松庄
あかまつしょう

太郎
た ろ う

版。島根県立美術館：永田コレクショ

ン/太田記念美術館:長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/ギメ美術館/すみだ北斎美術館・ﾋﾟｰﾀｰ･ﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京

国立博物館蔵） 

※東都(江戸)、山城（京）、摂津（大坂）の三都それぞれから雪・月・花の三景ずつ計 9

枚の構成。同一寸法の 9 図を大奉書一枚に作画・製

版・摺刷にして、その後に切断したもの。 

☆〈東都
と う と

 品川
し な が わ

の雪
ゆ き

〉（12.5×16.2 品川区立品川歴

史館蔵） 

※湾のまわりの品川宿が雪に覆われている図。 

東都品川の雪（島根県立美術館） 
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☆〈東都
と う と

 隅田
す み だ

の月
つ き

〉（12.5×16.2） 

※夕暮れに、隅田神社近くに三隻の舟が浮かぶ図。左隅に薄く月。 

☆〈東都
と う と

 飛鳥
あ す か

山
や ま

の花
は な

〉（12.5×16.2） 

※桜の花が飛鳥山のあちこちに咲いている図。山上で

は花見客が小さく描かれる。 

東都 飛鳥山の花（島根県立美術館） 

☆〈山城
や ま し ろ

 嵳峩
ざ が

ノ雪
ゆ き

〉（12.2×16.7） 

※茅屋
か や

の屋根や松の木に雪が被り、手前の橋には農夫

や旅人のいる図。 

☆〈山城
や ま し ろ

 四条
し じ ょ う

の月
つ き

〉（12.2×16.7） 

※四条橋を渡る人々。川に浮かぶ納涼の屋台でくつろ

ぐ人々。山の向こうに三日月。 

山城 四条の月（島根県立美術館） 

☆〈山城
や ま し ろ

 嵐山
あらしやま

の花
は な

〉（12.2×16.7） 

※渡月橋を渡る人々と、橋の下を通る船の図。 

☆〈摂津
せ っ つ

 能瀬
の せ

の雪
ゆ き

〉（12.5×17.0） 

※茅屋の家が点在する雪の山道を往来する人々。 

☆〈摂津
せ っ つ

 淀川
よ ど が わ

の月
つ き

〉（12.5×17.0） 

※淀川に浮かぶ三隻の屋根覆いの舟。遠く山の横に三

日月。         摂津 淀川の月（島根県立美術館） 

☆〈摂津
せ っ つ

 桜
さくら

の宮
み や

花
は な

〉（12.5×17.0） 

※藍摺りの空の下で

咲き誇る桜の木々。

鳥居に続く道には牛

に乗った人などが描かれる。       

摂津 桜の宮花（島根県立美術館） 

 

 

●巻物絵「豆州
ず し ゅ う

日金山眺望
ひ が ね さ ん ち ょ う ぼ う

絵巻
え ま き

」（この頃か。紙本着色一巻。巻物。画狂人北斎画。印ふ

もとのさと。29.3×337.5 北斎館蔵） 

注）日
ひ

金山
が ね さ ん

：静岡県
し ず お か け ん

熱海市
あ た み し

伊豆山
い ず さ ん

字
あ ざ

日
ひ

金山
が ね さ ん

の十
じ っ

国
こ く

峠
とうげ

のこと。箱根外輪山から南に続く尾根。

伊豆山
い ず さ ん

権現
ご ん げ ん

と箱根
は こ ね

権現
ご ん げ ん

を結ぶ信仰道の要所。 

※伊豆
い ず

の十
じ っ

国
こ く

峠
とうげ

からの眺望が広がる図。

沖の遠くに伊豆大島の三原山
み は ら や ま

の噴煙が描

かれる。 
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豆州日金山眺望絵巻（部分：北斎館） 

【年齢入り落款を以後継続して記す】 

●屏風絵「玉川
た ま が わ

六景
ろ っ け い

図
ず

」（紙本着色。紙本着色六曲一双押絵貼屏風。時年七十四 前北斎

為一筆。印葛しか。各扇 132.0×47.8 フリーア美術館蔵） 

※人物の六扇と景物の六扇の二隻となっていて、人物の一隻の第五扇目に「玉川六景 時

年七十四 前北斎為一筆」と記される。落款に年齢を記すのは、既に文政 4 年（1821）

「玄
げ ん

徳
と く

 関羽
か ん う

 張飛
ち ょ う ひ

」（摺物：行年六十二 葛飾為一翁燈下席上画）、「桃
と う

園
え ん

三
さ ん

契
け い

」（摺

物：行年六十二翁葛飾為一燈火席上画）、天保元年（1830）「工芸
こ う げ い

職人
しょくにん

下絵集
し た え し ゅ う

」（七十一

翁北斎為一筆/七十一翁為一筆）、「下絵帖
し た え じ ょ う

」（七十一翁北斎為一筆）の作品でなされてい

るが、「玉川
た ま が わ

六景
ろ っ け い

図
ず

」から年齢入り落款が継続的に使用されたとされる。全 12図。 

※フリーア美術館所蔵では、右隻に人物図、左隻に風景図が配されているが、元来は人物

画と風景画が対になっていて、全部で六対の配置であったことが雑誌『日本美術画報』初

編巻九（明治 28年：1895）に掲載された写真から証明されている（2019「フリーア美術館

の北斎展」リーフレットより）。 

玉川六景図 フリーア美術館の配列（綴プロジェクト高精細複製画） 

玉川六景図 本来の配列（綴プロジェクト高精細複製画） 

※本来の配置：右隻の右から、 
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☆〈摂津
せ っ つ

の国
く に

 三島
み し ま

の玉川
た ま が わ

〉 

〈1 扇：歌人相模
さ が み

の図〉と〈2 扇：砧
きぬた

の道具
ど う ぐ

と衣
ころも

の図〉の対。几帳
き ち ょ う

の脇に座る相模
さ が み

の図。

相模は、998～1061。平安時代の女流歌人。中古三十六歌仙の一人。「見わたせば波のし

がらみかけてけり 卯
う

の花さける玉川
た ま が わ

の里
さ と

」（後拾遺和歌集 175）と、せき止められた摂

津三島の玉川（大阪府高槻
た か つ き

市）の国の白波が、卯の花が咲いているようだと詠んだことを

踏まえる。対の 2扇には、卯の花の白さから連想して砧
きぬた

の白い布を描く。 

☆〈山城
や ま し ろ

の国
く に

 井手
い で

の玉川
た ま が わ

〉 

〈3扇：山吹の咲く山道を行く白衣の仕丁
じ ち ょ う

二人と背負われる貴族の子どもの図〉と〈4扇：

水の中を泳ぐ鯉一匹の図〉の対。井手の玉川（京都府綴喜郡
つ づ き ぐ ん

井手町
い で ち ょ う

）は 源
みなもとの

順
したごう

(911～83)

「春ふかみ井手
い で

の川波
か わ な み

たちかへり 見てこそゆかめ山吹
や ま ぶ き

の花」（拾遺和歌集 68）など古来

多く詠まれた山吹の名所。4扇では、川波から水に泳ぐ鯉を連想したのか。 

☆〈紀伊
き い

の国
く に

 高野
こ う や

の玉川
た ま が わ

〉 

〈5扇：樵
きこり

が、柴木の束に腰掛けて遠くの渓流を眺めている図〉と〈6扇：崖に松の木が生

える渓流の図〉の対。同画趣では僧侶や旅人が渓流を眺める図が多いといわれるが、ここ

では樵
きこり

の図にしている。弘法大師
こ う ぼ う だ い し

の歌と伝えられる「わすれてもくみやしつらん旅人の 

たかのゝおくの玉川の水」を踏まえたか。 

※本来の配置：左隻の右から、 

☆〈近江
お う み

の国
く に

 野路
の じ

の玉川
た ま が わ

〉 

〈7 扇：源俊頼
みなもとのとしより

と月
つ き

の図
ず

〉と〈8 扇：萩
は ぎ

と野路
の じ

に流れる玉川の図〉の対。野路
の じ

の玉川（滋

賀県近江
お う み

市）は、萩の名所。源俊頼
みなもとのとしより

「あすも来
こ

む野ぢの玉川はぎこえて 色なる波に月や

どりけり」（千載和歌集 281）の歌を踏まえる。脇息
きょうそく

に右肘を掛け寛
くつろ

いで満月を眺める図

と、萩の咲く曲がりくねる野路の玉川が描かれる。 

☆〈武蔵
む さ し

の国
く に

 調布
ち ょ う ふ

の玉川
た ま が わ

〉 

〈9 扇：臼
う す

に杵
き ね

をたてる砧
きぬた

の図〉と〈10 扇：玉川を行く一隻の舟と民家の図〉の対。臼に

入れた白布を竪
た て

杵
ぎ ね

で突く二人の女の図と、調布の玉川（東京都・神奈川県）を行く柴木を

積んだ一隻の舟。船頭が竿さしている。向こう岸には民家が並んでいる。調布の玉川は、

「多摩川にさらす手作りさらさらに 何
な に

そ
ぞ

この児
こ

のここだ愛
い と

しき」(万葉集・東歌)などに

多く「砧
きぬた

」が詠まれて有名。 

☆〈陸奥
む つ

の国
く に

 野田
の だ

の玉川
た ま が わ

〉 

〈11扇：渓流の上を飛び交う千鳥
ち ど り

の図〉と〈12扇：僧侶の図〉の対。白波を立てて流れる

玉川の上を、ほぼ垂直に群れをなして飛ぶ千鳥の図と、頭巾を被り腰を屈めて後ろ手をし

た僧侶。裾
す そ

が風に靡
な び

いている。側に笠と荷物が置かれている。能因
の う い ん

法師
ほ う し

(988～？)「夕さ

れば汐風
し お か ぜ

こしてみちのくの 野田
の だ

の玉川千鳥
ち ど り

鳴くなり」（新古今和歌集 643）の歌を踏ま

える。 

●絵暦摺物「宝船
たからぶね

図
ず

」（1 月。中判着色。前北斎為一筆。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※画中に、「天保四のとし睦月
む つ き

初市
は つ い ち

 本町
ほ ん ま ち

五丁目」とあるので、信州・松本で行われてい

た初市の祭礼で、本町
ほ ん ま ち

五丁目が繰り出した宝船を描いたことが分る。 

※これは、実際に祭礼の宝船を見た可能性があるという（『新北斎展図録』ｐ336）。ま

た、松本滞留中の作ともいわれる（井上和雄〈浮世絵志 3 号〉「北斎研究断片（三）」の

説を『年譜』で紹介）。 

※図は、「宝」と書いた大きな帆を立てた龍首の船に米俵などを乗せている。帆の上に月

の大小が示される。 

●団扇絵「狆
ち ん

」 (この頃か。大判団扇絵判錦絵。前北斎為一筆。 21.7× 28.5 

伊勢屋市右衛門
い せ や い ち え も ん

(角
か ど

辻
つ じ

）版。太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵) 

※蒲公英
た ん ぽ ぽ

が咲き初夏の雰囲気の中で、鞠
ま り

に手をかけて戯

れる狆の毛並みが流れるように描かれる。印辻が用いら

れていることから天保 6 年（1835）頃の「群
ぐ ん

鶏
け い

」、天保 4

年頃 1833）「雉
き じ

と蛇
へ び

」と同シリーズか。  

狆（太田記念美術館） 

●団扇絵「雉
き じ

と蛇
へ び

」（この頃か。大判団扇絵判錦絵。前北斎為一筆。伊勢屋
い せ や

市
い ち

右
え

衛門
も ん

（角
か ど

辻
つ じ

）版。重要美術品指定。22.6×29.1 ギメ美術館/東京国立博物館〈21.5×28.3〉蔵） 

雉と蛇（東京国立博物館） 

●「群
ぐ ん

鶏
け い

」（この頃か。大判団扇
う ち わ

絵判錦絵。前北斎為一

筆。伊勢屋市右衛門
い せ や い ち え も ん

(角
か ど

辻
つ じ

）版。22.5×29.0 重要美術品

指定。東京国立博物館蔵）文政 5年～6年説あり。また、

『2005 北斎展図録』（p350）の解説では、版下絵と署名

は、天保 5 年 3 月「卍」に改名する以前になされたもの

の、何らかの理由により版行が遅れ、天保 6 年に検閲を

受けて出版されたとものとしている。 

※それぞれ七羽の雌雄
し ゆ う

の鶏は眼光鋭く固まるように集まって描かれる。背景はベロ藍で塗

りつぶされる。団扇の形に沿って切りとり団扇に貼って

使用した。「狆
ち ん

」と同シリーズか。               

右下に、囲みに辻の版元印がある。従来は、南伝馬
み な み で ん ま

町
ちょう

二丁目の辻屋安米兵衛
つ じ や や す べ え

とされてい 

たが、近年、岩切友里子の研究で、団扇問屋の角
か ど

辻
つ じ

と呼

ばれた伊勢屋市右衛門
い せ や い ち え も ん

であるという（『2017 北斎ー富士

を超えて』図録ｐ160）。     群鶏（東京国立博物館）  

 

天保
て ん ぽ う

5(1834）甲
きのえ

午
う ま

 75 歳 土持
つ ち も ち

任
に

三郎
ざ ぶ ろ う

、三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、葛飾前
かつしかさきの

北斎
ほ く さ い

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

、前北斎為一述卍
さきのほくさいいいつじゅつまんじ

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

老人
ろ う じ ん

、七十五
な な じ ゅ う ご

齢
よわい

前北斎改
さきのほくさいあらため

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、
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前北斎為一
さ き の ほ く さ い い い つ

改画狂老人卍
あらためがきょうろうじんまんじ

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

、齢
よわい

七十五歳北斎為一改卍
ななじゅうごさいほくさいいいつあらためまんじ

 □印富士
ふ じ

の形、葛
か つ

しか：

孫
ま ご

(25 歳) 阿
お

栄
え い

(37) 

◇諸国飢饉。 

◇2 月 7 日、江戸神田大火（甲
きのえ

午
う ま

火事）。神田佐久間町
さ く ま ち ょ う

より出火。2 月 13 日まで続き、死

者 4000人といわれる。 

◇6月、江戸町会所で窮民 33万 4000人に施米
せ ま い

。 

◇7月 6日、歌川国安
う た が わ く に や す

没（41）。 

◇長崎オランダ商館参府。 

◇水野忠邦
み ず の た だ く に

、老中に就任。 

○歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

『近江
お う み

八景
は っ け い

』(この頃か。名所に因む和歌を載せる)。保永堂版『東海道五拾三

次』完結。 

○斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

(1804～1878)『江戸
え ど

名所
め い し ょ

図会
ず え

』（前半 1～3 巻 10 冊。後半は天保 7 年：1836

刊）。  

【画狂老人卍期 肉筆画に傾注】 

★この年まで転居 56回に及ぶ。 

【愚老も久々疝痛にて、未だ歩行相成らず候】 

★5月 4日付け、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛書簡（『葛飾北斎伝』ｐ234～235）「時候
じ こ う

御機嫌
ご き げ ん

奉 伺 候
うかがいたてまつりそうろう

。

愚老
ぐ ろ う

も久々
ひ さ び さ

疝痛
せ ん つ う

（筆者注：胸や腰の痛み）にて、未歩行不相成候
い ま だ ほ こ う あ い な ず そ う ろ う

て、乍存
ぞんじながら

御無沙汰仕候
ご ぶ さ た つ ま つ り そ う ろ う

。

江川
え が わ

注も此
こ の

節
せ つ

は、大病
たいびょう

に御座候
ご ざ そ う ろ う

間
あいだ

、相頼候
あいたのみそうろう

儀
ぎ

不相成候
あいならずそうろう

、（中略）全快
ぜ ん か い

次
し

第参上仕
だいさんじょうつかまつり

、

万々
ば ん ば ん

御礼
お れ い

可申上候
もうしあぐべきそうろう

以上。 

五月四日  

御留守
お る す

にても、此
こ の

書面
し ょ め ん

御開封被成
ご か い ふ う な さ れ

、遠方
え ん ぽ う

故
ゆ え

、何卒
な に と ぞ

金談
き ん だ ん

御済
お す ま

し被下度候
くだされたくそうろう

。 

いつものおやぢ  

小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

 様                    土持
つ ち も ち

仁三郎
に ざ ぶ ろ う

 九拝  

御店衆中様 

  御留守
お る す

にても御開封
ご か い ふ う

被成下候様
なしくだされそうろうよう

奉 願 候
ねがいたてまつりそうろう

」。 

注）江川：江川留
え が わ と め

吉
き ち

。北斎が信頼していた彫り師。 

※これによれば、疝痛
せ ん つ う

をわずらい、彫師の江川留
え が わ と め

吉
き ち

も大病のため、仕事が出来ず、全快次

第、挨拶に伺うが、遠方にいるので云々と記している。「遠方」とは浦賀
う ら が

蟄居中を指すと

思われる。この頃は手紙の自称に土持
つ ち も ち

仁三郎
に さ ぶ ろ う

や三浦屋八
み う ら や は ち

右衛門
え も ん

などの署名を用いている。 

「土持
つ ち も ち

」とは朱
あ け

楽
ら

菅
か ん

江
こ う

の洒落本『大抵
た い て い

御覧
ご ら ん

』（早稲田大学「古典籍総合データベース」

より）に「（略）かたはらの山をきりたいらげ、その土を以て、新規に山のかたちをきづ

く。それより、老若男女を論ぜず、(略)われもわれもと土をはこぶ。力すぐれし壮士
そ う し

は、

十人前も一人ではこび、或は一もつこう、二もつこう、又やごとなき姫
ひ め

御前
ご ぜ ん

も紙につゝみ
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てそれ〱
ぞ れ

に、多少を論ぜず土持
つ ち も ち

して、だんだんつもる一簣
い っ き の

功
こ う

終
つ い

に九仞
きゅうじん

の山となれり」とあ

る。人それぞれに応じて土を運び積み上げて高い山となるというイメージから名乗ったか。 

★8 月 16 日、柳橋
やなぎばし

の河内屋半
か わ ち や は ん

次郎
じ ろ う

の料理屋で書画会を催す。書画会は、期日の前から揮毫
き ご う

する画家や書家のなどの名を宣伝しておき、客は揮毫
き ご う

する画家達を眺めながら会食し、気

に入った書画を買い求めるというもの。絵師たちの資金集めでもある。 

★「画狂老人卍」時代、錦絵はほとんど描かず。肉筆画を多く手掛ける。 

【卍に改め、北斎なることを知らず】 

※「梅彦
う め ひ こ

氏曰
い わ

く、此の頃、北斎の名世に顕
あらわ

れて、婦女子といへども知らざるものなし。然
し か

るに名を卍
まんじ

と改めし時は、人皆前の北斎なることを知らずして、大
おおい

に怪みたり。それにつ

き一話あり。北斎翁、嘗
か つ

て川柳風の狂句を好み、名を百姓といひ、秀吟
しゅうぎん

頗
すこぶ

る多し。実に

葛飾連
か つ し か れ ん

注 1 の棟梁
とうりょう

たり。或
あ る

時
と き

中橋
な か は し

注 2 の小川
お が わ

といへる茶店にて、川柳点
せんりゅうてん

注 3 の開巻
か い か ん

注 4 ありし

が、其
そ の

の帰りがけ、人々と共に日の暮れければ、日本橋の雨店
あ ま だ な

注 5 にて、小田原
お だ わ ら

提灯
ちょうちん

注 6 一

ツを買ひ求めんとするに、これなし。只
た だ

油も引かぬ白き提灯のみありたり。連中の夢
ゆ め

助
す け

と

いへる人（本所
ほ ん じ ょ

竪
た て

川
か わ

の人）指
ゆびさ

して卍
まんじ

さんチョット、かきて給はれといふ。翁はよし〱
よ し

とて、

傍
かたわら

の硯箱
すずりばこ

にありし筆を採
と

り、提灯のさげる方を見
み

世
せ

の男にもたせ、底の方を左の手にも

ちて、???注 7 二ツ三ツを画
か

きたり。其
そ

の男これを見て、おまへさんは、なか〱
な か

画
え

心
ごころ

があり

ますといひしに、人々ドット笑ひて、いとおかしかりしとて、翁嘗
か つ

て余に語れり」」

（『葛飾北斎伝』ｐ139～140 ルビは筆者） 

注１）葛飾連
か つ し か れ ん

：狂歌や俳諧等の愛好者のグループを連という。北斎は自分の川柳クループ

の主催者だったのだろう。 

注 2）中橋
な か は し

：中橋広小路
ひ ろ こ う じ

。日本橋の南、通
とおり

4丁目に隣接した地帯（現東京都中央区八重洲
や え す

3･

4 丁目）〈『葛飾北斎伝』脚注〉。 

注 3）川柳点
せんりゅうてん

：前句付の評点を行う川柳の会（『葛飾北斎伝』脚注）。 

注 4）開巻
か い か ん

：俳句や川柳を一座の前で披露すること。 

注 5）雨店
あ ま だ な

：尼店
あ ま だ な

であろう。室町
む ろ ま ち

一丁目西側の一画の俚俗
り ぞ く

の称（現東京都中央区室町
む ろ ま ち

一丁

目）。古く尼ヶ崎屋
あ ま が ざ き や

某という漆器店があり、この略称に由来するという（『葛飾北斎伝』

脚注）。 

注 6）小田原
お だ わ ら

提灯
ちょうちん

：ぶらさげて携行する円筒状の提灯。天文年間（1532～55）小田原の甚
じ ん

左
ざ

衛門
え も ん

の創始によるという（『葛飾北斎伝』脚注）。 

注７）???：実際は疑問符の下の点がない模様に似た図柄が三つ並ぶ。意味不明。 

【どら孫を自立させるも、依然物入りの生活】 

★放蕩
ほ う と う

の孫に店を持たせ肴
さかな

売
う

りとさせ、女房を持たせる。 

※10月 23日、蒿山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）宛書簡（金策依頼の手紙の一部）。 

「（略）さて、愚老
ぐ ろ う

どら者にふり込
こ ま

れ、夫
そ れ

より人足
に ん そ く

島
じ ま

脚注、彼是
か れ こ れ

と評議 仕
つかまつり

、色々
い ろ い ろ

打寄
う ち よ り

相談

之
の

上
う え

にて、引受人
ひ き う け に ん

等
と う

出来
しゅったい

仕
つかまつり

、店を為持
も た せ

、肴売
さかなうり

と相
あ い

成
な し

、両三日中には、ヤツト女房を、も
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たせ候
そうろう

手筈
て は ず

に 候
そうろう

、乍
さ り

然
ながら

未
い ま

だ老人の物入
も の い り

に罷成候
まかりなりそうろう

(略)」（『葛飾北斎伝』ｐ233 ルビは

筆者による）。 

脚注）人足島：免囚や無宿者の収容と何らかの技術習得を目的として石川島
い し か わ じ ま

に設置した人

足寄場。現在の東京都中央区
ち ゅ う お う く

佃
つくだ

2丁目辺。 

※この二ヵ月後には出奔
しゅっぽん

したといわれる。孫は 25歳ぐらいである。 

 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 十二編』(1月 2日。初摺版は墨摺。無款。22.7×15.7 

すみだ北斎美術館/島根県立美術館/浦上満氏/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※奥付には書肆として、河内屋喜
か わ ち や き

兵衛
へ え

（大坂
お お さ か

心
し ん

斎
さ い

橋筋
ば し す じ

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほんちょう

七丁目）、同出店（江戸
え ど

日本橋通
に ほ ん ば し ど お り

本銀
ほんしろがね

町
ちょう

）、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

（同麹町
こうじまち

四丁目）と記されている。

最終ページに彫工の江川留
え が わ と め

吉
き ち

の名が記される。 

※十一編は文政 6年（1823）～天保 4年（1833）頃に刊行か。 

序文「北斎漫画は、雇愷之
こ が い し

注甘蔗
か ん し ょ

（筆者注：さとうきび）を食ふが如
ご と

く、漸
ようよう

佳境
か き ょ う

に入
い

れり。

十二編に臻
いたり

て狂態
きょうたい

百出
ひゃくしゅつ

、筆力
ひつりょく

老
お い

てます〱
ま す

壮也
さかんなり

。僧正
そうじょう

注 2 が俵
たわら

と軽量
けいりょう

を論じ、一
い っ

蝶
ちょう

注 3 が鞠
ま り

と高低をあらそふべし。絵
え

難房
な ん ぼ う

注4ふたゝび生
うまる

るとも、いかでか間然
か ん ぜ ん

する事を得
え

ん。天保
て ん ぽ う

甲
こ う

午
ご

 芍薬亭
しゃくやくてい

注 5」（『北斎漫画』３｢奇想天外｣2011年 青幻舎より） 

注 1）雇愷之
こ が い し

：344？～405？ 中国東
と う

晋
し ん

の画家。サトウキビをかじるにも、一般の人と違

って先端の方から甘い根の方へとかじるのが常であり、その理由を問われたときに「漸く

佳境に入る（漸入
ぜんにゅう

佳境
か き ょ う

）」と答えたという。この言い回しは、感興が高まる形容として使

われるようになる（Wikipediaより）。 

注 2）僧正
そうじょう

：鳥羽
と ば

僧正
そうじょう

が米俵が風に吹かれて塵
じ ん

灰
か い

のように飛んで、それを小僧や法師たち

が追いかけている絵を描いたので、院がその意味をたずねたところ、寺に届けられた供米
く ま い

を俵に入れるとき不正が行われて、中は糟糠
そ う こ う

（米ぬかなど）だけになって軽いので風に吹

かれて空に飛んでしまう旨を描いたのですと答えた。そのことで上皇は、俵に米を詰める

際に不正が行われている事を知り、以後供米
く ま い

の取扱が厳しくなったという『古今
こ こ ん

著聞集
ちょもんじゅう

』

の話を念頭にしている。 

注 3）一
い っ

蝶
ちょう

：1652～1724。英一蝶
はなぶさいっちょう

。江戸元禄期の画家。一蝶の「清水
き よ み ず

の舞台
ぶ た い

の蹴鞠図
け ま り ず

」に

は、清水寺の舞台の高欄
こ う ら ん

の上で蹴鞠をしている人物が描かれている。『古今著聞集』の

「蹴鞠名人成通
な り み ち

の事」にある藤原
ふじわらの

成通
な り み ち

が清水の舞台の高欄の上で蹴鞠をした逸話を画材に

した一蝶の絵を念頭にしている。 

注 4）絵難房
え な ん ぼ う

：平安末期から鎌倉初期、後白河
ご し ら か わ

法皇
ほ う お う

の頃の人。どんな名画でも必ず非難し

た人。『古今
こ こ ん

著聞集
ちょもんじゅう

』11 に「同御時
お ん と き

、絵難房といふ物候
そうら

ひけり。いかによく書きたる絵に

も必ず難をみいだすものなりけり」と記される。 

注 5）芍薬亭
しゃくやくてい

：1767～1845。芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

。江戸後期の狂歌師。 
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☆表紙：「北斎漫画十貮編図」と横書きで書かれた下に、○前○北○斎○為○一  ○尾○州○書○肆  

○永○楽○堂の文字を人物のあちこちに配している図。 

伝神開手『北斎漫画』十二編（ARC 古典籍ﾎﾟｰﾀﾙﾍﾞｰｽより） 

●絵本『絵本
え ほ ん

忠
ちゅう

経
きょう

』(1月。墨摺。絵本一冊。葛飾前北斎為一老人画。見返しには、前北斎

卍老人画。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

注解。奥付に「天保五甲
きのえ

午
う ま

年正

月発兌
は つ だ

」とある。江戸・小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

、大坂・秋田屋
あ き た や

太
た

右
え

衛門
も ん

、大坂・敦賀屋九
つ る が や き ゅ う

兵衛
べ え

、京都・出雲寺
い ず も じ

文
ぶ ん

次郎
じ ろ う

、京都・勝村
か つ む ら

治
じ

右
え

衛門
も ん

、江戸・岡田屋嘉七
お か だ や か し ち

、江

戸・英
え い

大助
だ い す け

、江戸・須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版。22.8×15.8 

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館:ﾋﾟ

ｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫蔵)  

※中国古典を題材にした絵本。 

絵本忠経（大英博物館） 

●錦絵『諸国名橋奇覧
し ょ こ く め い き ょ う き ら ん

』(春。横大判錦絵揃物。全 11枚。前北斎為一筆。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版) 

※全 11 枚のシリーズは不自然として、楢崎宗重氏は「甲陽
こ う よ う

猿橋
さ る は し

」あたりを付け加えて 12

枚揃とするという意見を『名品揃物浮世絵８北斎Ⅰ』解説で紹介している。あるいは 10図

の予定であったが、後から「摂州
せつしゅう

阿
あ

治
じ

川口
が わ ぐ ち

天保山
て ん ぽ う ざ ん

」1 図を付け加えたのではとする見方も

ある（『2017北斎―富士を超えて』展図録ｐ120）。 

☆〈かめゐど天神
て ん じ ん

たいこばし〉（25.3×37.8 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美

術館/国立国会図書館/すみだ北斎美術館/ 日本浮世絵博物館/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ博物館/ﾐﾈｱﾎﾟ

ﾘｽ美術研究所/ﾌﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）    

※江東区
こ う と う く

にある亀
かめい

戸
ど

天神
て ん じ ん

には境内の心
し ん

字
じ

池
い け

に架かる小さな太鼓
た い こ

橋
ば し

がある。菅原道真
す が わ ら み ち ざ ね

を祀
ま つ

り

毎月 25日に書道の手習いで多くの人が参詣したという。境内には梅や藤が見事に咲き名所

となっている。本図では数名の人物が橋上などで静かに池などを眺めていて、梅や藤も描

かれていない。全体に周囲の景色を簡略化して太鼓橋を強調している。 
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かめゐど天神たいこばし（メトロポリタン美術館） 

☆〈足利
あ し か が

行
ぎょう

道山
ど う ざ ん

 くものかけはし〉（25.7×38.2 

メトロポリタン美術館/北斎館/日本浮世絵博物館/

山口県立萩美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/ポーランド美術館/

ホノルル美術館/すみだ北斎美術館/ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ

博物館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗ

ｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ

//中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※行
ぎょう

道山
ど う ざ ん

浄因寺
じ ょ う い ん じ

（栃木県足利市）の名刹を舞台に、

本堂と茶室・清心亭
せ い し ん て い

に架けられた突
と っ

桁
こ う

橋
きょう

（両岸から

の跳
は ね

木
ぎ

で橋の桁
け た

を支える構造で脚柱
きゃくちゅう

が無い橋）を

描く。中空に浮いているような橋を円形に描き、

峨々たる山の峰を強調することで、修験道の山の厳

しさを出している。人物は描かれない。  

足利行道山 くものかけはし（メトロポリタン美術館） 

☆〈山城
や ま し ろ

あらし山
や ま

吐
と

月
げ つ

橋
きょう

〉（25.6×37.3 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美術館

/日本浮世絵博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/ホノルル美術

館/中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

山城あらし山吐月橋（メトロポリタン美術館） 

※吐月橋は、京都嵐山の大堰
お お い

川
が わ

に架かる渡
と

月
げ つ

橋
きょう

のこ

と。霞のかかる山中に法輪寺
ほ う り ん じ

の堂が小さく見え、そ

の前の川岸には桜が咲き誇っている。橋には桜を楽

しむ人や歩いている人が数人描かれ、川面にはゆっ 

たりと筏
いかだ

が行く。  

☆〈すほうの国
く に

きんたいはし〉（25.0×36.9 メトロポリタン美術館/北斎館/すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/大英博物館/山口県立萩美術館/島根県立美

術館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館//中外産業株式会

社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※錦帯橋
きんたいきょう

は、山口県岩国市の錦
にしき

川
が わ

（岩国
い わ く に

川
が わ

）に架

かる日本三大名橋の一。太鼓橋の連なる雨中の橋

上で、傘をさしている侍の後を笠を被って長鑓
な が や り

を

持って従う男や、鋏箱
はさみばこ

を担いだ男などが描かれ

る。遠方に岩国城が見える。後摺版では、雨が削

られている。 

すほうの国きんたいはし（メトロポリタン美術館） 
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☆〈飛
ひ

越
え つ

の境
さかい

つりはし〉（25.7×37.9 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美術館：

新庄ｺﾚｸｼｮﾝ大英博物館/ミネアポリス美術研究所/日本浮世絵博物館/山口県立萩美術館/す

みだ北斎美術館/東京国立博物館/太田記念美術館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館ﾌﾟﾙｳﾞｪ

ﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ王立美術歴

史博物館//中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※飛
ひ

越
え つ

は、飛騨
ひ だ

と越
え っ

中
ちゅう

、あるいは越後
え ち ご

を指すか。

農家の夫婦が荷を背負って渡る吊橋はその重さに大

きく下に撓
た わ

んでいる。橋の右の山頂には二匹の鹿が

静かに草を食
は

んでいる。このような橋が実際にあっ

たか、どこにあったかは不明。     

飛越の境つりはし（メトロポリタン美術館） 

☆〈かうつけ佐野
さ の

ふなはしのこづ〉（24.9×36.8 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県

立美術館：新庄ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/大英博物

館/ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ美術館/太田記念美術館/ギメ美術館/群馬県立歴史博物館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フ

リーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館//中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝｮﾝ

蔵）  

かうつけ佐野ふなはしのこづ（メトロポリタン美術館） 

※上野
こうずけの

国
く に

佐野
さ の

にあった船を並べた橋。万葉集巻 14

にある「上野
かみつけの

佐野
さ の

の舟橋
ふ な は し

取
と

り放
は な

し親
お や

は離
さ

くれど吾
わ

は離
さ

かるがへ」と詠
う た

われる烏
からす

川
が わ

（群馬県高崎市上
た か さ き し か み

佐野
さ の

）で有名な橋だが、北斎の頃には既になく、

「古図
こ ず

」によって描いたもの。ほぼ右へ直角に折

れて対岸に渡る橋の上を雪を被りながら渡る二人

の男と、馬に乗った男とその手綱
た づ な

を引く男の図。雪景色の図になっているのは、藤原定家

の「駒とめて袖うちはらふかげもなし 佐野のわたりの雪の夕暮れ」からの着想ともいわ

れる。但し、この佐野は和歌山県新宮市の佐野である。「百橋一覧」（文政 6 年：1823）

の右下に、小さく同じ構図が描かれている。 

☆〈東海道
と う か い ど う

岡崎
お か ざ き

矢
や

はき
ぎ

のはし〉（25.0×37.4 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美

術館/日本浮世絵博物館/山口県立萩美術館/ホノルル美術館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美

術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館//中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※矢作
や は ぎ

川に架かる多くの橋梁に支えられる太鼓橋。橋上には多くの旅人が行交い、橋下の

中州らしい所で大的を射る弓道の演武が行われている。この弓道は、藤原為家の和歌「あ

づさ弓矢矧
や は ぎ

の里のかば桜 花にのみいるわが心かな」を踏まえているのではないかという

説もある（『名品揃物浮世絵８北斎Ⅰ』解説）。 

橋の手前の下の洲には柄の長い傘が刺してあり、その面には版元の永寿堂の文字や版元

印、版元の住所（馬喰町二丁）がさりげなく記されている。             
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東海道岡崎矢はきのはし（メトロポリタン美術館） 

☆〈ゑちぜんふくゐの橋
は し

〉（25.8×38.4 メトロポ

リタン美術館/北斎館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

/大英博物館/福井県立美術館/フリーア美術館：ﾌﾙ

ｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ルヴェラー・コレク

ション/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/神奈

川県立美術館/ホノルル美術館/中外産業株式会社：

原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※福井県足羽
あ す は

市内に架かる九十九
つ く も

橋を描く。石橋

と木橋を中央で組み合わせた珍しい橋が北斎の興

味を惹
ひ

いたのではともいわれる。橋の向こう側の

岸辺にすだれのように立てかけてあるのは、越前

の名物である奉書紙だろうか。『日本
に ほ ん

山海
さ ん か い

名物
め い ぶ つ

図絵
ず え

』（宝暦 4 年：1754 平瀬徹斎作。長谷川光

信画）三巻の「越前
え ち ぜ ん

福井
ふ く い

石橋
い し ば し

」を参考にしたとい

われる。  ゑちぜんふくゐの橋（メトロポリタン美術館） 

※校合摺がある（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）    

☆〈三河
み か わ

の八
や

ツ橋
は し

の古図
こ ず

〉（25.8×38.1 メトロポリタン美術館/島根県立美術館/すみだ

北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/大英博物館/すみだ北斎美術館/ｸﾗﾌﾞﾎｰ

ﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/メトロポリタン美術館/ｱﾚ

ﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ//中外産業株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『伊勢物語』九段の杜若
かきつばた

で有名な八つ橋（愛知県知立
ち り ゅ う

市の東部、逢妻
あ い づ ま

川
が わ

南の水郷地帯）

を描く。「ある男」が伴
と も

の者に「ここに咲くかきつばたの五文字を頭に据えて旅の心を詠

め」と所望され、「からころも きつつなれにし つましあれば はるはるきぬる たび

をしぞおもふ」（いつも着て柔らかく着なれた唐衣のように、慣れ親しんだ妻を都に残し

て、はるばるとここまで来た旅をしみじみと思うこ

とだ）と折
お

り句
く

を詠んだ故事で有名な橋。但し北斎

の頃にはこの橋はなかったと思われ、「かうつけ佐

野ふなはしの古づ」同様「古図」によって描いたも

の。杜若
かきつばた

が群生する上に架けられた曲がりくねった

橋を旅人や農夫などが渡っている。  

三河の八ツ橋の古図（メトロポリタン美術館） 

☆〈摂州
せつしゅう

阿
あ

治
じ

川口
が わ ぐ ち

天保山
て ん ぽ う ざ ん

〉（25.2×37.8 この図のみ「應需似浪花之図 前北斎為一筆」

の落款がある。メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美術館/大英博物館/すみだ北斎美

術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/神奈川県立歴史博物館/日本浮
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世絵博物館/山口県立萩美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/中外産業株式会

社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※天保山
て ん ぽ う ざ ん

は、阿
あ

治
じ

川
か わ

（安治川）河口に、天保 3 年(1832)に完成した人工の小丘で眺望がよ

いので行楽客で賑わったという。図は、天保山全体

が描かれ、麓から山頂にかけての道の途中に架かる

二橋を描く俯瞰の構図になっている。全体が遠景と

なっていて、人物も小さく描かれている。「似浪花

之図」とあるので、大坂で描かれたなにかの図から

描いたと思われる。              

阿治川口天保山（メトロポリタン美術館） 

☆〈摂州
せつしゅう

天満
て ん ま

橋
ば し

〉（25.8×37.6 メトロポリタン美術館/北斎館/島根県立美術館/国立国

会図書館/すみだ北斎美術館/日本浮世絵博物館/ギメ美術館/ｸﾗﾌﾞﾎｰﾝ･ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美

術館ﾌﾟﾌﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/中外産業

株式会社：原安三郎ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※天
て ん

神橋
じ ん ば し

、難波
な ん ば

橋
ば し

に並んで浪花
な に わ

三大橋の一で淀川
よ ど が わ

に架かる。旧暦 6月 25日(現在は 7月 25日)、天満

天神の大祭の人出の賑わいが描かれ、橋上には提

灯がたくさん据えられ、所狭しと人々がいる図。

橋下には提灯を付けた何艘かの船が浮かんでい

る。                      摂州天満橋（メトロポリタン美術館） 

●「西村屋版中判
に し む ら や ば ん ち ゅ う ば ん

花鳥
か ち ょ う

シリーズ」(正月。縦中判錦絵揃物。10枚揃。2図ずつ組み合わせた

装丁となっている。漢詩や俳句が添えられる。前北斎為一筆。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

版) 

※『千代褚良
ち ょ ち ょ ら

著聞集
ちょもんじゅう

』（曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

作）第二輯
しゅう

の出版広告（西村屋与八の天保 5 年の広告）

に「花鳥
か ち ょ う

色紙
し き し

絵
え

 極彩色
ご く さ い し き

」とある。動植物の説明は「デジタル大事典」による。 

☆〈芍薬
しゃくやく

 カナアリ〉（24.3×17.9 大英博物館/東京国立博物館/ギメ美術館蔵） 

※背景は全てベロリン藍
あ い

(ペルシャン・ブルー)。紅色に咲く芍薬
しゃくやく

の花の蜜を吸うように近

づくカナアリ（カナリア）。漢詩は「千葉揚州種 春深覇衆芳 王十朋」 

芍薬は、ボタン科の多年草。高さ 60 センチ。葉は複葉。初夏、

大形の紅・白色などのボタンに似た花を開く。漢方で根を乾かして

鎮痙
ち ん け い

・鎮痛剤とする。カナアリは、カナリアで、アトリ科の鳥。野

性のものはスズメ大、全体に緑褐色で、カナリア諸島などに分布。

日本には 18 世紀末に長崎に舶来。姿を楽しむ巻き毛カナリア、声

を楽しむローラーカナリアなどがあり、羽色も黄・白・灰・赤・

橙色
だいだいいろ

などさまざま。          芍薬 カナアリ（大英博物館） 

☆〈鷽
う そ

 垂
したれ

桜
ざくら

〉（24.3×18.2 大英博物館/ベルリン東洋美術館/

ギメ美術館/オーストリア応用美術館/東京国立博物館/ホノルル美術館蔵） 
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※垂
しだれ

桜
ざくら

の枝に逆様
さ か さ ま

にとまる鷽
う そ

。喉
の ど

の部分が淡紅色なので雄
お す

の鷽
う そ

である。背景は無地で全て

ベロリン藍（ペルシャン・ブルー）。雪
せ つ

萬
ま ん

の句「鳥ひとつ 濡
ぬ れ

て出
い で

けり 朝さくら」が添

えられる。 

垂れ桜は、バラ科の落葉高木。ウバヒガンの変種で、枝先が垂れ下がるもの。3 月上旬

に淡紅白色の花を開く。紅色の花をつけるベニシダレなど品種も多

い。鷽
う そ

は、アトリ科の鳥。全長 16センチくらい。頭は黒く、背は青

灰色。雄は頬の辺りに淡紅色の部分がある。山地の樹林にすみ、フ

ィーフィーと口笛を吹くような声で鳴く。 

鷽 垂桜（大英博物館） 

☆〈文鳥
ぶんちょう

 辛夷
こ ぶ し の

花
は な

〉（25.0×18.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大

英博物館/東京国立博物館/すみだ北斎美術館/ベルリン東洋美術館

蔵） 

※辛夷
こ ぶ し

の花を付けた左上から右下に流れる茎の途中に止まって休む文鳥。足でしっかり体

を支え、下に向かって飛び立とうとしているようにも見える。背景を紅色で上からのグラ

デーションで描いている。漢詩は「東風日夜発 桃李不禁吹 検

点濃華事 辛夷落較遅 陳淳」 

文鳥は、カエデチョウ科の鳥。全長約 15センチ。体は灰色で、

頭や尾が黒、ほおが白、くちばしは太く赤い。飼い鳥とされ、全

身純白のものもある。ジャワおよびバリ島の原産。辛夷
こ ぶ し

は、モク

レン科の落葉高木。山野に見られ、葉は幅広の倒卵形。春、葉よ

り先に、大形の香りのある白色の 6 弁花をつける。秋に実が熟す

と裂けて赤色の種子が垂れ下がる。   文鳥 辛夷花（大英博物館） 

☆〈藤
ふ じ

 鶺鴒
せ き れ い

〉（25.8×18.6 大英博物館/東京国立博物館/ベルリン東洋美術館蔵） 

※垂れる藤の下で、鋭く尾を立てた鶺鴒
せ き れ い

が止まっているように見える。背景は淡紅色で、

上からのグラデーションで描いている。漢詩は「引蔓出雲樹 垂綸

覆巣鶴」 

藤は、マメ科の蔓性の落葉低木。山野に自生し、つるは右巻き。

葉は卵形の小葉からなる羽状複葉。5 月ごろ、紫色の蝶形の花が総

状に垂れ下がって咲く。園芸品種が多く、棚作りなどにして鑑賞す

る。鶺鴒は、スズメ目セキレイ科の鳥のうち、キセキレイ・セグロ

セキレイ・ハクセキレイなどの総称。水辺でみられ、スズメより大

形。尾が長く上下に振る習性がある。    藤 鶺鴒（大英博物館） 

☆〈子規
ほととぎす

 杜鵑
さ つ

花
き

〉（24.4×18.0 大英博物館/東京国立博物館蔵） 

※杜鵑
さ つ

花
き

が赤く咲き乱れ、その上を飛ぶ子規
ほととぎす

。背景は雲と青空が描かれる。背景は上部を

薄いベロ藍で描く。漢詩は「只驚白昼山竹裂 杜宇初聞第一声 楊誠斎」 
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子規
ほととぎす

は、時鳥
ほととぎす

、杜鵑とも表記する。カッコウ科の鳥。全長 28 セン

チくらい。全体に灰色で、胸から腹に横班がある。アジア東部で繁

殖し、冬は東南アジアに渡る。日本には初夏に渡来。キョキョキョ

と鋭く鳴き、「てっぺんかけたか」「ほぞんかけたか」「特許許可

局」などと聞きなし、夜に鳴くこともある。自分の巣をもたず、ウ

グイス・ミソサザイなどの巣に托卵する。       

子規 杜鵑花（大英博物館） 

☆〈黄鳥
こうちょう

 長春
ば ら

〉（26.0×19.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大

英博物館/東京国立博物館蔵） 

※図の左右に薔薇
ば ら

の花が描かれ、横に伸びた細い茎に止まる黄鳥
こうちょう

。黄鳥は高麗
こ う ら い

鶯
うぐいす

のこと。

背景は上部を薄いベロ藍のグラデーションにしている。乙二
お つ じ

の句「はらの華 ありぬる折

か 岡の家」が添えられる。 

高麗鶯は、セズメ目コウライウグイス科の鳥。全長 26 センチく

らい。全体に黄色で、尾や翼の先、目から後頭部にかけて黒い。

中国・朝鮮半島・東シベリアに分布。日本では迷鳥。鳴き声がよ

い。ウグイスとは別種。黄鶯
こ う お う

、朝鮮
ちょうせん

鶯
うぐいす

とも。長春は、長春
ちょうしゅん

花
か

のこ

とで庚申
こ う し ん

薔薇
ば ら

の別名。コウシンバラは、バラ科の常緑低木。主に 5

月ごろ紅紫色の花を開くが、四季を通じて咲く。名の庚申は隔月

の意で、たびたび花が咲くことによる。中国の原産で、庭園に植

えられる。              黄鳥 長春（島根県立美術館） 

☆〈鵤
いかる

 白粉
おしろいの

花
は な

〉（25.2×18.7 東京国立博物館/ミネアポリス美術館/ベルリン東洋美術

館蔵） 

※白粉
おしろいの

花
は な

の茎に止まり上を見ている鵤
いかる

。賛の句は「白粉の花や牡丹のうしろ垣 瑶台女」 

鵤は、アトリ科の鳥。全長 23センチくらい。体は灰色で、頭・風切り羽・尾羽は紺色。

くちばしは太く黄色。木の実を食べる。さえずりは「お菊二十四」

などと聞きなされ、「月日
つ き ひ

星
ほ し

」とも聞こえるところから三光鳥とも

いう。東アジアに分布。白粉花は、オシロイバナ科の多年草。園芸

上は一年草としても扱われる。高さ約 1 メートル。葉は広卵形で、

対生する。花は夏から秋にかけて咲き続け、色は紅・白色や絞りな

どがあり、らっぱ状で、夕方に開く。江戸時代、種子の白い粉をお

しろいの代用にした。 

鵤 白粉花（東京国立術館） 

☆〈翡翠
か わ せ み

 鳶尾艸
し ゃ が

 瞿
な で

麦
し こ

〉（25.0×18.8 東京国立博物館/ギメ美術館蔵/ヴィクトリア・

アルバート博物館/ホノルル美術館蔵)  

※鳶尾艸
し ゃ が

は、あやめのこと。青いあやめの根元に赤いなでしこが咲き、カワセミがアヤメ

の緑の葉の間から顔を覗かせている。漢詩は「回顧生碧色 動揺揚縹青 蔡邕」 

https://i2.wp.com/paradjanov.biz/art/wp-content/uploads/2016/06/02f7a36ea8a0c6fdbb371c197aefa40c.jpg
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翡翠は、ブッポウソウ目カワセミ科の鳥。全長 17センチくらい。頭から背にかけて光沢

のある青緑色、腹は栗色。くちばしは大きく、黒色で、雌は下くちばしが赤。水に飛び込

んで魚を捕って食べる。鳶尾艸
し ゃ が

は、射
し ゃ

干
が

、著莪
し ゃ が

とも表記する。アヤ

メ科の多年草。林下に群生し、高さ 50～60 センチ。葉は剣状。5 月

ごろ、黄色い斑点のある白い花を咲かせる。種子はできない。胡蝶
こ ち ょ う

花
か

ともいう。瞿
な で

麦
し こ

は撫子とも表記する。撫子は、ナデシコ科の多年

草。山野に自生し、高さ約 50 センチ。葉は線形で白色を帯び、対生。

夏から秋、淡紅色の花を開き、花びらの先は細く裂けている。秋の

七草の一。 

翡翠 鳶尾艸 瞿麦（東京国立博物館） 

☆〈鵙
マ マ

（鶍
いすか

） 小薊
おにあざみ

〉（25.4×18.6 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/東京国立

博物館/ベルリン東洋美術館蔵） 

※赤い薊
あざみ

の花を咲かせている緑の茎に止まっている鶍
いすか

。背景の上部はベロ藍でグラデーシ

ョンに彩色している。「鵙
マ マ

」は「鶍
いすか

」の誤表記。賛の句は「暮るまで日あたる岸や花薊 

桃坡」 

鶍
いすか

は、アトリ科の鳥。全長 18センチくらい。全体に雄は暗紅色、

雌は黄緑色。くちばしは曲がって上下が食い違い、松やモミの実を

食べる。ユータシアと北アメリカに分布。日本には冬に渡来する

が、繁殖することもある。小薊
おにあざみ

は鬼薊と表記する。鬼薊は、キク科

の多年草。日本特産で、本州の山中に自生。高さ 0.5～1メートル。

全体に毛が多い。葉は基部が広く、縁に長いとげがある。6～7 月ご

ろ、粘りけのある紫色の頭状花をつける。  

鵙（鶍） 小薊（島根県立美術館） 

☆〈鵙
も ず

 翠
る

雀
り

 虎
ゆ き

耳
の

草
し た

 蛇
へ び

苺
いちご

〉（25.4×18.6 東京国立博物館/ベルリン東洋美術館/すみ

だ北斎美術館蔵） 

※赤い蛇
へ び

苺
いちご

と緑の虎
ゆ き

耳
の

草
し た

に向かっている鵙
も ず

と翠
る

雀
り

。背景の上部はベロ藍で下に向かってグ

ラデーションになっている。賛の句は「百舌鳴や分別は皆草にある 蘿雲」 

鵙
も ず

は百舌、百舌鳥とも表記する。鵙は、モズ科の鳥。全長約 20センチ。雄は頭部が赤茶

色で目を通る黒い帯があり、背面は灰褐色、下面は淡褐色。雌は全体に褐色。くちばしは

鋭い鉤
か ぎ

状をし、小動物を捕食。秋になると、獲物を木の枝などに突き刺して速贄
は や に え

にを作る

習性があり、また、長い尾を振りながらキイキイキチキチと鋭い声で高鳴きをする。平地

や低山の林縁で繁殖。翠
る

雀
り

は瑠璃
る り

鳥
ちょう

で、ヒタキ科ヒタキ亜科の鳥。全長 17センチくらい。

雄は背面が瑠璃色でのどから胸が黒色。雌は全体に褐色。日本へは夏鳥として渡来、渓流

近くで繁殖し、冬季は東南アジアへ渡る。高い木の上で朗らかにさえずる。オオルリ。虎
ゆ き

耳
の

草
し た

は「雪の下」と表記する。ユキノシタ科の多年草。湿った所に生える。全体に毛があ
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り、茎は紅紫色で地をはい、節から小苗を出して増える。葉は多肉

質の腎臓形で、長い柄があり、裏面は暗赤色。夏、20～50 センチの

花茎を伸ばし、白い花をまばらにつける。花びらは 5 枚あり、下の

2 枚が長い。葉を腫れ物の民間薬にし、食用にもする。蛇
へ び

苺
いちご

は、バ

ラ科の多年草。原野や道端にみられ、茎は地をはい、節から新芽を

出してふえる。葉は 3枚の小葉からなる複葉で、長い柄をもつ。4～

6 月、黄色い 5 弁花をつけ、実は赤く熟し、食べられるが味は淡

白。            鵙 翠雀 虎耳草 蛇苺（すみだ北斎美術館） 

●団扇
う ち わ

絵
え

シリーズ（「西村屋中判
に し む ら や ち ゅ う ば ん

花鳥
か ち ょ う

シリーズ」の別摺版。所在不明）団扇絵判錦絵。前

北斎為一筆。版元不明） 

●『森冶版
も り じ ば ん

長大判
ちょうおおばん

シリーズ』(仮題。5図。前北斎為一筆。長大判錦絵揃物。各平均 52.0×

23.6 森屋冶
も り や じ

兵衛
へ え

版 すみだ北斎美術館/東京国立博物館蔵) 

☆〈滝
た き

に鯉
こ い

〉（「鯉
こ い

の滝登り
た き の ぼ

」とも。重要美術品。52.2×23.2 大英博物館/ホノルル美

術館蔵） 

※滝を上る鯉と、滝下の烈しい水流から顔をのぞかせる鯉。     

滝に鯉（大英博物館/ホノルル美術館） 

☆〈牧
ぼ く

馬
ば

〉（「群馬
ぐ ん ば

」とも。51.3×23.5 日本

浮世絵博物館/東京国立博物館蔵） 

※若松の茂る野原に放たれた馬の群れ。手前に

は朱色の馬と茶色の馬（鹿毛
し か げ

）が大きく描か

れ、葦毛
あ し げ

（白馬）の小馬が足元で懐
な つ

いている。

遠景に、水面を泳いで向こう岸に渡る馬や腹這

いの馬、小松の生えた丘に二頭の馬などが描か

れる。         牧馬（日本浮世絵博物館） 

 

☆〈游
ゆ う

亀
き

〉（「水中
すいちゅう

の亀
か め

」とも。重要美術品。50.0×23.8 東京国

立博物館/ホノルル美術館蔵） 

※水中に三匹のが泳いでいる。手前の亀は幸福の象徴である末広がり

の尾を靡かせている瑞
ず い

亀
き

となっている。水草の浮く水面は日の光を浴

びて輝いている。 

游亀（東京国立博物館） 

☆〈桜
さくら

に鷹
た か

〉（「止
と

まり木
ぎ

の鷹
た か

、桜
さくら

」とも。 

52.0×23.6 東京国立博物館/日本浮世絵博物館蔵） 

※桜の花が咲く側の鷹狩用の架
ほ こ

垂
た

れの紐付きの架
ほ こ

（止まり木）に止ま

って天を見上げる鷹の凛
り ん

とした表情の図。 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/5/54/Two_carp_in_a_cascade.jpg
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桜に鷹（日本浮世絵博物館） 

☆〈雪
ゆ き

の松
ま つ

に鶴
つ る

〉（「雪中
せっちゅう

松
ま つ

に鶴図
つ る ず

」「鶴
つ る

二羽
に わ

 

雪
ゆ き

の松
ま つ

」とも。49.6×23.2 島根県立美術館：永

田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/ボストン美術館/ヴ

ィクトリア・アルバート博物館/大英博物館/千葉

市美術館/ホノルル美術館蔵） 

※雪を被った湾曲した松の老木に二羽の鶴（一羽

は羽を広げている）がとまっている図。手前の鶴

の羽はベロ藍で描かれる。 

雪の松に鶴（日本浮世絵博物館） 

 

【イメージとアイデアが自在に広がる『富岳百景』】 

●絵手本『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』初編（3 月。半紙本薄墨摺一冊。江戸馬喰町
え ど ば く う ち ょ う

、西村屋
に し む ら や

祐
ゆ う

蔵
ぞ う

（成鄰堂
せ い り ん ど う

）

版。連梓：永楽屋東四郎
え い ら く や と う し ろ う

、角丸屋甚助
か ど ま る や じ ん す け

、西村屋与八
に し む ら や よ は ち

。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

序文。七十五齢前北斎為一

改画狂老人卍筆。印富士の形（表紙のみ）。各平均 22.6×15.7 大英博物館/島根県立美

術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/楢崎宗重ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/国立国会図書館//

山口県立萩美術館/浦上蒼穹堂/日本浮世絵博物館/東洋文庫：岩崎ｺﾚｸｼｮﾝ/フリーア美術

館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ） 

※二編は翌年出版される。三編の刊行年は不明。 

※初編から三編まで全 102 図。河村
か わ む ら

岷
み ん

雪
せ つ

の「百
ひゃく

富士
ふ じ

」(1767)に倣
な ら

う。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』か

ら更に富士に対する画興を深化させたと思われる。『富岳
ふ が く

百景
ひゃっけい

』では、富士から受ける自

由なイメージを広げていて、単調な墨摺のグラデーションを生かし、『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』で

描ききれなかった富士との自由な関わりや心象を表現したと思える画帖となっている。イ

メージのコラージュであり、名所絵や風景画の範疇を超えている。 

【色をすて、墨一色の濃淡で大地の空気が動く】 

※楢崎宗重『北斎論』（ｐ425）に参考にすべき記述がある。 

「（略）晩年北斎は風景画の表現に色数を二三色に限定した。絵手本類では僅かに一色に

したものがある。それは線を以て立つ北斎が、線をすてることが出来ず、線を有効に働か

せる為の色の削減であったとみるべきであるが、この富岳百景に至っては、思ひ切つて色

をすて、墨一色摺となした。墨を濃淡二色に分ち、濃墨を以て線を作り淡墨を以て色感を

凝集表現した。従つて線は有効に活動して居り、而も大地の空気が動いてゐるのである。

実にこれこそ風景版画の絶妙ちいふべきであつて、北斎最大の傑作となすに憚らない」 

【我真面目の画訣この譜に尽せり】 

※西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

・西村屋
に し む ら や

祐
ゆ う

蔵
ぞ う

（成鄰堂
せ い り ん ど う

）の前年の広告。 

「（略）此
こ の

編ハ翁
お う

諸州
し よ し う

を遊歴
ゆ う れ き

せる比
こ ろ

普
あまね

く勝槩
せ う が い

（筆者注：勝景に同じ）を捜
さ ぐ

り佳景
か け い

を索
も と

め

山川
さ ん せ ん

原野
げ ん や

閭
り よ

巷
こ う

（筆者注：村里）僻
へ き

陋
ろ う

（筆者注：田舎びた所）幽
い う

遽
す い

の地といへども遺漏
ゐ ろ う

なく

https://www.pinterest.at/pin/533324780852059998/
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其
そ の

真
し ん

趣
し ゆ

を模
も

写
し や

し 筐笱
き や う し

（筆者注：四角い竹籠）に秘蔵
ひ ざ う

する縮図
し ゆ く ず

なり 翁
お う

僕
ぼ く

に語りて曰
いはく

 我
わ が

真面目
し ん め ん ぼ く

の画訣
が け つ

この譜
ふ

に尽
つ く

せりと 愛玩
あ い が ん

して措
お か

ず 僕
ぼ く

展覧
て ん ら ん

するに些々
さ さ

たる片
へ ん

楮
ち ょ

の中
な か

千山
せ ん さ ん

万
ば ん

水
す い

の妙境
め う け い

を収
お さ

め丹
た ん

青
せ い

の奇絶
き ぜ つ

所謂
い は ゆ る

全龍
ぜんりやう

の顕然
け ん ぜ ん

たる者
も の

也
な り

（略）」（楢崎宗重『北斎論』：『年譜』

資料 21所収。ルビは資料のまま。読みやすくするため句点を示す空白を施した） 

【己六歳より物の形状を写の癖ありて（略）七十年前画く所は実に取に足るも

のなし】 

※跋
ば つ

文
ぶ ん

「己
おのれ

六歳より物の形状
か た ち

を写
うつす

の癖
へ き

ありて半
は ん

百
びゃく

の比
こ ろ

より数々
し ば し ば

画図
が ず

を

顕
あらわ

すといへども七十年前
ね ん ぜ ん

画
え が

く所
ところ

は実
じ つ

に取
と る

に足
た

るものなし 七十三歳に

して稍
や や

禽獣
きんじゅう

虫魚
ちゅうぎょ

の骨格
こ っ か く

草木
そ う も く

の出生
しゅっしょう

を悟
さ と

し得
え

たり 故に八十歳にしてハ

益〱
ま す ま す

進
す す

ミ九十歳にして猶
な お

其
そ の

奥
お う

意
い

を極
き わ

め一百歳にして正
ま さ

に神
し ん

妙
みょう

ならん歟
か

 百有
ゆ う

十歳にしてハ

一点
い っ て ん

一
い つ

格
か く

にして生
い け

るがごとくな

らん 願
ねがわ

はくは長寿
ちょうじゅ

の君子
く ん し

予
よ

が言
こ と

の妄
も う

ならざるを見
み

たまふべ

し 画狂老人卍述」。 

『富嶽百景』初編・跋文（大英博物館：古典籍 ARC ﾎﾟｰﾀﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより） 

【初めて川柳の号である「卍」の落款を用いる】 

※「天保五年、北斎翁『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』の初編を画
か

きし時、名を改めて卍
まんじ

といふ。これより落

款には、かならず画狂老人卍、或は前北斎卍と書す」（『葛飾北斎伝』ｐ138） 

文政 8 年（1825）の川柳本『十二評
じゅうにひょう

十六
じゅうろく

題
だ い

 狂歌国尽
きょうかくにづくし

』（瀬川路蝶
せ が わ ろ ち ょ う

撰）の序文には

「干時
と き に

文政酉
とりの

夏
な つ

 前北斎為一述卍」とある。 

※「富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

」以後、錦絵・風景画を離れ、故事古典・歴史・動植物・教訓本に専念。

歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

の風景が人気であることの影響もあるか。 

【初編】 

☆〈袋〉（図上部に横書きで、「天保甲午 新鐫
し ん せ ん

（筆者注：新彫に同じ）」とある。足を

紐でつながれ止まり木に止まる鷲を描き、前北斎為一改画狂老人卍筆と署名する。オラン

ダ国立民族学博物館蔵） 

※以下の図版は山口県立萩美術館：浦上記念館作品検索システムより。 

☆〈扉：富嶽百景 成鄰堂〉 

☆柳亭種彦の序文。  

☆〈木花開耶姫
こ の は な さ く や ひ め の

命
みこと

〉 
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※富士山の神体とされる木花開耶姫
こ の は な さ く や ひ め の

命
みこと

（浅間
せ ん げ ん

大神
お お か み

）

が鏡をかざす姿を描く。江仙（江川仙太郎）彫刻。

木花開耶姫命 

☆〈孝
こ う

霊
れ い

五年
ご ね ん

不二
ふ じ

峯
み ね

出現
しゅつげん

〉 

※孝霊 5年（BC286）に富士山が出現したと伝えら

れ、新たな山を検分する役人たちと、座って富士

を指差しながら記録する男たちを描く。江仙彫刻。 

               孝霊五年不二峯出現 

☆〈役
え ん

ノ
の

優
う

婆
ば

塞
そ く

富嶽
ふ が く

草創
そ う そ う

〉 

※役
え ん

ノ
の

優
う

婆
ば

塞
そ く

は文武
も ん む

天皇の頃の山岳修験者
し ゅ げ ん じ ゃ

の祖と

いわれ、坐ったまま金剛
こ ん ご う

杖
づ え

を抱え、右手の指で印
い ん

を結び、前に置いた高下駄
た か げ た

を見つめる姿を描く。

伊豆に流されたとき、夜に空を飛び富士山で修行

したと言われる。江仙彫刻。 

☆〈快晴
か い せ い

の不二
ふ じ

〉 

※『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』の「凱風
が い ふ う

快晴
か い せ い

」に似た富士の

図。24.0×16.0 静岡県立中央図書館蔵。富士の裾

には残雪が点
て ん

苔
た い

で描かれる。左上の空には鳥が三

羽飛んでいるように見える。江仙彫刻。 

快晴の不二 

☆〈不二
ふ じ

の山
や ま

明キ
び ら き

〉 

※富士の山容が描かれないのは、『冨嶽三十六景』

の〈諸人
も ろ び と

登山
と ざ ん

〉と同様。旧暦 6 月 1 日の山開きに「不二」の字を書いた饅頭
まんじゅう

笠
が さ

を被った群

衆が、S 字のように狭く曲がりくねった山道を行く。一人だけ笠の内側の顔を見せて

法螺貝
ほ ら が い

を吹いている。江仙彫刻。          辷り 不二の山明キ 

☆〈辷
す べ

り〉 

※同じく富士の山容は描かれず、金剛
こ ん ご う

杖
つ え

を使いな

がら大砂
お お す な

走
ば し

り、または砂走りと呼ばれる七合目か

らの砂場を杖をついて、逆 S 字に滑り降りる男た

ちを描く。皆「不二」の字を記した饅頭
まんじゅう

笠
が さ

を被

り、顔を見せない。 

☆〈宝
ほ う

永山
え い ざ ん

出現
しゅつげん

〉 

※宝永 4 年(1707)の駿河印
す る が い ん

野村
の む ら

（富士山東麓の村。静岡県駿東郡
す ん と う ぐ ん

の村だったが、現在は合

併して御殿場市
ご て ん ば し

の一部となった）辺での噴火で、いくつかの火口が富士山の瘤
こ ぶ

のように隆

起した。その大噴火で人も家も吹き飛ばされている様子が描かれる。山容は描かれない。

梅林彫刻。 
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☆〈其二
そ の に

〉 

※〈宝永山出現〉の其の二の意味であろう。宝
ほ う

永山
え い さ ん

が富士山の瘤
こ ぶ

のようになっているのを望み、

三人連れの旅人が、顔に瘤
こ ぶ

のある仲間のそれと見

比べて、宝
ほ う

永山
え い ざ ん

を指差している。富士山に見入っ

て背を向けている農夫の後ろで、鍬
く わ

を持ち腰をか

がめる農婦の尻を指差して笑っている二人の旅

人。梅林彫刻。             其二 

☆〈霧中
む ち ゅ う

の不二
ふ じ

〉 

※早朝、霧に霞む富士山を遠景にし、別の山の尾根を農具や籠を担ぎながら登る農夫たち。

尾根の左側の渓谷に霧に霞む舟がうっすらと五隻描かれる。和助彫刻。 

☆〈山中
さんちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※山中の老大木の洞に生えた茸
きのこ

を採る農婦たちと、木の根元で鉄砲の手入れをする二人の

猟師。その向こうに富士が見える。和助彫刻。 

☆〈柳塘
りゅうとう

の不二
ふ じ

〉 

※柳の群れ立つ木々の間から望める富士山の山道を往来する旅人。腰を下ろして富士を見

る二人の農夫。「大吉」と染められた腹巻をつけた馬に乗りながら富士を見る男。手に荷

物を持って煙管を銜
く わ

えながら赤子を背負って歩く女。天秤の荷物を担ぐ供人を連れた侍な

ど、多くの人が往来する。吉寅彫刻。 

☆〈七夕
た な ば た

の不二
ふ じ

〉 

※あちこちの屋根より高く立てられた竹竿に括
く く

りつけられた短冊が風にそよいでいる。手

前の屋根の柵には二本の竹が立てられ、図の上部に突き抜けている。吉寅彫刻。 

☆〈袖ヶ浦
そ で が う ら

〉 

※うねる波と切り立つ岩の下に掘られた室
む ろ

に座像らしきものが描かれ、岸近くの家並の向

こうに富士が描かれる。空には鳥が群れ飛んでいる。相模
さ が み の

国
く に

足柄
あ し が ら

郡
ぐ ん

袖ヶ浦
そ で が う ら

の寒々とした景

観といわれる。 

☆〈尾州
び し ゅ う

不二
ふ じ

見原
み は ら

〉 

※『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』の〈相州
そうしゅう

梅澤
う め ざ わ

左
ひだり

〉の構図に似

ている。地上に群れる十羽の鶴の向こうに富士山

を描く。古雪彫刻。   

山亦山 尾州不二見原 

☆〈山
や ま

亦山
ま た や ま

〉 

※図の手前から瘤
こ ぶ

のように凹凸を繰り返す連山の

山容は、文字通り山
や ま

亦山
ま た や ま

のようである。尾根を続

きを鳥瞰し、その先に富士山を描いている。             

☆〈大森
お お も り

〉 
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※江戸の大森
お お も り

海岸
か い が ん

から富士を望む図。手前には帆掛
ほ か

け舟が停泊し、その向こうの葦の間に

は海苔
の り

を採っていると思われる舟が浮かんでいる。葦のように見えるのは竹や木を組み合

わせて海苔を付着させる篊
ひ び

と呼ばれる養殖用の仕

掛といわれる。江仙彫刻。 

洞中の不二 大森 

☆〈洞中
どうちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※山の洞で、 鉞
まさかり

を置いて座って休んでいる樵
きこり

。

その前で 鉞
まさかり

を杖にして立って休んでいる樵
きこり

。二

人のいる洞
ほ ら

の内側から富士山を見た図。空には雁

が群れ飛んでいる。         

☆〈
（

松山
ま つ や ま

の
ふ

不二
ふ じ

〉 

※群生する丈の低い若い松のある丘陵で、多くの旅人が休んでいる。揚帽子の女の一行や

お供の男たち。向こうから坂道を登ってきた旅人たちがいる。杉の向こうに富士山。一説

に茸狩りの図としている。吉寅彫刻。 

☆〈烟中
えんちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※木の股に「青面
しょうめん

金剛
こ ん ご う

」注の文字が彫られた石と、その下に小さな金剛が安置されている。

その木の前で、旅人が、はらはらと落ちてくる紅葉を集めた焚火
た き び

の前で手をあぶったり、

煙草を吸って休んでいる。馬も手綱を垂らして側で休んでいる。焚火の煙を通して透かし

見える富士山が描かれる。吉寅彫刻。 

注）青面
しょうめん

金剛
こ ん ご う

：帝釈天
たいしゃくてん

の使者の金剛
こ ん ご う

童子
ど う じ

。身体は青色、目は赤く三眼。怒りの表情で病魔

を退散させるという。 

☆〈田面
た の も

の不二
ふ じ

〉 

※田面
た の も

に移る逆さ富士。四羽の鶴が地上に降り立

ち、二羽の鶴が飛んでいる。向こうの岸にも四羽の

鶴が休んでいる。江仙彫刻。      田面の不二 

 

 

 

☆〈蘆中
ろ ち ゅ う

筏
いかだ

の不二
ふ じ

〉 

蘆中筏の不二 

※舟着き場で笠を被る二人の男が釣りをしている。

船着き場から突きだした板の先に座って景色を眺め

る子ども。蘆
あ し

の生える水面には船頭が竿さす五隻
せ き

の筏
いかだ

が進んでいる。背の高い蘆
あ し

の穂先か

ら富士が覗く。江仙彫刻。 

☆〈木枯
こ が ら し

の不二
ふ じ

〉 
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※『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』の〈駿州
すんしゅう

江尻
え じ り

〉同様、木枯らし吹きすさぶ中を行く男は、鳥もちの竿

を持ったまま、鳥が集まるように仕掛けた所に立っ

ている。側に建てられた小さな祠
ほこら

のような屋根の

茅葺
か や ぶ き

が風で煽
あ お

られ、その前の道を行く男の担ぐ天秤

の前後の籠が裏返しになっている。後ろを行く僧の

僧衣も強く煽られて木枯らしに吹きさらされてい

る。背景に富士が描かれ、鳥が三羽飛んでいる。米

吉彫刻。               木枯の不二 

☆〈元旦
が ん た ん

の不二
ふ じ

〉 

※富士を背景に、丸枠に三の字の模様を染めた衣装を着た三河万歳の二人とすれ違う年始

周りの一行。主人は裃姿で、荷物を担ぐ使用人が先を行く。主人の後ろには差し箱を担ぐ

供人。一行の右側にも松飾を背負った男がすれ違う。図の左下には大きな門松と「富」と

書かれた凧が置かれている。正月の風景。江仙彫刻。 

☆〈江戸
え ど

の不二
ふ じ

〉 

※江戸城の鯱
しゃち

鉾
ほ こ

から雪の富士を望む。 

☆〈鏡臺
きょうだい

の不二
ふ じ

〉 

※富士の頂上にかかる巨大な夕日が光が放射状に空

に放たれている。手前には山形の小さな橋を渡る農

夫。その後についていく。橋の下を潜り抜ける舟

は、狭く低い橋下を通るため、身を屈めている船頭

と客たち。図の左の岸には藁を被った大きな樽が二

つ描かれる。富士を鏡台に、太陽を鏡に見立てる。

図左の桶はなにか不明。江仙彫刻。   鏡臺の不二 

☆〈裏
う ら

不二
ふ じ

〉 

※馬を洗う男の前には煙草の葉が整って干されている。裏富士が望める農家の風景。馬の

足元には桶に手をやっている女と子ども。図右には、赤子を背負った女が紐を引きながら

何かの作業をしている。側で鳥が餌を啄
つ い

ばんでいる。富士は干した煙草の葉の向こう側に、

影のように黒く描かれる。米吉彫刻。 

☆〈笠
か さ

不二
ふ じ

〉 

※富士の頂上にかかる巻きつくようにかかる笠雲。手前の浅い川を渡る人たち。赤子を背

負い鍬を担いだ農婦。牛を引っ張り渡る男。大きな背負い箱を担ぐ男。鋏み箱を担ぐ男。

大きな籠を棒に結わえて運ぶ男。糸車を抱え頭に荷物を載せる女。獅子舞の衣装と道具を

担ぐ男。全員は膝まで皮に浸かって渡っている。笠雲は『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろっけい

』〈甲州三嶌
こ う し ゅ う み し ま

越
ご え

〉

でも描かれる。古雪彫刻。 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある(17.8×24.4)。 

☆〈雲帯
う ん た い

の不二
ふ じ

〉 
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※帯のような雲が富士の中腹にかかっている。それを遠く見ながら僧侶が横座りに牛に乗

って、富士を見ながら橋の上を牽
ひ

かれて行く。牛飼いの男は手綱を強く引っ張っている。

図の左には水車小屋が描かれ、大きな鋏み箱を三人の人足が運んでいる。横で大小の刀二

本を差した侍が、笠を少し持ち上げて様子を見ている。江仙彫刻。 

☆〈花間
は な ま

の不二
ふ じ

〉 

※咲き誇る桜花の間から望む富士。川辺の台地に咲く花の下では三味線を弾く芸者と三人

の男が酒宴をしている。川のこちら側の茶店と、川向こうの高台にある座敷には料理を運

ぶ釣り綱が仕掛けられ、店の男がそれを引いて籠に載せた料理を運んでいる。吉寅彫刻。 

☆〈豊作
ほ う さ く

の不二
ふ じ

〉 

※稲の実った田圃
た ん ぼ

の盛り上がった畦道を行く二頭の馬につけた腹巻等には「大吉」「仕合

吉」などと書かれている。馬を牽く男は鍬
く わ

を肩に担いでいる。馬の後ろには荷物を天秤棒

に架けた行商の男。そこから直角に曲がった細い道にも、天秤棒を担ぐ行商人。向こうか

らやってくる女は頭に荷物を乗せ、左手で子どもの手を引いている。富士は広い田圃
た ん ぼ

の向

こうに描かれる。吉寅彫刻。 

☆〈千金
せ ん き ん

富士
ふ じ

〉 

※富士の稜線のように左右に積み上げられた米俵の間

に見える富士。空には数羽の千鳥が舞っている。千金

とは、富嶽の「富」と、米の「富
と み

」を掛けためでたさ

を表すため、この図のみ、めでたさを示す「富士」の

表記。全体に三角形の構図。江仙彫刻。 

                    千金の富士 

【歌川広重が北斎の富士を評価する】 

※歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

は、安政 6 年（1859）の『富士見
ふ じ み

百景
ひゃっけい

』自序で、北斎の描く富士について評価

し、さらに自分の富士について述べている。 

「葛飾の翁
お う

、先に冨嶽百景と題して一本
い っ ぽ ん

を顕
あらわ

す。こは翁
お う

が例の筆才
ひ っ さ い

にて、草木鳥獣器財
そうもくちょうじゅうきざい

の

たぐひ、或
あるい

は人物
じ ん ぶ つ

都
と

鄙
ひ

の風俗、筆力を尽くし、絵組
え ぐ み

のおもしろきを専
もっぱ

らとし、不二
ふ じ

は其
そ の

あ

しらひにいたるもの多し。此図
こ の ず

（筆者注：「富士見
ふ じ み

百景
ひゃっけい

」を指す）は、夫
そ れ

と異
こ と

にして、予
よ

がまのあたりに眺望
ちょうぼう

せしを其儘
そ の ま ま

にうつし置きたる草稿を清書せしのみ。小冊
しょうさつ

の中もせばけ

れば、極
ご く

密
み つ

には写しがたく、略せし処
ところ

も亦
ま た

多けれど、図
ず

取
ど り

ハ全く写真の風景にして、遠足
え ん そ く

障
さ わ

りなき人たち、一時
い ち じ

の興
きょう

に備ふるのミ。筆の拙
つたな

きはゆるし給へ。一
い ち

立
りゅう

斎
さ い

注誌
しるす

」（信州大

学附属図書館「近世日本山岳関係データベース」より）。 

 北斎は富士を画材としながらも、いつもながらの筆才で、いろいろな対象をそのアイデ

アやイメージの面白さで表現している。富士はその点景としているものが多い。それに対

し自分の富士は見たままを写し清書したもので、紙本も小さいので極密には描けないが、

構成はそのままの風景を写したものであり、一時の興とするものであると述べている。 
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北斎の画才を評価しながら、「筆の拙
つたな

きはゆるし給へ」と謙遜しながらも、自らの立場

を多少の自負も込めて表明している。北斎の『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』の評価ばかりでなく

『冨嶽三十六景
ふ が く さ ん じ ゅ う ろ っ け い

』についての評価も含めていると思われる。 

 注）一
い ち

立
りゅう

斎
さ い

：広重
ひ ろ し げ

は天保 3 年（1832）より一
い ち

立
りゅう

斎
さ い

と号した。但し、この序文は広重没

（安政 5年 9月 6日）後の刊行なので、広重の文ではないとの見方もある。 

●肉筆画「雲
う ん

龍図
り ゅ う ず

」（絹本着色一幅。齢七十五歳北斎為一改卍筆。印葛しか。97.5×24.2 

個人蔵） 

※墨摺風に描く。縦長の画面の左中央から「つ」の字のように龍尾が下

に伸び、図の中央左に顔を向けている。図の左下と上に雲の中から龍の

爪がのぞいている。               
雲龍図（2007『北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「鶺鴒図
せ き れ い ず

」（「雪中せきれい」とも。この頃か。紙本着色一幅。

前北斎卍筆。印葛しか。27.2×44.8 北斎館蔵）（『北斎クローズアッ

プⅡ』東京美術） 

※雪を被った杭
く い

に止まって図の下の方を見る鶺鴒
せ き れ い

。尾が図の右上に向か

った真直ぐ伸びている。           

※落款で卍を使い始めた天

保 5 年（1834）以降の作。

年齢の記述がない。天保 5

年～6 年と幅を持たせるべ

きか。天保 5 年西村屋
に し む ら や

中判

花鳥シリーズでも「鶺鴒
せ き れ い

 

藤
ふ じ

」を描いている。 

鶺鴒図（北斎館） 

●扇面画「鶺鴒図
せ き れ い ず

」（この頃か。紙本扇面一面。着色。画狂老人卍筆。

印葛しか。22.8×49.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※雪で白くなった杭
く い

にとまる鶺鴒
せ き れ い

。下向きで、鋭く伸びた尾は扇面の中央上に向いている。

杭の後ろに胡粉
こ ふ ん

による草が白く薄く描かれる。扇面全体は茶色の塗り潰し。   

 

天保
て ん ぽ う

6(1835）乙未
きのとひつじ

 76 歳 豆相
ず そ う

ノ旅客
り ょ か く

北斎改画狂老人
ほくさいあらためがきょうろうじん

卍
まんじ

七十六歳
さ い

、百姓八右衛門
ひ ゃ く し ょ う は ち え も ん

、

三浦屋八右衛門
み う ら や は ち え も ん

、土持
つ ち も ち

仁三郎
に ざ ぶ ろ う

、前北斎事
さきのほくさいこと

画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

乞食
こ じ き

坊主
ぼ う ず

万
ま ん

字
じ

、時
と き

年
にとし

七十五
な な じ ゅ う ご

前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

（前年の版を引き継いだ名）、（葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

）、（葛飾
か つ し か

戴斗先生
た い と せ ん せ い

）、（前北斎
さきのほくさい

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

）、

前北斎為一
さ き の ほ く さ い い い つ

改画狂人卍
あらためがきょうじんまんじ

、 七十六
ななじゅうろく

齢前北斎為一改画狂老人卍
よわいさきのほくさいいいつあらためがきょうろうじんまんじ

、 前北斎卍
さきのほくさいまんじ

、 前北斎
さきのほくさい

、 齢
よわい

七十六歳
ななじゅうろくさい

前北斎為一
さ き の ほ く さ い い い つ

改画狂老人卍
あらためがきょうろうじんまんじ

、□印富士の形：孫
ま ご

（26歳）阿
お

栄
え い

(38歳) 

◇飢饉が続く。 

◇5 月 8 日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の長男宗伯
そ う は く

没（39）。馬
ば

琴
き ん

の宗
そ う

伯
は く

の妻への態度に猜疑
さ い ぎ

した百
ひゃく

が別居

して長女幸
さ き

と住む。 

◇6月 26日、仙台大地震・津波。 

◇8月 29日、田能村竹田
た の む ら ち く で ん

没(59)。 
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◇11月 15日、坂本
さ か も と

龍
りょう

馬
ま

生(～1967)。 

○歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

と渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の『木曽
き そ

街道
か い ど う

六十九次
ろくじゅうきゅうじ

』刊行始め。 

○鈴木牧之
す ず き ぼ く し

『北越
ほ く え つ

雪
せ っ

譜
ぷ

』初編刊行。 

○シーボルト他『日本植物誌』刊行。 

 

【浦賀に蟄居】 

★前年冬または今年の春、相州
そうしゅう

、豆州
ず し ゅ う

へ旅する。『絵本
え ほ ん

和漢
わ か ん の

誉
ほまれ

』(嘉永 3 年：1850)の下絵

（天保 6 年：1835）の署名に「豆相
ず そ う

ノ旅客
り ょ か く

前北斎改画狂老人卍七十六歳」とある。浦賀
う ら が

に

蟄居
ち っ き ょ

する。この時、手紙では百姓
ひゃくしょう

八
は ち

右
え

衛門
も ん

、三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

、土持
つ ち も ち

仁三郎
に ざ ぶ ろ う

などを名乗る。 

※正月 17日付、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

(嵩山房
す う ざ ん ぼ う

)宛書簡には旅中でも元気な様子を伝えている。 

「(略)私事
わたくしごと

も時候
じ こ う

故
ゆ え

、霜雪
そ う せ つ

に被閉
と ざ さ れ

、旅中
りょちゅう

も心にまかせ兼候
かねそうろう

。去
さ る

暮
く れ

は在体
あ り て い

故
ゆ え

、衣類
い る い

等
と う

手当
て あ て

行
ゆ

キ不申候而
もうさずそうらいて

、七十六の老人、布子
ぬ の こ

一ツにて寒中を過し申 候
もうしそうろう

。余
あまり

は御賢察可被下候
ごけんさつくださるべくそうろう

。

乍然
さりながら

未だ（腕を振りあげているコマ絵）は、ヨンヂリとも不 仕 候
つかまつらずそうろう

。益
ますます

出精
しゅっせい

仕候而
つかつりそうらいて

、愈
いよいよ

上手
じ ょ う ず

に相成度候
あいなりたくそうろう

。夫
そ れ

のみ楽
たのし

みまかりあり候
そうろう

以上
い じ ょ う

」（『葛飾北斎伝』ｐ148 ルビは筆者） 

【『唐詩選』の画料の残額を請求】 

★この頃の小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛書簡の終わりに「浦賀
う ら が

旅人
り ょ じ ん

」とある（『葛飾北斎伝』ｐ151）。 

「舌代
ぜ つ だ い

注 （略）唐詩選
と う し せ ん

注残丁
ざんちょう

三丁半
さんちょうはん

（筆者注：7 ページ）、差上申候
さしあげもうしそうろう

。毎度恐入候得共
ま い ど お そ れ い り そ う ら え ど も

、

画料
が り ょ う

四十二匁
もんめ

之内
の う ち

に●
不 明

、過借
か し ゃ く

壱
い ち

匁
もんめ

五分
ご ぶ

御引落
お ひ き お と

し被遊
あそばされ

、差引
さ し ひ き

四十匁
もんめ

五分
ご ぶ

、何卒
な に と ぞ

此者
こ の も の

へ御恩借
ご お ん し ゃ く

被成下候様
なりくだされそうろうよう

、偏
ひとえ

に奉 希 候
ねがいたてまつりそうろう

云々
う ん ぬ ん

。 

                           板下三丁半添
はんしたさんちょうはんそえる

 

浦賀
う ら が

旅人
り ょ じ ん

 

小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

 様                        画狂老人卍 三拝
さ ん は い

 

  御店
お み せ

衆中
しゅうちゅう

 様(以下略)」 

注)唐詩選：天保 7 年 9 月刊『唐詩選
と う し せ ん

七言
し ち ご ん

律
り つ

』を指すか。天保 4 年正月には『唐詩選
と う し せ ん

五言
ご ご ん

律
り つ

』が出ている。残りの三丁半の画稿を送り、画料四十二匁
もんめ

のうち、前借の一匁
もんめ

五分
ぶ

を差

し引いた四十匁
もんめ

五分
ぶ

を、自分は浦賀にいるので、使いの者へ渡してほしいというのである。 

※天保 5 年の 5 月と思われる小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛の書簡に浦賀と思われる「遠方」の文字がある

ので、あるいは天保 5年（1834）の夏にも浦賀にいたのかも知れない。 

浦賀行きについては、海外に絵を売り渡した罪から逃れるため、放蕩
ほ う と う

の孫の借金の取立

てなどの災厄から逃れるため、天保の飢饉による食糧不足から逃れるため等諸説あるも不

明。 

浦賀には、実父といわれる仏師川村
か わ む ら

市
い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

注の実弟川村八
か わ む ら は ち

右
え

衛門
も ん

が西浦賀
に し う ら が

の御用
ご よ う

廻船
か い せ ん

問屋
ど ん や

倉
く ら

田屋
た や

を引き継ぎ、倉
く ら

田屋
だ や

藤
と う

三郎
さ ぶ ろ う

と名乗っていたが、天保 5 年（1834）から 7 年

（1836）頃には他界し、三代藤
と う

三郎
さ ぶ ろ う

の時代となっていたという（由良哲次「北斎の父系と

母系」より。昭和 47 年『浮世絵芸術』35 号所収）。その倉
く ら

田屋
だ や

を頼った浦賀行きと思わ

れる。 
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注）川村市
か わ む ら い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

：実父ではなく、後妻ことの実家であるという考察もある。 

【旅先の旅住之場所は、したゝめ不申候】 

★天保7年（1836）1月17日の嵩山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）宛の書簡に「遠慮
え ん り ょ

の儀
ぎ

御座候間
ござそうろうあいだ

、旅先

の旅住之
り ょ じ ゅ う の

場所
ば し ょ

は、したゝめ不申候
もうさずそうろう

」と、思うところあって、旅先の住所は記載しないと告

げている（『葛飾北斎伝』ｐ150）。 

また、2月中旬の嵩山房
す う ざ ん ぼ う

や英
はなぶさ

（万
ま ん

笈堂
きゅうどう

）や角
か ど

丸屋
ま る や

（衆星閣
しゅうせいかく

）などに送った書簡には、彫

刻は江川留
え が わ と め

吉
き ち

脚注にするようにとの指示に続けて、終わりに「右や左リの書林様、アヽヽ

かなひませぬ、ゑかアきには何も後生
ご し ょ う

と、御ぼしめし」（『葛飾

北斎伝』ｐ144～145）と書いて、杖を突いた人物を描いている。

北斎の自画像といわれる。               「杖

を突いた自画像」 

脚注）江川留
え が わ と め

吉
き ち

：彫師。彫工の旧家江川八
え が わ は ち

左
ざ

衛門
え も ん

の系を引く名

手。号五常亭
ご じ ょ う て い

。北斎の絵本・挿絵本を多く手がける。 

★2 月中旬の小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛ての手紙には「前北斎事
さきのほくさいこと

画狂老人乞食
こ じ き

坊主
ぼ う ず

万
ま ん

字
じ

九拝
きゅうはい

印富士の形」の署名がある（『葛飾北斎伝ｐ

142）。 

※この頃の自画像として『葛飾北斎伝』では「書肆
し ょ し

嵩山房
す う ざ ん ぼ う

が、嘗
かつて

百人一首の画注を依頼せ

し時、翁 自
みずから

仮
か り

に篗
わ く

幷
ならび

に画
え

の下図を認めておくりたり。其
そ の

の図左の如し。これ翁が自画の

像にして、頭に覆ひたるは五
い つ

布
の

蒲団なるべし。前に置きたるは溲
し う

瓶
び ん

なり（割書：尿をそゝ

ぎ入るゝの器）、これまた翁が老ひて、猶赤貧なりし形状を想像するに足るものなり」と

して次の絵を掲載している。 

絵には「前北斎親父
お や じ

 此
こ の

篗
わ く

に曰くをつけて篗
わ く

せきと 老
お い

が疑惑は書肆
し ょ し

が迷惑」とある。 

「溲瓶を前にした自画像」 

「篗
わ く

とは、罫
け い

のわくなり、篗
わ く

せきとは、わくせくといふ意にて、

心せわしきことなり。大意は、此
こ

の罫
け い

の篗
わ く

が大きいか、少さきか

などゝ、曰
い わ

くをそへて、わくせくこゝろせわしく、此
こ

の老人が疑

ひまどふは、おのれはよけれど、書肆
し ょ し

が迷惑するなりといひ、最

初よりハキと慥
たしか

にきめて、御注文あらば、まどふまじきにといふ

意を含みて、よめるなり。罫
け い

のワク、曰
い わ

くのワク、篗
わ く

せきのワク、

疑惑
ぎ わ く

のワク、迷惑
め い わ く

のワク、ワクの字をかさねたるが、手際
て ぎ わ

なるべ

し」と解説している（ｐ209～211）。 

注）百人一首の画：上記の天保6年2月中旬の嵩山房
す う ざ ん ぼ う

他に宛てた書簡には「新百人一首中

本、娘へ御注文候
そうろう

が、少々立テ引（脚注：かけひき）も御座候間
ござそうろうあいだ

、新百人一首は、老人

認
みとめ

申し候
そうろう

（略）」（『葛飾北斎伝』ｐ146）とあり、新百人一首は、お栄ではなく自分が

引き受けるとしている。 

「按ずるに、此の新百人一首は、蓋
け だ

し彫刻せずして止みたるならん、過ぐる頃、書肆
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嵩山房
す う ざ ん ぼ う

に到り、此の書を問ふに、知らずといふ。よりて四方
し ほ う

の書
し ょ

賈
か

（筆者注：書籍店に同

じ）につき、百方穿鑿
せ ん さ く

すれども、今
い ま

猶
な お

詳
つまびらか

ならず」（同ｐ147）とある。 

 以上の自画像については山本陽子「葛飾北斎の肖像画における自己演出」（明星大学研

究紀要 人文学部第52号を参照した）。 

※荒井勉は「浦賀
う ら が

潜
せ ん

居
き ょ

というのは、物的な証拠がない飯島虚心の仮説である」としている

(『北斎の隠し絵』ｐ83)。 

★この頃、深川
ふ か が わ

万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

辺に住む。（『絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』序文による）。 

★正月、北渓
ほ っ け い

画『狂歌
き ょ う か

東関駅
と う か ん え き

路
ろ

鈴
す ず

』(文政 13年：1830)を『五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

北斎
ほ く さ い

道中画
ど う ち ゅ う が

譜
ふ

』と改

題して北斎の名で再版する。 

【百歳の頃は、画工の数にも入るつもり】 

★2月、北斎の書
し ょ

賈
か

嵩山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）その他への手紙。 

「老人いつも不替
か わ ら ず

、筆力
ひつりょく

日増
ひ ま し

に出 精 仕 候
しゅつせいつかまつりそうろう

、一百歳の頃は先
ま

ツ
ず

者
は

、画工
が こ う

之
の

数
か ず

にも入可
いりもうす

申
べ き

存念
ぞ ん ね ん

御座候
ご ざ そ う ろ う

」（『葛飾北斎伝』ｐ142） 

【投米会で糊口を凌ぐ】 

★この時の北斎は困窮のため「投
と う

米会
ま い か い

」注 1を企画したというエピソードを『葛飾北斎伝』

（ｐ163）が紹介している。 

「又露木
つ ゆ き

氏（露木
つ ゆ き

為一
い い つ

）の話に、北斎翁
お う

、天保
て ん ぽ う

飢饉
き き ん

の時にあたり、肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

を売りしが、

画帖
が ち ょ う

のみにては、三食
さんしょく

に供
きょう

するに足らずとて、絵
え

直
な お

し注2をなし、飯米
は ん ま い

を得
う

るの工夫を案出

せり。其
そ

の法は、絹本
け ん ぽ ん

紙本
し ほ ん

に拘
か か

はらず、絵
え

直
な お

しを請
こ

ふ者、先づ筆に墨をつけ、其
そ

の面に点

或
あるい

は線を引き、これに米
こ め

壱升
いっしょう

を添
そ

へて、翁
おきな

の許
も と

におくれば、翁
おきな

即
そ く

其
そ

の線或
あるい

は点をもとゝ

し、筆を添
そ

へて、種々
し ゅ じ ゅ

のものを画
え が

き与
あ た

ふるなり。これを投
と う

米会
ま い か い

といふ。請
こ

ふ者
も の

争
あらそ

ひ来
き た

り。

一日に米二三斗を得たることありしと」（ルビは筆者による） 

注 1）「投米会」の読み方は不明。仮に「とうまいかい」と呼ぶ。 

注 2）「絵直
え な お

し」は、無意味に施されている点や線を、工夫により形を成した絵に作り改

める遊び（鈴木重三による脚注による）。 

【『武者絵』の画料、金一両と銀四十二匁を受け取る】 

★天保 6年 5月 29日、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（嵩山房
す う ざ ん ふ さ

）宛書簡。 

「金壹
い ち

両と銀四拾貮
し じ ゅ う に

匁
もんめ

注 右者
み ぎ は

、武者絵本、初丁
しょちょう

より八丁
はっちょう

半（17 ページ）の画料として、

慥
た し

に受取仕候
うけとり仕りそうろう

、為念
ねんのため

此之如
か く の ご と く

に御座候
ご ざ そ う ろ う

、以上」（昭和 7 年、高見沢木版社出版所、井上和雄

『北斎』ｐ7）。 

※金壹
い ち

両と銀四拾貮
し じ ゅ う に

匁
もんめ

：1 両＝6,000 文（天保 13 年には１両＝6500 文になっている）×25

円＝15 万円（1 文 25 円で換算）。1 両＝銀 60 匁。1 匁＝15 万円÷60 匁＝約 2,500 円。銀

42匁＝2,500円×42匁＝約 105,000円。合計約 25万 5千円を受け取ったことになるが、相

場は一定していないのであくまで参考である。1ページ１万 5千円程度である。 
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●絵本『料理通
り ょ う り つ う

』(角書「江戸
え ど

流行
りゅうこう

」。四編。八百屋善四郎
や お や ぜ ん し ろ う

著。時年七十五前北斎為一他

画。北斎改為一筆ともある。泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

・永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版) 

※料亭八百
や お

善
ぜ ん

（現東京都台東区東浅草
ひがしあさくさ

1-8-12 辺）

の栗山善四郎
く り や ま ぜ ん し ろ う

による料理献立本。現在の八百善は

現在、神奈川県鎌倉市十二所
じ ゅ う に そ

32、明王院
みょうおういん

境内にあ

る。初編：文政 5 年（1822）、二編：文政 8 年

（1825）、三編：文政 12 年（1829）に続くもの。

「八百善増築の様子」など描く。谷文晁
たにぶんちょう

も描く。

落款の表記は「時年七十五」となっている。         

『料理通』八百前増築の様子（すみだ北斎美術館） 

●読本『絵本
え ほ ん

西遊
さ い ゆ う

全伝
ぜ ん で ん

』 (『絵本
え ほ ん

西遊記
さ い ゆ う き

』とも。三編。葛飾戴斗画。岳亭
が く て い

丘山
きゅうざん

〈岳亭
が く て い

春
は る

信
の ぶ

〉訳 河内屋
か わ ち や

太
た

助
す け

他版。早稲田大学図書館/野田市立図書館蔵) 

※奥付には「図画 葛飾戴斗 印戴斗」とある。初編は文化 3年（1806)刊。北斎は三編と

四編の挿絵を描いている。四編は天保 8年（1837）に完結。 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』三編後帙
こ う ち つ

（1 月か。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。英屋
はなぶさや

平
へ い

吉
き ち

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』四編前帙
ぜ ん ち つ

（五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。河内屋
か わ ち や

版） 

●絵本『画本
え ほ ん

千
せ ん

字
じ

文
も ん

』（12 月。墨摺。半紙本一冊。挿絵 44 図。葛飾前北斎為一画。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

・河内屋喜
か わ ち や き

兵衛
へ え

・天王寺屋
て ん の う じ や

市郎兵衛
い ち ろ べ い

合梓。22.4×15.5 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京学芸大学/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵）奥付に「天保六年乙
きのと

未
ひつじ

晩冬」とある。       

※『千
せ ん

字
じ

文
も ん

』の語句のいくつかに対応した挿

絵を描く。『千
せ ん

字
じ

文
も ん

』は南朝・梁
りょう

(502-549)の

武
ぶ

帝
て い

が、文官
ぶ ん か ん

・周興嗣
しゅうきょうし

に文章を作らせたもの

という。同じ漢字を使わずに、四文字の対句

（計 8文字）を 125句作っているので千字文と

いう。     『画本千字文』（国文学研究資料館） 

【天保飢饉を肉筆画帖等で乗り切る】 

※肉筆画帖を作り絵草紙屋で売らせて好評を博す。 

天保飢饉の折、版元休業に伴い北斎も貧窮し、肉筆画帖を多く描いて絵草紙屋の店先で

販売させて生計の足しにしたという。そのあたりの事情を飯島虚心は聞き書きの形で『葛

飾北斎伝』（ｐ162～164）に次のように記している。 

「（略）柴
し

文
ぶ ん

（筆者注：柴屋文七
し ば や ぶ ん し ち

）曰
い わ

く、天保七年注、諸国飢饉にして、人
じ ん

民
み ん

生
せ い

に安
やすん

ぜず。

江戸市中にても、餓
う

えて路上に倒るゝもの多し。故
ゆ え

をもて諸商売
しょしょうばい

は、 恰
あたかも

休業のありさま

にて、人々患難
か ん な ん

せるか
が

中にも、錦絵
に し き え

、画
え

草紙
ぞ う し

なと
ど

ハ、もと玩物
が ん ぶ つ

なれハ
ば

、誰ありて買ふ者な

けれハ
ば

、新刻の絵なと
ど

、発行する版元なし。 随
したがっ

て画工などの困窮は、殊
こ と

に 甚
はなはだ

しかりし。

https://tabelog.com/kanagawa/
https://tabelog.com/kanagawa/C14204/rstLst/
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此の時にあたりて、北斎 忽
たちまち

一計
い っ け い

を案出
あんしゅつ

し、唐紙
か ら か み

、奉書
ほ う し ょ

、半紙
は ん し

等、何紙
な に か み

を論ぜず、 堆
うずたか

く

机辺
つくえへん

に積みおき、日夜
に ち や

腕を揮
ふ る

つて、山水
さ ん す い

人物
じ ん ぶ つ

、花鳥
か ち ょ う

草木
そ う も く

等、筆にまかせて画
え が

き出
い

だし、こ

れを裱
ひょう

して（表装して）、画帖
が ち ょ う

となし、所々
し ょ し ょ

の画
え

草
ぞ う

紙屋
し や

の店に列
つ ら

ねたり。北斎の画
え

、既に

世に現はれたる頃なれハ
ば

、飢饉の中なれと
ど

も、さすか
が

に購
あがな

うものありて、北斎ハこれが為
た

めに、餓死
が し

を免
ま ぬ

かれたり。其
そ

の時の画帖
が ち ょ う

ハ、往々
お う お う

世に存
そ ん

せり。表題に、肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

とあり

(略)」 

注）「天保七年」の話としているが、この『肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

』を指すかどうかは不明。天保 6 年

（1835）の『富嶽
ふ が く

百景
ひゃくけい

』二編（西村屋
に し む ら や

祐蔵
ゆ う ぞ う

版）巻末広告に『絵本肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

』の名が見え、

また同 14 年（1843）の丁子屋
ち ょ う じ や

平
へ い

兵衛
べ え

の広告に「北斎卍
ほくさいまんじ

老人
ろ う じ ん

肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

」も見えるという

（2019『新北斎展図録』（p339）。 

また、文政 6 年(1823)の西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

の広告に「前北斎
さきのほくさい

先生
せ ん せ い

肉筆
に く ひ つ

画帖
が じ ょ う

」の名も見えるとい

う(2005『北斎展』図録ｐ362)。以上、刊行年は不明だが、天保の飢饉に際しての北斎の

アイデアではあった。 

●肉筆画『肉筆
に く ひ つ

画帖
が ち ょ う

』（この頃か。天保 6 年～15 年〈1835～44〉としている説あり。紙本

着色各一幅。10 図一帖。前北斎為一改画狂人卍
さきのほくさいいいつあらためがきょうろうじんまんじ

筆（〈桜花
お う か

と包
つ つ

み〉〈塩鮭
し お ざ け

と鼠
ねずみ

〉に落款が

あるもの、ないものがある）。印富士の形。全図、背景を省略している。各 25･6×36.1 

北斎館蔵） 

※『新北斎展図録』（ｐ339 2019 年）では、天保 14 年（1843）に丁子屋
ち ょ う じ や

平
へ い

兵衛
べ え

の広告に

「北斎卍老人肉筆画帖」とあるが、落款の様子から、天保 6 年（1835）の西村屋
に し む ら や

祐蔵
ゆ う ぞ う

の広

告に「肉筆画帖」の名が見えるのを、本画帖に該当すると推測している。 

※『2019年 永田生慈 北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録』(ｐ195)では次のように解説している。 

「（略）実際、本画帖と同一の題僉注 1［挿図］が貼られ、同じ図が収載された画帖が他に

も知られ、複数点制作されたことは間違いない。（略）なお全十図が完存する画帖は現在、

三例注 2が確認されている」 

注 1）『北斎翁 肉筆画帖』と書かれた題僉。 

注 2）三例：北斎館（長野県上高井郡
か み た か い ぐ ん

小布施町
お ぶ せ ま ち

大字
お お あ ざ

小布施
お ぶ せ

485）。津和野葛飾北斎美術館

（閉館。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝに寄託。島根県松江市袖師
そ で し

町
ちょう

1-5）。香
こ う

雪
せ つ

美術館

（兵庫県神戸市東灘区
ひ が し な だ く

御影
み か げ

郡家
ぐ ん げ

2 ｰ 12-1）の所蔵。 

※「福寿草
ふ く じ ゅ そ う

と扇面
せ ん め ん

」から描き始め「桜花
お う か

と包
つ つ

み」で描き終わったとされる（伊藤めぐみ

「肉筆画帖についてー制作の背景と研究上の諸問題」、『北斎肉筆画大成』所収。ｐ248

～256）。 

※以下の、動植物の説明は主に「デジタル大事典」による。 

☆〈福寿草
ふ く じ ゅ そ う

と扇
おおぎ

〉（「福寿草
ふ く じ ゅ そ う

と扇面
せ ん め ん

」とも） 

※画面いっぱいに広げられた扇には薄く富士山が描かれ、扇の要
かなめ

の手前には鉢
は ち

に植えられ

た 2 本の福寿草
ふ く じ ゅ そ う

と若松が植えられている。福寿草は、キンポウゲ科の多年草。北地に多く、
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高さ 10～20 センチ。早春、黄色い花を 1 個開き、

やがて茎が伸び、羽状に細かく切れ込む複葉を互生

する。盆栽にして正月の飾り物とする。根は強心薬

になる。           福寿草と扇（北斎館） 

☆〈鷹
た か

〉（「鷹匠
たかじょう

の鷹
た か

」とも） 

※赤い紐のついた金具のある止まり木（鷹架
た か ぼ こ

）に鋭

い目をした鷹

が左下方をにらんでいる。   

鷹（北斎館） 

☆〈雀
すずめ

とはさみ〉（22.8×49.2 島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※画面左上に中空の雀を描き、画面右下には赤い房

のついた握り

ばさみ（和ば

さみ）が置かれている。雀は鋏
はさみ

を見て驚いているよ

うに見える。舌切り雀のイメージ。雀は、スズメ目

ハタオリドリ科の鳥。人家周辺や農耕地にふつうに

みられ、全長 14 センチくらい。頭は茶色、ほおとの

どに黒い点がある。背は茶色に黒い斑点があり、腹

は灰白色。           雀とはさみ（北斎館） 

☆〈桜花
お う か

と包
つ つ

み〉（「杯
さかずき

と梨
な し

の花
は な

」「器
うつわ

と梨
な し

の花
は な

」とも） 

※画面の左側に可愛らしく葉をつけた桜花が品良く描かれ、その右側には、縁の赤い梅の

絵付けの椀を半透明の布で包んでいる図。この絵に

落款と印影がある。               

桜花と包み（北斎館） 

☆〈蛇
へ び

と小鳥
こ と り

〉 

※竹の釣り竿と思われる竹の棒に止まっている小鳥

を狙って、竿に巻き付いている蛇。山かがしと文鳥

と思われる。    

蛇と小鳥（北斎館） 

☆〈ほととぎすと虹
に じ

〉（「ほととぎす」とも） 

※画面左上から右下にかけて虹が描かれ、その下を

ホトトギスが飛んで、白い腹を見せている図。ほと

とぎすは、時鳥、子規、杜鵑とも表記する。カッコ

ウ科の鳥。全長 28 センチくらい。全体に灰色で、胸
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から腹に横班がある。アジア東部で繁殖し、冬は東

南アジアに渡る。日本には初夏に渡来。キョキョキ

ョと鋭く鳴き、「てっぺんかけたか」「ほぞんかけ

たか」「特許許可局」などと聞きなし、夜に鳴くこ

ともある。自分の巣をもたず、ウグイス・ミソサザ

イなどの巣に托卵する。    

ほととぎすと虹（北斎館） 

☆〈鰈
かれい

となでしこ〉 

※赤い撫子
な で し こ

の花と茎の上に裏表に置かれた二尾の鰈
かれい

の図。鰈は、カレイ目カレイ科の海水

魚の総称。体は楕円形で、側扁が著しい。頭部が右にねじれ、両眼が体の右側にあり、背

びれとしりびれが体に沿って長い。右眼側は砂泥に

似た褐色、無眼側は白色。海底に有眼側を上にして

横たわる。マガレイ・イシガレイ・マコガレイ・ム

シガレイなど。食用。撫子は、ナデシコ科の多年

草。三夜に自生し、高さ 50センチ。葉は線形で白色

を帯び、対生。夏から秋、淡紅色の花を開き、花び

らの先は細く裂けている。秋の七草の一。 

鰈となでしこ（北斎館） 

☆〈蛙
かえる

とゆきのした〉（「かわらと蛙
かえる

」「蛙
かえる

と瓦
かわら

」「ゆきのしたと蛙」とも） 

※円筒形の巴
ともえ

瓦
がわら

が置かれ、それを跨
ま た

ごうと片足を掛けた蛙の先にユキノシタが咲いている

図。ゆきのしたは「雪の下」と表記する。ユキノシタ科の多年草。湿った所に生える。全

体に毛があり、茎は紅紫色で地をはい、節から小苗を

出して増える。葉は多肉質の腎臓形で、長い柄があり、

裏面は暗赤色。夏、20～50 センチの花茎を伸ばし、白

い花をまばらにつける。花びらは 5 枚あり、下の 2 枚

が長い。葉を腫れ物の民間薬にし、食用にもする。 

蛙とゆきのした（北斎館） 

 

☆〈鮎
あ ゆ

と紅葉
も み じ

〉（「鮎
あ ゆ

」とも） 

※澄んだ水の中を三尾の鮎が泳ぎ、紅葉の葉が数枚水

面に漂っている図。鮎は、サケ目アユ科の淡水魚。全

長 20～30 センチ。体は細長く紡錘形で、脂びれをも

つ。背側は緑褐色、腹部は銀白色、胸びれ上方に黄金

色の斑紋がある。秋、川の中流域で産卵。稚魚は海へ

下って越冬し、春、川を上り、藻類を食べて成長す

る。夏に美味。          鮎と紅葉（北斎館） 



646 

 

☆〈塩
し お

鮭
ざ け

と鼠
ねずみ

〉 

※新巻鮭に白鼠を添えた図。新巻鮭と斯尊繁栄の象

徴の鼠は、正月を迎える目出度さを表す。この絵に

前北斎為一改画狂老人卍筆（印富士の形）の落款あ

り。 

塩鮭と鼠（北斎館） 

 

●絵本『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』二編(正月。半紙本一冊。墨摺。七十六齢前北斎為一改画狂老人卍

筆。印富士の形。剞厥
き け つ

（彫り）江川留
え が わ と め

吉
き ち

。西村
に し む ら

屋
や

祐
ゆ う

蔵
ぞ う

版。連梓：永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

、角
か ど

丸屋
ま る や

甚助
じ ん す け

、西村屋与八
に し む ら や よ は ち

。各約 22.6×15.7 山口県立萩美術館：浦上記念館/島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/静岡県立美術館/東京国立博物館/浦上

蒼穹堂/国立国会図書館/日本浮世絵博物館/オランダ国立民族学博物館/東洋文庫：岩崎ｺﾚ

ｸｼｮﾝ/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/静岡県立中央図書館蔵)  

※末尾の跋文に「七十六歳」と記されて初編跋文と同じ文が掲載されている。 

※以下の図版は山口県立萩美術館：浦上記念館作品検索システムより。 

☆〈扉
とびら

〉 

※「富嶽百景二編」成鄰堂
せ い り ん ど う

（西村屋
に し む ら や

祐蔵
ゆ う ぞ う

）の書き入れ。 

☆〈井戸浚
い ど さ ら え

の不二
ふ じ

〉 

※富士を背景に、滑車を使って綱を引き井戸

を浚
さ ら

って掃除する職人。富士の稜線と綱の線

が三角形の構図になっている。     

井戸浚の不二 

☆〈信州
しんしゅう

八ヶ嶽
や つ が た け

の不二
ふ じ

〉 

※舟の舳先
へ さ き

から網を打つ漁師と、舟を操る二

人の漁師の図。遠く八ヶ岳越しに小さな富士

が見える。網を打つ漁師のポーズは「冨嶽三十六景」の〈甲州
こうしゅう

石
か じ

班
か

澤
さ わ

〉の構図と似ている。

江仙彫刻。 

☆〈竹林
ち く り ん

の不二
ふ じ

〉 

※富士の左側の稜線に沿うように竹林が生え、

その間から富士が描かれる。江仙彫刻。        

竹林の不二 

☆〈堤
つつみ

越
ご し

の不二
ふ じ

〉 

※遠く土手の向こうに富士。その土手を馬を引

き連れた農夫が行く。手前の川に渡された細い

板橋を農婦が頭に桶
お け

を乗せ、手に鍬
く わ

を持って渡

っている江仙彫刻。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjl4buS_orZAhWBrJQKHbe3AcwQjRwIBw&url=http://www.site-andoh.com/sketchbook.html&psig=AOvVaw0NAWpgybv5Io99VwW3JHNW&ust=1517789893612048
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☆〈登
のぼり

龍
りゅう

の不二
ふ じ

〉 

※（「のぼりょう」と読むか）龍が富士の稜線

に沿うように登る図。龍の周りには渦巻のよう

な雲がもくもくと立ちのぼるように描かれる。

下書きのスケッチがある。江仙彫刻。 

                 登龍の不二 

☆〈容裔
う ね り

不二
ふ じ

〉 

※うねる波で水面の富士の形が歪んでいるのを

舟から見ている旅人の図。吉寅彫刻。 

☆〈紺屋
こ う や

町
ちょう

の不二
ふ じ

〉 

※紺屋
こ う や

の染めものが干されている間から見える富士の図。吉寅彫刻。 

☆〈盃中
はいちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※腰蓑をつけた漁師が酒を飲んでいて、その盃

の酒に映る富士を指差して笑っている図。漁師

の後ろには背負い籠が置かれ、なぜか中から鳥

の羽根がのぞいている。漁師は仙人を見立てた

ともいわれるがはたしてどうか。          

左・盃中の不二   右：紺屋町

の不二 

☆〈海上
かいじょう

の不二
ふ じ

〉 

※いわゆる「北斎の波」といわれる巻き波のし

ぶきが、そのまま千鳥の群れに繋がり、その先

に富士が描かれる。『冨嶽三十六景』〈神奈川

沖浪裏〉と比較されるが、人物は描かれない。

朝百彫刻。                   

海上の不二 

☆〈洲嵜
す さ き

の不二
ふ じ

〉 

※洲崎弁天と思われる瓦屋根の上から江戸湾を眺望する図。帆船が浮かび、鳥が羽ばたい

ている海の向こうに富士が描かれる。朝百彫刻。 

☆〈夢
ゆ め

の不二
ふ じ

〉 

※大書きした鷹の羽先に雪景色の富士が薄く描かれる。鷹の足元には茄子が小さく描かれ

る。いわゆる一富士二鷹三なすびのめでたい図。朝百彫刻。 

☆〈三
さ ん

白
ぱ く

の不二
ふ じ

〉 

※白鶴、白雪の富士、降り積もる雪の三種の白の風景。朝百彫刻。 

☆〈掛物
か け も の

の発端
ほ っ た ん

〉 

※障子をはずし、絵のような富士を旅人に見せる主人。この風景から壁にかかっている掛
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軸ができたことを示している。 

左：掛物の発端 右：三白の不二 

☆〈松
ま つ

越
こ し

の不二
ふ じ

〉 

※高く伸びた日本の松の木の間から富士が描か

れている。梅林彫刻。 

☆〈不二
ふ じ

の室
む ろ

〉 

※富士そのものを描かず、山中の岩室
い わ む ろ

で休む登

山者たちを描く。「冨嶽三十六景」の〈諸人
も ろ び と

登山
と ざ ん

〉と同趣の画。 

☆〈寫
し ゃ

真
し ん

の不二
ふ じ

〉 

※遊山
ゆ さ ん

しながら、二本の筆を持って富士の姿を写生する絵師。富士の左側の稜線の角度に

沿うように生えている松の木越しに、富士を見ている絵師は北斎自身と見る説もある一方、

貧窮の北斎が供を三人連れた遊山など出来ない

との見方もある。 

図の右には、杭の上に白鷺が一羽とまってい

る。傍らでは酒の徳利を温めるため扇子で火を

起している男、敷物などを入れた荷箱から画紙

を出している男。食べ物をいれた箱の風呂敷を

解いている男などがいる。和助彫刻。 

                寫真の不二 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある（18.0×25.1）。   

☆〈七
し ち

橋
きょう

一覧
い ち ら ん

の不二
ふ じ

〉 

※前面の太鼓橋の橋桁の間から、遠景の橋も含めて六つの橋と富士が描かれる。手前の大

きな太鼓橋、そのしたの橋、図右の杖を突いた男が渡る橋、富士の両側の二つの橋、その

手前の土手に架かる屋根形の橋、七つ目は図左の釣り人の背後にある二本の丸太とされる。

古雪彫刻。 

☆〈大石寺
た い せ き じ

の山中
さんちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※大石寺の山中の奇岩のある道を行く旅人たち。岩の向こうに富士。大石寺は静岡県

富士宮市
ふ じ の み や し

上条
かみじょう

にある寺。古雪彫刻。 

☆〈嶋田
し ま だ

か
が

鼻
は な

夕陽
ゆ う ひ

不二
ふ じ

〉 

※多くの杭が突き立てられた護岸で、釣りをする人や往来する人が描かれる。 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある（18.2×25.4）。梅林彫刻。 

☆〈不二
ふ じ

の麓
ふもと

〉 

※籠を背にしたり、天秤棒で籠を担ぐ農夫や農婦たちが富士の麓を歩いて行く。富士の全

景は描かれない。梅林彫刻。 

☆〈夕立
ゆ う だ ち

の不二
ふ じ

〉 

※雪化粧の富士の裾野の村に夕立が襲い、雷が光る。「冨嶽三十六景」の〈山下白雨〉の
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雷の線と同様の描きかた。 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある（18.3 

×24.）。和助彫刻。        夕立の不二 

☆〈遠江
とうとうみ

山中
さんちゅう

の不二
ふ じ

〉 

※山中の斜めに突き出した巨木に縄をかけ、斧
お の

で切り取ろうとしている三人の樵
きこり

。一人は太い

枝に足をからませ、逆さになって斧
お の

を振るう。

木の斜めの線と逆さの男の線が三角形となり、その間から三角形の富士が描かれる。アム

ステルダム国立美術館蔵。和助彫刻。 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある（18.4×25.1）。 

☆〈筧
かけい

の不二
ふ じ

〉 

※山に架けられた筧から瀧のように落下する水を眺めながら往来する旅人や農婦たちが描

かれる。古雪彫刻。 

☆〈月下
げ っ か

の不二
ふ じ

〉 

※遠く月下で砧
きぬた

を打つ婦人たち。近くでは野犬が

遠吠えをしている。但し、『画本彩色通・二編』

に描かれた狼と同じなので、この図は狼とする見

方もある。遠く夕暮れの富士の上に月が出てい

る。江仙彫刻。           月下の不二 

☆〈雪
ゆ き

の且
あした

の不二
ふ じ

〉 

※「且」は「旦」の誤り。雪の朝、降り積もった雪を掻き、富士山のように積み上げられ

た雪山に二匹の犬が足跡をつけながらのぼっている。吉寅彫刻。 

☆〈文邉
ぶ ん へ ん

の不二
ふ じ

〉 

※座りながら頬
ほ お

杖
づ え

をついて何かを思う貴人。背景に白富士。貴人の前には静かな浦が描か

れているので、山部赤人
や ま べ の あ か ひ と

の「田子
た ご

の浦
う ら

にうち出
い

でて見
み

れば白妙
し ろ た え

の富士
ふ じ

の高嶺
た か ね

に雪
ゆ き

は降
ふ

りつ

つ」を念頭にした絵であろう。「文邊」とは、文人の趣
おもむき

程度の意か。吉寅彫刻。 

※下絵（画稿）がギメ東洋美術館にある(18.7×25.3)。 

☆〈武邊
ぶ へ ん

の不二
ふ じ

〉 

※「富士の巻狩｣（文化 3年：1808）に描かれた仁田四郎
に っ た し ろ う

の猪退治の図と同趣の画。猪にの

しかかり匕首
あ い く ち

を振りかざしている四郎の背後に富士が描かれる。「武邊」とは、武人の

趣
おもむき

程度の意か。江仙彫刻。 

☆〈刻
きざみ

不二
ふ じ

〉 

※竹
た け

格子
ご う し

に刻まれた富士を描く。白丸印の饅頭
まんじゅう

笠
か さ

の士卒
し そ つ

たちが駕篭に入れた米をそのまま

大釜に入れようとしている。その他の男も兵糧
ひょうろう

の準備をしているが、もう一人は、何もせ

ず蹲っている。あるいは「刻
こ く

」と読んで、一定の時刻に、という意味か。江仙彫刻。 

☆〈窻中
そうちゅう

の不二
ふ じ

〉 
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※読書に疲れた男が文机の前で大あくびをして

いる。その前の丸窓からは群れ飛ぶ雁
か り

と富士が

見える。両手を大きく上げて背伸びするために

両手を大きく上げた形は、さながら円窓の形の

よう。         左：窻中の不二 右：刻不二 

☆〈谷間
た に ま

の不二
ふ じ

〉 

※岩間から流れる水を柄杓
ひ し ゃ く

で汲む男と、柴を担

いで休む男の図。岩の線と富士の右稜線が釣り合っている。江仙彫刻。 

【富嶽百景三編以後、主に肉筆画に傾注】 

●絵本『富嶽
ふ が く

百景
ひゃっけい

』三編（半紙本一冊。刊行年不明。二編と同時期か。無款。明治 8 年版

あり。江戸西村
に し む ら

祐
ゆ う

蔵
ぞ う

の経営不振により売却され、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版となった。各約 22.6×

15.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/国立国会図書館/山口県立萩美術

館：浦上記念館/浦上蒼穹堂/アムステルダム国立美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼ

ｮﾝ蔵） 

※この作以降、ほとんど錦絵を描かずに浮世絵から離れる。和漢の故事や古典、花鳥や宗

教的な画題で、主に肉筆画に傾注する。 

※以下の図版は山口県立萩美術館：浦上記念館作品検索システムより。 

※全図、江仙（江川仙太郎）の彫刻。 

☆〈赤澤
あ か ざ わ

の不二
ふ じ

〉 

※富士の裾野
す そ の

の赤澤山
あ か ざ わ や ま

（静岡県
し ず お か け ん

伊東市
い と う し

南部の海沿いの山）で、源頼
みなもとより

朝
と も

が行った相撲で、

河津
か わ づ

三郎
さ ぶ ろ う

祐安
す け や す

と脵
ま た

野
の

五
ご

郎
ろ う

國
く に

久
ひ さ

の取り組みを描く。『曽我
そ が

物語
ものがたり

』では、この取り組みで脵
ま た

野
の

が負けたのを怨んだという話になる。富士は描かれない。 

☆〈男體山
な ん た い さ ん

行者
ぎょうじゃ

越
ご し

の松
ま つ

・野州
や し ゅ う

遠景
え ん け い

の不二
ふ じ

〉 

※男体山
な ん た い さ ん

は、栃木県日光
に っ こ う

にある山。老松が橋の

ようにかかっていて、雪を被ったその上を渡る

数人の行者を描く。松の橋の下の間から富士が

見える。    

左：野州遠景の不二  右：男體山行者越の松 

☆〈深雪
み ゆ き

の不二
ふ じ

〉 

※富士の裾野
す そ の

の街道に雪が降り注ぎ、足跡をつけながら行く旅人たち。馬の腹がけには

「 魁
さきがけ

」の文字が染め抜かれている。 

☆〈貴家
き か

別荘
べ っ そ う

砂村
す な む ら

の不二
ふ じ

〉 

※舟の前半分を切って屋根のようにした祠
ほこら

の側で、三人の男が釣りをしている図。舳先
へ さ き

に

「水中
すいちゅう

出現
しゅつげん

不動明王
ふ ど う み ょ う お う

」と書かれた木札が掛けてある。その下に木像らしきものが見える。

左奥に富士が描かれる。砂村は現在の東京都江東区砂町（北砂、東砂、南砂の町名がある）

辺の一帯。貴家別荘は、貴人の別荘の意。 
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☆〈市中
し ち ゅ う

の不二
ふ じ

〉 

※火の見櫓
やぐら

に天を突くように建てられた梯子
は し ご

の先に半鐘
はんしょう

がある。その先に梯子を横切るよ

うに凧
た こ

糸
い と

が描かれ、さらにその先に富士が描かれる。 

☆〈曇天
ど ん て ん

の不二
ふ じ

〉 

※道祖神
ど う そ じ ん

の石碑のある道端で、荷物を点検整理をする旅人と、それを立って見ている合羽
か っ ぱ

姿の旅人。富士は全体を雲で山形に覆われ、その姿を現していない。 

☆〈来朝
らいちょう

の不二
ふ じ

〉 

※朝鮮使節が江戸参府の途中、富士の威容を全

員で見ている図。          来朝の不二 

☆〈暁
あかつき

の不二
ふ じ

〉 

※明け方の富士を背景に、道を急ぐ飛脚を描

く。 

☆〈跨
ま た

キ
ぎ

不二
ふ じ

〉 

※桶
お け

に乗って大槌
お お づ ち

を振りあげる桶
お け

職人の股
ま た

の間

から富士が覗かれる。桶に乗る職人の図は、森治版短冊シリーズ（天保 1 年～5 年）でも

「桶屋
お け や

」として描かれる。 

☆〈水道橋
す い ど う ば し

の不二
ふ じ

〉 

※水道橋を流れる神田川に、薪
たきぎ

を積んだ舟が行く先に富士が見える。 

☆〈羅
ら

に隔
へだた

るの不二
ふ じ

〉 

※蜘蛛
く も

の巣に紅葉がかかり、巣の中央に蜘蛛
く も

がい

る。その蜘蛛
く も

の巣を透かして富士の姿。「羅
ら

」

は、網目のような巣の意味で用いている。蜘蛛の

背後の大きな円は腹部とも、巣の中心のこしきと

呼ばれる部分ともいわれる。 

        左：羅に隔るの不二 右：水道橋の不二  

☆〈兀良哈
オ ラ ン カ イ

の不二
ふ じ

〉 

※朝鮮のオランカイから見た富士。朝鮮風の衣服をつけた女性と天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

を担ぐ男性が遠く

の富士を眺めている。 

☆〈阿須
あ す

見
み

村
む ら

の不二
ふ じ

〉 

※明日
あ す

見
み

湖畔の小
こ

明見
あ す み

村
む ら

（現山梨県富士吉田
ふ じ よ し だ

市明
あ す

見
み

）の風景といわれ、茅葺
か や ぶ き

の独特な形を

した屋根が並び、その間から小さく富士が見える。富士吉田は吉田口登山道の入り口。 

☆〈隅田
す み だ

の不二
ふ じ

〉 

※隅田堤（現墨田区
す み だ く

堤
つつみ

通
ど お

り辺り）は隅田
す み だ

川
が わ

添いの堤
つつみ

で、桜の名所で賑わった。その賑わい

を描く。桜花の向こうに春の富士が見える。 

☆〈八堺廻
やさかいめぐり

の不二
ふ じ

〉 

※お鉢
は ち

巡
め ぐ

りとも呼ばれ、富士の火口を巡る人々を描く。富士の山容は描かれない。 
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☆〈風情面
ふ ぜ い お も

白
し ろ

キ
き

不二
ふ じ

〉 

※寺の門前で毛
け

毬
ま り

に興ずる僧侶、それを面白がる二人の男は富士に関心を示さない。毛
け

毬
ま り

が上に蹴られて、富士の山頂に乗っているように見える。 

☆〈甲斐
か い

の不二濃男
ふ じ の う お と こ

〉 

※富士の雪が解け、山肌が男の姿に見えるようになると、それを「農男
のうおとこ

」と呼んで農作業

を始める合図とした。農男
のうおとこ

が現れると豊作の吉兆としたという。農作業をする農夫の向こ

うに男が立っているように見える山肌の富士が描かれる。 

☆〈稲毛領
い な げ り ょ う

夏
な つ

の不二
ふ じ

〉 

※川の両側で布を晒
さ ら

す作業をする人々。手前の土堤では食事をする人々が描かれる。

稲毛領
い な げ り ょ う

は神奈川県にあったという。霞の向こうに富士が見える。 

☆〈鳥越
と り ご え

の不二
ふ じ

〉 

※江戸鳥越
と り ご え

（台東区
た い と う く

浅草
あ さ く さ

橋
ば し

3 丁目。近くに鳥越
と り ご え

神社
じ ん じ ゃ

がある）にあった渾天
こ ん て ん

儀
ぎ

（天体の位置

観測器）を供えた領歴所
りょうれきしょ

（浅草天
あ さ く さ て ん

文台
も ん だ い

）から富士を見る図。  

☆〈瀧
た き

越
ご し

の不二
ふ じ

〉 

※右側一面に流れ落ちる滝の脇を行く農家の男

女。男は背負った荷物に赤子を乗せている。遠

く牛を引く男の背後に富士が描かれる。            

左：瀧越の不二 右：鳥越の不二 

☆〈村
む ら

堺
ざかい

の不二
ふ じ

〉 

※村の境界に注連縄
し め な わ

を木に渡して張り魔よけと

している。その下を往来する人々。注連縄
し め な わ

が逆

三角形に下げられた構図に、富士の頂上の三角形が対称的に描かれる。 

☆〈青山
あ お や ま

の不二
ふ じ

〉 

※傘職人が画面いっぱいに傘を開いて並べ、その間から富士が見える。傘に「富岳百景」

「書肆
し ょ し

」の文字が記されている。 

☆〈網
あ み

裏
う ら

の不二
ふ じ

〉 

※漁師が力いっぱい引き上げた四手網
よ つ で あ み

を透かし

て薄く富士が描かれる。四手網は、網の上に魚

をおびき寄せて引き上げる漁法。佃島は白魚の

四手網漁が盛ん。 

☆〈橋下
は し し た

の不二
ふ じ

〉 

※巨木が橋桁
は し げ た

になっている橋の下から富士が望

まれる。この構図は北斎がよく用いる画趣。        

左：橋下の不二 右：網裏の不二 

☆〈足代
あ し し ろ

の不二
ふ じ

〉 

※壁塗りのために組んだ足代（足場）にいる職人に、下から塗り土を差しだす職人を描く。
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足組みの向こうに富士が見える。 

☆〈村雨
む ら さ め

の不二
ふ じ

〉 

※激しく降る雨の中、蓑
み の

笠
か さ

の人々が行く。垂直に激しく降る雨の向こうに霞む富士。さし

ている傘に「三編」の文字がある。 

☆〈狼煙
ろ う え ん

の不二
ふ じ

〉 

※遠く富士の上空に狼煙
ろ う え ん

(のろし）がたなびいている。手前の浜辺では打ち上げた舟の脇で

焚火
た き び

をしている漁師たち。護岸
ご が ん

の上には茅葺
か や ぶ き

屋根
や ね

の家が立ち並ぶ。 

☆〈福
ふ く

禄
ろ く

壽
じ ゅ

〉 

※空飛ぶ三羽の蝙蝠
こ う も り

の「蝠」（フ）は福を、手前の鹿（ロク）が「禄
ろ く

」を、遠くの富士が

不死で「寿
じ ゅ

」を表しているという。「不二」の字がない図。 

☆〈大井川
お お い が わ

桶
お け

越
ご し

の不二
ふ じ

〉 

※大井川を大きな桶
お け

舟
ぶ ね

で渡る人々。川向こうの木の陰に富士。 

☆〈見切
み き り

の不二
ふ じ

〉 

※障子張りのためにはずした障子の桟
さ ん

に四角く区切られた富士が描かれる。船宿の看板に

は「やねふね にたり（荷足）ちよきふね つりふね」とある。「先客
せんきゃく

萬来
ば ん ら い

 ふじや」と

箱看板に描いている職人は、紙の余白がたりないため、「や」の字の縦線が書ききれない

（見切れない）様子。 

☆〈武蔵野
む さ し の

の不二
ふ じ

〉 

※薄
すすき

が生い茂る野の先に、月を抱いた富士が描かれ、武蔵野の風情がかもし出される。 

☆〈茅
ち

の輪
わ

の不二
ふ じ

〉※茅
ち

の輪
わ

くぐりは、六月晦日に行なわれ、茅で作った輪を潜って厄払

いをする習慣。鳥居に吊るした大きな茅の輪の間から富士を描く。 

☆〈不斗
ふ と

見
み

不二
ふ じ

〉 

※供連れの武士が、土塀の崩れた空間から、ふと富士を見ている図。 

☆〈山氣
さ ん き

ふかく形
かたち

を崩
くずす

の不二
ふ じ

〉 

※山中の気流が富士を取り巻き、あたかも富士が崩れるように切れ切れに見える。手前で

は猟師と鍬
く わ

を持つ農夫が煙管
き せ る

の火を分け合っている。 

☆〈郭公
か っ こ う

の不二
ふ じ

〉 

※扇を持ちながら縁台に座り、富士を背景に空飛ぶ郭公
か っ こ う

の姿と声を楽しむ男の図。郭公は

飛びながら泣くことはないので、図中の鳥は郭公ではなく、描かれていない郭公に耳を傾

けているとされる。〈寫真の不二〉に描かれた男と同一なので北斎の姿とされる。 

☆〈羅漢寺
ら か ん じ

の不二
ふ じ

〉 

※寺塔
じ と う

の先端の向こうに富士を見る。塔に向かって飛んでくる鶴の群れ。「羅漢寺
ら か ん じ

」は、

「冨嶽三十六景」でも描かれている。 

☆〈千束
せ ん ぞ く

の不二
ふ じ

〉 

※洗足
せ ん ぞ く

池
い け

（現東京都目黒区南千束
せ ん ぞ く

）から見た富士といわれる。池のほとりを天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

で荷物

を担ぐ男、しゃがみ込んで休む女旅人、先を急ぐ饅頭
まんじゅう

笠
が さ

の旅人。富士の手前に富士形の物
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が三つ並んでいる。  

左：千束の不二 右：羅漢寺の不二 

☆〈ふし〈山冠に俊のイが木）穴
あ な

の不二
ふ じ

〉 

※朝の掃除の際、閉めていた雨戸の割れ穴か

ら、富士が障子に逆さに映っている。その富士

の影に驚いている男たち。 

☆〈海
か い

濱
ひ ん

の不二
ふ じ

〉 

※半円の形で海に突き出す奇岩の間から見える

富士。      左：海濱の不二 右：ふし穴の不二 

☆〈蛇追
じ ゃ お い

沼
ぬ ま

の不二
ふ じ

〉 

※沼に富士が逆さに映っている。この画趣は

「冨嶽三十六景」の〈甲州三坂水面〉や『北斎

漫画』13 編にも描かれている。逆さ富士の位置

が富士と大きくずれている。この沼の所在地は

不明。 

☆〈大尾
た い び

一筆
い っ ぴ つ

の不二
ふ じ

〉 

※最終の富士。墨画風に描かれ黒雲が下にかか

っている。           大尾一筆の不二 

●絵手本『おと
ど

り独稽古
ひ と り け い こ

』（夏。一冊。葛飾北

斎画編。藤間
ふ じ ま

新三郎
し ん さ ぶ ろ う

補正。大島屋伝
お お し ま や で ん

右
え

衛門
も ん

版。

すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※文化 12年（1815）『踊
おどり

独稽古
ひ と り げ い こ

』の改
か い

彫
ちょう

版。奥

付に「葛飾北斎画編 藤間
ふ じ ま

新三郎
し ん ざ ぶ ろ う

補正 文化十二年歳次乙
かのと

亥
い

夏発市 後編嗣刻
し こ く

 天保六乙
きのと

未
ひつじ

年夏月 求版 京橋
きょうばし

弥
や

左
ざ

エ門
え も ん

町
ちょう

大島屋
お お し ま や

伝右
で ん

衛門
え も ん

」とある。 

●絵手本『万職図考
ば ん し ょ く ず こ う

』二編・三編（葛飾戴斗先生画。河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

版。国立国会図書館蔵） 

※染色・根付け・煙管その他の職人のためのデザイン集。初編は文政 10年（1827）刊。四

編・五編は没後の嘉永 3年（1849）刊。 

●団扇絵『勝景奇覧
し ょ う け い き ら ん

』（この頃か。天保 6 年～15 年〈1835～44〉と幅を持たせた見方もあ

る。前北斎卍筆。団扇絵着色揃物。藍摺の画と錦絵の画とに分れる） 

☆〈木曽摺
き そ す り

針
は り

峠
とうげ

〉（藍摺。四角の中に団扇形に描かれる。23.3×30.0 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/日本浮世絵博物館蔵） 

※ベロ藍の濃淡で風景を描く。眼前に琵琶湖が広がる峠道を往来する人々。石垣の上に建

つ茶店に向かう人々。摺
す り

鉢
ば り

峠は、木曽街道の滋賀県彦根市
ひ こ ね し

中山町
なかやまちょう

にある峠。『千絵の海』

〈木曽摺針峠〉図と同じ構図。 

校合摺あり（17.9×24.5 渡辺庄三郎『版下画帖』より） 
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木曽摺針峠（太田記念美術館） 

☆〈甲州
こうしゅう

身
み

延川
の ぶ が わ

〉（錦絵。後摺の藍摺物もあるという。

22.5×30.1 すみだ北斎美術館/東京国立博物館/日本浮

世絵博物館/ホノルル美術館蔵） 

※突き出した岩に立って投網をする人々。その背後で膝

まで水に入って漁っている二人。身
み

延山
の ぶ さ ん

を背景に川を行

く漁舟。 

☆〈甲州
こうしゅう

湯村
ゆ む ら

〉（藍摺。東京国立博物館/ホノルル美術館蔵） 

※四角の紙の中に扇面に描く。並ぶ旅宿の入り口に向かう旅人たち。宿の中には先客が数

人いる。 

☆〈上
じょう

列
マ マ

（州
しゅう

）榛名
は る な

山
さ ん

〉（藍摺。23.1×30.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎

美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/ホノルル美術館蔵） 

※四角の紙の中に扇面に描く。山道で遥か彼方の榛名山を眺める男女の旅人たち。 

☆〈上
じょう

列
マ マ

（州
しゅう

）妙
みょう

義山
ぎ さ ん

〉（上部の空が藍摺の錦絵。26.4×30.9。すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀ

ｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館/立命館大学図書館蔵。国立国会図書館には藍摺りの後摺が

ある） 

※四角の紙の中に扇面に描く。妙義
み ょ う ぎ

神社の鳥居と寺社を眼下にして、妙義山
み ょ う ぎ さ ん

の山頂まで登

る旅人たち。前方にも針のように聳
そ び

える山々が描かれ

る。当初は団扇形の下部のくりぬかれた部分に妙義神社

が描かれていたが、団扇絵に合うように構図を整え直し

ているので、当初から団扇絵として作画されたかどうか

疑問が残るとする見方がある（『2005 北斎展図録』ｐ

362） 

校合摺あり（渡辺庄三郎『版下画帖』より）。 

上列（州）妙義山（プーシキン美術館） 

☆〈信列
マ マ

（州）陬防
す わ

（ﾏﾏ）湖〉（錦絵。ホノルル美術館蔵） 

☆〈相州
そうしゅう

袖ヶ浦
そ で が う ら

〉（錦絵。横長図。23.7×30.4 千葉市

美術館/ホノルル美術館/プーシキン美術館蔵） 

※海岸にそそり立つ岩山に雪を被った松が伸びている。

その下の砂浜を行く旅人と、駕篭かきたち。崖下の道を

行く旅人たちの先には雪屋根の家並みが続く。 

相州袖ヶ浦（プーシキン美術館） 

☆〈房州
ぼうしゅう

鋸山
のこぎりやま

〉（藍摺。27.0×32.8 すみだ北斎美術

館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

校合摺あり（17.8×24.6 渡辺庄三郎『版下画帖』より）。 
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●錦絵『百人一首
ひゃくにんいっしゅ

うはがゑとき』(この頃か。「乳母
う ば

が絵解
え と

き」など数種の表記あり。

乳母
う ば

が子どもに百人一首
ひゃくにんいっしゅ

を読み聞かせるという構想で作画したもの。北斎最後の大錦絵
お お に し き え

の

揃
そろい

物
も の

。横大判。ベロ藍)。 

※前北斎卍（「柿の本人麿」のみ無落款。「猿丸太夫」の落款は「前北斎」で卍無）。

西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

(永寿堂
え い じ ゅ ど う

)から出版されたが、天保中期に経営不振となり、板木
は ん ぎ

とも伊勢谷三
い せ や さ ん

次郎
じ ろ う

(榮樹堂
え い じ ゅ ど う

：永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

をもじったもの)に譲って続刊されたものの結局断念された。 

27首だが 64図の版下絵(2005『北斎展図録』ｐ360 による)を合わせると 91図以上。100

首の構想があったか。作者の意欲とは裏腹に不評であまり売れなかったのは、各歌人の歌

意と画の内容が合わないものが多かったためという説もある。 

版下絵〈従
じ ゅ

二位家
に い い え

隆
た か

〉の画中に「九戊
つちのえ

戌
い ぬ

年朱
し ゅ

明
め い

」（天保 9年夏）とあり、その年（79歳）

まで版下絵を描いていたことが分るという（『北斎の肉筆画』ｐ151 青幻舎）。 

※（1、2，3、6，8，西村屋与八
に し む ら や よ は ち

（永寿堂
え い じ ゅ ど う

）版。4，5，7，9～27伊勢屋三次郎
い せ や さ ん じ ろ う

（栄樹堂
え い じ ゅ ど う

）

版） 

【表題の表記の異同・『百人一首
ひゃくにんいっしゅ

うはがゑとき』】 

※表記については、「恵」を、そのまま「恵」と表記する図録や、「ゑ」と表記する図録

もある。たとえば「宇波
う ば

かゑと起〈春
は る

道列樹
み ち の つ ら き

〉」とあったり、「「宇波
う ば

か恵
え

と起
き

〈春
は る

道列樹
み ち の つ ら き

〉」と表記されている。漢字の崩し字を漢字のままとするか、ひらがなとするかで、

研究者に判断によって異なることを念頭に入れたい。また、画題の前の数字は筆者による。 

☆１「うはかゑとき〈天智
て ん ち

天皇
て ん の う

〉」（24.0×35.6 蔵） 

「秋
あ き

の田
た

のかりほの庵
い ほ

の苫
と ま

をあらみ わが衣手
こ ろ も で

は露
つ ゆ

に濡
ぬ

れつつ」 

※菅
す げ

や茅
か や

を組んだ苫
と ま

を背や肩にした農夫たちが、田の道を行く秋の風景を描く。 

☆２「うはかゑと起〈持
じ

統
と う

天皇
て ん の う

〉」（蔵）  

「春
は る

すぎて夏
な つ

来
き

にけらし白妙
し ろ た え

の 衣
ころも

ほすてふ天
あ ま

の香
か

具山
ぐ や ま

」 

※川で晒
さ ら

した白い布を棒に架けて二人で担いで行く先には、小高い山が見える。手前の川

を徒歩で渡る旅人たち。 

☆３「乳母かゑと起〈柿
か き

の本人磨
もとのひとまろ

〉」（26.2×37.7 無落款 日本浮世絵博物館/町田市

立国際版画美術館/ホノルル美術館/大英博物館/東京国

立博物館蔵〉  

「あしびきの山鳥
や ま ど り

の尾
を

のしだり尾
を

の ながながし夜
よ

を

ひとりかも寝
ね

む」 

※焚火
た き び

の煙が立ちのぼる入り江で地曳網
じ び き あ み

を牽
ひ

く漁師た

ちを描く。 「乳母かゑと起」柿の本人磨（日本浮世絵博物館） 

☆４「宇波か恵とき〈山邊赤人
や ま べ の あ か ひ と

〉」（26.0×38.0 国立国会図書館/日本浮世絵博物館/ホ

ノルル美術館/ミネアポリス美術館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「田子
た ご

の浦
う ら

にうち出
い

でて見
み

れば白妙
し ろ た え

の 富士
ふ じ

の高嶺
た か ね

に雪
ゆ き

はふりつつ」 

※田子の浦際
ぎ わ

の山道を往来する駕篭
か ご

や旅人。遠くに雪化粧の富士山を描く。  



657 

 

☆５「乳母かゑとき〈猿丸
さ る ま る

太夫
た ゆ う

〉」（25.2×36.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北

斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/ギメ美術館/ホノルル美術館/町田市立国

際版画美術館蔵）  

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物島根

県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/ギメ美

術館/ホノルル美術館/町田市立国際版画美術館館/ギメ美術館/ホノルル美術館/町田市立

国際版画島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵

博物館/ギメ美術館/ホノルル美術館/町田市立国際版

画美術館美術館「奥山
お く や ま

に紅葉
も み じ

踏
ふ

み分
わ

け鳴
な

く鹿
し か

の 声
こ え

聞
き

く時
と き

ぞ秋
あ き

は悲
か な

しき」 

※秋の山里で働く農婦たちが、熊手
く ま で

を持ち、籠
か ご

を背

負って、列をなして手前の坂を下って帰って行く。

画面左方の二人の女が指さす先の山の上には、紅葉

の木の下に番
つがい

の鹿が小さく描かれる。 

「乳母かゑとき」猿丸太夫（日本浮世絵博物館） 

☆６「乳母か絵説〈中納言
ち ゅ う な ご ん

家持
や か も ち

〉」（25.8×37.7 町田市立国際版画美術館/山口県立萩

美術館・ﾁｺﾁﾝｺﾚｸｼｮﾝ/ホノルル美術館/日本浮世絵博物館蔵） 

「 鵲
かささぎ

の渡
わ た

せる橋
は し

に置
お

く霜
し も

の 白
し ろ

きを見
み

れば夜
よ

ぞ更
ふ

けにける」 

※かささぎが三羽浮かぶ海には、唐人
と う じ ん

船
ぶ ね

が浮かんでいる夕景。岸辺の山間には民家の屋根

が見える。 

☆７「宇波かゑと起〈安倍仲磨
あ べ の な か ま ろ

〉」（25.2×37.4 町田市立国際版画美術館/日本浮世絵

博物館/ホノルル美術館/すみだ北斎美術館蔵） 

「天
あ ま

の原
は ら

ふりさけ見
み

れば春日
か す が

なる三笠
み か さ

の山
や ま

に出
い

でし月
つ き

かも」  

※長安
ちょうあん

の山の上から水面に映る月を眺めている。仲
な か

麿
ま ろ

の足元には膝
ひ ざ

まづいて仲
な か

麿
ま ろ

を拝
は い

して

いる二人の従者。手前には風でちぎれた軍旗がたなびく。 

☆８「うはかゑと幾〈小
お

野
の

の小
こ

町
ま ち

〉」（25.1×37.1 日本浮世絵博物館/ホノルル美術館/

国立国会図書館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「花
は な

の色
い ろ

は移
う つ

りにけりないたづらにわが身
み

世
よ

にふるながめせしまに」 

※桜の花が咲く所の農家では、洗い張りをしている二人の女や、道を掃く男、川で洗い物

をする女などが描かれる。 

☆９「乳母が絵と起〈参議篁
さんぎたかむら

〉（小野篁
おののたかむら

）」（25.0×36.3 日本浮世絵博物館/すみだ北

斎美術館/市立津山郷土博物館/ギメ美術館/山口県立萩美術館:浦上記念館/ホノルル美術

館ギメ美術館/町田市立国際版画美術館/国立国会図書館/ /東京国立博物館/ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ王立美

術歴史博物館蔵） 

「海
わ た

の原
は ら

八十島
や そ し ま

かけて漕
こ

ぎ出
い

でぬと 人
ひ と

には告
つ

げよ海女
あ ま

の釣舟
つ り ぶ ね

」 
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※海辺の岩の上で休んでいる三人の海女
あ ま

。海では三人の海女
あ ま

が漁をしている。その側では

採った貝などを受け取る舟が描かれる。海女は、文政 9年頃フランス国立図書館蔵の北斎 

に関わる作品 25図の中にも描かれている。 

 

参議篁（日本浮世絵博物館）        海女 文政 9 年頃 45.3×31.7 着色 無款 フランス国立図書館蔵 

☆10「うばがゑとき〈僧正
そうじょう

遍照
へんじょう

〉」（26.5×37.9 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/町田市

立国際版画美術館/ホノルル美術館/日本浮世絵博物館蔵）  

「天
あ ま

つ風
か ぜ

雲
く も

の通
か よ

ひぢ吹
ふ

きとぢよ 乙女
お と め

の姿
すがた

しばしとどめむ」 

※桜咲く側
そ ば

の舞台で二人の女による舞楽の舞が催されている。舞台下の帳
とばり

の前などには畏
かしこ

まった男たちが描かれる。 

☆11「乳母か絵説〈在原業平
ありわらのなりひら

朝
あ

臣
そ ん

〉」（25.2×36.4 国立国会図書館/日本浮世絵博物館/

山口県立萩美術館：浦上記念館/ベレス・コレクション/ホノルル美術館/町田市立国際版

画美術館蔵） 

「ちはやぶる神代
か み よ

も聞
き

かず竜
た つ

田川
た が わ

 からくれなゐに水
み ず

くくるとは」 

※橋の下には散った紅葉の葉が多く波に流され、橋の上からそれを見ている女将
お か み

と赤子を

背負った男。太鼓
た い こ

橋
ば し

を上る旅人を紐で引っ張り助ける男は、額に扇子をかざしている。  

☆12「宇波かゑ登起〈藤原
ふじわらの

繁
と し

行
ゆ き

朝
あ

臣
そ ん

〉」（「藤原
ふじわらの

敏
と し

行
ゆ き

朝
あ そ

臣
ん

」とも。25.1×35.9 島根県立

美術館/日本浮世絵博物館/ホノルル美術館/中右コレクション/町田市立国際版画美術館蔵） 

「住
す み

の江
え

の岸
き し

に寄
よ

る波
な み

よるさへや 夢
ゆ め

の通
か よ

ひ路
じ

人目
ひ と め

よくらむ」  

※岸辺に寄せた北前
き た ま え

船
ぶ ね

の窓から二人の男が外を覗いている。遠くの海上には鳥が群れをな

して飛んでいる。 

☆13「うばがゑと起〈伊勢
い せ

〉」（25.3×37.1 日本浮世絵美術館/大英博物館/ホノルル美

術館/国立国会図書館蔵〉 

「難波
な に わ

潟
が た

短き葦
あ し

の節
ふ し

の間
ま

も 逢
あ

はでこの世を過
す

ぐしてよとや」 

※瓦
かわら

職人たちが屋根で働く家の中で梅を眺める二人の芸妓を描く。 

☆14「乳母が縁説〈元良
も と よ し

親王
し ん の う

〉」（25.6×36.7 島根県立美術館/日本浮世絵博物館/ホノ

ルル美術館/国立国会図書館蔵〉 

「わびぬれば今
い ま

はたおなじ難波
な に わ

なる 身
み

をつくしても逢
あ

はむとぞ思
お も

ふ」 

※海辺の道で、木賊
と く さ

を背にした牛を牽
ひ

く農夫の脇を、蛇
じ ゃ

の目
め

傘
が さ

で顔を隠した二人連れと荷

を背負った供の男を描く。  
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☆15「姥かゑと幾〈菅家
か ん け

〉」（菅原道真
すがわらのみちざね

 25.7×37.0 日本浮世絵博物館/大英博物館/ホ

ノルル美術館/すみだ北斎美術館/町田市立国際版画美術館蔵〉  

「このたびは幣
ぬ さ

も取
と

りあへず手
た

向山
む け や ま

 紅葉
も み じ

の錦
にしき

神
か み

のまにまに」 

※紅葉が散り飛ぶ神社の境内に牛車を停めて休んでいる従者たち。車を牽
ひ

く牛も膝を折り

曲げて休んでいる。 

☆16「宇破か縁説〈貞
て い

倍
ﾏ ﾏ

（信
し ん

）公
こ う

〉」（藤原
ふじわらの

忠
た だ

平
ひ ら

 26.1×37.5 日本浮世絵博物館/ホノ

ルル美術館/町田市立国際版画美術館蔵〉 

 「小倉山
お ぐ ら や ま

峰
み ね

の紅葉
も み じ

葉
ば

心
こころ

あらば いまひとたびのみゆき待
ま

たなむ」 

※紅葉深い山門で帝
みかど

を迎える仏僧たち。帝が乗ってきた車が右側に描かれる。宇多
う だ

上皇が

嵯峨の紅葉の見事さを、子の醍醐
だ い ご

天皇にも見せたいと仰せになったのを受けて貞信公が詠

んだ歌。 

☆17「うはか恵と起〈 源
みなもとの

宗于
む ね ゆ き

朝
あ

臣
そ ん

〉」（23.9×35.0 大英博物館/国立国会図書館/日本

浮世絵博物館/すみだ北斎美術館/ギメ美術館/太田記念

美術館/東京国立博物館/町田市立国際版画美術館蔵〉 

「山里
や ま ざ と

は冬
ふ ゆ

ぞ寂
さ び

しさまさりける 人目
ひ と め

も草
く さ

もかれぬと

思
お も

へば」 

※雪の山中で 5 人の猟師が焚火
た き び

をして暖をとっている

図。           源宗于朝臣（日本浮世絵博物館） 

☆18「姥か衛登喜」〈壬生
み ぶ の

忠
た だ

見
み

〉（この絵のみ校合摺。前北斎卍 25.8×37.5 島根県立

美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

「恋すてふわが名はまだき立ちにけり 人知れずこそ思ひそめしか」 

※「舩
ふ な

宿
や ど

」「新叶屋
し ん か の う や

」と大書きした戸のある宿の前に門付
か ど づ け

の女が二人いる。その側で、赤

子を背負った母親、風呂敷の荷物を背負った行商人、どてらを着流して手拭を頭に乗せた

男、通りがかりの男たちが門付を見ている。宿の白壁に、おそめ・久松の名を相合傘
あ い あ い が さ

に書

きいれた落書きがある。 

☆19「宇波かゑと起〈春
は る

道列樹
み ち の つ ら き

〉」（25.1×36.6 日本浮世絵博物館/大英博物館/ウイス

コンシン大学マディソン校/シカゴ美術館/ボストン美術館/ホノルル美術館/東京国立博物

館/国立国会図書館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「山川
や ま か わ

に風
か ぜ

のかけたるしがらみは流
な が

れもあへぬ紅葉
も み じ

なりけり」 

※川を紅葉の葉が赤く染めるほど流れ、頭に桶
お け

を乗せ、子どもの手を引いて細い丸太の橋

を渡る母親。子どもは紐の先の亀を引いている。向こう岸では巨大な材木が斜めに支えら

れ、その上で木
こ

曳
び

きで縦に切り込みを入れている図。『冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

』〈遠江
とうとうとみ

山中
さんちゅう

〉では

同じ構図が左右逆となっている。  

☆20「うはか縁説〈清原
きよはらの

深
ふ か

養父
や ぶ

〉」（26.1×37.1 日本浮世絵博物館/大英博物館/国立国

会図書館/東京国立博物館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「夏
な つ

の夜
よ

はまだ宵
よ い

ながら明
あ

けぬるを 雲
く も

のいづこに月
つ き

宿
や ど

るらむ」 
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※宵闇
よ い や み

の川に「新板川壺」と書かれた提灯を下げた遊興の大船
お お ぶ ね

の隣の船では、棹
さ お

をさす船

頭、炭火の火を団扇
う ち わ

でおこす男、川水で丼を洗う男などが描かれる。対岸には薄暗闇に並

んだ蔵が描かれる。  

☆21「うはか恵と幾〈文屋
ふ ん や の

朝
あ さ

康
や す

〉」（26.1×37.1 日本浮世絵博物館/大英博物館/町田市

立国際版画美術館/ホノルル美術館/アメリカ議会図書館/ウイスコンシン大学マディソン

校/ハーバード大学/シカゴ美術館/江戸東京博物館/クロード・モネ財団蔵） 

「白露
し ら つ ゆ

に風
か ぜ

の吹
ふ

きしく秋
あ き

の野
の

は つらぬきとめぬ玉
た ま

ぞ散
ち

りける」 

※舟の中から蓮
は す

の葉を刈り取ろうとしている女たち。蓮の葉には白露が描かれる。二人の

女が棹
さ お

を突き立てて舟の揺れを防いでいる。 

☆22「宇破か縁説〈参
さ ん

儀
マ マ

（議
ぎ

）等
ひとし

〉」（ 源
みなもとの

等
ひとし

 25.0×36.1 日本浮世絵博物館/町田市

立国際版画美術館/市立津山郷土博物館蔵）  

「浅茅生
あ さ じ う

の小野
お の

の篠原
し の は ら

忍
し の

ぶれど あまりてなどか人
ひ と

の恋
こ い

しき」 

※浅茅生
あ さ じ う

の生える道を俯
うつむ

きながら行く貴人と二人の伴人。土下座して貴人を迎える道端の

二人の男。手前では籠
か ご

を背負い帰路につく五人の農夫。 

☆23「姥か恵登幾〈大中
お お な か

臣
とみの

能宣
よ し の ぶ

朝
あ

臣
そ ん

〉」（25.9×37.5 日本浮世絵博物館/町田市立国際

版画美術館/ベレス・コレクション/中右コレクション/すみだ北斎美術館蔵） 

「御垣
み か き

守
も り

衛士
え じ

のたく火
ひ

の夜
よ る

は燃
も

え昼
ひ る

は消
き

えつつものをこそ思
お も

へ」 

※門の手前で焚火のまわりでくつろぐ六人の衛士。門の向こうの丘に腰を下ろして遠くを

眺めて物想いにふける貴人の姿。 

☆24「宇波か縁説〈藤原
ふじわらの

道
み ち

信
のぶの

朝
あ

臣
そ ん

〉」（25.5×37.0 日本浮世絵博物館/千葉市美術館/町

田市立国際版画美術館/山口県立萩美術館・浦上記念館/東京国立博物館/ギメ美術館蔵） 

「明
あ

けぬれば暮
く

るるものとは知
し

りながらなほ恨
う ら

めしき朝
あ さ

ぼらけかな」  

※日が暮れないうちにと路を急ぐ辻
つ じ

駕篭
か ご

かきたち。その脇で天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の両端の荷物を担いで

のんびり歩く行商の男。 

☆25「うはかゑと起〈藤
ふ じ

原義
わらのよし

孝
た か

〉」（24.0×35.6 日本浮世絵博物館/大英博物館/国立国

会図書館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「君
き み

がため惜
お

しからざりし命
いのち

さへ 長
な が

くもがなと思
お も

ひけるかな」 

※遊興の家で寝転んでくつろいだり、外の川面
か わ も

を眺めている女たち。部屋の手前では風呂

に入っている男二人。全員が命の洗濯をしている様子。川には鵜が二羽。詞書
ことばがき

に「女の許

より帰りて 遣
つ か

わしける」とある。  

☆26「宇波か衛とき〈三条院
さんじょういん

〉」（24.8×36.3 大英博物館/日本浮世絵博物館/町田市立

国際版画美術館/すみだ北斎美術館蔵） 

「心
こころ

にもあらで憂
う

き世
よ

に長
な が

らへば 恋
こ い

しかるべき夜半
よ わ

の月
つ き

かな」  

※満月の夜の儀式で幣
へ い

をかざす男と、垂
す い

冠
か ん

を被り、笏
しゃく

を持ち平伏する三人の男。廊下の外

には満月が光る。 
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☆27「う波かゑと幾〈大
だ い

納
な

言
ご ん

種
マ マ

（経
つ ね

）信
の ぶ

〉」（25.0×37.6 日本浮世絵博物館/国立国会

図書館/山口県立萩美術館：浦上記念館/ベルリン東洋美術館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「夕
ゆ う

されば門田
か ど た

の稲葉
い な ば

訪
おとず

れて葦
あ し

のまろ屋
や

に秋風
あ き か ぜ

ぞ吹
ふ

く」 

※葦の生える田舎道を、棒にぶらさげた籠
か ご

を運ぶ二人の農夫。道端の小川で足を洗う旅人

や、桶
お け

に水を汲む女が描かれる。遠くの空には雁
か り

の群れ。  

☆28「宇波か縁説〈権
ごんの

中納言
ち ゅ う な ご ん

定家
さ だ い え

〉」（「ていか」とも。25.0×36.8 日本浮世絵博物館

/国立国会図書館/町田市立国際版画美術館蔵） 

「来
こ

ぬ人
ひ と

を松
ま つ

帆
ほ

の浦
う ら

の夕
ゆ う

なぎに焼
や

くや藻塩
も し お

の身
み

もこがれつつ」 

※塩水を桶
お け

に汲みとって来る二人の女。積み上げた簀
す

に海水を染み込ませ、これを焼いて

藻塩
も し お

を造っている夫婦。その窯
か ま

から出る煙が立ちのぼっている。左にはうず高く簀
す

を積み

上げる男が二人描かれる。 

【29～32 大正 10年、版下絵からの錦絵刻版】 

※大正 10 年（1921）10 月に、京都の佐藤
さ と う

章太郎
し ょ う た ろ う

商店が、〈権
ごんの

中納言
ち ゅ う な ご ん

匡房
ま さ ふ さ

〉〈素性
そ せ い

法師
ほ う し

〉

〈中納言
ち ゅ う な ご ん

敦
あ つ

忠
た だ

〉〈赤
あ か

染
ぞ め

衛門
え も ん

〉の 4 図に色付けして錦絵として刊行した（2010 年『HOKUSAI 

画狂人北斎』緑青 VOL2 日本浮世絵美術館 ｐ78による。マリア書房）。 

☆29「百人一首うばが衛登記 権
け ん

中納言
ち ゅ う な ご ん

匡房
ま さ ふ さ

」（大正 10年、佐藤章太郎板） 

「宝
た か

砂
さ ご

（高砂）のおのへのさくらさきにけり 外山
と や ま

のかすみ立
た た

す
ず

もあらなん」 

※海の見える小山の桜を見る男達。湧き出る水を柄杓ですくう姉さんかぶりの女。御簾を

入れた桶を頭に乗せ、赤子を背負って立っている女。山の下から登ってくる人々などが描

かれる。 

☆30「百人一首乳母が縁説 素性
そ せ い

法師
ほ う し

」（大正 10年、佐藤章太郎板） 

「今
い ま

こんといひしは
ば

かりになか
が

月
つ き

の 有明
あ り あ け

の月
つ き

を待
ま ち

いて
で

つるかな」 

※鐘楼のある坂道を、かがり火を持つ男に付いて行く老人。眼下には寺社の大きな屋根が

連なる。鐘楼の屋根先に月が冴
さ

えている。 

☆31「百人一首乳が恵登記 中納言
ち ゅ う な ご ん

敦
あ つ

忠
た だ

」（大正 10 年、佐藤章太郎板） 

「逢
あ い

見
み

ての後
の ち

のこゝろにくらふ
ぶ

れは むかしを物をおもハさ
ざ

りけり」 

※柵に囲われた注連縄のある神木に、頭上に蝋燭三本を乗せ、鏡を首から下げ、口に釘を

くわえながら釘を打つ白装束の女。「奉納」と描かれた狛犬像の側に立てられた高札に

「大正十年 開板」と書かれている。 

☆32「百人一首うはか恵とき 赤
あ か

染
ぞ め

衛門
え も ん

」（大正 10 年、佐藤章太郎板） 

※「やすらは
わ

て
で

ねなまし物
も の

をさよ更
ふ け

て かたふ
ぶ

くまて
で

の月
つ き

をみしかな」 

 屋敷の回廊風の廊下に、手燭を持つ女の後にいる女主人。その後に荷物を持って付いて

いる下女。夜空には満月が描かれる。 

【『百人一首
ひゃくにんいっしゅ

うはがゑとき』の版下絵】 
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※1895 年に仏人シャルル・ジローによって亜鉛凸版（14.8×21.3）で復刻されたものも入

れると 91 図に及ぶ。現存する版下絵（紙本墨絵）は 64 図という（ここに掲載するのはそ

の一部）。 

☆33「うはかゑと起」〈喜撰
き せ ん

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.7×37.8フリーア美術館蔵） 

「わが庵
い お

は都のたつみしかぞ住む 世をうぢやまと人はいふなり」 

※遠景の山に二匹の鹿がいる。手前の山の頂上から鉄砲で鹿を狙う二人の猟師。手前の街

道には、客の乗った駕篭かき、天秤棒の草を担ぐ男、笠を手に持つ旅人がいる。周囲の山

には紅葉が咲いている。 

☆34「宇波か縁説」〈蝉丸
せ み ま る

〉（前北斎卍。25.6×37.8フリーア美術館蔵） 

「これやこの行くも帰るも別れては 知るも知らぬもあふ坂の関」 

※図左の民家の前に立つ髭
ひ げ

を蓄
たくわ

えた占い師風の男。脇の街道には徒歩や馬上の旅人が行く。 

☆35「乳母かゑとき」〈陽
よ う

成院
ぜ い い ん

〉（前北斎卍。26.2×38.1フリーア美術館蔵） 

「筑波
つ く ば

嶺
ね

の峰より落つる男女
み な の

川
が わ

 恋ぞ積りて淵
ふ ち

となりぬる」 

※民家の前の川で洗濯をする女。その周りで作業をしている、腰
こ し

蓑
み の

を付けた男たち。 

☆36「乳母かゑと起」〈光
こ う

孝
こ う

天皇
て ん の う

〉（前北斎卍。25.6×37.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼ

ｮﾝ・府川家資料蔵） 

「君がため春の野に出でて若菜つむ わが衣手
こ ろ も で

に雪は降りつつ」 

※屋敷の門の所で駕篭に乗って来る貴人を迎える宮人たち。 

☆37「姥か恵登喜」〈文屋
ふ ん や の

康
や す

秀
ひ で

〉（前北斎卍。25.7×37.8フリーア美術館蔵） 

「吹くからに秋の草木のしをるれば むべ山風を嵐といふらむ」 

※「祇園
ぎ お ん

御祭礼
ご さ い れ い

」と書かれた幟
のぼり

、旅人の笠、手にした巻物や紙の束
た ば

等が強風にあおられ飛

ばされている。着物の裾があおられ前かがみになる女、荷物を背負った小僧なども描かれ

る。 

☆38「姥がゑとき」（大江
お お え

千里
ち さ と

）（前北斎卍。25.9×37.7 フリーア美術館蔵） 

「月見ればちぢに物こそ悲しけれ わが身ひとつの秋にはあらねど」 

※薪
たきぎ

を背負った農夫や農婦。腰をかがめて杖を突く老婆の腰を押している小僧。満月が浮

かぶ田舎の風景。家鴨
あ ひ る

が数羽田圃
た ん ぼ

にいる。 

☆39「うはかゑと起」〈三條
さんじょう

右
う

大臣
だ い じ ん

〉（シャルル・ジローによる復刻。14.8×21.3 フリ

ーア美術館蔵） 

「名にしおはば逢坂山
お う さ か や ま

のさねかづら 人にしられでくるよしもがな」 

☆40「姥か恵登き」〈中納言兼
ち ゅ う な ご ん か ね

輔
す け

〉（24.8×36.6 大英博物館蔵） 

「みかの原わきて流るる泉
いずみ

川
が わ

 いつ見きとてか恋しかるらむ」 

※渡し船に乗っている男女。船首の船頭が舳先
へ さ き

の向きを調整するためにかがんで棹
さ お

を岸辺

に当てている。船尾の船頭は川に棹をさしている。 

☆41「宇波かゑと起」〈坂
さ か

ノ上
の う え の

是則
こ れ の り

〉（25.2×36.7 大英博物館蔵） 

「朝ぼらけ有明の月と見るまでに 吉野の里に降れる白雪」 
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※川に流してきた材木を引き上げて、雪を被った貯蔵庫に運ぶ男たち。 

☆42「うはか恵登喜」〈紀友則
き の と も の り

〉（前北斎卍。25.8×37.8フリーア美術館蔵） 

「ひさかたの光のどけき春の日に 静
し ず

心
こころ

なく花の散るらむ」 

※陸揚
り く あ

げされた舟底
ふ ね ぞ こ

の付着物
ふ ち ゃ く ぶ つ

を松明
た い ま つ

の火で焼き落としている男たち。側で薪
たきぎ

を運ぶ女たち。 

☆43「乳母か縁説」〈藤原
ふじわらの

興風
お き か ぜ

〉（前北斎卍。25.7×37.8フリーア美術館蔵） 

「誰をかも知る人にせむ高砂の 松も昔の友ならなくに」 

※巨大な松の木の側の縁台でくつろぐ男女。茶の湯を沸かしている女もいる。 

☆44「姥かゑ登き」〈紀貫之
き の つ ら ゆ き

〉（無款。25.7×37.7フリーア美術館蔵） 

「人はいさ心も知らずふるさとは 花ぞ昔の香
か

ににほひける」 

※松の木のある家の門をくぐる狩
か り

衣
ぎ ぬ

姿の高位の男と供の侍。門前に籠と籠かき。道を挟ん

だ家の屋根に上り、壁に漆喰
し っ く い

を塗る職人。その屋根の端に、長鑓
な が や り

を持った者や供人の被っ

た笠が見える。 

☆45「姥か絵と幾」〈右近
う こ ん

〉（前北斎卍。25.7×37.7フリーア美術館蔵） 

「忘らるる身をば思はず誓ひてし 人の命の惜しくもあるかな」 

※木の鳥居
と り い

に縄をかけ、補強をしている仕丁
じ ち ょ う

たち。手前の石灯籠の側には、女が二人、荷

物を背負った旅人の男が二人いる。 

☆46「姥か恵と起」〈平兼
たいらのかね

盛
も り

〉（25.7×37.7 大英博物館蔵） 

「しのぶれど色に出でにけりわが恋は 物や思ふと人の問ふまで」 

※街道の茶店に立ち寄る旅人たち。茶店の座敷では大きな点眼鏡で人相
に ん そ う

見
み

らしき男がいる。 

☆47「宇波か衛登起」〈清原元
きよはらのもと

輔
す け

〉（前北斎卍。25.7×37.8フリーア美術館蔵） 

「契
ち ぎ

りきなかたみに袖
そ で

をしぼりつつ 末
す え

の松山
ま つ や ま

波
な み

越
こ

さじとは」 

※松の木の側に駕篭
か ご

を置き、貴人が烏帽子
え ぼ し

を被らず、両手を袖
そ で

に入れ休んでいる。その前

に膝まづき、遠くで何かの作業をしている二人の男を指差している伴
と も

侍
ざむらい

。貴人の後ろに

は、角隠
つ の か く

しをした婦人がいる。 

☆48「宇波か恵登き」〈中納言
ち ゅ う な ご ん

朝
あ さ

忠
た だ

〉（前北斎卍。25.8×37.8フリーア美術館蔵） 

「逢ふことの絶えてしなくはなかなかに 人をも身をも恨みざらまし」 

※鳥居
と り い

の前の桜の木の脇に腰を下ろして休む男親と子ども。前帯で打掛を着て、前髪を布

で覆い、笠を持ち杖を突く遊女が、親子に向かって行く。「恨みざらまし」から、当時よ

く知られた「うらみ葛
く ず

の葉」の古浄瑠璃から発想した絵と思われる。 

 安倍
あ べ の

保
や す

明
あ き

の長子安名
や す な

が和泉
い ず み

の信太
し の だ

神社（葛
くずの

葉
は

稲荷
い な り

明神
みょうじん

）に参詣の折、妻の熱病に良いと

される狐の肝
き も

のために狐狩りに来ていた石川悪右衛門尉
い し か わ の あ く う え も ん じ ょ う

と争い、安名が一匹の狐を逃がし

たことで悪右衛に殺されそうになったとき、狐の化けた上人
しょうにん

が現れて救われた。その後、

谷川で溺れかけていた狐の化けた女を助け、やがて二人の間に子どもの清明
せ い め い

が生まれたが、

やがて七歳になった清明が狐姿の母親を目撃するという筋だて（古浄瑠璃「信太妻
し の だ づ ま

」〈葛
く ず

の葉の子別れ〉『瞽女の記録と唄・語り』ｐ23より。令和元年。江戸川区教育委員会）。 

☆49「うはか衛とき」〈謙
け ん

徳
と く

公
こ う

〉（前北斎卍。25.6×37.4フリーア美術館蔵） 
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「あはれともいふべき人は思ほえで 身のいたづらになりぬべきかな」 

※大がかりな糸繰り機での滑車を回す紐を操る二人の女。座って、糸巻き車で糸を括る二

人の女。家の窓からは、部屋で機織りをする女が見える。 

☆50「姥か縁説」〈恵慶
え け い

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.6×37.7フリーア美術館蔵） 

「八重
や え

むぐらしげれる宿のさびしきに 人こそ見えね秋は来にけり」 

※農家の前で手で米の籾
も み

を篩い分けている母子。その側で馬から下ろした鞍
く ら

を畳む女。午

の後ろ足を盥
たらい

に入れて洗っている農夫。 

☆51〈乳母か縁説〉〈藤原
ふじわらの

実方
さ ね か た

朝
あ

臣
そ ん

〉（25.4×36.7 ﾋﾞｸﾄﾘｱ･ｱﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館蔵〉 

「かくとだにえやはいぶきのさしも草 さしも知らじな燃ゆる思ひを」 

※看板に「伊吹山
い ぶ き や ま

」と書いた茶屋で背中を見せて休む二人の男。茶を出す女に顔を向ける

旅の女の図。 

☆52「宇破か縁説」〈右
う

大将
だいしょう

道
み ち

綱母
つなのはは

〉（シャルル・ジローによる復刻。14.8×21.3 フリー

ア美術館蔵〉 

「嘆きつつひとり寝る夜の明くる間 はいかに久しきものとかは知る」 

☆53「うはか縁説」〈大納言
だ い な ご ん

公
き ん

任
と う

〉（前北斎卍。25.8×37.5フリーア美術館蔵） 

「滝の音は絶えて久しくなりぬれど 名こそ流れてなほ聞こえけれ」 

※山肌を流れ落ちる滝の向かい側の台地で、毛氈
も う せ ん

を敷き宴を開いている男達と二人の芸者。

側で薪
たきぎ

を用意している樵
きこり

に酒を注いでいる男と、火吹き竹で火をおこしている男。 

☆54「宇破か衛とき」〈和泉式部
い ず み し き ぶ

〉（前北斎卍。25.7×37.7フリーア美術館蔵〉 

「あらざらむこの世のほかの思ひでに いまひとたびの逢ふこともがな」 

※桜の大木がある家の二階には、障子を開け放した部屋に病で寝ている女が見える。一階

の門の前には供の小僧を連れた歌
う た

占
う ら

の男が立ち、家の女が盆に載せた紙の札を差し出して

いる。 

☆55「姥母か縁説」〈紫式部
むらさきしきぶ

〉（前北斎卍。25.7×38.0フリーア美術館蔵） 

「めぐり逢ひて見しやそれともわかぬ間に 雲隠れにし夜半
よ わ

の月かな」 

※川に渡した板橋の向こうに駕籠
か ご

が数人の男と一人の女に付き添われていく。川のこちら

側では、母子と女が駕籠を見やっている。子どもにつけられた紐を母親に引かれている。

女は駕籠を指差している。天秤棒を担ぐ男が跡に付いている。天秤の荷物の一つから花が

覗いている 

☆56「宇破か縁説」〈小式部内
こ し き ぶ な い

侍
じ

〉（前北斎卍。25.8×37.7フリーア美術館蔵） 

「大江山
お お え や ま

いく野の道の遠ければ まだふみもみず天
あ ま

の橋立
は し だ て

」 

※「文殊菩薩
も ん じ ゅ ぼ さ つ

安置
あ ん ち

」と彫られた石碑のある寺社の渡り廊下の下で休む旅の女。その前に立

つ旅の男。籠を持ち上げようとする腰
こ し

蓑
み の

の農夫。道行く笠を被った二人の旅人。 

☆57「乳母か縁説」〈伊
いせの

勢太
マ マ

（大
た い

）輔
ふ

〉（前北斎卍。25.4×37.8フリーア美術館蔵） 

「いにしへの奈良の都の八重
や え

桜
ざくら

 けふ九重
こ こ の え

ににほひぬるかな」 
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※屋敷の門に、数人がかりで花の咲いた桜の木を乗せた車を引き入れている。車の後ろか

らは二人の男が梃子
て こ

の棒を使って押している。その様子を二人の仕丁
し じ ょ う

が見守っている。 

☆58「乳母か縁説」〈清少納言
せ い し ょ う な ご ん

〉（前北斎卍。25.7×37.5フリーア美術館蔵） 

「夜
よ

をこめて鳥の空音
そ ら ね

は謀
は か

るとも よに逢坂
お う さ か

の関はゆるさじ」 

※坂下から上がってきて唐門
か ら も ん

をくぐる兵士たち。門前の木に登っている男が、その様子を

見ている。 

☆59「姥か衛止起」〈左京
さきょうの

大夫
だ い ぶ

道
み ち

雅
ま さ

〉（25.8×37.2 ﾌｨｯﾂｳｲﾘｱﾑ美術館蔵。近年まで所在

不明であった。シャルル・ジロー（1854～1903）による復刻がされたものがフリーア美術

館にある。25.8×37.2〉 

「今はただ思ひ絶えなむとばかりを人づてならで言ふよしもがな」 

※内親王と密通した道
み ち

雅
ま さ

だが、内親王の父により内親王の家の門に警護の者を立たせたと

いう話を画材にした。門に三人の警護の者を描き、屏と幕によって通雅の行く手を阻んで

いる 

☆60「うはかゑ登き」〈仲
ちゅう

(中)納言
な ご ん

定頼
さ だ よ り

〉（前北斎卍。25.9×38.0 着色。フリーア美術

館蔵） 

「朝ぼらけ宇治
う じ

の川
か わ

霧
ぎ り

たえだえに あらわれわたる瀬々
せ ぜ

の網代
あ じ ろ

木
ぎ

」 

※川沿いの街道を往来する旅人。馬上の籠に乗る旅人と馬子。振分け荷物の旅人。長持ち

を前後で担ぐ男達。 

☆61「姥がゑとき」〈相模
さ が み

〉（前北斎卍。25.6×37.8フリーア美術館蔵） 

「恨
う ら

みわびほさぬ袖
そ で

だにあるものを 恋に朽
く

ちなむ名こそ惜
お

しけれ」 

※竹で組んだ高い物干しに、竿を使って布を干している女。その側で天秤の荷物を持つ男。

家の中では、紐を横に渡した竿に紐を掛けている女。煙管をくわえてそれを見ている男。 

☆62「うはかゑとき」〈周防内
す お う の な い

侍
じ

〉（前北斎卍。25.9×37.4フリーア美術館蔵） 

「春の夜の夢ばかりなる手枕
た ま く ら

に かひなく立たむ名こそ惜
お

しけれ」 

※宮殿の外廊下に座り、蔀
しとみ

の下から部屋の中に手を入れている貴人。柱の横からその様子

を見ている二人の官女。廊下の角で話をしている二人の貴人たちがいる。 

☆63「姥か縁説」〈能因
の う い ん

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.6×37.3フリーア美術館蔵） 

「嵐吹く三室
み む ろ

の山のもみぢ葉は 龍田
た つ た

の川の錦
にしき

なりけり」 

※川の筏
いかだ

には竿を持つ男や腰を下ろしている男、火吹き竹で火をおこしている男がいる。

遠くにも棹
さ お

差す筏
いかだ

が行く。手前の川岸には、釣りをしている男達。岸辺や川には紅葉が散

り、流れている。 

☆64「乳母か縁登起」〈良暹
りょうせん

法師〉（前北斎卍。25.7×37.5フリーア美術館蔵） 

「さびしさに宿を立ち出でて眺むれば いづこも同じ秋の夕暮れ」 

※祭礼の鉦
か ね

や太鼓を鳴らしながら道行く人々。幣
へ い

や提灯を持つ男、杖を突く女たち。側の

柵で囲まれた屋根つきの高札
こ う さ つ

の向こうには烏が列をなして飛んでいく。 

☆65「宇破か縁説」〈祐子
ゆ う し

内親王家
な い し ん の う け の

紀伊
き い

〉（前北斎卍。25.7×37.3フリーア美術館蔵） 
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「音に聞く高師
た か し

の浜のあだ波は かけじや袖
そ で

のぬれもこそすれ」 

※高師
た か し

の浜の大波がある浜辺で籠を持つ裸足の女と手を取り合う男。駕籠の簾
すだれ

を上げて浪

を見る男と、客のわらじを揃える駕籠かき。高師の浜は和泉
い ず み の

国
く に

（現在の大阪府南部の堺市
さ か い し

浜寺
は ま で ら

から高石市
た か い し し

あたりの一帯）の浜。 

☆66「姥か恵登喜」〈藤
ふ じ

原基
わらのもと

俊
と し

〉（ボストン美術館蔵） 

「契
ち ぎ

りおきしさせもが露を命にて あはれ今年の秋もいぬめり」 

☆67「乳母か恵とき」〈法性寺
ほ っ し ょ う じ

入道前
にゅうどうさきの

関白
か ん ぱ く

大
だ い

（太）政
じょう

大臣
だ い じ ん

〉（25.5×37.2 ﾋﾞｸﾄﾘｱ･ｱﾝﾄﾞ･

ｱﾙﾊﾞｰﾄ美術館蔵） 

「わたの原
は ら

漕
こ

ぎ出でて見れば久方
ひ さ か た

の 雲ゐにまがふ沖つ白波」 

※6 人で船を漕ぐ船頭と 3 人の乗客の図。爪
つ め

のような、いわゆる北斎の波が船に掛かって

いる。 

☆68「宇破か縁説」〈崇
す

徳院
と く い ん

〉（前北斎卍。25.7×37.5フリーア美術館蔵） 

「瀬
せ

を早み岩にせかるる滝川
た き が わ

の われても末
す え

に逢
あ

はむとぞ思ふ」 

※湾曲して流れる川に掛けられた板橋を渡る貴女二人に付く供人が三人。天秤の薪の束を

担いですれ違いに向かう農婦。 

☆69「乳母か縁説」〈源 兼
みなもとのかね

昌
ま さ

〉（前北斎卍。25.7×37.3フリーア美術館蔵） 

「淡路
あ わ じ

島
し ま

通ふ千鳥
ち ど り

の鳴く声に 幾夜
い く よ

寝
ね

覚
ざ

めぬ須磨
す ま

の関守
せ き も り

」 

※浜辺の高台で塩水を入れた樽を台車に載せ、塩水を溜める大樽に向かって引っ張る女と、

樽を後ろから押す女。その側の塩掻き用の丁を担ぐ女。 

☆70「姥か衛登幾」〈左京
さきょうの

大夫
だ い ぶ

顕
か ね

輔
す け

〉（前北斎卍。25.7×37.7フリーア美術館蔵） 

「秋風にたなびく雲の絶え間より もれ出づる月の影のさやけさ」 

※満月の下、二組の男たちが餅をついている。近くの湾曲した土手を僧侶と篝
かがり

火
び

を持った

男が行く。 

☆71「乳母か縁説」〈待
た い

賢門院
け ん も ん い ん

堀河
ほ り か わ

〉（前北斎卍。25.7×37.4フリーア美術館蔵） 

「長からむ心も知らず黒髪の 乱れてけさは物をこそ思へ」 

※宮殿の部屋に座って物思いにふける女。部屋に続く渡り廊下には、女に持って行く湯桶
ゆ と う

を持つ女と、洗面の盆を持つ供の女が歩いている。 

☆72「乳母か縁説」〈皇太后宮
こうたいごうぐうの

大夫
だ い ぶ

俊
と し

成
な り

〉（前北斎卍。25.6×37.5フリーア美術館蔵） 

「世の中よ道こそなけれ思ひ入る 山の奥にも鹿ぞ鳴くなる」 

※崖に吊るした篭
か ご

に乗り岩
い わ

茸
た け

を採る二人の女。その下の道を行く天秤の草の束を担ぐ男。

客を乗せた駕籠かき。笠を背にした道中差しをした旅人。遠くの山頂に小さく二匹の鹿が

描かれる。 

☆73「う波かゑと起」〈藤原
ふじわらの

清
き よ

輔
すけの

朝
あ

臣
そ ん

〉（前北斎卍。25.6×37.5フリーア美術館蔵） 

「長らへばまたこのごろやしのばれむ 憂
う

しと見し世ぞ今は恋しき」 

※小さな広場に作られた舞台で踊りを披露する 裃
かみしも

姿の芸人。舞台の周りで見物する男女。 

☆74「乳母かゑと起」〈俊
しゅん

恵
え

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.5×37.5フリーア美術館蔵） 
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「よもすがら物思ふころは明けやらで 閨
ね や

のひまさへつれなかりけり」 

※家の板戸を開け、袖を口元に当てて月を眺める女。 

☆75「乳母か縁説」〈西行
さいぎょう

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.6×37.8フリーア美術館蔵） 

「嘆けとて月やは物を思はする かこち顔なるわが涙かな」 

※筧
かけい

から水が流れる手水鉢のある庵
いおり

の部屋に座り、遠くの満月を眺める僧侶。 

☆76「姥かゑと起」〈寂
じゃく

蓮
れ ん

法師
ほ う し

〉（前北斎卍。25.6×37.7フリーア美術館蔵） 

「村雨
む ら さ め

の露もまだひぬ真木
ま き

の葉に 霧立ちのぼる秋の夕暮れ」 

☆77「うはかゑとき」〈皇
こ う

嘉門院
か も ん い ん

別当
べ っ と う

〉（25.0×37.1 大英博物館蔵） 

「難
な に

（波
わ

）江
え

の芦
あ し

のかりねの一
ひ

ト夜
よ

ゆゑ 身をつくしてや恋ひわたるべき」 

※イグサの束を多く乗せた大八車
だいはちぐるま

の前に渡した横棒を引く男、後ろから車を押す二人の男。

坂下には塀のある屋敷が見える。 

☆78「うはかゑと起」〈式子
し ょ く し

内親
な い し ん

王
の う

〉（前北斎卍。25.6×37.5フリーア美術館蔵） 

「玉の緒
お

よ絶えなば絶えねながらへば 忍ぶることの弱りもぞする」 

※部屋の座敷で、火鉢に薬缶がかかる大きな火鉢の前で、二人の女が身を寄せ合って眠っ

ている。部屋の脇の小上がりの部屋ではもう一人の女が立膝のまま眠っている。板壁には

馬の絵が嵌
は

め込まれている。 

☆79「乳母か縁説」〈殷
い ん

冨門院
ぷ も ん い ん の

大輔
た い ふ

〉（メトロポリタン美術館蔵） 

「見せばやな雄
お

島
じ ま

のあまの袖だににも ぬれにぞぬれし色はかはらず」 

☆80「うはかゑと幾」〈後
ご

京極
きょうごく

摂政前
せっしょうさきの

大
マ マ

（太
だ い

）政
じょう

大臣
だ い じ ん

〉（前北斎卍。25.6×37.6フリーア

美術館蔵） 

「きりぎりす鳴くや霜
し も

夜
よ

のさむしろに 衣
ころも

片敷
か た し

きひとりかも寝む」 

※開け放たれた二階の座敷で布団の上に座り、首を背中にひねって外を見ている女。 

☆81「うはかゑ登起」〈二條院
に じ ょ う い ん

讃岐
さ ぬ き

〉（前北斎卍。25.6×37.3フリーア美術館蔵） 

「わが袖
そ で

は潮干
し お ひ

に見えぬ沖の石の 人こそ知らね乾く間もなし」 

※砂浜の斜面を塩の塊を入れたかごを紐で引く二人の男。塩の塊を入れた籠を持ち上げて

いる男。赤子を背負った母親と童が塩塊
え ん か い

を入れた籠の紐を通した棒を支え持っている。 

☆82「うはか恵とき」〈鎌倉
か ま く ら

右
う

大臣
だ い じ ん

〉（前北斎卍。25.8×37.8フリーア美術館蔵） 

「世の中は常にもがもな渚
なぎさ

漕
こ

ぐ 海人
あ ま

の小舟
こ ぶ ね

の綱手
つ な で

かなしも」 

※砂浜で数人の漁師が小舟を綱で引いている。海上には千鳥が群れをなして飛んでいる。 

☆83「姥か絵登起」〈前大僧正慈
さきのだいそうじょうじ

円
え ん

〉（シャルル・ジローによる復刻。14.8×21.3 フー

リア美術館蔵） 

「おほけなくうき世の民におほふかな わが立つ杣
そ ま

に墨染
す み ぞ め

の袖」 

☆84「姥か恵登喜」〈入道前
にゅうどうさきの

太政
だ じ ょ う

大臣
だ い じ ん

〉（前北斎卍。25.7×37.7 フリーア美術館蔵） 

「花さそふ嵐の庭の雪ならで ふりゆくものはわが身なりけり」 

※石燈籠の側の桜の木から庭に散る花を、箒
ほうき

で掃いている母親としゃがんで塵
ち り

取
と

りに花び

らを集めている童女。 
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☆85「乳母か衛登起」〈従
じ ゅ

二位家
に い い え

隆
た か

〉（前北斎卍。26.6×37.5フリーア美術館蔵） 

「風そよぐならの小川の夕暮れは みそぎぞ夏のしるしなりける」 

※画中の幟旗
のぼりばた

に「祭礼氏子中」とあり、その脇に「九戊
つちのえ

戌
い ぬ

朱
し ゅ

明
め い

」（天保 9年夏：1838）と

あるので、その頃まで版下絵が書かれていたと考えられる。 

神社の門にくくりつけられた付けられた輪をくぐる水無月祓
み な づ き は ら

えの神事で、御幣
ご へ い

を振る神主
か ん ぬ し

と座って祈る男。肩車された子どもが輪を結わえた紐を引っ張っている。提灯を持った角

隠しの女。小田原
お だ わ ら

提灯
ちょうちん

を下げた杖を突く老人が帰りかけている。 

☆86「宇葉か縁説」〈後
ご

鳥羽
と ば

の院
い ん

〉（前北斎卍。25.5×37.5 フリーア美術館蔵） 

「人もをし人もうらめしあぢきなく 世を思ふゆゑに物思ふ身は」 

※屋敷の屋根付き板塀の前を、竿
さ お

の先につけた高提灯
たかちょうちん

を担いで急いで走る男。その前に、

馬上で疾駆する武具を着た武者。その前を抜き身の長刀を肩にして走る男。塀の門口から

屋敷内に入る男の下半身が見える。塀の向こうから高提灯が三本、屋根越しに見える。 

※未確認版下絵、〈中納言
ち ゅ う な ご ん

行平
ゆ き ひ ら

〉〈凡
おおし

河内躬
こ う ち の み

常
つ

恒
ね

〉〈曾禰
そ ね の

好忠
よ し た だ

〉〈源重之
みなもとのしげただ

〉〈儀
ぎ

同三司母
ど う さ ん し の は は

〉〈大
だ い

弐三位
に の さ ん み

〉〈前大僧正
さきのだいそうじょう

行尊〉〈参議
さ ん ぎ

雅
ま さ

経
つ ね

〉〈順
じゅん

徳院
と く い ん

〉の 9 図（2005『北斎展

図録』ｐ360）。 

●屏風肉筆画「鳳凰図
ほ う お う ず

屏風
び ょ う ぶ

」（紙本着色。八曲一隻屏風。齢七十六歳前北斎為一改画狂老

人卍筆。印富士の形。35.8×233.2 ボストン美術館蔵） 

鳳凰図屏風（ボストン美術館） 

※縦 35.8 ㎝に比して横 29.6 ㎝の縦大判を 8 枚続けて描いたもの。金箔を施した背景に横

いっぱいに羽を伸ばした鳳凰が極彩色で描かれる。 

 

天保
て ん ぽ う

7(1836）丙
ひのえ

申
さ る

 77 歳 天竺浪人画狂老人卍
てんじ くろ うに んが きょう ろう じん まんじ

翁
お う

、浦賀旅人
う ら が た び び と

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、

齢
よわい

七十七前北斎為一改画狂老人卍
ななじゅうななさきのほくさいいいつあためがきょうろうじんまん

、七
な な

十
じゅう

七
な な

齢
よわい

前
さきの

北
ほ く

斎
さ い

改
あらため

画
が

狂
きょう

老
ろ う

人
じ ん

卍
まんじ

、前北斎改画狂老人卍
さきのほくさいあらためがきょうろうじんまんじ

、

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

翁
お う

、前北斎為一改画狂人卍
さきのほくさいいいつあらためがきょうじんまんじ

、前北斎画狂人卍
さきのほくさいがきょうじんまんじ

、独流開祖齢七十七画狂老人卍
どくりゅうかいそよわいななじゅうなながきょうろうじんまんじ

、

前北斎事
さきのほくさいこと

画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

乞食
こ じ き

坊主
ぼ う ず

万
ま ん

字
じ

、齢
よわい

七十六
ななじゅうろく

前北斎為一
さ き の ほ く さ い い い つ

改
あらため

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

（前年のもの）、画
が

狂人
きょうじん

前北斎
さきのほくさい

卍
まんじ

、□印富士
ふ じ

の形
かたち

：孫
ま ご

（27）、阿
お

栄
え い

(39)  

◇諸国に飢饉続く。奥羽地方で死者 10万人。 

◇8月 14日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、70歳を記念して柳橋万屋八
やなぎばしよろずやはち

兵衛
べ え

（万八楼
ま ん ぱ ち ろ う

）で所蔵品書画会を開き、

その収入（135 両）で孫に同心
ど う し ん

株
か ぶ

を購入し与える。株に付いていた四谷
よ つ や

信濃
し な の

仲
な か

殿町
ど の ま ち

（現、

東京都新宿区霞ケ岳
か す み が お か

町
ま ち

）の屋敷を改修。この年、神田宅を地主の杉浦
す ぎ う ら

清太郎
せ い た ろ う

に 42両で売る。

孫の太郎
た ろ う

（9歳）を嫡家
ち ゃ っ け

の当主とする。 



669 

 

◇12月 19日、富岡
と み お か

鉄
て っ

斎
さ い

生（～1924）。 

◇二代目永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

没（62）。 

○為永春水
た め な が し ゅ ん す い

『春告鳥
は る つ げ ど り

』。 

○歌川国貞
う た が わ く に さ だ

「東海道五十三次之内
と う か い ど う ご じ ゅ う さ ん つ ぎ の う ち

（美人東海道
び じ ん と う か い ど う

）」。 

○斎藤月岑
さ い と う げ つ し ん

『江戸
え ど

名所
め い し ょ

図会
ず え

』（後半 4～7巻 10冊）。 

 

【秋ごろまで浦賀に逗留】 

※正月 17日小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛の手紙。 

「（略）来
きたる

二月初旬には、筆紙、画之
え の

具
ぐ

、切れ目、相成候間
あいなりそうろうあいだ

、無是非
ぜ ひ な く

老人
ろ う じ ん

壱人
い ち に ん

、江戸へ

出府
し ゅ つ ぷ

仕 候
つかまつりそうろう

間
あいだ

、其
そ の

砌
みぎり

は、内々
な い な い

にて御店
お み せ

へも参上、委細は、御面上
ご め ん じ ょ う

に

万々
ば ん ば ん

可申上候
もうしあげるべくそうろう

(略)」(『葛飾北斎伝』ｐ148 ルビは筆者) 

 二月には画材が切れたので、調達のために江戸に一旦戻るが、その際

には内々に小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（嵩山房
す う ざ ん ぼ う

）へ出向き、いろいろ話をしたいという

のである。内々に訪ねるのは浦賀に居ることを知られたくないからであ

ろう。崇山房
す う ざ ん ぼ う

は日本橋通二丁目にあった。この手紙に北斎自身と思われ

るコマ絵が添えられる。                 「コマ絵」 

 崇山房
す う ざ ん ぼ う

とは、武者絵の顔の彫り方について、目、鼻の具体的な形を図示しての注文をし

ているので、それらのことでの訪問であろう。また、同手紙に「遠慮之
え ん り ょ の

儀御座候間
ぎ ご ざ そ う ろ う あ い だ

、

旅住之
り ょ じ ゅ う の

場所
ば し ょ

は、したゝめ不申候
もうさずそうろう

」（p150）と、思うところがあって、浦賀に住んでいる場

所は書かないとしている。自らを「天竺浪人
て ん じ く ろ う に ん

画狂老人
が き ょ う ろ う じ ん

卍
まんじ

翁
お う

」と署名する。2 月に一時的に

江戸へ帰ったと思われる。 

【歌川風の鼻、どうぞ此のやうにならぬやうに】 

※同手紙の後半には、彫師に対し、鼻の線描を示し「職人衆、能御承知之
よ く ご し ょ う ち の

はなは、歌川風

の（歌川風の鼻の線描が書かれる）此分
こ の ぶ ん

は、画法にはづれ候 間
そうろうあいだ

、私の方にては、どうぞ

此
こ

のやうにならぬやうに、（北斎風の鼻の線描）と御
お

ほり可被下候
くださるべくそうろう

。（歌川風の目と鼻の

線描）此類
こ の る い

流行にても、あるべけれど、私はいや〱
い や

」（『葛飾北斎伝』ｐ149～150）とあ

り、歌川風の描き方が流行とはいえ、「私はいや〱
い や

」と言っているのである（ルビは筆

者）。 

★3 月頃。江戸深川
ふ か が わ

万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

（現東京都江東区常盤
と き わ

橋
ば し

2 丁目と清澄
き よ す み

1～3 丁目 に架かる橋）付

近に住む。この年刊『和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』の自序に「貴
とうと

き御代
み よ

の民たる事、実
じつに

浮木
う き ぎ

の亀
か め

注の 幸
さいわい

にして、万
ま ん

年
ね ん

橋
は し

の辺
あ た

りに寓
ぐ う

居
き ょ

なし（仮の住まいを構え）（略）」とある（注・ルビは筆者

による）。 

注）浮木
う き ぎ

の亀
か め

：「盲
も う

亀
き

の浮木
ふ ぼ く

」のこと。大海中に住み、百年に一度水面に出て来る目の見

えない亀が、ようやく浮木に遇い、その穴に入るという事。めったに遇えない幸せという

こと。 
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★墨摺りの濃淡について述べた小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

宛ての手紙の末尾に「（略）唐詩選残
のこり

三丁半、

差上申候
さしあげもうしそうろう

。（略）かげんの違
ちがっ

た 涼しい土用
ど よ う

 浦賀旅人
う ら が た び び と

画狂老人卍三拝」（『葛飾北斎伝』

ｐ151）とある。唐詩選は、文化 7年の『唐詩選画本
と う し せ ん え ほ ん

 七言
し ち ご ん

律
り つ

』と思われ、「涼しい土用」

とあるので夏の頃の手紙であろうから、一時的に江戸に戻ることはあっても、この年の夏

までは浦賀にいたと推測できる。 

★この年の秋に刊行された『広
こ う

益
え き

諸家
し ょ か

人名録
じ ん め い ろ く

』（天保丙
ひのえ

申
さ る

秋校正
こ う せ い

）に「北斎 名
な

戴斗字
あざな

雷

震一号為一画狂人 居所
い ど こ ろ

不定
ふ て い

 葛飾北斎」（『年譜』による）とあり、秋頃までは居所が

不明とされた。 

【北斎の晩年の支援者・高井鴻山と出合う】 

★この年、貧窮の北斎が絵草紙屋に売り込みに来た絵を、居合わせた江戸遊学中の高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

が金二分
に ぶ

注で購入したといわれる（尾崎周道『北斎 ある画狂人の生涯』（日経新書。

ｐ193）。 

注）金二分：約 7万 5千円。金 1両＝6000文（仮）＝二分。1文＝25円で換算。 

同書では鴻山との出会いについて更に別の見方も紹介している。 

「北斎と鴻山があったのは天保七年ではなく、六年のできごとで、当時小布施
お ぶ せ

の商人で

十八屋
じ ゅ う は ち や

というものが江戸日本橋で呉服商を営んでいたが、この十八屋と北斎はかねてから

懇意であり、北斎は高井鴻山の人となりを十八屋から聞いていた。鴻山が京で岸
が ん

駒
く

、岩岱
が ん た い

について、また横山
よ こ や ま

（筆者注：三
み

畠
は た

とも）上龍
じょうりゅう

について絵を習い、絵に非常に興味を持っ

ていることなども承知していた。十八屋はまた飛脚屋も営んでいたので、江戸遊学中の鴻

山も北斎の人となりを聞いていて、北斎に逢いたく思い、同郷のことゆえ、この十八屋の

紹介で両者が逢った」というのである（同書ｐ193～194）。 

後に高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

は北斎の生活面・金銭面の支援者となる。文化 3年（1806）生。明治 16年

（1833）没。信濃
し な の

国
く に

高井郡
た か い ぐ ん

小布施
お ぶ せ

の豪農商・高井家十代目の熊
く ま

太郎
た ろ う

と母ことの四男。15 歳

のとき、京都に遊学、絵画・国学・和歌・儒学・漢学等を学び、天保 4 年（1833）に江戸

に移住。天保 7年（1836）の飢饉に小布施に帰郷し、自宅の蔵を開いて庶民を救済した。 

 

●絵手本『新鄙形
し ん ひ な が た

』(1 月。角書
つ の が き

「諸職
しょしょく

絵本
え ほ ん

」。墨摺。半紙本一冊。全 27 丁。齢七十七前

北斎為一改画狂老人卍筆。印富士の形。須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版。22.4×16.0 すみだ北斎美術館：

ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/国文学研究資料館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/東洋文庫/

フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

新雛形見返し（新日本古典籍総合データベースより） 

※見返しは「前北斎改画狂老人卍筆 諸職絵

本 葛飾
か つ し か

新雛形
し ん ひ な が た

 天保七丙
ひのえ

申
さ る

孟
も う

春
しゅん

」とある。

自序には「天保七丙
ひのえ

申
さ る

 孟
も う

春
しゅん

 画狂老人卍述 

印富士の形」とある。最終丁には「齢七十七

前北斎為一改画狂老人卍筆印富士の形 剞劂
き け つ
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江川留
え が わ と め

吉
き ち

」とある。奥付には三
さ ん

都
と

書肆
し ょ し

として「勝村
か つ む ら

治
じ

右
え

衛門
も ん

（京都寺町通
てらまちどおり

松原
ま つ ば ら

）、秋田屋
あ き た や

太
た

右
え

エ門
も ん

（大坂
お お さ か

心
し ん

斎
さ い

橋
ば し

安堂寺
あ ん ど う じ

町）、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（江戸
え ど

日本橋通
に ほ ん ば し ど お り

弐丁目
に ち ょ う め

）、須原屋
す は ら や

佐
さ

吉
き ち

（同

四丁目
よ ん ち ょ う め

）、須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版（同壹丁目
い っ ち ょ う め

）が連名で記される。後に永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版『葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

遺墨
い ぼ く

 北斎
ほ く さ い

新雛形
し ん ひ な が た

』（刊行年不詳。淡色摺）が出る（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』

による）。須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

版の広告に中・下。続編の広告あるも未刊。  

※様々な職人が使用できるよう文様や図面の割出しなどに言及したもの。  

【北斎の細密画批判に反論・不学者の論一笑に備ふのみ】 

※巻末の「神馬図
し ん め ず

」に添えられた、北斎の細密画法への批判に応えた文。 

「客
きゃく

来
き た

ツて叱
し か

つて曰
い わ

く。足下
そ っ か

の細
さ い

画
が

委
くわし

きに過
す ぎ

たり、故
ゆ え

にゑにあらずと譏
そ し

る人
ひ と

多
お お

し。 改
あらたむ

ル

にしかじ。答
こたえ

て智者
ち し ゃ

ハ其
そ の

智
ち

に誇
ほ こ

る。業
わ ざ

等閑
と う か ん

にして、文
ぶ ん

雅
が

を礼
れ い

とし、あるハ流行
りゅうこう

を常
つ ね

として、

智
ち

を以
も っ

て世
よ

に鳴
な

ル、わざ鈍
に ぶ

キハ老
お い

て下
く

タ
だ

る事
こ と

速
すみやか

なり。 幸
さいわい

に天
て ん

我
わ れ

をして遇
ぐ う

ならし

む。 剰
あまつさえ

文盲
も ん も う

にして、古法
こ ほ う

に縄
ば く

セられず。

去年
こ ぞ

を悔
く

ヒきのふをハぢ、ひとり塞翁
さ い お う

が

馬
う ま

に鞭
む ち

うつて、此
こ の

道
み ち

に走
は し

る事
こ と

をほしひ

まゝにす。齢
よわい

八
は ち

旬
しゅん

にちかしといへど、眼
が ん

気
き

筆力
ひつりょく

壮年
そ う ね ん

にかわらず、百歳
ひゃくさい

の命
いのち

を保
た も

チ

て、独立
どくりゅう

のこゝろざしをじやうじゆ（成

就）せん事
こ と

を思
お も

ふ。其客
そのきゃく

にも命
いのち

あらバ、

老人
ろ う じ ん

が言
げ ん

の違
たがわ

ざるを見給
み た ま

ふべし。客
きゃく

いか

つて（怒って）憚
はばか

る。不学者
ふ が く し ゃ

の論
ろ ん

一笑
いっしょう

に

備
そ な

ふ而
の

己
み

」（注・句読点・ルビは筆者に

よる）。                  『新雛形』巻末（新古典籍データベースより） 

●絵本『和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』(正月。半紙本。三巻一冊墨摺。全 32丁。最終ページに、七十七齢

前北斎改画狂老人卍筆。印富士の形。自序には「前北斎改画狂老人卍述」とある。彫工・

杉田
す ぎ た

金
き ん

助
す け

・江川留
え が わ と め

吉
き ち

とある。扉には、「和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

 初編 前北斎改画狂人卍筆 書
し ょ

林
り ん

崇山房
す う ざ ん ぼ う

 北林堂
ほ く り ん ど う

 梓
し

」とある。22.6×16.0 大英博物館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/山口県立萩美術館/東洋文庫/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪ

ﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)。 

※北島順四郎
き た じ ま じ ゅ ん し ろ う

（北
ほ く

林
り ん

堂
ど う

。江戸神田鍛冶町
か ん だ か じ ち ょ う

）、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（崇山房
す う ざ ん ぼ う

。江戸日本橋通
に ほ ん ば し ど お り

二丁目）、

秋田屋
あ き た や

太
た

右
う

衛門
え も ん

（大坂心
し ん

斎
さ い

橋
ば し

安堂寺町
あ ん ど う じ ま ち

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州
お し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

）、和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

(江戸芝
し ば

神明前
し ん め い ま え

)、西宮
に し み や

弥
や

兵衛
へ え

(江戸中橋
な か ば し

広小路
ひ ろ こ う じ

)の相合
あ い あ い

版（共同出版）。 

※最終図「備後
び ん ご

の三郎
さ ぶ ろ う

高徳
た か の り

」の図に、高徳
た か の り

が木に「天保六乙
きのと

未
ひつじ

年四月齢七十六前北斎為一

改画狂老人卍筆」と書き、版下絵の制作年 

月（天保 6年 4月）が記されていて、下絵は天保 6年 4月に描かれたことを示している。 
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『和漢絵本魁』備後の三郎高徳（ゴンス：1883「日本の美術」国文研データベースより） 

続編「葛飾振
か つ し か ぶ り

」（岡田屋嘉七
お か だ や か し ち

広告）は未刊

（永田生慈『北斎の絵手本四』ｐ262 によ

る）。 

※北斎自序に「尊
とうと

き御代
み よ

の民
た み

たること、実
じ つ

に浮木
ふ ぼ く

の亀の幸
こ う

にして、万
ま ん

年
ね ん

橋
ば し

の辺りに遇
ぐ う

居
き ょ

なし、年
と し

の功
こ う

を日
ひ

に暄
あたた

るの折
お り

から、来
き

た

れる人
ひ と

は、書肆
し ょ し

嵩山房
す う ざ ん ぼ う

主人
し ゅ じ ん

、例
れ い

の板下
は ん し た

をも

のせよと乞
こ

ふ。基巻
き か ん

中
ちゅう

遍
あまね

く治世
ち せ い

に武
ぶ

を忘
わ す

れ

さ
ざ

る有名
ゆ う め い

の壮士剛強
そ う し ご う き ょ う

の像
ぞ う

を写
う つ

して、智
ち

仁
じ ん

勇
ゆ う

の三編
さ ん ぺ ん

に兼備
け ん び

せよとなり、 潔
いさぎよ

きすゝめに引きたてられつ、七十に余
あ ま

れる老
お い

にも屈
く っ

せす
ず

、

弓
ゆ み

にひとしく、まか
が

れる腰
こ し

に光陰
こ う い ん

の箭
や

うち刻
つ が

へて、的
ま と

をはつ
ず

さぬはつ春
は る

の唯
た だ

中
な か

、時
と き

の拍子
ひ ょ う し

にはやり雄の画本
え ほ ん

魁
さきがけ

と表題
ひょうだい

して、今年
こ と し

巳
い

午
ご

の口
く ち

を形
かたど

つて恵方
え ほ う

にむかつて筆
ふ で

はし
じ

めに誌
し る

す。

天保
て ん ぽ う

七 丙
ひのえ

申
さ る

の艶
え ん

陽
よ う

 前北斎改画狂人卍述 印富士の形 董
と う

斎
さ い

盛
せ い

義
ぎ

（書家）書」（注・句

読点・ルビは筆者）とあり、有名な和漢
わ か ん

の剛士
ご う し

の像を、智
ち

仁
じ ん

勇
ゆ う

の三編で完成する予定で、

その版下絵を描くよう版元から依頼があったことを記している。これは『勝鹿振
か つ し か ぶ り

』と題し

て出版予定であったが未刊となった。版下絵は完成していて、メトロポリタン美術館蔵と

いう（永田生慈『北斎の本懐』角川新書 ｐ102）。 

〈多力雄
た ち か ら お

の命
みこと

〉〈豊玉
と よ た ま

姫
ひ め

の本形
ほ ん た い

・彦炎
ひ こ ほ お

出
で

見
み の

尊
みこと

〉〈堤
だ い

婆
ば

達
た つ

多
た

 鉄
てつの

弓
ゆ み

を彎
ひ く

〉〈夏
か

の禹
う

王
お う

洪水
こ う ず い

を

治
おさむ

〉〈大蛇
お ろ ち

の再生
さ い せ い

 盤
い わ

永
な が

姫
ひ め

 天児家根命
あ め の こ や ね の み こ と

〉〈藤原広嗣
ふじわらのひろつぐ

の灵
れ い

霊
りょう

 玄暴
げ ん ぼ う

僧正
そうじょう

〉〈大伴
お お と も

の良雄
よ し お

 

記
き

の名虎
な と ら

 両孤
り ょ う こ

の英雄
え い ゆ う

角觗
す も う

に力
ちから

を挑
いどむ

〉〈物部
も の の べ

の守屋
も り や

の大臣
だ い じ ん

〉〈漢
か ん

の張
ちょう

良
りょう

〉〈蒼海
そ う か い

公
こ う

〉

〈平
へ い

親王
し ん の う

 将門 俵藤
たわらとう

太
た

秀郷
ひ で さ と

〉〈韓
か ん

信
し ん

〉〈伊予
い よ

の尉
じょう

藤
ふ じ

原
わ ら

の純友
す み と も

 橘
たちばな

の遠
と お

保
や す

純友
す み と も

を生捕
い け ど る

〉

〈楚
そ

の項羽
こ う う

 烏推
う す い

といふ名馬
め い ば

を得
う る

〉〈平井
ひ ら い

の保
ほ う

昌
しょう

 土
つ ち

蜘蛛
く も

退治
た い じ

〉〈焚噲
は ん か い

 鉄門
て つ も ん

を破
やぶる

〉

〈夢中
む ち ゅ う

出現
しゅつげん

の鍾馗
し ょ う き

〉〈隋
ず い

の臣下
し ん か

魔叔
ま し ゅ く

謀
ぼ う

 好
このん

で小児
し ょ う に

の肉
に く

を喰
く う

〉〈制多伽
せ い た か

童子
ど う じ

 文
も ん

覚
が く

荒行
あらぎょう

〉

〈氾
は ん

額女
が く じ ょ

怪力
か い り き

〉〈平
たいら

忠
た だ

盛
も り

怪
か い

僧
そ う

を捕
と ら

ふ〉〈備後
び ん ご

の三郎
さ ぶ ろ う

高徳
た か の り

〉など。 

●絵手本『絵本武蔵
む さ し

鐙
あぶみ

』（8 月。墨摺。半紙本一冊。見開きに「前北斎改画狂老人卍筆 

画本武蔵鐙 甲冑
かっちゅう

之篇 書林嵩山房
す う ざ ん ぼ う

 北林堂
ほ く り ん ど う

新梓 天保七丙
ひのえ

申
さ る

朱
し ゅ

明
め い

（筆者注：夏）発兌
は つ だ

」

とある。奥付には「七十七齢 前北斎改画狂老人卍筆 印富士の形」とある。彫工・

江川留
え が わ と め

吉
き ち

。秋田屋
あ き た や

太
た

右
え

衛門
も ん

（大坂心
し ん

斎
さ い

橋
ば し

安堂寺町
あ ん ど う じ ま ち

）、永楽
え い ら く

屋東四郎
と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

）、

和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

（江戸芝
し ば

神明前
し ん め い ま え

）、北島順四郎
き た じ ま じ ゅ ん し ろ う

（江戸神田
か ん だ

鍛冶
か じ

町
ちょう

）、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（江戸日本

橋通
とおり

二丁目）西宮
に し み や

弥
や

兵衛
へ え

（江戸
え ど

中橋
な か ば し

広小路
ひ ろ こ う じ

）の合版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみ

だ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫/大英博物館蔵） 

※和漢の武者を題材にしたもの。『和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』の二編として刊行。奥付に「天保七丙
ひのえ

申
さ る

年八月発行」とある。明治 10年の刊行もあり） 

※画中の何ヵ所で自らの画論を短く記している。また、序文には「（略）老人
ろ う じ ん

ことし

七十有七
しちじゅうゆうしち

齢
のよわい

、眼鏡
がんきょう

を用
も ち

ひす
ず

して、燈下
と う か

に毫
ご う

を揮
ふ る

ふ。その健
たけき

にあらさ
ざ

れは
ば

、此
こ の

勇壮
ゆ う そ う

をうつ
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すことあたはし
じ

。其
そ の

気力
き り ょ く

にあらす
ず

は
ば

、この密
み つ

はゑか
が

きかたからん。奇
き

巧妙画
こ う み ょ う が

、おのれか
が

拙辞
せ つ じ

のおよは
ば

さ
ざ

る所
ところ

ハ、巻中
かんちゅう

の絵
え

のたすけによりて、おのつ
ず

から明
あ き

らかならむ。天保七年

六月 銀官局司 秋田
あ き た

太
た い

義
ぎ

識」（句読点・ルビは筆者）として、北斎の健康ぶりが無けれ

ばこれほどの奇巧妙画、細密の画は書けなかったろうと述べている。 

注）秋田
あ き た

太
た い

義
ぎ

：不明。 

【酔中筆の拙き画】 

※『絵本
え ほ ん

武蔵
む さ し

鐙
あぶみ

』29 丁の上杉
う え す ぎ

謙
け ん

信
し ん

と武田
た け だ

信
し ん

玄
げ ん

の図について、『葛飾北斎伝』（ｐ190）で

は次のように厳しく批判している。 

「謙
け ん

信
し ん

のきりこみたる太刀
た ち

を、信
し ん

玄
げ ん

左手に軍配を持ち、逆にうけとむるのさま 甚
はなはだ

拙
つたな

し。

しかして信
し ん

玄
げ ん

の右手は、一刀を引き抜かんありさまなれど、これまた甚 拙
はなはだつたな

し。北斎も自
みずか

ら拙
つたな

しとおもひければ、此
こ れ

に副書
そ え が き

して、『酔
す い

中筆
ちゅうひつ

して曰
い わ

く、紙中寸尺
しちゅうすんしゃく

限
かぎり

あり。形自在なら

ず。馬上と歩行との風情は、横に広からんものを立
た て

にす。余
あまり

は押してしるべし』と、これ

即
すなわち

酔中
すいちゅう

の字をかりて、拙
せ つ

を覆
お お

ひたるもの

なり。実に酔中
すいちゅう

とか言はざれば、人に示

されぬ画なり」（ルビは筆者による）。

まるで酔って描いたような絵だというの

である。 

 ちなみに、北斎は「文化文政年間の諸

名家、大抵酒を飲まざるものなし。惟
た だ

北

斎翁に至りては、絶えて酒を飲まざりし

なり。画の味は、蓋
け だ

し酒よりも猶
な お

甘きが

故
ゆ え

なるべし」（『葛飾北斎伝』ｐ181）と

あるように下戸
げ こ

であった。       上杉輝虎 入道謙信/武田晴信 入道信玄（すみだ北斎美術館） 

●絵本『画本葛飾振
え ほ ん か つ し か ぶ り

』（版下絵一帖墨摺。無款。25.4×39.4 メトロポリタン美術館蔵） 

※『和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』『絵本武蔵
む さ し

鐙
あぶみ

』の巻末広告に『画本和漢葛飾振
え ほ ん わ か ん か つ し か ぶ り

』とあるが未刊。見開

き 22図。半丁図 6図の日本の武人等の版下絵。『和漢
わ か ん

絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

』掲載の「絵本
え ほ ん

魁
さきがけ

」二編と

『絵本武蔵
む さ し

鐙
あぶみ

』掲載広告にある「勝鹿振
か つ し か ぶ り

」がこの版下絵をもとに刊行される予定であった

とされる。『2017 北斎―富士を超えて』図録ｐ225 には「俵藤
たわらとう

太
た

秀郷
ひ で さ と

 龍
りゅう

宮城
ぐうじょう

より宝を得

る」（メトロポリタン美術館蔵）と題した『画本葛飾振
え ほ ん か つ し か ぶ り

』の版下絵が紹介されている。 

●絵本『唐詩選画本
と う し せ ん え ほ ん

 七言
し ち ご ん

律
り つ

』七編（9 月。半紙本 5 冊。画狂老人卍翁筆。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

著。

小
こ

林
ばやし

新兵衛
し ん べ え

版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/同志社大学図書館蔵) 

※天保 4 年の六編とこの年の七編に挿絵を描いている。巻一に 11 図、巻二に 11 図、巻三

に 10図、巻四に 7図、巻五に 6図の挿絵を描く。袋には、画狂人前北斎卍筆とある。 

●絵手本『画
え

本
ほ ん

和
わ

漢
かんの

誉
ほまれ

』（墨摺半紙本一冊。全 30丁。三
さ ん

都
と

書肆
し ょ し

として、出雲屋
い ず も や

文
ぶ ん

次郎
じ ろ う

（京

都 三条通
さんじょうとおり

升屋
ま す や

町 ） 、河内屋喜
か わ ち や き

兵衛
へ え

（ 大坂
お お さ か

心
し ん

斎
さ い

橋通
ばしとおり

北久
きたきゅう

太郎
た ろ う

町 ）、河内屋
か わ ち や

茂
も

兵衛
へ え

（同
ど う

博労町
ば く ろ ち ょ う

）、須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

（江戸
え ど

日本橋通壹丁目
に ほ ん ば し と お り い ち ち ょ う め

）、山城屋
や ま し ろ や

佐
さ

兵衛
へ え

（同二丁目）、小林
こ ば や し
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新兵衛
し ん べ え

（同）、岡田屋嘉七
お か だ や か し ち

（芝
し ば

神明前
し ん め い ま え

）、山城屋
や ま し ろ や

政
せ い

吉
き ち

（日本橋
に ほ ん ば し

四日市
よ っ か い ち

）、紙屋
か み や

徳
と く

八
は ち

（下谷
し た や

御成道
お な り み ち

）の連名版。大英博物館/フリーア美術館/メトロポリタン美術館蔵） 

※和漢の武者が戦う様子を描く。没後の翌年、嘉永 3 年（1850）3 月に出版される。下絵

は 76歳（天保 6年）のもの。 

嘉永 3 年の序文「（略）いでやはつかに此
こ の

一巻
ひ と ま き

をひらき見
み

んにハ。漢
か ら

に和
やまと

に。いにしへ

の誉
ほまれ

ある人々の戦ふさまを。まのあたり見る心ちぞせらるゝ。猶
な お

かつ画
が

狂人
きょうじん

の筆の巧
たくみ

にハ。

健
た け

きものゝふのうごきはたらくばかりにこそあれ。嘉
か

永
え い

ミとせ卯月
う づ き

日
ひ

 山崎
や ま ざ き

義
よ し

成
な り

しるす」 

注）山崎
や ま ざ き

美
よ し

成
な り

：不明。 

※奥付には「七十七齢 前北斎改画狂老人卍筆 印富士の形/彫工 杉田
す ぎ た

金助 江川留
え が わ と め

吉
き ち

(五常亭
ご じ ょ う て い

)」とある。 

※見返しには「前北斎画狂老人卍筆 画本和漢誉 全一巻 

嘉永庚
かのえ

戌
い ぬ

（嘉永 3 年）孟春新鐫
し ん せ ん

（新たに版を彫ること）江
え

都
ど

東昌
とうしょう

軒
け ん

発行」とある。 

※裏表紙見返しには「画狂老人卍筆 嘉永三年庚戌五月八兌」

とある。 

※巻末の挿絵「鎌田
か ま た

又
ま た

八
は ち

がちから」図

中には「画本
え ほ ん

和漢
わ か ん の

誉
ほまれ

 豆相
ず そ う

ノ旅客 前

北斎改画狂老人卍筆 時
ときに

七十六歳」と

あるので天保 6年の伊豆・相州の旅中に

下絵が描かれていたことが分かる。 

蒲田又八がちから（大英博物館）   右 拡大図 

●摺物「歌
う た

占図
う ら ず

」（1 月。独流開祖
ど く り ゅ う か い そ

齢七十七
よわいななじゅうなな

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

） 

※文政 10年の「歌
う た

占図
う ら ず

」（北斎為一敬画。大英博物館蔵）とは別図。 

 

天保
て ん ぽ う

8(1837）丁
ひのと

酉
と り

 78 歳 齢
よわい

七十二
な な じ ゅ う に

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

（前年の「七十七」の彫り誤りか）、

応需
お う じ ゅ

画狂人
が き ょ う じ ん

卍
まんじ

写
し ゃ

意
い

、齢
よわい

七十八
ななじゅうはち

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

 □印葛
か つ

しか：孫（28）、阿
お

栄
え い

(40)  

◇2月 16日、成島
な る し ま

柳北
り ゅ う ほ く

生(～1894)。 

◇2月 19日、大塩
お お し お

平八郎
へ い は ち ろ う

の乱。3月 27日、鎮圧・自殺。 

◇3月 24日、江戸窮民に 2万俵の施米
せ ま い

。 

◇4月 2日、将軍家
い え

斉
な り

から家慶
い え よ し

に。 

◇6 月、生田
い く た

万
よろず

の乱（越後の国学者生田万が、飢饉困窮を訴えて越後・柏崎
かしわざき

で起こした反

乱事件）。 

◇6 月、モリソン号事件（音
お と

吉
き ち

ら日本人漂流民を乗せたアメリカ商船が浦賀に入港。浦賀

奉行が砲撃した事件）。 

◇仏人タゲール、写真機「タゲレオタイプ」を発明。 
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◇シーボルトの日本の民俗関係資料がオランダ政府に買い上げられる。これによりシーボ

ルト日本博物館が設立される（現、オランダ国立民族学博物館））。ここで「北斎漫画」

が展示され、世界初の浮世絵展となる。 

◇この頃、江戸で佃煮が売り出される。 

◇秋、豊作となる。 

○歌川広重
う た が わ ひ ろ し げ

『江戸近郊八景
え ど き ん こ う は っ け い

』 

○鈴木牧之
す ず き ぼ く し

『北越雪譜
ほ く え つ せ っ ぷ

』初篇。 

 

【林町から本郷に住むか・放蕩孫没か】 

★「天保十年六月八日針医
は り い

某 話
なにがしのはなし

」（朝岡興禎編『古画備考』嘉永 3年項より） 

「北斎男子
だ ん し

ハ御
お

小人
こ び と

目付
め つ け

ヘカ
が

家ヲ継
つ ぎ

、加瀬
か せ

田
マ マ

（多）吉
き ち

郎
ろ う

トテ本郷
ほ ん ご う

ノ組
く み

屋敷
や し き

ヘ別宅
べ っ た く

ス、娘於
お

栄
え い

トカハ弟子（筆者注：「才子
さ い し

」の誤りか）也、外
ほ か

ニ孫
ま ご

ノ男子
だ ん し

二人
ふ た り

アリ、北斎其後
そ の ご

、林町
はやしちょう

注 1 ヨリ外
ほ か

ヘ転宅
て ん た く

ス、其後
そ の ご

、年
と し

経
へ

テ途中ニテ逢タルニ、孫両人共
まごりょうにんとも

、放蕩
ほ う と う

ニテ注 2 甚
はなはだ

困
こ ま

リ候
そうろう

ニ付
つ き

、（以下国立国会ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝでは判読不能により Web「浮世絵分館資料館」浮世絵

師総覧・葛飾北斎による）只今
た だ い ま

ハ本郷
ほ ん ご う

ノ倅方
せがれかた

(筆者注：次男
じ な ん

多吉郎
た き ち ろ う

)ニ同居
ど う き ょ

致
いたし

候
そうろう

ト被申候
もうされそうろう

、

一昨年
い っ さ く ね ん

（天保八年）ノ頃没
ぼ っ

シ注 3被申候
もうされそうろう

由
よ し

、加瀬
か せ

氏ハ墓所
ぼ し ょ

一覧
い ち ら ん

ニ漏
も れ

タル名家
め い か

ノ墓所
ぼ し ょ

ヲ編集
へんしゅう

致
い た

サレ候
そうろう

と也
な り

」（国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ「30－179 コマ」、及び WEB「浮世絵文献資

料館」葛飾北斎：嘉永 3年の記事より。ルビ・句読点は筆者による） 

注 1）林町：林町
はやしちょう

三丁目の甚
じ ん

兵衛店
へ い え い だ な

。 

注 2）孫両人共
まごりょうにんとも

ニ、放蕩
ほ う と う

ニテ：北斎の長女阿
お

美
み

与
よ

と柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

の間には男子が生まれたが、

他にも男子がいて、二人とも「放蕩」であったという話には疑問がある。 

注 3）没し：誰が没したのか不明。あるいはドラ孫か。 

【天保 8・9年は作画減少】 

●地誌『日光山誌
に っ こ う さ ん し

』(1 月。大本五冊墨摺。植田孟縉
う え だ も う し ん

編。序文は文政 8 年(1825)。齢七十二

画狂老人卍筆（其一）。応需画狂人卍写意（其二）。挿絵二図〈龍頭
り ゅ う ず

の滝
た き

〉（其一と其二）

を描く。他に二世柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

、谷文晁
たにぶんちょう

、渡辺崋山
わ た な べ か ざ ん

等が挿絵を描く。須原屋伊八
す は ら や い は ち

・須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

の合梓版。国立国会図書館/島根県利美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫蔵) 

龍図の滝（初沢町の紹介による）右図：落款部分 

※其一にある「龍図
りゅうずの

瀧
た き

」について、 

「この龍頭
りゅうずの

瀧
た き

の図に『齢七十二画狂

老人卍筆』とあり、この年令からす

れば天保 2 年(1831)の制作となるが

「七十二」の「二」の字体に欠損が

みられ、あるいは「七」の字を彫り

誤ったか欠損してこのようになった

かと思われる点あり。刊年との関係からも合理性があるので、天保八年（1837）の項に入
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れておく。」という見方もある（鈴木重三『在外秘宝』）。本稿もこの説に一応従う。 

他に、72 歳の時に実際に日光に行って写生をし、それに基づいて描いたものという説もあ

る（2017『北斎―富士を超えて』図録ｐ115）    

●読本『絵本
え ほ ん

西遊
さ い ゆ う

全伝
ぜ ん で ん

』（四編。文化三年初編参照） 

●肉筆画「王
お う

喬図
き ょ う ず

」（絹本着色一幅。齢七十八 画狂老人卍筆。印葛しか。33.0×56.5 

個人蔵） 

※明帝の時、楚
そ

国
こ く

葉
せ っ

県
け ん

の官吏の王
お う

喬
きょう

は、仙人となって、葉
せ っ

県
け ん

から鴨の羽になった靴を履き、

馬車も用いず遠いところから毎朝早く帝にまみえたので、帝は不思議に思いその様子を伺

い網を張って鴨を捕らえると、王喬の靴が網に残ったという（橘守国『絵本故事談』巻六

の記事を永田生慈が『北斎研究』35号で紹介。P5～6）。 

 図は、画面左下に墨摺で網を描き、図中央に羽根を広げた鴨の背に裸足で乗り、右手を

かざして落ちた靴の行方を捜している様子の王
お う

喬
きょう

を描く。 

 

天保 9(1838）戊
つちのえ

戌
い ぬ

 79歳 前北斎
さきのほくさい

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

、齢
よわい

七十九前北斎卍
ななじゅうくさきのほくさいまんじ

：阿
お

栄
え い

(41)  

◇3月 10日、江戸城西丸
に し ま る

炎上。 

◇4月、江戸日本橋・神田大火。 

◇6月 1日、山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

、剃髪する。 

◇8月、この頃より都々逸坊
ど ど い つ ぼ う

扇
せ ん

歌
か

の唄う都々逸節が流行。 

◇10月 23日、高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

没（77）。 

◇水野忠邦
み ず の た だ く に

：農村復興策（人
ひ と

返
がえし

令
れ い

）。 

◇長崎オランダ商館江戸参府。 

◇緒方
お が た

洪
こ う

庵
あ ん

、大坂に適
て き

塾
じゅく

を開く。 

◇シーボルト、『日本』仏訳・出版。 

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、春頃より左目が翳
か す

むようになり、眼鏡が曇ったためとして、値段の高い水晶

製の眼鏡を購入する。 

【天保 9年の浮世絵等の価格】 

◇天保 9年の曲亭馬琴の書簡（『馬琴書翰集成』八木書店）に次の記述かある。 

「（略）近来、紙ことの外
ほ か

高料
こうりょう

のよしニて、錦画
に し き え

の価
あたい

いたく登
の ぼ

り候。『八
は っ

犬伝
け ん で ん

』残り弐枚
に ま い

の分ハ、おろし直
ね

段
だ ん

壱枚
い ち ま い

三分
さ ん ぶ

づゝ、又芝居ニていたし 候
そうろう

錦画
に し き え

は、おろし直
ね

廿
にじゅう

四文
し も ん

づゝに

御座候
ご ざ そ う ろ う

（略）」（6月 28日、殿村
と の む ら

篠
じょう

斎
さ い

宛て。第五巻ｐ24。ルビは筆者） 

「（略）錦画
に し き え

の紙イヨマコ、 甚
はなはだ

高料
こうりょう

のよしニて、価
あたい

前々とハ一倍に成り、西与
に し よ

（筆者

注：西村屋与八）のハ壱枚おろし直
ね

三分づゝ、小うり店ニてハ四十八文づゝニうり候よし。

役者画
え

ハ、おろし直
ね

壱枚
い ち ま い

廿
じゅう

四
し

文づゝ、小
こ

うり店ニてハ三十二文づゝにうり候
そうら

へども、よく

うれ候
そうろう

よし」（7月朔日、小津
お づ

桂
け い

窓
そ う

宛て。第五巻 P36 ルビは筆者） 

 紙代高騰で、錦絵なども高くなってきたというのである。それでもよく売れているとい

う。 
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※一分＝十文（250 円）として三分（30 文）は約 750 円（一文＝25 円で換算）。役者錦画

1枚は卸値 24文（約 600円）小売り値 32文（約 800円）である。文化 2年（1805）では、

役者絵 1 枚約 200 円、大判錦絵 1 枚は約 500 円程度であった。⇒文化 2 年「文化 2 年の浮

世絵等の価格」参照。 

 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』四編後帙（7 月。五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。丁子屋
ち ょ う じ や

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』五編前帙（五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。丁子屋
ち ょ う じ や

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』五編後帙（五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。丁子屋
ち ょ う じ や

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』六編前帙（五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。河内屋
か わ ち や

孫
ま ご

三郎
さ ぶ ろ う

版） 

●読本『新編水滸画伝
し ん ぺ ん す い こ が で ん

』六編後帙（五冊。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

作。前北斎為一老人画。河内屋
か わ ち や

孫
ま ご

三郎
さ ぶ ろ う

版） 

※初編は文化 3年（1806）刊行（奥付は文化 2年）。 

●錦絵「百人一首
ひゃくにんいっしゅ

乳母
う ば

かえとき」下絵 

※「従
じゅう

二位家
に い い え

隆
た か

」版下絵（フリーア美術館蔵）の画中の幟
のぼり

に、「九戌年朱明」とあるとこ

ろから、この頃までも版下絵が描かれていたという見方がある（『年譜』による）。 

●肉筆画「大黒天図
だ い こ く て ん ず

」（9月。「俵上
たわらじょう

の大黒天図
だ い こ く て ん ず

」とも。天保九戊
つちのえ

戌
い ぬ

年 九月甲子
きのえねの

日
ひ

子
ね

ノ

刻
こ く

 齢七十九前北斎卍筆。印不明） 

※天保 15 年（1844）「大黒天図」（現所在不明）とは別図。 

 

天保
て ん ぽ う

10(1839） 己
つちのと

亥
い

 80 歳 画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十
はちじゅう

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

八十齢
はちじゅうよわい

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ふ で

齢
よわい

八十歳
は ち じ っ さ い

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

八十
はちじゅう

 □印葛
か つ

しか：阿栄
お え い

(42)  

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、春頃より左目のかすみがひどくなったが、翌年春までは何とか稿本を書く。 

◇1月 19日、ポール・セザンヌ生（～1906）。 

◇3月 17日、月岡芳年
つ き お か よ し と し

生(～1892)。 

◇5 月 14 日、蛮社
ば ん し ゃ

の獄
ご く

。高野
た か の

長英
ちょうえい

、渡辺崋山
わ た な べ か ざ ん

等がモリソン号事件と鎖国政策を批判したた

め、鳥居
と り い

耀蔵
よ う ぞ う

の首謀により獄に繋がれる。12 月 18 日、長英は終身禁獄、崋山は蟄居とな

る。 

◇8月 20日、高杉晋作
た か す ぎ し ん さ く

生（～1867）。 

◇12月頃、人情本が流行。 

 

★この頃、本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

（現、石原
い し わ ら

１・2 丁目辺。内藤
な い と う

山城
やましろの

守
か み

下屋敷跡辺。御厩
お ん ま や

河岸
が し

渡し

場近く）に住む（『和楽』2017 年 9 月。10･11 月号 ｐ71 掲載の「嘉永 新鐫
し ん せ ん

 本所絵図」

による。文化 14年（1817）頃に石原片町に住んだともされるが、検討の要あり。 
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【この頃、家には飯器なし。土瓶、茶碗二、三個あるのみ】 

※「戸崎
と ざ き

氏又曰
い わ

く、本所
ほ ん じ ょ

石原町
いしわらちょう

片町
か た ま ち

の頃、三食
さんしょく

は隣の煮売
に う り

酒店
さ け て ん

から取り寄せる。家には

飯器
は ん き

なし。土瓶
ど び ん

、茶碗
ち ゃ わ ん

二、三個あるのみ。(略)関根
せ き ね

（只
し

誠
せ い

）氏『増補類考
ぞ う ほ る い こ う

』に曰
い わ

く、翁
おきな

は、

生涯
しょうがい

赤貧
せ き ひ ん

にして世を終
お

ふ。壮年の頃は、一脚
いっきゃく

の机なく、飯櫃
め し び つ

を机にかえ板下
は ん し た

を画
え が

きしとぞ」

（『葛飾北斎伝』所収座談。ｐ200） 

 続けて『葛飾北斎伝』には、小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

（嵩山房
す う ざ ん ぼ う

）宛の手紙に『日光山誌
に っ こ う さ ん し

』（天保８

年：1837 刊）の画料請求の言葉に続けて書かれた「娑婆
し ゃ ば

にすむ粥
か ゆ

なき鍋
な べ

のつるされて、す

くふぼさつもあらじとおもへば」（脚注：ぼさつは米の異称。すくい上げる米粒もない貧しい状態。「粥な

き」の縁で出す。なお「粥なき」は「甲斐なき」に通わせる）の狂歌を記している（ｐ201）。 

★さらに本所
ほ ん じ ょ

達磨
だ る ま

横町
よこちょう

（現東京都墨田区本所
す み だ く ほ ん じ ょ

1 丁目辺。駒形
こ ま が た

橋
ば し

東岸）に住む。初めて火災

に遭う。 

【初めて火災に遭う。此の頃の貧苦は、殊に甚しかりし】 

★達磨
だ る ま

横町
よこちょう

注 1で初めて火災に遭い、多くの縮図や車一台分の和漢古今東西の図を焼失、筆

のみを持って阿
お

栄
え い

とともに逃げる。その後、筆はあるが他の物はない。有った磁
と

壜
く り

を破り、

底の方を筆洗
ふであらい

とし、破片を絵
え

の具
ぐ

皿
ざ ら

にして作画したという。 

※「同十年の頃、本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

注 2に住し、後に達磨
だ る ま

横町
よこちょう

に転じ、火災に罹
か か

る。(略)転居五

十六回にして、火災に遇
あ

はざるは、実に珍し。されど終
つ い

に火災を免るゝこと能
あ た

はずして、

乏
と ぼ

しき衣類諸道具を失ひ、娘と共に赤裸
あかはだか

となり、恰
あたか

も乞食の如きありさまとなりし。其
そ

の

火災に遇
あ

ひし時、翁は、筆を握りて家を飛び出し、娘阿
お

栄
え い

もつゞきてあとより飛び出だし、

家財をおしともおもはぬにや、取りかたづけ持ち出でる暇
ひ ま

は、ありながら、跡をも見ずし

て、逃げ去りたり。さて画
え

を請
こ

ふ者ありしが、筆はあれど、硯
すずり

其
そ

の他の器具なければ、あ

りあふ磁壜
と く り

を打ち砕き、底の方を筆洗
ふであらい

となし、砕片
さ い へ ん

を絵
え

の具
ぐ

皿
ざ ら

となし、画
え が

きて与へたり。

此
こ

の頃の貧苦は、殊
こ と

に甚
はなはだ

しかりし。されど更に憂
う れ

ふる色なし。柴文の話」（『葛飾北斎伝』

ｐ165～166 ルビは筆者による）。 

【車一台分の縮写（スケッチ）図を消失】 

「梅彦
う め ひ こ

氏曰
い わ

く、北斎翁幼
よ う

より画
が

道
ど う

に 志
こころざ

し、和漢
わ か ん

古今
こ こ ん

を論
ろ ん

ぜず、西洋の画図
が ず

に至るまで、

苟
いやしくも

見るに足
た

るものあれば、 即
すなわち

縮写
しゅくしゃ

して、これを蔵
ぞ う

し、 殆
ほとんど

一車
い っ し ゃ

にみつ。此
こ

の縮写
しゅくしゃ

せし

画図
が ず

は、本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

注3にて、火災に罹
か か

り烏
う

有
ゆ う

となる。翁
おきな

深く嘆息
た ん そ く

して、其
そ

の以来
い ら い

は縮写
しゅくしゃ

をな

さず。またおのれが下画
し た え

も、敢
あ え

て残しおくの意
い

なきが如
ご と

し」（『葛飾北斎伝』ｐ165～166 

ルビは筆者による）。 

注 1）達磨
だ る ま

横町
よこちょう

：現墨田区本所 1丁目辺。 

注 2）本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

：現墨田区石原 1・2丁目辺。 

注 3）本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

：達磨横町を指していると思われる。 

【生涯の肉筆画 1326 点、80歳以降 134 点】 



679 

 

★この頃からは、肉筆画に傾注する。ちなみに北斎の生涯における肉筆画は 1326点（2011

年 3 月現在。久保田一洋の北斎資料を島田賢太郎が「台東区生涯学習 浮世絵講座 葛飾

北斎 第 5回 北斎の肉筆画と問題点」〈2011年 3月 9日〉で紹介している）。 

同様に、『北斎―富士を超えて』展図録（2017 年 10 月）ｐ18、ﾃｨﾓｼｰ・ｸﾗｰｸ「逆順で語

る晩年の北斎」では「現存する年記のある肉筆画点数」として、次のように紹介している。

（ ）内は点数。 

80 歳（19）、81 歳（13）、82 歳（4）、83 歳（3）、84 歳（16）、85 歳（14）、86 歳

（6）、87歳(8)、88歳（32）、89歳（7）、90歳（12）計 134点 

★此の頃にも『肉筆
に く ひ つ

画帖
が じ ょ う

』を描いたか。林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

旧蔵の『肉筆画帖』（全12図）には「画狂

老人卍八十歳画」とあったという(『Hokusai』Edomond de Goncourt〈ｴﾄﾞﾓﾝﾄ･ﾃﾞ･ｺﾞﾝｸｰﾙ〉

の説を『年譜』で紹介)。 

 

●北斎と思われる川柳（田中聡『北斎川柳』による。河出書房新社） 

☆草履
ぞ う り

取る手にあしハらを又握り 卍（豊臣秀吉は草履取りから葦原の国を手にしたことだ） 

☆下女報謝
ほ う し ゃ

来れば摑
つ か

ンで入れて遣
や

り 百姓（托鉢僧の鉢に報謝を入れるように下女も来た客を入れてやる） 

【北斎の孫・多知女に結婚祝いの「鯉図」を贈る】 

★北斎の孫（北斎の後妻ことの二男多吉郎
た き ち ろ う

〈後の加瀬崎
き

十郎
じゅうろう

〉の子）多知女
た ち じ ょ

が白井久之助

と結婚するにあたり祝いとして「鯉図」一幅を贈る。 

●肉筆画「鯉図」（八十歳卍筆、印葛しか） 

※水面に光が当たり、水藻が透けて見える。 

鯉図（白井家蔵：内藤正人「北斎の裔―幕臣白井家の系譜と、その

遺品」より転載：モノクロ） 

※箱蓋裏「曾祖父葛飾北斎―多知女
た ち じ ょ

白井家に嫁
か

ス

ルニ当リ此
こ の

鯉図ノ画
え

ヲ賜
た ま

ハル 十三代 白井
し ら い

孝
た か

義
よ し

（筆者注：多知女の長男）」 

●肉筆画「遊
ゆ う

鯉図
り ず

」（絹本淡彩一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。65.7×30.8 個人

蔵） 

※光の当たる水面を泳ぐ一匹の鯉。尾の近くに水藻が描かれる。 

游鯉図（dramtic-history.comより転載） 

【西瓜図の謎・皇室との関わりは？】 

●肉筆画「西瓜図
す い か ず

」（絹本一幅。86･1×29･9 画狂老人卍筆齢八

十。印葛しか。宮内庁三の丸尚蔵館所蔵） 

※宮中の誰かに「応需
お う じ ゅ

」〈特別の求めに応じたもの〉されて描いた

ものとされる。（今橋理子「江戸絵画と文学―〈描写〉と〈こと

ば〉の江戸文化史」：小林忠「画狂北斎の実像」（2005『北斎展』

図録所収）による紹介）。           
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従来、同図は、仁
に ん

孝
こ う

天皇(1800～1846)の光格
こ う か く

上皇
じょうこう

（天保 11年 11月 18日崩御
ほ う ぎ ょ

）の依頼と

いう見方があった（内藤正人『浮世絵再発見―大名たちが愛でた逸品・絶品』）。 

※図は、半分に切られた西瓜の表面が紙で覆われ、包丁が置かれている。図の上には張ら

れた縄に西瓜の皮の細切りが掛けられている。 

※宮中の七夕の星まつりである「乞
き っ

巧
こ う

奠
で ん

」の儀式の飾りがこの図に見立ててあり、包丁の

刃についた星座のような粒が数点あるという(辻惟雄『浮世絵ギャラリー３ 北斎の奇

想』)。 

「乞
き っ

巧
こ う

奠
で ん

」では、様々な色の糸をかけ、水を張った盥
たらい

や梶
か じ

の葉などを用いることからの見

立絵とも考えられている。川は紅白の糸、西瓜は盥
たらい

、包丁は梶
か じ

の葉を「鍛冶
か じ

の刃」に掛け

たとする。 

※以上の見方に対して、牽牛
けんぎゅう

と織女
しょくじょ

に見立られた包丁の点は、黴
か び

の

汚損であり絵の具の痕跡はない。また、この絵が皇室に収められた

のは明治以降であるので、皇室との結びつきはないとの見解が示さ

れた（太田彩・すみだ北斎美術館主任研究官による調査。「読売新

聞」2017年 10月 16日朝刊記事）。    西瓜図（宮内庁三の丸尚蔵館） 

※また、令和 1 年（2019）5 月 4 日「読売新聞」朝刊の記事による

と、絵を納める箱の蓋
ふ た

裏
う ら

に「雪衣珍玩
せ つ い ち ん が ん

」と記され、所蔵する宮内庁

三の丸尚蔵館
しょうぞうかん

の太田彩主任研究官によれば、雪衣
せ つ い

は同時代の国学

者・小林
こ ば や し

歌
う た

城
ぎ

の号であり、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

と交際があり、種彦の版本に挿

絵を描いていることから、北斎とも接点があるという。本来は小林
こ ば や し

歌
う た

城
ぎ

の所蔵であった。明治 30 年 1 月に崩御された英
え い

照
しょう

皇太后（考
こ う

明
め い

天皇の女御
に ょ う ご

。明治天皇の嫡母
ち ゃ く ぼ

として皇太后とされた。旧名：

九條夙子
く じ ょ う あ さ こ

）の百日祭で 4月に明治天皇が京都に滞在中、絵画好きの天

皇のために画商が持ち込んだ「西瓜図」を買い上げたものという。

七夕の見立絵であるとしても、宮中ではなく、江戸の文化人サーク

ルの知的な趣向ということにもなるとする。また、美術商の浜
は ま

田
だ

篤
と く

三郎
さ ぶ ろ う

の所蔵を経て、

1897 年（明治 30 年）、浜田に近い美術商が納入したことが確認出来るという。かくて光
こ う

格
か く

天皇縁
ゆかり

の品とする見方は否定されたとする。1890 年（明治 23 年）の展覧会目録によれ

ば、北斎筆とされる西瓜の絵はほかにも知られ注、1890 年（明治 23 年）の展覧会で正岡
ま さ お か

子規
し き

が見て瞠目したという西瓜の絵は、展覧会の目録によれば、出品者は浜田篤三郎であ

り、尚蔵館所蔵の絵と確定できたと、同紙は解説する。 

注）北斎の他の「西瓜図」が何を指すのか不明。あるいは、文化 7 年～15 年の「西瓜と包

丁図」（紙本着色一幅。北斎館蔵）を指すか。 

 さらに、「美を紡
つ む

ぐ 日本美術の名品」展（令和 1年 5月 3日～6月 2日、東京国立博物

館）図録の解説によると、「西瓜」の季語は初秋で、七夕を示し、その赤色は染色の色で、

織物の名手額田
ぬ か だ

姫
ひ め

から織姫
お り ひ め

のイメージとなり、包丁は男性を表し、西瓜の露に濡れた和紙
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は川を示すところから、天の川を挟んだ織姫
お り ひ め

と彦星
ひ こ ぼ し

を見立て、吊るされた西瓜の皮は、染

めた絹を干しているという。 

※いずれにしても、この絵が晩年の北斎の傑作肉筆画であることに変わりはない。 

●屏風絵「春秋
しゅんじゅう

山水図
さ ん す い ず

」（絹本着色双幅。画狂老人卍筆齢八十 印葛しか。各 71.0×

27.8 出光美術館蔵） 

※右図：柴木の束を乗せた舟が渓谷を行く。船頭が棹
さ お

を体を反らせて力いっぱい差してい

る。右岸の崖には桜が咲いている。崖や岸辺は点
て ん

苔
た い

の描法。 

左図：図の上部に峨々たる山が聳え、図の下から山肌に沿った道がくねくねと続き、その

道を山上に向かって歩く笠を被った旅人が三人小さく描かれる。 

●肉筆画「富士
ふ じ

と笛吹
ふ え ふ き

童子図
ど う じ ず

」（「富士
ふ じ

を見
み

る童子
ど う じ

」「富士見
ふ じ み

牧童図
ぼ く ど う ず

」とも。絹本着色横

判一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。

36.2×51.1。フリーア美術館蔵） 

※画面中央に右斜め上に伸びる木の幹に座

り、向こう向きに笛を吹く童子。童子の前に

は雄大な富士が裾野を広げている。童子の足

元には篭がぶら下がっている。                  

富士と笛吹童子図（フリーア美術館） 

●肉筆画「樹上
じゅじょう

笛吹
ふ え ふ き

童子図
ど う じ ず

」（絹本着色縦判一幅。画狂老人卍筆八十齢。印葛しか。

90.0×28.2 フリーア美術館蔵） 

※図の右下から左中央に伸び、そこから右上に伸びる木に腰掛け、向こう向きで笛を吹く

童子。足元から籠が下げられている。「富士
ふ じ

と笛吹
ふ え ふ き

童子図
ど う じ ず

」に似た画趣。 

●肉筆画「樹上
じゅじょう

で釣
つ

りする童子
ど う じ

」（元掛軸。絹本着色一面。画狂老人卍筆八十。印葛しか。

77.0×29.8 フリーア美術館蔵） 

※木の枝に乗り、水面に竿を下ろす童子。板に魚籠
び く

が下がっている。伸びた木の向こうの

空には雀が三羽飛んでいる。 

●肉筆画「竹林
ち く り ん

の虎図
と ら ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。73.0

×31.5 個人蔵） 

※細い二本の竹に体を巻きつけるようにしている虎の眼が何かを狙っ

ているようでもあり、弱々しくもある。      

竹林の虎図（intojapanwaraku.com より転載） 

●肉筆画「春日
か す が

山鹿図
や ま し か ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十歳印葛

しか。32.5×55.8 氏家浮世絵コレクション〈鎌倉国宝館内〉蔵）  

※春日山
か す が や ま

の麓には萩の花が咲き、山の中腹には雌雄
し ゆ う

の鹿がいる。背後

には薄く緑と青味がかった穏やかな山が描かれる。 
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●肉筆画「貴人
き じ ん

と官女図
か ん に ょ ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十歳印葛しか。35.4×60.4 

すみだ北斎美術館蔵） 

※貴人が垣根の間から垣間見
か い ま み

をしている。家の

縁側にはあでやかな衣装の三人の官女がいる。

貴人の元の周りには細密に描かれた草花が咲い

ている。垣間見
か い ま み

の場面は、『伊勢物語』や『源

氏物語』等の古典文学にしばしば登場する。 

貴人と官女図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「猫図
ね こ ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。37.5×48.1 北斎館

蔵） 

※図の右側から中央に向けて伸びる蔦
つ た

葉
は

を背にして、両足を揃え首をそらして上を見上げ

る猫の図。 

●肉筆画「放屁図
ほ う ひ ず

」（紙本一幅着色。画狂老人卍

筆齢八十。印葛しか。30.1×54.2 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）        

※折
お り

烏帽子
え ぼ し

に素襖
す お う

を来た男が扇を前にして 蹲
うずくま

り

放屁
ほ う ひ

をする。その勢いが蜀
しょく

台
だ い

の蝋燭
ろ う そ く

の火を靡
な び

かせ

ている。         放屁図（島根県立美術館） 

●肉筆画「恵比寿図
え び す ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。44.2×61.5 個

人蔵） 

※ヒラメを前にして、釣
つ り

竿
ざ お

と魚籠
び く

を後ろに置き、腕

を組んで座って魚を見ている恵比寿。 

恵比寿図(bluedaiary2.jugem.jpより転載) 

●肉筆画「蝉丸図
せ み ま る ず

」（紙本着色一幅。元掛軸。画狂

老人卍筆齢八十。印葛しか。92.3×18.6） 

※大きな袋を首から下げた髭の蝉丸が、裸足で空を

見ている。背景には山水風の山が描かれる。蝉丸は

「小倉百人一首」に収録された平安歌人。琵琶の名人とされる。 

●肉筆画「捉魚図
そ く ぎ ょ ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍齢八十。印葛しか。個人蔵） 

※水中の鮎
あ ゆ

を捕えようと首を水中に入れ、嘴
くちばし

を差し出す鵜
う

。 

●肉筆画「登
と う

龍門
りゅうもん

」(絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。個人蔵) 

※垂直に落下する瀧に垂直に登る鯉。端午の節句に依頼されたもと見られる。 

●肉筆画「珊瑚
さ ん ご

引
ひ

きの図
ず

」(紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。個人蔵) 

※波打ち際で赤い大きな珊瑚
さ ん ご

を縄で引く黒い皮膚の異国風の男の図。 

●肉筆画「宝珠
ほ う じ ゅ

掃き
は き

の図
ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛しか。個人蔵） 

※巻子
か ん す

を肩にし、箒
ほうき

と塵
ち り

とりを持って丸い玉（如意
に ょ い

宝珠
ほ う じ ゅ

注）を集める男の図。 
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注）如意
に ょ い

宝珠
ほ う じ ゅ

：仏教で霊験
れ い け ん

を表すとされる宝の珠。観音や地蔵が手に持

つ。 

●肉筆画「滝
た き

見
み

巡礼
じゅんれい

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛し

か。中外産業株式会社：原安二郎コレクション蔵） 

※垂直に落ちる滝の下でそれを見上げる巡礼の男。図上方の土色の岩肌

は垂らし込みと点苔の描法で描かれる。超縦長の構図を生かした滝の落

下を強調している         滝見巡礼（akumamoto.web.fc2.com より転載） 

●肉筆画「月下猟夫
げ っ か り ょ う ふ

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十。印葛し

か。66.5×23.6 北斎館蔵） 

※雁の群れが横切る白い満月の下、火縄銃を抱え、山
や ま

刀
がたな

を腰にさし、腰
こ し

蓑
み の

をつけて鹿
し か

笛
ぶ え

を吹く猟夫。 

●肉筆画「雑画巻
ざ つ が か ん

」（28 図。紙本着色一巻。天保十己亥ノ冬 画狂老人

卍筆齢八十。印葛しか。26.7×138.5 フリーア美術館蔵） 

※様々な画材を散らして描いた巻物。巻の右から「鰹節・ごまめ・水

引」「河
こ う

骨
ほ ね

に鷭
ば ん

」「蓮」「松」「雪景・狗子
い ぬ こ

」「波濤」「南瓜」「猪」

「茄子に山葵
わ さ び

」「釣狐」「白梅に塩鮭」「鰹に笹」「唐芋に水仙」「開

き秋刀魚に瓶」「かさごに鰈
かれい

」「河豚に大根」「海浜」「隅田川の紅

葉」「李白観瀑」「和鋏
わ ば さ み

」「青白磁
せ い は く じ

鉢
ば ち

に根
こ ん

葉
よ う

」「蓮根にくわい・他」

「猫に揚羽蝶」「山芋に鰻」「瓢箪に鯰
なまず

」「樹陰小屋」「氷上の狐」

「寿老人に唐子
か ら こ

」（「大尾」と書いた巻物を持つ） 

●「雁
が り

と歌仙
か せ ん

」（紙本着色一幅。画狂老人北斎齢八十。印葛しか。中外

産業株式会社：原安二郎コレクシ

ョン蔵） 

※火鉢を前にして、脇息に臂を掛

け、顎に手をやり、遠くの雁の群

れを眺めている歌仙。歌題を思案

しているとろか。 

雁と歌仙（akumamoto.web.fc2.com より転載） 

●肉筆画「美人牛之図
び じ ん う し の ず

」（着色一幅。八十翁卍老人筆。印葛しか。60.0

×32.0 山本美術 HPによる） 

※柴木を屋根型に組んで背に乗せた牛の手綱を持って、煙管を使いなが

ら立っている女の図。牛は墨絵風に描かれる。 
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天保
て ん ぽ う

11(1840 ） 庚子
か の え ね

 81 歳  総房旅客画狂老人卍
そうぼ うり ょか くが きょう ろう じん まんじ

齢
よわい

八十一
はちじゅういち

、 前北斎改画狂老人卍
さきのほくさいあらためがきょうろうじんまんじ

、

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十一
はちじゅういち

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、□印之印
の い ん

、葛
か つ

しか、富士
ふ じ

の形
かたち

：阿
お

美
み

与
よ

（52）、阿
お

栄
え い

(43) 

◇11月、阿片戦争。 

◇11月 14日（西暦）、クロード・モネ生(～1926)。 

◇12月 14日、谷文晁
たにぶんちょう

没(78)。 

【馬琴失明するも『八犬伝』執筆に意欲】 

◇曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、左目が更に悪化。夏には 11行の細字から 5行の大字
だ い じ

にして、手探りで「八犬

伝」の第九輯、45巻までを何とか書きあげる。11月には失明状態となって、「（略）いか

にともせん術
す べ

なければ、書案
つ く え

を退
しりぞ

け筆を投捨
な げ す

て、ひとり嘆息のあまり、『ながらふるかひ

こそなけれ見えずなりし書巻川
ふ み ま き が わ

に猶
な お

わたる世は』とうち詠
え い

じて、炉
ろ

に寄りてのみ居
お

る程に

（略）」という有様となった。息子宗
そ う

伯
は く

の妻お路
み ち

に代筆させるようになったが、路
み ち

は文字

を知らず、古典の素養も無いため、一つ一つ教えながらの作業となった。馬琴の『八犬伝』

執筆の壮絶な様子は、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

「回外剰
かいがいじょう

筆
ひ つ

」に詳しい（岩波文庫『南総里見八犬伝』（十）

巻末所収。ｐ322～325）。 

◇遠山景元
と お や ま か げ も と

（金四郎）、北町
き た ま ち

奉行
ぶ ぎ ょ う

に就任。 

 

★房総方面へ旅行するか（「唐土名所之
も ろ こ し め い し ょ の

絵
え

」の落款に、「総房旅客 画狂老人卍齢八十一 

印之印」とある）。 

★『誹風柳多留』167扁をもって終刊。 

 

●北斎と思われる川柳（田中聡『北斎川柳』による。河出書房新社） 

☆疵物
き ず も の

としると血の出るほど値
ね

き
ぎ

り 百姓（商品が疵物と知ると血の出るほどに値切る客） 

●教訓本『絵入
え い り

 和漢陰隲伝
わ か ん い ん し つ で ん

』(2 月。一冊。元禄 2 年（1689）藤井
ふ じ い

獺
だ っ

斎
さ い

筆の『大和
や ま と

為
い

善録
ぜ ん ろ く

』

の改題本。和漢人物の伝記教訓書。挿絵は片頁 4 図、両頁 8 図。前北斎改画狂老人卍筆。

藤井獺斎
ふ じ い だ っ さ い

著。奥付に書肆 7名の最後に「芝
し ば

神明
し ん め い

前 岡
お か

田屋
だ や

嘉
か

兵衛
へ え

」とある。22.8×16.0 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館/大英博物館/フーリア美術館：ﾌﾟﾙ

ｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)。巻末に「天保十一年庚子
か の え ね

春二月」とある。 

※正月刊(西宮
に し み や

弥
や

兵衛
へ え

版)があるか。序文の末尾には「天保十一年春正月」とある。文政 7

年(1824)版、天保 5年(1847)版もあるという。 

【最後の一枚鳥瞰図】 

●「唐土名所之
も ろ こ し め い し ょ の

絵
え

」（横大大判一枚摺錦絵。「唐土
も ろ こ し

一覧図
い ち ら ん ず

」とも。総房旅客
そ う ぼ う り ょ か く

画狂老人卍齢

八十一 印之印。青雲堂
せ い う ん ど う

（英屋
はなぶさや

文蔵
ぶ ん ぞ う

）版。41.6×55.3 太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ/す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/北斎館/イエール大学美

術館/東洋文庫蔵） 
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※袋（44.2×37.3 太田記念美術館蔵）には縦書きで「前北斎改画狂老人卍筆 印八十弌
マ マ

 

唐土名所之絵 書林青雲堂発行」とある。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/太田記念美術館

蔵） 

※「東海道
と う か い ど う

名所
め い し ょ

一覧
い ち ら ん

」（文政元年）、「総房
そ う ぼ う

一覧図
い ち ら ん ず

」（文政元年～2）、「百橋一覧
ひゃっきょういちらん

」

（文政 6 年）などの一枚鳥瞰図
ち ょ う か ん ず

の最後の一枚といわれる。初めて国外の土地を描く。中国

全土と台湾の一部を俯瞰する。「彫師
ほ り し

 江川仙
え が わ せ ん

太郎
た ろ う

」の書き入れがある。後の天保 14年の

版元の『世事百談』巻末広告に「北斎老人唐土名所之画
も ろ こ し め い し ょ の え

 一枚 唐土
も ろ こ し

四百余州の山川
さ ん せ ん

名所
め い し ょ

をくハしく画
え が

き、彩色にてわかち、見安
み や す

からむれバ、詩文
し ぶ ん

ハさらなり。漢楚
か ん そ

三国志
さ ん ご く し

の軍談

を読
よ

んでも、この地図をか

たハらに置く時ハ、古戦場

に至りて軍
いくさ

ものがたりを聞

くがごとく、いささかも解

セざることなし」（句読点

は筆者による）とあり詩文

や軍談を読書する者の便に

供するためであったという

（『北斎クローズアップⅣ

ｐ43』。旅行先の房総で描

い た と さ れ る 。       

唐土名所之絵（すみだ北斎美術館） 

●団扇絵「鷹
た か

図
ず

」(この頃か。団扇絵一枚着色。動物の団扇絵の最晩年の作。総房
そ う ぼ う

旅客
り ょ か く

前

北斎改画狂老人卍。印富士の形。判元不明。22.5×30.0 ギメ美術館/江戸東京博物館蔵) 

※房総方面に旅した途中の絵か。北斎は天保 11年（1840）

に房総方面に旅している。図は、団扇
う ち わ

の形に沿うように

鷹が描かれる。背景は下から上に、濃い藍から薄い藍の

グラデーションとなっている。   

鷹（東京都江戸東京博物館） 

 

●肉筆画「若衆
わかしゅう

文案図
ぶ ん あ ん ず

」（絹本一幅。画狂老人卍筆齢八

十一。印葛しか。各 73.3×32.7 氏家浮世絵コレクション〈鎌倉国宝館内〉蔵） 

※手紙の文案に思案する若衆の図。背後に風呂敷に包まれた数冊の冊子。手前には巻紙と

硯箱と小刀が置かれている。 

●肉筆画「若衆図
わ か し ゅ う ず

」(絹本着色。一幅。画狂老人卍筆齢八十一印葛しか。80.4×32.7 大

英博物館蔵） 

※「若衆
わ か し ゅ

文案図
ぶ ん あ ん ず

」と対で製作されたもの。床几
し ょ う ぎ

に右足を左膝に足組をして腰掛けた若衆が、

何かを思案している。賛に「春風春雨損嬌姿 露重幽花一両枝 何以佳人多所思 様注波

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjMoabqtfjPAhXOQpQKHdOQBiQQjRwIBw&url=http://www.photo-make.jp/hm_2/hokusai_uchiwa.html&bvm=bv.136811127,d.dGc&psig=AFQjCNF1JPJq_Hhyqyj3WQgTrhGQT-iotg&ust=1477569446309444
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帯涙倚床時 為雪船君題奴」とある。 

注）様：『2005 北斎展図録』では「様
（カ）

」としているが、

「横」とも読める。 

左：若衆文案図（氏家ｺﾚｸｼｮﾝ）右：若衆図（大英博物館） 

●肉筆画「椿
つばき

と鮭
さ け

の切身図
き り み ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍

筆齢八十一。印葛しか。24.7×32.0 北斎館蔵） 

※椿の切り花の茎に支

えられるように鮭の切

り身が一切れ置かれて

いる。背景は描かれな

い。 

椿と鮭の切身図（北斎館） 

●肉筆画「箒
ほうき

星
ぼ し

を見
み

る唐人図
と う じ ん ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆・齢八十一歳。印葛しか。

133.0×37.7 中右ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※縦長図の左上に黄色がかった箒星が流れ、それを見上げている唐人が描かれる。 

●肉筆画「海
え

老
び

に炭図
す み ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆 齢八十一。印葛しか。21.3×

29.0） 

※籠状の炭置きの前に、口先を前にして長い糸状の髭

を地に這わせた図。    海老に炭図（ameblo.jpより） 

●肉筆画「仲
な か

国
く に

と小督
こ ご う

」（絹本二幅着色。各 100.5×

35.7。右幅：画狂人北斎卍筆 印 齢八十一歳。左

幅：画狂人北斎卍筆 印 齢八十一） 

※『平家物語』（巻

第六）からの画題。高倉天皇が妻となった平清盛
たいらのきよもり

の娘徳子
と く こ

より美貌の小督
こ ご う

を愛し、天皇の子を産んだことで、清盛の

怒りを買い、嵯峨野に隠れた小督。天皇から小督を探すよ

う命じられた仲国が嵯峨野で「想夫憐
そ う ふ れ ん

」の琴の音を耳にし

（右幅図）、小督の存在を知った仲国が馬上のまま笛で琴

に合わせた場面を描く（左幅図）。 

仲国と小督（https://tamegoro.exblog.jp/iv/list/より） 

●摺物「鮎
あ ゆ

」(横長判摺物。画狂老人卍。印印文不明。

16.1×50.3 ベルリン東洋美術館蔵)  

※二尾の鮎が水中に泳ぐ図の左側には俳諧が多く記されて

いる。左端に「あめやすき（天保
あめやすき

）十一子 中秋」とある。なお、摺物については『秘蔵

浮世絵大観 12 ベルリン東洋美術館』の解説で永田生慈は次のように述べている。 

 

https://tamegoro.exblog.jp/iv/list/
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鮎（部分：ベルリン東洋美術館） 

「寛政末年（1789～1801）から、天保（1830～44）初

年頃にわたり数多くの摺物を制作。天保 5年以降は、ほ

とんど摺物はしていない。最晩年期の摺物は極めて少

ない」(ｐ247) 

 

 

天保
て ん ぽ う

12(1841）辛
かのと

丑
う し

 82 歳 八十二翁画狂老人卍
はちじ ゅう にお うが きょう ろう じん まんじ

、北斎改
ほくさいあらため

葛飾
か つ し か

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

為
い

一
い つ

老
ろ う

翁
お う

、

八十二叟画狂老人卍
はちじ ゅう にそ うが きょう ろう じん まんじ

、八十二叟
は ち じ ゅ う に そ う

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

、八十二老卍
はちじゅうにろうまんじ

、北斎改
ほくさいあらため

為
い

一
い つ

、画
が

狂人
きょうじん

北斎
ほ く さ い

、北斎
ほ く さ い

為一
い い つ

、試筆
し ひ つ

八十二翁卍
はちじゅうにおうまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十二歳
は ち じ ゅ う に さ い

、葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

（文化 3 年の

落款を引き継ぐ）□印辰
と き

政
ま さ

、葛
か つ

しか、一
い つ

老人
ろ う じ ん

、富士
ふ じ

の形
かたち

：阿
お

栄
え い

(44)  

◇閏 1月 30日、大御所徳川家斎
と く が わ い え な り

没（69）。 

◇2 月 7 日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

の妻百
ひゃく

没。『回外剰
かいがいじょう

筆
ひ つ

』（岩波文庫版『南総里見八犬伝 10 巻』所

収）で自らの失明を告白。 

※「（略）馬
ば

琴
き ん

が八
は っ

犬伝
け ん で ん

の著作中に失明し、苦心
く し ん

惨憺
さ ん た ん

、 漸
ようやく

く之
こ れ

を完成せるよしは、その

回外剰
かいがいじょう

筆
ひ つ

に 詳
つまびらか

なり（略）」（『曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

序文選
じ ょ ぶ ん せ ん

』より。大妻女子大学文学部：高木元

「近世後期小説受容史詩論―明治期の序文集妙文集をめぐって」所収）。 

◇2月 25日（西暦）、ピエール＝オーギュスト・ルノアール生（～1919）。 

◇5月 5日、水野忠邦
み ず の た だ く に

による天保の改革始。書物問屋・地本問屋組合解散。 

◇5月 9日、高島
た か し ま

秋
しゅう

帆
は ん

、徳丸ケ原
と く ま る が は ら

で輸入砲の訓練。 

◇10月 10日、江戸中村座より出火。市村座など類焼。 

◇10月 11日、渡辺崋山
わ た な べ か ざ ん

自殺(49)。 

◇10月 25日、奢侈
し ゃ し

禁止令（倹約令）。 

◇12月 16日、江戸三座、浅草に移転。 

◇シーボルト『日本』英訳・出版（仏訳は天保 9年：1738）。 

◇9月 2日、伊藤博文
い と う ひ ろ ぶ み

生(～1909)。 

◇月日不明、飯島
い い じ ま

虚心
き ょ し ん

生（～1901）。 

○8月、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

『南総里見八
な ん そ う さ と み は っ

犬伝
け ん で ん

』脱稿（息子宗
そ う

伯
は く

妻お路
み ち

による代筆。翌 13年刊）。 

 

★御膳
ご ぜ ん

海苔所
の り ど こ ろ

注、中島
な か じ ま

平
へ い

左
ざ

衛門
え も ん

販売の柳亭種彦
りゅうていたねひこ

による浅草海苔
あ さ く さ の り

の報
ほ う

条
じょう

（広告）文に添えた

絵（藍摺「海苔
の り

採
と

り」の絵）にある北斎の署名：八十二翁画狂老人卍筆。広告文は

柳亭種彦
りゅうていたねひこ

。 

注）御膳
ご ぜ ん

海苔所
の り ど こ ろ

：将軍家や上野寛永寺
か ん え い じ

に上納する新海苔
し ん の り

を扱う所。中島
な か じ ま

平
へ い

左
ざ

衛門
え も ん

がそれを

扱ったかは不明。 

【阿栄、其の品行は頗正し、常に翁の傍にありて、孝養怠りなし】 
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★この頃の阿
お

栄
え い

の様子（四
よ

方
も の

梅
う め

彦
ひ こ

談。『葛飾北斎伝』ｐ313）。年代は明確でない。 

「又曰
い わ

く、北斎翁は、もとより乱
ら ん

情
じょう

にして、室内の掃除をきらふといへども、阿
お

栄
え い

は、翁

ほどの乱
ら ん

情
じょう

にあらず、されば頭髪などは、常に乱
み

だせしことなし、其
そ

の室内を掃除せざり

しは、枉
ま

げて翁の意の従ひ居たるものゝごとし、しかして其
そ

の品行
ひ ん こ う

は 頗
すこぶる

正
た だ

し、情夫
じ ょ う ふ

など

ありたることを聞かざるなり、常に翁の 傍
かたわら

にありて、孝養
こ う よ う

怠
おこた

りなし、感賞
かんしょう

すべきことな

り」 

【新編柳多留に序文を書く】 

★『新編柳多留
し ん ぺ ん や な ぎ だ る

』刊行（五世川柳風叟
せんりゅうふうそう

〈水谷
み ず た に

緑亭
りょくてい

〉編。嘉永 2年：1849まで 55編 山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

版）。北斎が序文を記す。 

「柳
やなぎ

樽
た る

の酒を好
このむ

る人ハ 腹たゝず、泣きもせず、笑ひ上戸
じ ょ う ご

で、下戸
げ こ

にも～ 為一
い い つ

八十二叟
そ う

卍
まんじ

（百姓）」（宿六心配『謎解き北斎川柳』より） 

★「百姓」も北斎の川柳号か。『葛飾北斎伝』（p139～140）には、天保 5年頃のこととし

て、次のように記される。「（梅彦談）北斎翁 嘗
か つ

て川柳風の狂句を好み、名を百姓とい

ひ、秀吟頗
すこぶ

る多し。実に葛飾連
か つ し か れ ん

の棟梁たり」 

 この記事によれば、天保 5 年頃以前の『誹風柳多留』に載る「百姓」号による川柳は北

斎のものか。 

 

●北斎と思われる川柳（田中聡『北斎川柳』による。河出書房新社）。俳号：百姓・百性 

☆一ト足つ
ず

つに売れて行
ゆ く

蛸の足 百姓（蛸の足は一本ずつ売れていく。近松門左衛門「曾根崎心中」の

「死に行く身をたとふれば～一足づつに消えて行く」を踏む） 

☆地蔵堂近所の餓鬼の遊び所
ど こ

 百姓（地蔵堂は近所の子どもの遊び所になっている） 

☆病
や み

上がり折ふし苦い口も吸ひ 百姓（病み上がりの欲望のまま、薬の苦さの残る口で口づけを求める） 

☆我顔に泣てわかれて売る鏡 百姓（困窮し、鏡まで売らざるを得ない泣き顔が映っている） 

☆薬
くすり

ふる日にハ干
ひ

鰒
ふ ぐ

も毒ハなし 百姓（五月五日正午の雨で薬を作るとよく効くので、干鱈にも毒はない） 

☆腮
あ ご

で追ふ蠅は天窓
あ た ま

で又つるみ 百姓（性交過多で体力もなく顎で蠅を追うも、頭の上では蠅も交接する） 

☆たがひに吸
す っ

た生
い

キ口
く ち

をよせて泣く 百姓（口寄せの巫女が、生きている恋人の接吻の唇で泣いている） 

☆身を捨て美しく売る貝屏風 百性（貝屏風は身を捨てた貝殻で美しく売る。遊女も同じだ） 

●絵手本『名頭
な が し ら

武者
む し ゃ

部類
ぶ る い

』（見返しに『源平
げ ん ぺ い

名頭
な が し ら

 絵本
え ほ ん

武者
む し ゃ

部類
ぶ る い

』。角書
つ の が き

に「絵本早引
え ほ ん は や び き

」

とある。一冊。北斎改葛飾為一筆。和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

（甘
か ん

泉堂
せ ん ど う

）版、鶴屋
つ る や

金
き ん

助
す け

連梓。島根県立

美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館:ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/立命館大学ｱｰﾄ･ﾘｻｰﾁ･ｾﾝﾀｰ蔵）

奥付に「天保十二丑
うしの

年
と し

秋新刻
し ん こ く

」とある。 

※題材に関係した見出しの漢字によって絵柄が引き出せる武者図の絵手本。一部を色摺摸

刻した後摺の『絵本
え ほ ん

武者揃
む し ゃ ぞ ろ い

』（小本一冊 21 丁 菊屋
き く や

幸三郎
こ う ざ ぶ ろ う

版）や、一部摸刻した

『武者尽
む し ゃ づ く し

絵本
え ほ ん

 全』（中本墨摺一冊。16丁 大坂・鹿嶋堂
か し ま ど う

版）等がある。     
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名頭武者部類（すみだ北斎美術館） 

●絵本『双
そ う

錦
き ん

画
え

鑑
かがみ

』(一冊。前北斎為一老

翁。西村屋与八
に し む ら や よ は ち

。藤屋宗
ふ じ や そ う

兵衛
べ え

版。 13.0×

19.0 国立国会図書館蔵) 

●地誌『花
は な

の十文
と も

 附
つ き

 十
と

論考
ろ ん こ う

』（一冊。

墨摺。橘樹
き つ じ ゅ

園早苗
え ん さ な え

述。龍
りゅう

遊子
ゆ う し

閑
か ん

淵
え ん

校。八十

二叟
そ う

画狂老人卍筆。島根県立美術館：永田ｺ

ﾚｸｼｮﾝ/国立国会図書館蔵） 

※御殿山・南ノ海辺・西の山辺・小金井・

滝ノ川・飛鳥山・上野・日暮里・吉原・隅田川などの周辺の地誌。北斎は「小金井
こ が ね い

の景
け い

」

一図を描く。橋の上を人々が行き、その先に茅葺
か や ぶ き

屋根の家が数件版下絵のように描かれる。

他は北渓
ほ っ け い

が描く。 

●絵手本『
「

為一
い い つ

漫画
ま ん が

』（一冊。画狂老人筆。清光楼
せ い こ う ろ う

版） 

※文政 6年(1823) 『今様
い ま よ う

櫛捦
せ っ き ん

雛形
ひ な が た

』の「きせるの部」の装丁を変形して抜き出した改題本。

奥付に「天保十二年補刻」とある。 

●読本『絵本
え ほ ん

新田
に っ た

功臣録
こ う し ん ろ く

』前・後編（角書「矢口
や ぐ ち

神霊
し ん れ い

」十冊。小枝
さ え だ

繁
しげる

作。葛飾北斎画。印

画狂人。岡田茂兵衛
お か だ も へ え

版） 

※『春宵奇譚
しゅんしょうきたん

 絵本玉璧
え ほ ん た ま の

落穂
お ち ぼ

』（文化 3年〈1806〉1月前編刊、文化 5年〈1808〉1月後編

刊）の改題再刊本。 

●肉筆画「柳
やなぎ

に烏図
か ら す ず

」(絹本着色一幅。八十二叟画狂老人卍筆。印葛しか。84･8×42･5 

ボストン美術館蔵)      

※柳の葉が靡く近くに、十四羽の烏が一斉に飛んでいる様子が描

かれる。画面下には、烏の頭に噛みついている烏がいる。 

柳に烏図（ボストン美術館） 

●屏風画「扇面貼交
せ ん め ん は り ま ぜ

屏風
び ょ う ぶ

」（紙本墨画淡彩扇面。二曲一隻扇面貼

交屏風。上弦 49.3 下弦 25.7×14.3 フリーア美術館蔵） 

※第一図：蓮
は す

の葉に蛙
かえる

図。北斎改為一筆。印辰政。 

 第二図：隠士
い ん し

図。画狂人北斎画。印辰政。 

 第三図：田舎
い な か

の風景図。北斎為一筆。印一老人。 

 第四図：岩
い わ

に帆
は ん

船
せ ん

図。八十二老卍筆。印葛しか。 

●肉筆画「大黒
だ い こ く

に大根図
だ い こ ん ず

」（「見立
み た て

児島
こ じ ま

高徳図
た か の り ず

」とも。絹本着色

一幅。画狂老人卍齢八十二歳 印葛しか。 86.3×42.7 鎌倉国宝館：氏家コレクション） 

※高徳
た か の り

が後
ご

醍醐
だ い ご

天皇に向けて桜の木に詩を書きつけた『太平記』の故事による着想。 

※元弘
げ ん こ う

3年(1332)3月、児島高徳は隠岐
お き

に流される途中の後醍醐天皇を奪回せんと追いかけ

たが果たせず、志だけでも告げようと天皇の宿所に忍びこみ、庭の桜の木の幹に中国越王
え つ お う



690 

 

勾践
こ う せ ん

の故事に習い十字の詩を書いたという。「天莫空勾践
てんこうせんをむなしうするなかれ

/時
と き

非無氾蠡
にはんれいなきにしもあらず

」（天は春秋時代の越
え つ

王
お う

・勾践
こ う せ ん

を見捨てなかったよう

に、後
ご

醍醐天皇
だ い ご て ん の う

をお見捨てにはなりません。必ず氾盠
は ん れ い

のような

忠臣
ちゅうしん

が現れてお助けすることでしょう）          

大黒に大根図（鎌倉国宝館：氏家コレクション） 

●肉筆画「雲
う ん

龍図
り ゅ う ず

」（1 月。紙本着色一幅。試筆八

十二翁卍。印葛しか。97.3×31.2 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※縦長の画面の上部に龍の顔を描く。図下に向か

って身体が下がるが、途中の胴体は黒雲にまぎれ

て見えず、図下から尾の部分が巻き上がるように

描かれる。黒雲が濃淡のグラデーションで描かれ

る。嘉永 2年(1849)にも似た構図の「雲龍図」が描かれる。 

雲龍図（島根県立美術館） 

●摺物「三囲
み め ぐ り

の初霞
はつがすみ

」（1 月。「三
み

囲渡
めぐりわたし

し舟
ぶ ね

」とも。紙本着色一幅。八十

二翁卍筆。印富士の形。14.4×18.6 すみだ北斎美術館蔵） 

※初霞の中、隅田川に松飾りをつけた舟が浮かび、対岸には松が茂る

三囲
み め ぐ り

神社が描かれる。 

 

天保
て ん ぽ う

13(1842） 壬
みずのえ

寅
と ら

 83 歳 八十三歳
はちじゅうさんさい

八右衛門
は ち え も ん

、亀沢
か め ざ わ

町三浦屋八
ち ょ う み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

、

前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、柳亭応需
りゅうていおうじゅ

雪景
せ っ け い

写
うつす

前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、北斎
ほ く さ い

先生
せ ん せ い

（文政 6 年の署名）、画狂老人卍
が き ょ う ろ う じ ん ま ん じ

齢
よわい

八十三
はちじゅうさん

、画狂老人卍
が き ょ う ろ う じ ん ま ん じ

齢
よわい

八十三
はちじゅうさん

歳
さ い

、八十三翁卍
はちじゅうさんおうまんじ

 □印葛
か つ

しか、之印
の い ん

、富士
ふ じ

の形
かたち

：阿栄
お え い

(45) 

◇2月 21日、富士講禁止（但し、江戸では 92講あり）。 

◇2 月、為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

(長次郎
ち ょ う じ ろ う

)の人情本の内容が淫
み だ

らであるとして北町奉行遠山景元
と お や ま か げ も と

の取調べ

を受け、手
て

鎖
ぐさり

50 日、家主のもとに監禁。版元の丁子屋
ち ょ う じ や

平
へ い

兵衛
べ え

等七名も家主に監禁処分、過

料五貫文（5000 文＝約 125,000 円：1 文＝25 円で換算）。板木師
は ん ぎ し

三名も過料五貫文（約

125,000円）。 

◇2 月、柳亭種彦
りゅうていたねひこ

(彦四郎
ひ こ し ろ う

)、『偐
に せ

紫
むらさき

田舎
い な か

源氏
げ ん じ

』三十九編刊行後、絶版を命じられる（未完

となる）。版元鶴屋喜
つ る や き

右衛門
え も ん

は版木が没収・焼却される。種彦は 6 月に手
て

鎖
ぐさり

が解除された

が 7月 19日没（60歳、自殺か）。 

【柳亭種彦、取り調べで北斎の所業を口外せず】 

※種彦は一旦、赦免
し ゃ め ん

されたが再度、艶本『春情妓談
しゅんじょうぎだん

 水揚帳
みずあげちょう

』（歌川
う た が わ

豊国
と よ く に

画）に関し取調

べを受けたり（三田村
み た む ら

鳶魚
え ん ぎ ょ

説）、種彦
た ね ひ こ

の豪華な偐
げ ん

紫楼
じ ろ う

（浅草堀
ほ っ

田原
た は ら

：現蔵前 3 丁目）の新

築（天保 7 年：1836）などで詰問（拷問）されたりして獄死したのではないか。その際北

斎の阿蘭陀人
お ら ん だ じ ん

に渡した絵のことや、北斎から譲られた西洋の品物なども詮議
せ ん ぎ

されたが、北

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjT6aO5sITSAhXKwLwKHQocAlIQjRwIBw&url=http://hokusai-kan.com/w/p2607&bvm=bv.146496531,d.dGc&psig=AFQjCNHbeicHbf5Fof_a0hUxQTb_tyCUZg&ust=1486776558122185
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斎については一切口外しなかったため、北斎は種彦
た ね ひ こ

に対しての負い目と、贖罪
しょくざい

意識がその

後の制作の視点となり、詮議
せ ん ぎ

が及ぶのを避けて小布施
お ぶ せ

行きとなったという説もある（荒井

勉『北斎の隠し絵』（ｐ99～101）。 

◇5月 15日、鈴木牧之
す ず き ぼ く し

没（73）。 

◇6月 4日、一枚刷り錦絵の禁止。出版取締令。人情本禁止。 

◇役者絵、遊女絵禁止。 

◇唄・浄瑠璃・三味線の女師匠の弟子取り禁止。 

◇琉球使節来朝（将軍家慶即位の慶賀使
け い が し

）。 

◇長崎オランダ商館江戸参府。 

◇江戸で岡場所
お か ば し ょ

（公的でない遊女屋）禁止令。 

◇異国船打払令。薪水
し ん す い

給与令。 

◇アヘン戦争で清朝敗北。南京条約。 

◇この年より地本絵草紙問屋の自主的改印
あらためいん

から名主
な ぬ し

直接の検閲となる。 

◇寺門靜
て ら か ど せ い

軒
け ん

『江戸
え ど

繁盛記
は ん じ ょ う き

』が風俗
ふ う ぞ く

紊乱
び ん ら ん

により、靜軒は他家への仕官禁止となる。 

【七代目市川団十郎、江戸十里四方処払】 

◇七代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

（ 改
あらため

海老蔵
え び ぞ う

）が、身分不相応な贅沢として、南町
みなみまち

奉行所鳥居
と り い

耀蔵
よ う ぞ う

に

より手
て

鎖
ぐさり

、家主預り処分、江戸十里四方処
ところ

払となる。団十郎は信奉する成田山
な り た さ ん

新勝寺
し ん し ょ う じ

に一

年間蟄居
ち っ き ょ

し、成田屋七
な り た や し ち

左
ざ

衛門
え も ん

と改名。その後上方や九州の芝居小屋を巡業し、7 年後に江

戸に戻る（「資料館ノート」第 117号 江東区深川江戸資料館）。 

◇天保の改革により、昨年末から翌 14 年にかけて、中村座（日本橋葺屋
に ほ ん ば し ふ き や

町
ちょう

）、市村座

（日本橋
に ほ ん ば し

堺町
さかいちょう

）、森田座（木挽
こ び き

町
ちょう

5 丁目）が 200 年程日本橋地区にあった芝居小屋が猿
さ る

若
わ か

1 丁目から 3丁目辺（現東京都台東区
た い と う く

浅草
あ さ く さ

6丁目辺）に移転した。 

【1両が 6 貫 500 文となる】 

◇8月 5日、「銭
ぜ に

相場
そ う ば

公定
こ う て い

に伴う物価引下げ令」が発布され、1両を 6貫 500文（6500文）

と定められる。1 両＝6500 文×25 円（筆者による想定価格）＝162,500 円。両の価値の引

き上げで、逆に銭（最下級の文）の価値を下げ、諸物価の引き下げを図った（参考。大石

慎三郎「〈資料紹介〉天保 13年 8月”銭相場公定に伴う物価引下げ令“について」学習院

大学経済論集 4号 1966年）。 

◇11 月、浮世絵価格制限令「壱枚絵之
い ち ま い え の

儀
ぎ

ハ、已来
い ら い

粉色
ふんしょく

七八編摺
し ち は っ ぺ ん ず り

を限
かぎる

、売
う り

直
ね の

（値）段
だ ん

壱枚
い ち ま い

拾六文
じゅうろくもん

已
い

上之品
じ ょ う の し な

、可為無用
む よ う と な す べ し

」 

※浮世絵の一枚絵に 7・8 色以上の彩色を禁止、小売り価格は 1 枚 16 文（約 400 円）以上

を禁止とした。 

○曲亭馬琴
き ょ く て い ば き ん

『南総里見八犬伝
な ん そ う さ と み は っ け ん で ん

』刊行（完結。文化 11 年～天保 12年まで 28年間の労作）。 

 

★この頃、本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

榿
はんのき

馬場
ば ば

（ 榛
はんのき

馬場
ば ば

。現墨田区両国
りょうごく

4-34-11。榛
はんのき

稲荷
い な り

神社がある）の

借家に住む（『葛飾北斎伝』ｐ201）。榿
はんのき

馬場
ば ば

は本所
ほ ん じ ょ

回向院
え こ う い ん

の門前であった。あるいは天
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保 10年〈1839〉の 81歳から弘化元年〈1844〉の 85 歳まで住んだか。（井上和雄『浮世絵

師伝』ｐ171 昭和 6 年 渡邊版画店〈『日本浮世絵博物館所蔵 大揃い北斎』北斎資料

759所収〉）。 

【榿馬場の仮託住まいの様子】 

★弟子露木
つ ゆ き

為一
い い つ

（孔
こ う

彰
しょう

）「北
ほ く

斎
さ い

仮
か

宅
た く

之
の

図
ず

」による家居の様子のスケッチ（北斎は炬燵
こ た つ

を背

にして布団を肩にかけ、筆をとって描いていて、その傍らで坐してそれを見ている阿
お

栄
え い

の

図。国立国会図書館蔵）。 

             北斎仮宅之図（国立国会図書館） 

※図の露木
つ ゆ き

為
い

一
い つ

の書き込みには、「卍
まんじ

常
つ ね

ニ人
ひ と

ニ語
か た

るに我
わ れ

者
は

枇杷
び わ

葉
は

湯
ゆ

に反
は ん

し/九月
く が つ

下旬
げ じ ゅ ん

より四月上旬
しがつじょうじゅん

迄
ま で

巨燵
こ た つ

を放
は な

るゝ事
こ と

無
な

しと/如何
い か

なる人
ひ と

と面会
め ん か い

なすといへと
ど

も放
は な

るゝことなし/

画
え が

くにも又
ま た

かけ倦
あ

く時
と き

は 傍
かわわら

の枕
まくら

を取
と

りて眠
ね む

る/覚
さ む

れば又
ま た

筆
ふ で

を取
と り

/夜着
や ぎ

の袖
そ で

は無益也
む え き な り

とて不付候
つけずそうろう

 

本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

 はんの木馬場
き ば ば

借宅
しゃくたく

の躰
て い

、老人
ろ う じ ん

長く
な が く

住居
す ま い

故
ゆ え

、御咄
お は な し

ニゑがく 

御物語残
おものがたりのこり

、御目通之
お め ど お り の

進上
しんじょう

可 仕 候
つかまつりべくそうろう

 

昼夜
ち ゅ う や

如斯
そのごとく

なる故
ゆ え

炭
す み

にてハ逆上
ぎゃくじょう

なす故
ゆ え

、炭団
た ど ん

を用ゆ、然
し か

る

ゆへ虱
しらみ

の湧
わ く

こと、たとゆるニ物
も の

なし、 

画帖扇面之
が じ ょ う せ ん め ん の

儀者
ぎ は

堅
か た

く御断申候
おことわりもうしそうろう

 三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

エ門
も ん

   

娘ゑい 

為一百拝
い い つ ひ ゃ く は い

  

角
す み

一畳分
いちじょうぶん

板敷
い た じ き

ニ
に

而
て

、佐倉
さ く ら

炭俵
すみだわら

、土産物
み や げ も の

の桜餅
さくらもち

の籠
か ご

、鮓
す し

の竹の皮、物置
も の お き

ト掃溜
は き だ め

と兼帯
け ん た い

也
な り

（筆

者注：同様である） 

蜜柑箱
み か ん ば こ

ニ高祖像
こ う そ ぞ う

（筆者注：日蓮
に ち れ ん

像注）ヲ安置
あ ん ち

す」とある。 

注）日蓮像：北斎は日蓮宗を信仰していた。 

【その部屋、物置と掃溜と、一葉なるが如し】 

★同様の記述は露木為一談として次にも示される。 

露木
つ ゆ き

為一
い い つ

談「室内のさまは、いづれもあれはてゝ、翁
おきな

が傍
かたわら

の杉戸
す ぎ と

には画帖
が じ ょ う

、扇面之
お う ぎ め ん の

儀
ぎ

注

は、堅
か た

く御断申候
おことわりもうしそうろう

、三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

とかきたる紙を貼りてあり。又阿
お

栄
え い

の傍
かたわら

の柱
はしら

には、

蜜柑箱
み か ん ば こ

を少し高く釘
く ぎ

づけになして、中には、日蓮
に ち れ ん

の像を安置せり。火鉢
ひ ば ち

の 傍
かたわら

には、佐倉
さ く ら

の炭俵
すみだわら

、土産物
み や が も の

の桜餅
さくらもち

の籠
か ご

、鮓
す し

の竹の皮など、取りちらし、物置
も の お き

と掃溜
は き だ め

と、一葉
い ち よ う

なるが如
ご と

し」（『葛飾北斎伝』所収ｐ203。ルビは筆者による）。 

注）扇面之儀：挨拶やお辞儀のこと。 

【礼儀礼譲をなすことを好まず】 

★柳亭梅彦
りゅうていうめひこ

談「北斎翁は、礼儀
れ い ぎ

礼譲
れいじょう

をなすを好まず、性
せ い

頗
すこぶる

淡泊
た ん ぱ く

にして、人に遇
あ

ふも、嘗
かつて

首
こうべ

を下げたることなく、唯
た だ

今日
こ ん に ち

はといひ、イヤといふのみにて、時候
じ こ う

の寒暖
か ん だ ん

、身体
し ん た い

の安否
あ ん ぴ
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など、なが〱
な が

と述べたることなく、又他より食物を買ひ来り、或
あるい

は人より食物を贈らるゝ

も、これを他の器にうつすことなく、竹の皮、重箱
じゅうばこ

を論ぜず、おのれの前に置き、箸
は し

にて

はさむこともなさで、直
じ か

につかみてこれを食ひ、食ひ尽して、重箱
じゅうばこ

、竹の皮は其
そ

のまゝに

すておくなりと」（『葛飾北斎伝』ｐ204～205 ルビは筆者）。 

★露木
つ ゆ き

為一
い い つ

談「北斎翁は、外出のとき下駄
げ た

をはくことなく雪駄
せ っ た

もはかない。雨で道が悪い

ときは、草履
ぞ う り

をはき、晴れた時は麻裏
あ さ う ら

草履
ぞ う り

をはく。歩く時は常に法華経普
ほ っ け き ょ う ふ

賢品
げ ん ぼ ん

の呪文
じ ゅ も ん

「阿
ア

檀
タ ン

地
ダ イ

 檀陀婆亭
タ ン タ バ テ イ

 檀陀婆亭
タ ン タ バ テ イ

」を唱え、他が目に入らない。余中
と ち ゅ う

人と会っても雑談すること

を厭
い と

う」（『葛飾北斎伝』ｐ206～207要約 ルビは筆者）。⇒弘化 3年（1846）条参照。 

【猫一疋も画くこと能はず 己れ及ばずとて自棄てんとする時は、即これ其の

道の上達する時なり】 

「露木
つ ゆ き

氏曰く、余
よ

北斎翁の門に入り、画法
が ほ う

を学びしが、一日
ひ と ひ

阿
お

栄
え い

にむかひ、嘆息
た ん そ く

して謂
い い

て

曰
い わ

く、運筆
う ん ぴ つ

自在
じ ざ い

ならず、画工
が こ う

とならんを欲するも、蓋
け だ

し能
あ た

はざるなり。阿栄
お え い

笑て曰
い わ

く、我

が父幼年より八十
はちじゅう

有余
ゆ う よ

に至るまで、日々筆を採
と

らざることなし。然
し か

るに過
す

ぐる日、猶
な お

自
みずから

腕をくみて、余は実に猫一疋
ね こ い っ ひ き

も画
え が

くこと能
あ た

はずとて、落涙
ら く る い

し、 自
みずから

其画
そ の え

の意の如
ご と

くならざ

る
マ

る
マ

を嘆息
た ん そ く

せり。すべて画
え

のみにあらず、己
お の

れ及
お よ

ばずとて 自
みずから

棄
す

てんとする時は、 即
すなわち

これ

其
そ

の道の上達
じょうたつ

する時なりと。翁
お う

傍
かたわら

にありて、実に然
し か

り、実に然
し か

るなりといへり」（『葛

飾北斎伝』ｐ217～218。ルビは筆者による）。 

【読本挿絵の評判遠のくも、絵に於いては天下一品】 

★人情本『縁結娯
え ん む す び ご

色糸
しきのいと

』（天保十三年。松
しょう

亭金水
て い き ん す い

著。歌川
う た が わ

貞
さ だ

重
し げ

画）の三編・巻之上・第十

四回に、娘の祝言の祝いに帷子
か た び ら

を持ってきた角
か く

助
す け

と娘の母親の対話の場面がある。 

母「オヤ〱
オ ヤ

、綺麗で御座いますねえ。その画
え

の良い事」 

角助「夫
そ

りやア、為一
い い つ

老人
ろ う じ ん

の下絵
し た え

だから。」 

母「成
な る

程
ほ ど

、左様で御座いませう。彼
あ

の人も近頃年が寄つた所為
せ い

か、些
ち っ

と評判が遠のきまし

たが、私共の若い時分には、読本と云へば、北斎の画
え

に限つた様で、御座いました。」 

角助「夫
そ

りやア、絵に於ては天下絶品さ。古今
こ こ ん

に一人
ひ と り

とは、彼
あ

の人計
ばかり

で御座いやせう。」 

※北斎は文化 9年（1812）以来、読本挿絵の数が減少し始め、特に文化 13年（1816）以降

は、ほとんど読本挿絵に関わっておらず、天保 13 年、83 歳の北斎が別境地を目指してい

たことと関係なく、一般の読本読者は彼をこのように見ていたのであろう。 

★この年、信州の豪商・高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

が江戸から信州に帰る。 

【小布施に行く 八の字のふんばり強し夏の富士】 

★8 月出発。9 月、北斎は高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

(37 歳)に招かれ小布施
お ぶ せ

に行く。「日新除魔図」の 9 月

21 日図の一枚に「獅子 書きはじめたる心おか獅子」脇文の入ったものあるという（荒井

勉『新訳 北斎伝 世界に挑んだ絵師』（ｐ124）ので、この頃には高井鴻山宅に居住し

て、「日新除魔図」を書きはじめたと思われる。 

★時代は特定できないが、旅の途中で「八の字のふんばり強し夏の富士」と詠んだという

（『葛飾北斎伝』ｐ134）。 
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【小布施訪問はいつか】 

「天保十三年秋より正月を越して翌三月まで滞在したことは、八十三歳銘記の生首の図

と秋草の図、並びに八十三、四歳と歳書きのある図が、小布施の諸家に分れて保存されて

居ることによる」（『北斎大鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：

岩松院。平成 15年 2月 1日刊。ｐ18）。 

但し『葛飾北斎伝』では、「天保二三年の頃、北斎翁信州高井郡
た か い ぐ ん

小布施
お ぶ せ

村に到り、門人

高井三九郎
た か い さ ん く ろ う

（筆者注：高井鴻山の名）の家に寓し、居ること一年（略）」(同ｐ134)とあ

る。鈴木重三の脚注では、「この、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

宅訪問推定年時は、このころ鴻山
こ う ざ ん

は京都に居

るので、誤りとされる」としている。 

一方で、京都遊学中であっても、帰郷の時期もあったのではないかとして、天保 2・3

年頃に鴻山を訪問した可能性を指摘する見方もあるが、本書では一応、通説の天保 13年訪

問説を採っておく。以後、三度小布施に往く。 

【小布施訪問の目的は？】 

文化 12年（1815）に焼失し天保 2年(1830)に再建された岩松院
がんしょういん

(高井家菩提寺)の鏡間
かがみのま

天

井に大鳳凰
だ い ほ う お う

（八方
は っ ぽ う

睨
に ら

み図。5.5m×6.3m。150面の彩色。4400枚の金箔。現在価格約 5千～6

千万円をかける）を描くこと、その手始めに東町
ひがしまち

の祭用の屋台を改造して、その天井に

鳳凰
ほ う お う

と龍の二面を描き、次に上町
か ん ま ち

の祭のための屋台天井に波涛
は と う

の二面を描く等の案を提示

した。そのため、お栄を連れて来ることを鴻山
こ う ざ ん

は望んだ。 

【高井鴻山の北斎の印象】 

★一方で、北斎が高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

を尋ねた様子を、鴻山自身が「卍
まんじ

老人
ろ う じ ん

予家
わ が や

ニ寓
ぐ う

スルコト半
は ん

歳余
と し よ

 

一日
ひ と ひ

別
わ か

レヲ告
つ

ゲズシテ去
さ

ル」という表題の漢詩によって伝えている。以下の訓下
よ み く だ

し文は筆

者による。 

「来
き た

ルモ招
まねき

ニ由
よ

ラズ/去
さ

ルモ別
わ か

レヲ告
つ

ゲズ/去来
き ょ ら い

吾
わ

ガ適
て き

ニ適
か な

フ/敢
あ

ヘテ掎挈
き け つ

受ケズ/敖
ご う

然
ぜ ん

八十
はちじゅう

有余
ゆ う よ

年
ね ん

/併呑
へ い ど ん

手
て

ニ在
あ

リテ心
こころ

ノママ欲
ほ っ

スル所
ところ

ナリ/人
じ ん

鬼
き

現
あらは

シ羽毛
う も う

簇
あ つ

マル/技
わ ざ

ハ群
ぐ ん

ヲ抜
ぬ

キ/富貴
ふ う き

坐
ざ

シテ致
い た

スベシ/七上
しちじょう

還
ま

タ八
は ち

下
げ

/何為
な ん す れ

ゾ窮顇
きゅうすい

に至
い た

ル/貧困
ひ ん こ ん

富貴
ふ う き

ハ舎
す て

テ論
ろ ん

ゼズ/唯物
た だ も の

ヲ写
う つ

シテ物
も の

未
い ま

ダ神
し ん

ナラザルヲ/君
き み

見
み

ズ冷
れ い

冷
れ い

ノ冬
ふ ゆ

ヲ作
な

ス
す

者
も の

/又
ま た

能
よ

ク翕翕
きゅうきゅう

ノ夏
な つ

ヲ成
な

ス/冷翕
れいきゅう

敢
あ

ヘテ世
よ

ニ向
む

カヒ

テ請
こ

ハズ/
／

只
た だ

是
こ れ

丹青
た ん ぜ い

便
す な

ハチ命
め い

ト為
な

ス/工夫
く ふ う

君
き み

ノ如
ご と

キハ能
よ

ク幾許
い く ば く

ゾ/骨格
こ っ か く

ノ精
せ い

今
こ ん

古
こ

ニ絶
ぜ っ

ス/ 

鎖骨
さ こ つ

新
あ ら

タニ新面目
し ん め ん ぼ く

ヲ
を

開
ひ ら

キ/洗
せ ん

シ旧習
きゅうしゅう

ヲ一人
い ち に ん

ノ睹
み

ルヲ 快
こころよ

クス/筆力
ひつりょく

年
と し

ト与
と も

ニ老
お

ヒテ 益
ますます

強
つ よ

ク/ 

巨障
きょしょう

大壁
た い へ き

ノ気
き

汪汪
お う お う

タリ/気
き

汪汪
お う お う

トシテ雲霄
うんしょう

ヲ衝
つ

キ/翼
つばさ

ヲ博
う

ツ九万
きゅうまん

ノ遥
はるか

ナルヲ厭
い と

ハズ/秋風
しゅうふう

個
こ

ノ雲煙
う ん え ん

ヲ留
と ど

メ去
さ

ル/描
え が

クモ未
い ま

ダ乾
か ん

ヲ成
な

サズ染
せ ん

未
い ま

ダ消
き

エズ」 

※鴻山記念館に掲示された訳文 

「卍老人は、我が家に半年ほど/ある日、別れも告げずに立ち去った/卍老人（＝北斎）は、

招いたわけではないのにふらりとやってきて/立ち去るときも、何も言い残しては行かな

かった。/来る時も立ち去る時も、自分の気持ちに従う。/引き留めても、それに甘んじる

ことはない。/自分の（心の）思うままに八十余年生きてきたのだ。/卍老人は、心に浮か

んだものを描き出す手を持ち/羽毛に覆われた人鬼が次々に描かれる。/その技術は群を抜
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いている。/富も名声も座っていて招き寄せている。/江戸へ戻っては、また旅に出る。/

何をしようと疲れるということを知らない。/貧乏、富、名声など全く問題にしない。/絵

を描いては（その技が）いまだ神の域に達しないことだけを憂いている。/寒く辛い冬に

あっても作品を描くことのできる者は/夏の暑い盛りにあってもまた同様に過ごせるとい

うことなのだろうか。/寒くも暑くも（富や名声を得ようが得まいが）世間に媚びない。/

ただひたすらに描くことが、己の使命と思っている。/君（=北斎）の、絵を描く才能や創

造力は、はかりしれない。/（絵の）骨組みの緻密さは、これまでに見たこともない。/鎖

の輪のように連なるその骨組みは、真に新たな作品の境地を開く。/これまでの慣習を洗

い流した絵は見る人を心地よくさせる。/年をとり老いてゆくに従って、その筆の力はま

すます強くなってゆく。/（行く手に）巨大な壁が立ちはだかっても、創作意欲は満ち満

ちている。/その気迫は、雲をつきぬけて空に駆け上がってゆくほどだ。/翼を羽ばたかせ

九万里を飛ぶことだって厭わない。/秋風（=北斎）は、色鮮やかな雲煙（＝作品）を残し

て吹き去った。/描いた画はいまだ水々しく、染めた色はいまだ色あせない」（括弧内の

補筆は筆者により） 

★「鴻山
こ う ざ ん

先生の詩文や小布施
お ぶ せ

の伝説によると、北斎が小布施に最初に来た時は、全く突然

であったらしい。前ぶれの約束もなく、全く突然に高井
た か い

家の門前に現れて鴻山
こ う ざ ん

先生を驚か

せたらしく、法被
は っ ぴ

姿
すがた

に麻裏
あ さ う ら

草履
ぞ う り

、長い杖一本、娘のお栄
え い

を連れていない単身であった」

（『北斎大鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：岩松院。平成 15年

2 月 1日刊。ｐ5）。 

★鴻山
こ う ざ ん

宅（現長野県高井郡
た か い ぐ ん

小布施町
お ぶ せ ま ち

大字
お お あ ざ

小布施
お ぶ せ

805-1 「北斎館」の近く）では、北斎の

ために本宅に隣接して、近くの古民家を碧
へ き

漪
い

軒
け ん

という仕事場に作り与えたと伝えられるが、

実際は鴻山
こ う ざ ん

の祖父が建てた翛
ゆ う

然楼
ぜ ん ろ う

の一部が碧
へ き

漪
い

軒
け ん

であったともいわれる。 

【小布施までの道のり】 

★小布施までは約 240 ㎞で、徒歩で 5･6 日程度と思われる。旧中山道
な か せ ん ど う

の日本橋
に ほ ん ば し

、板橋
い た ば し

、

浦和
う ら わ

、大宮
お お み や

、桶川
お け が わ

、熊谷
く ま が や

、倉賀野
く ら が の

、安中
あ ん な か

、松井田
ま つ い だ

、碓井
う す い

峠
とうげ

、軽井沢
か る い ざ わ

、沓掛
く つ か け

を通り、沓掛道
く つ か け ど う

（現在の県道 235 号線）に入り、大笹
お お ざ さ

街道（現在の県道 406 号線）の大笹
お お ざ さ

、旧鳥居
と り い

峠
とうげ

を越

し、仁
に

礼
れ

（現須
す

坂
ざ か

市）を経て、須坂
す ざ か

から北国
ほ っ こ く

街道
か い ど う

（現在の県道 403 号線に出て小布施
お ぶ せ

に至

るルートが考えられる。 

あるいは、小名
お な

木川
ぎ が わ

から船に乗り、行徳
ぎょうとく

から江戸川
え ど か わ

に入り、そのまま利根川
と ね が わ

を 遡
さかのぼ

り、

高崎
た か さ き

を通る烏
からす

川
が わ

に入って倉賀野
く ら が の

宿
じゅく

に出、そこから徒歩・駕籠・馬などで中山道
な か せ ん ど う

、大笹
お お ざ さ

街道、

北国
ほ っ こ く

街道を行くこともある。いずれにしても北斎の年齢を思えば大変な旅である。 

【北斎の自画像】 

●「八十三歳
はちじゅうさんさい

自画像
じ が ぞ う

」（絵入りの手紙。紙本墨絵。八十三歳八右衛門
は ち え も ん

。印卍 26.9×16.9 

オランダ国立民族学博物館蔵）          

※北斎が 41・2歳の頃描いた作品への質問に対する自画像入り返信文。 
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「 扨
さ て

申上候
もうしあげそうろう

、 此巻中
このかんちゅう

に 有之候
これありそうろう

下画者
し た え は

、 老人
ろ う じ ん

四十一二歳之此之画
し じ ゅ う い ち に さ い の こ ろ の え

ニて、あまつさへ亦
ま た

うつしの品
し な

も多
お お

く

相見
あ い み

へ申 候
もうしそうろう

中
な か

に只今
た だ い ま

になり校合
きょうごう

もいたし候
そうら

ハ
わ

者
ば

、よろしか

らんと品
し な

も一二品者
い ち に ひ ん は

相見
あ い み

ヘ申 候
もうしそうろう

、其余
そ の よ

者
は

已
い

前
ぜ ん

みし
じ ゅ

ゅくの業
わ ざ

、

御用捨之
ご よ う し ゃ の

上
う え

、 御一笑
ご い っ し ょ う

可被下候
くださるべくそうろう

 八十三歳
や じ ゅ う さ ん さ い

 八右衛門
は ち え も ん

 右
み ぎ

申上候
もうしあげそうろう

、以上
い じ ょ う

（印）」（句読点・ルビは筆者による） 

八十三歳自画像（オランダ国立民族博物館） 

●「老人蔵
ろ う じ ん ぞ う

」（この頃か。紙本淡彩一枚。無款。11.0×14.0 

オランダ国立民族学博物館蔵） 

※「八十三歳
や じ ゅ う さ ん さ い

自画像
じ が ぞ う

」と

似ているので、83 歳の

自画像ともいわれてい

る。図の何ヵ所に崇の印が押されているので、ある

いは崇山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）と関わりのあった絵とも

思われる。   

 

老人像（オランダ国立民族博物館） 

【北斎自画像とアゴの四角ナ女】 

★亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

（印葛しか）の署名のある書簡に北斎自身と阿
お

栄
え い

の肖像画あり。

ここに阿
お

栄
え い

を「腮
あ ご

の四角ナ女」と記している(『もっと知りたい葛飾北斎』ｐ69)。 

【朝日新聞 1989･9･2朝刊の記事】 

〈目は小さく、鼻が大きく、もじゃもじゃの白髪
し ら が

――。その容姿が様々に描かれている江

戸の浮世絵師、葛飾北斎（一七六〇－一八四九）が晩年、自分と娘の肖像を描き、風ぼう

の特徴までつづっていた手紙を、東京都内の収集家が所蔵していることがわかった。画料

を受け取りに行く人物が相手にわかるように、と送った手紙で、ちゃめっ気もうかがえる。

北斎研究家の伊藤めぐみさんは「『面長で厳しい顔つき』という従来のイメージを覆すも

ので、好々爺
こ う こ う や

然としたイメージで描かれている」と話している。手紙は当時、亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

（東

京都墨田区
す み だ く

）に住んで三浦屋八
み う ら や は ち

右衛門
え も ん

と名乗っていた北斎が、「何屋
な に や

何
な に

兵衛
べ え

」にあてた

画料
が り ょ う

の受取状。 

「一 金
き ん

何両
なんりょう

ト何拾
なんじゅう

何
な ん

匁
もんめ

石
こ く

は画料
が り ょ う

として慥
たしか

ニ拝納
は い の う

仕 候
つかつりそうろう

為
ねんの

念
た め

 かくのごとく御座
ご ざ

侯
そうろう

以上
い じ ょ う

」

としたためている。 その手紙の最後に、自分の横顛と、娘お栄
え い

の正面からの肖像を描き、

「眼の小キ鼻之
の

大キ成
な る

白髪
し ら が

のモジャ〈
モジャ

と致
いたし

侯
そうろう

親父
お や じ

か腮
あ ご

の四角
し か く

ナ女」と二人の特徴を述べ

て、どちらかがお金を取りにいく、などと結んでいる。お金の額や相手の名を特定しない

まま出している受取状で、これからお金を取りに行くという内容などから、北斎は絵を描

かずにお金を無心した可能性もあるとみられている。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Head_of_an_old_man.jpg
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「北斎自画像と顎の四角ナ女」「（朝日新聞）より転載」 

 手紙は、長野県小布施町
お ぶ せ ま ち

で見つかったことが研究者の間で知られ 

ていたが、現物は行方知れずになっていた。業者を通じて数年前に 

東京都内の収集家の手に収まったという」。 

※永田生慈は、「三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

」と名乗っていることなどから、

北斎 80 歳後半に認められたものとしている（『新北斎展図録』ｐ

342）。 

※他の自画像として、主に次の絵が知られている。 

☆『間女畑
ま め ば た け

』（寛政 4年頃）口絵見返しの像：机に伏して夢を見てい

る図。最も早い自画像とされる。⇒寛政 4年（1792）条参照。 

☆『竈将軍勘略之巻
かまどしょうぐんかんりゃくのまき

』（寛政 12年：1800）：下巻最終ページの像。

「時太郎可候画作」の記載があり、巻物の置かれた文机の前に座り、

羽織を着て両手をつき挨拶をする図。⇒寛政 12年（1800）条参照。 

☆「版元嵩山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）宛書簡」（天保 6 年 2 月。彫師

江川留
え が わ と め

吉
き ち

を使うように依頼した手紙）にある像。両手に一本ずつ杖

をつき、尻
し り

端折
は し ょ り

りをして歩く姿（飯島虚心『葛飾北斎伝』ｐ145）。⇒天保 6年（1835）条

参照。 

☆「版元嵩山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）宛書簡」（嵩山房
す う ざ ん ぼ う

が百人一首の絵を依頼したときに送った

手紙）にある図。 

布団を頭から被り、尿瓶
し び ん

の前にしゃがむ姿を描く。⇒天保

6 年（1835）条参照。 

☆渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

による「為
い

一
い つ

翁
お う

（北斎）像」。（天保末期から弘

化 2年頃。26.3×18.6） 

※木村黙
き む ら も く

老
ろ う

『戯作者考補遺』所収された英泉による北斎像

を、尾形月耕
お が た げ っ こ う

が写したと思われる絵が『新増補浮世絵類考』

に挿入されている。明治期の写本では北斎の辞世が描き込ま

れている（慶応義塾図書館蔵）。北斎 80 歳代中ごろの肖像と

して真に近いといわれる。図は、羽織を着て両手を結んで膝

の上に置いて座る像。いくつかの複製があり、着物に反転模

様のないものもある  

『戯作者考補遺』所収「為一」像（慶応義塾図書館） 

☆「フェノロサ解説カタログの図」（37.2×23.7 ギメ美術館蔵） 

※格子模様の袖無羽織を着て両手で杖を支え立っている全身像。80 歳ころの北斎といわれ

るが、年代は確定できない。よく知られた画像である。 
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井上和雄『北斎』（高見澤木版社出版所 昭和 7 年）では、天保末頃の応為の画として

いる（P32）。小林文七蔵版（小林文七が木版で摺起こしたもの）には「明治三十三年八

月製」とあり、羽織が無地なもので素描である（フリーア美術館蔵）。 

※小林文七が本図をパリのコレクター、アンリヴェ

ヴェールに見せ、ヴェヴェールが美術商のジークフ

リート・ビングにこのことを話したところ、ビング

がすでに持っているそっくりな絵図をヴェヴェール

に譲り、ヴェヴェールは同図の真贋の鑑定を小林文

七に依頼したところ、文七は、これは北斎の直筆で

あり、自分が 1900 年に版画に起こした原画である

と話したという。文七が作った複製は多数存在して

いる。また、無地の着物の像が原画であろうとして

いる。（以上『北斎―富士を超えて』展図録ｐ248

による）。                       フェノロサ解説カタログの図 

☆「飯島虚心『葛飾北斎伝』口絵に掲載されている像」（ｐ23）。 

『葛飾北斎伝』解説で鈴木重三は次の様に述べている。 

「本書でなお問題視されるものに、巻頭近くに挿入された『葛飾北斎翁の肖像』（本書

二三頁）の信憑性に関する件がある。従来、一部の論者を除いては、ほとんど無批判に、

代表的な北斎肖像として、ゴンクールの『北斎』（Hokusai,1986）筆者注や、フェノロサ解

説付の北斎の肉筆展の目録 Catalogue of the Exhibition of Painting of Hokusai（小林

文七刊、明治三四年）に転載されるなど、広く普及、紹介されて来たものであるが、本稿

の「構成と内容」のところで少しふれたように、すでに『北斎伝』刊行時点で、著者虚心

自身が巻下九丁裏（本書一九九頁八行目）に割注で、「巻首にある翁の像は、白井（筆者

注：白井孝義）、本間（筆者注：本間耕素）、小林（筆者注：

小林文七）諸氏のすゝめによりて、掲げたるのみ注」と、責任

回避ともとれる口調で、掲載をためらった気配を見せている。

（略）いずれにしても、現時点でこの図を真像と断定すること

は留保すべきである」(岩波文庫版 P393～395)」とある。 

図は、眼窩
が ん か

が突き出て、耳が大きく口を結んでいる像。後頭

部にまばらな毛髪がある。 

注：（ゴンクール『HOKUSAI』の巻頭に載せられた北斎の肖像

の下に「Peint Par SA fille Oyei」とあり、お栄の画として

いる。           『葛飾北斎伝』口絵に掲載されている像 

※平成 6年（1994）11月 11日読売新聞夕刊記事で「北斎どんな顔だった？」と題し、以下

のように記載している。 
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〈一般的に知られている北斎の肖像は、ほお骨が張った長い顔で、切れ長の厳しい目が特

徴だ（筆者注：本図を指す）。北斎が死んで四十四年後の明治二十六年（1893 年）、浮世

絵研究家の飯島虚心がまとめた日本で初めての北斎研究書「葛飾北斎伝」（蓬枢閣）に載

った。三年後、フランス人ゴンクールが出版した「北斎」にも転載され、世界に広まった。 

虚心の「北斎伝」出版から七年後、この肖像は東京・上野で開かれた北斎展に出品され

た。ところが、虚心は別人を装って「局外閑人」のペンネームで、読売新聞の批評欄に次

のような批判記事を載せた。 

「このごとき怪しき肖像を出せるは、これ世人を欺くに似たり、また北斎翁をあなどる

に似たり」/翁死してわずかに四十余年の今日、その顔を知れる人々もなお現存すれば、

これを掲ぐるは、はなはだ快からず」 

さらに虚心は「事実の精確を主として著せるこの書も、それがためにあるいは信を失う

に至らんとて、痛く拒みたれども、聴かず、ついに巻頭に掲ぐることとなりたるなり、遺

憾の至りというべし」と告白している（筆者注：仮名遣いは記事のまま）。出版元の浅草

の浮世絵商・小林文七の意向で、肖像を載せざるを得なかったのを悔やんでいた、とみら

れる。 

この肖像の原図は現存しておらず、由来もはっきりしない。だが、文七は北斎展の年、

この肖像とうり二つの「北齋像」（筆者注：フェノロサ解説カタログの図を指す）を摺

（す）り物にした。 

虚心の没後、「局外閑人」は虚心本人だったことが公になった。だが、北斎に関するこ

れまでの研究で、先の新聞記事についてはほとんど触れられていない〉 

伊藤めぐみ（筆者注：当時、墨田区北斎館解説準備室〈現すみだ北斎美術館〉担当の学

芸員）はこの記事に基づいて「虚心が『北斎伝』の肖像の件で悔やんでいる気持ちが痛い

ほど伝わってくる、文七が虚心を利用した可能性も高い」と分析している（『北斎研究』

16 号） 

肖像画については「葛飾北斎の肖像画における自己演出」（山本陽子 『明星大学研究

紀要―人文学部 第 52号』2016年 3月）の論考があるので参照されたい。 

●合巻『
「

児雷也豪傑譚
じらいやごうけつものがたり

』（1 月。全 42 編中の四編。美図
み ず

垣
が き

笑顔
え が お

作。前北斎卍筆。和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

版。17.8×12.0 早稲田大学図書館/専修大学向井信夫文庫蔵） 

※天保 10年（1839）から明治元年（1868）まで書き継がれた本。挿絵は歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

。北斎は

袋に山田抱
や ま だ ほ う

玉
ぎょく

・歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

とともに合筆する。 

●合巻『鴛鴦
お し ど り

譚
ものがたり

』(角書き「婚礼
こ ん れ い

雛形
ひ な が た

」。版心には「をし鳥
ど り

物語
ものがたり

」とある。1 月。二冊。

山東
さ ん と う

京伝
きょうでん

作。柳亭応需雪景写前北斎為一。印之印。鶴屋喜
つ る や き

衛門
え も ん

版。17.6×11.9 名古屋市

蓬
ほ

左
さ

文庫蔵) 

※北斎最後の合巻挿絵となるが、天保 4 年（1833）の合巻『出世奴小万之伝
し ゅ っ せ や っ こ こ ま ん の で ん

』の表紙絵を

そのまま流用しているので、天保 13年に描いたものではない。 

●絵手本『一筆
い っ ぴ つ

絵本
え ほ ん

』（3月。文政 6年『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 一
い っ

筆画
ぴ つ が

譜
ふ

』の縮摸再刻版） 
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※『北斎の絵手本 二』（永田生慈 岩崎美術社）によれば、「『一筆
い っ ぴ つ

画譜
が ふ

』の改題縮刷

版（中本）一冊、全 24丁」。見返しに「北斎先生画 一筆
い っ ぴ つ

絵本
え ほ ん

 東都
と う と

文
ぶ ん

江堂
こ う ど う

梓
し

」とあり、

奥付に「天保十三 壬
みずのえ

寅
と ら

年三月新刻 江戸馬喰
え ど ば く ろ

町
ちょう

吉
よ し

田屋
だ や

文
ぶ ん

三郎
さ ぶ ろ う

 同亀井町
か め い ち ょ う

藤屋宗
ふ じ や そ う

兵衛
べ え

 

同南紺屋
み な み こ ん や

町
ちょう

三河屋
み か わ や

甚助
じ ん す け

」とある。 

【北斎作品の重要文化財指定第 3 号・孫なる悪魔を払う「日新除魔図」】 

●肉筆画「日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

図
ず

」（紙本墨絵 10図。各 32.0×23.0 北斎館蔵） 

現存作品から、「獅子の図」を、この年の 11 月 28 日から本所榛
ほんじょはんのき

馬場
ば ば

で描かれていて

（久保田一洋氏『北斎娘 応為栄女集』ｐ73 による）、小布施でも翌 14 年 12 月 29 日ま

で、全 219 図を（国華社『葛飾北斎 日新除魔帖』（村山旬吾編。明治 40 年 10 月。国立

国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ。ｐ7）日課として描いたと思われる。この 219 図は松本藩士・

宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

が所有していた。⇒弘化 4年（1847）条参照。 

※この「獅子
し し

の図
ず

」は、いわゆる「日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

」と呼ばれ、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

が保管していたものを、

北斎とお栄が小布施
お ぶ せ

を訪ねたときに、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

から渡され、弘化 4 年（1847）に、浅草

田町
た ま ち

の北斎宅で、江戸にやってき宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に譲られたとされる（金田巧子『栗の詩』44 号

の記事を、神山典士『知られざる北斎』（ｐ222）で紹介）。 

※「HOKUSAI新聞」（2016 GW号 VOL28 北斎館）でも同内容の記事となっている。 

「『日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

』(紙本墨絵。各図 32×23)。唐獅子
か ら じ し

や獅子舞
し し ま い

の一連
い ち れ ん

の絵は世界中に 200 以上

あるという。天保 13 年(1842)～天保 14 年(1843)にかけて日課として描いたものをその

都度
つ ど

軒下
の き し た

に捨てたものをお栄
え い

や弟子
で し

が拾
ひ ろ

い集
あ つ

め、弘化 4 年(1847)に「日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

」と名づけ、

松代
ま つ し ろ

藩士
は ん し

・宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に与える」。 

※露木
つ ゆ き

為一
い い つ

談「北斎翁、本所榛
ほんじょはんのき

馬場
ば ば

に住
じゅう

せし頃、毎朝小さき紙に獅子
し し

を画
え が

き、まろめて家

の外に捨てたり。或人
あ る ひ と

偶
たまたま

拾ひ取りて披
ひ ら

きみれば、獅子
し し

の画
え

にして、行
ぎょう

筆
ひ つ

軽快
け い か い

、尋常
じんじょう

にあ

らず、より翁に就
つ

き賛
さ ん

を請
こ

ふ。翁 即
すなわち

筆を採
と

りて、『年の暮さてもいそがし、さはが

しゝ』。或人更に翁に問ふ、何の故
ゆ え

に毎朝獅子を画
え が

きて捨て給ふや。翁の曰
い わ

く、『これ我

が孫なる悪魔を払ふ禁
き ん

呪
じ ゅ

なり』と」（『葛飾北斎伝』ｐ232 ルビは筆者による）。 

※孫は天保 8 年（1837）に没したと推定されるが、あるいは存命であったか。または没後

も尻拭いに追われていたのか不明。 

※「国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定等について 平成 15 年 3 月 20 日 文化庁の

文部科学大臣への答申」によりこの年（2003 年）5 月 29 日「紙本
し ほ ん

墨画
す み え

日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

」（219

枚）として重要文化財に指定された。答申時の所有者は「坂本安子 京都府京都市左京区
さ き ょ う く

修学院
しゅうがくいん

関根坊町
かいこんぼうちょう

8-2」となっている。現在、九州国立博物館蔵。 

【文化庁の「国指定文化財等データベース」の記事】 

「（『二美人図』『潮干狩図
し お ひ が り ず

』の重要文化財作品に比べて）これに対して、日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

は注

文制作でも画稿でもなく私的な作画である点で、他と区別される珍しい作例である。 
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 多作で知られる北斎には、版画はいうに及ばず、肉筆画も多く遺存しているが、国内に

は画稿類はさほど多くは知られていない。いわんや一つの主題をかくも多様かつ継続的に

描き続けた例は他に見出し難い。 

 本図は北斎の八四歳（筆者注：83 歳の誤りか）の天保十三年（一八四二）から翌十四年

にかけて、毎朝日課として描かれたもので、さまざまな姿態の獅子を伸び伸びとした筆致

で描いた約一八〇枚の獅子図と、約四〇枚の獅子舞などの人物図からなる。 

 本画帖に綴じ込まれていた北斎の自序、宮本
み や も と

仲
ちゅう

氏によって『先考
せ ん こ う

遺墨
い ぼ く

』と題された、父

宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

氏の記録、仲
ちゅう

氏による画帖跋
ば つ

文
ぶ ん

によれば、北斎は弘化四年（一八四七）に本図を

慎助氏に与えている。当初の形態は北斎の自序に毎朝描き捨てたというように、綴られて

はいなかったと思われるが、『先考遺墨』によればこれを得た宮本慎助氏が仮綴じとした

段階があり、画帖跋文には仲
ちゅう

氏の時代に画帖としたことが記されている。 

 画帖装となる前に若干散逸したものがあるようだが、明治三十九年（一九〇六）に紹介

された時点で二十九枚がまとまって宮本家に襲蔵されていた。注文制作に供する目的では

ないため通常は保存しないはずのものが散逸を免れ、二〇〇枚を超える数量で一括されて

今日まで伝えられたことはまことに稀有な事例であるといえよう。(略) 

 本図は北斎の豊かな創造力のあふれ出るさまをそのまま紙上にとどめた貴重な証左とし

て一括して保存されるべきものである」 

※一方で、「獅子
し し

の図
ず

」は小布施
お ぶ せ

滞在中
たいざいちゅう

（天保 13年〈1842〉9月～天保 14年〈1843〉9

月）に鴻山
こ う ざ ん

の別宅
べ っ た く

で日課
に っ か

として描き、200枚程を宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に渡したものだという説あり(荒

井勉『北斎の隠し絵』ｐ61 AA出版)。 

※北斎は、「獅子
し し

の図
ず

」の他の一冊を松代藩
ま つ し ろ は ん

家老
か ろ う

・小山田
お や ま だ

壱岐
い き

にも譲っていた。宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

の絵を見て北斎に依頼したものという（荒井勉『北斎の隠し絵』ｐ63  AA出版）。 

※他に、晩年に弟子の本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

に与えた「日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

」(年代不明。10/10、10/11、10/23、

10/24、10.25、11/5、11/13、11/18、11/25 の 9 図。酒田の

本間家蔵本)の獅子画があるという（『北斎館肉筆画大図鑑』

による）。 

注：嘉永元年（1848）に、酒田から江戸に出た本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

は 6

月 5日と 8日に北斎に会い、8日には「認物
したためもの

」（贈り物）を貰

っている。このとき北斎から日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

10 図持ち帰っている

としている（佐藤七郎「北曜の『旅日記』と北斎」（昭和 53

年 11月 8日「信濃毎日新聞」掲載記事より）。この 10図は、

現在北斎館所蔵。              霜月十八日図 

●扇面画「秋草扇面
しゅうそうせんめん

」（「秋草
あ き く さ

」「秋の七草」とも。紙本扇面淡彩。画狂老人卍筆齢八十

三。印葛しか。23.3×50.5 北斎館蔵） 

※秋の七草を墨で葉を描き、花のみ着色した図。小布施
お ぶ せ

で描いたもの。これにより北斎が

天保 13年に小布施を訪れたことが分かる。 

http://www.book-navi.com/hokusai/art/joma2l.html
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秋草扇面（北斎館） 

●肉筆画「渡
わたし

舟図
ぶ ね ず

」（「富士
ふ じ

遠望図
え ん ぼ う ず

」と

も。絹本着色一面。もと掛軸。画狂老人卍

筆 齢八十三歳。印葛しか。84.8×42.2 

フリーア美術館蔵） 

※客を乗せた舟首の船頭が竿を差し、船尾

の船頭が腰を屈めて舵をとっている、舟の反りと波の反りが一致している。中景に樹木繁

る中に民家が描かれ、遠景に富士が聳える。 

●肉筆画「拷問図
ご う も ん ず

」（画狂老人卍筆。印不明。松本の日本浮世絵

博物館で発見） 

※この年獄門死した柳亭種彦
りゅうていたねひこ

を念頭おいて描いたものか（荒井勉

『北斎の隠し絵』P107～110）。     拷問図（日本浮世絵博物館） 

●肉筆画「鬼
お に

を打
う

つ鍾馗
し ょ う き

」（絹本着色一面。もと掛軸。画狂老人

卍筆齢八十三歳。印葛しか。85.2×42.2 フリーア美術館蔵） 

※棍棒
こ ん ぼ う

を振りあげ、反りかえった鬼を打つ鍾馗
し ょ う き

。 

●肉筆画「生首図
な ま く び ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍 筆齢八十三。

27.4×43.1 摘水軒記念文化振興財団蔵：千葉市美術館寄託）   

※竹竿
た け ざ お

に縄で括
く く

りつけられているように見える生首。ざんばら髪

が首全体に巻きついていて、

歯を食いしばり、半眼
は ん が ん

の目つ

きで睨
に ら

んでいる。右の頬には死斑
し は ん

が現れている。竹竿

には柄杓
ひ し ゃ く

が添えられている。打ち首の際の刀の血を洗

ったのに用いたものか。他に文化 7 年～11 年（1810～

14）頃と嘉永元年(1848)にも「生首図
な ま く び ず

」がある。 

生首図（摘水軒記念文化振興財団：千葉市美術館寄託） 

●摺物「門松
か ど ま つ

」（1 月。「門松
か ど ま つ

に注連縄
し め な わ

」とも。紙本着色一幅。摺物。八十三翁卍筆。印

富士の形。12.7×18.6。すみだ北斎美術館蔵） 

※図の左に門松と正月飾りをつけた注連縄
し め な わ

が描かれる。 

 

 

天保
て ん ぽ う

14(1843）癸
みずのと

卯
う

 84 歳 前北斎卍翁
さ き の ほ く さ い ま ん じ お う

、葛飾卍老人
かつしかまんじろうじん

八
は ち

右
え

衛門
も ん

、東都北斎卍
と う と ほ く さ い ま ん じ

翁
お う

、葛飾
か つ し か

の老
ろ う

人
じ ん

八十四老卍
はちじゅうしろうまんじ

なり、八十四老卍
はちじゅうしろうまんじ

、齢八十四歳画狂老人卍
よわいはちじゅうしさいがきょうろうじんまんじ

、□印 葛
か つ

しか、富士
ふ じ

の形
かたち

：阿栄
お え い

(46)  

◇1月 28日、長
は

谷
せ

川
が わ

雪
せ っ

旦
た ん

没（66）。 

◇3月 27日、香川景樹
か が わ け い き

没（76）。 

◇閏 9月、水野忠邦
み ず の た だ く に

失脚。 
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◇閏 9月 11日、平田篤胤
ひ ら た あ つ た ね

没（68）。 

◇12月 22日、為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

没（54。深酒、神経症。自殺か）。 

◇12月 28日、江戸鍛冶
か じ

橋
ば し

より出火。木挽
こ び き

町
ちょう

、築地
つ き じ

も類焼。 

◇上海開港。上海はイギリス租界となる。 

◇この頃、江戸で稲荷ずしが作られるようになる。 

◇安永 5年（1776）以来中断していた将軍の日光社参が復活する。 

◇歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

「源頼光
みなもとのよりみつ

公館土蜘咋
こ う や か た つ ち ぐ も

妖怪図
ようかいをなすのず

」が天保改革批判として評判となるも、版元が版

木を削る。 

【浮世絵一枚 20 文～30 文】 

◇天保末年頃の浮世絵は一作品およそ 20～30文（現在の 500円～750円位）で、初摺で 200

枚、ベストセラーで 2000枚程度の刊行といわれる。 

 

★この年、『北斎漫画』六編がパリ国立図書館の版画室に収蔵される（2017『北斎―富士

を超えて』図録所収、ティモシー・クラーク「逆順で語る晩年の北斎」ｐ28）。 

【転居 60 回】 

★本年まで転居 60回といわれる。 

★3 月江戸に戻る。小布施
お ぶ せ

から江戸へ帰る際、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の別宅「碧瀦
へ き い

軒
け ん

」での一人だけの

生活では不便なので娘のお栄
え い

を連れてやがて小布施
お ぶ せ

に戻るとのことであったが、なかなか

小布施
お ぶ せ

に戻って来ないので、9 月には是非来るよう督促した鴻山
こ う ざ ん

に対する 4 月 21 日付の北

斎の返信。 

「(略)当年
と う ね ん

九月発足
ほ っ そ く

仕 兼 候
つかまつりかねそうら

へは
ば

、来三月ニ御座候
ご ざ そ う ろ う

。先達而
せ ん だ っ て

、被仰聞候
おおせられききそうろう

は四両金も入
い

り

可申
もうすべし

与
と

被仰聞得共
お お せ ら れ き き え ど も

、弥七様被申候
やしちさまもうされそうろう

は弐
に

両ニて事足
こ と た

り可申
もうすべし

と被申候
もうされそうろう

。数々
か ず か ず

存寄
ぞんじよる

も御座候
ご ざ そ う ら

得
え

と
ど

も、兎角
と か く

は御地
お ん ち

へ参
ま い

り 候
そうろう

。而之
し か

上
のうえ

之
の

御噺
お は な し

ニ後座候
ご ざ そ う ら

得
え

は
ば

、勘弁仕候
かんべんつかまつりそうろう

。而之上
し か の う え

亦々
ま た ま た

後便
こ う び ん

ニ

可申上候
もうしあげそうろう

。何
な に

連参
つ れ ま い

り 候
そうろう

ニは相違無之候
そういこれなくそうろう

。両人之
り ょ う に ん の

身分
み ぶ ん

は宜敷御取斗
よ ろ し く お と り は か ら

ヒ可被下候
くださるべくそうろう

。 恐々
きょうきょう

 

四月廿一日 三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

ヱ門
も ん

 高井三九郎
た か い さ ん く ろ う

様 玉
ぎょく

机下
き か

九拝
きゅうはい

」（天保 14 年 4 月 21 日 高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

宛書簡。句読点・ルビは筆者） 

※同書簡にある「四両」「二両」はお栄の件で金銭で処理する事を指すと思われるが、

『北斎大鳳凰図』（岩松院。平成 15年）では次のように解説している。 

「九月にはとても行けません。それというのは連れて行く筈であった娘お栄の旅行につき、

親戚のもので反対をし、それを訴えるとまで強がっている。お金をやって処置することも

できるが、あまりにも口惜しい。何とか処置して、来年三月には、お栄ともども必ず参上

するから、親子二人の身の上よろしく頼みますーこういう北斎の手紙です」（ｐ6～7） 

 お栄の旅行手形の取得に手間取っているという見方もある。 

【阿栄の「関羽図」松代にあり】 

※小布施
お ぶ せ

からの帰りに松代
ま つ し ろ

に寄った時のエピソードが荒井勉『北斎の隠し絵』に紹介され

ている。     
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「松代
ま つ し ろ

の郷土史家、高橋
た か は し

霊峰
れ い ほ う

談『北斎の娘のお栄
え い

の作品が、真田家
さ な だ け

にはありました。

『関羽図
か ん う ず

』といって、碁
ご

を打ちながら、関羽
か ん う

が腕の手術をしている場面です。山寺
や ま で ら

常山
じょうざん

と

いう人の家には、北斎が滞在した話が伝わっています。小布施
お ぶ せ

からの帰り道に、北斎が

常山
じょうざん

の家に宿泊していた時、小布施
お ぶ せ

の高井家
た か い け

から使いがやってきたそうです。使いの者が、

謝礼金をたくさん持参し、北斎に差し出しました。でも北斎は、自分の取り分だけ手もと

に置き、残りを使いの人に返したそうです。これを見ていた山寺
や ま で ら

常山
じょうざん

は、北斎の無欲な様子に感心し、この話が山
や ま

寺家
で ら け

に代々伝えら

れてきています』」（ｐ150） 

ここでいうお栄の図は「関羽割臂図
か ん う か っ ぴ ず

」（絹本着色一幅。應為栄女

筆。印葛しか。140.2×68.2）のことである。印号の「葛しか」の

形は北斎が天保 14 年から弘化元年（1844）頃のものと似ていると

いう考証もある（久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』ｐ28）ので、

その方印を使ったとすれば本図はこの頃の作品ということになる。

但し、江戸で描かれたものか松本で描かれたものかは不明。                  

応為：関羽割臂図（クリーヴランド美術館） 

☆松代で北斎の絵を持っている人は、宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

、真田
さ な だ

幸
ゆ き

貫
つ ら

、山寺
や ま で ら

常山
じょうざん

、小山田
お や ま だ

壱岐
い き

、八田彦
は っ た ひ こ

次郎
じ ろ う

の五人という（同ｐ154）。 

 

●北斎と思われる川柳（田中聡『北斎川柳』による。河出書房新社） 

☆一年の埃
ほこり

が仁王
に お う

の臍
へ そ

の垢
あ か

 百姓（一年の埃が臍に溜まった仁王のお身拭い） 

☆囲
かこい

もひまを潰
つ ぶ

して狆
ち ん

の蚤
の み

 百姓（囲い者の女も旦那が来なければ、狆の蚤を拾って暇を潰す） 

☆どうだ良
よ し

香
か

と旧苔
きゅうたい

の髭
ひ げ

を撫
な で

 百性（ 都
みやこの

良
よし

香
か

が詩の下句に悩んでいると鬼が即座に読み「どうだ良いか」） 

☆真赤な嘘は紅粉
べ に こ

の耳こすり 百姓（赤い唇を耳に寄せてささやく遊女の言葉は真っ赤な嘘だ。宿六心配

『謎解き北斎川柳』では「口
くち

紅粉
べ に

」） 

☆二番目が出たでわけなく這入
は い

リ升
ま す

 百姓（正月の芝居の二番目は空いていて入りやすい。交接も同じ） 

☆味ふ
あ じ お

て見よや新酒の柳樽 八十四叟新柳樽 卍誌（宿六心配『謎解き北斎川柳』による。『新編柳

多留』は新酒のように楽しめるものです。どうぞ味わってください。天保 5年以降なかった「卍」号を記す） 

●読本『絵本漢楚軍談
え ほ ん か ん そ ぐ ん だ ん

』（10 月。角書
つ の が き

「訂正補刻
て い せ い ほ こ く

」。初輯
しょしゅう

。全二十冊。為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

訳。葛飾

卍老人八右衛門画図。丁子屋
ち ょ う じ や

平兵衛
へ い べ え

版。22.5×15.7 早稲田大学図書館蔵） 

※中国の小説を為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

（筆者注：この年 12 月に没）が翻訳したもの。二輯は弘化 2 年

(1845)1月刊。 

☆『馬琴書翰集成』天保 12年（1841）11月 16日 殿村
と の む ら

篠
じょう

斎
さ い

宛（第五巻・書翰番号 94） 

「当夏より丁子屋
ち ょ う じ や

ニテ「漢楚
か ん そ

軍団
ぐ ん だ ん

絵本
え ほ ん

」彫立候
ほりたてそうろう

。絵ハ前之
さ き の

北斎
ほ く さ い

ニ
に

画
えがか

せ 候
そうろう

由
よ し

。北斎ハ当年

八十二三歳ニ成候処
なりそうろうところ

、細画之
さ い が の

写本
し ゃ ほ ん

ヲ画
え が

キ候事
そうろうこと

、細心之
さ い し ん の

至
い た

りニ候
そうろう

。文
ぶ ん

ハ為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

ニ綴
つ づ

らせ

候
そうろう

よし。（略）」（ルビは筆者による）。 
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●読本『江戸
え ど

紫
むらさき

三人
さ ん に ん

同胞
は ら か ら

』（4 月。角書
つ の が き

「万屋
よ ろ ず や

助
す け

六三
ろ く み

浦屋
う ら や

総角
あ げ ま き

」。文化 5 年（1808）と 6

年(1809)の読本『総角
あ げ ま き

物語
ものがたり

』前後編の二冊を合冊して改題再刊したもの。柳亭種彦
りゅうていたねひこ

作。葛

飾北斎画。群
ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

：河内屋
か わ ち や

茂兵衛
も へ え

版。早稲田大学図書館蔵） 

※北斎の絵は文化 6年の後編に描いたものを採録。 

●絵手本『卍
まんじ

翁
お う

艸
そ う

筆画
ひ つ が

譜
ふ

』（『北斎草画
ほ く さ い そ う が

』とも。半紙本一冊。全24丁。和漢
わ か ん

の故事
こ じ

や動植

物の 31 図を描く。奥付には「前北斎卍翁筆。鈴木栄次郎
す ず き え い じ ろ う

彫刻 天保十四載
て ん ぽ う じ ゅ う よ ん さ い

癸
みずのと

卯
う

初春
し ょ し ゅ ん

 吉

辰発市 東都書舗
と う と し ょ ほ

 金
き ん

幸堂
こ う ど う

寿
じ ゅ

梓
し

」とある。裏表紙には馬喰
ばくろちょう

町の金
き ん

幸堂
こ う ど う

の他に菊屋
き く や

幸三郎
こ う さ ぶ ろ う

な

ど十の書肆
し ょ し

が連記されている。大英博物館/メトロポリタン美術館/愛知教育大学附属図書

館蔵） 

※無題の後の画題は仮題。 

【初巻】〈無題：大黒
だ い こ く

〉〈孟宗
も う そ う

〉〈雨中
う ち ゅ う

の獅子
し し

〉〈晩冬
ば ん と う

の山水
さ ん す い

〉〈関寺
せ き で ら

小町
こ ま ち

〉〈蟷螂
と う ろ う

・香
ま

瓜
く り

〉〈鵜羽
う ば

を振
ふ る

ふ〉〈屈
く つ

原
げ ん

・汨
べ き

羅
ら

の漁夫
ぎ ょ ふ

〉〈万歳
ま ん ざ い

の亀
か め

・野霍
や か く

〉〈無題：官女
か ん に ょ

〉〈布袋
ほ て い

の

戯
たわむれ

〉〈無題：椎茸
し い た け

・三番叟
さ ん ば そ う

〉〈丁子
ち ょ う じ

・胡椒
こ し ょ う

〉〈梨
な し

の花
は な

・邕渠
ふ く ろ う

〉

〈風雨
ふ う う

の竹
た け

〉〈サフラン・花王
か お う

〉〈群
ぐ ん

鳥
ちょう

・蜘蛛
く も

・千日
せ ん に ち

紅
こ う

〉〈無題：

月
つ き

見
み

る狸
たぬき

〉〈奈良
な ら

の秋
あ き

〉〈無題：雪中
せっちゅう

船
せ ん

〉〈鳶尾
し ゃ が

〉〈烏
う

骨
こ っ

鶏
け い

・苺
いちご

〉

〈無題：塾
じゅく

の先生
せ ん せ い

〉〈黄尋
こ う じ ん

〉 

※〈無題：三番叟〉の画が「葛飾北斉筆 三番叟図
さ ん ば そ う ず

 背景無地 竪

長装 八十七志卍筆 印百 竪三尺九寸三分 巾一尺一寸三分」と

して有名な贋作事件（昭和 4 年、春
しゅん

峯
ぽ う

庵
あ ん

事件）に出品された。⇒弘

化 4年「河骨に鵜図」の項参照 

「卍翁艸筆画譜」無題：三番叟（大英博物館） 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』草
そ う

筆
ひ つ

(1月。「北斎漫画草筆之部
ほ く さ い ま ん が そ う ひ つ の ぶ

」とも。半紙本一冊墨摺。全24丁。

前北斎卍翁筆。菊屋
き く や

幸三郎
こ う ざ ぶ ろ う

版 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰ

ｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/浦上蒼穹堂蔵) 

※ほとんど『卍翁艸筆画譜
ま ん じ お う そ う ひ つ が ふ

』と同じ（配列は異なる）。序文・刊行年・版元の著名も同じ。 

●絵手本『伝神
で ん し ん

開手
か い し ゅ

 北斎画
ほ く さ い が

苑
え ん

』（1 月。半紙本淡彩 3 編。全 21 丁。前北斎卍翁筆。

和泉屋
い ず み や

金
き ん

衛門
え も ん

、俵屋
た わ ら や

清
せ い

兵衛
べ え

、秋田屋太右衛門
あ き た や た え も ん

、永楽
え い ら く

屋東四郎
や ひ が し し ろ う

合梓。24.0×16.2 日本浮世

絵博物館/東京芸術大学附属図書館/大英博物館蔵） 

※ほとんど『卍翁艸筆画譜
ま ん じ お う そ う ひ つ が ふ

』と同じ（配列は異なる）。序文・刊行年・版元の著名も同じ。

二・三編は北斎以外の絵師による別本（以上『年譜』による）。 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

 全
ぜ ん

』（全 20 丁。半紙本一冊墨摺。早稲田大学図書館蔵）奥付は

『卍翁艸筆画譜
ま ん じ お う そ う ひ つ が ふ

』と同じ形式だが、「東都 前北斎卍翁筆 書舗 平林堂
へ い り ん ど う

寿
じ ゅ

梓
し

」に変わっ

ている。内容は『卍翁艸筆画譜
ま ん じ お う そ う ひ つ が ふ

』とほとんど同じ（配列は異なる）。 

●絵手本『肉筆
に く ひ つ

北斎
ほ く さ い

絵
え

手本帖
て ほ ん じ ょ う

』（紙本着色。肉筆画帖。15 図揃物。全体 12.1×271.8 太

田記念美術館） 
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※巻頭に「目
め

出度
で た く

八十四
は ち じ ゅ う し

の春
は る

とハなりぬ」と口上が記され、その下に北斎が 裃
かみしも

を着て座

礼をしている図が描かれる。 

肉筆北斎絵手本帖 ツバキ    スイセン          エビ   口上（太田記念美術館ツイートより） 

〈北斎口上〉に続き〈エビ〉〈ゴマメ カヤ カチグリ〉 〈マツ〉〈スイセン〉〈ツバ

キ〉〈羽毛 炭 香盒
こ う ご う

〉〈カキツバタ〉〈ナス〉〈蝶 セキチク〉〈葡萄〉〈トウモロコ

シ 虻〉〈キノコ〉〈コウロギ〉〈紅葉 トウノイモ クマデ〉

が描かれる。 

●狂句集『三
み

芳野
よ し の

柳
やなぎ

樽
だ る

』（10 月。中本一冊。序文末の署名に

「葛飾の老人八十四老卍なり 天保十四 癸
みずのと

卯
う

年神無月」とあ

る。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵)。 

※川越で刊行された狂句集。『年譜』（ｐ135）によれば、催

主・連慶堂其遊 為永
た め な が

春
しゅん

友
ゆ う

となっている。北斎は序文と挿絵を描

く。序文の後に、二つの樽を前に背中を見せて座っている 裃
かみしも

姿

の男を、永田生慈は「後向きの自画像を載す」（『北斎年譜』）

と記し、北斎の自画像としている。 『三芳野柳樽』（島根県立美術館） 

【小布施での除魔図作画の様子】 

●肉筆画「日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

」（墨書き。1月 1日～12月 25日） 

※『年譜』（天保 14 年条）には、1 月 1 日の「はしる獅子」（「天保十四年癸
みずのと

卯
う

正月元旦」

の記述あり）から 12 月 25 日までのほぼ毎日描かれた「獅子図」が紹介されている。 

同様に高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

のもとでの様子の記事がある。 

「北斎の起臥
き が

には居室の大小上下を意とせず、食を選ばず、但
ただし

食前に慈姑
く わ い

を欠かさず。又

味噌を好み。焼味噌に熱湯を注ぎて喫す。毎朝日課として獅子を画
え が

き、一日も之
こ れ

を廃せず、

其
そ の

の業を終
おわら

ざればたとひ来客あるも接見せず。日々筆を揮
ふ る

って人物花鳥等を画
え が

き飽くを知

らず画
え

に生
う ま

れ画
え

に生
い

くといふべきか。鴻山ついて学び画風のために一変す。其
そ の

晩年雁
か り

田
だ

注

の酒井某に与えたる画は北斎の肉筆にして、鴻山の手本として学びたるものなりといふ。」

（岩崎長思『高井鴻山小伝』上高井教育会刊 昭和８年：国立国会デジタルコレクション 

p44 コマ番号 37～39 句読点は原文のまま。ルビは筆者による） 

注）雁
か り

田
だ

：現長野県上高井郡小布施町雁田。 

●肉筆画「文
ぶ ん

昌
しょう

星図
せ い ず

」（紙本一幅。八十四老卍筆。印葛しか。79･8×28･2 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※妙見
みょうけん

菩薩
ぼ さ つ

〈北斗
ほ く と

星
せ い

信仰
し ん こ う

〉信仰
し ん こ う

を示す画。文
ぶ ん

晶
しょう

星
せ い

は、北斗
ほ く と

七星
し ち せ い

第一

の星。文学を司
つかさど

る神とされる。通常は右手に筆を、左手には升
ま す

（文
ぶ ん

晶
しょう

星
せ い

の別名、斗
と

魁
か い

の斗
と

を「ます」と呼ぶことから）を持って図画化

されることが多い。図の上部に六星が描かれる。 

※本図は、画家・川鍋
か わ な べ

暁
きょう

斎
さ い

の旧蔵品という（『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ

展図録』ｐ196）。            文昌星図（島根県立美術館） 

●肉筆画「田植図
た う え ず

」（絹本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。

36.9×51.8 佐野美術館蔵） 

※母親が食べ物の包みを入れた盆を頭に乗せて、子どもの持つ鍬
く わ

を

握って、昼食を届けに行く図。子どもは紐
ひ も

で繋
つ な

がれた亀を引き連れ

ている。田圃
た ん ぼ

の中では笠
か さ

を被

った数人が腰をかがめて作業

をしている。あぜ道では男が

二人、しゃがんで休んでい

る。笠を被った人々は白い○

の連なりのように見える。 

田植図（佐野美術館） 

●肉筆画「桜
さくら

に鷲図
わ し ず

」（「桜花
お う か

と鷲
わ し

の図
ず

」とも。絹本着色一幅。八

十四老卍筆。印葛しか。97.2×45.7 氏家浮世絵コレクション蔵

〈鎌倉国宝館内〉） 

※湧き水の流れる岸壁に立つ鷲の背後に八重
や え

桜
ざくら

が咲いている図。 

桜に鷲図（氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆画「雪中
せっちゅう

鷲図
わ し ず

」（紙本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。

118.5×54.0 滴水軒記念文化振興財団蔵） 

※雪を被った老木に鋭い爪を立ててとまり、虚空を鋭く煮詰める大

鷲の図。 

雪中鷲図（滴水軒記念文化振興財団） 

 

※『画本
え ほ ん

彩色通
さ い し き つ う

』（弘化 

5年：1848）で、鷲の書 

き方を解説している。 

『絵本彩色通』（大英博物館） 

 

 

 

 

http://bakumatsu.org/blog/2012/12/hokusai.html/hokusai_31
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjbi7HKtITSAhWEybwKHef-DmAQjRwIBw&url=http://suesue201.blog64.fc2.com/blog-entry-718.html&psig=AFQjCNEk3bKr-I0lB_RVlfplriq4v981OA&ust=1486777671154981
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●肉筆画南瓜花群虫図
か ぼ ち ゃ ば な ぐ ん ち ゅ う ず

」（絹本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。37･7×68･5 すみだ

北斎美術館蔵） 

※黄色の地
じ

潰
つ ぶ

しを背景に、南瓜
か ぼ ち ゃ

の弦
つ る

が図の左下から右上に伸び、根本
ね も と

近くには赤い花が咲

いている。茎には芋虫
い も む し

が這い、その先にはカナブンが飛んでいる。右下にはキリギリスや

カマキリ、イナゴなどが描かれ、図の左上の空中には、虻やトンボが飛んでいる。ジャポ

ニズムとして、エミール・ガレ(1846～1904)の花器の模様「バッタ」に影響したともいわ

れる（サントリー美術館蔵）。 

エミール・ガレ 

「花器・バッタ」

（サントリー美術館」 

 

 

 

 

南瓜花群虫図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「雪中張飛図
せ っ ち ゅ う ち ょ う ひ ず

」（「雪中
せっちゅう

中国
ちゅうごく

武人図
ぶ じ ん ず

」とも。絹本着色一幅。 齢八十四歳画狂老

人卍筆。印葛しか。132･6×43･9 氏家浮世絵コレクション蔵〈鎌倉国宝館内〉） 

※張飛
ち ょ う ひ

は、三国
さ ん ご く

時代の蜀漢
しょくかん

の武将。劉備
り ゅ う び

を関
か ん

羽
う

と共に助け、魏
ぎ

・呉
ご

と

戦ったが、呉
ご

への討伐の途中、部下によって暗殺された。 

※雪中
せっちゅう

に笠をかざして天空
て ん く う

を見据
み す

えている図。『三国志
さ ん ご く し

』の張飛
ち ょ う ひ

では

なく『水滸伝
す い こ で ん

』の豹子頭
ひ ょ う し と う

林沖
りんちゅう

とする説あり。 

雪中張飛図（氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆画「猿橋
さ る は し

橋上
きょうじょう

角
か く

兵衛
べ え

獅子
じ し

」（絹本着色一幅。八十四老人卍筆。

印葛しか。97.4×35.6 北斎館蔵） 

※猿橋は、山梨県
や ま な し け ん

大月市
お お つ き し

猿橋
さ る は し

町
ちょう

の桂川
かつらがわ

にかかる刎
は ね

橋
ば し

。橋下が深すぎて

桁
け た

だけでは組めないので、刎
は

ね木と桁
け た

を何重にも組み合わせて支えた

橋。その橋を渡る三人の角
か く

兵衛
べ え

獅子
じ し

たちと、太鼓の男と笛の男の一行。 

●肉筆画「炭火
す み び

」（横判着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか） 

※「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」（大正 8 年：1919）の図録（大正 9

年：1920）によれば、京都 福田浅次郎氏所蔵」となっている。 

※三脚の丸火鉢に炭が縦に組まれ、脇に薬缶が乗せられている。火鉢の縁に手を掛けてい

る禿
かむろ

はお多福顔。側にいる花魁は右手を火鉢の縁に掛け、立膝で、左手に持った本を左頬

に当てた姿、中着の袖や襟はチリチリに描かれる。 

●扇面画「四
よ っ

つの鳥居
と り い

」（｢樹木
じ ゅ も く

に鳥居図
と り い ず

｣）とも。紙本着色扇面一面。八十四老卍筆。印

富士の形。上弦 46.2 下弦 22.5×14.6 フリーア美術館蔵） 

※十面の扇画帖の一。巨木の前の四つの赤い鳥居を墨絵風に描く。同様の画趣は

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjb9465r4TSAhUHUrwKHSf1Av0QjRwIBw&url=http://www.hokusai-kan.com/newspaper/newspaper08_02.html&bvm=bv.146496531,d.dGc&psig=AFQjCNFppouFoKRrCdW2cSBjjea2a7imLQ&ust=1486776189915103


709 

 

「山水図巻
さ ん す い ず か ん

」注（天保元年～5 年〈1830～34〉。巻子本
か ん す ぼ ん

一巻。紙本淡彩

墨絵風全 9図。26.5×595.0）にも描かれる。 

注）「山水図巻
さ ん す い ず か ん

」：門人布川
ふ か わ

一則
か ず の り

〈北嶺
ほ く れ い

〉に画手本として描き与えたも

の（制作年不明）。 

●肉筆画「米俵
こめだわら

に鼠図
ね ず み ず

」（絹本着色一面。もと掛軸。八十四老卍筆。印

葛しか。91.4×30.0 フリーア美術館蔵） 

※積み上げられた米俵によじ登る一匹の黒鼠。下からよじ登ろうとして

いる六匹の白鼠が描かれる。      米俵に鼠図（フリーア美術館：複製） 

●肉筆画「夕顔
ゆ う が お

棚
だ な

納涼
のうりょう

」（紙本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。

101.2×28.8 北斎館蔵） 

※夕顔の棚の下で、上半身裸の女が煙管
き せ る

を銜
く わ

え、夕顔棚の柵に左手をか

け、右手に菊が描かれた団扇を持っている。足元には上半身裸の男が座

って、団扇の風を受けている。足元には、虫よけの除虫菊などを擂
す

るす

りこぎ棒とすり鉢がある。 

●肉筆画「日
ひ

の出
で

と双兎
そ う と

」（紙本着色一幅。天保十四年癸卯年元旦卯之中刻 八十四老卍

筆。印葛しか。85.0×29.6 個人蔵） 日の出と双兎（blog.goo.ne.jp より転載） 

●肉筆画「田園春景図
で ん え ん し ゅ ん け い ず

」（絹本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。

99.3×31.8 フリーア美術館蔵） 

※濃彩図。高く伸びた先端に豊かな葉を付けた木の背後には、満開の桜

の木がある。その向こうには頂に雪を残した山が描かれる。 

●肉筆画「暁
あかつき

の富士
ふ じ

」（絹本着色一幅。八十四老卍筆。印葛しか。個人

蔵） 

※雪を被る富士が淡緑色で描かれ、富士の裾は緑の点
て ん

苔
た い

で、裾野の樹木

や畑も緑に描かれる。 

●扇面画「西行
さいぎょう

法師図
ほ う し ず

」（紙本着色扇面一面。八十四老卍筆。印富士の

形。大英博物館蔵）。 

※『2005北斎展図録』ｐ41による。 

 

【以下、天保年間】 

北斎改
ほくさいあらため

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、前北斎
さきのほくさい

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、卍
まんじ

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

、（葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

）、（北斎
ほ く さ い

）、春
しゅん

朗
ろ う

（天明 8 年～9 年「新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図」の後摺判

に春朗号をそのまま用いる） □印不染
ふ せ ん

居
き ょ

、ふしのやま、葛
か つ

しか、富士
ふ じ

の形
かたち

 

●絵手本『北斎画
ほ く さ い が

譜
ふ

』上巻（天保元年～5年〈1830～34〉。中巻と下巻は嘉永2年（1849）。

全三冊。墨摺。前北斎為一筆。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版。22．8×15.8 山口県立萩美術館/すみだ

北斎美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※文政 2年刊『北斎
ほ く さ い

画式
が し き

』（21図）に図を追加して改題改刷したもの。 

●書画帖「羅漢図
ら か ん ず

」（天保元年～5 年〈1830～34〉。北斎改為一筆。印ふしのやま。27.5

×43.4 石洞美術館蔵） 

※200 名の作を集めた４帖仕立ての書画帖中の一図。白い袈裟
け さ

、墨染
す み ぞ め

の僧衣の羅漢が座っ

て足に灸をすえながら虚空を見上げている。前に線香一本を立てた香炉と払子
ほ っ す

、艾
もぐさ

を包ん

だ紙などが置かれている。羅漢の背後の円形のようなものは光背
こ う は い

か月か不明。 

※『新北斎展図録』（P336）には次の解説がある。「この画帖には、北斎と関わりのあっ

た大田
お お た

南畝
な ん ぽ

、石川六樹
い し か わ ろ く じ ゅ

園
え ん

（1754～1830）、鍬形蕙
く わ が た け い

斎
さ い

(1764～1824)、十
じ っ

辺舎
ぺ ん し ゃ

一九
い っ く

(1765～

1831)、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

(1767～1845)、などの作品の他、北斎門人の蹄
て い

斎
さ い

北馬
ほ く ば

(1771

～1844)、柳々居辰斎
りゅうりゅうきょしんさい

（生没年不詳）の作

品が収められており、

それらの作品を眺めて

いると、北斎が生きた

時代の息吹を感じるこ

とができる」               

羅漢図（石胴美術館） 

●掛物絵「日
ひ

の出
で

に

鷹
た か

」（「日
ひ

の出
で

の鷹
た か

」とも。天保元年～5 年〈1830～34〉。印不染居。

若狭屋
わ か さ や

与
よ

市
い ち

版。日本浮世絵博物館蔵） 

※松の老木に鋭い爪を立ててとまり、空を見上げる鷹の顔の向こうに大

きな日の出が描かれる。 

日の出に鷹（日本浮世絵博物館：douousato.or.jpyori より複製） 

●錦絵「布
ぬ の

さらし」（天保前期。小短冊判錦絵。前北斎為一筆。35.0×

6.6 大英博物館蔵） 

※被り物の女が布を川に晒している図。 

●肉筆画「寒山
か ん ざ ん

拾得図
じ っ と く ず

」（天保元年～ 5 年

〈1830～34〉。絹本着色一幅。前北斎為一筆。

印葛しか。33.0×52.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※寒山
か ん ざ ん

と拾得
じ っ と く

は、中国唐時代の道士
ど う し

で、浙
せ っ

江省
こうしょう

の天台山
て ん だ い さ ん

近くに住み、寒山
か ん ざ ん

は文殊菩薩
も ん じ ゅ ぼ さ つ

の化身、

拾得
じ っ と く

は普賢菩薩
ふ げ ん ぼ さ つ

の化身といわれる。図は、寒山
か ん ざ ん

が経巻
きょうかん

を腰の竹筒に入れ、箒
ほうき

で紅葉を集め、

拾得
じ っ と く

が塵
ち り

取りを構えている。漢画風の絵。為一

時代の数少ない肉筆画。               寒山拾得図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「山水図巻
さ ん す い ず か ん

」（天保元年～5年〈1830～34〉。紙本巻子本
か ん す ぼ ん

淡彩一巻。墨絵風。全 9

図。26.5×595.0 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵・府川家資料） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj0mNmKo9_dAhXDFogKHRBWD_gQjRx6BAgBEAU&url=http://mingtian.seesaa.net/article/406609822.html&psig=AOvVaw2OWj9sqCkSHIKhd9vCrouk&ust=1538278222991059
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※門人府川
ふ か わ

一則
か ず の り

（北嶺
ほ く れ い

：別号北岑
ほ く し ん

 1824～34）に絵手本として与えたもの。茅葺
か や ぶ き

の村落風

景が墨絵風に多く描かれる。図によって横図であったり縦図であったりして統一されてい

ない。巻子
か ん す

の裏に北岑
ほ く し ん

の子の俊五郎
し ゅ ん ご ろ う

（二代目一則
か ず の り

）が「山水 此
こ の

巻物は父北嶺
ほ く れ い

が師葛飾北

斎先生に揮毫
き ご う

を乞
こ

ひ得たるものにして家に伝ふる物なり」と記している。 

●錦絵『江戸
え ど

八景
は っ け い

』（天保元年～5 年〈1830～34〉。小判八枚揃錦絵。前北斎為一画。赤

松屋庄太郎版。各平均 11･7×16.1 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/日本浮世絵博物館蔵） 

※額装の縁取りをして描いている。図の右上の丸枠に画題が記される。版元印は「中」の

縦棒の下の左右に点が記されたもの。図は藍
あ い

を基調に、俯瞰的
ふ か ん て き

な景色となっている。元は

長方形の紙の片方に小判の大きさに摺られたもので、「極製御菓子」と書かれた御菓子の

袋だったものが、絵の部分だけ切り取られて残ったものとされる。 

☆〈隅田
す み だ の

落雁
ら く が ん

〉 

※図の左下の茶屋の床几
し ょ う ぎ

で休む人がいる。その前の隅田川には対岸への渡し船に大勢が乗

っている。対岸にも茶屋らしき家があり、その背後の小高い丘のような土手に人が歩いて

いる。紅葉の色づく夕方の空には雁
か り

が群れ飛んでいる。 

☆〈御殿山
ご て ん や ま の

帰帆
き は ん

〉 

※桜咲く御殿
ご て ん

山
や ま

の下の民家の先には海が広がり、数隻の帆船が浮かんでいる。 

☆〈佃嶌夕
つくだじまのせき

照
しょう

〉 

※図の手前には帆かけ船のマストが数本見え、その先には佃
つくだ

島
じ ま

の民家と入り江が広がって

いる。 

☆〈吉原
よしわらの

夜
や

雨
う

〉 

※吉原
よ し わ ら

に続く土手から隙間なく並ぶ遊郭
ゆ う か く

の屋根が続く。雨の夜空は深い藍
あ い

色
い ろ

で描かれる。 

☆〈不忍
しのばずの

秋月
しゅうげつ

〉 

※東叡山
と う え い ざ ん

の前の不忍
し の ば ず

の池の向こうに大きな月が浮か

んでいる。 

☆〈両国
りょうごくの

暮
ぼ

雪
せ つ

〉（太田記念美術館：長瀬ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※隅田川に架かる両国
りょうごく

橋
ば し

には大名行列と思われる一

行が渡っている。こちら側の民家も対岸の民家も屋

根に雪が積もり、橋の下を通り抜ける屋根
や ね

船
ぶ ね

の屋根

にも雪が被
か ぶ

る。      両国暮雪（日本浮世絵博物館） 

☆〈葵
あおいが

岡
おかの

晴嵐
せ い ら ん

〉 

※ 葵
あおいが

岡
お か

は、現在の東京都港区
み な と く

虎
と ら

ノ門
の も ん

辺で、溜
た め

池
い け

の堰
せ き

から流れる滝と、その脇の土手の坂

道を往来する人々が描かれる。同画趣は『諸国
し ょ こ く

瀧廻
た き め ぐ

り』（天保 4 年：1833）の〈東都
と う と

葵ケ岡
あ お い が お か

の瀧
た き

〉でも描かれる。 

☆〈浅艸
あさくさの

晩鐘
ばんしょう

〉 

※浅草寺
せ ん そ う じ

の屋根屋根と五重塔を俯瞰的
ふ か ん て き

に描く。図の右には隅田川に架かる吾妻
あ ず ま

橋
ば し

が見える。 
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●錦絵「信州
しんしゅう

諏訪
す わ

湖水
こ す い

氷
こおり

渡
わたり

」(天保 4～5 年〈1833～34〉。長大判注。

前北斎為一筆。版元不明。東京国立博物館蔵)  

※諏訪
す わ

湖
こ

前面に氷が張った湖面をジグザグに行き来する人々が描か

れ、その構図に合わせて左に浮
う き

城
し ろ

といわれた高島城が描かれ、さらに

背景に南アルプスの向こうに雪を被った富士山が見える。 

注)長大判：大判
お お ば ん

（B4 に近い大きさ）を縦にして、更に上部に小判
こ ば ん

（19.5×13.0）を横にして継ぎ足した大きさ。  

信州諏訪湖水氷渡（東京国立博物館） 

●錦絵『詩哥
し い か

写真
し ゃ し ん

鏡
きょう

』(天保 4年～5年〈1833～34〉。縦長大判錦絵揃

物。10 枚続。前北斎為一筆。森屋
も り や

治
じ

兵
へ

衛
え

版。各平均 50.0×22.5 全

10 図ケルン美術館蔵) 

☆〈少年
しょうねん

行
こ う

〉50.3×22.7 すみだ北斎美術館/ホノルル美術館:ミッチェナー・コレクショ

ン/城西大学水田美術館/大英博物館/東京国立博物館/中右コレクション/日本浮世絵博物

館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※唐の詩人・崔
さ い

国
こ く

輔
ほ

の五言絶句詩「長楽
ちょうらく

少年
しょうねん

行
こ う

」注（遺却
いきゃくす

珊瑚
さ ん ご の

鞭
む ち

/

白馬驕不行
は く ば お ご り て ゆ か ず

/章台折揚柳
しょうだいようりゅうをおる

/春日路傍情
しゅんじつろぼうのじょう

）からの着想。若者が長安の花街

に白馬で繰り出した帰り、珊瑚
さ ん ご

の鞭
む ち

を忘れたのを思いだし、柳の一枝

を折って鞭の代わりにしたという故事に取材。柳の木のある曲がりく

ねった道を白馬に乗り右手に柳の枝を持って帰り道を行く様子を描く。

行く先の土手では笠を被った男が座って釣り竿を垂れている。 

注）少年行：意訳：珊瑚
さ ん ご

の鞭を無くした/白馬はいきりたてて先へ行か

ない/遊郭の柳を折って鞭とした/春の日、帰り道、遊女を思う。 

少年行（日本浮世絵博物館） 

☆〈伯
は く

楽天
ら く て ん

〉51.5×23.4 ホノルル美術館：ミッチェナー・コレクシ

ョン/東京国立博物館/日本浮世絵博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞ

ﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※謡曲「白
は く

楽天
ら く て ん

」からの取材。中唐の詩人・白楽天（772～846）が日

本の知恵を計るよう命を受け、船で日本に渡ったところ、それを迎え

た住吉明神が漁老に姿を変え問答を行った。白楽天は「青
せ い

苔
た い

衣
ころも

をおび

て巌
いわお

の肩にかかり、白雲
は く う ん

帯
お び

に似て山の腰を回る」と問いかけたとこ

ろ、漁老は即座に「苔衣
こけごろも

著
き

たる巌
いわお

はさもなくて衣
き ぬ

著
き

ぬ山の帯
お び

をするか

な」と和歌で答えたので、白楽天はその才能に驚き、正体を明かした

住吉明神に勧められて帰国したという筋書き。図は背景に漢画風の

峨々たる山に帯のように取り巻いた白雲を描く。白楽天が、海の岸辺

から下の岩場で釣り糸を垂れる漁老に問いかけている図。 

                     白楽天（日本浮世絵博物館） 
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☆〈李
り

伯
は く

〉50.9×22.9 大英博物館/千葉市美術館/ベルリン東洋美術館/ホノルル美術

館・ミッチェナー・コレクション/中右コレクション/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵〉 

※盛唐の詩人李白(701～762)は、安禄山
あ ん ろ く ざ ん

の乱(755)を避け、廬山
ろ ざ ん

に逃げ込んだ際に廬山
ろ ざ ん

の

瀑布
ば く ふ

を 題 材 に 七 言 絶 句 詩 「 日照香爐生紫煙
ひはこうろをてらしてしえんをしょうず

/ 遥看瀑布桂長川
はるかにみるばくふのぜんせんにかかるを

/

飛流直下三千尺
ひりゅうちょっかさんぜんじゃく

/疑 是 銀 河 落 九 天
うたごうらくはこれぎんがのきゅうてんよりおつるかと

(望廬山瀑布
ろざんのばくふをのぞむ

)」を詠んだが、こ

のエピソードを題材に李白が滝を見る図が描かれるようになった。嘉

永 2年（1849）にも「李白観瀑図
り は く か ん ば く ず

」を描いている。本図は、右半分を使

って垂直に落ちる滝を描き、その途中の山の台地から滝を覗き込むよ

うに見る李白を、落ちないように二人の童子が支えている。 

※七言絶句の訳：日が香炉
こ う ろ

峰
ほ う

を照らして、景色が紫色に霞んでいる/遥

か遠くには、瀧が天に長い川をかけたように見える/瀧の飛ぶように早

い流れは、真直ぐ三千尺下に流れ落ちている/それは天の川が流れ落ち

てきたかのように思えるほどだ）           

李白（千葉市美術館）  

☆〈清少納言
せ い し ょ う な ご ん

〉52.3×23.1 ホノルル美術館:ミッチェナー・コレクション/島根県立美術

館/日本浮世絵博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉  

※清少納言の和歌「夜をこめて鳥のそら音
ね

ははかるとも 世に逢坂
お う さ か

の関
せ き

はゆるさじ」から

の着想であるが、これは『史記』の「猛嘗君
もうしょうくん

伝」にある函谷関
か ん こ く か ん

の故事

に由来する。斉
せ い

の猛嘗君
もうしょうくん

が秦
し ん

王
お う

に殺されそうになるのを悟り、函
か ん

谷関
こ く か ん

の門まで逃げたが、この門は朝に鶏が鳴くまで閉じられているため、

鶏の鳴き真似をしたところ、付近の鶏も一斉に鳴いたので、門が開け

られ、無事逃げることが出来たというもの。 

図では、木の上に登って門の外を眺める男が描かれているので、逃げ

おおせた猛嘗君
もうしょうくん

を見ていると思われる。その下で門の鍵を閉めようと

している男と、時を知らせる太鼓と鉢をもつ男

が描かれる。その脇の屏の屋根には二羽の鶏が

いる。       清少納言（日本浮世絵博物館） 

☆〈春
は る

道
み ち

のつらき〉52.4×23.7 ホノルル美術

館:ミッチェナー・コレクション /大英博物館/城西大学水田美術館/ 

東京国立博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/:ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ

王立美術歴史博物館蔵〉 

春道のつらき（東京国立博物館） 
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※春
は る

道列樹
み ち の つ ら き

の「山川に風のかけたるしがらみは 流れもあへぬ紅葉なりけり」(古今和歌

集)の和歌が題材となっている。従者を随えて橋の上に佇み、飛鳥
あ す か

川
が わ

の流れを見つめる列樹
つ ら き

を取り囲むように山里の風景が描かれる。 

☆〈安倍
あ べ

の仲
な か

麿
ま ろ

〉52.2×22.9 ホノルル美術館:ミッチェナー・コレ

クション/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東京国立博物館/大英

博物館/日本浮世絵博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/

ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ王立美術歴史博物館蔵〉 

※安部
あ べ の

仲麻呂
な か ま ろ

は、養老元年（717）に遣唐使
け ん と う し

として唐の長安
ちょうあん

に渡り

玄宗
げ ん そ う

皇帝に 20年仕えたが、帰国を許されず、更に 30 年後に漸く帰国

の途についたが、暴風に遭い、願い叶わず再び唐に仕えて 770年に 73

歳で没した。図では、仲麻呂の有名な和歌「天
あ ま

の原
は ら

ふりさけ見れば

春日
か す が

なる三笠
み か さ

の山に出
い

でし月かも」に詠まれた望郷の思いを、全体の

藍色を基調にした色合いの中で、建物の露台から月を眺める姿で描い

ている。               安倍の仲麿（日本浮世絵博物館） 

☆〈在原業平
ありわらのなりひら

〉52.3×23.2 ホノルル美術館:ミッチェナー・コレクション /ベルリン東洋

美術館/すみだ北斎美術館/東京国立博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※月下に砧を打つ母子と傍に立つ男。かなたには浅草寺と思われる寺

と飛来する雁の群れ。砧と雁は郷愁の象徴となっている画材。浅草は

古紙の再製のための紙すき業の者が多く、その再生紙は安価な浅草紙

と呼ばれた。                

在原業平（すみだ北斎美術館） 

☆〈 融
とおるの

大臣
お と ど

〉49.8×23.1 ベルリン東洋美術館

/大英博物館/ホノ賀茂
か も

川
が わ

縁
ふ ち

ルル美術館:ミッチェ

ナー・コレクション /東京国立博物館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱ

ﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵〉 

※謡曲「融
とおる

」を題材にしたもの。左大臣 源
みなもとの

融
とおる

がに豪邸を建て、庭を奥州の塩釜
し お が ま

の景観にし、

毎日潮を汲み入れ魚貝を住まわせ、塩焼きの

苫屋
と ま や

も作り、煙をあげて楽しんだというもの。図は、三日月の見え

る夕暮れに広大な庭を供の者と散策する融の姿を描く。遠景に三日

月、手前の近景には、木の枝にとまる三羽の鳥を描いている。          

融大臣（東京国立博物館） 

☆〈木賊刈
と く さ が り

〉52.0×23.6 ホノルル美術館:ﾐッﾁｪﾅｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/すみだ北斎美術館/ /東京国立

博物館/大英博物館/ギメ美術館/中右ｺﾚｷｼｮﾝ/ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ王立美術歴史博物館蔵〉 

※謡曲「木賊
と く さ

」からの取材。都の僧が、父を捜す松
ま つ

若
わ か

を伴って信濃の国で木賊
と く さ

（砥
と

草
く さ

）を

刈って生活をする老人に逢い、その老人が松
ま つ

若
わ か

の父であったと分る。老人は漸く会えた子
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とともに仏門に入ったというもの。多年生常緑シダ類の砥
と

草
く さ

で、茎が

堅く、物を磨くのに使用する。図は、木賊
と く さ

を天秤
て ん び ん

棒
ぼ う

の両側につけて担

ぐ老農夫が橋の上を歩く。池には二羽の鴨がひっそりと浮かび、樹の

蔭には月が出ている。全体に哀愁漂う趣となっている。 

木賊刈（すみだ北斎美術館） 

☆〈無題〉（仮題「杜
と

甫
ほ

」「雪中
せっちゅう

人馬
じ ん ば

」「雪中
せっちゅう

の蘇東坡
そ と う ば

」「東
と う

坡
ば

騎
き

驢
ろ

」とも。51.6×23.0 ホノルル美術館:ﾐｯﾁｪﾅｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ /すみだ北斎

美術館/ﾌｨｯﾂｳｲﾘｱﾑ美術館/ｱﾚﾝ･ﾒﾓﾘｱﾙ美術館：ﾒｱﾘｰｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/平

木浮世絵美術館蔵〉 

※シリーズ中で無題の一枚。誰を描いたかは不明。唐
と う

宋
そ う

八
は ち

大家
だ い か

の一

人、蘇東坡
そ と う ば

説や韓愈
か ん ゆ

説もある。雪が降る中で、馬上の男が静かに雪を

被った松の木の側の家の屋根を眺めている。その後には伴の男がその

主人を見上げている図。   

2017 年『北斎ー富士を超えて』展図録では、この絵を「杜甫」と題して、杜甫の友人が

戦場に赴く際に、雪の岩崖から馬に乗って杜甫の家を眺めている図と

している（ｐ176）。 

杜甫には五言律詩「送 遠
とおきをおくる

」がある。「帯
た い

甲
こ う

満天地
て ん ち に み つ

 胡為
なんすれぞ

君
き み

遠 行
とおくへゆくや

 

新朋
し ん ぽ う

盡一哭
ことごとくいっこく

 鞍
あ ん

馬
ば

去孤城
こじょうをさる

 草木
そ う も く

歳月
さ い げ つ

晩
く れ

 関
か ん

河
が

霜雪
そ う せ つ

清
きよし

 別離
べ つ り

已
すでに

昨日
さ く じ つ

 

因
よりて

見
み る

古人情
こじんのじょう

」（筆者意訳：甲冑
かっちゅう

を付けた兵士があちこちにいる。な

のにどうして君は戦場に行くのか。友よ、二人してひとしきり声をあ

げて泣くことだ。君を乗せた馬は孤立したこの村を去る。草木も年月

が経ち、関所と川に清らかに雪が降る。君と別れたのもはや昨日のこ

とになった。かつて江淹
こ う え ん

が友を送った詩にあるように、その思いと同

じ思いがこみ上げる） 

この図と同じ構図(左右反転している)を天保 4 年『唐詩選画本』六

編巻之三に描いている。          無題（すみだ北斎美術館） 

●錦絵「狂歌入
き ょ う か い り

戯画
ぎ が

」(天保元年～5 年〈1830～34〉。前北斎筆。森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版。ベルリン

東洋美術館蔵) 

※北斎は文政年間後期から天保 4 年（1844）にかけて『柳多留
や な ぎ だ る

』に多くの川柳を入句させ

ている。ここでは狂句の下に鳥羽絵風の戯画を描く。文化 11年～文政元年〈1814～18〉に

かけても「狂句
き ょ う く

入
い

り戯画
ぎ が

」がある。 

☆〈素人
し ろ う と

義太夫
ぎ だ ゆ う

〉 

※三味線
し ゃ み せ ん

を弾
ひ

く女房
にょうぼう

に合わせて浄瑠璃
じ ょ う る り

を唸
う な

る男。狂歌は「語り人が面
お も

白
し

ロかるで聞
き く

人
ひ と

なし 

女房
にょうぼう

に弾
ひ

かせ鼻
は な

たらし語
が た

り） 

☆〈借
か

（ママ）し夜具
や ぐ

〉 
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※「かしやく
ぐ

」と描いた看板を二人の男が見上げている。側に浴衣を手にした女がいる。

男の一人は手拭いを肩にしているので、三人とも湯屋に出かけるところか。 

狂歌は「ほうづきのかん所
ど

コをふく糸切
い と き り

歯
ば

 借
か

シ夜具
や ぐ

を呵責
か し ゃ く

と読
よ

ンだ地獄
じ ご く

むれ」 

☆〈鍛冶屋
か じ や

〉 

※鍛冶職人の一人は、立て膝で木槌を振り上げてやっとこに挟んだ金板
か な い た

を叩いている。も

う一人の職人は右足を跳ね上げ、両手で頭を抱えて立っている。狂歌は「宗
そ う

親
し ん

ハ狐
きつね

が附
つ

イ

て名
な

が高
た

カし 立膝
た て ひ ざ

で打
う

ツが鍛冶
か じ

の亭主なり」 

☆〈砧
きぬた

〉砧打つ職人に向かって侍が刀の柄
つ か

に手をかけ。今にも

斬りかからんとしている。狂歌は「小夜
さ よ

砧
きぬた

大肌
お お は だ

ぬぎとおもわれ

ず/夜
よ

砧
きぬた

にびんたうち切
き

るさつま織
お

り」 

●錦絵「下手
へ た

の鞠
ま り

」（天保元年～4 年〈1830～33〉。中判。前北

斎筆。森屋治兵衛版。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※『新北斎展図録』(2019 年)では上記「狂歌入
き ょ う か い り

戯画
ぎ が

」と画趣及

び制作年が同じだが、この図を単独で掲載している。 

※二人の男が蹴鞠
け ま り

をしているが、蹴りそこなって鞠は下にあ

る。                 下手の鞠（島根県立美術館） 

●錦絵「山
や ま

本屋
も と や

平
へ い

吉版
き ち ば ん

 大判
お お ば ん

武者
ばんむしゃ

絵
え

シリーズ」（天保元年～5 年

〈1830～34〉。大判錦絵揃物。前北斎為一筆。山本屋平吉版。各平均 37.2×25.2） 

※井上和雄氏『北斎』では天保 2年（1831）頃の作としている。 

※背景を藍色のみで描く、いわゆる地
じ

潰
つ ぶ

しの画法。現在 5 図が確認されている（2014『北

斎クローズアップⅠ』）。 

☆〈渡辺
わ た な べ

の源
げ ん

吾
ご

綱
つ な

と猪
い

の熊
く ま

入道
にゅうどう

雷雲
ら い う ん

〉（東京国立博物館蔵） 

※源
げ ん

吾
ご

綱
つ な

は 源
みなもとの

融
とおる

の子孫で 源
みなもとの

綱
つ な

。通称渡辺源
わ た な べ げ ん

次
じ

。京都一条
いちじょう

戻
も ど

り

橋
ば し

で、「大江山
お お え や ま

の酒呑
し ゅ て ん

童子
ど う じ

の話や、京都一条戻り橋で、源氏の名

刀「髭
ひ げ

切
き り

の太刀
た ち

」で鬼の腕を切り落とした逸話で有名。當光寺
と う こ う じ

(現

東京都港区
み な と く

三田
み た

)で生まれたので、近くに「綱
つ な

の手引
て び

き坂
さ か

」などの

地名が残る。渡辺
わ た な べ

の源
げ ん

吾
ご

綱
つ な

が仰向けの雷雲
ら い う ん

に跨
またが

り刀を突き刺そう

としている。      渡辺の源吾綱と猪の熊入道雷雲（東京国立博物館） 

☆〈鎌倉
か ま く ら

の権五郎景
ご ん ご ろ う か げ

政
ま さ

と鳥
と り

の海弥三郎
う み や さ ぶ ろ う

 

保則
や す の り

〉（すみだ北斎美術館/日本浮世絵博

物館/東京国立博物館/太田記念美術館/島根県立美術館蔵） 

※いずれも歌舞伎「暫
しばらく

」の役名。16 歳の景
か げ

政
ま さ

は後
ご

三年
さ ん ね ん

の役
え き

（1083

～87）平氏として出陣、保則
や す の り

に右目を弓で射られるが、矢を抜か

ないまま保則
や す の り

を追いかけて倒す話に取材。 

鎌倉の権五郎景政 鳥の海弥三郎保則（日本浮世絵博物館） 

http://bakumatsu.org/blog/2012/12/hokusai.html/hokusai_2
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☆〈鬼
お に

児島
こ じ ま

弥太郎
や た ろ う

と西法院
さ い ほ う い ん

赤
あ か

坊主
ぼ う ず

〉（山口県立萩美術館・浦上記

念館/名古屋テレビ放送/すみだ北斎美術館/島根県立美術館：永田

ｺﾚｸｼｮﾝ/ボストン美術館蔵） 

※越後国林泉寺
り ん せ ん じ

（上杉
う え す ぎ

謙
け ん

信
し ん

ゆかりの寺）の釣鐘を奪い悪行を行っ

た妖怪・西法院
さ い ほ う い ん

赤
あ か

坊主
ず

と上杉
う え す ぎ

謙
け ん

信
し ん

の家来で鬼
お に

児島
こ じ ま

の異名を持つ豪

傑児島
こ じ ま

弥太郎
や た ろ う

が戦う場面。画面いっぱいに二人の組みうちを描

く。赤
あ か

坊主
ぼ う ず

が鐘を担ぎあげ、上から攻める弥太郎
や た ろ う

に防戦してい

る。          鬼小島弥太郎と西法院赤坊主（すみだ北斎美術館） 

☆〈 楠
くすのき

多門
た も ん

丸正
ま る ま さ

重
し げ

と八尾
や お

の別当
べ っ と う

常久
つ ね ひ さ

〉（日本浮世絵博物館/東京

国立博物館/すみだ北斎美術館/島根県立美術館蔵） 

※多門
た も ん

丸
ま る

は楠
くすの

木
き

家として、八尾
や お

の別当
べ っ と う

一族と領土争いを繰り返し

た。別当
べ っ と う

常久
つ ね ひ さ

が腰の刀の柄
つ か

に手を掛けている背後から正重
ま さ し げ

が石の

手水
ち ょ う ず

鉢
ば ち

を持ちあげて圧
の

し掛かろうとしている。八尾別当常久の着物

には、勝利を意味する毘沙門
び し ゃ も ん

亀甲柄
き っ こ う が ら

が施されている。 

楠多門丸正重と八尾の別当常久（日本浮世絵博物館） 

☆〈大伴
お お と も

の真
ま

鳥
と り

と大友
お お と も

の宿禰兼
す く ね の か ね

道
み ち

〉（日本浮世絵博物館/東京国立

博物館蔵） 

※鎖鎌
くさりがま

を手にした兼
か ね

道
み ち

に刀を持って上から襲いかかる真
ま

鳥
と り

。九州

探題
た ん だ い

の真
ま

鳥
と り

の謀反を、大友
おおともの

正道
ま さ み ち

と兼
か ね

道
み ち

父子が打倒した際、真
ま

鳥
と り

が自

分の首を兼
か ね

道
み ち

に差し出したという逸話から、浄瑠璃や歌舞伎の演題

となる。        大伴の真鳥と大友の宿禰兼道（日本浮世絵博物館） 

●錦絵「江都両国橋夕涼花火見物之図
み や こ り ょ う こ く ば し ゆ う す ず み は な び の ず

」(天保元年～5 年〈1830～

34〉。大判錦絵。春朗画。萬屋
よ ろ ず や

吉成
き ち な り

判。24.2×37.0 大英博物館/

島根県立美術館/酒井ｺﾚｸｼｮﾝ/北斎館蔵) 

※「新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み は な び け ん ぶ つ の ず

」（天明 8 年：1788～9 年：

1789。西村屋
に し む ら や

与
よ

八
は ち

版）の後摺だが、花火が画面左に打ち上がる軌跡とその上に花のように

広がるものから、画面中央上に星のように 10 個の火の玉が広がる図に変わっている。

西村屋
に し む ら や

(永
え い

寿堂
じ ゅ ど う

)から木を譲り受けて色板を変えて刊行したもの。⇒天明 8年 

新板浮絵両国橋夕涼花火見物之図
し ん ぱ ん う き え り ょ う ご く ば し ゆ う す ず み は な び け ん ぶ つ の ず

」参照。 

●肉筆画「蘇鉄
そ て つ

を見
み

る巡礼
じゅんれい

」（天保 6 年～10〈1835～39〉。紙本着色一幅。前北斎卍筆。

118.3×35.5） 

※巡礼の男が蘇鉄を見上げて休んでいる図。 

●版下絵「八日朝打上
よ う か あ さ う ち あ が

ル浪
な み

」（版下絵。天保年間〈1830～44〉。38.3×27.5 大英博物館

蔵） 

※浪が左下から右上に打ち上がり、空欄に「八日朝打上ル浪」の書き込みがある。 
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●肉筆画「小雀
こ す ず め

を狙
ね ら

う山
や ま

かがし図
ず

」（紙本着色一

幅 無款 28.6×81.1 天保年間〈1830～44〉。

鎌倉国宝館：氏家ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

小雀を狙う山かがし図（氏家浮世絵ｺﾚｸｼｮﾝ） 

●肉筆「白
は く

蛇
じ ゃ

に雀図
す ず め ず

」（天保元年～5 年〈1830～

34〉。絹本着色。額装。北斎改為一筆。印葛しか。98.7×28.4 北斎館蔵） 

※鍬
く わ

の柄の先に雀が一羽とまり、それを狙って白
は く

蛇
じ ゃ

が下から鍬
く わ

の柄
え

を上っている図。同画

趣は『肉筆画帖』にもある。 

●屏風絵「田園
で ん え ん

風俗図
ふ う ぞ く ず

屏風
び ょ う ぶ

」（「富士
ふ じ

田園景図
で ん え ん け い ず

」とも。天保元年～5 年〈1830～34〉。紙本着

色六曲一双屏風。右隻：前北斎為一筆。印葛しか。左隻：北斎改為一筆。印葛しか。各

150.7×350.8 フリーア美術館蔵） 

田園風俗図屏風（フリーア美術館：複製） 

※右隻には、右から、農家の屋根で茅葺
か や ぶ き

を補修する 3 人の男、家の玄関口で荷物を抱える

男、砧
きぬた

を打つ二人の女、荷物を背負った行商の男と天秤
て ん び ん

の荷物を下ろして話をしている男

たち、小川に架かる橋の上には二人の旅人、橋の側には旅人を眺める白い犬などの田年風

景が広がり、遠景に雪を被った白い富士が描かれる。 

 左隻には、右から、沼に船を浮かべ棹
さ お

さしている男、沼の向こう側の道には行楽帰りの

侍が扇をかざして、供の男と荷物を引き合って持っている。布を洗い張りで幅を伸ばして

いる男と、布に刷毛で糊を塗っている男も描かれる。 

●絵本『絵本
え ほ ん

長生
ちょうせい

殿
で ん

』（着色一冊。天保元年～弘化 5年〈1830～48〉。版元不明。全 10図。

葛飾北斎他。国立国会図書館蔵）（『世界を魅了した鬼才絵

師北斎』河出書房新社より） 

※長生
ちょうせい

殿
で ん

は、唐代に長安
ちょうあん

の南東、驪山
り ざ ん

に造営された華
か

清
せ い

宮
きゅう

内

の宮殿名。白居易
は っ き ょ い

の『長恨歌
ち ょ う ご ん か

』に詠
う た

われ、玄宗
げ ん そ う

が楊
よ う

貴
き

妃
ひ

を伴

って遊んだ地として有名。清代に洪
こ う

昇
しょう

によって戯曲化された

『長生
ちょうせい

殿
で ん

』に因んで名付けたものであろう。半丁ごとに、浄

瑠璃の曲の知られた詞章を載せ、その場面にふさわしい男女

を描いたもの。各ページに五言
ご ご ん

絶句
ぜ っ く

も載せる。第 10 図の

「妹背
い も せ

山女
やまおんな

庭訓
て い き ん

」題の次ページに「北斎画」とあるのは後書
あ と が き

か（「国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」解説より）。 

『絵本長生殿』〈恋女房染分手綱〉（国立国会図書館） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiswZSwroTSAhWMT7wKHf4NAaMQjRwIBw&url=http://blog.goo.ne.jp/marbo0324/e/bc5cd398dcaaabddb5bbddc6b3fae920&psig=AFQjCNHswFmGdGLhlFBPfRqBWP1NSk1VXg&ust=1486776006376811
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●肉筆画「魚貝図
ぎ ょ か い ず

」（「魚貝
ぎ ょ か い

静物図
せ い ぶ つ ず

」とも。天保 11 年～

嘉永 2年〈1840～1849〉。油彩キャンバス一幅。北斎画。

印葛しか。30.2×38.0 個人蔵） 

※平目
ひ ら め

と鯵
あ じ

と栄螺
さ ざ え

が絵付けの皿に乗せられている静物画。

完璧な西洋画を思わせる作品。但し、落款はあるものの、

あとから書かれたもので、北斎の作かどうか疑問視する

向きもある。小布施
お ぶ せ

での作といわれる。 

魚貝図（1998『東西の架け橋』展図録より） 

●扇面画「雪中
せっちゅう

狐図
き つ ね ず

」（天保年間（1830～44）。紙本着色一幅。前北斎卍筆。印葛しか。個

人蔵） 

※氷結した湖面に立つ氷の線に小さく描かれた狐が一匹、さらに、湖面の木に積もった雪

の陰に一匹、雪の陰の背後に後ろ姿の狐が一匹描かれる。諏訪
す わ

明神の御神
お み

渡
わ た

りに因んだ画

材と思われる。 

●肉筆画「巌上
がんじょう

の大鷲
お お わ し

」（天保 6 年～10 年〈1835～39〉。絹本着色一

幅。画狂老人卍筆。印葛しか。134.0×54.2 北斎館蔵） 

※舞い落ちる紅葉を背景に、巌上で何かを見つめる大鷲の図。 

巌上の大鷲（北斎館） 

●肉筆画「鬼
お に

法師図
ほ う し ず

」（天保 10 年～弘化 2 年〈1839～45〉。着色一幅。

無款） 

※唐
か ら

傘
か さ

を背負い、鉦
か ね

を首から下

げ、頭の禿げた頭の左の角が折

れた赤鬼が、指をくわえて目尻

の下がった目で物欲しそうに何

かを見ている。黒い法衣をまと

った鬼の前には奉加帳が置かれて

いる。 

鬼法師図（toyotane.web.fc2.com より転載） 

●屏風絵「鯉図
こ い ず

」（天保年間〈1830～44〉。六曲一隻屏風。紙本着色。無

款。55.8×25.7 個人蔵） 

※伝北斎とされる。超大判で、滝の激しい水流の陰に姿を見せながら、

垂直に滝を登る一匹の鯉を描く。天保 5年（1834）頃の森
も り

治
じ

版長大判シリ

ーズ「鯉
こ い

の滝登
た き の ぼ

り」（森屋
も り や

治
じ

兵衛
へ え

版。長大判錦絵）と似ているが、二匹の

鯉を描いている。   鯉図（部分：1998 年『東西の架け橋 北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「布袋
ほ て い

の図
ず

」（天保 5 年～15 年〈1834～44〉。絹本着色一幅。卍

筆。印ふしのやま。30.0×38.2 足立・六町
ろくちょう

ミュージアムフローラ蔵）

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj5hP78yoLfAhWBWbwKHT6cDioQjRx6BAgBEAU&url=http://www.haizara.net/~shimirin/nuc/OoazaHyo.php?itemid%3D5086&psig=AOvVaw3c1Rr36R-w3mSpKIimuNif&ust=1543889569318614
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※上半身裸で腰に軍配団扇を挿し、大きな袋を広げている。袋の中には様々なめでたい小

物が入っている。 

落款に卍のみを用いたのは天保 5

年（1834）頃からと考えられるの

で、一応、天保中期以降とするが、

所蔵館の説明では文政 2 年（1819）、

60 歳頃の作品としているので、検討

を要する。。                       

布袋の図（六町ミュージアムフローラ）   右：落款 

●画稿「日蓮波
に ち れ ん は

題目
だ い も く

画稿
が こ う

」（天保年間〈1830～44〉。下絵一枚。無款。22.7×39.2 ボスト

ン美術館蔵） 

※日蓮が船端
ふ な ば た

から身を乗り出して、波の渦巻く海面に経の真言
し ん ご ん

と思われる文字を書こうと

している図。佐渡に流された日蓮が日本海を渡る場面と思われる。波面の一部は朱色が施

されている。絵の着色についての指示書きがなされている。 

 

天保
て ん ぽ う

15/ 弘化
こ う か

1(1844/12/2 ～ ） 甲
きのえ

辰
た つ

 85 歳  画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十五歳
は ち じ ゅ う ご さ い

、 齢八十五歳
よわいはちじゅうごさい

画狂老人
が き ょ う ろ う じ ん

卍
まんじ

、中嶌鐵蔵
な か じ ま て つ ぞ う

藤原
ふじわらの

為一
い い つ

、八十五老卍
はちじゅうごろうまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

試筆
し ひ つ

八十五歳
は ち じ ゅ う ご さ い

、八十五翁卍
はちじゅうごおうまんじ

、

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、□印、富士
ふ じ

の形
かたち

、葛
か つ

しか、一顆
い っ か

、之印
の い ん

：阿栄
お え い

(47)  

◇1月、歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

、二代目豊国
と よ く に

（実は三代目）を襲名。 

◇2月 5日、四代目川柳
せんりゅう

没（67）。 

◇2月 26日、間宮林蔵
ま み や り ん ぞ う

没（70）。 

◇3月 11日、フランス船、琉球で通商を求める。 

◇5月 10日、江戸城本丸炎上。 

◇7月 2日、オランダ軍艦が長崎入港。国王（1830～1844）の開国勧告を幕府に提示。 

◇8月 6日、蹄齋北馬
て い さ い ほ く ば

没（74）。 

◇11月頃、女義太夫が流行。 

◇この年、鎌倉屋
か ま く ら や

豊介子
ほ う か い し

（芝居通
し ば い つ う

）と斎藤月岑
さ い と う げ つ し ん

（町名
ま ち な

主
ぬ し

）の追考で写
し ゃ

楽
ら く

を阿波
あ わ

侯
こ う

おかかえ

の能役者とした（『浮世絵類考』の追考）。 

 

【長寿番付に入る】 

★この年の長寿番付に、水口寿山の 105歳、末吉石舟の 101歳、花井白叟の 98歳、大岡

雲峯の 80歳などと共に掲載される（楢崎宗重『北斎論』ｐ338）。 

この記事は弘化元年の『藤岡屋日記 第二巻』（ｐ463藤岡屋由蔵記）の記事として

「浮世絵文献資料館」でも紹介している。また、『武江年表』（斎藤月岑）弘化元年条

（「国立国会デジタルライブラリー」126コマ目）にも記される。 
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★正月 20日、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

宛書状に、本年は牛島
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

開帳の額面制作、藤堂家
と う ど う け

襖
ふすま

絵などがあり、

出発は 3月半ば過ぎになるかという。 

★2 月頃、向島
むこうじま

小梅村
こ う め む ら

に阿
お

栄
え い

と住む。2 月 29 日の嵩山房
す う ざ ん ぼ う

への稿料受取によると『年譜』に

ある。更に本年後半に浅草
せ ん そ う

寺
じ

前に住むか（斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

『増補浮世絵類考』による。 

★3 月 14 日付、十八屋
じ ゅ う は ち や

（日本橋にある小布施
お ぶ せ

の豪商）宛てに、江戸の人形師松五郎
ま つ ご ろ う

は来年

中旬にも應
お う

龍
りゅう

上納の見込みを告げ、二両を借りる依頼をする。 

【二度目の小布施行きにお栄は伴ったか】 

★3 月、阿
お

栄
え い

を伴い二度目の小布施
お ぶ せ

村行き。高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

宅の別荘をアトリエとして 4 月から

約半年、東町
ひがしまち

屋台天井図（龍と鳳凰）を描く。その後、北斎のドラ孫の関係で侠客
きょうかく

が小布

施まで来て、阿
お

栄
え い

まで関わりになるのを恐れ、先に阿
お

栄
え い

を江戸に帰したという（『北斎大

鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』p19 由良哲次：岩松院）。北斎も秋に江戸

に戻る。 

※荒井勉『北斎の隠し絵』によれば 11月にお栄を伴い小布施に行き、年内に東町
ひがしまち

屋台天井

図（龍と鳳凰）を描いたとする（ｐ213）。 

※お栄の小布施行きについては、林美一『お栄と英泉』（有光書房 1967 年）で、弘化 2

年（1845）の北斎の小布施行きに関しての記載があるので、弘化 2 年条を参照のこと。ま

た、久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』では、「北斎が娘・応為を伴って小布施に滞在し

たのは弘化二年（1845）から」としている（ｐ34）。 

 

●北斎と思われる川柳（田中聡『北斎川柳』による。河出書房新社） 

☆道
み ち

下手
べ た

な下女が荷
に

になる己
お の

が尻 百性（歩くのが下手な下女は大きな尻が重荷になっている） 

☆子の顔に乳
ち ち

にツメタイ女
おんな

礼
れ い

 百性（正月四日からの女の年始回りに連れた乳飲み子の顔が乳に冷たい） 

☆雛
ひ な

ほどに喰
く

ハぬ鍾馗
し ょ う き

や金太郞 百姓（大食らいの鍾馗や金太郞も雛飾りほど銭は食わない） 

☆穴なし小町と一度きりの弁慶 百性（男と縁がなかった小野小町。一生に一度だけ女と出会った弁慶） 

☆陰陽
い ん よ う

の馬鹿は小町と武蔵坊
む さ し ぼ う

 百姓（男女の表裏を知らない馬鹿は小野小町と武蔵坊弁慶） 

☆観音を出しに息子の妙
みょう

智力
ち り き

 百性（浅草観音詣りと称して吉原通いの素晴らしさは観音妙智力の霊力か） 

 

【自らの誕生の年月日を示す】 

●肉筆画「大黒天図
だ い こ く て ん ず

」（1 月 1 日。紙本着色一幅。落款に「天保十五年甲
きのえ

辰
た つ

子ノ月甲子
き の え ね

ノ

朔
つきたち

日
た ち

子
ね

ノ刻
こ く

 宝暦
ほ う れ き

十庚
かのえ

辰
た つ

年九月甲子
き の え ね

ノ出生
しゅっしょう

 画狂老人卍筆 印富士の形 齢八十五歳」

とあり） 

※縦一尺八寸二分（約 74.2 ㎝）、横一尺（約 30.3 ㎝）の本図は、北斎自らが誕生の年月

日（宝暦 10 年 9 月 23 日）を記したものとして貴重な画だが、現在所在不明である。米俵

に右膝を乗せ、左足は地につけている。大国
だ い こ く

帽子
ぼ う し

を被り、右手に小槌
こ づ ち

を持ち、左手で大き
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な袋を担いでいる。袋は大黒天の背後に、仏像の光背
こ う は い

のように丸い縁取りで描かれる、表

情は穏やかでほほ笑んでいる。 

※『HOKUSAI 画狂人北斎 緑青 VOL2』（マリア

書房）には、次の記事と図がある(ｐ157)。 

「(略)明治 33年（1900）1月、上野公園日本美術

協会での小林文七
こ ば や し ぶ ん し ち

所蔵品を中心とした北斎展カタ

ログ第 190 図に本図と思しき記録がある。その

後、昭和 11 年（1936）2 月「長春閣蔵品
ちょうしゅんかくぞうひん

展観
て ん か ん

図

録」（阪口覚編）に突如として写真掲載され、翌

月大坂美術倶楽部で入札に供された。長春閣
ちょうしゅんかく

とは

神戸
こ う べ

川崎
か わ さ き

造船所
ぞ う せ ん じ ょ

の創始者川崎
か わ さ き

正蔵
しょうぞう

氏（ 1837～

1912）。その後、楢崎宗
な ら さ き む ね

重
し げ

氏が『北斎論』（昭和

19年）に本図写真を掲げ北斎の出生を論じるも、

現在、作品の所在は不明」。     

大黒天図：『HOKUSAI 画狂人北斎 緑青 VOL2』（『葛飾北斎傳』「上 一丁ウ」よりの転載）からの転載 

●東町祭屋台天井絵
ひ が し ま ち ま つ り や た い て ん じ ょ う え

「龍図
り ゅ う ず

」（桐板着色。無款。123.0×126.5 北斎館蔵） 

●東町祭屋台天井絵
ひ が し ま ち ま つ り や た い て ん じ ょ う え

「鳳凰図
ほ う お う ず

」（桐板着色。無款。123.0×126.5 北斎館蔵） 

※この天井絵の裏に高井鴻山の息子辰
た つ

二
じ

の次の証明書きがあるという。 

「鳳凰
ほ う お う

ノ画
え

北斎卍老人ノ筆跡 予先人
せ ん じ ん

ヨリ親シク聞所
きくところ

ナリ 今ヤ落款
ら っ か ん

ナキヲ以
も っ

テ其
そ の

事実ヲ

茲
こ こ

ニ記ス 干時
と き に

天保十五庚
きのえ

辰
た つ

注ノ歳也」（『北斎大鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山

の功績』（由良哲次：岩松院。平成 15年 2月 1日刊。ｐ7 ルビは筆者） 

注）庚辰：甲
きのえ

辰
た つ

の誤り。 

左：東町祭屋台天

井絵「龍図」 

右：東町祭屋台天

井絵「鳳凰図」 

 

● 肉 筆 画

「龍図
り ゅ う ず

」（元

旦。墨摺一幅。

天保十五甲
きのえ

辰
た つ

ノ元旦辰ノ刻 宝暦十庚辰出生齢八十五歳画狂老人卍 中嶌鐵蔵藤原為一筆。印葛しか 

フリーア美術館蔵） 

※画面一杯にとぐろを巻くように天空を飛翔する龍が描かれる。墨の濃淡で描く。1999 年

イタリア・ﾊﾟﾗｯﾂｵｰﾚ北斎展図録・巻頭ｼﾞｬﾝｶﾙﾛ･ｶﾙﾂｱ氏論文掲載図版に掲載（久保田一洋

『北斎娘 應為栄女集ｐ97記事より）。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Hokusai_Dragon.jpg
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiI2aDM5JLQAhULTrwKHaltDl0QjRwIBw&url=http://www.az-art.net/shopdetail/001000003897/&psig=AFQjCNGArGeQdypjy-rhKzb0Z1SONHC_6Q&ust=1478475397246374
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龍図（伝フリーア美術館） 

●絵手本「北斎女
ほくさいおんな

今川
い ま が わ

」（この頃か。『年譜』弘化元年（1844）条

には「本書はのち『絵本女
え ほ ん お ん な

今川
い ま が わ

』と改題される」とある。一冊。見

開き 23 図（口絵を除く）。永楽
え い ら く

屋東四
や と う し

郎
ろ う

版。著者・画工名不明。

22.7×15.8 大英博物館/東京大学学術資産等アーカイブズ共用サー

バ：教育学部図書室蔵） 

※作画については「文政年間とみられる永楽屋宛北斎書簡で本書に

ついて触れていることから、作画期は文政末から天保初年頃とされ

ている」（『ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ北斎図録』ｐ138）という見方もあ

る。 

※見開き第 3 図に、狼が木に絡み付いて体をねじりながら、頭にロ

ウソクを 3 本立てた女と対峙している図があり、「弘法大師
こ う ぼ う だ い し

修法図
し ゅ う ほ う ず

」の構図に似

ている。 

「女
おんな

今川
い ま が わ

」は、貞享 4 年（1687）に今川
い ま が わ

了
りょう

俊
しゅん

の「今川状
いまがわじょう

」を真似て、沢田
さ わ だ

きちが絵入

り・かな書きで出した往来物
お う ら い も の

（教訓書）。

本書はさらにそれを真似たもの。「今川
い ま か わ

に

なぞらへて女子
じ ょ し

をいましむる制
せ い

詞
し

の條々
じょうじょう

」

として様々な状況に対する戒めを説く。 

『北斎女今川』（大英博物館） 

●肉筆画「月
つ き

見
み

る虎
と ら

図
ず

」（紙本着色一幅。八十五老卍筆。印富士の

形。96･2×28.8 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※笹を踏み、後ろ脚を折って夜空の月を見る虎の図。図上部の月の右

に見られる斑の線は、畳の目の跡と考えられている。  

月見る虎図（島根県立美術館） 

●「鼠
ねずみ

と小槌図
こ づ ち ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十五歳。印富士

の形。88.8×28.6 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※「月
つ き

見
み

る虎
と ら

図
ず

」同様、背景を一面墨の濃淡で処理しているのは、こ

の時代の特徴という。図は、大きな袋と小槌
こ づ ち

の側の二匹の鼠、袋の下

にも一匹の鼠がいる。大黒天
だ い こ く て ん

と、繁栄の象徴である鼠を描いたもの。 

●肉筆画「鍾馗騎獅図
し ょ う き き し ず

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆 齢八十五

歳。印葛しか。118.2×57.8 出光美術館蔵） 

※病
やまい

防ぎの鍾馗
し ょ う き

が魔除
ま よ

けの獅子の背に乗り、鞭
む ち

を使い急いで災いを除

くために行く図。 
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※北斎は天保 13 年(1842)頃から魔除けのために獅子図
し し ず

を描くのを日

課にしており、天保 14 年（1843）分の獅子図
し し ず

は、信州
しんしゅう

松代
ま つ し ろ

藩士
は ん し

の宮
み や

本慎
も と し ん

助
す け

に与えた 200余図が「日新除魔
に っ し ん じ ょ ま

」として残されている。この中

にも獅子
し し

と鍾馗
し ょ う き

の組み合わせが描かれたものがある。 

鍾馗騎獅図（出光美術館） 

●肉筆画稿「朱描鍾馗図
し ゅ び ょ う し ょ う き ず

」（画稿。紙本一幅淡彩。 島根県立美術

館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※端午の節句に無病息災を祈って幟
のぼり

に描かれる朱色の鍾馗図の画稿。

朱色は疱瘡
ほ う そ う

除けとされた。弘化 3 年（1846）に

も「朱描鍾馗図
し ゅ び ょ う し ょ う き ず

」（絹本一幅）がある。 

●肉筆画「狐
きつね

の嫁入図
よ め い り ず

」（絹本一幅着色。画

狂老人卍筆齢八十五歳。印葛しか。96･2×35.0 島根県立美術館：

永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

狐の嫁入り図（島根県立美術館） 

※「狐の嫁入り」とは、日が差しているのに雨が降ることをいい、

その時には狐たちが嫁入りの行列をしているという言い伝えがあ

る。嫁入りによって子が増え、狐の好物の鼠が減り、その結果穀物

の豊作を巡らすので、農家にとっては恵みの雨となるとされる。図は、下半分に農家の

茅葺
か や ぶ き

屋根
や ね

の下で作業をする家族を描き、遠くの狐の行列に気づいていない様子。にわか雨

に、臼が濡れないように笠をかぶせる男。洗い張りを急いで家に取り込む母親と子ども。

武家装束の狐たちは静かに駕篭
か ご

に乗せた花嫁を運んでいる。駕籠の周りには角隠
つ の か く

しを被っ

た女が数人いる。図上部左に薄く月が描かれる。 

●肉筆画「雪中
せっちゅう

筍掘り図
た け の こ ほ り ず

」（1 月の筆始めの図と考えられている。「雪中
せっちゅう

筍
たけのこ

狩
が り

」とも。紙

本着色一幅。画狂老人卍試筆齢八十五歳。印葛しか。132.4×42.4。北斎館〈個人蔵〉寄

託） 

※笠を被
か ぶ

り鍬
く わ

の先に 筍
たけのこ

を二つかけて肩に担ぎ、雪道を行く農夫の後姿の図。中国元代の

『二十四孝
に じ ゅ う し こ う

』（郭
か く

居
き ょ

敬
け い

作）に登場する孟宗
も う そ う

が題材とされる。孟宗が病気の母が食べたがっ

た筍を探しに雪の竹林に行って祈ったところ、筍が生えてきたという話をモチーフにして

いる。本図は、筍を掘り終えて帰路につくところ。     
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雪中筍掘り図（北斎館） 

●肉筆画「竹
た け

に雀図
す ず め ず

」（紙本着色一幅。八十五翁卍筆。印一顆。59.4×

32.3 北斎館蔵） 

※図の左下から右上に向けて描かれた竹の中ほどで羽ばたく雀と、それ

に近づくもう一羽の雀。北斎は雀の頭と喉
の ど

を朱色で描く。図の下には、

八十翁雲峰の賛「緑竹娟々
りょくちくけんけん

雨後
う ご

新
あらた

 秋風細々掃軽塵
しゅうふうさいさいけいじんをはく

」（読み下しは筆

者）がある。 

また、弘化 4 年（1847）に田町
た ま ち

一丁目の

八右衛門
は ち え も ん

（北斎）差出の文子（不明）宛の手紙

が貼り付けられている。弘化 4 年には浅草田町
た ま ち

に住んでいたと思われるが、なぜこの手紙が貼

り付けられているのか不明。 

竹に雀図（部分：北斎館 T シャツ図案による参考図） 

●肉筆画「端午
た ん ご

の節句図
せ っ く ず

」（絹本着色一幅。画

狂老人卍筆。90.4×33.2 福田日本美術研究所研究所蔵） 

※龍が飾られた前
ま え

立
だ て

と、赤い錣
しころ

の兜
かぶと

が、立て飾り木に架けられ、

その下の漏斗状
ろ う と じ ょ う

の菖
しょう

蒲
ぶ

包
づ つ

みに菖蒲が入れられている。 

端午の節句図（福田日本美術研究所研究所） 

●「唐獅子図
か ら じ し ず

」（絹本着色・縮緬袱沙
ち り め ん ふ く さ

。画狂老人卍筆齢八十五歳。

印葛しか。71.5×66.5 ボストン美術館・ビゲローコレクション）  

※縮緬袱沙
ち り め ん ふ く さ

の中の円枠
ま る わ く

に頭を下にした唐獅子を描く。円枠の周囲は

牡丹の花が描き込まれていて、応為

が描いたともいわれる。 

唐獅子図（ボストン美術館） 

●肉筆画「旅僧
り ょ そ う

小憩図
し ょ う け い ず

」（紙本着色

一幅。八十五老卍筆。印富士の形。

個人蔵） 

※旅装の僧侶が頬
ほ お

杖
づ え

をついて、笠を

手にして座り、物思いにふけって休

んでいる。後ろに杖が置かれている。 

●肉筆画「芋
い も

とききょう」（紙本着色額一面。画狂老人卍筆 齢八

十五歳。印葛しか。17.0×22.4 砂子の里資料館蔵） 

●「逆筆
ぎゃくひつ

注布袋図
ほ て い ず

」（紙本着色。画狂老人卍齢八十五歳。印葛しか。個人蔵） 

※布袋の右手でさし上げた壺から立ち上がる煙の先に大きく「寿」の文字が浮かぶ。脇に

「延命
え ん め い

宝
ほ う

貴
き

」の書き入れがある。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=&url=http://www.google.co.jp/url?sa%3Di%26rct%3Dj%26q%3D%26esrc%3Ds%26source%3Dimages%26cd%3D%26ved%3D%26url%3Dhttp://jornal.faculdadecienciasdavida.com.br/sanpodoshop/35792ksxynj1066/%26psig%3DAOvVaw28dwcXmIKCRwn2ttyY6Lg1%26ust%3D1573213671211873&psig=AOvVaw28dwcXmIKCRwn2ttyY6Lg1&ust=1573213671211873
https://blog-imgs-58-origin.fc2.com/b/t/o/btobsc/20140125195348924.jpg
http://www.book-navi.com/hokusai/art/takenokol.html
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注）逆筆：筆の穂先から書き軸が後から付いていく描き方だが詳細は不明。一種の曲画。

文化 7 年～14 年にも同様の「逆筆
ぎゃくひつ

布袋図
ほ て い ず

」(島根県立美術館蔵)がある。【文化年間】を参

照。 

●摺物「鏡餅
かがみもち

と猩猩
しょうじょう

」（八十五老卍筆。印之印） 

 

弘化
こ う か

2(1845 ） 乙巳
き の と み

 86 歳  八
は ち

右
え

衛門
も ん

、 百姓八
ひゃくしょうはち

右
え

衛門
も ん

、 北斎為一卍老人八
ほ く さ い い い つ ま ん じ ろ う じ ん は ち

右
え

衛門
も ん

、

葛飾為一卍
か つ し か い い つ ま ん じ

老人
ろ う じ ん

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十六歳
はちじゅうろくさい

、前北斎卍老人繍像
さきのほくさいまんじろうじんしゅうぞう

、八十六叟卍
はちじゅうろくそうまんじ

、於深谷之
ふ か や の

駅
えきにおいて

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十六歳
はちじゅうろくさい

、 八十六歳
はちじゅうろくさい

、 画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

北斎
ほ く さ い

八十六歳
はちじゅうろくさい

、 画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

八十六
はちじゅうろく

齢
よわい

 

□印富士
ふ じ

の形
かたち

、應
お う

：阿栄
お え い

(48)  

◇漂流民を乗せたアメリカ船が浦賀に入港、薪水
し ん す い

を要求。 

◇長崎にイギリス船入港。 

◇1月 24日、青山権
あ お や ま ご ん

田原
だ わ ら

（現東京都港区元
み な と く も と

赤坂
あ か さ か

2丁目辺）から出火し 800人～900人の死者

といわれる（青山大火）。 

◇2月 10日、芍薬亭
しゃくやくてい

長根
な が ね

没（98） 

◇3月 27日、伝馬
で ん ま

町
ちょう

獄舎が火災。避難赦免の高野
た か の

長英
ちょうえい

が戻らず脱走。 

◇12代将軍家慶
い え よ し

が向島
むこうじま

百花
ひ ゃ っ か

園
え ん

を訪れる。 

◇藤田
ふ じ た

東湖
と う こ

が向島
むこうじま

の水戸藩下屋敷
し も や し き

に幽閉される。 

◇『東辻君
あずまのつじぎみ

花
は な

の名寄
な よ せ

』〈夜
よ

鷹
た か

の出没場所・善悪・名前・年齢を記したもの。半紙二枚摺の

細見番附〉が出る。 

○曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

『新局
しんきょく

玉石
ぎょくせき

童子
ど う じ

訓
く ん

』（読本。『近世説
き ん せ せ つ

美
び

少年録
しょうねんろく

』の続編。馬琴の口述によるも

の未完） 

 

★この頃、番場
ば ん ば

町（「牛嶋神社社伝」によると『年譜』で紹介）と、本所
ほ ん じ ょ

荒井町
あ ら い ち ょ う

（現東京

都墨田区本所
す み だ く ほ ん じ ょ

地区だが詳細は不明）に住むか（『葛飾北斎伝』による）。本所
ほ ん じ ょ

荒井町
あ ら い ち ょ う

は、

『年譜』では、本所区議会議員袴田
は か ま だ

喜四郎
き し ろ う

の裏長屋であったという児玉
こ だ ま

蘭
ら ん

陵
りょう

「北斎筆の悪

魔降服」大正 8年『錦絵』23号所収の説を引いている。 

※2月 28日付、嵩山房
す う ざ ん ぼ う

宛て書簡（画料受取の挨拶）に「荒井町
あ ら い ち ょ う

」とある。 

「一 金三分 右者
み ぎ は

、万物
ば ん ぶ つ

絵本
え ほ ん

大全
だ い ぜ ん

注之
の

中編、三丁之画料
さ ん ち ょ う の が り ょ う

に、慥
たしか

に受取仕候
うけとりつかまつりそうろう

、為念
ねんのため

此之如
かくのごときに

に御座候
ご ざ そ う ろ う

、以上。 

                                荒井町 

二月廿八                             八右衛門 

嵩山房様 

  御店衆中様」(『葛飾北斎伝』ｐ237～238) 

注）万物絵本大全：同本脚注には、「未詳。漆山天童稿本『絵本年表』の音訓目録に〈三

ツ切本 二〉とのみ記すものが、これと関係あるか」とある。 
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同名の作品は、文政 12 年（1815）頃に書かれた下絵集『万物絵本大全』（未刊。真偽不

明）がある。所在不明であったが、令和 2 年（2020）9 月に大英博物館で発見された。だ

だし、約 30 年前のデッサン集の画料を弘化 2 年に受け取るとは考えにくいので、別作品

か。⇒文政 12年条参照。 

★この頃、牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

（当時は「牛
う し

御前
ご ぜ ん

」と称された。現東京都墨田区
す み だ く

向島
むこうじま

1-4-5）辺に住

むか（本所
ほ ん じ ょ

番場町
ば ん ば ち ょ う

か〈「牛島神社社伝」によると『年譜』で紹介している〉。現東京都墨

田区東駒形
ひがしこまがた

1丁目と本所
ほ ん じ ょ

1 丁目辺）。 

★佐藤正持
さ と う ま さ も ち

〈号：北溟
ほ く め い

〉の本年刊行の『合璧邪正訣
がっぺきじゃしょうけつ

』には「（略）今年已
すでに

ニ八十六歳 イ

マタ
だ

眼鏡ヲ用ヒズシテ能
よ く

細画ヲナス、近頃牛嶋
う し じ ま

ニ居
き ょ

セントスルニ、画工
が こ う

ニテハ住居
じゅうきょ

ナリ難
が た

カリケレハ、百姓
ひゃくしょう

八
は ち

右
え

衛門
も ん

ト成
な り

テ住居
じゅうきょ

セシト、清武知ニ丹
た ん

霊
れ い

ノ送ル書
し ょ

札
さ つ

ニ載
の せ

タリ、今
い ま

東師
と う し

（江戸の画工）、江府
こ う ふ

（江戸のこと）、大阪
マ マ

ノ浮世絵師、皆北斎カ
が

涎
よだれ

ヲ嘗
な

ム（略）」とあ

るという（『瀬木慎一の浮世絵談義』ｐ121及び『年譜』ｐ138による。ルビは筆者）。 

【阿栄を伴い三度目の小布施行き】 

★7 月、阿栄
お え い

を伴い小布施
お ぶ せ

へ行くか（久保田一洋『北斎娘応為栄女集』ｐ34 藝華書院）。 

※久保田一洋によれば、この時に初めて応為を伴ったとしている（同上著ｐ34）。 

※『高井鴻山小伝』（岩崎長思編 上高井郡教育会刊 昭和 8年：1933）ではお栄の同道 

を弘化 2年としている。 

「弘化二年北斎再び訪ね来りし時、間もなく帰東を志す。鴻山
こ う ざ ん

其
そ の

故
ゆ え

を尋ねたるに『余は一 

女あり、之
こ れ

を東都
と う と

に遺
の こ

し置けり。余は彼女をして東都に独居
ど っ き ょ

せしむるに偲
し の

びず』と。鴻山 

因りて帰
かえり

て其女
そのむすめ

を携
たずさ

へ来
き た

らむことを勧む。北斎諾して江戸に帰り、其
そ の

娘を伴ひ来り高井家 

に寓
ぐ う

せしむ。里人北斎の娘といへば奇麗なる若き娘ならんと噂し合へるに、連れ来るを見 

れば六十位の老婆にて風姿甚だあがらず。其
そ の

案外なるに驚く。名はお栄。画道に志し父を 

助け名声あり。お栄に一女あり注。鴻山其の世話をなし大に困りたりといふ」（国立国会 

図書館デジタルコレクションより。ルビは筆者による）。 

注）一女あり：誤り。但し、林美一『お栄と渓斎』（ｐ63 有光書房 昭和 42年）では、 

北斎のドラ孫を連れて行ったかもしれないとしている。しかし、この年孫は 35歳位と思わ 

れ、お栄と同行するとは思われない。また、孫は天保 8年（1837）頃に没したとも推定さ 

れている。 

※林美一『お栄と渓斎英泉』（有光書房 昭和 42年：1967）でも、同記事を引用して弘化 

2 年の 2度目の小布施行きとしている（P63）。 

『小布施行きの謎』 

※北斎とお栄の小布施行きについては、いくつかの記事があり、小布施での滞在期間を勘

案しながら整理・検討の必要がある。本稿では、以下の小布施関連の記述をしているが、

十分な検討をしなければならない。 

(1)天保 13 年（1842）9 月、北斎小布施行き。高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

と屋台天井絵の打ち合わせ。天保

14 年 2 月末まで滞在。 
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(2)天保 15年（1844年 12 月 2日弘化に改元）3月、お栄を伴い小布施行き。東町
ひがしまち

と上町
か ん ま ち

の

屋台天井絵を描く。11月 10日まで滞在。 

(3)弘化 2 年（1845）7 月、お栄を伴い小布施行き上町
か ん ま ち

祭屋台天井絵を描く。弘化 4 年 2 月

頃まで滞在。 

(4)嘉永元年（1848）4月、小布施行き。5月、上町
か ん ま ち

祭屋台天井絵完成。岩松院
がんしょういん

天井画に着 

手。同年 11月まで滞在。 

但し、小布施行きには以下の見方もある。 

☆天保 2年～3年（1831～32）：飯島虚心『葛飾北斎伝』 

☆天保 2 年～3 年（1831～32）：織田一磨『北斎』（ｐ135）帰路「八の字のふんばり強し

夏の富士」を詠む。 

☆天保 2年～3年（1831～32）：野口米次郎『葛飾北斎』（P36～37）。 

☆天保 12年（1841）：菊池貞夫『日本の美術』第 74 号「北斎」年譜による。  

☆嘉永元年（1848）5月、お栄を伴い小布施行き。岩松院の天井絵を描く。 

☆嘉永元年（1848）10月、小布施行き。 

★本所
ほ ん じ ょ

石原町
いしわらちょう

に住むか。本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

片町
か た ま ち

（内藤
な い と う

山城
やましろの

守
か み

下屋敷辺。80 歳の時に住む）より東の

石原町
い し わ ら ま ち

（『和楽』2017 年 9 月。10･11 月号 ｐ71 掲載の「嘉永 新鐫
し ん せ ん

 本所絵図」によ

る）。 

 

●読本『絵
え

本
ほ ん

漢楚軍談
か ん そ ぐ ん だ ん

』（1 月。角書「訂正補刻」。二輯。二十冊。佐々木貞高
さ さ き さ だ た か

（為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

注）著。北斎為一卍老人八右衛門画。丁子屋
ち ょ う じ や

平
へ い

兵衛
べ え

版。早稲田大学図書館蔵） 

初輯は天保 14年（1843）10月に刊行。 

注）為永
た め な が

春
しゅん

水
す い

：既に天保 14年（1843）2月に没しているので二輯で終わる。 

【牛嶋神社の額絵復活】 

●「須佐之男命厄神退治之図
す さ の お の み こ と や く じ ん た い の じ ず

」（板額一面。前北斎卍筆齢八十六歳。印富士の形。126.0 

×276.0すみだ北斎美術館蔵・復原画) 

※須佐之男
す さ の お の

命
みこと

が厄
や く

神
じ ん

たちから病や凶事を起こさぬように誓約書を取っている図。 

※牛嶋
う し じ ま

神社社伝
じ ん じ ゃ し ゃ で ん

によると、北斎は牛
う し

御前社
ご ぜ ん し ゃ

（現牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

）に出向いて額絵を描くことを申

し出たとされる(荒井勉『北斎の隠し絵』ｐ212）。 

幕府による各寺の開帳記録『開帳差免帳』（国立国会図書館デジタルコレクション・弘

化 2年「本所
ほ ん じ ょ

牛
う し

御前
ご ぜ ん

別当
べ っ と う

 天台宗
てんだいしゅう

最勝寺
さ い し ょ う じ

」条）によれば、同社の開帳は 2月 9日から 60日

間であった。北斎はこの画を描いた後、すぐに信州に旅立ったと思われる。 

※牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

（東京都墨田区向島
むこうじま

1-4-5）に奉納されたが関東大震災(1923)で焼失。明治 43

年、雑誌『国華』に掲載された白黒写真を分析し、墨田区と凸版印刷が共同で平成 28 年

（2016）10月に復元し、平成 28年 11月 22日に開館した「すみだ北斎美術館」で公開され

た。 
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※この図について、鈴木則子が「『須佐之男命厄神退治之図』（葛飾北斎画）に描かれた病」

（『浮世絵芸術』2018 NO175）で、「衆人に見せるための絵馬であるからには、当時の参

詣者には様々な疫鬼達がどのような病気を象徴しているのか、見ればすぐに理解しえたは

ずだ。つまり、絵馬に描かれている病は弘化二年当時の江戸の庶民にとって身近な病であ

ったり、恐れていた病であっただろう」（ｐ6）という前提で、描かれている疫神が象徴す

る疫病を分析している。例えば、左の腰に鈴をつけた赤い衣装は「江戸市民にとってはお

じみの疱瘡神のいでたち」（ｐ8）で、疱瘡（天然痘）を象徴しているなど、興味深い考察

がある。詳しくは同論文を参照されたい。 

※永田生慈の説（「北斎の小布施滞在と牛島神社の額」『北斎研究 34号』平成 15年 11月 29

日 墨田区文化振興財団）を補足して、島田賢太郎が、京都祇園
ぎ お ん

神社（八坂
や さ か

神社
じ ん じ ゃ

）の祭神

で牛嶋
う し じ ま

神社の祭神でもある牛頭
ご ず

天王
て ん の う

(災厄除去の神)が須佐之男之命に姿を変えて厄病払い

をしているという説明している（「台東区北斎研究会ニュース」2016年 11月 27日）。 

須佐之男命厄神退治之図（牛嶋神社旧蔵：すみだ北斎美術館（復元図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓鵞の写（大英博物館蔵） 

http://www.britishmuseum.org/research/collection_online/collection_object_details/collection_image_gallery.aspx?assetId=230966001&objectId=788814&partId=1
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※窓鵞
そ う が

（卍楼
まんじろう

（北斎の弟子である北鵞
ほ く が

の弟子）による同額絵の写し（板絵）が大英博物館

にある。 

【牛嶋神社にあったもう一つの額絵】 

●「鬼
お に

が島図
し ま ず

」 

※『新撰 東京名所図会』第十二編「牛嶋神社の現況」（臨時増刊「風俗画報」第百六十

一号「隅田堤 上」所収 P26。明治 31年 3月 25日刊）には次のような記事がある。 

「(略)最
もっと

も嘱
しょく

目
も く

すべきは。前北斎
さきのほくさい

か
が

八十六歳
さ い

の時に画
か

ける鬼
お に

か
が

島
し ま

の図。狂
きょう

斎
さ い

雪堤
せ っ て い

注1の合作
が っ さ く

に成
な

れる渡
わ た

辺
な べ

綱
つ な

鬼女
き じ ょ

の図注 2の両
りょう

巨額
き ょ が く

とす」 

注 1）狂
きょう

斎
さ い

雪堤
せ っ て い

：狂
きょう

斎
さ い

は川鍋
か わ な べ

暁
ぎょう

斎
さ い

。天保 2年（1831）～ 明治 22年（1889）。雪堤
せ っ て い

は長谷川
は せ が わ

雪堤
せ っ て い

（生年不詳～明治 15 年〈1882)。両者とも江戸時代末期の絵師。 

注 2）渡辺
わ た な べ

綱
つ な

鬼女
き じ ょ

の図
ず

：源頼光
みなもとのらいこう

の家臣・渡辺
わ た な べ

綱
つ な

は、女に化けた茨木
い ば ら き

童子
ど う じ

の退治に出かけ、

鬼女の腕を切り落とした話に由来した絵。 

※いくつかの額のある中で最も注目すべきものは前北斎
さきのほくさい

の「鬼が島」の図と、川鍋
か わ な べ

暁
きょう

斎
さ い

と

長谷川
は せ が わ

雪堤
せ っ て い

の合作の「渡辺
わ た な べ

綱
つ な

鬼女
き じ ょ

の図
ず

」の二図であるというのである。 

【鬼が島図のスケッチ】 

「鬼
お に

が島図
し ま ず

」は『いろは別江戸と東京 風俗
ふ う ぞ く

野史
や し

』巻の五 （伊藤晴雨著 昭和 6 年 11

月・城北書院刊）にスケッチ風に描き写したものが掲載されている。甲冑
かっちゅう

に身を固めた

源頼朝
みなもとのよりとも

が弓を立て、矢を入れた 簗
やなぐい

を背負い、岩に腰を下ろして鬼たちを睨みつけている。

その前で鬼たちは土下座
ど げ ざ

し平服して疫病
やくびょう

神
が み

の手形を紙に捺
お

し、頼朝
よ り と も

に渡したという伝説を

描く。頼
よ り

朝
と も

の両脇には御供
お と も

の鬼たちが控えている。書込みに「牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

御宝前
ご ほ う ぜ ん

」「牛
う し

の

御前
ご ぜ ん

奉納
ほ う の う

ノ額
が く

大略
たいりゃく

」とある。また、このスケッチの左には、鬼が手形を捺
お

す図も描かれ、

そこには「向
むこう

嶋
じ ま

須崎町
す ざ き ち ょ う

牛嶋
う し じ ま

神社
じ ん じ ゃ

の北斎の額ハ江戸ノ三
さ ん

額
が く

に称セラル」とある。「三
さ ん

額
が く

」が

何かは不明。 

「須佐之男命厄神退治之図
す さ の お の み こ と や く じ ん た い の じ ず

」の厄
や く

神
じ ん

から誓約書などを取るモチーフは同じだが、絵柄は

全く違っている。 

 すみだ北斎美術館の常設展示場入口には、「須佐之男命厄神退治之図
す さ の お の み こ と や く じ ん た い の じ ず

」の復元額が掲

げられ、その下のガラスケースに『いろは別江戸と東京 風俗
ふ う ぞ く

野史
や し

』巻の五に載っている

スケッチの頁を見開きで展示していて、こ

のスケッチは、著者の伊藤晴雨が記憶を頼

りに描いたものとしている。 

須佐之男命厄神退治之図
す さ の お の み こ と や く じ ん た い の じ ず

」の下絵だった

のか。あるいは関東大震災前にはそれとは

別の額絵があったのかは不明。 
 

『新撰 東京名所図会』第十二編「牛嶋神社の現況」（臨

時増刊「風俗画報」第百六十一号「隅田堤 上」鬼ヶ島図（『いろは別江戸と東京 風俗
ふうぞく

野史
や し

』巻の五より） 
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●上町祭屋台天井絵
か ん ま ち ま つ り や た い て ん じ ょ う え

「怒涛図
ど と う ず

（女浪図
め な み ず

）縁絵
ふ ち え

 下絵
し た え

」（紙本墨絵淡彩。11.3～11.9×

112.6～116.5） 

●上町祭屋台天井絵
か ん ま ち や だ い て ん じ ょ う え

「怒涛図
ど と う ず

〈男浪図
お な み ず

〉（女浪図
め な み ず

）縁絵
ふ ち え

」（桐板着色。11.0～11.8×

118.0～118.5） 

※女浪
め な み

図の左下の縁絵には翼をつけた天使が描かれる。浪の周りの花鳥部分は鴻山の彩色

で翌年 5月に完成したか。 

●上町祭屋台天井絵
か ん ま ち や だ い て ん じ ょ う え

「上町
か ん ま ち

屋台
や た い

天井
てんじょう

絵
え

縁
ふ ち

絵
え

下絵
し た え

」（紙本四面着色。無款。112.6～116.5×

11.3～11.8 個人蔵） 

※「女浪図
め な み ず

」の裏面の墨書き。 

「濤
な み

二枚
に ま い

 弘化
こ う か

二年
に ね ん の

歳
と し

在乙巳
き の と み

七 月
しちがつにあり

 東都
と う と

所随
じ ょ ず い

老人
ろ う じ ん

卍
まんじ

写於信州高井郡小布施邑高井氏別墅
し ん し ゅ う た か い ぐ ん お ぶ せ む ら た か い し べ っ し ょ に お い て う つ す

 

縁花鳥所随老人図之
ふ ち の か ち ょ う し ょ ず い ろ う じ ん ず の

着 色 則
ちゃくしょくすなわち

門人高井健也
も ん じ ん た か い け ん な り

 弘化二乙巳七月
きのとみしちがつをもって

起筆
き ひ つ

至明年丙斗年閏五月畢業
みょうねんへいとねんうるうごがつひつぎょうにいたる

」

（『肉筆浮世絵大観』5 ｐ155）（縁の花鳥図は北斎の下描きに従って門人高井健、すな

わち高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

が着色したという内容）。 

●上町
か ん ま ち

祭
まつり

屋台
や た い

天井
てんじょう

絵
え

「怒涛図
ど と う ず

（男浪
お な み

図と女浪
め な み

図）（桐板着色。無款。各 94.5×96.5 北斎

館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

女浪図の枠図左下の天使 

 

 

 

【女浪図】                               【男浪図】 

★斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

日記、弘化 2年 6月 8日条「北斎 春より信州へ参候よし」とある。 

★江戸に帰って後、天秤棒の杖をつくようになったと伝えられる。 

 

●読本『釈迦
し ゃ か

御一代
ご い ち だ い

記
き

図絵
ず え

』(正月。『釈迦
し ゃ か

御一代記
ご い ち だ い き

図絵
ず え

』(『釈迦一代記図絵』『釈迦御 

一代図絵』『釈迦如来御一代図絵』『釈尊御一代記図絵』『世尊一代図絵』とも。4月。 

大本六冊。一編表紙見返しに「山田意斎
や ま だ い さ い

編撰 前北斎卍老人繍像
しゅうぞう

」とある。天保 6年 2月 

起画稿。六編裏表紙裏に「弘化二年乙巳
き の と み

年
のとし

仲夏
ち ゅ う か

吉辰発兌
は つ だ

」とある。一編表紙見返しに稲田
い な だ

 

玉山堂
ぎょくさんどう

・岡田群
お か だ ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

版。六編奥付には越後屋
え ち ご や

治
じ

兵衛
へ え

（京都）、山城屋
や ま し ろ や

佐
た さ

兵衛
へ え

（江戸）、 

河内屋
か わ う ち や

茂
も

兵衛
へ え

（大阪）とある。見開き縦組みの図。18.0×25.5 島根県立美術館：永田 

ｺﾚｸｼｮﾝ/弘前市立弘前図書館/太田記念美術館/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫/ラ 
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イデン大学図書館蔵)  

※京都・江戸・大坂で刊行された 55話の読 

本仕立ての仏本
ぶ つ ぼ ん

。 

『釈迦御一代記図絵』一編(ARC 古典籍ﾎﾟｰﾀﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ) 

右「大恩教主
だいおんきょうしゅ

釈迦牟
し ゃ か む

尼
に

如来
にょらい

法像
ほうぞう

」 

左「悉陀大師
し つ だ だ い し

之
の

后妃
こ う ひ

耶偸陀
や す だ

羅
ら

女像
にょぞう

」 

●扇面画「朝顔図
あ さ が お ず

」（紙本着色扇面。八十

六叟卍筆。印應。12.8×38.2） 

※扇面右半分に、朝顔の蔓
つ る

と花を描く。北斎の落款で、娘応為の印影

「應」が押されている例は、弘化 4 年（1847）肉筆扇面画「亀図」があ

る。北斎が描き、何かの事情で「應」を捺したか、応為が描き、北斎の

落款を書いたか不明。図は、扇を開いた右半分に青と赤の朝顔と、その

蔓
つ る

が扇の中央上部へと伸びて、別の朝顔の花に続いている。扇の骨跡が

あるので、実際に使われていたか。 

落款と印影「應」（久保田一洋『北斎娘・応為栄女集』ｐ86より転載） 

●肉筆画「 寿
ことぶき

字
じ

に唐子図
か ら こ ず

」（唐子ハ八十六歳卍筆。印富士の形。ボスト

ン美術館蔵） 

※「寿」字の下に「御事婦帰 無量
む り ょ う

目出度
め で た く

存 候
ぞんじそうろう

 

九十八翁
お う

 花井
は な い

白叟
は く そ う

書」とある。花井白叟の書

に、「注文者の依頼か、あるいは北斎自らの意思によってかは明らか

でないが、急遽二人の唐子
か ら こ

が描き加えられたと思われる。」と『ボス

トン美術館浮世絵名品展 北斎』図録で解説される。 

 花井白叟は弘化元年（1844）に『武江年表』等に長者の一人とし

て北斎と共に記された。       寿字に唐子図（ボストン美術館） 

●肉筆画「松魚図
か つ お ず

」（於深谷之駅 画狂老人卍筆齢八十六歳 印富

士の形）。昭和十年三月、東京美術倶楽部「三楽荘某家 所蔵品入

札」の出品目録に収められたが、戦災時に焼失したか、現在所在不

明。初鰹の図とすると六月頃、小布施に向かう途中、中山道
な か せ ん ど う

の深谷
ふ か や

での作か（久保田一洋

編著『北斎娘 応為栄女集』ｐ40）。 

●肉筆画「双龍図
そ う り ゅ う ず

」（絹本双幅。フリーア美術

館蔵） 

●肉筆画「えび さば あわび」（紙本着色一

幅。画狂老人卍筆八十六歳 印富士の形。31.4

×53.1 北斎館蔵）   

えび さば あわび（北斎館） 
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※鯖
さ ば

の上に乗るように大きな鮑
あわび

がある。鯖の頭の先に、長いひげをくの字に投げ出してい

る海老。 

●屏風画「雨
う

霧
む

山水図
さ ん す い ず

」（紙本双幅淡彩。画狂老人卍筆 八十六齢 印不明） 

☆〈霧図
き り ず

〉(129.8×59.8) 

※近景に二人の人物に樹木が描かれ、図の中景には霧に霞む風景。川を行き交う舟と対岸

の岩上の家屋。 

☆〈雨図
あ め ず

〉(129.8×59.9) 

※図の上から下に降りしきる雨が刷毛で一気に描かれる。 

 

弘化
こ う か

3(1846） 丙
ひのえうま

午  87 歳  三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

、画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

、北斎為一老人八右衛門
ほ く さ い い い つ ろ う じ ん は ち え も ん

、

八十七老卍
はちじゅうしちろうまんじ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十七歳
はちじゅうしちさい

、藤原
ふじわらの

祐則
す け の り

、不随老人卍
ふ ず い ろ う じ ん ま ん じ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十七歳
はちじゅうしちさい

、八十七
はちじゅうしち

老人
ろ う じ ん

 

□印葛
か つ

しか、一顆
い っ か

、富士
ふ じ

の形
かたち

：阿栄
お え い

(49)  

◇1月 15日、江戸小石川より出火。江戸大火。 

◇4月、イギリス人ベッテルハイムが那覇に上陸、布教活動を行う。 

◇5 月 27 日、アメリカ東インド艦隊司令長官ビッドルが浦賀に入港、通商を求めるも拒絶

される。 

◇6月・7月、利根川
と ね が わ

堤防決壊。本所・深川地区浸水被害。 

◇7月 20日、アメリカの東インド艦隊ビッドル長官が浦賀に入港し通商を要求。 

◇長崎オランダ商館江戸参府。 

◇この年から検閲印は名主
な ぬ し

二人の双印
そ う い ん

となる。 

 

★「本郷
ほ ん ご う

丸山
ま る や ま

鐙
あぶみ

坂下
さ か し た

」（現東京都文京区本郷
ほ ん ご う

4-20 と 30 の間の坂）に住んだか、あるいは

住もうとしたか（『葛飾北斎伝』ｐ30）。 

※1 月 9 日付本間北曜
ほ く よ う

宛手紙では、義理の娘（次男崎
き

十郎
じゅうろう

の妻）が思い病を患っているこ

とや、本郷
ほ ん ご う

丸山町
まるやまちょう

鐙
あぶみ

坂下
さ か し た

の武家屋敷に住む次男加
か

瀬
せ

崎
き

十
じゅう

郎
ろ う

の所へ引っ越そうかと考えてい

ると言っている（2017『北斎―富士を越えて』図録所収「逆順で語る晩年の北斎」ティモ

シー・クラーク ｐ17）。 

※書簡は次の通り。 

「舌代
ぜ つ だ い

 満寿々々
ま す ま す

御安康之趣
ご あ ん こ う の お も む き

奉 喜 慶 候
よろこびけいしたてまつりそうろう

/当地
と う ち

無事
ぶ じ

ニ罷有候
まかりありそうろう

乍 憚
はばかりながら

御安
ご あ ん じ

/慮可被下候
おそれくださるべくそうろう

拙
せ つ

老儀
ろ う ぎ

も数々
か ず か ず

取込
と り こ み

出来仕
いできつかまつり

/其
そ の

上嫁
う え よ め

（崎
き

十郎
じゅうろう

の嫁）大病
たいびょう

にて兎角者
と か く は

多用
た よ う

ニて/筋
す じ

ニ寄
よ

り 候
そうらは

者
ば

倅方
せがれかた

へ同居仕候
どうきょつかまつりそうろう

哉
や

ニ御座候
ご ざ そ う ろ う

/何
い ず

れ三月
さ ん が つ

此
ま で

ニ者
は

委
く わ

しく細書
さ い し ょ

ニ可申上候
もうしあぐべきそうろう

/先者
ま ず は

御状
ご じ ょ う

御受而已
お う け の み

如此御座候
かくのごときござそうろう

 恐々
きょうきょう

/正月
しょうがつ

九日
こ こ の か

出
で

/三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

/九拝
きゅうはい

/北曜
ほ く よ う

君
く ん

/「玉
ぎょく

」机下
き か

」（ルビは筆者

による） 
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★春頃、西両国
にしりょうごく

（隅田川西岸）に住むか。8 月 13 日の笠亭仙果
り ゅ う て い せ ん か

（高橋
た か は し

広道
ひ ろ み ち

）の書簡(後述)

による。「（北斎は）春ごろも、雨ふりにあしだ（足駄）をはいて、日本橋までも西両国

の辺からゆきゝして、へともをもはぬたつしや」とある。 

【大坂の偽北斎・百歳の余までハ､死亡之沙汰ハ、まづ休みに仕候】 

★弘化 3（1846）年 4 月 24 日、日本橋通
に ほ ん ば し ど お り

二丁目、書肆
し ょ し

嵩山房
す う ざ ん ぼ う

(小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

)宛の手紙

（御祝儀
ご し ゅ う ぎ

本受取
ぼ ん う け と り

挨拶
あ い さ つ

）の末文に、「北斎」の落款号を 30 年前（文化 13 年）に門人新吉原
し ん よ し は ら

の引手
ひ き て

茶屋
ぢ ゃ や

主人、亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

に譲った旨の記事あり。ここで大坂の偽北
に せ ほ く

斎
さ い

のことを大坂の

書肆
し ょ し

に訴えている。 

「此節
こ の せ つ

門人
も ん じ ん

戴斗
た い と

の画
え

を北斎
ほ く さ い

と唱
と な

へ候
そうろう

由
よ し

、是
こ れ

ハ注新吉
し ん よ し

原
は ら

亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

と申者
もうすもの

へ、三十年
さんじゅうねん

以前
い ぜ ん

ゆ

づり遣
や り

し 候
そうろう

。満
みだり

に戴斗
た い と

の画
え

を、北斎
ほ く さ い

と申
もうし

ふらし 候
そうろう

儀
ぎ

、 甚
はなはだ

不埒之
ふ ら ち の

儀
ぎ

、能
よ く

能
よ く

御吟味被下度
お ぎ ん み く だ さ れ た く

、

殊
こ と

に拙老
せ つ ろ う

死候
しにそうろう

などゝ
と

申
もうす

儀
ぎ

も節々
ふ し ぶ し

承
うけたまわ

り候
そうろう

。老人
ろ う じ ん

儀
ぎ

ハ、百歳
ひゃくさい

の余
よ

までハ､死亡之
し ぼ う の

沙汰
さ た

ハ、ま

づ休
や す

みに 仕 候
つかまつりそうろう

。其段
そ の だ ん

も御
ご

承
しょう

知
ち

被遊
あそばされ

可被下候
くだされるべくそうろう

以上
い じ ょ う

。 

画狂
が き ょ う

老人
ろ う じ ん

  

大坂                             卍三拝
まんじさんぱい

  

 書物屋
し ょ も つ や

衆中
しゅうちゅう

様
さ ま

」（『葛飾北斎伝』P104） 

注）是ハ：「北斎」号を指す。北斎号は 32 年前の文化 11 年（1814）12 月に譲っている。

亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

は二代目北斎となる。 

【犬北斎はあっても、北斎名には二代目なし】 

★「（略）二代目蓋
け だ

し北斎には、二代目なし。かの戴斗
た い と

の名を譲られし亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

注、後

に大坂に至り、戴斗なり、北斎なりと唱へ、絵本類など画
え が

き、又絹紙などへも多く画
え が

きた

り。当時大坂にては、真の北斎なりしとし、大
おおい

に行
おこな

はれしが、後に事顕
あ ら

はれて、二代目北

斎なりと称へたるなるべし。余
よ

近日
き ん じ つ

此
こ

の大坂北斎の一画を見たりしが、画
え

および印面は、

真の北斎の如くなれども、落款の文字異なれり。幅面の時代は、五十年前後のものなれば、

これかならずかの喜三郎
き さ ぶ ろ う

が画
え

なるべし。当時の人、既に真の北斎にあらざるを知りて、大

坂北斎と称へ、又師恩を顧みずして師名を詐
いつわ

るは、人にして人にあらずとて、これを卑
いやし

み、

犬
い ぬ

北斎
ほ く さ い

と呼びたり」（『葛飾北斎伝』ｐ107～108 ルビは筆者による） 

注）飯島虚心の誤り。戴斗号を譲られたのは亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

（深川
ふ か が わ

海辺
う み べ

大工
だ い く

町
ま ち

の橋本
は し も と

喜三郎
き さ ぶ ろ う

：

『浮世絵類考』ｐ203）ではなく、門人北泉
ほ く せ ん

である。彼が大坂に行き、二代目戴斗ではな

く北斎と名乗ったことに北斎は怒っているのである。北泉は、戴斗以外に、洞庭舍
ど う て い し ゃ

、昇山
しょうざん

、

玄
げ ん

龍
りゅう

斎
さ い

、米
べ い

華
か

斎
さ い

、米
べ い

華道人
か ど う じ ん

、などとも号している（楢崎宗重『北斎論』ｐ373）。二代目

北斎は門人亀屋
か め や

喜三郎
き さ ぶ ろ う

と考えられる。 

※『増補浮世絵類考』には「戴斗（文化文政の人）俗称伴
ば ん

右
え

衛門
も ん

 遠藤氏（小笠原家浪人

なり）始は北泉
ほ く せ ん

、（居住
きょじゅう

麹町
こうじまち

平川町
ひらかわちょう

天神前
て ん じ ん ま え

にありしが後は不知
し ら ず

）北斎の門人なり、名を

譲受
ゆ ず り う

けて二代目戴斗
た い と

と云
い う

、画風師の筆法を能
よ

く学び得たり。真偽やゝもすれば不知
し ら ず

、「新」

注世に犬
い ぬ

北斎
ほ く さ い

といふ（略）」（『浮世絵類考』岩波文庫版ｐ158） 
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注）「新」は、『新増補浮世絵類考』（竜田舍秋錦編、慶応 4 年：1868）の記事を指す。

その記事を以下に記す。 

「始
はじめ

北泉号
ほくせんとごうす

。俗称
ぞくしょう

遠藤
え ん ど う

伴
ば ん

右
え

衛門
も ん

。麹町
こうじまち

平川
ひ ら か わ

天神前
て ん じ ん ま え

に住
じゅう

す。小笠原家
お が さ わ ら け

の浪人
ろ う に ん

なり。後師
の ち し

の名
な

を譲
ゆ ず

り受
う け

て二代戴斗
に だ い た い と

となり、画風師
が ふ う し

の筆法
ひ っ ぽ う

を能
よ

く学
ま な

び得
え

たり。真偽
し ん ぎ

やゝもすれば見
み

まかふ

計
ばかり

なり。世
よ

に犬
い ぬ

北斎
ほ く さ い

といふ。浪花
な に わ

の刻
こ く

本
ほ ん

多
お お

くあり」（句読点・ルビは筆者による。「国立

国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝ」より） 

【紺縞の木綿を着、六尺の天秤棒の杖と草鞋履き】 

★柳亭梅彦
りゅうていうめひこ

談「梅彦
う め ひ こ

氏曰
い わ

く、北斎翁が平常の扮装
ふ ん そ う

は、 甚
はなはだ

奇
き

なり。衣服は、嘗
かつて

絹類
き ぬ る い

を用
も ち

ゐ

しことなく、又流行
りゅうこう

の服を着せしことなし。あらき手織
て お り

の紺
こ ん

縞
じ ま

などの木綿
も め ん

を着し、上には、

柿
か き

色
い ろ

の袖
そ で

なし半天
は ん て ん

を着し、六尺
ろくしゃく

有余
ゆ う よ

の天抨
て ん び ん

（「秤」の誤り）棒
ぼ う

を、杖
つ え

にかへ、草鞋
わ ら じ

或
あるい

は

麻裏
あ さ う ら

草履
ぞ う り

をはきて、あるきたり。其
そ の

の杖
つ え

、 恰
あたかも

かの阿
お

染
そ め

久松
ひ さ ま つ

の演劇中にある、質店の

久作爺
きゅうさくじい

注の姿のごとし」（『葛飾北斎伝』所収、ｐ206）。杖を突いた様子は天保 13 年

（1842）自画像を参照。 

注）久作爺：歌舞伎「お染久松色読販
そめひさまつうきなのよみうり

」などに登場する久松を引取る人物。 

【画風公聴に達す】 

★清水
し み ず

侯
こ う

が浅
あ さ

草
く さ

観音
か ん の ん

に詣
も う

でるついで、北斎を伝法院
で ん ぽ う い ん

に招いて揮毫
き ご う

させたという。 

「生涯
しょうがい

の面目
め ん ぼ く

は、画風
が ふ う

公聴
こうちょう

に達
た っ

し注、御成先
お な り さ き

に於
お い

て席上画
せ き じ ょ う が

上覧
じょうらん

度々
た び た び

あり、希代
き だ い

の妙手
みょうしゅ

と云
い

ふべし。」（弘化 3年、斎藤月岑書『増補浮世絵類考』、明治 18年版『東洋絵画叢誌』13

巻所収。岩波文庫『浮世絵類考』ｐ145に同様記事あり）。 

注）公聴に達し：このエピソードがいつのことかは不明。あるいは、天保 3 年（1832）に

記載した「立田川」のエピソードなども含むか。 

【めがねをかけず、背も曲がらず、健脚の達者】 

★弘化 3 年 8 月 13 日付、笠亭仙果
り ゅ う て い せ ん か

（1804～68。二世柳亭種彦
りゅうていたねひこ

。戯作者。狂歌師）が医師

平出
ひ ら い で

順
じゅん

益
え き

への書簡で北斎の達者ぶりを記している。 

「北斎も九十に近し、八十七八か。今にめがねをかけず曲
きょく

がき、せもかがまず、はんした

（版下）が出来申候
できもうしそうろう

。春ごろも、雨ふりにあしだ（足駄）をはいて、日本橋までも西両国
にしりょうごく

辺からゆきゝして、へともおもはぬたつしや」（土山節子「北斎晩年のおもかげ」〈『日

本歴史』150 号〉の記事を、永田生慈が「北斎の生涯」〈『浮世絵八華５北斎』所収ｐ

138〉で紹介している。ルビ・書き込みは筆者による）。 

【雨でも草鞋、法華経を唱え歩き、雑談を厭う】 

★天保末期～弘化期頃の北斎の様子。 

「露木
つ ゆ き

氏曰く、北斎翁は、外に出づるに、下駄
げ た

を用ゐしことなく、又雪駄
せ っ た

を用ゐしこと

なし。雨降り道路あしき時は、草鞋
わ ら じ

を穿
う が

ち（履
は

き）、雨晴れ泥土
ど ろ つ ち

かは
わ

けば、麻裏
あ さ う ら

草履
ぞ う り

を用

ゐたり。露木
つ ゆ き

氏曰く、翁は、常に、法華経
ほ け き ょ う

普
ふ

賢品
け ん ほ ん

注 1 の呪文
じ ゅ も ん

、阿
ア

檀地
タ ン ダ イ

注 2 を唱
と な

ふ。途中にて

も、止むことなし。翁曰く、此
こ

の呪文
じ ゅ も ん

を唱
と な

へ、歩行する時は、知る人に遇
あ

ふも、眼に入ら
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ず。甚
はなはだ

奇妙
き み ょ う

なりと。これ蓋
け だ

し呪文
じ ゅ も ん

を唱
と な

ふに 専
もっぱら

にして、眼に入らざるなり。翁は、常に途

中人に遇
あ

ひ、雑談することを厭
い と

ひたり」（『葛飾北斎伝』ｐ206～207。ルビは筆者による） 

注 1）法華経
ほ け き ょ う

普
ふ

賢品
け ん ほ ん

：法華経
ほ け き ょ う

二十八品
に じ ゅ う は ち ほ ん

の一。普賢菩薩
ふ け ん ぼ さ つ

勧発品
か ん ぼ つ ほ ん

のこと。 

注 2）阿
ア

檀地
タ ン ダ イ

：「阿
ア

檀地
タ ン ダ イ

、檀陀婆
タ ン ダ バ

帝
テ イ

、檀陀婆
タ ン ダ バ

帝
テ イ

」の呪文（『葛飾北斎伝』ｐ207脚注）。 

【病気再発する】 

★12月 6日、神山
か み や ま

熊
く ま

三郎
さ ぶ ろ う

宛書簡で体調不良で歩くことが困難と知らせる。 

「（略）此
こ の

節
せ つ

病気再発歩行仕 兼
つかまつりかね

（略）」（『年譜』ｐ108）。 

【最後の読本挿絵】 

●読本『源氏一統誌
げ ん じ い っ と う し

』（3 月。五冊。松亭中村源八郎定保
し ょ う て い な か む ら げ ん ぱ ち ろ う さ だ や す

輯
しゅう

、北斎為一老人八右衛門画。

松亭金水
し ょ う て い き ん す い

作。菊屋
き く や

幸三郎
こ う ざ ぶ ろ う

（金
き ん

幸
こ う

堂
ど う

）版 島根県立美術館：永田コレクション/国立公文書

館蔵）      『源氏一統志』（国立公文書館） 

※北斎は初巻から 4 巻までの 5 冊に挿絵を描

く。読本挿絵の最後の本とされる。 

●肉筆画「羅漢図
ら か ん ず

」(紙本着色一幅。八十七老

卍筆。印葛しか。127.4×52.0 太田記念美術

館蔵)  

※文化 7 年～14 年の「羅漢図
ら か ん ず

」同様、羅漢
ら か ん

が

鉢
は ち

をかざし、立ち上る煙の

中に龍を示す朱色の稲妻
い な ず ま

が描かれる。北斎は、鉢
は ち

を掲
か か

げて毒
ど く

龍
りゅう

を制する

力を持つ伐那婆斯
ば な ば な し

尊者
そ ん じ ゃ

（十六
じゅうろく

羅漢
ら か ん

の一人）を描いたと思われる。また、

『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』二編に描かれた「半諾
は ん た

（託）迦
か

尊者
そ ん じ ゃ

」（十六羅漢の一人）

と酷似しているので半託迦
は ん た か

尊者
そ ん じ ゃ

ではないかとの説もある（『原色浮世絵

大事典』8巻）。    

羅漢図（部分：太田記念美術館） 

●肉筆画「双鶴図
そ う か く ず

」(紙本着色一幅。八十二歳の大岡
お お お か

雲
う ん

峰
ぽ う

（1765～1848）との合筆。画狂老人卍筆齢八十七

歳。印葛しか。88.3×42.0 島根県立美術館：永田ｺﾚ

ｸｼｮﾝ蔵) 

※雌雄
し ゆ う

二羽の丹頂
たんちょう

鶴
づ る

を合筆した図。北斎は右側の鶴を描く。二羽の鶴の

羽の白さが胡粉
ご ふ ん

により鮮やかに描かれる。雲
う ん

峰
ぽ う

の落款は「八十二翁雲

峰」とあり八十七歳の北斎にもあやかり、長寿を願った人から依頼され

た図といわれる。    双鶴図（島根県立美術館：2005『北斎展図録』より転載） 

●肉筆画「富嶽
ふ が く

と徐
じ ょ

福
ふ く

」（絹本着色一幅。弘化三年ノ季冬 藤原
ふじわらの

祐則
す け の り

筆。印一顆。86.5×

26.9北斎館蔵） 

※富士に向かって両手を広げ、赤い帽子を被って向こう向きの徐
じ ょ

福
ふ く

。 
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富嶽と徐福（北斎館） 

●肉筆画「朱描鍾馗図
し ゅ び ょ う し ょ う き ず

」(絹本朱描き着色一幅。八

十七老卍筆。印富士の形。58.4×30.5 すみだ北

斎美術館/メトロポリタン美術館蔵) 

※朱画きの鍾馗
し ょ う き

は男児の疱瘡
ほ う そ う

除
よ

けの力があると信じ

られている。腕を組み全身朱書きの鍾馗が正面を見

据える図。      朱描鍾馗図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「朱描
しゅびょう

鍾馗図
し ょ う き ず

」（絹本着色一幅。不随老人
ふ ず い ろ う じ ん

卍筆 齢八十七歳。印葛しか。108.0×38.5 すみ

だ北斎美術館蔵） 

※弘化元年の「朱描鍾馗図
し ゅ が き し ょ う き ず

」同様、朱書きの鍾馗

図。右手に刀剣を下げ持ち、身体をやや左にねじり、

正面を見据えた図。   朱描鍾馗図（すみだ北斎美術館） 

●「かれい・めばる・さより図」（紙本着色。掛幅。八十七老人筆。

印富士の形。31.4×53.1 北斎館蔵） 

※北斎周辺の画家の作ともいわ

れる。さよりの鋭い頭が左下に

向き、かれいとめばるの頭はさ

よりと交差するように左上を向

いている。 

かれい・めばる・さより図（北斎館） 

●肉筆画「波涛図
は と う ず

」（絹本着色一幅。八十七老卍筆。印葛しか。117.1

×44.6 個人蔵） 

※波が灯台のある岸壁に沿うように打寄せ、手前の台地と対角線の構

図をとる。遥か水平線に半島が伸びている。翌年の弘化 4 年（1847）にも同画題の絵（フ

リーア美術館蔵）があり左右反転して描いている。 

●肉筆画「月下芋洗図
げ っ か い も あ ら い ず

」（絹本着色一幅。八十

七老卍筆。印葛しか。個人蔵） 

※満月の下、桶
お け

の淵
ふ ち

に乗り、交差した棒で桶の

中の芋を洗う農夫。この画趣は『森冶版中判藍

摺シリーズ』（天保 2 年頃）の〈老人
ろ う じ ん

芋
い も

洗
あらい

〉で

も描いている。 

月下芋洗図（ジャパンサーチより：モノクロ） 

●肉筆画「豫
よ

譲
じょう

」（紙本着色一幅。八十七老卍

筆。印葛しか。光ミュージアム蔵）     
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※豫譲は、中国春秋時代、晋
し ん

の生まれ。紀元前 453 年、趙無恤
ちょうむじゅつ

との戦い

で主君の智瑶
ち よ う

の死の仇を討つべく計ったが、囚われの身となり、最期の

願いとして趙無恤の衣服を斬り

つけた後、自刃した人物（『史

記』刺客伝）。 

図は、主君の仇を討ち、図の

右から飛んでくる矢に自ら胸を

開く豫譲を描く。文政 10 年～11

年にも豫譲を描いている。 

豫譲（光ミュージアム） 

●肉筆画「登
のぼり

龍図
り ゅ う ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆 齢八十七歳。印富

士の形。112.6×33.5 個人蔵） 

 縦長図の上に首を向け、図下に「の」字の様に尾を丸めて登る龍を墨

絵風に描く。龍の形に添うように黒雲が描かれる。        

登龍図（Web 千葉日報より） 

 

弘化
こ う か

4(1847）丁未
ひのとひつじ

 88 歳 八
は ち

右
え

衛門
も ん

、み浦
う ら

や八
は ち

右
え

衛
も

門
ん

、細画葛飾卍
さ い が か つ し か ま ん じ

老人
ろ う じ ん

、八十八老卍
はちじゅうはちろうまんじ

、

画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

試筆
し ひ つ

齢
よわい

八十八歳
はちじゅうはっさい

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

齢
よわい

八十八歳
はちじゅうはちさい

、前北斎改画狂老人卍
さきのほくさいあらためがきょうろうじんまんじ

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

齢
よわい

八十八歳
はちじゅうはっさい

、八十八老人卍
はちじゅうはちろうじんまんじ

、齢八十八老卍
よわいはちじゅうはちろうまんじ

、俗姓中島鐡蔵
ぞくしょうなかじまてつぞう

藤原
ふじわらの

為一
い い つ

 □印葛
か つ

しか、 百
ひゃく

、

北斎宗
ほ く さ い そ う

理
り

：阿栄
お え い

(50)  

◇疱瘡
ほ う そ う

が流行する。 

◇徳川
と く が わ

慶喜
よ し の ぶ

、一橋家
ひ と つ ば し け

を継ぐ。 

◇8月 1日、小林清親
こ ば や し き よ ち か

生（～1915）。 

○阿栄
お え い

「「絵入日用女重宝句
え い り に ち よ う お ん な ち ょ う ほ う き

」(高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

作。挿絵。木版画 2 点のみの一つ)。江戸で名声

を得る（Richaed Lane「Patricia Flster,Japanese Women Artist」より）。高井蘭山の序

文は文政 12年（1829）だが刊行はこの年。 

 

★1月頃、浅草田町
あ さ く さ た ま ち

一丁目、本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

などに住むか（飯島虚心『葛飾北斎伝』）。 

※2月 1日、神山
か み や ま

熊
く ま

三郎
さ ぶ ろ う

宛書簡に「田町
た ま ち

壹丁目 み浦
う ら

や八右衛門
は ち え も ん

拝」とあるとという（『年

譜』資料 26による）。 

★この頃、浅草
あ さ く さ

馬
う ま

道
み ち

にも住むか。 

【松代藩士宮本慎助に「日新除魔」の絵を渡す】 

★『葛飾北斎 日新除魔帖』（村山旬吾編 明治 40 年 1 月。国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮ

ﾝ）によれば、北斎が小布施滞在中に宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

が絵を求めたところ、江戸に帰ったら絵を

送ると約束したにもかかわらず、数年しても送って来ない。そこで、弘化 4 年に江戸に行
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った折、浅草田町
た ま ち

の北斎宅を探し当て、約束の絵を求めると、北斎は「漫画」の作業に忙

しく、未だ絵をなさずと言う。側にいたお栄が気の毒に思い、日頃溜めおいた日新除魔の

画を宮本慎助に与えたとしている（ｐ4）。 

天保 13 年～14 年に描いたもの 219 図を、浅草の北斎宅に訪れた小布施
お ぶ せ

の松代
ま つ し ろ

藩御典医

宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に与えた。あるいは応
お う

為
い

が与えたか。宮本慎助は後にこれらを仮とじにし、息子

の宮本
み や も と

仲
ちゅう

氏が画帖仕立てにしたことが「先考
せ ん こ う

遺墨
い ぼ く

」（宮本
み や も と

仲
ちゅう

氏による宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

の記録）に

よって知られる。 

★北斎は松代藩士・宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に渡した「日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

」に依頼されて序文と落款を記した。 

自序に「日新除魔と号して朝な〱
あさな

画
え が

き捨たるを、高君子
こ う く ん し

の応需
お う じ ゅ

て
で

、末世
ま っ せ

の一笑
いっしょう

となりし

は、今更
い ま さ ら

汗顔
か ん が ん

をぬぐふのみ。三浦屋八
み う ら や は ち

右
え

衛門
も ん

 印葛しか 国
く に

の屋
や

注高君」とある（同書ｐ

7）。 

注）国の屋：宮本慎助の俳号。 

【この年応為は 50余歳か】 

★「先考
せ ん こ う

遺墨
い ぼ く

」は、「日新除魔帖」に貼り付けた添書で、「先考遺墨 仮綴
か り と じ

除魔帖
じ ょ ま じ ょ う

表紙之一
ひ ょ う し の い ち

 以為参考
もってさんこうとなす

矣 仲
ちゅう

 印」という別紙が貼られ、この書面の左下に、小さく応為に

ついて次の様に書かれているという。「娘といふ者〔名栄〕今/五十余齢也
れ い な り

此娘子
こ の む す め ご

と/二人

暮しにて食料毎
ま い

/日
に ち

三度共
と も

買上
か い あ げ

ニ而
て

暮すといふ」（久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』ｐ

137より） 

 お栄という娘と二人暮らしで食事は三度共店屋物で暮らすというのである。「五十余齢」

とあるが、これは実際の年齢なのか、宮本仲の印象なのか同誌では不明としている。 

【長寿の薬】 

★『
「

日新除魔帖
に っ し ん じ ょ ま じ ょ う

』の識語
し き ご

の追記にある長寿の薬の調剤。これを手書きにして宮本
み や も と

慎
し ん

助
す け

に与

えた。 

「龍
りゅう

眼
が ん

肉
に く

（筆者注：ムクロジ科の常緑
じょうりょく

喬木
きょうぼく

の果実の種子）、皮
か わ

を去り目方
め か た

拾六匁
じゅうろくもんめ

 太白
た い は く

砂糖
ざ と う

八
は ち

匁
もんめ

 極上焼酎
しょうちゅう

壱升
いっしょう

 壺ヘ入レ能々
よ く よ く

封シ日数六十日置キテ朝夕猪口
ち ょ こ

ニ而
て

二ツ宛
あ て

御用
も ち

ヒ 

右者
は

長寿の薬ニ而
て

候
そうろう

 此
こ の

故
ゆ え

に八十八歳之
の

只今迄
た だ い ま ま で

無病ニ而
て

罷有候
まかりありそうろう

 画狂老人卍 印百 齢

八十八歳」（『葛飾北斎 日新除魔帖』国華社 明治 40年 10月。国立国会図書館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺ

ﾚｸｼｮﾝより） 

※名古屋の墨僊
ぼ く せ ん

から教えられた自家薬。 

「竜眼
りゅうがん

肉
に く

（ムクロジの実）、柚子の皮、茯苓
ぶくりょう

（サルノコシカケ）、附子
ぶ す

（トリカブト）、

大黄
だ い お う

（タデ）、蒼朮
そうじゅつ

（オケラ菊の根）、太白
た い は く

（純良）の砂糖を混ぜ、薄めた焼酎で煮詰め

る」（仁田義男『画狂一代 小説葛飾北斎』ｐ200）これを 60 日間置く。朝晩 2 回、猪口
ち ょ こ

二杯ずつ飲む。 

※当時広く読まれた『珠術萬宝全書
きゅうじゅつまんぽうぜんしょ

』（5 冊、明和元年刊）にほぼ同じ製法が記されてい

るという。 

「病
やまい

を除
の ぞ

き 寿
ことぶき

を延
の ぶ

る薬
くすり

酒
さ け

の方
ほ う

 一
はじめ

極上
ごくじょう

焼酎
しょうちゅう

壱升
いっしょう

 龍
りゅう

眼
が ん

肉
に く

拾六
じゅうろく

匁
もんめ

 皮肉
ひ に く

を去
さ

り 一大白砂糖
だ い し ろ ざ と う
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八
はち

匁
もんめ

 右
み ぎ

、壷
つ ぼ

へ入
い

れ固
か た

く封
ふ う

じ、三十日
さんじゅうにち

過
す ぎ

て口
く ち

をひらき用
も ち

ゆべし。其味
そ の あ じ

香
こ う

バしく甘美
か ん び

にして

能
よ く

神
たましい

を安
やすん

じ、智
ち

をまし顔色
がんしょく

を潤
うるお

し、病
やまい

を除
の ぞ

き年
と し

を延
の ぶ

るの名酒
め い し ゅ

なり。常
つ ね

に用
も ち

いて甚
はなはだ

効
こ う

あり」

（『北斎美術館３美人画』ｐ156より 句読点・ルビは筆者による） 

【この頃から「百」に執着】 

★百歳への執着から「富嶽
ふ が く

百景
ひゃくけい

」「百人一首
ひゃくにんいっしゅ

姥
う ば

が絵
え

解
と き

」などに「百」を用いた。他に

「名橋
めいきょう

百景
ひゃっけい

」「異本百花撰
い ほ ん ひ ゃ っ か せ ん

」「百家
ひ ゃ っ か

奇術
き じ ゅ つ

」「狂画
き ょ う が

草
そ う

筆
ひ つ

百眼
ひゃくがん

」「百寿百
ひゃくじゅひゃく

福
ふ く

」「温泉
お ん せ ん

百景
ひゃっけい

」

「月下
げ っ か

百景
ひゃっけい

」「一百
いっぴゃく

自然
じ ね ん

絵
え

」「百馬百
ひゃくばひゃく

牛
ぎゅう

」などの執筆に意欲を示したが上梓されず（安田

剛蔵「葛飾北斎改名考―北斎は五度改名した」『在外秘宝 葛飾北斎』所収）。 

【蚊帳を売って観劇する】 

★飯島虚心『葛飾北斎伝』では、清水
し み ず

晴風
せ い ふ う

の話として次のエピソードを伝える。 

7 月、尾上
お の え

梅
ば い

寿
じ ゅ

が、市村
い ち む ら

座「尾上
お の え

梅
ば い

寿
じ ゅ

（梅
ば い

幸
こ う

）一代
い ち だ い

噺
ばなし

」の『東海道五十三次』（四世

鶴屋
つ る や

南北
な ん ぼ く

の、各宿場に怪談仕立
じ た

ての話を盛り込んだ怪談劇）を観てほしいと伝えたところ、

北斎は家の蚊帳
か や

を売り、金二
に

朱
し ゅ

注を持って観劇した。その後、二
に

朱
し ゅ

を梅
ば い

幸
こ う

に渡し本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

の家に帰る。その後、夜毎
よ ご と

蚊に刺されるが落着いて平常に仕事をした。後に友人が蚊帳を

買って北斎に与えたという（ｐ91～92）。 

注）金二朱：8分の 1両。この頃 1両＝6500文（天保 14年に改定に高騰しているので約

162,500万円（1文＝25円で換算）。162,500万円÷8＝20,312円になる。 

「嘗
かつて

梅
ば い

幸
こ う

が一世一題
マ マ

の演劇、東海道五十三次注 1 を演ぜし時、北斎の来
き た

りて一覧
い ち ら ん

せんを請
こ

ふ。頃
こ ろ

しも夏
な つ

時
ど き

、北斎夜々
よ よ

其
そ

の用
も ち

ゐる所の蚊帳
か や

を売り、金
き ん

弐
に

朱
し ゅ

を得て、これを 懐
ふところ

にし、

劇場に赴
おもむ

き、一覧の後、かの二
に

朱
し ゅ

を紙に包み、梅
ば い

幸
こ う

に与へ、本所
ほ ん じ ょ

石原
い し わ ら

の家に帰りたり。

抑
そもそも

本所の地は、卑湿
ひ し つ

にして、蚊多し、夏
なつの

夜
よ

蚊帳
か や

の設
も う

けなければ、寝ること能
あ た

はず。北斎

蚊帳
か や

を売りて後、夜々
よ よ

蚊に刺さるれども、晏
あ ん

然
ぜ ん

筆を採
と

りて業
ぎょう

をなすこと、平常
へいじょう

の如
ご と

し。友

人 某
なにがし

これを聞き、蚊帳
か や

を購
あがな

ひて、与へたり（清水氏注 2 の話）」（『葛飾北斎伝』ｐ89～

92） 

注 1）弘化 4年（1847）7月、市村座の「尾上
お の え

梅
ば い

寿
じ ゅ

一代
い ち だ い

噺
ばなし

」を指すか（『葛飾北斎伝』ｐ91

脚注）。 

注 2）清水氏の話：清水
し み ず

晴風
せ い ふ う

(1851～1913)か。歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

の絵を学び、風俗資料収集家（同

書脚注ｐ133）。 

※清水清風は北斎没後の嘉永 4 年の生まれであるので、以上のエピソードの根拠について

は不明。 

★この年に描いた肉筆画は少なくとも 32点あるという（2017『北斎―富士を越えて』図録

所収「逆順で語る晩年の北斎」ティモシー・クラーク ｐ17）。 

【この年広重と接触したか】 

★この年 2月頃に小布施から江戸に戻る。 
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★11 月 21 日、「斉藤月岑
さ い と う げ っ し ん

の日記に“同二十一日 昼後為
い

一
い つ

君並
ならびに

庄田
し ょ う だ

氏、広重
ひ ろ し げ

へ使
つかい

やる”」

とあり、この為一は北斎のことか」と『年譜』では述べている。とすれば、北斎は広重と

接触したか。 

 

● 絵 本『 烈女百人一首
れ つ じ ょ ひ ゃ く に ん い っ し ゅ

』 （ 1 月 。一 冊 。

緑亭川柳
りょくていせんりゅう

輯。細画葛飾卍老人画。歌川
う た が わ

豊国
と よ こ く

三世

（一陽
い ち よ う

斎
さ い

豊国
と よ く に

）と共作。北斎は数葉を描くの

み。山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

（錦耕堂）版。大英博物館/

岐阜大学附属図書館/八戸市立図書館蔵）     

『烈女百人一首』（大英博物館） 

【鳳凰図天井絵下絵】 

●下絵（この頃か）。 

※弘化 5 年の岩松院
がんしょういん

天井絵「八方
は っ ぽ う

睨
に ら

み鳳凰図
ほ う お う ず

」の下絵。16 枚の紙を 4 枚×4 枚の正方形に

近い大きさに貼り合わせている。 

この下絵について久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』では次のように、下絵から天井の

本図制作の過程を説明しているので、少々長いが引用する。 

「（略）矢ケ崎
や が さ き

氏による解説は（筆者注：矢ケ崎賢次編『信濃偉人遺芳帖』に収められた

「大正六年十一月三日からの「信濃偉人遺物展覧会」の解説）『鴻山
こ う ざ ん

が岩松院
がんしょういん

の天井を描

く可
べ

く、鳳凰の下絵を書き、此
こ

れに『彩色何分奉願上候
さいしきなにぶんねがいあげたてまつりそうろう

』と書き添へて北斎の許
も と

に送った、

北斎が夫
そ

れを見て極めて丁寧に彩色して送り返して来た注、其處
そのところ

で鴻山は北斎の彩色した

鳳凰を手本として書いたのが、即ち現存して居る岩松院の天井画であるが、頗
すこぶ

る美麗なも

のである』とある。当地の呉羽宇
く れ は う

一郎
い ち ろ う

（1822～1901）『歴代枢要書』には『一、岩松院
がんしょういん

客

殿大間（長三間よこ三間）天井ノ鳳凰ハ、第廿一世珍和和尚ノ代高井三九郎
た か い さ ん く ろ う

氏（＝高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

）ノ画筆ナリ、弘化四年度ナリ、鴻山氏ト北斎卍
ほくさいまんじ

老人
ろ う じ ん

両人談合ノ上、図ヲ定メ、鴻山

先生之
こ れ

ヲ描
え が

クト云
い う

』とある（『小布施町史』昭和五十年十一月 小布施町史刊行会）。

（略） 

これら旧来より天井画は高井鴻山とされてきたが、昭和四十九年（1974）十一月九日、

現地で由良
ゆ ら

哲
て つ

次
じ

氏（1897～1979）により北斎直筆と断定され、以来当地では、北斎八十九

歳（嘉永元年/1849
マ マ

）、死の前年の大作として示されている。 

しかし、北斎は嘉永元年六月には浅草で門人本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

と面談しており、（永田生慈「再

発見 鬼図をめぐる北斎最晩年の諸問題」、『古美術』六八号 昭和五十八年十月 三彩

新社）、その他の周辺事情を勘案しても、現在では北斎直筆とする見方は否定される」 

注）久保田一洋氏は、鴻山の下絵に北斎が色の指示をしたのではなく、後に、『NHK 歴史

ドキュメント 1―北斎画 200 人いたー』（昭和 61 年 3 月 日本放送協会出版部 飯沼正治

の発言）を引き、北斎自身が下絵を鴻山に送ったことが明らかになったと述べている

（『北斎娘 応為栄女集』ｐ86～87）。 
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【鳳凰状】 

★弘化 4 年 8 月 9 日付、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

宛て書簡（高井鴻山の、岩松院
がんしょういん

天井図の下絵についての

催促に対する返事。いわゆる「鳳凰状
ほうおうじょう

」と呼ばれるもの）。 

「鳳凰之
ほ う お う の

儀
ぎ

、大延引
だ い え ん い ん

恐入候
おそいりそうろう

。彩色
さ い し き

を委
く わ

しくと被仰聞
おおせられきく

ト 候
そうろう

ならば、だうさ注のアル紙
か み

江
へ

、

此品
こ の し な

御写被下候
おうつしくだされそうらい

て、被還可被下
かえされくだされるべく

、其
そ の

句切
く ぎ り

句切
く ぎ り

ヲ一ケ所
し ょ

宛
あ て

、さゐしき 仕
つかまつ

り差上可候
さしあぐべくそうろう

。（両眼

の絵）そうならバ、なぜ此
こ の

下画
し た え

念画
ね ん が

ニ認
したた

メナイのだと、被仰候半
おおされそうらわん

ハ、此方
こ ち ら

ニも色々くり合

せのわるい時と能
よ い

イ時と、アア、儘
ま ま

なら怒
ぬ

浮世
う き よ

（絵師の画）に而御座候
て ご ざ そ う ろ う

 八月 アヽソレ 

三浦
み う ら

や八右衛門
は ち え も ん

 ハイヽハイ 九日書
こ こ の か し ょ

 高井
た か い

様
さ ま

 玉
ぎょく

机下
き か

」（『北斎大鳳凰図―北斎小布施

諸遺作と高井鴻山の功績』ｐ20（由良哲次：岩松院。平成 15年 2月 1日刊）及び『年譜』

資料 24 による。但し『年譜』では天保 14 年 8 月 9 日の書簡としている。句読点・ルビは

筆者による） 

※岩松院
がんしょういん

の天井図について、輪郭図を送るから、これをドーサ引き紙に模写して再び江戸

に送りなさい、この図は数個の区画に区切りしてあるので、こちらもたいへん忙しいので

一度にということが難しいときは、その区画を一区画ずつ彩色してさしあげるというので

ある。 

注）だうさ（ドーサ）は、明礬
みょうばん

水
す い

と薄い膠
にかわ

との液をいい、これを和紙に塗って、彩色の際

に絵の具が滲まないようにする。 

 これにより、下絵は北斎が鴻山に送ったことが分かる 

※久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』（ｐ88）では、小布施の川上安人
か わ か み や す ひ と

氏の資料として同

様の「鳳凰状」を紹介し（『季刊浮世絵』7号：昭和 38年 12月 緑園書房掲載）、弘化 4

年（筆者注：10 月）に天井図が完成していることから推察して、書簡はそれ以前の弘化 3

年 8月 6日のものとしている。 

 写し書きのため文言が若干異なっているが、参考のため重複をいとわず掲載する。 

「鳳凰
ほ う お う

之
の

儀
ぎ

大延引
だ い え ん い ん

恐入候
おそれいりそうろう

/彩色
さ い し き

ヲ委
く わ

しくと被仰聞
おおせきかされ

ト 候
そうろう

ならバ/だ
ど

うさのアル紙
か み

江
へ

此
こ の

品
し な

写被下候
うつしくだされそうらい

て/被遣可申候
つかわされもうすべくそうろう

其
そ の

句切
く ぎ

り〱
くぎり

ヲ一
い っ

ケ所
か し ょ

宛
あ て

/さゐしき 仕
つかまつ

り差上可申候
さしあげもうすべくそうろう

（絵：両目
り ょ う め

）そ

うならバ/なぜ此
こ の

下画
し た え

念画
ね ん が

に 認
したため

ナイのだと被仰候半
おおせられそうらわん

か/此方
こ ち ら

ニも色々
い ろ い ろ

くり合
あ わ

せのわるい時
と き

と能
よ

イ時
と き

と/アゝ侭
ま ま

ならぬ浮世絵
う き よ え

（絵師が踊る文字絵）に而
て

御座候
ご ざ そ う ろ う

/八月
は ち が つ

 アゝソレ 

九日書
こ こ の か し ょ

/高井
た か い

様
さ ま

 玉
ぎょく

机下
き か

/三浦
み う ら

や/（絵：うずくまる猫）八
は ち

右
え

衛門
も ん

/ハイ〱
ハ イ

」 

●岩松院
がんしょういん

天井
てんじょう

絵
え

「鳳凰図
ほ う お う ず

 下絵
し た え

」（初めの下絵。紙本墨

絵淡彩。38.9×44.4） 

※岩松院
い わ ま つ い ん

天井
てんじょう

絵
え

「鳳凰図
ほ う お う ず

」の下絵の左上に墨書きで「尾
お

ノ玉
た ま

ノ箔
は く

 六百枚
ろっぴゃくまい

、外
ほ か

三千八百枚
さんぜんはっぴゃくまい

、〆
しめて

四千四百枚
よんせんよんひゃくまい

代金
だ い き ん

拾壱両
じゅういちりょう

」と記す（『肉筆浮世絵大観５』ｐ157 講談

社）。 

鳳凰図初めの下絵（『2017 北斎―富士を越えて展図録』より転載） 
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※裏書に天保十五年と弘化二年の間に描かれたとある（「リアリスト北斎の妖怪人生」に

よる。〈久保田一洋『北斎の妖怪画』所収〉国書刊行会） 

●岩松院
がんしょういん

天井図
て ん じ ょ う ず

「岩松院
がんしょういん

鳳凰図
ほ う お う ず

天井
てんじょう

彩色
さいしょく

下絵
し た え

」

（この頃か。紙本着色一幅。無款。38.5×52.0 

岩松院蔵） 

「鳳凰図天井彩色下絵」鳳凰図下絵（『2017 北斎―富士を越

えて展図録』より転載） 

※上記下絵に彩色したもの。江戸にいた北斎

が、下絵に彩色したと思われるが、応為の手も

加わっているのではないかとの見方もある。彩

色された下絵は鴻山の許に届けられた。 

●肉筆画「琵琶
び わ

に白
は く

蛇図
じ ゃ ず

」（絹本着色一幅。弘化四丁未年四月甘日己巳
み み

ノ日筆ヲ下ス 八

十八老卍 印百 フリーア美術館蔵）        

※赤い紐の付いた琵琶袋に包まれた琵琶に、赤い目をし

た白蛇が絡み付いている図。は、弁財天の縁日（己巳
み み

の

日）に描かれたもので、白蛇も琵琶も弁財天の持ち物。 

琵琶に白蛇図（フリーア美術館） 

●肉筆画「向日葵図
ひ ま わ り ず

」（縦長紙本一幅額装。着色。八十

八老卍筆。印葛しか。97.2×28.3 シンシナティ美術館蔵） 

※竹竿に向日葵
ひ ま わ り

の蔓
つ る

と葉が絡み付いて真直ぐ

伸び、その先に一輪の向日葵
ひ ま わ り

の花が咲いている図。図下には

針のように伸びた別の葉が描き添えられている。 

※エゴンシーレの枯れた「ひまわり」も参考に載せる。 

左：北斎 向日葵図（ｼﾝｼﾅﾃｨ美術館）  

右：エゴンシーレ ひまわり（1909～10 149.5×30.0 ｳｲｰﾝ･ﾐｭｰｼﾞｱﾑ） 

●掛幅肉筆画「白
し ろ

羊図
や ぎ ず

」（「羊
ひつじ

図
ず

」とも。紙本着色一幅。弘

化四丁
ひのと

未
ひつじ

年正月元旦画狂老人卍試筆齢八十八歳。印葛しか。

高井鴻山記念館：市村次夫ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※小布施で描いたか。白羊が雪の中、首を上げて雪を被った

松の側に立っている図。 

●肉筆画「渡船
と せ ん

山水
さ ん す い

図
ず

」（紙本着色一幅。八十八老卍筆。印

百。127.0×53.5 北斎館蔵） 

※近景に岩盤に繁茂する樹林の中に見える山村を描き、その

背景に奇岩がそそり立つ図。岩山は点
て ん

苔
た い

によって描かれる。

水面には二艘の小舟が浮かんでいる。                    
 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi-xaWJpaTiAhVLw4sBHdVaCO0QjRx6BAgBEAU&url=http://modernliving.jp/topics/ml1901up_hokusai_20190117&psig=AOvVaw3WoC8MVdnypoYjUOYCBaRc&ust=1558241764947697
http://newimg.org/image/p9843.jpg
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://bakumatsu.org/blog/wp-content/uploads/2012/12/hokusai_25.jpg&imgrefurl=http://bakumatsu.org/blog/2012/12/hokusai.html&docid=iQRtPtwFwxT6KM&tbnid=maLk_uF3mtkH8M:&w=1680&h=1233&safe=off&bih=525&biw=802&ved=0ahUKEwj754S1hrjOAhVLHpQKHSBJAooQMwg1KBMwEw&iact=c&ictx=1
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渡船山水図（北斎館） 

●肉筆画「神
じ ん

功
ぐ う

皇后
こ う ご う

」（着色一幅。前北斎卍筆（齢八十八歳？）。印葛

しか） 

※山の傾斜に立ち、弓を左に抱え、白衣の右袖を振り

上げて山下を眺めている皇后の図。 

神功皇后（pinterest.com より転載） 

●肉筆画「赤壁
せ き へ き

の曹操図
そ う そ う ず

」(絹本着色一幅。八十八老

卍筆。印百。115.4×34･4 島根県立美術館永田ｺﾚｸｼｮ

ﾝ蔵) 

※曹操
そ う そ う

は、中国三国
さ ん ご く

時代の魏
ぎ

の始祖。建安
け ん あ ん

13 年年

（208）11月 15 日、赤壁
せ き へ き

での戦いの前夜の勇姿で、弓

を背にして、赤い柄の長槍
な が や り

を立て、舟の上で足を踏ん張って立つ曹操
そ う そ う

。

背景に満月の下、三羽のカササギが飛んでいる。 

※酒宴で酔った曹操
そ う そ う

が空を飛ぶカササギ（烏鵲
う じ ゃ く

）を詩中で詠んだとこ

ろ、劉馥
りゅうふく

に不吉であると進言され、怒った曹操
そ う そ う

が劉馥
りゅうふく

を刺殺したとい

う。曹操
そ う そ う

の背後を飛ぶカササギと、手に持つ槊
さ く

（長い槍・ほこ）はこの

話の暗示であるという解釈もある（『永田生慈北斎ｺﾚｸｼｮﾝ展図録』（ｐ

196）。 

※本図は娘の応
お う

為
い

の作かという説もある（キャサリン・ゴビエ『北斎と

応為』彩流社 P283）。          赤壁の曹操図（島根県立美術館） 

●肉筆画「七面
ななおもて

大明神応
だいみょうじんおう

現図
げ ん ず

」(紙本着色一幅。八十八老人卍敬筆。印

百。132.3×59.3 茨城・妙光寺蔵)画題の読み方は『2005 北斎展図録』

による。 

※日蓮
に ち れ ん

聖人
しょうにん

が身
み

延山頂
のぶさんちょう

の大石で説法中に熱心に聞

いている美女がいた。周囲の人が不審に思ったの

で聖人が花瓶の水をかけると美女は龍となった

が、直ぐに元の姿に戻り、七面山
し ち め ん ざ ん

に住む七面
し ち め ん

天女
て ん に ょ

（七面大明神）であると告げ、七面山に向け飛び去ったという故事

に取材。 

七面大明神応現図（画像：東京国立博物館） 

●双幅肉筆画「菊図
き く ず

」（絹本着色双幅。細密画。一対掛け軸。(右

図落款)八十八老人卍筆印葛しか。(左図落款)齢八十八歳卍筆印葛

しか。各 95.5×31.4 北斎館蔵） 

※ベンガラ（酸化鉄を主成分とした赤色顔料）の赤と青の菊が描か

れる。対画の落款がそれぞれ違うことから、あるいは北斎没後に應為が高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

から注文

を受けた作品の作かとの考察もある（ｷｬｻﾘﾝ･ｺﾞﾋﾞｴ『北斎と応為』ｐ289 彩流社。鈴木由

紀子『浮世絵の女たち』ｐ206 幻冬舎）。 

http://www.book-navi.com/hokusai/art/sansuil.html
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菊図（北斎館） 

左図中央の外側が黄金

色、内側が深紅色の菊は

「巴
ともえ

錦
にしき

」という種類とい

う。北斎も描いたことも

あり巴錦の伝承の地を示

す石碑が、小布施の玄
げ ん

照寺
し ょ う じ

（ 長 野 県 小布施町
お ぶ せ ま ち

大字
お お あ ざ

大島
お お じ ま

90）に 2009年 11月 4日に建てられた。 

●肉筆画「紅葉
も み じ

に雁図
か り ず

」(絹本着色一幅。八十八老卍

筆。印百。85.1×35.3 個人蔵) 

※地上に二枚の紅葉があり、その側で雁が散り落ち

てくる一枚の紅葉を鳴きながら、首を伸ばして眺め

ている。 

●肉筆画「流水
りゅうすい

に鴨図
か も ず

」（絹本着色一幅。齢八十八老卍筆。印百。111.2×40.3 大英博

物館蔵） 

※左上から右下に波が流れ、その中に二羽の鴨がいる。一羽は首を水面

下に入れている。水面には紅葉や水草が描かれる。 

流水に鴨図（大英博物館） 

●肉筆画「源
げ ん

三位
ざ ん み

頼政図
よ り ま さ ず

」（絹本着色一幅。八十八老人卍筆。印百。

99.0×42.2 ﾌｧｲﾝﾊﾞｰｸ・ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※頼政
よ り ま さ

の鵺
ぬ え

退治の図だが、頼政
よ り ま さ

が天空に向けて弓を射る姿を描き、鵺
ぬ え

は

描かれない。背景に稲妻が線状に描かれる。 

●肉筆画「雷神図
ら い じ ん ず

」（紙本着色一幅。八十八老卍筆。

印百 126.8×53.6 フリーア美術館蔵） 

※手を振りあげ太鼓を打ち鳴らし、牙
き ば

を剥
む

いて、黒々

とした天空で下界を睨
に ら

む赤い雷神。赤い閃光が二本光

り、一面に黒い飛沫が広がっている。 

雷神図（フリーア美術館） 

●肉筆画「隅
す み

田川
だ が わ

」（八十八老卍筆。川田順三『江戸＝東京の下町から

ー生きられた記憶への旅』ｐ110より） 

●肉筆画「鮑
あわび

に細
さ

魚
よ り

図
ず

」（「鮑に細魚図」とも。紙本着色一幅。八十

八老卍筆。印百。印：百。中外産業株式会社：原安二郎コレクション

蔵） 

※笹の葉に乗せられた鮑と、たふじつぼが付いた鮑。くちばしの細いさ

よりの静物画。 



746 

 

鮑に細魚図（原安二郎コレクション） 

【中島鉄蔵藤原為一の落款】 

●肉筆画「松
ま つ

に鷲
わ し

」（「鷲図
わ し ず

」「雪中
せっちゅう

鷲図
わ し ず

」とも。紙本着色一幅。俗姓中島鉄蔵

藤原為一筆。印葛しか。印北斎宗理。143.8

×70.5 北斎館蔵） 

※『葛飾北斎伝』岩波文庫版の鈴木重三の

解説では、『葛飾北斎伝』の稿本
こ う ほ ん

（刊行本ではない）に次のように書かれていることを紹

介している。 

「近頃
ち か ご ろ

一
い ち

閲
え つ

せし翁
お う

か
が

八十八歳の時に画
え が

きたる鷲
わ し

の図の一幅
い っ ぷ く

ハ紙本
し ほ ん

なれと
ど

も甚
はなは

だ珍
めずら

しき落款
ら っ か ん

ニ、前北斎画狂老人
さきのほくさいがきょうろうじん

卍
まんじ

俗称
ぞくしょう

中島
な か じ ま

鉄蔵
て つ ぞ う

藤原
ふ じ わ ら

為一
い い つ

齢
よわい

八十八歳とあり。上
う え

ニ田辺
た な べ

石
せ き

庵
あ ん

氏の小文
しょうぶん

あ

り。（石
せ き

庵
あ ん

ハ旧元老
きゅうげんろう

院議
い ん ぎ

官
か ん

たり。田辺
た な べ

太一
た い ち

氏の父なり）其
そ

の文
ぶ ん

の大意
た い い

ハ徳川
と く が わ

旗本
は た も と

の士
し

某
なにがし

下総
し も う さ

葛飾
か つ し か

の堀江村
ほ り え む ら

ニ於
お

きて大
だ い

なる鷲
わ し

を射
い

て幕府
ば く ふ

に上
あ げ

る。幕府
ば く ふ

其
そ

の功
こ う

を賞
しょう

して秩禄
ち つ ろ く

を加
く わ

ふ。

某
なにがし

大
おおい

ニ喜
よろこ

ひ
び

、北斎
ほ く さ い

を招
ま ね

きて、其
そ

の鷲
わ し

の真形
しんぎょう

を写
う つ

さしめ、田辺
た な べ

氏をして其
そ

の上
う え

ニ題
だ い

せしめ

たることを記
き

せるなり（略）」（ｐ384 句読点・ルビは筆者による）。 

※「俗姓中島鉄蔵藤原為一筆」の署名は、天保 15年（1844）「龍図
り ゅ う ず

」、弘化 4年（1847）

「郭子
か く し

儀
ぎ

子孫
し そ ん

繁栄図
は ん え い ず

」（絹本着色一幅）、嘉永元年（1848）「獅子図
し し ず

」（紙本着色一幅）

にも用いられている。 

※松の枝に止まるのか飛び立つのか、獲物を狙うような目つきで下を見る鷲。 

●肉筆画「郭子
か く し

儀
ぎ

子孫
し そ ん

繁栄図
は ん え い ず

」（「郭子
か く し

儀
ぎ

繁栄図
は ん え い ず

」とも。絹本着色一幅。前北斎改画狂老

人卍。俗称中島鉄蔵藤原為一 齢八十八歳。印百 100.3×42.1 個人蔵） 

※図中央に白い軍配を手にして椅子に座る郭子
か く し

儀
ぎ

と、その横の夫人が多くの子どもに囲ま

れている。図右に柱が立てられ、下に北斎の落款と印影が書かれている。色彩や描き方か

ら応為の手が入っているとする見方もある。北斎は享和年間にも、腕を組んで立つ郭子
か く し

儀
ぎ

の後に番号札を持った多くの芥子
け し

坊主
ぼ う ず

頭の子どもがいる図を描いている（画狂人北斎画。

印亀毛蛇足） 

郭子
か く し

儀
ぎ

は、唐の武将。後に汾
ふ ん

陽
よ う

王
お う

となった。子宝で家人三千人ともいわれ、皆栄達し、

郭子
か く し

儀
ぎ

も長寿であったため、めでたい画材として取り上げられる。 

●肉筆画「南瓜
か ぼ ち ゃ

花
か

と虻
あ ぶ

」（紙本着色一幅。八十八老卍筆。92.5×28.2 すみだ北斎美術館

蔵） 

※画面下に南瓜の葉と弦が描かれ、中央に大きく花が開いている。その花をめがけて図の

上から虻が飛んで来る。虻の羽は細かく羽ばたいているように暈
ぼ か

して描かれる。文政 9 年

～天保 5年にも「南瓜
か ぼ ち ゃ

に虻
あ ぶ

」を描いている。 

●肉筆扇面画「吾木香
わ れ も こ う

に蝶
ちょう

」（紙本墨画淡彩扇面一面。十面添付された扇面画帖の一。八

十八老人卍筆。印百。上弦 46.3、下弦 20.0×18.2 フリーア美術館蔵） 

※扇の中央に吾木香
わ れ も こ う

と、その側で羽ばたく蝶を描く。 
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●肉筆扇面画「手妻図
て づ ま ず

」（紙本墨画淡彩扇面一面。十面添付された扇面画帖の一。上弦

46.3、下弦 20.3×18.4 八十八老人卍筆。印百。フリーア美術館蔵） 

※「手妻
て づ ま

」は手品のこと。手を稲妻
い な ず ま

のように素早く動かすことから名づけられたという。

図は向こうむきで扇子を操っている手妻師を描く。 

●肉筆扇面画「亀図
か め ず

」（扇面着色。八十八老卍筆。印應。18.5×47.0 所在不明） 

※北斎の落款に、応為の印「應」が押されている。何らかの事情で娘の応為の「應」印を

使用したのか、あるいは応為が描いて北斎の落款を書いたか不明。 

図は緑の水草と一匹の亀を描く、亀の足元の水草は黄みがかっている（久保田一洋『北

斎娘 応為栄女』図版 23より）。 

●肉筆画「不
ふ

二図
じ ず

」（「富嶽図
ふ が く ず

」「富士
ふ じ

に松図
ま つ ず

」とも。絹本着色一幅。八十八老人卍筆。

印百。28.7×37.6 個人蔵）   

※図中央に二本の松が伸び、その二本の幹の間に

富士を描き、松の左右の線に裾野が流れるように

描かれる。   不二図（intojapanwaraku.comより転載） 

●肉筆画「波濤図
は と う ず

」（絹本着色一幅。もと掛軸。

八十八老人卍筆。印葛し

か。126.0×46.7 フリーア

美術館蔵） 

※岩頭下にはいわゆる北斎の波が青くうねっている。岩上には横に

擦
す

ったようにぼかした松が薄緑で描かれる。図上には薄く青空が描

かれる、前年の「波涛図
は と う ず

」と同画趣だが左右反対になっている。 

波濤図（フリーア美術館：紬プロジェクト複製すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「宝珠図
ほ う じ ゅ ず

」（「宝珠
ほ う じ ゅ

に 寿
ことぶき

」とも。紙本着色墨画一幅。丁未
ひのとひつじ

八十八老卍 印百 31.6×44.5 個人蔵） 

※一気に墨で丸く宝珠
ほ う じ ゅ

を描き、その筆先から

「寿」の字が流れ出るように次第に小さくなっ

て八文字記される。 

●肉筆画「河
こ う

骨
ほ ね

に鵜図
う ず

」（紙本着色一幅。八十

八老卍筆。印百。126.1×47.8 大英博物館蔵） 

※河骨はスイレン科の多年草で、小川や池沼に

生え、黄色の花弁を付け、長楕円形の葉を持つ。その河骨の咲く水辺

の 杭 に 止 ま り 、 視 線 を 右 に 向 け て い る 鵜 を 描 く 。                    

河骨に鵜図（大英博物館） 

 鵜が左に向いて、近くの白鷺を見ている図が「葛飾北斉筆 烏鷺図 

二枚折 金屏風半双 竪四尺四寸七分 巾三尺九寸七分 不染居為一

筆 印葛しか注 1。として有名な贋作事件注 2に出品された。 
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注 1）葛しか：この印影は、当時「天狗」と称された。 

注 2）贋作事件：昭和 9年 5 月 12～14日の春
しゅん

峯
ぽ う

庵
あ ん

事件といわれる贋作オーディション事件。

北斎他浮世絵等 67点が全て贋作であった。⇒天保 14 年「卍翁艸筆画譜」の項参照。 

●肉筆画「胡蝶
こ ち ょ う

の夢図
ゆ め ず

」（紙本着色一幅。八十八老卍筆。印百。93.1×28.3 大英博物館

蔵） 

※『荘子』にある話で、荘子が夢で胡蝶になり、目覚めて、自分が蝶になった夢を見たの

か、蝶が自分になった夢を見たのか分らなくなったという内容を絵にしたもの。座ってい

る荘子の頭上に 5匹の蝶が舞っている。 

●肉筆画「柳
やなぎ

に燕図
つ ば め ず

」（紙本着色一幅。八十八老卍筆。印百。126.2

×53.4 すみだ北斎美術館蔵） 

※柳の周りを飛び回る五羽の燕の図。    柳に燕図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「鉢叩
は ち た た

き図
ず

」（紙本着色一面。もと掛軸。八十八老卍筆。印

百。126.3×52.2 フリーア美術館蔵） 

※細長く伸びる松を背にして、頭巾
ず き ん

を被り布
ぬ の

包
づつみ

を背負った鉢叩
は ち た た

きが背

中を向けて歩く。墨染
す み ぞ め

の衣の裾
す そ

が風に煽
あ お

られている。鉢
は ち

叩
た た

きは、空也
く う や

を祖とする踊念仏
おどりねんぶつ

の一種だが、江戸時代には門付
か ど づ け

芸にもなった。陰暦

11 月 13 日の空也忌
く う や き

から大晦日までの 48 日間、鉦
か ね

や瓢箪
ひょうたん

を叩きながら

行うものが有名（「デジタル大辞泉」による）。 

●肉筆画「藻魚図
も う お ず

」（表装色紙判着

色。八十老卍。印縦長の「百」。2019年、日本で発見。個

人蔵） 

※メバルを描く。表装に江戸の料理屋八百善の献立が書か

れているという。        

藻魚図（日本経済新聞より転載） 

●肉筆画「宝珠
ほ う じ ゅ

を搗
つ

く月
つ き

兎図
う さ ぎ ず

」（紙本着色一幅。八十八老

卍筆。印百。82.2×27.8 個人蔵） 

※臼に入った宝珠を縦杵で搗く兎の図。 

●肉筆画「都
みやこ

鳥
ど り

に西瓜図
す い か ず

」（絹本着色一幅。八十八老卍筆。

印百。30.0×34.3 個人蔵） 

※2012「北斎風景・美人・奇想展」図録（大阪市立美術館展示）。 

 

●「弘法大師
こ う ぼ う だ い し

修法図
し ゅ う ほ う ず

」(弘化年間〈1844～48〉。紙本着色一幅。無款。150.0×240.0 西

新井大師総持寺蔵) 

※弘法大師が病魔を収めようとして加持をしている前に、巨大な鬼となった病魔が姿を現

し金棒と縄を持って大師に襲いかかろうとしている。大師の背後では老木に身を巻きつけ

ながら、病魔に向かって吠える犬（狼とする見方もある）がいる。 
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※制作時には現在の掛幅ではなく扁額で

あったらしい。昭和 58 年(1983)に発見さ

れ公開された。毎年 10 月第一土曜に開帳

する。 

※荒井勉『北斎の隠し絵』によれば、紙

絵にしては大きすぎること、粗末な顔料

しか使われていないことから、額絵の前

の下絵であるとする（ｐ220）。 

                     弘法大師修法図（西新井大師総持寺） 

 

弘化
こ う か

5/ 嘉永
か え い

元 (1848/2/28 ～ ） 戊
つちのえ

申
さ る

 89 歳  前北斎
さきのほくさい

写
し ゃ

、前北斎
さきのほくさい

為一
い い つ

、 齢
よわい

八十九歳
はちじゅうきゅうさい

画狂老人卍
が き ょ う ろ う じ ん ま ん じ

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

老人
ろ う じ ん

、八十八老卍
はちじゅうはちろうまんじ

（前年の作画）、八十九歳卍
はちじゅうきゅうさいまんじ

為一
い い つ

、

齢八十九歳卍
よわいはちじゅうきゅうさいまんじ

老人
ろ う じ ん

、北斎為一卍老人
ほ く さ い い い つ ま ん じ ろ う じ ん

、卍
まんじ

老人
ろ う じ ん

筆
ひ つ

齢
よわい

八十九歳
はちじゅうきゅうさい

、俗姓
ぞくしょう

中島鐵蔵
な か じ ま て つ ぞ う

藤原
ふじわらの

為
い

一
つ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十九歳
はちじゅうきゅうさい

、画狂老人卍
がきょうろうじんまんじ

筆
ひ つ

齢
よわい

八十九歳
はちじゅうきゅうさい

、眼鏡不用卍筆齢八十九歳
がんきょうふようまんじひつよわいはちじゅうきゅうさい

 □印 百
ひゃく

、葛
か つ

しか：阿栄
お え い

(51)  

◇長崎の通詞本木
も と き

昌造
しょうぞう

ら、オランダより鉛活字を購入。 

◇佐久間
さ く ま

象山
しょうざん

、大砲を鋳造。 

◇6月 7日（西暦）、ゴーギャン生（～1903）。 

◇7月 22日、渓齋英泉
け い さ い え い せ ん

没（59）。 

【馬琴没す】 

◇9 月 16 日、曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

食あたりか。喘息
ぜ ん そ く

も発症。10 月 12 日、喘息、胸痛。10 月 18 日、

真鳩
ま ば と

の黒焼を服用。11月 6日、七ツ上刻（午前 5時頃）没（82歳）。辞世「世の中のやく

をのがれて もとのまま かへすはあめとつちの人形」。11月 7日、通夜。11月 8日、出

棺。墓は深光寺
し ん こ う じ

（現東京都文京区
ぶ ん き ょ う く

小日向
こ ひ な た

4-9-5）。戒名：著作堂
ち ょ さ く ど う

隠
い ん

誉
よ

簑
さ

笠
りゅう

居士
こ じ

。 

○阿
お

栄
え い

、栄為應女
え い い お う じ ょ

名で『煎茶
せ ん ち ゃ

手引
て び き

の種
た ね

』（茶道書。山本
や ま も と

都
と

竜
りゅう

軒
け ん

作）。見開き挿図を描く。 

煎茶手引きの種（国立国会図書館） 

★曲亭
きょくてい

馬
ば

琴
き ん

、『曲亭来簡集』（別添朱記）で北斎を評して「名ヲかゆるとはこのをとこほ

どしばしばなるはなし」と述べる。 

【長寿会では自分が一番壮健】 



750 

 

★正月 18日、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の招きの書状に対する返信に「(頭書に裃
かみしも

を着て平伏している自画

像あり)直ちに出発できないが､自筆の牛嶋
う し じ ま

天神額の開帳と藤堂
と う ど う

邸の襖絵
ふ す ま え

をすませて三月半

ば過ぎに出発する」旨を書き送る。その際、昨年湯島で尚歯会(長寿会)があり、九十、百

歳の知人が集まった中で、自分（北斎）が最も壮健であった旨も記された（『北斎大鳳凰

図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：岩松院。平成 15年 2月 1日刊。ｐ

30）。 

【北斎デザインの立体造形物】 

★4 月、江戸の人形師松五郎
ま つ ご ろ う

に彫らせた小布施
お ぶ せ

上町
か ん ま ち

屋台のための

応
お う

龍
りゅう

（天に昇る龍）の彫刻を高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

に送る（『北斎大鳳凰図―

北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：岩松院。平成

15 年 2 月 1日刊。ｐ19）。               

北斎のデザインによる唯一の立体造形物といわれる。また、

小布施
お ぶ せ

高井村
た か い む ら

の亀
か め

原和田
は ら わ だ

三郎
さ ぶ ろ う

嘉
よ し

博
ひ ろ

（和田四郎
わ だ し ろ う

とも）に同時に彫ら

せた同屋台のための「皇孫
こ う そ ん

勝
しょう

」（『三国志』に登場する武将）

は、なかなか北斎の許可が出ず七回も改作させられたという。 

応龍と皇孫勝 

【四度目の小布施行き？】 

★5 月小布施へ。この時お栄を伴ったか。11 月までに岩松院
がんしょういん

の天井絵を描きあげる（『北

斎大鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：岩松院。平成 15 年 2 月 1

日刊。ｐ19）。 

※この年の小布施行きを疑問視する向きもある。6 月 5 日頃には江戸で北曜
ほ く よ う

が北斎と面会

しているので、北斎が現地で描いたのではなく、江戸にいた北斎の下絵の彩色の指示によ

り、鴻山
こ う ざ ん

が彩色したとされる。あるいは、北曜と面会後、10 月に小布施に向け出発したか

もしれない。 

【北斎の画は「画」というしかない】 

※小布施の高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の言を尾崎周道が『北斎 ある画狂人の生涯』（ｐ195）で紹介して

いる。原文は白文（仮の読み下し・句読点は筆者による） 

「翁之画
お う の が

、謂之逼真可乎
こ れ し ん に せ ま る べ き か

。曰
いわく

不可
べ か ら ず

。下箇逼字与真有問（間か）焉
こ の も と に じ と し ん を せ ま る は ま あ り

。曰直謂之真可乎
いわくただちにこれをしんというべきや

。曰
いわく

不可
べ か ら ず

。戈説真便己不是真
かせつしんすなわちすでにこれしんならず

。曰
いわく

然
しかり

。 則
すなわち

謂之神之妙不可乎
これしんのみょう というべか らざるや

。曰
いわく

然
しかり

。則不可得而言乎
す な わ ち え て い う べ か ら ざ る や

。曰然矣
い わ く し か り

。

雖然物不可以無名
しかるものもってめいなくべからざるといえども

、 則
すなわち

姑強為之名
しいてこのめいをなさば

、謂之画而己
こ れ え と い う の み

」（「題
だいす

葛
か つ

老人画
ろ う じ ん が

」よりとしているが出

典不明） 

尾崎周道による意訳。 

（北斎の絵は、この世のありとあらゆるものの真に迫っているといってよいだろうか。否。

迫るというのは、真との間にまだへだたりがある。では真そのものだというべきだろうか。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi74bCw5ZLQAhVKhrwKHRQ2BaYQjRwIBw&url=http://hokusai-kan.com/w/%E6%97%85%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8C%97%E6%96%8E%E2%91%A4&psig=AFQjCNGArGeQdypjy-rhKzb0Z1SONHC_6Q&ust=1478475397246374
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否。真だと言葉でいえるものは真そのものではない。では、北斎の絵は言葉でいいあらわ

せないものなのだろうか。そうだ。言葉でいいあらわせないのが北斎の絵だ。しかし物に

はすべて名がある。強いていうならば北斎の絵は、「絵である」というよりほかはない）。 

【北斎、終焉の地に移る】 

★6 月、本所
ほ ん じ ょ

亀沢
か め ざ わ

町
ちょう

から浅草
あ さ く さ

聖天
しょうでん

町
ちょう

遍照院
へんじょういん

注境内に移る。「画帖
が ち ょ う

、色紙
し き し

、扇面
おうぎめん

の儀
ぎ

、固
か た

く

御辞退
ご じ た い

申上候
もうしあげそうろう

」 

注）明治 10 年に出された記録では、遍照院
へんじょういん

は「天台宗
てんだいしゅう

 武蔵
む さ し の

国
く に

豊島郡
と し ま ぐ ん

浅草
あ さ く さ

浅草寺
せ ん そ う じ

寺中
じ ち ゅ う

 

武蔵
む さ し の

国
く に

豊島郡
と し ま ぐ ん

浅草
あ さ く さ

聖天
しょうでん

横町
よこちょう

弐拾六番地
に じ ゅ う ろ く ば ん ち

」（現東京都台東区
た い と う く

浅草
あ さ く さ

6-37-12）で、北斎住居当

時と変わらない。（台東区文化財調査報告書 第六集（基礎資料編Ⅱ）『天台宗細簿（旧

浅草区）明治十年』東京都台東区教育委員会 昭和 62年） 

※一般に、上記記録の遍照院
へんじょういん

境内図
け い だ い ず

では、境内西側に「六間小舎」とある。俗に「狸
たぬき

長屋
な が や

」

と呼ばれた長屋で、ここに住んだという。浮世絵師で終焉の地が明確なのは北斎だけとさ

れる。 

【本間北曜、晩年の北斎の弟子になる】 

★本間
ほ ん ま

北曜
ほ く よ う

、北斎が弘化 4年（1847）2月に小布施
お ぶ せ

から帰った直後に門人となる。 

※本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

は、蘭学者。浮世絵師。出羽
で わ の

国
く に

（山形県）酒田
さ か た

の豪商本間
ほ ん ま

一族
い ち ぞ く

の出身。北斎没

後は国事に関心を持つようになる。ジョン万
ま ん

次郎
じ ろ う

や榎本武揚
え の も と た け あ き

と交流があり、島津
し ま づ

斉
な り

彬
あきら

や

西郷
さ い ご う

隆盛
た か も り

とも面識があった。阿片
あ へ ん

戦争
せ ん そ う

の教訓から、日本も自立すべきだとして株式会社を

設立して産業を振興する必要があるとした。最後は毒殺されたといわれる。 

※本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

は、この年 5 月 22 日酒田を発ち、6 月 4 日に江戸に着いた。翌 6 月 5 日に北斎

と浅草の仮宅で面談する。その後、京都、広島を経て、長崎に 8月 2日に到着している。 

「九ツ半（午後 1 時）浅草寺
せ ん そ う じ

順拝
じゅんぱい

直様
す ぐ さ ま

卍翁
まんじおうを

訪
おとずれ

候 処
そうろうところ

在宅
ざ い た く

ニ而
し て

珍敷
めずらしく

夕方迄
ゆ う が た ま で

咄 致
はなしをいたし

暮方
く れ が た

帰宅
き た く

仕 候
つかまつりそうろう

」（本間北曜『西肥
せ い ひ

長崎
な が さ き

行
ゆ き

日記
に っ き

』嘉永元年条）。 

※6月 8日、北曜、再度北斎と面談。 

「今日
き ょ う

卍翁
まんじおうを

訪
おとずれ

認物
したためもの

を貰
もらい

帰宅
き た く

長崎
な が さ き

に而
て

キタコと魚物
ぎ ょ ぶ つ

写可
うつすべき

致
おもむきに

趣
いたり

承知
し ょ う ち

いたし帰宅
き た く

」(同上)。

「認物
したためもの

」は、後述「鬼図
お に ず

」のこと。落款に「嘉永元戌申六月八日 門人北曜子
ほ く よ う し

於
お

くる 齢

八十九歳画狂老人卍筆 印百」と記す。これから長崎に行く北曜へこの図を贈った。「キ

タコ」は、うつぼをいう。長崎で魚物を写してくるよう依頼されたのである。 

この時「日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

」（10図）を譲られたとされる。 

★10月、最後の小布施
お ぶ せ

行きに出発したか。 

【93 回の転居をする】 

★関根
せ き ね

只
し

誠
せ い

（1825～93）、聖天
しょうでん

町
ちょう

の居宅を訪ね、北斎の転居は 93回であると聞かされる。 

「予がまみへし嘉
か

永
え い

元申年
さ る と し

なり、其
そ の

居
き ょ

聖天
しょうでん

町
ちょう

に住めり、是迄
こ れ ま で

に九十三度目と云
い い

き」と記し

ている。この時の印象を「頭髪白くして面貌
め ん ぼ う

痩
や

せたり」「痩せて鼻目
び も く

常人
じょうにん

に異ならざれど

もただ耳は頗
すこぶ

る巨大なり」「気力青年のごとく、百歳余も生きぬべし」などと記している

（関根只誠版『増補浮世絵類考』）。 
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『葛飾北斎伝』では、同様のことを「関根氏、嘗
か つ

て浅草なる翁の居
き ょ

を訪
おとな

ひし時、翁は破

れたる衣を着て、机にむかひ、其
そ

の傍に、食物を包みし竹の皮など、取りちらしありて、

甚
はなはだ

不潔なりしが、娘阿
お

栄
え い

も、其
そ

の塵埃
じ ん あ い

の中に座して画
え が

き居
お り

たりし。其
そ

の頃翁年八十九、

頭髪白くして、面貌痩せたりと 雖
いえども

、気力青年のごとく、百歳の余も生きぬべしとおもひ

しが、俄然
が ぜ ん

九十にして死せり」（ｐ198～199 ルビは筆者）と記している。 

【転居三百、百庵にならひ】 

★四方
よ も

（柳亭
りゅうてい

）梅彦
う め ひ こ

談「転居
ひ き こ し

三百（割注：転居三百は、転居の費用は、如何なる貧人にても、三百文位は、

費やすといふ諺なり、三百文は即今の三銭なり。）転居すること、先生の如くなれば、たとひ富有な

るも、終に費用に追はれ、貧窮に陥るべし。先生時に居宅の汚穢
お わ い

を厭
い と

ひ、転居せんとおも

ひ給はゞ、人をして、全家を掃除せしめて、可なるべし。翁微笑して曰く、幕府の表
おもて

坊主
ぼ う ず

に、寺町百
てらまちひゃく

庵
あ ん

（脚注：越智
お ち

氏。通称三
さん

知
ち

。俳人。江戸の人。天禄八～天明元年、一六九五～一七八一）といふ

人あり。此
こ

の人、生涯に、転居百回すべしとて、 自
みずから

百
ひゃく

庵
あ ん

と号し、既に今は九十有余回の

転居をなせり。余もまた百
ひゃく

庵
あ ん

にならひ、百回の転居をなし、しかして死所を卜
ぼ く

すべしと」

（『葛飾北斎伝』ｐ226）。 

※四方梅彦
よ も う め ひ こ

の引越し祝いの狂歌「百
ひゃく

越
こ

すもおろか千里
せ ん り

の馬
う ま

道
み ち

へ まんねんちかくきたの翁
おきな

は」（荒井勉『北斎の隠し絵』ｐ190）。「まんねん」は、近所の菓子屋「万
ま ん

年屋
ね ん や

」に掛

ける。「きた」は、「万年布団」ならぬ「万年着ている」と北斎の「北」に掛ける。 

★11 月、河原崎座
か わ ら ざ き ざ

の顔見世を見に行く。『花江
は な の え

都
ど

歌舞伎
か ぶ き

年代記
ね ん だ い き

』に「（略）此度
こ た び

小団
こ だ ん

次
じ

の

ちよこ平の立廻りは以前梅
ば い

玉
ぎょく

の勤
つとめ

しよりはたての間も長く大
おおい

に出来よかりしと前北斎為一

翁の話なり(略)」とある（『年譜』による）。 

【身体は壮健、歩行は自由】 

★斎藤月岑
さ い と う げ っ し ん

（1804～78）『睡余操觚
す い よ そ う こ

』の記事の現代訳を 2005年『北斎展図録』所収小林忠

「画狂人北斎の実像」(ｐ25)よりそのまま転載する。 

「（略）今年嘉永元年（1848）に八十九歳になっているが、身体は壮健で、歩行は自在で

ある。目は絵を描くときに眼鏡を用いている。今も精細な絵（「細画」）を描いている。

これまでに何十度となく転居を繰り返している。いずれのところでも借家で、狭い家ばか

りだった。末の娘の「ゑい」（栄、応為のこと）が父に似て、食事をしても食器を洗わず、

そのままに打ち捨ててかえりみない。浮世絵師ナンタク（南沢等明）の妻となったが、離

縁されて父と同居している。年は五十歳ほどである。絵を描き、為一の名で刊行される版

画の下絵は多くこの娘が描いている。（略）生の魚を人からもらうことがあっても、煮た

り焼いたりするのが面倒くさいと、大方は人にあげてしまうということである。以上、成

瀬吉右衛門という方に聞いた話である」（ ）内は筆者による。 

【金銭を得るも、消費すること土芥のごとし。常に赤貧】 

★「翁は、酒を嗜
たしな

まず、茶を好まざれども、常に貧し、衣服破れたりと雖
いえど

も厭
い と

はず。金銭

を得るといへども、敢
あ え

て貯
たくわ

ふの意なく、これを消費すること、恰
あたか

も土
ど

芥
か い

（筆者注：土とご

み。価値のない物のたとえ）のごとし。当時通常の画工の画料は、絵本類一丁、金二
に

朱
し ゅ
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（割注：今の十二銭五厘。）より多からざるが、北斎は、一丁金壱分
い ち ぶ

（割注：即廿五銭）にして、

得る所頗
すこぶ

る多しといふべし。然れども、常に赤貧
せ き ひ ん

にして、衣服寒を凌
し の

ぐに足らざること、

屢
しばしば

これあり。これ、金銭を貯
たくわ

ふに意なく、其
そ

の心
こころ

唯一
ゆ い い つ

に絵画に 専
もっぱら

なるを以
も っ

てなり」

（『葛飾北斎伝』ｐ197～198 ルビは筆者）。 

※絵本一丁、二ページ分の下絵で通常は二朱（約 1 万 2 千円）のところを一分（約 2 万１

千円）を受け取っていたにもかかわらず、老年の北斎はいつも貧しかったのは、絵に専心

したためという。 

※当時の価格：一朱＝240 文（ビタ銭）、一朱 16つぶ＝一両、一分＝四朱（1/4両） 

★北斎の画料：並寸肉筆軸物（三分内外）、版画大判（二分内外）、刊本挿絵一枚（一分） 

ちなみに当時の相場：百文＝米二合五勺、260文＝砂糖一斤。４文＝大福餅一つ。 

※１文=25円で換算。 

 

●絵手本『北斎画
ほ く さ い が

譜
ふ

』中巻（淡彩摺。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版。山口県立萩美術館蔵） 

※天保初年頃の初巻に続くもの。文政 2 年（1819）刊『北斎
ほ く さ い

図式
ず し き

』の 21 図と、文政 3 年

（1820）『良美灑
り ょ う び し ゃ

筆
ひ つ

』の図を加え、改題改刷したもの。下巻は北斎没後に出版される。 

【画法・画論を展開する『画本彩色通』】 

●絵手本『画本彩色通
え ほ ん さ い し き つ う

』1 月。中本墨摺。 

初編一冊 26 丁。扉に「画狂老人卍筆 絵本彩色通 初編 戊申
つちのえさる

端月発兌 山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

 小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

 和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

」とある。自序に「無筆
む ひ つ

八
は ち

右衛門
え も ん

が曰
いわく

」とある。 

二編一冊 26丁。見返しに「前北斎卍老人著 錦
き ん

耕堂
こ う ど う

（山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

）甘泉堂
か ん せ ん ど う

（和泉屋
い ず み や

市
い ち

兵衛
べ え

）崇山房
す う ざ ん ぼ う

（小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

）」とある。豊介子の序文あり。奥付には「弘化五申年
さ る ど し

正月発

行」とある。 

各冊 18.2×13.0 すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/ﾌﾟﾙ

ｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫/名古屋市蓬左文庫/

大英博物館/フリーア美術館蔵）後編は未

刊。初編と二編の同時刊行。 

【油絵の具の調法を示す】 

※油絵具の作り方解説あり。①鉛の鉄砲玉

を削り、②削った鉄砲玉と油を七十日、土

の中に埋め、③それを紙で濾
こ

して絵具とす

るよう示す。 

『画本彩色通初編』絵具の製法（すみだ北斎美術館） 

※初二編とも北斎の肉筆鳥獣花の図柄に共通するデッサンが多くある。 

【己六歳より八十八年独立して、心に怠らざりし事】 

※初編序文「無筆
む ひ つ

八
は ち

右
え

衛門
も ん

が曰
いわく

。画
え

を好
このめ

る児童
じ ど う

の為
た め

にとて、成
な

し安
や す

きさゐしき（彩色）の

ミをくり出して一小冊
いちしょうさつ

となし、彩色通
さ い し き つ う

と題
だ い

す。己
おのれ

六歳
ろ く さ い

より八十八
はちじゅうはち

年
ね ん

独立
どくりゅう

して、心
こころ

に怠
おこた

らざ
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りし事
こ と

を、いかでか今
い ま

方寸
ほ う す ん

の帋
し

中
ちゅう

に演
の べ

尽
つ く

すことを得
う

べき。唯
た だ

赤
あ か

きと 紅
くれない

のひとしからざる、

藍
あ い

と緑
みどり

の別
わ か

ちある、或
あるい

ハ円方
え ん ぽ う

長短
ちょうたん

の形
かたち

を説
と き

示
し め

すの外
ほ か

ハ能
あ た

ハざるなり。されど編
へ ん

を継
つ

ぎ冊
さ つ

を

重
かさぬ

るにいたらバ、大洋
た い よ う

の烈
はげし

しき急流
きゅうりゅう

の尖
するど

き池
い け

水
み ず

の平
た い

らかなる、惣
す べ

て生
しょうず

る所
ところ

により 各
おのおの

そ

の強弱
きょうじゃく

異
こ と

なり、翼
つばさ

あつて高
た か

く飛
と ば

ず、亦
ま た

花咲
は な さ き

て実
み

を結
む す

ばざるまで正
た だ

し知
し

らしむるにいたらバ、

千里
せ ん り

一歩
い っ ぽ

の労
ろ う

をいとハず、此業
こ の わ ざ

に遊
あ そ

べる同志
ど う し

の 輩
ともがら

に対
た い

し、烏滸
お こ

がましくも晶山
しょうさん

の片
へ ん

玉
ぎょく

を

机上
つくえのうえ

にてらし合
あ

せて、寸的
す ん て き

の違
た が

はざる事
こ と

もあらバ、我
わ が

この道
み ち

に杖突
つ え つ

きたるしるしともなる

べきもの欤
か

」（『北斎の絵手本 三』及び『葛飾北斎伝』ｐP266） 

【陰影法について】 

☆陰影法
い ん え い ほ う

については初編最終丁で次のように述べている。 

「（略）扨
さ て

ヨウロウツパの隈
く ま

どりと、天
に

朝
っぽん

の彩色
さ い し き

の隈
く ま

とハ、表裏
ひ ょ う り

のたがひなり。中華
か ら

扶桑
に っ ぽ ん

ハ共
と も

に亜細亜
あ じ あ

大洲
だいしゅう

にて、絵のくまどりハ、模様と同じことのやうに心得
こ こ ろ え

、またハ金泥
き ん で い

くゝ

りなど加
く わ

へ、円方
え ん ほ う

浮沈
ふ ち ん

のためにハあらず。彼
か れ

も知
し

り是
こ れ

も辦
わきま

へ画
え が

く所
ところ

死活
し か く

なくんバあるべか

らざるや。画李
が

彩色通
さ い し き つ う

畢
おわり

」 

「てりぐまとは物の高く日にあたりたる所を見する事をいふなり。かげぐまとは日かげに

なりて闇
く ら

く見ゆる所をせんがゆえなり。かげひなたあらざればさゐしき（彩色）とはいひ

がたし」 

※最終丁の跋文に続刊の計画と、絵に対する思いを述べている。 

【九十歳よりハ又々画風を改め、百才の後にいたりてハ此道を改革せん】 

「今出
い だ

す所のさいしき通
つ う

ハ、山川
さ ん せ ん

草木
そ う も く

鳥
と り

けだものむし魚
う お

のたぐひはいふにおよハ
ば

ず、衣服

のもやう人物の肉あいより、武具馬具に及び、一さいの道具、風雨のふぜい、月かげの隈

どりまで、委
く わ

しくおしへ、すゑ〱
ず え

にいたりてハ、蹰
か や

の内にものゝすけて見ゆる 羅
うすもの

のかゝ

りて下のもやうのうつりしまでも、ゑのぐのしかた、くまどりのやうす、画
え

をこのめる童
わらべ

の、おほ
ぼ

へやすからん事を、導くの一本なり。また本
ほ ん

のいやしきは、価
あたい

ひくゝして求めや

すからんが為なり。編
へ ん

を次
つ

ぎ冊
さ つ

を重ねるにいたりてハ、我
わ が

八十余年
は ち じ ゅ う よ ね ん

のうち、種々
し ゅ じ ゅ

修行
しゅぎょう

せし

事とも、 悉
ことごと

く伝
つたえ

んことをいふ。九十歳
きゅうじっさい

よりハ又々画風を改め、百才の後
の ち

にいたりてハ此
こ の

道
み ち

を改革せんことをのミねがふ。長寿
ちょうじゅ

くんし（君子）わが言
げ ん

のたか
が

ハさ
ざ

るをしりたまふべ

し」（『北斎の絵手本 三』及び『葛飾北斎伝』ｐ268） 

※続編も企画したようだが、翌年に逝去したため中断したという（永田生慈『北斎の本懐』

角川新書 ｐ111）。 

※カロリーヌ・レッタによると、お栄
え い

が中心的に描いたものとする。理由①北斎の最期
さ い ご

に

近すぎる。②本の挿絵
さ し え

が、お栄
え い

作といわれる小布施
お ぶ せ

の書簡
し ょ か ん

の絵に似ている。③お栄
え い

特有の

色使いである（Caroline Retta,”Hokusai’s Treatise on Colouring”『北斎と応為』ｐ

293） 

●「日新除魔図
に っ し ん じ ょ ま ず

」10図（紙本墨画 北斎館蔵） 

※本間北曜に与えた図。北斎のいつの作なのか不明だが、この年に門人になっているので、

この時に譲られたものと思われる。 
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注：佐藤七郎氏「北曜の『旅日記』と北斎」（昭和 53年 11月 8日「信濃毎日新聞」掲載）

によれば 10図としている。以下、寸法記載のある 8 図は 2019年 12月『北斎 視覚のマジ

ック展図録』（すみだ北斎美術館）による。 

☆〈十月十日〉（31.9×23.4 右向きの唐獅子を真横から描く。

獅子は顔を上に向け、左前足を高く上げた獅子〉    十月十日 

☆〈十月十一日〉（32.0×23.5 図の下に向けた逆さまで、右前

足を前に出して体が図の上を向いている〉         

十月十一日 

☆〈十月廿三日〉（扇子に○一 の字が書かれ

た扇子と幣を持って踊る獅子〉 

☆〈十月廿四日〉（扇子に○大 の字が書かれ

たものと幣を持って踊る獅子〉 

☆〈十月廿五日〉（31.8×23.0 扇子とたて髪に○大の字が書かれた

扇子を持って、後ろ向きに踊る獅子〉 

☆〈十月廿六日〉（31.9×23.0 ○大と書かれた扇子を左手に持ち、右手で弊をかざしなが

ら右足をあげて踊る獅子〉 

☆〈十一月五日〉（32.0×22.8 扇子に○大 の字が書かれたものと

刀を持って右足を揚げて踊る獅子〉          十一月五日 

☆〈霜月十三日〉（30.2×22.4 左手と左足を上げ、右手の刀で

○大の字が書かれている扇子を二つに切る獅子〉         

霜月十三日 

☆〈霜月十八日〉（29.7×23.0 右手で弊を

持ち上げ、左手で扇子に○一の字が書かれたも

のを顔の前に差出して踊る獅子〉 

☆〈霜月廿五日〉（30.5×23.1 両手に弊を持ち上下に構え、右足

を上げて踊る獅子〉 

※本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

所蔵の獅子図は他に 2 図あるという。また、松代藩家老

小山田
お や ま だ

壱岐
い き

旧蔵の「日新除魔」14 点が画帖で伝わっているという

（『北斎 視覚のマジック展図録』ｐ149）。 

●絵手本『絵本庭訓往来
え ほ ん て い き ん お う ら い

』二・三編（墨摺。前北斎写、他。永楽屋東四朗
え い ら く や と う し ろ う

版） 

●絵手本『秀
しゅう

雅
が

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

』（1 月。一冊。緑亭川柳
り ょ く て い せ ん り ゅ う

輯。八十八老卍筆（前年の作画のた

め）。山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

他版。国立国会図書館/尾道市立大学附属図書館蔵） 

※口絵と 20人の肖像を描く。奥付に、北斎が描いた範囲を「画工 口絵及従一至十 前北

斎卍老人」と記してある。他に、一
い ち

勇
ゆ う

斎
さ い

国
く に

芳
よ し

、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

（二代）、渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

、一陽
い ち よ う

斎
さ い

豊国
と よ く に

（三代）などが描く。 

●絵手本『花鳥画伝
か ち ょ う が で ん

』初編（前北斎為一。須原屋新兵衛
す は ら や し ん べ え

版。国立国会図書館蔵） 
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※国立国会図書館の大蔵孫
お お く ら ま ご

兵衛
べ え

版（明治 22年）には、「著画者 前北斎為一」とある。鳳

凰、鶴、文鳥、加奈阿
か な あ

利
り

など数種の鳥の絵と紅葉など数種の植物を組み合わせた絵本。 

●料理本『即席素人
そ く せ き し ろ う と

包丁
ぼうちょう

』（小本着色一冊。四季山人著。八十九歳卍為一。版元名、刊行

記なし。島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

※北斎は「初茸
は つ た け

の図
ず

」一途を描く。他に渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

、歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

などが描く。 

【制作年の分る最後の摺物・錦絵】 

●摺物錦絵『地方測量之図
じ か た そ く り ょ う の ず

』（3 月。大大判錦絵摺物。応需齢八十九歳卍老人筆。39.5×

53.2 島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ/大英博物館/すみだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/明

治大学刑事博物館/誓教寺/クラブホーン・コレクション蔵） 

※「袋」の表書きには「量地之図
り ょ う ち の ず

」とある。測量方の役人が高低の角度を測る大方
だ い ほ う

儀
ぎ

や

小方
しょうほう

儀
ぎ

を用いて土地を測量する様子を描く。図中の説明によれば、測量の師である初代と

二代目の長谷川
は せ が わ

善
ぜ ん

左
ざ

衛門
え も ん

の功績を称え、

初学の人を啓蒙するためにこの図を作っ

たものという。また、図には門人三人の

名と、「地方
ち か た

測量術
そくりょうじゅつ

免許
め ん き ょ

」とあるので、

測量免許を与える祝いの図でもあったと

思われる。おそらく北斎の一枚摺物とし

ては最後の作品といわれる（『原色浮世

絵大事典』8巻ｐ90）。 

      地方測量之図（すみだ北斎美術館） 

●肉筆画「狐
こ

狸図
り ず

」（重要美術品。紙本着色双

幅。卍老人筆齢八十九歳。印百。各 123.6×

57.9 京都国立博物館寄託・個人蔵） 

※右図は、狂言「吼噦
こ ん か い

」に登場する老狐で白
は く

蔵主
ぞ う す

という僧に化けているが、好物の鼠を餌
え さ

に

した罠
わ な

に心を惹かれている様子の図。左図は、

茂
も

林寺
り ん じ

の狸で、寛政 7 年～10 年作の「分
ぶ ん

福
ぷ く

茶釜図
ち ゃ が ま ず

」にも描かれている。 

狐狸図（ameblo.jo より） 

●肉筆画「唐獅子図
か ら じ し ず

」（紙本着色一幅。俗姓中

島鐵蔵藤原為一筆 齢八十九歳。印百。73.0×

29.5 個人蔵） 

※いわゆる「日新除魔図」とは別に、やや大きめの紙に藍と薄赤で彩色した図。弘化元年

（1844）にも「唐獅子図」を描いている。 

●肉筆画「紅葉
も み じ

掃除
そ う じ

の童子図
ど う じ ず

」（絹本一幅着色。齢八十九歳卍老人筆 印百 34.2×42.7 

島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 
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※紅葉や松葉を熊手
く ま で

で集めて掃除している童子
ど う じ

が、籠を脇に置いて腕を組みながら、下を

向いて腰を下ろして休んでいる。 

●岩松院
がんしょういん

天井
てんじょう

絵
え

「八方
は っ ぽ う

睨
に ら

み鳳凰図
ほ う お う ず

」（檜板
ひのきいた

着色。12枚のブロックを組み合わせた 21畳分。

昨年（弘化 4年）より一年で手がける。630.0×550.0 岩松院蔵） 

※小布施の『歴代枢要書』では弘化 4 年（1847）作としているが、実際には翌年の嘉永元

年（1848）完成と見られている。 

岩松院天井画「鳳凰図」        

※高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の描いた下絵に彩色を依頼された北斎が色を指定し、それにより鴻山が色づけ

をしたとされていたが、その後、北斎自身が下絵を描いて鴻山に送ったことが明らかにな

ったという（久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』（ｐ87）。（弘化 2 年：1845 条を参照）。 

※下絵の背景は黒だが、完成図は 4400枚の金箔となっている。色彩部分は阿
お

栄
え い

の手が入っ

ているかしれないという見方もある。 

※検証の結果、絵皿を置いた跡や髪の毛が一本あったといわれ、床で描いたものを天上に

持ちあげたことが判明している（市川次夫：北斎館理事長「小布施における北斎顕彰運動

の歴史」：2019年 2月 9日第一回国際北斎学会講演より）。 

●肉筆画「鬼図
お に ず

」（6 月 5 日～8 日の作。紙本一幅。嘉永元年戊
つちのえ

申
さ る

年六月八日門人北曜
ほ く よ う

に

おくる 齢八十九歳。印百。58.2×56.2 佐野美術館蔵） 

※刺身と酒徳利を前にした鬼の図。 

※北斎の門人本間北曜
ほ ん ま ほ く よ う

（本間光喜
ほ ん ま こ う き

。天保 14 年：1843 に弟子入り）が長崎に向かう途中、6

月 8 日に浅草でこの図を受け取っていることが、北曜
ほ く よ う

の

日記『西肥
さ い ひ

長崎
な が さ き

行
こ う

日記
に っ き

』に記されている。「九ツ半

浅草寺
せ ん そ う じ

順拝
じゅんぱい

直様
じかさまに

卍翁
まんじおう

訪
たずね

候
そうろう

処
ところ

在宅
ざ い た く

二
に

而
て

甚
はなはだ

珍敷
めずらしく

夕方迄
ゆ う が た ま で

咄致
はなしいたし

暮方
く れ が た

帰宅
き た く

仕 候
つかまつりそうろう

」（嘉永元年六月五日条）。「今日
き ょ う

卍翁
まんじおうを

訪
おとずれ

認物
したためもの

注 1 を貰
もらい

帰宅
き た く す

長崎
な が さ き

に而
て

キタコ注 2 と魚物
ぎ ょ ぶ つ

写可致
うつしいたすべき

趣
おもむき

承知
し ょ う ち

いたし帰宅
き た く す

」（『北斎美術館 ５』ｐ

156。ルビは筆者による）。⇒本年条【本間北曜、晩年の

北斎の弟子になる】を参照。     鬼図（佐野美術館） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiCtoPZ2bDOAhUEv5QKHfg1A0EQjRwIBw&url=http://www.obusekanko.jp/enjoys/temple/obuse10.php&psig=AFQjCNGgbr6hKf8Qn_Y6nIDo7oyw9dsMdg&ust=1470707274681748
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庄内
しょうない

藩士
は ん し

の池田
い け だ

玄
げ ん

斎
さ い

が嘉永 4 年（1851）に追賛した。「世の中は虎狼
こ ろ う

も なのみにて衣

を きたるおにそ
ぞ

 かしこき 七十七叟
そ う

玄
げ ん

斎
さ い

」が記される。  

注 1）認物
したためもの

：「鬼図
お に ず

」を指す。 

注 2）キタコ：ウツボのこと。ウツボと魚類を写してほしいと依頼したのである。 

※法衣
ほ う え

に身を包んだ赤鬼の前には、刺身の乗った皿と青の波模様の徳利と箸と数珠
じ ゅ ず

が置か

れている。それらをじっと眺める赤鬼。 

●肉筆画「生首図
な ま く び ず

」（絹本着色一幅。八十九老人卍筆。33.3×40.9 北斎館蔵） 

※見開いた目、死斑
し は ん

の浮き出た頬
ほ お

や首、血の気の引いた歯茎
は ぐ き

、鼻や耳・口からも出血して

いる、ざんばら髪の男の首には縄がある。男の顔は上を向いている。近年欧州から戻って

きた絵という。「生首図」は天保 13年（1842）、文化 7年～11年（1810～14）にも描いて

いる。 

●肉筆画「ほととぎすと虹図
に じ ず

」（紙本着色一幅。卍老人筆齢八十九

歳 印百。116.0×49.0 個人蔵） 

※空から木立に向かって下りて来るほととぎすが鳴き声をあげ、図

の上部には薄く虹がかかっている。『肉筆
に く ひ つ

画帖
が じ ょ う

』（天保 6 年）にも

「虹と小鳥（ほととぎす）」で同画趣を描いている。 

ほととぎすと虹図（2017『HOKUSAI 北斎 富士を超えて』展より転載） 

●肉筆画「鴨
か も

」（紙本着色一幅。画狂老人卍筆齢八十九歳。印葛し

か。29.5×39.5 北斎館蔵）                 

※水面を泳ぐ一羽の鴨と、水中に体半分と首を突っ込むもう一羽の

鴨。鴨の動きによる水の波紋

と水草が広がる。 

●肉筆画「三
さ ん

すくみ」（絹本

着色一幅。画狂老人卍筆齢八

十九歳。印百。50.9×67.4 井上和雄『北斎』によ

る） 

※蛇とナメクジと蛙が向き合っている図。緑の丸瓦
まるがわら

に這うナメクジが印象的。 

三すくみ（kumareon.wordpress.com より転載） 

●肉筆画「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

」（表装色紙判着色。八十九歳卍筆。印縦長の「百」。個人蔵） 

※2016 年米国で発見。笠を背にした西行が杖を肩にして座って右方向を眺めている。図上

部に山の峰が連なるが富士は描かれない。縦長の「百」印は 88歳以降に用いられる。          
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富士見西行図（日本経済新聞より転載） 

●扇面肉筆画「富士見
ふ じ み

西行図
さ い ぎ ょ う ず

」（扇面着色一幅。八十九歳

卍筆。印縦長の「百」。ボストン美術館蔵） 

※富士と橋が描かれる西行図。 

●肉筆画「雲
う ん

龍図
り ゅ う ず

」（絹本着色一幅。画狂老人卍筆 齢八

十九歳。印百。74.5×27.0 個人蔵） 

●摺物「松
ま つ

に月
つ き

」（淡彩一幅。眼鏡不用卍筆齢八十九歳 

印百 18.1×25.4 ボストン美術館蔵） 

※図の右下から中央に向けて松の巨木を描き、図の左に突

き出す二本の枝の間に満月が薄く描かれる。 

【小布施にある北斎画】 

※『北斎大鳳凰図―北斎小布施諸遺作と高井鴻山の功績』（由良哲次：岩松院。平成 15年

2 月 1 日刊。P33）では、以下の作品が「小布施にあり、または小布施来歴と推せられる八

十九歳書きの図」（肉筆）として紹介している。 

●「衛士
え い し

が社頭
し ゃ と う

の鳥居
と り い

を塗装
と そ う

している図
ず

」 

●「蛇
へ び

と蛙
かえる

の図
ず

」（本稿：嘉永元年「三すくみ図」か） 

●「虹
に じ

に時鳥
ほととぎす

の図
ず

」（本稿：嘉永元年「ほととぎすと虹図」か） 

●「ひらめにかじきの図
ず

」（本稿：天保 11～嘉永 2年「魚貝図」か） 

●「獅子図
し し ず

」（本稿：嘉永元年「獅子図」か） 

●「月下
げ っ か

竹林
ち く り ん

骸骨図
が い こ つ ず

」（本稿：嘉永 2年「骸骨図」か） 

●「唐人
と う じ ん

夫妻
ふ さ い

魚
さかな

を買
か

う図
ず

」 

 

嘉永
か え い

2(1849） 己
つちのと

酉
と り

 90 歳 東
と う

都
と

葛
か つ

飾
し か

前
さきの

北
ほ く

斎
さ い

為
い

一
い つ

翁
お う

画
が

図
ず

、葛飾
か つ し か

為
い

一
い つ

老人
ろ う じ ん

、前北斎卍
さきのほくさいまんじ

老人
ろ う じ ん

、

九十老人卍
き ゅ う じ ゅ う ろ う じ ん ま ん じ

、齢九十歳画狂老人卍
よわいきゅうじっさいがきょうろうじんまんじ

 □印百：阿栄
お え い

(52)  

◇七代目市川
い ち か わ

団十郎
だんじゅうろう

赦免される（天保 13年：1842、奢侈禁止令に触れ江戸所払いとなって

いた）。 

◇7回目の富士講禁止令。 

○歌川
う た が わ

広重
ひ ろ し げ

、寿鶴堂
じ ゅ か く ど う

（丸屋
ま る や

清
せ い

治郎
じ ろ う

）版『東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん つ ぎ

』（『隷書版
れ い し ょ ば ん

東海道
と う か い ど う

』とも）。 

 

★1月、小布施
お ぶ せ

より帰る（？）。 

★この頃弟子は孫弟子も含めて 200人程度といわれるが、実数は不明。 

★2 月頃から病床に伏す。このためそれ以後の作は応為の手も入っているとする推測もあ

る。 

 

 



760 

 

【画工北斎 此せつ大病のよし】 

★馬琴の日記に北斎の病気が記されている（馬琴は前年の嘉永元年 11 月 6 日に没してい

る。この記事は長男宗
そ う

伯
は く

の嫁路
み ち

による記録）。 

2月 25日「昼時過
ひ る ど き す ぎ

、中村勝五郎
な か む ら か つ ご ろ う

注来
き た

ル。九ケ年以前願 候
ねがいそうろう

四天王序文の事ニて来
き た

ル。右の

序文ハ、稿被置
こ う お か れ

候
そうろう

まゝ、種本
た ね ほ ん

其
そ の

儘
ま ま

返
か え

し遣
つかわ

す。煎茶
せ ん ち ゃ

・くわしを薦
すすめ

、雑談
ざ つ だ ん

数刻
す う こ く

、七時
し ち じ

頃
ご ろ

帰去
き き ょ

。

画工
が こ う

北斎
ほ く さ い

、此
こ の

せつ大病
たいびょう

のよし。勝五郎
か つ ご ろ う

の話也
はなしなり

」（『曲亭馬琴日記』第四巻、同日条。ルビは

筆者）。 

注）中村勝五郎
な か む ら か つ ご ろ う

：勝五郎は天保 4年（1833）4月 2日に読本執筆依頼で初めて馬琴宅を訪れ

ている（（『曲亭馬琴日記』第三巻、同日条）。 

【北斎逝く】 

★4 月 18 日（西暦 5 月 10 日、満 88 歳 10 ヶ月）、浅草
あ さ く さ

聖天
しょうでん

町
ちょう

遍照院
へんじょういん

境内
け い だ い

仮宅
か た く

で没す（暁

七つ時、午前 4時頃） 

★同日、阿
お

栄
え い

、死亡通知を府川
ふ か わ

北岑
ほ く し ん

（北嶺
ほ く れ い

）に送る。 

「四月十八日/深
ふ か

川
が わ

下橋
したのはし

/北嶺
ほ く れ い

注様/栄
え い

拝
は い

/葬式明
みょう

十

九日朝四ツ時
ど き

/卍
まんじ

儀
ぎ

病気之
の

処
ところ

養生
ようじょう

/不相
あ い か な

叶
わ ず

 今暁
こんぎょう

七

ツ に / 病死
び ょ う し

仕 候
つかまつりそうろう

 右
み ぎ

申上度
もうしあげたく

早々
そ う そ う

如
かくの

此
ごとくに

御座候
ご ざ そ う ろ う

 

以上
い じ ょ う

/四月十八日」（島根県立美術館：永田ｺﾚｸｼｮﾝ

蔵。瀬木慎一が 1983 年に門人の子孫の家から発

見。ルビは筆者） 

今朝 4 時頃病死したので、明日 10 時頃に葬式を

行うというもの。 

阿栄による死亡通知（島根県立美術館） 

注）北嶺：：1824～76。北嶺は蚊
こ う

斎北岑
さ い ほ く さ い

の別号。

天保 6 年（1835）、父の友人北鷲
ほくしゅう

の紹介により 12歳で北斎の弟子になったという。北斎没

時は数え年 26歳。阿
お

栄
え い

が北岑
ほ く し ん

に死亡通知を出した経緯は不明。若い北岑が北斎関係者に報

告して回ったか。 

★4月 19日（朝四つ、午前 10時頃）、浅草
あ さ く さ

誓教寺
せ い き ょ う じ

（浅草
あ さ く さ

八軒
は っ け ん

寺町
て ら ま ち

。現東京都台東区元浅草
も と あ さ く さ

4-6-9。浄土宗
じょうどしゅう

）にて葬儀。立合は北斎の次男・加瀬崎
か せ き

十郎
じゅうろう

。墓は加
か

瀬
せ

﨑
き

十
じゅう

郎
ろ う

の孫・加瀬
か せ

昶
ちょう

次郎
じ ろ う

の施
せ

主
し ゅ

。正面に「画狂老人卍墓」。墓右側側面「辞世 飛
ひ

と魂
だ ま

でゆく気
き

散
さ ん

じや夏
な つ

の

原
は ら

 行年九十」。法名：南牕院
な ん そ う い ん

奇
き

誉
よ

北斎
ほ く さ い

居士
こ じ

。    

★北斎の墓は、元は北斎の父・仏
ふ っ

清
せ い

（川村市
か わ む ら い ち

良
ろ う

衛門
え も ん

：享和元年：1801 没）の墓の下にあり。

当初貧しく墓碑を建てられず。後に加瀬
か せ

昶
ちょう

次郎
じ ろ う

が現在の墓を建てる。 
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現在の北斎の墓（誓教寺案内葉書より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誓教寺過去帳（web「絵師塔婆考」より） 

 

【天我をして五年の命を保たしめば、真正の画工となるを得べし】 

★北斎の臨終と葬式の様子は『葛飾北斎伝』（p169）が伝えている。 

「同二年、翁
お う

病
やまい

に罹
か か

り、医
い

薬
や く

効
こ う

あらず。是
こ れ

よりさき医師
い し

窃
ひそか

に娘
むすめ

阿
お

栄
え い

に謂
い い

て曰
い わ

く、

『老病
ろうびょう

なり、医
い

すべからず』と。門人
も ん じ ん

および旧友来
き ゅ う ゆ う き

たりて、看護
か ん ご

日々
ひ び

怠
おこた

りなし。

翁死
お う し

に臨
の ぞ

み、大息
だ い そ く

し、『天
て ん

我
わ れ

をして十年
じゅうねん

の命
いのち

を長
な ご

ふせしめば』といひ、暫
しばら

くし

て更
さ ら

に謂
い い

て曰
い わ

く『天
て ん

我
わ れ

をして五年
ご ね ん

の命
いのち

を保
た も

たしめば、真正
し ん せ い

の画工
が こ う

となるを得
う

べ

し』と。言
こ と

訖
お わ

りて死
し

す。」 

【親族等会葬に来ずも多くの参列者あり】 

★「四方梅彦
よ も う め ひ こ

曰
い わ

く、翁
お う

は､兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

なきが如
ご と

し。其
そ

の故
ゆ え

は、翁
お う

の葬式
そ う し き

の時
と き

に、兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

お

よび甥
お い

姪
め い

などは、来
き た

らざりしをもて知
し

るべし」（『葛飾北斎伝』ｐ35） 

★「又
ま た

北斎
ほ く さ い

翁
お う

が葬式
そ う し き

の時
と き

、兄弟妹姉甥
き ょ う だ い し ま い お い

なども来
き

たらず。かの家元
い え も と

なる中島
な か じ ま

氏よりも、香
こ う

花
げ

を手向
た む

けたるをきかざれば（略）」（『葛飾北斎伝』ｐ160） 

★「翁
お う

の死
し

するや、門人
も ん じ ん

および旧友
きゅうゆう

等
と う

、各出金
かくしゅっきん

して、葬式
そ う し き

の礼
れ い

を行
おこな

ひたり。棺槨
か ん か く

などは、

粗製
そ せ い

のものなりしが、見送
み お く

りの人々
ひ と び と

の中
な か

には、槍
や り

、挟箱
はさみばこ

脚注：ふたに棒を通してかつぐ箱など、も

たせたる士
し

もありて、凡
およそ

百人
ひゃくにん

程
ほ ど

にて、誓
せ い

教寺
き ょ う じ

へ赴
おもむ

きたり。古来
こ ら い

裏店
う ら だ な

より槍箱
や り ば こ

など持
も

せて、

見送
み お く

りし葬礼
さ い れ い

は、嘗
か つ

てこれなきことゝて、近隣
き ん り ん

の者共
も の ど も

、大
おおい

に羨
うらや

みたり。(以上、四方梅彦
よ も う め ひ こ

の話)。又
ま た

翁
お う

が死
し

せし時
と き

、門人
も ん じ ん

の外
ほ か

に、柳亭
りゅうてい

種員
た ね か ず

、脚注：柳下亭
りゅうかてい

の誤り四方梅彦
よ も う め ひ こ

など、最
もっと

もよ

く後事
こ う じ

を担当
た ん と う

し、周旋
しゅうせん

到
い た

らざるなし。割注：露木氏の話。種員
たねかず

、梅彦
うめひこ

は柳亭種彦
りゅうていたねひこ

の門人」（『葛飾北

斎伝』ｐ170 ルビは筆者による） 

 

●絵本『絵本
え ほ ん

孝
こ う

経
きょう

』上編（墨摺。絵入りの孝経
こうきょう

の啓蒙書。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

注解。東都葛飾前北斎

為一翁画図。北斎の著作の自序は天保 5 年（1834）の執筆。小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

版。22.5×15.5 す

みだ北斎美術館：ﾋﾟｰﾀｰﾓｰｽ･ｺﾚｸｼｮﾝ/東洋文庫/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ/立命館

大学図書館蔵） 
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●絵本『画本
え ほ ん

古文
こ ぶ ん

孝
こ う

経
きょう

』（『絵本
え ほ ん

孝
こ う

経
きょう

』下編  刊行は嘉永 3年 10月。墨摺。二冊。絵入

りの孝経
こうきょう

の啓蒙書。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

注解。東都葛飾前北斎為一翁画図。見返しに「前北斎卍老人

画」とある。北斎の著作の自序は天保 5 年（1834）の執筆。小林
こ ば や し

新兵衛
し ん べ え

版。22.8×15.8 

早稲田大学図書館蔵） 

【『北斎漫画』十三編の刊行年はいつ？】 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 十三編』(没後の秋頃か。刊行年不明。半紙本一冊。葛

飾為一老人。三代目永楽屋東四郎
え い ら く や と う し ろ う

版。22.8×15.7 すみだ北斎美術館/浦上満/島根県立美

術館/高知県立高知城歴史博物館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵) 

※奥付には、書肆：永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

（尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目）、同出店
で み せ

（江戸日本橋通本
に ほ ん ば し と お り ほ ん

銀
しろがね

町
ちょう

二丁目）と記される。 

※墨摺版と淡彩摺版がある。 

 

 

 

 

 

 

 

漫画十三編（すみだ北斎美術館） 

☆表紙：「葛飾為一老人筆 北斎漫画十三編 書舗東壁堂
と う へ き ど う

拝」の表題が書かれ、上部に 13

個のリング状から糸を垂らすように線を縦に引いている。 

※「従来十三編の刊行年は不明とされていたが、山禽
さ ん き ん

外史
が い し

小笠
しょうりゅう

の序文末尾「巳酉
き い う

秋窓雨夜
し ゅ う そ う う や

秉 燭 書
しょくをとりてしょす

」にある「巳
つちのと

酉
と り

」により嘉永 2年の版とする説が有力となった。 

しかし、さらに刊行年を訂正する考証が『楽しい北斎の冨嶽三十六景 富嶽百景 動植

物画 他』（有泉豊明 「目の眼」平成 29年 2月刊）によって示されたので紹介する。 

 山禽
さ ん き ん

外史
が い し

小笠
しょうりゅう

は序文に「（太田）蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

 六樹
ろ く じ ゅ

園
え ん

 式亭
し き て い

(三馬)の諸先
し ょ せ ん

みな序あり 余ま

た何をか言はむ」とあるので、彼らと親しい立場の人物であっただろうから、序文末尾の

漢文はやや戯
おどけ

けて読むべきとして、次のように記している。「己
おのれ

は酉
と り

なり（私は禽
と り

です。

山禽
さ ん き ん

外史
が い し

小笠
しょうりゅう

です）、秋の窓の雨の降る夜（秋の窓に雨の降る夜、夜には眼が効かず、羽

は有れど手のない山禽
や ま ど り

が）、燭
あかり

を秉
と

りて（明かりを手に取ってこの序文を）書す（書いた）

とやや戯けて読むべきなのです。これが山禽
さ ん き ん

（山鳥
や ま ど り

）外史
が い し

小笠
しょうりゅう

なる人物が本来意図した読

み方です。漢文が身近であった江戸の人ならこの様に読み、山禽外史小笠の漢文を大いに

喜び楽しんだことでしょう」 

 そして、『冨嶽百景』三編序文の「七宝
し っ ぽ う

山下
さ ん か

老人
ろ う じ ん

小笠
しょうりゅう

」による筆跡と、『北斎漫画』十

三編の序文の筆者序文の筆跡が同様であることから、七宝
し っ ぽ う

山下
さ ん か

老人
ろ う じ ん

小笠
しょうりゅう

と山禽
さ ん き ん

外史
が い し

小笠
しょうりゅう

は同一人物であるので、『北斎漫画』十三編は『冨嶽百景』三編の推定刊行年（天保 6 年
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～7 年：本稿では天保 6 年頃としている）に近接するとしている。「また以上のように考

えますと、北斎漫画・十四編の出版年は嘉永二年以降では無く、十三編出版の数年以内位

となるでしょう」と述べている（ｐ234）。 

【北斎漫画 まねもならざる画風の筆癖】 

※『日本
に ほ ん

奇人伝
き じ ん で ん

』下巻（嘉永 2年頃。花笠文京
はなかさぶんきょう

著。歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

画。島根県立美術館：永田ｺﾚｸ

ｼｮﾝ蔵）には、小鍛冶宗
こ か じ む ね

近
ち か

、蝉丸
せ み ま る

、馬
ば

琴
き ん

、光明
こうみょう

皇后
こ う ご う

とともに北斎が作画している様子が描

かれ、「北斎漫画の数拾編。まねもならざる画風の筆癖
ふ で く せ

」と、その技量を賞賛している。 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 十四編』（没後。刊行年不明。半紙本一冊。署名なし。

奥付には書肆として、永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

(三代目。尾州
び し ゅ う

名古屋
な ご や

本町
ほ ん ま ち

七丁目)、同出店
で み せ

(江戸

日本橋
に ほ ん ば し

通本
どおりほん

銀
しろがね

町
ちょう

二丁目)と記されている。22.7×15.6 すみだ北斎美術館/フリーア美術

館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵） 

☆序文「文は道を貫
つらぬ

くの器、画は形を伝ふるの具。しかれども、文の拙
つたな

き、豈
あ に

道を貫
つ ら

かむ

耶
や

。画
え

のつたなき、もとより形を伝ふべからず。虎を画
え が

きて狗
い ぬ

に類するごとき是
こ れ

なり。北

斎が万物をゑがける、皆其形
そのかたち

を伝ふるものにして、三歳の童子も、これを見て其物
そ の も の

を知る。

こは妙手
みょうしゅ

の筆端
ひ つ た ん

ならずして、いかでか天地間の万物を陶冶
と う や

する事、こゝに至らむや。今又、

此
こ の

編を梓
し

（版木）に彫
ほ

るとて、予
よ

に序を乞
こ

ふ。たゞ 戯
たわむれ

に児童のために手引きすること、

しかり。百信翁漫題
ひゃくりょおうみだりにだいす

注」（『北斎漫画』３「奇想天外」2011 年 青幻舎 による）  

注）百
ひゃく

信
り ょ

翁
お う

：アホウドリ。百天翁。誰か未詳。 

☆表紙：鯱
しゃち

鉾
ほ こ

が描かれ、空白に「北斎漫画十四編」と草書で書かれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北斎漫画十四編（すみだ北斎美術館） 

●絵手本『伝神開手
で ん し ん か い し ゅ

 北斎漫画
ほ く さ い ま ん が

 十五編』（明治 11年：1871。完結。半紙本一冊。25.8×

15.8 すみだ北斎美術館/山口県立萩美術館/フリーア美術館：ﾌﾟﾙｳﾞｪﾗｰ･ｺﾚｸｼｮﾝ蔵）。 

※奥付には、「従初編
し ょ へ ん よ り

至十四編
じゅうよんへんにいたり

、文化十一年以降漸次
ぜ ん じ

出版。明治八年十二月十四日、版権

免許。十五編、明治十年八月十四日、版権免許。明治十一年九月一日出版 編輯者 東京

府故人 葛飾北斎 出版人 愛知県平民 片野東四郎
か た の と う し ろ う

 第一区玉屋
た ま や

町
ちょう

三丁目二番地」とあ

る（句読点は筆者）。           
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北斎漫画十五編 

【翁の遺墨若干葉を画本中に補い入れて十五編とする】 

☆序文（元文は漢文）「北斎翁の漫画、余が家蔵
か ぞ う

の版也。此
こ

の編に画
え が

く所の山水
さ ん す い

草木
そ う も く

、

鳥獣
ちょうじゅう

虫魚
ちゅうぎょ

、固
も と

より論なく、人物の如
ご と

きに至りては、即ち、農圃
の う ほ

の稼穡
か し ょ く

、百工
ひゃくこう

の事業なり。

凡
お よ

そ覆載
ふ う さ い

の間に森羅万象
し ん ら ば ん し ょ う

するは、一網
い ち も う

遺
の こ

すなし。蓋
け だ

し、此
こ の

冊子の濫觴
らんしょう

たるや、先人
せ ん じ ん

注、翁
お う

と約して、予
か ね

て十五編を以
も っ

て全部と為
な

す。随画随刻
ず い が ず い こ く

、第十四編に至り、既に世に行はる。

其
そ

の第十五編の如
ご と

きは、画
え

半
な か

ば成
な

るも、未
い ま

だ梓
し

に付さず。而
し か

るに翁
お う

没し、先人
せ ん じ ん

亦
ま た

尋
つ

いで逝
ゆ

けり。余、先人の夙
しゅく

志
し

以
も っ

て果たす無きを憾
う ら

むこと久し。然
し か

り而
しこう

して、方今
ぼ う こ ん

諸藩
し ょ は ん

来舶
ら い は く

の 賓
まろうど

、

之
こ れ

を賞愛
しょうあい

し、購
あがな

ひ求め齎
もたら

し去る者鮮
す く

なからず。一日
ひ と い

、余、輓
ば ん

近
き ん

新刷
し ん さ つ

の洋籍
よ う せ き

を観る。其
そ

の図

中、往々
お う お う

にして、此
こ の

編に画
え が

かるゝ者を挿入する有り。乃
すなわ

ち知る、翁の筆力遠く海外に達す

るを。是
こ こ

に於いて、益々
ま す ま す

九仞
きゅうじん

に一簣
い っ き

を虧
か

くを惜しむ。奇なる哉
か な

、 頃
このごろ

、幸ひにし翁
お う

の遺墨

若干
じゃっかん

葉
よ う

を、筺底
きょうてい

故紙
こ し

中に得たり。因
よ り

て之
こ れ

を未刻の画本
え ほ ん

中に補
おぎな

ひ入れ、以
も っ

て梓
し

に付し、第十

五編と名づけ、遂に全部と為すを得たり。而
しこう

して、余の旧憾
きゅうかん

、亦
ま た

一掃
い っ そ う

することを得たり。

冀
ねがわ

くは、江湖諸彦
こ う こ し ょ げ ん

購求
こうきゅう

し、以て愛玩
あ い が ん

を加ふれば、幸甚
こ う じ ん

とす。 乃
すなわち

ち其
そ

の概略
がいりゃく

を書
し ょ

して、以
も っ

て序文に代
か

え爾
し か

云ふ。明治十一年歳 戊
ぼ

寅
い ん

に在る七月 片野東四郎
か た の と う し ろ う

 謹
つつしみて

識印
し る す

」（『北斎

漫画』３｢奇想天外｣2011年 青幻舎より） 

注）先人：柳亭種彦
りゅうていたねひこ

のこと。十一編序文で柳亭種彦
りゅうていたねひこ

は二十編まで続ける旨を書く。 

●絵本『続英雄
え い ゆ う

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

』（1 月。一冊。緑亭川柳
りょくていせんりゅう

輯。前北斎卍老人筆。山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

版。 

野田市立図書館/弘前市立弘前図書館蔵） 

※北斎は、口絵と英雄 20人を描く。他に、歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

、歌川
う た が わ

貞
さ だ

秀
ひ で

、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

（二代）、歌川
う た が わ

 

豊国
と よ く に

（三代）などが描く。巻末広告に「義列
ぎ れ つ

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

 近刻
き ん こ く

」とある（嘉永 3年に刊行さ 

れる）。『英雄
え い ゆ う

百人一首
ひゃくにんいっしゅ

』（山口屋
や ま ぐ ち や

藤
と う

兵衛
べ え

版）は嘉永元年（1848）9月刊で、北斎は描か 

ない。 

●肉筆画「鍾馗図
し ょ う き ず

」（正月。絹本着色一幅。嘉永二己酉
つちのととり

正月九十老人卍筆。印百。113.7 

×29.6 北斎館蔵） 

※右手で剣を台地に突き刺し、蓬髪で顔面髭だらけの鍾馗が、体を左に捻って立ちながら 

睨んでいる墨摺風の図。この図と同じ図がメトロポリタン美術館にある。二幅描いたか。 

●肉筆画「うらめしや図
ず

」（縦長判。墨摺。九十老人卍筆。印葛しか。個人蔵） 
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※箍
た が

の外れた古井戸から煙の様に延びて出た幽霊。腰まで伸びた髪を背中に垂らし、左手

を前に伸ばし手首を折っている。下半身は糸の様に細くすぼんでいる。井戸には細い棒が

斜めに置かれている。 

●肉筆画「扇面散図
せ ん め ん ち ら し ず

」（絹本着色一幅。九十老人卍筆

印百。51.5×71.4 東京国立博物館蔵）※青地に金粉

を散し、赤い花などを描いた扇、水色の紫陽花
あ じ さ い

などを

描いた扇、赤無地の扇、墨色で母子を書きこんだ扇な

どに、半分閉じた扇が重なり合う。    

扇面散図（東京国立博物館） 

●肉筆画「李白観瀑図
り は く か ん ば く ず

」（齢九十歳画

狂老人卍筆 印百。絹本着色一幅。93.4×30.0 ボストン美術館蔵） 

※子供を背負った李
り

白
は く

が垂直に落ちる滝を眺めている。滝の下から飛沫

があがっている。李伯は安録山
あ ん ろ く ざ ん

の乱を避け盧山
ろ ざ ん

に隠棲し、滝を題材にし

た詩を書いた。 

李白観瀑図（ボストン美術館） 

●肉筆画「漁樵
ぎょしょう

問答図
も ん ど う ず

」（絹本双幅。九十老

人卍筆印百 右 113.4×39.6 左 113.1×39.6 

フリーア美術館蔵） 

※漁師
り ょ う し

と樵
きこり

の異なる二人が問答する題材は、

中国北宋
ほ く そ う

時代の詩人、蘇東坡
そ と う ば

の『漁
ぎ ょ

樵
しょう

閑話
か ん わ

』

に由来するといわれる。右図は、樵
きこり

が柴木の

束を下に置き、瓢箪
ひょうたん

を腰に、 鉞
まさかり

を杖にして

煙管
き せ る

をくわえながらなにやら思案している図。

左図は、腰
こ し

蓑
み の

を付けた漁師が魚の入った大きな魚
び

籠
く

を

脇に置き、竿
さ お

を立てて足を組んで腰を下ろし、右図の

樵
きこり

に話しかけているような様子を描く。     

漁樵問答図（フリーア美術館：複写） 

●肉筆画「月
つ き

に骸骨図
が い こ つ ず

」（「骸骨図
が い こ つ ず

」とも。掛け軸一

幅。絹本着色。巳酉
つちのととり

正月九十老人卍筆印百。125.0×

77.0 誓
せ い

教寺
き ょ う じ

蔵） 

※明るい月に照らされて、提灯を持ち、笹
さ さ

薮
や ぶ

から伸び

る三本の竹の脇に、体をひねるように立ってこちらを

見る骸骨。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjy5_Gy3N_dAhWCxbwKHQUzDt0QjRx6BAgBEAU&url=https://yahan.blog.so-net.ne.jp/archive/20180422&psig=AOvVaw2GMyU5_LGiWrXo26S9xX86&ust=1538293606499348
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※誓教寺蔵の画は、月に竹の葉が 2 枚掛かっているが、2009 年、竹

の葉が月に 3 枚掛かっている同図がアメリカで発見され、あるいは

二幅描いたか（個人蔵）。 

骸骨図（誓教寺） 

●肉筆画「宝珠図
ほ う じ ゅ ず

」（縦長判。淡彩。嘉永二巳酉年正月 九十老卍

筆。印百。個人蔵） 

※丸く縁取りした宝珠の先から「寿」の字が煙のようにいくつも出

ている図。弘化 4 年（1847）にも同画趣の「宝珠図」（色紙判）を

描いている。 

●肉筆画「子
し

路
ろ

読書図
ど く し ょ ず

」（「子路負米
し ろ ふ ま い

」とも。絹本着色。九十老人卍筆。印百。日本浮世

絵博物館蔵） 

※子
し

路
ろ

が米俵を背負い、本を詠みながら歩く図。子路（紀元前 543～紀元前 481）は、孔門
こ う も ん

十
じ っ

哲
て つ

の一人。字
あざな

は仲
ちゅう

、名は由。母のため米を背負って百里歩いたという。二十四孝
に じ ゅ う し こ う

の一人。 

●肉筆画「長寿
ちょうじゅ

表象図
ひょうしょうず

」（縦長判。墨摺。九十老人卍筆。印百。日本浮世絵博物館蔵） 

※房状の尾と甲羅を見せた瑞喜の亀を描く（島田賢太郎 2016年 8月「台東区生涯学習北斎

研究会定例会レジュメ」による）。 

●肉筆画「桃
も も

盗
と

る猿
さ る

図
ず

」（「猿図」とも。絹本着色一幅。齢九十歳画狂老人卍筆。印なし。

個人蔵） 

※赤い縮緬
ち り め ん

の着物を背中に着た猿が、桃を一つ盗って、嬉しそうに右手で食べようとして

いる。左足は跳ね上げている。前には、木から盗った枝のついた桃が二つ転がっている。 

●「雨中
う ち ゅ う

の虎図
と ら ず

」（絹本着色一幅。九十老人卍筆印百。

120.5×41.5 太田記念美術館蔵） 

※渓
け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

『无名
む め い

翁
お う

随筆
ず い ひ つ

』には「肉筆の彩色殊に見事な

り」とある（『肉筆浮世絵大観』5）。対の「龍図
り ゅ う ず

」の龍

に向かって雨中で吠えているかのような虎。龍
りゅう

虎
こ

の阿吽
あ う ん

の図。   

左：雨中の虎図（太田記念美術館） 右：雲龍図（ギメ美術館） 

●肉筆画「雲
う ん

龍図
り ゅ う ず

」（「龍図
り ゅ う ず

」とも。絹本着色一幅。九十

老人卍筆印百。120.5×41.5 ギメ東洋美術館蔵） 

※「雨中
う ち ゅ う

の虎図
と ら ず

」と対の作品。黒々とした天上から龍がと

ぐろを巻くように現れ、眼光鋭く何かを睨んでいる。 

●「雪中
せっちゅう

虎図
と ら ず

」（絹本着色一幅。嘉永二 己
つちのと

酉
と り

年寅月 画狂老人卍老人筆 齢九十歳。印

百。39.4×50.5 元麻布美術工芸館寄託/個人蔵） 

※死の 3日前（『瀬木慎一の浮世絵談義』によれば 4 日前）の作。應
お う

為
い

作とする説あり。 

※荒井勉『北斎の隠し絵』（AA 出版）では次の感想を紹介して「葛飾北斎の自画像である」

としている(ｐ30)。 

https://www.facebook.com/127100277440567/photos/pcb.585626988254558/585626914921232/?type=3
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※「北斎の描くこの虎は、無動の空間の中をスローモーションのように浮遊しているよう

だ。北斎のくりだしたその超現実的世界の内へと、われわれはひきこまれて行きそうにな

る」(松木寛『名宝日本の美術23 北斎・広重』集英

社)。 

※「一匹の虎が、雪の中を跳ねている。爪をむき出

し、眼を光らして、地上を駆けるというより、空中

をとんでいる図であるが、妙にその姿は孤独である。

上に対しても下に対しても、はげしい敵意をむき出

している虎の姿であろう」（梅原猛『美と倫理の矛

盾』集英社）。 

雪中虎図（2017『北斎―富士を超えて』図録より転載） 

【北斎最後の傑作】 

●肉筆画「富士
ふ じ

越
ご し

龍図
り ゅ う ず

」（絹本淡彩一幅。嘉永二年酉
と り

年
ど し

正月辰
た つ

ノ日注 宝暦十庚
かのえ

辰
た つ

ノ年出

生 九十老人卍筆 印縦長の百。95.8×36.2 北斎館蔵） 

注）辰
た つ

の日は 1月 11日又は 1月 23日。 

※雪を被った富士山の背景から龍が黒雲を伴って昇天する図。嘉永 6

年（1853）3 月 11 日、高井鴻山が購入したことが鴻山の手控帳

「重脩堂
じゅうしゅうどう

主人
し ゅ じ ん

」によって知られている。       富士越龍図（北斎

館） 

※『佐久間
さ く ま

象山
しょうざん

遺墨集
い ぼ く し ゅ う

』には、別に卍老

人の落款のある「富士
ふ じ

越
こ し

龍図
り ゅ う ず

」があり、

左上に象山
しょうざん

（「ぞうざん」とも）の漢詩

が書かれている。一畳ほどの寸法とい

う。 

「 滄海翻波
そうかいなみをひるがえし

起伏
ふくりゅう

龍
おきる

/飛騰倐忽過
ひとうたちまちしゅくし

芙蓉
ふようすぐ

/沛
は い

然
ぜんとして

下雨物
あ め く だ り

皆
み な

息
いきをものす

/
／

雨霄
あ ま ぞ ら

収無跡蹤
おさむるくもそくしょうなし

」（意

訳：海中から起きあがった龍は、富士山をたちまちのうちに過ぎて飛

ぶ、すべての者が息をのむ、雨や雲が収
お さ

まると、龍の過ぎた跡もなくなる）」（荒井勉

『北斎の隠し絵』ｐ162 訓下
よ み く だ

しは筆者による） 

【以下、江戸時代（年代不詳）】 

●「渡
わ た

し船
ふ ね

」（横長判着色。●●北斎筆） 

※渡し場から舟をこぎ出そうと、船頭が船尾から岸辺に棹をさしている。船には煙管を銜
く わ

え、頬杖をついている男、「富士」と染め抜かれた腹がけをした馬、鞍に敷いた布の端を

手にして立っている揚げ帽子の女、棹の先の藁束に売り物を数多く挿して持っている行商

の男、煙管を持ち大小の刀を差し、長羽織の侍などが乗っている。 

●『画稿(デッサン集)』（江戸時代後期。紙本墨絵。無款。北斎館蔵） 
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☆〈本を読む女〉（40.0×41.3） 

☆〈裸の男の動き・碁を打つ男たち・相撲をとる男たち・三味線を弾く男・股のぞきをす

る男〉（22.7×38.2） 

☆〈狐・狸・鳥など〉（28.0×40.3） 

☆〈天秤を担ぐ人物など〉（53.7×28.0） 

●「人形遣
にんぎょうつか

いと曲芸師
き ょ く げ い し

」（着色。印北斉
マ マ

）寛政 10頃か。 

※ 裃
かみしも

を付けた人形遣いが、碁盤
ご ば ん

の上に大名行列の纏
まとい

持ちの奴
やっこ

の人形を置き操っている。

その前で曲芸師が、一枚歯の高下駄
た か げ た

を履き、徳利
と っ く り

と盃二枚を放りあげて、順に受け取ろう

としている。 

●「舌
し た

切
き り

雀
すずめ

」（林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

がパリで出したカタログに絵がある）葛
く ず

籠
か ご

を開けると、三つ目のろ

くろ首などの妖怪が多数出てきて、驚きのけぞっているおばあさんを指差して笑っている

図。（以上、『北斎美術館３ 美人画』ｐ148） 

●屏風画「三国志
さ ん ご く し

英雄図
え い ゆ う ず

」（江戸時代後期。６曲１隻屏風。紙本墨絵。各 93.9×33.1 千

葉市美術館蔵）         

※『三国志』の英雄六人を書く屏風に描く。 

三国志英雄図（千葉市美術館） 

●肉筆画「偉大
い だ い

なる軍鶏
し ゃ も

」（葛飾北斎。印ふしのやま。紙本着色一幅。101.0×41.0 北斎

館蔵） 

※左脚を上げ、力強い表情で前を見つめる軍鶏。足元には蒲公英
た ん ぽ ぽ

が咲いている。 

●肉筆画「松
ま つ

に桜
さくら

」（紙本着色二幅。無款。北斎館蔵） 

※右図は、ごつごつした松の幹と枝、左図は、桜の幹と小枝に蕾
つぼみ

が描かれる。 

●肉筆画「みみずく」（着色色紙判一幅。無款。北斎館蔵） 

※辛夷
こ ぶ し

の枝に止まって正面を見るみみずく。春調亭、浅春庵などの狂歌が添えられる。 

●摺物「納涼
のうりょう

」（横長判。東京国立博物館蔵） 

※浜辺に低い床机を二台置き、そこに座ってくつろぎ涼をとる男女。各床机には二人ずつ 

の芸者がいる。 

●摺物「摘草
つ み く さ

」（横長判。東京国立博物館蔵） 
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※遠く帆掛
ほ か け

け舟と漁船が浮かぶ岸辺で、三人の女が摘草
つ み く さ

をしている。女の一人は立って遠

くを見ている様子。 

●「高砂
た か さ ご

の初日の出
は つ ひ の で

」（横長判。無款） 

※松の大木のある浜辺で、老夫婦が盛装して、沖に上がる日の出を拝んでいる。太陽の中

心には霞が横にひかれている。 

●肉筆画「貴賓遊娯
き ひ ん ゆ う ご

の図
ず

」（横判一幅。無款。個人蔵） 

※大正 8 年「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」に出品されたもの。翌年発行の「図録」によ

れば、葛飾北斎筆として「松江 桑原羊次郎氏御所蔵」とある。北斎作品かどうかは不明。 

図は、御殿に仕える奥方たち四人と娘が、紅葉咲く庭に面した豪華な部屋で語らい寛い

でいる。図左には、松の木と石灯籠の庭が広がっている。 

●肉筆画「遊女夢
ゆ う じ ょ ゆ め

春
は る

駒図
こ ま ず

」（横判一幅。無款。個人蔵） 

※大正 8 年「大坂三越呉服店肉筆浮世絵展」に出品されたもの。翌年発行の「図録」によ

れば、葛飾北斎筆として「松江 桑原羊次郎氏御所蔵」とある。北斎作品かどうかは不明。 

図は、山中で、束ねた柴木に両腕を置き休んでいる女。手拭いを被り、眉を剃っていいる。 

 

【北斎没後】 

嘉永 3（1850） 

★阿
お

栄
え い

、浅草
あ さ く さ

聖天
しょうでん

町
ちょう

から聖天
しょうでん

横町
よこちょう

に移る。 

 

●絵本『義烈百人一首
ぎ れ つ ひ ゃ く に ん い っ し ゅ

』（正月。一冊。緑亭川柳撰。前北斎卍老人画。他に歌川
う た が わ

国
く に

芳
よ し

、

歌川
う た が わ

芳
よ し

虎
と ら

、歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

、歌川
う た が わ

貞
さ だ

秀
ひ で

が描く。山口屋藤兵衛
や ま ぐ ち や と う べ え

版。東京国立博物館/弘前市立弘前

図書館蔵） 

※本誌の挿絵は全て無款であるが、奥付に北斎の画の範囲を示す｢画工 口画
く ち え

五頁 自二

十一至三十 前北斎卍老人｣が記される。 

●読本『平将門
たいらのまさかど

退治
た い じ

図絵
ず え

』（『将門
ま さ か ど

退治
た い じ

図絵
ず え

』とも。松 亭
しょうていてい

金
き ん

水
す い

（中村
な か む ら

定保
さ だ や す

）編。大坂・

群
ぐ ん

玉堂
ぎょくどう

、東都
と う と

・金
き ん

幸堂
こ う ど う

の合梓版） 

※巻五の奥付に「自首巻至四之巻 前北斎為一老人画」とある。即ち北斎は、一巻から四

巻までの挿絵を描き、柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

（二世）は五・六巻の画を描き、歌川
う た が わ

貞
さ だ

秀
ひ で

は七・八・九巻

の画を描く。 

●説話集『想山
しょうざん

著聞
ち ょ も ん

奇集
き し ゅ う

』（11 月。五巻。三好想山
み よ し し ょ う ざ ん

作（？～1850）。八十八老卍筆。青山
あ お や ま

直
な お

意
も と

版。鹿児島大学附属図書館蔵） 

※落款が「八十八老卍」であるので、弘化 4 年(1847)には刊行の構想が出来ていたと思わ

れる。数名の画工が描いている中で、北斎は、巻の一「毛の降
ふ り

とる事」の段に、火の見櫓
やぐら

の中から、櫓
やぐら

に架かった蜘蛛
く も

の巣を見ている図と、巻の四「大
お お

ひ
い

成
な

る蛇の尾を截
き り

て嵩
こ

らし

むる事」の段に、大蛇を鍬
く わ

で退治しようとしている男を描く。 

●『万職図考
ば ん し ょ く ず こ う

』四・五編（葛飾戴斗先生図。河内屋茂兵衛
か わ ち や も へ え

版。初編文政 10 年（1827）、

二・三編天保 6年（1835）刊） 

※煙管や染色などのためのデザイン集。 
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嘉永 4（1851） 

嘉永 5（1852） 

◇パリ万国博覧会。 

★高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

が應
お う

為
い

に「菊之図
き く の ず

」を二両三分で注文。7 月に使者を遣わし先に絹地代金一分

を支払う。高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

『重
じゅう

脩堂
しゅうどう

主人
し ゅ じ ん

』7 月 11 日条に「一 金壱分
き ん い ち ぶ

 絹
き ぬ

地代
じ だ い

 広助
こ う す け

出都之
し ゅ っ と の

砌
みぎり

菊之
き く の

画
え

御栄
お え い

江
へ

頼 候
たのみそうろう

ニ付
つ き

遣
つかわ

す」ルビは筆者による）とある。 

嘉永 6（1853） 

【應為の菊図。鴻山の菊図の謎】 

★高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の手控帖『重脩堂
じゅうしゅうどう

主人
し ゅ じ ん

』によれば、3月、應
お う

為
い

から「細密画
さ い み つ が

 

菊之図
き く の ず

 絹本
け ん ぽ ん

」が届けられた。鴻山は、3 月 12 日に浅草
あ さ く さ

聖天
しょうでん

横町
よこちょう

に住

む應為のもとへ飛脚定兵衛を遣わし、残りの二両二分の謝礼金を支払

う。但し、この絵は他者に売り渡され、6 月 29 日に精算勘定が済んで

いて、同図は小布施
お ぶ せ

にないという（久保田一洋「北斎最晩年―小布施

北斎の周辺」〈『浮世絵芸術』95 号所収。『浮世絵の女たち』鈴木由

紀子・ｐ206より孫引〉）。            高井鴻山「菊之図」 

※「菊之図
き く の ず

」はロンドンで発見された北斎の「菊之図」があり、「八

十八老人卍筆」の落款もあるが、北斎筆は疑問とする説あり。應為の

「菊之図」が不明であるので、ロンドンで発見されたものが應為の作

ともいわれる。また、高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

にも「菊之図」がある。但し、この図

は、応為に鴻山が依頼した二図の内の一図で、應為の作とする説があ

り、真偽の程は不明。 

嘉永 7（1853） 

◇ニューヨーク世界博覧会。 

◇7月 8日、三浦にペリーらの黒船来航。 

安政 1(1854) 

◇ペリー2回目の来日。日米和親条約。 

◇シーボルト追放令解除。 

安政 2（1855） 

◇パリ万博（日本不参加）。文部大臣 W.L.ステュルレルがオランダから北斎、歌
う た

麿
ま ろ

らの作

品を入手。その他の作品も含め 259点を帝室図書館に寄贈。 

●絵手本「北斎
ほ く さ い

模様画
も よ う が

譜
ふ

」（5 月。一冊。画工葛飾北斎。見返しには「葛飾為一筆 印一

人人形」とある。奥付前の最終ページには「前かつしか為一筆」とある。柏原
かしわばら

徳
と く

蔵
ぞ う

（探固堂
た ん こ ど う

）版。38.0×26.2 すみだ北斎美術館蔵） 

※小紋等を含む図案集。 

●地誌『利根川図
と ね が わ ず

志
し

』（六冊。赤松宗旦
あ か ま つ そ う た ん

注著。葛飾北斎他画図。山田屋佐助
や ま だ や さ す け

版。埼玉県立

熊谷図書館蔵） 
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※利根川周辺の地誌を記したもの。本誌の各冊に挿絵が数葉あるが、北斎の挿絵がどれか

不明。昭和 13年に刊行された岩波文庫版の同誌における柳田國男の序文には「挿絵の画工

の数が甚だ多い。多分は何度にも頼んでは溜
た

めて置いたものであらう。其中
そ の な か

で落款の無い

のは葛飾北斎といふことであるが、水虎の考略其他にも出て居る河童の絵が、やはり無名

で入つて居るなどは不審である」として、結局どの絵か疑問の趣である。 

注）赤松宗
あ か ま つ そ う

旦
た ん

：布
ふ

川
か わ

村(現茨城県利根川
と ね が わ

町
ま ち

布川
ふ か わ

)出身の医師。同誌は、利根川流域の地誌を

書いたもの。 

安政 3(1856) 

◇仏人フェリックス・ブラックモン(1833～1914)、パリの印刷屋ドラートルの仕事場で、

日本から送られてきた陶器の包み紙の「北斎漫画」を発見。ブラックモンはドラートルに

譲ってほしいと願うが断られる。2 年後、版画家ラヴィーユの家で再び「北斎漫画」に出

合い、ようやく手に入れる（大島清次『ジャポニスム』ｐ28）。 

このエピソードは 1905 年、レオンス・ベネディット（L,Benedite）｢Felix Braquemond 

L`animalier,『Art et Decoration』、XV11,PP｡39-40｣の発表した文章による。 

但し、これは、ベネディットの文章がブラックモンからの聞き書きであり、ゴンクール

やシェノーの証言と必ずしも一致しないこと、発見者を自称する人物が一人や二人でない

ことなどから、今では伝説と受け止められている」（池上忠治氏）として近年疑問視され

ている（昭和 62年〈1987〉大和文華館「北斎展」図録ｐ5より）。 

安政 4（1857） 

★阿
お

栄
え い

、家を出る（？） 

安政 5(1858) 

●9 月、「日蓮上人一代図絵
に ち れ ん し ょ う に ん い ち だ い ず え

」（9 月。松亭金水
し ょ う て い き ん す い

著。葛飾
か つ し か

為
い

斎
さ い

画。明治 21 年に葛飾北斎の

画として売り出す）。 

●絵手本『北斎画
ほ く さ い が

鑑
か ん

』（半紙本一冊。巻末に「前北斎為一老人画図」とある。永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

版。22.5×15.5 国文学研究資料館蔵） 

※文政元年（1818）『伝神開手 北斎画
ほ く さ い が

鏡
きょう

』の改題本。 

安政 6(1859) 

◇シーボルト、オランダ貿易会社顧問として再来日。 

◇この頃、偽葛飾北斎がいたらしい。「又按ずるに、東京橋場町
は し ば ち ょ う

、真崎
ま さ き

の石浜
い し は ま

神社（脚注：江

戸時代には朝日神明宮という。石浜神明また橋場神明とも。荒川区南千住
みなみせんじゅ

三丁目に現存）にある杉戸の牛馬の

図に、安政屠維（脚注：十干のうちの己の称）協洽（脚注：十二支のうち未歳の異名。全項と併せ、安政己未は

同六年〈一八五九〉）之
の

玄月（脚注：陰暦九月）、葛飾北斎謹画とあり、印章は左の如し（筆者注：

印章の図）何人なるを 詳
つまびらか

にせず、画風は、葛飾にあらず、土佐の風に近し、甚
はなはだ

拙
せ つ

なり」

（『葛飾北斎伝』ｐ109） 

安政７（1860） 

★大英博物館、北斎の作品を購入。 
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文久 1（1861） 

◇シーボルト、対外交渉のため幕府顧問となる。 

文久 2(1862) 

◇ロンドン万博で英駐日大使オールコックが浮世絵を出品。 

◇シーボルト、帰国。 

★お栄、横浜から鎌倉東慶寺
と う け い じ

へ行くか。 

●絵本『北斎画本雛形
ほ く さ い え ほ ん ひ な が た

』(一冊。画狂人北斎画。山々亭有人
さ ん ざ ん て い ゆ う じ ん

序。若林喜兵衛
わ か ば や し き へ え

版。もとは一

板彩色摺で刊行されたものをこの年一部の書として刊行) 

●絵本『北斎翁道之
ほ く さ い お う み ち の

志
し

遠里
お り

』（画狂人北斎画。玉養堂版） 

※『葛飾北斎伝』によると、「文久二年若林喜
わ か ば や し き

兵衛
へ え

の出板せしところなり。或
あるい

は曰
いわく

、此
こ

の

書は、翁
お う

の筆
ひ つ

にあらず。柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

か、或
あるい

は阿
お

栄
え い

の画
え

ならんと。又翁
お う

が壮年の頃、画
え が

きおけ

るを彫刻せしものかと」としている（ｐ278 ルビは筆者)。 

※この題名は扉にあるサブタイトルで「北斎狂画
ほ く さ い き ょ う が

 東海道
と う か い ど う

五十三次
ご じ ゅ う さ ん じ

」が正しい。享和 4 年

（1804）の『春
しゅん

興
きょう

五十三駄
ご じ ゅ う さ ん だ の

内
う ち

』の初版にあった短冊版 8 図を柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

の小判に差し替えて

改題再刊したもの。⇒享和 4年条『春興五十三駄之内』参照。 

元治元年/文久 4（1864） 

●絵本『孝経画入
こ う き ょ う え い り

』(二冊。北斎画。高井蘭山
た か い ら ん ざ ん

撰) 

慶応 2(1866) 

◇シーボルト没（70歳）。 

◇フィリップ・ビュルティ（美術評論家）、北斎を初めて評価し「ジャポニズム」の語を

使う（『産業芸術の傑作』）。 

慶応 3(1867) 

◇パリ万博に日本が参加。北斎の版本２件、『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』『絵本
え ほ ん

武蔵
む さ し

鐙
あぶみ

』等が出品される

（2017『北斎―富士を超えて』ｐ28）。 

◇「1867 年までにはフランスの芸術家たちからなるラ・ソシエテ・ジャポネーズ・ジャン

グラール（ジャングラール日本協会）とよばれる集団がすでに結成されていた。北齋はこ

のグループの人気の的であった」（「葛飾北斎論」『在外秘宝 葛飾北斎』所収ｐ16） 

明治 5（1872） 

◇美術評論家フィリップ・ビュルティの提唱した。ジャポネズリー(日本趣味)は 80年代に

かけて広がる。 

明治 6(1873) 

◇ウイーン万博。浮世絵を政府が紹介。起立工商会社設立。 

明治 7(1874) 

◇印象派運動始まる。明治 19年(1886)に極点。ゴッホは 200点以上の浮世絵を所蔵。 

明治 10（1877） 

◇第一回勧業博覧会（上野）美術部により肉筆画展示。 
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明治 11 (1878) 

◇パリ万博。政府は積極的に浮世絵を輸出。林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、東大を中退してパリ万博に参加、工

芸品制作輸出会社起立工商会社の通訳をする。輸出も若井兼
わ か い か ね

三郎
さ ぶ ろ う

と林
はやし

が担当。 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、万博終了後もパリに残り、ルイ・ゴンス「日本美術」2 巻を若井兼
わ か い か ね

三郎
さ ぶ ろ う

(元起立

工商会社副社長)と手伝う。 

◇フェノロサ来日。6 万点以上の浮世絵を収集、ボストン美術館フリーア・コレクション

に送る。 

●9 月 1 日、絵手本『北斎
ほ く さ い

漫画
ま ん が

』十五編（奥付には「東京府故人葛飾北斎 出版人 愛知

県平民
へ い み ん

片野東四郎
か た の と う し ろ う

注 第一区玉屋町三丁目二番地」と記されている。ここまで総図数 3911

図）。 

注）片野東四郎
か た の と う し ろ う

：四代目永楽
え い ら く

屋東四郎
や と う し ろ う

のこと。この編は、沼田
ぬ ま た

月
げ っ

斎
さ い

（1787～1864）、織田
お だ

杏
きょう

斎
さ い

（1845～1912）など他の絵師の絵や、北斎の別の絵手本の絵の寄せ集めによって編集

された。 

明治 12（1879） 

明治 13（1880） 

●絵本『画本
え ほ ん

 唐詩選
と う し せ ん

五言
ご ご ん

絶句
ぜ っ く

』（1月。二冊。故人葛飾為一。嵩山房
す う ざ ん ぼ う

小林新兵衛版） 

明治 14(1881) 

◇ビゲロー来日。 

明治 15（1882） 

◇ジョルジュ・ビゴー来日。 

◇デオドール・デュレ（1838～1927）が美術誌『ガゼット・デ・ボザール』誌で「北斎は

日本が生んだ最も偉大なる巨匠である」と評す。 

明治 16 (1883) 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、仏アパルトマンで美術商(若井
わ か い

・林
はやし

商会)を開く。若井
わ か い

が日本から作品を送り林
はやし

が売る。この頃より喜多川歌
き た が わ う た

麿
ま ろ

や鳥居
と り い

清
き よ

長
な が

の作品が出回る。 

◇ビゴー、石版画集『あさ』の扉絵に「北斎漫画」二編の作品を使う（「仮面の図」）。 

○ルイ・ゴンス（1841～1926）、『日本美術』。 

明治 17（1884） 

◇正月元旦、林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、下宿先に店を開く。英政府の嘱託としてロンドン美術館所蔵の日本

品を整理する。 

●絵手本『北斎
ほ く さ い

模様画
も よ う が

譜
ふ

』（9月。安政 2年『北斎
ほ く さ い

模様画
も よ う が

譜
ふ

』の後摺版。 

明治 18（1885） 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、法律を学びにパリに来た黒田
く ろ だ

清輝
せ い き

の才能を見出す。日本美術愛好家ラファエ

ル・コランのもとに連れて行き画家に転向させる。 

明治 19 (1886) 
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◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、店をヴィクトワール通りに写す(骨董屋)。渡仏した伊藤
い と う

博文
ひ ろ ぶ み

や大蔵次官らに日

本美術の振興について述べる。 

明治 20（1887） 

◇この頃、林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、本店を日本に移す。若井兼
わ か い か ね

三郎
さ ぶ ろ う

と松尾
ま つ お

儀
ぎ

助
す け

(元起立工商会社社長)も加

わる。 

明治 21（1988） 

◇パリ・国立グラン・パレで「ジャポニスム展」。 

●「日蓮
に ち れ ん

上人
しょうにん

一代
い ち だ い

図絵
ず え

」(安政五年刊の葛飾為
い

斎
さ い

の同画を葛飾北斎画として売り出す) 

明治 22（1989） 

◇パリ万博。 

●「前北斎冨士勝景
さ き の ほ く さ い ふ じ し ょ う け い

」（前北斎為一筆。12 月。縮緬
ち り め ん

注錦絵。大倉孫
お お く ら ま ご

兵衛
べ え

版。早稲田大学図

書館蔵） 

注）縮緬
ち り め ん

：長谷川武次郎によって、明治 18 年（1885）に考案された印刷方式。和紙を使

用し、木版多色刷りで縮緬のように加工する。 

※「冨
ふ

嶽
が く

三十六景
さんじゅうろくけい

」から 11図を抜き出し、縮緬本
ち り め ん ぼ ん

に仕上げたもの。〈江戸日本橋〉〈御厩

橋より両国橋夕陽見〉〈東都浅草本願寺〉〈東都本町竪川〉〈武州千住〉〈遠江山中〉

〈尾州不二見原〉〈常州牛堀〉〈甲州犬目峠〉〈甲州伊澤暁〉〈甲州石班澤〉など。 

明治 23（1890） 

◇この頃、林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、工芸品から浮世絵と鍔
つ ば

の商売に転ず。1900 年にかけて大量の浮世絵を

パリに運ぶ（錦絵 16 万枚、絵本類 9700 冊）。依頼したビングに渡さずゴンクールに売却

（永井荷風『江戸芸術論』による）。 

◇輸入商ビングによるパリ国立美術学校での「浮世絵展」開催。 

明治 24(1891) 

○ゴンクール『歌
う た

麿
ま ろ

』出版。 

明治 25（1892） 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、小林文七
こ ば や し ぶ ん し ち

(浮世絵商)の開いた日本最初の浮世絵展で浮世絵の芸術性を訴える。 

明治 26（1893） 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、明治美術会で印象派を展示する。 

◇ボストン美術館「北斎とその流派展」（アーネスト・ファノロサの企画）開催。 

●「士農工商
し の う こ う し ょ う

」（12図。墨摺。北斎（「画」の字はない） 

☆〈三方
さ ん ぼ う

の枠を作る折
お り

烏帽子
え ぼ し

を被り盛装した二人の職人の図〉 

☆〈盥
たらい

で洗濯をする男と、井戸から水を汲む男の図〉 

☆〈馬上から弓を射るために構える武士と、裸足で立って弓を構える武士の図〉 

☆〈油売りと野菜売りの図〉 

☆〈土を耕す二人の農夫の図〉 

☆〈包丁儀式で烏帽子
え ぼ し

を被り調理する二人の男の図〉 
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☆〈鎧
よろい

を客に着せて仕立てを確かめている鎧師
よ ろ い し

の図〉 

☆〈木に登って柿を取り、下の母親に渡している子どもと、柿を籠に入れている父親の

図〉 

☆〈畑で働く農夫や俵
たわら

を担ぐ農夫たちの図〉 

☆〈不明〉 

☆〈大名行列の荷を担ぐ男とお伴の武士と纏持ちの図〉 

☆〈酒の菰
こ も

樽
だ る

を担いで川岸に運ぶ男たちの図〉 

明治 27（1894） 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、この頃より西洋美術館の設立を志すも実現せず。「阿諛
あ ゆ

追従
ついしょう

の男」「春画を売

った国賊」の悪評を浴びる。 

◇古美術商山中定次郞
や ま な か さ だ じ ろ う

渡米し、フェノロサらに助けられて浮世絵を売りさばく。 

明治 29(1896) 

○エドモン・ド・ゴンクール、『北斎』出版。 

○ミシェル・ルヴォン、『北斎』出版。 

明治 30（1897） 

◇この頃の浮世絵肉筆画収集家（九鬼
く き

周一
しゅういち

、高嶺
た か み ね

哲夫
て つ お

、小林文七
こ ば や し ぶ ん し ち

、服部一
は っ と り い ち

立
り つ

、武岡
た け お か

豊
と よ

太
た

、

桑原
く わ は ら

羊
よ う

次郎
じ ろ う

）。 

明治 33(1900) 

◇パリ万博。 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、伊藤
い と う

博文
ひ ろ ぶ み

と西園寺
さ い お ん じ

公望
き ん も ち

の推薦(永井荷風『江戸芸術論』では駐仏公使曾禰
そ ね

荒
あ ら

助
す け

の推薦)でパリ万博の事務官長(日本出品事務所長)に任命される。この頃、印象派が認め

られ始め、印象派の作品を 500点集める。 

◇フェノロサによる北斎展が東京の日本美術協会（上野公園）で開催される。本間耕曹
ほ ん ま こ う ぞ う

の

蒐集品
しゅうしゅうひん

を公開。 

◇お雇い外国人のクルト・ネットーとゴットフリード・ワグナー共著『日本のユーモア』

で 200点の戯画を紹介。出品画中、河鍋暁齋
かわなべきょうさい

37点、北斎漫画 17点が多い。 

◇ゴンクール没（死に先立ち、収集した浮世絵を売却し、私立文芸院
ぶ ん げ い い ん

を設立した）。 

明治 35（1902） 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

の企画によりパリで写真版目録を作り日本美術の競売をする。 

○アンリ・リヴィエール、リトグラフ集『エッフェル塔三十六景』（『冨嶽三十六景』に

刺激された作品）。 

明治 36（1903） 

◇小林
こ ば や し

文
ぶ ん

七
し ち

が浮世絵をフリーアに売る(翌年まで)。 

◇林
はやし

忠
た だ

正
ま さ

、パリの商店を引き払い東京に帰る。 

大正 9年（1920） 

◇松方コレクションの版画がフランスから日本に持ち帰られる。 
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大正 10（1921） 

◇落合
お ち あ い

直
な お

成
な り

、三原
み は ら

繁
し げ

吉
き ち

らによる（第一次）日本浮世絵協会設立。機関紙「浮世絵の研究」

創刊号に「吾が協会は、本邦独特の浮世絵版画の芸術的価値を一般に理解せしめる」

（『季刊浮世絵 9』ｐ７ 昭和 39年 5月 1日刊） 

 

【春峯庵贋作事件】 

慶應◆男爵九条良致旧蔵品 【葛飾北斎】筆 絹本着色 富嶽十二景 画帖 晩年の卍落款  

昭和九年（1934）4 月 26日、東京朝

日新聞に「珍しや写楽の肉筆現る」と

いう大見出しが載った。記事では、某

大名華族で春
しゅん

峯
ぽ う

庵
あ ん

と号する人が秘蔵し

ていたもので「いづれも得難い珍品」

だと大学教授の笹川
さ さ が わ

臨風
り ん ぷ う

が絶賛。同年

5 月 14 日には「発見」された一連の

品々の売立入札会が行われた。入札会

に先立ち、豪華な画集『春峯庵華宝集』が作られ、笹川が序文を記した。 

 

参考資料：阿
お

栄
え い

（應
お う

為
い

） 

【阿栄、画をよくし、土偶人を作るに妙手で、火事を好む】 

★「(略)娘ありて柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

に嫁
か

せしが注 1、離縁して今家にあり。此
こ の

婦人
ふ じ ん

も畸人
き じ ん

にて当時

（筆者注：弘化二年）三十歳余
さんじっさいさいあまり

注 2、画
え

をよくし、且
か つ

至
いたり

て器用なり。土偶人
つちにんぎょう

を造るに妙手

なり。一日土を以て町家の娘と町芸者と深川妓婦三人にて、遣
や

り羽子
は ご

を突く。偶人
にんぎょう

を作る

に其
そ の

情態
じょうたい

髪形
か み が た

の体
て い

、真
し ん

のごとし。又此
こ の

婦人
ふ じ ん

至
いたり

て火事を好みて、夜中といへども十町
じっちょう

廿
にじっ

町
ちょう

の

場へ見物に往
い

く事 屡
しばしば

なれども、北斎も敢
あ え

て足をとどめず。倶
と も

に畸
き

人
じ ん

といふべし」（『戯

作者考補遺』木村黙老編 ｐ315） 

注 1）「柳川
や な が わ

重信
し げ の ぶ

に嫁
か

せし」は誤り。 

注 2）お栄の年齢については、弘化二年(1845)は北斎 86歳であり、この時お栄が 30余歳と

すれば、北斎 40代後半から 50歳頃の子となるので誤りであろう。あるいは 30数年絵を描

いたという意味か。 

【北斎没後、阿栄はどこでなにを、そして、いつ没したか】 

★（北斎没後）北斎居住だった浅草聖天
しょうでん

横町
よこちょう

に嘉永 6 年（1853）3 月まで住んでいたこと

は高井
た か い

鴻山
こ う ざ ん

の『重脩堂主人』の嘉永 6年（1853）3月条に、自身が応為に依頼した「菊図」

の画料を浅草聖天横町の応為に飛脚を介して送っている記録からもあきらかである。 

※「北斎の死するや、阿
お

栄
え い

悲嘆座
ざ

に安
やすん

ぜず。これより居所
い ど こ ろ

を定めず門人或は親戚の家に

流寓
る ぐ う

し、後
の ち

親戚加瀬
か せ

氏の家に居りしが、一日
ひ と い

出
い

て
で

ゝ
て

行くところを知らず。一説に、阿栄
お え い

、

加瀬
か せ

氏の家を出
い

でゝ
て

、加州
か し ゅ う

金沢
か な ざ わ

に赴
おもむ

きて死す。年六十七。また一説に、徳川旗本の 士
さむらい

某
なにがし
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の領地、武州
ぶ し ゅ う

金沢
か な ざ わ

の近傍
き ん ぼ う

に到りて死せり。又一説には、信州
しんしゅう

高井郡
た か い ぐ ん

、小布施村
お ぶ せ む ら

、

高井三九郎
た か い さ ん く ろ う

の家に到りて死せりと。 詳
つまびらか

ならず。白井
し ら い

多知女
た ち じ ょ

の遺書には、安政四年の夏、

東海道戸塚
と づ か

宿
じゅく

の人、文蔵
ぶ ん ぞ う

といへる者阿栄
お え い

を招き画
え

を請
こ

ふ。阿栄
お え い

筆を懐にし、出て行きしが、

夫
そ れ

より知れずなりしと。」（『葛飾北斎伝』ｐ312 ルビは筆者） 

同書の「北斎翁の死するや、阿栄、悲嘆座に安ぜず。これより居所を定めずして、門人

或は親戚の家に流寓し」は誤り。 

嘉永 6 年（1853）3 月以降、阿
お

栄
え い

は弟の加瀬
か せ

﨑
き

十郎
じゅうろう

家に身を寄せたり、川村家
か わ む ら け

に転じた

らしい。旅に出て相州
そうしゅう

戸塚
と つ か

か、加州
か し ゅ う

金沢
か な ざ わ

で客死
か く し

の噂あり。北斎の墓のある誓教寺
せ い き ょ う じ

には葬ら

れていない。 

※安政 2･3 年(1855･56)頃、加賀前
か が ま え

田
だ

家に抱えられ金沢で没したともいわれる。又、安政 4

年(1857)、家を出て消息不明とも（この時 67歳）。一方で『葛飾北斎伝』では、『浮世絵

師便覧』により慶応年間までの生存を示唆している。 

★小布施
お ぶ せ

の絵師小山岩
こ や ま い わ

治郎
じ ろ う

が、お栄から絵の通信教育を受けたという。他に商家の娘や旗

本の娘が門人であったという。また、晩年は女仙人になりたくて茯苓
ぶくりょう

（サルノコシカケ）

を服用していたという（鈴木由紀子『浮世絵の女たち』ｐ207）。 

 

【應為の作品（広義の北斎作品を含む：北斎の制作に阿栄が手を加えたと考え

られるもの】 

※ほとんど肉筆画(確認されたもので 10数点)。 

●狂歌本「狂歌国尽
きょうかくにづくし

」（帆掛け船の挿絵。栄女筆。文化７（1810）を下らない時期。最も

早い作画とも）⇒文化 7年（1824）参照。 

●肉筆画「月下砧打
げ っ か き ぬ た う ち

美人図
び じ ん ず

」（紙本着色一幅。應為栄女筆。印應。

113.4×31.3 弘化年間から天保後期の作か。東京国立博物館蔵） 

※月明かりのもと、手拭いを被り赤い襷
たすき

をした女が、砧
きぬた

を高く振り上

げ、板に渡した衣を打っている。足元には白い衣が畳んである。跳ね

上がった裸足の左足が印象的。 

※本図の落款部分を削りながら途中で止めた跡があり、大久保純一

は、新たに北斎の落款を入れて売り出そうとのではないかという（久

保田一洋『北斎娘 応為栄女集』ｐ32 で紹介）。同画題では北斎に

「詩歌写真鏡 在原業平」がある。   月下砧打美人図（東京国立博物館） 

●肉筆画「吉原
よ し わ ら

格子先
こ う し さ き

之図
の ず

」（文政～天保〈1818～44〉。紙本著色。

一幅。無款。画中の三つの灯籠にそれぞれ「應」「為」「榮」の書き

込みがある。26/3×39/4 ㎝ 太田記念美術館蔵） 

※吉原の妓楼の格子からの顔見せの図。その前で中を覗く人たちを包

むように光と影が描かれる。 
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※昭和 4年（1929）4月、雑誌『浮世絵志』の口絵に掲載。その後昭和 6年（1931）、『浮

世絵画集』（浮世絵研究会・長島譲。大鳳閣書房）、昭和 7 年『浮世絵大家集成 北斎』

（大鳳閣書房）、昭和 8 年（1933）『浮世絵概観』（井上和雄解説 大鳳閣書房）に掲載

される。昭和 21 年（1946）、美術雑誌に掲載後所在不明となるも、昭和 57 年（1982）2

月、 

『肉筆浮世絵大七巻 北斎』（集英社）

で、岡山県の旧家で戦乱を逃れていたのが

再発見されたという報告がなされ、昭和 59

年（198 4）、「肉筆浮世絵名作展 咲き薫

る江戸の女性美」（朝日新聞社主催）で公

開される。その後、太田記念美術館所蔵と

なる（以上。『北斎になりすました女 葛

飾応為伝』檀乃歩也 講談社 p16～17 によ

る）。    吉原格子先之図（太田記念美術館） 

●教訓書『絵入
え い り

日用
に ち よ う

 女
おんな

重宝記
ち ょ う ほ う き

』（墨摺一色。大本一冊。應為栄女画挿図。高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

の序

文は文政 12年(1829)だが刊

行は弘化 4(1847)。元禄 5年

（ 1692）刊のものを高井
た か い

蘭山
ら ん ざ ん

が文章を一部改め、應

為が挿絵を新たに描く。大

英博物館/太田記念美術館

蔵） 

※應為は版画本の挿絵を二

冊だけ描いているが、その

うちの一冊。     

絵入日用女重宝記（大英博物館） 

●教養書『煎茶
せ ん ち ゃ

手引
て び き

の種
た ね

』(嘉永元年。墨摺一色。須原屋新兵衛版。早稲田大学図書館蔵) 

※唯二冊のみの版画本の挿絵)⇒嘉永元年（1848）参照。 

 

 

 

 

 

煎茶手引の種（早稲田大学図書館） 
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●肉筆画「三曲
さんきょく

合奏図
が っ そ う ず

」（文政～天保年間か。絹本大判着色一幅。應ゐ酔女。印應ゐ。

46.5×67.5 ㎝ ボストン美術館/オランダ国立民

族学博物館・シーボルト・コレクション/イタリ

ア・ジェノヴァ東洋美術館蔵） 

※胡弓
こ き ゅ う

を弾く町娘、その前で黒い着物と赤い襦袢
じ ゅ ば ん

の遊女が背を向けて琴を弾く。裾には赤や青の蝶

や蜘蛛の巣の絵柄。その脇で、表が青、裏が赤の

襦袢
じ ゅ ば ん

を覗かせて三味線を弾く芸者。          

三曲合奏図（ボストン美術館） 

●肉筆画「関羽割臂図
か ん う か っ ぴ ず

」（絹本着色一幅。應為栄女筆。印葛しか。右腕に毒矢を受け血を

流しつつ馬
ば

良
りょう

と碁を打つ関羽
か ん う

を医師の華陀
か だ

が治療する三国志の場面に題材。140.2×68.2 

クリーブランド美術館蔵） 

※文政年間（1818～30）か（『美術品所蔵レファレンス事典 日本絵画篇』2015 日外アソ

シエーツ）。 

※『三国志演義
さ ん ご く し え ん ぎ

』の挿絵「関
か ん

雲
う ん

長刮骨療毒
ちょうかつこつりょうどく

」では関羽が左肘

に毒矢を受けているが、応為の作品では右肘になっている。 

関羽割臂図（クリーブランド美術館） 

※印の「葛しか」の形状は北斎 84歳から 85歳に用いられたも

のに似ている。あるいは北斎から譲られて用いたものか（久

保田一洋編著『北斎娘 応為栄女集』藝華書院、ｐ84）。な

お、北斎にも関東大震災で焼失した

「関羽図
か ん う

」があっ

たという（同書ｐ

28）。⇒天保 14 年

（1843）参照。 

●肉筆画「百合図
ゆ り ず

」「美人下絵」（弘化二年

〈1845〉。絹本著色。一面：應ゐ栄女筆。印

應。貼交
は り ま ぜ

屏風一叟のうち。個人蔵・北斎館寄

託）。小布施に残された応為の唯一の作品。屏

風に北斎の獅子図と共に貼交にしてある。「美

人下絵」は書簡「絵具
え の ぐ

（生
しょう

臙脂
え ん じ

）製法
せ い ほ う

指導状
し ど う じ ょ う

」

にある「外
ほ か

ニ女
おんな

絵
え

の下
し

タさし上
あ げ

申 候
もうしそうろう

」とある

絵か。 

百合図・美人下絵（http://lonpari2.blog.shinobi.jp より） 

●肉筆画「竹林
ち く り ん

遠見
と お み

富士図
ふ じ ず

」（「竹林
ち く り ん

の富
ふ

士図
じ ず

」とも。絹本着色一幅。應為栄女筆。印富

士山形。104×32.6 個人蔵） 

http://lonpari2.blog.shinobi.jp/
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※『美術品所蔵レファレンス事典 日本絵画篇』（2015、日外アソシ

エーツ）では、江戸時代末の作で、北斎館蔵としている。 

竹林遠見富士図（高井鴻山記念館：town.obuse.nagano.jp より） 

●肉筆画「蝶々二
ちょうちょうに

美人図
び じ ん ず

」（絹本着色一幅。應為栄女筆。印文不明。

108.1×33.4 所在不明） 

●肉筆画「夜桜
よるさくら

美人図
び じ ん ず

」（弘化～嘉永初年〈1845～49〉。無款。絹本

着色。88.8×34.5 メナード美術館蔵）「春夜美人」題で昭和 7年、京

都府美術館での「北斎翁建碑記念展覧会 第二回浮世絵綜合大展覧会」

に出品された（『北斎娘 応為栄女集』（ｐ33）。 

※灯籠の明かりの前で、指を絡
か ら

めるように筆を持

ち、短冊に歌を書こうとしている女。松の木の先

の夜空には瞬
またた

く群
ぐ ん

星
せ い

が描かれる。 

※元禄時代の女

流歌人・秋色
しゅうしき

女
じ ょ

（生没年不詳）を描いたものとい

う。秋色は十三歳のときに上野に花見に出かけ清水
き よ み ず

観音堂
か ん の ん ど う

井戸の傍

らの桜を見て「井のはたの 桜あぶなし 酒の酔
え い

」という句を詠

み、この句が評判になり、その桜を秋色
しゅうしき

桜
ざくら

というようになったこと

を画題としている。そして、無款であるのは、北斎の作品として描

いたものともいわれる。「酒の酔」の「酔
え い

」が「栄」を示している

ので応為の作であるとしている（久保田一洋編著『北斎娘 応為栄

女集』ｐ32）。             夜桜美人図（メナード美術館） 

●肉筆画「朝顔美人図
あ さ が お び じ ん ず

」（絹本着色一幅。北斎娘辰女筆。印ふもと

のさと。34.2×44.8 ロスアンゼルス・カウンティ美術館蔵） 

※切り取った朝顔を投げ入れた水鉢が盆の上に

置かれ、盆の端には歯磨き粉と房楊枝も置かれ

ている。それを前にして、団扇を顔近くに寄せ

た黒い絽の着物に白地に花柄の襦袢の女が座っ

て涼んでいる。 

朝顔美人図（ﾛｽｱﾝｾﾞﾙｽ･ｶｳﾝﾃｨ美術館： 

http://lonpari2.blog.shinobi.jp より） 

※この絵とほぼ同一構図の「朝顔
あ さ が お

美人図
び じ ん ず

」が摘
て き

水
す い

軒
け ん

記念文化振興財団にあり、落款はないが、画中の団扇に「辰」の文字があるという

（久保田一洋編著『北斎娘・応為栄女集』による。鈴木由紀子『浮世絵の女たち』ｐ192

からの孫引）。 

●書簡「小布施
お ぶ せ

栗
く り

礼状
れいじょう

」（23.0×30.0 個人蔵。年月日不明。破損され宛名不明。久保田

一洋『北斎娘 応為栄女集』より） 

http://lonpari2.blog.shinobi.jp/
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※十八屋の流れをくむ穀
こ く

平
へ い

味噌醸造所の、九代目当家に所蔵（千野
ち の

堺子
け い こ

『江戸のジャーナ

リスト葛飾北斎』ｐ146～147）。 

「御書
お ん し ょ

拝見
は い け ん

致
いたし

まいらせ 候
そうろう

。いまた
だ

御目
お め

にかゝり不
も う

申
さ ず

候得共
そ う ら え ど も

、ます〱
ま す

御機嫌
ご き げ ん

よく御出遊
ご し ゅ つ ゆ う

し、

御目出度
お め で た く

存
ぞんじ

まいらせ 候
そうろう

。左候
さ そ う ら

得者
え ば

、先月
せ ん げ つ

も御手紙
お て が み

下
く だ

され候得共
そ う ら え ど も

、私
わたくし

内
う ち

ニ居
お り

不申
も う さ ず

、御返事
お へ ん じ

もさし上
あ げ

不申
も う さ ず

、恐入
おそれいり

まいらせ 候
そうろう

。何
い ず

れ来月
ら い げ つ

中半
ちゅうばん

に者
は

帰
か え

り申上候
もうしあげそうろう

。其
そ の

節
せ つ

御手本
お て ほ ん

上
あ げ

申
もうす

へ
べ

く

候
そうろう

、先
ま ず

ハ
は

いそき用事
よ う じ

ニて申上
もうしあげ

まいらせ候
そうろう

。早々
そ う そ う

 

 御
お

めて
で

度
た く

、小布施
お ぶ せ

栗
く り

沢山
た く さ ん

有
あ り

か
が

たく存 候
ぞんじそうろう

。誠
まこと

に筆
ふ で

も御座
ご ざ

なく囃々
そ う そ う

、御読
お よ み

むつ
ず

かしくと

早々
そ う そ う

。〈ヤブレ〉様
さ ま

 三浦
み う ら

や栄
え い

」（読みやすくするため、改行し、句読点・ふりがなは筆

者） 

●書簡「絵具
え の ぐ

（生
しょう

臙脂
え ん じ

）製法
せ い ほ う

指導状
し ど う じ ょ う

」（23.0×61.0 個人蔵。年月日不明。破損され宛名

不明。久保田一洋『北斎娘 応為栄女集』より） 

「舌代
ぜ つ だ い

 先々
ま ず ま ず

御機嫌
ご き げ ん

よく御目出度
お め で た く

存
ぞんじ

まいらせ 候
そうろう

。日外
た じ つ

者
は

、何
な に

よりの品
し な

いたゞき有
あ り

か
が

たく

存
ぞんじ

候
そうろう

。私
わたし

も何
な に

かといそがしく候 間
そうろうあいだ

、お手本
て ほ ん

者
は

まつ
ず

一チまい上
あ げ

申 候
もうしそうろう

。外
ほ か

ニ女
おんな

絵
え

の下
し

タさ

し上
あ げ

申 候
もうしそうろう

。また〱
ま た

来月
ら い げ つ

ハ沢山
た く さ ん

上
あ げ

申
もうす

へ
べ

く候
そうろう

間
あいだ

、今月
こ ん げ つ

者
は

是
こ れ

ニて、御
ご

かんにん可被下
く だ さ る べ く

候
そうろう

。 

扨
さ て

是
こ れ

よりハしやうゑんじの事
こ と

申上
もうしあげ

まいらせ候
そうろう

。 

一 先
ま ず

初
は じ

めよく〱
よ く

、お■■■（ヤブレ）御先
お さ き に

被
な さ

成
れ

、あふ
ぶ

ら気
け

の無
な

キ様
よ う

ニ被成候
なされそうろう

。 而
しこうして

■■

■■（ヤブレ/しやうゑんじ）をゆびの先
さ き

ニて、よく〱
よ く

もみ■（ヤブレ/赤）キこなをこと

〱
こ と

、其
そ れ

よりつめ（爪）ニて （絵） 此
こ の

様
よ う

ニ被
な

成
さ れ

、しやうゑんじを、此
こ の

位
く ら

イなら、水
み ず

をさ

らに （絵） 此程
こ の ほ ど

斗
ばかり

りよく火
ひ

ニて、あたゝめ其中
そ の な か

に入
い

レて、わたの白
し ろ

く成
な

ほよく〱
よ く

しぼ

り、其
そ れ

より余程
よ ほ ど

ぬかき（ぬるい）火
ひ

ニかけ候
そうら

得者
え ば

、少々
しょうしょう

まハ
わ

りか焼付
や き つ き

かゝる所
ところ

を皿
さ ら

をま

ハ
わ

しなか
が

ら、せんじつめ申 候
もうしそうろう

。段々
だ ん だ ん

つまるにしたがつて、火
ひ

を遠くニ成
な し

、しまいに誠
まこと

に

少
すくなき

ニ成候
なしそうら

得者
え ば

、皿
さ ら

のあたゝまりニてまわしなから皿
さ ら

へ干付
ほ し つ け

候
そうろう

。くれ〱
ぐ れ

も火
ひ

がつよくよつ

て、きう
き ゅ う

に被成候
なされそうろう

。と
ど

くろく相成候間
あいなりそろうあいだ

、お気長
き な が

に、御
お

せんしニ被成可候
なされべくそうろう

。ゑの油
あぶら

ニて合の

中へなまりを大
だ い

キサ （絵・丸） 此
こ の

位
くらい

のてつぽう玉
だ ま

をこまかにけづり、六十日
ろくじゅうにち

程
ほ ど

、土中
ど ち ゅ う

へうづめ置申候
おきもうしそうろう

。注つかい様
よ う

ハ中々
なかなか

筆談
ひ つ だ ん

ニてハ長
な が

く斗
ばかり

り成候
なりそうらい

て、わかり不申候
もうさずそうろう

。先
ま ず

御
お

た

づねゆへ申上
もうしあげ

まいらせ候
そうろう

。あらあら かしく 

〈ヤブレ〉様
さ ま

  中嶋屋
な か じ ま や

 栄
え い

」（読みやすくするため、改行し、句読点・ふりがなは筆者

による） 

注）此
こ の

位
くらい

のてつぽう玉
だ ま

をこまかにけづり、六十日
ろくじゅうにち

程
ほ ど

、土中
ど ち ゅ う

へうづめ置申候
おきもうしそうろう

。：この一節

は北斎の『画本彩色通初編』（嘉永元年：1848）「絵具の製法」に同様の記述がある。 

 

【以下、制作に関わったと思われる作品】 

●「武家
ぶ け

」（広義の北斎作。和紙。フランス国立図書館蔵） 

●「町屋
ま ち や

の娘
むすめ

」（広義の北斎作。和紙。フランス国立図書館蔵） 

●「神楽
か ぐ ら

巫女
み こ

」（広義の北斎作。二代戴斗説あり。和紙。フランス国立図書館蔵） 
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●「節句
せ っ く

の商家
し ょ う か

」（広義の北斎作。お栄との共作説あり。ライデン国立民族学博物館蔵・

シーボルト・コレクション） 

●「初夏
し ょ か

の浜辺
は ま べ

」（オランダ・ライデン国立民族学博物館蔵） 

●「手踊図
て お ど り ず

」（北斎為一筆。所在不明。講談社『肉筆浮世絵 下巻』国立国会図書館蔵）

〈鈴木由紀子『浮世絵の女たち』幻冬舎・Ｐ199による〉 

 

【葛飾北斎末裔】 

※内藤正人「北斎の裔―幕臣白井家の系譜と、その遺品」〈2019 年『浮世絵芸術』177 巻 

ｐ15～25〉を参照した。 

前妻の子 長男：富之
と み の

助
す け

 

     長女：美
み

与
よ

 

     二女：鉄
て つ

 

後妻ことの子 二男：多吉郎
た き ち ろ う

（本郷竹町の商人：勘助に養育され、後、加瀬
か せ

家の養子とな

り、﨑
き

十郎
じゅうろう

と名のる） 

       三女：栄
え い

 

       四女：猶 

以下：加瀬家  

多吉郎
た き ち ろ う

（崎
き

十郎
じゅうろう

 文化７生 万延 1/5/9没 51 千駄ヶ谷：慈光寺 樹誓院釈得寿居士）＝ 

きの（多吉郎の妻。嘉永４/9/29没 48） 

 子：多知
た ち

（明治 19/4/14没 56 諡号：鏡心院）＝白井
し ら い

久之助（幕臣、白井家 12代当主、

京都見廻：組並・40俵 明治 10/8/9没 53） 

 子：弥
や

次郎
じ ろ う

（慶応 2/9/16 没 26）以後、加瀬家途絶えたため、姉の多知の子：昶
ちょう

次郎
じ ろ う

が

養子に入る。 

以下：白井家 

 多知の長男：孝
た か

義
よ し

（陸軍軍人、日露戦争従軍。昭和 3/12 没 78）＝先妻：道子
み ち こ

 後妻：

あい  

孝義・道子の子：長男・白井
し ら い

尚一
しょういち

 

          二男・哲（加瀬
か せ

昶
ちょう

次郎
じ ろ う

家に養子に入る。明治 41没 30） 

  あいの子：義三
よ し ぞ う

（北斎より 5代目。明治 33年生。軍需省軍需管理官：昭和 19年退官。

日本石灰株式会社理事、昭和 31/9 没）＝三枝子
み え こ

（明治 41 生。仏英和高等学校：現白百合

女子大卒。専売局長石井
い し い

淳
じゅん

二郎
じ ろ う

三女） 

義三・三枝子の子   正三 

               玲子
れ い こ

 

               隆二
り ゅ う じ

 

               三
み

和子
わ こ

 

               多恵子
た え こ
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               昭義
あ き よ し

 

 孫：由紀子
ゆ き こ

）北斎から 7代目） 

 

「白井家関連略系図」作成：本間友（慶応義塾大学ｱｰﾄｾﾝﾀｰ）「北斎の裔」ｐ24 より転載 

 

【参考】 

【北斎と中嶋家】 

「過去帳において加瀬家養

子：昶治郞の月命日に記載さ

れているじょうほうである。 

『十三代孝義母方祖父加瀬崎

十郎実父 葛飾北斎浮世絵画

師画狂老人卍 嘉永二己酉四

月十八日寿九十歳浅草区 永

住町四十四 五ノ内誓教寺川

村姓』 

明治期に白井義孝が飯島虚

心にらに語ったとする、先祖

北川村家より中嶋家に養子に

入ったという伝聞は、おそら

くはこの部分の記載と一致す

るものといえる。この問題に

関しては、御用鏡師中嶋家関

連資料を踏まえた近年の考察

によって、北斎が御用鏡師中

嶋家二代目の長男ながら廃嫡

された人物をその父親とする

可能性が高いこと、中嶋家三

代目を元文四年に継いだのは北斎の叔父金吉であること、さらに後年その叔父の養子とし

て、今度は北斎長男の富之助が中嶋家四代目を享和四年に継いだことなどが紹介、報告さ

れ、一応の解決をみている注」（注：岸文和「北斎伝記の再検討―新出資料『御鏡師中嶋伊勢御目見願』を手

がかりに」『美術フォーラム 21』34、醍醐書房、平成 28年 11 月、86-96 頁） 

【白井家の思い】 

「先祖は北斎だと聞いてはいたものの、しかしながらその絵がねえ・・・」というニュア

ンスであったと聞いている。つまりは、春画をも含む俗世の産物である浮世絵というもの

の近代における城下が非常に低く、高位の職業軍人や官吏を輩出した白井家では、先祖に
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浮世絵師北斎がいる、という事実がむしろ後ろめたい事実として、暗然のタブーであった

という、誠に興味深いお話をうかがうことになったのである（ｐ18）。 
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【版型】 

錦絵のサイズの平均は以下の通りである(単位はセンチ。縦×横)。 

丈
た け

長奉書
な が ぼ う し ょ

 約 72×約 53  

大広
お お び ろ

奉書
ぼ う し ょ

 約 58×約 44 

大奉書
お お ぼ う し ょ

(大々判) 約 39×約 53 

中奉書
ちゅうぼうしょ

  約 36×約 50 

小奉書
こ ぼ う し ょ

  約 33×約 47 

長大判
ちょうおおばん

（長絵判） 丈長奉書を横にして縦 3分の 1にしたサイズ。約 72×26.5。「詩歌写真

鏡」のサイズ。 

大判
お お ば ん

   大奉書の縦 2 つ切り。39×26.5（実際には縦 35.0～39.0、横 21.5～26.5 の範

囲。B４判〈36.4×25.7〉に近い大きさ）。横大判は「冨嶽三十六景」「諸国名

橋奇覧」等のサイズ。 

中判
ちゅうばん

   大奉書の 4 分の 1。大判の横 2 つ切り。19.5×26.5（実際には縦 14.0～19.0、

横 20.0～26.0 の範囲。B５判〈18.2×25.7〉に近い大きさ）。「百物語」のサイ

ズ。 

小判
こ ば ん

   大奉書の 8分の 1。大判の 4分の 1。19.5×13(実際には縦 16.5～19.5、横 12.0

～13.2 の範囲で、横小判として摺物に多く使われる。写真の２L 判〈18.0×

13.0〉に近い大きさ) 

間判
あ い ば ん

   小奉書の縦 2つ切り。33×23.5 

大短冊判
お お た ん ざ く ば ん

 大奉書の縦 3つ切り。39×18 

中短冊判
ちゅうたんざくばん

 大奉書の縦 4つ切り。39×13 

小短冊判
しょうたんざくばん

 大奉書の縦 6つ切り。39×9 

色紙判
し き し ば ん

  大奉書の 6分の１。厚手の紙。20.5×18.5 

長判
な が ば ん

   大奉書の横 2つ切り。19.5×53.5 

掛物
か け も の

絵
え

  大判の縦 2枚つなぎ。78×26.5 

柱
はしら

絵
え

   １、小奉書の縦 3つ切り。72～77×17 

     ２、大奉書の縦 4つ切り。72～77×13 

細判
ほ そ ば ん

   小奉書の縦 3つ切り。33×15。春朗期の役者絵のサイズ。 

九
ここのつ

切判
ぎ り ば ん

  大奉書の 9 分の 1。横 3 分の 1 を縦 3 分の 1 に切断したサイズ。縦 8.83×横

13.0。宗理期から北斎期の摺物に多い。 

十二切判 大奉書約（39×約 53）の 12 分の 1。横大奉書 2 分の 1（大判。39×26.5。実際

には縦 35.0～39.0、横 21.5～26.5 の範囲。B４判〈36.4×25.7〉に近い大きさ）にし、大

判を横 2分の 1にし、更に縦三等分したサイズ。 

続絵
つ づ き え

   同じ大きさの紙を並べて大画面にしたもの。一枚ずつが独立した絵をつなぐの

で、それぞれバラ売りにされた。 
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【北斎作品を所蔵する美術館等】 

・出光美術館（〒100-0005 東京都千代田区丸の内 3-1-1帝劇ビル 9階 TEL:03-5777－

8600） 

・浦上蒼穹堂（〒103-0027 東京都中央区日本橋 3-6-9 箔屋町ビル 3階 TEL：03-3271-

3931） 

・浦添市美術館（〒901-2103 沖縄県浦添市仲間 1-9-2  TEL：098-879-3219） 

・大分県立美術館（〒870-0036 大分県大分市寿町 2-1 097-533-4500） 

・大阪市立美術館（〒543-0063 大阪府大阪市天王寺区茶臼山町 1-82 TEL:06-6771-4874） 

・大阪府立中島之図書館(〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島 1-2-10 TEL:06-6203-0474) 

・太田記念美術館（〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 1-10-10 TEL:03-5777-8600） 

・大田区郷土博物館（ 〒143-0025 東京都大田区南馬込 5-11-13 TEL:03-3777-1070） 

・大田区立龍子記念館（〒143-0024 東京都大田区中央 4-2-1 TEL:03-3772-0680） 

・岡田美術館（〒250-0406 神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷 493-1 TEL:0460-87-3931） 

・神奈川県立金沢文庫（〒236-0015 神奈川県横浜市金沢区金沢町 142 電話：045-701-

9069）  

・神奈川県立歴史博物館（〒236-0006神奈川県横浜市中区南仲通 5-60 TEL:045-201-0926） 

・鎌倉国宝館・氏家浮世絵コレクション（〒248-0005 神奈川県鎌倉市雪ノ下 2-1-1［鶴岡

八幡宮境内］TEL: 0467-22-0753） 

・岩松院（〒381-0211長野県上高井郡小布施町雁田 TEL：026-247-5504） 

・木更津市郷土博物館金のすず(旧千葉県立上総博物館）〒294-0044 千葉県木更津市太田

2-16-2 TEL：0438-23-0011)  

・北九州市立美術館（〒804-0024 福岡県北九州市戸畑区西鞘ケ谷町 21-1 TEL: 093-882-

7777） 

・宮内庁三の丸尚蔵館（ 〒100-8111 東京都千代田区千代田１−１ TEL: 03-3213-1111） 

・熊本県立美術館(〒860-0008 熊本市中央区二の丸 2 TEL 096-352-2111 

・群馬県立歴史博物館(〒370-1293 群馬県高崎市綿貫町 992－1 TEL: 027-346-5522) 

・香雪美術館（〒658-0048 兵庫県神戸市東灘区御影郡家 2 ｰ 12-1 TEL:078-841-0652） 

・高知県立高知城歴史博物館（〒780-0842 高知県高知市追手筋 2-7-5 TEL:088-871-1600） 

・神戸市立博物館（〒650-0034 神戸市中央区京町 24 TEL:078-391-0035） 

・神戸市立博物館南蛮美術館（〒650-0034 兵庫県神戸市京町 24 TEL:078-391-0035） 

・国文学研究資料館（〒190-0014 東京都立川市緑町 10-3 TEL:050-5533-2900） 

・国立国会図書館（〒100-8924東京都千代田区永田町 1-10-1 TEL: 03-3581-2331） 

tel:03-5777－8600
tel:03-5777－8600
tel:06-6771-4874
tel:06-6203-0474
tel:03-5777-8600
tel:03-3777-1070
tel:03-3772-0680
tel:0460-87-3931
tel:045-201-0926
tel:078-841-0652
tel:088-871-1600
tel:078-391-0035
tel:078-391-0035
tel:050-5533-2900
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・五島美術館：大東急記念文庫（〒158-0093 東京都世田谷区上野毛 3-9-25TEL:03-3761-

0661 

・埼玉県立熊谷図書館（〒360-0014 埼玉県熊谷市箱田 5-6-1 TEL: 048-523-6291） 

・埼玉県立歴史と民俗の博物館（〒330-0803  埼玉県さいたま市大宮区高鼻町 4-219 TEL: 

048-645-8171） 

・嵯峨嵐山日本美術研究所（〒615-0057京都府京都市右京区西院東貝川町 31西院ビル 5階 

TEL：075-313-6704） 

・佐野美術館（〒411-0838 静岡県三島市中田町 1-43 TEL:055-975-7278） 

・静岡県立中央図書館（〒422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田 53-1 TEL: 054-262-1242） 

・品川区品川歴史館（〒140-0014 東京都品川区大井 6-11-1 TEL: 03-3777-4060） 

・島根県立美術館（〒690-0049 島根県松江市袖師町 1-5 TEL：0852-55-4700） 

・城西大学水田美術館（〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台 1-1 TEL：049-271-7327） 

・承天閣美術館（旧萬野美術館 2004年閉館。〒602-0898 京都府京都市上京区今出川通烏

丸東入相国寺門前町 701相国寺 TEL:075-241-0423） 

・常楽寺美術館（〒386-1431 長野県上田市別所温泉 2347  TEL：0268-38-2040） 

・すみだ北斎美術館（〒130-0014 東京都墨田区亀沢 2-7-2 TEL：03-5777-8600） 

・清安山板橋不動尊（〒300-2307 茨城県つくばみらい市板橋 2370-1 TEL: 0297-58-

1014） 

・静嘉堂文庫美術館（〒157-0076 東京都世田谷区岡本 2-23-1 TEL：03-5777-8600） 

・誓教寺（〒111-0041 東京都台東区元浅草 4-6-9 TEL: 03-3841-5631） 

・晴明会館（〒813-0001 福岡県福岡市東区唐原 6-7-1 TEL: 092-661-1535） 

・大東急記念文庫五島美術館（〒158-8510 東京都世田谷区岡本 2-23-1 TEL:03-5777-

8600 

・高橋コレクション（〒144−0052 東京都大田区蒲田 4−29−11 TEL:03-3739-7184） 

・千葉市美術館（〒260-8733 千葉県千葉市中央 3-10-8 TEL:043-221-2311） 

・津山市立津山郷土博物館（〒708-0022 岡山県津山市山下 92 TEL:0868-22-4568） 

・摘水軒記念文化振興財団（〒277-0005 千葉県柏市柏 4-5-3 TEL:04-7167-6153） 

・天童市美術館（〒994-0013 山形県天童市老野森 1-2-2 TEL：023-654-6300） 

・東京芸術大学美術館（〒110-8714 東京都台東区上野公園 12-8 TEL： 050-5525-2200) 

・東京国立博物館（〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9 TEL:03-5777-8600） 

・東京都江戸東京博物館（〒130-0015 東京都墨田区横網 1-4-1 TEL：03-3626-9974） 

・東京都立中央図書館加賀文庫（106-8575 港区南麻布 5-7-13 TEL:03-3442-8451(代)  

・東京富士美術館（〒192-0016 東京都八王子市谷野町 492-1 TEL：042-691-4511） 

・東京文化財研究所（〒110-8713 東京都台東区上野公園 13-43 東京国立博物館内 TEL: 

03-3823-2241） 

tel:055-975-7278
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A7%BF%E6%B2%B3%E5%8C%BA
tel:075-241-0423
tel:03-3739-7184
tel:043-221-2311
tel:0868-22-4568
tel:04-7167-6153
tel:03-5777-8600


788 

 

・東洋文庫ミュージアム（〒113-0021 東京都文京区本駒込 2-28-21 TEL:03-3942-0280） 

・たばこと塩の博物館（〒130-0003 東京都墨田区横川 1-16-3 TEL：03-3622-8801） 

・長泉院（〒369-1802 埼玉県秩父市荒川上田野 557 TEL:0494-540-1106） 

・出羽桜美術館（〒994-0044 山形県天童市一日町 1-4-1 TEL: 023-654-5050） 

・東北大学付属図書館：川内キャンパス（〒980-8576 仙台市青葉区川内 41 TEL：022-

717-7800 

・名古屋市博物館（住所：〒192-0016 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂 1-27-1 TEL:052-853-

2655） 

・名古屋市美術館（〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄 2-17-25(芸術と科学の杜・白川公

園内) TEL:052-212-0001） 

・名古屋市蓬佐文庫（〒461-0023 愛知県名古屋市徳川町 1001 TEL:052-935-2173） 

・名古屋テレビ浮世絵美術館（〒460-8311 愛知県名古屋市中区橘 2-10-1 TEL:52-331-

8111） 

・奈良県立美術館（〒630-8213 奈良県奈良市登大路町 10-6 TEL：0742-22-7032） 

・西新井大師總持寺（〒123-0841 東京都足立区西新井 1-15-1 TEL:03-3890-2345） 

・日本浮世絵博物館・酒井ｺﾚｸｼｮﾝ（〒390-0852 長野県松本市 大字島立 字新切 2206-1） 

・八戸市図書館（〒031-0022 青森県八戸市糠塚字下道 2-1 TEL:0178-22-0266） 

・林原美術館（〒700-0823 岡山市北区丸の内 2-7-15 TEL：086-223-1733）  

・光ミュージアム（〒506-0051 岐阜県高山市中山町 175 TEL:0577-34-6511 ） 

・弘前市立博物館（〒036-8356青森県弘前市下白銀町 1-6 TEL: 0172-35-0700） 

・福井県立美術館(〒910-0017 福井県福井市文京 3-16-1 TEL：0776-25-0451) 

・藤沢市教育委員会（〒251-8601 神奈川県藤沢市朝日町 1-1 TEL：0466-25-1111 ） 

・北斎館（〒381-0201 長野県上高井郡小布施町大字小布施 485 TEL：026-247-5206） 

・房総浮世絵博物館（〒297-0222 千葉県長生郡長柄町大庭 172 TEL: 0475-35-2001） 

・細見美術館（京都府京都市左京区岡崎最勝寺町 6-3  TEL:075-752-5555） 

・本間美術館（〒998-0024 山形県酒田市御成町 7-7 TEL:0234-24-4311） 

・MOA美術館（〒413-0006 静岡県熱海市桃山町 26-2 TEL: 0557-84-2511） 

・町田市立国際版画美術館（〒194-0013 東京都町田市原町田 4-28-1 TEL:042-726-

2771・0860・2889） 

・三井記念美術館（〒103-0022 東京都中央区日本橋室町 2-1-1 三井本館 TEL:03-5777-

8600） 

・六町ミュージアムフォローラ（〒121-0073 東京都足立区六町 2-5-35 TEL：03-3885-

7333） 

・メナード美術館（〒485-0041 愛知県小牧市小牧 5-250 TEL：0568-75-5787） 

・茂木本家美術館（〒278-0037 千葉県野田市野田 242 TEL：04-7120-1011） 

tel:03-3942-0280
tel:03-3622-8801
tel:0494-540-1106
tel:052-853-2655
tel:052-853-2655
tel:052-212-0001
tel:052-935-2173）〒
tel:52-331-8111
tel:52-331-8111
tel:03-3890-2345
tel:0178-22-0266
tel:0577
tel:075-752-5555
tel:0234-24-4311
tel:042-726-2771・0860・2889
tel:042-726-2771・0860・2889
tel:03－3885
tel:03－3885
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・山口県立萩美術館浦上記念館（〒758-0074 山口県萩市平安古町 586-1 TEL:0838-24-

2400  

・山種美術館（〒150-0012 東京都渋谷区広尾 3-12-36 TEL:03-5777-8600） 

・洛東遺芳館（京都市東山区問屋町通五条下ル三丁目西橘町 472 TEL:075-561-1045） 

・立命館大学図書館(〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町 56-1：TEL: 075-465-8144) 

・早稲田大学図書館（〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1−6−1 TEL：03-3203-5581） 

・ウースター美術館（米国・ボストン Worcester Art Museum： 55 Salisbury 

St, Worcester, MA 01609-3196：55 Salisbury Street, Worcester, MA 01609：(+1) 508-

799-4406 

・オーストリア国立工芸美術館（ Museum für angewandte Kunst：Stubenring 5, 1010 

Wien,） 

・オーバリン大学 アレン・メモリアル美術館：メアリー・エインズワース・ｺﾚｸｼｮﾝ 

（米国オハイオ州オーバリン：Allen Memorial Art Museum 87 N Main St, Oberlin 

College, Oberlin, OH 44074-1161） 

・オンタリオ美術館（カナダ・トロント：Art of Ontario: 317 Dundas St W, Toronto, 

ON M5T1G4:(416)923-1171 

・ギメ東洋美術館（フランス・パリ：Guimet Museum 6, place d'Iéna 75116 Paris：＋

33（0）1-56-52-53-00） 

・クラクフ国立美術館（ポーランド・クラクフ：Muzeum Narodowe w Krakowie：al. 3 Maja 

1,：+48 12 433 55 00） 

・ケルン東洋美術館（ドイツ・ケルン：Museum für Ostasiatische Kunst Köln 

： Universitätsstraße 100, 50674 Köln,： +49 221 22128608 ） 

・シカゴ美術館（米国イリノイ州シカゴ：The Art Institute of Chicago：111 S Michigan 

Ave 159 East Monroe Street, IL：+1 312-443-3600） 

・スミソニアン協会フリーア美術館（米国・ワシントン DC： Freer Gallery of Art：1050 

Independence Ave SW, Washington, DC 20560 ： +1 202-633-1000） 

・スミソニアン協会アーサー・サックラー美術館（米国ワシントン DC： 1050 

Independence Ave SW, Washington, DC 20560 ： +1 202-633-1000） 

・大英博物館（英国・ロンドン：British Museum： Great Russell St, Bloomsbury, 

London WC1B 3DG：+44 20 7323 8299：1-617-495-9400） 

・ハーバードアーサー・サックラー美術館（米国マサチューセッツ州ボストン：Harvard 

University Art Museums：32 Quincy St., Cambridge, MA 02138：1-617-495-9400） 

・ハーバードフォッグ美術館（米国・マサチューセッツ州ボストン：Harvard University 

Art Museums：32 Quincy Street, Cambridge, MA 02138） 

・ヴィクトリア＆アルバート博物館（英国・ロンドン：Victoria and Albert Museum：

Cromwell Road London SW7 2RL：+44 (0) 870 906 3883） 

tel:03-5777-8600
tel:075-561-1045
https://www.worcesterart.org/information/directions/#map
https://goo.gl/maps/FNC85KmCdR32
https://goo.gl/maps/FNC85KmCdR32
https://www.museum-fuer-ostasiatische-kunst.de/
https://www.museum-fuer-ostasiatische-kunst.de/
https://www.google.com/search?q=%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%B3%E6%9D%B1%E9%99%BD%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&oq=%E3%82%B1%E3%83%AB%E3%83%B3%E6%9D%B1%E9%99%BD%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&aqs=chrome..69i57.9133j0j8&sourceid=chrome&ie=UTF-8
tel:+1%20312-443-3600
https://www.google.com/search?safe=off&sxsrf=ALeKk00D1s67gBAr8QDJTSOR5UvXeVgTgQ%3A1589246524527&ei=PPq5XpXPH6ah-Qbvp6bIAg&q=%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%A2%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&oq=%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%A2&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQARgAMgQIIxAnMgIIADIFCAAQgwEyAggAMgIIADIFCAAQgwEyAggAMgIIADoHCCMQ6gIQJzoECAAQHjoECAAQBDoHCAAQgwEQBDoECAAQQzoHCCMQsQIQJ1DzCVjoUmCCZWgCcAB4AIABtgGIAYAHkgEDNC40mAEAoAEBoAECqgEHZ3dzLXdperABCg&sclient=psy-ab
https://www.google.com/search?safe=off&sxsrf=ALeKk00D1s67gBAr8QDJTSOR5UvXeVgTgQ%3A1589246524527&ei=PPq5XpXPH6ah-Qbvp6bIAg&q=%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&oq=%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%BC%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQDDoHCCMQ6gIQJzoECCMQJzoHCAAQgwEQBDoFCAAQgwE6BAgAEAQ6AggAOgQIABBDUIsOWOc7YJFVaAFwAHgAgAF7iAGlBZIBAzEuNZgBAKABAaoBB2d3cy13aXqwAQo&sclient=psy-ab&ved=0ahUKEwiV3bfUlK3pAhWmUN4KHe-TCSkQ4dUDCAw
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・プーシキン美術館（露国・モスクワ：Pushkin State Museum of Fine Arts：12, 

Volkhonka Street, Moscow：+7 (495) 609-95-20） 

・フランス国立図書館（仏国・パリ：Quai François-Mauriac 75013 Paris：+33（0）1 53 

79 59 59） 

・ベルギー王立美術館（ベルギー・ブリュッセル：Musées royaux des beaux-arts de 

Belgique：Rue de la Régence Place Royale 1, ：+32 2 508 32 11） 

・ベルリン国立アジア美術館（前ベルリン東洋美術館：独国・ベルリン：Museum fur 

Ostasiatische Kunst：Lansstraße 8, 14195 Berlin,： +49 30 266424242） 

・ホノルル・アカデミー・オブ・アーツ（米国ハワイ：Honolulu Academy of Arts：900 S. 

Beretania St., Honolulu, HI 96813：(808)532-8700） 

・メトロポリタン美術館（米国・ニューヨーク：The Metropolitan Museum of Art：1000 

Fifth Avenue at 82nd Street, NYC：(212) 535-7710 ） 

・オランダ国立民族学博物館（オランダ・ライデン： Rijksmuseum Volkenkunde： 

Steenstraat 1：+31 71 516 8800） 

・ロスアンゼルス・カウンティ美術館（米国・ロスアンゼルス：Los Angeles County 

Museum of Art 5905 Wilshire Blvd, Los Angeles, CA 90036： +1 323-857-6000） 

・ワルシャワ民族博物館（ポーランド・ワルシャワ：Ethnographic Museum Warsaw：1 

Kredytowa street, 00-056 Warsaw ） 

 

 

 

tel:+32%202%20508%2032%2011
https://www.google.com/search?safe=off&sxsrf=ALeKk03IJ8W6YUJMlTR9IUmvU5nvybBw6Q%3A1592022293645&ei=FVXkXuP6JsWXr7wP0I6r8AU&q=%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%B3%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&oq=%E3%83%99%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%B3%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQAzIECCMQJzIECAAQHjoFCAAQzQJQ-xVYmiFgryloAHAAeAGAAb0EiAHQC5IBCzEuMi4xLjEuMC4xmAEAoAEBqgEHZ3dzLXdpeg&sclient=psy-ab&ved=0ahUKEwij2aWa-f3pAhXFy4sBHVDHCl4Q4dUDCAw&uact=5
https://www.google.com/search?safe=off&sxsrf=ALeKk01Aqpwm_7wJrnRp0kIHumlm8rAJGA%3A1592023088969&ei=MFjkXs_SOtGB-QaFh4GgAw&q=%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&oq=%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8&gs_lcp=CgZwc3ktYWIQDDIECAAQQzIECAAQHjIECAAQHjIECAAQHjIECAAQHjIECAAQHjIECAAQHjIECAAQHjoICAAQsQMQsQM6BggAEAcQHjoICAAQBxAEEB46CggAEAgQBxAEEB46BggAEAQQJToGCAAQBBAeUKoPWOJGYL1zaABwAHgAgAGFAYgBmgiSAQM0LjaYAQCgAQGqAQdnd3Mtd2l6&sclient=psy-ab&ved=0ahUKEwjPqsSV_P3pAhXRQN4KHYVDADQQ4dUDCAw

